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職業 年齢 性別 ご意見の概要 御意見及びその理由

34001 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。
３つの選択ですと、(1)しかありませんでした。

福島の事故をみて、自分が福島の人と同じ立場になる可能性があると思いました。そして国の対応はあまりにもお粗末でした。残念です。

発電所が安全だというのであれば、今回のような事故は起きてはいけなかった。
想定外は論外です。

きっと、原子力発電所がなくなっても、代替えエネルギーがあるはずです。
いろいろ試してみる価値はあると思います。

事故の規模が大きすぎる原子力発電は即刻やめるべきと思います。

34002 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 社会の安心・安全を持続可能な形で確保することを最
優先し、原発ゼロ案を採用すべきです。

　東京電力福島第一原発事故は、原子炉のなかの膨大な放射性物質を安全かつ完全に閉じ込めることは極めて難しいということを明らかにしました。エネルギー・環境会議が提案されているよ
うに、「原子力は安全である」という大前提が崩壊した今日、原子力発電に依存したエネルギー選択を白紙から見直し、中長期的には原発依存度を可能な限り減らすという方針を選択すべきで
す。
　今回の原発事故では、国民の命と暮らしを守ることや安全性が何よりも優先されるべきである、ということを学びました。今後も地震多発国である我が国に原発が存在し続けるなら、１００％の
安全があり得ない以上、福島の惨禍が再び繰り返されるリスクはゼロとは言えません。こうした現実を直視し、一旦事故が起きれば制御不可能となる原発は、今後新設・更新せず、既存原発に
ついても２０３０年までに計画的に廃炉とすべきです。また、より不安定で危険が伴い技術的にも未確立と言われる核燃料サイクルからも撤退すべきです。これまで原子力発電は「他の電源と比
べて発電コストが安価」と言われてきました。しかし、現実的な設備利用率を用いた試算に事故後の処理費や補償費、廃炉に係る費用等を加えたトータルコストでは、他の電源より高価となるこ
とが明らかとなりました。
　地球温暖化防止対策、温室効果ガス排出削減も将来世代への責任です。その為にも、先ず原発ゼロ方針を明確にし、再生可能エネルギー比率を最大限拡大させるべきです。地球環境と大
気汚染を考える全国市民会議（ＣＡＳＡ）が発表した「ＣＡＳＡ２０２０モデル」では、２０２０年には原発ゼロでも温室効果ガスを１９９０年対比２５％削減は可能であるとしています。

　今回の選択は、エネルギー・環境会議が提案されているとおり、将来世代に影響を及ぼす世界が注目する選択です。原子力で発電された電気は、現代世代が使ってしまい、将来世代には何
万年にも及ぶ放射能廃棄物の管理や数十年もかけて原子炉を廃炉にする負担を残すことになります。

34003 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」しかありません。
・３．１１の福島原発事故で明らかになった原発の危
険性から全ての命を守るためです。原発による核ゴミ
の処分方法が不確定の中、未来へ先送りすることは
許されません。

私たちの日本は、唯一の被爆国です。そんな日本の世界における役割は、世界から核を無くしていくことだと考えます。核は非常に恐ろしいもので、人類の手に負えない物なのです。それが証
明されたのが、福島の事故です。核に関して安全性の担保などあり得ません。さらに、使用済み核燃料や核廃棄物などの処理についても、不確定であり、子どもたちや将来へつけを残している
現状です。
　核を無くしていくべき役割の日本が、原発を推進し、また世界へ原発技術を売りに出していることを大変恥ずかしいと思っています。
　今が良ければそれでよいような考え方から脱却し、一刻も早く、脱原発の社会へ舵を切って下さい。英断して下さい。「ゼロシナリオ」しかありません。国民の声をきいてください。
　脱原発へのクリーンエネルギーの研究、技術開発などに重点を移して下さい。また、世界にも、私たち日本の役割を訴えて、廃炉技術などで売り込んで下さい。まずは、日本が脱原発を、そし
て、世界にも広がるようにして下さい。

34004 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ０％を求めます。理由はすでに電力は足りている。危
険な原子力は必要ない

電気は足りている。大飯原発を稼働して関西電力が火力発電所8カ所を停めたのを見ても明らか。処理施設も見通しもなく、危険性が高い原子力を使わなくても国民生活は何とかなる。政府以
外の国民は節電を心がけている。自然エネルギーへの転換を時間をかけてでも追求すべき。

とぴわけで、０％を求めます。

34005 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 電力を安価に安定的に供給するためには、原発の再
稼動が必要。

国内製造業のコスト競争力回復のためには、電力を安価に安定的に供給することは、必須条件である。

34006 個人 その他 ５０代 男性 脱原発を。再生可能エネルギーでCO2削減を。安心し
て住み続けられる日本を。

資源には限界があります。自然エネルギーこそ未来の地球のためには必要。

34007 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 将来のために、子供たちのためにお願いします。 原子爆弾、原発、その被害にあわれた方々は、被爆の影響や将来に不安を抱いています。このような不幸な出来事が起きないためにもお願いします。

34008 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発シナリオ・原発0% 震災発生から現在に至る福島での深刻な事態を目の当たりにした以上、日本が引き続き同様の危険性があるものを存続させるのはおかしいと思います。原発に代わるエネルギー源の用意が
あと18年でできるのかはよくわかりませんが、最終的に目指すべきは0%だと考えます。
ただ、今日も依存しているエネルギー源を急激にカットすることは現実的には難しいでしょうから、一刻も早くその代替エネルギー源の確保に向けた施策を決定・遂行していくべきだと思います。
どれだけの人や動物や物が犠牲になったのかを常に目前に置いて、真剣に且つ早急に決定してください。

34009 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギへの依存を即終了させる、より踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

34010 個人 家事専
業

４０代 男性 １．ゼロシナリオを選択します １．企業で使う電力がなくなるというのなら、企業で発電させればいいだけのこと。それができない法律があるのなら、法律が間違っている。
人命を危険にさらしてまで電気を作らねばならない理由はどこにあるのかわからない。
２．原子炉の耐久年数の40年を過ぎるものが増えてきている。賞味期限ならまだ大丈夫と思っても、せいぜい腹を壊す程度だが、原子炉が壊れると人が死ぬし地域が死ぬ。廃炉にするコストが
膨大だから様子を見ながら壊れるまで使い続けるなんて馬鹿な選択をする人はまさか政府にはいないですよね。
３．今世界中で建設されている原子炉が何十年後かには廃炉にしなければならないことが予想される。
廃炉ビジネスの先駆者となるチャンスなのではないかと思う。

ゼロシナリオを選択します。

34011 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本のエネルギーは原子力に頼り、環境エネルギー
の活用を国が中心となって行ってない。

原子力で作られたエネルギーで得た利益は会社は負の財産を未来の世代へ残し、太り続ける企業に対し国は何も手を打たず組織票を優先するために原子力エネルギーと経済界の事を優先
する体質にはうんざりしています。国民の為の国作りではなくある一部の方々の為の国作りになっています。
原子力がとんでもなく負のリスクが高い事を知りながら、エネルギー政策を原子力に頼るのはあまりに馬鹿馬鹿しいと言うよりは、頭の悪い政治家が多すぎるこの国家を変えないとといけない。
ドイツは原子力を根絶し環境エネルギーに切り替えていく政策を発表している。日本は被爆国であり福島の原子力発電所の被害を受け多くの犠牲者を出しているにも係わらず、大井原発の再
稼働に踏み切るなど、国民を馬鹿にしている関西電力の発電能力不足を楯に国が惑わされ実際のデータを隠しいかにも節電を訴え不足しているかのような報道に影響された国民感情をうまく
使うと不等な事に苛立ちおを感じる。今、試練を与えられていて間違った方向へ向かえば必ず崩壊するでしょう、政府民主党は民主党では無く独裁党で国民を無視した政党だと思う、今回の解
散で投票する国民は大幅に減ることでしょう、それは民主党にＮＯと言っているのです。

34012 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 選択＝１５％シナリオ 再生エネルギーの導入計画のコスト、実現性の見極め等を冷静に行うなど、原発、反原発の二者択一的観点に拘泥されない、今後の経済や社会影響を見据えた柔軟かつ実効あるシナリオ策
定を要望したい

34013 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 日本は、「原発推進」するべき 原発は、現時点では最善の電力供給手段であると考えます。
低コスト、エネルギー自給率アップ、CO2を出さない、エネルギー安全保障面、
日本の原発技術の輸出、等、他の発電手段にはないメリットを挙げることができます。

翻って、原発反対意見の多くが、科学的根拠のない非常に感情論的なものであることに不信感を持っています。

また、経団連からも意見が出ている様に、電力の供給は景気浮揚に不可欠です。しかし、３つのシナリオ全てが、景気下降を前提に作られていることは、政府の方針と矛盾します。
政府の景気対策方針を実現する前提での原発比率を選択肢とすべきです。

反原発を叫ぶ声は、マスコミの操作によって過大に報道されていますが、
日本経済を守り発展させるために、原発の再稼働を待ち望んでいる国民も大勢います。

日本の国益と未来のために、原発は不可欠です。
反対派から批判されたとしても、今、原発の火を消さないことは、未来の日本人から称賛されるでしょう。
正しいご判断をお願いします。
日本の未来を守るために。
日本の経済成長で、世界を救うために。

ぜひ、専門的な知識に基づく冷静なご判断をお願いします。

34014 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は間違いなくゼロにすべきです。 これまで原子力発電について深く考えることはありませんでしたが、今回の福島第１原発の事故は大きな衝撃でした。命・生活の場所・思い出の場所を一瞬にして奪ってしまったこと、これを自
分に置き換えて考えるといたたまれません。今後、地震が高い確率で起きると予測されている以上、原発を無くすことでしか、同じような被害を食い止めることは出来ません。ライフラインも大事
ですが、命や生活の場所を奪ってまでの「電気（原発）」ではないと思います。新聞で一部の会社企業等にお金がまわる「原発利益共同体」という言葉が書かれていましたが、自分たちの利益の
ために「原発」に執着することは、恥ずかしいことではないのでしょうか。是非、今回の被害を自分に置き換えて欲しいと思います。最後に、東京電力をはじめとする電力会社の在り方についても
真剣に考えて頂きたいと思います。必要以上の関連会社等、必要以上の福利厚生等、頑張って働いている職員に罪はありませんが、損害賠償の対応を見ると心のないひどい会社だと思いま
す。国有化にするのは難しいと思いますが、それに近い形にしないといけないのではないでしょうか。

34015 個人 自営業 ４０代 女性 原発を使用する前に既存のシステムを全稼働！ガソ
リンは後100年は持つときいた。石油産出国と、環境
問題、核廃絶を議題に燃料の対価を低価格化するよ
う交渉すべき。燃料を沢山買えば産出国は潤う。

原発を使用するなら、その前に既存のシステムを全稼働させてから！
ガソリンはまだ100年、1000年持つときいた。
燃料が高いならば、石油国と環境問題、核廃絶を議題に燃料の対価を低くするよう交渉すべき。燃料はたくさん買えば、産出国は潤う筈。
これは、地球規模の問題。
地熱発電や風力、太陽光など自然エネルギーを活用して発電する方法を。脱原発をした国に学ぶべき。もっと新しいシステムに注目すべき。
東電は子会社に原発の燃料を高い値段で売り、それで燃料高騰などと言っていると聴いた。何を考えているのだ？　利権を崩壊させるべき。こんな大事件を人為的に起こして、東電は生温い。
東電以外から電力を購入できるよう国が認可をもっと大々的にするべき。
国民の家屋に太陽光発電システムを国で提供すればよい。余った電力を電力会社が購入し、企業へ売る。
諸外国に金をばらまいている場合ではない筈。東電がすべきことを国がまかなうとは言語道断！
経済的破綻は目に見えてわかるが、国そのものが滅びかけているように想う。動かなければ、国民は日本を捨てると想う。

34016 個人 その他 ３０代 男性 原発ゼロシナリオを支持し、原発依存度を0とする方
向の施策を強く望みます。

東京電力福島第一原子力発電所のメルトダウンとそれに伴う放射性物質の拡散により、今もなお生態系と海洋を含む環境が侵され、福島県民の方々や原発での作業従事者の方々、ひいては
日本国民全体の健康と生命に悪影響を及ぼし続けているのは世界中が知る所となっている現実です。
原発が存在する事で起こるリスク、事故が起こった場合に発生するリスクのあまりの大きさをこの一年間で我々は実体験として目の当たりにしてきました。
その上でこれ以上の新設や再稼働などもってのほか、現存する原発の廃炉とエネルギー政策の転換は避けて通れないものと通常の神経なら考える事だと思います。
私は原発の再稼働に反対し、日本国内の原発を全て廃炉にする事を望み、原発ゼロシナリオを支持します。

34017 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 東電福島原発事故から学んだのは一旦事故が起きた
場合の重層的、壊滅的な大きさであり、原発をコント
ロールする事もできないということである。将来にツケ
を残さないためにも原発廃止の取り組みを進めるべき
である。

国家戦略室が提示するシナリオの中ではゼロシナリオでいくべきだと考える。東電福島原発事故が起こり、様々な事が明らかになる中でわかったのは、使用済み核燃料の処理も含めて根本的
なコントロールができていない技術によってこんなにも多くの被害が起こったと言う事だと思う。政治の目的はいろいろあるとは思うが、国民の安全を確保できない政策を続けていくべきではない
と思う。経済性や成長性、快適性を犠牲にしてもかまわないとも思う。現在の政権は、社会保障の分野では「将来にツケを残さない」と良く言うが、原発を今後も稼働させていくことは大きなツケ
を将来に残す事だと思う。核燃料サイクルの破綻も明らかであり、それよりも新しいエネルギーの開発に力を注いだ方が経済界にとっても重要だと思われる。

34018 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選んだ理由は、核と人類が共存できないからです。福島第一原発の事故で放射性物質がばら撒かれ、その放射能被害がどれだけのものになるかはチェルノブイリ原発事故
で明確です。
直ちに健康被害がないと言っている人達は、いつかは被害がでることが分かっている。そして、この国の放射性物質の扱いがとてもルーズな所を見るとさらに、原発を動かしてはいけないと思

34019 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存０％、核燃サイクル（再処理）事業からの撤
退を要望します！

・自然エネルギーがあるのに、どうしてみすみす危険な「原発」を再稼働するのか。安心・安全な日本に住みたい。
・国会行動や各地方の集会・デモでの、市民の声を無視する政府には失望。（誰のための政府なのか？）なにより、福島県民に失礼です！！
・唯一の被爆国である日本が核を保持しようとするのはおろかです。広島・平和公園の記念碑に「あやまちは繰り返しませぬから」と公言しているではないですか。
・休止中のもんじゅの維持費→1日5,900万円。六ヶ所再処理工場の維持費→1日3億137万円（年1100億円）※朝日新聞より　　…再処理工場はもう25年も「試験中」、その間、湯水のように金を
使い、さらに電気料金を上げようとする電力会社は国民をバカにしている。
・原発関連施設は管理する職員を残して廃止に、その他の職員は自然エネルギー会社に移籍すれば雇用も維持できる。

・小出裕章さんを原子力規制委員会委員長に推薦します！！ふさわしい研究実績と理論をお持ちだからです。

34020 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します。再生可能エネルギーを
増やすことを選択します。

原発は事故を起こさなくても、核の「ゴミ」が出ます。だから原発はいりません。

34021 個人 家事専
業

５０代 女性 安定した安い電気料金を望む 再生可能エネルギーは自然に左右され不安定な発電であり
化石エネルギーは安定した発電ではあるが、温室効果ガスの排出量が問題だと思う。安定した安い電気料を主婦としては望むので原子力発電の比率２０～２５％程度は必要かと思う。

34022 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 １．原子力発電の安全神話の問題では無い。
２．選択肢は、提示されたもの以外にあるのではない
か。
３．国民的議論はもっともだが、国民に解を求めるの
か？（適切な解を国民が選べるとは思えない）

１．
原子力の安全神話が崩れ去ったなど、政府が口にできることではない。
もともと、安全神話などなかったはずなのに、それを政府が国民に安全だと思い込ませていたにすぎない。
それが信じられられなくなってしまって収集がつかなっくなってしまった、ということではないのか。
流れに沿って脱原発を言う前に、きちんと事実に基づいて、説明をする必要がある。
きちんとリスクと真剣に向き合って、リスクを理解したうえで、対策をとって稼働させるのも一つの選択肢ではないのか。
２．
経済成長ありき、エネルギー消費ありきの神話が成り立つのか。
バブルが崩壊したときに、経済成長が続くことがありえないことはやっと解ったはずだし、エネルギーに頼り資源を使い果たそうとしている人間活動が限界を超えているのは百も承知ではないの
か。
それでも、その神話を続けようとするシナリオは選択肢になり得ないのではないだろうか。
日本の状況を見つめれば、もっと大胆な方向転換が必要なのではないのかと思う。（原発のことがあって原動力の働きやすい今だからできることを、戦略的にやってしまう）
エネルギー多量消費ありきの都会がある半面、自然と共生して暮らしている農村部もある。後者は褒めれらるべき人たちであるので、議論は都市部と産業ありきか？
３．
国民に理解や解を求めることには無理がある。
一部の優秀な人は、適切な判断や意見を言うことができるであろうが、大多数の人はわけのわからない人たちである。多くの人に意見を求めようとすればするだけ、そのような人たちの、根拠に
乏しい合理的でない意見に振り回されるになり、極めて危険である。まともな解がえらるとは考えにく。（多数意見はたぶんに間違った結果であることが多い。）
国民に判断をゆだねるなど、安易な方向に走ってはならない。

政府は産業の国際競争力などを総合的に考慮して、適切な選択肢を、国民に生じる負担を明確にしたうえで提示することが望ましいと考えます。



34023 個人 その他 ３０代 女性 2030年に向けて原発ゼロシナリオを求めます ・地震がいつ起こってもおかしくない状況で現状の安全対策での大飯原発の見切り発射としか思えない再稼働に納得ができない

・昨年までの計画停電もなく、無駄に電気が使われいる都心部の環境をみれば電力不足で再稼働といわれても説得力がない

・福島の放射能被害が人体に与える今後の影響が見えない現状では、今後の被害賠償金額も見えないはず、数十年後に現在の長崎の被爆体験者として縦割りの線引きで保障も受けられず
苦しんでいる人と同じ苦しみが福島に起こらないとは限らない、そこの保障額も考えた上で原発問題を説明するべき

・第二の原発事故が起こった場合、ゼロシナリオが想定している経済負担以上の負担がかかるはず。想定外といわれる原発事故が起こった場合の経済負担額を算出するべき

上記の問題が説明されていない上に、現在の安全対策も納得いくのもではない
それ故2030年に向けて原発ゼロシナリオを求めます

34024 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオで国の基本方向を確定し、それに向
けた社会構造を創り出そう。

発生するエネルギーの3分の一しか電気にならず、核廃棄物の再処理サイクルの目処は立たず、直接処分の場所も未定。ひとたび事故が起きれば、原爆と同じ放射能禍。
 3.11を歴史的転換点として、新たな選択をすべきです。再生可能エネルギーと省エネ、そしてシェールガス革命にみられるような化石燃料の開発、など。『脱原発』で退路を絶って、新たなエネ
ルギー確保と省エネの技術革新に予算を振り向けてください。定期点検以外の原発の停止期間が伸びることは、地域経済のために良くないので、早く廃炉の決定をして、廃炉事業と放射線防
護の研究所拠点として、立ち行くようにしてください。

34025 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではない。原
子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み
込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求め
る！

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

福島の人災事故で、核は人間の手に負えないものが明確となった。
核からのエネルギー政策からきっぱり縁を切るべきである。

34026 個人 無職 ８０代以
上

男性 A　原発新設、再稼働はやめる。
B　風力、太陽、小型水力、海洋等自然エネルギ－発
電を推進する。
C　発送電を分離する。

(1)　原爆の落ちた広島、長崎には現在人は住んでいるが、原発事故の「チェル　　ノブイリ」と「福島」では人が住めない現実を重く考えたい。
(2)　「使用済み核燃料」の保管管理問題解決不能の状況、将来への問題先送り　　等考えると脱原発を人類として真剣に考えねばと思う。
(3)　東電国有化のこの機会に、個人も購入電気選択を可能にするためにも、発送電分離を絶対実施すべきです。
(4)　自然エネルギ－発電を推進するため、現在の原発関連促進費用を転換して、その促進を図る。

34027 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 ゼロシナリオにするべき。被害の大きさからすれば、
原発を継続することはありえない。電力会社が太陽光
や風力、潮流などの発電効率の研究を行ない、積極
的に自然エネルギー発電を開発・向上するべき。

原発事故で苦しんでいる人に補償や救済が十分できない中では、原発を継続することはあってはなりません。次の事故の起きる危険性をはらんでいます。
また、太陽光・風力だけでなく、地熱や太陽熱、潮流発電などの効率を高める研究をもっと援助し、自然エネルギーでの発電の規模や採算性をアップさせてください。そうすれば自然エネルギー
の普及も進むと思います。

34028 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢についての意見 「ゼロシナリオ」を支持する。

地球温暖化、電気代や産業の空洞化の指摘があるが、それよりも「人命」や「地球の存亡そのもの」を危機にさらしてまで原子力にこだわる必要はない。

此度の事件で安全な原子力など存在しないと考えるようになった。

原発ゼロでもこんなに幸せなのだ、という姿を世界や、次世代に示すことこそ被爆国日本とその国民のあるべき姿勢だと考える。

34029 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は、早急になくすべきだと思います！！ 原発は、なくすべきだと思います！  原発から出た放射性廃棄物の処理方法が
なんら決まっていないのに、稼働を始めた当時の電力会社や政府は、本当に
浅はかです。今回の原発事故が起こるまで、何万年も残る危険なゴミがでることを
知りませんでした。しかし、それを知った以上、"ゴミなんて未来の人におしつけちゃえばいいや～"みたいな気持ちで、原発を動かし続けることは できません。
また事故が起こったら、、、どう助けてくれるんですか、政府は。

34030 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (3)２０－２５を選ばざるを得ないが、本ケースでも電力
単価の大幅アップは避けられず国内産業の国際競争
力の著しい低下につながる。このような議論をするよ
り安価エネルギーの確保策に集中して取り組むべきと
考える。

少子高齢化による国内マーケットの縮小、海外新興国の台頭による国際競争力の低下により、ただでさえ日本経済の先行きが不安視される中で、今回提示されたケースではいずれも日本経
済の中核を担う製造業の根幹を揺るがす事態を招きかねないと考える。福島の事故は、原発そのものの安全性の問題というよりむしろそれを管理する体制（いわゆる原子力ムラ）に問題があ
る。選択肢の中のどれを選ぶということより、ここにしっかりとしたメスを入れることが先決と考える。いずれの選択肢であっても当面は原発が動くのだから。

34031 個人 法人等 ４０代 男性 日本国内のすべての原子力発電所をただちに停止
し、廃炉作業を開始することを強く要望します。

千年に一度の地震、百年に一度の津波が昨年日本に襲いました。それによって福島だけでなく千葉や東京あたりまで放射能被災地になりました。次の大災害は千年後、百年後だからしばらく
は大丈夫、とたかをくくっての大飯原発再稼働決定だったとは思いたくありません。人が住めない町をこれ以上増やすのはやめてください。人あっての町です。次の大災害が来る前に、原発を廃
炉してください。代替の自然エネルギーをどうするかは、原発再稼働反対とは切り離して考えるべきです。なにがなんでも原発を使わなければ必ず電力が足りなくなるし、停電が頻発するとは思
いません。そのような電力会社の宣伝に、日本国民はもうだまされません。

34032 個人 その他 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 福島県での原発事故発生により，原発が人間の手で制御不可能になる恐れを有しており，一度事故が発生すると国の別や地域の別を問わず，生命や環境に多大な悪影響を広範囲，世界規
模で与えることが再度明らかになった。生命・環境・財産という基本的な人権を守るために原発は廃止すべきである。原発廃止に伴って生じるであろう諸影響は，地域分散型電力システムの改
革，発電と送電の別事業化，自然エネルギー発電の研究開発と推進，省エネルギーの取り組みなどで対応できると考える。つまり，経済や生活の利便性を犠牲できないゆえに原発は必要であ
るという論理は誤っており，「原発ゼロシナリオ」でも問題ないと考える。であれば，原発は危険でこそあれ必要不可欠なものではないということになるので，すべて廃止すべきであると考える。

34033 個人 その他 ４０代 男性 ・危険で無責任な原子力発電は即時廃止とするべき
だ。
・コストについても、算入されていない原子力発電にか
かわるコストを、正確に算出・算入すれば、原子力発
電は他のエネルギーと比べてずっと高い。

原子力発電の危険性：想定外の事故は常に起こる可能性があり、原子力発電の事故は、他のエネルギーと比べ物にならない、全国・全地球的な壊滅的な影響があり、また、原子力利用技術も
地震・津波等の災害に対処する研究・技術も、確立されたものとは言えない。

・無責任性：放射性廃棄物の処理技術も確立されておらず、最終処分場が決まる当てもないまま、原子力発電所を稼働していること自体が無責任かつ利己的なことであり、通常の倫理観に鑑
みても、容認されるべきものではない。

・廃棄物処理に関するコスト：現時点で処理技術が確立されていないものに、正確なコスト算出は不可能であり欺瞞的である。それは、例えば見通しと予算を何度も改訂している核融合炉や高
速増殖炉のコストを算出するようなものである。

・確かに、現時点で原子力発電所を全廃して、クリーンエネルギーに変えることは、原子力発電関連の施設や廃棄物を処理する莫大なコストがかかり、その意味では、電気料金はかなり上がる
ことは間違いないが、それはいずれ乗り越えなければならない問題であり、次世代を担う子供たちに負の遺産：処理技術の開発を求め、未処理の廃棄物を山積みし、期限切れで使えない、危
険なだけの発電所：を遺すよりは、道義的にずっと立派な避けて通れないことである。

・そもそも、米国債や米州債を換金すれば十分な財源はあるはずなのに、この期に及んで暴落しているドルを買い、米国債を買うなどと言うことは言語道断であり、その前に、やるべきことをや
らずして消費増税などは許されない。

34034 個人 無職 ６０代 女性 人体に重要な悪影響を与える放射線を出し続け、最
終処分も明確になっていない、原子力は人間と共存
できません。すぐにでも撤退すべきです。原発による
発電は、無くすべきです。

原発はいったん重大事故が発生すると、放射性物質が外部に放出され、完全に抑える手段はありません。地震立国である日本は世界に先駆けて原発に頼らない自然エネルギー開発を行うべ
きです。
原発事故による放射線は、空間的、時間的に広がり、日本のみならず世界中の将来にわたって危険をもたらし、とりわけ未来を背負って立つ子供たちに取り返しのつかない健康被害をもたらし
ます。
今開発されているどんな形の原子炉も核エネルギーを取り出す過程で、莫大な「死の灰」を生み出します。人は「死の灰」を制御し、なくす技術も手段も確立していません。使用済み核燃料を長
きにわたって安全に処分する手段は確立していません。
これだけのことをみても、原発そのものが使ってはいけない手段であり、人間の存在を脅かすもであることが明らかです。
原発は０にして早急に自然エネルギーの開発に全力を尽くし、早急に切り替えるべきです。

34035 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 発電コストの上昇について、最終的には全て国民の
負担となるため、
許容できない。

今回の3シナリオは、いずれも発電コストが5.5円～6.5円上昇するが、国民議論のないまま「高いＣＯ２削減目標＝25％」、「高い再生可能エネルギー目標＝30％」を前提にしたためであり、許容
できない。勤務する電炉メーカーの経常利益を吹き飛ばす程のものであり、数少ない日本の資源であるスクラップを原料に製品を製造している電炉メーカーそのものの存続すら危ぶまれるもの
である。また、そのほかの産業においても壊滅的な打撃を受け、更なる産業の空洞化が進み、景気の悪化が想定される。
また、３シナリオ全てにおいて、膨大な費用が発生するが、現在でも莫大な財政赤字のなか、産業の空洞化により景気が悪化し、税収が減る中で、更なる負担に耐えられるのかはなはだ疑問
である。
原発の稼動なしでも節電により電力需給は余裕があるため、原発の廃止にかかるコストについては別途検討が必要ではあるが、発送電の分離などによる競争力強化をはかり、緩やかに再生
可能エネルギーに移行していくシナリオが現実的ではないか。

34036 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 エネルギーの安定供給の面から「20～25シナリオ」を
支持する。

われわれに供給されるエネルギーは安価で、安全で、安定的なものが第一と考える。
したがって当面原発依存度を２０～２５とし、徐々に再生可能エネルギーの
比率を上げていくべきである。
また再生可能エネルギーについても太陽光や風力といった不安定なものばかりでなく我が国の豊富な資源である地熱の利用に関しもっと力を入れていくべきであると考える。

34037 個人 自営業 ４０代 女性 少なくとも10年以内に原発ゼロの社会になることを求
めます。

福井出身ですが、原発周辺10km以内の地域では、県内のほかの地域よりも小児白血病や小児癌の子供の多いことが、同郷人の間で知られています。たとえ正常に稼働していても、放射能漏
れが心配です。

34038 個人 自営業 ６０代 男性 1番のゼロシナリオを選択します。 現在の電力会社および其の社員には、原発のような危険なものは
扱う能力がないから。

34039 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 原発ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロの社会になることを強く希望しています。
原発を稼働させている、ということは危険と隣合わせで暮らすということです。
そして、そのことが福島第一原発事故で明確になりました。
国民の生活を守ることが政府の役目ではないでしょうか。
こんなにも明らかな危険性を抱えながら、消えることのない放射能に国土を汚染させ、国民を被ばくさせて得る電力とは何なのでしょうか？
代償は生命です。
大事故を起こしてしまった国として、原発の危険性を明らかにし、脱原発の世界的リーダーになってほしいと思います。
原発で得た電力は使いたくない、自分の払う税金を原発稼働に使われたくない、と強く思っています。自分でクリーンエネルギーを選択できるような電力システムを作ってほしいです。

34040 個人 家事専
業

６０代 女性 ０％シナリオを支持します。 福島で証明された通り、想定外は起こり得ます。事故が起きてからでは遅いのです。現存の原発でも完全に廃炉にするまでは危険と隣り合わせです。できるだけ速やかに廃炉を進めていくべき
です。
原発に代わる発電については、
発送電を分離し発電会社を作れるようにすること。日本の中小企業は優秀です。様々な方法で発電しそれを売ることができるようになれば世界に向けて誇れる技術が出てくるでしょう。エコの技
術革新ももっと進んで、世界市場での強い味方となります。
地球の未来に恐怖しかもたらさない核廃棄物をこれ以上増やしてはいけない。
ましてやより危険性の高いものを生み出す再処理などもってのほかと考えます。

34041 個人 無職 ４０代 男性 原発は要らないと考えています。国土交通省と経産省
の天下りで成り立つ原発は反対です。また福島の様
な事故が起きればますます食の安全も確保出来なく
なります。食料自給率の低い日本でどうなるか？

原発は要らないと考えています。その前にクーラーや冷蔵庫の節電能力を上げる研究やコンビニやスーパーから１００ｍ以内にある自販機の設置を禁止すれば良いと思います。今、日本中の
自販機の数や使う電気量を知るすべはありませんが
原発を推進する人はまず手近なところから考えて欲しいです。

34042 個人 家事専
業

５０代 女性 (1)ゼロシナリオを支持します ●今回の福島のように、一度事故が起これば放射能のために、何十万、何百万の人々の生活を根底から狂わせてしまうようなエネルギーには頼りたくありません。一刻も早い脱原発、再生可
能エネルギーに大きくシフトしてください。

●原子力規制庁の人事の納得できません。国会事故調において提案があった人選の仕方でやり直すべきです。

34043 個人 その他 ５０代 女性 原子力発電は即刻すべて廃止。核廃棄物もそうです
が、原子力発電は人間に管理できないことを学びまし
た。

原子力は危険です。また事故が起きてしまったとき、政治家・官僚・4学者・経済界・メディア・は、同じような行動をするのですか。原子力発電にはしがらみが多すぎます。

34044 個人 自営業 ４０代 女性 ２０３０年の原発比率は0％。福島での事故の収束も
まだ、廃棄物処理問題もかかえ、人間にとって不安な
要素だらけの原発。再稼働原発維持はありえない。

今より、不便になっても、経済成長が伸びなくても、地球に暮らす生き物としての人間、謙虚さのある人間として生きていくことが大切。すべてが右肩上がりで上り詰めていくのが当たり前という
考え方ではなく、全ての価値観をトーンダウンさせ、安全な世の中を保障して欲しい。

34045 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 １のゼロシナリオを選択します
ただし「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主
張
いくら政府が言葉を尽くしても、原発は危険だと感じま
す。安全な未来という意識が国と地球を発展させます

原子力という維持・管理・危機対策に巨額の経費がかかるもので、経済復興を成せるとは思えません。再生可能エネルギーの活用を増やしながら、その技術をもって経済発展を図るべきです。
また将来に危険や不安を残す原子力を、今の我々世代がなくす義務があると思います。それは２度の原爆と福島の原発事故を体験した日本として、世界に発信していくべきことです。それが日
本の存在意義だと強く思います。

34046 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロ、そして即時停止、合わせて温暖化防止。同
時進行は可能だと考えます。

何か会った時の（実際あったわけですが）被害の規模があまりにも甚大すぎる。防げないものは使ってはいけないと思います。
ヒロシマナガサキを経て被爆三原則をつくったわけですね？フクシマの現状を踏まえると脱原発以外の結論には行き着けません。ケイザイより人命と健康が大切だと思いますが違うのかな？
ちょっとくらい我慢しますよ不便くらい。

34047 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを望みます。 放射能の危険のない、安全なエネルギーを望みます。
自然エネルギーへの移行を望みます。



34048 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロ！原発ストレスゼロの国創りを！ 今国民は原発の恐怖や不信感で日々恐怖やストレスを抱えています。
国民の心に平安を戻すために、原発をゼロにして下さい。

広島長崎の原爆から必死で街を立て直したかつての日本人のように、
今度は必死で原発をなくし、原発ゼロを実現させて日本と海外の見本に
なれるよう頑張ってほしいです。

パチンコ等の遊興施設の核施設の電気使用量の限度を授けるようにして、
少しでも原発に頼らない、日本全体での節約と、豪華な電飾がなければ
ダメだといった虚飾の心も日本人の心から節約させる、国と国民が一緒に
なって意識改革を進めていく必要性があると思います。

34049 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオに１票 福島の原発事故の影響が深刻で、何も解決していない今、何が何でもゼロを目指して努力すべきだと思います。経済も大切ですが、人間の命あってこその経済です。特に子供たちの健康を守
らなければ、日本の未来はありません。

34050 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発、核から自然エネルギーの選択を！ 福島の事故もありますが、脱原発を検討し、エネルギーの供給を自然エネルギーに進めていくことが、人間・生物圏にも地球にも優しいのではないかと思います。

34051 個人 法人等 ３０代 男性 「2030年に原発0」を主張。原発は「トイレの無いマン
ション」である。これ以上少しでも、核兵器に転用し得
るゴミを後世に残してはいけない。できるだけ速やか
に全ての原発を停止させ廃棄すべし。

「2030年に原発0」を主張。原発は「トイレの無いマンション」である。これ以上少しでも、核兵器に転用し得るゴミを後世に残してはいけない。できるだけ速やかに全ての原発を停止させ廃棄すべ
し。

34052 個人 自営業 ３０代 男性 脱原発。２０３０ねんには完全に原発を停止。 原発を少しでも残すのと完全なる脱原発では国の再生エネルギーへの姿勢が変わってくる。１００％再生エネルギーを目指さなくては
中途半端に終わるでしょう。

今から原発を止めてもその先最低５０年は冷温停止しておかなくてはならないというのに、先延ばしにすればするほど原発も壊れやすくなる。今でも４０年超えているものが沢山あるというのに、
それらは今から止めたとして９０年安全を保障できるのでしょうか？

また、核廃棄物の処理もしっかり出来てはいない今、日本な地球が廃棄物だらけで汚染されていきます。廃棄物は２００００年は安全に保管しなくてはならないというもの。一体誰が責任取るの
ですか？

日本の再生エネルギー技術はすばらしいです。もっと研究資金を増やしてゆけば、実現は早いでしょう。
一番可能性のあるのは波力発電だときいてます。
また太陽熱を使い発電するシステムも素晴らしいと思います。

http://www.mech.titech.ac.jp/~ryuutai/ELIMission.html
34053 法人・

団体等
法人等 法人等 法人等 全ての選択肢に含まれているコジェネの発電電力量

比率15％の達成は、今後のエネルギー戦略において
不可欠なものである。その達成のための具体的な制
度設計の検討が必要であると考える。

今回の“エネルギー・環境に関する選択肢”において、原子力発電・再生可能エネルギー等は選択肢によって構成比が異なっている一方で、コジェネは全ての選択肢において一律15％として含
まれている。（コジェネの内数として、家庭用燃料電池530万台（全世帯の1割）普及も同様）
　上記数値は、全ての選択肢で一律に含まれていることから、現行の延長で達成可能なような印象を与える。しかし、この目標数値は今までの延長線上では達成が難しい一方、今後のエネル
ギー戦略において必要不可欠な目標であると考える。このため、コジェネを新たな電源と位置づけた上で、電源としての導入に向けた新たな政策が必要。
　また、コジェネ導入を促進する上で、パイプラインの敷設も必要となるが、パイプラインの事業性を確保するため、沿線需要の顕在化に向けた政策的なバックアップが不可欠と考える。

34054 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持する。
同時に発電と送電を分離する。
規制を緩和して再生エネルギーの発展を阻害しない
ようにする。

原子力発電は未熟な技術である。ひとたび事故が生じた場合に放射能を集め無害化する方法がない。核廃棄物を処理する方法もなく、地中に埋めるしか手立てがない。
未熟な技術は実験段階で研究を進める分には反対しないが、実用化するべきではない。原子力発電は本来実用化の段階には至っていない未熟なものなのだ。
従って原子力発電は可及的速やかに縮小、廃棄すべきである。

ゼロシナリオの問題点をまとめると
発電のコストが上がること
再生エネルギーの発展普及に時間を要すること
であろう。

電力消費量については今後減少させることが可能だと考えている。
よって、上記問題がある程度緩和されると思われる。
発電に関して現状様々な業態が参入しているが、競争により多くの工夫が実施され、コストは下がってくるはずである。
再生エネルギーについては、風力、太陽エネルギー、地熱などが期待されるが、それ以外にもバイオマス発電や廃熱利用、海流発電などいろいろなクリーンエネルギーが研究されている。今後
これらの発電手段が実用化されれば、原子力の代替は可能であると考える。たしかに太陽エネルギーだけで原子力を代替するのは無理かもしれないが、３０から５０とおりの代替手段を用意す
れば代替できるだろう。
現在研究されているエネルギー発電手段は数十通りもあるだろう。それらを地域の特性にあわせて利用すればゼロシナリオを実現することができると思う。
但し、そのためには再生エネルギーの発展普及を邪魔しているいろんな法規制を整備、改正し、環境を整える必要がある。これこそが政府の行うべき仕事である。
従来の原子力をベースにした政策を転換し、再生エネルギーを中心とする政策を実現すべきである。福島原子力発電の事故で苦しんでいる今こそ、政策転換をすべきだ。

34056 個人 家事専
業

５０代 女性 2030年には必ず原発ゼロに。
また、ゼロは可能な限り早期に実現を

日本は既に地震の活発期に入った事は、発生度や規模からも明らかです。
そもそも使用済みの核燃料の処理方法が確立できてないのに原発での発電を進めてきた方向性が間違っていると思いますが、
稼動する原発が、地震や津波などの自然災害でダメージを受ける可能性が今後ますます高まっている事から、
エネルギーは早急に原子力ではない別の方法での発電に切り替えるべきです。

3月11日の事故で、多くの被害が出ていまだに避難生活をされている方、
高濃度の汚染地域はこの先何十年と生活の出来ない場所になってしまいました。
同じようなリスクが日本中の原発立地地域にある訳です。
電気は原発でなくても作れます。
再稼動は電力会社を中心とした経済優先の愚かな判断だとも思います。
国民の生活と安全が第一。当たり前の事。
政府が決定しなければならないのは、原子力政策からの一刻でも早い脱却です。

原発はいらない。
そして、核燃料サイクルなどというくだらない幻もとっととあきらめて、
その分の予算を再生可能エネルギーにむけて下さい。

34057 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオを実行すべき 原発は、稼働しているか否かにかかわらず、いつ事故が起きるかわからないし、一度事故が起きてしまえば今回の福島第一原発事故のように取り返しのつかない事態を引き起こす。原発の存
在自体が危険なのだ。次の事故が起こってしまう前に、できるだけ早く廃炉に向けて動きださなければならない。しかし、原発を廃炉にして核の廃棄物を安全に処理する方法はまだ確立されて
いない。そんな状況だからこそ、国として原発ゼロに向けた方針を固めて、”早く”廃炉へ向かうことに意味がある。

34058 個人 学生 １０代以
下

女性 ２０３０年での原発比率はゼロシナリオを望みます 日本は地熱発電の埋蔵量が世界３位と聞きました。
多様な再生可能エネルギー作りを進め、揚水発電も利用することで、不安定さをカバー出来ると思います。
原発は使用済み核燃料が出ます。
核リサイクルもうまくいっていないし、置場もいっぱいと聞きました。
未来にこれ以上、核廃棄物を増やさないで下さい。

34059 個人 無職 ６０代 女性
原発ゼロに賛成します。

原発に依存しない方法、風力発電、太陽光発電など自然エナルギーをもっと活用するべきだと思います。特に無尽蔵とも考えられる（今のところ）太陽光を利用できるよう、その開発に国、及び
地方公共団体が支援をしていくべきです。
それとあわせて蓄電の技術が開発されれば、と思ます。

近年、電力の消費が増加しそれに伴って地球温暖化の影響がさまざまなところに現れていると考えられますが、今こそ節電、二酸化炭素排出の減少に心がけるべき時です。原発に頼らずとも
消費電力をまかなうことは可能であると思います。

34060 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 「ゼリシナオリオ」を支持します。 「ゼロシナオリオ」を支持します。

とはいえ、現状を考えると今すぐにというのは不可能でしょう。
将来的に目指すところは「ゼロシナリオ」として、今後の代替エネルギーの普及に力を入れる、省エネの強化(特に企業)などを国民全体で考えていく必要があると思います。

34061 個人 家事専
業

５０代 女性 原発依存度は、ゼロパーセントでお願いします。将来
ある子供達のために原発をゼロパーセントにおさえる
ことが、われわれ大人の責任です。よろしくお願いしま
す。

原発は、ひとたび牙をむくと、人間の手には負えません。福島の原発の後始末もできないのに、これ以上原発にたよることは許されません。

34062 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 1.ゼロシナリオを選択します。
この選択肢の中から選ぶとすれば、1.になります。
それ以外には考えられません。

「ゼロシナリオ」では、「2030年までに」となっていますが、
事故のあった福島原発の後処理が完了していない現在、
全ての原子力発電所および再処理施設を含むその関連設備を稼働させる事には、
強く反対します。

これは、原発に反対する立場からではなく、
100％の安全性が確保されていない現状で稼働させることは、
日本という国として、
日本国内に対しても、諸外国に対しても、
あまりにも無責任な行動であると考えます。

100％の安全性が確保されるまで、
全ての原子力発電所および再処理施設を含むその関連設備を稼働させることに、
強く抗議し反対の意を表明します。

34055 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 いずれの選択肢も大幅な電力価格の上昇となり石化
産業にとって大きな問題である。敢えて選択するなら
ば、エネルギー源として安定度の高い20～25シナリオ
である。但し省エネ、再エネ対策の実現性には不安が
ある。

選択肢のどれが良いのかの前に、いずれのケースも大幅な電力価格の上昇につながり、厳しい国際競争に晒されている石油化学産業の存続基盤に関わる大きな問題である。とりわけ、中小
企業の多い石油化学製品の加工業者にとってエネルギーコストの上昇は、ただでさえ輸入製品の増大に脅かされているだけに大変な影響が考えられる。ダウンストリームが崩壊すれば上流の
コンビナートも維持できない。コンビナート並びに石化製品加工会社の所在する地域経済、地方の雇用に与えるダメージは計り知れない。石油化学産業は、素材を広く供給し国民生活を下支え
している産業であり、国内全体の経済活動にも支障をきたすことも予想される。

エネルギーの選択を行うに当たって重要となる４つの視点が挙げられているが、今回示された選択肢では、コスト抑制、空洞化防止は他の視点に比べ明らかに軽視されている。エネルギーは
経済性のある価格で安定供給されなければ経済活動への影響は大きく、空洞化が更に進展することにならざるを得ない。

又、以下に掲げるとおり実現性に乏しい等の問題もある。

1.　省エネルギー量について

　　　省エネルギー量は、いずれのシナリオでも約２割削減するとしているが、
　　　慎重シナリオで２０３０年までに実質GDPが約２割増える見通しの中、
　　　実質GDP拡大でエネルギー消費量も伸びるとの過去の傾向を踏まえると
　　　非常に高いハードルとなり実際には達成できないおそれが大きい。

2.　再生可能エネルギーについて
　
　　　２０３０年までに再生可能エネルギー比率を30％とするには、太陽光
　　　発電で１５シナリオ/２０～２５シナリオで現在設置可能なほぼ全ての
　　　住戸の屋根（１０００万戸）に太陽光パネルの設置、更に風力発電で
　　　全国４５０か所（東京都の1.6倍）に風力発電所を設置する等が必要で
　　　あるが現実的な計画ではない。
　　　ゼロシナリオにおいては、更なる設備設置と厳しい規制の必要があり実
　　　現可能性に乏しい。

3.　未達成の場合のリスク対策について

　　　省エネルギー計画、再生可能エネルギー計画が未達成の場合について
　　　リスク対策が考えられていない。

従って、いずれの選択肢にも問題があるが、敢えてこの3つの選択肢から選択するのであれば、エネルギー源として安定度の高い20～２５シナリオを選択せざるを得ない。しかし、その場合でも
省エネ、再生可能エネルギーについて、より実現可能な対策を実施する事が前提となる。

最後に、石油化学産業は、その特徴として自家発電を保有しており、この自家発電余剰電力を、産業が利用できるエネルギーの一つとして考えて頂き、現在余剰電力の活用の障害となってい
る
(1)自己託送制度の利用緩和
(2)コンビナート内特定供給制度の規制緩和
をお願いしたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



34063 個人 その他 ３０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢
原発ゼロを目指します。
それ以外に答えは無いと思います。

日本は原子爆弾を投下され、原発の恐ろしさを知っている唯一の国です。
原発はエネルギーとして必要だと言い聞かされていきましたが
3.11の福島より見方が180℃変わりました。
原発はエネルギーでもあるが地球を破壊する危険なものだと確信しました。
これから先の事を考えると原発ゼロしかないと思います。
ひと、大地、海、動植物、全ての生き物達を守るためには原発ゼロしかないのです。
ごく一部の富裕層の利益ために原発をとるか、
全ての生き物のために原発ゼロをとるか？よく政府の皆さんへ考えて欲しい。
利益のために、未来の地球を壊したいか？
その利益はそんなに良い価値があるのか？？？
国民は多少の不便さは慣れる覚悟はあると思います。
自分の子孫を残すためにも原発は要りません。
昔の人々は電気なんて要らなかった。
いまの私たちは昔に戻るではないけれど、進んで自然エネルギーを開発し、
未来を守るために今があると思います。
利己的でなく、未来の地球について真剣に考えてください。
原発があるかぎり、温暖化の問題も解消されないと思います。
原発から自然エネルギーの開発へ転化を希望します。

34064 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ 原発再稼働には、絶対に反対です。
再生可能エネルギー、省エネルギーを推進、導入していくべきだと思います。
放射能は、人間が扱えるものではありませんし、人間が扱う上で、事故がない。などということは、絶対にあり得ないことですし、まさに想定を超えた天変地異も起こります。
事故が起これば、生物を根源から破壊します。
そして、私たち人間には、まだ、そしてこれからも、それを修復、改善する技術がないのです。何千年も消えることのない核のゴミも脅威です。
私たちは、地球に生きている全ての生物、そして地球そのものを破壊しないために、核エネルギーの使用を即刻やめるべきです。
生物、地球が破壊されてしまえば、お金などなんの意味も持ちません。

34065 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年までに原発を0に！ 今回の福島第一原発の事故により、原発を抱えることの恐怖、技術的に不可能であること、国も東電も責任を取ろうとしないこと、不安定な地盤の上での強引な再稼働、広がる放射能汚染の問
題、これだけとっても原発を稼働することに正当な理由が浮かばない。
これだけの出来事がありながら、全く変えようとしない政治家の皆さん(一部頑張っておられる方もいますが)を心の底から軽蔑します。

34067 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ０％を希望する。
地方の存続のためにも。

山林を多く抱える小村で暮らしている。
過疎・高齢化のなかで地域の空洞化が進んでいる。
若者に仕事がなく、村を出ていかざるを得ない。
村が住む場所でなくなりつつある。

一方、若者が村を出て行ったところで現在の若者には過酷な就業条件しか残っていない。
やはり、ふるさとで何らかの就業機会を創造することが重要。
水力、太陽光、バイオマス発電。
都会のニーズを満たすためには村の資源だけでは不十分だが、村のニーズを満たすなら十分と思える。
将来石油が無くなるとき、代替エネルギーは必須でその時、地域にある自前の資源を活用すべきである。少しでも就業の機会を確保したい。
当村は福島原発の汚染地域にもなっている。その農業への打撃は大きいものがある。
安全なエネルギーの選択が望ましい。少しでも残せば危険も残ることになる。
ガソリンからハイブリッド、電気自動車の流れを見れば、技術変革の可能性は高い。
０％を希望する。

34068 個人 自営業 ５０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
  直ちに原子炉再稼働をやめさせる
   積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
   再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
  石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

34069 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発がなくても電気は充分足りる 原発は要りません。
去年の夏は一基も動かしていないはずです。

多少の後退はあるかもしれませんが、経済は原発がなくなっても衰退はしません。
その土地に人がいるかぎりは。戦後もなんとかやってきたではないですか。

しかし
土地が汚れれば、そこに人がいなくなり、そこから経済は「破綻」します。
それでソ連は破綻したのではないですか？

もうすぐくるはずの大きな地震がきたら原発だらけの日本は
経済の破綻どころではなく、破滅。おしまいです。
人の住めない土地をこれ以上つくらないで。
これ以上他の国へ汚染を広げないで。
放射能は県境も国境も超える。
地球全体を汚染して循環するのですよ？

どうかよく考えてください。
すぐ目の先にある利益のことではなく将来のことを見据えた
理性のある政策を望みます。

34070 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 不要な原子炉の即時廃炉、早急な代替エネルギーの
開発による一刻も早い原子力発電からの脱却を求め
る。
そしてまず今後の発電手段に関して国民投票を行な
い、民主的なプロセスを経て運営方針を決定すべきで
ある。

「エネルギー・環境に関する選択肢」について、「原発ゼロシナリオ」の採択を希望します。

以下、理由を述べる。

・福島における原発事故の原因究明、責任追及、及び今後3.11と同じ規模の大震災が発生した場合の対応策が明確に決定されていない状況で原発の再稼動はすべきでない。

・福島第一原発事故に見られるように、原発の持つリスクは大きすぎ、いくら確率として小さいとはいえ、事故が発生して放射能汚染が広がった場合に、一企業もしくは国家が被害を補償できる
規模ではない。
例えとしてはおかしいかもしれないが、少しでも人体を害する可能性があるならばとレバ刺しの販売が禁止されたのと同じ理屈で、即時とは言わないまでも、一刻も早く必要性の低い原子力発
電所を廃炉とされるべきである。
（放射能が原因で死亡した人間はいないという言い分もあるが、明確な根拠はなく、今後も1人も死者が出ないと言い切れるのか）

・原発事故が起きると、人が住めない土地が発生する。これは国として国土を管理する上で、あってはならないことである。

・原発事故が起きると、農産物・海産物・畜産への影響が多大である。国民の食の安全性を確保する上で、これはあってはならないことである。

・原発事故が起きると、子供たちの生活および健康に大きな不安を作ってしまう。原発事故の影響による、外出時のマスク着用、ホットスポットの回避、など本来は不要なことである。心身ともに
健康な子供たちの成長を促すために、また子供たちの笑顔を奪ってしまうことのないよう、このようなことが今後あってはならない。

・技術的に安全性がどれだけ担保されたとしても、電力会社／経済界／官僚／政治家の癒着構造が確保されたままでは、厳正なるチェック体制は確保されず、原発運用上の観点から事故が
起こる可能性が必ず残る。

・新エネルギー開発および利用への舵取りは、高い技術力を持つ日本の産業界のイノベーション発生を促進し、国際競争力の糧となる可能性が高い。

※補足　このような国民的な重大な案件なのに、Webを中心とした情報発信・収集の手段に疑問を覚える。ここでの意思表明が実際にどのような形になるのかも不透明であるし、本来国民投票
で国民に信を問うべき事案ではないのか。

34071 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
私たち若者に原発問題を残して死んでいくのだけはやめてください。
ちゃんと未来に残しても大丈夫な日本をつくってください。
未来を考えたら、原発のある世の中なんて先の見えない暗闇です。
原発を温存させるのも、どんどん増やすのもありえません。

私たちのためにもう1度自分たちの心に問いかけてみてください。
お金や利益だけで世の中はうまくいかないと思います。

34072 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 福島第一原発の事故に対する検証が終わっておらず、又、原発の下に活断層があるのではないか、との調査結果もある現在、原発を再稼動することに疑問があります。
原発再稼動が前提の議論も形式的なもの、見ていて滑稽です。
こんな茶番、子供達はしっかり見ています。
東日本大震災の時、便利の不便さを痛感した人は私を含め沢山いるはず。
見直すべきところは見直し、反省すべきは反省し、子供達のためにも自然エネルギー100％の原発のない未来を作ってほしい。

34066 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロ」かつ、温暖化対策に向けたシナリオを進
めていきたいです。
原発か火力か、だけではなく、他のエネルギーも視野
に入れて考えることで、温暖化対策に向けたシナリオ
を進めていきたいです。

３つのシナリオの中では、「原発ゼロ」の選択肢しかありません。

さらにそこから、原発か火力かだけではなく、
地球温暖化に対策をすることが必要と考えています。

現在、エネルギーの観点で自立できていない日本を、
他のエネルギーなども視野に入れ、エネルギーの観点でも自立できる国にしていきたいと思っています。

現在までの経済成長について、
今までを変えない方が楽で、目先のお金になる、との考えなどで、
安易に原発を推進するのは、私には責任がもてません。

その代案として、
以下のような代案を提言いたします。

例えば、風力発電。日本は、世界に誇る技術がある国。
それを活用して、これからの雇用も生み出せます。

それから、バイオマス。日本は、先進国のなかで、森林に恵まれた国。
地球温暖化の観点からも、温暖化ガスを無駄に出さない地産地消ができます。

さらには、地熱。日本は、地熱にも恵まれた国。
まだ研究段階かもしれませんが、これから自然環境とバランスを取りながらのエネルギーとして視野にいれていきます。

また、まだ研究段階かもしれませんが、波力。
日本は、四方を海に囲まれた国。世界に最先端の技術立国の日本なら、十分確立できます。

電気だけでなく、森林の割合が多い先進国の日本では、
余っている間伐材を利用して、薪もエネルギーとして利用できます。

さらに、別の視点からは、省エネ・創エネ。
世界に誇る日本の技術による、省エネ家電の普及。
自然のエネルギーを活用させる、想エネ技術の普及。

送電するための、電気ロスを少なくするための技術の確立。
それには、独占企業から、民間企業の競争へさらす必要かもしれません。

結果として、
さまざまなところで、雇用も生まれます。
さらには、日本の経済も活性化します。

これらのエネルギーをうまくミックスすることで、
「原発ゼロ」かつ、地球温暖化も対策できる世界を、日本はつくりだせるだと、私は思います。



34073 個人 無職 ６０代 男性
核燃料を撤去しなければ再発の危険を含んでいま
す。

福島の放射能飛散はまだ現地に核燃料が有り、管理能力にミスが有ればまた、放射能が飛散される危険性を常に含んでいる点です。
核燃料を撤去しなければ再発の危険を含んでいます。
原子力に頼らないエネルギィを考えるべきと思います。
広島・長崎の原子力爆弾は地上近くで爆破されたのもで
放射能発生の恐ろしさを全世界に知らせたものであります。
放射能の発生源を残しているのは問題です。
大飯原発の再起動はこの夏季だけにして止めるべきです。
断層の問題も後回しにしているのも問題です。
原子力と放射能は青少年が犠牲になるだけでは無く。地球環境に影響を及ぼすと思います。
人間が創造した物でその人間が直接触って修理出来ないものは異常な状態といえませんか？

34074 個人 無職 ２０代 男性 原発依存度を先に決めるよりも、設計が古かったり、
活断層などの問題がある原子炉を廃炉にして、より安
全な既存の原子炉は活用するべき。
それ以外は今まで通りのエネルギー政策で大体いい
と思う。

同左

34075 個人 法人等 ３０代 男性 原発ゼロを目指す具体的な政策を急いで頂きたい。
経済優先ではなく、人の安全安心を第一にする方向
転換を出来るだけ早く推進し、日本に住むこれからの
人たちの生命と財産を守る政治を行って頂きたい。

日本が脱原発のモデルケースを推進することが、アジア諸国、特に日本に近い韓国、中国の脱原発を後押しすることになると考える。それは、結局は日本国民の生命を守ることに繋がる。福島
のような事故が韓国、中国で発生すれば、その影響は計り知れない。まず、隗より始めよ。日本が脱原発しなければ、いずれ近い将来、禍根を残すことになると考えるため。

34076 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本及びアジアの次世代のためには、現状以上の原
子力発電所による発電が必要と考える。さらに、世界
のエネルギー自給に貢献するための高速炉の開発が
必須である。

１．原子力発電以外は、総じて地球温暖化に影響を与え、地球規模の影響について、後世の人類では復旧出来ない禍根を残さない。
２．日本は、少子高齢化に差し掛かっており、高負担社会の経費を借金で賄うことは国力を落とすことになり、近視的な国民の幸福が将来の破たんに繋がる。そのためには、エネルギー自給と
共に、国民生活を支える輸出産業としての貢献が期待でき、何で将来飯を食うのか。
３．仮に、日本が原子力ゼロ政策を採ったとしても、アジアのエネルギー供給はひっ迫しており、選択の余地がない。日本の選択に左右されず、核物質防護及びなど新たな懸念自体が拡散し、
日本が名誉ある貢献が望めないばかりか、天然資源のバーゲン力のない日本の経済が左右される。

34077 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「ゼロシナリオ」を基本として考えることを求めます。将
来に亘って、日本国民はもとより世界全体の安全を守
るため原子力発電に頼らないエネルギー政策への転
換を求めます。

　原発ゼロを求める論拠は、いったん事故が発生した場合のリスクが非常に大きい上に、原子力発電の安全性が十分に担保されていないこと。使用済核燃料の適切且つ有効な処理方法がい
まだ確立されておらず、非常に長期に渡る将来へのつけを残すことになること。また国土が狭く、地震が頻発する日本では更にリスクを増大させていることです。

　「エネルギー・環境に関する選択肢」では、原子力の安全確保、エネルギー安全保障の強化、地球温暖化問題解決への貢献、コストの抑制・空洞化防止の4つの視点が並列で提起されていま
すが、前提は、原発および廃棄物に関する安全性の確保であるべきです。
　また、事故が起きたときの経済的影響は、今回の福島原発の事故が示すように甚大なものとなります。そのことも踏まえて、原発に頼らないエネルギー政策への転換という方向性は明確にす
べきものと考えます。

　私たちは、可能な限り早期に、原発に頼らないエネルギー政策を実現する立場から、三つのシナリオの中では「ゼロシナリオ」を基本に考えることを求めます。2030年時点での長所短所を示
し、三つのシナリオの賛否を問うことも必要なことですが、原発ゼロへの方向性をはっきりさせた上で、更に議論を積み重ねることで、より具体的な「ゼロ」に向けたシナリオが作られ国民的合意
が進むものと確信しています。
　
　また、エネルギー政策の検討を進めるにあたっては、省エネによる、電力量全体の削減を重要な柱にすえること。地球温暖化問題、エネルギー安全保障などの評価をするにあたっては、電力
以外の運輸部門の燃料などについても総合的な検討をおこなうことを求めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

34078 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロ（2030年までではなく今すぐに） 使用後の核燃料の安全な処理も確立されぬままの原子力発電は危険であり、その処理費まで経費換算すれば（経費換算するべき）決して安価で効率が良いわけではないことが明らかになっ
た今、即時に稼働を止めるべき。
命と放射能の共存は不可能。それも一番影響があるのが、未来を担う子どもたち。広島長崎の原爆、チェルノブイリでの原発事故後の調査を知れば知るほど数年後に私たちの元で起こる悲劇
も容易に想像できます。原発を稼働させれば微量であれ放射能が放出されるし、放射能に安全基準などないので、大飯原発の再稼働もすぐに撤回すべきと考えます。
福島での原発事故、この悲劇にむくいるのは、命や未来を守るために政府国民が一丸となって原発をなくすことだと思う。

34079 個人 自営業 ２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。未来世代にこれ以上負担
を増やさないためにも、新増設はしないこと。地震のリ
スクを考慮し、原発すべてを停止して炉心溶融を避け
てほしいです。また、送電線と電力会社を分離すべき
です。

１、処理方法が確立していない核廃棄物を増やすのはあまりにも未来世代に対して無責任である。新設は断固反対。
２、活断層の上にある原発も多くあるので、地震リスクを考慮し、原発をすべて停止し炉心溶融を避けるべきである。よって再稼働も反対です。
３、省エネ技術の向上と普及をまずすべきである。
４、電力会社の独占状態を即刻やめるべきである。
５、送電線と電力会社の分離をすべきである。
６、そして今日も埼玉の廃校の避難所でお弁当を食べる生活を余儀なくされている福島県双葉町の避難民など、多くの原発難民の生活保障をしてほしい。

以上6点の理由によりにより、ゼロシナリオを支持します。
そして、政府の、電力会社の、あまりに命を粗末にしたエネルギー政策をあらためていただきたいです。

34080 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 ゼロシナリオ選択についてのお願い 地震国日本では、近い将来に相当大規模な地震が想定されています。その中で原発の安全性を保つことは不可能と思われます。３・１１の福島原発の事故では、情報が混乱し、たくさんの人の
避難にも影響を与えました。自主避難も含め８万人以上の方が、自分の故郷を離れる結果になりました。ベント、水素爆発、圧力抑制プールの爆発、冷却水漏れなどにより、大気中、土壌、溜
まり水、立坑、海水、および地下水へ放射性物質が放出され、汚染は日本国内、国外に広がりました。癌や白血病等の病気の増加が懸念されています。核燃料の廃棄場所も廃棄方法も不確
定なまま原発を動かしていくことは将来に不安を残すことになります。自然エネルギーの利用を拡大する等、原子力以外に電力を得る方法はあるはずです。私たちの住む、四日市は、県内一の
人口を数え、コンビナートをはじめ、多くの企業を有する自治体です。市内には火力発電所もあります。近年の夏は暑さにますます拍車がかかり、ヒートアイランドと化した日本、とりわけ愛知、
岐阜、三重においても、夏季のエアコン稼働による電力消費は増加の一途をたどっています。しかし、東日本大震災以後、原発のない状況下でも、私たちの生活および企業の生産活動には大
きな支障は出ていません。そんな中でも、私たちは、電力消費のピーク時に、会議を入れない、エアコンの設定温度を少し高めにするなどするピークカットに取り組み、少しでも電力消費を抑え
る努力しています。それは、原発事故と放射能の危険性から現在の子どもとその将来、未来の子どもたちを守るためです。そのためには「ゼロシナリオ」しかありません。

34081 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 経済活動、CO2削減、どんな理由があるにせよ、原発は廃止すべきです。福島原発事故で「故郷を失う」という事態になったのはあってはいけない最悪のことだと思います。国民が幸福に暮らす
ために、経済活動があり、政府があるはずが、今は逆になっています。政府、政治家の利益が第一で、そのために経済界を優先し、国民は置き去りです。これでは全くもって本末転倒。誰もが
自分のことしか考えない世の中になって然りです。何のための経済活動なのか？何のためにCO2を削減するのか？何のための政府なのか？国民が幸せだと感じられない経済発展では意味が
ありません。子供達が将来、放射能に怯えて暮らすようなCO2削減では意味がありません。クリーンエネルギーは推進しますが、売電価格を高額に設定する今のやり方は、オール電化を推進
するために深夜電力を安くしたやり方と同じで、きっと近い将来どこかに歪みが来ます。政治家も官僚も国民も、目先の利益にとらわれずに本質を議論していかねば問題解決はしないと思いま
す。「幸福とは何か？」この国は原点に返り、これからどう歩んで行くべきなのか、国づくりの指針を見直すべきです。

34082 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ３つの選択肢の中では、ゼロシナリオを支持します。
ただし、自然エネルギーの導入や、消費エネルギーの
削減目標は、もっとひきあげられるべきだと思います。

原発について
廃炉にしていくにも技術が必要であることは理解できます。ただ、だからといって、原発の稼働を続けるという理由にはならないと思います。即時全廃炉は難しいかもしれませんが、野田首相は
広島の原爆の日に「脱原発の基本方針に沿って」と発言されたのですから、2030年に向けて、できればそれよりも早く、原発をゼロにするための明確なスケジュールを立てて実行すべきであると
思います。

自然エネルギーの導入について
自然エネルギーへの世間の関心は、とても高まっていると思います。大手電力会社が送電網を握っているような状況を変え、小規模な発電者が電気を供給できる仕組みを作ることや、不安定
な電力を地域で補い合えるような仕組みを作ることは、簡単ではないかもしれませんが、日本人には、それを工夫してやりとげるだけの力があると思います。国の省庁の人たちが、仕組み作り
に取り組んでくださり、力を発揮してくだされば、こんどは地方自治体や中小企業が、自然エネルギーでの発電に積極的に取り組むようになり、日本全体に夢や活気が戻ってくることにもつなが
ると思います。原発を維持するとか、原発がだめなら火力だとか、今の現状にわだかまっているばかりでは、この国も元気になれないように思います。

省エネルギーについて
温暖化の問題も、年々、深刻化しています。これまで、原発が増えてきたけれど、温室効果ガスの排出量は減りませんでした。だから原発は温暖化防止には役立たないと思います。原発ではな
く、省エネルギーによって、温暖化防止を実現できるような政策を立てていただくことを望みます。ただ「我慢する」ような省エネではなく、ちょっとした工夫で、無理なく省エネできる余地はまだま
だまだまだあります！どうか民間のアイデアにも耳を傾けていただいて、繰り返しになりますが、原発ではなく、省エネルギーのさらなる推進によって、温暖化防止と脱原発の両方を手にすること
ができる政策を作っていただけることを期待しています。

34083 個人 自営業 ５０代 男性 原発は３０年後に０にする。化石燃料も徐々に減らし
て３０年後の主役は再生可能エネルギーにする。あと
１００年程度の化石燃料があるうちに使い減りのしな
い再生可能エネルギーにシフトすることが必至。

理由
(1)原発はリスクが大き過ぎる。また昨年のような事故が発生すると莫大な補償コストが必要になり、廃棄物処理も容易でなく、決して低コストなエネルギーではない。

(2)しかし、既存の原発は安全チェックを万全に講じた上で稼働させ、４０年経過をめどに廃炉にするのが現実的。

(3)省エネと再生可能エネルギーの効率化が急務である。当分は化石燃料に頼らざるを得ないが、将来は燃料が高騰するのでコストが接近、逆転する。徐々に前者にシフトすべき。５０年後は９
０％以上に。

34084 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ（即時）」 停めても、電力足りているのは、政府のデータでも明白。経済といのちとどちらが大切かという選択でもあると思います。世界から見ても、フクイチのようなことがあって、それで大飯の再稼働と
いうのは、全く理解不能なことだと思われています。経済が大事といっても、いのちがなけりゃ本末転倒。ざっくり２原論でかたづけられないでしょうが、ある意味、大きな価値転換をしていかない
と、生き延びていけないようなこの世の有様だと思います。モノとカネに心奪われた世界の終焉を私たちは生きています。いまこそ思い切った決断が必要に思います。

34085 個人 その他 ４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束しません。原子力エネ
ルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ原
子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

内閣府殿

謹啓

日本の未来を救うためのお願い

残暑の候、貴殿の我が国の未来を見据えてのご活躍に敬意を表します。
私は日本のエネルギーの将来について考える日本の一市民です。この度の内閣が提案したエネルギー計画に対して憂慮し、断固抗議します。
この度、新しく提案された三つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私は原子力エネルギーへの依存を直ちに終了さ
せる、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。
具体的に私は以下のことを要求します：
 福島第１原発放射能事故を教訓とし、様々な専門家による意見を総合して、放射能の危険性を素直に認め、直ちに大飯原発を始めとする国内原子炉再稼働をやめさせること
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げ、日本の気候変動と戦うための“国際公約”を尊守させること
 再生可能エネルギーの生産を加速させること
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生すること
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付けること
私は内閣府が真摯に国民の意見に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

謹言

2012年8月10日

34086 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 冷静で合理的な判断による方針決定を希望すると同
時に、産業界の産業活動に過度な影響を与えない施
策や将来の産業活性化に繋がる基本方針を望む。低
炭素社会実行計画検討の為、できるだけ早期の方針
決定を希望する。

・有識者等による冷静で合理的な判断による方針決定を望む。
・産業界の産業活動に過度な影響を与えない基本方針を希望するが、いずれの方針を選択するにしても、それなりの影響を受けることは避けられないと思われ、その影響を軽減するための助
成や優遇などの施策も合わせて検討をお願いしたい。特に日本の低炭素技術や取組みが将来の産業活性化や国際貢献に繋がるような施策をお願いしたい。
・2020年目標値に向けた業界の低炭素社会実行計画の検討を開始しなければならない時期に来ており、「エネルギー・環境に関する選択肢」はこれに直結する問題であるので、できるだけ早期
に方針を決定いただきたい。

男性８０代以
上

無職個人34087 １；３０年に０％。
２；≪東北電力≫が福島第一の建設・運転をしていた
ら、爆発と放射能散布は起きなかったという結論に至
りました。

Ａ）≪福島第一原発に欠陥なし≫を基本にしている全事故調報告は誤りです。
現実に、福島原発は≪法規違反の累積≫による≪欠陥原発≫でした。
この福島原発事故の最大の原因を、≪タブー≫の様に避けている、全ての福島原発事故調査報告書は、受け入れられません。

わが国は、多数の海溝の近傍に存在し、いわば何時火が点くか予想できない≪フライパンの上で踊っている≫様な立ち位置です。

直ちに、全原発の外部電源系始め不法設備の点検とＳＡ対策と全職員の練度を上げないと、再度事故が起こる危険に気付きました。

Ｂ）東日本大震災で被害を受けた原発は≪東北電力≫の東通原発、女川原発と≪原電≫の第二東海原発。及び≪東電≫の福島第一と福島第二原発であった。
１項；これ等の合計15基の原子炉中、

 (1)発電中か休止中か。(2)原発の企業別。

２項；
(1)これ等の原発設備が指針通りに設置されたか否か。

 (2)外部電源系多重性独立性が担保されていたか。
 (3)外部電源系の障害受けたか。
 (4)非常用所内電源系の設備は適法であったか。

3項；上記１，２項と地震・津波で損壊・爆発との関係を分析した。

結論；
 (1)福島第一では不法設備の累積が、原発を損壊爆発させた第一の原因であった。

 (2)ＳＡ対策が不備、欠陥だらけであつた。
 (3)更に福島第一のマンパワーの練度未熟（一号機のイソコン運転）

 (4)幹部は次の手及び　次の次の手を想定する能力なく。（SBO時のベント；の手技と必要機器等）（第二号機のS/Cの制御法未熟）

 (5)また、現行の収拾作業を停止する時、次の作業を構築、テストする事なく、無思慮に停止して爆発を招いた。（第三号機）

結論第二；仮に福島第二原発のチームが、当時第一原発を運転操業していれば、廃炉になる事はあっても、爆発と放射能散布は起きなかったと推論出来た。

結論第三；福島県は地理的に東北であり、仮に東北電力が操業していれば、廃炉になる事はあっても、爆発と放射能散布は起きなかったと結論付け得た。



34088 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は、すべて、直ちにすべて停止、廃炉すべき。 日本は地震国。

福島と同じような事故が再び起きたら、日本で安心して暮らせなくなる。

原発は、安全・安心な生活を脅かすものである。

電気代が上がるとか経済が悪化するからという理由で原発を動かすことは、許すべきではない。

政府や官僚、御用学者、経済界の発言は信頼できない。

このような誠実さのない者達に、リスクの高い原発のような設備を運用する資質も能力も認められない。

したがって、稼動させた原発は、直ちに停止させ、すべての原発は廃炉にすべき。

34089 個人 自営業 ４０代 女性 原発は全廃すべき。しかし原発全廃＝自然エネルギ-
１００％へ、という流れではなく、あらたなエネルギ－
源を取得するために、広く専門家の意見を聞く耳が必
要

　大切にする順番を間違えては本末転倒です。「産業が成り立たなくなり景気が更に悪化する」とか「外国と競争ができない」とかいう懸念は確かにあります。でもそれは、生きていればこそ心配
ができるのです。命あってこそ金のことを考えるようになるのです。野田総理は順番を間違えていませんか？
原発がなくなったら電力はどうするんだと産業界から脅され、景気が悪くなったらどうするんだと経済界からお尻を叩かれ、さらには新しいことを学ぼうとしない東大出の官僚が口をそろえて言う
「再生可能エネルギ-などとても原発を穴埋めできない」を鵜呑みにし、「とりあえず原発再稼動しかないか」と半ばあきらめて、日本の舵取りをしている風にしか見えません。
　国民は、日本国民全員が乗った船が氷山に向かって進み始めているのに気づいています。小学生の子供たちでさえも。

　野田総理がヒラ議員だった頃、地元で開催される船橋市市民柔道大会にかけつけ、子供たちに熱いメッセ-ジを送っていましたね。あのときの子供たちに面と向かって「原発は安全なんだよ。
だからこれからも運転し続けるよ」と言えますか？もう一度原点に返って自己に問い質してみてください。
　私のデスクの上に嘉納治五郎師範適訓があります。「柔道は心身の力を最も有効に使用する道である。その修行は攻撃防御の練習によって身体精神を鍛錬修行し、斯道の神髄を体得する
ことである。そうしてこれによって己を完成し、世を補益するが、柔道修行の究意の目的である。」
　嘉納師範がご存命だったら、野田さんは師範の前で原発を稼動させることが未来ある子供たちの「世を補益する」ことになる、と断言できますか？

34091 個人 その他 ６０代 男性 原発は遅くとも２０２０年までにすべて廃炉。再生可能
エネルギーの加速的拡大、省エネルギーの促進によ
るエネルギー消費量の抑制により、温室効果ガスの
を２０２０年までに１９９０年比２５％削減を達成する。

現代社会のリスクの最大のものが原発と地球温暖化。将来世代に負の遺産を残さないためにも脱原発依存と低炭素社会の形成が急務。再生可能エネルギーの拡大により地域の活性化と雇
用の拡大を図り、化石燃料輸入による国富流出を防ぐ。あわせて発・送・配電の分離、包括原価主義と地域独占の廃止、電力の自由化、などの電力制度改革を進めることが必要。また、地球
温暖化対策として実効性のある炭素税の導入、電力のピークシフトのための料金体系の改革も望まれる。

34092 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は、いつか必ずゼロにするべきだと思う。理由(1)
核廃棄物の処理の問題が全く解決されていない。(2)
原発に関する情報公開が不十分。(3)原発関連の組
織、人事、金の流れが不透明。(4)将来世代に安全な
環境を残すべき。

以前原発の30キロ圏内に住んでいたこともあり、特に情報の不透明性には疑問点が多いです。電気の重要性、安定供給の大切さについては十分に理解していますが、原発が電源のひとつで
あることに対しての不安感は、原発事故前にも常に感じてきましたし、どんなに安全だと言われても、心から安心することはありえないでしょう。人為的ミスにせよ天災にせよ、人がからむ以上、
完全というものはどこにもないと思いますし、そういうことを目指さなければ成立しないものに頼るのは、人として不自然だと思います。原発にせよ核にせよ、人間には制御しきれないものもある
と受け止めて、謙虚になるべきです。
原発をゼロにすることが経済面ですぐには難しい、と言われますが、きちんと期限を決めて実行しなければ実現性は低いと思います。経済の大切さもよくわかりますので、短期間でとは言いま
せんが、経済を安定させつつ原発を減らすことはできないと決めつけず、あらゆることを試してみるべきです。どんな専門家の予測も100パーセント当たることはないはずです。また、ゼロに近づ
ける間も、原発に関する情報の透明性を高めてほしい。パニックを防ぐためと言って結果的に国民を被ばくさせた国の責任として、やってほしいと思います。
経済と原発ゼロとは対立した概念のように言われることが多すぎると思います。対立させずにどちらも実現させる道を探るべきです。それが結果として、誰もが誰をも犠牲にせずに、幸せになれ
る国になる道だ、と考えています。

34093 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 安全性が未確立の原発は速やかに廃炉にし、新規の
増設計画は中止にすべきです。

原発がゼロの状態でも工夫すればやっていける。

34094 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存度０を選択いたします。 原発の安全性については、専門家の方々の中でも、安全に運用できるという方から、安全ということはあり得ないという方まで、さまざまな判断があります。その中に、危険であるという判断が確
かにあるのですから、それに頼り続けるという選択肢は選べません。
原発０という選択肢を現実のものとするには、たくさんの困難と、経済的負担が生じるであろうことは理解しているつもりです。
しかし、命の犠牲によって作られる電気はいりません。
脱原発は、経済発展にマイナスという意見も聞きますが、命を担保にしたような経済発展なんて、幸福な社会と呼べないでしょう。
ぜひ、原発０という困難さに向かっていきましょう。安心安全な社会を子どもたちに引き継ぎましょう。

34095 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを早期に実現し、省エネ、代替エネル
ギー開発、温暖化対策の両立のための研究に投資さ
れたい。

原発をめぐる既得権益にとらわれず、真に日本の（ひいては世界の）進むべき道を探求されたい。

安全性の担保を失った現在、原発の推進ないし維持は国民の賛意を得られない。
経済成長の限界を自覚し、自然と調和的な生活スタイルを目指し、より一層の省エネを推奨されたい。
また、代替エネルギーの研究開発に多く投資し、国家を挙げて新型エネルギーとライフスタイルを世界に先んじて示されたい。
その際、有限の資源を枯渇させ、温暖化を進めることがあってはならない。原発再稼働は避け、代替エネルギーを活用することで両立を目指されたい。

世界最悪の原発事故を経験した日本は、矜恃をもって環境・エネルギーの調和を志したい。日本の伝統的心性と技術力を生かすことができれば可能であろうと思われる。

34096 個人 無職 ６０代 男性 原発は最終廃棄物処理問題も未だに解決策の目処
が立たず、加えて深刻な事故が起きた時の影響が極
めて甚大であるので脱原発を目指すのが国策として
取るべき。

原発問題は人間の生命の安全確保を経済上の利点より上位に置いて考えるべき問題。従って、ライフスタイルを変えることも当然受け入れるべきだし、経済的マイナス面も甘受すべき。日本の
原発が他の国と比べて深刻なのは、日本の自然条件からも明らか。日本は火山列島で地震も頻繁で、且つ居住面積も狭い。ロシアなど広大な土地を有する国は原発で周辺地域が深刻な汚染
を受けても、汚染地域を封鎖し住民を他地域に移住させることも容易であろうが、日本ではなかなか困難。また、人間の技術力で原発を安全に管理することは廃棄物処理一つをとっても難しい
のではないか。人間の技術力で制御できないものは他にもあろうが、原発の場合ひとたびシビアアクシデントが起きた時の代償が大きすぎる。
上記の理由から、新規原発は一切造らず４０年ルールも短縮する方向で見直し、再生可能エネルギー、石油・LNGの合理的価格での輸入、革新的な蓄電システムの開発、スマートグリッド等効
率的な電力利用等を強力に進めるべきである。また、国民も節電に努め、特にエアコンなどはリビングに一台にとどめ、他の部屋は様々な工夫でしのぐことも可能ではないか。かつてはエアコン
などなくても夏は過ごせたし、そういう世の中になれば住宅メーカーも節電に適した様々な技術を開発していくのではないか。

34097 個人 自営業 ６０代 女性 原発即時ゼロにする。
今回の原発再稼働について、現政権には大いに失
望。

・核のゴミを増やし続けることに断固反対です。
・有限な資源からエネルギーを得続けることにも反対です。
・エコなエネルギーを開発するために研究投資して、この分野での経済発展を
　目指すべきです。
・再生可能エネルギーの可能性や、これによる経済拡大を説く意見にもっと
　耳をかたむけて、3.11原発事故を将来に生かしていくことを熱望します。
　

34098 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年の原発はゼロにすべきだと思います。もう税金
の無駄遣いは止めましょう。現実性のない核再処理
はもう諦めて、それに使っている税金を、福島の保証
や廃炉のための費用にあてるべき。

臭いものに蓋をすることはもういい加減に止めて、真実を官僚や政治家は国民に語るべき。核廃棄物を一体どこに埋めるのか。まだなにも決まっていないのにこれ以上核廃棄物を生産し続け
るのですか？廃炉や保障にはいくらかかるのか。財政はこのままでもつのか。いままでのつけが一気に回ってきてもおかしくない現状です。
政治家は、自分のことだけでなく国のこと、国民のことを思って政治をして下さい。自民党もこれまで原発を推進してきているのにほっかむりはないでしょう。解散総選挙に打ってでるならキチン
とした政策をもって国民に語りかけなければ当選は危ういと思うべきです
。国民はもう騙されないですよ。真実を語る政治、逃げない政治を目指して下さい。選ぶに足る資質を持った若い政治家の登場を期待します。
もう手遅れかもしれませんが・・。

34099 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロ社会を求める
核という”負の遺産”を未来に付け回ししないのが
我々の責任

30年後といわず、できるだけ早急に原子力発電をやめて廃炉行程を示さなくてはならない。

地球環境は我々だけのものではない。
多くの生き物が住み、平和な環境を作り出してきたのが地球である。
ところが人類だけがこれを破壊して我が物顔に振舞っても恥じることを知らない。
また、地球環境は、これから生まれてくる生命のものでもある。
快適な生活と贅沢をするために、たったそれだけのために、
放射性廃棄物という膨大な”負の遺産”を残すことは許されない。
なんとかして、我々の世代で始末の道筋をつけなくてはならないと思う。
たった４、５０年の経済活動のために、今後10万年以上厳重な管理が必要なのが、
我々が子孫に残す核という”負の遺産”である。
そのうえ、いったん事故が起これば人間の手に負えないことを３１１で我々は経験した。
これ以上原子力発電を続けるのは愚の骨頂である。

政府は、即刻、原子力発電を完全停止するべきである。
そして、これまで進めてきた原子力関連予算を”負の遺産”の処理（研究開発）にまわすべきである。

34100 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロに加え、自然エネルギーへのシフトを希望し
ます。

原発ゼロシナリオ、プラス自然エネルギーへのシフトを希望します。
それが、原発の危険におびえる暮らしから自由になり、かつ地球温暖化を防止する策ではないでしょうか。その転換のために設備投資が必要であるならば、電気料金が上がることも納得がいき
ます。
さらに自然エネルギーへの移行期間中、もっと厳しく省エネ対策をとる必要があるのではないでしょうか。駅構内、ショウウィンドウ、看板、ネオンなど、もっと光量を抑えるような基準を作ってくだ
さい。

34101 個人 自営業 ７０代 男性 核燃料の最終的な無害化の技術を持たない現在の
原子力発電は、目先の欲望を満たすため次世代以降
に問題の先送りを前提にした非常に危険な技術であ
る。
原子力発電所を即刻運転中止し充分な検証を行うべ
きである。

原子力発電に限らず、核兵器、基礎研究、医療など核物質の徹底的な管理が行われなければ、次世代にも、また地球環境にも取り返しのつかない影響を引き起こす事は周知の事実ではない
のか？
特に核戦争に次いで今回の事故で大きな被害を受けた我が国は世界をリードしてこの問題に真摯に取り組むべきではないか？、
大量の核廃棄物を発生させている原子力発電は、なんといっても使用済み核燃料の完全無害化と、徹底した管理が欠かせない。にもかかわらず、現在の原子力発電事業はこの問題の先送
り、つまり次世代への先送りの上に成り立っている。
これまで原子力発電は、いわゆる「先進国」で行われていたが、科学技術の未消化な、「発展途上国」で原子力発電所が大量に普及されつつある。

我が国は世界で始めて核爆弾で大量の被害者を出し、今に至るまで後遺症に苦しんでいる人々がいる。一方で自然災害の多い日本なのに、充分な管理ができると慢心して対応が出来なかっ
た原子力発電所が破壊され、て多くの人々が苦しんでいる現実。
産業界、政治家などやこの問題に関係する専門家のみならず、日本国民全体が一刻も早くこの問題に真摯に向き合わなければならない。
同時に核物質の完全管理はこれはもはや日本国内だけの問題ではない。
世界中の人類が、後世に核物質の完全処理を先送りし、地球環境の悪化に取り組まなければ、人類の未来がおぼつかないと知るべきではないのか？

34102 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 ・原発稼働は絶対反対
　　(1)原発は今の技術ではコントロールが出来ない。
暴走すれば福島の様にな　　　る。
　　(2)原発のコストは安いというけれど廃棄物処理費
も不明なのにコストが安　　　いとは言えない。

・原発稼働はただちに止めて、原発を廃止すべきである。
＜理由＞
　(1)私も石油化学反応装置を運転していた事がありましたが、異常反応した時　　でも反応停止剤を添加すれば直ちに反応が停止し、災害を防ぐ手段があり　　ました。反応停止剤が添加出来
ず最後の爆発まで行ったとしても、その爆　　発で原発のような何十年も放射能での二次災害は起こりません。
　　一方原発は、現在の技術ではコントロールが出来ません。又、一旦事故が　　起これば甚大な災害となり福島のように、人々が生活出来なくなる恐れが　　あります。

　(2)電力会社は原発のコストは安いと言うけれど廃棄物処理費用（何十年も冷　　却管理、最終的には地中深く埋める処分費用・埋設した廃棄物の永久管理　　費用）も分からないのにコストが
計算出来るわけがない。コストとは原料　　費、加工費、管理費等々の全てがクリアーになって計算出来るものであ　　　る。
　　しかもコストが低いと言ってるのは原子力行政による我々の税金が投入さ　　れているのであって、原子力村の解体、交付金の廃止等を行い他の代替エ　　ネルギーに税金を使用すべきで
ある。

　　＊原発を無くすと電気代が倍になると言いますが、私の住んでる中部電力
　　　（原発稼働ゼロ）では他の電力会社より２～３％高い電気代です。

34090 (1)使用済み核燃料のリサイクルシステム及び直接処
分の実現性？(2)０シナリオ支持者は直接処分場を容
認？(4)停止後の管理とリスクは？(4)より長期の削減
シナリオは？(5)フロア内同志の目線でのコミュニケー
ションを。

男性６０代無職個人 (1)エネルギー（原子力発電）選択肢　→　(3)20~25%を支持する。
但しいくつか条件付き
１）核燃料サイクルの安全性が十分に確認された状態で、工程を提示して稼働ができること。
２）原発の安全について、国会事故調、政府事故調の事故調査報告の提言を十分に生かした対策をとること。
３）2030年以降のエネルギー・環境に対する姿勢を示し、原発依存を長期的には減らす意思を明確にする（50~100年後に0%を目標とするなど）。
(2)今回の選択肢の数字集計の結果のみで判断しないこと。
・数字のみでは、現状では原発０シナリオ選択が圧倒的に高いことが予想される。
・現実を考慮すると、速やかな実現の可能性はあるか甚だ疑問である。
(3)使用済み核燃料のリサイクル、プルサーマル利用及び高速増殖炉の稼働の実現が可能であること。及び直接処分の技術的、社会的実現が可能であることを確認しておくこと。
１）使用済み核燃料の活用または直接処分の実現が出来ない場合は、現在議論しているいずれの選択肢も、実現困難となり新たな社会問題の発生が懸念される。
２）H24年6月21日、原子力委員会によりシナリオ選択肢決定によれば、０シナリオ選択の場合は、全量直接処分が適切であるとしているが、当該シナリオ選択者たちは、これをどの程度理解し
ているか？仮に０シナリオが政策決定した場合、選択者たちは我が地域、我が自治体に直接処分場を許容するか？受け入れず、新たな反対運動が広がると心配するが、政府としてどのような
対応を考えているのか？（上記１）と重複）
特に、民主党を離党した小沢党は10年後の脱原発を一つの目標にするような報道も見られる。直接処分場の確保をどのように考えているのか、聞いてみたい。
(4)現在原発稼働中（一時停止も含め）の核燃料、使用済みで保管中の核燃料について、仮にシナリオ０が選択されて、直接処分が決まった時の、リスク評価をしておくべき。
１）ゼロシナリオ選択者の中には、仮に脱原発が決まった時は、原発の稼働が停止すると全てが停止し安心だと理解することも考えられる。しかし、稼働停止後も長期間冷却し保管が必要であ
り、この間に地震、津波などの自然災害に遭遇した場合のリスクについて、説明できるようにおさえておく必要がある。
(5)時間をかけて、エネルギーの原発依存を減らしていく姿勢を示す。
１）「中長期的には原発依存度を可能な限り減らす」ことは内閣府でも共有されつつあると認識されている。2030年に留めず、2050年～2100年の期間をかけて減らしていく（たとえば０％まで）こ
とを示すことが出来れば、理解者がより出てくると考える。
２）政府は2010年に立案したエネルギー基本計画で、原発依存度を2030年には45％とするとしていた。3.11の大震災を機に見直しとして、０～25％のシナリオを掲げているが、最も高い25％案で
も震災前計画に対して44％減であり、やはり大きな転換であるといえる。さらに時間をかけながら徐々に減らしていくことは、上記１）の共有認識に沿うと考える。
３）やるべきことを延期するということではなくて、ビジョンを示して計画をたてて進めていくことにより、特に事故防止に関しての技術的向上、システム的な革新につなげ、安全文化に関して世界
をリードしていく素地が育っていく可能性を期待できる。
４）現在の、ゼロシナリオ選択者が高割合とか、週末のデモ参加者が近年になく多いとか、そのような現状を国民の声であると判断して、政策としてゼロシナリを仮に採用した場合は、その後の
国内、国際的な軋みがさらに大きくなってしまうことが心配される。長期ビジョンとバランスをもって判断されることを希望する。
(6)より、国民の意識を汲んだコミュニケーションの推進を
１）脱原発、原発反対者には声が大きく、過激な行動に走る人がいるのも否定できないといえる。しかし、そのような人だけではなく、一般市民でありながらもっとよく知りたいと思っている人、何
よりも安全が第一であるから反対する人などいろいろおられると思う。
２）これまでの、原発に限らず国民対話は上からの設定、関係者のサクラ参加者などあまり評判はよくなかった。現時点では信頼が低下し、コミュニケーションの乖離がかなりあると感じられる。
３）視点を「説得」ではなく、説明し、理解を得て「納得」を得るようなやり方を考える必要がある。質問には誠意をもって答える。出所のわかる資料・データで説明する。わからないことは糊塗せず
にわからないと答え、後で調べて答えられるものはその旨伝え後で回答する。反対意見もできるだけ聞く。反対者の言葉でも言い分が正当であれば受け入れる姿勢を示す。
４）難しいことであるが、結局は近道に通ずるのではないか。
(7)拙速でなく、ビジョンを示して慎重に。しかし、多様な意見に真摯に耳を傾けて。
以上



34103 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 当組合の組合員の意識調査の結果、原子力に頼らな
いエネルギーを求める声が多数でした。従って、原子
力発電の最終的な全廃を目指す「ゼロシナリオ」を求
めます。

　コープいしかわ（組合員数１２万７千人）は昨年末、組合員のエネルギーに対する意識調査を実施しました。その結果、将来的に原子力発電に頼らないエネルギー体系を求める声が５８％と過
半数を占め、現状維持とする声の２倍以上となりました。
　組合員のこの意識を踏まえ、当組合は２０１２年４月に「原子力発電に関する基本姿勢」を取りまとめ、同年６月に最高意思決定機関である総代会において、以下の６点を柱とする総代会ア
ピールを採択しました。

　(1)現段階での原子力発電の再稼動に反対
　(2)老朽化や自然災害リスクの高い原子炉の廃炉
　(3)原発の新規増設計画を凍結し、最終的な全廃
　(4)原子力発電に頼らない地域経済の再構築
　(5)省エネルギー化と再生可能エネルギーの開発の推進
　(6)組合員とともに低エネルギー型社会への転換の推進

　以上の考えに基づき、今後は原子力発電への依存度を段階的に低減し、原子力発電に頼らないエネルギー政策への転換に踏み出すことが現実的な選択であると考えています。従って、当
組合は今回提示された３つのシナリオのうち、「ゼロシナリオ」を求めるものです。

34104 個人 無職 ７０代 男性 ２０３０年の原発比率はゼロに 日本は地震国です。
破砕帯の危険を指摘されている大飯原発を詳細な調査もせず、十分な安全対策もなされないまま何故再稼働に踏み切ったのか？理解に苦しみます。原発はいりません。
「真の文明は山を荒さず、川を荒さず、村を破らず、人を殺さざるべし。」
田中正造先生が告発した足尾銅山鉱毒事件から、日本は何も変わっていないことに暗澹たる気持ちです。

34105 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 3つのシナリオではゼロシナリオを選択する。
福島第一原発事故を見れば、2030年ではなく即刻原
発を停止するべき。
経済最優先の社会を見直し、国民の命を最優先に考
えて欲しい。

私たちは「大量消費型の生活を見直し、原発依存のエネルギー政策を転換させる」ことを掲げて地域で活動を続けています。3・11以後フクシマの惨状は、私たちに生き方そのものを問いかけて
いると認識し、以下のように意見を申し述べます。
１、地震や活断層の多い日本において原発の安全性は全く保証できるものではない。
２、ゼロシナリオの説明では「省エネ性能が劣る製品の販売・制限・禁止を含む厳しい規制を広範な分野に課し、経済的負担が重くなってでも、相当高水準の再生可能エネルギー、省エネ、ガス
シフトを実施する。」など経済面のリスクやCO2排出量が他のシナリオより劣ることが強調されているが、他のシナリオでは原発の事故によるリスクが全く書かれていない。長期にわたる放射能
汚染対策のコストや、職や家を失い、生活を奪われた住民が生涯背負った金銭的・精神的負担は莫大なものである。
　　また、原発の維持費、改修費用、再処理費、立地維持費等も算出して提示すれば、原子力発電の高コストが明らかになるはずである。
３、代替エネルギーのための太陽光パネルについても「耐震性が弱い等により現在設置不可能な住戸までも改修して導入。1200万戸」と、この表現もゼロシナリオを選択させたくない国の思惑
が見える。再生可能エネルギーの発電量は２兆ｋｗ以上あると報告され、現在の日本の発電量の2倍は既にあるはず。ビルや公共施設など徹底した太陽光パネル設置の努力をすれば2030年
に再生可能エネルギー利用が35％はありえない。努力しようという国の姿勢が見られない。
４、今年５月５日からすべての原発が停止した期間のデータも明らかにし、原発がなくても国民生活にとって電気は足りていることを認めるべきである。事実、大飯原発再稼働に際し、関西電力
社長は電力が足りる足りないよりも経営のための稼働と言っている。
５、原発は事故がなくてもそこで働く労働者は被曝している。しかもその杜撰な放射線量管理は現場では日常茶飯になっている。労働者の劣悪な雇用形態も問題だ。
６、いったん放出された放射能が無くなるにはあまりにも時間がかかりすぎる。原子力は人類とは共存できないこと、人間が完全にコントロールするのは不可能であることを認識すべき。

34106 法人・
団体等

法人等 ５０代 女性 福島第一原発事故によっていまだに10数万人の方々
が故郷を追われ避難生活を余儀なくされている中今
回の再稼働は国民の心を踏みにじるものです。福島
第一原発が収束しないまま大飯原発の再稼働など考
えられません。

東日本大震災と原発事故では2万人の尊い命が奪われ今なお多くの人々が不安定な生活を余儀なくされていルにもかかわらず国の支援は無策に等しくあまりにも無責任な行為だと思います。
原発が一度事故を起こせば国民の命や生活、を破壊すると同時に未来ある子供たちの人生でさえ変えてしまう恐ろしさを含んでいます。私たちはチェルノブイリの原発事故でさえまだ収束をし
ないまま故郷に帰れずたくさんの思い出を失った人達を見てきました。今、国民の怒りは頂点に達しています。私たちの未来を守るためには今回の原発事故の教訓から学び原発依存から脱却
しエネルギー政策を転換すことを強く求めます。

34107 個人 無職 ８０代以
上

男性 以下の政策を求めます。
原発稼働の中止、すべての原子炉の廃炉、原子炉解
体・放射性廃棄物の処理方法などの研究の推進、代
替エネルギーの推進。

・原子炉は解体・廃炉の技術が確立されていない施設であることを国民に認識させるべきである。
・原子炉の安全性にかかわる問題解決を子孫の代に先送りしてはいけない。
・すべての原子炉について廃炉の道筋を直ちに立てるべきである。
・原子炉の解体・廃炉にともなって生じる大量の放射性廃棄物の処理方法・技術の研究を平行して進めるべきである。
・代替エネルギーの推進をはかるべきである。その際、環境への影響が指摘されている地熱発電や風力発電などについては、慎重な対応をしなければならない。

34108 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 1のゼロシナリオです。
2030年といわずに、すぐにでも全国の原子力発電所
すべてを廃炉にしてほしいです。

原子力は危険だからです。
故郷を失ったり、海、魚、食品、いろんなものが放射能で汚染され、今後もずっと私たちの生活はおびやかされ続けます。もうこんな危険な方法で発電をしなくていいと思います。
全国の電力会社が企業努力をすれば、原子力発電所が無くても火力発電所などで充分電力は賄えると思います。
また、CO2排出が温暖化の原因であるとは思いません。そもそも温暖化はしていないと聞きます。
2011年の原発事故を教訓にして、原子力以外の発電を国が推し進めていってほしいです。よろしくお願いします。

34109 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (１)のゼロシナリオ 自分の子供たちのためにも、今すぐゼロにすべきと思います。

34110 個人 家事専
業

７０代 女性 原発再稼働反対 放射能高レベル廃棄物の最終処分場は、日本の国のどこにあるのですか？それがないのに原発を稼働させ、行き場のない恐ろしいゴミを出してはいけない！
即刻廃止です！！

34111 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロシナリオ １　浪費しなければ電気は足りている。
２　原発はいったん事故を起こすと人間の手に負えないほど危険である。
３　使用済み燃料の処分方法が未定のまま、核のゴミは増え続けている。このままでは次の世代に大きな負の遺産を残す。
４　日本は地震国であり、現在　地震の活動期に入っているので原発は危険である
津波で制御電源がなくなるだけでなく、地震の揺れで原子炉が破壊される

34112 個人 自営業 ３０代 男性 私は今後は原発を全廃するべきだと思います。0%で
いいと思います。

まず原発は事故が起こった際の被害が想定出来ません。また何より最も問題なのは使用済み燃料の処理の問題です。あれは本当にどうしようもない…原発自体の技術的な問題はほぼ無いの
かもしれません。ですが、使用済み燃料の問題は次世代にも負担をかけないといけない類の問題です。そういった理由で私は今後原発を全廃するべきだと思います。

34113 個人 その他 ４０代 女性 原子力発電の稼動はやめて下さい。 私達の子どもや孫たちに、安心して暮らせる環境を残して下さい。

34114 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 稼働だけではなく廃棄物処理の安全性が確立してい
ない原発は、すべて廃棄＝０シナリオしかありません

３．１１以降、原発の状況は、さまざまなことが明らかになってきた。

下請け社員の日常的な被ばくによる病気や死亡、被ばく線量隠しの事実は、「安全神話」自体が虚構だったことが明らかである。

さらに、通常のごみとは全く違い、その管理に気の遠くなるような期間を有する廃棄物処理は、不具合続きで、処理が進んでいない。

原発に比べると、火力発電も有害物質が排出されるが、それは局所的・短期的であり、被害の量は極めて小さい。

今後のエネルギー消費量は、国内的に省エネ意識が進み、さらに電気を使う機器・機械も、使用量が少なくなってきている。人口減も進む中では、これ以上電力使用量が大きく伸びることは考
えられないし、逆に減少していくことは容易に考えられる。

未来に青い地球を残すのが、私たち親の責任であり、まさに今、この問題が国民的課題になっている時だからこそ、０シナリオを強く求める。

34115 個人 自営業 ４０代 女性 原発依存度ゼロシナリオに賛成。直ちに国内の全原
発を廃炉にし、自然再生エネルギー開発に注力すべ
し。

使用済核燃料サイクルの夢はすでに崩壊している。多額の税金を既に投入してしまい、今更止められないというお考えは捨てるべきだ。これ以上、無駄に税金を使うのではなく、直ちに原発を
廃炉にし、燃料を直接処分する先を探すことに力を入れるべき。と同時に、LNGガスの値下げを購入先相手国と交渉しなおす必要がある。これこそが待ったなし。シェールガスや地熱発電など
期待できる開発に税金を投入し、技術者を即刻育てるシステムを構築して欲しい。太陽光、風力発電などのマイナス点ばかりを上げていても仕方がない。それらと、原発事故の被害は比べ物に
ならないことは、今の福島、東北の現状を見ても明らかである。ウランを何十年も先購入する約束を、米国と交わしてしまったことは国民も知っている。米国に頭があがらないのであろうが、では
GEなどと協力し、廃炉ビジネスを構築するほうが余程建設的だと思える。

34116 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　日本経済の持続的な成長の元に雇用と国民生活の
維持・向上を図れるエネルギー政策の展開をお願い
します。

　一定の原発比率維持の下、再生可能エネルギーの開発を行いつつ、日本が温暖化対策をリードし、「雇用」と「国民生活」の維持に不可欠な持続的経済成長を可能とする新たなシナリオの提
示が必要と考えます。
　
　現行エネルギー基本計画（平成22年6月閣議決定）では、再生可能エネルギーの最大導入を前提として2030年の比率を20％と想定しています。しかしながら、この2年間で再生可能エネル
ギーの技術レベルに大きな変化が見られたわけではありません。従って、2年前に「最大導入」としたレベルを上回る導入は非常に困難と判断されるため、一定の原発比率維持は必要と考えま
す。

　さらに原発維持比率については、今回提示最大ケースの20～30％ではなく、電気料金の極端な値上げにならない範囲での原発比率に設定しなおすべきと考えます。
34117 個人 会社員・

公務員
４０代 男性 原発は即時停止すること。

もちろん０％です。

福島第一原発の事故の原因も、防止策もない状態で、
原発を再稼働するとは、ドロボウに追い銭をするようなもので、
絶対に許せない。

そもそも、原発に対する「安全」はなかったのだ。
前提が覆った以上、旧態然には戻せない。

既得権益を握った数多くの経済界のお偉いさんには気の毒だが、
あなた達に未来を語る資格はない。

34118 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 これまでの日本のエネルギー政策に係る歴史やエネ
ルギー資源を巡る国内外の情勢、地球温暖化対策等
を踏まえ、更なる原子力安全への取り組みを前提に、
原子力立国計画等に基づき原子力を最大限活用す
べき。

日本はエネルギー自給率4%の省資源国家であり、先の大戦や石油ショックなど過去の経験を踏まえ、化石燃料だけに頼るのではなく、平和利用を前提に原子力を利用してきており、エネル
ギー政策については、その歴史的経過も踏まえなくてはならない。
これまで原子力発電は、決して国や事業者だけで進めてきたわけではなく、立地地域の自治体や住民の協力があってこそ成り立っている。また、原子力発電所は、設計段階から運転･運営段
階まで、事業者やメーカーはもとより、関係する多くの企業、地元協力会社、それらに所属する多くの技術者、作業員に支えられてきた。このような地域の理解や協力、そこで働く多くの人々の
努力の結果、都市部を中心とする消費地において電力の安定供給がなされ、国民生活と社会経済を支えてきたことは否定できない事実であり、エネルギー政策や原子力政策を考えるには、考
慮されるべき事項である。
また、現状の電力需給は、原子力発電所の停止に伴い逼迫している。発電、送電、配電等電気事業に係る現場の努力により計画停電等にはいたっていないが、老朽火力発電所の脱落リスク
や燃料費の増大など抱える課題は多い。化石燃料を使用する火力発電は、エネルギー安全保障及び地球温暖化対策上の課題のみならず、化石燃料購入による国富の流出、ひいては貿易赤
字の拡大に繋がるとともに、日本経済や国民生活への負担増は避けられない。再生可能エネルギーについては、今後取り組んでいかなければならないが、安定供給や料金面など解決しなけ
ればならない課題は多く、直ちに原子力に取って代わる即戦力とはなりえない。
国際的には、資源エネルギーの確保は激しさを増す一方であり、アジアをはじめ世界各国は原子力発電の導入を進めている。このような情勢の中、日本のエネルギー安全保障を一層高めるに
は、核燃料サイクル技術を早急に確立するとともに、これまで培ってきた経験を活かし、各国の原子力発電導入に向けた取り組みへの協力による国際貢献が欠かせない。
福島の事故については、今後の賠償や除染、廃炉などを着実に進めなくてはならない。一方で、この経験を今後の原子力発電に係る設計や運転、運営に十分に活かし、更なる安全性の向上
に取り組まなければならない。
以上のようなことを踏まえるとともに、日本は、更なる原子力安全に取り組むことを前提に、震災前の原子力立国計画（平成19年策定）やエネルギー基本計画（平成22年策定）に基づき、原子力
発電を最大限利用し、核燃料サイクルの実現に向け、取り組むべきである。

34119 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 原発を廃炉にし、自然エネルギー開発を基幹産業の
内の一つに育てるべき。

特に潮力、波力、小水力、地熱発電の開発に力を入
れるべきです。

　核燃料、石油、石炭、液化天然ガスなどは、ご存じのとおりほぼ輸入に頼っています。また、核燃料の再処理には、技術的に難しいこともあり、ほとんどの国が再処理をあきらめています。危
険を伴うもんじゅの運転、または運転を止めている状態でも莫大なお金がかかっています。
　核燃処理施設の建設場所も決まらないままの原発運転は、無責任極まりありません。
　
　膨大な被害を出した福島原発事故を機会に、エネルギー政策を根本的に見直すべきです。それが政府や、東電の責任を取る道でもあります。　日本は海洋に囲まれ、無尽蔵の海洋資源が期
待できます。潮力、波力発電を、現原発立地地域に導入し、原発に匹敵するだけの発電をする。そうすれば送電線はそのまま使え効率的です。
　太陽光は休耕田や、工場の屋根に、また、線路の上に設置をし、電車の電源を確保、風力、や小規模水力発電を各自治体で建設できるようにすると、ほとんどのエネルギーは国内自給自足
できるようになるのではないでしょうか。
　エネルギー安全保障戦略を考えると、グリーン産業革命が日本を発展に導くでしょう。

34120 個人 自営業 ７０代 女性 原発をただちに０に 世界で唯一の被爆国である日本であり、
大きな地震国でもある日本です。
原発はなくとも、国民皆で節電を心がけることで
原発は０にできます。
かならず出来ます。

34121 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します ゼロシナリオを支持します。
日本は火山列島であり地震も数多く発生しますが、国土は狭く人口密度は高いです。
これは原子力発電所の立地に適した土地も、核廃棄物を埋設するのに適した土地も限られるという事を意味します。また、万が一、原発や処分場で事故が発生した場合、被害を被る人が多くな
るということでもあります。被害の程度によっては、そこは人の住めない土地になってしまうかもしれません。これは日本の、貴重な国土の損失を意味します。
原子力発電所が稼働する限り核廃棄物は増え続けます。核燃料は再処理したとしても、制御棒や放射化金属等の廃棄物はどうしても増え続けます。これらの廃棄物には数十年数百年、長いも
のでは１万年もの管理期間を必要とします。百年無くならないゴミを埋められる土地は、果たして日本にどれだけあるのでしょうか？
私は原子力発電は持続可能では無い上に国土の損失のリスクを伴うため、速やかに廃止すべきだと思います。

また一方で、世界では資源の枯渇が問題とされ、持続可能性は益々重視されています。世界人口は今後も増え続けるでしょうし、資源が回復することも無いでしょう。
現在の風力発電や太陽光発電が持続可能でクリーンなエネルギーとしてベストであるかはわかりませんが、持続可能な代替エネルギーへの転換は可能な限り行うべきだと思います。

以上の理由から、私はゼロシナリオを支持します。

34122 個人 自営業 ５０代 男性 【要約】２０３０年を待たず出来るだけ早期に原発依存
度ゼロを目標にエネルギー環境政策を進めるべきで
ある。

【意見】
東日本大震災による東京電力福島第一原子力発電所の事故による避難者の数は、自主避難者も含めて現在も１０万人を超えるという。
東京電力の原発事故処理はいまだに収束のめどさえたたず、２０３０年の時点でも事故処理と避難が続くと考えられる。さらに今後原発から発生する核燃料廃棄物の最終処理が、人類の生存
しているあいだにめどがつかない長期であることを考えれば、いまこそ原発政策は見直されるべきだ。
地震の頻発する日本に50基あまりの原発が建設・稼動されている恐怖を今国民は味わっており、この不安と恐怖のうえに満足な経済活動も安心した生活も望めない。
日本のエネルギー政策は、原発に頼らない選択をするべきであり、２０３０年を待たず、できるだけ早く原発依存度ゼロを目標にエネルギー環境政策を進めるべきである。
そのための新しいエネルギー政策については、現状のエネルギー消費量をもとにするのではなく、無駄なエネルギー消費についての削減や抑制策と合わせて行われるべきである。これまでの
過大なエネルギー消費奨励策は改めれるべきである。それでも不足するエネルギー需要については、国内で調達できる自然エネルギー源などを最大に利用する政策をとるべきである。
巷間いわれるエネルギー「生産コスト」での原発の優位性は、すでに失われている。今回の東京電力事故で、これまでの原発コスト計算は完全に破綻している。
原発の電気エネルギー「生産コスト」の計算不可能性は、日本だけでなく世界のどこにあっても原発を使用する限りつきまとう問題である。「エネルギーの安全保障」は、この問題を他国に転嫁し
たり、押し付けて解決できない。目前の利益のためにこの事実に目を向けないのは、東京電力原発事故の避難者のことを考えても許されない。世界唯一の被爆国であり、未曾有の避難者を作
り出した東京電力原発事故の教訓を世界に発信して、世界の脱原発への道筋をリードすることが日本の責務（ミッション）である。
以上

34123 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発をできるだけ早期に全廃し、需要側の削減と効率
改善により化石燃料依存も低減すれば、むしろ経済
的にメリットがあり脱原発・温暖化対策の両立化がは
かれる。

(1)ＦＢＲ稼動の見通しがなく再処理も所定の稼動が期待できず、核燃料サイクルが事実上破綻しているので、現実にあと数年で原発の運転はできなくなる。
(2)社会的費用を考慮すれば、原発の発電コストは自然エネルギーに比べても高く経済性が乏しい。
(3)日本の１次エネルギー総供給２１，５１５ＰＪのうち熱損失が１５，８００ＰＪある（２００９年の例）。これを多少改善するだけでも、原子力による１次エネルギー供給の２，５３９ＰＪ程度を捻出する
ことは可能。さらに最終需要自体の省エネも考慮すれば、脱原発・温暖化対策の両立化が可能である上に経済的メリットもある。（具体的な提案は次を参照願います。平田仁子編著『原発も温
暖化もない未来を創る』コモンズ）



34124 個人 無職 ６０代 男性 未来の子供たち及び地球存続のために、全原子力発
電所の即時稼動停止・廃炉へ向けての行程表を即時
作成。

　無数の活断層の上に建つ原子力発電所、地震大国日本。　核燃料廃棄物の処理方法も未だ決められずコントロールの効かない原子力（放射能）。広島・長崎の原子爆弾投下による放射能汚
染・東京電力福島第一原子力発電所の事故、一度放射能汚染が発生してしまうと未来永劫人類・動植物・環境に対する悪影響が続いてしまう、原子力発電の経済的優位性も覆されつつある
今、そして東京電力福島第一原子力発電所の事故発生当初からの東京電力・政府・行政機関のお粗末な対応を鑑み、子供たち地球を未来へ残したいのであれば、現在稼動中の全原子力発
電所の即時停止及び全原子力発電所の即時廃炉しかありえない。

34125 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発はゼロへ (1)地震国、日本には不適切です。
(2)そもそもまだ原発は未完の技術。
(3)廃棄物の処理さえ確立されてない（トイレのないマンション）
(4)燃料の抽出過程を含め膨大なＣＯ２を排出する

34126 個人 無職 ６０代 男性 ゼロベースにする 使用済み燃料を無害化の処理ができない。使用済み燃料を隔離・格納するところもすぐに満杯になり、新たな場所もない状況で、原発の稼働はあり得ない。高速増殖炉は営業運転に成功した
例もなく、各国が撤退している。高速増殖炉や稼働後４０年を経過した原子炉は早急に廃炉とし、再生可能なエネルギーへの転換を進めながら原発をゼロにしていくことが必要である。

34127 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発事故が起きれば、一電力企業はもちろん、国家・
政府でも責任はとれません。「2030年原発ゼロシナリ
オ」を選択しますが、再稼働をしている原発も含めて、
即刻廃炉にするべきです。

原発は、一度事故を起こせば、故郷も生活も、人々の人生設計もすべて破壊します。そして、一企業ではとうてい補償は不可能です。国家でさえも補償ができないとすれば、そうした政策はとる
べきではありません。原発が安全でコスト面も有利だというのでしたら、原発を買い取って「無限責任保険」を掛けた上で、稼働させてください。

世界でもっとも地震の多いこの国で、当然津波の過去何度も襲っています。「想定外」では済まされません。想定できないのではなく、想定する能力がないのです。それは、命よりも経済が大事
だと思っているからです。

原発の発電コストは、事故の賠償を含めなくても安くはありません。これは「原子力のコスト(岩波新書)」などで立証されています。したがって、経済性から原発を選択することはできません。

一般庶民が耐用消費財を買うときは、イニシャルコストだけではなく、ランニングコストも計算します。当然原発もそうすべきですが、廃炉費用、使用済み核燃料の処理費用及び10万年間の保管
費用を含めてランニングコストを計算すれば、原発を選択肢とすることはあり得ません。どれほど確率が低くても、原発事故が起きたときの万が一のリスクは、とうてい受入れることができないこ
とは、福島の現状を見れば明らかです。

この猛暑でも電気は余っています。電気が足りないは嘘だと明らかになりました。リスクを負ってまで原発を稼働させる必要はないのです。少なくとも、ピークの電力さえ下げれば良いのです。フ
ランスのように国民が一ヶ月のバカンスをとれば良いでしょう。過労死するような働き過ぎを、この際反省する良い機会ではないでしょうか。

34128 個人 無職 ７０代 男性 原子力の被害は自然災害（一過性）を上回る。自然災
害は人間には制御できないが、原子力はその採否を
人間が決めることが出来る。子々孫々のことを考えれ
ば、原子力は経済でもコストでもない。倫理道徳の問
題である。

原子力の比率をパーセントで選択させるのはおかしい。根拠のない数字を感情論で決めろ、というようなものだ。結論は出ないと思う。出たとしても長続きしない。ドイツは２０年も議論を続けてき
たという。それでも完全解ではない。なぜならば
１．自然再生エネルギーは現在、道半ばで施策や民間の努力で今後どんどん変わってくる。節電マインドも省エネ技術もしかりである。
２．電気なしでは継続的な人間の生活も経済もなりたたない。化石燃料も有限であることを皆知っている。
３．核の暴走をコントロールできる技術開発、放射能の脅威から人間を守る技術開発を一つの大きなテーマとして技術立国の日本が先頭にたって進めるべきで、それらの成果によっても原子力
のパーセントは変わってくる。よって原子力のパーセントは固定した数字でなく、大きな目標はあくまで原子力のリスクを将来にむけてゼロにしていくことである。

34129 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について、ゼロシ
ナリオを指示します。

１．原発について
原発の比率だけを考えれば、当然、ゼロシナリオしかありません。原発はそもそも人間が制御できるエネルギーではありません。どんなにシステム、構造的を100％安全だといっても、かならず
ヒューーマンエラーはおきます、また予期せぬ天変地異には対応していません。事故が起きてから「想定外でした」と言われても、もう汚染された地域は半永久的に人は住めません。人が住める
線量であっても子子孫孫どんな影響があるかわかりません。「予防原則」という考えからしても、原発は日本のエネルギー源にはなりません。「事故が起きたら取り返しできない」これが原発の大
原則です。また、高濃度放射性物質の捨て場がないというエネルギー源はそもそも存在はしません。これからの日本を背負っていく若者も指示していません。こうした考えで、ゼロシナリオを支
持します。
２．経済成長について
日本経済を今まで牽引してきた鉄鋼などの重工業はもとより、車や家電といった産業も新興国に接見されています。今までの産業では世界に通用しない時代はすぐそこまできています。新たな
成長産業として期待されるのが再エネ、省エネ、節エネといった分野です。すでにドイツでは厳しい規制をして、上記の産業の育成をはかっています。原発に頼っていては、再エネなんどの新た
な産業は産業は決して育ちません。日本の経済成長のためにもゼロシナリオを支持します。
３．エネルギーについて
天然資源の枯渇が問題になる中で、今までのように大量に天然資源を使ったエネルギーそ創出はもはや限界が来ています。これからは省エネが主流になります。企業もこの不景気で疲弊して
いる中で、エネルギーの削減はコスト削減につながります。3.11以降、国民の省エネ、節電の取り組みには目を見張るものがあります。例えば、日射による熱を抑えるため、全国各地の家庭で
ゴーヤーなどの緑のカーテンがを見ることができます。こうした活動は子ども達の環境教育の一環にもなっています。これからの再エネ、省エネ、節エネといった流れからも原発はいらないの
で、ゼロシナリオを支持します。

34130 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 選択肢としてあげられた３つのシナリオではなく、原発
を０とし、さらに省エネを進めた第４のシナリオをあげ
ます。

原発は０を大前提とします。人間が制御できないエネルギーを使うのは危険です。人がいなくなってしまえば、発電することも無意味となってしまいます。
原発開発に注ぐ力を省エネ推進に注ぎ、省電力で賄える機器の開発、組織作りを国の補助として推し進めることを提言します。
省エネと再生可能エネルギーを日本の基本理念として、エネルギー・環境を守る、原爆と原発事故を経験した国として、日本国民と全世界に働きかける使命と役割が日本にはあると考えている
からです。

34131 個人 その他 ５０代 女性 原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

原子力利用はすなわちプルトニウムなど核のゴミをつくり続けることであり、その無毒化と管理は10万年～百万年を要する。人類が責任を持てる範囲をまったく超えているから。

34132 個人 自営業 ３０代 女性 原発の方向性について、国民の声を直接投票で聞く
ことが本当の民主主義だと思います。

原発の今後の依存度については、いろいろな意見がありますが、
必要かどうか依然に、100パーセント安全かどうか、を重要視するべきだと考えます。
100パーセント安全というのは、地震活動期に入った日本において、また、異常気象が増え、想定外の大型の台風、局地的な大雨による洪水、日本でいままでなかったような竜巻等でも問題が
起きないこと、使用済み核燃料の処理や
保管において地球や私たちの子孫へ被害をもたらさないこと、原発にかかわるすべての面に対して安全を確保してほしいのです。

日本はアジアのリーダー的存在だと思っています。
リーダーというのは力だけでなく、人類が進むべき方向性を指し示す、道徳的に、人道的に、文化的に先をいく、尊敬されるべき存在です。
だから目先の経済的利益だけで数字で計算せずに、世界に尊敬される、日本を示してほしいと願います。

他の国々で原発についての国民投票がされたニュースを聞くと悲しくなります。
すばらしいことをすぐに取り入れ、すぐに行動に起こせる、国民の声を正面から受け止めようとするそういった国がうらやましくて仕方ありません。

正直、日本の政治は機能していないと、私もそうですが、日本の国民も感じていると思います。
うまく機能していないことは、私は政権の問題だとは思ってません。
システムそのものに問題があるように思います。

機能していないものは大きく改善するしかないと思います。

是非原発について国民の声を直接投票で聞いてほしいと思います。

34133 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 再生可能エネルギーと称されるものの大半は持続困
難かつ大きな環境破壊を伴うもので、これに頼るべき
ではない。

まず第一に、このパブリックコメント募集方法自体に問題がある。
パブリックコメントと言いながら、対象が必ずしも一般的でなく、しかも、コメント記入ページにアクセスするのに一旦PDFファイルを経由する必要があるという、極めてアクセスしにくい構成になっ
ている。
広く一般から意見を求めるには、新聞折り込み広告の利用、WEBから意見記入欄への直接リンク、Emailによる意見の受付など、多角的に募集しなければならない。

原発代替エネルギーとして、再生可能エネルギーに期待する雰囲気が国内に漂っている。しかし、再生可能エネルギーと呼ばれるものの大半が持続性に関して十分な検討をされていないのみ
ならず、利用量の拡大に伴う環境破壊の懸念が大きい。再生不可能エネルギーと呼ぶべき代物も多々ある。
例えば、バイオマスも少量の利用なら廃材などの有効活用になるが、バイオマス燃料目的の農作物増産、それに伴う農地拡大（森林等の伐採）や灌漑用水確保のための取水量増大につなが
ると非常に大きな環境破壊につながりうる。
また、大規模太陽光の全量買取のように、一部企業の収益のために異常に高額な買取を義務化し、その負担を一般消費者にかけるなどは言語道断である。
原発の再稼働停止は、代替エネルギーの極めて楽観的な見通し、あるいはCO2削減策無視の上に行われてしまったと言わざるを得ず、良策とは言いがたい。

エネルギー確保は持続性および短期での実現性を念頭に置く必要があり、また急激な変化は産業界を疲弊させる。
これらを考えると、第一に行うべきは、エネルギー利用の低減であり、利用を提言できた分、原発の割合を減らす、という緩やかな対応が必要であると考える。

34134 個人 自営業 ４０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択しますが、2030年ではなく即刻
廃炉にすべき。

●世界でも地震が多い国に2回目の「想定外」は通用しません。
●原発がコストが安いと表向きには言われているが、それは一時のコストのことであり明らかにコストは一番高い。
●福島事故の後、日本がどう選択するか世界と、そして、子供達が注目しています。
●小さな村単位で発電する電力の地産地消。島国らしくて夢があります。
●日本だからこそ、日本人だからこそできる、原発に頼らない自然エネルギーで世界を、未来を変えましょう。変わるなら「今」です。

34135 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成。原発は絶対反対。原発と生
き物は共存できない。フクシマを起こしてもなお、原発
を保持し続けようとする、この国の政策に不信感がつ
のる。

三人の子供を持つ母親です。子供たちの未来を考えると、原発は絶対に受け入れられない。一番大切なもの、それは命。経済発展でもなければ、目先の便利さでもない。

今回の大震災を通じて、自分をはじめこの社会全体が、今までいかに電気を無駄に使っていたのかを痛感した。真夏の寒い屋内、明る過ぎる照明、不必要に電気を使うオール電化システ
ム・・・一人ひとりが本気で考え、無駄を省いていけば、原発はなくても電気は足りるはず。原発に代わる発電システムを構築するのも大切。でもまずは社会の電力依存度を下げること。

エネルギーも地産地消。グローバリゼーションよりもローカリゼーション。その土地その土地に合った発電方法を導入し、送電ロスのないよう、近隣地域で消費する。それも自然を破壊しダムを
建設するような大がかりな発電システムではなく、小水力発電のような小規模の設備を点在させる。そうすれば、いざというときの大規模停電のような事態も防げるのではないか。

自分たちさえ快適で豊かな生活が送れれば、それでいいのか？未来を生きる子供たちに、放射能で汚れた環境や核のゴミを押し付けていいのか？彼らに罪はない。これ以上、負の遺産を残さ
ないでほしい。この国の政を担う人々にも、人間としての良心はあるはず。どうかその良心でもって、原発の是非を判断していただきたいと、切に願います。

34136 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　原子力発電所は全てなくしゼロにすべきです。日本
列島は、地震と津波の多発地帯です。いつどこで大き
な地震や津波が起きても不思議ではないところで
す。。

　建築行政で働いています。建築基準法には断熱などの省エネに対する規定がありません。住宅のエネルギー使用量はかなり削減できます。そのようなことへの具体的な検討なしに電気エネ
ルギーが不足するということは説得力がありません。
　大きなプラントである原子力発電所は、鉄筋コンクリート構造での限界を超え配管が接続された穴あきの鉄の炉として構造的欠陥もあり安全ではあり得ません。地震の大きさや活断層の存在
などが未解明なまま大きな地震などに対して、どこかの部分（構造のひび割れ、配管の割れ等）がこわれれば、放射能が漏れる可能性が高いのです。
　放射能で死んだり暮らせない国土になるよりはロウソクの明かりで暮らすほうが良いです。

34137 個人 無職 ６０代 女性 原発は、きっぱりやめるのに賛成です。 個人的には、エネルギーは使わずじっと静かに穏やかに暮らすというものでも、よいでしょうが、国家的視点では世界にはばたける十分なエネルギーが必要です。火力、水力を強化して、小規
模な太陽光も検討すべき。巨大な風力発電は、日本の風土になじまないように思いますす

34138 個人 会社員・
公務員

１０代以
下

男性 ２０３０年の原発比率はゼロシナリオ 再生可能エネルギーが世界で急速に広がっていると聞きました。
「第４の革命」というそうです。
送電・発電を分離し、他社が参入、競争出来るシステムを早急に作り、
原発にこだわってる間に世界に遅れを取った「第４の革命」界に早く追いつけるよう政府が後押しすべきと思います。
日本の技術力なら、すぐにリード出来ると信じています。

34139 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオしか選択の余地はない。できるだけ早く
全ての原子力発電所を廃炉にすべきだ。発電を制御
できずクリーンでもない、一たび事故が起これば計り
知れない環境汚染を引き起こす。

そもそも技術が確立していない原子力利用はするべきでない。安全でクリーン、経済効果が大きく資源のない日本にこそ必要と言い続け原発を推進してきた結果が福島の事故である。15％も
20～25％のシナリオも原発を使い続け新規に建設することであり、福島の人災事故を経験した日本人として、原発をゼロにするのは国際社会に対する義務である。

34140 法人・
団体等

法人等 ○当協会会員企業の消費電力は約９０億Kwh／年であり日本の全発電量の約１％である。
加えて電力費の生産原価に占める割合が約４０％と全生産業の約40倍強という電力集約型産業である。今回のシナリオで示されている約５～６円／Kwhの値上げ（今回のシナリオでは再生可
能エネルギー買い取り費用は織り込まれておらず、これを入れるとさらにアップ）は業界で全体で４５０億円／年のコストアップになり、当業界にとっては極めて深刻な事態である。産業・医療ガ
スは「社会のインフラ」として広範囲に利用されているが、これらのコストアップにより結果として当協会の顧客である、鉄鋼／造船／半導体／輸送機器等産業の一層の国外移転を後押しするこ
とになる。

○電力供給については、安価で安定した供給を目標とした最適なエネルギーミックスを
選択できるような各発電の比率を設定もさることながら、電力の自由化、託送料金の合
理化、火力発電用の化石燃料の安価な輸入政策や開発、再生エネルギー・省エネルギ
ーの技術向上等を積極的に進めるための政策、施策のロードマップを提示すべきである。

○再生可能エネルギーについては、現行約40円／Kwhの買い取り価格を設定した法律は「
独禁法」上疑義があるとの考えもあるが、「公共の福祉」という観点より許容されてい
ると理解している。再生可能エネルギーの比率を１０％から、３つのシナリオでは２５
～３５％と大幅に増やすことになっているので、そのコストを大幅に削減し火力発電の
コストに近づけるような諸政策、施策を実施してほしい。

○原子力発電の比率だけが論点となっているような印象を与えているが、エネルギー全般、及びその関連事項を国民が総合的に正しく判断できるように、さらに情報を提供すべきである。
原子力発電については、安全性の確保に向けた取り組みを最優先で推進すべきであるが、
　その結果を受けて増設も含め検討すべきであり、資源のない日本にとって今後完全にゼロとするのは現実的でない。

○地球温暖化対策、ＣＯ２削減への対策は、全世界規模で検討すべきである。日本の技
術を世界に広めることにより、国内の削減に比べより大きな削減効果を得ることが可
能である。

○18年後のシナリオもさることながら、１８年後のシナリオと整合性を持たせた実現可能
な３～５年先のエネルギー・環境に関する政策も、今後提示すべきである。

○国民生活の維持・向上、電力代、電力の安定供給、産業空洞化阻止、地球温暖化防止
の観点より、今回のシナリオの中では「２０～２５シナリオ」を選択する。

法人等 法人等 エネルギー・環境対策の選択として３つのシナリオを
政府は提示しているが、将来の健全な国民生活の向
上や経済活動の発展を検討するためには、いずれの
シナリオのケースでも更なる内容、中身の検討、提示
をお願いする



34141 個人 家事専
業

６０代 女性 国民の命が一番。
原発はゼロであるべきです。

一番大切なもの。それは、人命ではありませんか？
政府も官僚も国民のためにあるのだと思います。
福島の人々の苦しみを、どうぞ自分のことと考えて原発ゼロの実現に向け行動して下さい。
原発が全て止まった時から廃炉に向けて進めるべきと考えていました。
最終処分方法も確率されていない核をどのような形であれ、使用すべきではありません。

人　あっての企業、　人　あっての国家。

原発が一番低コストの電気だなんて、電力会社、企業サイドからの見方であり、原発には色々な形で巨額の税金が投入されています。
このお金を自然エネルギー発電の推進に投じれば、自然エネルギー発電の普及は早いと思います。そして、発送電分離も一日も早く推し進めるべきです。

34142 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は
要らない?
直ちに、稼働していないものから廃炉にしていくべ
き！

私の故郷は、六ヶ所村も近く、幼い頃から原子力船 むつ など、地元でも揉め事が絶えませんでした。
どうしようもない、…と、諦め みたいな感もありましたが、今回の震災で目が覚めました。
取り返しが、つきません?
もんじゅ や 核のゴミ問題 など、今決断しなければ、またズルズル行くだけです。経済産業界に打撃があるのも解ります。
しかし、今こそ、地熱、太陽、風力、など自然エネルギーや、バッテリーの開発など、あらゆる工夫で乗り切るべきです?
ビジネスチャンスも生まれ、今とは違う活気ある日本が観えるはずです?
総理官邸前のデモを観れば解るはずです?
皆、同じ気持ちです?

「将来的に、原発は無くします。」

その一言を国民は、待っています。
ほとんどの日本国民が、支持する事でしょう。

34143 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 可能なかぎり速やかに原発ゼロを希望します。 再稼働はもうしないでください。子供たちに健康な未来を残す為に、原発はゼロにしてください。
今のままでは怖くて松戸市に子どもを住まわせているのも不安です。

また、もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。
もっと自然エネルギーを推進してください。
破綻している核燃料サイクル温存が2と3のシナリオです。再処理の廃止を決めてください。

こんなに地震の多い日本で、どうして原発を安全だと思えるのでしょうか？

34145 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原子力発電から新たなエネルギー源へ舵を切るべき
と考えます。

原子力発電は、廉価で安定した電力源ではありません。
使用済み核燃料をどう処分するのかという不可避な問題に目をつぶり、先送りしてきた事だけを考えても、この発電システムに本来未来は無かったと思います。福島での悲惨な事故を契機とし
て、もう一度考え直すべきと思います。
一旦ことあれば、人や建物だけでなく動植物や水、土壌、海をも汚染してしまう
人間にはおよそ手におえないシステムです。
誤りを正すのに遅すぎると言う事はありません。

二度と福島の悲劇を繰り返してはなりません。
地熱発電結構、太陽光発電も結構、高カロリーの火力発電所の建設も必要でしょう。この猛暑の東京電力管内で電力不足にならないのは、民たちの節電努力の賜物でしょう。この国の民の力
を信じて、脱原子力に大きく舵を切るべきでしょう。

34146 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 最低でも20～25％の比率にすべきと思います。エネ
ルギーセキュリティ、地球温暖化抑制、我が国の経済
成長、技術立国を標榜する我が国の技術力維持の観
点から、原子力技術の開発継続・発展は不可欠で
す。

【原子力発電の比率】最低でも20～25％。3つの選択肢から外れますが、現状維持の35％程度にすべきと考えます。　【理由】20％の原子力比率を下回る場合、以下が強く懸念されますので、原
子力技術の開発継続・発展を推進する必要があると思います。(1)再生エネルギー比率の向上はエネルギー問題を解決する上で万能ではない。太陽光、風力、地熱等の自然エネルギーによる
発電比率向上には異論ありません、可能な範囲で推進することでよいと思います。しかしながら、太陽光を例にとると設備稼働率が低く、ドイツの例では火力、原子力の約1/10とのことであり、
20-30％のエネルギー比率にするには数億kWと膨大な設備容量を必要とする可能性があり、電気代上昇懸念と、発電設備も価格面から中国製になることが予想され、日本の経済成長に寄与
しないのではないか。また信頼性の点で基幹電力になりえない。(2)エネルギーセキュリティ：日本のエネルギーは輸入依存であり、特に中東石油に依存、ホルムズ海峡閉鎖等の有事の際に対
応可能か。(3)地球温暖化抑制：原子力比率を下げた場合、当面は火力に頼らずを得ずCO2排出量は増える一方、政府の25％排出量削減の国際公約をどうやって守るのか。(4)経済成長：安定
でそこそこの価格の電力が経済成長には不可欠です。(5)原子力技術の維持・発展：3.11の東電福島事故で原子力分野への就職が減る傾向が出ており、今後の技術力維持に黄信号が点灯し
ているとの認識です。かたや中国、インド他アジアの近隣諸国では原子力発電の導入に懸命で、今こそ確固たる世界最高レベルの技術力を維持・発展すべき時期と考えます

34147 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 今後のエネルーギー政策は、原発依存度｢ゼロシナリ
オ」を選択します。
福島の事故を反省し二度と繰り返さないために、原発
は廃炉にしていくべきです。福島原発事故をどのよう
に、誰の責任で止めるのでしょうか。

大飯原発を再稼動しなくても電力は足りていたはずです。電力について、きちんと数字を国民に公表すべきです。
早く人や、環境に優しいエネルギーにシフトしてほしい。電力もドイツのように個人で選択できるようにすべきです。また、今後原発を廃炉にするためにも技術者が必要です。でも、今の現状で
は、若い人が原子力の道を選択しなくなり、技術者が不足すると思う。国が、早く方向性を定めるべきです。
何よりも国民の命を大切にする政治をお願いします。

34148 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 脱原発 ゼロシナリオを支持します。 人災は勿論ですが自然災害であっても、絶対に事故が起きてはならないものだと思います。地震や津波など自然災害が多い日本で原発に頼っての生活は改めるべきと思います。自然の脅威
は人間の想定できるものではありません。火力や再生エネルギーでまかなえる分だけで生活すべきと思います。子どもたち、未来の子どもたちが安全安心で暮らせる日本であってほしいです。

34149 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ３つのシナリオとも課題が多いが、強いて選択するな
ら２０～２５シナリオ以外あり得ない。

３つのシナリオとも国民生活や雇用に与える影響、ＣＯ２排出量の低減を考えると経済的負担が重くさらに精査が必要と考える。再生可能エネルギー導入については可能な限り推進するべきで
あるが、日本の国土事情や電力安定性を勘案するとまだまだ克服すべき課題が多い。したがって、強いて選択するなら２０～２５シナリオ以外あり得ない。

34150 個人 その他 ３０代 女性 提示された３つのシナリオの中では原発０シナリオを
支持するが、化石燃料も有限で、二酸化炭素を排出
するので、温暖化対策強化や再生可能エネルギーの
比率を増やすシナリオを支持します。

原発は、人間の持続可能な生活と絶対に共存できない。事故が起こった時にはもちろんのこと、使用済み核燃料の処理も未解決。今回の事故によって、田畑を耕し、家畜を育て、魚を取り、そ
れを食べるという人の基本的な営みが奪われ、これまで築き上げたコミュニティを捨てて移動しなくては行かなくなった人がたくさんいた。まずは原発ゼロにすること。そのために一時的に化石
燃料に頼ることも仕方ない。しかし長期的には、化石燃料も限りがあるため、地域で再生可能なエネルギーの比率を上げていく政策を打ち立てるべき。また、温暖化対策にも重点を置くため、二
酸化炭素の排出の削減もしていくことをもっと真剣に目指していくべき。

34151 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ
五重の安全装置があって事故は1万年に1回なんてど
うなったんですか。除染賠償が先です。

原発ゼロシナリオ
原発への攻撃を防ぐことも不可能です。
五重の安全装置があって事故は1万年に1回なんてどうなったんですか。除染賠償が先です。

34152 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私は２０３０年の原発依存度は0%であるべきだと考え
ています。

今の原子力発電をめぐる情勢は、日本の今後の電力事情をどうような方向に向かって整備すべきかではなく、ともかく原発ありきの原則から逸脱されていないことが問題です。そこには電力会
社の重要な資産価値である原子力産業関連を否定することはできない意図があることは、誰から見てもすぐわかります。利益追求とと利潤確保が前提にあり、その数段下に将来の電力事業の
在り方の課題があることは明白です。第３のエネルギーネへの展望を示し、将来の電力への指標を示すことが政府の大きな任務ではないでしょうか。

34153 個人 自営業 ４０代 男性 原発については反対です。
ゼロのシナリオを選択します。
たとえ電気等のエネルギー不足が懸念されたとして
も、自然エネルギーにシフトするべきと考えます。

地震大国の日本が、今回の震災により原発による多くの被害をこうむりました。このようなリスクを再度背負うことに疑問を感じます。
火山大国は海に囲まれ地熱や海洋の波を利用したエネルギーも周囲には多く存在します、一部の利権を優先せずに自然と共に歩んできた来た文化を再度見直し、美しい日本にすることで観
光等の資源もより発展し豊かになるのではないでしょうか？
日本の建築は高断熱高気密化しエネルギーのかからないものとし、そのうえで太陽光エネルギー等の技術を進めていただきたいです。
そもそもエネルギーのかかる建築物を機械でどうにかする考えではエネルギーの減り方もよくないでしょう、まずは原発ありきではなくエネルギーをどのように減らすかを行い、そのうえで足りな
いエネルギーをどのようなもので賄うかを考えていただきた。
経済優先で進んできた失敗を今回の事例を基に変え、新たなビジョンで進むことに意義を感じます。
世界からも日本はそのような意味で注目を浴びています、今こそ日本のあるべき姿はなにか、国民の意見をすくいあげた政策を望みます。

34154 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選択する。 　福島事故以来、原発は事故が発生したら、国民はその時から放射線に怯えて生きなければならない運命だと認識した。
それどころか、原発を持ったら最後、その最終処分の方法も解決できない人類史上最も凶悪な物質です。
　父母子供孫そしてそれらに繋がる人々の未来を奪う権利は私たちにはありません。
　今までの便利さは返上するので、原発をやめましょう。
不便でもなんとか生存できる。
でも、もう一度、事故が起こったら日本は破滅です
私たちの命も未来の命も失われる。
　原発を持たなくても豊かに存在している国のほうが多いし、ドイツはじめ多くの国が、脱原発へ方向転換しています。
このままでは、国際社会からもつま弾きになります。
　福島事故を起こしてもなお、世界中にとって危険な原発を止めない日本をどこの国が信用、支持するでしょうか？
今度困ったときに何処の国が助けてくれるのでしょうか？　　　　　　　　　　そう、アメリカくらいでしょう。その肝心のアメリカだっていざとなればあてにならない。
福島事故のとき当初技術的援助に来日したアメリカ団も予想外の酷さに撤退しました。
　日本の科学者だって政治家だって馬鹿ではないでしょう？
みんなが知恵を出し合えば
送電技術の改善や、そして風力太陽光など自然エネルギーの一日も速い活用が可能なはずです。
　原発産業、そして核兵器への潜在的な保有から方向転換しなけらばなりません。
国民の命をぼろきれのように扱わないで。
国民は奴隷じゃない。
　みんなで知恵を出し合って強い意志を持って原発を止めるべきです。
誰もが平和の裡に生きることを求めます。

34155 個人 無職 ６０代 女性 私はどんなに不便な生活になっても原発には反対し
ます。
安心な生活を子供や孫たちの未来に残したいと思い
ます。
なので０％です。

亡くなった母の故郷が福島で今も親戚がたくさんいます。
あのきれいなのどかな町だったのに現在みんな苦しんでいます。声のかけようもありません。家族みんなで力を合わせて頑張るとはいってますが・・・

いずれの選択肢も、国民負担や経済への影響、実現
可能性等の点から問題が極めて大きく、選択肢たり得
ない。算定根拠やデータの開示も不十分。拙速な議
論は避け、選択肢の在り方そのものについて再考す
べき。

法人等法人等法人等法人・
団体等

34144 「エネルギー・環境に関する選択肢」について、以下の通り、意見を提出する。

将来のエネルギーミックスを考えるに当たっては、
・我が国のエネルギー自給率が4％と極めて低く、原油価格の高騰や化石燃料調達の特定地域への依存など、様々なリスクに直面していること
・期待が大きい再生可能エネルギー・省エネルギーについては、どこまで導入が可能か、技術面、コスト面で不確実性があること
・エネルギーコストの増加は、国民生活への影響や産業の空洞化を招くこと
等を踏まえ、Ｓ（安全）＋3Ｅ（安定供給、環境保全、経済性）の同時達成を目指すことが極めて重要である。

このため、
・「再生可能エネルギー」については、技術的な導入可能性を踏まえ、技術革新による抜本的なコストダウンを図りつつ、最大限活用していく
・「化石燃料（火力発電）」については、再生可能エネルギーのバックアップ電源としても重要であり、コストや燃料調達の安定性、環境性、負荷追従性等を踏まえ、石炭、石油、ＬＮＧをバランス
良く組み合わせて活用していく
・「原子力」については、安全確保を大前提に、立地地域との共生を図りつつ、原子燃料サイクルとともに、原子力発電を今後も一定の割合で活用していく
ことが重要である。

今般、エネルギー・環境会議から示された国民的議論のための3つの選択肢（シナリオ）については、例えば、以下の点で問題が大きく、国民的議論の選択肢として適切でないと考える。

１．算定根拠やバックデータが十分開示されていないこと
＜火力発電の設備容量等＞
　火力発電の設備容量が開示されていないため、安定供給のための火力発電の調整力が十分確保されているか検証できない。また、再生可能エネルギーの導入が進めば、火力発電の稼働
率は低下するが、火力低稼働による発電コストへの影響が正しく織り込まれているか検証できない。
＜系統対策コスト算定の前提条件＞
  基本問題委員会では最大21.1兆円（ゼロシナリオ）と試算されているが、選択肢では最大5.2兆円（ゼロシナリオ）となっている。風力の地域別導入量等の試算の前提について、両者の違いの
説明がなく、試算の妥当性を検証できない。
＜発電コストの算定方法＞
　15シナリオと20～25シナリオで全く同じ発電コスト（14.1円/kWh）になっており違和感があるが、算定方法が開示されていないため、試算の妥当性を検証できない。

２．選択肢の前提条件に問題があること
＜化石燃料価格＞
　原子力比率が下がり化石燃料の購入量が多くなれば、価格交渉上不利になり、調達価格の上昇に繋がる可能性が高いが、全ての選択肢で同じ燃料価格が前提となっており、現実性がな
い。
＜国の成長戦略と不整合＞
　国の成長戦略では実質２％程度の成長を目標としているが、選択肢では、「2010年代1.1％、2020年代0.8%」が前提とされており不整合である。

３．実現可能性に問題があること
　省エネルギー・再生可能エネルギーについては、いずれの選択肢も現行の野心的なエネルギー基本計画をさらに上回る想定となっており、技術的・立地的な導入可能性やコスト面から、実現
可能性に疑問がある。なお、固定価格買取制度については、再生可能エネルギー発電事業者のコスト低減努力が最大限促されるよう、買取価格の水準を含め、負担軽減の観点から制度を見
直していく必要がある。
※省エネルギーは現状から▲2割（電力は▲1割）、再生可能エネルギーは現状10％が25％～35％になる想定。

４．国民負担や経済への影響が大きいこと
　経済モデル分析では、電力料金の大幅な上昇やマクロ経済へのマイナス影響が示されており、国民に大きな負担を強いることになる。
※家庭用の電気代が、現状から最大約２倍の上昇（2030年）
　実質ＧＤＰが、▲0.3%～▲7.4%（▲2兆円～▲45兆円）の悪化（2030年自然体比）

　上記の通り、いずれの選択肢についても問題が大きく、選択肢たり得ないと考える。特に「原子力ゼロシナリオ」は、エネルギー源の多様性確保という点からも我が国では取り得ない。従って、
拙速な議論は避け、選択肢の在り方そのものについて再考すべきである。
　なお、いずれの選択肢も適切でないと考えるが、原子力比率に限って言えば、原子力の安全確保を大前提に、少なくとも「20～25％」が必要な水準と考えている。

　また、選択肢に示された長期の見通しには不確実性があることから、再生可能エネルギーの導入や国民負担の状況、国際情勢等を定期的にチェック＆レビューし、これを踏まえ、適切に見直
していくことが重要である。



34156 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持する。２０３０年の稼動ゼロを目標
にしながら、政策を組み立てなおすことでＣＯ２削減に
も配慮しながらのエネルギー政策指針を立て直すこと
を望みます。

経済界からの反発、国民の負担増、ＣＯ２増加の懸念などゼロシナリオには困難な課題が山積みだとは思いますが、まずは原発ゼロを目標にして、そこから根本的なエネルギー政策を組立て
直すことが必要だと思います。

34157 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。しかし、なぜ2030年
なのか疑問です。

永久に消滅する事の無い、核廃棄物を発生してしまう原発はゼロにするべきです。絶対に今後は新規の原子力発電設備を設けるべきではありません。しかし、なぜ2030年なのですか？現存す
る稼働可能な原発を安全対策を万全に稼働させつつ、耐用年数に達した原発から廃炉にし、原発ゼロに移行していく政策ではだめなのですか？その間に再生可能エネルギーへの転換を計
り、省エネルギーへの推進を計れば化石燃料への依存度ももっと下げられるはずです。再生可能エネルギーを買い取り価格設定条件として、国内生産の設備によるものと、海外生産のものと
で価格条件に差（設備投資の差額を十分に補えるように）を設ければ、国内の雇用需要も上がると思いますがいかがでしょうか？現存の原発の耐用年数が判っているのですから、廃炉までに
そこへ環境関連産業を開発すれば、原発関連の雇用維持も可能です。どうか、日本政府は核に依存しない政策を推し進めてください。

34158 個人 無職 ２０代 女性 原発０！ 原発０！
今すぐ０！
生まれてくる子のために美しい地球を残します！

34160 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオしかありません。
廃棄する方法がない原発の存続はありえません。
日本は広島・長崎の原爆そして福島原発事故、原爆
の恐ろしさを、世界中のどこの国の人びとより知って
いるはずです。

　原発ゼロシナリオに賛成です。
私たちは、広島・長崎の原爆を2度も経験している国の国民なのに、利益優先のエネルギー政策＝原発の安全神話を信じ、とりかしのつかない悲惨な事故を生み出しました。これは、政府や大
企業だけの責任ではなく、私たち国民の責任だと思います。福島の被害にあったすべての人びとのため、これからの日本のためにも、過ちを繰りかえしてはいけないと思います。
　津波や地震が多発する日本に原発を稼動し続けることが自殺行為であることを政府や電力会社の人は何故わからないのでしょうか？
　福島からわが子を放射能の被爆から守るために、見知らぬ土地で自主避難しているお母さん、お父さん、家族の思いを考えると「原発ゼロシナリオ」しか考えられません。

34161 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 　原発は、一度のミスで日本の未来を担う子供たちの生命と健康に重大な危機を与えてしまうので、また他国民へ害を与える可能性も高いので、なくすべきだと判断します。
　発電のための代替エネルギーはいくらでもあります。将来的には自然エネルギーを中心とするのが理想。繋ぎとしては天然ガス（シェールガス）での火力発電の割合を増やすのが、コストも原
発より下がると見こまれるとの情報もあり、良いと思います。
　また安全保障の面でもセロシナリオが優位だと判断します。原発を維持することでの核兵器の可能性による対外圧力よりも、テロのターゲットとされるリスクのほうが高いと思われるからです。
　そして、今回の福島原発事故で諸外国に多大な迷惑をかけた日本国民と日本政府は、当然に脱原発の責任が生じたのだと思います。日本人の美徳であるはずの思いやりの精神をなくして
はいけません。

34162 個人 無職 ７０代 男性 ２０３０年、原発ゼロのシナリオを選びます。 　「原発ゼロのシナリオ」を選びます。
　福島の例からも分かるように、原発が安全なエネルギーとは言えません。しかも、先冬、今夏の経験から原発なしでいけることが証明されました。むしろ、火力発電所を相当数停止しての現状
を考えると、余裕があるとも言えます。
　今後も国民的な節電を続け、太陽光発電の効率アップ、自然エネルギーの拡大、新エネルギーの開発、蓄電技術の開発等を目指せばエネルギーの安定供給は可能です。
　大飯原発を停止し、他の原発の再稼働させないようにしてください。

34163 個人 無職 ６０代 女性 段階的にでも原子力発電は廃止すべきです。 今回、３．１１で原子力発電が放射能を存在し平和利用どころか
人間の存在、生きていくことを否定した物である事が明白なりました。
日本が国民が恐れていた第４の原子力爆弾だったのです。

即、廃止し自然エネルギーの可能性に着手すべきと考えます。

３．１１は最大の悲劇を私たちに与えましたが、この機会を逃すことなく
国民の生活のあり方、政治のあり方を見直す良い機会にして欲しいと希望します。

国民を無視した政治はもう沢山です。
国会前の反原発の20万人デモを野田総理はどうして無視することが出来るのでしょうか。3党合意の決定など国民はだれも認めてはいません。
アメリカ・財界の言い成りももう沢山です。

憲法を守り、平和で社会保障の豊な原発の無い日本国を次の世代に渡すべきです。

34164 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 原発０、即刻廃止。命の大切さは、何よりも貴重。関
係業界に影響あることは承知。環境・エネルギー・食
の中で食が最も重要。電機がなくても食物と水は必
要。新エネルギー技術を発展させ、世界に再認識させ
る機会。

燃焼後の廃棄物は、重装備のうえ４００メートル地下に埋蔵しても２５万年経ても有害の可能性あるという。恩恵をこうむってきた原発であるが、再発した場合は、だれも責任が持てないのが現
状。廃止による影響は、政界、官界、産業界、マスコミ界等々あるが、何よりも命が大切。
民主党は今こそ「原発０」をうたうことが最大のチャンス。

34165 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発０は大前提だが、温暖化対策や省エネ目標を強
化するシナリオは不可能なのであろうか？

私が生まれた時（昭和４５年）すでに原発が存在していた。
東日本大震災以前の原発事故は他人事のように感じていた。
原発は絶対安全の上にあるもので、正しく利用すれば問題なく、もちろんその管理も完全完璧に行われているからこそ利用されているのかと思っていた。
でもやはり「完全完璧」なんてことは不可能であることを痛感した。
自分が住んでいた土地にはもう戻れない。そんなことがあっていいのだろうか。

東日本大震災後、国民もやればできるんだなと驚くほどの省エネがされていた。
それと同時に、いかに今まで電気を使いすぎていたかを知った。
電気使い放題の生活は素晴らしいが、原発事故と天秤にかければ、自ずと皆省エネをするのではないだろうか。

原発０はきれいごとなのだろうか？
地球は人間だけのものではないのに。

34166 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオ選びます。
経済的なリスクが高くても、安全、安心なエネルギー
を選択します。
地球環境と、日本国民の子孫を守るためにもすべて
の原発を廃炉にしてください。

　原発ゼロシナリオ選びます。
　福島原発事故を体験した今、政府がなぜ、原発は安全だと言って再稼働させたのか理解できません。事故以前にも原発は安全だからと、東京電力は原発施設の見学会を行っていました。
　歴代政府も繰り返し原発は安全で低コストのエネルギーと国民を信じ込ませてきました。しかし、福島原発事故は私たちに原発に絶対安全はありえない現実をおもいしらせてくれました。
　また、天災は完全に予測することができません。地震列島とも言える日本に原発は大変危険な存在と思います。
現在の科学では、完全に制御することも、無害化することもできない事実を直視してください。放射性物質で汚染された環境は程度の差はあっても、大変広範であり、故郷を追い出されることに
なった人たちの苦悩を考えれば、結論は原発ゼロしかありません。。
これ以上地球環境を汚染させず、未来の子供たちに安全な日本を受け継いでもらうためには、経済的なリスクが高くても原発はすべて廃炉とするのが、福島原発事故を体験した今の日本人が
選択するべき道と思います。

34167 個人 自営業 ４０代 男性 国内原発については廃炉する。
他方で、廃炉および放射能の除去等に関する技術開
発を行い、日本における安全を向上させるとともに、
当該技術をもって、外国に対する技術輸出による利益
を図るべきである。

現時点では、原発は、廃止する。
他方、原発の廃炉技術および、放射能の除去技術等の開発は行い、技術を高め、安全の確保とともに、経済性を見出すべきである。

現在の技術では、問題が生じた際に制御不能である。
また、放射能の除去技術がなく、長期間にわたる安全な保管も困難である。
したがって、生命等の安全が確保できない。

経済的にも、保管費用や事故が起きた際の賠償、加えて、もともとウラン自体が有限で化石燃料に比べて少ない資源であることから確保等や価格面でも将来にわたって有利であるとは言えな
い。

他方で、他国では、原発を実施している以上、日本のみに原発がなくても、放射能による被害は免れえない。
また、現に日本に起きた福島の被害や、これからの廃炉を考えると、こうした点に関する技術開発の必要性が高いと思われる。

そこで、原発の廃炉や、放射能の除去に関する技術開発は行うことで、福島をはじめ日本における安全の確保ができるとともに、海外に対しては、技術をもって利益を得ることができるものと考
える

34168 個人 家事専
業

６０代 女性 全ての原子力発電所の停止をお願いします。
今、この地球は地殻変動の時期を迎えているらしいの
です。
調べてください。
世界1の地震国です。だんだん規模が大きくなってい
ますよね。

私は今まで沢山の電気を使わせて貰いました。今も使っています。
3，11，以降、改めて、原子力発電の電気を使っていることをしらされました。
無関心で生きて来ました。
福島の事故が私達に教えてくれたもの、私達はあまりにも沢山のエネルギーを使ってきました。
省エネではなく、小さなエネルギーで生きて行きたいです。

停電になっても、何も言いません、処理の仕方も解らないものを、これから生きて行く
子供達に残して死んで行くのは悲しいことです。
戴いた命次の世代に繋いでいって、命のバトンタッチですね。

ありがとうございます。

34169 個人 無職 ６０代 男性 現在の火発並みの安全性、事故による影響に抑えら
れるなら何でも良い

理想は環境にも経済的にも負荷が少ない方式である。
原子力＝悪とヒステリックに叫ぶ風潮には危うさを感じます。（侵略戦争に突き進む時の世界共通の現象と同じ様に思います。）
原子の力をコントロール（事故後の対応も含め）出来る様になるまでは速やかに原子炉を止めねばならない事は明らかですが原子力の応用研究を止める必要はありません。
速やかに原発を停止する為に我々の生活が若干快適さを失ってもやむを得ません。世界的には充分贅沢な生活をしているのですから。

34170 個人 家事専
業

３０代 女性 原発比率０％支持 経済面から０％は困難だと言うが、今回の原発事故によって、すでに福島の多くの人々の『普通の』生活が犠牲になっているという現実を見るべきである。日本全体の経済成長のために、何の
落ち度もない国民の一部が犠牲になってよいはずがない。
2030年にはこだわらないという話が枝野さんから出ているようだが、当たり前である。できるだけ早くに（今すぐにでも）原発比率率０％にするべきである。

34171 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 安定的かつ妥当な価格水準での電力供給は国民生
活や雇用の維持に必須・不可欠。所謂代替エネル
ギーの安定性やコストに大きな懸念がある以上、安全
性の確保を前提とし原発依存度は２０－２５％のシナ
リオが最低必要。

・当社は、鉄スクラップを原料として特殊鋼を製造する典型的なリサイクル型産業。特殊鋼を製造するプロセスにおいて電気炉を使用するため、電力を多消費するが、夜間電力の使用率も高く、
電力の平準化消費にも貢献している。また、当社は、リサイクル型産業であるとともに、エコカー用部品・風力発電用ベアリング・新幹線用途ベアリング等に不可欠な素材を提供しており、いわ
ばわが国産業を支える縁の下の力持ち的な企業と自負している。

・「意見の概要」に記載の通り、国民生活、経済活動および雇用の維持のためには安定的かつ妥当な価格での電力供給は必須の条件。太陽光発電・風力発電・地熱発電等の再生可能エネル
ギーにより、電力が安定的、かつ妥当な価格で供給されるのであれば最も望ましいが、聞くところ太陽光発電の稼動率は１０％程度で、発電コストも原子力発電の８倍もかかるとの事。元々国
際的に見て高いと言われている日本の電力価格が、原子力発電の廃止や減少によって更に上昇することとなれば、企業や家庭への影響は非常に大きなものになる。

・現在の日本の電力価格は、韓国の約３倍と聞くが、さらに電力価格が上昇するようであれば、現状でも超円高・高い法人税・厳しい労働法の規制等のハンデイを背負い、中国等新興国や韓国
のライバル・メーカーと激しい国際競争を強いられているわが社は、完全に国際競争力を失うことになりかねない。

・国内の企業の多くが国際競争力を維持するため、海外への生産移転を加速度的に進めている現時点で、原子力発電の廃止や縮小が電力の安定供給の不安や電力費の上昇に更に繋がる
ようであれば、国内産業の空洞化は一層拡大し、その結果、国内では多くの人が職を失い、将来の日本を支える若い人たちの雇用を維持することが不可能となる。

・２０３０年に原子力発電をゼロにした場合、国内製造業の生産コストは、原発依存度２０－２５％に対して、１．８倍上昇するとも聞く。電力の安定的、妥当な価格レベルでの供給が、当社にと
り、またわが国産業界全体にとっても死活問題であるとの、この状況を是非ご理解賜りたい。従って、三種類の選択肢から選ぶ場合、当社としては、当然安全性の確保を前提としつつ、原発依
存度２０－２５％のシナリオを選択すべきと考える。

・しかし、そもそもなぜこの三つの選択肢しか提示されないのか、夫々の選択肢が経済や雇用に如何なる影響をもたらすのか、そうした基本的な情報が判り難いままに、三つの内から一つ選べ
と言われても、困惑せざる得ない。判断を求めるからには、もっと判り易い情報提供を心がけるのが政府の役割ではないのか。藪から棒に、一つだけ選べとは余りに強引な手法との印象を持た
ざる得ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

 原発がなくても電力は足りています
電力会社や産業界、そしてマスコミは「原発を止めると電力が足りない」といいますが、原発がなくても電力は足りることがもう既にわかっています。一年のうちの真夏のたった数時間のピーク電
力に合わせるために発電するのではなく、そのピークを下げるための政策努力をすれば解決します。具体的には不要な電力消費を一刻も早くやめさせる。真夏の温水便座はだれが必要です
か？一日にひとり、二人しか使わないような場所での温水便座は必要ですか？自動販売機の量は多すぎませんか？お店の電気は明るすぎませんか？トータルでの消費電力がエアコンよりも
高いテレビを消そうという省エネ勧告はなぜしないのですか？そういう本来必要ではないような電力消費に対しては贅沢税としてどんどん課税をすべきです。節電（というか削電）対策としてこれ
も法令をつくるなどすれば電力消費はすぐに下ります。不要な電力を削減せずに、電力が足りないなどと言うのはおかしな話です。電力が足りないので原発を再稼働、増設するなどというのは
論理的にも効率的にもおかしな話です。

 原発事故は防げない
日本は地震期に入ったと言われます。内閣府原子力安全委員会委員長班目春樹さんが「想定外」を連呼していましたが、つまりその想定外が起きるリスクが非常に高まると言えます。前提とし
て、日本は地震が頻発する地帯に位置しています。（http://ishes.org/es/energy/2012/eng_id000519.html）また気象庁の発表によると、この10年間（2003年４月～2012年３月）に、日本付近で起
きた被害地震のうち、マグニチュード６以上の回数は35回、うち、マグニチュード７以上は14回です。さらに今後30年間に震度６以上の揺れに見舞われる確率は図のとおりです。
（http://ishes.org/es/energy/2012/eng_id000521.html）「想定外」ばかりの日本の原発運営ではとてもこのリスクに対応できるとは考えられません。（「想定外」は嘘で、想定していたけど隠蔽して
いた捏造していたとなれば、言わずもがな。）また、事故リスクに対応すると発電コストが膨大に上がることが予想され、経済コストの面からも優位ではありません。

 将来世代への負の遺産を残すことに反対
そもそも原子力発電をすれば、「核のゴミ」が出ます。そのゴミををどう安全に処理するかの方法が決まっていないのに、原発を動かし続けるのは問題の先送りであって将来世代に対して失礼で
す。そして一度事故が起きれば土地とたべものが汚染されます。ゴミと汚染された土地、たべもの、そして人体への影響（放射線の人体への影響はまだわからない事が多い）を残し続ける原発
の倫理的な問題は看過できないものだと考えます。このように未来世代に対して責任を追えないような、不可逆的な決断をすべきではないので、原発は増設も再稼働もしてはならないし、即時
停止すべきです。

 電力は自給できる社会に
個人的には、電力は個人で自給できるような社会になるといいと思っています。自分で使う分だけを発電する。そのための政策を推し進めてください。

 シナリオへの不満
自分の家族、友人、知人の中で、パブコメを知っている人は皆無でした。「国民的議論」を謳っているのに、まったく国民的議論ができていません。（もちろんやらせなど論外です）またウェブサイ
ト（http://www.sentakushi.go.jp/）からパブリックコメントの投稿ページになかなかたどり着けない構造になっておりとても不親切です。

34159 個人 自営業 ３０代 男性 ３つのシナリオの中では、私は「原発ゼロシナリオ」を
支持します（原発即時停止、再稼働反対の立場）。原
発がなくても電気は足りており、将来へ負の遺産を残
す原発は今すぐ止め、電力は自給できる社会にして
いくべき



34172 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 安価な電力の供給、国富の流出を抑えエネルギー
ミックスの多様化を維持するためにも再生可能エネル
ギー、省エネの進捗状況を見ながら原発比率を調整
するシナリオが現実的で、２０－２５シナリオがベター
である。

１）今後の化石エネルギーの需要、エネルギーセキュリティー等から自前のエネルギーとなる再生可能エネルギーへのシフトを早急に進めなければならないことは賛成であるが、現実をみると、
現在、再生可能エネルギーの比率は約１０％で、その内水力を除くと２％程度しかない。それを主に太陽光、風力で２０３０年までに＋２０％の合計３０％まで増やすのは困難である。特にゼロシ
ナリオでは、太陽光：721億kwh・・・約6000万ｋｗ(利用率12%)、風力：903億kwh・・・4500万kw（利用率20%）と設備容量で１億kw以上が必要な試算となっており、これだけの容量のバックアップ電
源、蓄電池の確保、系統安定化対策、５０－６０Ｈｚ変換装置の容量拡大が必要で2030年までに対応できるとは思えないし、経済的な影響も相当大きくなる。
尚、コストでいえば現状でも日本の場合燃料調達コストが相当高いことから、もっと官・民一体となって燃料調達コストの低減を推し進めて電力価格を低減し、経済的な悪影響をなくする努力もし
ていただきたい。
再生可能エネルギーについては、もっと時間をかけて安価で比較的安定した電源を開発する必要がある。
太陽光、風力以外で比較的安定した再生可能エネルギーの開発が必要ではないのか。
（地熱発電の促進、波力・潮流発電の実用化等）

２）省エネについては、産業界としては今までに既に相当省エネを進めてきており（結果的に世界トップクラスのエネルギー消費効率となっている）これ以上はなかなか困難となってきている。
そのため、省エネ法にベンチマーク比較方式を取り入れて努力の程度を評価することも
やってきている。省エネ法は化石エネルギー原単位を対象としているが、今回の選択肢は最終エネルギー消費すなわち総エネルギーを２０３０年までに1%/年の削減をすることになっているが、
これは燃料転換対策では対応できないため革新的な製造方法を発明するか、活動量を削減するしか達成は出来ないような試算であり無理ではないか。
また、産業界以外の分野の省エネも具体的に削減できる対策が必要であるが具体的な方法が示されていないので、達成できるかどうか判断できない。

３）今回の福島第一原発事故の原因は、事故時のバックアップ体制に不備があったことで、その責任は、電力会社と国にあると思われるが、いまだに国や電力会社にその反省が見られず、そ
のような電力会社にこのまま原発の運転を任せてよいのかということが、国民が原発運転に対して否定的な要因の一つになっていると思われる。
これらを払拭するためには、
・「電力が足らないから原発を運転する」ではなく、福島事故の反省から、地震、津波、保安電源のバックアップ体制等万全の体制を整えたから、運転しても大丈夫ということが国民に明確にわ
かるような説明が必要である。
・それから、高レベル放射性廃棄物の最終処分（処分方法、場所、処分容量の確保等）を国が責任を持って具体的にきちんと決め、国民の納得を得ること。
により信頼関係を築くことが必要である。
その上で、原発については、現在計画中の原発の建設を進め、既存の原発のうち、老朽化、地震・津波等の被害が想定されるものと入れ替えていき、ある程度の比率を維持しながら、再生可
能エネルギーと入れ替えていくことが現実的な対応であると思う。
最終的に原発が残るかどうかは最終処分がどうなるかで決まってくると思えるが、そのためには時間が必要で２０３０年以降、２０５０，２０７０年も見据えたエネルギー戦略が必要ではないの
か。

いづれにしても２０３０年では、原発をゼロに出来るほど、再生可能エネルギーが経済的、安定的に供給できる体制になるとは思えない。

34173 個人 その他 ４０代 男性 原発は２０３０年には確実にゼロとする。現在、稼働し
ている原発も、速やかに停止し、再稼働も行わない
で、できるだけ早い段階で、脱原発を実現する。原子
力基本法を改正し、原発推進から脱原発に転換す
る。

ゼロシナリオのみが、脱原発を可能としている。しかし、このシナリオでも、2030年までに、いつ原発ゼロを実現するのか不明確なので、無責任な原発再稼働を行わないことによって、脱原発社
会に速やかに移行することが必要。これは、原発が放射能という非常に対処と管理が困難な副産物を発生させてしまうとともに、その最終処分すら未確定な状況。核燃料サイクルは、再処理停
止せざるを得ない状況にあり、また最終処分の対応策もない状況下では、原子力発電は、まったく不完全なシステムと言わざるを得ず、早急に原発のゴミの発生を停止することが非常に重要で
ある。この観点からも、できるだけ早い段階で脱原発が必要である。そして地震や津波などの災害への対処も困難であり、少なくとも日本のような地震多発地域では行うべきではないし、同時
に、原発という発電システムが、多くの補助金を投入し、地域社会に大きな歪を引き起こす構造の下に成り立っており、速やかに脱原発を実現する必要があるから。また原子力発電によって核
兵器への転用が可能であり、非核地帯の実現への潜在的な脅威・不安定要素となる。ただ、ゼロシナリオでも、シナリオの中身に問題があり、省エネルギーについては、１０％程度の削減では
なく、基本問題委員会で指摘されたように、少なくとも３０％程度の削減を見込むべきです。また、再生可能エネルギーの構成比も３５％では低すぎており、６０％程度を見込むことが可能。よっ
て、選択肢としては、２０３０年には、原発ゼロは大前提として、それを、どれだけ早く脱原発を実現できるのかということを設定すべきではないか。そのうえで、どのような政策を実施することがで
きて、結果として、どのようなエネルギー構成で、どのようなコストになるのかを正しく評価することが必要と考える。特に、需要管理政策の導入によって省エネ、規制改革で再生エネルギー導入
が可能で、こうしたエネルギーシフトに一定のコストはかかるが、社会全体としては、重要な社会インフラへの長期投資ととらえることができるし、たとえ実質的にコスト増となっても、十分に許容
範囲内であるし、福島事故を防止し、脱原発、原発ゴミ停止に必要なのであれば、許容すべき。

34174 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 私たちはゼロエネルギーを支持します。原発事故を起
こした日本だからこそ世界に先駆けて脱原発宣言を
し、省エネと再生可能エネルギー利用を推進するべき
です。

私たちはゼロエネルギーを支持します。原発事故を起こした日本だからこそ世界に先駆けて脱原発宣言をし、省エネと再生可能エネルギー利用を推進するべきです。

34175 個人 学生 １０代以
下

女性 自分の意見としては、そこに存在するだけで危険をも
たらす原発は、無いのが吉と思います。

理由は、全国各地で原発に対する反対行動が行われているにもかかわらず、政府や東電が耳を傾けずに続行しているのに不満を感じたから。それから、安全より快適な暮らしを求めて原発を
動かしているのにも疑問を感じました。去年のように計画停電を実施しても、あまり不便さを感じないため、計画停電で節電して切り詰め、原発の無い未来へ道を切り開いてくれれば、と思いま
す。

34176 個人 自営業 ５０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）希望します。 大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層があります。
日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」と言っています。去年の東日本大震災以上の災害が起こった場合を考えると、原発は即時停止してほしいです。

34177 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオ支持します。原発を新設することには絶
対に反対です。

事故が起きたときに、孫子の代まで禍根を残すような発電はやめるべきだと思います。
もし本当に原子力発電がないと電力不足になるのなら未来の日本のために皆が少しずつ工夫をすればよいのではないでしょうか。
太陽発電設置の補助を多くするなど、皆で知恵を出し合いましょう。
原発を新設することには絶対に反対です。

34178 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発１５シナリオを選びます 原発１５シナリオを選びます
資源のない国として原発を推進してきたが、いまや選択肢は原発だけではない。新しいエネルギー政策に力を注ぐべき。

34180 個人 家事専
業

４０代 女性 原子力発電は今すぐ０％に！ 節電しなくても、電気は足りている。
去年は大騒ぎして信号まで止めて死人もでたが、今年は東京電力管内では原発は一つも動いていないのに、何の問題も無く生活出来ている。
原発のせいで異常に高い電気代を国民は払わされているんだから、代替エネルギーになったところで問題ない。
政府も電力会社も、電気が足りないとずっと嘘をついている。
瓦礫だってゴミだって、燃やさずに処理出来る技術も能力も輸出してるくらいなのに、一部の金の亡者のために瓦礫を日本中で燃やして埋めて、放射能汚染しようとしている。
原発の電気のために、沢山のひとが家や財産も地域のつながりも、全てを失い、健康も奪われている。私の家は幸い汚染のレベルが低いので移住しない決断をしたが、毎日子供に食べさせる
食材を探すのに大変苦労している。政府による瓦礫拡散でいよいよ国産の食材は壊滅だ。異常に高い基準値で汚染食品を流通させる暴挙の上、汚染していない貴重な土地までも瓦礫拡散で
損なおうとしている。

真の文明は 山を荒らさず 川を荒らさず
村を破らず 人を殺さざるべし
田中正造

原子力は、人間を幸せにはしません。
民主党政府のしていることは犯罪ばかり。フクシマを解決せずに、消費増税やTPP、秘密保全法やACTA条約など酷過ぎます。
心のある人間ならば、国と国民の為に仕事して下さい。

34181 個人 学生 １０代以
下

女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます 「原発ゼロシナリオ」を選びます。

私の妹、これからの未来を担う子供達のために、日本を汚さないでください。
「私は日本が好きです」と言えるような原発のない国にしてください。

34182 個人 学生 ２０代 女性 原発を電力供給の主力にし続けることは望ましくな
い。原発を稼働させ続けることに労力を割くのではな
く、30年までに原発ゼロという目標にむかって、代替エ
ネルギーの開発、普及、低コスト化を進めるべきであ
る。

原発を電力供給の主力にし続けることは以下の2点から望ましくない。
1、使用済み核燃料は地下深くに埋めて処理しているそうだが、
     核燃料の有害性がなくなるまで一貫して安全に管理できる保証がない。
     原子力発電所のみならず処理場周辺も長期的にみればなんらかの事故の被害を                被るリスクがある。
2、地震の多い日本において、今後どんなに対策をとっても事故の可能性をゼロにはできない。自然エネルギーなどは今はコスト高だが、事故が起きてしまった場合の保証など考えれば、原子
力発電のほうが割高であるとも言える。
以上より、出来るだけすみやかに電力供給源を自然エネルギーにシフトすることが望ましい。原発を稼働させ続けることに労力を割くのではなく、30年までにゼロにするという目標をかかげるこ
とで、代替エネルギーの開発、普及、低コストかを進めることができたほうが建設的である。

34183 個人 無職 ６０代 女性 (1)０％私たちの安心・安全で幸福な生活は全原発を
即刻０にすることです。

(1)　原発が無くても電力は足ります。（エネルギー・経済統計要覧　参照）

(2)　小水力、風力、地熱、太陽熱、太陽光、と日本は自然エネルギーが豊富です。

(3)　発送電の分離

(4)東日本と西日本のヘルツの統一

(5)全原発が巨大地震に襲われる可能性が高いこと

(6)放射能を無害にする能力が無く見通しも皆無であること

(7)放射能に脅かされて生きるのわ地獄です

(8)地球上に存在する全てのものと共に健やかに暮らすことが人間の道でわないでしょうか、人間の愚かな欲望で地球を破壊することは許されないことだと思います。

34184 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「２０３０年に原発０」ではなく、「即刻、原発０」を
政府は、本腰を入れて再生可能エネルギー開発に尽
力すべき

今の福島の現状を見聞きする度に、原発は人間に扱えるものではない、と思わざるを得ません。
大災害が、いつ、どこで起こるかわからない日本で、原発を続けることは、自殺行為としか思えません。
経済活動よりも、命の方が大切ではないでしょうか。
今すぐに、再生可能エネルギーを増やし、同時に無駄なエネルギーを使わないようにすることが、望ましいと思います。
その過程で計画停電が必要なら、病院等配慮すべきところは配慮の上で、受け入れます。

34185 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「ゼロシナリオ」です。 安全な原発なんてありえません。放射能の危険をもう地上に起こしてはいけないと思います。目の前の利権でなく、人に地球に安全なものを求めます。将来の子供たちの安心できる環境を望み
ます。

34186 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電には反対です。暫定的に火力、ガスには
頼りながらも、自然エネルギー活用のための議論、努
力をして原発依存度ゼロの社会を。

核廃棄物は未来永劫残り、一旦事故が起こると人が近づけないほど危険な原発。福島第一原発も収束していないのに、他の原発を再稼働なんて危なすぎる。地震はまたいつ起こるか想定で
きないのだから。このままだと日本に人が住めなくなることにもなりかねない。ドイツを見習ってほしい。

34187 個人 自営業 ４０代 男性 原発は、ただちに廃炉にしてください。 地震大国の日本に安全な場所はありません。40年も使っている原発はただちに止めてください。核のゴミも捨てる場所がないのに使い続けるのもおかしいと思います。日本の技術なら自然エネ
ルギーをもっと推進してください。
国民の命より、企業を守る政治って間違っていると思います。

34188 個人 無職 ２０代 男性 ゼロシナリオ　　２０３０年までに原発をゼロにしてくだ
さい。

ゼロシナリオ　　２０３０年までに原発をゼロにしてください。
原発事故でこんなに被害が出ました。電力も余っています。ですので原発は反対です。

今回示された「選択肢」は実現性に乏しく、安定供給・
エネルギー安全保障、経済性という国民生活を守る
上で大切な要素が軽視されている。地球温暖化問題
への対応は重要だが、経済との両立を図りながら進
めるべき。

法人等法人等法人等法人・
団体等

34179 政府は６月２９日、「エネルギー・環境に関する選択肢」(以下、「選択肢」)を公表し、２０３０年における原子力発電の電源比率を基準に３つのシナリオ（ゼロシナリオ、１５シナリオ、２０－２５シナ
リオ）を示した。これによって「国民的議論」を行い、エネルギー基本計画をはじめとする国策を定める方針としている。しかし、今回示された「選択肢」は政策の選択肢として国民に問うには不明
な点が多く、実現可能性の検証も不十分である。また、最終エネルギー消費に占める電力の割合は４分の１に過ぎず、４分の３を占める石油やガスを含めた一次エネルギー全体の姿も示され
ていない。
以下において「選択肢」の問題点を指摘するとともに、今、我が国が選択すべきエネルギー政策について意見を述べる。
●「選択肢」の問題点
１．政府の成長シナリオとの不整合－エネルギー不足が成長の制約に
　「３つのシナリオ」は経済成長率（実質）について「慎重シナリオ」（２０１０年代１．１％／年、２０２０年代０．８％／年）を前提としている。しかし、これは政府の日本再生戦略の基本方針（２０１０
年代２％／年）と矛盾している。今回の選択肢に基づいたエネルギー供給計画の下で、成長戦略を進めた場合、エネルギー供給量の不足が成長の制約となる。
２．非現実的な省エネルギーの前提－２５％の節電、３３％の省エネ
２０３０年の実質ＧＤＰ規模は、「慎重シナリオ」であっても、２０１０年の約１．２倍になっている。一方、３つのシナリオとも、発電電力量については２０１０年実績から１割減、最終エネルギー消費
量については、約２割減を「前提」としている。日本は省エネルギーの先進国だが、それでも、実質ＧＤＰの拡大により電力消費も、最終エネルギー消費も伸びているのがこれまでの傾向であ
る。実質ＧＤＰが２割増加すると見込む以上、発電電力量、最終エネルギー消費とも２割増加することを想定しなければならない。２０１０年実績を起点にした１割の節電、２割の省エネは、実質
的には２５％の節電、３３％の省エネを意味する。このため、１５シナリオ、２０－２５シナリオでは、住宅、自動車、設備、機器を新築・更新する際にその全てを最高効率のものにするとしており、
実現のハードルは非常に高い。ゼロシナリオに至っては、既存の設備、機器に対する制限、禁止措置（重油ボイラーの禁止、省エネ性能の劣る住宅・ビルの賃貸制限等）など、厳しい規制を講
じることとしている。前提としている省エネが進まなければ、電力不足となるおそれもある。
３．再生可能エネルギーの実現可能性
２０３０年までに再エネ比率を３０％とするには、太陽光と風力で毎年
約４７６万ｋＷ、３５％とするには毎年約５７０万ｋＷの設備拡大が必要である。太陽光と風力だけでも高度成長期の大規模電源開発に匹敵する設備拡大を２０年間続けることになり、実現可能
性に大きな疑問がある。
４．国民負担に関する分かりやすい情報開示が必要
今回の各シナリオにおいて、国民負担がどの程度になるか不明な点が多く、十分な情報も開示されていない。原発依存度低減と省エネ投資、とりわけ急激な再生可能エネルギーの大規模拡大
のため、相当の国民負担が必要となることが想定されるところであり、分かりやすく情報を開示することが必要である。
●我が国が選択すべきエネルギー政策のあり方
　エネルギー政策は、安全性の確保を大前提に、安定供給・エネルギー安全保障、コスト・経済性、品質、地球温暖化問題への対応等を総合的に踏まえて、実現可能な方策を検討しなければ
ならない。
　２０３０年の姿を考えるにあたっては、以下の視点を踏まえるべきである。
１．時間軸を示したエネルギー政策を
２０３０年のエネルギー政策は、３～５年先の電力供給の見通しを明らかにし、１０年先、さらにはそれ以降の時間軸の中で、シナリオをどのように展開していくかを示さなければ具体的な姿が見
えてこない。このため、先ずは当面する課題を解決し、２０３０年に至るプロセスを示す必要がある。
２．原子力発電の安全性確保を
当面する課題の解決とともに、２０３０年に向けたプロセスにおいても、原子力発電を順次、再稼働していくことが必要である。安全性確保のために、不断の取り組みを進めるとともに、原子力発
電に関わる技術と人材を維持・確保することが不可欠である。
３．実現可能性のあるエネルギー政策を
多様な電源構成を維持することが、資源小国である我が国が国際競争力を維持し、暮らしや雇用を安定させるために重要である。地球温暖化問題への対応の観点からは、電源構成だけでは
なく、一次エネルギー全体の構成も踏まえ検討していく必要がある。また、再生可能エネルギーと省エネルギーは強力に推進していくべきだが、いずれも国民負担の許容範囲を含め現実的な
目標を立てて導入を進めるべきである。
こうしたことを踏まえれば、３つのシナリオのうち２０－２５シナリオは、新設や更新を含めて原子力発電を一定規模維持している点に限っては選択肢として取り得るが、その場合でも、省エネ、
再エネについては実現可能な想定を行い、化石燃料で補うのが現実的な選択である。さらに、技術の進展、省エネ・再エネの進展、エネルギー需要、国際情勢など不確実性が高いため、５年あ
るいは１０年毎に、電源構成を含めエネルギー政策全体について、見直しを行うべきである。それにより実現可能性をさらに高めた計画としていく必要がある。



34189 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオに賛成 東電管内在住していますが、原発稼働ゼロでも、電力の不足感は感じません。

34190 個人 無職 ７０代 男性 環境エネルギーに関する選択肢は『原発依存度0％シ
ナリオ』を支持する。
一度事故を起こすと、人が制御不能で東日本大震災
のような重大な被害を与えるような可能性のある原発
は持つべきではない。

環境エネルギーに関する選択肢は、原発依存度０％を支持します。

福島での原発事故発生の当時、テレビに齧り付いて、かたづを飲んで事故の経過を見守りました。放射能の危険を覚悟で飛行機から散水する自衛隊員人々。放射能の恐ろしさを日本全国の
人々が身をもって感じたはずです。日本のような地震国では原発事故は避けられません。一度事故が起こって放射能が漏れると、その影響は計り知れません。海に流された放射能は他国に及
び、時間的には子々孫々にまで影響を与える可能性があるのです。しかも人類はまだこれを上手くコントロールする技術を持っていません。
福島で原発に故郷を奪われ、今も多くの人々がその被害に苦しんでいます。福島のみなさんは一日も早く原発はゼロにと願われていると思います。
野田首相は8月に入って大飯原発の再稼働を決めました。大きな失望と憤りさえ覚えます。
ここで政府が本気で2030年時点での原発ゼロを目指すと表明し、大飯原発の再稼働に待ったをかけたら事態は大きく変わってきたでしょう。いろいろな再生可能エネルギー産業はめざましく発
展して来るでしょう。我々国民も本気で耐乏生活に耐える覚悟を求められるでしょう。しかし私たちの生活の将来はこの方が誇りをもてて明るいのではないでしょうか。

34191 個人 その他 ５０代 女性 すみやかな原発廃止を望みます。 東電の原発事故の過酷さを経験した福島県民として、そのリスクの大きさから速やかな原発廃止を望みます。

原発事故による被害は、自然災害と異なり放射能の汚染が長期間にわたり、生活基盤を破壊します。
これからの時代を担う子供たちへの放射線の影響はわからないだけに不気味です。

原発を続ける限り使用済み核燃料は増え続け、再処理による廃棄物の高濃度化はさらに深刻です。
今回の選択肢で、再処理問題が含まれることも不適当と考えます。

選択肢でのシナリオは、節電の効果を過小評価いているうえ、極端と極端のシナリオから真ん中の選択を誘導しているように見受けられます。

将来への禍根を残さないためにも、趣旨である脱原発へ大きな決意をもった選択を望みます。

34192 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 自分が使用したい電力（火力、水力、原子力、など）
自分で選択できるようにして欲しい。

電力を生み出す方法全てに賛否両論あるのですから、
使用者が選べるようにして欲しい。
火力で生み出された電力を使いたい人は火力を、
原子力で生み出された電力を使いたい人は原子力を
選べるように。

34193 個人 自営業 ４０代 男性 10年から20年後をめどにした原発の撤廃を望みま
す。２つめの福島を出したいのでしょうか？

エネルギー事情もあり，いますぐの原発の撤廃は難しいと思いますが，10年から，遅くとも20年をめどに原発の撤廃を望みます。

１）地震が多いので
20年ほどの周期で甚大な被害をもたらす地震がくるこの国で，原発はやはり危険です。女川原発も，危ないところだったわけで，相当な震災対策をしても，危険度は変わらないかと思います。防
波堤作って，助かった，という集落が，今回の震災であったのでしょうか？

２）廃棄処理の問題
原子力は夢のエネルギーですが，廃棄物処理が問題です。このコストは，「安い」とされる原子力発電には含まれていないと思います。

３）ウランの埋蔵量の問題
第三諸国も原発を作りたがっており，中国にも100基の原発計画があると聞きます。ウランの埋蔵量を考えると，今後，価格の高騰は必定です。
「安い」と言い張っている原発は，そのうち，高コストのものになる可能性が高いです。

４）新エネルギーへのシフトを
不況が続いているとはいえ，いままだ日本は豊かな国です。いまのうちに，新しいエネルギー産業を興すこと，将来への投資をすることが，正しい方向だと思います。
太陽光発電や風力，地熱などの既存のエネルギー産業への投資はもちろんのこと，メタンハイドレードの採取や油田の開発，潮流発電や海上風力発電，核融合など，世界に先駆けるエネル
ギー研究に投資をすべきです。また，地域での小発電事業にも補助金をつけるなども有用かと思います。原発１こ分くらいの投資でも，かなり研究が進むのではないでしょうか。

34194 個人 自営業 ５０代 男性 原発即時ストップしてください 核は数万年も人間がコントロールできないです。

34195 個人 学生 ２０代 女性 原発０％支持。できるだけ早く、原発０を目指して下さ
い。

安全性に不安があり、福島原発事故も収束していないので。

34196 法人・
団体等

法人等 ３０代 男性 選択肢として出されている、3つのシナリオのうちの0
シナリオを支持します。

昨年の福島原発事故で多くの方々が被害に遭いました。
未だに終息していないこのような事故の原因となる原発再稼動に頼ることは出来ません。今後のエネルギー政策の基本を国民のいのちと健康を守ることと考え、0シナリオを支持しました。

制御できないものを稼動させていた事で起こった人災ではないですか。国民の健康権を守ることを求めます。

34197 個人 無職 ６０代 男性 我が国は原発ゼロ％とするシナリオを採用すべきだ。
理由は、(1)地震国日本では福島のような重大事故再
発の可能性、(2)使用済核燃料処理の方策が未確立、
(3)原発メンテナンス作業に放射線被曝の危険が伴
う、等。

原発は可及的速やかに全廃し、2030年の原発による電力供給は0％とすべきだ。
（理由）
(1)福島のような重大事故再発の可能性
　福島第一原発事故の原因もまだ究明されていないが、全国に設置されている原発の中には活断層の真上に作られているものさえあり、例えば地震の揺れによる配管の損傷などから重大事
故につながる可能性がある。折しも、科学的知見に基づいて近い将来の巨大地震発生の可能性が叫ばれており、また大津波の可能性もあって、地震国日本で原発を設置することは明らかに
誤りである。
　原発の新設が認められないのはもちろん、既存の原発も可及的速やかに運転を中止して廃炉にすべきだ。

(2)使用済み核燃料最終処分方策未確立
　「トイレのないマンション」と揶揄されるように、原発を稼働すればするほど核廃棄物（使用済み燃料）が溜まり、結局その「核のゴミ」を10万年先まで残すことになる。「ガラス固化」も失敗し、ま
た「地層処分」を受け入れる自治体も皆無の現状では、原発の運転そのものが危険の増幅であって、早急に運転を中止して廃炉とすべきである。

(3)原子炉メンテナンス従事者の放射線被曝
　法定点検の際、直接メンテナンス作業に従事する人が相当の線量を浴びている。これを防ぐ手立ては今のところなく、放射線被曝という点からみると、被曝線量のチェックをしているとはいえ、
原発は彼らの犠牲の上に成り立っている反道徳的な仕組みだと言わざるを得ない。かなりあからさまな他人の犠牲の上に成り立つ仕組みは、早急に廃止すべきである。

(4)「核燃料サイクル」未確立
　国内で事故を起こし完成は絶望視されている危険な再処理プロジェクトは即刻中止すべきである。また成功の見込みのない高速増殖炉「もんじゅ」も、国民の税金をドブに捨てるようなもので、
即刻中止すべきだ。

　これまで原発推進のため実施されてきた諸施策とその結果の現状を大胆に転換する必要がある。特に、原発立地の地元に対する交付金（補助金）と原発関連の雇用だが、補助金に頼らない
自立した地方経済を築く上で、国や地方自治体の役割は大きい。雇用の面で短～中期的には廃炉に向けた作業に多くの雇用が作り出される。
　また、原発による電力供給をゼロにするにあたっては、無駄な電力使用の抑制（節電）、再生可能エネルギーの開発、そのための原子力から再生可能エネルギー開発への研究開発費のシフ
トなどが大切だ。
　さらに、大規模集中発電と遠距離送電でなく、いわば再生可能エネルギーによる電力の地産地消も促進すべきだ。

34198 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発は速やかにゼロにすること。その前に福島第一
の事故を1日も早く早く終息し、最終処理場を決めるこ
と。

原発は速やかにゼロにすることが肝要。（過渡期に立ち上げるのは止むを得ないが本当に原発無しで電力が足りないのか、この夏を乗り切れば判る。）速やかに火力と地熱発電設備を立ち上
げよ。（日本では太陽光、風力は不安定で大容量に向かない。）
下記を速やかに解決すること。
(1)福島第一原発事故は未だ終息していない！早く何とか終息させよ。（東電にはその能力が無い。）
(2)早く核燃料の最終処理場を決めよ！無人島でも良いではないか。（例えば硫黄島）
(3)東北の避難民救済を急げ！義援金が、国家予算がその目的にしっかり使われていない。もたもたするな！

上記(1)(2)は所謂原子力村の連中に責任を取らせよ！それが彼らの使命だ！

34199 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを、支持します。
全ての原子炉の即廃炉へ向けた行政工程の開始を、
求めます。

原子力発電は、被曝労働を前提とするため、微量であってもこれを許すことは、できません。政治的意志の不足の時代から、様々な規模の、ふんだんな解決策の時代へ、移行しましょう。

34201 個人 無職 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。それ以外に選択肢
は考えられません。事故が起きれば人間では制御で
きないような原発は絶対に容認できません。

　唯一の被爆国である日本で起きた原発事故は、改めて多くの被爆犠牲を生み出してしまいました。他国ではこれを引き金に自国の原発体制の見直しを始めているのに、「事故で試練済みだ
から日本の原発は安全です」などの詭弁で後進国に原発を輸出するなどは、天に唾する政府･経済界･原発大企業の愚行にほかなりません。

　何よりも先ず、日本政府は原発をなくする決断をして、それに向けての段階的なシナリオを国民に提示すべきです。「何％原発を活用するか？」ではなく、ゼロシナリオが先にあってこそ、国民
の理解と協力が生じるものだと確信します。

　再稼働ありきの大飯原発でしたが、稼働せずとも関電の今夏最高電力使用が可能だった結果が明らかになりました。「電力不足は国民生活を圧迫する」「計画停電は産業経済を圧迫する」
「電力不足では困る病人がいる」などは、政府･経済界･大企業による国民への脅迫に他ならなかった事実です。巨大マスコミが同歩調を取って再稼働を後押ししたことも国民は分かっていま
す。

　今、多くの若者も積極的に日本の将来のエネルギー政策を求めて行動を起こしています。私たち、これまでこの日本を歩んできた者も「安心できるエネルギー政策を若者や子どもたちに残した
い」との思いで立ち上がって国会や官邸前に集まっています。為政者も財界人も電力商社マンも、一度でいいからこの行動に参加して彼らの思いを知ってほしいのです。彼らの行動を「少数意
見」などと言えなくなるはずです。

34202 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発依存度はすみやかにゼロにするべきである。
再生可能エネルギーを推し進めるべき。
放射性廃棄物の処理を子孫へ押しつけてはいけな
い。

ゼロシナリオを選択する。
再生可能エネルギーの比率を上げる政策を強く望む。
２０３０年と言わず、速やかに原子力発電所を廃止していくべきだ。

人類が処理しきれない放射性廃棄物をこれ以上発生させてはならないからだ。
今の科学で解決できないことを子孫に先送りしてはならない。
また、地震が多発するこの国において原子力発電所の安全性をいくら説明されても信ずることはできない。
3.11の事故当時、被害を最小限に食い止めることができなかったのはなぜか。津波のせいだけではない、放射性物質を扱っていたことが一番の原因であるからだ。

2030年　原発ゼロ。
これ以外の回答はないと断言します。

女性３０代個人34200 パート・
アルバイ
ト

・原発がなくとも電気は足りている。

・福島がいまだ収束できていない
　⇒この状態で原発を新設・再稼動するなど信じられません。

・再び事故が起こる可能性がゼロではない。
　⇒地震国である日本に原発エネルギーを活用することは賢くない。

・いまや70％の国民が「原発ゼロ」を意見聴取会で表明しています。

・毎週金曜日に首相官邸前の抗議行動が継続している。

・広島・長崎の平和宣言のなかにもありました。
　「あやまちは繰り返さない」「福島に寄り添う」

・世界に甚大なる被害を与えておきながら、いまだに原発に依存するのは
　国際社会として恥です。

・拡散していく瓦礫、食品汚染、数年後の健康被害にたいして責任がもてないのに
　原発を稼動するのはおかしい。

・いまもたまり続ける放射性廃棄物は10万年後までかかるもの。
　⇒その処理方法がないまま原発を稼動するのはおかしい

・地球は、水、大地、空気　いづれも人間の所有物ではない。
　⇒先人からうけづぎ、後世にのこしていくもの。それをこれ以上汚染してよいはずがない。

・何をどうかんがえても、原発ゼロ以外に日本に残された道はない。
　⇒みんな気づいています。いままでの無関心さと不勉強さ。
　　電力を湯水のごとく使用していたことを。

　　その反省をこめてこれからの日本は変わるべきです。
　　311から世界は変わりました。気づいたひとから声を上げます。

・原発ゼロ、それ以外の回答はないと断言します。



34204 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は一刻も早くすべてを無くしてください。 再生可能エネルギーで充分まかなえることがはっきりしているのですから。
これ以上原発依存を続けることは、誰かの私財を増やすために、国民のいのちを奪い、地球を壊し続けることです。

34205 個人 家事専
業

４０代 女性 原発依存ゼロシナリオを支持。放射能廃棄物の安全
な最終処分も明確に決定していないまま原発を推進
してきた事こそがそもそもの間違い。原発は再稼働せ
ず、まずエネルギーの利用効率を上げる社会整備を
すすめるべき。

原発の恐ろしさを昨年実感した。特に使用済みの核燃料でさえ、あれほど危険で保管することさえ難しいとは。放出された放射能は分散し、薄めることはできるが除去することなどできない。す
でに起こった事故はないことにできないが、私達は未来に向けてこれ以上無責任なことはできない。事故を起こした責任を追及し、その反省を政策にしっかり反映させることが必要。東電はもち
ろんのこと、今まで原発を推進してきた歴代官僚や政府要人などにも厳しく責任を問うべき。また、エネルギーを限りあるものとして節制するという事も必要。それは生命維持装置が必要な人か
ら電気を奪うといったような事ではない。経済界はどうしても目先の損得にとらえられがちだが、それに政府が追従していては政府がある意味がない。自然エネルギーの開発などを本格的に行
えば産業構造は変わるだろうが、産業が低迷することはない。また、大変なことだが、原発を再稼働しなくても引き続き核廃棄物などの管理維持や処分をしていかなくてはならない。これは安易
に原発を推進してきた国の責任だから、しょうがない。原発関連施設のある自治体にはお金のバラマキというかたちではない原発廃止後の産業復興への後押しをする責務もあるので、その提
示も必要。
私達大人社会がきちんと責任をとり、あるべき方向に向かうことで、子どもたちは将来に希望をつなぐことができる。お金より命が大切だということをきちんと示そう。

34206 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発を再稼働やめよ。視点に憲法25条に則り国民の
健康権を守ることを加えよ。100％再生可能エネル
ギーへの転換と省エネ政策の強化、火力のLNGへの
燃料シフトで2030年温室効果25％削減政策をめざ
せ。

今回示された「選択肢」は3つあり、それぞれ、2030年の発電電力量における原子力発電の割合を軸に選択するというものになっています。1.0％にする（ゼロシナリオ）、2.15％にする（15シナリ
オ）、3.20～25％にする（20～25シナリオ）。ゼロシナリオでは、2020年の温室効果ガス排出削減数値目標は0％とされ、原発ゼロを選べば、地球温暖化対策の放棄を選ぶことになるようになって
います。しかし地震多発国の日本で、ゼロシナリオ以外に国民の命と健康を守り、経済を発展させ、雇用を増やすシナリオはありません。以下に私たちの意見に関わる論点を6点にわたり示しま
す。
論点1.今後のエネルギー政策の基本に国民のいのちと健康を守ることを明確に掲げるべきではないか。すなわち視点の第一に憲法に基づき、国民の健康権（注1）を守ることを明示することを
求める。
（注1）健康権は、日本も批准している国際人権規約、WHOの健康戦略、社会疫学の発展の中で明らかにされてきた基本的人権である。いのちの尊厳、到達可能な最高水準の環境、安全な食
糧の確保、安全で家族が安心して生活できる居住、労働、教育、プライバシーの保護などを無差別平等・公正に享受する権利である。福島第一原発事故は、被災住民を始め多くの国民の健康
権を根こそぎ奪ってしまった。
論点2.原発を再稼働せず0％にする（注2）ことを求める。原発は、クリーンエネルギーではなく、CO2を大量に発生させる（注3）。日本では、1970年以後原発の増設による発電量の増加とともに
CO2の排出量は大幅に増えてきた。原発は他の発電と違い、常にフル稼働が求められ夜間に発電を止めることができないため、夜間電力の活用の名のもとに「24時間社会」や「オール電化」な
どエネルギー多消費構造が推進されてきた。原発が多消費構造社会の軸になっているのである。15と20～25シナリオは今後いずれも新たな原発の建設に向かう計画であり、CO2の排出量を
増加させる計画である。
（注2）2010年現在の原子力発電は26％として提示されている。2011年の福島原発事故後、福島第1、第2原発、女川原発、日本一危険とされる浜岡原発などが当分の間動かないこと、発電開
始後40年以上たった原子炉は廃止するという前提で考えると、15％シナリオでも新たな原発の建設に向かうシナリオであると考えられる。従って、私たちの選択肢は0％シナリオしかない。
（注3）ウランの核分裂自体はCO2を出さない。（1）しかしウラン鉱山からウラン鉱を掘り、精錬して天然ウランとし、3～4％の低濃縮ウランに濃縮する過程での大量の化石燃料を必要とする。ま
た、使用済み核燃料を冷やし、キャスクに詰めて処理場まで運ぶ過程でも多量のCO2を出す。（2）さらに出力100万KWの原発は、300万KWの熱出力を生み、電気として利用できるのは100万KW
で残りの200万KWは海に捨てている。毎秒70トンの海水を引き込んで、その温度を７℃上げている。海水の温度を上げるときに海水に溶けている炭酸ガスを多量に排出する。
論点3.脱原発と地球温暖化対策は両立することを前提とした選択肢を立案せよ。脱原発と地球温暖化対策は両立できる。今後CO2：25％削減を視野に、（1）エネルギー多消費社会構造を改
め、（2）発電ロス、産業、運輸、業務、家庭の全ての分野ごとに省エネ目標明示すること。（3）また、省エネ技術の開発（省エネ家電や低燃費車など）の促進など省エネルギー政策の強化をおこ
なうべきである。
論点4.脱原発、かつ100％再生可能エネルギーをめざす選択肢を設け、その道筋を示すべきではないか。太陽光、風力、バイオマス、地熱、中小水力など再生可能エネルギーへの転換につい
てIEA（国際エネルギー機関）加盟国の最近20年間の変化をみると再生可能エネルギー比率が後退し、かつその比率が3％と最も低いのが日本である。100％再生エネルギーに向けた大胆な
政策転換が不可欠である。
論点5.電力の地域独占をやめ、はっきりと地域分散型の発電とすることを明示すべきではないか。また、「脱化石燃料」で100％再生可能エネルギーを目指していく過渡期の火力での調整に、当
面CO2の排出をできるだけ減らす火力発電の強化と燃料については石炭からCO2排出の少ない天然ガスへの燃料シフトを明示することが不可欠である。
論点6.以上の取り組みで、雇用を増やし、経済を発展させつつ、CO2：25％削減が可能となる政策とすること。

34207 個人 自営業 ２０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 ?直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 ?積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際　　　公約を尊守させる
 ?再生可能エネルギーの生産を加速させる
 ?発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 ?石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

子どもたち、そして未来の人たちに核、核の廃棄物を絶対に残したくありません。
広島の原爆死没者慰霊碑の石室前面には、「安らかに眠って下さい 過ちは 繰返しませぬから」と刻まれています。私たちはこれ以上広島、長崎、福島と同じことを繰り返さないことを心から願
います。
中国・韓国が原発推進を押し進めている中で、日本が率先して脱原発を進めていくことを希望します。

34208 個人 家事専
業

４０代 女性 地震国に原発などありえない。安全を引替えにする原
発など迷惑。
即原発ゼロと弱者の保護は両立する。
政府はすぐに再生可能エネルギー開発に尽力すべ
き。

地震国に原発などありえない。安全を引替えにする原発など迷惑。
即原発ゼロと弱者の保護は両立する。
政府はすぐに再生可能エネルギー開発に尽力すべき。

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。多くの地震学者は「巨大地震のサイクルに入った」という共通の見解を出している。再び事故が起これば、日本は再起不能
になる。病人など弱者は原発ゼロと並行して守る方法があるはず。すぐに原発をやめることを希望する。

　原発0%､15%､20%のシナリオのうち、0%のシナリオのだけ火力が多く見積もられているがこれはおかしい。省エネ・自然エネは、もっとできるし、計画停電も受け入れる。政府は自然エネルギー
比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべき。
再生可能エネルギー比率が増えていくことが国民の活力を生み出す。再生可能エネルギー増を経済再生と経済復興につなげていくことが政府の役割ではないか。

34209 個人 その他 ５０代 女性 1)原発ゼロシナリオ　を選択します。
ただし、2030年より前倒しして、今すぐにでも全原発廃
炉を決定すべき。

福島第一原発の事故で、原発とは一旦事故が起きれば人間にコントロール出来る施設ではないことが明らかになった上、多量の冷却水が必要とされ、海洋や地下水、川などの汚染を引き起こ
すことが避けられないことが判明した。言うまでもなく、水こそほとんどすべての生き物と生態系の根源である。放射能汚染の根源の深刻さはここにも現れる。

加えて、放射能汚染は測らないと汚染が見えない為に、国や自治体及び東電は福島の事故を軽微に見せかけているが、チェルノブイリの例からすれば、汚染の影響は１０年２０年続くことは容
易に想像出来る。

たとえ、チェルノブイリより汚染が軽微としても、人が住めない土地が生まれたことは事実である。その被害は経済的にも膨大であるが、被害に巻き込まれた国民の生活を破壊するだけではな
く、流通の発達した我が国では他の地域の人々の食の安全を脅かす上、汚染が見えないことで社会的な分断も引き起こし、国家にとっての損失は歴史的な時間と規模になると思われる。

国会事故調の事故報告書においては地震による原発施設の破壊の可能性が指摘されている。大規模地震多発地帯に国が存在する以上、そして地球のエネルギーをコントロールすることは人
類には不可能であり、よって原発から撤退することは妥当であり、何ら科学技術の敗北には繋がらない。この見極めは重要である。

残念なことに、福島の事故で特に明らかになったのが、日本の政治や行政システムの瞬発力のなさや、責任を回避することが目的化する組織の論理が被害を拡大する点である。また、原発事
故そのものの想定を封印して来たことによる備えの無さである。起きて欲しくないことは無いことにする、というこの精神構造と責任を取らない組織体質に変化がない以上、次の事故も起こりうる
だろうし、次の事故が福島の程度で収まるとは限らないことは多いにあり得る。

ただ、幸いなことに、日本は技術立国である。太陽光のみならず、風力、火力、水力、地熱、など代替エネルギーの技術や関連の技術も世界屈指のものが多い。国民性もまじめで勤勉であるか
ら、国が「脱原発」を掲げれば、再び一丸となって、新エネルギー立国が目指せるであろう。また、福島を経験した国として「廃炉」に技術開発と資金を投じることは世界からも歓迎されるはずであ
る。

以上のように、地質学的にも技術的にも社会システム上も、原発を進めることより、原発から撤退することが国家にとっての未来を築くであろうことは容易に思いいたる。

あとは経済的に成り立たせる為に、国が「脱原発」を明確にするだけである。そうすれば、手ぐすね引いて待っている企業が我先にと技術開発や投資を始めるであろう。多くの国民と企業はその
国の英断を待っているのである。

34210 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 どんな発電システムよりも安価、安全、安定していま
す温度差対流式発電方式です。日本の他、世界47カ
国の特許も収得しています。温める方は温泉熱等で
冷却は液体ＣＯ２を使いカプセル内で対流して発電し
ます。

私は、特許権者「阿部俊廣氏」の岩手県協力者の最高幹部です。発明発見による特許件数が世界一となり、ギネスブック協会からに掲載したいからと言ってきましたが、特許権者の「阿部俊廣
氏」はこの掲載が早いからと言って断っています。あまりにも、現代科学水準を超えたものであり、細分化されすぎた現代科学には理解が出来ない所が多数あります。
　これから説明します温度差対流式発電方式は、15年ほど前から世に出そうと運動してきました。日本の電力10社や一部の教授、東大や東京工業大学、東京高専等でも説明してきましたが、
無視されてきました。本気になって検討されることはありませんでした。国外の科学者集団が本気になって検討してくださり、これはいけると言う事になり、ある国では大量の注文を受け生産を開
始しているようです。大変残念です。しかし、このシステムを開発者が写真で確認しましたら、このようなものでは開発者が考えたシステムの30％くらいしか能力を発揮できないという事です。で
すからまだチャンスはあります。大変失礼でありますが、設計図を見てもあらゆる部門の科学者集団で検討しなければ、理解できない所があります。某国では、真剣に科学者の集団で設計図を
見て、隠している部門や疑問点を聞いてきたそうです。1回目は3日間にわたり、2回目は2年後に同じく3日間にわたり疑問点を説明して完全に理解して、これからはこのシステムに限るという結
論に達したようです。
　それから、福島県の放射性廃棄物や原発の放射性廃棄物はどのようにして処理するのでしょうか？某国の放射性廃棄物をどのようにして処理できるかを世界中に探し求めたそうです。その
中から出てきたものが「阿部俊廣氏」の発見したシステムであったのです。ですから一刻も早くこの「阿部俊廣氏」のシステムを完成して稼働させることが最善であると思います。この特許も日本
で取れています。以前は物にならない特許であっても取得出来ましたが、今は物にならない特許は収得出来ません。特許権者は現在国外で作りましょうという事になって、国外に出張中ですが
24年9月中旬には一度帰国する予定です。守秘義務がありますから相手国は明らかに出来ませんが、仕事はどんどん進んでいますし、ほかの国からも沢山の要請があります。原発よりはるか
に進んだ技術であり、世界中の発電システムが変わります。
　オリンピックではないが日本人が発明したシステムであり、世界中に胸張って広められる技術であると思います。是非、関係各位が「阿部俊廣氏」の技術的な話を聞いて下さることをお願いし
ます。

日本国民意の為原発を廃止。省庁の役人は永年の
東京大学同窓のみで機能不全です、平成25年度より
省庁の採用は東京大学卒業以外採し、2定年は45才
にすべきです。政治家は知力試験制度を設けるべき
です。

女性５０代家事専
業

個人34203 3月11日以降の福島第一原発、及びチッソ劣化ウラン延焼、爆発に対する内閣及び省庁の放射能を封じ込めなくてはならない責任は政策から見てとられていません、法治国家である以上引責
がこの先の国の興亡を決めると思われます。

まず国防上の理由で原発推進は偽りです、真白い原発プラントが海間際に建っていてはテロの標的にして下さいと見えます、様々なデータから電力不足も偽りです。

放射能事故の対策世界的に大原則である1)?汚染地域の人々を安全地帯に移住させる、2)汚染食物を買い上げず迷惑をかけた福島に産業不能を回避させる、3)徹底した除染を国家でする等
国民の健康、生命を脅かさない、これら最低するべき事ができていない。

積極的な犯罪行為として一年間1mシーベルトを守る国際的な法律に反し、瓦礫拡散、福島県民及び汚染された近県住民を避難する事を阻んて国民に被爆させる、政府広報にある[福島産を食
べて応援]など科学的に猛毒放射能物質を含んだ物を税金から膨大な広告費を使う事は国民を滅亡させる事に繋がる極悪な犯罪で国を外国に売る行為と同等の罪です。

日本はその条件、立場上外交を主に諸外国と共存していく以外ない国です、しかし今回の事故にたいする省庁、政治の在り方が西側のメディアから国辱レベルでさげすまれており、今後の外交
上極めて不利な条件を自ら提示してしまいました。

日本国民は鎖国しいる訳でもなく、文盲率も極低いので猛毒な核種汚染されている事を知っていて自らの選出していない省庁の人々に選出した政治家が繰られ国民に危害を与えている事を重
く見ています。

今の現状は省庁、政治家、国民は省庁、政治家によって国土を自ら住めない場所と捨て、自らの寿命を短縮し、海外から実際上最も不利益を得る外交上の失態を繰り返しています。

諸外国に非常時の知的体力、胆力のなさを露呈したので、それは最悪他国が介入し人道主義の名の元に国がなくなる可能性さえ与えてしまう事にもなりかねません。

かつてインドのマハラジャが他のインド人に対し利己の為とイギリスと組み、最後にイギリスにインド全てを植民地にとられました。

今の日本でも似た事が起こっていると思います。これらの元凶は東京大学出身者以外要職に就かない現実の枠組みが同窓の様子見ばかり肥大化させ機能不全に陥っている帰結です。

本来の民主主義国家をすぐ日本国に現し外交上の利益のための自重した行動が取れるように上枠で主張している事が至急必要です、このままでは自爆装置を持った省庁役人、政治家から成
る様子見、金権体質の連鎖に乗った人々で、国が滅んでしまい人の生活できない土地を外国にただであたえる事にもなりかねません。

自分達だけは大丈夫と思っている海外暮らしの日本人達も母国が亡くなれば現実的にはB級市民扱いされる可能性は他の難民と同様です。

そのような悪夢を今すぐとめるためにも、省庁役人、政治家が今すぐ汚染地帯の人々を西日本に移動させ、福島全ての産業の補償をし、汚染地帯の物の移動をきびしく制限し、瓦礫拡散を即
刻停止すべきです。

(削除)



34211 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について、私はゼ
ロシナリオを選びます。

「エネルギー、環境に関する選択肢」として3つの選択肢が提示されているが、私は「ゼロシナリオ」を一国民として選択したい。そして、国民から選ばれた政治家の皆様、国の為に勤めてくださっ
ている官僚の皆様にも、この一番困難とも言われる「ゼロシナリオ」を敢えて選択し、その上でなお「本当の意味で豊かな、幸せ指数の高い日本」という国をつくるよう努めてもらいたい。

福島での事故があって以来、様々な憶測も含めた不安が私達の日々の生活を脅かしています。
このような不要なストレスは欲しくなかった、ただそれだけの理由でも、原発を今すぐにでも
なくす方向で改革を進めて欲しいと思う。いわゆる「経済成長」を犠牲にし、質素な生活を余儀なくされても、だ。

反対の理由としては、1) 原子力発電、燃料リサイクルのような高い技術を管理する能力が、これらに関わる運営組織群に欠如していると思う。

消して起こるはずのなかったことが発生し、起こってしまったことに対する対応を、311より見てきたが、残念ながらこのように高度で技術が必要なことを、確実に支えて、且つ非常時にも間違い
なく行動できる人材ばかりで運用ができるとはとても思えない。

日本のそこかしこで完璧なオペレーションのできる人材が、原発54基も動かせるだけいるとも思えないし（どこかに間違う人、知識の浅い新人、怠ける人がいる）、しかも色々な部署や組織、プラ
ス縦割りの政府機関とも連動して、その中でも間違いが起こらないことはあり得ないだろう。このような状況であるので、いくら新しい原子力規制委員会と組織が作られたとしても、同じような間
違いのリスクを避けられないと思う。また、今のように原子力推進派が幅を効かせている中で、推薦された人材を監査機関に据え置くという行為自体も、甚だ現在の政治と政府に疑問を感じざ
るを得ない。

二つ目の理由は、厳密な意味で原子力発電のコストが非常に高いこと。
排出された廃棄物を無害なものにする人為的な技術がなく、今のような地中に長期間埋める、などの方法は地方にすむ人達へのお金を引き換えにした押しつけであり、将来の国民への負債の
押しつけ以外の何者でもない。もんじゅも青森の六ヶ所処理場も、計画時からどれほどの追加コストがかけられているのか。これら費用を、90年代より再生エネルギーへの投資としていたら、と
思うと悔やまれて仕方がない。

311の結果、福島だけでなく北関東、首都圏にまで汚染が広がり、本当に安全な食べ物や飲み物を産出できなくなってしまったコストは甚大である。世界的な食料危機が懸念される中で、自国
の土地で安全な作物を産出できなくなってしまったこと（安全かと疑問をもたれるような状況をつくってしまったこと）を正式にコスト換算すれば、他の選択肢を選ぶことにはならないと思う。今いる
国民だけの議論ではなく、100年後の国民の視点で正しい政策を推進してほしい。よろしくお願いします。

34212 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発０シナリオに賛成。現存する原発の廃炉作業を
早急に進め、核廃棄物の廃棄方法を決定し、再生エ
ネルギー利用を目指した技術の改善、向上のための
システム作りと研究開発への援助を押し進めて欲し
い。

福島の事故を受け、地震国である日本での原発稼働はリスクが高すぎると思う。今まで原発事故に対するリスク管理が出来てこなかったのは、国民に向けてはリスクは０と説明しておきなが
ら、実はリスクの存在に気づいていてそれに備えるような行動をとることのより安全神話を壊すことを恐れてのことだと考える。そのようなまやかしがまかりとおり、国民に対して欺きを続けてきた
システムの中での原発稼働は危険すぎる。現在必要とされる日本での電力総量が数字として提示されていない中、不信感はますます募るばかり。逆に言えば原発が無くても経済の衰退無く日
本の電力はまかなえるのではないかと推察する。核廃棄物の廃棄方法、処理方法も決まらないまま廃棄物を増やし解決を先送りすることは、我々の子孫に対する冒涜であり、日本人の人種と
しての将来を非常に危惧する。　よって、直ちに原発稼働を停止し新たなエネルギーシステムの構築を行うべきである。
これまで培ってきた科学の総力また細やかな発想力を持って、日本は再生エネルギー利用について世界のリーダーシップをとるべき立場にある。そのための資金投入、援助を惜しむべきでは
ない。
我々は、これからの人類存続、地球存続に対して大きな責任を持っているという自覚を持つべきである。

34213 個人 法人等 ４０代 女性 原発はゼロに 原発は人間と共存できないことは、チェルノブイリや福島の事故を見ても明らかです。子どもの産み、育てる女性として、原発はゼロにして下さい。「チェルノブイリハート」の映画を観て、数年後、
このようなことが福島で起こらないといいが・・・、と思います。福島の事故を無駄にしないためにも、いろいろなデータを取り、研究し、公開し、今後に役立てて欲しい。これ以上、原発で苦しむ人
を増やさないで下さい。日本は自然エネルギーに転換できるだけの十分な資源と英知があります。危険極まりない原発はなくし、自然エネルギーへ転換する時期が今です。

34215 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は即刻廃止して下さい 政府をはじめとする公共団体部門の節電が充分にされていない。例：エアコンの設定温度には関係なく、どの”官”の施設に行っても寒すぎるし、また照明は明るすぎる。
これから先の需要見通しを、もっと綿密に推察して欲しい。あえて言えば、極め付けの目標値を設定しても良いのではないか。原発ゼロかつCO2削減目標達成の場合の総電力需要量を設定す
ることである。
設備を適合させるのではなく、原発即刻廃止の場合の供給電力に需要を合わせる方向。

34216 個人 無職 ４０代 女性 政府案のなかでは２０３０年原発０％に賛成です。 しかし２０３０年じゃおそい！！増え続ける使用済み核燃料をどうするつもりか？
まして福島原発の収束も見られず、事故原因の解明もなされず、責任の所在もはっきりしないなかでの原発再稼動はありえない。日本は民主主義の国ではないのか？
原発労働者や過疎地住人の犠牲の上での大量発電、大量エネルギー消費の原発依存の現代日本文明を今こそ変えなければならない。

34217 個人 自営業 ３０代 女性 原子力発電廃止を希望します 不便でも安全を第一に考えるべきだと思います。

大地や海、地球は人間だけのものではありません。
人間が不便をしてでも、元の地球環境を維持していく事に勤めるべきだと思います。

原発に頼らない生活スタイルを習慣にするべき。

特に日本は夜間等、いらない電気が多すぎる。

34218 個人 自営業 ６０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 ?直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 ?積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 ?再生可能エネルギーの生産を加速させる
 ?発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 ?石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

? 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
? 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際　　　公約を尊守させる
? 再生可能エネルギーの生産を加速させる
? 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
? 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

子どもたち、そして未来の人たちに核、核の廃棄物を絶対に残したくありません。
広島の原爆死没者慰霊碑の石室前面には、「安らかに眠って下さい 過ちは 繰返しませぬから」と刻まれています。私たちはこれ以上広島、長崎、福島と同じことを繰り返さないことを心から願
います。
中国・韓国が原発推進を押し進めている中で、日本が率先して脱原発を進めていくことを希望します。

34219 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《即原発ゼロへ。弱者の保護を優先》

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層。日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」。
もうこれ以上怖い思いはしたくありません。
よろしくおねがいします。

34220 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオに基本的に賛同するが、原発再稼働を
前提とせず、かつ温暖化対策に野心的（再エネ拡大、
ＣＣＳ検討）なもうひとつのゼロシナリオを提示すべ
き。前提となる鉄鋼生産量と原発コストの出し方に疑
問残る。

まずは、本選択肢のとりまとめに向け多大なるご尽力いただき、本当にありがとうございます。拝読し、熱意や危機感といったものが非常に伝わってきました。重要な論点ですので、私も真剣に
意見を投稿したいと思います。

ゼロシナリオに基本的に賛同し、この程度の電気料金値上げであれば受容できると考えますが、以下の点につき疑問が残りますので、真摯に検討いただけないでしょうか。

【疑問点１：原発再稼働を前提としないゼロシナリオを提示しないのか】ゼロシナリオにおいても原発の再稼働が前提となっておりますが、あのような惨事の後は、たとえ一基でも一瞬でも再稼働
させてほしくありません。再稼働ゼロという更に踏み込んだ選択肢も提示し、再度パブリックコメントを実施して国民に是非を問うべきです。

【疑問点２－０：温暖化対策にもっと野心的なゼロシナリオはないのか】温暖化対策も焦眉の急ですから、ゼロシナリオでは温暖化対策の観点で不十分かと思います。事実として世界の気温は
上昇し、脆弱な国では既に何年も前から異常気象による洪水など被害が多発しています。東日本大震災における津波被害も痛々しいものでありましたが、あの津波を彷彿とさせるような、温暖
化問題に起因する天災が、日本だけでなく他国を蹂躙すると想像すると、これは抜き差しならぬ問題です。

【疑問点２－１：再生可能エネルギー拡大にもっと重点をおけるのではないか、ＣＣＳも考慮しないのか】そのように考えるとゼロシナリオの温暖化対策の数値目標（－７％）は低く、もっと野心的
に再生可能エネルギー拡大の可能性やＣＣＳ利用などを考慮すべきと思います。脱原発する過程において、石炭火力を一時的に増やさなくてはいけないのはよく理解できますが、石炭火力で
増えた分の排出量をＣＣＳでカバーすることも一考すべきではないでしょうか。日本においてＣＣＳの検討があまり進んでいないのは承知していますが、それは産油国に有利な技術で、日本国内
の投資を刺激するものにはなりえないからでしょうか。私の不勉強でそのあたりがよくわからないのですが、その点もぜひわかりやすく説明していただければと思います。

【疑問点２－２：前提となる数字を精緻化して再計算すべきではないか】－７％の見積もりにおいて、鉄鋼などの国内生産量が過大に見積もられていませんか。2009年～2011年までの実績値
と、2020年及び2030年の予想値が、かい離しすぎではないでしょうか。本当に鉄鋼産業は今後これだけののびしろがありますか。算定・報告・公表制度における温室効果ガス排出量データを見
ても、鉄鋼産業は日本における大規模排出源ですので、この前提数字は非常に重要であり要精査かと思います。前提の数字が変われば、その後に導かれるシナリオも描き方も変わりえます。
一方で、原子力発電コストについては下限値が用いられています。東電福島第一原発の事故収束が終わっていないので保守的な数値としたというのが、まったく理解できないわけではありませ
ん。しかし、鉄鋼産業の数字が過大に見えるのに対し、原発発電コスト数値は過小なのは、バランスが悪いです。前提数字を再度洗い直して再計算し、シナリオを組み立てなおしていただく必
要があると思います。

　事故処理もできない現状から、原発をなくすという別
の道を進むことに舵を切り換える、核・原子力の負の
遺産を断ち切るという英断を今、日本がするべき。日
本一国だけでなく、世界の未来がかかっている。
  

女性４０代家事専
業

個人34214 (1)　ゼロシナリオ

１）　私はいわゆる都会に属するところに住み、原発の危険を日々感じずに、今までその恩恵を受けてきたこと、それは否定しない。
　けれど、今回の福島第一原発の事故によって、今まで言われていた安全性に問題があることが露呈し、多くの放射性物質を放出し続け、汚染し続けている現在、もうこれ以上同じような事故
を起こす虞のある原発を、そのコントロールできない化け物を動かしたり、さらに作ったりすることはできないと考える。
　そこに存在するだけで、稼動していようがなかろうが危険だという原発を、事故が収まってもいないのに、再稼動して電気を作り、今までどおりの経済活動を行えるように・・・という考えは、事故
の重大さを何もわかっておらず、（だからなのか）責任も取っておらず、国際社会においても責めを受けてしかるべきだと思う。事故処理を行いつつ、また同じ過ちを繰り返さないよう、原発をなく
すという別の道を進むことに舵を切り換えるべきだと思う。
 
　　私たちの世界は、すでに同じようなチェルノブイリでの事故を経験してそこから２６年、原発事故の重大さ、被爆の恐ろしさ、無くなってしまった村々など、原発で事故を起こしたらどういうこと
になるのか、その辿る未来も知っている。日本にとって遠い国の出来事だったのかもしれないが今や自国でも同じことを起こしてしまったわけで、先例の多くの犠牲を伴っているその事故から学
ぶときではないのか。
 
２）　日本の国だけでなく、空や海でつながっているよその国のことも考えなければならない。日本だけで解決できるものでなく、よその国に対しても責任を取らなければならない。いや国、世界と
いうより、地球に対してである。だが、考えれば分かるように、「私が責任を取ります」といって、取れるような責任ではない。そもそも事故が起こっても、責任を取れるようなものではなかったとい
うことが、今回事故を起こして、安全神話が崩れ去り、やっと分かったということではないのか。

　また私たちの国は、世界唯一の原爆被爆国でもある。大きな被害の中、それでも私たちの先達は何もない焼け野原から立ち上がってきたのではないのか。核の恐ろしさをその時から、私たち
の国は国民の犠牲のもと身をもって理解してきたのではなかったのか。
 
３）　日本という国は昔から自然を大事にし、また恐れ、いろいろなものの中に“神”を見て崇め共存して暮らしてきたのではなかったのか。
　何を神として信仰するのかということが問題ではなく、大いなるものを信じるという人間としての謙虚な姿勢を忘れずにいたい。人間が“神”になってしまってはいけない。
 
　人間も動物で自然の一部、その自然を人間の力で、人間の都合で人間の思うようにできると思ってしまっていることが傲慢。
　電気がなくても生きていけるが自然がなくては生きていけない。土が水が汚染されたら、何を食べて生きていくのか。いくら技術があっても、本来生きていくのに必要な食べ物は、工場では作
れない。ただ線を引いただけの国境なんて関係なく、すべての国とつながっているのだ。日本一国だけのことでは済まない。
　目にも見えず匂いもしない放射性物質が生活を脅かしていることは、ほかのものとは比べものにはならない。生命の糧である食べ物を作り育ててくれる自然を破壊し、また口にするものが汚
染されていれば内部被爆を余儀なくされ、また人間自らの体を破壊していく。
 
４）　電気がなくて不便になっても、一時の景気が悪くなっても経済が立ち行かなくなったとしても、原発に頼らずにやって行く方法を選ぶことができる。
 　この「電気がなくて困る」ということが、曲者。脱原発を進めたとして、まったくすべての電気がなくなるわけでなく、医療関係などの常に電気が必要な人たちには全体の発電量が減ったとしても
電気を供給する、保障するやり方があるだろう。原発がなくなったらそれに伴い電気代が高くなるといっても、消費するからそのために作るという拡大ばかりの路線をたどっている現在の生活を
見直し、今までと違った暮らしの仕方を模索することで、抑えることができるのではないか。
　むしろ、今でもすでに舵を切り直して、あるいは原発事故以前からこの拡大路線から方向転換している人たちも少なからずいるわけで、その人たちに倣うことはできないのか。

　今、いろんなことが行き過ぎているように感じる。便利さ・効率を求めるあまり、もっとも大事な守るべき命をおろそかにしている、そういう事柄が多い。今までどおりがいいのかどうか、考え直す
機会を与えられていると思う。
　人間は動物は自然は、自らの営みで次の世代へつないでいくことがその本来の持っている生きていく大きな意味だと思う。何世代にもわたって、また何万年も先に解決を委ねることしかできな
い核・原子力の負の遺産を、今私たちが、日本という国が断ち切る英断をする機会を見過ごすわけにはいかないのではないか。
 
　以上の意見、理由により、私は、ゼロシナリオを選びます。



34221 法人・
団体等

自営業 ６０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

 ?直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 ?積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 ?再生可能エネルギーの生産を加速させる
 ?発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 ?石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

? 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
? 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際　　　公約を尊守させる
? 再生可能エネルギーの生産を加速させる
? 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
? 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

子どもたち、そして未来の人たちに核、核の廃棄物を絶対に残したくありません。
広島の原爆死没者慰霊碑の石室前面には、「安らかに眠って下さい 過ちは 繰返しませぬから」と刻まれています。私たちはこれ以上広島、長崎、福島と同じことを繰り返さないことを心から願
います。
中国・韓国が原発推進を押し進めている中で、日本が率先して脱原発を進めていくことを希望します。

34222 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 大規模な地震がいつ起こるか分からない日本で、安
全な原発というのは存在しません。原発が危険なもの
である限り、原発0％以外考えられません。

福島原発事故が物語っているように、一度事故を起こせば国民のいのち・暮らしを破壊する危険なものです。
これだけでも原発をゼロにする理由になりえます。

地震大国である日本において原発を稼動することは考えられません。
原発からの脱却こそが国民の安全・暮らしを守ることにつながることと考えます。

34223 個人 自営業 ５０代 男性 原発は資源的にも将来性の無い技術で、事故のリス
クに割の合わない技術だ。増え続ける高濃度廃棄物
処分の方法が無い。核兵器原料としての存続には絶
対に反対。再生エネルギー技術の開発、転換は早い
ほど有利だ。

　原子炉で使用するウランの枯渇が迫っているのでそもそも将来に望みの無い技術であり、高速増殖炉も全く見込みのない技術である（その上に非常に危険である）。さらに廃棄物の処分の方
法も見当のついていない状態でいままで続けてきたのは非常に無責任であった。
　この廃棄物の永久保管（人類の生物種としての寿命より長いので永久と言って良い）のコストを考えたらどのようなエネルギーよりも高コストであることは疑いが無いであろう。
　三つの選択肢はどれも自然エネルギーの増加率を同じとしている設定に問題がある。資源枯渇の面から言っても将来的には再生可能エネルギーを主力にしなければならないのだから、再生
可能エネルギーの開発へこれまでの原発推進の費用を全て振り向け産業界としても全力で進んで行かなければいけない、原発は負の遺産として本格的なリストラ・構造改変を行わなければな
らない時期であろう。この転換は早いほど有利である。
　古い技術である原発に核兵器原料になるという視点だけでしがみついていては自然エネルギーの技術において完全に諸外国にも取り残されてしまうだろう。
　さらに今回の事故で国土の一部を失ったに等しいこと。同様の事故が今後も起こりうることを考えるならこのような技術から即刻手を引くことが唯一の理性的な判断であろう。
　原発の不良資産化によって窮地に陥る電力会社は解体再編を国として行うべきである。
　原発は核兵器原料としてよりも攻撃された場合のターゲットとしての重荷の方がよほど大きく軍事的にも激しくマイナスだ。

34224 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 1.ゼロシナリオ 原発を取り扱うリスクは今回の震災で露呈された。事故時の長期的、広範囲な被害に加え、放射性廃棄物の処理の問題も一自治体に負担を強いるもので、危険な放射性廃棄物を常に抱えな
ければならない。
活断層が存在する日本では今回のような地震や、原発を狙うテロなど、原発を持ち続けることは快適な暮らしより一たびだめになったときのリスクが遥かに高い。

今後日本は人口減少し、これ以上の生産活動の必要性は低下する。また、震災を機に節電への意識も高まっており、対価を払ってでも安全を求める声が多い。

脱原発ゼロシナリオの推進を国策として掲げることは、国際的に原発事故で風評被害にさらされている日本の国際的評価を高め、国益にもつながることであり、高度な技術や協力的な国民性
を持つ日本人なら可能な施策だと考える。

34225 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを選びます。
●子孫に、これ以上核のゴミを残してはいけない。
●「安全な原発」はあり得ない。
●プルサーマルはもってのほか。
●独占状態の電気事業の見直しを。

ゼロシナリオを選びます。

●全国の原発を、なるべく早く廃炉にしてほしい。
子孫に子どもたちに、これ以上核のゴミを残してはいけない。

●「安全な原発」はあり得ない。
事故が起きたら地獄。
事故が起きなくても、そのウランはどこから来て、どこへ行くのかを考えると、汚染なしに稼働することはできないはず。

●プルサーマルはもってのほか。
「リサイクル」「二酸化炭素を出さないクリーンエネルギー」という言葉を使っても、最終的に核のゴミを地中に埋めて、子孫に残すだけではないか。
今もそのゴミを出し続けていて、そのために莫大な税金が使われている。早く止めなければいけない。

●独占状態の電気事業の見直しを。
多様な電力（地域分散型エネルギー供給）が発展するしくみを作ってほしい。
税金は「安全な原発」を作るためでなく、自然エネルギー推進のために使ってほしい。

★「子孫に核のゴミを残す原発」に反対です。

・・・私が使っている電気。そのための原発。福島をはじめ原発のある街、原発が建てられようとしている街の方々に、申し訳ない気持ちもあります。
だからこそ、ゼロシナリオを選びます。

34226 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発ゼロシナリオを選択します。

１．事故が起きた場合の危険性
　先の震災のような地震、津波で、事故が再度おきる確率は、高くは無いかもしれません。しかし、万一起きた場合の代償は計り知れないほどであることを今回日本人は学んだはずです。それ
でも原発を維持、稼働させるという選択はできないと考えます。

２．使用済み核燃料の処分
　使用済み核燃料の最終処分場も決まっておらず、現状でも置き場所に困っている状況を考えると、これ以上、原発を稼働させて使用済み核燃料を増やすことは到底考えられません。

３．技術開発の促進
　確かに発電を化石燃料に依存するとCO2増加の問題があります。しかしこうした問題の解決や、再生可能エネルギーの技術開発に国を挙げて取り組めば、新しい産業を生み出す可能性もあ
ります。
人口光合成の開発や、シェールガスの採掘、太陽光発電の高効率化、蓄電の高効率化など、ゼロシナリオを目指すと宣言するから技術開発も促進されるはずと考えます。

以上です。
34227 個人 会社員・

公務員
６０代 男性 2030年のエネルギーの原発依存度は、当面「15シナ

リオ」が限界でしょう。
ただし、更にその先のエネルギーは、原発依存度を限
りなく０に近づける施策とすることを期待しておりま
す。

今回の福島第一原発の事故は、人災によるものと考えております。
技術屋でしたら過去の事例から、可能性として想定できる事故には、対策を考えるものです。今回は大きな津波を想定した担当者も居たと聞いてます。
それを怠ったのは危機管理が不十分と言わざるを得ません。原発を残すといつの日かのど元を過ぎてしまい、また事故が起きることになるでしょう。したがって将来は原発は０にすることを期待
しております。自宅に帰れない人の暗い顔を見るたびに痛感します。ただ、今すぐに原発０には出来ないので、代替エネルギーの開発に国を挙げて力を注ぐことを期待しております。その際、危
機管理も合わせて対策することを切望します。

34228 個人 会社員・
公務員

５０代 私はゼロシナリオを支持しますが、詳細には、「大飯原発３・４号機は再稼働してしまったが、再び停めて、2030年を待たず、本年中の原発ゼロを図るべき」ということになります。

気温が高く推移している今夏の全国の電力需給の現状をみても、産業、民生、運輸全部門の節電努力のもと、原発稼働がゼロであったとしても、電力供給は足りているといえます。

問題は、過渡期における化石燃料依存度の一時的上昇によるコスト高、負担増です。さらには、電力会社の経営破綻の懸念とその影響の負担は現実的な課題となってきます。それを地震活動
期の日本における致命的な危険回避のための保険料と理解するか、負担軽減のために原発の限定再稼働を許容するのか。
私は、前者の危険回避保険料と考えて負担したく思います。
日本人共通の社会生活・経済基盤の安全性はすでに昨年の福島第一原発事故で相当なダメージを被りました。そして再度の巨大震災・原発事故でさらに大きく損なうことのないよう、被災者の
負担軽減は図りながら、苦しくとも、広く社会全体で負担増を分かち合う必要があると考えます。そして、イノベーションはこうした苦境から生まれると信じます。

どのシナリオも実現の前提条件というものを持っていますが、それらが各々どの程度可能なのかを評価することが、シナリオ選択の際には重要です。

ゼロシナリオ以外のシナリオは、現行の原発がほとんど稼働ゼロに近い現状から次々に再稼働させ、さらに過去実現したことのない８０％とか９０％などという高稼働率まで向上させていくこと、
もしくは原発の新増設を実施することが実現のための方策となっています。そして、それには「安全の確保」「原子力及び原子力行政に対する国民の強固な信認」が前提となるとしています。

福島第一原発事故以降のこの１年５ヶ月程、原子力安全規制への信任回復が重要であった時期はない筈です。しかし、それに失敗していることを考えれば、ゼロシナリオ以外のシナリオの前
提条件は成立しがたい、よって無理だと判断せざるを得ません。

具体的には、事故発生以後、原子力安全行政や電力会社に対する国民からの信任は地に落ちていますが、この間、それを回復するための努力の成果は表れず、逆に普段大人しい日本人が
大規模な抗議デモを毎週のように繰り広げるなど、不信は増大する一方であるのが現実です。

上記理由以外にも、
・福島第一原発事故調査を終えての行政、電力会社の反省と責任処分の総括
・後の世代に対する倫理問題
・放射性廃棄物処分負担をこれ以上増やさない方策
・被ばく労働への厳しい監視と対策
・再稼働原発のみならず停止中原子炉や関連諸設備・施設等を対象に、大規模
な太陽フレアやその他自然災害、テロや人工的な事故等による、バックアッ
プを含めた電源や取水の同時停止、要員確保等の対策
・重大事故（場合によっては数千万人影響）発生時の住民避難計画策定と訓練
実施、国際連携ルールの確立
・政府・自治体によるリスクコミュニケーションの具体的改善
などについて、新しい原子力規制行政組織による徹底的な対策追求や、民主主義による決定プロセス、三権それぞれによる責任追及が未実現であるという理由で、ゼロシナリオ以外のシナリ
オには反対です。

経済影響分析については、化石燃料の種類別価格、為替レートの見込みが外れれば、参考になりません。再生可能エネルギー産業の勃興による雇用への影響などの説明も不十分です。特に
民生部門を中心に膨脹してきたエネルギー消費は、今回試算の１０％削減想定以上に削減余地がある部分です。また、経済成長率を「慎重」としていますが、人口減少社会に突入し労働人口
も減少していく現実のなかでは、まだ楽観的過ぎると考えられます。
マクロ経済モデルによる分析予測が政策立案上、過去優れた実績を上げてきたということは寡聞にして知りません。

過渡期の電力料金コスト増による、製造業の海外移転、国内空洞化についての懸念については、海外移転リスクを軽視しすぎです。そう安易には起こりません。海外移転は、為替レートの短
期、中長期の変動、移転先のカントリーリスク（電力をはじめとするインフラ、労働、災害、政策、税制等の諸環境）が複合的に絡む問題です。昨年の韓国、つい最近のインドの大停電、昨年のタ
イの大洪水は記憶に新しいところです。

エネルギー安全保障の観点では、中東情勢など国際情勢に振り回されないようにするためにも原発は必要だ、という主張に反対です。
再生可能エネルギー普及加速と、過渡期のメタンハイドレード利用促進よる自給率急上昇を図っていくことを、明治時代の「富国強兵」と同様に、強固な国家戦略として位置づけ、促進していく
べきです。

ウランや化石燃料は有限な資源が故に、需給関係から将来的な価格上昇が国際的に確実視されています。ゆえに再生可能エネルギーへの転換は、そうした資源の輸入国では緊急かつ不可
避な課題で、日本も含まれます。

エネルギー分野における国際貢献や人材育成については、従来のように原子力の推進を中心にするのではなく、
・事故対策（原発保有国への事故抑止支援）
・廃炉技術や管理プロセスコンサルテーション
・再生可能エネルギー産業の人材育成、技術移転
・高レベル放射性廃棄物の処理技術研究開発
を中心に転換を図ることが可能です。
原子力工学分野では、核種転換法の研究開発は、世界中の高レベル廃棄物安全処理という難問に挑戦し、人類の幸福に直接貢献できます。悲惨な事故を体験した当事国という日本の特殊な
立場が、各国からの信頼の裏付けになります。

以上

男性 1.ゼロシナリオ　を支持いたします。



34229 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオに賛同する。 福島の事故は全然終息なんかしていない。４号機の使用済み核燃料プールが崩壊したらいったい日本はどうなるんだ。私は原発が怖い。大切なものを失いたくはない。だから、こんなに怖いも
のは即刻止めるべきだと思う。
機械は故障するものだし、人間は操作を間違うものだ。だから、どんな機械でも使っていれば事故は起こりうる。それでも人は何らかのメリットがあるから機械を使う。しかし、原発事故が引き起
こす損害は桁外れに大きい。何らかのメリットがあったとしても（それは一部の人間にとってのものなのかもしれないが）使うべきではない。危険すぎる。
どのシナリオがいいかは、結局のところ、ここの価値判断によるのだろう。だからこそ、政府や電力会社にはありのままの正確な情報開示を望みたい。
また、処理方法が確立されていないのに放射性廃棄物を出し続けるのは、これからの世代に対して無責任すぎる。自分たちさえ良ければなどという考えは卑怯である。

34230 個人 その他 ４０代 女性 国の第一の使命は まず子供達を守るべきです。
まず最初に福島の子供達＆これから子供を産む女性を即刻
疎開させるべきです。
改正された考えられない様な基準値の基多くの子供達が被爆させられ続けています。親達が子供を安心した環境で育てられない国なんて…考えられません。

再稼働より何よりも今やるべき事は未だ漏れ続けている放射能をどうやって
停めるか。崩壊寸前の４号機を一刻も早くどうにかして下さい。

国は生活な情報をしっかりと国民に伝えるべきです。

34231 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ０％！！！！ 放射能で死にたくありません

34232 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 2030 年のエネルギー・環境に関する３つ選択肢につ
いては原発が全電気エネルギーに占める割合はゼロ
シナリオの選択がいいと思います。

かねてから、私たちは温室効果ガスの環境への悪影響の恐れから、原子力による発電は環境負荷が少ないと思ってきました。
しかし、２０１１年３月の福島の事故により、原発でひとたび事故が起こるともはや現在の日本の力では現実的には収束不可能であることを思い知りました。
ゆえに、原発事故被害に遭った人の心に残る放射能への恐怖心も含めて、少なくともすべての国民から福島の事故の影響が消え去り、もとの生活が戻るまでは、日本のエネルギー政策に原
発は１基たりともありえない選択と考えます。

原発ゼロへのビジョンとして
かつて日本は太陽光など自然エネルギーの利用において、世界的にもトップの座をしめていましたが、現在ではかなりの遅れをとっています。
しかし、日本の技術力を侮るべきではないと思います。
そもそも電気は、消費地に届くまでに遠い距離を送電されなければならず、そのために多大な送電ロスがあります。これを回避するためには、発電施設と消費地をできるだけ小さなエリアにまと
め、その地域にマッチした発電方法を採用するのがよいと思います。
そうすることにより、更に新たな技術が開発される可能性もある上に、新たな産業や雇用が生まれるという付加価値も期待できると思います。

34233 個人 その他 ４０代 男性 全原発をただちに廃炉にすべきです。日本のような地
震頻発国における原発の運転は自殺行為です。また
現代人が危険な核のゴミを排出する権利などありま
せん。全原発を廃炉にしても、電力は足りています。

全原発をただちに廃炉にすべきです。日本のような地震頻発国における原発の運転は自殺行為です。日本国民の生命と財産を守る為には、原発は絶対に反対です。ひとたび原発事故が起き
れば、誰が政権を担おうとも責任など取れません。現にフクシマ原発事故で現民主党政権および国会は広範な被爆者に対して事実上の無視無策を続けています。極めて少数の限られた住民
しか損害を補償していません。二度とこのような悲劇を繰り返してはなりません。
さらに、原発の運転によって排出される、どうしようもなく危険な核廃棄物の処理方法も未だに決まっていません。現代人が未来の人類や生物にこのような危険なゴミを押し付ける権利などあり
ません。
全原発を廃炉にしたとしても、すでに電力は足りているのだから、あとは電力会社の経営問題と原発立地自治体の財政問題を解決するだけ。一部の既得権者を守る為に、広く国民に高いリス
クを負わせるのは理不尽です。いわゆる電源３法を改正して、電力会社と地元自治体が困らないような特別時限立法を考えればいいのです。
二酸化炭素による地球温暖化説は、地球温暖化データの捏造問題により事実上破綻しています。したがって、当面は安全で安価で発電効率のすぐれたガス火力発電を主力にして、燃料電池
（エネファーム）と自然エネルギーを徐々に普及させれば問題ありません。

34234 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 １のゼロシナリオを選択します。 ２、３の選択肢とも、原発の再処理をし続けなければならないため、絶対に反対です。

34236 個人 その他 ６０代 男性 　安全、安心な社会、それが何よりも国の第一、一旦
事故が起きれば制御不能に陥る危険な原発から撤退
を

　第二、第三の原発事故が起きれば日本は滅亡だ。地震列島の上に配管だらけの原発を置くことは、危険この上ない。電力エネルギーについては、一般に節電、
強力な新規エネルギー開発誘導をすすめる。原発をとめて、廃止へ向かう決断をしてこそ、一部の利益の為にしかならない今の電力産業を変革し国を挙げての「安全、安心」の国作りに進める
と思う。

34237 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ３シナリオの中では「２０～２５シナリオ」を支持する
が、３シナリオとも家庭、企業への悪影響が大きく、新
たなシナリオを提示すべきである。

中長期的に原発依存度を可能な限り減らすことに異論はないが、原発比率だけを議論することには違和感を覚える。実現可能性や国民負担の視点から見直しが必要であると考える。国民生
活を守るため、一定の原子力発電を維持することで経済成長や安定的なエネルギーを確保し、かつ、温暖化対策にも繋がる新たなシナリオを提示していただきたい。

34238 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロ推進 環境派が言う何がなんでも原発ゼロではありません。多少柔軟性はあります。凋落する日本国力の未来は、このままですと大変暗いです。そこで原発ゼロ
推進を契機に、未来の為の国家プロジェクトとして日本グランドデザイン国民
会議を立ち上げ国民意識改革を盛り上げる。ますます問題が膨張、拡大する
地球に対して提案型のニューモデル国家を目指す。日本はあらゆる点で曲がり角にあります。ほとんどの国民が認識しています。具体的テーマがあれば国民
はチャレンジします、そのきっかけを原発ゼロ推進です。

34239 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギーの原発比率を2030年に0％のシナリオをの
ぞみます。

福島の事故において失ったものはあまりにも大きいが、唯一得たことがあるとすれば、少なくともこの地震多発国において原発を続けていくことのリスクの途方もなさ、これに尽きます。何事にお
いても安全ゼロを確約するものはないかもしれませんが、事故が起こったときに被災者を助けることも出来ない（福島、ならびに国内における被曝の被害は確定されていないし、現状、この先に
おいて確定されることもないんでしょう）、そんな原子力から脱却するエネルギー論に世界に先駆けて今すぐ取り掛かればよいではないですか。

34240 個人 その他 ６０代 男性 原発依存はゼロにすべきだ。
ゼロでなければ１５でも１００でも違いはない。原発に
回していた資金資源を再生エネルギーの開発に回し
新産業の興し、原発に依存しない世界のリーダーた
れ。最終処分場を決めよ。

原発依存はゼロにすべきだ。
電力会社は「原発は国策」を御旗に無理難題を通し、安全神話を築き上げ原発を稼働してきた。ドンドン使えドンドン使えとオール電化を推進した。電気自動車・家電の大型化・過剰ともいえる
照明使用など原発の功績だ。
福島原発事故は、安全神話はなかったことを白日にさらした。事故は起きるものと全国民が知った。核は暴走が起きればコントロールが難しく、放出された放射性物質の回収、減量・消滅が今
の人智では不可能なこと、広範囲でたくさんの人が故郷を離れさせられ、命を落とした。現場で働く人々はこれから収束するまで被曝させられるのだ。緊急時に定められた高被曝量上限を超え
る人ばかりになろう。「赤紙」を発行して従事者をかき集める事態になることさえ懸念される。原発収束突撃隊だ。
１５％と２０～２５％がどんな違いがあるというのか。ゼロでなければ１５でも１００でも違いはない。稼働すれば、事故の可能性はなくならない。
原発を認めるなら、地球温暖化対策をアピールし１００％に近い方が最善といえばよい。
原発を稼働するなら現世代が責任をもって最終処分場を決めてからだ。今までのように後世代へ回すことはやめるべきだ。
全世界が将来の日本のエネルギーの選択を見守っていることだろう。世界から原発をなくす先頭に立つ義務がある。
再生エネルギーは課題もある。風力発電は景観的には好ましくないと思っていた。鳥にとっては危険だ。地熱発電も環境を変えるとの指摘もある。天候の影響を受けることは周知だ。
原発関連に回していた資金、資源を再生エネルギー開発研究に回し、新しいエネルギー産業を興し世界に広め、原発に依存しない世界作りの先頭に立つ国となろう。
原発の「ローコスト」を経済競争の言い訳に使うな。原発と劣悪条件の非正規労働者を使わない経済競争の原理を国連で宣言するリーダーたれ。

34241 個人 法人等 ４０代 男性 エネルギー、電力は水と同様ライフライン。量的、価格
的な安定供給が不可欠。原発維持の20-25シナリオを
決断することが必要。省エネ、再エネは、原発比率と
同様、理想ではなく現実に根差す選択肢も示すべき。

我々の生活は、エネルギーや電気があるからこそ成り立っている。「ライフライン」と言ったときに、そこに水道と並んで電気やガスが含まれるのも、人の生死に係る、まさに生活に欠かせないも
のだからこそである。したがって、エネルギー政策の議論は、先ず、最低限、生活を維持すること、生活を守ること、そのためのライフラインについて、安定的な供給を確保することが出発点でな
ければならない。「安定的」の要素には、量的な安定は勿論、価格的な安定も欠かせない。例えば、水道料金が2倍になったら我々の生活はどうなるだろうか。エネルギーや電力は、水と同じ視
点で考えなければならないテーマである。
量的な安定と価格的な安定を確保するにはどうすべきか。特に日本は省資源国であり、化石燃料は全面的に輸入に依存している。まず考えるべきはリスク分散であり、分散させるということ
は、言葉を換えれば多様性を確保することである。このように考えていけば、一定程度の原発比率は確保せざるを得ないのではないか。
勿論、原発については、安全性の確保という大きな問題がある。ここについては、人材や技術でしか解決の道は無い。ただし、人材や技術は、「もうやめた」ところからは発展しない。これからも
原発が必要であることを明確にし、国家をあげて人材育成、技術開発に取り組み、安全性を高めていくしかない。日本が取るべきシナリオは、「20~25シナリオ」であると考える。
ただし、このシナリオにも全面的に賛成はできない。他のシナリオに比べれば幾分マシとはいえ、電気料金が何故こんなに上昇するのか。政府ホームページ、更にリンク先の研究機関の資料も
一通り読んだが、その原因は、明らかに省エネと再生可能エネルギーである。ここへの期待値が高過ぎる。これは現実ではなく理想を描いていると言わざるを得ない。しかも、今回のシナリオ
は、原発比率については選択肢になっているものの、省エネや再生可能エネルギー比率については選ぶ余地がない。どれか一つシナリオを選べば、自動的にそこに含まれる省エネや再エネま
で同意されたこととされるのであれば、国民を欺く行為である。
省エネは否定しない。冷蔵庫やエアコンや自動車を動かす時に、同じ効果を少ないエネルギーで得られるならばそれに越したことはない。ただしそれは、費用対効果を踏まえた上でのことであ
る。再生エネも然り。それ自体は、純国産エネルギーであり、エネルギー多様性の確保のためにも良いことだと思う。しかし、生活を危うくしてまで、すなわちライフラインのコストを大幅に上昇さ
せてまで太陽光パネルを付けなければならないのか（そもそもその投資コストも莫大）。
省エネや再エネに熱心な人がいる。そういう人たちは、尊敬に値するような努力をしているのかもしれない。しかし、宗教家が自らの信念に殉じて、理想追求のため、厳しい修行をするのは勝手
であるが、信者ではない人間にまでその理想を押し付け、追求を強いることは止めてもらいたい。残念ながら、理想だけでは生活ができない人の方が多いというのが現実である。エネルギー政
策のようにライフライン、生活そのものにかかわる政策は、理想ではなく現実に根差したものとするべきである。
最後に政府にお願いしたいのは、省エネや再エネについても、原発比率と同じように、いくつかの選択肢を示してもらいたいということ。目一杯省エネや再エネを織り込んだ修験者向きの選択肢
だけではなく、ライフラインについて量的にも価格的にも心配しなくて済むような一般向けの選択肢を。

34242 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ０％にすべきです。 福島第一原子力発電所事故原因究明がまだなされていない上に、放射能汚染をコントロールできない状況では無理でしょう。
経済優先より住民生活の安全が第一と考えます。

34243 個人 その他 ３０代 女性 原発は０％、つまり、無しで進めていくことに賛成で
す。現存してしまっている原発は止めて、時間がか
かっても廃炉に、そして新たな原発の建設は全く必要
ないと考えます。

原発事故以来、様々な情報が交差していますが、どの情報が絶対的に正しいかは解りかねます。ただ、放射能の害が目に見えず、しかも未だ計り知れないことは明白ですので、「”とりあえず”
”今のところは” そんなに大きな心配は”無さそう”」というような”憶測”で、原発を再稼働させるのは間違ってると思います。そしてそれが、電気が足りなくなるような事態に備えてのことであれ
ば、尚更です。電気は今の時点で相当無駄に使われている部分が多いですし、今の国民の生活スタイルや価値観そのものの見直しをしていかないと、これからの日本や世界は崩壊の道から
逃れられません。電気の販売システムそのものの見直し（自由競争）、自然エネルギーの活用をもっと推進していくべきです。又、自然エネルギーの名の下に、公共事業で自然をどんどん破壊し
て、その土地に根付いた生活をしている人達の生活を変えてしまうようなやり方でなく、どんな方法で自然エネルギー化を実現させていくかも含め、住民同士・住民と公が十分な議論・検討を重
ねていくことで、互いにより納得のいく案に辿り着けるだけでなく、これからの人と人との繋がり・ネットワーク作りにも役に立ち、よりよい未来に繋がると考えます。様々な計画を公共機関が勝手
に推し進めることは、原発問題のみならず、これからの代替エネルギーの開発や計画実現に、最も大きな障害になるでしょう。国民の声をもっと聞き入れて物事を進めるべきだと思います！

34244 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年までに原発ゼロシナリオを選択します。 福島原発事故の甚大な被害を見れば、原発を維持する選択肢は考えられません。
活断層の真上に作られた原発も多々あるなか、今日本列島は地震の大活動期に入っており、10年以内に過酷事故が再び起こる可能性があるといいます。明日起こるかもしれないのです。
電気が足りないのではなく、経済の為に原発を動かすなどこれほど命を軽視した政治があるでしょうか。原発再稼働は絶対に許せません。

全原発の速やかな停止と廃炉の決定、再稼働手続きの即時中止、新たな原発建設計画の中止、再処理事業からの撤退、そして原発事故被害者の救済を切に望みます。

2030年までになるべく速やかに原発ゼロ、もんじゅは即廃炉に、太陽光、地熱、小水力、風力等の再生可能エネルギーの取組を進めるよう望みます。

３つしかない選択の中では「2030年原発ゼロシナリ
オ」を選択しますが、即刻廃炉すべきです。

女性４０代自営業個人34235 日本は環太平洋火山帯に属し、世界で最も地震が多い地域です。
従って、連動して起きる津波も「想定外」はありません。
特に近年では、4000ガルというような常識を超えるレベルになっていることは広く一般に知られていることです。
活断層による地割れが起きれば、これに耐え得る構造物はありません。
つまり、地震の少ない欧州のような段階的廃炉の選択肢というのは、この日本にはあり得ないのです。

また原発のコストの高さはすでに「原子力のコスト(岩波新書)」などで立証済です。
従って、経済性や国際競争力からは原発を選択することはできません。
日本政府は、未来の子どもの命を天秤にかけてまで、経済性を追求したいのでしょうか？

省エネや自然エネルギーに対しても、「経済的負担が大きくなる」としていますが、わずか数年の電気料金で取り戻せるのに、なぜ「負担が大きい」と嘘を公言するのでしょう。
自然エネルギーは燃料費が不要であるのに、ランニングコストを全く考慮していないことはどのように説明するのでしょうか。

電源構成はピーク瞬時の電気需要に対して構成されます。
したがってピーク瞬時の需要を下げれば電力供給量は十分足りるのに、年間電力消費量で考えることは実に愚かです。
ピーク時の料金を数倍高くする仕組みを採用すれば、賢い産業界は創意工夫を凝らして節電に取り組むことになり、ピーク時の消費を下げられます。
電源構成は瞬時の対応ですから、その点から考え直すべきです。

以上により、原発に依存する必然性は全くなく、逆に動かすことのリスクは
限りなく高いため、即時のゼロシナリオを求めます。

日本という国は、風土が人と産業を育んでいます。
海の幸・山の幸に恵まれた本物の豊かさが、伝統文化やスポーツを育んできました。
産業、スポーツ、教育と各方面に人間性が豊かに花開いている国が日本です。
そして、これほど命が豊かに花開くのは、その根底に美しい水の循環があるからです。美しい水の循環が「まほろば」（豊かで美しい場所）をつくります。

それを根底から奪い去るのが放射能汚染です。

東北沖地震は、その恐ろしさをまざまざと見せてくれました。

好きな国だからこそ、私たちを育んでくれたこの風土を、国民は自らの手で守りたい、と本気で願っているのです。

以上



34245 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 2030年までのシナリオ
　１）0％　：明確な廃絶に向けたシナリオ

私は、１）案を支持します。
　

何故なら、
福島の原発事故を契機として、原発の安全神話が崩れ、原発の抱える様々な問題点を知るや否や、原発は最終処理技術が未だ確立されていない無責任なエネルギ－であることを知り得たか
らです。

今後は日本のみならず世界的にも放射性物質を排出し続け、結果として使用済み核燃料が飛躍的に増大して行く事が予想されます。その処理を一体どうして行くつもりなのか？今のところは
結局地中深く埋めておくしか方法がないのである。

地球も生き物である。今後、何百年先・何千年先の間には自然現象として地球的規模の地震が起ると考えるのが妥当である。そんな時、地中深く埋め置いた放射性物質を排出し続ける使用済
み核燃料が地中に漏れ、地下水脈に流れ入ったり地表に漏れ出したら・・・等を考えると地球と地球上で生を営む総ての生物の危機である。

私は、「今地球で生きている生物だけが豊かで便利であればそれで良い・・・」とはとても割り切れない人間である。
原発事故の洗礼を受け文明の転換期に向かっている我々日本人は、原発に象徴されるエネルギ－の使い放題・便利さ・豊かさを中心に求めて来た生活にはこの辺りで見切りをつけ、「足るを
知る」生活への見直しと、人間中心主義から脱却し自然と調和した生活スタイルを自覚すべきが正に今であると考えます。

個人的には昨年８月に太陽光発電を設備し、太陽光エネルギ－の偉大さ・素晴らしさにに感謝しております。

34246 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成します。
地震大国の日本でこれ以上原発に依存することは避
けるべきだと思います。

人類や自然環境と相容れない（自然環境や植物連鎖を破壊させてしまう）物質であるプルトニウムをこれ以上つくり続けることは、核廃棄物の安全な処理方法を見つけることが困難である以
上、原子力に頼ることを断念せざるを得ないと言うのが根本的な理由です。
　土作りや農産、漁業に携わる人々は安全な自然がなければ生産も安心して出来ません。今回の福島の原発事故では土地や海が放射能物質に汚染されてしまい、取り返しのつかない事態と
なってしまいました。
　我々にいのちの恵みを与えてくれる自然を放射能物質で決して汚染させてはいけない、これから命をはぐくんでいこうと巣立っていく子どもたちがこれからも事故が決してないとは言えない状
況の中で生きていかなければならないのかと思う時、もう原子力に頼ってはいけない、いまこそ日本は原子力に頼らない道を模索しなければならないと強く思います。

34247 個人 無職 ７０代 男性 日本経済の向上、地球温暖化対策の観点から、今後
５０年の間、原発割合３０％継続維持を提唱します。そ
の間に、原発、火力発電に代わりえる安定電源を開
発するということです。

今後のエネルギー政策（原発割合三つの選択肢）について
　私は、以下の理由から今後５０年の間、原発の新増設を行いながら、３０％継続維持を提唱します。政府が示した選択肢にはないので、あえて選べば２０～２５％になります。
　２０１０年の原発割合２６％は、景気、経済が低迷している時の数字です。
　私は、日本はエネルギー関連でふたつの課題を抱えていると考えています。ひとつは経済の向上であり、ふたつは地球温暖化対策の着実な推進です。
　経済の向上には質の良い電力の安定供給が欠かせません。現段階で考えられるのは火力発電と原発です。
　東電福島第一原発事故以降、日本の原発が停止したことで、電力の安定供給が懸念され、他にも要因はありますが、日本企業の海外移転現象が起きています。これは国内の雇用の減少を
促し、経済の向上を阻害することになります。
　また、火力発電の燃料は、日本ではほとんど産出されないので、輸入に頼ることになります。その費用は莫大な額になり、貿易収支を悪化させ、日本経済向上の妨げになります。シェールガス
に期待する声がありますが、タダで輸入はできません。日本の排他的経済水域内におけるメタンハイドレートの採取を経済的に行えるようになるのは、何年先でしょうか。
　さらに、安定性を向上させるため、揚水発電の増強、全国規模での電力融通を可能にする送電網に拡充、周波数変換施設の充実が必要ですが、これには資金と時間がかかります。
　温暖化対策では、火力発電を減らす必要があります。日本は温室効果ガスを２０２０年までに９０年比で２５％削減という国際公約をしていることもあり、ここまで温暖化を進めてきた先進国の
一員として、２５％削減はともかく、温室効果ガスの削減を着実に進めていくことは、国際的な責任です。
　太陽光、風力、地熱、海洋エネルギーなどの自然エネルギーの開発・導入を大いに進めればよい。しかし、いずれも欲しいときに手に入るというものではありません。火力発電に代わりえる安
定電源は原発以外に何があるでしょうか。
　したがって私は、今後５０年の間、既存原発を４０年（延長しても６０年）で廃炉にしつつ、新増設をしながら原発割合３０％程度を維持し、その間に原発、火力発電に代わりえる安定電源を開発
してめどのついたものから導入していき、長期的には原発ゼロを目指すことを提唱します。開発が早く進めば、それだけ早く原発ゼロに進み、遅れればゼロも遅れることを覚悟するということで
す。
　核燃料サイクルについては、まず、高速増殖炉「もんじゅ」に開発はやめる。原子炉の持つ潜在的な危険性のほかに、ナトリウムの取り扱いの難しさがあるからです。
　そのうえで、使用済核燃料の再処理については、将来のウランの量によります。
　文献によれば、低価格で採掘可能なウラン資源の量は、今後５０年に限ってもかなりの量があるとされています。だとすれば、再処理はやめて乾式貯蔵後、直接処分するべきです。
　逆に、ウランの量が十分でなければ、再処理してプルトニウムを抽出し、プルサーマルとして原発で使うことになります。プルサーマルに必要な量だけ再処理し、残りの使用済核燃料は乾式貯
蔵後、直接処分することになります。
以上
　

34248 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は今すぐ全廃してください。 ●事故が起きた場合に市民が被るリスクがあまりに大きい。
　放射能汚染のリスクは、電力不足のリスクとは別の次元の話で、
　電力不足問題を盾にして再稼働を迫るのは問題のすり替えである。

●原発にこだわらなくて良い理由として、
　原発以降に開発された正しく安全でクリーンな発電方法は多くある。
　また現在でも火力発電だけでまかなえるという説を、
　電力会社は覆しもせずに原発再稼働を訴えており、単なる意固地であるように映る。

●使用済みウランなど燃料の処理方法が世界的に確立していない。
　これを後世に残していくのはあまりに無責任。
（電力の問題ではないという理由はここにもある。）

●放射能の危険性に対して、原発の技術はあまりに不完全なものである。
　稼働させるだけで作業員の被曝が避けられないという側面はあまり報道すらされないが、
　あまりに酷いと思う。稼働すれば、今後も被爆者が増え続ける事実はもっと公表されるべき。

●原発が立地周辺の経済を支えているから、という声もあるが、
　本当は電力会社や重電企業など、原発の製造や維持に関わる企業からの反発であると思う。

●政府は原子力政策を自ら否定すれば、これまでに費やした資金などの責任を負うことになること、また過去に原発に関与した政治家たちの面子を守るために、どうしても原発をやめると言え
ないだけではないか。

●地震の多い立地条件を考えても、日本に建設するのは無謀である。

●もんじゅなど、役に立つ見通しの立たない施設に年間5000億円もの浪費をやめれば、
　太陽光などの次世代エネルギーの開発にかなりの税金を使えるはず。
　原発への固執は技術革新の妨げにもなっていると思う。

34249 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロを進め、省エネ・自然エネルギー利用技術で
世界一を目指す。

今回の福島原発の水素爆発映像を見て背筋が震えたことを思い出します。
旧・動燃のコンピュータシステムにＳＥとして１０年以上関わっていたこともあり、原子力の基礎知識はありました。そのため余計に恐怖を感じました。
まさか日本で炉心溶融がおこるとはまったく思いもしませんでした。
日本の技術を信じていました、福島以前は。

今回の事故は、たまたま風向きが東京には好都合でしたが「もし東京に向かって風が吹いていて、たまたま東京で雨が降っていたら」、想像するだけで恐ろしいです。

事故後、日本の原発について改めて考え、原発は早急に全て廃炉にすべきと思いました。理由を以下に述べます。
１．地震国日本に本当に安全な原発立地はあるのか考えると、ないと思います。既設原発の場所も巨大地震に対してはリスクがあると思います。
２．高レベル放射性廃棄物の最終処分場がないのにこのまま原発を稼働させてはいけないと思います。１．と同様の理由で日本国内に安全な処分場立地はないと思います。とはいえ福島の廃
棄物と廃炉による廃棄物をどう処理するのか早急に決めてください。
３．但しこの国難はチャンスでもあると思います。戦後電子立国として発展した日本です。今後は国策として省エネ・自然エネルギー利用技術で世界一を目指してください。
４．技術が確立するまでは多少のＣＯ２増加は、外交で上手に立ち回ってください。但し石炭からＬＮＧへの転換等ＣＯ２削減は早急に進めてください。

将来の日本国民にツケを廻さないでください。そのために大きな我慢する覚悟はあります。そのためにも情報は隠さないでください。東電のような発表のしかたは不信感だけがつのります。

どうか宜しくお願いいたします。

34251 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原子力災害を二度と起こさないために世界の英知を
集めた安全性の継続的向上を図りつつ、エネルギー
安全保障と地球温暖化防止等の幅広い観点から、原
子力技術の優れた特性を人類のために最大限活用
すべきです。

・原子力エネルギーは膨大なエネルギー源として利用することができます。人類は、原子力エネルギーを大量破壊兵器として利用したことの反省に立ち、生活を豊かにするエネルギー源として
平和利用を推進してきました。資源に恵まれない我が国も、科学技術の力によってそのエネルギーを手にすべく、長年にわたり原子力の研究、開発利用を進めてきました。
・特にオイルショック以降、供給セキュリティ確保の観点から化石燃料への依存を減らしエネルギーのベストミックスを達成するという政策目標に基づき原子力の導入が積極的に進められ、近年
は、地球温暖化への有効性から国際的に利用拡大が進みつつありました。そのような中、深刻な放射能汚染を伴う原子力災害が発生し、地元の方々の生活と環境を破壊するという取り返しの
つかない事態を招きました。
・日本原子力学会（以下、本会）は、原子力の専門家集団として、東京電力福島第一原子力発電所事故を防ぎえなかったことを深く反省し、二度とこのような事態を引き起こさないとの思いで活
動を行っています。本会では事故発生以来、専門家としての視点で事故の事象やその原因、影響等について分析調査を行うとともに、福島県の現地において除染活動に関するアドバイスや放
射線の健康影響に関する情報を提供してきました。このたび、これらの活動をベースに、本会の総力を挙げた取組みとして「事故調査委員会」を立ち上げ、専門的な視点から調査を開始しまし
た。
・さらに原子力の安全性の検証と併せ、今何より求められている福島の環境修復の道筋を示し、いまだ避難を余儀なくされている多くの地元の方々の生活再建の見通しを立てることが必要で
す。本会は、このような問題の深刻さと喫緊性を痛感しており、「福島特別プロジェクト」を発足させ、組織的に、除染等への取組みの体制を強化しているところです。
・本会は、原子力利用の国際動向を踏まえ、これまで以上に原子力安全利用に向けた国際的な活動を推進していきます。特に、今回の事故に関して、その発生の原因や災害の影響を専門的
に明らかにし、安全性向上のための対策を含めて世界に発信することで、将来における原子力災害防止に貢献すると共に、原子力が人類にとって有益なエネルギー源の一つとして活用される
ように、原子力の安全利用に向けた国際的な取組みに積極的に関わっていきます。
・今回の選択肢は、日本において2030年時点でどのレベルの原子力依存度を目指すかを巡るものですが、その検討に際し、国民の多くが原子力に対し拒否反応を示していることは、自然なこ
とではあります。しかし、それだけで将来のエネルギー選択がなされていいのでしょうか。国際的な視野で、原子力技術のリスクと優れた特性の両面を正しく捉えての選択が必要です。「シナリオ
を検証するにあたり踏まえるべき視点」で述べられているように、エネルギー安全保障の強化、地球温暖化問題解決への貢献、コストの抑制、空洞化防止、といった幅広い視点を含めた検討が
不可欠です。原子力学会は原子力の技術基盤を維持し、安全性の確保とその継続的向上を図り、原子力技術の優れた特性を最大限活用していくことを提案します。
・また、エネルギー環境に関する選択肢にかかわらず、現世代の責任として、原子力発電の利用に伴い発生した高レベル廃棄物や使用済み燃料の処分場の選定と建設を国を挙げた実現に向
けて進める必要があります。併せて、今後、順次運転を終了する原子力発電所の廃止措置を円滑に進め、将来世代に負の遺産を残すことのないよう、国、産業界、本会の格段の努力が必要で
あることを自らの決意も込め指摘しておきたいと思います。

34252 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 3つのシナリオから選ぶとすると、(1)の「ゼロシナリオ」
を選択します。
住む場所が無くなってからでは、遅いと思います。

すでに実際に事故が起きている、それによって被害が出ているというのに、稼動し続ける選択肢はあり得ないと思います。

国土を失って、子ども達に負の財産を残してまで、原発を稼動させる理由はどこにもありません。

最低でも2030年までに、（本心は即時）全原発の停止を求めます。

34253 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発の依存度は0％にすべきです。自然エネルギー
へのシフトを急ぐべきです。

福島の原発事故から1年以上がたつが、未だに展望が見えてこない。
使用済み核燃料の処理は、はかりしれない負の遺産として、これからの子どもたちに重くのしかかることがはっきりしています。
すぐに全原発を廃炉にすべきと考えます。

34254 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロを望みます。すぐに全原発を廃炉にしてくだ
さい。また核燃料サイクル政策からも撤退してくださ
い。

いつ大地震が起こっても不思議ではない日本に原発を作ること自体が間違っています。原発事故が起こったらどれほど危機的な状況になるかは、いまだ収束の見込みのない福島原発の事故
が証明しています。
事故が起こらなくとも、核のゴミは増え続け、安全に処分することは不可能で、未来の人々に大きな負担をおしつけることになります。また、原発は、燃料のウランの採掘や原発稼働に被曝労働
が避けられません。底辺労働者に被曝労働を強いるシステムは公正ではありません。
すぐに原発を廃炉にし、六ヶ所再処理工場・「もんじゅ」も閉鎖してください。
今後は、省エネルギーのさらなる推進や、再生可能エネルギーの開発・研究にもっと力を割いていくべきです。

34255 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力エネルギー０％ 子供の将来のために、30年後０％

原発比率をゼロとすべき
原発は事故のリスクを許容できるかで判断すべき
地球環境問題をCO2増加問題に矮小化することは誤
り
原発ゼロシナリオにより新たな産業を生み出していく
ことが日本の将来を開く

男性６０代無職個人34250 　原発比率をゼロとすべきです。

　１の(2)に「エネルギーの選択を行うに当たって重要となる４つの視点」が示されていますが、この各項目について、次のように考えます。

1)　原子力の安全確保
　「事故発生リスクの最小化」等をどんなに進めたとしても、「リスクゼロ」とはなり得ません。これは原子力に限った問題ではなく、どんな技術であっても、その採用に当たっては、最悪の事故が
起きた場合を考え、そのリスクを国として、人類として許容できるかどうかで判断すべきものです。
　最悪の事故は、今想定されている地震、津波だけでなく、火山爆発、隕石落下等の自然災害、戦争、テロ等の人的災害が考えられますが、現在使用されている技術、例えば石油コンビナート
事故等については、その最悪の事態であっても、それ自体が国の存続、人類の存続を危うくなるまでのことは想定されなません。しかし、原子力については、自然災害、人的災害により国の存
続、人類の存続が危うくなる事態が想定されます。
　原理力の研究開発そのものを否定するものではありませんが、その研究開発に当たっては、想定される最大の事態が、国の存続、人類の存続が危うくすることのない規模にとどめるべきで
す。それを超えた規模のものとすることは、「安全神話」に依拠したものとならざるを得ません。

2)　エネルギー安全保障
　世界のエネルギー情勢、エネルギー確保の見通しは不確実ですが、これが原子力の利用によって劇的に改善されるものとは考えられません。従って、これを原子力依存を続けることの根拠と
はできません。むしろ、原発に依存しない再生可能エネルギー等の開発を進めることのほうがエネルギー安全保障に資するものと考えます。

3)　地球環境問題
　地球温暖化については、「地球環境の保護」の一つの要素です。CO2増加による地球環境破壊は確かに大きな問題ですが、世界中が原子力発電に依存した場合、その事故による放射性物
質汚染、原発により生成される放射性物質の処分もまた、地球環境を致命的に破壊するものです。
　現在、中国等で大規模な原発の建設が推進されていますが、ここで一旦事故が起きた場合、放出された放射性物質が偏西風により日本へ降り注ぐことも考えられます。
　原発により生成される放射性廃棄物については、現在保管されているものについてさえも最終処分（現時点では地層処分が有力とされていますが）の方法も場所も確立していません。ゼロシ
ナリオ以外では、今後新たな大量の放射性物質が生成されることとなり、近い将来に、放射性物質による地球環境破壊が大きな問題となってきます。
　地球環境問題をCO2増加問題に矮小化することは誤りです。

4)　コスト
　現在のコスト試算における廃棄物最終処分費用の取扱に疑問があります。具体的な処分地の候補さえも決定しておらず、これを設置できる目処も立っていない段階での廃棄物処分費用の試
算は、試算としての意味を持ちません。
　また、廃炉処分については、発電を行わなくなってから（収入を得られなくなってから）長期にわたり莫大な額の費用が発生することから、民間企業において負担できるのか疑問です。

5)　産業空洞化
　原発比率を急速に低下させた場合、安定的なエネルギー供給を得られないことから産業空洞化が進むのではとの懸念が出されていますが、世界の状況を考えたとき、原発に依存したエネル
ギーによる経済発展は、早晩行き詰まりを迎えることになります。
　むしろ、原発ゼロシナリオを実施することにより、これに対応できる技術開発等を進め、新たな産業を生み出していくことが日本経済の将来を開くものと考えます。



34256 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。

電力需要を大幅に抑えても安心・安全なエネルギーを
選択します。
早く放射能のない日本を目指して、こども達のために
復旧を願いたい。

原発ゼロシナリオを選びます。

福島原発の事故以降、群馬の土地も放射能に汚染され、我が家の芝生も測定すれば、かなりの数値がでて、孫たちに配慮しなければならない状況だ。
原発は絶対安全だとアピールしてきた電力会社の責任は、国を挙げての安全・安心の方針にどう責任をとるのか。
福島原発の事故原因が不明なのに収束宣言、安全対策が未完のちに大飯原発の再稼働とまったく信用ならない政府と電力会社の動向には怒り心頭。
したがって、原発は廃炉・ゼロ以外にない。

34257 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発をゼロにする。 日本は地震大国であり原発自体がそもそも国のエネルギー政策としては不適であるだと考えます。原発が動かなくては電力が足りないというのも嘘であることが今年の夏で分かりました。政府
は今すぐに原発をストップするべきだと思います。

34258 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 選択肢として提示されたむ、3つのシナリオではなく原
子力発電所の即時停止し、原発のない社会を要望し
ます

　富山県内で安全な食品を消費者に流通させている会社、みどり共同購入会です。シナリオの中で選択するなら原発ゼロシナリオですが、シナリオ以外でしたら国内の全原発の即時運転中止
と廃炉にすることを求めます。理由として次の通りです。

1.福島原発事故当時の菅首相が事故によって首都圏が壊滅するという危機感を持ち、その後の事故調査委員会で「最も安全な原発は原発に依存しないこと、脱原発の実現だと確信した。」と
陳述しました。その認識は正しいと考えます。地震が多発している日本で電力会社はもとより国家でさえもコントロールできない破局的な事故を起こす原発は電気を得るだけの発電方法として
はあまりにリスクが大きすぎます。

2.今回の福島第一原発事故では多くの被災者や避難者を生み、貴重な国土が失われました。福島県を始め日本の食料基地である東日本の農・漁業に大きな被害を与えています。放射能で汚
染された土地の原状回復や生産基盤の再生、除染費用、被災者への補償、自治体や民間業者による汚染食品のチェックや測定、外部・内部被ばくに対する補償や医療費用…、こうした損害
(心理的なものも含め)を考えれば、今回の原発事故の損害はどれだけ大きなものでしょうか。

3.原発を運転すると必ず発生するのが放射性廃棄物。最低でも10万年以上たたなければ放射能の影響はないとされているにもかかわらず、原発を動かし続ける。これでは次代を担う若者や、
これから生きる世代に対し責任のとりようがありません。全国に搬入される被災地のガレキで大きな反対運動があります。原発のゴミの受け入れではさらに激しい反対が起こることは必至で、国
民の間に分断と対立が生じるでしょう。原発は原料ウランの採掘から、「過疎」地での立地、被ばくを前提とする労働など「差別」が存在しなければ運転できない発電方法なのです。コストの問題
だけでなく、モラルの問題としてもこうした発電方法を選択することは許されないと考えます。

4.昨年は全原発が止まっていましたが電力不足は起きませんでした。国内でいままで54基も原発が建設されてきましたが、そもそもそんなに原発を作り続けてきたことが異常な事態だったので
はないでしょうか。企業の自家発電などを積極的に活用し省エネを進め、自然エネルギーの普及のために税金の使用方法など根本的に政策を見直すべきです。

34259 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電はすぐにやめて、自然エネルギーを活用
した発電への投資をするべき

原子力発電によるエネルギー供給をすぐにやめて、日本の国土風土にあった自然エネルギー発電技術の開発に投資をするべきだと思う。
既存の原子力発電所を廃炉にし原子力燃料を安全に廃棄するだけでも膨大なコストがかかる。さらに原子力発電所を追加するなどもっての外である。
高低差のある国土を利用した発電方法や、周囲を海に囲まれたことを利用した発電方法など、日本の国土風土ならではの発電手法の研究開発に原子力にかけている予算を投資すれば、日本
オリジナルの技術開発となり、他国への優位性も生まれると思う。
原子力発電所に一度トラブルがあったら、将来にわたってどれだけのコストを負担しなければならないかは、今回の福島第一原発の例でわかったはず。汚染された地域の除染や将来にわたっ
ての健康被害への保障など、原子力発電所を維持するだけではなく、膨大なコストを生むことは明らかである。

また、膨大なエネルギーを背景とした現在のようなライフスタイルも見直す時期にきているのではないか。昨年の節電時のような暮らし方でも良いのではないか。また、もっと積極的にエネル
ギー利用量を押さえていくライフスタイルを進めていけば、現在ある原子力発電所を最稼働せずとも、新たに自然エネルギー活用の開発を進めて行けるのではないか。

広島長崎の原爆体験を持ち、福島原発大規模事故も経験した日本だからこそ、世界に先駆ける自然エネルギー開発のパイオニアとなる、今がそのターニングポイントではないだろうか。

34260 個人 家事専
業

３０代 女性 日本海側のメタンハイドレートを活用してください。 日本海側に結晶状のメタンハイドレートが多量に埋蔵されているとニュースで知りました。
グリーンエネルギーももちろん開発していくべきですが、それのみでは心もとない。
他国から資源を輸入するのも、原子力災害により足元を見られている、となれば、やはり自国の海に埋蔵されている資源を最大限に活用すべきと考えます。

34261 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ３つのシナリオから選択すれば、原発ゼロの選択肢
(1)を選択します。しかしながら(1)では不十分で、第４
のシナリオとして脱原発と脱化石資源の両立を目指
すシナリオの提案してください。

原子力発電所は、トイレのないマンションとよばれるように核廃棄物を製造する施設であり、私は、次世代にツケを残すやり方は断じて賛成できません。
今すぐ、原子力依存をやめてほしいと考えています。2030年には、原発ゼロにするとともに、これに代わる再生可能エネルギー施設の普及に全力を傾注し、経済の活性化を図るべきです。欧州
の先進国に見る再生可能エネルギー依存へ一日も早くシフトするよう国策として推進ください。また、地球温暖化問題も深刻です。このエネルギー問題と平行して、わが国の新たな削減目標や
その取組内容について計画いただき、着実な実行が行えるよう進めてください。
これ以上、国民を振り回すのはやめてください。次世代にツケを残さない誠意ある選択をお願いします。

34262 個人 家事専
業

４０代 女性 全原発を是非廃炉にしてください。
人間の命を最優先させてください。

毎週金曜日のデモや、国民の声を全く無視した現政府のやり方はどう考えてもおかしいと思います。
経済（もしかしたら個人の経済？）を第一に考えるのではなく、人間をもっと大事にしてください。
原発ではなく、日本人の、人間の叡智をフル稼働すれば、経済の困難、被曝の困難、貧困、エネルギー問題、全て乗り越え、きっと好転するはずです。

私は3児の母ですが、育児をしていて、これだけの無力感を味わったことはありません。
愛する子どもたちが被曝してしまうかも、と心配しながら、学校で給食を頂かせ、砂ぼこりみまみれて運動会に参加するのを応援するつらさ、どうか助けてください。
ドイツは福島の事故を鑑みて、脱原発に進路変更しました。
反面教師になっている日本が、それでもなお原発を推進するのは、世界の恥です。
一切のしがらみや、金銭の誘惑をふりきり、脱原発、脱原子力ムラに進路を変える勇気に期待します。それはきっとすばらしい決断をした政治ということで、世界の歴史に残るにちがいありませ
ん。

心からお願いします。どうか目をさましてください。
34263 個人 無職 ６０代 男性 放射線から地球を守ろう 人間（特に日本人）は科学技術を驕っている。放射線という人間の力量ではいかんともし難い物質に対しては謙虚に引き下がるべきだ。生物の生命より物流経済を優先するなどとは全く信じが

たいことだ。原子炉は早急に廃炉にし、自然エネルギーへの転換に最大限注力すべきだ。日本はドイツと競って世界を自然エネルギーへの転換をなし、人類と歴史に貢献すべきだ。
自然エネルギーへの転換期での少々の混乱は覚悟の上であるし、それによる明るい未来がまっている。早くその時を見てみたい。

34264 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 当会会員アンケートで7割が、今後原子力発電を必要
と思っていないと回答している。人命を守る医師とし
て、核兵器にも転用可能な原子力政策の過ちを認
め、直ちに、日本国内の原子力発電を全廃することを
求める。

○意見
　・2030年の選択肢として、「ゼロシナリオ」を支持します。
　
○理由
2011年3月11日に発生した東京電力福島第一原子力発電所事故は、一年半近くが経った今も、一向に収束の目途が立っていない。それどころか、汚染地域拡大や農作物への影響、地域住民
への健康被害など我々は計り知ることができない。
　当会で行った会員（医師・歯科医師）アンケートで、回答者の８割が今回の事故は人災と答えている。これは、この間の東京電力や国など原子力政策を押し進めてきた人々の対応のお粗末さ
や「想定外」という言葉を借りた責任放棄の姿勢に対するものと思われる。また、原子力安全対策委員会などの各種指針見直しによる安全確保に対しては、9割が疑問を抱いている。政官業の
癒着をはじめ学者、マスコミも含めたいわゆる「原子力村」の存在の露呈により、仲間内での規制見直しに安全性を見出すことが出来る筈がない。
人類が完全に制御できない物質を扱うことの危険性を、今回の事故が示したことは一つの大きな教訓である。また、放射性廃棄物処理をこれから生まれくる者に何代にも亘り担わせる事になる
事実も強く認識せねばならない。
今回の事故を契機に、これまでの原子力発電に関するあらゆる情報、すなわち、冷却に用いられる汚染水処理や原料となるウラン採掘並びに放射性廃棄物の処理までを含めた環境への負
荷、事故発生時の費用や発電所の建設費、放射性廃棄物の処理費用なども含めたすべてのランニングコストと他の電力との比較など正確な情報を電力会社、国は開示し、国民に改めて原子
力発電の必要性について問うべきである。
今回の会員アンケートでは、九州電力川内原子力発電所の立地県にも係わらず7割の会員が、今後原子力発電を必要と思っていないことが明らかになった。原子力安全神話という偽りを流布
し、多くの国民を欺いてきたことを、国、電力会社は猛省すべきである。
現在、総電力の３割を原子力発電が担っている。この３割を火力発電などの既存の他発電所を最大限稼働することで賄うことは、十分可能と我々は考える。既存の火力発電や水力発電を最大
限に活用し、同時に自然エネルギー転換とそれに携わる産業育成の方針を明確にすることにより経済成長と雇用は確保され、原子力発電に伴う交付金に変わる国の制度を創設することによ
り、地域経済は守られると考える。
我々は、地域医療を担い、人命を守る医師として保団連開業医宣言に則り、国に対し、核兵器にも転用可能な原子力について、これまでの原子力政策の過ちを認め、直ちに、日本国内の原子
力発電を全廃することを求めるものである。

34265 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロを支持します 金より命。

34266 個人 学生 ２０代 女性 原子力エネルギーから代替エネルギーへの移行をし
ていく必要があると思います。

私は少し前までは原子力エネルギーも仕方ないと思っていました。
もし原子力エネルギー廃止され電力不足になったら、在宅で療養している方(電気を必要とする医療機器を使用している人たち) が生命の危機に陥ると思ったからです。
介護施設で働いていたため余計にそう思っていました。
でも、ある人が「人は土に住めなくなったら終わり」と言っていたのを聞き、そのたった一言で納得ができ脱原発の考えになりました。
きっと人は必要であれば、原子力エネルギーを開発したのと同じように代替えエネルギーの開発ができると思います。

私たちの時代で終わりではない、100年後と続くであろう未来のために代替えエネルギーに切り替えていく必要があると思います。

34267 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発はできるだけ早くゼロにして欲しいと思います． 福島の事故もまだ収束しておらず，多くの方が帰郷できない状態です．
地震国の日本では，地震に伴い，他の原発も「想定外」の事故が起きないという保障はありません．

福島の事故への費用さえ，天文学的な金額です，原発は決して安い電気ではありません．

むしろ，地熱や風力，海水などによって電気を作る方向へシフトし，世界へその技術を輸出するという，新しい方向へ転換するほうが，日本の技術が生かせると思います．

未来のために，ぜひ，検討ください．

34268 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオを選びます。しかもできるだけ早くゼロに
してほしいと願っています。

ひとたび事故が起これば、巨大なダメージが国にも人にも怒ってしまう原発。福島の件で痛いほど身にしみました。日本は地震も津波もある国ですから、絶対安全な（ゼロリスク）原発はあり得な
いでしょう。我々が生活する上でゼロリスクばかりを求めて行くわけにはいかないことはよくわかりますが、たった一度の事故で立ち直れないようなリスクを背負って生活する必要もないと思いま
す。石油、石炭系の発電に移行し、いち早く原発から撤退するべきだと思っています。

34269 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択、支持します。 　できるだけ早く原発をゼロにすべきである。絶対に起きてはいけないはずの原発の大事故が起きてしまったのだから、再度起きる可能性が「ゼロ」ではない原発の稼動は有り得ない。一度起き
てしまった事故のリスクはあまりにも大きすぎる。さらに、今現在存在している原発ですら、そこに残された膨大な核のゴミを処分することが容易ではないのに、これ以上ゴミを増やすことはでき
ない。各種作業に従事する人たちの被曝も大きな問題である。
　今後は太陽光、地熱、風力など自然エネルギーに転換して、推進していく方針を進めていけば、省電力、省エネなども含めた新たな技術開発、産業の発展も見込めるものと思う。

34270 個人 無職 ７０代 男性 原発０％シナリオを支持します。その上で、自然エネ
ルギーの比率をもっと高めて、火力発電の比率を下
げるという方向が将来に向けての正しい政策であると
考えます。

再生可能エネルギーによって作られた電力を定額で買い取る制度がやっと動き出しました。１０年前から導入していれば、自然エネルギーによる発電はもっと普及していたでしょうし、コストも
もっと抑えられていたと思います。高度成長期以来、大量生産が善であるという「神話」が定着し、発電も可能な限り大規模な装置が最も経済性にすぐれているという考えだけで、原子力発電に
大きくシフトしてきました。技術大国日本が大きな事故を起こすことなどありえないという、「安全神話」もその様な「経済成長神話」と日本人だけが信じている「技術立国神話」の必然の結果という
べきでしょう。

その上、原子力には廃棄物というやっかいなものが、否応なく残ります。再処理のメドが全く立っていない上に今後気の遠くなるような時間を掛けないと処理できない廃棄物を出し続ける装置を
動かし続けることは、我々の子孫に対する冒涜以外のなにものでもありません。、

この国は、不幸にも地球を取り巻くプレートの境目の上にあります。一たび大きな地震がくれば、如何に頑丈に作られていようとも、倒壊を免れるという保証はありません。しかも原発という、パ
イプやダクトが複雑に絡み合う装置であれば、なおさらです。その上もっと恐ろしいのは、放射能の線量の高さゆえ、メンテナンスがおろそかになりはしないか、ということです。

太陽も、風も、水も人類に大きな恵みをもたらしてくれました。おてんとうさまは、きっと私たちにそれらを、もっともっと利用する事を望んでおられるでしょう。原発はいますぐ廃炉にすべきです。

・安全確保を大前提に、今後も原子力を選択肢として
残し、比率については時間をかけた冷静な議論を行う
こと
・選択の結果について、約3年と時期を明示して、検証
の実施を義務づけること

法人等法人等法人等法人・
団体等

34271 　　　　　　　「エネルギー・環境に関する選択肢」について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年8月10日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　日本原子力産業協会

6月29日にエネルギー・環境会議から、国民的議論のための3つの選択肢が示され、パブリックコメントの募集が開始された。この機会に、日本原子力産業協会として以下の2点を要望する。

・電力の安定供給確保を考えた上で、再生可能エネルギーの導入の不確実性等を考慮すると、安全確保を大前提に、今後も原子力を選択肢として残し、比率については時間をかけた冷静な
議論を行うこと
・選択の結果について、エネルギー政策基本法に準じ、約3年と時期を明示して、検証の実施を義務づけること

○はじめに
　原子力に対し感情論が先行し、推進を口にするだけで、非難を浴びるような状況である。こうした中、国家の行く末を左右するエネルギー問題が検討されることに強い懸念を抱く。短期的な世
論に捉われず、慎重な議論が行われることを期待する。

○『原子力の安全確保、将来リスクの低減』
東京電力福島第一原子力発電所事故を真摯に捉え、得られる反省事項を活かして、安全確保に最大限の努力を傾注することが第一の使命である。
特に、原子力技術について着目すべき点を挙げる。

(1)国内の原子力発電に対し、国内外の英知を集めて徹底した安全強化対策に取り組み、世界最高水準の原子力発電システムの確立を目指す必要がある。

(2)原子力先進国として、世界の共有財産ともいえる原子力技術の維持・向上に努め、原子力新興国を含めた世界の原子力発電の安全性向上に貢献していくことは、わが国の責務である。

(3)取り組みが遅れている高レベル放射性廃棄物の処理処分の問題についても、早急に取り組む必要がある。一方、避けては通れない廃止措置にも高度な技術力が求められる。

上記3点を確実に実施するにあたっては、技術進歩を怠ることは許されず、人材の確保・育成が不可欠である。

○『エネルギー安全保障の強化』と『地球温暖化問題解決への貢献』
わが国のエネルギー自給率は４％と極めて低く、原油価格の高騰や化石燃料調達先の中東地域への依存など、さまざまなリスクに直面している。また、過去のオイルショックによる日本経済の
大混乱で学んだように、資源小国日本は、脱石油とエネルギー源の多様化を志向し、地元との厚い信頼関係をベースに原子力発電や原子燃料サイクルの確立をエネルギー政策の柱として推
進してきたところである。今後も安全性の確保を大前提に、これらの柱を維持すべきである。



34272 個人 法人等 ４０代 男性 原発は、早急に廃止すべきです。 安全性が確立していないこと、廃棄物を処理する技術が確立されていないことが、理由です。風力、太陽熱、地熱などの自然エネルギーへの変換をはかるべきです。

34273 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 選択肢として提示された３つのシナリオでなく原発は０
にしつつ、温暖化対策目標を強化した第4のシナリオ
を指示します。

福島原発事故では、多くの人が大変な被害に遭いました。その被害は、もはや単純にお金に換算し得るものではありません。ある人が、何年何十年もかけて築き上げて来た生活の基盤が、一
夜にして奪い去られました。

日本だけじゃなく被害は世界中に広まっています。
こんなことが許されるわけがありません。

地震国である日本は原発はいりません。

そのようなエネルギーにこれからもずっと頼ることはできません。原発はなくしていかなくていかなければなりません。
同時に、世界的に深刻化しつつある温暖化問題にも真剣に対処していくことが、日本が世界の中で果たしていくべき役割です。

34274 個人 家事専
業

４０代 女性 １．「発電量」と「電力消費量」の詳細を示して下さい。
２．核廃棄物の処理も、国民の意見を取り入れて下さ
い。
３．送電・売電の自由化も入れて下さい。
４．環境は放射線も考慮して下さい。

１．「月間発電量」「月間電力消費量」、「産業での電力消費量」「家庭での電力消費量」などは、発電量、省エネルギーを考える基準になるデータです。この量をきちんと示さないシナリオには納
得できません。
また、P9表１、14表２「最終エネルギー消費量」が「最終電力消費量」のことなら、石油換算でなく、電力量で示して下さい。

２．原発ゼロでも、核燃料サイクルが成功しても、核廃棄物は無くなりません。国民の安全に関わることなので、国民の意見を取り入れて下さい。
　また、高速増殖炉は、事故時の環境汚染が甚大で、現実的ではありません。核燃料サイクルでなく、地下貯蔵などの、より安全性の高い対策を優先してください。

３．再生可能エネルギー産業の活性化のために必要です。

４．原発事故による放射線量の増大は、生活・産業へのダメージが大きく深刻です。

34275 個人 無職 ２０代 男性 原発依存率0％を希望します。 原発がなくても電力は足りていますし、原発も発電時以前の段階でCO2を出しています。

34276 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発ゼロシナリオを支持する。 現有原発の、徹底的な安全管理運転を行いつつ粛々と廃炉への準備を並行し、２０３０年を限度に全廃とする。

シナリオは電気供給の安定と原発に変わる代替手段＝太陽光発電を中心とする再生可能エネルギー新産業・経済活動の信仰を詠うが、基本的右肩上がりの成長を描いているのではないか。

再生可能エネルギーも投資に見合う消費があって経済活動として成り立つわけで、それはこれまでの電化製品や車などの消費は生活文化の向上なり、と全く変わらぬ「別の消費」を、推進して
るだけであり、根本的な、地球に住む人間のライフスタイルの転換は見えない。

３．１１以降の節電努力でそうとうな効果が上がった。つまり、生活のなかにちょいとした所作で無くせるエネルギーはたっぷりあるということ。それらを、単に夏のピークを凌ぐため、ではなく恒常
的に日常生活の中にちりばめられてる何のメリットのない無駄を、我慢ではなく、まずなくすことの基本的な教育の施行である。そして、それをさらに推進する政策の実施である。
供給量の安定化・増加を考えるのではなく　需要の削減化を第1に行うことである。

電力供給は、とどのつまりピーク電力対応である。日変動の昼間電力と夜間電力には倍の開きがある。電力需要が365日、24時間常に一定になるなら現有の施設内で十分に間に合う。昼の需
要を夜に回す、には夜間に昼の分を蓄えておくことである。電気として蓄えることの手法にスマートグリッドなどの研究は行われている。が、電気の使い道の中で暖冷房の熱としての利用は極め
て多い。熱を半日程度蓄えることは高度な新技術など必要ない。建物の断熱蓄熱性能を大きく高めることに真剣に取り組むべし。断熱は、ランニングコストもメンテナンスも必要としない半永久
機能であり、構造体としてのコンクリートはそのまま蓄熱体である。　全ビル・建築の断熱性能を高める費用は、所詮有限な耐用年数しかないメガソーラープラントの建設費と維持費をあてるべ
し。

（エネルギーを）手に入れるよりも、必要としない社会つくりの観点において、原発ゼロシナリオが成立する。

34277 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 即時全原発廃止を求める。問題点は二つある。一つ
は選択肢が2030年における3つの選択肢しかないこ
と、二つ目はパブコメの意見発表の募集があまりにも
短期間かつ発言者の選択の仕方に不透明であったこ
とである。

　大地震と大津波が引き鉄だっ　たとしても、それに対する備えがなかったからこそ大事故となり、未曾有の放射能公害事件となったことを考えれば、原発依存の電力・エネルギー政策はただち
に中止し、全原発を廃止する方向で具体的な対策を立てていかねばならない。日本はいうまでもなく、地震大国である。したがって造ってはならない原発を「安全神話」をばらまきつつお手盛り
の安全審査でごまかして建設を強行して来た。加えて運転に伴って生まれる大量の放射性廃棄物の処理・処分の方法がないにもかかわらず、いつか将来は技術開発によって何とかなるであろ
うとの安易な見通しにたって原発を大量に建設してきたのである。かつて日本は「公害先進国」といわれて来たほど、旧くは足尾銅山鉱毒事件に始まり、戦後高度経済成長期には水俣病事件
に代表される生命や健康を直接蝕む激しい公害が続発し、今日なお未解決の問題が残されたままになっている。こうした公害の歴史的教訓は、廃棄処理のできないものは生産してはならない
ということである。したがって数十年前から問題とされながら、未だに処理処分ができない放射性廃棄物を大量に作り出す原子力発電は利用してはならいないのである。
　またアメリカによる広島と長崎への原爆投下によって犠牲になった幾十万人にも上る被爆者の治療や健康管理、生活支援さえ十分出来ていないにもかかわらず、東京電力福島第一原発の
事故によって新たな被ばく者が生み出された現実はきわめて重い。適切な対応をとらす今なお十数万人もの人びとが避難生活を強いられ､これから自分たちだけでなく､子孫の世代までが被ば
くの影響を心配しながら生きていかねばならないのである。現民主党政権は正しい情報を公開せず、これまで電力産業界や重化学工業界と一体となって原発建設を推進してきた自民党や公明
党の政治家たち､さらに原発は「絶対安全」だと宣伝してきた通産官僚や文部官僚たちは深く反省しなければならない。

　私は今回の意見募集の抽選に当たって幸いにも大宮の意見聴取会の会場に入ることはできたが、メールで連絡が来たのはわずか1日前、何とか都合をつけて会場に駆けつけたが、余りにも
物々しい警備に驚いた。これが国民から意見を聞くために用意された会場とは思われない雰囲気である。政府は何を恐れているのか未だに理解出来ない。また、会場でのアンケートにも記した
が、たしかに発言者に選ばれない限り発言出来ないと案内メールには書いてあったとはいえ､会場における発言や質疑の機会を設けずにどうして国民の意見を聞くことができるのか、摩訶不思
議な意見聴取会であった。これらの点は大宮での聴取会後の仙台や名古屋で電力社員が意見発表したことから批判を浴び､若干改善されたようであるが､ほんとうに国民の意見を聞くつもりが
あるのか、この意見聴取会のあり方、目的、開催方法、さらにはそこでの意見をどのように政府は政策として反映させるつもりなのか等々、はっきりしないことがあまりに多すぎる。聞き置くだけ
の意見聴取会に終らぬよう､しっかり受け止めて欲しいものである。この点は強く要望しておきたい。

34278 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオ 福島原発事故の被害は、人間が何年何十年もかけて築き上げて来た生活の基盤を奪った。再構築するには何百年何千年とかかる。未来を担う子どもたち孫たちに迷惑がかかる。今の大人た
ちの生活が便利であればそれで良いという利己的なものだ。
原発エネルギーなど無くても人間は生活していける。
原発はもはや無用の長物でしかない。

34279 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発依存を見失わず、しかも経済面やCO2排出な
どの環境面での過剰な負担を避けるため「15シナリ
オ」が選択されるべきと思う。

政府も明確に打ち出しているように、今後の日本では脱原発依存から逸れることは考えられない。したがって新規の原子力発電所の建設を伴う20～25シナリオが国民の理解を得られる見込み
は少なく、中長期の目標としては妥当でない。

一方で、2030年までのわずか18年の間に原子力発電をゼロにするというのはあまりに実現が厳しい目標となる。必要な電力の大部分は火力に頼るほかなく、本来は大幅に削減しなくてはなら
ない CO2 排出量を格段に増大させてしまうことは明白で、環境面での日本の信頼は地に落ちることとなる。また、石油・ガスの価格高騰は避けられず、また自然エネルギー利用促進のための
電力買取による負担も大きい。エネルギー料金の増大が経済に非常に悪い影響をもたらすことは明白で、受け入れることは難しい。

したがって新規の原子力発電所の建設はゼロとし、また耐用年数である40年を越えた原子炉は葉色としつつも、稼動可能な発電所は生かして、自然エネルギー利用の妥当な成長までを待つ、
「15シナリオ」が望ましい。

34280 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 もちろん、原発比率ゼロに決まってます。
しかし、なぜ2030年なのでしょうか。2020年、いや今す
ぐにでもできるはずです。単に再稼働しなければいい
のですから。

核廃棄物の最終処理方法すら確立されてない日本にそもそも原発はなぜ必要なのですか？既得権益の保護にはうんざりです。
過去及び現在の情けない政治家と腐った官僚による原子力村はもう要りません。
早く発送電分離を進めて真の電力自由化を実現させて下さい。また、送電設備は電力会社やその子会社の所有ではなく、国民の財産とすべきです。

34281 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 ゼロ％シナリオの選択を求める。理由：核廃棄物の最
終処分方法が確立していないことと、福島第一原発事
故は、過酷事故が起これば、制御不能であることを証
明したから。人びとのくらしと環境を最優先すべきであ
る。

まず、今後のエネルギー問題に関して、約1ヶ月半というごく短期間ではあるが、広く国民に意見募集をしたことは評価したい。政府は、国民に特定のシナリオを強制するのではなく、今回の意
見募集における相対的多数意見にもっとも耳を傾けるべきであり、それなくしては、単に聞き置いたにとどまり、民主的な政策決定とはいえない。
もっとも重要なことは、福島第一原発事故の深刻な影響をふまえて、単に2030年に原発依存度を何％にするかという選択にとどまらず、短期的および長期的に、我が国がどういうエネルギー供
給を目ざすのかということであり、長期的には、どのような社会を選択するのか、という問題である。2040年、2050年をみすえたうえで、2030年時点では何％をめざすか、という議論であるべきで
あり、短期的には2015年、2020年、2025年時点でのエネルギー供給のあり方も検討すべきである。
公益財団法人みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（以下、MELONと表記）は、東日本大震災の被災地であり、福島県の北隣の宮城県に拠点をおく環境NGOである。地域の人びとの環境とくらしを
守るという基本的な使命から、今回提起されたエネルギー・環境に関する3つの選択肢の中から、あえてその中の1つを選択するとすれば、MELONとしてはゼロ％シナリオの選択を強く求めた
い。理由は概要にも書いたが、まず核廃棄物の最終処分方法が、国際的にみても技術的に確立していない状態で稼働し続けているからである。今後約10万年にわたって、将来世代に対して、
負の遺産を押しつけ続けることは、世代間公平の観点からも、とうてい許されることではない。とりわけ日本は、世界の地震活動の10％以上が集中する地震列島であり、10万年にわたって絶対
安全な地層は、日本には存在しえない。
福島第一原発の事故は、長時間の全電源喪失状態によって原子炉が制御不能な状態になりうる、メルトダウンが容易に起こりうること、を証明することとなった。福島原発事故により、現在も、
16万人を超える人びとがいつまで続くやもしれぬ避難生活を強いられ、将来的にも原発事故以前のくらしに戻れないかもしれない人びとが多数存在していることを真摯に見つめなければならな
い。これは金銭的補償によって決して償い尽くすことのできない、政治的および倫理的な責務である。
今回の事故を教訓にエネルギー政策を根本から見直し、できるだけ早く原発を廃止するタイムスケジュールを策定する必要がある。ピークカットなど需要抑制に努め、必要があれば大口契約者
に対する需給調整契約を発動することによって、大飯原発3・4号機の再稼働がなくても、計画停電を実施することなく、関西電力管内においても、2012年夏は乗り切れたはずである。原発がな
ければ2012年夏は乗り切れなかったというアリバイづくりに、国と電力会社が大飯原発再稼働を利用したことはきわめて遺憾である。
福島第一原発事故は、福島県のみならず、宮城県の農業・林業・水産業、観光業などにも重大な打撃を与えている。MELONは、農業協同組合、森林組合、漁業協同組合、生活協同組合、日専
連を母体とする環境NGOとして、これら協同組合と協働して地産地消に乗り組んできただけに、このような事態を看過することはできない。
原発15％シナリオは、今ある原発を40年間の減価償却期間が終わるまで、すべて再稼働させることを前提にしたシナリオであり、このシナリオのもとでは、1995年営業運転開始の女川原発2号
機、2002年営業運転開始の女川原発3号機は、再稼働しかつ2030年以後も稼働を続けることになる。3.11の大津波は、女川原発も襲い、敷地高14.8mの地盤に最大13.8mの津波が押し寄せた
（地震・津波による同原発の詳細な被害状況は、震災後1年5ヶ月を経た今もまったく公表されていない）。福島第一原発事故のような事態にならずにすんだのは、偶然的な幸運によるといっても
過言ではない。宮城沖地震が30数年おきに繰り返され、津波常襲地帯に立地する女川原発から60km圏内には、仙台市民を含む約200万人の人びとが居住している。みやぎの環境とくらしを守
ることを基本使命とするMELONは、このような女川原発2・3号機の運転継続の前提に立つ原発15％シナリオは、とうてい容認することはできない。なお女川原発1～3号機はいずれも、超党派の
国会議員がつくる「原発ゼロの会」の原発危険度ランキングで、即時廃炉にすべきもの24基に含まれている。

34282 個人 家事専
業

６０代 女性 　大震災・津波は自然災害です。東京電力福島原発
の事故は人災です。政府は税金を投じて、被害者へ
の補償を。精神的苦痛は補償のし過ぎはありません。
いつ原発事故が起きるか判らない原発は直ちに停め
るべき。

二度とこうした事故を起こさないと言う、安全基準はないのです。ですから、日本国内の原発を、直ちに止めるべきです。人の命や健康には代えられません。経済の発展のためでも、原発以外
のエネルギーを使うことを考えるべきです。直ちに、すべての原発を止めてください。

政府は、勝手に、3つの選択肢を作っていますが、すべての原発を止めことしかありません。

山口県の上関原発の新設は論外です。中国電力に対して、すべて白紙に戻すよう強く指導すべきです。

34283 個人 その他 ３０代 女性 原発はゼロを望みます。 安心して暮らせる日本であって欲しいから。
美しい地球に住みたいので核廃棄物を増やさないでほしい。

提案されたシナリオよりも自然エネルギーの割合を増やしてほしい。
自然エネルギーの開発に力を入れて欲しい。

人間が生きるのに最低限に必要な、水、食べ物、安心できる場所を脅かす原発が必要だとは思えない。
過去の豊かさは原発の恩恵があるかもしれないが、「今」私たちが「選ぶ」未来の豊かさには原発は必要ありません。

いま福島で作業にあたって下さっている方にはとっても感謝しているが、自分の子供は原発作業員にしたくない。
原発は通常でも放射性物質を排出しているし、メンテナンスも必要。原発の稼動を続けるという事は、誰かのとても大切な人が被爆し続ける事。

34284 個人 自営業 ５０代 女性 ゼロシナリオを支持する。ただし2030年を待たずに
もっと早く原発をゼロにすべき。火力を増やすのでは
なく、自然エネルギー・省エネルギーを強化・拡大す
べき。そのことにより温室効果ガス排出量も減らせる
はず。

選択肢の中ではゼロシナリオを支持します。
■ただし2030年まで待たずに、もっと早く原発をゼロにすべきです。原発依存度はゼロに近いので、もっと早くゼロに出来るはずです。
■地震国日本での原発の稼働は事故のリスクが高すぎます。事故により取り返しのつかない汚染をもたらすことは、福島第一原発の事故が示しています。二度とあのような被害を起こさないた
めに、原発稼働は可能な限り早くゼロにすべきです。
■また、原発事故被害の賠償、事故後の緊急処理費用・廃炉費用、また事故が起こらなくても廃炉費用、高レベル放射性廃棄物の処理費用を考えると、原発は経済的に成り立たないと考えま
す。
■原発を稼働すればそれだけ被曝労働が必要となります（定期健診、廃炉作業、高レベル放射性廃棄物処理作業など）。健康被害をもたらす被曝労働を最小にするためにも、原発稼働はでき
るだけ早くゼロにすべきと考えます。
■また火力を増やすのではなく、自然エネルギーをもっと強化・拡大すべきです。
■省エネルギーももっと徹底出来るはずです。照明だけでも、白熱灯からＬＥＤへの技術革新で大幅な省エネルギーになるのですから、この先20年間の技術革新によって、もっと省エネルギー
ができると考えます。また、個人的に気がついただけでも、都会のネオン、広告用のディスプレイ機器、多すぎる自動販売機など、電気の無駄遣いが多いと思います。規制によりエネルギー消
費を抑えるべきと考えます。

また、海外に目をむければ、化石資源を有している国でさえ、自国の資源確保に奔走し、原子力を推進しているのが実態でもある。化石燃料の争奪戦が今後一層激化することは、想像に難くな
い。さらに、化石燃料を依然として高い比率で使用することは、地球温暖化を助長する大きな要因ともなる。

一方、再生可能エネルギーは、化石燃料依存度の低減とＣＯ２排出量の削減に寄与する。その技術開発に国を挙げて、長期的視点から取り組む必要があり、将来的に、エネルギー全体の３割
前後まで引き上げることを努力目標にしていることは認識している。しかしながら、太陽光・風力のように技術面、コスト面、或は気象条件に左右される等、不確実性があるものを、実績のある火
力・原子力と同じ土俵で議論することは、現段階では非現実的である。

それゆえに、原子力を選択肢として残し、エネルギー供給の安定化への寄与と、温室効果ガス削減に対する先進国としての義務を果たすべきである。

○『コストの抑制、空洞化防止』
原子力を化石燃料と再生可能エネルギーに置き換えると、電気料金が、さらに上昇することとなり、結果として、国民生活への負担が明らかに大きくなることは避けられない。

また、家庭用と同様に、産業用の電力料金が上昇することについて、海外への工業製品輸出で成り立っている国内産業への影響を、冷静に評価する必要がある。今後、産業用の電力料金が
上昇すれば、産業の海外移転が進み、雇用の喪失、国内産業の空洞化が加速することから、その影響について十分な検討がなされるべきである。

さらに、電力消費地への電力安定供給を支えてきた立地地域の経済等にも影響を及ぼすこととなり、十分な配慮がなされなければならない。

○計画的な検証
　中長期にわたるエネルギー需給を現在予見するのは難しい。国際的なエネルギー情勢、技術革新、我が国の経済動向等を考慮し、定期的な検証を行う必要がある。検証の時期としては、エ
ネルギー政策基本法に準じ、約3年が適切であると考える。
　また、世界情勢の変化等、不測の事態が発生した場合においても、速やかに見直すべきである。

○最後に
昨年3月11日の東日本大震災および東京電力福島第一原子力発電所事故で、現在も大変多くの方々が、過酷な日々を送っており、一刻も早い復興のために、今後も国民一丸となった継続的
な支援が必要である。
　特に、事故により国民の多くは、原子力の安全性への不安と不信、さらには放射線に対する恐怖心や風評被害が生じていることから、放射線に対する理解活動を積極的に進めなければなら
ない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上



34285 個人 自営業 ６０代 男性 廃炉のため研究用のみを残して無原発へ舵を取れ。
国は産業発展の前に国民の安全安心を守れ。

原発事故の悲惨さは末代に続き、他に比類無し。
廃炉のため研究用のみを残して無原発へ舵を取り
国勢発展の設計を根本から作り直せ。
国は産業発展の前に国民の安全安心を守れ。
絆を作れる希有の日本民族の大転機とせよ。
日本は世界の模範として尊ばれる仕事をしなければならない。
放射物質を既に世界へ拡散させ続けている責任もある。
もしも、我が国が地球自転上風上に位置していたとすれば
未来永劫に深く心が痛み続け心も萎える。
世界中の原発を廃炉へ向けるとき、日本がその力を出そう。

34286 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発に頼らない未来へ-原発ゼロを速やかにすすめ
よう。
自然エネルギーへシフト。国を挙げて環境ビジネスの
時代へ誘導し、世界をリードする。原発は古い。核の
平和利用はあり得ない。

原発に頼らない未来へ-原発ゼロを速やかにすすめよう。
年金にしろ、原発にしろ、解決の見いだせない負の遺産を、未来の子孫に残すことはもうお終いにしてください。
今の政治家が、悪しき習慣を変えてください。
今や電気が必要なのは明確な事実ですが、必要以上に電力を消費することが多すぎました。
本当に必要最低限の電力は、自然エネルギーから作れるはずです。
そこには、知らず知らずのうちに被爆することもなく、土地や家などの財産・家族との当たり前の時間を奪われることもありません。
日本が国を挙げて、環境ビジネスの時代へ誘導し、エコ先進国として世界をリードしてください。
技術大国日本ならできるはずです。
歴史的にこれほど核の被害を受けていながら、なぜまだ原発なのでしょう？一部の人の優遇を即刻止めてください。
温暖化さえ、原子力が原因のように考えられます。この狭い日本に約60基もある原子力発電の熱を冷ますために、海の温度が上がっているのではないでしょうか？
人類が存続するために、みんなが健康で豊かに過ごすために、原発は全く必要ありません。

34287 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は一刻も早く、停止して廃炉にして下さい。全国
各地に活断層があり、いつどこで地震が起きるか分
からないし、福島原発の事故で苦しんでいる人の事を
思うと、心が痛みます。

民間企業や大学の研究の力を借りて、自然エネルギーの開発を早く進めたら、原発がなくても生活できると思います。原発が壊れたら、人間も自然も動植物も全てがダメになってしまいます。毎
年、増えていく核のゴミの問題もあるし、原発で働いている人や、周辺に住んでいる人の健康状態も心配です。原発の近くに住んでいる人は、就職や結婚の差別もあると聞きました。
皆が安心して生活できるようにして下さい。

34288 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030 年時点でのエネルギー・環境に関する３つの選
択肢のうち、原発依存
度をゼロとするシナリオを支持します。

　三つのシナリオの具体的な相違点は原発の利用の程度ですが、ポイントはすでに電力供給の３０％程度を担える原発のインフラができている、という点だと考えます。
　エネルギー安全保障の観点からはより多様なエネルギー源を持っていることが有益です。
　原発依存度０シナリオであれば既存の原発施設はいざというとき（中東有事による石油輸入の途絶など）の予備の電力源として期待できます。それ以外のシナリオでは原発は常時電力供給
に使われているので有事の際はすぐに危機的な状況に陥ってしまうでしょう。
　再稼働に際しての野田首相の説明にもあったように、エネルギー安定供給は国民の生活の重要な基盤です。世界のエネルギー事情が逼迫するまえに、自然エネルギーのインフラを積極的に
準備しておくべきで、平時に貴重なウラン燃料を無駄遣いしてしまうようなシナリオには賛成できません。

34289 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電所の停止と全てを安全に廃炉にして行く
安全計画と実施。

過去の歴史を考え、日本は世界唯一の被爆国であります。
未来の事を考えると原子力のない世界作りを世界に先駆けて実施して行く
日本人であるべきだと思います。
電力不足も政府、国民ともにがんばって行く旨を正式発表し、贅沢をしないで
共にがまんをしながら日本の未来を、世界のお手本になる日本国、国民として
今を生きたいです。

34290 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発=0を前提としたエネルギー政策の早期立案を望
みます。原発より低廉で安全な技術を日本が持つこと
によって、その実現のための技術の発達が実現し、そ
の技術の海外展開により経済的な貢献も同時に実現
します。

原発の持つ潜在的な恐怖は明らかになっています。また、核廃棄物の処理についても技術的にも未決定な状況で、これ以上原発を維持、新設することは常識的に考えられません。一方、化石
燃料による発電にはコスト的にも温暖化への影響の懸念もあり、こちらのみで発電事業を展開するのも選択することが難しい状態だと思います。
やはり、国の政策として、低廉で安全なエネルギー開発へ予算や税の優遇制度、民間の活用などを併せて行うべきだと思います。
中国を始めとするこれから豊かになっていこうとしている国に対しても、原発より安全で低廉なエネルギーがあれば、常識的には積極導入に向かうはずです。
ただ、日本国内のみならずアメリカやフランスなど原発によって国の経済（外貨獲得）を支えている国に対し、特にアメリカに対して日本が毅然として態度をとれるかもポイントでしょう。
独立国日本に期待をしています。日本なら可能だと信じています。

34291 個人 自営業 ２０代 男性 原発依存度は今後も20～25％で維持すべき
安全性が確認され次第、順次再稼働、新たに建造す
べき

原発依存度を引き下げた場合、必然的に火力への依存度が増し、
その結果化石燃料の輸入量が増すことになる。
今後石油や天然ガスの価格は供給以上の需要により確実に高騰し、
その燃料費を維持することは国家存亡の危機をもたらすほどの負担になりうる。
また、原発を運転せずに維持、あるいは廃炉にする際にはいずれも莫大なコストが必要であり、使えるエネルギーを捨ててまで歳出を増やすことは自殺行為にも近い無謀な行為である。
原発は温室効果ガスを排出せず、事故対処費を経費に含まなければ天然ガスの次に安価で運用できるクリーンなエネルギー源であり、化石燃料と異なり、まだ燃料の寿命も長い。
中東の不安定な燃料の高騰に左右されることもない。
立地条件に対し耐震性の安全性が確認され次第、順次再稼働、運転を開始し、
第四世代等の次世代原発も導入を検討すべき。
事故さえ起こさなければ原発は主電源になりうるいくつものメリットを備えている。
放射能の恐怖から生まれる利己的で論理にかなわない理由で原発を全廃してしまうことは日本のこれから経済を考える上でマイナスでしかない。
冷静で現実的に将来を見据える上で、これからも原発と共存する未来が最も理にかなった選択であることは間違いない。

34292 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。但し速やかに原発依存
は０％にすべき。原発は重大事故によるリスクがあま
りに大きく確実な安全性が確立できないことが明らか
で、直ぐに他エネルギーへの転換を政府主導で行う
べきです。

脱原発の選択肢は実質ゼロシナリオしか存在しないので今回示された3つの選択肢のなかでは支持しますがゼロシナリオにも問題があります。
まず2030年までに廃止と記されている原子力発電所稼働期間の問題です。
全国的に巨大地震の活動期に入っている可能性が高いといわれ万が一にも次の重大事故を起こしてしまわないよう最大の努力が必要な今、現在行われているストレステストでは充分でないと
いう指摘もあり、原発の重大事故が広範囲に取り返しのつかない破滅的状況を生み出す可能性があることを鑑みると福島の事故の今だ収束も進んでいない中で安易なエネルギー対策として
原発再稼働に踏み切っていくことは無責任であると考えざるを得ません。次々と生み出されていく使用済み核燃料の保存・処分方法が確立されていないこと、被ばくによる健康不安、福島の事
故で起こった動物の放置など様々な問題が無視できず、そもそも絶対安全であるという前提のもと建設されてきた原発は福島第一原子力発電所の大事故のあとでその前提が覆されており、現
時点においても本来全て稼働すべきではないと考えます。

代替のエネルギーとして短期的には最新の火力発電、例えば埋蔵量も多くCO2 の排出量も少ない天然ガスを使用するコンバインドサイクル発電所などの増設を急いで現在の電力需要に応え
るべきです。当面ピークカットやピークシフト等の需要のコントロールも重要で、そして同時に長期的な視野で波力、小型水力、地熱、風力などのよる発電も可能な限り普及させると同時にその
技術開発、改善も今すぐに進めるべきでしょう。
次世代エネルギー技術は近い将来世界的に大きな市場へとなる可能性が高く、この分野へ更なる投資をいま行えば今後の日本の経済発展を考える上でも必ずプラスになるのではないでしょう
か。
またもちろん使用済み核燃料の処理や原子炉廃炉のための技術開発も平行して行う必要があります。

省エネ目標についても、示されているよりもっと大きな目標が必要で、そのほか電力自由化、発送電分離の議論もエネルギー問題において不可欠と思われます。原発稼働に安易に頼らない
様々な可能性を慎重にまた充分に検討されることをお願いします。

34293 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 自分たちの生活を支えるエネルギーや電源について
も、自ら選択できる社会が将来の姿として考えられま
す。原発に依存する必要はない（０％）と考えます。

原発のような集中型のものに将来も依存して使い放題に電力を使う無責任な市民ではなく、自らエネルギー源も選択し、賢い消費者が育ってくるものと期待しています。そのため分散型で、発
電事業者も選択できるようなシステムにしていきたいと考えております。分散型で発送電分離を実現し、原発依存０％を支持します。

34294 個人 無職 ６０代 男性 制御できない原子力発電は即停止廃止すべきであ
る。今回の震災、メルトダウンによる甚大な被害は取
り返しのつかない多大な犠牲を強いるものである。被
爆国としても、核抑止論から脱却して真の世界平和に
貢献すべき。

原子力利用を夢の世界としてこれまで政府、マスコミ、一部科学者により宣伝され世論の常識とされてきた。しかし、今回のメルトダウン事故をはじめ多くの発電初頭での事故を見直すことによ
りトンデモナイ目くらましであったことがはっきりした。従来よりトイレ無きマンションといわれて北が、いつかは処理技術の開発によりと思わせてきたが、結局　１０万年を越す埋め立て管理、際
限の無いプルトリュウムの蓄積しかないとわかった。後世への対処不可能な犠牲を押付ける検眼はどこにも無い。
また、事故が発生すれば、したところであるが、多くの方への計り知れない犠牲（居住、生活、経済、文化伝統、地域等々あや揺るものを破壊、奪い去るものである。今回は爆風などでの直接の
被害は目に見え無かったが汚染物質の拡散による恐怖を撒き散らしている。
このような被害は、被爆国として十分に身にしみて悟ったところではなかったのか。
原子力発電、エネルギーの問題だけでなく核の傘だけでなく製造能力などとばかげた悪魔の理論抑止力についても完全に根絶すべきである。
日本のあり方とは、憲法で宣言されているとおり国際社会で名誉ある地位を信頼により勝ち取り、世界の平和発展に努力することである。

34295 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ
出来うるかぎり早く全原発を廃炉に！

持続可能なエネルギーへの方向転換を希望します。
現在のエネルギー政策では、未来の子供たちに核廃棄物というゴミと核兵器のタネを残してしまいます。
また石油もガスもウランもいずれは掘り尽くされてしまいます。
太陽、風力、水力等の再生可能エネルギーにもっと予算を当て、未来に備えるべきです。

「飛ぶ鳥後を濁さず」

34296 個人 自営業 ４０代 男性 3つのシナリオの中から、「原発ゼロシナリオ」を選び
ます。

「原発ゼロシナリオ」を選びたいです。
なぜなら原子力は、もはや人類がコントロールしきれるものではないことは
ハッキリしてきましたし、なんといっても放射性廃棄物の問題があります。この
処理しきれない、難物のゴミを将来の子供たちに背負わせるわけにはいきません。一刻も速く、自然エネルギーに方向転換し、再生可能エネルギーのポテンシャルを向上させていくべきだと考
えます。

福島の事故で、我々日本の豊かな土地が大幅に失われてしまいました。
また別の場所で、同じことが起きたら、たいへんな悲劇だし、原発がある限り、
その可能性は小さい者ではありません。
この地震大国で、危険な原発は、もう無理です。
目先の金に目がくらんでいるような社会からは、脱却して、
未来の子供たちのために、原発のない社会を作るべきだと思います。

34297 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 20～25シナリオをベースに実態に合った省エネ前提
等（※）により、現実的な政策に柔軟に見直すべき。※
8/3公表の地球環境産業技術研究所の選択肢の提
案参照

国民の生活と雇用が守れない政策は実現不可能あることと、国際情勢や技術革新に応じた政策見直と検証が必要なため。

34298 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 地震多発する日本で、原発による発電を続けいていく
ことは大変リスクの高い危険な方法です。また使用済
み燃料の処分方法も確立しておらず、次世代以降に
つけを回すことは許されません。

日本は、自然エネルギーの技術は世界トップレベルでもあるのに、未だ実現不可能のように宣伝するのもいかがかと思います。
まず、発電と送電事業を分離して、ちいさなエリアで地熱、風力、ガス、バイオマスなど様々な発電を確立していくべきです。

原発は廃炉していくしかありません。発は、日本を滅ぼしていく発電方法です。

コスト的にも、実は相当に見合わないほど高いのが原発であります。
使用済み燃料の処理にかかる費用、もんじゅ、フクイチ事故による補償問題など、総合的に考えて、あまりにもリスク・コストの高い発電方法です。

日本は核による発電を　手放す時期です。

電気は、ほかの方法で得ることができます。
省エネ技術も、日本は優れています。

代替エネルギー開発に政策が転じれば、経済効果も大きくなるでしょう。

国益にかなうのは、原発をやめることです。
５年以内に脱原発を実現する政党を支持します。

34299 個人 パート・
アルバイ

２０代 男性 原発０希望 いらないから

34300 個人 無職 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」に賛成します 「原発ゼロシナリオ」に賛成するのは以下の４点の理由からです。
(1)福島原発の惨事を見ると、原発はとても危険なものだと思うからです。
放射能により、いまだに苦しんでいる方が多くおられます。　住んでいたところに帰れない方、子供の健康を心配される方、風評被害を含め物が作れない・売れないなど、多くの方がいまだに苦
しんでおられます。
福島原発事故の原因すらいまだに分かっていません。使用済み核燃料の処理方法も決まっていません。
(2)原発がなくても、電気は足りています。　今年の猛暑の中、特に余裕がないと言われていた関西電力でさえ、電気は十分足りていました。　大飯原発２期を稼働した分、火力発電所を止めて
います。
(3)現在、原発関連の予算に多額の税金を使っていますが、早く「原発ゼロシナリオ」を決定し、その予算を自然エネルギーの開発にまわすべきです。　日本の技術があれば、安全で、クリーン
で、エコな、自然エネルギーの発電が、原発の発電量以上の発電として可能にできます。
(4)安全で住みやすい日本を創っていく必要があります。　これからの日本を支えていく子供たちに健康で安心して暮らせる日本にする。　自然エネルギーで発電することにより、資源のない日本
の新たな未来が作り出せます。

34301 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロ以外の選択肢はありません。
間違って再稼働した大飯原発も直ちに止めるべきで
す。そして、すべての原発を廃炉にします。

原発ゼロは、安全、安心に暮らすために必ずやらなくてはいけません。原発を残すことは、将来にわたって反対です。
温暖化対策も合わせてやらなくてはいけない取り組みです。火力発電の割合を引き下げ、自然再生エネルギーを主要なエネルギーと位置付けて、推進すること。
大飯原発の再稼働は直ちに止めて、現在止まっている全ての原発に対しても、一部の知事や地元の町長の声でなく、広範な国民の声を聴き、大多数の合意のない限り、再稼働しないこと。
福島第一原発以外は、直ちに廃炉処理に向けて動き出すこと。
福島第一原発で働いている全ての人に対して、正しい情報を包み隠すことなく提供すること。
重層下請け構造を直ちにやめ、２次下請けの常用の職人までにすること。

34302 個人 その他 ３０代 女性 現国民、次世代の国民が安心して暮らしていける社
会構築のため、ゼロシナリオを支援します。

ここ1年半の議論の中で、日本が30年後、50年後にどうありたいのか、というビジョンが政界から全く見えてきません。その不安から海外移住をしたり、子供を残さないカップルも増えてきていま
す。国家の存続にも関わる問題です。
2030年までに原発がなくなることを希望しますが、たった18年間で日本経済を考慮しながらのシフトは難しいかもしれません。2030年までに依存度を15%にするのであれば、その後国は長期的
に何を目指すのか、示す義務があると思います。
世界が日本の動向を見守っています。鎖国の時代に戻らぬよう、政府を含め、世界とつながっている日本国民が、自分の国を誇りに思い日本人として意見を言える様、将来設計をしてくださ
い。

34303 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発の稼働は今すぐストップし、今後も原発ゼロ。す
べてを廃炉にしていくことを望みます。全て再生可能
エネルギーとなる様指針を出し、実現に向け国が動く
ことを願います。

　福島第一原発の事故を防ぐことも、その後正しく対処することもできていません。福島だけではありません。地質調査一つとっても、建物や機械装置に至る耐震の計算すら、まだ完全予測を可
能にする方法が確立されていないことを私は知っています。地震の活動期に入った日本において、安全な原発などないと考えています。
　それ以前に、原発は維持、運営する段階においても、被ばく者を出さなければその作業ができないということと、核のゴミは処理ができず、未来の人間や生物たちに、途方もない年月の間、管
理や汚染を押し付けることになるという事実。こんなものを使用していいとは到底思えません。私はずっと反対意見を出してきました。
　人類は、原子力を利用するだけの能力を持たないのです。
　第二の福島（第一原発事故）が、他の地で起きないという事は誰にも言えません。すでにあってはならないことなのです。原発は今すぐゼロにすべきです。
　だからといって、石炭、石油、天然ガスなどの地下資源も今ここ数百年位の時代の人間達で使い切っていいはずはありません。それは、地下水もそうであり、地熱を使う時の熱源採取もそうで
す。
　再生可能エネルギーへのシフトをしていかねばなりませんが、自然への影響を常に感じ取りながら、すぐ対処する体制を持った上で行う必要があります。
　なるべく発電エネルギーを使わない生活を模索していく事を前提とし、エネルギーを生み出す場合にも、よくよく感じ考えながら、地球や生物への間違いを少なくしていく努力をしながら、その
政策を考えていくことを望んでいます。
　まず、原発はゼロにして、多数の人々や子供たちの未来に対して危険の少ない状況の中で、それらを考えていきましょう。



34304 個人 自営業 ６０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 選択肢は、ゼロシナリオしかありません。地震国日本にとって、いつどこでどのくらいの規模で大地震があるかわかりません。このままでは、第二の福島は必ずあり得ます。さらに使用済み核燃
料の確実な、安全処理ができない状況で、これ以上使用済み核燃料を増やすべきではありません。技術の進歩を待ってといった無責任な先送りは、未来の子供たちへのとんでもない負の遺産
となります。何より人的なミスは常にあると断言できます。いったん放出された放射性物質は、何十年と私たちの健康をむしばんでいきます。右肩上がりの経済優先から、人が安心して暮らせ
る、物ではなく心のつながりを大切にした「暮らしをスリムに、心豊かに」をベースにしたこれからの社会つくりを進めるべきです。物質的な豊かさ、便利さと事が起これば大惨事となる表裏一体
の現在、原発列島から速やかに離脱することを選択します。再生可能エネルギーは地産地消をベースに、進める方向性を政策として国が打ち出せば、各企業の再生可能なエネルギーへの取
り組みは、はるかに技術革新が進むはずです。核の平和利用にはもう騙されません。

34305 個人 自営業 ６０代 男性 ２０３０年を待たず、即刻すべての原子力発電所を停
止し、撤廃作業を開始せよ！

　今回提案されている３つのシナリオは、どれも不十分なものだ。それでもどれか１つを選ぶとしたら「ゼロシナリオ」を選択するが、原発をゼロにする期限は２０３０年までなどという遠い未来に
は置かず、即刻すべての原発を停止し、即座に撤廃・廃棄の作業に入るべきだと考える。
　なぜなら、福島第一原子力発電所の事故とその後の推移を見れば、原子力発電は地震多発国である日本には特に向かない、人類史上最悪の発電方式であることがあまりにも明らかだから
だ。今夏の電力状況を勘案すれば、原発ゼロでも工夫次第で十分電力はまかなえるはずでもある。日本は、核エネルギーに依存する状況から、即刻、まさに即刻、完全に脱却しなければなら
ない。

34306 個人 自営業 ３０代 女性 当然の事ですが、原発依存０パーセントを希望しま
す。
地震大国日本に原子力発電所が有る事自体間違っ
ています。
多くの犠牲を出してまでなぜ、原発にこだわるのです

日本は過去に原子力の恐ろしさを経験しているにも関わらず、未だ原発に依存している始末。経済や利益を理由に危険な物を排除しようとしないその姿勢と、あまりにも複雑な原子力ムラの構
造にあきれています。
大切な物はなんなのか、冷静に考えてみて欲しいです。
日本の将来に、今は誰もが不安を抱いています。もう、今までどうりには行かないでしょう。騙されませんよ。

34307 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
原発、絶対反対です。

こども達を私たちを守って下さい。

放射線による被害は名古屋市はまだ大丈夫と言われます。
本当に大丈夫なんでしょうか？
食べる物が流通している昨今。
私の住む地域でも口にしたものによる内部被爆は始まっているはずです。

では、福島や関東エリアは…
考えるだけでもゾッとします。

戦後、被爆により苦しんだ方達が大勢います。
そして今、同じ事の繰り返しです。
また新たに別の場所で原発が爆発したら…？
日本はどうなるんでしょうか？

これからを担う子供たちの将来を今だけの問題で片付けないで下さい。
よって私は原発を反対します。
ゼロシナリオを支持します。

34308 個人 その他 ４０代 男性 ゼロ％シナリオ以外の選択はありえない。理由：核廃
棄物の最終処分方法が確立していない、福島原発が
原発は事故が起これば人類には制御不能であること
を証明した、の2点。経済より人命を優先することは国
家の義務。

まず、今後のエネルギー問題に関して広く意見募集をしたことと3つのシナリオの中に0％シナリオが含まれていることは勇気ある決断であると評価したい。しかし、一番問題なのは2030年に原
発依存度を何％にするかということではなく、将来どういうエネルギー使用を目ざすのかということである。将来的な選択を前提として2030年時点は何％をめざすか、という議論にならなければ
いけない。これが大前提である。
その上で選択としてはゼロ％シナリオ以外には考えられないはずである。理由は概要にも書いたが、まず核廃棄物の最終処分方法が確立していない状態で稼働し続けていること自体、本来は
許されることではない。将来の国民に対して生命に危機を及ぼす危険な遺産を残し続けることは、ただちに中止すべきである。
また、福島第一原発の事故は、原因・理由のいかんにかかわらず、「原発は一旦事故が起こるとメルトダウンするほど人間が制御不能な状態になることがありうる」という事実を証明する形と
なった。これはもっと重大に受け止めなければいけない。原発事故により現在も避難生活を続け、将来的にも故郷に戻れないかもしれない人間が多数存在している。もっと言えば一度しかない
人生を狂わされた人々が大勢いるという事実を政府はどう考えるのか。これは金銭的保障で済む問題ではない。
原発に反対すると経済や安全保障も大事といった問題がすぐに出てくるが、いずれも国民一人一人の生活や人命と比較できるものではない。今回の事故を教訓にエネルギー政策を根本から
見直し、できるだけ早く原発を廃止するタイムスケジュールを策定する必要がある。「原発をなくして電力が足りるか」という発想ではなく、「原発をなくして調達できる電力の範囲内でどう社会を
成り立たせていくか」という考え方に転換することが必要。昨夏原発がほとんど稼働していない状態で乗り切ったことを考えても、少しライフスタイルや価値観を転換すれば原発なしで社会生活
は成り立つはずである。
福島と近県以外の人々は、今回の原発事故がどれほど人の生活に影響を与えているか実感としてわかっていないのではないだろうか。それがわかれば、当然、経済の問題は二の次になるは
ずである。少なくとも政府官僚は、もっと自分で現地に滞在しその事実を知らなければいけない。
さらには、LCAの観点でみれば原発は経済収支的にもエネルギー収支的にも決して効率の良いエネルギー源ではない。稼働している状態だけを換算し、建設・廃炉や原発受入自治体への交
付金などを考慮しない換算方法は事実を示していない。
よって総合的に考えればどうみても今回の選択としてはゼロシナリオ以外ありえないというのが結論である。

34309 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 　安全、地球環境、国際競争力の面より、エネルギー
ミックスが必要である。環境変化や技術革新に合わせ
エネルギーミックスは変えていくべきものであり、現時
点で限定された３つの選択肢の中から選ぶことはでき
ない。

◎産業基盤喪失への懸念
　今回示された３つのシナリオは、現行のエネルギー基本計画に比べて、化石燃料発電の比率が高く、またそこから発生する温室効果ガスを相殺するために、極めて高い比率で再生可能エネ
ルギーを導入することになっている。このことによって大幅な電力コストの上昇を招くことが予想されている。また輸入に頼らざるを得ない化石燃料の比率が高いことは、電力価格が国際情勢に
左右されやすいことを意味する。加えて、気象条件などの影響を受けやすい再生可能エネルギーの比率が非常に高いために、日本が誇ってきた良質で安定な電力が確保できなくなる可能性も
秘めている。

　化学産業は、化学反応をベースにあらゆる産業や社会インフラを支える素材を生産している。この化学工場の安全・安定操業のためには、安定な電力が必要不可欠である。また、化学産業
にとっての電力は、工場の操業用だけではなく、電気分解反応などの原料そのものでもある。従って、大幅な電力コストの上昇や不安定な電力は、国内生産拠点の競争力の低下や、国内立地
そのものを困難にするものであり、日本の産業基盤の崩壊や雇用の喪失につながりかねない。

　例えば、電力を原料として生産されるソーダは、幅広く産業で使われる素材である。このソーダ事業は当社にとって主力事業の一つであるが、電力コストの上昇の影響は極めて大きい。事業
の縮小を余儀なくされた場合は、多くの産業に影響が及ぶと共に、水道水殺菌用の次亜塩素酸ソーダといった社会インフラで欠かせない製品の供給にも影響を及ぼすことが懸念される。

◎技術革新へのたゆまぬ取り組み
　今後２０～３０年先の経済情勢、国際情勢の変動や、科学技術の進歩を確実に予想するのは不可能である。また資源を持たない日本が安定的に、かつ国際競争力ある電力コストを維持し続
けるためには、多様なエネルギー選択肢を残しつつ、世界をリードする技術革新を進めるべきである。
　
そういう意味で、現時点で拙速にエネルギーの選択肢を狭めたり、その比率を固定してしまうのではなく、シナリオに時間軸を設けて、環境変化や技術の進歩を見極めながら、それを検証し、継
続的に見直していくことが必要である。

以上
34310 個人 会社員・

公務員
４０代 女性 地震大国である日本にある原発は、原子力爆弾を抱

えているようなものです。
日本中にある原発が福島のような事故にあったら、日
本全土が放射能汚染され、人の住めない土地になり
ます。原発は、廃止するべきです。

今すぐにゼロにできずとも、今後１０年の間には、原発をゼロにする方向で、一日も早く動き出すべきと思います。
福島の事故は、今の日本、世界の原発のありかたへの、地球からの警鐘だと思います。

安全と言われていた、原発は、安全ではなく、現在も非難を余儀なくされている人たちがたくさんいて、原発周辺の土地は、放射能汚染され、海へも放射能の垂れ流しをして、地球全体をけがし
てしまったことを、もっと深く受け止めるべきです。

経済効果、お金の流れだけを考える政治では、もうこれからは機能しない。

このことを、もっと深く、受け止めてほしい。

原爆を被ばくしている、唯一の国である日本が、非核三原則をかかげながら、
なぜ福島の事故をおこしてしまったのか。

それは、おおきな、原発利権最優先の経済界の集大成なのかもしれませんが、今こそ、改めるべき時が来ていると思います。

原発で生活している方々もいらっしゃるし、すぐには変えられずとも、「変えていく意思」は、今すぐ持つべきだと考えます。

それが、原爆から日本が学んだはずのこと。

そのことを、政治にたずさわる、すべての方々に、訴えたくメールさせていただきます。

34311 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 エネルギ－・環境に関する選択肢について・・・

原発ゼロシナリオを支持します。

今回の福島原発の事故により、今まで全く関心の無かった原発の恐ろしさを身にしみて感じました。子供の親として少しでも早く原発が無くなる事を望みます。
原発を廃止する難しさは色々とあるけれど、今ここで行動を起こさなければ、また以前と同じ状態に戻ってしまいます。
原発で生活が成り立っている人々、原発によって回っている経済、大変な事は山積ですが、絶対に何らかの解決方法が有るはずです、楽な原発再稼動にだけは戻らないで下さい。
大変だけれども今ここで原発ゼロに向って進んでほしいと思います。
日本人の知恵と勇気を集結すれば絶対に実現できると信じています。

34312 個人 家事専
業

５０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」

「原発ゼロシナリオ」・・・唯一の脱原発シナリオ

事故が起きたときの被害の大きさは、もう言うまでもないと思います！

原発はクリーンエネルギーでない事ははっきりしてる。
使用済み燃料の置き場（ゴミ箱）がないならゴミを出すな！
将来に負の遺産をこれ以上残してはいけない。

原発をゼロにし、再生可能エネルギーに直ちにシフトするば
世界に誇れる日本になると思う。

34313 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 「原発ゼロシナリオ」を選択します。

今回の福島の原発事故で、原子力は人類が操れるものではないこと、
ましてや、都合のいい言い方の「平和的利用」などありえないということ、
そして、悲しいことに、政府は国民の命より、自分達の利益を守ることを
最優先で政策を決めるということを知ってしまいました。
原発事故に関する情報の隠匿、改ざんの実態が、日が経つにつれ次々明らかに
なり、東電、政府に対して信用ができなくなりました。
私達国民に与えられた原発に関する情報のほとんどが嘘で、政治家がおいしい
思いをするように仕向けられたことばかりでした。
「原発=クリーンな資源」
聞こえはいいですが、利害関係が渦巻く資源です。
福島の原発事故処理にしても、瓦礫の広域処理、年間限度被爆量、放射性物質の食品基準、どれをとっても、国民の命を守る気など毛頭なく、
本来、持ち出してはならない放射性物質を、日本全土に撒き散らしすようなことは、事故による健康被害が出たときの証拠隠滅としか思えません。
野田首相に読ました「収束宣言」。
福島の原発事故が、今だ収束していないのは誰の目にも明らかです。
「私の責任」で再稼働した大飯原発も問題だらけです。
こんな政府のもとで、これからも危険な原発を続けていくことは
考えられません。

34314 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオでおこなうべき!! これからの未来のために、子どもたちのためにも「ゼロシナリオ」で行うべきだと思う

34315 個人 その他 ５０代 女性 使用済核燃料の処理問題の解決策が定まらない限
り、原子力発電はいったん止めるべき。振り出しに
戻って、国民レベルでの開かれた議論を

(1)私たちはすでに福島を経験しました
ただでさえ小さな国土で、しかも東日本大震災に匹敵する規模の地震が、今日明日にでも発生しかねない日本列島。この国の原発のリスクを、他の国々と同じレベルで語るのは、あまりにもナ
ンセンスだと思います。

(2)使用済み核燃料はどうするのですか？
その答えがない状態で原発を使い続けるのは、正気の沙汰ではありません。

(3)原発事故の解決のために、日本の原発関連技術は最先端を目指せ
福島だけでなく、他の国で今後原発関連の事故が発生した場合、日本は自己経験国として、また技術大国として貢献すべきだからです。

(4)原発に代わる先端エネルギー開発を国力に
原発を即刻止めても、じゅうぶんな電力は供給可能だとする専門家もいます。民間企業や地方自治体では、日本の自前の天然資源として、国を待たず日本海（と太平洋岸）のメタンハイドレート
の掘削に本腰を入れようとしているところもあります。新しい資源やエネルギーシステムが、原発の時と同じように利権の道具にされないよう、すべてを光の下に並べて、国民全体で議論し方向
を決めていきたいです。

34316 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。さらに原発ゼロを
2013年に前倒し、効率の良い火力発電や、地熱・風
力・小水力・波力・太陽熱・太陽光・工業廃熱等自然エ
ネルギーやエネルギーのリサイクルを促進して下さ
い。

原子力発電は福島原発事故で明らかになったように、ひとたび事後が起きたときのリスクが大きすぎます。何十万人もの人が土地を離れ、今までの暮らしができなくなりますし、土地や空気、水
の汚染も回復が難しく、安全な食料を確保することが難しくなります。何十年にもわたり健康に留意し、健康被害の不安とともに生きなければなりません。
未だ福島原発は事故の真相が明らかにされず、修復もままならず、メルトダウンの影響や4号機のプールがどうなるのかなど、危機状態が継続しています。
その一方で、政府や省庁、電力会社、マスコミでは危険が収まったと勘違いさせる様は情報を多く出し、他の原発へ事故防止策を徹底するどころか安易に再稼働を許しています。
さらに問題となっている使用済み燃料の処理・保管についても真摯に計画されているとは思えません。もんじゅも六ヶ所もいい加減な管理と数値で信頼できません。
さらに、今回の事故で原発の脆弱さも明らかです。万が一戦争やテロで原発がねらわれれば、日本はどうしようもなくなる危険があります。
これらから考えて、今後安全に原発を運用できるとはとうてい考えられません。
原発ゼロシナリオを選択します。さらに、ゼロを2013年に前倒し、効率の良い火力発電を増やしたり、地熱・風力・小水力・太陽熱・太陽光・工業廃熱等自然エネルギーや今まで無駄にしていた
エネルギーの利用を伸ばし地域ごとに効率の良い発電を伸ばして行くべきです。さらに、50ヘルツと60ヘルツの違いを解消し、国内全域で電力を融通できるようにし効率アップを図れば、小回り
のきくエネルギー供給ができるはずです。
そして、万が一事故が起きてもすくに安全に修理することができ、国民の安全も守れるはずです。



34318 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原子力依存度ゼロシナリオを選択する。経済への影
響では原子力コストの積算根拠が甘い。事故による
賠償除染費用等を勘案すると原子力が安いと判断で
きない。制御できる能力を持たずして安全運用はあり
得ない。

原子力依存度ゼロシナリオを選択する。理由は、(1)資料にある経済への影響では原子力コストの積算根拠が甘い。事故による賠償除染費用等を勘案すると原子力が安いと判断できない。(2)
原子力を制御できる能力を持たずしての安全運用はあり得ない。何をもって安全とするのか不確かである。
(3)大飯原発を再稼働させ、火力発電所を休止させている関西電力管内では、現状において電力不足どころか、最高に電力消費をした８月３日でさえ８０万キロワットも電力に余裕がある。他地
域からの融通も考えれば、電力不足はありえない。国民の節電意識が高まっている今、危険極まりない原発に依存することはないことは確かである。福島人々の思いに応え、人としてとる道で
あると考える。また、天然ガスなどを用いてのコージェネレーションシステムや太陽光発電、地熱発電などのクリーンエネルギー技術の改良や開発、普及にこそ力を注ぎ、二酸化炭素削減に寄
与すべきであると考える。

34319 個人 家事専
業

４０代 女性 希望シナリオー原発ゼロシナリオ
理由ー何万年も安全に処理できない廃棄物をだすも
のを利用してはいけません。2030年までにと言わず、
できるだけ早く（今月中にでも）原発の利用をやめるべ
きです。

何万年も安全に処理できない廃棄物を増やし続けながらエネルギーを作るのではなく、自然エネルギを活用したり省エネを促進していくことが必要です。

昨年の原発事故前までは原発に頼り切っていたので、自然エネルギーの利用も省エネもなかなか進みませんでしたが、事故後はどちらも進んでいます。
例えば、電力不足を危惧し多くの国民の意見も無視して無理やり強行した大飯原発の再稼働後、火力発電を止めても再稼働分以上に電力はあり余っている様です。
東電管内でも電力不足で停電など起きていません。

自然エネルギーの開発が進まなかったのも、原発があったせいで充分には研究されなかったからではないかと思います。研究を進めれば、原発よりずっと安全で危険な廃棄物も出さないエネ
ルギーが利用できるようになると思います。

何万年も危険な放射性廃棄物を生みだしてしまう原子力発電に頼るのは、もうやめましょう！

34320 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ。それ以外ありえません。本当に勘
弁してください。

あれだけの事故を起こしておいてそれでも再稼働させようとする国や東電の根性が腐ってます。国益だけでなく子供達の未来の為にもう少し真面目に考えてほしい。原発に代わるエネルギー源
として地熱やソーラーパネル、考えれば色々出てきます。１つに絞るわけでなくその土地に見合ったやり方で進めていくのはどうでしょうか？子育てに加え、この問題のせいで心労が絶えませ
ん。国をあげて脱原発をすすめていかないと国民から完全に見捨てられると思います。

34321 個人 無職 ７０代 男性 原発依存度ゼロシナリオに賛成です。
原発を残すと言うシナリオの選択は、福島原発事故の
後で、到底受け入れられる選択肢ではないと考えま
す。

ゼロシナリオを支持します。
原発は、短期、中期、長期に亘って人類にダメージを与えるリスクが
非常に高いことが、福島事故を契機に我々に明らかにされたことです。
基本的には原子力の場合、人間の英知で作られたものが人間の英知では制御出来ないと考えるからです。原発廃止が、短期的にエネルギーの不足やコストの高騰をもたらす為に起こるデメ
リットは、経済の停滞、企業の海外移転の加速化等など様々ですが確かにインパクトは否定は出来ません。しかし、これはあくまでも短絡的且つ静態的な考え方であります。原発に変わるエネ
ルギー源としての再生自然エネルギーの開発や普及化は新しい投資や雇用を呼ぶものであり、爆発的な経済成長に資することはないが、経済成熟国に相応しい低安定成長を促し、維持して
行けるのではないかと考える。２０３０年は中期的な時間軸となるが、我々日本国民も価値観を変えることが必要であり、又、エネルギー源の変化により変えざるを得ないことにもなり、動態的に
とらえてエネルギー問題に取組む必要があります。
そのゴミを処理するのに、ゼロにするのに何万年の時間を要するとのことですが、
明らかに我々の手に負えるものではありません。今留まって原発を考えた時、自分たちのコンビーニエンスのためにこのようなゴミを増やさぬことは許されない。
従って出来るだけ早くゼロにすることが我々の使命であろう。

34323 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発比率のゼロシナリオを支持します どのような安全対策を実施しようと、原発が今後、二度と事故を起こさないという保障は一切ない。人々の生活や命を脅かす原発は、一刻も早く全廃を。政府は、原発推進に費やしてきた莫大
な予算を再生可能エネルギーの普及に充てるべき。

34324 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 政府はエネルギー産業に関する脱原発のヴィジョンを
明確に国民に提示すべき。

例えば原発依存をあと何年続けるのか、それとも何年以内に脱原発を目指すのか明示すべきだろう。また、原発産業の代替えとなる再生可能エネルギー産業への支援を行い、エネルギーシフ
トを国内外に示し、福島第一原発の事故からの学びを対外的にアピールすべきだろう。
日本は世界唯一の被爆国であるにもかかわらず、今回原発事故で産業や自国のブランディングの自壊を招いている。この損失や信頼への回復は、ドラスティックに日本のエネルギー政策の転
換を示さなければ、困難だと考える。
原発事故で「何も学ばなかった」かのようにこれまで同様に原発依存を温存するならば、日本は海外からの尊敬を失うだろう。
また、自国民からの信頼も得ることができず、有能な人材は国外に流出していくだろう。

34325 個人 家事専
業

３０代 女性 選択肢の中ではゼロシナリオ。
でも2030年にゼロではなく、もう動かさない（今すぐゼ
ロ）
もう一度事故が起こったら、日本は再起不能。新しい
エネルギー産業は経済の活性化にもつながるかもし
れません。

選択肢から選ぶならゼロシナリオ。
でも2030年にゼロではなく、もう原発を動かさない（今すぐゼロ）
もう一度事故が起こったら、日本は再起不能だと思います。その不安が特に子育て世代に広がっているように感じます。新しいエネルギー産業に力を注ぐことで、経済の活性化にもつながるか
もしれません。

34326 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発を廃止してください。除染はあり得ません。ただの
移染です。

除染はあり得ません。ただの移染です。

34327 個人 自営業 ６０代 男性 即、すべての廃炉を決定し、すみやかに安全に最後
まで処理される方法を検討してください。いろんな分
野に声をかけ、処理が安全になりますようにお願いし
ます。

想定外であっても福島で現実に事故がおきたことは確かであり、それによってふるさとを追われたり、つながりや思い出も奪い去られていることは事実としてあります。他の原発においても、条
件はかわらないということは、また事故が起きる確率はゼロではありません。人のいのち、自然とかかわることですから、なければ一切起きないことです。また、使用後の処理についても見通し
がついていないものであります。被害はここまでにしなくてなりません。
電力については企業である限り、そして、日本の技術がある限り、原発を使わなくても足りることは確実です。心配しておりません。

34328 個人 自営業 ３０代 男性 原発にたよらない生活を営んでいきたい (1)原発はテロに狙われやすい、(2)自然災害の脅威はいつ、どこに、くるかわからない(3)日本は安心、安全に過ごせる国だとアピールする為には原発は邪魔(4)憲法違反を引き起こす原発(5)廃
棄物の処理が

いずれ困る時が来る…まだまだ原発反対  の理由があるけどこのくらいで…

34329 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ３つから選ぶなら２５％。現状の技術力，国力からみ
て、０％はありえない。リスクを定量化した上で評価
し、一定の安全性を持った原子力は即刻動かすべき。

今、国民が見せられているのは「爆発した福島の映像」だけである。政府がいろいろな可能性を客観的に分析して、福島と同じように「映像化」し、国民に示さないと「気味が悪い」「何となく怖い」
という感情論が先行し、世論が誤った方向に進み、結果として政治家も選択肢をゆがめている。極端な「映像例」を挙げれば・・電気料金の高騰によって、自動車産業，家電産業が海外に逃げ
る、中小企業は倒産する、そして、今の中高生たちには、将来の就職先が殆どなくなる・・など。こういったシナリオを判りやすく「絵」にして、福島と比べさせてから、国民に意見を求めるべき。た
だ「国策」を国民に決めさせる国は聞いたことは無いので、最後は国家として「感情論」を押さえてでも舵取りすべきである。

34330 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年までの原発依存度は「15％以下で可能な限り
ゼロに近い数値シナリオ」を希望する。つまり、3シナリ
オ以外の新しい数値設定が必要です。現シナリオは
活動条件が不明確、実現性・信頼性に欠けるためで
す。

今回の政策は原発依存度の低下と再エネ利用率の向上とのバランスがポイントだと理解します。そのため、エネルギー政策と環境政策を両立する重要なテーマです。けれど、国民には大枠の
希望数値だけに留まり、数値目標の達成と安全管理の徹底が具体的にどのように実行されるのか、国民はどのような点に国政理解と協力をすべきなのかが把握出来ないシナリオです。改めて
具体的なプランニングを希望すると共に、不測状態も加味した高い目標設定をお願い致します。

私がシナリオの再設定や政策を決定するうえで、今後のポインントは下記4点です。日本の
数十年後の未来作りのために、私も引き続き地道な協力を惜しまない考えです。

●今後の原発管理について
原発推進の流れが東日本大震災以降にエネルギーシフトの流れと共に、反原発の流れが急激に強大化したと私は考えています。東電など原発管理組織の隠ぺいが招いた不信の力が大きい
ため、信頼回復のために透明性の高い組織が管理する仕組みに改善する必要性があります。今後も少なくとも20年の期間、原発の管理が必要になります。その期間は危険性や不安を抱える
原発と共存するために、隠ぺいのない組織に管理を任せたいのです。

●再エネの利用について
風力や太陽光など再エネの割合を高める＝電力料金の増加は必然の流れです。しかし、どの程度の割合で増加を想定すべきなのでしょうか。経済活動・生活に欠かすことが出来ないエネル
ギーであるために、その影響も大きいはずです。日本国内のどこにどの程度の規模で、どの種の発電方法で年間何KWを発電するのかも不明です。

●原発の廃炉について
膨大な資金を投じた原発は耐久期間内に廃炉にすると、電力会社はそのコストを電力料金に含める可能性があります。そのため、残りの耐久年数や発電量などを加味したうえで、日本国内の
各原発は何年後に順次廃炉にする予定なのかを検討できるのでしょうか。2030年のシナリオを支える重要な要件であると考えておりますが、その点の検討経過などは把握できません。

●女性の価値観を活かす活動
日常生活の安全・安心・健康というテーマとエネルギー料金の値上げというテーマは主婦など女性の価値観や意見を積極的に取り入れるべき問題である。しかし、シンポジウムや意見聴取会な
どでは参加者は男性の割合が高いと思われる。一般家庭の生活に受け入れらる政策が求められているからこそ、必要な参加者であり、必要な意見である。

34322 個人 学生 １０代以
下

女性 原発をなくしてください。そして、
・放射能の被曝をしないようにしてください。
・福島の人々を助けてください。

日本のエネルギーを巡る情勢は、震災前後では何ら
変わっておらず、安全を大前提に引き続き原子力を最
大限利用すべきであり、提示されている３シナリオで
はなく、震災前の原子力立国計画に沿って進めるべ
きである。

法人等法人等法人等法人・
団体等

34317  １．エネルギー安全保障上での理由
日本は、国内に有効なエネルギー資源が存在しないため、国内で消費されるエネルギー源のほとんどを海外からの輸入に依存しており、エネルギー自給率が４%と他の先進諸国と比較しても著
しく低くなっている。特に、石油に関してはほぼ１００％輸入に頼っており、過去においても２度にわたる石油ショックを経験し、日本のエネルギー資源の供給構造の脆弱さが露呈した。このような
ことから、日本は、エネルギー安全保障の問題を少なからず軽減するために、多様なエネルギー源の確保とエネルギー自給率の向上を図るため、世界で唯一の被爆国でありながらも、原子力
発電の導入や核燃料サイクルに取り組んできている。

 ２．国民生活と経済活動を支える上での理由
日本国民は、エネルギーを有効利用しながら、経済活動を通じて、豊かな暮らしを実現しており、それを支える為には、低廉で安定したエネルギーの確保は、必要不可欠である。特に、日本に
おけるエネルギー消費をこれまで以上に効率化しても、2030年段階はもとより、将来に亘って安心して暮らせる社会の実現には、原子力発電の積極的利用以外に選択肢が見あたらない。

 ３．地球環境保全上の理由
地球間環境が人類の様々活動により、少なからず影響を受けていることに鑑み、先進国である日本は、化石燃料消費中心のエネルギー政策ではなく、地球環境に与える負荷が少ないエネル
ギー利用が求められることに加え、地球上のエネルギー資源は有限であり、とりわけ石油などの化石燃料はそう遠くない時期に枯渇が予想されており、国際的にも脱石油のエネルギー政策が
強く求められている。

 ４．技術支援等の国際貢献上の理由
経済成長が著しいアジア地域等の市場経済移行国だけでなく、中東地域の産油国においても原子力発電の導入が見込まれており、耐震安全性や技術力の高い日本の原子力発電技術が求め
られている。導入を目指す国々に対して今後支援が必要であり、日本における原子力発電技術の向上は、国内だけでなく、世界的に見ても重要度と貢献度が高い。

 ５．人材確保と技術者育成上の理由
原子力発電所を今後も利用していく前提において、福島第一原子力発電所事故に鑑み、悲惨な原子力発電所における事故を二度と起こさないためには、これまで以上に優秀な人材確保と一
層の人材育成が欠かせないが、将来的な不安定要素を抱えたままでは、多くの優秀な技術者が現場からいなくなるだけでなく、将来を担う人財確保も困難になる恐れもある。

 ６．原子力立地地域との信頼関係上の理由
原子力発電所や燃料加工工場及び放射性廃棄物管理を含めた原子力関連施設の事業者は、国の原子力政策に基づき、立地地域との信頼関係を構築した上で、様々な協力を惜しみなく頂い
ており、一方的な国の政策転換では、立地地域との信頼関係が損なわれるばかりではなく、地元経済にも多大な影響を及ぼす。

 ７．雇用の場の確保
電力消費の２割以上を賄い、今日の日本の国民生活と経済活動を支える基幹エネルギーとなっている原子力発電所５０基を安全最優先に稼働させているのは、現場で働く優秀な技術者であ
る。そして、その数は電力会社だけでも１万人程度おり、関係会社及び協力企業を含めれば数万人に及び、それらの雇用は日本の経済にとっても貴重な人財であると同時に、原子力比率の低
下が急激になれば、現在雇用されている多くの従業員の生活が脅かされ、関連する企業にも倒産等の多大な影響を及ぼす。

　日本における原子力の平和利用は、東日本大震災による福島第一原子力発電所の事故によって、国民からの信頼を大きく失うこととなったが、今回の事故を契機に、国や事業者が主体的に
なって、真摯に更なる安全確保に努め、国民から信頼を得られるよう努力することが最も大切であるとともに、被災した東日本を復興し、国民生活を守り、日本経済を立て直すためには、引き続
き原子力発電が一定の役割を果たすことが必要不可欠である。
また、エネルギー政策と言うものは、正に国家戦略であり、日本の将来に係る重大な政策であり、「国民の意見を聴く」ということは、大変有意義である。しかし、このような国民生活や国のあり
方に直結する重大な政策の策定や決定にあたっては、国が責任を持って、国民の声に耳を傾けつつも、非合理的かつ非科学的論拠に基づく、感情的な世論に流されず、国民生活、日本経済、
安全保障、地球環境、国際情勢などありとあらゆる観点から、冷静かつ総合的に判断しなくてはならない。
最後に、日本のエネルギーを巡る情勢は、福島事故を除けば震災前後では何ら変わっておらず、豊かな国民生活と強い日本経済を維持するとともに、CO2排出の削減に取り組んでいくには、
安全を前提に引き続き原子力を最大限利用すべきであり、3つのシナリオいずれでもなく、震災前のエネルギー基本計画や原子力立国計画に示された原子力比率４割以上を目指すべきであ
る。
以上

私は、中学1年生です。
私には福島県に住む友だちがいます。

去年の原発事故で、友だちは大勢のクラスメイトを失い、とても傷ついています。
私は友だちに避難を勧めましたが、友だちの親はさらにその親に反対されて引越しすることができずにいます。
本当は友だちや友だちのお母さんは被曝が心配なのですが、それを口にすることは、周囲の人たちに攻撃されてしまうので、できません。

もし、友だちや私やきょうだいが将来、放射能の被曝が原因で病気になってしまったらと思うと、とても暗い気持ちになります。
私たち子どもには未来が保障されていないのですか？

私は千葉に住んでいて、お母さんは私やきょうだいが被曝しないように食料に気を遣っているのに、福島の友だちは、被曝を気にすると攻撃されるというのは、おかしいです。
それまでは仲のよかった人たちが、こんな風に争っているのは、原発が原因です。

政府の人たちは、どう考えているのですか？

私は友だちの苦しみを思うと、生きていることにさえ疑問を感じます。
友だちはこんなに苦しんでいますが、どうしてなにもしていない、普通の女の子がこんなに苦しまなくてはならないのでしょうか？

友だちは私や他の12歳と同じように、勉強をしたり、ピアノを弾いたり、恋をしたり、未来にいろいろな希望を持っていました。
けれど、今、友だちは夢も希望も奪われてしまって、私は無責任に励ますこともできません。

今年5月、子どもの日に、日本中の原発が停止したとき、私と友だちは電話で泣いて喜びました。
友だちは、「もう私みたいに苦しむ人は増えないね！」と言っていました。

それなのに、なぜ、また原発を再稼動するのですか？
どう考えてもおかしいです。
電力が足りないなら、他の電力を開発してください。
社会科で、戦争の後、日本は一生懸命がんばってあっという間に復興した、と習いました。
きっと人間は、間違った方向に進まないように知恵を振り絞る力があると思います。

どうか、日本中の原発をなくしてください。

友だちを救ってください。

私たち子どもから、考えたり未来に夢を持ったりする自由を奪わないでください。
お願いします。



34331 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオ選択。東電福島原発事故の後も、再稼
動するはありえません。

　福島から避難されている方、福島に住んでいる方のお話を聞く毎に、原発なくす思いが強まります。
　福島の農民の方が「どんな支援をしてほしいかと、聞かれます。私は全国の原発をとめてほしいというのが願いです」とおっしゃってました。
　原発をとめても、使用済み核燃料の処分など困難な問題があります。
　原発をやめる！決断するときです。

34332 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 地震国日本では、近い将来にも大規模な地震が想定
されています。その中で、原発の安全性を確保するこ
とは不可能です。「ゼロシナリオ」しか私たちに安全を
確保する道はありません。

未来のために

34333 個人 自営業 ５０代 男性 商業用原子力発電の廃止を早急に推進する。 一たび災害になると未曾有の惨事となり、想定外との見解では到底解決できない事だらけになり、地域社会が崩壊と混乱の中から抜け出す事は、到底困難になり社会不安と、健康被害も解決
できずに長期にわたって続いてゆく人の力では、おそらく解決など見込めないと考えています。
又、原発からの利益は無く、早急に再生可能なエネルギーに方向を向けて行くべき時になったと考える。

34334 個人 学生 １０代以
下

男性 国民はもう少し巨視的に日本という国を捉えるべき。
エネルギー・環境問題においても同じことが言える。そ
う考えた時、日本には原発が必要であるし、原子力を
電力供給の基幹となるエネルギーソースにすべきだと
思う。

　私はいまオーストラリアにいるので、少し日本国内の情勢に疎いと非難されるかもしれませんが、エネルギー・環境問題は日本にとってかなり重要性の高い問題であると察します。また、日本
の政治、経済があまり芳しくないことも見て取ることができます。私はエネルギー・環境問題について一国民として考えるとき、物事を巨視的に捉えることが重要だと思います。それは、日々一刻
と変化を続ける国際情勢において、様々なファクタをパラレルに考察することが重要あると考えるからです。
　具体的に申し上げますと、東日本大地震以来、(それ以前からと言う事もできますが)我が国の国民はあらゆる問題に対し、悲観的、またはミクロの次元で考え、そして多くのケースで政府、国
会、行政、そして企業等を批判しています。確かにそういった機関にも愚策はないといえば嘘になりますし、事実、今政府が行なっているエネルギー・環境問題への取り組みには納得がいきませ
ん。しかし、我々国民は物事をしっかり見極めて発言できているでしょうか。私はそうは思いません。原発の問題に関しても、「危険だったからやめろ」と福島の事故があったあとに繰り返すだけ
で、幼稚にすら思えます。
　そこで前述のとおり、私は国民と政府等の国を方向付けていく人々に求めたいのは、マクロで物事を捉えて、ベストな選択をして欲しいということです。エネルギー問題を考えるにあたって、日
本の立ち位置、経済状況、デフレ・インフレ、税金と消費の問題、国土防衛など、少なくともこれらの問題を頭に入れて発言しなければいけないでしょう。
　では我々が私の言うマクロな視点で日本を見るとき、真っ先に解決すべき問題は何でしょうか。それは経済であると思います。日本はバブル崩壊以後、かつてない長期のデフレが継続し、国
内産業・国民の消費は冷え込んだままです。それに追い打ちをかけるように、リーマンショックの波や、震災、はたまた政府の増税などで、今後も見通しは暗くなるばかり。そしてその打開の鍵に
なるのは、エネルギー問題の早期解決だと思います。つまり、原発を中心にした安定した電力の供給で、国内産業に活気を加えることです。そうすることで、企業の生産が回るようになり、国際
競争力も上がるでしょう。ひいては雇用創出にもつながります。また、企業からの税収も増え、消費者に重税を強いなくても良くなり、消費も活発になると考えています。
　しかし、なぜ原発なのかということですが、それは自分の国を見れば明白です。我が国に、他国のような豊富な土地がありますか。資源がありますか。海底資源などの話も耳にしますが、採掘
が何年先になるかもわかりません。原発は、水力発電のような巨大なダムも必要としないし、安定して莫大な量の電力を生み出すことができます。これは我が国にうってつけといえます。事実日
本の原発技術は世界最高水準ですし、もちろん地震の問題も震災の教訓から、より安全な立地を探すことは言うまでもありません。
　今のまま、既存の火力発電などに頼っていますと、環境にもよくありませんし、日本は慢性的な電力不足に陥ると思います。そうなると、国際的に弱ってしまい、政府が提唱している「世界を牽
引する日本」などは画餅に帰すことでしょう。事実、中国にGDPでも抜かれ、さらに貴重な国土が脅かされています。防衛にも影響すると申しましたのはこの点です。
　私は原発の運用などに関しては素人ですので、これはあくまで日本の将来を考えた私見です。政府などの国を引っ張っていく立場にある皆さん、そして国民の皆さんにはぜひこの一国民の意
見に耳を傾けて、自分たちの住む国の未来について真剣に考えていただければ、これにまさる喜びはありません。

34335 個人 学生 １０代以
下

男性 げんぱつゼロシナリオ ぼくたちがあんぜんにくらせないものなんかいりません。いつじこがおきるかわからないしなにがおきるかわからない。さいかどうもしないでください

34336 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオしかないと考えます。 まだフクシマの事故が収束していない、原因もわからないままの状況で、再稼働などとんでもありません。命より優先するものはないはずです。勇気ある一歩を日本が踏み出しましょう！！

34337 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 どのシナリオも国の繁栄を犠牲にする条件下での議
論であり、賛成できません。まずもって大事なのは、子
供たちに安心して仕事ができ、収入を得ることのでき
る、この美しい繁栄した日本を引き継ぐ事が最も大切
です。

今でさえも世界的に高すぎる電力単価を引き上げ、アメリカの５～６倍もの料金の上では産業は成り立たなくなります。既に空洞化が進んでおり、若者は就職難に喘ぎ、未来に望みを持てなく
なっています。Co2削減は誰のための施策でしょうか？２５％公約が全く理解できません。コストに見合った省エネ・再エネに向けた規制緩和は進めるべきですが、それ以上は物理的にも経済的
にも実現不可能です。海外から帰ってくると、この国がいかに繁栄しているかが解ります。この美しい日本もその繁栄によって成り立っています。社会の安心・安全の持続の大切さ、それもこの
繁栄無くして成り立ちえないものです。次の世代が安心して働いて住める日本のためにもエネルギー安全保障を強力に考える必要があります。

34338 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオ」を今のうちに選択すべきです 「安全」と思わせていた原子力発電は、いかに安全性が担保されていないかを今回の大震災で知ることとなった。
　日頃、そのことを強く感じてはいなかったし、特に大きな反対の声もあげていた訳でもないが、今も住み慣れた地を離れ、いつ帰ることができるのかもわからない福島の実態を知る中で、一旦
制御がきかない状態となればどんなことにあるのか、安心安全な将来をつくるうえでは、安全性が確立していない原子力にエネルギーを託すことは人間が地球で生きるうえでも大きな問題と考
えるに至った。

　今のエネルギー政策を抜本的に見直し、これまで安全神話をつくりあげてきた組織的、政治的問題をしっかり総括し、人間が自ら墓穴を掘るような進歩のない政策に甘んじることなく、将来を
見据えた政策を実行すべき時である。大変な想いで生きなければならない福島被災者の支援とともに、そうした事態を絶対つくらないためには、原発ゼロを中心にすえたスケジュールを政策と
して持つべきである。
　科学の進展が経済的利益のためだけに活かされるのではなく、そこには人間的・生命的・人道的視点を主流においた進展とすべきであり、原子力そのものが人間・生命とは共存できないこと
を肝に銘じるべきと考える。

34339 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持 ゼロシナリオを支持する。

東日本大震災を起因とする事故により、原発が安全ではないことが明らかになった今、何を置いても安全を優先すべきと考える。
1000年に一度起きるかどうかの震災・被害であり、今後の確率が低いとは言っても、おろそかにすべきことではない。

稼働を支持する人には、では、原発の隣に住めるのかと問うべき。
同じ犠牲を生み出す可能性のある状態のままでいるべきではない。

34340 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 0シナリオを推奨します。 現状のシナリオでは再生可能エネルギー等の見込みが甘いと感じます。
国家プロジェクトとして企業と協力し、次世代再生可能エネルギーインフラを開発し、それを商品として海外に輸出するべく、予算をかけて欲しいです。
そのために必要な増税であれば文句などありません。
現状では政府は明確なビジョンを持っていないようですが、日本の技術者を信頼し、進めるべき道はこれしかないはずです。

34341 個人 自営業 ６０代 男性
地震大国日本には多くの活断層があります。私は、
我々以降に続く世代に原発事故の危険を受け継がせ
てはならないと思います。今すぐ原発ゼロで成り立つ
社会構造への転換を図るべきだと思います。

　人間は地球上に誕生して以来、道具を使うことを会得し発展進化を遂げていったことは周知のことです。それでも５０００年近くの永きにわたってまだ、人間は自然への畏敬を忘れず、自然と共
に日々を送ってきたと私は理解しています。
それが、ここ僅か２００年ほどの間に機械等を使い始めた頃からどんどん“便利＝効率”を追い求めるようになり、より合理的な産業構造、社会構造が重視される世界になっていきました。そうし
た機械を動かすための効率的なエネルギーとして登場してきたのが電力であり、より効率的に発電するエネルギー源として原子力発電が取り入れられてきたのだろうと思います。原子力発電が
日本で計画され初めて以来６０有余年。近年各電力会社が原子力発電所の安全を国民にアピールせんがために原子力発電所見学ツアーをしきりに催していていたことも何となく私の目には奇
異なことに映っていました。
一方で、日本人の多くは電力で動く効率的な社会構造、効率的な家庭内電化製品等に慣れ親しみすぎて、人間が本来持っていたはずの自然への畏敬を忘れていたのではないかと思います。
結果、今回の地震に伴って起きた福島第一原子力発電所の事故は起こるべくして起きたというふうに考えられます。地球も生きている一つの生命体であり、地球を構成している一部（地殻）も誕
生以来５０億年の間に多くの変化を遂げてきているでしょう。また、今後も幾多の変化（＝地殻変動）を繰り返していくであろうことも容易に想像できます。このように考えてくると、人間が科学の
力で何でも制御できるという考え方は甚だしい思い上がりだと私は思います。自然の力は人間の力などではコントロールできません。同様に、原子力も人間の力では制御できるものではないと
謙虚に向き合う必要があります。
日本人はいつしか精神的にゆとりのない民族の一つになっていると思います。昼夜を問わず動いている工場の機械、終夜にわたって働いている多くの人々、その人々の仕事を支えるために働
いている人々、それを支えるために動いている交通機関・コンビニの終夜営業・・・何れも半世紀前頃は考えられなかった状態ではないでしょうか？こうした状態を支えていく為に原子力発電に
よる電力の供給がもっとも効率的だとされたのだろうと思います。私は、今一度人間本来の生活サイクルを取り戻すためにも、原子力発電をゼロにして、過剰な電力を必要とする現在の社会構
造をリセットし構築し直す絶好の機会とするように願ってやみません。

34342 個人 自営業 ５０代 女性 即時原発０パーセントを支持します。今止まっている
原発の再稼働はいっさい不要。

原爆、そして福島の犠牲者を考えると、「平和利用」という言葉のまやかしをいくら使ったとしても、原子力は人間が手にしてはならないエネルギーであったことがわかる。どんなに科学が発達し
たとしても、制御できない巨大すぎるエネルギーであり、人間を含めた生命体にとってもきわめて危険な放射能を発生させること、などがその理由だ。
原発ゼロによる電力不足を電力会社、政府はいい、大飯原発再稼働になったが、電力不足の詳しいデーターが公開されない以上、国民はいまだにそれを信じていない。原発再稼働は電力会
社存続のためだと思っている。
しかしそのような、経済優位、財界保護の日本の姿では、世界に通用しないことも昨年３．１１で得た教訓ではなかったか。自然との共存、人間力の回復、本来の日本の平和と穏やかな自然の
中での優しい営み、そのような日本こそ世界中から求められていて、また国民も求めている。
いまだに経済界、日本の社会で優位に立っていると思っているような電力会社の経営姿勢も、この際正してほしい。

34343 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持。今後原発の新設は無理。
廃炉まで４０年のルールを守れば２０３０年には必然
的に原発ゼロになる。直ちに省エネの推進、火力発電
の効率化、自然エネルギーの普及に全力を傾けるべ
き。

地学的に見て地球上最も地震や津波の危険性が大きい日本列島に原発を設置することは、原発事故の危険性をゼロにできない以上やるべきではない。安易な再稼働にも反対である。事故の
検証から指摘された対策を全て行なってから再稼働すべきである。今後のエネルギー施策としては、
（１）旧式の火力発電所を最新の高効率なコンパウンドサイクル方式にリプレースをすすめること。
（２）公共施設・病院などのインフラに熱電併給のコジェネレーションを普及させ、発電の効率化と分散化を図ること。
（３）家庭・事業所でのさらなる省エネを進めること。具体的には建物の断熱化を進め、冷暖房のエネルギー消費を減らすこと。
（４）自然エネルギーに安心して投資できるように、国がファンドを作り国民から広く資金を集め、投資という形で自然エネルギーの普及を進めること。

34344 個人 その他 ７０代 男性 大変革の時代、世界に率先して脱原発新エネルギー
に切り替えるチャンス。金と人的資源を思い切って投
入すべき、維新だ。
人の命と金、比較できぬ。大いなる実需が到来する。
実行。

どろどろとしたぬるま湯に浸かってる感じ。此の侭では日本はおかしくなる。原発事故を奇禍として大いに動くべき。世界的に実需がない。明治維新政府は金がなくてもやった。新エネルギー時
代をそっせんして創るべきと考える。子供/孫の時代のために。

34345 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 私は今後原発は0、完全脱原発を希望します。 日本は地震大国で、絶対に事故が起きない原発・・・というのは不可能です。
そして事故が起きる確率論以上に、事故が起きたときのリスクを考えて判断すべきだと思うのですが、原発事故が起きれば、環境、生命、国の存続まで危ぶまれるリスクをはらんでいるのに、目
先の経済の為に安易にそんな危険な発電を推進していって良いのでしょうか？推進派は、我が国が被爆国であり、あれだけの事故を起こし今も尚、事故が収束しきれていないという現実を、ど
こか遠くの事の様な感覚でみているのでしょうか？それに事故以外でも核廃棄物の処理場の不足問題も深刻です！電力会社や原発マネーで潤う地域や企業の利益と、この国の生命や存続を
天秤にかければ目先の利益に重きをおくなんてありえません。この国は私達の世代だけの物でもありません。生命も文化も環境も、過去から未来に大切に引き継ぐ責任があります。それに私も
素人なりに、書物や専門家の方々のお話から勉強させていただくと、まだまだ太陽光、地熱、足りない分の揚水発電で原子力以外の電力の供給も増やせるし、安全な方法で新たなる発電を推
進していく事で栄える産業、潤う経済に対する期待も持てると思います。安全を最優先に、目先だけでなく長い目で見た未来の我が国、この地球の為にもどうか正しい判断で政策決定をお願い
します。原発反対デモに出ていない原発反対者も大勢いろ事もどうか知ってください。宜しくお願いします。

34346 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発依存ゼロシナリオ推奨 現状のシナリオでは再生可能エネルギー等の見込みが甘いと感じます。
国家プロジェクトとして企業と協力し、次世代再生可能エネルギーインフラを開発し、それを商品として海外に輸出するべく、予算をかけて欲しいです。
そのために必要な増税であれば文句などありません。
現状では政府は明確なビジョンを持っていないようですが、日本の技術者を信頼し、進めるべき道はこれしかないはずです。

34347 個人 自営業 ４０代 女性 (1)原発ゼロシナリオを選択します。日本は地震活動
期に入りました。日本にはどこにも原子力発電所に適
した土地などありません。大きな地震はまた起きま
す。今すぐに全ての原発を停めてください。

原発にメリットがないのは明らかです。

政府は、東京電力福島第一原子力発電所爆発事故における原因解明も、再発防止対策も不十分です。人災と言いながら誰も責任を取っていません。核事故が起きれば、一人の総理大臣が命
の責任を取ることなど不可能です。ましてや地球上の生物は人間（日本人）だけではありません。

日本のすべての核保有施設周辺に、免震重要棟、住民を避難させる交通手段、屋内退避できるシェルター、十分な備蓄やヨウ素剤は準備されていますか？少なくとも、私の身の回りにはあり
ません。政府からの説明もありません。たとえ事故が起きなくても、放射性廃棄物の処理方法も確立されておらず、発電コストにも含まれていません。被ばく労働者がいなければ、メインテナンス
さえできません。廃液により海水温を上昇させ、地球温暖化をもたらし、自然環境にダメージを与え続けます。

ではなぜ原発の再稼働を市民レベルで、いえ市民どころか民間企業で、地元の議員で、市町村長で、知事で、国会議員でさえも停められないのでしょう？一体誰が、誰のために核保有施設を
動かし、維持したいのでしょう？

今後、日本では人口が減少し、電力需要も減るのですから、現在の原子力発電比率をゼロにするのは簡単です。2011年の夏も10％以上節電できました。これからさらに省エネに取り組み、自
然エネルギーを10％増やせばいいだけの事です。今年の猛暑でも、経済活動に影響を及ぼすような電力不足はありません。電力は過疎地で生産せず、使う所で自給する国に転換するべきで
す。

最後にムヒカ大統領の言葉を引用します。
「私たちは発展するために生まれてきているわけではありません。幸せになるためにこの地球にやってきたのです。人生は短いし、すぐ目の前を過ぎてしまいます。命よりも高価なものは存在し
ません。」

34348 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発０政策を選びます。 全原発の即時停止。クリーンエネルギーの推進を国として行うことを求めます。
理由
(1)福島原発事故はいまだ解決していない。解決方法も未確立である。
(2)放射能の被害は日本国土の一部を失うという、国の財産を大きく損なう事態である。
(3)故郷を失い、帰ることも今だできない多くの人、将来に渡る健康被害への不安はいまだ解決されない。
(4)地震大国であり、原発事故が再度起こらない根拠は無い。
(5)他国を見習い、クリーンエネルギーを推進すべき

34349 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 　原子力の停止により、経済成長の鈍化が懸念され
るなか、安全性確保を大前提としながらも、原子力を
含むエネルギーのベストミックスを、時間を掛けて技
術革新をしながら柔軟に見直していくべきである。

　エネルギー政策においては、安定供給、経済性、環境適合性の前に安全性の確保が大前提である。
　東日本大震災後の状況に鑑み、原子力の安全性確保に万全を期すため、引き続き原子力発電の安全基準確立・技術革新に取り組むことは国際貢献の面でも重要である。
　一方で、短期的には安定供給体制を重視し、経済再生を図ることが重要で、目標経済成長率をなるべく達成しつつ、需要サイドを省エネ型に移行することによって、中長期的に経済性・環境
適合性のバランスを確保した持続成長を実現していくべきである。
　したがって、現時点で原子力を完全に放棄するのでなく、時間軸を持って安全を確保したうえで原子力比率を柔軟に見直していくべきである。

34350 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロのシナリオを望みます。 放射能は人間が扱える物ではないと思います。なので原発は100%の安全が無ければ作るべきではないし、100%安全な物なんて人間には作れません。想定外も、もう許されません。ひとたび事
故が起きれば沢山の人が困り、1人の人間に責任がとれる訳はないです。他のシナリオを選ぶにしても、その先にある脱原発を約束して貰わなければ賛成する事もできません。政策としての地
熱や風力発電の拡大とともに、明確な目標を持ち、勇気づける発言をしていただければ、日本の人達は辛抱強く頑張れると思います。間違って進んで来た道は反省し、早い段階での起動修
正、そして安心、安全な国作りを政治家の皆さまにお願い申し上げます。



34351 個人 家事専
業

３０代 女性 国内の原子力原発を全て即時撤廃を希望する。 チェルノブイリは、事故後約一〇日間で収束したが
福島は、放射性物質の放出が1年半以上続いている。
制御・収束できない物を稼働するな。
国内の原子力原発即時撤廃以外、この国に未来は無い。

34352 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 今回提示の3シナリオでは20-25シナリオを評価。但
し、再生エネ、省エネについては実現性を含めた再検
証と必要に応じ内容の見直しが必要と考える。

電力は国民生活、経済活動に不可欠なエネルギーである。よって、安定供給が何よりも最重要事項であり、そのためには原発の維持が必要であると考える。
ゆえに、今回提示されたシナリオの中では、20-25シナリオの原発維持の姿勢を評価する。しかしながら、本シナリオにおいても、再生可能エネルギーや省エネについては、実現性を含めた再
検証が必要であり、必要に応じて見直しが必要と考える。

34353 個人 無職 ７０代 男性 原子力発電は即刻停止し廃炉とすべきです。即刻が
無理ならば2020年までに原発をすべて停止することを
求めます。時期の明示はどうしても必要です。

　改めて記すまでもなくこの度の福島原発事故がそれを示しています。1年半が過ぎようとしていますが、放射能は広く全国に広がり、海の汚染も深刻です。原発立地地域にお住まいの方々は
いまだに避難生活を余儀なくされています。「帰宅困難地域」だの「一時帰宅可能」だの言われていますが、要するに元の暮らしに戻れば「死ぬ」か「病気になる」地域だということです。これに当
たる人達は少なくありません。町や村ごと住めなくなるのです。そうした人間としての暮らしと電力（経済効果）とどちらの価値が重いのでしょうか。それは決まっています。人間の暮らしです。電
力や経済効果の為に人間の暮らしがあるのではありません。人間の暮らしのために電力はあるはずです。事故が起きたら途方も無い時間と無限に広がる地域に被害が及ぶこんな危険と背中
あわせの原発は止めるべきです。
　次に止めるべき理由は使用済み核燃料の処理技術が確立されていないことです。いまでも出続けるこの問題一つとっても原発撤退は当然であります。

34354 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発はいらない。ゼロでよい。なぜなら廃棄処分でき
ないものだから。後始末を出来ないものを造ることは
許されない。将来の子どもたちに後始末を押しつける
ようなものはいらない。

原発はいらない。ゼロでよい。なぜなら廃棄処分できないものだから。後始末を出来ないものを造ることは許されない。将来の子どもたちに後始末を押しつけるようなものはいらない。

34355 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します ・安全性よりも経済性を優先してはばからない、無責任で傲慢な電力会社に原子力発電を委ねることはできません。
・同様の立場で大飯原発を再稼働させ、今度の原子力規制委員会委員に原発推進の人物をおこうとする現政権、官僚を信用できません。
・放射性廃棄物の処理技術が確立されていない現状では、放射性廃棄物が増大する一方であり、生命・環境に重大な影響を及ぼすゴミを将来に先送りしているに過ぎません。
・一方で、再処理を行いえない再処理施設に毎年莫大な公費を投入していることは、無駄以外の何物でもありません。国の財政が危機的であるならば、真っ先にやめるべきです。
・東電管内はこの猛暑にあっても、原発なしに電力供給過多です。
・シェールオイル、シェールガスなど新たなエネルギー源の開発、自然エネルギーの開発を進めるとともに、省エネや節電のいっそうの効率化を進めることで、「安定電源たる原発」に替わる電
源を確保できるものと考えます。

34356 個人 家事専
業

４０代 女性 直ちに原子炉再稼働を停止、代替エネルギーの開発
に全力を尽くす
福島の事故を過小評価せず、世界中の英知を集めて
事故の収束に向けて全力を尽くす。
原子力の基本に則り放射性物質の拡散防止に徹底
する。

福島原発事故は多くの国民に多大な苦しみを生み出しました。まだ進行形です。
放射性物質が人間に及ぼす影響はまさに「直ちに」ではなくこれから徐々に明らかになっていくことでしょう。事故の原因、放射性物質の影響もまだわからない状況で原子力発電を稼働させるこ
とはリスクが大きすぎます。経済が衰退することを挙げられていますが、日本人のすべての英知を集めれば原子力を止めても経済を維持していくことは可能なことはお分かりのはずです。
今年の猛暑でも原発なしで電力を維持できています。
どうか国民の命、健康を優先してください。
取り返しのつかないことになってから後悔しても遅いのです。
時のたつのは早いです。
今の子供たちは原子力を望んではいません。
失望するような日本を引き継がせるようなことがあってはいけないと思います。
どうかもうお気づきください。
国民はもう真実が見えています。
誤魔化しはきかないのです。

34357 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロに。 安全性も納得できない、事故の真実も知らされない、正しい情報がない不安の中
再稼働はありえない。

使用済み核燃料の処理方法もないのに推進するのもおかしい。

34358 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」では、ゼロシナリ
オこそが日本に必要な信頼回復の道筋と思います。
原発のゼロシナリオを実現しましょう。できるだけ早く
ゼロにしましょう。
やればできる。

「エネルギー・環境に関する選択肢」に対するパブリックコメントに、進言します。
ゼロシナリオこそ、これからの日本に必要な信頼回復の道筋。
原発のゼロシナリオはあり得ます。
できればもっと早くにゼロを、と願います。

放射能をもつ廃棄物の処理が何百年もかかるような地下埋設方法は、保障できないでしょう。
誰が安心安全だと言うのか、信じられません。

再生可能エネルギーにて、現時点から数年は、一度にすべてをまかなうことはできません。
しかし、政策として着実に進めれば、ドイツのように進むでしょう。
二酸化炭素の排出が一時的に増えても、原発を減らして放射能廃棄物が減れば、安心は膨らみます。
再生可能エネルギーを増やしていくということが重要急務だと思います。

原発の事故の心配もない未来が欲しい。
核廃棄物という次世代の子供たちにツケを残すようなことは、していきたくない。
という罪悪感を持つこともない。
地域分散型エネルギーになれば、地方に産業や社会経済にも変化ができ、自立していくと思います。
化石燃料の海外輸入という依存からも脱しなければいけない。
そうすれば、日本は今よりも安全安心な国になると思う。

34359 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 大飯原発の即時停止、原発の再稼働断念、「原発ゼ
ロ」の決断を求める

　大飯原発の即時停止、全原発の再稼働断念、「原発ゼロ」の決断を求める。
　福島原発事故の検証は未だに途上にあり、活動期に入った地震大国・日本での東日本大震災経験後の安全基準や安全対策も講じられていない。厳格な独立性が保障される原子力規制機
関も設置されず、福島原発事故からの1年余の間でも、原子力安全保安院など関係行政機関が「原子力ムラ」の利権擁護に走っていることが繰り返し明らかになっている。
　原子炉メーカー任せのストレステスト一次評価のみの不十分性や、国民の批判で急ごしらえされた暫定安全基準が口約束でしかないことなどは、政府関係者も批判している。政府が政治的に
判断できる状況には何一つない。
　福島級の地震・津波に対応できる対策をとったと言うが、政府が急きょ策定した「暫定基準」にもとづく対策は、何一つ実施されていない。にもかかわらず「整った」と強弁することはごまかしで
あり、国民に対する背任行為と言わざるを得ない。
　福島原発事故で多くの被ばく者が発生し、故郷を追われ、生業・仕事を奪われている。除染も生業・仕事の復旧・復興も遅々として進まず、被害者を苦しめている。政治の責任は重大であり、
再稼働の政治判断よりも、被災者の復旧・復興こそ急ぐべきある。核による新たな被害者を作り出さないために、安心して住み続けられる、安全に住み続けられる日本とするため、「原発ゼロの
日本」を決断すべきである。

34360 個人 法人等 ４０代 男性 原子力発電をゼロにする案に賛成。全て原子力発電
所は停止させ再稼働はしない。再生可能エネルギー
へ可能な限り移行をする。ＣＯ２削減については発電
用エネルギーだけでなく交通政策などを含め総合的
に対策をとる。

　原子力発電所がひとたび事故を起こすと、人間の安全な生活が脅かされるだけでなく、自然環境にも大変な破壊がもたらされることを今回の事故で思い知らされた。遠い将来の技術的可能性
は別としても、現段階での原子力は人類が安全に使えるものではない。以上の基本的認識から原子力発電をゼロにする案に賛成する。
　しかし提案された案の前提にも多くの疑問がある。今回提案されている３つの案の比較に、使用済み核燃料の将来にわたる保管の維持費用や、原子炉の更新費用、ウラン鉱の枯渇やそれに
伴う採掘費用の増大などがどのように考えられているのかわからない。原子力発電は運転中は化石燃料を使用せずＣＯ２を排出しないが、建設や維持には化石燃料を使用するはずでそれも
含めてＣＯ２排出が実質どの程度削減されるのか正確に比較するべきである。まして、何万年もの核廃棄物の保管にはどれほどの化石燃料が必要であるのか。またＣＯ２排出は発電だけでは
ない。大きいのは自動車交通に伴う排出である。自動車を使うことを前提にするのではなく、モーダルシフトやコンパクトシティーなどによる化石燃料削減も目標化すべきである。大規模発電に
よるエネルギーロスの問題、産業工程での排熱の再利用なども具体的に考えるべきである。
　再生可能エネルギーは太陽光・地熱・風力・水力などの他にバイオ燃料など
ＣＯ２循環型のものもある。それらを効果的に組み合わせる方策を考えるべきである。基本は地域地域で必要な電力を発電する「地産池消」型エネルギーがよいと考える。送電ロスも小さくな
る。産業用の電力までは無理でも、家庭用電力は少なくともまかなう。小規模水力発電など事業を増やせば地域の雇用も増えるのではないかと考える。

34361 個人 家事専
業

６０代 女性 原発を直ちに止めよう。 子供達、孫たちがずうっと健康でいられるように
自然エネルギーに変えよう。
ドイツを見習おう。
原発絶対反対。
本当に安全なら東京のど真ん中に作ればいいでしょう。

34362 個人 家事専
業

３０代 女性 2030年の原発依存度0％を支持します。 日本は地震国家ですので、思慮深く行動するべきです。
一概に、地震即、爆発とは申しませんが、使用し続けるといつかは廃炉にしなければならないものたちです。半減期など考えると、未来の人類に負債を押し付けて、一時的な「楽」を現在してい
ることになります。
負債は使用するものたちが負うべきものではないですか。しかも、背負わすのは、私たちの子孫です。
人がやることですから、完璧なものなどどこにもありません。
現に福島の事故が起こりました。想定外なんて言い訳にもなりません。想定外が起こったときに、致命的にならないように配慮することは必須です。やりっぱなし、なげっぱなしの原子力発電は
要りません。不要です。しかも、事故を起こした時の負債が半端ない。
立つ鳥あとを濁さず。

原子力に拘らず、技術大国の意地を見せるときじゃないですか？

34363 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 可能な限り早く原発をゼロにを選択する。原子力は安
全という大前提は「揺らいだ」のではなく、原子力ムラ
の実態が明らかになるとともに消えた。放射性廃棄物
を処理方法も決まらない中で作り続けることはできな
い。

　当初、この3つのシナリオを見た時には、15%シナリオを選択しようと考えた。以下の理由でできるだけ早く原発を0にすべきと考えた。
きちんと文章を読んでみて、このペーパーに対して次のように感じた。意見を求められている「エネルギー・環境会に関する選択肢」というペーパーは非常に恣意的な文言が多いと感じた。政策
誘導がなされていると感じた。また、前提となるデータについて、国家戦略室のＨＰを見てもエネルギー関連の開発費の状態や、国家予算を投じない状態で民間の電力会社が原子力発電を継
続する意思を持つのかどうかなど、基本的なデータや考え方が示されていない。
　電力会社がこのような大事故を起こしながら、事故時の会議映像を公開しないことなど、原因究明の姿勢が十分ではない。国会事故調も国政調査権を持ちながら提出公開させなかったことに
よって、私の電力会社や原子力行政への不信感は高まった。さらに大飯原発の直下に活断層があるかもしれないとの疑念があり、「安全かどうか検証出来ていないもの」を「安全」と言い繕って
政府・官僚・財界が一体となって再稼働させたことや、再処理計画をやめれば、電力会社がつぶれるから計画の続行を考えるなど、本末転倒した議論を秘密会議で行った原子力委員会など、
通常であっても許されないことを、このような大事故を引き起こしながら、今もなお続けていることに、驚き、戸惑い、悲しみとともに憤りを感じている。
　したがって、このような人たちに原子力というひとつ間違えば「悪魔の火」となるような危険なものの取り扱いを任せることはできないと考えた。
　原子力のコストや原子力の安全性について、今まで原子力政策を推進してきた人が、どのように説明しても、原子力ムラの利益のためとしか思えず到底信用できない。とすれば、命はお金に
は代えられないのだから、一刻も早い原発の廃炉と放射性廃棄部処理のための技術開発以外の原発関連予算は廃止することを求める。また、廃炉等の原発関連予算については、現在原発を
持つ事業会社の負担とするとともに、総括原価方式については抜本的に見直すことが必要であると考える。もちろん、発・送配電の分離による集中発電型のシステムから、再生エネルギーによ
る分散型システムへの転換、それに伴う系統線の充実を行うために、これまで原発に投下してきた税を投入しなければならない。具体的には、現在の原発立地地域に再生エネルギー施設や廃
炉技術開発の拠点を作ることによって、これまで日本のエネルギー政策に協力してきた地域の進行を図る必要がある。
　財界が原発を必要とするのならば、財界が金を出し原発を維持すればよい。国家としては原発維持のためには一切の税を投入してはならない。
　現在まで原発推進の事業にかかわってきた50歳以上の人間は、すべての役職から離れ、世代交代をすべきである。そして、廃炉や除染、放射線の人体に対する影響についての技術開発を
担う、若い世代に対して、原子力の安全性と今回の事故原因、安全神話がなぜ生まれたかについて、徹底的な教育を行い、技術力とともに事故を起こさないための思想を教育しなければなら
ない。
これまでの原発推進体制とこれからの廃炉・放射性廃棄物のコントロール技術は異なることを考えれば、大学の組織を含めたすべての変更を求める。

34364 個人 家事専
業

４０代 女性 0%希望 原子力と人間の共存は無理だと思います。使用済み核燃料の処理方法、天災、人為的ミス、テロなどに対する完璧な安全対策は不可能です。
もし福島のような、また、それ以上の事態が起これば、日本だけではなく地球の問題です。
ぜひ今、日本から、原子力に頼らない暮らしが出来るよう、世界に発信して行きたいと考えます。

34365 個人 自営業 ３０代 男性 (1)を支持します。ある程度の負担を受け入れる覚悟
を持ってでも、2030年と言わずなるべく早期に、原発
によるエネルギーゼロに向かうべきです。

大飯原発並びに他の原発の再稼働は、電力需給量の問題ではなく、電力会社の経営と、それに伴う社会の経済を守るためにやむなかったとのこと。
遅かれ速かれ原発を新設しない限り電力会社は原発ありきの経営を大きく大きく転換せねばなりません。しかし、この一年間の関電の言動には、原発ありきの経営を変える考えなど無く、やる
べき転換(あるいは転換のための準備)をろくにしていないように見えます。多くの電力会社にも、同様のことが言えるのではないでしょうか。すでに原発抜きでは考えられない経営になってしまっ
ているのです、それがどんなに危険だと見せつけられた後でさえ。
自分には5歳と3歳の子どもがいます。経済にダメージがあろうとも、命を育む希望とともに生きたい。福島の犠牲を、教訓にできないような、未来の命を考えられない、人間性の欠如した政治の
もとで生きるのは、不安・絶望・深い悲しみを感じます。国民の関心が高くなってきた今こそ、強い気持ちと行動力で、エネルギーの問題(いや、電力会社の経営問題)にメスを入れて欲しいです。
この期に及んで、今更やめられないと言う理由で、核燃料サイクルを諦めないなど、命をつなぐ想像力が欠落しているとしか思えません。国民はこの一年で、目が覚めているでしょう。そういう
リーダーには今後、票を入れません。

34366 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発０を目指す選択肢を支持します 福島原発事故は多くの人が大変な被害にあいました。今後の健康問題も懸念されます。日本は地震国でもあり今後も同じような危険が伴います　　　　　　　　事故が起きた時に対策が取れない
ような危険な原発を使用してはいけないと考えます。原発０を目指して安全な自然エネルギーの開発に取り組んで欲しいと思います。
リスクのある原水力を残すのでなく、自然を利用したエネルギーの開発に予算も労働力も使用し、次世代に続く子ども達に安心できるエネルギー開発を望みます。

34367 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを望みます。 誰かが責任をとれば、お金がたくさん使えれば、あの福島の土地はもとに戻るのでしょうか？
起こってからでは遅いのです。

34368 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」２０～２５が現実
的だと思います。
化石燃料の大量消費と非効率な自然エネルギーに現
実性は乏しいと思います。

２０～２５が現実的だと思う理由

(1)CO2削減のためには原子力発電は必須
(2)原子力発電のリスクを出来るだけ減らす努力が必要
(3)電気自動車がエコでなく自転車や公共交通機関にシフトが必要
(4)石油に大幅に税金を掛ければ，省エネルギー、低燃費、自然エネルギーへシフトすると思います。
(5)０％支持する人たちが、あの事故以来、感情論で過半数を占めるのはわかります。
原発の代替を自然エネルギーでは出来ないことをもっと広報してもらいたい。
(6)結果火力発電の燃料輸入増加で、貿易収支が赤字に転落。
借金大国日本がもっと恐ろしいことにならないかと心配します。

34369 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発0％にして不安の無い未来を。ゼロシナリオでの
脱原発。

今現在まだ深く残る不安と危険性。
活断層の上に建つ原発もある中で再稼働、新たな原発建設など考えられません。
六ヶ所村にある核燃料廃棄物の最終的な処分地も決まっていない。
見切り発車にも程があると思っております。
その危険性への不安を取り除く事が一番にやることではないでしょうか？
再生可能エネルギーへのシフトは早急にやるべき事案だと思います。
実際、首都圏の電力不足はこの夏、自分の知る範囲では無い様に思います。
原発は必要ないものとして考えております。
そして発送電分離を推進して、消費者が納得のいく発電会社から電力を買うという形を作り上げてください。
東京電力という大犯罪会社に電気代を払うという事にかなりの抵抗があります。
宜しくお願い致します。



34370 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。その上で、可能な
限り早く目的（＝原発ゼロ）を達成できるよう、常に計
画を見直し、柔軟によい策を取りいれていく姿勢を望
みます。

１．原発のリスクは高すぎる

いったん事故が起きれば、その被害が甚大であること、取り返しがつかないことが、昨年の東京電力福島第一原発事故によってはっきりした。そのリスクは高すぎる。
また、地震国ではいつまた大きな地震によって、原発から放射性物質が放出されるかわからない。常にリスクを抱えている状態。

２．使用済核燃料の最終処分について、決まっていない

何万年にもわたって管理しなければいけない物質を、どうするのか決めてもいないのに、さらにそれを増やすような原発稼働は、即やめるべきだ。次の世代への負の遺産でしかない。

３．原発をやめられない状態にある日本の社会の在り方を変えるべき

日本でいま真剣に議論されるべきことは、原発の依存度を何パーセントにすればいいか、というような数字の問題ではないと思う。
なぜ、過疎地が原発を誘致しなければいけなかったのかを考え、どうすればよいかを真剣に議論すべきとき。
日本という国の未来を、日々の生活の先にあるものを、私たち一人ひとりが、主権者として意識し、考えなければならない。
政府は、そのために情報を広く提供すべきである。
そして、民意が届く仕組みを、何よりも大切にすべきである。

そういう意味においても、このパブリック・コメントがどのように活かされるのか、非常に注目しています。

34371 個人 家事専
業

６０代 女性 原発依存度０％です。
早急に全ての原発を廃止して欲しい。

原発は扱うにしても事故にしても、危険と影響が大きすぎる。
原発は今の人間にはまだ手に負えない代物だ。

34372 個人 自営業 ５０代 男性 原発を廃止するな！
原子力発電所は、国の管理にすべき
もしくは、発電事業をすべて国有化にする。
活断層の上の原発は廃炉にすべき。

科学技術発展のために不可欠。
エネルギーバランスのためにも。
金曜日にデモしている連中に言いたい
『家、職場で冷房を使うな。電車に乗るな。自転車通勤しろ』

34373 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを強く支持。送電を国有のインフラにし、
自然エネルギー参入を促進。自然エネは３５％以上と
なり、火力は６５％以下が可能。省エネや企業による
自家発電を促進することにより電力需要は減る。

悲劇を二度と繰り返してはいけないと、戦争体験者や広島、長崎の被爆者の意見を尊重するのに、東京電力福島第一原発の事故に関しては、何故、被災者、被爆者、事故当時現場で作業をし
た方達、今現在も事故現場で作業をしている方達の意見を聞かないのですか？その方々が、それでも原発は必要というなら検討の余地はありますが、必要ないという意見であれば、それが原
発がいらない至極尤もな理由でる。
フォアグラの鴨同様、お腹一杯なのに電気を使わされているだけです。住宅やビルには無駄な照明器具、設備がありすぎです。設計士、照明デザイナー、照明メーカ等がシンプルで効率のよい
設計をすれば使用電力が減る事を、昨夏の節電状況をみれば明白。
麻薬のように電気を使い、いつの間にか中毒症状になっていることに気づく事が必要。原発に頼らずともで使い方を工夫することなどにより電気は十分足りている事を証明する事が可能と思わ
れる。電気の無駄を挙げればキリがない。
既得権益者を解体する事もゼロシナリオには必要不可欠。

34374 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 3つのシナリオはいずれもコストが6円程度上昇し我々
電炉会社にとって経常利益をかき消されてしまうもの
であり、許容できる範囲ではないため反対する

議論されないままのCO2削減目標であり、思いと実力がついてこない設定値になっている中、再生可能エネルギーの前提も高すぎる。何を根拠に前提したのか明確に説明もされていない。将
来的には原子力に依存しなくなれば良いとは個人的に思うが、それをまかなえる力も無く反原発はない。電力コストの上昇が及ぼす既存産業への影響（実績と設定推定）をしっかり明確にした
ものでない限りは賛成はできない。

34375 個人 自営業 ６０代 男性 放射性廃棄物が必ず発生する原子力発電は、将来に
問題を残す。決して推進すべきではない。太陽光発
電、風力発電等に切り替えるべきである。

概要参照。

34376 個人 自営業 ４０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択します。しかし、２０３０年までの
ゼロでは無く、すべての原子力発電施設の停止、廃
炉を強く希望しています。

「ゼロシナリオ」を選択した理由。経済成長や、コストを優先してきた日本の政策がこのような自体を引き起こしたのでは。今後、繰り返さないためにも、電力会社を含む産業界が姿勢を変えてい
く為にも、政府にはしっかりとした指導、法制作りを求めたい。
福島第一の事故も、コストを優先する為に、地盤を掘り下げた経緯があるとの事。安全性が優先されるべきところで、そのような施工を行った企業、認可した政府には重い責任がある。このよう
な方法で続いてきた原子力発電が、今後も安全に運用できるかは大変疑問。即停止、廃炉を希望する。
原子力は安全でクリーンではない。福島第一の事故で、故郷を失った人。それ以前もこれからも、原子力発電所が稼動するがかぎり、従事する方は被爆し続ける。最終処分の方法も定まってお
らず。その責任を次世代に押し付けるのは止めて欲しい。天災の多い日本で、再度同じ事故が起きる可能性は否定できない。
今後は、発送電分離をして、再生可能エネルギー、コジュネ等選択肢を増やす事が必要と思われる。消費者の選択を増やしてほしい。これまで深夜料金、オール電化で不必要にエネルギーを
使用するようなシステムは改める必要がある。
発電量を維持する事だけを目的とするのではなく、消費量を減らす方法の提案をもっと取り入れるべき。
電力会社が、消費電力、電力に関する施設が増えるほど利益が増えるシステムであるのも問題。
今後は、経済成長優先ではなく、環境、次世代の為に何ができるかも視野に入れたエネルギー政策を取り入れる必要があるのではないか。

34377 個人 自営業 ５０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。 放射能廃棄物や原発事故のことを考えると現在の未熟な技術では人類が核を扱うのはあまりにも危険すぎます。子ども達の未来のためにも一日も早く原子力発電から脱却すべきと思います。

34378 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 今すぐ、原発ゼロ。 今すぐ、原発ゼロ。
いつ起きるかわからない地震、事故。
第二、第三の福島を作るわけにはいかない。
日本の発展どころか、滅亡が待っている。
私の子供、日本の子供たちが、安心して子供を産み育てられる世の中を
作りましょう。
目に見えない放射能の恐怖に怯える生活は、いやです。
今年は、エアコンなしで頑張ってます。
少しの不便は我慢します。
でも、命に係ることは、我慢できません。
2030年では遅すぎる。今すぐ、原発ゼロを。

34379 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオ 日本列島には沢山の活断層が走っており、地理的にも大地震が起こりやすい地域である。過去２０００年の間に震度７～８クラスの大地震、および、巨大津波が何回となく発生していることが解
明されている。そんな条件のなか、原子力発電所を稼働させるのは無謀なことである。

34380 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 福島原発事故の教訓から「ゼロシナリオ」を決定し、自
然エネルギーの拡大に努力すべきです。原発立地市
町村には新しい地域経済復興の施策を実現すること
を求めます。

みんなが笑顔でいられるような国にしてください。

34381 個人 無職 ６０代 男性 2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする。
最終的には再生可能エネルギーと化石燃料からなる
エネルギー構成となる様にする。
原子力発電所はいりません

原子力発電は電力会社およびそれに群がる一部の人々の利益のためのものです。
使用済み核燃料の処分のため今後どれだけの費用がいることになるのかと思ったら空恐ろしいことです。
それに引き替え我が家の太陽光パネル11年たっても設置時と変わりなく働いております。
この20年間原発のために注ぎ込んだお金を太陽光発電にかけていたら、今頃はどんなによかったことかと思います。
安全保障上もエネルギーの地産地消を考えるべきです。
原子力発電所があるおかげで、ミサイル一発ぶち込まれたら日本が滅んでしまいます。
福井・福島で大規模な地震が起きたら・・・・・・・
恐ろしい国土日本になってしまったものです。

34382 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 今ある原発は今すぐ全て停止してほしい。
日本の今のいろいろな状況を考えれば、原発に依存してきた政策や国民の生き方、価値観に無理があったと思います。
2030年になって今後どうするかを決めるというのは、結局は状況を変えないために問題を先延ばしにすることと同じです。
原発が心配で、このままでは子供たちや日本の未来は明るいとはとても思えません。

これほど大きな原発事故を経験した今の世代だからこそ、今決断するべきです。

34383 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発0を望みます。 昨年起きた福島原発の事故は、人類への警告と受け止めるべきと考えています。ドイツはこれを教訓に早々に国の方針を原発に頼らないエネルギー政策へ転換しました。日本は戦争でも核の
被害を受けている国です。段階的な廃止計画を立て国民が安全に暮らせる国にすべきです。

34384 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発を捨てて下さい 山形市内で家族3人で生活しています。原発に反対です。子供に不安を残したくありません。親なら皆同じ気持ちだと思います。首相は反原発の声は聴こえないのですか？子供達への想いは
無いのですか？この国の民主主義の定義は何ですか？これ以上の豊かさは望みません。安心して暮らせる環境を皆で作りましょう。

34385 個人 家事専
業

４０代 女性 ３つの選択肢から選ばなければいけないなら「2030年
に原発0」を選ぶ。
本当は「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」にし
てほしい。とにかく早く原発ゼロにできるよう、対策し
てほしい。

大飯原発、志賀原発、敦賀原発、ほぼすべての原発直下に活断層があり、巨大地震のサイクルに入ったと言われている。
もう「想定外だった」では済まされない。
また巨大地震、事故が起これば、日本には安心して住める場所、安心して食べられるものがなくなる。
経済より、まず国民の健康を第一に考えてほしい。

34386 個人 家事専
業

３０代 女性 もう原発は辞めましょう。

発電業と送電業にもっと自由を。
自然エネルギーで世界一の国になりたい。

ドイツのような潔い決断をしましょう。
時間はかかるかと思いますし、それなりにダメージもあると思いますが、
あの事故をきっかけに沢山の人達がエネルギーや未来について考え始めています。
ここで変わらなければいけないということを、沢山の犠牲の元にやっと気づいたんです。

私は３０になる女性ですが、北欧の人たちと話せば話すほど、
日本で子供を産むのに不安を感じます。
そして、ここ静岡では小さな頃から地震や富士山の噴火が懸念され続けており、
いつかその日がくる事は誰もが分かっています。

福島の惨状を見て、まだ原発が必要だと誰が思えるでしょうか。
失ったものが大きすぎます。

すぐに政権交代してしまうような政治的にも不安定な国で、誰か一人が責任を取ると約束すればいい問題ではないんです。
人権、民主主義、社会保障、オープンな政治と未来への投資がなければ本当の意味での先進国とは言えない。

人間の生活は経済だけが全てじゃないんです。
綺麗な水と空気、そんな基本が約束されない国なんて、住みたくない。

34387 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロ。　原発全廃。 理由1、日本はほとんどの原発が活断層の上に建設されている。日本という火山国に原発は不向きである。　この上ない危険性があるにもかかわらず建設されていることに、科学者、専門家が
推し進めた原発政策に疑問をずっと感じています。
理由2、日本の国土の広さから行って、核廃棄物を保管する場所はないと思う。地下に格納することが考えられているが、それがもれたら地下水が汚染され、日本の表土が汚染されれば、日本
人はどこに住むというのですか？
理由3、今回の311は、日本のほかの原発でも起こりえること。原発の安全神話は科学者の机上の上だけのこと。安全な危険物などありえない。　その危険なものが取り除くことができるのならま
だいいが、地球全体を危険に陥れる原発は絶対に見直されなければならない。核の平和利用というが、なにも危険なものを利用することはないではないか。
理由４、日本は自然エネルギーの宝庫。水資源、風力、地熱、木質資源の発電利用、そして、火力発電。日本の最先端技術開発費をもっとエネルギー分野にまわすべきです。

34388 個人 家事専
業

３０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
(1)ゼロシナリオ、今すぐ原発ゼロへ
2030年まで稼働する前提おかしい。
第二の福島をつくらない。
愛しい日本守ろう。
自然エネルギーを進めよう。

地震大国日本。
いつ、今、明日巨大地震が起きてもおかしくない。
日本の未来、子供の未来を守るためにも、賢い選択、、正しい選択をしてください。
目先の利益に踊らされないでください。
安心して暮らせる、故郷にずっと住める日本にしてください。
私も節電など頑張ります。
職員さんも大変かと思いますが、頑張ってください。

34389 個人 家事専
業

４０代 女性 シナリオ２を選択。ただ原発は稼働しつつ、原発・火力
以外の新しいエネルギーを早急に開発することを望
む。さらに日本の平和のために、優秀な日本の原子
力技術者が海外に引き抜かれないための対策も望み
ます。

日本の原子力発電の技術には信頼を置いていますが、福島の事故における政府の対応のまずさによって、放射能（原発）アレルギーともいうべき、極度に原発に恐怖感を抱く人達が増えてしま
いました。とにかく今すぐ原発を止める訳にはいかないことを、彼らに分かるように説得しつつ、でも原発は徐々に減らし、原子力でも火力でもない新しいエネルギーを開発するのが望ましいと思
います。可能なかぎり早急に原発の代替エネルギーを開発できるように、という意味で、シナリオ３ではなくシナリオ２を選択しました。
さらに日本の平和のために、優秀な日本の原子力の技術者が海外に引き抜かれることのないよう、対策をしてくださることを望みます。

34390 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ 使用済みの核燃料には大量の放射性物質を含んでいるが、これを安全に処理する方法は、世界的にも確立されていないと聞いている。トイレのないマンションのようだと言われている所以であ
る。そんな未成熟な技術の原子力発電所を、地震が特に多く発生する日本に置くことは許されないことである。

34391 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発の発電比率ではなく、最終的に原発に依存する
か、しないかをはっきりさせる必要があります。原則４
０年廃炉にして、新規の原発を作らず、最終的に原発
に依存しないエネルギー政策を取るべきだと要求しま
す。

原発には、今回の福島第一原発で起きた事故でわかるように、通常の大事故と異なり中・長期に渡る放射能の影響による人が生存できなくなる広大な地域が発生することや、今回１－３号機
が再臨界したり、４号機が余震で崩壊してむき出しの燃料がメルトダウンしたりした場合には、日本の首都機能が崩壊し国として今の姿では存続できないというおおきなリスクがあるということが
明確になりました。
このような日本国や日本国民にとって大きな自然災害の発生の際に解決できない大きなリスクのある原発に、私たちは依存しない社会を子供や孫のためにも実現するのが当り前だと考えま
す。しかしながら、これを実現するにあたって、国力を増大し、豊かな生活を拡大するためには、電力の安定供給を維持することや電力コストの増大を抑えることや二酸化炭素の増大による地
球温暖化を抑制することや原発に従事する人々の雇用の確保や核燃料の処理などを戦略的に適切に長期的な計画を立てて実行してゆかねばなりません。風力発電、太陽光発電、地熱発電、
小水力発電やバイオマス発電等の自然エネルギーの拡大を図るとともにそのコストを低減さる更なる技術開発が必要です。地中熱の利用等による革新的な省エネルギーを促進することも必要
です。これらによってコストを直接落とすこととシュールオイルやシュールガスや石炭での発電により化石燃料におけるドラスティックなコストの低減も二酸化炭素の封じ込め技術の実現とともに
可能になります。４０年廃炉の原則を適用すれば３０年前後のそれまでの期間がありますから、その間に原発従事者の職業転換は十分はかれると思います。その間に核燃料の廃棄の方法を
確立しなければなりませんので、この分野での専門家の維持・育成を直ちに実行に移すことも大切です。

34392 個人 その他 ３０代 男性 政府の責任で「原発ゼロ」の決断を求めます。 福島原発事故は、「原発と核兵器は表裏一体」であるとの事実を突き付けました。
「安上がり」や「環境にやさしい」などをうたい文句に推進されてきた原子力政策は、「原子力ムラ」に群がる者たちの利権のためであり、ひとたび事故を起こせば、防ぐ手立てはないこと、その被
害は甚大であること、長期間にわたって健康被害・環境破壊が続くこと、地域社会を一瞬で崩壊させることなどが明らかとなり、大多数の国民は「原発からの撤退」を切実に求めています。
「原発ゼロ」を決断しない限り、安全・安心に暮らす国民の権利は脅かされ、処理することもできない大量の放射性廃棄物が蓄積され、再生可能な自然エネルギーへの本格的な取り組みもすす
みません。
首相官邸前をはじめ、全国各地で始まっている怒りのデモは、圧倒的多数の国民世論の象徴です。
大飯原発の即時停止、全原発の再稼働断念、すべての原発事故被害者への全面賠償、汚染地域の除染と健康問題への対策、再生可能な自然エネルギーへの転換のため、「原発ゼロ」を決
断すべきです。



34393 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 今すぐでもなく、2030年でもなく、現実的な時期に国内
の全原発を廃止することを目標として掲げてください。
そして、そのために何が必要なのかを具体的に示す
マスタープランを書いてください。

政治がイニシアチブを取って、原発以外の電力産業を活性化させてください。経済界では脱原発を見越して、技術的その他で準備が進められているはずです。政府の断固とした意志があれ
ば、驚くほどの早さで技術開発が進むと思います。まずは電力の自由化を速やかに進めてください。

34394 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオ 使用済みの核燃料には大量の放射性物質を含んでいるが、これを安全に処理する方法は、世界的にも確立されていないと聞いている。トイレのないマンションのようだと言われている所以であ
る。そんな未成熟な技術の原子力発電所を、地震が特に多く発生する日本に置くことは許されないことである。

34395 個人 学生 １０代以
下

女性 原発はいりません。作らないでください（小学5年生よ
り）

今も原発事故は続いている。事故の元になる原子力発電所は作らないで欲しい。原発が動いていなくても、電気は足りてるし、停電にもならなかった。だから必要ないと思う。

34396 個人 無職 ３０代 女性 原発依存をゼロとし、今こそ自然エネルギーへの転換
を！

人命、健康を脅かすエネルギー生産のあり方は間違っています。原発によるエネルギー生産は原発労働者、原発の付近に暮らす住民たちの人権を無視して成り立っています。国民の命よりも
経済や外交を取りますか。原発の安全神話を唱え、国民を欺き、土壌を汚しました。責任が取れないエネルギー政策ではダメです。日本を世界一にしたいなら、国民の命や意見、生活をどの国
よりも大切にする国としてあってほしいと思います。クリーンエネルギーの先進国として輝いてください。福島の思いを大事にして、行動して下さい！

34397 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロ（０％）シナリオを選びます！！！ スリーマイルで起きた事故、チェルノブイリで起きた事故、福島で起きた事故、その他の地域で起きたより小さめの事故・・・どれをとっても間違いやネグレクトがひきおこしたManmade Disasterで
す。原発は入り込んではいけなかった領域です。１０万年、１００万年たっても危険が完全になくなるかの保証のないゴミを出すようなシステムを何食わぬ顔で使用し続けようとするのは間違って
います。お願いですからやめてください。

34398 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを支持する。ただし、２０３０年までにゼロ
というのは、悠長すぎる。原発は即時停止すべき。

　明日巨大地震が日本をおそうかもしれないといわれている今、再び原発が爆発したら、日本は壊滅するかもしれない。それを避けるためには、なにはともあれ、原発を停止させる必要がある。
そのために経済が停滞しようが、やむをえない。
　大体、日本が、世界第二第三の経済大国であり続けること事態、背伸びしすぎている。日本は国土の面積からいっても、地下資源からいっても、そんな大国であることには無理がある。日本の
置かれている様々な条件に相応な国をめざすべきであり、この機会にこの国のあり方自体を考え直すべきである。
　経済第一に追求しつづけてきた結果、国民は幸福になったかといえば、否である。自殺者が毎日１００人という現実を直視すれば、これまでの日本の政治経済の方向を正すべきときが来てい
るといわざるをえない。オランダなどのような、身の丈にあった、賢い政策を日本もとるべき時がきている。経済至上主義は、国民を決して幸せにはしないと、我々は身をもって知った。この機会
に原発をすべて止めて、我々の身の丈にあった、地に足のついた生き方に考えいたすべきである。財界の主張ばかりに譲歩する政府はいらない。

34399 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発に反対します。今回の事故を教訓にして、安全
性に優れた次世代のエネルギーへと原子力発電をさ
らに進化させ、電力の安定した供給に貢献するべきで
す。

    国内では、脱原発運動が盛んなように報道されますが、現実には、原発が稼働しないと電化製品に囲まれた生活に慣れた市民が節電を求められ、熱中症で大勢の人が亡くなったり、生産力
が低下するなど経済的にも深刻な事態です。一方、国際社会では、隣国との関係やエネルギー政策上、日本の原発技術を活用したいと考えても不思議ではありません。実際に日本の原発の
高い技術を必要としている国がたくさんあります。ロシア、リトアニア、ベトナムなど。
    今まで日本の中で原発が果たしてきた役割は、原子力の平和利用です。しかし、マネジメントの大家P.F.ドラッカーは、いみじくも次のように語っています。「自らの持つ影響に対する責任は、
太古からの法の原則である。組織に過失があったかどうか、もしくは、怠慢があったかどうかは問題ではない。この原則を最初に策定した、ローマの法律家たちは、それを野獣の原則と呼んだ。
ライオンが檻から逃げ出したら、飼い主の責任である。ライオンの飼い主が不注意で、檻の扉を開けっ放しにしたかどうか、あるいは、地震で鍵が外れたなどうかは関係ない。本質的に、ライオ
ンは獰猛である。（『新しい現実』より）
     世界が認めているのは、放射能に伴う環境汚染の恐ろしさを知りつつも被爆国が原子力の莫大なエネルギーの有効活用で一定の成果を挙げたことです。日本には、先進国として世界に与
えている影響についての責任があります。今後の科学の進歩に配慮した政策を望みます。

34400 個人 法人等 ８０代以
上

男性 原発は、ゼロのシナリオを支持します。ただし、即時に
ゼロにすることのかぎりです。

地震と台風と火山噴火と、自然災害大国の日本では、いずれもの危険性が差し迫ったものとなっていて、日本列島の自然条件からして、現存のすべての原発について、福島型災害がひきおこ
されることは、あらゆる予測と予防措置を以てしても、不可避的です。しかも福島の原発崩壊の処理ができていず、環境汚染がつづいていますし、そこでの作業員たちの安全管理もまともにやら
れておりません。崩壊状態にある福島原発だけでも､さらに自然災害が追い討ちをかけたならと、とても不安です。さらに他の廃棄予定のものまで含めると、原発がすでに存在するだけでも、長
期にわたる災害原因が持続する状態が続きます。よく言われる使用済み核燃料の膨大な蓄積とその処理問題未解決、トイレなきマンションの危険性から逃れる手段はありません。福島原発の
原因解明も、被害者救済、放射能除染のどれも未解決なのに、大飯原発を再起動させたのは、原発推進のこれまでの政治的責任に重ねて、野田内閣の最大の歴史的犯罪として、永久に指弾
されなければなりません。即時原発ゼロにし、原発と地震災害の救済に全力を挙げ、代替エネルギー研究の推進と災害予防策の構築とを要求します。

34401 個人 無職 ７０代 女性 原発は壊れる。壊れれば日本崩壊。原発を停めても
電気は足りた。再稼動の原発、即刻停止。暖冷房に
電気を使うな。暖冷房は自然エネルギーで。使用済み
核燃料これ以上増やすな。「原発、即刻停止」

意見　　「原発、即刻停止」

理由　　１　原発は地震で壊れる。
　　　　　　壊れないといっても、証明できるものがない。原発の耐震設計審査指針があるが信用できない。後はただ、信じるか、信じなか、どちらかでしかない。日本政府では信用できない。「原
発は地震で壊れる。」
　　　　２　原発が壊れれば日本は崩壊。もうこんなこと沢山だ。
　　　　３　原発を停めれば電気が足りない、と言っていたが、原発を停めても足りることが分かった。再稼動した原発は直ぐに停めよう。
　　　　４．電気は必要なところで使おう。電気で暖冷房するのは止めよう、これはエネルギーロス。暖冷房は太陽熱や地下水を使おう。
　　　　５、なんと言っても原発の電気は無駄が多すぎる。
　　　　６、使用済み核燃料はこれ以上絶対増やせない。「原発、即刻停止」

34402 個人 家事専
業

３０代 女性 原発依存0パーセントを支持します。 クリーンエネルギーへのシフトを希望。福島のような事故を二度と起こしてはいけない。

存在すれば事故を起こす可能性はすべてのものにあります。

存在自体いりません。原発廃炉希望。

34403 個人 無職 ７０代 男性 現実的にみて早期の原発全廃は無理と考える私が、
あえて０パーセントを選択する理由

　今回の事故により、私たちは官産学の原発推進の人たちが論理を扱う知的誠実さにおいて、まったくの空虚であるという事実を確認しました。彼らはＭＩＴのラスムッセン教授がうちだした５０億
分の１という単なる数理上の論をうのみにして、安眠をむさぼってきました。交通事故や航空機事故などの、被害を局限しやすい事故と、間違えば一国の存立が成り立たなくなるような事故を同
列にならべ、しかも天文学的確率だから起きるわけがないと、備えを怠ってきました。スリーマイル島事故やチェルノブイリ事故はこれを改める良い機会だったはずですが、彼らは日本の技術は
優秀であるという驕りにとらわれて変わることなく、その後も内外の警告を無視、強化される国際基準の適用をずるずると先延ばしにしてきました。たとえば２００４年のアチェの大津波に際して、
２００６年、保安院はシュミレーションを行い全電源喪失の可能性を東電に伝えたといいますが、当時の最高責任者にこの情報は届かず、東電は何の反応も示さなかった。途中で「誰かが握りつ
ぶしたのだろう」という話になっているのです（国会事故調・勝俣元東電会長審問）。２００８年には東電内部の試算で最大１５．７メートルの津波の可能性がうかんだが根拠のない計算として生
かされることはなかった。なすべきことを屁理屈をつけてやらなかった事例が次々に明らかになっています。
　学者のいうように事故はたとえば５０万年に一回だとしても、当たり目がどこで出るか分からないのはルーレットと同じ。５０万年先だからそれまでは安全と考えるなら痴呆も同じ。実際に十年た
らずの間にスリーマイル・チェルノブイリとメルトダウンが二度も起こり、その数年後にはスマトラの巨大地震、アチェの大津波が起きた。これを警鐘と考えないのがおかしいのです。すべての根
底には目先の利益と特殊エリート集団の思い上がり、想像力の欠如があります。
　いま一年半を迎えようとするとき、推進派は経団連を中心に激しい巻き返しに出ています。エネルギー供給の低廉と安定がなければ日本経済は成り立たないとして国民に向ける声はほとんど
威丈高であり、再稼働のための「安全」の掛け声は第二の神話の色を帯びています。道をローラーで踏みならすようなこういうやり方に不快を覚えながら、一方で私もまた急激なエネルギーの
再編には多大の困難が伴うであろうことを十分に予想するのです。だからいつ何処にくるか分からない次の事故を懸念し、官産学の犯罪的な癒着や不作為に心底立腹しながらも早期の原発全
廃に躊躇せざるをえないのです。
　推進派は今回の論議をへて、彼らなりの地歩を得たとしたなら、とりわけ事故以前のレベルに近く原発維持を認められたとしたなら、そのあとで今のところ彼らも免罪符のように掲げている「い
ずれは減原発」のスローガンを実現にうつす努力を果たしてするでしょうか。私は大いに疑わしいと思います。なぜなら「経営で大事なのは地域独占を守ること、それを持続できるように各方面
に働きかけることが本業」（元東電幹部・朝日新聞2011/5/25）、これが彼らの本音であり、それはいまも変わらないからです。代替えエネルギーの推進は地域独占打破が大前提であって、その
ためには全国的電力網の整備・発送電分離・電力市場の自由化が必須です。しかし彼らは原発再稼働を通じて電力王国の再構築に躍起になるばかりで、この課題に真摯に向き合おうとはして
いません。
　事故があろうがなかろうが経済力維持だけを主眼に、古い安全概念を払拭もせずに（再稼働を考えるにあたって何がどう変わり、各発電所で具体的にどのような手を打ったのか、打とうとする
のか、説明できていない）強行突破しようとするから、対抗上厳しい要求を掲げざるをえない。それが私の０パーセントの選択です。
　事故によって私たちはエネルギー転換を心に刻みました。推進派の人たちといえども百年単位の近未来、つまり資源の枯渇を考慮に入れればもはやうかうかしてはいられないはずです。転機
にすべきです。

34404 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 地球そのものに、害をもたらす「原子力発電」の稼働と
開発に反対します

原子力発電のごみは半永久に不滅です
将来は、宇宙にでも放棄するのでしょうか
原爆で亡くなった方は、戦争の被害者であり、戦争の相手が加害者です
原発事故での被害者の加害者（殺人者）は、同じ国民ですよ
私は、殺人の仲間にはなりたくありません

34405 個人 自営業 ５０代 男性 「2030年に原発0％」はダメ。遅すぎる。「即刻、原発
0％」を主張。なぜか。福島原発四号機が倒壊→北半
球全体放射能汚染の指摘。このパブコメは、原発の
延命の為の、行政手続法に反する不当なものだ。

(1)  ＧＥのイメルトＣＥＯが、原発は高価すぎて持続不可能と言っている。原発の大先輩がこのように言っている。
(2)　福島原発事故という最悪の事故が収束を見ていない（野田首相の「冷温停止状態」は造語であり、「冷温停止」にほど遠い）。当然ながら事故の真相も究明されていない
(3)　再び事故が起きれば、日本は再起不能になる。四号機が倒壊すれば、北半球全体が放射能汚染され、食べられる食物がなくなる。
(4)　上記のような状況において、原発再稼働はあり得ない。、
(5)　従って、原発は、即刻、0にしなければならず、政府はそれに向けた具体的工程表を作成発表しなければならない。
　経済にとっても、脱原発で、現在の閉塞した状況から脱却できるはずである。

34406 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 原発０％を断然指示します。子供や孫の世代には、放
射能の恐怖をなくすことが日本のそして世界の人の使
命だと思います。

１．国として原発０％をはっきりと打ち出し、実行しなくてはならない
　原発推進を平気でいえる人は、福島原発により、家を失い、農業、漁業その他の職業の人も大きな被害を受け、また差別、偏見などのこころの痛みも感じられない人である。そのような人々に
将来を任せてはならないと考える。
国は、二回の原爆と福島の原発事故を二度と起こさないよう、しっかりした方針を出し推進してほしい。
２、原発なしの日本は実現できる。
　これには、環境にも優しく、日本で得られる資源である太陽光、風力等の自然エネルギーを大幅に導入推進することと、省エネの推進の両面から考えなければならない。
　太陽光、風力は大幅に導入すると天候、昼夜により出力変動が増大し、電力系統に周波数、電圧等の大幅な変動をもたらし、許容幅を超えると停電につながることはあり得る。そのために
は、電力貯蔵による出力の安定化と、送電網の拡充を行い全国的な電力安定策を、全く自主的にやる気がない電力会社に任せず、国として推進してほしい。これが実現すると、北海道など高
いポテンシャルを持つ風力を全国で使用できるし、電力貯蔵で周波数、電圧の安定化も図れる。
３、発電、貯蔵、省エネ機器の開発における日本の技術力を信頼し、それを世界に展開して、日本の経済成長、雇用拡大を推進せよ
　NEDOでは、日本の技術により、太陽光は2010以降23円/kWhを、2030年には7円/kWhに、蓄電池も現在の100~200円/Whを2030年には10円/Whと大幅なコストダウンを打ち出している。これに
対し、経団連等財界は現状により自然エネルギーは高いと盛んにいっている。戦後これだけ技術力で発展してきた日本の技術者を信頼していないのである。エネルギーに対するコストダウン、
高性能化技術を強化し、それを国内のみならず、世界に展開して経済発展する絶好のチャンスを生かすことを推進しない経済界の体質であれば、存在価値は全くないといえる。
４、脱原発は国と国民の意欲により達成できる
　以上のように、人のこころの痛みを感じる感性と、すぐれた技術力を生かせば脱原発は達成出来る。これが原爆と原発の両方を体験した日本の使命である。
　

34407 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 国民の命と暮らしを両立させるエネルギー政策は、ゼ
ロシナリオにすべきです。停止中の原発の停止継続、
稼動原発の停止を行い、2030年を待たずにできるだ
け早くゼロにすべきです。

 今回の東京電力福島第一原子力発電所の事故によって、安全なものとして国策で推進されてきた原子力発電は、以下のように多くの問題点があると考えます。
　(1)原発は、安全ではなく事故による影響が甚大かつ回復不可能であること。
　(2)東京電力福島第一原発事故は、日本の他の原発でも起こりうる可能性があること。
　(3)使用済み核燃料の処理が未確立であること。
　東京電力福島第一原子力発電所の事故によって、福島県を中心に宮城県も含めた近隣の人々が、今なお困難な生活を余儀なくされています。また、その被害・影響の甚大さから原子力発電
と人類は共存できないことも明らかにしたと言えます。これは、日本の電力とエネルギー政策について根本的な見直しを迫るものです。東日本大震災からの復興をはじめ、今の日本は多くの困
難を抱えています。その中で、危険な原子力発電をゼロにし、安心と持続可能性を両立するエネルギー政策に転換することは、ひとつ明るい将来への展望を国が示したことになります。
 国はすみやかに原子力発電から撤退し、当面は天然ガスを中心とする火力発電の稼働率を上げるなどの対応をとりながら、再生可能エネルギーを中心としたエネルギー政策に段階的に転換
するべきです。
　したがって、３つの選択肢については「ゼロシナリオ」を進めていくべきであると考えます。
　また、国は、発送電分離をすすめることや総括原価主をやめるなどの電力に関する諸制度の改革をすすめ、電力供給を多様化していく必要があります。
  国民の納得する議論になるよう、聴取会で出された意見およびパブコメで出された意見をすべて公開した上で、結論を出すことを求めます。

34408 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は即時全機停止し、廃炉に向けた作業に転換す
べきだと思います。従って我が国のエネルギー政策に
おける、原子力発電の依存度は0％を求めます。

原子力発電の経済性は福島第一原子力発電所の事故を見てもとても安価とは言えず、その始末の行方は事故を起こしていない平常時の高レベル放射性廃棄物の
処分方法を含め誰にも見通せていない状況です。
今後少子高齢化が進む中で、また、東日本大震災以降日本の地震活動は活発な活動期に入ったといわれており、そのような不安定かつ不透明なエネルギーに大量の税金を投入することがと
ても我が国の未来の為とは思えません。
事故を起こさずとも原発労働は被曝労働であり、原発立地自治体は常にフクシマと同じ危険にさらされていることはもはや国民の殆どが知るところです。

差別を生み、経済的格差を生み、何世代にもわたる不安を残す原発政策は一刻も早く転換すべきです。
原発をやめなくても、既に国土は大量の放射性物質で汚染され、国力の根本である食を支える第1次産業の打撃は
想像を絶するものになりました。
このせまい国土で心身を病む人をこれ以上増やせば、金があってもこの国は不幸に満ちた国になります。
再生可能エネルギーの研究への全面バックアップを国が行い、一般普及に向けての計画の策定を一刻も早く求めます。

34409 個人 家事専
業

４０代 女性 　原発ゼロシナリオを選択します。去年も節電して乗り
越えられました。太陽光発電をもっと普及できるような
システムを作るべきです。代替エネルギーをどんどん
研究し、普及できるはずです。

　福島原発の事故で、現在も家に帰れず、職も失い、家族がバラバラになってしまっている方たちが沢山います。それなのに　収束したというのはおかしい。そして大飯を再稼動させると言うの
は信じられません。原発を停止していても、地震や津波が起きれば福島のようになってしまうんですよ。安全を第一に考えられないで、再稼動をしてしまうのは浅はかだと思います。また、原子
力をコントロールできないのは、福島の事故であきらかになっています。万が一の時を想定できない貧しい想像力しかないのか、または想定する気がないのかとまで思ってしまうくらいずさんな
管理です。活断層が真下にあると言われている原発についても、安全に対する感覚が私たち国民とはずれていると思います。

　日本という国土、国民、地球のことを考えられないような政府には、いろいろなことを決める権利はないと思います。

34410 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 ゼロシナリオで示されたストーブ等の販売禁止は理解
しがたい。電力需要を維持する前提ではなく、ガス・石
油機器の積極的利用により、電力消費量、CO2の削
減を図ることを提案し、政策の再考を要望します。

エネルギーセキュリティ、省エネルギー、電力消費量の削減等の観点から、電力に偏りすぎず、各エネルギーの特性を活かし、適材適所なエネルギーの利用形態を選択すべきと考えます。
そのような点から、既に、エネルギーの分散化、ベストミックスを基本とすべきとの考え方が世論の中心であるにもかかわらず、示された選択肢の前提が電力に限定した考え方であるため、１兆
ｋWの発電電力量を前提とし、末端機器（例えば住宅では給湯、暖房機器など）に、電気ではなく、ガス・石油燃料を直接使用することによる電力消費量の削減などの視点が検討されていないと
受け取れます。化石燃料から電力への変換はエネルギー効率が悪く環境負荷も大きいことから、できる限りの電力消費量の削減のため、末端機器における電気以外のガス･石油エネルギーの
直接利用への振り替えを積極的に取り組むべきと考えます。
具体的には、ガス・石油燃焼機器を活用し、電力消費量の削減とCO2の削減に取り組むべきです。
また、この5年間で部門別のエネルギー消費で伸長率の高い家庭用電力の使用を抑制することが記述されておらず、一方、ストーブ等の販売禁止を掲げてガス・石油エネルギーの直接利用機
器の排除ともとれる記述があること、電力需要増加の原因である家庭用電気機器の販売抑制の記載がないことも片手落ちであります。
さらには、災害対策としてLPガスや石油の有用性が立証されており、政策的にどのように維持するかの検討も必要と考えます。

以上の基本的な考え方から、次のとおり要望します。
(1)家庭用・業務用厨房機器、給湯機器、暖房機器等末端機器へのガス・石油エネルギーの積極的な活用促進によって、電力消費量を削減すること。
(2)表３　「クリーンエネルギーの政策イメージ」中の「高効率空調機器以外の暖房機器（ストーブ等）の販売禁止」などは、ガス・石油ストーブ等は電力消費量削減に有効な暖房機器であり、適用
を誤ると電力量削減に逆行する政策になりかねないため、再考と十分な検討いただくこと。
(3)増大する家庭・業務部門の電力消費量の削減を行うこと。例えば、ガス等の代替エネルギーがある電力多消費型家庭用厨房機器（主にIH）の販売制限、従前のオール電化の方向を転換し、
新たな電力消費量の削減を行うこと。

繰り返しになりますが、ガス・石油エネルギーを直接利用するガス･石油燃焼機器の活用により、大幅な電力消費量の削減を図ることによって、原発比率の低減とCO2削減の両立が可能である
ことを踏まえ、政策を検討いただくことを要望します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上



34411 個人 家事専
業

４０代 女性 原子力発電をやめて自然エネルギー利用を！！ 福島の原発事故のため福島県から避難されて今なお帰れない方、酪農などの職を奪われた方のことを考えるとこのような危険な原発に頼るのはもう終わりにしてください。

それに替わる風力発電や太陽光、地熱利用など新しいエネルギー産業をおこすほうに雇用の場を新しく展開できないのでしょうか

私たちは少々の不便さは我慢しても原発をゼロにして省エネしながらエネルギー政策の転換をめざしていくべきだと思います。

34412 個人 自営業 ５０代 女性 (1)原発ゼロの選択肢を支持します。 企業や自治体、個人は、条件が整えば太陽光発電や波力・風力発電など自然エネルギーの整備に熱心であり、国及び電力会社が送電網の整備など環境整備をきっちりと行えば、原発はなく
ても電力はまかなえます。原発の維持管理コスト、地元対策費などをぜひ自然エネルギー整備費用に回してください。

34413 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年を待たず可能な限り早く原発依存度を０にす
る。処理できない廃棄物を出す原発は将来の日本に
重荷を背負わすだけだ。再生エネの分野で世界一を
目指す思い切った政策は今、日本にしかできない。

2030年を待たず可能な限り早く原発依存度を０にする。日本列島の地震活動が活発になっている今、原発を可能な限り早く中止することは必須である。処理できない廃棄物を出す原発は将来
の日本に重荷を背負わすだけだ。貿易に依存する日本にもしまた原子力事故が起きれば、日本を発着するすべての交通手段が留められかねない。それは原子力のみならず経済活動自体へ
のリスクとなる。再生エネの分野で世界一を目指す思い切った政策は今、日本にしかできない。気候変動の変化が激しく、現在は地震のない世界のどこでいつ大地震が起きるかはわからない
が、再生エネルギーの開発が進めば、世界中で原発の解体が進んでいくはず。日本はこの分野で世界のリーダーになれる。今こそ思い切った政策が必要だ。是非日本人にとどまらず、世界の
研究拠点の中心となるよう、また、産学連携により日本企業が潤うような政策を強力に進めていってほしい。その過渡期として電力不足となり、節電をしなくてはいけなくなっても、国民としてそ
の不便は甘んじて受ける覚悟だ。

34414 個人 自営業 ５０代 男性 即時「０％」を希望。今ほど、市民がないがしろにされ
てきた時代は、なかろう。政府の、東電の言うこと、成
すこと、ことごとくデタラメ、ウソだらけ。ことは、「原発」
不信にとどまらず、「日本」不信に至った。

まずは、なぜこのパブコメの入力文字は、こんなに小さいのか。上記の原発サイドからは、書き込みそのものが“迷惑”なものだからだろう。反対、推進より、市民が意見を持つこと自体不敬と考
えているからだ。

だから、文字も小さく書きにくくしている。そもそも、パブコメの告知も極めて不十分。

ここに来て初めて、氏名、住所が必要だと知った。当然、躊躇し引き返す人も多いだろう。特に、反対の人は…。メルアドまで記入したら、後々、何をされるかわからない、と頭をよぎる。

氏名、住所を求めているということは、一人一投稿なのだろうか。それは、徹底されているのだろうか。というのも、ネット界では広告代理店・ＡＤＫを使った、反対はつぶしの工作が延々と続けら
れている。

今回、その勢力をこのパブコメの賛成に投入すれば、「30%」の領域はグンと増えるのではなかろうか。ということで、当初しらけていたパブコメではあるが、とにかくひとつ書き込んでおこうと思
う。たとえ、推進派が急増する結果に終わろうとも。

34415 個人 自営業 ６０代 女性 「原発ゼロ」に向けての生活改善を今こそ初めなけれ
ばいけないと思います。

廃棄物の処理法さえ確立されていない、廃炉にしてもその土地利用には何十年も待たなければならないエネルギー産出方法を、次の世代に残していってはいけないと思います。今こそ、我慢し
てでも、原発ゼロを目指して生活を変えてゆく決意をしなければならないと思います。

34416 個人 家事専
業

５０代 女性 未来の自分の子孫のために、ゼロシナリオに賛成で
す。

未来の人に、これ以上の借金（放射能）を残してはいけない！そのためには、
原子力発電を何時頃に、ゼロにできるかまずきちんと、政府が提示する事。もっと、再生可能なエネルギーを導入して下さい。電力会社一社ではなく、国民が自分で選べるように、民間の自然エ
ネルギーの導入して下さい。

34417 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロを支持します 原発ゼロを支持します。

原発から出る核廃棄物の処理方法が確立されていない。
子ども達にこの問題を丸投げしたくない。
日本なら原発がなくともやっていけるはず。
世界から認められる、かっこいい日本であってほしい。

34418 個人 自営業 ４０代 女性 原子力に頼るエネルギー反対。全てのエネルギーに
頼りすぎない社会を。

原発事故は、すでに被害が酷すぎるから。
大量生産、大量消費をやめてほしいから。

34419 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成です 原子力を人間がコントロールできないことは明らかになりました。
広島、長崎に続き、福島でまた核の被害が広がっていることに怒りを感じます。
未来を担う子供たちに原発の不安を残したくありません。
そのためには原発ゼロシナリオしかないと思います。

34420 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０～２５％ 日本は発電に使用する燃料のほぼすべてを輸入に頼っている状況にあり、燃料輸出国の外交戦略・世界情勢により、安定的に燃料を調達できるかは疑問である。また、燃料の原価が上昇す
れば電気料金増となる可能性が高く、各家庭の負担が増加する事になる。
原子力発電については、安全性に不安があるものの、技術力により安全性・信頼度が高められると考えられる為、必要と考える。

34421 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発の再稼働即時撤回を求めます
また、発送電分離も同時に求めます

政府の示した３案は現行原発利用へと誘導する姑息な手段と見て取れます
まるで反省の色もなければ現状打破をしようとも国民の生活を真に考えているものとも到底思えない。
これほどの人為的事故にもかかわらず何の対処法も、教訓も確立、生かしてない今の状況での再稼働など聞いてあきれる
国際的にも非難されるでしょう
アメリカに頭が上がらない政府には、再稼働後の地震による原発事故から発生する米兵の訴訟問題の怖さがわからないんでしょうかね
アメリカは簡単に手のひらを返し日本を非難することになりますよ
訴訟費用を持てということになるやもしれませんね

次があったら日本はおしまいですよ
利権が深く絡んでる今の現状を変える一つの手段として
発送電分離をすすめることを望みます
企業で作っている電力の配分でかなりの負担減になるはず
送電線を使うのにお金がかかりすぎる、または使えない今の状況を変えるための一つの案だとは思います

34422 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 一刻でも早く原発の比率を0にし、省エネ・自然エネル
ギーを中心にしたエネルギーを

・地震大国である日本で、原発事故を恐れて暮らすことなく安心して暮らせるようになりたい。そのためにすぐにでも原発0へ。
・3つの選択肢の中で、「ゼロシナリオ」が唯一の脱原発シナリオとなるが、その「ゼロシナリオ」より、もっと省エネ・自然エネルギーの割合を増やし、いつかは枯渇する資源である化石燃料に頼
る火力発電の割合も減らしてほしい。
・福島の原発事故後でも放射性廃棄物の中間処理施設や処分場の目処が立たないなか、原発を続けるのは無理がある。そのツケは今の大人ではなく次世代へのゴミになる。
・原発の海外輸出を推進するのではなく、グリーンエネルギーの技術開発を進め、その分野で世界を引っ張るくらいになってほしい。
・判断基準に経済ではなく、命・自然が優先されるようにしてほしい。

34423 個人 自営業 ５０代 男性 悪夢のような原発事故が現実のものになった今、その
検証、収束をみないまま旧来のエネルギー計画をす
すめるのは危険過ぎます原子力エネルギーへの依存
を即終了させ、安全なエネルギー政策への転換を求
めます。

稼働させ続ける限り、増える一方の廃棄物の処理方法も確立していない事実は、トイレのない住宅を造るようなものではないでしょうか。地中に埋設するにしても、日本の国土はその全てにおい
て安全な地盤とは言い難い。発電所を稼働させること自体、危険きわまりないことは、福島原発事故が何よりも証明しています。

電力不足のために再稼働させるという野田首相の説明も、関西電力の説明も全てが矛盾しています。火力発電所を停止してもなお計画停電は全く起こっていません。国民の節電への取り組み
は、過去への反省から「つつましく暮らす」ことへ立ち返ってのものです。望んで節電することに「不便」はほとんどの方が感じていないでしょう。今まで無駄に電気を使いすぎたのです。工場、病
院、他、安定電源を確保しなければいけない分野は確かに存在します。それは守らなければならないと思います。それでもなおかつ、我々は、今こそ原子力エネルギーではなく、代替エネル
ギー（本来のエネルギー源）の開発によって安定電源を確保すべきだし、そこに目線を移すべき時ではないでしょうか。未来に禍根を残すエネルギー政策は見直さなければなりません。

34424 個人 無職 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を支持します。 即刻、すべての原発を無くすよう動いてほしい。
問題はとても複雑で簡単ではないけれど、福島の、というより日本全体の現状をみていたら、原発ゼロシナリオ以外選択肢は無いはずです。
今でさえ、日本国内では食べることやどこで住むかということなどの様々な選択は難しく、生きていきづらくなってしまっているのに、これ以上の困難な状況を招きかねないリスクを背負って原発
を推進していこうという、その考え自体が理解できません。
このままでは日本は駄目です。
生活を変えることが困難な貧乏人と何事にも無関心無気力な人と、それを食い物にする金の亡者しかいないすさんだ国になります。
むしろ、政府の狙いは、一部の人間（金の亡者）のために、生活を変えることが困難な貧乏人と何事にも無関心無気力な人ばかりの国を造ることではないのかと思ってしまいます。

34425 個人 その他 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
０％をベースに、１５％ないし２０～２５％の原発依存
度を受容しなければならないやむにやまれぬ具体的
な事情があるかどうかという観点からシナリオを設定
すべきだと考えます。

ゼロシナリオを支持します。
そもそも、現在の原発依存度をどのように変更するかというシナリオの設定の仕方に強い違和感を感じます。福島第一原子力発電所において、あのような取り返しのつかない大事故が発生し
た以上、本来０％をベースに検討すべきです。結果として０％、１５％、２０～２５％という３つのシナリオを設定するとしても、０％をベースに、１５％ないし２０～２５％の原発依存度を受容しなけ
ればならないやむにやまれぬ具体的な事情があるかどうかという観点からシナリオを設定すべきだと考えます。
そして、１５％ないし２０～２５％の原発依存度を受容しなければならないやむにやまれぬ具体的な事情について説得力のある説明を聞いたことはありません。

34426 個人 自営業 ４０代 男性 提示された３つのシナリオのうち、「原発ゼロシナリオ」
を望みます。

福島原発の深刻な事故を踏まえると、地震国であるこの日本で今後新規の原発の建設は無理があると思われます。またもんじゅや六ヶ所村の状況を見るに再処理による核燃料サイクルも実
用化の目途が遠く、核廃棄物の問題の点からも将来的には原子力発電からの全面撤退を目指すべきと思います。その上で、地震の活動期に入ったということも考慮すると、なるべく早期の原
子力依存ゼロを目指すべきだと考えます。経済的負担の問題、代替エネルギーの課題はありますが、2030年という中期的な目標としては、まず「ゼロシナリオ」を目指すという提示をすることか
ら始めるのが大事なのではと考えます。

34427 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢の３ケースに反対し
ます。　特に(1)ゼロシナリオについては国民のリスク
負担、経済的な影響を具体的に説明するべきである。

政府は国民的な議論をうたうなら、産業界の意見も聞くべきでないか。　また、意見聴取会の意向をどの様に反映するのか不明である。
　選択肢(1)ゼロシナリオは成立するのか疑問。　責任ある政府として提案すべき内容か疑問である。　太陽光発電等自然エネルギーは基幹電源としての位置付けは蓄電技術が確立されない
現在、まだまだ時期早尚である。

　政府が決定している日本再生戦略では実室２％の経済成長率を目標としているが、今回の原発依存度シナリオと不整合であり産業分野への影響が甚大である。

　エネルギーは社会を支える基盤である。
　１～２ヶ月の議論で結論を出すものではないと思う。
　日本を今後どのような国にするのかよく見据えた議論を　期待致します。

34428 個人 家事専
業

４０代 女性 『即時、原発0』を主張します！『2030年に原発0』では
遅すぎます！
日本には、豊富な自然があります。
日本の技術力を持ってすれば、再生可能エネルギー
の開発は容易に可能でしょう。

そもそもこのパブリックコメント募集の前提が
「2030年まで原発を維持する」というもの。
前提自体、国民を騙すトリックでは。
再び事故が起これば、日本は再起不能になります。

大飯原発、志賀原発、敦賀原発。ほぼすべての原発直下に活断層があり
日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」と。

政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示してください。

34429 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 世代を越えて管理が必要な、核廃棄物を使ったエネルギーは使いたくありません。電気が足りないのであれば、それなりの生活水準で結構です。

34430 個人 その他 ３０代 男性 原発０パーセントでお願いします。 今後の日本人の未来のために、一刻も早く日本が脱原発の道筋を示すべきだからです。

34431 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ここに私はゼロシナリオを原発の即時停止で実現す
ることを強く提言する。政府公表のデータで明らかな
様に、現在でも火力と水力発電で電気需要量は賄え
る。これ以上放射能汚染の危険を伴う原発を行うべき
ではない。

私が原子力発電からの完全な脱却を提言するのには二つの理由がある。その第一はその安全性に大きな問題があるからである。2011年3月11日の福島第一原発の事故があまりにも深刻な
放射能被害をもたらしたことは今更言うまでもない。強制避難区域内に住んでいた人々は今日なお避難生活を余儀なくされ、今後もその強い放射能汚染が長く続くことを考えると、残念ながら、
その人々が自分達の土地に戻れる可能性も低いと言わねばならない。その方々の土地が放射能汚染によって住めなくなってしまったということは、取りも直さずわが国が国土の一部を喪失した
のと同じことである。それ以外の汚染地域でも多くの人々が放射線障害の恐怖と向き合いながら暮らしていかなければならない、将来を担う子供達への健康被害が懸念される、汚染が食物を
通して全国へ拡がり、全国民が内部被曝することになる、などの厳しい現実を考えると、いかに原子力発電が危険なものであるかということを全国民が肝に銘じなければならない。

しかし、この福島事故後においてさえ、なおも原子力に依存しようとする勢力があることは驚きである。原子力関連の人達（原子力監督官庁や事業者である電力会社、そしてそれらに動かされる
政府）は、ごり押しとも取れる安易な審査で安全が担保されたと宣言して、関西電力の大飯原発を再稼動してしまったのは全くの失策である。福島事故でその重要性が明らかになった免振重要
棟がない、緊急時の救援車両が通る道路の不備、原発直下の活断層・破砕帯などの科学的な再評価など、その安全性に直結する事項は全く解決されてないにも拘らず、一切不問の形での再
稼動である。彼らは福島事故から一体何を学んだのだろうか。そもそも、我が国の原子力基本法には「原子力発電所は人口密集地に作ってはならない」と定めてある。これは取りも直さず、日
本政府が原発の危険性を認識している証拠である。本当に安全ならば東京に原発を作れるはずである。

第二の理由は原子力以外の再生可能なエネルギー源がいくつもあることである。1970年代に第一次オイル・ショック後、政府がそれまで主要であった火力・水力に加えて、エネルギー源の多様
化を図ろうとしたこと自体には私は同意できる。しかし、何故危険を承知で原子力が選ばれたのか。それはともかく、政府発表の公式データに拠っても、水力・火力発電だけでこれまでも電力供
給は賄えたことが明らかにされている。水力はともかく、火力発電用の石油・天然ガスの外国からの供給に不安定な要素があることは理解できるが、それ以外に太陽光発電、風力発電、波力発
電、地熱発電など、そのエネルギー源の種類は多い。私としては、とにかく今は水力・火力で電力供給が可能であるのだから、この二つの源で賄い、その他の再生可能エネルギーを早急に増
やしていくことを提言する。また、核融合によるエネルギーも今後数十年の時間スケールでは実用化は難しいと思われるが、長期的な視野に立ってこの分野における基礎研究も進めるべきであ
る。今回の福島事故によって我が国のエネルギー政策が誤りであったことが証明された以上、たとえ一時的な経済的マイナス効果があったとしても原子力依存を即時止めて、他のエネルギー
への変換を推進すべきである。

34432 個人 自営業 ３０代 男性 提示された３つの選択肢のうち『原発ゼロ』を支持しま
す。

『原発ゼロ』を支持します。

原子力発電がいかに危険と隣り合わせであるか、ということを私は福島原発事故で
思い知らされました。
昨年末の首相の事故収束宣言は早まり過ぎの発言だと思っています。
いまだ多くの不安をかかえ暮らしている中で、思うことはひとつ、
原子力発電はもういらない、ということです。
別の道を歩き始めなくては行けないということです。

「絶対に安全」なものなんてないと思います。
いろんなリスクをしょって日々の暮らしがありますが、
「原子力のリスク」は嫌です。

『原発ゼロ』を支持します。

34433 個人 家事専
業

４０代 女性 「即刻、原発依存度０％実現へ！」福島原発事故によ
る被害の深刻さと甚大さ、救済の困難さ。計り知れな
い環境汚染。地震が活発化している日本で事故が起
こる可能性は大きく、もう一度起きたら日本は終わっ
てしまう。

福島原発事故が起き、原発の安全性は崩壊した。国中に活断層がある日本で原発を続けることは、狂気じみているほど危険極まりない。被害は甚大で沢山の人々が苦しんでおり救済も困難。
また、使用済み核燃料の安全な処理法もない。核は人間の手におえないのだ。日本が立ち直るには再生可能エネルギー・蓄電池の開発やコストの低減・省エネルギー型社会への転換に国を
あげて尽力するしかないと思う。学校は屋上があるタイプが多いので即刻太陽パネルを設置できる。海に囲まれている国だから海上風力発電も期待できる。建築方法を工夫して冷暖房費を下
げることも可能。病院や警察、消防署など人命に関わる所は、自家発電を完備し、ひとつのエネルギーに偏らず、地域の特性に即した発電方法を編み出し、出来れば複数選択出来るようにす
れば、電力の安全保障につながる。また、新たな再生可能かつ安全な発電方法の研究にも早急に取り組むべき。さまざまな電力会社を設立させて、電力事業の独裁体制をやめれば価格競争
が生まれコスト削減に向かう。発送電の分離をする。スマートハウス、スマートタウンを広げる。生まれた技術や製品を世界に販売し利益を得る。本気でやればできる。原発は即刻０に！もう一
度事故が起こると日本は終わる。命が大事。知恵と努力で立ち直り健康でこころ豊かな日本にしよう！



34434 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します！ 人間の命が危険にさらされ、被爆者を出し続ける原子力発電所は必要ありません。
生きる為に必要、と死人や被害者を出すのでは無く、経済のために不可欠、と自らの首を絞めるのではなく、原発が無くても経済のまわるシステム、エネルギーを産み出す事が結論的に今後の
経済発展、人々の本当の豊かさに繋がると思います。
日本以外の国を旅した時に、しょっちゅう電気は止まっていましたが人々はそういうものだ、と明るく暮らしていました。
国民、ひいてはウラン産出に関わる人々の健康と人権を犯してまでの贅沢、電気はいりません。生きる不安材料はこれ以上いりません。
原発ゼロでお願いします。

34435 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオ！
今すぐに！
さらに、総エネルギー量もへらし、自然エネルギーの
比率をもっとふやすべき。

原発はすぐにやめてほしいです。
今の経済がどんなに打撃をうけようと、これから気の遠くなるほど長い期間放射能を出し続ける　使用済み核燃料を、これ以上増やしてはいけない。なんの責任もない子供たちに、これ以上
やっかいなものを残したくない。
ウラン採石場で働く人々、原子力発電所で働く人々、子供たち、、、私たちの豊かさが、被爆の危険のあるたくさんの人々の犠牲の上になりたっているのなら、そんな豊かさはいりません。

エネルギーも少しでいいのです。
日本で暮らしていると、電気は川の水のように、豊富にあるように錯覚してしまいます。あるから使う、使ってたりなくなりそうだからもっと作る、ではなく、再稼働前のように、足りないくらいのほう
が、大切に使います。
それに、今までのように、たくさん作ってたくさん売る時代はもう終わりました。新しい物をどんどん作るのではなく、これからは、質のいいものを大切に長く使い、食料自給率も上げ、トータルで
も、二酸化炭素を減らしていくべきだと思います。

今よりどんなに不便になったとしても、安全なエネルギーで生きていけるなら、私はとても幸せなことだと思います。
このような声を届けられる機会をつくってくださり感謝しています。

34436 個人 法人等 ３０代 女性 今すぐ原発依存度を0％にしてほしいです。 東京電力福島第一原発の事故で、原発の危険性を実感しました。
福島県だけでなく、東北・関東の広範囲が汚染され、食べ物からも放射性物質が検出されています。
福島・東北・関東から、多くの方たちが健康被害を実体験し、家・仕事・人間関係などさまざまなものを捨て、避難移住されてきています。避難移住者のお話を聞くと、もう二度とこんなことが起
こってはいけないと強く思います。私たちは、今回の事故から、「一度の失敗も許されない技術を実用化してはいけない」ということを学ぶべきです。
地震大国の日本は、原発依存度を早急に0%にすることを決定し、再処理も廃止し、省エネルギー、再生可能エネルギー、放射能汚染対策の分野で世界をリードするべく、早期に舵をきってほし
いです。
なお、この「エネルギー・環境に関する選択肢」の国民的議論は、周知が十分にされておらず、国民的議論とは言えません。災害廃棄物広域処理や除染の広報に年間30億円もの予算をつける
代わりに、選択肢の国民的議論にこそ広報予算をつけ、テレビや新聞でPRするべきです。各地で開催された意見聴取会も電力会社社員が発言するなど不透明・不公正です。

34437 個人 自営業 ６０代 男性 2030年までではなく、早期に原発比率ゼロにしたい。
原発だけではなく、核エネルギーはすでに地球を汚染
し続けている。原発を続けるほど、それは増え続ける
ことになる。

　「未来を背負う子ども達の為に」とよく言われるけれど、もう核エネルギーを使用し始めてから、現在に至るまででも、蓄積された物は人体に影響が無くなるまでに何十年、何百年とかかると。
それに対しての明確な処理の方法もないのに、核廃棄物を増やし続けて「未来を背負う子ども達」に罪なる毒物を残し続けている。
　原発を完全停止をしたとしても、医療や他の様々な核物質を使用しなければならない物は多いかもしれない。しかし、多くの核燃料を使用する原発を完全停止にする事が「未来を背負う子ども
達を護る」為の大きな一歩になる。
　しかし、原発が最も低価格であるという事がどうしても信じられない。大掛かりな施設を作り、原発周辺への異状とも思えるほどの補助金？や核廃棄物の処理や多くの費用をかけたにしても安
いと言うのが分からない。それでいて、電気料は世界の中で最も高い国の１つだと言う。それに太陽電池等の価格も高すぎるし、電気会社の電気は不要なくらい発電が出来るはずだと思う。
　どんな理由をつけても、原発は国民を守るものにはなり得ない。

34438 個人 無職 ７０代 女性 ゼロシナリオに賛同します。 ゼロシナリオに賛同します。
私は現在原発事故による放射能の脅威にさらされる所に住んでいます。低線量の長期にわたる被曝についてが心配です。子供たちの未来を守るためにも、安全の保障のない原発稼働は反対
です。

34439 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
《経済復興には国民の「未来への希望」というエネル
ギーが必要だ》

政府は経済再生と経済復興というけれど、毎年、再生可能エネルギー比率が増えていくことが国民の活力を生み出す。放射能の危険から開放されれば、日本は飛躍的に成長する。求められる
のは国民のほうではなく、官僚の頭の中のパラダイムの転換だ。

34440 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオを選択。福島原発事故後の処理が進ま
ず人々が今なお避難生活を送り苦しんでいる状況で
原発推進政策は愚策です。代替エネルギーで電気が
足りることが証明された今、脱原発政策へと大きく転
換すべきです。

 １．原発を稼働すれば、放射能を放出し「死の灰」であるプルトニウムを製造し続けることになります。いつまでに原発ゼロにするのか、時期が明記されていません。はっきりと目標をもち、出来る
かぎり、今すぐ、原発をゼロにすべきです。原発がなくてもエネルギーは足りることは多くの研究者によって明白になりました。原発で働く人々の雇用問題が引き合いに出されますが、廃炉にし
ても永い将来にわたって維持管理しなければならない原発は、今後も雇用を生むことになるはずです。むしろ、作ってしまった放射性廃棄物の管理は、大変なことですので、放射性物質に関す
る研究を徹底的にすすめ、その事業に関わる人材を育成すべきです。

 ２．昨年の夏は、その前の年に比べ約30％の省エネを実現しました。エネルギーを多く使うのは家庭ではなく産業部門です。まだまだ省エネの余地はあります。発電転換時、送電によるエネル
ギーの無駄は多く、国として率先して省エネを行うべくシステムの変更をすべきです。シナリオ上、省エネの割合を約1割としているのは消極的です。電力システムの根幹から改革すべきであり、
原発の依存度を何％にするかを議論している場合ではありません。西欧諸国と違って、日本の風景で残念なのは、道路に電信柱、空に送電線があることです。思い切って地下化、共同火を図
れば、地域の活性化になるはずです。

 ３．３つのシナリオとも省エネの見込みが小さく、その分、化石燃料依存度が高いのはおかしいです。脱原発と脱化石燃料を両立し、石炭依存からの脱却を図るべきです。そもそも３つのシナリ
オからの選択という事が、おかしいです。原発を止めようという脱原発依存という政策にたって、ではどうしらた良いのかを議論すべきです。

 ４．再生可能エネルギーは、ゼロシナリオにおいて35％としていますが、もっと増やすことができるはずです。一時は、太陽光パネルの設置が世界一といわれた日本が政策の誤りにより、すでに
大幅に水をあけられています。太陽のエネルギーは、化石燃料とは比較にならないほど大きく無限です。太陽の他、風力、地熱と日本には、自然の資源があります。地熱利用が進まなかったの
は、縦割り行政、縦割り法律の弊害です。火山国であり、地震が多発する国であるからこそ、自然との共生が大切です。

 ５．原発に依存しても「温室効果ガスの排出量を2020年までに25％削減する」という目標は達成できませんでした。ゼロシナリオを選択すると、あたかも温暖化対策が遅れるかのように考えるの
は誤りです。今や、地球温暖化、CO2削減という問題よりも、もっと大きな放射性物質問題に直面することになりました。化学物質、環境ホルモン物質が、人間に与える影響は大変おおきなもの
です。温室効果ガス問題だけではありません。問題の焦点をすり替えて、原発の存続を議論するのは、おかしいです。

 ６．再処理は破たんしています。また、仮に六ヶ所再処理工場が本格稼働すれば、核兵器1000発分のもプルトニウムが毎年製造されることになります。「平和利用」という名目で世界最大の核
物質を保有することになってしまった日本が、これ以上の増産をすることは認められません。日本でできた使用済み核燃料（核廃棄物）は、イラン・イラク戦争の「劣化ウラン弾」として再利用さ
れ、子どもたちが悲惨な目に会いました。今なお、白血病で苦しんでいる子どもたち、大人になれずに亡くなっていく子どもたちがいます。間接的に戦争に加担したことを認め、この過ちを繰り返
さない決断をすべきです。

 ７．再生可能エネルギーは、まだまだ可能性のある新な技術が誕生するまさに「技術立国日本」の待望の分野です。電力の自由化や発送電分離は、新たな可能性への必要不可欠なシステム
改革でありビジネスチャンスとなります。洋上風車、地熱利用など、いち早く取り組むことに国力とお金をかけるべきです。

 ８．再生可能エネルギーを選択する消費者は、これ以上、次世代に負の遺産を残したくないという思いから、未来への投資を厭いません。電気代が多少高くても、自然エネルギーを選択したい
という市民はたくさんいます。脱原発依存を実現する政策転換をしてください。

34441 個人 その他 ７０代 男性 原発は断念して、0%にするべし。 東電福島原発に事故に見るまでもなく、地震の多いわが国では原発は無理である。

34442 個人 自営業 ３０代 男性 原発問題ついて、ゼロシナリオが良いと思います。 原発再稼働には反対です。なぜなら私は福島郡山出身ですが、いまだに地元に子供を連れて帰っていません。空間線量でしか評価されてませんので地元に帰っても子供を遊ばせてあげること
もできないです。このまま原発を推進していき、もし不幸な出来事が起こった場合、第２の福島が出来上がり、日本に安全に住む場所すら失ってしまうのではないかと思います。自分は３０代で
すが、子供は４歳です。これから３０年後にどの様な結果が待っているか不安です。
もう一度原発について考え直していただきたいと思います。

34443 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 シナリオゼロ 原子力は、もういらない。そのための節電なら喜んでします。

34444 個人 家事専
業

５０代 女性 様々な理由により、一日も早く原発を０にすべきと考
えています。又国民の納得のいく原子力規制委員会
の設置をお願いします。

一日でも早く原発を停めなければいけない理由。
１．福島の事故を受けて原発の安全性は全くお粗末で、放射能問題を考えれば危なくてとても再稼働等考えられない為。２．化石燃料の購入費などにより電気代値上げが言われるが、原発を
再稼働させようとすれば、改めて安全性をより高める為に巨額費用を投じる事になる。この他にも原発を動かす限り出続ける放射性廃棄物の管理、処理費用は増え続ける事になり国民負担は
原発再開により軽減される事はない。３．再稼働の可能性があると思うと、関西電力の様に再稼働ありきで本来なら備えていなければいけない備えをせず、電力不足を引き起こす電力会社の
姿勢を正せないから。４．工場で稼働している機械が出す熱をエネルギーとして使う技術やごみの焼却時にエネルギーを生む技術がテレビで紹介されていました。この様な色々開発された技術
の全国展開や商業化には個々の事業者では出来ない事も有るので、国として新しいエネルギー開発事業を支援し法整備を急ぐ必要が有り、その為にも脱原発の方向性を明確にするべき。５．
福島の事故を起こし放射能汚染による環境被害を出した責任上原子力発電から撤退する事が国際社会に対する責任の取り方と考えます。
原子力規制委員会の人事が問題になっていますが、日本には原子力エネルギーを研究しこれを推し進めてきた方とこれに反対してきた方がいます。どちらの方も専門家と呼ぶべきですし、少
なくとも原子力規制委員会なる物を設置するに当たっては過去10年程の活動で推進派と反対派の研究者を同数集めるべきではないでしょうか？その上で田中氏の様に最初から委員長という
ポストを用意するのではなく各委員が一定期間の持ち回りで議長を務める様にするなどの配慮をすべきです。委員の意見が割れて結論が出ない時は国民投票でもして下さい。

34446 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ・再稼動なんてありえない。・一刻も早くすべての原発
を廃炉に。
・自然と共存可能な代替エネルギー開発を計画的に
進める路線転換を。
・使えない原発を途上国に払い下げするようなさもし
い行為はやめなさい。

原発は人類と共存することは不可能。
汚染がこれ以上進めば、確実に地球は滅亡するだろう。
発電中も発電した後の廃棄物処理も比類ない恐ろしさだ。

一部の者の利益のために原発にしがみつくのはやめてください。
絶対に原発は許せない！

34447 個人 パート・
アルバイ
ト

７０代 女性 原発を０％にしてほしい 原発はなくして、自動販売機や２４時間営業の店などエネルギーの無駄遣いを減らすべき。自然エネルギーをもっと使うようにしてほしい。原発は福島の人たちに大変な被害、苦労をもたらして
いる。孫の健康が心配。

34448 個人 その他 ５０代 男性 原子力発電所の稼働、再稼働、新規建設、すべてに
反対です。

核廃棄物は長年にわたって高熱を発し、冷却しつづけなければなりません。完全冷却には１万～10万年かかります。そのような長期にわたるシステム維持が、人類にできるとは思いません。ガ
ラス化、地下深層への廃棄、宇宙への廃棄、どれも技術的に実現しておらず、「いつかそのうち実現」という安易な未来信仰に委ねるには、深刻すぎる危険が原子力発電にはあると思います。
事故の確率が微小だとしても、事故が起きた場合の被害の規模と掛け合わせた負の期待値が大きすぎます。

34449 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発は致命的な欠陥をもつ技術であり使用を断念す
べきである。従って2030年の原発比率はゼロにし、自
然エネルギーを飛躍的に推進すべきである。

原発は(1)「死の灰」を生み出さない原発はありえないこと、(2)万が一にもシビアアクシデントが発生すれば、人間が制御できない事態に陥らざるをえないこと、(3)原発の稼働によって累積せざる
をえない使用済燃料の最終処理の目途がまったく立っていないこと、(4)原子力燃料の製造から、原子炉の稼動、老朽施設や使用済核燃料の処分に至る過程で、労働者の被曝と環境の放射能
汚染が避けられないなど致命的な欠陥をもつ技術である。
それゆえ、国民の命と暮らしを守るという見地から、その使用を直ちに断念すべきである。いまだ福島第一原発の事故が収束せず、避難生活者のみならず福島県民や国民に重大な影響を及
ぼし続けている今日の事態から教訓を学び、二度と原発事故を起こさない保証のため、原発をなくすことを国の政策として決断すべきである。
　エネルギー確保には、日本の自然的・地理的条件を最大限に生かし、科学者や技術者、企業、自治体を含む国民の英知を結集するならば、自然エネルギーを飛躍的に推進することは十分に
可能である。

34450 個人 家事専
業

６０代 女性 原発０％を希望します。速やかに安全なエネルギーへ
と移行してください。

　現在の自分たちの目先の利益だけを優先させる無
責任な選択はすべきではないと考えます。

１．テロ・自然災害・人為的ミスなどのリスクを抱え、100％の安全はない。事故が原発に起こった場合の放射能の被害は余りに甚大で、何十年にもわたり多数の人の当り前に生きる権利を奪
い、国土・海・空気を汚染させる危険性を伴う。
２．使用済み燃料の処分方法も解決されていない。

　以上の理由から、廃棄物処理と事故による甚大な犠牲のリスクを後世に残し、現在の自分たちの目先の利益だけを優先させる無責任な選択はすべきではない。

34451 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発電力ゼロパーセントを求めます。

被爆国として、こんな危険な原発電力はいりません。
自然エネルギーへの転換政策を求めます

原発電力はゼロパーセントを求めます

自然エネルギー政策を求めます。

福嶋原発事故の処理もまだ終わりません。多くの被災者が苦しんでいます。

34445 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 全シナリオが経済成長と雇用確保、国民生活の向上
に多大な悪影響を及ぼす。
２０～２５シナリオを基に省エネ及び再生可能エネル
ギー導入の実現可能性担保と電力料金の上昇抑制
を踏まえ新たな選択肢を策定すべき。

１．基本的考え方
　　・エネルギー政策および環境政策の推進に当たっては、エネルギーの安定
      供給、経済性、環境適合性の適切なバランスを考慮する必要がある。
　　・経済成長と雇用の確保、国民生活の維持・向上のために必要な量のエネ
      ルギーを低廉な料金で安定的に供給できるものでなければならない。
 　 ・省エネや再生可能エネルギーを検討するに当たっても、エネルギー需給
      ギャップや価格の高騰が生じないように配慮する必要がある。

２.各シナリオ共通の問題点
　　・シナリオの前提となる経済成長が日本再生の基本戦略と矛盾する。
　　・全てのシナリオが経済成長と雇用確保、国民生活の維持・向上に対して
　　　多大な悪影響を及ぼす。例えば、全てのシナリオで電力料金が大幅に上昇
　　　する想定となっている。省エネや再生可能エネルギーの導入が実現
      可能性に疑問のある過剰な想定となっており、エネルギー需給ギャップ
      を引き起こす危険性が大きい。

３.各シナリオの評価
　　・「ゼロシナリオ」は経済性を考慮せず企業活動や国民生活に最も多大な
　　　負担を強いるとともに、エネルギーの多様性の確保を放棄しており、認
　　　められない。
　　・「１５シナリオ」は省エネ、再生可能エネルギー比率の実現が困難であ
　　　ることに加え、原子力維持の判断を先送りしており、政府として責任あ
　　　るシナリオとは言えず、認められない。
　　・「２０～２５シナリオ」は原子力を維持する姿勢は評価できる。但し、
　　　このシナリオでも省エネや再生可能エネルギー比率の実現可能性に問題
　　　があることに加え、電力料金の上昇はやはり過大。

４．２０～２５シナリオをベースとしたシナリオの見直し
　　・省エネおよび再生エネルギー導入の実現可能性の担保と電力料金の上昇
　　　抑制を踏まえ、経済成長と雇用の確保、国民生活の維持・向上に資する
　　　新たな選択肢を策定することが必要。



34453 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを切望します。ごくごく常識的に判断して
原発ゼロで当たり前です。地震や津波の多い日本と
いう国で原発は危険すぎます。日本の技術を考えれ
ばクリーンエネルギーをもっと増やすことも可能なは
ずです。

日本なら風力以外にも地力や波力も利用できます。原子力が安全という言葉はもう通用しないし、原子力が経済的という言葉も、原発を受け入れる地方自治体や問題のあるもんじゅや6か所村
にどれだけのお金をつぎ込んでいるのか考えると本当に経済的なんでしょうか？？？

もう安全・経済的・原子力がないと電気が足りないという言葉には無理がありすぎます。この言葉がとても薄っぺらい陳腐な言葉に聞こえます。今のご時世、ちょっと調べたり勉強すればこの言
葉が嘘であることが見え見えです。

どうか国民に嘘はつかないでください！！！

3.11以降国や東電の言っていることは何かおかしい、どこかちがっている、私たちとずれている・・・。私を含め、別にアナーキーストでもなく普通に生活している一般人もみなさんそのように感じ
ているのではないでしょうか。とくに大飯原発の再稼働でその思いを強くしました。

どうか国民に隠し事や嘘を言わず、未来の子供たちのことを考えて判断して下さい。

34454 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 今後取りまとめられる『新しいエネルギー基本計画』に
おいては、トラックなどの中・重量車及びそのエネル
ギー対策についても記述を明確にして戴きたい。

「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する基本的な考え方については、日本経済団体連合会及び日本自動車会議所を通じて提出していますが、トラック業界の意見を以下に追記します。
製造産業、乗用車（ＥＶ、ＰＨＶ）等のように電源供給で賄われているものについては、一定に記述がなされておりますが、ＥＶがなく軽油などを使用せざるを得ないトラック運送業の配慮がなされ
ておらず、エネルギーの多様的な調達についても検討されるべきと考えます。トラック業界は、トラック燃料の９割を軽油主体の石油製品に依存しているため、石油製品の安定的な確保こそがエ
ネルギー政策の最優先課題となります。今後も国内貨物の安定的な輸送力を確保するために、既存の軽油などの産業界への安定的な供給はもちろんのこと、加えて、トラック輸送におけるエ
ネルギー・セキュリティの観点から、燃料の一部を積極的に天然ガスへシフトさせる等のエネルギー政策の発動を強く求めます 。

34455 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを要望します。 福島第一原子力発電所における過酷事故により、土壌や水を汚染し、人々の身体や精神を壊しました。これ以上日本人を日本を地球を壊さないでください。事故が起きなくても原子力発電所を
動かすには、被曝しながら働く方達を犠牲にし、また処分できない放射性廃棄物を生んできました。この先も負の遺産しか残りません。原子力にかけた無駄な資金を再生可能エネルギーに回し
て下さい。

34457 個人 その他 ３０代 男性 「2030年に原発0」ではなく、「即時、原発0」を求めま
す。再び事故が起これば、また取り返しのつかない被
害になる。即時、原発ゼロを希望します。

「2030年に原発0」ではなく、「即時、原発0」を求めます。再び事故が起これば、また取り返しのつかない被害になります。即時、原発ゼロを希望します。

34458 個人 自営業 ４０代 女性 今　必要な「国益と国民の信頼の両立」を実現させる
には　これからの社会を担う若者たちにもポピュラー
な原発問題をまず優先させるべきです。

今　世間の誰でも知っている、新聞やニュースを見ない人でも多少は知っている日本の問題と言えば「原発」と「消費税」でしょう。

外国人の知り合いに「日本人は政治の話をあまりしないね。」と言われたことが幾度もあります。特にこれから　日本の近い将来を担ってゆく若い世代に「我々がどうこうしても政治は変わらな
い」という　無関心と無力感が蔓延している証拠です。だから　年金すら払わないのです。
日本の国力の回復は、政治への信用の改善からだと思います。

それにはまず「やれば出来る政府」を見せなくてはなりません。今のような問題山積みの状態で全体に良くすることなど不可能です。まずは　目立つ問題で、やれば出来るところを見せる。
キッパリ「原発ゼロ」にする。

そうすれば「原発ゼロで出来たマイナスを補うためでもある消費税増税」と誰でも解る構図が出来ます。
増税が実現したなら　その他の問題を徐々に片付けてゆけば良いのです。

私たちは　混沌とした政治が信用出来ません。
私たちの信頼を取り戻して下さい。

34459 個人 自営業 ７０代 男性 原発は推進すべき。最低でも現状維持。削減すべき
ではない。

原発削減したら原発関連の技術者流出し、原発再開できなくなる。技術立国の基盤をなくし二流、三流国家となり、経済的にも没落し、企業倒産、失業者の山になる。また国防上も核抑止力を
なくし、エネルギー安全保障上も化石燃料依存となり、中東、北アフリカ等の紛争の絶えない中、危険きわまりない。
原発は一部の感情論にとらわれることなく、中長期ヴィジョンを持って国策として考えるべきである。

34460 個人 家事専
業

４０代 女性 現在停止している原発は再稼働させず、直ちに廃炉
計画・脱原発政策策定に着手する。従って2030年の
原子力の割合は、当然0％である。核燃料リサイクル
政策は中止し、2030年までに最終処分方法を確立さ
せる。

福島第一原発の事故で、日本の既存の原発が、起こりうる地震や津波に対して万全でないことが明らかになった。また、いったん過酷事故が生じた場合、その被害が地理的にも無限定に広が
り、将来の見通しがつかないほど長期に亘って続くことを知らされ、再び放射能を放出する原発事故を繰り返してはならないことも、肝に銘じられた。
2012年8月現在、電力に占める原発割合はゼロに近いが、電力不足に陥る可能性は極めて小さい。日本において、原発が電力供給に必要不可欠ではないことが、既に証明されていると言え
る。
天然ガスや石炭火力における技術進歩が進んでおり、エネルギー効率は原子力より高く、従来よりCO2排出も抑制できる最新型のコンバインドサイクルタービンを順次導入することで、基幹エ
ネルギーは賄える。
エネルギー政策の転換により、自然・再生エネルギーの開発が進めば、火力の割合を、暫時低下させていくことが展望できる。
既存の原発について、老朽化しているもの、立地場所そのものについて活断層の影響が危惧されるものなど、再稼働するべきでない原発がほとんどである。信頼できる安全対策を講じるには
多額の費用がかかるが、電力供給を原発に頼る必要がないことが明らかとなった以上、それらの投資は無駄である。建設中の原発についても同様である。
地震国日本で、原発がある限り、重大原発事故のリスクはなくならない。日本の国土と人々の生活を維持するために、3.11を機会に、きっぱり原子力と決別するべきと考える。
エネルギー転換を効率的に、迅速に行うために、現在停止している原発は再稼働させず（暫定的安全性しか確認されていない大飯原発３・４号機は停止させ）、建設中のものは建設凍結して、
直ちに廃炉計画、廃棄物直接処理法の開発、経済面での脱原子力政策（電力会社の経営対策・原発立地の雇用・経済対策等）に着手するべきである。
着手されつつある発送電分離、小規模消費電力の自由化等、電力会社の地域独占の解体、総括原価方式の廃止をはじめとする電力の適正自由化は、引き続き進めるべきである。
たとえ地震がなかったとしても、原発は、猛毒の廃棄物を排出し続け、運転に際しては、作業員の被爆を恒常的に強要するエネルギーであり、廃棄物処理方法も確立していない状態のまま運
転を続けることは、地球や将来の人類に対する冒涜である。海外への原子力の輸出も止め、廃棄物処理技術、廃炉技術を提供することで、世界に貢献するべきと考える。

34461 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発はいらない。原発依存ゼロを求めます。 現在の人間の持つ技術で処理できないようなものに頼るような、自らの身を滅ぼすようなｴﾈﾙｷﾞｰ依存はやめたほうがいい。危険を犯してまで原発を進める意味がわからない。結局は原子力村
の人間たちの金儲けにしかなっていないではないか。福島やそれだけに止まらない広い地域で今後健康被害が出たときに、だれがその責任をとるのか。そうなった時に危険を承知で進めてき
た人間は、加害者ではなく国民を欺く犯罪者ではないか。今もなお多くの原発が稼動を止めているのに、国民の生活は守られているではないか。原発がないと電力がたりませんよといったあか
らさまなキャンペーンはやめなさい。原発を推進しているあなたたちは電気を作っているんじゃない、国民の生活を基盤から脅かしていることを自覚したほうがいい。以上が私の意見です。

34462 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを指示します。 原発以外での発電方法は、メタンハイドレードを始め、藻を利用する方法などいろいろ考えられています。それらを本気で具体化すれば、汚染するばかりの原発に頼らなくて済みます。

34463 個人 法人等 ６０代 女性 「原発ゼロすステム」を選びました。

34456 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電はゼロにしてください。

34452 個人 自営業 ２０代 男性 原発の再稼働に対するパブリックコメントとして。 (1) 脱原発シナリオ
原発：0％　自然エネ：35％　火力・ガス：65％
（2030年までに脱原発）

を支持致します。

原発に関してはあまりにも失ったモノが多すぎて話になりません。

そして、国民から醜い権力者と呼ばれている関係者が増えています。
金に狂ったキチガイとも呼ばれている人も居ます。

それが、僕達2～3人が言っている事ではなく、
権力者の2～3人を言って居る話でも無く。
多くの人が多くの権力者に対して、そう言って居ます。
もちろん外国からも。

だから、これ以上、醜態をさらす自国の志士を見たくありません。

また、次世代への転換期と捉えておりますので、
（それは現行政府が解体するとかではなく）
次世代エネルギーの先進国となり、そこに経済の発展もみつける知識や知恵が日本人、日本の政府にはあるとおもっております。

まず、撤廃する。と言う事をハッキリと決めるからこそ、
真剣に知識人を集め、新しい考えを採用していけるものだと思っております。

つまり政府が「脱原発」を掲げるからこそ、
机上の空論が現実となったとき
世界からシフトチェンジした精神性と、それを可能にした知識を評価され日本はカッコイイと言うイメージを世界にもたらすことが出来ると信じております。

これは美学であり、世界中の人が納得できる事をすれば、
諸外国に対して強烈な強いイメージを与える事が出来ると思っております。

オンリーワンを目指せる国になれる可能性がある日本を誇りに思っております。

どうか、まずはNOと判断して、
そして、動いていって欲しいです。

勇気をどうかお願い致します。

まず、問題なのは現状で放射能の問題について適切な対応が出来ているのでしょうか？原発を維持するならばその点も含めて検討する事が当然と思います。稼動する事でどの程度の被害が
想定できるのか、周辺や世界的にどのような影響があり、どのように保障するのか？
現状で大切なのは、被爆されたかたがたの健康に関する追跡調査をする事、被爆された方の生活や人権の保障をする事だと思います。

提案の中に温暖化ガスについては問題提起されていましたが、放射能問題については検討する必要は無いのでしょうか？
安全面について検討するのは大切でしょうが、行う以上リスクはあります。
管理できないもの、責任をもてないものを行うのは無責任ではありませんか？

実施するなら責任をどのようにとるのか明確にしてからでなければ、また同じことを繰り返すのではないでしょうか？

そして核燃料のリサイクルについても取り上げられていますが、どの程度の実績があるのでしょうか？ほとんど稼動できていないのが現状ではないでしょうか？そして放射性廃棄物の処理の費
用などは電気代に含まれているのでしょうか？稼動していない施設の費用はどこに落としこまれているのでしょうか？
発電するだけで終わらないのが原発だと思います。
すべてが予定通りに出来れば夢の資源かもしれませんが、きちんとリスクや後始末まで考えていただきたいです。

放射能の被害は日本だけではすみませんし、未来に負担をかけ続けることになると思います。

そしてエネルギーに関しては1つが受け持つ事を減られして各地域（現状よりも再分割した）単位で取り組んでいく事が必要になると思います。

そして何よりも現状での電力会社の独占的な方法にこそ問題があると思います。
電線を国有化し、他の会社が参入できる仕組みを作ってください。
既存の発電方法よりも多種多様な方法が出来ると思いますし、
そのような事で世の中が動けば経済効果にも繋がります。
電話会社が選べるのならば電気会社を選び自分の希望の電気を買えるようになってほしいと思います。
また競争する事でより安価な電気の供給も可能になるのではないのでしょうか？

ひとつの電力会社の独占で行っている限り自身の利益しか追求できず、結果的に問題は解決していかないと思います。

未来の子供たちに残すべき土地や自然がこれ以上汚染されずにあり続けることを希望しています。

よろしくお願いします。

福島県の原発事故を風化させてはならない。

最近；広島や長崎の原爆事故被爆者の記録映像や新聞の活字が目に入り、

福島県の原発事故と重なる。

４０数年前に1600キロも離れた広島県尾市生まれの夫と結婚。その時、夫は被爆をしていないか、心配したのも事実です。

それが大丈夫だったので、今の生活があります。

終戦67年という深い歴史が昨日のようです。

原爆や原発事故はあまりにも身近です。今回の福島の事故を見て、日本国民全体が震えたことでしょう？

原発事故の　放射能による被爆者は、遠い未来の人生を破壊され、その時、国に責任を問うても　無責任な回答で被害者は泣き寝入りするのが目に目見える。

（広島の少し離れた街で被爆した患者さんや、意味少し違うが、水俣病などの例も、長い年月が過ぎ今も苦しんでいる人が多いのが目に浮かぶ。）

積み重なる歴史の中に、今回の福島の原発事故は、市民の生活を脅かし、
帰りたくとも帰れない　故郷を無くした方々を思うと胸が痛い。

今回の事故は　文明社会の記憶から消えることがない。　初めての事故の大きさを政府は、今一度振り返って見てください。

自分がその立場にあったら、関西は特に電気が足りているという情報なのに
大飯原発を動かす必要はどこにあったのでしょうか。

人の命の重さを慎重に考えて欲しい。

原発事故により、福島近県の瓦礫問題が全国に拡散しています。この事故がなかったら、絆を語り、無条件で協力しなければならないと思います。

しかし 基準を設けなければならない広域瓦礫受け入に対して 市民は過敏になり 必要以上にエネルギ を使 ていることは政府の皆さんは ご存知でしょうか



34464 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 2030年までにゼロにするだけでなく、それまでに今の
原発をぐずぐず温存したり、国民の記憶が薄れるのを
待つ間に新しいものを作ってしまったりできないよう
に、可能な限り早くゼロにするべきです。

すでにこれだけ大きな問題になり、避難生活を余儀なくされている人々や生活の糧、ふるさとを奪われた人が戻れる環境をとりもどすのにも当座の手段がないなかで、まだ原発にこだわる理由
がわかりません。地熱発電や他のエネルギー源を開発することにむしろ資金も労力も注ぐ時期にきているのではありませんか。
2030年という期限を設けることで、その間にぐずぐずと原発にお金を注ぎ続けるのではなく、なるべく早く、とにかくゼロに向けて動き出すべきです。

ぐずぐずすれば、ぐずぐずするだけ、何かと口実をつけて、また馬鹿な国民が忘れてくれるのを待ちやすくなるでしょうし、とにかく、2030年と言わず、出来る限り早くゼロにしてください。

34465 個人 学生 ３０代 女性 単なる選択肢を選ぶのではなく、ライフスタイル転換
を見据えた啓蒙に尽力することを政府に要望します。
既得権益保護にとらわれることなく、安全な電源を国
民自身の選択によって獲得できる制度を普及させてく
ださい。

京都に住んでいると連日の猛暑で、節電にも限界があるのを感じています。ただし、原発を再稼働させたために火力発電所を止めたというニュースを聞いたときに、矛盾を感じました。

安全だから稼働するのであればわかりますが、電力が足りないから稼働するのだとしたらもっとも危険だと思います。ぜひ、安全対策を徹底的に情報を開示してください。開示することの混乱よ
りも隠ぺいが露呈したときのほうがはるかに危険です。

また、原発のコストについてももう一度、複数の専門家による調査結果の開示も希望します。コストが高くても福島のような惨事を起こさないのであれば選択する意味はあります。さらに、核燃料
廃棄物も問題、原子炉の解体問題、そして損害保険の問題など、議論すべき問題はたくさんあるはずです。拙速に決めた後、また被害が起きた時に、想定外という言い訳はできないはずです。

福島が受けた被害、「原発事故で死んだ人はいない」という意見に対して、きちんと政府が対応してほしいです。風評被害で自殺に追い込まれた人をはじめ、原発事故がなければ生活を送れた
人のことを考えてください。

財政難の今、国ができないことを地方分権で推進することが求められています。原発のように賠償責任が不明確なものを今後、海外に輸出するような国策についても、倫理を重んじた選択をし
てください。

また、原発事故前までに「原発推進」論者として多くのイベントで語ってきた研究者が今、事故後どう考えているのか、批判を恐れて発言しないのであれば研究者として失格ではないでしょうか。
どんな議論になるにせよ、きとんと専門家同士が議論を深めることしか、未来の安全な技術選択はないと思います。

最後に、意思決定の場にもっと若い世代の参画を認めてください。基本問題委員会にしても、会長を筆頭にあまりに年齢が行き過ぎている場合があり、違和感がありました。未来に責任がある
ということは、その時、きちんと伝承できる人間が意思決定の場にいるべきだと思います。

34466 個人 無職 ７０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます 「原発ゼロシナリオ」を選んだ理由。原発は恐ろしい技術です、安心できる省エネルギーに転換すべきです。

34467 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「２０～２５シナリオ」を支持する。ただし、選択肢（３つ
のシナリオ）に制約がなければ、個人的には原子力比
率４０～５０％超レベルを目指すべきと考える。

この度の原発事故は、原発事故により甚大な被害が生じることを痛感することになったものの、原発そのものが問題という訳ではなく、原発の安全設計・設備に問題があったことに十分に留意
する必要がある。今回の事故を教訓とし、万全の安全対策を講ずる必要があることを予め言及しておく。
その上で、日本の将来を考えるとき、資源のない我が国は、世界に冠たる技術力をベースとした産業の発展が不可欠であることを認知しておく必要がある。
これらの観点から、日本の将来的なエネルギー政策を考えると、地球環境問題への対応や、日本国空洞化の防止を図るためには、一定規模の再生可能エネルギー導入は必要ではあるもの
の、原子力比率の維持・向上は不可欠であると断言する。万全な安全対策を前提とした原子力比率の向上を推進すべきと考える。
なお、エネルギー政策は、あらゆる周辺環境の変化に対して柔軟に対応すべきものであり、この度の議論の結末がどのようになっても、数年周期で見直しを行う仕組みとされたい。

34468 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオを選択しますが、2030年よりもっと早い原
発ゼロの実現を目指したいです。そのための本当に
必要な努力や負担は、前向きに取り組んでいきたいと
思います。

原発が一基も動いていなかった期間は、とても大きな安心がありました。「できるんだ！」という誇らしさもありました。
事故の前は日本に何基の原発があるのかさえも知りませんでしたが、
今回の事故を機に真剣に考えるようになりました。今後、日本中どこに住んでいても今回のような形で住む場所や人々のつながりを奪われるようなことがないような社会を望みます。
今を便利に快適にという視点だけでは、よりよい日本はこどもたちに残せません。
これからこの国で、この地球で子育てをしていく娘達に　安全な土と水と空気を引き継ぎたいです。
そのために自分にできることをやっておかなければ親として顔向けできないと思っています。

34469 個人 その他 ４０代 男性 原子力発電は廃棄物の処理方法がない、将来の子
孫にゆだねるような
無責任な状態ではこの発電方法は止めるべき。
発送電分離も必要である。

この国の在り方として、自然災害も多く、原子力発電はやめる必要がある。
必ずでる廃棄物の処理方法もないままに続けるのは、われわれ世代の傲慢でさえある。
電力会社の地域独占にも問題があり、発送電分離も進めないとこの電力改革は進まない。
この国の今後のありようは私達にある。
今、変えていかないと将来を生きる子孫に申し訳ない。

われわれは出来るはずである。

34470 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロを支持します。原発絶対反対。 核と人類は共存できない。放射能は人間がコントロールできるものでない。核エネルギーは地球の生態圏内にあってはならないもので、全ての生命の安全が脅かされるものであることは、フク
シマを待つまでもなく明らかです。しかも世界的にみて地震多発地域に原発が建っているのは日本だけです。また今回のフクシマ後の東電や政府の対応を見ていれば、危険な地域に、致死的
に危険なものをかかえていることの重大さも認識できていない権力層がコントロール（あるいはコントロール放棄）しようとしており、そのもとで暮らす国民としては、とてもではないが、そのような
人々にわれわれの命を預けるわけにはいかないと思わざるをえない状況です。国はすぐさま全ての原発を廃棄することを決定し、立地自治体の雇用を保証しつつ（廃炉ビジネス、再生可能エネ
ルギー関連事業）、再生可能エネルギーの促進につとめるべきだと考えます。偽りの電力需給予想データで国民を脅し、大飯の再稼動を決め、結果的には原発無しでもこの夏を乗り切れただろ
うことがデータによって証明されつつある現在、命の安全より経済あるいは電力会社の利益のみが優先され、国民の命を守るべきである政府自身がそれを後押しするような危険な国である日
本に、多くの国民はほとほと愛想を尽かしているところです。いい加減に、安全で、公明正大で、正義がある、豊かで、楽しい日本をつくる努力を政治家はしてください。多くの国民は努力してい
るのです！

34471 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 福島第一原発事故が未だ収束しておらず、また、原因
究明や対策が講じられていない状況での大飯原発の
再稼働は即刻中止すべきであり、エネルギー政策に
おいて、原発０％を目指すべきです。

原爆被爆国のわが国に於いて、今回の原発事故は広島、長崎に次ぐ被爆事故であることは明らかであり、広範な地域で甚大な被害が与えました。この事故で原発の安全神話は覆されました。
さらに原発を稼働させ続ける以上、使用済み核燃料の廃棄物処理にも大きな危険を伴っており、原発は決してクリーンエネルギーとは言い難いものです。さらに、原発は地震国日本で国民の生
命を脅かす脅威であることが明確になりました。政府は国民の生命を守るべく政府主導の下、クリーンエネルギー且つ再生エネルギーへ転換することが急務であると考えます。

34472 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発は０にしてほしい。 原発再稼動反対！
子供を守れ！
原発はいらない！

34473 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 拙速な脱原発下でのこのシナリオは矛盾しており、政
策化すれば国民経済の破綻を招く恐れあり。このテー
マは後世に委ねるべき。イデオロギー風評被害の排
除と事故原因の徹底解明、速やかな原発再稼働が必
緊の課題。

「エネルギー・環境に関する選択枝」に対する意見
1．昨年7月菅前首相の脱原発方針は事故の原因未解明まま決定され、拙速無責任。
アインシュタインの相対性理論から生まれた原子力は20世紀最大の科学技術遺産であり、人類の発展や生活向上に貢献させることが必須である。この一環として開発された原発は東西冷戦
下核兵器問題やイデオロギー活動の影響と技術的課題の山積で順調とはいえなくも数十年をかけて貢献の足がかりが出来た段階である。エネルギー環境は限られた化石燃料を大量に消費
し、生物の生存を可能にした地球環境を急激に破壊しつつある。再生エネルギーは分散不安定で10%台の低効率な太陽光発電、遠浅が少ない海岸線と暴風に晒される気候等悪環境な風力発
電安定した基盤エネルギーになりえない。このような状況で脱原発による原子力開発を放棄することは後世に重大な影響を与え無責任である。それは人類の歴史から東北大地震ぐらいで軽易
に出来るものではない。
2．原発事故の原因をイデオロギー、風評被害を排し科学的技術的に徹底解明すべし。
各種調査報告から非常時(有事)の対応がまずく「人災」といわれている。政・官・業の平和ボケによる怠慢である。地震に対しては福島第2女川を含めて防護されている。地震に対しては技術的
に安全は確保されているのに、原発再稼働が止められている。地震予知も地中の情報収集が困難で現在は不可能にも関わらず、中防災会議は巨大地震の予測を発表、菅前首相はこれを根
拠に浜岡原発を停止した。活断層と地震の関係も科学的解明を抜きに風評と混乱をまねいている。巨大地震予測はその前提から発生の確率が非常に低いことと千年から一万年を見通したも
の(プロジェクト座長発言)で、長期計画で対応すべきものであり、再稼働の問題と次元が違う。地震よりテロ・台風災害対処が重要。論理的合理性がない以上速やかに再稼働すべきである。
3．クリーンエネルギーによる構造改革は絵に描いた餅である
再生エネルギーの増大、化石燃料のクリーン化及び省エネの2030年目標は現実離れして結果的に化石エネルギーの大量消費と貿易赤字の拡大という現状が続き、国民生活の困窮につなが
るのではないか。画期的な新エネルギーもなく、脱原発ありきの思考範囲の狭い硬直した政策ではないか。
4．３つのシナリオは将来のエネルギー需要への対応が欠落。選択枝として不適切。
2030年の電力量を2010年比で10%減はあまりにも現実離れ。しかもＧＤＰ20%アップが前提になっている。省エネは単にハード面だけでなくソフト面も重要な部分でこれまでもわが国では大変な努
力が続けられており、画期的な効果は見込まれない。また精神的な我慢を求めるのは間違いである。
5．提案
脱原発に固守しない幅広い視点で、現時点で決めなければいけないことと、後世に期待すべきことを明確に区分し価値観が共有できる政策。
CO2問題は対処しなければならない緊急の問題。そのためにも原発の再稼働は速やかに実施すべき。
原発事故の原因を科学低技術的面から徹底的に究明し、イデオロギーによる風評被害を速やかになくし安心安全な国民生活の確保。エネルギーの開発技術、利用技術の基盤育成(人材を含
む)を推進し技術立国として新エネルギー開発に取り組むこと-

34474 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 現実的なエネルギーミックスの解として「省エネの強
化」や「再生可能エネルギーの開発・利用」とともに
「天然ガスシフトをはじめとする化石燃料の有効活用
（化石燃料のクリーン利用）」を推進すべき。

昨年来開催されてきたエネルギー･環境会議および基本問題委員会では、エネルギーミックスの基本的方向性として、「省エネの強化」や「再生可能エネルギーの開発・利用」と並んで「天然ガ
スシフトをはじめ、環境負荷を最大限考慮しながら、化石燃料を有効活用する（化石燃料のクリーン利用）」ことが明確に示されていた。
基本問題委員会においても各委員から「天然ガスシフト」に対する前向きな意見・期待が示されていたが、今回、国家戦略室から示された意見聴取会における説明資料の中では、化石燃料は
原発と共に依存度を下げるべきものとして扱われている。
化石燃料のクリーン利用の推進は、３Ｅ＋Ｓを実現するエネルギーミックスの現実的な解であり、提示された３つのシナリオのいずれを選択しても、天然ガスシフトをはじめとする化石燃料の有
効活用を積極的に推進すべきと考える。
また、化石燃料の有効活用を推進する為に、特に電源構成比１５％と明記されているコジェネの導入促進については具体的な政策支援の検討を期待する。

34475 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発のこれからについて 原発は、できるだけ早く無くすべきだと思う。あるだけで、すでに大量の放射能を抱え、また、冷却水として海に流されている。そして、人体にも環境にも悪い影響を与え続ける。しかも、管理に大
きな危険とお金が伴う。このようなものを維持し続けるのは、どう考えても意味のあることには思えない。子孫繁栄にも大きな影響を与え、国にとっても大きな打撃になると思う。

もしも、原発で潤う方々がいたとしても、その方たちに問いたい。自分たちの子供達に、放射能まみれの世界を与えたいと本気で思っているのですか？と。今だけ幸せなことが、本当に幸せと言
えるのですか？と。

今すべての原発を廃炉にしても、莫大な管理費がかかるでしょう。情報を公開しないメディアや政府、企業に大きな責任はありますが、無関心を貫き通して電気を使い続けて来た私達国民にも
責任はあります。

勇気を持って、本当の幸せに向かって、まずは政府がお手本として舵を切り替え、国民を導いてほしいです。それこそが、本当に、国民の幸せを保証する政府の役割ではないでしょうか？

34476 個人 無職 ６０代 男性 原子力発電所は撤廃し、なおかつ地球温暖化防止対
策に全力を傾注していただきたいと考えます。

　現在地球環境はCO2の増加で温暖化に拍車がかかっています。その上、放射能公害をもたらすことは、二重に子孫に負の遺産を残すことになります。原発に依存せず、なおかつ再生可能エ
ネルギーを最大に活用すれば、地球温暖化防止とクリーンな環境作りは可能だと考えています。

34477 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 2030年の原子力比率 「20～25%」を強く支持します。 現在多くの方々が、原発事故がもたらした影響に苦しまれており、恐怖を感じられていることは事実です。しかしこの苦しみと恐怖は、本当に原子力発電比率を低減（あるいは全廃）しなければ
解決し得ない問題なのでしょうか。

７／５に実施された基本問題委員会で国家戦略室は、以下３点の事実を述べています。
１．事故後一年以上を経過しても多くの人々が故郷を離れ、避難生活を余儀なくされている。（避難指示区域の対象人口：約8.6万人（H24年3月末））
２．風評被害に多くの地域や人々が苦しんでいる。
３．賠償は除染による大きな国民負担が生じており、今後も増えていく。

これらは紛れもない事実ですが、そのような状況になったのは以下のような「基準値」が直接の原因であり、仮にその「基準値」が過剰に安全側に設定されているとすれば、人々は必要以上の
苦しみと恐怖を強いられているのではないでしょうか。

 ・避難生活 ：避難指示解除準備区域（～20mSv／年）
居住制限区域（20～50mSv／年）
帰還困難区域（50mSv～／年）

 ・風評被害 ：一般食品の放射性セシウム許容量（～100Bq／kg）
  牛乳の放射性セシウム許容量（～50Bq／kg）

 ・除染　　 ：国が除染を支援する区域（1～20mSv／年）
国が主体的に除染を実施する区域（20mSv～／年）

例えば原爆による被曝者の疫学調査からは、一度に100mSvよりも低い線量の被曝において健康影響が明確には見られないことが示されており、年間被曝量が20mSv未満の地域にまで避難
指示があることに疑問を感じざるを得ません。「基準値を上回っている」と言って恐れるのではなく、基準値そのものが妥当なのかを再考する必要があると考えます。

国会事故調の報告書にも「根源的原因は「人災」である」と明記されたように、東電福一事故は危機管理体制の強化により防ぎえたものであり、適切な対策を取れば、今後同様の苦しみや恐怖
にさらされるリスクは極めて低いと考えられます。

特にエネルギー自給率の向上が我が国の安全保障に寄与することを鑑みれば、中長期的には高速増殖炉が最も魅力的な電源であると考えられ、今後も核燃料サイクルの確立を目標に開発
が推進されることを望みます。

34478 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力をエネルギーとしても兵器としても使わないでく
ださい。

私たちは、次世代に平和で安心して暮らせる環境を受け継いでいく使命を持っています。そのような環境を破壊するものは何も原子力発電や核兵器だけだとは思いませんが、私たちは兵器とし
てもエネルギーとしてもこの原子力というものに命を奪われ、大切なものを奪われてきた歴史があります。そのような歴史の反省もなく、福島の事故もつい最近のことなのに、なぜ原子力発電を
再稼働していくという信じられない暴挙が行われているのでしょうか。まともな大人の発想とは思えません。安心して暮らせるということを何よりも優先して物事を考えなさい。

34479 個人 その他 ５０代 女性 「原発依存度を(1)ゼロシナリオとすること」を支持しま
す。

「２０３０年度にゼロにする」という選択肢しかないから(1)を選びます。本来なら「即刻ゼロにする」という選択肢があっていいはずです。「２０３０年」という括りを設けた選択肢しかないのは、国民
をだましていることと同じです。
地震活動期に入った日本であと１８年も原発を動かせば、いつ事故が起きても不思議ではありません。地震が起きたら稼働中より停止している原発に方が対処しやすいのは明らかです。
回答は(1)ですが、気持ちは｢即刻ゼロ」です。
次回のパブコメではぜひ｢今すぐ廃止｣という選択肢を作ってください。

しかし、基準を設けなければならない広域瓦礫受け入に対して、市民は過敏になり、必要以上にエネルギーを使っていることは政府の皆さんは、ご存知でしょうか。

今回の瓦礫の基準汚染は0ベースでなければいけないと思います。

原発を稼働させるエネルギーがあるのではあれば、新しいエネルギーの開発に
力を入れて欲しい。

国民の一人一人が安心、安全に暮らせる国。日本人に生まれてよかったと言える
国を目指すためにも「原発ゼロシステム」に期待したい。

追伸；仕事柄可愛赤ちゃんの写真がとどきます。その子ども達を守る為にも。
※御入力いただける御意見の字数は、当システム



34480 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発依存ゼロパーセントをできるだけ早く望む。原子
力、自然災害は人間の手に負えないからだ。便利さよ
り安全を選択する。もはや薄氷の上に日本の繁栄は
ない。

原発稼働は経済上の「やむをえない選択」だとしたら、私は自分たちの命と引き換えに経済の発展を望まない。中東の不安定な状況を踏まえて、原子力が必要だという理由もわかる。しかし、原
発の危険性をさしおいての経済発展は、もう国民は望んでいないのだと強く感じる。日本人の意識はとても変わったのだ。原発から出た放射性廃棄物を自分の土地に受け入れる国民はいな
い。すなわち、原発はだれからも必要とされていないということだ。２万年後の世界に「ここに危険物があります」と誰が責任を持って伝えていけるのだろうか。それでもどうしても経済発展に原発
が必要だというなら、数年後にやってくる少子化はどうだろう。少なくなった国民の数に過剰な電気はもはや必要がない。また、電気が足りないことで経済の空洞化が起きるという意見も、現代
のようなグローバリズム社会では、企業は電気のために日本を出て行くのではなく、成長を世界的に求めて羽ばたいているにすぎない。いま、節電という意識は日本中をおおう。個人も法人も、
日本のために節電を励む。足りない電気のために、この一年でクリーンエネルギーも大きく発展した。すぐにでも送電事業をオープンにし、国民がクリーンエネルギーを選べるようにしてほしい。
また同時に、福島の事故の終息、原発の廃基、万年単位で管理しなければならない放射性廃棄物のために、原子力のエキスパートは欠かせない。ぜひ誇りを持って育て、日本の英知としてほ
しい。

34481 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します 「原発ゼロシナリオ」を強く希望します。

今回の福島での事故を経験し、人間が作り管理することに「絶対」はないと強く感じました。
原子力は、その特性上、安全に利用するためには「絶対安全」が不可欠です。
その「絶対安全」を担保できない以上、原子力を発電に利用することは諦めるべきであると考えます。

また原発で発生した膨大な量の放射性廃棄物の処理方法や、経年劣化した原発の廃炉方法等、まだ技術的に確立されていない発電方法を、国家として推し進めるのに疑問を感じます。
六ケ所の再処理施設やもんじゅも、膨大な費用をかけ続けているのに、フル稼働の目処が全くたちません。
その費用を自然エネルギーやガスタービン等、他の発電方法や資源の安定確保に費やしていれば、今のような電力不足や電気料金値上げには繋がらなかったのではないでしょうか。

これからは省電力への取り組みや、自然エネルギーの推進、また電力会社の独占を防ぐため、発送電の分離を強く希望します。
日本の優れた技術力や経営力を、原発に向けるのではなく、原発ゼロへ向けて欲しいと思います。

34482 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 鉄鋼業界（特に電気炉業界）における影響について 私たち電気炉業界は、社会で発生する鉄スクラップから鉄鋼製品を作り出す資源循環型産業であり、鉄鉱石から鉄鋼製品を作るよりはるかに少ない二酸化炭素発生で済む産業であると思って
います。その過程で大量の電力を使うため、今回のような施策が進めば、製造コストが大幅に上がり、我々電気炉業界の死活問題になると思います。その結果、産業の米といわれる鉄鋼業が
日本国内で成り立たなくなる危険が増すものと思われます。
　その他にも、鉄スクラップの社会循環が行われず、市中に大量の鉄スクラップがあふれ、深刻な社会問題になるものと思われます。

34483 個人 学生 ２０代 男性 選択肢(1)（ゼロシナリオ）に賛成です。ただし、いきな
りゼロにするのではなく、徐々に減らすのが妥当だと
思います。

私は、選択肢(1)の「ゼロシナリオ」に賛成です。

なぜなら、今回の震災での原発の事故が起きたことによって、“安全神話”が真実ではないことが明らかになり、今のままでは、これから先、人々の健康や子孫繁栄に影響を及ぼす可能性が高
いと考えたからです。

日本国が100年後も200年後も平和な大国でいられるために必要なのは、原子力ではなく、健康で元気な人々と彼らが生み出すアイデアや技術です。原発を維持し、また同じような事故が起こっ
たとしたら、日本国の原動力である日本国民の健康・元気を維持でき、子孫繁栄ができるでしょうか。いや、できません。

しかし産業に与える影響が大きいので、今すぐゼロにするのは良くないと思います。再生可能エネルギーの生産体制を速やかに整えていき、きちんと生産・使用できるようになるまでにゼロに近
づけていけばいいのではないでしょうか。そして、2030年には完全に0％になるのが理想です。

以上より、ゼロシナリオに賛成する、という結論に達しました。

34484 個人 無職 ６０代 男性 「・・・選択肢」の追加対策後のゼロシナリオを支持しま
す。最大の理由は、今回の福島の事故により、原発に
関する技術が未完成で、人類が安易に使用する為に
はさらに多くの研究を要することを再認識したからで
す。

ゼロシナリオを支持する理由をさらに詳しく箇条書きに記します。

（１）まず、今回の事故前からつねずね思っていたのですが、企業で環境報告書　を提出する時の電力単位当たりのCO2発生量を計算する時に、原子力発電のCO2発生量が異常に少ないので
は？と感じておりました。原発関連施設を造る為に使用するエネルギー、使用済み核燃料や核汚染物質を今後永久的に処理、、再生するために使用するエネルギーを作るためのCO2が正当
に評価されていないと感じています。

（２）同様に、原子力発電の価格が正当に評価されていないことを事故発生前から感じていました。「エネルギー・環境に関する選択肢」の３ページで「原子力発電には相当程度の社会的費用が
あり、他の発電との価格差は接近する」と書かれていますが、私はそれ以前に発電コストの中に（１）と同様に原発関連施設を造る為に使用するエネルギー、使用済み核燃料や核汚染物質を今
後永久的に処理、再生するために使用するエネルギーを作るためのコストが十分に反映されていないと思います。原子力発電の価格を正当に評価することは最重要です。

（３）但し、原子力に関する研究は将来の世代の為に必要です。理由は化石燃料はそう長くない将来には極端にすくなくなることは明確ですから、将来の選択肢の一つとしては残しておくべきで
す。現在日本にある核物質は将来の財産となるかもしれませんので、大事に残すことが大切です。今後の研究で安全に取り扱うことができる可能性を完全に否定すべきではありません。

（４）「エネルギー・環境に関する選択肢」の中で日本の使用する総ｴﾈﾙｷﾞｰ量について2030年で2010年の約20％減としておりますが、この予想事態が非常に難しいものと思いますが、私は原子
力発電をゼロと選択した以上、社会全体が今まで以上にエネルギーを大幅に少なくすることによるもろもろの影響を受け入れる覚悟が必要と思います。もちろんその影響を出来るだけ少なくす
るために再生可能エネルギーの拡大等は最大限努力すべきであることは言うまでもありません。

34485 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発をなくすのは、あまりにも日本人の生活、産業、
防衛を考えなさ過ぎます。結局、金銭面での負担は国
民と企業にのしかかり、産業の空洞化で国力が落ち、
核を管理する力を失うことで防衛力がなくなってしまい
ます。

原発をなくすのは、あまりにも日本人の生活、産業、防衛を考えなさ過ぎます。結局、金銭面での負担は国民と企業にのしかかり、産業の空洞化で国力が落ち、核を管理する力を失うことで防
衛力がなくなってしまいます。エネルギー政策の選択を誤れば、日本の没落は避けられません。原発＝悪という偏った見方、一時の感情的考え方、日本を愛することを忘れた人々の声で、国の
政策を決めるべきではないと思います。国の未来に責任を持って考える立場にある人が、発展思考を持って方針を出すべきです。

34486 個人 無職 ６０代 男性 原発比率をゼロにし、自然エネルギーを飛躍的に増
やすべき。

原発は、ひとたび過酷事故が発生すれば、人間が制御できず、環境汚染を引き起こすことがますます明らかになった。また、使用済燃料の最終処理の目途がまったく立っていないこと、労働者
の被曝と環境の放射能汚染が避けられないなど問題が多く、人類と共存できない。国の政策として原発をなくすことを決断すべきである。
日本は自然エネルギーのポテンシャルは非常に大きい。原発関連予算を自然エネルギー開発、導入に廻し、英知を結集し自然エネルギーを飛躍的に増やすべきである。

34487 個人 無職 ６０代 男性 選択肢の中では「ゼロシナリオ」を支持する。原子力
のエネルギーをコントロールする技術を日本はもちろ
ん人類は持っていません。また、原子力発電の使用
済燃料の処理技術も日本では確立されていません。

原子力のエネルギーを平和利用することは、以下のような条件を満たす場合に限り可能であると考えます。
(1)原子力のエネルギーを人間がコントロールする技術を有していて、有事の際人間の生命に被害を及ぼさないようにできること。
(2)原子力の平和利用といえども、一つの産業活動であり通常の産業活動と同じ規制等を受けるものでなければなりません。原子力のエネルギーを産業活動に利用した場合、当然出てくる廃棄
物（使用済み核燃料など）は安全に排出事業者が処理できるものでなければなりません。
(3)あくまでも「原子力の平和利用」ですから武器・兵器に転用や活用できる余地を持つものでないことが必要です。

現在の日本や各国の原子力発電は、上記の３条件をいずれも満たしておりません。(1)に関して言えば、人類は今まで３回も大きな原子力発電所の事故を起こしてきましたが、一度たりともこの
エネルギーの暴走ををコントロールして人類に被害の無い様にできませんでした。今回の福島の事故に際しても、日本の専門家はもちろん世界のどの専門家も福島の事故を収束させることも
できずに今に至っております。
(2)に関しましても、使用済み核燃料はいまだに保管してあるのみで、それを人類にとって安全に処分するすべがない状態です。電力会社は産業廃棄物排出事業者としての義務を果たす事が
出来ないのに、産業活動をしているのが現状で、事業者としての資格がありません。（もっとも、国がそれを容認していることが最大の問題ですが）
(3)に関しては、今の時点では何の証拠もありませんが、ゆくゆくは核兵器に利用できる技術として一部の人たちが考えていることは自明です。今回の原子力基本法の改訂でもその兆候が官僚
たちや一部政治家から出ています。
日本人は過去に戦争を選択し大きな犠牲を世界の人たちに強いてきた罪があります。まだ官僚や一部政治家・財界は同じ罪を犯すつもりですか？

34488 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 新たなエネルギーミックスの実現に向けた有効な選択
肢である、天然ガスシフト、コジェネの導入促進の方
向性が示されたことは評価できるが、これらの実現に
向けては具体的な施策が必要である。

・いずれの選択肢についても、２０３０年に向け再生可能エネルギーの普及促進を図ることとしているが、一足飛びに再生可能エネルギーへのシフトを図るには価格・供給安定性等の面からも
課題があるのも事実である。

・天然ガスシフトの推進とコジェネ等の高度利用は、省エネ、省ＣＯ２、エネルギーの分散化、再生可能エネルギーとの組み合わせという観点から、新たなエネルギーミックスを実現しうる有効な
選択肢であると考える。

・コジェネを全発電電力量の１５％まで拡大すること、家庭用燃料電池の普及拡大が明記されたことは評価できるが、これらを実現するためには、具体的施策が必要と考える。当社としても普及
拡大に努めるが、導入促進に向けた政策面からの支援をお願いしたい。

34489 個人 その他 ６０代 女性 原発依存度０％に向けて舵をきって下さい。
　再生可能エネルギーで雇用を生み出す方法も必ず
あるはず。
　信念を持って、将来への展望を国民に示して下さ
い。
　納得できたら、一時の負担は我慢出来ます。

　(1)　　確率論で考えてはいけない問題だと思います。
　　　　一度で、途方もない未来への付けを残してしまいました。
　(2)　　誰も、どのようにしても責任をとれる問題ではないと思います。
　　　ずたずたに汚されてしまった自然・心をどう責任を取る事が出来ると
　　　お思いですか？
　(3)　　天文学的な補償・賠償が続き、それがどの位の額になるのか、
　　　どの位で終息するのか全く分からないまま、税金が使われ次世代に
　　　課せられます。
　(4)　　農地は、何年もかかって培われた土壌です。
　　　食糧自給率が４０％を切った今、一次産業の保護育成は喫緊の課題で
　　　あるはずなのに、住み慣れた土地や農地を強制的に剥奪されて戻る事
　　　すら出来ない現実を直視して下さい。
　(5)　　核廃棄物の最終処分方法が決まってない今、現状で原発をこれ以上
　　　稼働して、核廃棄物を増やして地球を汚さないでください。
　　　お願いいたします。
　(6)　　環境フェアでお会いした細野大臣は誠実な方だと思いました。
　　　未来への展望を、信念を持って国民に訴えていただけるよう
　　　切望します。

34490 個人 自営業 ４０代 男性 この国には原発をきちんと管理できる体制もそれを真
面目に作るつもりもない。よって原発は即時停止、廃
炉にすべきです。

原発は即時停止、廃炉しかとるべき道はありません。福島第一の事故で、電力会社も国も原発のような危険なものを管理する手腕がないことははっきりしました。
さらにこの期におよんで「規制」委員会長に推進派を据える人事を目論んでいるのですから話しにもなりません。原発の危険性に真面目に考えているとは到底思えない。2030年にゼロなど当た
り前の話しです。

逆になぜ残そうとするのか？現在の電力会社を維持するため以外に一体どんな理由があるのかお聞きしたい。今夏のエネルギー受給状況を見れば、原発なしでいけることはハッキリしていま
す。

ただあるだけでも危険、そして何万年も管理が必要なゴミを生み出す原発を一刻も早く無くすためのサイクルに入ることこそ、後世にツケを回さない政治でしょう。
34491 個人 家事専

業
４０代 女性 ゼロリスク、全ての原子力発電所の、速やかな停止、

廃炉への選択を希望します。
ひとたび事故が起これば、広範囲の国土が、居住できなくなり、全国的に食品の安全性が疑われる事態になり、先祖代々育み、未来へ受け継いで行く輪が国土の自然が著しく汚染されること
が、わかりました。
原発の安全が確保されるというのは、福島第一原発の事故を収束し、海や大地に放出した放射性物質を全て回収できてから、言えることです。
また、原発の稼働には沢山の作業員の被曝を伴っており、
そのような人々の犠牲の上に成り立つ、事業はあってはならないと考えます。よって、日本国内の全ての原子力発電所は、速やかに廃止すべきです。

34492 個人 家事専
業

２０代 女性 ゼロシナリオ希望！！むしろ即刻廃炉を希望！！全
原発廃炉希望という、国民の大多数の意見を無視し
ないで。

2030年までになどと言わずに、即刻廃炉作業に取りかかるべきです。処理の仕方もわからないものに手を出して、何が安全クリーンなエネルギーだったのでしょうか。福島の事故がまだ収束し
ていないのに、どうして大飯原発を再稼働させたのか。福島はこれから何十年も放射能の問題に苦しみます。大飯原発再稼働や東京電力の電気料金値上げはすぐに決められるのに、福島の
こととなると全く話が進みませんね。仮設住宅での暮らしはいつまで続くのでしょう？除染した土壌置き場はどこに設置するのでしょう？除染が済んでいないのに、帰宅計画だけが出来上がって
いる。
官僚は本当に他人事で、福島の事故も関係ないと思っている人もいるでしょうね。ただただ怒りがわいてきます。官僚とその家族、大切な人、福島に来て仮設住宅で生活してみたらいい。国民
の代表ではあるけれど、国民の上にたつのが政治家の仕事じゃないでしょう。こんな国に未来はない。

34493 個人 自営業 ６０代 女性 今、ここで、日本が変わらなければ人類に未来はない
と思います。

原発の問題は、もし稼働において安全でも、核廃棄物がほぼ永遠に残るということでは、決して安全ではないということ。原発の掃除を請け負う下請けの従業員が、多く白血病で亡くなっている
ということも、決して安全ではないということを証明しています。文明の発達は人類を幸福にするのかと思えば、その反対であることがはっきりとしました。原発を止めることは、後退ではなく前進
であるということを強く言いたいです。新しい社会の在り方を、日本から発信できなければ、福島の犠牲は泥にまみれます。明治以前の日本人はもっと上等だった。知恵を持っていた。そこに学
ばなければならないと思います。65歳の私が若いころは４０を過ぎたら自分の顔に責任を持てと言われたものです。野田さん、自分の顔を鏡で良く観てください。自分で考えて、自分の言葉で
語っていますか。私には貴方の顔が愚鈍にしかみえません。ここで今思い切って新しい社会を作りましょう。官僚が何と言っても負けないで！

34494 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオの賛同とその具体化に向けて（太陽光発
電）

エネルギー白書を見る限り業務部門のほうが電力消費率が高いことから、両者を分けて対策を講じるべきかと思います。地方自治体の庁舎、学校、公立病院など、施設が大きく発電量の効果
が得られやすいところから設置を進めれば、公共事業として地域振興にも繋がるのではないでしょうか？
また、病院のほかにも工場など、電力供給が一般家庭に比べて切実な問題になる施設を中心に展開をしたほうが必然的かと思います。

エネルギーの送電ロスを減らすためにも、発電・消費も地産地消をすすめることが、リスク低減にも繋がるのではないでしょうか。大きな風力発電、太陽光発電を辺鄙な場所につくったが思うよう
に発電量が得られない、というのはリスクがありすぎます。

また、発電の方法も十分に議論する一方で、家電など省エネをうたう製品が多くなってきたと思います。年間電力消費量を技術で減らしていく工夫、発電電力量そのものを減らす試算・施策が必
要なのではないでしょうか。一般家庭の節電は「チリも積もれば」ですが限界はあると思います。他方、公共的に使われているエネルギーの中で、まだ工夫が足りない分野もあるかと思います。
そういった点からの節電を試みるのが効率的だと思います。自販機が思いのほか省エネを工夫していましたが、業界ごとにどういった取り組みをされているのか、それを一般にCSRとしてアピー
ルする義務があると思います。



34495 個人 学生 ２０代 男性 エネルギー・環境に関する選択肢について
8月2日(木)に福井大学附属国際原子力工学研究所
にて行われた、エネルギー・環境の選択肢に関する勉
強会を公聴して

私は、原子力発電の依存度を低減させ、クリーンエネルギーにシフトするのには賛成です。
しかし、私は以下の４つの意見があります。

 (1)なぜ今後の日本のエネルギーを今決めてしまうのか？
今、東日本大震災による東京電力福島原発事故により、日本国民は原子力発電への不信感や脱原発運動が盛んになっています。
そんな中、国民に今後のエネルギーについて聞くのは、間違っているのではないかと思います。
まずは、原子力発電への不信感、放射線への不安をしっかり取り除くことが必要だと思います。
具体的には、原子力発電の安全性の確立（各地の原子力発電所の震災を踏まえての安全対策を早期に終了させ、その発表を行う）、放射線についての解説をする。（メディアを利用、さまざま
な場所での公聴会の開催など）
いずれも原子力の知識がない人でも理解できるようにする。（例え話、具体的な話を含めるなど）
まずは、行動を起こすべきではないかと思います。
また、エネルギー政策は今後の日本（産業）にとっては重要なことなので、国民の意見を参考にするのはいいのですが、専門家が集まってじっくり話し合うことが必要だと思います。

 (2)今後の原子力研究について
原子力発電を維持、低減させるのにも、研究が必要になると思います。
しかし、現段階では研究者は罵倒を浴びせられ、学生は原子力研究への壁ができてしまい、原子力分野の学生が減ってしまいます。
やはり(1)でも述べた通り、原子力発電への不信感、放射線への不安をしっかり取り除くことが必要だと思います。
原子力についての研究をしている私は、このままの流れでは将来への不安が拭えきれません。
今後の原子力研究について、どうなるのかをしっかりとしたもので提示して頂きたいです。

 (3)クリーンエネルギーの依存度の増加の現実性
太陽光発電や風力発電の成果が、着々とあがってきてはいるものの、一つ当たりの発電量は少ないのが現状です。
そんな中、クリーンエネルギーの依存度を上げるのは、私の中ではいまいち現実味がありません。
なので、クリーンエネルギーの依存度を上げることのできる確証の提示をして頂きたいです。

 (4)意見公聴会について
１１カ所で行われた意見公聴会で、電力会社で働いている人が参加や個人の意見を言うことができないのは、特定の意見を排他することになるため、意見交換会の公正を欠くと思います。

34499 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ３つのシナリオのうち、「ゼロシナリオ」を今後の日本
の基本方針とするべき

昨年の東日本大震災により、日本の原子力政策の杜撰さ、危機管理能力のなさ、情報の秘匿、虚偽の資料、原子力ムラの利益誘導・保身等、様々な問題が顕在化した。このような状態で、今
後、現状の体制を継続することはあまりにも危険である。
原子力委員会が設置されようとしているが、この人選、関わる職員も従来の原子力推進の関係者であり、これまでの政策を踏襲する可能性が高い。
３つのシナリオのいずれであっても、温暖化対策、エネルギー安全保障費、経済効果に大差はなく、どのシナリオ採用しても日本経済に与える影響は変わらない。しかも、新産業・新技術の育成
と成長により、ゼロシナリオの持つセナ威力は他の２つよりも大きくなると期待できる。
これまで日本で再生可能エネルギーの導入が遅々として進まなかった最大の理由は、各省庁にまたがる規制およびその権益である。例えば、国立公園・国定公園の見直し・緩和などにより、地
熱発電た風力発電は相当量導入が可能となるし、漁業権益の抑制により海岸・洋上における風力発電も容易になるものと考えられる。
また、国内の分断された送電線網・異なる電力周波数、一般電気事業者の地域独占により、体系的かつ機動的な電力ネットワークを構成することができなかったことの反省を踏まえ、原点に立
ち返った状態で、本来あるべき姿を描くことが必要である。
当然のことながら、このビジョンの策定においては、一般電気事業者、原子力推進派、監督官庁の関係者は議論に関与するべきではない。
現状、陰に陽に、上記当事者が本件に影響力を及ぼしているものと推定されるので、このパブリックコメントおよび「エネルギー・環境会議」のあり方そのものについても疑義を感じざるを得な
い。

34500 個人 その他 ８０代以
上

女性 (1)2030年に原発０ なぜ2030年なのか？
私たちは騙されているのでは！
明日からでもすべて再稼動反対です。

34496 個人 会社員・
公務員

６０代 原子力発電比率最低２０～２５％は必要な理由
１）エネルギー源はリスク分散の観点から特定ソースに偏ってはならない。
　　火力1/3 原子力1/3 水力その他1/3　程度のエネルギーミックスが必要
２）石炭は炭塵爆発・CO中毒・落盤事故、加えて大気汚染等極めて危険な燃料、
　　石油も海洋汚染や爆発事故等危険な上、地政学上のリスク、価格高騰等
　　種々のリスク大。LNGは比較的クリーンなエネルギーではあるが高価で
　　ロシアや中東依存となる為地政学上のリスクはやはり大
３）水力は、老朽化のみならず地震や山崩れによるダム崩壊⇒下流域の市街地
　　への山津波のリスク大。風車は低周波騒音による風車病の拡散や景観＆環境　　破壊、ﾊﾞｰﾄﾞｽﾄﾗｲｸ、台風対策費の増大、不安定でかなりのコスト高電源に
　　ならざるを得ない。補助金漬けで進めたスペインでは既に破綻した。
　　ソーラーは原理的にエネルギー密度が桁違いに小さな為、離島や灯台やキャ　　ンピングツール程度。もともと単位面積当たりの出力が微弱で不安定なうえ
　　火山国である日本では火山灰の堆積、黄砂の堆積等メンテコストも掛かる。
　　ドイツはソーラーを推進したが、高価な電力に苦しみおまけに中国製ソーラ　　ーパネルに席巻され国内メーカーは破綻。雇用を失ったうえに高い電気代を　　払わされ、失敗に終わりつつあ
る。笑っているのは中国だけ。
　　また寿命がきたパネルの廃棄処分は毒物を用いたものもあるだけに新たな環　　境問題を引き起こすのが目に見えている。
４）原子力は、福島の災害で安全神話は崩壊したが、津浪と地震による電源喪失
　　対策さへしっかりしていれば、原子炉は地震を検知しちゃんと自動停止して　　いるし問題は無い。今回の事故を教訓に改良を加えれば、これほど安定し大　　量の電力を安全に生みだす現
実的な方法はない。活断層の上に原子炉がある
　　ものは論外だが、津波対策がきちんととられた原発は逐次再稼働させるべき　　である。
５）世界を見渡した時、脱原発など言っている国は、先の大戦の敗戦国と２，３　　の小国のみ。圧倒的に多くの国が原発を必要としており、日本は今回の教訓　　を最大限生かした世界一安全
な原発を世界に発信する責務がある。
　　特に地震国で海にも面したトルコでは日本の力を必要としている。
６）研究開発では、核変換技術にも力を入れるべきである。半減期の長い高レ　　　ベル廃棄物を無害化することも原理的には可能なのだから。
７）今の国内のムードは、低レベル被曝の影響を誇大妄想的に膨らませ国民をだ　　ましている。今の福島県内の放射線量は、発電所構内を除けば全く健康被害　　生じないレベルなのに、未
だに有りもしない被害妄想を煽るマスコミやエセ　　学者連中がいるのには首をかしげざるをえない。私が幼少のころは大気圏内　　核実験が頻繁に行われており、地球上はいまの福島の数倍
～数十倍の放射能　　に汚染されていた。しかし我々は元気そのものである。また福島の放射線量　　の数倍はあるラジウム温泉やラドン温泉にも良く行くがむしろ肌がつやつや　　になって嬉
しいぐらい。こんな自分の実体験からも特定の一部マスコミや学　　者の扇動がウソだと自信を持って言える。
　
　　私は電力関係とは一切関係のない一技術屋ですが、あまりに間違った論調や
　　風評があたかも真実の如くまかり通っている現状を見るに見かねて意見させ　　て頂きました。

　　政府の皆さん、どうか冷静な事実に立脚し、国の行く末を誤らぬようお願い　　致します。かわいい孫達の写真を見ながら、見るに見かねて書きました。
　

１． 原発を稼働すれば、放射能を放出し「死の灰」であるプルトニウムを製造し続けることになります。いつまでに原発ゼロにするのか、時期が明記されていません。はっきりと目標をもち、出来
るかぎり、今すぐ、原発をゼロにすべきです。原発がなくてもエネルギーは足りることは多くの研究者によって明白になりました。原発で働く人々の雇用問題が引き合いに出されますが、廃炉にし
ても永い将来にわたって維持管理しなければならない原発は、今後も雇用を生むことになるはずです。 むしろ、作ってしまった放射性廃棄物の管理は、大変なことですので、放射性物質に関す
る研究を徹底的にすすめ、その事業に関わる人材を育成すべきです。

２． 昨年の夏は、その前の年に比べ約 30 ％の省エネを実現しました。エネルギーを多く使うのは家庭ではなく産業部門です。まだまだ省エネの余地はあります。発電転換時、送電によるエネ
ルギーの無駄は多く、国として率先して省エネを行うべくシステムの変更をすべきです。シナリオ上、省エネの割合を約 1 割としているのは消極的です。 電力システムの根幹から改革すべきで
あり、原発の依存度を何％にするかを議論している場合ではありません。西欧諸国と違って、日本の風景で残念なのは、道路に電信柱、空に送電線があることです。思い切って地下化、共同火
を図れば、地域の活性化になるはずです。

３． ３つのシナリオとも省エネの見込みが小さく、その分、化石燃料依存度が高いのはおかしいです。脱原発と脱化石燃料を両立し、石炭依存からの脱却を図るべきです。 そもそも３つのシナリ
オからの選択という事が、おかしいです。原発を止めようという脱原発依存という政策にたって、ではどうしらた良いのかを議論すべきです。

４． 再生可能エネルギーは、ゼロシナリオにおいて 35 ％としていますが、もっと増やすことができるはずです。一時は、太陽光パネルの設置が世界一といわれた日本が政策の誤りにより、すで
に大幅に水をあけられています。太陽のエネルギーは、化石燃料とは比較にならないほど大きく無限です。太 陽の他、風力、地熱と日本には、自然の資源があります。地熱利用が進まなかっ
たのは、縦割り行政、縦割り法律の弊害です。火山国であり、地震が多発する国であるからこそ、自然との共生が大切です。

５． 原発に依存しても「温室効果ガスの排出量を 2020 年までに 25 ％削減する」という目標は達成できませんでした。ゼロシナリオを選択すると、あたかも温暖化対策が遅れるかのように考え
るのは誤りです。 今や、地球温暖化、 CO2 削減という問題よりも、もっと大きな放射性物質問題に直面することになりました。化学物質、環境ホルモン物質が、人間に与える影響は大変おおき
なものです。温室効果ガス問題だけではありません。問題の焦点をすり替えて、原発の存続を議論するのは、おかしいです。

６． 再処理は破たんしています。また、仮に六ヶ所再処理工場が本格稼働すれば、核兵器 1000 発分のもプルトニウムが毎年製造されることになります。「平和利用」という名目で世界最大の核
物質を保有することになってしまった日本が、これ以上の増産をすることは認められません。 日本でできた使用済み核燃料（核廃棄物）は、イラン・イラク戦争の「劣化ウラン弾」として再利用さ
れ、子どもたちが悲惨な目に会いました。今なお、白血病で苦しんでいる子どもたち、大人になれずに亡くなっていく子どもたちがいます。間接的に戦争に加担したことを認め、この過ちを繰り返
さない決断をすべきです。

７． 再生可能エネルギーは、まだまだ可能性のある新な技術が誕生するまさに「技術立国日本」の待望の分野です。電力の自由化や発送電分離は、新たな可能性への必要不可欠なシステム
改革でありビジネスチャンスとなります。 洋上風車、地熱利用など、いち早く取り組むことに国力とお金をかけるべきです。

８． 再生可能エネルギーを選択する消費者は、これ以上、次世代に負の遺産を残したくないという思いから、未来への投資を厭いません。 電気代が多少高くても、自然エネルギーを選択したい
という市民はたくさんいます。脱原発依存を実現する政策転換をしてください。

１．基本的考えと選択肢の評価

　我が国が東日本大震災から立ち直り、 再び豊かな国民生活を取り戻すためには、 低迷する経済を確実に成長軌道に回復させ産業と雇用の空洞化を逆転させることが必須である。 そのため
には、 原子力発電の安全性を国民が納得いく形で確保しながら、 同時に安定供給、 経済性、 そして環境適合性の観点から現実性を備えたエネルギー供給計画を組みなおす必要がある。

　今回、環境・エネルギー会議から提示されたシナリオはどれも 「原子力依存度および化石燃料依存度を低減し、 再生可能エネルギーや省エネルギーを最大限進めることで今よりもエネル
ギー安全保障を改善し、 温室効果ガスを削減する選択肢」として作成されている。

　しかしながら、 三つの選択肢はいずれをとってもその前提となるべき経済成長、 それに関連した省エネルギーの前提となるエネルギー需要、 再生可能エネルギーの実現可能性、 温暖化対
策の実効性、現実的な目標等々の諸条件が明確に根拠が示されないままに提示されたものであり、したがって、産業の国際競争力や雇用への影響ならびに再生可能エネルギーを高水準に引
き上げる場合の国民への経済的負担増等個々のシナリオが国民生活へ与える影響について曖昧にしたまま、 原子力依存度の数字のみに代表させた選択肢を国民に選ばせるという、 国民に
とっては極めて無理がある選択肢といわざるを得ない。

　エネルギー供給は国民の生活、経済活動の根幹を成すものであり、将来のエネルギー供給計画は実現可能性を十分に備えたものであることが必須である。 また今後確実にエネルギー供給
を確保するためには、 長期の準備期間と多額の先行投資が必要である。 したがって、大胆なエネルギー構造改革に取り組まなければならないとの姿勢は理解するものの、実現可能性に乏し
い計画の下で現実的な施策が取られないままに、 将来突然エネルギーの供給不足あるいはエネルギー価格の高騰を招くことがないように、我が国のエネルギーの現状及び今後の見通しを踏
まえた現実的なエネルギー基本計画の見直しを進めるべきであると考える。

２．我が国の取るべき選択肢

(1)エネルギー需要については、 現実的な省エネルギー策を踏まえた我が国が目　指すべき経済成長に必要な数量を描く。
(2)温暖化対策については、 再度我が国が世界の趨勢も踏まえて、 国内で実行す　べき現実的な省エネ策、 ＣO２排出量目標を提示する。
(3)再生可能エネルギーについては、 一つ一つの新エネルギー源について現実的　供給可能量、 必要な投資額、 実現した時の固定価格買い取り制度も踏まえた　国民への経済的負担等につ
きより明確な試算値を提示する。
(4)以上を総合的に踏まえつつ、原子力発電については、新たな規制・監督システ　ムの下で国民が納得し得る徹底した安全対策を講じることを条件としたうえ　　で、我が国が目指すべき現実
的なエネルギーミックスを改めて提示し、策定後　はそれぞれの分野でその実現に向けた実行計画を策定する。

３．石油鉱業連盟の立場

　以上の考えから石油鉱業連盟としては、 今後とも将来の我が国のエネルギー安定供給を確保し、 需給ギャップを回避するためにはエネルギー源の多様な選択肢を維持することが肝要であ
ると考える。
　また、 今後の原子力発電の稼働率、 再生可能エネルギーの現実性及び必要な火力のバックアップ需要等を考慮すれば、化石燃料の重要性は一層増すことになるであろうと考えられる。こ
のため、この化石燃料資源確保のために、今後とも石油・天然ガスの自主開発比率目標を堅持し、その達成に向けて、資源外交を含む海外資源への積極的アプローチ、 および日本近海の資
源開発についてもより一層強力に取り組んでいく必要があると考える。

男性 発電量に占める原子力の割合は３０～４０％がﾍﾞｽﾄと
思いますが、このおかしな選択肢の中では、２０～２
５％案に賛成せざるをえません。

34497 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 石油鉱業連盟は、いずれの選択肢も国民生活への影
響が曖昧で国民にとって無理があると考える。当連盟
としては、本邦へのエネルギー安定供給確保のため
石油・天然ガスの自主開発比率目標達成に向けた努
力を継続する。

34498 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択
福島原発事故後の処理が進まず人々が今なお 避難
生活を送り 苦しんでいる状況で原発推進政策は不可
です。代替エネルギーで電気が足りることが証明され
た今、脱原発政策へと転換すべきです



34501 個人 その他 ３０代 男性 2030年に原発依存度15%のプランを指示します。核分
裂発電および化石燃料依存からの段階的かつ着実な
脱却の実現を望みます。

福島第一原発での事故による被害は、情報の混乱による風評を別にしても非常に大きいものであり、既存の原発に対する多くの国民の信頼を揺るがす結果になったことは当然と思われます。

使用済み核燃料の問題とも重なりますが、国土の広大とは言えない日本、また世界的にみても地震の多い日本において、50を超える数の原発を管理運用していくことは容易ではないはずで
す。

一方、エネルギー資源に乏しい島国である日本では、化石燃料の輸入に頼って発電を行っていくことも価格や供給量といった面でのリスクに繋がるでしょう。

これらのことから、長期的なエネルギー政策としては段階的脱原発（脱核分裂発電）を明確に打ち立てながら、代替エネルギー源の開発を進めていくことが必要だと考えます。

目安としては2030年の原発依存度15%を支持します。需給の逼迫による揺り戻しなどで二転三転することのない現実的な数値目標を設定し、その枠の中で多様かつ着実な施策がなされること
を希望します。

依存度を上げないことを守りながら、既存の原発敷地内における新型炉への置換なども選択肢から排除することなく、総合的なリスクの低減を実現していくことが妥当ではないでしょうか。相対
的にみて立地に恵まれた場所に安全性の向上した新型炉を設置することで、複数の老朽炉を引退させることも可能になるはずです。

地熱発電などのベース電源として利用可能な技術については、慎重かつ積極的に推進していくことが必須になってくるでしょう。太陽電池などの補助的な電源については、大規模資本よりも地
域に根差した普及活動を後押しする仕組みが求められると考えています。

また供給面だけではなく、使用する側にとってのエネルギーのあり方も変わっていくべきでしょう。エコカーに対する助成と同様に、自転車などの利用促進につながる政策や環境整備が行われ
ることを望みます。

34502 個人 自営業 ４０代 女性 原発の再稼働をやめて、ゼロにしてください。 福島の事故でわかったように、原発は人間には手に負えないエネルギーです。できるだけすみやかに廃炉にすべきだと思います。使用済み核燃料の問題など、後の時代に押し付けるようなこ
とになっています。これからは、省エネルギー、節電に国をあげて取り組み、自然エネルギーの開発に力をつくすべきです。日本の技術力があれば、もっといい方法があるはずです。原発をゼロ
に！！

34503 個人 家事専
業

２０代 女性 2030年に原子力発電を0%にしてほしい 電気料金が上がるなど、金銭的負担が増えてもクリーンエネルギーを主体とした発電にシフトしてもらいたいと思います。
大規模なデモが行われる中での志賀原発の再稼働に、国民の声は実は全く届かないのではないかという不安を覚えました。
エネルギー政策の策定段階では、まず0%を目標にしていただきたいです。
その道筋の中で妥協しなければならないところも出てくるかもしれませんが、だからこそ、初めの一歩は0%を目指して歩みだしてもらいたいと思います。

豊かに暮らすための発電が、暮らしそのものを壊すのは本末転倒です。
クリーンエネルギー導入の推進のためなら、多くの国民は「痛み」を分かち合う覚悟があると思います。

34504 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロを望みます。
２０３０年には、原発がなくなってほしい。
再稼働させないでください。

安心できる未来がいい。
再生可能エネルギーの開発をさらに進めたい。

34505 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存度 原発依存度ゼロを目指して自然エネルギーへの投資を期待しております。

34506 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 福島の原発事故で、原発の怖さ・必要の無さを学びました。人間を含めた生き物は核と共存できません。原発はすぐに無くすべき・ゼロにするべきです。

34507 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は即刻０にして下さい。 福島の原発事故を見ての通り、この地震大国の日本で原子力による電力は必要ないと思います。
一刻も早く、すべての原子炉を廃炉にして、安全でクリーンな電力発電を政府は進めていくべきです。

34508 個人 家事専
業

３０代 女性 提案されている３つの選択肢の中では原発「ゼロシナ
リオ」を支持します。ただし、同時に化石燃料への依
存割合も減らすべきです。

日本ではあまり知られていないことですが、原発で使用されるウラン燃料の原料であるウラン鉱石を採掘する鉱山では、放射能による病気や障害に苦しむ労働者も多く、また周辺に暮らす先住
民の生活を脅かし、彼らに苦しみを与えています。その燃料ウランを世界各地から買い付けている日本は、犠牲者の増加に手をかしているのです。

また、原発で使用された後の燃料についても、1960年代に日本で初めて原発が稼働した時点から今日まで、安全かつ無害な状態で処分する方法を見いだせずにいます。そもそも、放射性物質
が無害化するまで長い時間がかかり、非常に危険な状態が続く使用済み核燃料を、地震が多い日本で安全に処分する方法など無いのです。処分方法が決まらない一方で、全国の原発敷地内
の燃料貯蔵プールは既に満杯を超えている場所も多く、急いで青森の六ヶ所村へ運び出しているような有様です。
燃料の採掘から処分まで非常に高額の費用がかかり、また多くの人に苦しみを与える原子力発電を段階的かつ具体的な計画をもって廃止すべきです。

それと同時に、2011年に全国民が取り組んだ節電によって、潜在的な「電気の無駄」が明らかになりました。電車の本数を減らす、商業施設の照明や空調を制限する、工場の操業時間を制限
するなど、最低限の国民生活を維持するのに十分なだけの電気利用にとどめ、積極的に節電を政策としてすすめる必要があります。また、各家庭や商業施設、集合住宅の屋根を電力会社が
貸借して太陽光発電を行う、小型風力や小型水力などを自治体が設置する際の助成金を増やすなど、具体的に代替エネルギーを推進する政策をすすめる必要があります。
私は1歳半の女児の母です。娘が成長し、既に廃止となった原子力発電について質問された時、「あなたの世代に危険なゴミを残したくなくて、ママは原発『ゼロシナリオ』を応援したのよ」と胸を
張って言おうと思います。

34509 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 福島第一原発事故は、被災住民をはじめ多くの国民
の健康権を根こそぎ奪ってしまった。今後のエネル
ギー政策の視点の第一に、憲法にもとづき国民の健
康権を明示することを求める。

福島第一原発事故は、被災住民をはじめ多くの国民の健康権を根こそぎ奪ってしまった。今後のエネルギー政策の視点の第一に、憲法にもとづき国民の健康権を明示することを求める。

34510 個人 その他 ６０代 男性 すべての原発を即時停止し廃止すること。 原子力は現時点では人間が制御できる技術ではありません。もともと甚大な破壊をもたらす核兵器として開発された技術であり、核の平和利用という論は隠れ蓑としてつかわれたものでしかあ
りません。
廃棄物の処理が確立していないプラントは、本来成立しないものです。廃棄物の処理を走りながら開発すればいいという考え方は技術論的にも逆さまです。
仮に原発施設を稼働するならば、人間が想定できる限りの安全対策を施す必要があります。地震、津波、システムの微細な不備やヒューマンエラーから設備の爆破対策までのすべての危険性
に対処できる施設にすることが必要です。ヒューマンエラーに関してはプラント運営を経験した立場から申し上げますが、人間は不注意な存在です。二重三重の安全対策を講じてもエラーによる
事故を１００％防止することは困難です。まして下請け・孫請け・ひ孫請けによる運営は子供の遊びの伝言ゲームのような状態がつくられますから、ヒューマンエラーの頻度は格段に増大しま
す。現在の原発の運営形態で安全を確保できると考えることはまさに神話でしかありません。
原発を廃止すると経済に悪影響をもたらすという論がありますが、核政策を国家戦略にしているアメリカですら、原発は高負担であるとして長く新設を停止していました。原発にかかる費用を現
在の施設・設備により算出しても、原発による電気は高くなります。廃棄物対策の費用などの膨大な経費を原価に算入させていない日本の電力原価計算比較はまやかしです。まして、安全性を
高めれば経済的に成立しないことは裁判記録などでも明らかにされています。
将来世代に重大な禍根を残す原発を即時停止し、すべての原発を廃止してください。

34511 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 私は即時、脱原発（2030年ゼロシナリオではなく、再
稼動反対、即刻原発比率０％）を求めます。
原子力からの脱却にリーダーシップをとり、世界から
尊敬される民族とならせてください。

　なぜなら、どんな経済性の問題よりも、命の問題、人間の尊重の方が、重要と考えるからです。
　
　様々な調査により、原発ハード面の脆弱性、ソフト面については組織の幼稚さや危機管理の低さ、点検の曖昧性尾、経済効率優先、が暴露されつつあります。

この国の危機管理能力の低さは、原発を扱う資格など無いことが、明らかであると思います。

また、万が一今後事故が起らなかったとしても、核廃棄物の問題があります。
人間が完全にコントロールすることが出来ず、今後長い時間、害を及ぼすであろう危険物質を、地中に埋めて良いはずがありません。ましてや日本は、地下貯蔵庫も完備出来ていない状態で
すし。
原発が動いている限り、増え続けます。
この危険物質を増やすことは、今すぐにでも辞めるべきです。

今後は、二酸化炭素排出量の少ないガスを利用しながら、再生可能エネルギーにシフトしていくべきと、強く思います。
政府がもっとしっかりした補助金を出し、各家庭や企業が、自宅やマンション、ビルの壁面に太陽光発電パネルを設置すれば、それだけでかなりなパーセンテージの電力がまかなわれる試算が
出ています。

どうぞそのような政策をとり、各家庭の太陽光発電が進むよう、後押しをお願いします。もしもう少し安価で手に入れられるようになったなら、多くの家庭や企業は、自腹を切り、ローンを組んで、
再生可能エネルギーへのシフトに取り組むことと思います。

唯一の原子力爆弾被爆国として、原子力からの脱却にリーダーシップをとり、世界から尊敬される民族とならせてください。

そうなることが、今後何百年と続く日本の、これからの生きる道だと思います。
もしそうなれなければ、すでに世界から「斜陽の国」と思われつつある日本は、このまま衰退の一途をたどることと思います。

34512 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 電力供給が被災地の復旧・復興の妨げとなることのな
いよう、現実的に考え、今の段階で「ゼロシナリオ」の
選択はあり得ない。今、選ぶとすれば「20～25シナリ
オ」だろう。

現実的に考え、今の段階で「ゼロシナリオ」の選択はあり得ない。今、選ぶとすれば「20～25シナリオ」だろう。

被災地においては、これから復旧・復興が進展すれば、電力需要が増加し、電力供給量が不足する事態が想定され、復興を阻害する恐れが生じる。また、電気料金の価格上昇による負担増
は、必死に事業を再建しようとしている被災企業の足かせとなり、復旧・復興の妨げとなる。

さらに、選択肢におけるそれぞれの前提条件が不明確で、将来性が示されていないなかで、安定供給、コスト、安全保障、経済性、雇用という国民の生活を守る上で、大切な要素が軽視されて
いる。

日本経済を支える企業活動も、電力不足やコスト増がこのまま続くようであれば、国際競争のうえからも耐えられず、産業空洞化や雇用不安を加速させる懸念もある。それが被災地に及ぶよう
になれば、被災地の再生は困難を極める。

まずは、再生可能エネルギーが、安定供給、コスト、安全保障、経済性を担保できるような技術開発・研究に取り組み、進展状況にあわせ、一定期間ごとにエネルギー政策全体を見直しなが
ら、現実的な計画を推進していくべきである。延いてはそれが復興の後押しにもつながる。

今回のパブリックコメントにあたり、日本商工会議所が今回の選択肢にあたっての提議している問題点に加え、被災地の復旧・復興の視点も追記したい。

34513 個人 家事専
業

５０代 女性 選択肢は(1)原発ゼロシナリオ
除染、廃炉、賠償等の含めれば、原発依存度が高い
ほど電力コスト安にはならない。国際貢献については
原発ゼロを掲げ、代替エネルギー開発、廃炉技術な
どの分野で頭角を示すべき。

原子力発電コストには、東電福島原発事故により発生する賠償、廃炉、除染費用、さらに他の原発最稼働にかかる追加投資使用済み核燃料処分コストが含まれるべき。福島事故以前を「原発
安全神話」と称する向きもあるが、国にとって原発の安全は神話などではなかったはず。それなりの根拠に基づき原発を推進してきた。それでも原発固有の想定困難要素により想像を超える事
故が発生した。
このような想定困難要素の多く、ひとたび事故が起こった時の被害が甚大な発電手段は今後のエネルギー選択から除いていくのが賢明と考える。
唯一の被爆国として揺るがず核保有せず核拡散防止にも尽力して来た我が国は、不幸にも東電福島原発事故を経験し世界の環境にも影響を与えてしまった。原子力平和利用国としてまずは
原発ゼロ選択を掲げ、再生可能エネルギーの研究、リスクの検証、除染、廃炉技術への人材育成をめざすべきだ。原発選択の有無にかかわらず除染や廃炉は急務である。その開発力をもっ
て新たな産業分野を創出しリーダー的役割を示すべきではないか。

34514 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は、即時廃炉にすべきとおもいます。2030年原発
依存度0％

　今回の震災がおこるまでは、地球温暖化を進めないように、原発を推進するのが良いと考えていました。　クリーンなエネルギーではなく、地球上のあらゆるものに最も危険なものであると認
識しました。

　今の惨状を見て、一刻も早く地球上から原発をなくして欲しいと思います。

　人類と原発は共存できません。
　
　誰も責任のとれない事は止めて下さい。何時人生が狂わされるかとおもうと心配です。

34515 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 安定的なエネルギーの供給は、経済活動の維持並び
に成長を促進するには最低限必要であり、エネル
ギーの選択についても、社会全体に影響を与えること
から、国策と捉えて頂き安価で低廉な供給を願いた
い。

全国の９割を占める中小企業は「ものづくり日本」として、戦後一貫して経済活動に邁進し、資源小国のなかで「納税の義務」を果たしており、加えて「教育の義務」「勤労の義務」を支えるととも
に、大きく貢献をして参りました。
今後国民生活を維持するためにも、国内電力エネルギーは国民の「生存権」に大きく拘わってくるものと考えられます。
つきましては、エネルギー供給の実現可能に大きく疑問がある太陽光・風力（国土・地形）に頼る計画は難しいと思われ、又電気料金についても、家庭用電気料金だけでなく産業用電気料金も
併せて開示すべきと考えられます。
今回の選択肢等のアンケートは、単に意見を求めただけで方針を定めるものではなく、今後は国の重要な基幹政策としての選択が必要であり、また電気料金のアップは雇用等の企業経営にも
大きく影響してくることが予想され、政府の成長戦略と矛盾していると考えられます。

34516 個人 その他 ５０代 女性 原子力を使う必要はないです。処理できないものを使
い続けるのは、未来の世代に責任をなすりつけること
になります。

地震の多い国で、原子力を使うこと自体がまちがっております。

34517 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 広島、長崎、そして福島を経験した日本だからこそ、これ以上の犠牲者を出してはいけないと思います。人間が手を出してはならない領域だと思います。
だから、原発ゼロシナリオを選びます。

34518 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年に原発ゼロを選択します。
しかし本当は2030年でも遅いと思っています。
選択肢ではないものを書くとはじかれてしまうとの情
報を目にしたので、上記のように書きました。

このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」というのはおかしいです。
前提自体が国民を騙すトリックですよね。
再び事故が起これば、日本は再起不能にです。
政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示すべき。



34519 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発は０％にすべきだと思います。今後の電力は、再
生可能な自然エネルギーによる発電に中心を移すと
ともに、生活においても産業においても電力の使用を
より少なくするシステムを国民全体で目指すべきと考
えます。

　用意された３つのシナリオは、あらかじめ一定の考え方のもとに作られていて、これに基づいて国民的な議論を深めていくには不適切なものだと思います。そこで自分自身でこの問題を考えて
いる筋道を記すことにより、多くの人々とともに議論を深めたいと思います。
　何よりも最初に考えなくてはならないのは、現在の原発の危険性であり、かつ原発が将来的にも全く展望のないものであることを、共通認識としてもつことだと思います。
私自身、３．１１の事故まではその危険性について漠然とした知識しかもっていませんでしたが、事故後に事態をより正確に認識するため、報道されている内容や、過去に出された原発について
書かれた様々な本を読むにつけ、今回の事故の可能性はすでに予測されてきたにもかかわらず、「原発ムラ」と呼ばれる専門家たちによってその事実は過小評価され、「安全神話」がまかりと
おってきたことを知りました。各機関の事故調査報告書が出されましたが、今回の事故の原因は完全には解明されていません。日本列島周辺どこで巨大地震が発生してもおかしくない状況で、
福島以外の原発も危険性においてなんら変わりはないはずであるばかりか、大飯や志賀原発においては原発直下に活断層の存在が指摘されています。これまでの事実からして、現在の原発
は将来的にすべて廃止するしか道は残されていないと思います。
　原発については、現状での危険性はもとより、将来・未来に渡る放射性廃棄物の危険性を排除することに全く見通しが立っていないことも、原発ゼロにしなければならない大きな理由の一つで
す。原発をすべて停止してもそこには過去に生み出された膨大な使用済み核燃料がありますし、また作業の際に出る低レベルの放射性廃棄物も大量に蓄積されています。また今回の事故処
理による汚染水から取り出される放射性物質、汚染された各地から除染によって生じる放射性物質、さらには各地のゴミ処理上で蓄積されている放射線レベルの高い焼却灰まで、その最終的
な処理方法は何一つ決まっていません。これらの問題は原発を将来的にゼロにするとしても、解決しなければならない大きな課題ですが、最低限、この危険な大量の放射性廃棄物をこれ以上
増やさないようにするために、原発の廃止が急務だと思います。これまで核燃料サイクルと言うことで、使用済み核燃料を再処理してプルトニウムを取り出し、高速増殖炉で使用するという計画
が進められてきましたが、この試みはその過程の危険性や効率の悪さから、将来性のないことは現状の原発と同様またはそれ以上だと思われます。未来の人類や地球に生きるすべての生き
物に対する責任としても、原発の使用はゼロにすべきだと思います。
　さらにもう一つ忘れてならないのは、原発で作業する人たちの被曝の問題です。よく原発の立地によって地元に雇用が生まれるということが問題にされます。しかし原発での作業が常に放射
線被曝の危険にさらされており、体力的にも精神的にもきわめて過酷な労働であり続けてきたことについて、原発での労働体験記から知りました。今回の事故処理も多くの作業員の方々の犠牲
的な労働によって進められていることは、ほんとうに心が痛む事実です。原発の地元の人々には、今後原発による雇用に替わる安全で自然に根ざした生活が取り戻せるような方向で、国や地
方自治体の産業政策を転換すべきだと思います。
　以上の３つの観点（現状での原発の危険性・将来にわたる放射性廃棄物の危険性。被曝労働の危険性）から、原発ゼロのシナリオを作るべきだと思います。これらの危険性についての共通
認識を国民全体で共有できるように議論し、それにもとづき国の新たなエネルギー政策を、産業界や科学者はもとより市民・消費者もふくめて検討すれば、原発に替わる再生可能エネルギーの
開発と、電力消費の削減による化石燃料依存からの脱却が、きわめて現実的なものになってくると思います。少なくともドイツはその方向ですでに国の政策を進めています。日本にもできないは
ずはないと思います。

34520 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 日本は非核三原則を憲法でうたっておりながら、原子
力を主なエネルギー政策にしている。矛盾してます。
今すぐ、原発は廃炉、０にしてください。

福島の原発事故のような地球規模の核汚染はこれ以上防がなければいけません。
ただちにすべての原発を廃炉にすべきです。原発でもうかるのは一部の人だけです。
原子力推進はそのほかの国民にはメリットはなく、汚染、健康被害のデメリットだけです。
宮城県と岩手県の震災ガレキの広域処理も中止してください。
セシウム、プルトニウム、ウランなど放射性物質＝核の着いたガレキを日本中に拡散するのはやめてください。
日本人は広島、長崎、福島で嫌というほど核アレルギーになっています。
全国民を逆なでするようなことはしないでください。

34521 個人 無職 ４０代 男性 　２０３０年を待つことなく、できるだけ速やかに原発を
ゼロにすることを望む。

　いったん事故が起これば、半永久的に人が住めなくなるような原子力発電にエネルギー源を頼ることは危険である。原発に依存することは早急にやめ、それに代わる自然エネルギー等の研
究・開発を進めるべきである。
　
　「電力が足らなくなる」と言われるが、３５度を超える猛暑が続いている今日でも、十分まかなえている。原発がなければ困るというものではない。

34522 個人 家事専
業

６０代 女性 　直ちに脱原発社会を目指すことを宣言し、すべての
原発は廃炉に。
経済的な停滞や混乱はあっても、事故が起きれば大
惨事。制御不能、後始末の方法も未解決な原発はエ
ネルギーとすべきではない。

　東京電力は今夏原発なしで乗り切れそうだし、関西電力も大飯原発を再稼働しなくても大丈夫だったと思う。
これからは、たとえコストがアップしても、自然にやさしい新しいエネルギーの開発をし、それを使っていくことに力を注ぐべきだ。同時に原発は廃炉作業へ。それには費用もかかるし、技術革新
もしていかなければならないと思う。
被爆国、福島原発の事故を経験した国として、原発を外国に輸出するなんてことを絶対してはならない。世界中に建設されてしまった原発の後処理の模範となる国を目指すべきだ。
原子力の平和利用なんてありえない。兵器も含め「非核」のために学ぶ学生が育ってほしい。国はそのような教育をすべきだ。

34523 個人 無職 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを望む 事故を起こさないテクノロジーはない。
したがってあるテクノロジーを採用できるか否かは
最悪の事故でも許容できるか否かによる。
原子力の場合最悪の事故が起こると半径数百キロメートル
の土地に人が住めなくなる。
そのような事態は許容できない。
したがって原子力は採用できない。

34524 個人 自営業 ４０代 男性 原発はいりません。 経済のために電力が必要という論旨が多いようですが、
人間がコントロールできないものを使用するべきではない。

34526 個人 その他 ４０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択し　再生可能エネルギーの研
究・開発を推進　個人や企業による省エネルギー化へ
の努力を提案

(1)ゼロシナリオを今目指さなくては、いつまでたっても原発依存度は減らないと思います。甚大な被害をもたらした東日本大震災、その震災により起きた原発事故、その影響により親戚も被害
にあいました。私の住む岐阜県という被災地から近いとは言えないような土地でも震災による避難者が大勢いらっしゃいます。日本には　各地に原発があり　この先どのような天災　人災がある
かもワカラナイなかで　100パーセント安全であると言い切れない原発は無くすべきだと思います。
　しかし　現在のエネルギー消費事情では電気がなければ　生活も産業もままならないという現状もあります。家庭や産業で電気に頼りすぎてしまった、便利さ　スピード　低コストを　追い求め
過ぎてしまった結果、エネルギーが無いとなにもできない世の中になってしまった用におもいます。そこで　家庭ではさらなる節電の、企業においては工業機械ばかりに頼るのではなく人的技術
に頼れる所は最大限利用していく、といった努力が必要。
日本の職人達が減少しつづける中、今その力に頼らなければ必要とした時には、職人と呼ばれるあらゆる技術者達が　居なくなってからでは遅いのかもしれません。
今こそ　原発を無くし　最大限の省電力化を　推し進める時だと思います。

34527 個人 家事専
業

５０代 女性 原発の割合は２０３０年を待たず即刻ゼロにすること
を要望する。過酷事故がどれほど大変か今まさに体
験中。核のゴミ、被曝作業等、問題が多すぎる。脱原
発を早々に決め、雇用等山積する問題解決に早く着
手すべき。

原発の利用に反対です。
今まで関心を持って来なかったことを反省しながらも、昨年の東電福島原発事故以来、原発の問題を、核のゴミや被曝労働、電力会社による説明会等でのやらせなど、後から後から知ることに
なりました。
過酷事故が絶対にないと言えない以上、安全な原発はあり得ません。だからこそ、安全神話を作り上げ、おかしな原子力村と言われるような世界を作ってしまいました。今、政府が国会事故調
査委員会の報告書の提言をまるで無視して、その魂は推進そのものの原子力規制委員会を作り上げようとしている事一つとっても、福島原発事故の反省などなく、この国で原子力政策を進め
る事にますますの恐怖を感じないではいられません。
そして、そもそも原子力発電は、稼働すれば安全になるまで気の遠くなるほどの時間を要し、傍にいるだけで死んでしまうような放射性物質を作り出してしまうものです。これ以上、次の世代にこ
のおそろしい負の遺産を増やすべきではありません。
今までの政策により、原発依存となってしまった立地自治体の雇用問題等、新たに解決しなければならない問題も、少しでも早く手を付け、原発に一切頼らない国を実現することを要望します。

34528 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 エネルギー政策を原発ありきから原発以外のエネル
ギー政策へ今すぐ転換を決断して下さい！
今すぐ、可動している原発を停止して下さい。

今回の福島原発事故で、現在の力では原発を管理出来ない事が世界的に立証されました。この事態を受けて、まだこの地震国で原発を可動させる事は、日本国のみならず、世界的な犯罪行
為となる可能性が極めて高い確率で残りました。

原発を可動させ続けるべきと考える方達は、自身も含め、家族、子孫を今の福島で生活させる事が出来ますか？
日本列島そのものをチェルノブイリにする事を望みますか？

命と自然破壊を第１に考えても、又これからの補償、輸出の制限、環境問題など国際的批判などを考えても原発を即時廃炉にする手段しかないと考えます。

世界で唯一の被爆国として放射能の恐怖と脅威を人間実験台として経験している日本、その長崎に住む者として絶対に許せない、譲れない判断です！

34529 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電所 0 希望 これ以上原発の恐怖を味わいたくはないから。

34530 個人 無職 ７０代 男性 原発ゼロへ政策転換をすべきです。 使用済み核燃料を処理出来ない未完成技術の原発は廃止すべきです。

34531 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 できるだけ早く全原発を廃止するよう、要望します。

34532 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 まずシナリオを作ることが大切です。シナリオを精緻
化しなおしましょう。

現在のシナリオはただのキャッチコピーでしかなく、これから約20年もの歳月に対するスケジュールも定量的な判断基準もなにもなく、ただ2030年のパーセンテージが明示化されているだけで
す。。。
せめて以下の視点が明確化されなければ、リカバリ不可能な状況(2029年)になってから、気づき、それはしょうがないとされ、なし崩し的に物事が進んでしまうことを懸念します。※引いては、そ
もそも当件は実施する気がないと判断されてもしかるべきだと感じます。
----------------------------------------------------
・せめて3年もしくは5年単位のマイルストーン(数値目標)
・具体的な施策内容
・マイルストーンのチェック機関/担当者の明確化
----------------------------------------------------

ちなみにゼロシナリオを個人的に希望します。

34533 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 事故が起きた時の被害が大きすぎる。また、使用済み核燃料を再利用することは、コストも今以上かかるのでは、ないでしょうか。増税しないと、第二のギリシャになると、財務相が言ってるみた
いなので、ギリシャのようにならないためにも、コストのかかる、核燃料の再利用もやめたほうが良いと思います。

34534 個人 自営業 ４０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「明日にでも原発0」を主
張

政府は国民が安心して暮らせる状態を作るためにある。
安心して使用できる自然エネルギーの開発に力を注ぐべき。

34535 個人 学生 ４０代 女性 効率性より生命の安全と未来の環境の保護を重視
し、原発ゼロに加え、自然エネルギーの開発と、省エ
ネの一層の促進による火力発電の大々的な削減を実
施することを提唱する。

　地震国日本では、今後どのような事故が起こるかは想定不可能であり、また廃棄物の処理方法が見つからない現在、子孫に極めて危険な「つけ」を残すことになるため、原発は全て廃止すべ
きと考える。
　とはいえ、明日から急にというわけにはいかないので、2030年までという目標は支持する（「死守」が前提）。

　だが、環境に負荷の多い火力発電65％は、あまりにも多すぎ、自然エネルギー35％は、先進国が立てる目標としては、情けない。省エネも22％では少なすぎる。

　まずは少しでも当面の安全を図るため、現時点での発電能力は本当に必要か、どのくらいの電力を削減できるかを試算し、実際に電力の供給を減らすなどの実験を行った上で、より危険性が
高い原発から、稼働を停止し、廃炉とする必要がある。
（もちろん地域が偏らないことも必要ですね）
　そして原発の廃炉と並行し、自然エネの開発を進め、順次、置き換えていくべきである。

　確かに太陽光発電は天候に左右され、風力発電は、日本の場合、設置できる場所が少なく、地熱発電は景観破壊につながる。現時点で、自然エネで安定的な電力供給が難しいことは、「脱
原発」を宣言したドイツの事例からも明らかなことは認める。
　だが特に浮体式洋上風力発電は、安定した電力供給が見込めるとされ、日本でも、日本の領海内にふさわしいプラントの研究が実施されている。政府も相当に力を入れているのだから、2030
年までに全エネルギーを賄うという目標を設置するぐらいの意気込みでやってほしい。

　開発・設置コストがかかり、当面、費用は税金か電力料金への上乗せとなるだろう。特に電力料金の値上げは、経済的なデメリットが非常に大きいことは指摘されているとおりである。
　しかし、電気料金値上げは、企業や家庭に対し、いっそうの省エネを促す大きな要因ともなる。
　また、いったん開発に成功すれば、プラントや技術の輸出が可能になる。日本からの原発輸出が決まった後、リトアニアで原発の見直しが論議されていることからみても、原発の輸出は、今後
のエネルギー政策の選択肢ではなくなることは間違いない。
　ならば、代わりに輸出できるものを開発するコストを惜しむ必要はない。「輸出できる自然エネ」を持つことは、安全保障にも資するし、当然のことながら、民間企業の投資と研究・開発への参
加も見込まれる。

　最後に、経済的なメリットと、人の安全、次世代につけを残さないこと、環境への負荷の軽減、原発に依存させられる原発周辺地域の人々の生活と、どちらが大切か。まず「エネルギー政策、
経済問題」ではなく、「生物の今と未来にわたっての安全」を守るためにはどうするべきかについて、明確なビジョンを持ち、その上でエネルギー政策を考えることを、強く主張するものである。

１．各シナリオに共通する問題点
　　最も実現可能性の高い「２０～２５シナリオ」においてすら、再生エネ普及率や省エネ率など実現見通しの低い希望的目標値が随所に使用されており、現実的なシナリオとなるよう３年に１回
程度の全面的な見直し・検証が必要である。
（１）再生エネは将来の基幹エネルギーの一つとして最大限伸ばすべきであるが、現行エネ基本計画の２０％ですら実現可能性が危ぶまれている中で、さしたる根拠もなく３０～３５％へと大幅に
上積みされており、再検証が必要である。特に、再生エネの時間・日間・季節変動は宿命的な問題であり、本格的な普及には単に発電性能だけでなく、系統の安定化、出力調整、並びに大幅コ
ストダウン技術の開発が必要であり、下振れリスクを十分考慮して実現可能な目標値を設定すべきである。更に、バックアップ電源となる火力並びに原子力発電所の建設には１０年、２０年の長
い年月を要する為、再生エネの下振れリスクが顕在化してからでは遅すぎるため、今から長期計画に基づいて十分な能力を確保しておくことが肝要。
（２）省エネは、野心的な計画と言われている現行エネ基本計画対比で最終エネ消費で１０％、電力需要で２０％もの大幅な削減が安易に織り込まれているが、我が国産業界は第１次オイル
ショック以降営々と省エネに取り組んだ結果、既に世界最高水準のエネルギー効率を達成しており、これ以上の大幅削減は技術的に大きなブレークスルーが無い限り不可能な状況になってい
る。従って、家庭、業務、運輸も含めて、また経済への影響も考慮して実行可能な省エネ対策を精緻に積み上げて、達成可能な現実的な目標値を再設定する必要がある。
（３）経済成長率は、昨年１２月に決定された政府の成長戦略では実質２％であるのに対して、今回のシナリオでは実質０．８～１．１％であり整合がとれていない。経済成長率はエネルギー総需
要推算の大前提であり、整合を図るべき。
（４）温室効果ガス（ＧＨＧ）の排出削減については、各シナリオ共、２０３０年に’９０年対比で２３～２５％の大幅削減可能としてているが、その実現可能性、経済への悪影響（特に国際的公平
性）が全く考慮されて居いないので、このままでは産業の空洞化を加速することになる。従って、我が国としては国際的公平性のある目標値を再検討すると共に、日本の産業が提供する製品・
サービスのライフサイクル全体を通じた世界全体での排出削減への貢献を重視する政策に転換すべきである。

２．原子力の位置付け
（１）再生可能エネは将来の基幹エネの一つとして育成すべきであるが、２０３０年までに何処まで伸ばせるかの見通しは不十分である。また、エネルギー安全保障と経済性の面で化石燃料に
頼り過ぎることは出来ないので、今後とも原子力を基幹エネの一つと位置付ける必要がある。
（２）ドイツなど一部の国では脱原発を表明した国もあるが、世界全体では発展途上国を中心に原発は今後益々増加する趨勢にある。日本が福島第１原発での貴重な経験を活かして、世界最
高水準の原子力発電技術を開発し、我が国だけでなく、多くの国に普及させて、世界全体での原子力の安全な利用と温室効果ガスの削減に貢献することは重要であり、日本の使命であると考
える。
（３）従って、安全が確認された原発を再稼働するだけでなく、世界最高水準の新たな技術を適用すると共に、必要に応じてスクラップ＆ビルドも必要である。

３．個別シナリオの評価
（１）「ゼロシナリオ」は、原発の必要性を否定しており、また実現可能性が最も乏しく、経済への悪影響も最大で、温室効果ガスの削減効果も最少であることから、選択することは出来ない。
（２）「１５シナリオ」は、原発の必要性の判断を先送りしているが、４０年廃炉を前提とすることで実質的に将来に亘る原発の基幹エネルギーとしての利用の道を閉ざしていることから、選択する
ことは出来ない。
（３）「２０～２５シナリオ」、実現可能性の面で多くの問題があるが、現状では選択可能な唯一のシナリオである。従って本案を採用する中で、３年に１回程度の見直しを行い、より現実的で経済
への影響の少ないシナリオへと進化させることが必須と考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

34525 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力は今後とも必要であり「２０～２５シナリオ」を選
択する。同案でも再生エネ比率、省エネ率等は実現
見込みのない高すぎる数値であり、見直しが必要。他
のシナリオは更に多くの点で非現実的であり選択でき
ない。



34536 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。
地震に対して原発の安全性が確保されているか不明
だからです。

「エネルギーの選択を行うに当たって重要となる４つの視点」において最も重要視すべきは「原子力の安全確保と将来リスクの低減」であると考えます。
なぜなら、他の視点をいくら考慮しても、近い将来の大地震で確実に原発事故が起きるとすれば原発をエネルギー源として残すべきと考える人はほとんどいないと思われるからです。
15シナリオと20～25シナリオはこれから原発事故が起らないことを前提にしているのではないでしょうか。

それでは原発が大地震に対して安全と言えるかといえば疑問です。
国会事故調報告書では事故の直接的原因について、「1号機の地震による損傷の可能性は否定できない」としています。
圧力容器や格納容器に比べ耐震基準の低い配管が高い震度で損傷を受け、事故の引き金になったことは可能性として十分有りうると私は考えます。
しかしながら、福島原発１号機では高い放射線量のため事故原因の検証ができません。原子炉建屋地下では毎時1万300ミリシーベルトが計測されています。

事故原因が地震であるか否か、因果関係がはっきりしないのであれば予防原則を踏まえ予防的取組をなすべきです。
なぜなら、原発事故は福島で明らかになったように重大かつ取り返しのつかない損害をもたらすからです。
事故対応の現場作業員や双葉病院の患者の人命、取り残された動物たちの命、避難した人々や避難もできずに放射能に耐える人々の精神的経済的負担、失われた広大な自然、汚染された
飲食物、これからさらに増えるであろう放射能による各種疾患。
原発事故における予防的取組とは、大地震が起きても事故を起こさない環境を作ること、すなわち、全ての原発をできる限り速やかに廃炉にしていくことです。
このことが私がゼロシナリオを支持する最たる理由です。

たとえ原発を停止させても使用済み核燃料を冷却させねばならず、起動時と事故リスクは変わらないとの意見があります。
しかし、起動中や停止直後の原発は冷却が止まるとすぐに設計耐圧を超えてベントしないといけなくなりますし、水位が下がって燃料棒が露出すれば数時間でメルトダウンに至ってしまいます。
それに対して、停止してから１年くらい経つ原発は冷却しなくても数日間は冷却水は100℃以下であり、時間的余裕ができる分だけ事故リスクは大幅に低減します。
従ってこの観点からも、全ての原発を停止、廃炉にするゼロシナリオをできる限り早期に実現するべきであると考えます。

34538 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 これまで原子力発電を支持してましたが、今回の事故
とその原因が解明されているうちに、我々が１００％安
全を守ることは難しく、一度事故が起きた時の長期的
かつ広域な被害を考え合わせて０％の目標を支持し
ます。

人間が１００％安全を守りきれる技術ではないことと、将来的に放射能被爆が、発電所の維持、使用済み燃料の処理にいたるまで、微量でも誰かしらを被爆させ続けたり、長期的に環境に放射
線が拡散したりということが避けられないという状況です。
事故が起こらなければ、当然しなくてもいい苦労、悲しみを多くの方がされています。
　子どもが普通に、自然とも親しみながら、何も気にせず食事をし、遊び、成長する権利を守るためにも、リスクを少しでも少なくするために、０％の目標を選択したいと思います。そのためのコス
ト負担と努力はすべきです。

34539 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電のゼロシナリオを支持します。 今回の東京電力福島第二発電所の事故によって、どれだけの被害があったのか測り知れないところです。これは、将来も含めてのことです。再度、同様な事故が発生したら日本国が再生不能
（今でもそうかもしれませんが）になると思います。いままで国は、原子力発電所でほんの小さな事故（例えば、ボヤ騒ぎなど）でも大騒ぎしていた事実があるのに、この場に及んで再稼働する神
経が分かりません。国の神経が完全に麻痺しているとしか思えません。この点から原発についてはゼロシナリオを支持します。
エネルギーについては、他の代替エネルギーに頼っても問題ないと思います。全体のエネルギーが足りないのであれば、国民に協力を求めたり、蓄電の効率を上げる研究を促進するとか、い
ろいろと策はあると思います。
国はもう少し国民の目線から物事を直視してほしいものです。
以上の点から、ゼロシナリオを支持します。

34540 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発を希望します。今後この様な無惨な原発事故
は懲り懲りなので日本から原発をなくしてください。こ
んな避難生活は二度と御免だ。

制御不能の原発なんかいらん。絶対にいらん。

34541 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力の割合はゼロパーセントを選択する。日本で
再発しないということは誰も言い切れない。現代の生
活が便利になりすぎているということも考慮して、日本
全体がもう少し生活の利便性という質を落とすべきだ
と思う。

もっと東京電力と政府が真摯に原子力による電力受給に取り組むという姿勢を国民に見せない限りは原子力使用は認めることはできない。国民の納得するような取組を示し、実施して、初めて
原子力を何パーセントにするのかという議論になると考えている。

34542 個人 法人等 ４０代 男性 極力早期に原子力発電所や核燃サイクル施設などを
全て無くしてほしい。

　大飯原発再稼働までのしばらくの間，原発が全く稼働していない時期がありました。それでも全く計画停電すら起こりませんでした。つまり原発が無くても電気は足りるということです。それなら
ばこれほど危険な物をそのまま使い続けたり，ましてや増設するなどということは言語道断です。
　日本と日本国民を守るためには，原発関連施設の廃止しかありません。
　経団連など経済的な視点から必要と言っている人々がいますが，それはとても信じることは出来ません。企業の経営を圧迫するのは主に人件費です。それは企業が経営改善のために行う対
策がリストラがメインであることからも明らかです。電気料の影響などは微々たるものでしかありません。「工場が海外へ移転する。」といって脅す人もいますが，例えそうなったとしてもそれは人
件費が原因であることは論を待ちません。産業空洞化などと言われ，以前からそうだったのですから。
　それに震災前から日本は不景気でした。原発を利用したからといって経済が成長を始めるなどという単純な話ではありません。むしろ自然エネルギー・再生可能エネルギーの分野の振興を進
めることを，エネルギー対策としてだけでなく，経済対策の一つとしても行えば一石二鳥となります。
　原発で給料などを得ている人々にも，自然エネルギーの方にそのままスライドして働いてもらえれば，問題を無くす，もしくは少なくすることができるはずです。
　やる気があれば対応出来るはずです。原発を無くすことに何も問題はありません。そして原発を維持する理由は何もありません。軍事的にどうこうというなら非核三原則をどうするのか検討す
ることが先です。
　専門家の中にも「今すぐに原発を止めても何の問題もない。」という方はおられます。こういう言葉を真摯に受け止めて，２０３０年といわず可能な限り早く廃止してください。
　原発廃止に伴って火力発電所の稼働率が増加し電気料を値上げすることが必要になれば，それは甘んじて受け入れます。

34543 個人 無職 ６０代 男性 規制緩和をさらに進めれば、原子力に頼らなくても電
力はまかなえる。

原子力や化石燃料による発電以外に、太陽光、地熱、波力、風力、マイオマス、水力などによる発電が可能で、送電、発電の分離、規制廃止、補助金などの政策により、家庭消費電力の大半
はまかなえる。

太陽光　　太陽光発電パネルに対する補助金の復活。エコカーの補助金を終了させて太陽光パネルの補助金を復活させるべきである。

バイオマス　日本の山林は人手が入らないので、どこも荒廃している。間伐材の利用を推進する農林事業を推進すれば、山林は綺麗になるし、地方にも雇用が生まれる。

水力　現在水力発電は大型のダムの建設に頼っている。しかしマイクロ水力発電機が開発されており、日本の山間部の街ではどこでも発電できるようになったし、其の町の電力を十分まかなえ
る。

地熱　環境だけを考える政策を考え直す必要がある。環境保全も電力開発もＷｉｎ／ＷＩｎの政策が出来るはず。

コスト削減。以上紹介した新技術はすでに技術としてはどれも確立されている。これに利う。問題は規制とコスト高である。規制は政策的に緩和すればよい。コスト高は多くの装置が生産される
ようになればおのずと安くなる。

原子力発電の今後
原子力は、人間がコントロールできていない技術の一つである。ひとたび事故が起きると広い地域が人の住めないところになってしまう。さらに軍事に転用されたら、恐ろしい武器となる。後進国
ではこの魔力に取り付かれている
そこで今後の原子力発電は、廃棄物処理の技術が確立されるまでは一切の建設を止めるべきである。北欧の国では地価に大きなトンネルを掘り、そこに廃棄物を10万年保管しておく計画だと
きく。これは技術ではない。単純なトンネル掘削時術だ。日本の地盤では到底不可能である。

34544 個人 無職 ７０代 女性 日本人が生き残っていくために今すぐにでも原発をな
くし代替えのエネルギーを1日も早く実用化するように
国は努力するべきです。

私は4歳の時に終戦を迎えました。家は横浜の三溪園のすぐそばでしたが空襲はひどいものでその中を逃げ回り大勢の人がなくなり町は焼け野原となりました。でもそこは放射能汚染もなく私
たちはそこで生き続けることができました。そして未来にむっかて希望を持って生活できました。今原発事故で福島の方たちは土地は放射能に汚染され住むことができません。除染といってもそ
れは途方もないことです。子供たちや母親はいつ発病するかもわからない病気におびえ希望など持って生活できないと思います。事故を起こしたら私たちでは扱うことができないようなものは一
日もはやく廃止してください。また核のごみは溜る一方でいったいどのようになさるのですか？野田さんは将来につけをまわさないとおっしゃって消費税をあげられましたが核のごみは子供たち
に責任を押し付けないでください。どうか日本の未来のために原発を一日も早くゼロの社会を実現してください。年寄りのおねがいです。

34545 個人 無職 ７０代 女性 　原子力発電はやめて、自然エネルギーでの発電に
重点を移すべきです。自然エネルギーの開発ととも
に、現存する水力発電所を活用したら良いと思いま
す。水力発電と言うとすぐダム建設に走るのはやめて
ください。

　３．１１以前から、使用済み燃料の処理方法も見つからない原子力発電を、「クリーンで安全な電気」とうたっているのに嫌悪感を持っていましたが、事故が起こってみて、その安全対策の不
備、関係者の意識の低さに驚いています。
　以前は、自然エネルギーの活用を提案すると、コストが高いとか、大規模な発電は出来ないとか、マイナス要素を並べられて、全面的に否定されるのが常でした。しかし、今明らかになった事
実を見ると、原子力発電所設置に伴う地域への保障とか支援とか、さまざまな名目で人知れず大きなお金が動いていたのですから、原子力発電は安価だと言うのは、ごまかしに過ぎなかった
のですね。
　一方、太陽光発電システムなどを各家庭に設置する時補助金を出し、余った電気を売ることが出来、そのために電力会社が電気料金に買い取りの費用を上乗せするようになるとのことです
が、これはちょっと不公平だと思います。戸建て住宅で、屋根や庭を利用して発電し、自家の電気を全部まかなえるので、電気料金が只になり得だという時、施設の設置費用の一部を補助する
のは、自然エネルギー利用を推進する観点から認めるとしても、その電気を電力会社に売ることが出来、そのために電気料金が高くなるのはどうでしょうか？環境意識が高く、自然エネルギー
を利用したいと考えても、集合住宅の住人はその施設を設置することが出来ないだけでなく、今よりも高い電気を買わなくてはならないと言うのでは、踏んだり蹴ったりだと考えますが、如何で
しょうか？
　自然エネルギーの活用には大賛成ですが、その買取制度は、更に検討の余地があると考えます。もうやっているのかもしれませんが、先ず手始めに、工業団地とか山間の部落とか、限られ
た地域に対する発電と送電のシステムを完備して、既存の電力会社に頼らなくても電力供給が出来るようにしたらどうでしょうか。そのための補助なら納得もいきますが、一部条件の合致する
人達が補助を受けてお金儲けが出来て、そのために条件が合わない人々が更なる負担を強いられるのは納得がいきません。

34546 個人 無職 ５０代 女性 (1)０％を選択する。これ以上核廃棄物を増やさない、
これ以上原発の作業で被曝する作業員を増やさな
い、地震国日本では地震により多大な被害をもたらす
原発をもう使わない、との国の方針を願う。

　原発とは１年たっても事故現場にも入れないような超危険建造物。人間が管理できない代物であることが福島の事故で世界中に明らかになった。福島で学んだことを教訓として、経済より命
が大切とする新たな発信を、日本から世界へして欲しい。
　国や電力会社は１０年後、２０年後、１００年後の地球の視点から今を考えて欲しい。
　どの原発も、廃炉に向けての作業と核廃棄物処理の技術開発に専念し、自然エネルギーの開発をすることで、電力会社社員の最低生活保障をして欲しい。
　原発が無くても電気は足りている事がこの夏も証明された。
もう今までのように電気に頼って、便利さ快適さや物を追い求める生活はしない。もう充分あふれている。これからは自然エネルギーだけで地球上で持続可能な生活ができるよう、生活をシンプ
ル化し、自然破壊を食い止める方向に生きる。他国の人々の生活を踏みにじっていることに気がつかずに原発を海外進出させて儲けようとする企業の商品も買わない。

34547 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 脱原発を希望します。
一日も早く発送電分離を行い、電力会社の殿様営業
を止めていただきたい。

一度の事故で、町単位で人々が日常の生活を奪われ、その生活は期限なしです。被爆の恐怖も期限なしです。
総理が国の為と言っていましたが、国民が不安を抱えた日々を送ること、ひとたび事故が起きれば世界中から不安視される。これが国の為でしょうか。地球上で唯一原爆を落とされた日本とし
て、原子力をもっと恐れ、丁寧に考えていただきたい。
経済の面から見てもはたして安価な物なのか疑問です。福島の事故で収束するまでにいくらくらいかかるのでしょうか。
発送電分離や代替エネルギーの普及などの議論を深めて、現在にいつまでもこだわらず前を向いていって欲しいです。日本人は職人気質の国民です。きっと安全で安価なエネルギーを作れる
と思います。それこそ、この停滞した経済をも救ってくれるのではないでしょうか。
国民のいない国は、国とは言いません。

34548 個人 自営業 ４０代 男性 日本のような地震大国では、原発という選択肢は元々
あり得ない。そんな中、福島の事故は起こるべくして
起こった人災である。ゼロシナリオしかあり得ない。

現在の日本において、脱原発は間違いなく最重要課題であり、私たちは自分自身のために、子どもたちのために、そして地球のために、直ちに原発のない社会を造っていく必要がある。それと
同時に、気候変動問題も今すぐ、全力を挙げて取り組んでいくべき緊急課題である。つまり、私たちは、原発とCO2の問題を同時に解決しなければ、未来を失うという局面に立たされている。ま
さに文明史の歴史的転換期を迎えているのである。エネルギー問題は、社会構造そのものの問題であり、あらゆる「価値」と密接に関わるテーマだ。今こそ、個人や業界、省庁等の利害を乗り
越え、あるべき社会を造っていくために、すべての英知と力を投入して、再生可能エネルギーの爆発的普及を目指した政策を実行しなければならない。2030年には、再生可能エネルギー35％で
はなく、40％以上を目指し、また火力発電については、天然ガスによるコンバインドサイクル発電に転換することによって、ゼロシナリオによっても、温室効果ガスを削減することが可能となる。
繰り返すが、脱原発と温室効果ガス削減を同時に実現するエネルギー政策を選択することは、未来のために絶対不可欠である。

34549 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 日本は、産業がなければ成り立ちません。産業が活
発に活動を展開していくために必要な電力が供給さ
れなければ、国内産業力が落ち、空洞化は加速され
ます。日本人皆が不幸になります。まず原発を動かす
ことが先決です

一時の感情的反応で、原発を停止することには反対です。昔のろうそくでの生活に戻ってもかまわない、というのであれば別ですが、日本人の未来を夢あるものにしようとするのであれば、経済
活動を活発にし、企業が力をつけ、その結果、国力がまし、日本のみならず世界に貢献できる国にするという意志を持つことが大切です。今のままで良い、貧しい方向に向かう平等感さえ満た
せれば発展などしなくても良いと考えるのであれば、自分を含め国全体が世話になる人ばかりかかえ、不幸感覚が強くなっていく方向に向かってしまいます。やはり、発展があって、問題の解決
を図っていくことができます。努力があって、富を築くことができます。積極的な思いがあって、人々を幸せにし、そして自分も幸福感を味わうことができます。まず、原発を動かし、産業を活性化
するために必要なエネルギーを供給し、その後30年かけて代替エネルギーを開発していくプランを作ることです。未来の日本の発展に対して、責任をもった計画を作る必要があり、原発＝悪と
いう極端な考え方が支配する日本にしてはならないと思うのです。

34550 個人 家事専
業

７０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）
原発は技術的にもまだまだ人類の手に負えるもので
はありません。
原発の維持管理には弱者を働かせて被爆者にする、
事故の際は爆発と放射能漏れが防げず、身体や環境
に危険を及ぼす、

稼働中は大量の熱湯を海に放出して海洋生物の生態を壊す、使用済み核燃料は放射能の危険がなくなる何百年間も埋蔵するしか方法がない。
何をとっても、原発をエネルギー源として実用することは許しがたいはずです。原発をなくすことにより電力量が減るなら、それに見合った電力を消費する生活をすればよいのです。犠牲者を
作ってまで、次世代に負担を押し付けてまで、私たちが電気を使用して快楽を追求してよいのでしょうか。今回の福島の被災者の生活や甚大な被害状況を認識したうえで、「それでも原発で電
気量を維持または増大させて、社会を発展させたい」という考えを持つとしたら、それは「身勝手、わがまま」な考えといえるのではないでしょうか。この考えこそ、行政が正すべきです。政治家、
官僚、電力会社の皆さん、日々のご尽力に感謝します。ここで正しい認識を持ち、勇気を持って、即刻、全ての原発を止めてください。そして再生可能な自然エネルギーの開発を進めてくださ
い。将来、このエネルギー対策の変革を感謝する時代が必ず訪れるでしょう。

(1)全てのシナリオにおいて、再生可能エネルギー、省エネルギー、コジェネの目標（比率）が過大であり非現実的と考える。これらの過大な目標を無理に達成しようとした場合、ＦＩＴや送電網の
整備、系統安定化のための追加コスト等により、電気料金が大幅に上昇することが不可避である。これに、行き過ぎた省エネなどが加われば、マクロ経済への悪影響、すなわち製造業における
国際競争力の低下や生産拠点の海外移転など、日本経済への深刻な悪影響が懸念される。

(2)とりわけゼロシナリオでは、CO2排出量削減を重視するあまり、累積100兆円もの省エネ投資に加え、エネルギー利用設備・機器の（法規制による）強制的な入れ換えなど、他のシナリオに比
べて、より多くの経済的負担を強いる対策となっている。結果、本シナリオは、GDPへのマイナス影響も（他シナリオ比）大きく、現実性の有る選択肢とはとても言えない。また、このような強制措
置の是非については、総合資源エネルギー調査会の場でも議論すら行われておらず、極めて唐突感が強い。
　さらにゼロシナリオでは、石油に関連して、「重油ボイラーの原則禁止」、寒冷地を中心に国民の幅広い層に利用されている灯油ストーブ等の「高効率ではない暖房機器」の販売禁止、「中心
市街地へのガソリン車等の乗り入れ制限」など、国民生活を厳しく制限する対策が挙げられている。これは、消費者・生活者の視点が著しく欠落していると言わざるを得ない。万一このような異
常な対策が強行実施された場合、国民の健全な生活を営む権利は奪われてしまう。それと同時に、石油の需要減少スピードが作為的に加速されることにより、製油所から消費者に至るまでの
サプライチェーンは毀損・縮小し、結果、東日本大震災直後に被災者の安全・安心を守った貴重なエネルギーであった石油の緊急時対応力は大きなダメージを被るであろう。また、今後のエネ
ルギー政策の最重要課題である「国内災害への対応を含めたエネルギーの安全保障」の確保を脅かすことも間違いなく、将来の国益を損ないかねない。結論として、ゼロシナリオは問題の多
いシナリオと言わざるを得ない。

(3)以上述べたとおり、経済成長と地球温暖化対策など環境問題との両立を目指したエネルギー政策の構築に向けては、政府の成長戦略との整合性を確保し、再生可能エネルギー、省エネル
ギー、コジェネなど、実現可能性に裏打ちされた目標を再設定する必要がある。加えて、エネルギー政策の最重要課題である「国内災害への対応を含めたエネルギーの安全保障」の確保を最
優先とした検討であるべき。

(4)昨年の東日本大震災の経験を踏まえて、利便性・可搬性・貯蔵性などのエネルギー特性に優れ、緊急時対応力の高い石油を「分散型・自立型エネルギー」として位置付け、石油の高効率利
用・有効利用を促進することが肝要である。さらに、国民負担の軽減（消費者利益の拡大）に向けては、石油・ガス・電気などのエネルギー間の公平な競争を促進することが重要と考えている。
公平な競争促進に向け、自動車用燃料に対する税負担の公平性の確保（CNG車への燃料課税の新設）や緊急時対応力の弱体化につながる天然ガスシフトありきの政策を見直すべきである。

(5)日本政府が非現実的な再エネ拡大戦略を国内外へ発信し、石油を重要視しなければ、産油国にとって日本は「魅力のないバイヤー」と映り、資源外交とは逆のメッセージを与えることになっ
てしまう。原油の安定需要があるからこそ、それを安定的に輸入することが可能となり、結果、石油製品の安定供給が確保されることを再認識すべきである。

(6)また、今後、電源構成における原発依存度が低減し再生可能エネルギーの導入が拡大する中で、電力の安定供給対策のためには、予備力を含めた供給力として石油火力を「供給安定型電
源（バックアップ電源）」に位置付けることが重要である。また、石油の高い緊急時対応力を確保するためには、平時より一定の石油火力を稼働させることも重要である（石油火力の発電電力量
比率を全体の15%程度とすべき）。

(7)最後に、エネルギーシステムの改革にあたっては、消費者の選択肢拡大を通じた消費者利益の最大化に向け、既に方向性が固まりつつある電力システム改革のみならず、（天然ガスシフト
基盤整備専門委員会の報告書にある通り）ガス事業の規制改革にも早急に着手すべきである。

以上

34537 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 ・再エネ、省エネ、コジェネの目標が過大
・ゼロシナリオのストーブ販売禁止施策等は非現実的
・緊急時対応力に優れた石油を基幹エネとして、また
石油火力を再エネ等のバックアップ電源として位置付
けるべき



34551 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は即廃止。 上記理由について。
私は、昨年の東京電力福島第一原子力発電所の事故が起きるまで、原発に関してほとんど無関心で生きて参りました。岡山という土地柄の影響もあるかもしれませんが、日々の生活の中で原
発についての話題など皆無でした。
しかしながら、昨年の事故以降次から次へと明るみにされる電力会社や政府の実態を知ったからには、原発は全く必要なしと考えざるを得ません。
また日本国内に限ってのことでもありません。この地球上に原発並びに核兵器は必要なしと考えます。
どうか、昨年の原発事故を機に、今までの利権にまみれたエネルギー政策から脱却してください。
関西電力が大飯原発再稼働と同時に火力発電を8基も停止させていることで明らかなように電力不足の問題ではなく、原発が不良債権となる経営問題なのは明らかです。
極論で言えば、命を守るか、金を貪るかの選択です。
子供でも判断できることです。
どうか目をさまして下さい。
宜しくお願い致します。
 

34552 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロを望みます。２０３０年までに原発0％になっ
ていて欲しい。再稼働せずにこのまま原発を廃止して
ください。

日本の技術を自然エネルギーで転換していってほしいから。
子供の健康のため安心できる未来がいいから。
もっと省エネをすすめたいから。
原発事故を二度と起こさないためには原発をなくすのが一番です。
安心して日本の海産物を食べたいから。

34553 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオ 原発は即ゼロにすべき。理由は簡単。全ての命を守ってください。原発が安全なものではないことが証明された以上、今後、福島と同じ事が起こると考え、議論すべき。早急に！

34554 個人 その他 ５０代 女性 原発依存度ゼロシナリオを選択します。 ２０３０年ではなく、一日も早く、原発がなくすことを目指してほしいと思います。日本は有数の地震国です。もしも再び、福島原発事故のようなことが起こしてしまった、日本だけでなく、人類に対
して大きな罪を犯すことだと考えます。
原発は稼働中でなくても危険なものであることは、福島第一の４号機が示すとおりです。今、４号機はとても危険な状態にあるとのことで、とても怖いです。
今、地震が発生すると、震度４ぐらいでも、アナウンサーが原発の状況を伝えますが、これから私たちは、地震が起こるたびに、原発は大丈夫か？　と心配しながら生きなければならないので
しょうか。
また、仮に原発が地震や津波に耐えうるものだとしても、人の手で動かす以上、間違いが起こさないとは絶対にいいきれません。
さらには、放射性廃棄物の問題をどうするか、まったくめどがたってない状況で、後の世代に問題を先送るすることは、道義的にも正しくない、卑怯なやり方だと思います。
一日も早く、再生エネルギーへのシフトが進むことを願います。そのための政策をきちんととってほしいと思います。
現在、電気が不足しているとは思ってはいませんが、市民の一人として、省エネに取り組むことはやぶさかではありません。
こんな風に、過剰に電力を消費する社会をこそ見直さなければいけないと思います。

34555 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロのシナリオを支持します。 ゼロを支持するのに、理由を述べろという事自体が理解できません。
ひとたび事故が起これば、人が住めないような世界を作る可能性があるものを
どうして使えるのでしょうか？
政治的な理由など要らないのです。あるなら本当の事を言ってくれませんか？
原発を作ると儲かるのだと。
そうでないのなら、他のやり方があるはずです。
原発を廃炉にしたら雇用が云々言う意見もありますが、うそでしょう。そんなの。
原発を止めても、維持管理は必要です。そのための雇用はむしろ安定しているのでは？
これからの日本は、原発を推進するビジネスモデルではなく、安全に廃炉にし、安定した維持管理をする技術を世界に発信していくビジネスに方向転換していくべきです。
感情論ではありません。ビジネスの話をしているのです。

34556 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は今すぐにゼロにする。
再稼働はしない。
今動いている原発もすぐに停止させる。
代わりの電気エネルギー事業に注力していく。

まだ、福島の事故処理も終わっていない。
原発事故の原因究明、責任者の処罰も済んでいない。

事故処理も、いい加減な被ばく管理で行われている。

原発は、人間の手では制御できないことが判明した。
地震、津波の多い日本では、原発は稼働してはならない。
原発事故が再び起こる危険性が高い。

放射性廃棄物の処理方法も決まっていない。
何万年もかかる廃棄物の管理について国民の了解が得られていない。

今の原子力事業は、利権の塊。
特定の会社、一部の人間が、危険な原発を安全だと国民を騙すことで
利益を得ている。
このような不徳な会社は、日本から排除しなければならない。

地域毎の電力事業は解体し、健全な競争を行わせることで
安くて安全な電気エネルギーを国民に供給させるべきである。

政府は、利権がある原子力関係者の言いなりにならず、国民のためを思い
原発から自然エネルギー開発に方針転換を行う事を宣言して欲しい。

以上

34557 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 (1)ゼロシナリオ ゼロシナリオを主張する理由は、以下の通りです。
原子力、核というもの自体の危険性を前提とした上で、

(1)東京電力を始めとする電力会社には、原子力発電を管理する能力に欠ける。
(2)核燃料廃棄物の処理方が、原子力発電を導入して以来、解決されていない、現実を見据えた検討もなされていない（もんじゅ、六ケ所村再処理施設は解決策とは、その脆弱さ故、認められな
い）。
(3)核燃料廃棄物の最終処理を国内で行えない。そもそも、「最終的な」処理の方法を人類は発見していない。

以上です。
34558 個人 会社員・

公務員
３０代 男性 即時原発ゼロのシナリオ望みます。 日本は地震も多く、健康面、金銭面におけるリスクが原発は高いため

34559 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 ゼロシナリオを選択すべきと考える。これを選択したと
しても、今すぐ原発がなくなるわけではなく、2050年へ
むけてゆるやかにゼロとなっていくという内容だ。他の
案では原発を新たに建設することになる。

広島・長崎への原爆投下という耐え難い苦しみと犠牲を国民に強いた過去があるにもかかわらず、今回の福島原発事故でまたいつ終わるともない犠牲を人々に強いている現状がある。福島原
発からは、今なお放射能が放出されつづけており、日本列島、周辺諸国への放射能汚染は、今後、長年にわたり環境、生物、人類等へ蓄積し多大な影響を与えるものと思われる。
日本列島は地震の活性期に入ったと考えるのが妥当であり、再度、原発事故が起きるリスクを回避すべきである。後年、何故あの時原発をとめなかったのかと後悔することのないよう、日本国
民が国土に暮らし住み続けられるよう、今決断すべき時と考える。
また核のごみについては、ゼロシナリオを選択したとしても、現在までに溜まった使用済み燃料などの処理の目途はたっておらず、安全な処理方法も処分する場所もないのが現状である。福島
原発の廃炉と使用済み核燃料の処理問題だけでも手に余る課題と考える。
再生エネルギーを推進する政策については、今後も内容を充実させ、発送電の分離や、選択できる発電方法による電気料金（再生エネルギー100％　or再生エネルギー50％＋従来の発電な
ど）なども実現していくべきと考える。今回の東京電力の電気料金値上げは、消費者としては到底納得できず、怒りを感じるが、再生エネルギー推進のためのコスト負担については、消費者も真
剣に取り組むことが必要だと思う。

34560 個人 自営業 ５０代 男性 事故が起きたときに国民を恐怖にさらし続ける原発を
持つのはもうやめよう。代替エネルギー開発で世界の
トップを目指そう。政府が思い切った日本の将来の展
望を示すことで閉塞感がある国民に希望、やる気を与
えよう。

事故が起きたときに国民を恐怖にさらし続ける原発を持つのはもうやめよう。代替エネルギー開発で世界のトップを目指そう。政府が思い切った日本の将来の展望を示すことで閉塞感がある国
民に希望、やる気を与えよう。

34561 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 私は2030年までのなるべく早期に原発比率ゼロにし、
核燃料サイクル政策に関して、使用済核燃料を直接
処分する政策を採用するゼロシナリオを支持します。

私は今回の事故で原発事故が人間の生命、健康、生活にどんなに重大な影響を及ぼすかを思い知りました。これまでも原発依存には反対でしたが、正直なところ、原発事故がこれほどのダ
メージをもたらすとは思い至らず、意見表明や主張はしてきませんでした。しかし、今回の事故でこの問題は日本の将来を決める重大なことであり、日本に住むすべての人がこのことについて真
剣に考え、意見を述べなければならないと思いました。
脱原発は、日本の経済活動を弱め、日本の地位を低め、国民の生活レベルを落とすという議論がありますが、ことはそのような次元の問題ではないと思います。今回の事故で明らかになったよ
うに（今回もこの程度で済んだのはまだラッキーな面があったと思いますが）、もしさらに原発事故が起これば、狭い日本に人間は住めなくなり、遠い将来までその影響を引きずるわけです。そし
て、地震国日本ではその可能性は非常に高いわけです（確率は低いという人もいますが、実際に福島で起こっているのですから）。つまり、大げさでなく、ことは日本の国そのものの存亡、人類
の未来にかかってくる問題だと思います。また、処理済核燃料の処分方法は確立されておらず、何万年も保管しておかなければならないのならさらにリスクが高まります。原発の廃止、エネル
ギー政策の転換は今すぐやっても遅すぎるくらいだと思っています。
確かに、新たなエネルギー技術が確立していない中での脱原発は一定の経済活動の停滞、国民生活の耐乏は避けられないと思いますが、日本の将来を考えるならその選択しかないと思いま
す。また、脱原発政策に明確に舵を切ることで新たなエネルギー技術の発展を促進すると思います。
人間の英知と連帯はこういう時こそ発揮されるべきだと思います。

34562 個人 無職 ６０代 男性 三択であれば(1)のゼロシナリオしかありません 世の中に絶対安全はありません、事故を起こしたときの災害は他のことと比べて、というか比べられるものではありません、従って即刻廃炉するための作業に入るべきです。
更に、核廃棄物の処理は膨大な年月を要します。人類の知恵を越えていますからこれ以上は稼働させず廃炉にすべきです。

34563 個人 自営業 ５０代 男性 2030年　0％シナリオを支持します。2030年を待たなく
ても、今年5月には原発ゼロになったので、いますぐに
でも0％は可能だと思います。

日本は、広島・長崎そして福島と3度も放射能の被害にあいながらも、原発を推進することが信じられません。いまだに福島第一からは大気中に放射能が放出されています、これから10年、20
年後の健康被害が心配です。食品や大気中からの内部被曝による子供たちの将来を心配しています。地震国日本には原発はふさわしくありません、すぐにでも全原発を止めて廃炉にするべき
です。

34564 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発依存度ゼロを希望します。
節電と自然エネルギーへのシフトを強めてください。

原発依存度ゼロを希望します。
使用済み燃料などの放射性廃棄物の処理は、現在の技術では不可能であり、今後実現できる見込みもありません。
原子力発電はひとたび事故が起きれば、食物が放射性物質で汚染されたり、居住できない地域ができるなど、大きな被害が生じるという、リスクの大変高い発電方法です。
地震・津波などの災害が多いこの国で、原子力発電はすべきではありません。
しかし、提案されているプランでは、二酸化炭素の削減、エネルギー自給率の向上について、不十分であると考えます。
二酸化炭素の削減は世界的に強く求められている課題であり、原子力発電所の事故があったからといって、いつまでも削減できないでいるというわけにはいきません。
また、エネルギー資源が乏しい私たちの国では、エネルギーが自給できるかどうかは安全保障上の課題でもあります。
これらの解決のために、節電を強め、自然エネルギーの活用を進め、すぐにでも原発依存度ゼロを実現することを求めます。

34565 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「みどりの地球をみどりのままで、未来の子ども達に
手渡したい」この思いと原発は共存できません。起き
てしまった現実に私達は悩んでいます。だから「ゼロ
シナリオ」です。

3月11日の東日本大震災での東京電力原子力発電所の事故による放射能漏れが明らかになり、環境中に放出された放射能の拡散が大きな問題となっています。「原発は人間の手で制御する
には余りあるものである。」ことが実証されました。
被災地では、子ども達を転校させたりなど、予期しなかった事に戸惑い悩み続けています。他の多くの人たちも悩み続けています。被災地の人たちだけではなく、起きてしまった現実に私達は悩
んでいます。今後私達は、加害者にも被害者にもなりたくありません。自らの手で、このかけがえのない「生命（いのち）・自然・暮らし」を守っていきたいのです。この思いと原発は共存できませ
ん。だからこそ原発に依存しない「ゼロシナリオ」しか選択肢はありません。

34566 個人 無職 ６０代 男性 原発の危険性・特殊性を真面目考えれば、選択肢の
「ゼロ％」を国として決断し宣言すること、これこそが真
摯な歴史的回答である。また、そうすることが、自然エ
ネルギー活用の飛躍的普及を可能にする条件であ
る。

原発は一たび大事故に至れば、時間・空間を超えて人々のいのち・健康・くらし・心に、そして社会・経済にとりかえしのつかない、いわば原爆投下にも匹敵する大災禍をもたらす危険で特殊な
発電方式であることが白日のもとに明らかとなった。稼働半世紀に至るも増え続ける核のゴミの始末を未だ後世にツケ回しせざるを得ない原理的問題と無責任性、また、核燃料の有限性とそれ
を外国に依存するしかない日本の現状を冷静に考えるなら、原発と共存させられ「今さえ良ければそれで良い社会」を将来の社会として描くことは到底できない。国として「原発の無い社会」（選
択肢で言えばゼロ％）を宣言すること、そして自然エネルギーを基軸にしたエネルギー政策にかじを切り換えること、これこそが今を生きる私達が果たすべき責任であり、歴史に対する真摯な回
答である。
我が国は広島・長崎の原爆災禍を二度と繰り返さないと決意し、世界に誇る平和憲法を打ち立てて来た。この度の原発災禍についても、その深刻な
反省に立って、是非とも「原発なしの社会」を宣言することが、歴史を前に進めることである。それは世界が注目していることでもあり、既に、ドイツでは始まっている。安全性を高めたと称し、「新
たな安全神話」のもと、「それでも原発推進」「原発輸出」では断じてなく、「原発から環境を守る科学」へと原子力科学・技術を新展開すること、原発優先策のもと極端に抑え込まれてきた自然エ
ネルギーの活用へと大きく踏み出すこと、これが科学の果実を正しく選び取る科学的精神と言うべきであり、２１世紀世界の期待に応える姿である。
「急に原発撤退は無理だから１５％」という場合と、まず原発ゼロ・撤退を国として決断し、その工程として一時期１５％があるという場合では全く意味が違うことを厳しく指摘しておきたい。

34567 個人 自営業 ５０代 女性 原発ただちに０％にするべきだと思います。 事故は起こる時に起こるものであり、そのリスクは途方もないものだから。福島を元に戻すことはほとんどできません。

34568 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 選択肢の中では、20～25％が妥当。電力はインフラ
の基本、安定供給が必須。再生可能エネルギーは自
然に左右される事、長期使用の出力変化、稼働率の
実力が不透明。電力料金アップは多使用業界を衰退
させる。

例えば電気炉業界では、単価１円/kwhアップ毎に約600円/t程コストが上がる。6.5円/kwhの単価ｱｯﾌﾟは減免処置で20％になったとしても、780円のコストアップになる。年産50万ﾄﾝ程度の会社
で4億円程度のコストアップに繋がる。更に、このサーチャージ以外に、燃料調整費として円高、原油単価影響を同程度以上に受けており、更なる電力費のアップは死活問題である。
尚、ちなみに、電炉事業所が年間に使用する電力量は一般家庭（3,600kwh）
の数万倍である。（数万家庭分）安定した電力の供給が必要である。

34569 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 今回提示された原子力比率の選択肢ならば　(3)２０
～２５である

日本におけるエネルギー需給率が４％であること、再生可能エネルギーの発電効率、今後の技術開発の不透明性。火力発電を主力とした場合の地球環境問題の悪化、ＬＮＧや石油価格の円
高や中東の地政学リスクや新興国のエネルギー消費量の増大に起因する価格高騰は、輸入型企業への財政逼迫の要因となり、ひいては日本経済へ大きな打撃となる事も十分に予想される
のではないか？

以上のように、政治経済に素人の人間であっても、現在の発電体制の急激な変更は多くの不安要素を含む事は容易に想像できる。

２０年と言う短期間に、革命的な技術革新が成されるは到底考えられず、化石燃料の依存率の削減や再生エネルギーへの転換は否定しないが、急激な変革は環境・経済・産業構造の面から
見れば、次代を担う子供達に大きな不安を残すのではと危惧する。

確かに、原子力への極端な依存は地震大国である日本にとって大きなリスクを孕み、いずれは廃止の方向へ行く事は否めないが、政府の示す２０年と言う期間はあまりに短すぎると言わざるを
得ない。
現存する設備、既得の技術力、現実的視野で見た実現可能な新技術等を十分に活用し、将来に渡っての恒久的な安心と安全を確保していく事が大切であり、現状における日本のエネルギー
事情・経済状況を勘案すれば、(3)の選択肢が現時点でのベターであると判断するものである。



34570 個人 家事専
業

３０代 女性 原発に変わる代替エネルギー開発支援を！ ドイツのエネルギー政策に習って、将来原発に頼らない電力供給ができるよう、代替エネルギー開発に力を注ぐようにしていただきたい。

福島の事故のような事故が二度と起きてはなりません。原発をゼロにしてほしい。地震国日本では、絶対安全な原子力発電施設はありえません。
自然災害の力は人間の力を超越しています。どんなに対策をとってもいずれは破壊されてしまうでしょう。

日本の技術力で世界を先導するような代替エネルギー技術を開発することは可能だと考えます。
是非、美しい地球を守るよう、日本発でリードしていってほしいです。

34571 個人 学生 １０代以
下

男性 ゼロシナリオに賛成 ゼロシナリオにしましょう！火力発電、水力発電色々考えればたくさんあるはずです。原子力なんていらないんじゃないでしょうか？これからも引き続きこういうものを増やしたら今後も今の東北
みたいになったらどうするんですか。被害を受けたらどうするんですか。被害を受けた人の生涯を保証してくれるんですか。何人被爆したら、気がつくんですか。いらない事にお金をどれだけ使
えば気が済むのですか。そんなお金があるのなら。東北に使って下さい。それか、困っている人に寄付して下さい。たぶん、皆も思っていると思います。最後にお願いします。原子力を永遠止め
て下さい。

34572 個人 その他 ５０代 男性 パブコメの周知が足りない。
一刻も早く原発への依存度を低くする政策を選択す
べきである。

一刻も早く原発への依存度を低くする政策を選択すべきである。
今回提示されている三つの選択肢は2030年を目標としているが、もっと速やかな選択をすべきである。
そのための補助金など、政策誘導を積極的に行い、それによって確立した脱原発の技術を海外諸国にも売り込むことにより、経済的にもメリットをもたらすような大転換を、世界に先駆けて行う
のは、度重なる放射能汚染で苦しんで来た日本の権利であり、人類に対する責務でもある。
今回のこのパブコメが、真に国民的議論であるならば、国勢調査や選挙の時のような規模の告知をすべきであるがなされていない。
選択肢を抜本的に見直した上で、国民投票にすべきである。

34573 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
福島の事故処理もしないままの再稼働は考えられません。
家電は今やどんどん省エネの物ができています。そういった努力と
自然エネルギーの使用を進めてください。
太陽光発電を新築の家やビルはは標準で設置したり、そうでない家は
屋根貸しで発電するなど産業として成り立つようになるとよいです。

ドイツは原発廃止を決めたと聞きます。どうして事故を起こした日本が
そうならないのでしようか。

34574 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「2030年に原発ゼロ」ではなく、即時原発ゼロを主張し
ます。

2030年という前提にせず、原発災害が進行中の福島第1の状況を鑑みて、即時原発ゼロを主張します。
理由は以下の通りです。
・機能上、原発は全て海岸の近くに設置されているため、地震の際は、直接的間接的に被害を受ける可能性がゼロとは、誰も保証できない。
・大飯、志賀、敦賀など直下に活断層があると指摘されているだけでなく、地震学者の巨大地震サイクルに入ったという見解に対し、まったく心配ないという情報が出ていない。
・万が一のことを考えると、再生可能エネルギーよりも原発が優れていると言えない。
・事故が起こらずとも、使用済みの燃料の処理の技術も確立されているとは言えず、再処理ができたとしても、最終的に核廃棄物は出る。それを、永久に影響が出ない状態で保管できる技術が
ない。
・今、この判断をしようとしている人たちが死に絶えた、現在の子ども達やさらにその子孫の時代に影響が出るかも知れないことを決めようとしている。それ故、現在は（子どもであったり、まだ生
まれていなく）発言権のない世代への影響を考えると、ほんの少しでも危険がある選択はできない。
・多くの人は、今の世の中を次の世代にへ残す（遺す）と考えるが、次の世代から借りているという意識で選択をすべき。

34575 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０－２５シナリオをベースによ幅広い業界等から意
見を聞いて修正し、原発の安全性を確保しつつ、国民
生活への悪影響、産業への悪影響をできるだけ回避
して緩やかな政策変換を進めるべき。

現在のような原発依存のアップは、そもそもCO2問題の解決を探るために出てきた政策であり、特に現民主党政権においては、国内的なコンセンサスを得ることなく、外交でのポイント稼ぎとし
か思えないような状況で推進されてきたものである。
それが、原発問題が起こった途端に、再び十分な議論もないまま性急な政策転換の議論をしていること自体に非常に違和感を覚える。
原発停止となり電力各社が赤字転落をする状況を見ても、燃料費アップによる電力単価のアップは明らかであり、個人・産業に対する負担増加の精査をしないままに感情論のみが先行した原
発廃止論が進められているようにしか思えない。
今後、現在の石油・天然ガスに頼り切ったエネルギーミックスで本当に現状の経済活動が維持できるとはとても思えない。
一方では比較的安価な石炭を燃料とした発電を目指そうとすると、先述のCO2問題が大きなネックとなって設置ができない。
このような政策のアンマッチがある状況を解消しないままに将来のエネルギーミックスを決定しようとすることが到底理解できない。
たとえば一時的にはCO2問題を棚上げにする等のどこか犠牲を伴う政策のマッチングも必要であると考える。
原発の危険性の再評価については必要であることは理解できるが、現在のような感情的な議論ではなく、より現実的な議論を積み重ねてほしい。
（原子力関係者をひとくくり『原発ムラ』とレッテル貼りをし、専門家を排除した議論で本当の安全性評価ができるとはとても思えない。）
今回シナリオはすべてのケースで不十分な検討であるため支持できないが、あえて選択するのであれば２０－２５をベースとして、都度修正を加えつつ慎重な議論によって、緩やかに原発依存
を低下させていくような方策を模索するべきであると考える。

34576 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力発電は即刻停止してほしい。 原子力＝核物質　はすべての生き物にとって　猛毒　です。

再生可能な自然エネルギーの開発を政府も血眼になって進めるべきです。日本が脱原発に進めば　世界中から　本当に尊敬されると思う。

34577 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオ支持します。
福島原発事故も収束していなのに、再稼動させるとは
狂気の沙汰です。大都会の犠牲の上になりたつ交付
金漬けの過疎地を馬鹿にしないください。

先日の広島意見聴取会にも参加させていただきましたが、
ゼロ支持者以外の意見表明者の選別に疑問が残りました。
（辞退者があり急に決まったという富山でも意見表明した人や
身元名乗らず関西弁でどうせ危険な世の中や時間の無駄としか思えない発言者など）
その他の意見も、即刻廃炉、ゼロシナリオなのにゼロにはカウントされないんですよね。このパブコメも脱原発とかいたらゼロシナリオにカウントされないと何かにかいてありました。というかネッ
トができない人や、パブコメ募集の知らない国民が多いのに・・・と不安になります。ごく一部の国民（しかも電力会社の意見が大多数でしょうし）の声だけで決まると思うと。

意見聴取会会場も含め圧倒的にゼロ支持者が大半をしめていたのに
翌日中国新聞ではゼロ支持者半数といった取り上げ方も疑問。
こんな短期間で「国民の声聞いた結果真ん中とって１５シナリオに
なりました。」というアリバイ工作であってはなりません。
ただ最近急に野田首相がゼロシナリオの場合の課題も指示したという報道には一縷の希望の光を見出そうとしています。また意見聴取会での古川大臣の国民の声を本気で聞こうとする姿勢も
信じたいです。（藁をもすがる気持ちです）

被爆地広島市民は、もう二度と放射能の恐怖に脅えたくないと
核廃絶を本気で訴えています。核の平和利用はありえません。
安全に暮らせる自然エネルギーの研究開発補助にもっと本気で国は力を入れてください。山林の多い過疎地をバイオマスタウンや小水力発電など地域活性化のためにもまだまだ可能性があ
ると思います。
中長期では間に合いません。今からでもすぐゼロシナリオに向けて準備していただきたいほどです。

34578 個人 自営業 ６０代 女性 原発即時ゼロ！！ 福島被爆の悲惨な状態が続いているのに、官僚に牛耳られている政界，

経済界が情けない。原発被爆さえなければ、もう少し、国民は元気でいられた

だろうに。被爆した子供達は、一生、不安をかかえて生きていく。

どんどん出てくる異常な現実に、怒りを通り越して虚しささえ感じる。

34579 個人 無職 ７０代 男性 　日本中のすべての原発を直ちに廃炉にすると同時
に、外国に原発を輸出を禁止すべきだ。
　原子力の平和利用とはとんでもないことで、直ちに
被爆国日本として原発と縁を切った生活ができる政治
をしてもらいたい。

　原子力の平和利用と言いながら、あのような危険な制御のできない原子力を、国民に押し付けてきた政府やひたすら金もうけに走った電力会社そして、御用学者たち、非常にこの連中に怒り
がこみ上げてきます。
　家や山や農地や、川や、山を失った人たちをどうして救済するのか、今の科学ではその道筋が見えてきていない。こんな人たちに振りまわされていたと思うと腹立たしい限りです。
　もし、今ある日本の原発を全部廃炉にしたとしても、残された残骸はどこへ持っていくのか、アフリカか、それとも、無知な国の金をほしがっている所の、村か、町か？だまし討ちでそんな地方
の大地を掘って埋めに行くのか？いろいろの厳しい課題が解決のできないままあるのではありませんか。
　我々は、そんなことをしてまで、電気を使いたくない。原発は原爆と同じである。被害を受けた人たちの損害や・体の不調を直してくれるのか。誰が損害を受けた人たちに弁償し、謝罪してくれ
るのか？主権者の一人として、野田さんは責任を取ろうとしていないと考える。何がやりたいのか？庶民をくるしめ、電力会社に媚を売るのか？アメリカの言いなりになり、庶民を馬鹿にする政
治を進めるのか？

34580 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は０にするのが当然です。処理の仕方も分から
ないままに可動させて、福島の事故までおこっている
のに、可動を検討すること自体呼気民の安全を無視し
た行為です。

原発共同体の目先の利益だけのために可動を検討する政府の姿勢は許せません。
地震国日本で原発を可動させるなんてありえません。
自然エネルギーによる発電はやろうと思えば直ぐに出来るはずです。

34581 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「（即時）原発ゼロシナリオ」を臨みます。 １．プラント装置において、「事故ゼロ」は科学的にあり得ません。火力発電所も水力発電所も地熱発電所も事故のリスクは負っています。もちろん原子力発電所も例外ではありません。その万
が一の場合に外部不経済が最も少ないものを選ぶのが、公共の福祉に資することであり、国を預かる人の採る態度であるはずです。原子力発電がもたらす外部不経済が破格のものであること
は、今回の事故でも明らかにされました。“ハイリスク・ハイリターン”の選択は、まともな国の行動ではありません。

２．いま日本の国は世界に冠たる“長寿社会”ですが、現代人の食生活を考えれば、今後、高齢人口の減少は必至です。出生数の急激な改善も望めないなか、拡大指向のエネルギー需要予測
は的外れと言わざるを得ません。“原発ゼロ”の東京電力管内でも電力不足が生じていない事実などもを加味しながら、今回示された三つのシナリオについて考えれば、「原発ゼロシナリオ」以
外に選択肢はあり得ません。さらに、その“ゼロシナリオ”についても、即時実行が可能だと考えます。

３.再生可能エネルギー関連技術の開発は、日本経済に活力を与えるものと考えられます。

34582 個人 その他 ４０代 男性 直ちに原発を全て停止し、電力事業を自由化すべき。
原発に使う予算は、全て自然エネルギー普及に回し
て貰いたい。

　原発をこれからも続けるなんて寝言を言わないで欲しい。寝言を言う代わりに、国民に対してこれまでの責任をきちんと取って貰いたい。日本中の地下水は広島と同様に汚れてしまい、それは
今後何億年も続く。その責任を国はどう取るのか聞きたい。私はアレルギー体質で、原発事故以降、温泉に入るとアレルギー性皮膚炎を起こすようになってしまった。
　電力不足の問題は、単に独占企業が国民を脅迫しているだけであり、電力事業を自由化すれば簡単に解決する。関西電力は経産省の権威を前面に押し出して太陽光発電促進付加金なるも
のを取りながら、民間から電力を買ってない。これ以上の欺瞞があるだろうか？
　原発に使うお金を各家庭の太陽光パネル設置の補助に回して欲しいし、地熱・波力・洋上風力等の開発に使って貰いたい。でなければ税金を払う理由がない。
　大体が今の社会システムは、燃えるゴミが火力に使われてないし、空き地の雑草はバイオエネルギーに使われてないし、糞尿もメタンガスや肥料として生かされてない。道路の電灯も小型の
太陽光と風力を取りつけ、勝手に点くようにすればいい。国のシステムには無駄が多く、官僚は仕事をせずに給料を貰っているのが許せない。官僚が抱える科学者は、現実的なことが何もでき
ない役立たずばかりで、そんな人に払う税金はない。

34583 個人 自営業 ５０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択します。
ただし、全原発廃炉に向けて即時に舵を切るべきで
す。
原発に依存する必然性はなく、動かすことのリスクは
限りなく大きいので、即時全原発廃炉を求めます。

「ゼロシナリオ：2030年にエネルギー源にしめる原発の割合はゼロ」を選択します。
ただし、全原発廃炉に向けて即時に舵を切るべきです。

必ず出る核廃棄物の処理方法がいまだに見つかっていません。
そのうち見つかるだろう、技術開発されるだろうと何とも無責任に始まった原子力発電ですが、40年たってもまだ確立されていません。核燃料サイクル技術は行き詰まったまま、見通しも立って
いません。半減期が数万年にも渡る物質を寿命数十年の人間が管理できるはずもなく、扱ってはいけないものと反省し、今あるものをどうするべきかを真摯に考える必要があります。
これ以上、負の財産を増やして子孫に渡すわけにはいかないのです。

いったん事故を起こせば取り返しがつきません。
昨年わたしたちが経験したとおり。未だに収まったとは言えない危険をはらんだ状況であり、海を森を農地を町を汚してしまい、たくさんの人の故郷をも奪ってしまいましたーー国土の一部を失っ
てしまったも同然です、そして地球規模での汚染もーーこれを元に戻すことは出来ません。
その事故の処理も原因追及も終わっていないのに再稼働はあり得ないし、新しい原発建設など愚の骨頂と世界中から笑いものにされるだけです。

まして日本は地震国でありすでに地震活動期に入っています。近年では4000ガルというような常識を超えるレベルになっています。耐え得る構造物はありません。
ですから即時廃炉への決断が必要です。

即刻廃炉を決定し　数十年かかるその仕事が原発立地地域の仕事となります、自活の道を探る時間も得ます。そしてその技術を世界に売る事で、世界に向けてのただしい日本のあり方を示す
べきです。

再生可能エネルギーの延びは激しい　世界に乗り遅れる事なく、その技術では世界トップの日本ならではの経済活動を進めるべきです。

GEの最高経営責任者も「原発で電気を作る時代は終わった」といっています。
経済的に見ても不利な原発は、世界の常識となったことは明白です。

これらの理由から、原発に依存する必然性はなく、動かすことのリスクは限りなく大きいので、即時全原発廃炉を求めます。
34584 個人 会社員・

公務員
５０代 男性 「15シナリオ」は責任あるシナリオとはいえない 原発についての判断を先送りするものだから。また、「20-25シナリオ」も見直しが必要と考えられる

34585 個人 無職 ８０代以
上

男性 原子力エネルギーは世界の人類社会維持の為のエ
ネルギーであることは、フランスの国家戦略をみても
わかること。日本も努力が必要だ。

日本の原子力エネルギーの取り扱いは、日本国と国民すべてを餌食とする得体の知れない猛獣のそれに類している。内閣、政党等の意見政策も人類社会の成長に不可欠なエネルギーである
ことはそっちのけでもっぱら、脱原発の一点張りで国民の支持を得ようとしている観があるように見える。国家戦略にしても、フランスのような「単純に「脱原発」には走らない。」
といった内容には目もくれずに、ひたすら、何年先には使用しなくなるから、いましばらく、その利用はご容赦願いたい、の嘆願だけである。これは、少し異常ではないのか。国家戦略とは名ばか
りで、自分の政党の利益を目先に置いた行動ではないのか。そんなことで、日本社会の原子力エネルギーはどうするのか。背かの有力国家のエネルギー政策を日本国民に説くべきではないの
か。内閣府としてももう少し世界の多様な国家戦略を日本国民に知らせる必要もあるのではないか、と思われもするので乱雑ではあるが、投稿させていただけたらと思うしだいである。もとより、
脱原発の心情は何人もよく理解できる。日本国民として、世界の人々に訴えるのは、当然のことでもある。政府、内閣の人材の活躍の舞台だと思います。以上、矛盾したことを並べただけの雑
文とも受け取られてもしょうがない、とも思いますが、こんな少し変？な意見。理由を投稿します。よろしく。

34586 個人 家事専
業

７０代 女性 原発０シナリオ　なるべく早期に。 世界中を汚染させてしまった日本が稼働させているべきでないと思う、一日でも早い原発廃止望みます。大飯原発の稼働の折、野田総理は自分の責任において稼働させるとか、事故が起きた
場合どんな責任の取り方をするつもりなのか、子供の喧嘩のいいぐさではあるまいに、、。福島原発にいまだ収束などしてないのに収束宣言をするなど何をかんがえているのか。

コストも原発は安いはずがない。この度のように事故が起きれば健康問題、環境汚染、また廃炉のこと除染問題使用済み燃料の問題これを後世の子孫に残すべきではないとおもう。

34587 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 ゼロシナリオにすべき。 原発の安全が確立してから、稼働すべきだと思います。エネルギーという点では、原発に頼っている生活から少しづつ頼らない生活へ変えていくべきだと思います。原発は１００％安全であると
いう保証はないと思う。今後のエネルギーは何を頼りにしていくのかよく考え、原発のない日本へと変わっていくべきだと思います。再生エネルギーへと徐々にでも変えていくべきだと思います。
ゼロにするには時間がかかるかもしれないけれど、原発に頼らない日本になって欲しいです。

34588 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発はいりません　ゼロシナリオです 放射能物質は人間の手におえないものです　東日本大震災、福島の原発事故でそれは明らかです　そんな危険なものに頼って暮らして行くべきではないと思うのです。　私達は地球に暮らして
います。地球で暮らしているのはわたしたち人間だけではないのです。虫や動物や草や木や花や、、、目に見えないちいさなちいさな生き物たちが大地に生きています。かれらのおかげで私た
ちは暮らしていけているのです。畑仕事をやっているとそのことがよくよくわかります。人間が便利に快適に生きるため、繁栄のために、彼らの存在を忘れてはいけないと思います。自然界にも
放射線物質はありますね。それだけでいいんです。それ以上は作ってはいけない、つくるべきでないと思います。生まれて、育って、いつか死ぬ　死んだら大地にかえって大地は新しいいのちを
また育むのです。そのシンプルな繰り返し、自然という仕組みの中で人間も暮らしていくべきだと思います。　いま、の決断が　未来を作っていきます。世界、地球規模の問題ですが、まずは自分
たちの足元から、、、変えて、こども、孫、、、続いていく未来が　笑顔と希望であふれる世界になってほしいと切に願っています。

こどもと一緒に大地に寝っころがって草の匂い嗅ぎながらごろごろしてきもちいいねー！　って　そんなみらいが　単純にほしいです。　こどもの笑顔を守りたいです。



34589 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 意見の概要
(1)経済成長を前提とした３つの選択肢以外のエネル
ギー基本計画策定
(2)原子力発電の規制機関の早期立ち上げと整備
(3)原子力発電所の安全性の早期確立
(4)原子燃料サイクルの早期確立

政府より提示された「エネルギー・環境に関する選択肢」に関し、以下のとおり意見を表明する。

エネルギー政策は、国民生活や経済活動の基盤となる国家的課題である。
この方向性を誤れば、安定的なエネルギーの確保、地球環境の保全、雇用の確保などに大きな影響を及ぼす。
我々立地地域商工会議所としても、国策として行ってきたからこそ原子力発電所を誘致、推進してきた。今後、客観的に捉えても資源のないわが国においては、安定的なエネルギー源としての
原子力発電は必要不可欠であると考える。

３月１１日の東日本大震災と巨大な津波は、多くの人命を奪い、さらには、日本のエネルギーの根幹を支えていた原子力発電所にも大きな事故を発生させるに至った。
政府は、この原発事故を教訓に、脱原発、減原発を目指すためのシナリオを用意して国民に選択させるような取り組みを行っているが、エネルギー政策は、政府の責任において、識者や専門
家の意見を基に、実効性のある政策を立案すべきものである。
提案されたシナリオは、実効性の低い再生可能エネルギーの大量導入と過度な省エネを進める事で、原子力発電の代替ができるような結果が示されているが、このようなシナリオでは、日本
経済は衰退を免れず、現実を見据えた提案とはとても思えない。「原発ゼロ」シナリオは、非現実的な選択であり、採るべき道筋ではない。したがって今、原子力発電をゼロにすれば、現状の国
民生活は成り立たなくなり、地球温暖化、電気料金の上昇等、様々な問題が顕在化することは自明の理である。

柏崎商工会議所は、原子力発電所の立地地域の商工団体として、国のエネルギー政策に長きに亘り、協力・支援してきたと自負しており、事業者である東京電力とも信頼関係を構築し、共存し
てきた。
福島第一原発の事故は誠に残念な出来事であるが、同じことは我が立地地域の柏崎刈羽原子力発電所はもとより、全国の原子力発電所では絶対に起こしてはならない。
このことを肝に銘じ、今後も日本のエネルギー政策としては、原子力発電をベース電力として有効に使うことが現実的な選択である。

したがって、福島第一の原発事故を契機にした、エネルギー政策の急激な方針転換には、賛成できない。
政府がまず行うべきは、原子力行政を司る新しい規制機関を早急に立ち上げ、整備し、原子力発電所の安全性をさらに高める努力を進めることが重要である。
そして、国が政策として進めてきた原子燃料サイクルの道筋を早期に確立して頂きたい。
意見聴取会等を開催し、国民的議論に丸投げして、安直に国のエネルギー政策を決定するような事の無いよう政府に強く要望するとともに、経済成長を前提とした現実を見据えた実効性のあ
るエネルギー政策を策定して頂きたい。

34590 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 電力のコストアップについて 鉄鋼、特に電炉企業の電力契約は、多大なバックアップが必要となり、再生可能エネルギーの利用先としては難しいのではないか。

また、原子力発電の依存度が下がれば、火力発電の依存が上昇し、コストアップが今まで以上に大きくなることが危惧される。

電力コストの上昇は、製造業とりわけ電炉企業に関しては、企業努力としてのコスト低減の範囲外であり、破壊的な影響を及ぼすため、許容できるものではないと考える。

34591 個人 家事専
業

４０代 女性 原発に頼らない自然エネルギーの普及を求めます。
太陽光発電を、企業・事業所だけでなく、一般家庭に
ももっと普及していくとよいと思います。

自然エネルギーは、ＣＯ2削減にも貢献します。
多くの国民の電力を確保するために、原発を設置した地域の人々の生活を脅かしてはならないと思うからです。
原発のエネルギー源は、平和利用とはいえ、内部被ばくなど、深刻な健康被害を伴うものだからです。

34592 個人 家事専
業

４０代 女性 2030年の原発依存度0％を支持します。 東京電力福島第一原発の事故で、原発の危険性を実感しました。
地震大国の日本は、原発依存度を早急に0%にし、
省エネ・再生可能エネルギーをすすめるべきです。

34593 個人 その他 ３０代 男性 原発比率ゼロシナリオを支持します。実現見込みのな
い核燃料サイクルを中止するとともに、再生可能エネ
ルギーやクリーンエネルギーを推進し、世界をリード
する環境立国としてのエネルギー政策の実現を求め
ます。

昨年発生した福島第一原発の事故は、原子力発電が、地球環境と地域社会に筆舌に尽くし難い深刻な影響を与え、膨大な社会的コストを要するものであることを世に示しました。地震国の日
本において、非常事態に陥った原発の安全を確保する完全な技術は持ち得ないこと、したがって原発を稼働し続けることは、事故のリスクと、そのための潜在的コストを後世に引き継ぐことと同
義であることを認識しなければなりません。唯一の被爆国であると同時に、科学技術の革新で世界をリードしてきた日本は、福島の事故を世界の教訓とし、環境と生命を脅かす原子力発電と、
それを後押しする核燃料サイクルから撤退し、環境に配慮した再生可能エネルギー、クリーンエネルギーを推進することで、世界に対し脱原発・環境エネルギー大国としての範を示すべきです。
政府は今夏の電力需給が逼迫するという、根拠の極めて不明瞭な見通しを盾に、大飯原発を再稼働させましたが、国民の節電意識の高まりと、情勢に敏感に反応する企業の取り組みにより、
実際には大幅な節電が達成されています。政府は、こうした日本の国民・社会の結束力こそ、新たなエネルギー政策に向けたかけがえのない資源であると認識すべきです。政府が脱原発を明
確に打ち出し、政府・行政と国民、民間企業・団体が一丸となって努力し、創造力を発揮して技術革新に取り組むことで、原発ゼロは十分に達成可能であると確信しています。エネルギー政策
の一大転換の千載一遇の機会を逃すべきではありません。

34594 個人 学生 ４０代 女性 原発再稼働に反対します。 ・東日本大震災の折の原発事故で、地震大国日本に住む私達は、豆腐の上に原発を建設し、稼働させているようなものだと思いました。今後もいつ大規模な震災に見舞われるか分からない状
況において、原発を再稼働させることは、私たちの世代ばかりでなく、未来を担う孫子の世代にも大きなリスクを追わせることになり、大規模な原発事故に繋がった折には、日本ばかりでなく地
球全体に取り返しのつかないダメージを与えることになってしまいます。このような危険性を回避するために、私は原発再稼働に反対します。

34595 法人・
団体等

法人等 ４０代 男性 順次廃炉にし原発依存を0％に。 米国及びユダヤ系財閥の指図を受けない安全なエネルギーへシフトして下さい。

34596 個人 無職 ７０代 男性 日本は核の被害を過去三度も経験し、そして、今回の
原発事故です。今こそ、四度、核の犠牲になった日本
から世界中に、脱核・脱原発を発信し、子供達に、美
しい日本、そして地球を残すのが、私達大人の責任で
す。

福島原発事故は、これまでの原発安全神話を、根本から覆す重大事故です。しかし、この事故は決して想定外の事故ではありません。今日まで少なからずの専門家が地震国日本で、原発エネ
ルギー政策を進める事に、疑問を発信されてきました。日本人は過去、広島・長崎・ビキニと、三度も、核の犠牲になった世界で唯一の被爆国です。だからこそ、核エネルギー政策は、国民の命
と財産・子供たちの未来を守るこが、何より優先的に配慮された政策でなければなりません。政府はこの原発事故に正面から立ち向かい、日本国民と全世界の人に事故の全容と原因を明らか
にし、今回の事故の教訓を生かすことが何より重要です。そして、自然に恵まれた日本に適した新エネルギー政策を確立し、国民と世界に脱核・脱原発を発信することが、世界中から大震災の
支援受けた日本の恩返しです。最後に、政府は福島原発事故による被災者に対し、政府と東京電力が心から率直な謝罪を求めます。そして、被災者の命・財産・精神的苦痛に対し、電力会社
及び現・元役員の責任で、被災者補償を強く指導することが最重要課題です。

34597 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発が大嫌いです。怖いです。原発のない未来が見
たいです。

私は六年間日本に住んでいるアメリカ人です。２０１１年３月１２日に福島の原発事故の夜、とても悪い予感を感じて、自分の判断で東京から神戸に逃げました。神戸の友達の家でテレビから目
が離れなくて、原発が福島を全滅していることを見ました。そして、原発が日本の美しさを汚していることを見ました。しかもこれはとてもやっては行けないことなのに、日本が日本にやってしまっ
たことでした。私は、とても心配してくれた家族に会うために二週間アメリカに帰りましたが、結局日本は私の家だを気づいてて、日本に戻りました。この美しい日本に住んでいる人達は、どうして
自分達の国をもっと守りたい気持ちがないのかが知りたいです。この大好きな日本を守って下さい。もう、日本を原発で汚さないで下さい。

34598 個人 法人等 ４０代 男性 業務の省エネポテンシャルの内訳は再精査が必要 業務の省エネポテンシャルを考えるにあたっては、空調のストック効率を機器種別に見極め、それらの改善ポテンシャルを見積もる必要がある。
現状では特に中小規模ビルにおいて、１０年以上前のセントラルが冷暖房に多く使われており、これらをGHP、EHPのマルチに置き換えることで、空調だけで５割以上、全体でも３割以上の省エ
ネが見込めるケースが多いが、今回のシナリオでは空調ストック効率の見極めが、電中研の過去調査の１本のみに依拠しており、極めて甘い。
また、上述したような機器のリプレースがどれだけ積極的に見込めるのか（24時間空調であれば償却10年を切る事が可能）についての分析が十分ではないことから、省エネ強化ケースであって
も積極的な数字が打ち出せていない。
省エネ法を改正して、一定規模以上のビルオーナーに対して、10年以内に空調を一定の効率以上のものにリプレースすることを義務付ける、またそのリプレースのための資金調達のために利
子優遇などの制度を設けるなどして、ここの数値を深掘りすることが、いずれのシナリオにせよより費用対効果的なものとするために、極めて重要である。

34599 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 今、原発を止めるべきではない。
政治家は、原発の必要性を国民にしっかりと説明し、
一日も早く原発を再稼働させて欲しい。

今、原発を止めれば、日本の経済は衰退し、倒産する企業も増え、自殺者は今の3万人を超える可能性が高い。今回の福島原発の爆発で亡くなった人はまだ出ていない、という発言に対して批
判の声もあるが、昨年も今年も節電で何人の方が熱射病で病院に運ばれ、そのうち何人の方が亡くなっているか！原発でひとりでもなくなったらすごい勢いで叩かれるだろうが、節電で亡くなっ
た人はその時だけ報道されて忘れ去られて行く。メディア関係者の方々も飯の種とばかりに脱原発に向けて国民全体の意見がそうであるかのように報道し続ける。
原発を止めれば、企業収益は減り、家庭の収入も減り、消費は冷え込み、結果日本は衰退に向かって動き始める。
それに加えて増税も成立させようとしている・・・今の政治家は一体国民の生活を本当に守ろうと思っているのか?
民主党も自民党も、もはや国民の支持を回復するのは難しいであろう。
震災の後も、世界がドイツや一部の国を除いて、日本の原発技術の高さは世界一であると認めている。なのにどうしてもっと日本の技術に自信を持って薦められないのか・・・どうして党利党略
しか考えないのか・・・どうして耳障りの良い言葉しか言えないのか・・・全く情けない。何のための政治か?

34600 個人 その他 ５０代 男性 停止中の原発の再稼働は行わないこと。また再稼働
した大飯原発を速やかに停止すること。原発ゼロの日
本に向け、全原発の速やかな廃炉と、自然エネル
ギーへの切り替えを政府の方針として明確にするこ
と。

福島第一原発の事故が起きて以来、子や孫に食べさせるコメなどの食糧一つ一つについて、放射能汚染の心配をしなければならない事態となっている。原発事故のの特別な危険性と、その原
発と人間が共存できないことは明らかだ。しかも福島第一原発の事故原因も原子炉の状態もわからず、収束の見通したっていない。そうした中で原子炉建屋の下に活断層があると指摘されて
いる大飯原発を、おざなりの再調査で再稼働するのは国民の命を危険にさらす暴挙以外の何物でもない。同時に、その他の原発についても、すべて沿岸部に立地しており、大きな地震、津波
に繰り返し襲われてきた日本では、避け難い危険に絶えずさらされている。命と交換のエネルギー政策など本末転倒である。
　昨年、今年と２度の電力需要期を原発に頼ることなく乗り切れる見通しが明らかになっている今、再び危険な原発に頼るエネルギー政策に戻るべきではない。。
　仮に、原発が安全に稼働したとしても、それに伴って生成される使用済み核燃料の処理技術が確立されておらず、10万年以上の長きにわたって地中深く埋設するなど、今現在、人から遠く離
れたところに隔離するしかないというのも無責任の極みである。未来に対する責任が持てないエネルギー源に依存することは許されない。
　幸い、多年にわたる温暖化対策についての日本を含む各国の取り組みの中で、自然エネルギーを活用した持続可能な社会に向けた研究が大きく前進している。ドイツでのＣＯ2削減に向けた
取り組みと、それに続く脱原発に向けた取り組みはその先進例である。世界でも有数な太陽光発電や風力発電など自然エネルギーの研究と実績を持つ日本が、フクシマの教訓をいかし、速や
かに原発からの撤退と自然エネルギーへの切り替えを進めるべきである。

34601 個人 法人等 ６０代 女性 ゼロシナリオを選択する。
六ヶ所再処理工場、もんじゅの開発も即時停止すべき
である。

できるだけ早い原発からの撤退を求める。
今回のように、電源構成に占める原発比率を問うのはおかしい。不満である。
東日本大震災と福島事故を受けて、私たちは今後どんな社会を未来を望むのか、エネルギーや環境をどのようにあるべきかの議論を徹底的に行い、選択することが必要であろう。
労働者の被曝なしには稼働しない原発からは一刻も早い撤退を望む。原発を止めても、廃炉までにはきびしい被曝労働がともなう。労働者の犠牲を最小化することを国民全体で考えなくてはな
らない。放射能汚染は長く続く。次世代へのツケはできるだけ小さくしなければならない。

34602 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。

福島では、取り返しのつかない事になってしまったから。福島を二度と繰り返したくないから。家を離れたくもないのに、離れなければならない。家族と離ればなれになってしまった。そんな人達を
つくりたくないから。

健康な大人になって、未来を生きていきたい。
元気な子供が遊んでいるところを見ていたい。
 放射能の心配の無い自然の中で生きていきたい。

だから、原発ゼロシナリオを選びます。

34603 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 日本が進む道は「ゼロシナリオ」です。
すべての原発を即時廃炉にするとともに、国は再生可
能エネルギーのいっそうの普及を図る必要がありま
す。

電力は人間の生活に必要です。しかし、原発は人間の生活を脅かし、生命すら奪います。福島第一原発事故はそれを証明しています。危険な原発のために安心して暮らせないのは本末転倒
です。

日本にエネルギー資源がないから原子力発電に依存せざるを得ない、というのは詭弁に過ぎません。単に国が「再生可能エネルギー」に目を向けてこなかっただけのことです。

「２０３０年までに」ではなく、即時の原発廃止を求めます。
男性 原子力発電ゼロでお願いします！　対処や制御や処

理が出来ない物を使うべきではない！
34604 個人 自営業 ４０代 山火事が起きた場合、

何週間も燃えてしまうかもしれないが、鎮火した土地には人が住める。
どんな事故や事件があっても、終わればそこに人はスグ住める。
しかし、
原子力発電所が事故を起こした場所には人が住めなくなる。

事故を起こさない？　そんな事はありえない。

何かを実行するとき失敗したことを考えて、
そして、その対処が出来ることを確認してから取り掛かるでしょ？

事故が起きて、未だ対処できず制御しきれないものなのだから
原子力は使うべきではない。
人間には使うことが出来ないものと諦めるべき。

しかも、もし事故を起こさなくても大量の核廃棄物が残る。
何かを作った上で人が近寄れないゴミは、後世に残すべきではない。
だから、原子力発電も核もいらない。

電気が足りない？
電気なんて、ここ１００年ぐらいで出来たものなんでしょ？
それまでの何千年は電気ナシで人は文明を作ってきた。

なきゃないでイイじゃん。
なんで、そんなに電気に執着するの？
使える範囲で使えばイイじゃん。

人が服を着ようがパソコンを使いこなそうが、
ただの哺乳類ってことを忘れないで。



34605 個人 パート・
アルバイ

４０代 女性 １のゼロシナリオ以外考えられません。 原発はいりません。核兵器も原発もいりません。

34606 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「ゼロシナリオ」以外に選択肢はありません。 今回の福島原発の事故を受け、原発の恐ろしさを痛いほど感じています。実際に非難されている方もまだまだ大勢いる中、なぜ収束宣言ができるのか。福島は今どうなっているのかわかってい
るのでしょうか。

原発によって出る「核のゴミ」を誰が責任をもって処理できるのでしょう。

毎週末行われている首相官邸前での抗議行動の声をどう思っているのでしょう。

やはり大切なのは命です。すべての人の命です。原発は誰かの被爆なしには動かせないと思います。

未来ある子どもたちのためにも、今決断すべきだと思っています。

「ゼロシナリオ」以外に選択肢はありません。

34607 個人 自営業 ４０代 男性 「(1)ゼロシナリオ」を選択。
その実現方法は、現在稼動している関西電力大飯原
発3・4号機の即時停止である。これでゼロシナリオは
今すぐ達成でき、その上で、全原発の廃炉作業に直
ちに取り掛かるべきである。

「(1)ゼロシナリオ」を選択。

その実現方法は、現在稼動している関西電力大飯原発3・4号機の即時停止である。これでゼロシナリオは今すぐ達成でき、その上で、全原発の廃炉作業に直ちに取り掛かるべきである。

原発について考える時の大前提は、福島第一の原発事故である。これほど大きな事故が現実になってしまった以上、断じて原発を存続させることはできない。原発の稼動を続けることは、麻薬
患者が麻薬を欲しがるのと同じことである。

使用済核燃料は処分できず子孫に丸投げ、福島の事故を踏まえた莫大な安全対策コストも必要、ひとたび事故が起これば国土に深刻な汚染をもたらすことになる。このような原発中毒から、今
こそ覚悟を決めて足を洗わなければならない。

エネルギー安全保障上の問題、ＣＯ２排出削減の問題、エネルギーコストの問題、このような問題は以下の箇条書きで述べるとおり、大きな問題にはならないと考える。また、仮にその様な問題
があったとしても、それは原発中毒の「リハビリにともなう痛み」、言い方を変えれば「未来へ向けた投資」であり、それを理由に躊躇することがあってはならない。

１．現状、原発がなくても、電力需要はまかなうことができる。関西電力の需給見通しと実績を見れば、大飯原発の再稼働が必要なかったことは明白である。

２．シナリオでは、省エネ割合が発電電力量の約１割となっているが、基本問題委員会の議論では３割削減も可能という試算もあり、大幅な省エネ目標実現のための政策を導入すべきである。

３．電源構成の割合に関して言えば、原発ゼロでも、さらに化石燃料の割合を減らし、再生可能エネルギーの割合をより高めることが可能である。原発メーカーである米ゼネラル・エレクトリック
の最高経営責任者ですら、世界の多くの国で価格が安いガスによる発電に移行しつつあると指摘し、「ガスと風力か太陽光発電の組み合わせに、多くの国が進んでいる」との見方を示してい
る。

４．シナリオでは触れられていないが、電力の自由化と発送電分離が不可欠である。消費者が電力を自由に選ぶことができれば、再生可能エネルギーの普及が促進されることになる。

以上の理由から、「(1)ゼロシナリオ」を選択し、関西電力大飯原発3・4号機の即時停止のうえ、全原発の廃炉作業に直ちに取り掛かるべきである。

34608 個人 無職 ７０代 男性 「ゼロシナリオ」の選択を支持する。 大飯原発の再稼働以後における関西電力に関する情報から判断すると、原発を必要とする理由は、「電力供給量の確保」ではなく、「安価な」電力の確保、つまり経済的問題にある。そこで、起
こりうる原発過酷事故がもたらす広範で長期に及ぶ被害と環境汚染を避けるため、経済的負担を受け入れ、クリーンエネルギーへの重点シフトと成長を促す「ゼロシナリオ」を選択することが、
国際社会及び次世代社会への道徳的責任である。

34609 個人 自営業 ３０代 女性 原発を0にしてください。私達は我慢できます。 福島の方達がどんな恐ろしい目にあったか、他人事ではありません。
家族や知人友人が これからの未来、安心して暮らせるように、原発はいらない。再稼働反対です。

34610 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオに賛成です コントロールできないもので成り立つ生活はおかしい。
我々国民も，今までの生活を見直す必要がある。「豊かな生活」は物的豊かさだけに頼っていてはいけない。
子孫に，負の遺産を残すべきではない。

34611 個人 法人等 ４０代 男性 ゼロシナリオを選択すべきです。 子孫にツケを回す原子力発電は1日も早く止めるべき。処理法の解決の見通しの立たない使用済核燃料の発生はゼロにしなければならない。現実的に不可能な核燃料サイクルは1日も早くあ
きらめるべき。選択肢は直接処分しかない。

今後は当面天然ガスによる火力発電に頼りつつ、再生可能エネルギーの技術開発・低コスト化を進めて、徐々にシフトすべきである。

34613 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢からはゼロシナリオしかありません。しかし原
発は目標として「ゼロ」。後の細かいところのシナリオ
はもっともっと議論の余地があります。できるだけ早期
の原発ゼロ実現に向けて努力すべきです。

３つ選べというなら「ゼロシナリオ」しかありません。今回の事故で極めて危険であることが明らかになりました。格好のテロの標的です。『国防』の観点からも「ゼロ」しかない。また核廃棄物の処
理が決まっていません。そんなものを後世に残すシナリオを描く訳には行きません。『環境』の観点からも「ゼロ」しかない。経済界がこれに反対しているが、不況に喘いでいる失敗組の経済界。
その姿勢が現在の経済状態にあることを理解してほしい。中途半端な目標は意味をなさない。従って『経済』から考えても「ゼロ」しかない。子供たちにどのつらを下げて、ゴミを残すから処理し
てくれ、というつもりなのでしょうか。『教育』の面からしても目標は「ゼロ」しかない。そして、「ゼロ」を掲げて、「ゼロ」に向けて知恵を絞り合う。省エネ、自然エネルギーの割合などは議論があっ
て、結構。目標の「ゼロ」に議論の余地はありません。目標を原発「ゼロ」として、後は早期実現に向けてあの手この手で考え努力する。欧州のエネルギー自立を見てください。ゼロ実現に向けて
の選択肢はまだまだあります。有識者の見解はまだまだ甘いと思います。

34614 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原則エネルギー自給自足である。エネルギー政策は
安全保障、安定供給、環境問題、国民生活、経済発
展、雇用など総合的に判断し決定していく必要があ
り、３つの選択肢でなく、より現実的なものに再構築す
べきである。

エネルギー自給率が僅か４％の我が国にとって、エネルギー問題は極めて重要な問題であると同時に、誤った選択をすれば、国民の生活や経済活動を脅かすことになりかねない。太陽光をは
じめとする自然エネルギーの開発・普及は日本の技術力を示す上でも重要なことかもしれないが、火力・原子力に及ぶほどの大容量エネルギーは確保することは到底難しく、さらにコストがその
まま生活や経済に影響することは必至である。
石油ショックを経験し、被ばく国である日本が選んだ新しいエネルギーが原子力であり、アメリカと肩を横を並べるほどの経済大国となり、今日の豊かな生活があるのは、まさしく官民一体となり
原子力を推進してきた成果ではなかろうか。そこには事業者や、そこで働く労働者、また立地地域の住民たちの努力が有ったことを忘れてはならない。原子力の平和利用は先進国の義務であ
ると私は考える。
自然エネルギーや省エネ・節電機器の更なる技術開発と普及、安全を担保とした原子力の維持、天然ガスをはじめとするクリーンな化石燃料の確保、いわゆるベストミックスで成り立つようエネ
ルギー選択肢の原子力依存率「20～25%」以上を含めた再構築を求めたい。

34615 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロシナリオを選択すべきです。
福島第一原発事故の収束を急ぎ、すべての原発を即
刻停止し、一刻も早く廃炉とし、省エネ・自然エネル
ギーを推進し、脱原発を実現すべきです。

私たちは命と環境を守る立場から以下の理由で原発ゼロシナリオを政府が実施すべきだと考えます。2030年を待たず、一日でも早く原発をなくすことを望みます。

1、福島第一原発がいまだに危険な状態で、環境に放射能を放出しているにもかかわらず、大飯原発を再稼働し、原発の海外輸出を図る原子力関連企業と政府の「安全性」への無責任・無神
経な体質こそ原発事故の原因です。まずその責任を明確にし、今後の廃炉・エネルギーシフトの工程にも「原発推進派」を排除してあたるべきです。

2、事故がなくてもウランの発掘や原発にかかわる労働者の被ばくを抜きには運営できない「原発」というシステム自体が非人間的でいのちと共存できないものです。

3、原発がなくても電気は足りています。足りないのは政府や電力会社の省エネや自然エネルギーを促進する熱意と努力です。原発推進に費やしていた予算を廃炉・省エネ・自然エネルギーの
技術革新や研究者の育成に充ればゼロシナリオは早期に実現できます。

4、未来に放射性廃棄物を残すことは重大な犯罪です。すでにある放射性物質を安全に処理する技術すら持たない私たちは、これ以上放射性物質を作らないこと、せめて原発を止めて負の遺
産を減らすこと位しかできないという謙虚さが必要です。

5、原発ゼロを目指すのですから、原発の輸出をやめるのは当然です。一歩進めて日本はヒロシマ、ナガサキ、フクシマの大きな犠牲に学び、核も原発もない世界を作るためのオピニオンリー
ダーとなるべきです。廃炉技術や自然エネルギーへの移行のシステムなどを世界に提起できるような政治力と技術力を発揮することをシナリオに入れてください。

＊このパブコメについて
0％、15％、20～25％と3つのシナリオを提起することで「15％」がいかにもなだらかな減原発であるかのような幻想をもたらしています。しかし、15％は現原発をフル稼働することが含まれてお
り、とても「脱原発依存」とは言えない内容です。つまり、3つの選択肢のうち2つが「原発容認」で、中庸を好む日本人を15％に誘導していると思われます。このような選択肢の設定自体が民主的
でなく、期間も短く、告知も不十分で、本当に国民の声を聞く気があるのか、政府の姿勢に不信と疑問がわく内容で、強く抗議いたします。

34616 個人 無職 ７０代 女性 ・「ゼロ・シナリオ」
・自然エネルギーからの発電振興に全力で取り組むこ
と
・大飯原発は直ちに停止し、他の原発も絶対再稼動し
ないこと

　3種の中では｢ゼロシナリオ」を強く求めます。長期間強力な有害物質を遺す原子力発電は、絶対に即時廃止にすること。有害廃棄物の処理方法の目途も立たないまま原発を続行するなど、
信じられません。私たちの子や孫に対してひどすぎます。
　原発を廃止すると必然的にco2が増えるというようないい加減なことを言ってはいけません。自然エネルギーの電化開発に政府が総力を上げて取り組み、実現すればいいのです。諸先進国に
比べて日本がこの面で遅れているのは、政府の怠慢以外の何ものでもありません。これにも、すぐ取り組んでぐださい。
　放射能と温暖化から、地球と地球に住む生きとし生ける者を守るため、直ちに上記のことを実行するのが、政治家の責務です。

安全性と核廃棄物の処理がきちんと確立されていない原発は使用するべきではないと思います。
この問題を解決するために費やしてきた時間と費用を無駄にしないようにと、さらに同じことをし続けるよりも、すっぱりあきらめて、再生可能エネルギーの現実的な利用と国民の価値観の転換
に努力するべきだと思います。

原発に限らず、他の国の資源に頼らなければならないエネルギーへの依存は少しでも減らしてほしいです。

エネルギー消費量を減らすことは大切な必須事項だと思います。
ですが、「我慢」とか「厳しい」とかマイナスイメージをいだかせるような規制を強いるのではなく、無駄遣いをやめた方がスマートでお得なのだという啓蒙をしていただきたいと思います。

我が家は６人家族でこの６、７月の電気代は760kmとけっして節電できているほうではありません。
いきなり半分にすることは難しいですが、5%ずつなら減らせると思います。
また、ソーラーパネルなど自家発電できる装置がもっとリーズナブルに簡単に利用できるとよいと思います。太陽光は1kw発電するために10m2の場所が必要と聞きました。
費用も100万円を下りません。もっとコンパクトに安く気軽に使える装置の研究に費用を使ってほしいと思います。
また、余剰電気を電力会社に売ると電気代が高くなるとかいう後ろめたさを感じなければならない仕組みは一日も早くやめてください。
太陽光に限らず、気軽に楽しく家庭で自家発電を利用できるようになるとよいと思います。

振ると充電される腕時計が昔ありました（今でもあるのでしょうか）。
振ると充電される携帯電話やスマートフォンやデジカメがあってもおかしくないのではないかと思います。
また光で動く電卓があります。明るい場所なら使い続けられる電気機器がもっと増えればよいと思います。こういう研究は難しいのでしょうか。

田舎ではエアコンがなくても過ごせるくらい涼しい場所でも、各家でエアコンを購入しています。豊かさの象徴ですが、裏返せば、「ないと貧乏と思われる」ことが恥ずかしいのです。
他の国の資源に頼らなければならないエネルギーシステムを無駄遣いすることを恥ずかしいと感じる価値観の転換が明るく実現できればよいと思います。
子供たちは窓を開けていれば風の涼しい夜でもエアコンの冷たい空気を好みます。
家庭のしつけの問題ではありますが、涼しい風の方を好む感性の方がかっこいいと思うような価値観が広まればいいと思います。

原発や火力発電に携わってきてそれで生計をたてている人達はたくさんいらっしゃると思います。仕事とは社会の役にたってこそ自分も豊かになるものではないかと思います。いくら目先の役に
は立ってはいても、放射能汚染や地球温暖化を招く仕事をさせつづけることはその人達にとっても不幸だと思います。
国の一大事業を断行するときには必ず不利益をこうむる人達が出ると思いますが、生活の支援など誠実な対応をしていただければと思います。

以上、まとまりのない内容となってしまいましたが、私の意見として提出させていただきます。

動物は子孫を反映するために生まれ、そして逝きる。
そりゃぁすぐに原始に戻れっては思わないよ。
でもさ、
もう十分便利すぎる世の中なんじゃないの？

なんで、そんなにお金や名声が欲しいの？
みんなでさぁ、良くしようよ。
エゴを体裁ばっかで繕って主張してもカッコ悪いだけだよ。

まっ、そういう僕も
パソコンを使ってメールでコレを書いてるんだけど。

電力とか温暖化とか言う前に
大量消費しすぎだよ。

必要なものだけを必要な数で供給してれば
こんなに電力も要らないんだし、
変な価格破壊も起こらない。

なんで、原発に執着するのかは
もう調べた人達は、知ってるよ？

お金って何にでも使える物を持っちゃったから
沢山欲しくなっちゃうんだよ。
通貨が、たとえばミカンだったら？
腐っちゃうから沢山蓄えようなんて思わないはずだよ。

もう一度、誠実に。
ミンナに、そして将来に、自慢出来る政策を。
もう今、日本は
世界中で１番、放射能物質を出して地球を汚している国なんだから。

今、生きているってのは
地球の今を、少しの時間借りてるってだけ。
貴方が生きてる間は、無茶苦茶にしてイイって事ではない。

原子力発電ゼロでお願いします！　対処や制御や処理が出来ない物を使うべきではない！

34612 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について原発依
存度の(1)ゼロシナリオを支持します。



34617 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 電気料金が大幅に上昇する想定は、電力多消費産業
に市場からの撤退勧告に等しく認められない。エネル
ギーの多様性を確保し、一定の原発比率を維持する
ことで持続可能な経済成長を可能とするシナリオの再
構築が必要。

エネルギーと環境のみらいを考えた場合、取り分け日本の経済成長を支えてきた電力多消費産業に従事する者にとって、今回提示された３つのシナリオはいずれも容認しがたいものである。
今回示されて３つのシナリオの内、20～25シナリオについては、エネルギーの多様性を担保する姿勢は評価できるものの いずれのシナリオの電気料金の上昇は大きく、電力多消費産業に対し
て市場からの撤退勧告に等しい。
これらの産業が今後とも国際競争力を保ち、持続可能な経済成長を可能とするシナリオの再構築が必須と考える。

34618 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 もう原子力発電は使わず、廃炉へのプロセスを進め
る。
廃炉と廃棄物の貯蔵についての技術を研究。
エネルギーは火力と天然ガスと太陽・地熱・風力など
を併用。
CO2削減は別の部分で行うべきと考えます。

原子力発電で事故が起きたときのリスクは他のものとは比べられない。
仮定の話ではなく、現実に起きており、いまだ収束していない。

34619 個人 家事専
業

４０代 女性 原発依存度ゼロシナリオを支持します 福島第一原発事故由来の放射性物質拡散による、国土や海洋、大気の汚染、人が生きて行くために必要な食物となる生物資源の汚染、水の汚染。人が本来何によって生かされているのかを
考えるとき、今回の原発事故が私たちにとって、どれほど大きな損失をもたらしたか計り知れません。福島の原発事故は、現在進行形で私たちの安全をおびやかしています。放射線の専門家
の方の中には、気にしないですごせば影響ないと豪語されてる方もいらっしゃるようですが本当にそうでしょうか。日々高い放射線量の中、生活と健康を侵害されている福島の方々、廃炉作業
にたずさわっておられる労働者の方々よりは、影響は少ない東京に住んではいますが、放射線の影響を受けやすい子供を持つ母としては、不安です。
毎日の食卓では、なるべく汚染度の低い食べ物を食べさせて、少しでも内部被爆を少なくしてやりたいと思っていますが、関東に住む現状では難しいことです。また、臨海学校や林間学校で、汚
染度の高い地域に行けばそんな努力もむなしく、被爆量は増えます。
このように子供達の生命、健康を脅かし、未来に暗い影を落としている放射線の危険性を無視し、これ以上原子力発電を推進していくことには反対です。
福島原発の核燃料の処理のみならず、今までに排出してきた核燃料廃棄物の処理もおぼつかないままで、さらに原発を運転し、廃棄物を増やしてどうするのでしょうか。困難な問題を山積みに
しておいていいはずがありません。
原発にたよらないエネルギーの創出をいかにしていくか、国民全体で真剣に考えていかねばなりません。原発依存度ゼロの目標のもとに、技術革新にとりくみ、新たな意識で未来に向かって希
望をもって進んでいくこと以外、国際社会の中での、日本の信頼回復はありえませんし、多くのものを失った日本の子供たちに、希望を持たせてやることもできないと思います。

34621 個人 自営業 ６０代 女性
原発の即時停止を求めます。  原発を０％にするというのは非現実的ということを政府や経済界は言っていますが、原発を維持することほど非現実的なことはありません。　福島の１６万人の難民はどうなるのでしょうか？こ

れまで古来大切に守られ育くまれてきた福島の土地や文化、人々のつながり、命をつないできた生業、その全てが失われ無残な現実が目の前にあります。
　今も垂れ流され続けている放射能はどうなるのでしょうか？事故を起こした炉をこれからほぼ永遠に何事もなくきちんと冷やし続けるということが本当にできるのでしょうか？こうしている間にも
増え続ける核のゴミはどうなるのでしょうか？安全に管理する方法など全くありません。この災害大国日本で現在止まっている原発にもたくさんの燃料棒や
放射性廃棄物が溢れています。もし何か不測の事態で核燃料プールや炉が損傷したらどうなるのでしょうか。考えるだけで恐ろしさに震えます。
　どうか現実を直視してください！！！　解決できない大変な課題が山積みです。今すぐやるべきことが山積みです。
　福島を、きれいな土地、空気、海を元通りに戻してください。ばらばらになった家族を返してください。我が家の娘家族も九州に移住しました。沢山の辛い選択が沢山の人々に迫られてきたこ
と、迫られているをきちんと見てください。
　原発を維持などと軽々しく口にするな！　原発が無くなった位で人々の生活は壊れなどしません。ほんの少し前まで原発など無かったのですから。安全保障上必要などと悪魔のようなことを言
うな！　核兵器を持てない国は全て戦争になるのですか。
　目を覚ましてください。福島の人の気持ちを、子供たちの将来を想像してください。一緒にその苦しみや悔しさ、悲しみを背負う道を進みましょう。心身共に健全な政府になってください。心身共
に健康な社会を目指してください。人間の幸せは豊かになることではなく分かち合うことだと思います。
　核という化け物と一緒に生活することはできません。一刻も早く原発を廃止し、少しでも安全に処理を進める方法を真剣に考えてください。

34622 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発はもう要りません。早く別の電力エネルギーを
大々的に開発し、普及すべきです。うちには幼い子ど
もが二人います。他のお母さんたちも不安でいっぱい
です。放射能の心配を子どもたちの未来に引き継が
せたくない。

毎日、お料理や飲み水に使っているお水、子どもが遊んでいる庭や公園。放射能は本当に大丈夫なのだろうか、という不安がいつもぬぐえません。こんな生活が続くのは嫌ですが、主人の仕事
もありますし、実家のこともあるので、安易に関西方面へ引っ越せません。他の家庭でも同様で不安があるそうです。地震大国といわれている日本に、もう原発は危険なのではと思います。ぜ
ひ、他の安全な電力エネルギーの開発、普及を進めていただきたいです。日本の経済は、あとからでも良いと思います。子どもの将来が安全であってほしいです。

34623 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本経済が衰退している中、日本の製造業の米とも
言える電力の供給ソースを限定することは、日本経済
の衰退に拍車をかけることになると思う。

エネルギーの多様性の確保を放棄するものとして認められない。

34624 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 今後の日本の自然とエネルギーについて 原子力発電が果たして来た役割は大きなものだった。そのことは若い人も年配の人も認めなければいけない。ただ、今後もそうであるべきかと言うと、そうでは無い。日本が本当に持っている地
熱や潮流などを利用したエネルギー開発を進めて行くべきだ。日本が世界の中でどんな役割を果たすべきか？それももはや、今まで通りとはいかない。自然と共に生きていく姿勢を世界中に示
していくことが、求められているのではないか。これは日本という国のビジョンを世界に示すチャンスなんだ。今こそ、原発に別れと感謝を告げて、新たな一歩を踏み出すべきだ

34625 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発を0％に、ゼロシナリオに。 あれだけの出来事があって、被害があったのに、そこから学ばない大人がいます。
あんな事はニ度とあってはならないし、原発依存から脱却してエネルギー政策を他の物にシフトして行く事で日本は変わって行くと思います。
権限を持った大人が、私利私欲だけを満たしているだけであるのなら、日本の未来は無いと言っても過言ではないでしょう。
しっかりと未来に生きて行く人々へと、この国を安心して引き継いで行ける事を願います。

34626 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 福島原発の事故は防げなかったので、原発神話はくずれました。原発は脆く、被害は甚大です。
これだけの被害を受けた日本が原発に見切りをつけなくてどうするのでしょう。

34627 個人 その他 ４０代 女性 2030年時点の原発比率は、とっくに０パーセントに
なっているよう政策を進めていってほしいと思います。

東日本大震災後、地震が起きやすい状態になっていると聞きました。
そうでなくても過去地震の頻度、規模を鑑みても人の手に負えない原発の事故を心配するような地震は度々おこるものと考えなくてはならないと認識しました。原発のあるところの活断層も見つ
かっています。
福島原発事故後「原発さえなければ」と自ら命を絶ってしまった人達のこと、事故がなくても被曝をしながら原発で働かなくてはならない人達…どれだけの人達の不幸が存在するのでしょう。
私達個人は節電に努めていますし、大企業も自家発電機を備えるようになってきているようです。そもそも原発なしでも電力は足りてるという資料も見ました。
2030時点といわず、今すぐ大飯原発は止めて、すべての原発は廃炉に向け舵取りをすべきです。

34628 個人 その他 ６０代 女性 原子力発電所に反対です。 原子力発電の事故に対して絶対の安全はないとおもうからです。
電力が不足しても、安全を求めます。

34629 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 法人等 原発いりません！ まずは福島県民の方々の生活を補償してください。それもできず、何が再稼働ですか。家畜を動物を見殺しにし、しいては福島県民までもないがしろにしている。
国民はみんな知っています。
東電は潰れてください。
日本をダメにしてるのは貴方たちです。

34630 個人 家事専
業

５０代 女性 福島原発の事故により日本の無秩序な原子力行政が
露呈した。いわゆる原子力ムラの人々により組織的に
やりたい放題の事が行われてきた。放置してきた国も
同罪である。原子力との決別(全て廃炉)を切望する。

この度の福島原発事故で、いわゆる原子力ムラの人々により組織的に多くの国民を騙し続け、やりたい放題を行ってきた事が露呈した。しかし、原子力ムラの人々には未だ安全神話は生きて
おり、何ら反省も無い様である。未だ誰ひとり責任を取っていない。そして…再び無責任な再稼動が行われた。当然の段取りが踏めない日本の原子力行政には維持、管理する能力が無いとし
か思えない。福島で起こっている最悪且つ悲惨な状況を抱えても尚、そこに学べない組織には原発の様に危険な持ち物を持つ資格は無い。“抑止力の為に必要”との声もあるが、今回の事故
で日本の原発の弱さ、甘さを露呈してしまった。テロの標的にされたらどの様に守るのか…。今こそ、これまで原発に惜しみなく注ぎ込んできた多額のお金を再生可能エネルギーや新たな蓄電
池の開発、又原発の廃炉、除線の技術開発へシフトしていくべきである。それらの技術を“原爆被爆・最悪の原発事故国”である日本のビジネスとすることこそが真なる日本の復興となるでしょ
う。又その事こそが今も尚福島原発により地球を汚し続けている日本の進むべき方向だと思う。原子力ムラに一歩でも足を踏み入れた人にその規制が成せるはずも無く…秩序の無い政策は止
めて、原子力との決別(全て廃炉)を切望する。

34631 個人 その他 ４０代 男性 原発ゼロ
大飯３・４号機をすぐに停止し、速やかに全原発を廃
炉に。
代替エネルギーではなく電力消費量を減らして対応。
ただし、当面の間（５年以内）は、LNG火力を増やすこ
とでも対応する。

福島であれほどの事故を起こしておきながら、平然と原発を動かし続けることなど、人類全体に対する犯罪です。

故郷を奪われたり、農業や漁業を放棄せざるを得なくなったり、人生をめちゃくちゃにされた「損害」は、金銭では決して補償できません。原発の危険性は、経済効率と天秤にかけるようなことで
はありません。

原発は、たとえ奇跡的に事故なく運転することができたとしても、大量の放射性廃棄物を生み出します。この廃棄物の処理方法は、今現在、技術的に確立していないばかりか、将来、安全な処
理方法が開発できるかどうか自体、全く分かりません。

また、定期点検その他、労働者の被曝を前提としなければ運転を続けることができません。過疎地に、札束で横っ面を引っぱたくようなやり方で押し付けるやり方も含めて、原発とは、その存在
自体が差別と格差の象徴です。

二度の大戦など「戦争の世紀」だった20世紀はまた、「大量生産・大量消費・大量廃棄」の世紀でもありました。「フクシマ後」を生きる私たちは、「20世紀型社会」の象徴である原発ときっぱりと訣
別し、本当の意味での新世紀、自然エネルギーを中心とした新しい循環型社会の時代の扉を開かねばならないものと考えます。

34632 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (3)２０％～２５％ 再生可能エネルギーによる発電では、現在の、日本の産業に必要な電力を、賄えるとは考えられない。また、火力発電中心となると、世界的に化石燃料の枯渇の恐れがあり、恒久的な燃料の
確保が難しくなるとともに、ＣＯ２削減が不可能になる。ＣＯ２削減、現在必要な電力確保を行っていくためには、原子力発電の必要性は絶対的と考える。そのためには、原子力発電に対する安
全性について、また、日本の原子力技術の高さを、もっと国民に対しアピールをしていく必要がある。

34633 個人 学生 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。このたびの事故で、原発
は危険であり、また、人々を対立させてしまうことがよ
くわかりました。もっと、多くの人が支持できる安全な
エネルギー開発に力を注ぐべきです。

　私はゼロシナリオを支持します。理由は、(1)原発は危険である、(2)原発は人々を対立させる、(3)日本は再生可能エネルギー技術で世界を牽引していくべきであるということです。
　まず、このたびの福島の原発事故によって、原発はそもそも制御が難しく、ひとたび制御不能に陥れば大変危険であり、近隣の人々の暮らしを奪ってしまうものであることを目の当たりにしまし
た。また、地震と津波が起こりやすい国に、原発はふさわしくありません。
　第二に、原発の必要性や、低線量の放射線の健康への影響について人々の意見が分かれており、対立さえ生んでいる状況です。専門家同士も、市民同士も、意見の対立があります。
　第三に、（第二にもつながることですが、）もっと、みんなが気持ちよく支持できるような再生可能エネルギーをどんどん開発するべきだと思います。関西では原発の再稼働可能性によって、火
力発電などの別電源への投資が抑制されていると聞きますが、それは再生可能エネルギー技術にも及んではいないか心配です。いっそ原子力を捨てて、もっと安全で、かつ、経済効率も悪くな
いエネルギー技術が開発すれば、みなはそちらを支持するのではないでしょうか。日本は、再生可能エネルギー技術の分野で世界を牽引できるよう開発に力を注ぎましょう。原発が選択肢にな
くなれば、多種多様なアイデアが生まれ、実現する可能性が生まれてくるのではないでしょうか。原発のないアイスランドには地熱発電の技術協力をしていますが、そういった技術が日本でも生
かされるようにならないものでしょうか。日本の自然や技術力をいかした、再生可能エネルギーの開発と応用を望みます。

34634 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「原発比率ゼロ」を選択します。“なるべく早い時期”と
いっても現在停止中の原発を再稼動させた後で数年
後に再び停止させるのではなく、このまま稼動させる
ことなく、速やかに廃炉作業を行うべきと考えます。

原発廃止を求める一番の理由は、原子力発電によって発生する使用済み核燃料や、燃料の精製段階で生ずる劣化ウランなど、人間の力で処理することの出来ない猛毒の放射性廃棄物を作り
出し続けるからです。原発のメリットを述べる人々もこの厄介な廃棄物に関して明確な処理方法を述べた人はいません。
日本は核燃料サイクル政策を掲げてきたものの、実際には高速増殖炉はまったく発電できないまま巨額の費用を無駄にし続けています。核燃料サイクル政策が破綻していることは明らかなの
ですから、関係各位は政策の誤りを認めて国民に説明と謝罪をするべきです。
また再処理をあきらめたとしても、地中深くに埋めるという直接処理に適した場所が日本のどこにあるのでしょうか。最終処分場に適した安定した岩盤の地層は実際に日本に存在するのです
か？
たとえ存在したとしても、そこに１０万年を超える長期間にわたって危険な核廃棄物を保管し続けることは容易なことではありませんし、人類文明の歴史よりも永い期間、生命を滅ぼすほどの大
量の危険物を安全に保管し続けられる保障はありません。
こんなに危険な物質を日々生み出し続ける原発は、一刻も早く廃止するべきです。そしてすでに作り出されてしまった使用済み核燃料と放射性廃棄物、今後廃炉になる５４基分の原発の解体後
の廃棄物をどうやって遠い未来に引き受けてもらうのか、それこそ社会的な議論を重ねて決めなければならない重要課題だと考えます。

34620 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発依存度は「ゼロ」を支持する。それは２０３０年で
はなく、できるだけ早く再稼働をやめ、全ての原発の
廃炉を決定すること。

(1)福島事故は終わっていない。
(2)福島事故の原因もわかっていない。
(3)福島事故の被害者の救済もできていない。
(4)全国の原発には安全保障がない（地震対策、津波対策、活断層の調査）。
(5)この夏、原発ゼロでしのげる（関西も）。
(6)節電の努力をすれば、原発ゼロでしのげる。
(7)政府の「ゼロシナリオ」には過大なコスト負担がある。
(8)政府の「ゼロシナリオ以外」には原発コストが含まれていない。
(9)政府は本気でドイツに学ぶべき。
(10)原発事故国として、政府は「脱原発」を宣言すべき。
(11)以上、原発の継続はあり得ない。
(12)自然エネルギーを推進すべき（小水力、高温岩体、風力）。

特に重要な３点について補足します。
論点１　地震大国
国会の事故調査報告書では、
福島第一原発事故は地震で壊れていたという可能性を指摘しています。
アメリカ地質調査所の資料から1973年以降のわずか40年足らずの期間に発生したM５以上の地震の数は、
　　イギリス　　　　　８回
　　ドイツ　　　　　１７回
　　アメリカ　　　３８５回・・・日本の面積換算では１５回
　　日本        ３５４２回
となっています。
こうした地震大国日本において、地震に対する脆弱性を十分に検証しないままでの運転、再稼働は論外です。

論点２　原子力事業者の資格
同じく国会の事故調査報告書には、
マニュアルの不備、運転員の熟度など東電内部の組織の問題が指摘されており、
結論として東京電力経営陣に原子力を扱う事業者としての資格が無いと明記されています。

東京電力だけではなく、他の電力会社、原子力事業者においてもこの事故調査報告書で指摘されていることは当てはまると類推されます。
つまり日本の電力会社で原子力事業者の資格を有する企業はありません。

論点３　電力不足
政府案（３つのシナリオ）は、2012年の原発比率２６％から出発しているが、
これは事故前の状況であり、必要以上の火力、水力を休止させている状況である。
それを出発点とすること自体おかしいのではないか。
現在、関西電力の大飯原発３号機、４号機が稼働しています。
しかし、８月７日現在で一度足りともこの原子力発電所２基の発電量が必要であったという
自体は起きていません。
つまり、今の日本では１基足りとも原発が必要ではなかったという証明を実証中なのです。

電力不足がおきるという電力会社の誇大広告こそ、取り締まられるべきものであると考えます。

さらにこの原発２基が稼働したことにより、関西電力管内での節電意識は非常に薄れています。
原発を稼働せず、節電意識をさらに高めたほうが、温暖化対策としても効果が出たという結果が起きたかもしれません。

以上、３つの論点だけでも原発は不要であることも明らかです。



34635 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 ゼロシナリオを支持します。本当は、火力発電の割合
を更に減らして欲しいのですが。

原子力は人間がコントロールできるものではないと思います。核廃棄物の処理もままならないのに、このまま進めて行くべきではありません。
地震が起きる度に、台風が来る度に、原子力発電所の心配をするのはもういやです。
韓国が日本向きの海岸線に原子力発電所を予定していますが、日本自身が原発を止めないと、それに対する反対も出来なくなります。

34636 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 選択肢として提示された３つのシナリオではなく、原発
は25％を維持しつつ、温暖化対策目標を緩和した第４
のシナリオを支持します。

原発の比率だけを見れば、支持できるのは「20～25シナリオ」しかありません。しかし、３つの選択肢は、どれも温暖化対策の目標を過剰に見積もっています。
一昨年、可能な限りの省エネルギーと再生可能エネルギーの導入を想定したエネルギー基本計画では原子力5366億kWhを前提にしていました。これを全て火力（石炭、LNG）で代替すると約3
億トンの増加になり、1990年比3％減に相当することになります。これを考えると、25シナリオで1990年比15％減という線が限界ではないかと思います。
このため、温暖化対策の目標の視点からは、どのシナリオも選ぶことができません。選択肢がこうなってしまう原因としては、省エネの見積もりが過剰であること、自然エネルギーの普及目標が
高すぎることなどの理由があります。
日本の経済力、引いては国民の生活を守りつつ、温暖化目標としては、空手形とならない、日本が長く培ってきた信用を落とさない新たな選択肢を私は支持します。

34637 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロシナリオ　原子力に頼らない産業と生活を望
みます。

新潟県柏崎に近い小学校で、学級崩壊が見られます。補助金によって大人の道徳観が壊れたのでしょうか。青森県六ケ所村へ、核燃処理に行った友人がいます。起こした会社の社員を食わ
せるためだといいます。核エネルギーが、人の心と体を壊しているようです。たとえ今回なくなった人がいなくても、不安なエネルギーに頼ってはいけない。そう思います。

34638 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 安全な道があるのなら、それに越したことはありません。

34639 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 　私の意見は「原子力発電所は０％にすべき」しかし、
電気代は産業に影響を及ぼさない為にも、現状よりさ
らに下げるシステムを構築するべきだ。

1.原子力発電所を０％にすべきという理由
　今のところ原子力発電所を火力発電所並に安全に制御する事は不可能だと
　思います。もし可能なのであれば福島原発のような事はないはずです。
　火力発電でも何でも大きな事故の元にはなると思いますが、原子力発電所
　で大きな事故になれば人が住めない土地になってしまう。
　これは他の既存エネルギーではないのではないでしょうか？
　こういう問題がある以上、人類、生命の事を考えると私はすべての原子力
　発電所は長期間掛けても０％にしていくべきだと思います。

2.電気代について
　日本はエネルギーを外部に依存している国ですので、電気の元となる化石
エネルギーのコストに左右される為、自国の一次エネルギーを持っている国
に比べ割高になる理由は理解できます。
　しかし、それだけに執着し、何十年もその体質のままであきらめてしまっ
ている様にしか思えない。
　また、電力会社を利益追求の為だけで保護されながら今の状態で維持して
しまう事も新しく、安価な電気エネルギーの追求を妨げている原因と思われ
る。
　科学技術の発展をエネルギー対策にもっと傾注させるべきではないか？

　以上、原発をやめると電気代は高くなるという考え自体が理解できません。

34640 個人 法人等 ４０代 男性 原発依存度はゼロにすべきである。２０３０年を待た
ず、なるべく早くゼロにすべきである。

原発依存度はなるべく早く、２０３０年を待たず、ゼロにすべきである。
以下、理由を四つ挙げる。

１．すべての原発に関して、東北大地震レベルの地震の可能性は排除できない。どの原発も、福島原発事故級の事故を起こしうる。
２．節電と、風力・太陽光・地熱等の電源開発によって、電力需要はまかなえる。ドイツの例を模範とすべきである。
３．放射性廃棄物の管理や処理の目途は立っていない。長期間に渡って十分な安全性を確保するのは、社会的・技術的に難しい。すでに深刻な状況を、原発の運転の継続によって悪化させて
はならない。
４．運転および廃炉による放射性廃棄物の管理・処理には膨大な費用がかかる。この費用は、将来、半永久的に国家財政を圧迫する。経済的見地からも、原発の運転継続に合理性はない。

以上の主張の前提あるいは補足として、さらに四点強調しておく。

１．事故に限らず、原発の運転に付随して環境中に放出される放射性物質に起因する内部被ばくによる被害を軽視してはならない。国民を人体実験の材料にしてはならない。
２．「除染」なる呼称は誤解を招く。放射性物質は別の場所に移したり、拡散させてしまったりすることはできるが、環境中から除去したり、無害化したりすることはできない。福島原発周辺の数十
キロ圏内は、均等にではないにせよ、半永久的に汚染され、人間の生活圏としては失われたという事実を、政府は確認すべきだ。地下水を通じてさらに汚染は広がる。原発推進の国策のせい
で、国土の重要な一部が失われたという事実は重い。
３．環境中の放射能汚染の軽減と防止は、温暖化ガス削減に優先すべきだ。二酸化炭素自体は直接的健康被害をもたらすものではない。その意味で、バイオマス利用も促進すべきだ。
４．原発および放射性廃棄物は常にテロの対象となりうる。安全保障上、きわめて危険である。日本を核攻撃したければ、原発に自爆テロを仕掛けるだけでよい。非常に低コストで、日本を壊滅
させることができる。それを完全に防ぐことは戦術上不可能である。

34641 個人 無職 ５０代 男性 原子力（核）発電所の稼働の即時停止。 既存の原子力発電所の稼働を即時停止すべきと考えます。
理由１．原子力発電がなくても、電力が足りていること。
理由２．原子力（核)エネルギーを制御するというためには、現在の日本には、人材も技術も思想も不足していること。
理由３．原子力燃料及び使用済み燃料をこれ以上、国内に増やすべきではないこと。
理由４．原子力災害は誰も責任を負えるようなものではないこと。

34642 個人 法人等 ５０代 男性 原発を稼働せずO％にすべきです。原発は核を子孫
に残すことと同じです。100％再生可能エネルギーへ
の大胆な転換を政府の政策とすることを求めます。当
面の電力の不足は国民の節電と火力・LNGへの燃料
の活用へ

　そもそも福島の現状を見ると原発を残していいのかはっきりしていると思います。震災から1年以上たった現在でも故郷に帰れない人々、放射能に怯えそれでも引っ越しできず子育てを続けな
ければならない住民など悲惨な状況も続いています。また、原発事故の影響は外国の海にも影響を与えています。チェルノブイリを見ると解るように、放射能汚染は30年～40年、想像を絶する
ほど長く大地や人に影響を及ぼします。
　原発を稼働せず0％にすべきです。０％以外に選択肢はないと考えます。そして国の責任で国民の命と健康を守ることを基本として、脱原発・再生可能エネルギーを目指す選択肢を設けること
が今国民から求められています。
　

34643 個人 自営業 ５０代 女性 原発廃止
核廃棄物処理
発送電自由化

原発の安全神話による再稼働　絶対反対。

何より、核廃棄物の処理もできないのに、核のゴミを出しるづけるのは反対。

核のゴミの放射能を無にする技術はない。
燃料プールも六カ所村も満杯に近い。
日本には何億年も安全な地盤もオンカロもない。
増え続ける核のゴミをどうするつもりなのか？

まだ起きていない巨大余震がいつ来るかわからない。
来年の12月なんて悠長なことを言っているうちに、巨大余震が起きたら。
今、4号機使用済み燃料プールの崩壊が本当に恐ろしい。

こんなにも恐ろしいものを、一部の人の利権の為に動かすなんて信じられない。

原発が安いという嘘に騙されることなく、一日も早く発送電を自由化して、
電力も価格競争が起きるようすすめるべき。

34644 個人 その他 ６０代 女性 原発「ゼロ」を支持するが、「ゼロシナリオ」そのままで
はなく、省エネ比率と、自然エネルギーの比率をシナ
リオ設定以上に上げる。

　福島の原発事故を通して、原発の危険性（被害が申告で、甚大である、被害が長期にわたる、事故の収束の難しさ、情報公開の不透明さ、使用済み燃料の最終処理の方法が確立されていな
い）、建設から廃炉に至るまで莫大な経費が必要なこと、電力会社の傲慢さと政府の甘い監督などを知った。今回の事故による被害の全容は、現段階では把握しきれず、今後どのような、被害
が表れるか不安を感じている。原発の危険性、政府・電力会社の体質と制度への不信などから「原発比率ゼロ」を支持する。
　省エネの意識は、定着しつつある。企業においても節電を心がけ、また、省エネ製品を開発するなどの動きも出てきている。明確なエネルギー政策を示すことができれば、省エネ比率を上げる
ことについての国民の理解を得ることは難しいことではない。
　自然エネルギーの比率をいずれは、１００％にする。「ゼロシナリオ」の自然エネルギー比率はもっと上げることができる。１００％になるまでは、火力に頼ることになるのは、当面の間はやむを
得ないが、その比率は省エネと現存する自然エネルギーの活用比率を上げ、火力の比率を「ゼロシナリオ」より低くする。９つの電力会社が分割・独占している送電については、是非とも逃げ道
やごまかしなく改めてほしい。
　日本の能力を生かして、今後は省エネ・自然エネルギーの開発・活用に力を注ぎ、原発なくしても国として成り立っていくことを世界に示したい。

34645 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。
311以後の私たちはゼロを選択すべき、安全でないも
の＝原発 を使うべきではない、と思います。そして国
土の環境を活かして、「波力」発電についても検討す
べきだと考えます。

資料を読んで、ゼロにすることが難しい現実も理解しましたが、それでも、原発の危険性について充分体感した私たちはゼロを選択すべきだし、安全でない原発をいつまでも使用すべきではな
いと思います。

・資料には、ゼロシナリオを実行する場合、「経済的負担が重くなってでも」という言葉が何度も出てきました。
　確かに現時点ではそうかもしれません。が、再生可能エネルギー使用のためのコスト軽減や、様々な開発のために研究したり努力したりする個人や企業を促進していってほしい。日本の技術
があれば、時間をかけてコストを下げていくことも可能だと思います。

・原発は海の近くに作られていますが、原発の代わりに、そこに波力発電所を作るというアイディアに賛成です。（3/11以降、研究者の方が発言されているのを目にしました）　海に囲まれている
日本だからこそ出来る発電方法です。太陽光、風　などのエネルギーに加えて、検討項目に追加していただきたいと思います。

・あわせて、電力消費について、もっと「節電」「省エネ」の意識を国民全体に根付かせる活動や規制をおこなうとよいと思います。
　たとえば、新宿・渋谷・銀座...　のビルのネオン。あんなに必要なんでしょうか。（景観の問題もあると思いますが）設置基準をもっと厳しくするとか、夜23時以降の光量の規制をする　等。また、
各地に数多くあるパチンコ店も1日中、煌々と灯りがついています。駅や道路など、安全上必要なところを除いて、もっともっといろいろなところでの過剰な電力使用の規制が必要だと思います。
　昨年の3月、暗い都内の繁華街の様子は少しショックでした。でも、それでも何とかやっていけたし、そういうものだ...　とみんなが慣れてしまえば、それが基準になれば、「眠らない街」である必
要はないと思います。

ゼロシナリオを実現するために、私たちは多少の経済的犠牲を払わなければならないかもしれませんが、現在の私たち自身のため、将来の子孫のため、日本だけでなく世界全体のために、全
員で犠牲を払わなければならないと思います。その覚悟を持てるよう、政府に積極的に方向性や対策・行動方針を示してほしいと思います。（戦闘機1台を購入するくらいなら）ゼロシナリオ実現
に向けて必要なものに予算をもっとかけてほしいです。

34646 個人 無職 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
2030年までに原発０でなく、今すぐ全て廃炉にして下
さい。

ゼロシナリオを支持する主な理由は以下の５つです。
１、電力会社と国の言う安全対策は貧弱で偽りが多いため全く信用できず、
　　2030年までに大きな地震があれば、福島と同じ事故を確実に起こす。
２、放射性物質はCO2より大きな環境破壊を引き起しているし、
　　無害化するまでに計り知れない時間を必要とする。これ以上核のゴミを増やしたくない。
３、原発は出力を調整できずエネルギーの無駄が多いうえに、
　　原子力発電所や高速増殖炉のために税金も無駄に使われている。
４、行き詰まった原子力発電より、省エネや再生可能エネルギーの開発に力をいれるべき。
５、電気よりも、きれいで安心な空気と水と食べ物が生きていく上で重要だし必要不可欠。

34647 個人 無職 ６０代 男性 わたしは、「20から25シナリオ」を選択します。現在又
は近い将来の科学技術の水準で実現できるシナリオ
だと思います。2030年の科学技術の水準や地球人類
の社会経済の構造変化は、予測困難だと思います。

昨年3.11の東日本大震災と東電福島第一火力発電所の事故に、日本国民の一人として遭遇したことは大変残念なことでしたが、これを機会に日本国民がいままで以上に努力をして、賢い選択
をして、世界に尊敬され続けるように願って止みません。

テレビや新聞では、原発反対の大きな声が報道されていますが、単に声の大きさに惑わされることなく、このような選択肢を有権者に示して、パブリックコメントを求めるという、落ち着いた、政府
の取り組みに安心致しました。国の施策に民意を反映することは大事ですが、私たちの民意を反映した結果、国会がねじれて私たち国民は痛い目に遭っています。まして、各メディアが毎月調
査する内閣支持率のように民意でころころ変わるのでは、原発の安全性どころか市街の交通安全さえめちゃくちゃになると思います。私たちの民意とはその程度であることも、私たち国民のみ
ならず、各メディアも認識すべきだと思います。

まず、技術面ですが、いまはリタイアしていますが、わたし自身は製造企業の技術に携わってきました。業種・分野が全く異なるとはいえ、東電福島第一火力発電所の事故で、原子力発電につ
いて基礎的なこともわかっていなかったと、技術に携わる者として恥ずかしい思いをしました。4号機のように休止中の原子炉でも電力供給を受けなければ、冷却ができず危険な状態になるとは
知りませんでした。
その後の報道によって、東電の技術者は専門家として、電力供給が不可欠であることを知っていながら、有効な対策を取っていないことがわかり、同じ技術者として、情けない思いもしました。
今回の事故に関連して報道される過去の事故に、1999年東海村のJCO臨界事故があります。被ばくした方が亡くなられるまでの格闘・治療がドキュメンタリで報道されたことを思い出しました。
その悲惨さは、広島と長崎の人数は20万分の1かもしれませんが、広島と長崎の被爆時の映像を再現するようなものでした。危険物を扱うということで特別な専門教育を受けているはずの方々
が、でたらめをやっていることに、わたしも製造企業で技術に携わる仕事をしていたこともあり、深い悲しみを抱きました。
科学技術は、こんなものではなかったはずです。人類10万年の歴史で、道具を作り、雨風をしのぎ、快適をもたらした、科学技術をもう一度、それに携わる者たちが、頼りになるものにしなけれ
ばならないと思います。
原発の次のエネルギー源として、いま、核融合の実用化研究が国際共同で行われていますが、原発を安全に制御する以上のハードルの高い技術が、いずれ求められると思います。それでも、
核融合の研究や技術開発は排除すべきではないと思います。
ヒッグス粒子の存在が証明されつつあります。これが、さらに応用と利用の研究がされ、兵器になるのか、平和利用できるものになるのか、誰にもわからないと思います。それでも、或いはわか
らないからこそ、ヒッグス粒子の研究は排除すべきではないと思います。
原発をより安全なものにする技術開発、燃料を再処理する技術開発は、排除すべきではないと思います。核融合の平和利用に、ヒッグス粒子の平和利用に、それらの技術は継承されていくと
思うからです。

次に、社会経済ですが、この地球上に私たち人類は、あと何年生き続けるのでしょうか？私たち人類社会の持続可能性というのはどの位の長い期間を考えればいいのでしょうか？100年や
1000年の短さではないと思います。縄文時代まで遡る、間氷期の始まる10,000年（1万年）、或いは、いま人類がアフリカから旅して来たちょうど折り返し点にいると思えば、あと100,000年（10万
年）程度の先のことは考えておかなければならないでしょう。
この地球にあと人類はどれだけ増えるというのでしょうか？現在、70億人だそうですが、例えば10倍まで増えるとしたら、それは想像できないことだと思います。人間が10倍増えて、かつ現在ろく
すっぽ食べれない人たちが、わたしたち日本人並みに十分食べれる量の食料を人類はどうやって手に入れることができるでしょうか。簡単には、農産物・植物が10倍の10倍で100倍に増える必
要があるわけですが、それは想像できないことだと思います。人類がアフリカから旅を始めて、南米チリまでたどり着いた10万年間で、この地球上に農産物・植物を作れる場所は調べつくされた
と思います 地球の温暖化 逆に寒冷化によ て砂漠を多少は農耕地にすることができるかもしれません 想像できるのはその程度だと思います



34648 個人 その他 ７０代 男性 原発ゼロシナリオを強く支持します。
理由
　(1)地震･津波・活断層大国の日本で、原発は危険が
多すぎる。
　(2)福島の惨状は、原発が未完成技術であるため。
　(3)放射性廃棄物の処理が技術的に未完成。

原発ゼロシナリオを強く支持します。
理由は、
　(1)地震･津波大国、活断層大国の日本で、原発はリスクが多すぎる。電力会社は「安全である」というが、具体的な説明はない。
　(2)東電の福島原発が招いた惨状をみれば、原発が完成した技術でないことが分かる。
　(3)放射性廃棄物の処理が技術的に完成していない。半減期3万年の廃棄物をため込んで
どうしようというのか。
　(4)停止中の原発の再稼働に反対。
　(5)福島原発の被災者は1年5か月経っても捨て置かれている。原発で事故が起きると地
獄になるという生きた実例だ。

34649 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢に対する意見

２０３０年に原発０ではなく、即刻０を主張します。

これから生きていく、そして、生まれてくる、国民に、少しでも危険な可能性の未来は与えたくない。

34650 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオ以外の選択肢はありません！
原発は、リスクが高すぎるエネルギーです。
未来に残すべきではありません。
即、原発からの脱却に舵を切ってください。

被爆国日本で、原発事故による被爆という恐怖が再びもたらされました。
それは今もなお続いている苦しみです。

家も土地も仕事も取り上げられ、故郷に帰れない苦しみ悲しみを二度と国民に与えない国造りを一刻も早く目指すべきです。

我が家は非農家ですが、末の息子が今春農業高校へ進学しました。
大地から命を作り出す仕事を選んだ息子を誇りに思います。

土地や水を汚染しない共存できるエネルギーへ、一刻も早く転換することを願います。
日本の技術力の高さは、きっと再生可能エネルギーで世界をリードできます。
安心して歳を重ね、子どもたちに未来を託せる日本にしてください。

34651 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電の方向性についてはゼロシナリオで進む
べきである。

人為天意に係わらず事故というのは必ず起こりうるものであると考えます。
事故が発生し、最悪の場合、人為放棄してもそれなりに収束するようなシステムが確立されない限り、また、核廃棄物の安全な処理システムが確立されない限り、日常的に原子力発電を使用す
るべきではないと考えます。
多少不便でも、何かしらを我慢しても、未来に対して有害な核廃棄物や放射性物質を残すべきではないと思います。

34652 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子爆弾を投下された唯一の被爆国として、また、３・
１１の福島原発事故で明らかになった原発の危険性
から、私たち国民の命を守るには、「ゼロシナリオ」し
かありません。

地震国日本では、近い将来相当大規模な地震が想定されています。その中で、原発の安全性を保つことは不可能です。また、今まで通り原発を続けることは将来の子ども達に、安全を保障す
ることができない危険な放射能を残すことです。使用済み核燃料をどうするかという技術も処分も不確定な中で、原発を動かしていくことはできません。本当に現在の処分の仕方は大丈夫なの
でしょうか。
　そこで、「ゼロシナリオ」を決定し、自然エネルギーの拡大に努力すべきです。そのことが新しい日本の経済成長にも寄与するはずです。

34653 個人 自営業 ５０代 男性 原発０にすべき。 福島でその恐ろしさ、影響の大きさを実感した。電力も、人口は減っているし、省エネや新エネに力を入れれば、あるいはがまんすれば十分だ。

34654 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 1、「ゼロシナリオ」であるべき。２０３０年では遅い。即
時ゼロとするべき。
2、原発のコストとリスクを隠蔽している。

・２０３０年では遅い“即時ゼロ”（→第４のシナリオ）にすべき、放射性廃棄物の問題。しかし、中国・韓国が原発を増設していることが問題。
・ウランの採掘の放射性廃棄物問題。
・原木しいたけなど、目の当たりにして仕事量２倍。子供をもつお母さんからの要望。茨城、福島の野菜が基準値以下でも売れない。
・世田谷のエネルギーは良い取り組み。全ての自治体もやるべき。シャープ（原発界とくっついていない）と連携。
・パブコメはどこまで反映されるのか分からないが、まず提出するべき。経済界からは２５％でも低いとクレーム。
・不買運動（原発癒着企業の製品）は現実的ではない。
・３つの中から選べというのはおかしい。原発事故を受けて作られたものなのに３つの内２つは原発を残す選択枠があるのは納得いかない。
→シナリオは原発ゼロを前提にしていない。
・直接処分にしても再処理にしても核使用済燃料は残る。
・原発はコストも掛かるのにメリットがない→電力会社の料金システム、発送電分離を考えるべき。

34656 個人 法人等 ４０代 男性 原発は今すぐ廃炉事業に転換すべき。 電力は権力。原発が必要なのは庶民に手出しのできない発電システムが権力者の利権確保に都合がいいから。自然エネに変えたら権力が庶民に分散し、あなた方の甘い蜜が減ってしまいま
す。

34657 個人 自営業 ２０代 男性 もう原発は必要ありません。これからの子供たちのた
めにももっと人類として知恵を絞った選択をしていただ
けないでしょうか？

よろしくお願いします。

いろいろな文明や個人が方針を変えていかなくてはいけない必要がある気がするのです。

34658 個人 その他 ４０代 男性 ０％にすべき。ゼロシナリオで。 福島の事故でもわかるとおり、１度事故を起こせば取り返しがつかない。国土の一部も失われている。放射線廃棄物の処理方法もなく未来に丸投げでは、これから生きていく日本国民に申し訳
ないのでは。

34659 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオがいいです。 少々不便な生活になっても、安心して生活できる方がいいと思います。
原発を稼働させていない時期も、生活できていたんだから、
わざわざ、また稼働させる事はないと思います。
楽な暮らしをする代わりに、毎日怯えながら暮らしていくのは嫌です。

34655 個人 その他 ３０代 男性 選択肢で示された2030年時の発電電力量1兆kWhと
いう数字には東日本大震災後の節電効果が織り込ま
れていない。節電効果を織り込んだ発電電力量を求
め、それに基づいた定量的な議論がおこなわれるべ
きである。

と思います。地球の温暖化、逆に寒冷化によって砂漠を多少は農耕地にすることができるかもしれません。想像できるのはその程度だと思います。
しかし、電力がこの地球にあとどれだけ必要か？といわれれば、あと10倍まで増えるというのは容易に想像できる範囲だと思います。中国の人が、インドの人が、アフリカの人が、わたしたちと
同じ程度に電力を使えば、それはもう10倍まで必ず増えると想像できます。いわゆる地球上の化石燃料は、あっという間に吸いつくされてしまうでしょう。わたしたち日本人は、いままでのように
は化石燃料を分けては、もらえなくなくなるでしょう。
ちょっと、わたしのような素人が想像するだけでも、地球人類の社会経済の構造変化はとてつもないものが待ち受けているのですから、技術のえり好みはできないと思います。たやすいことは
待っていないのですから、原発を選択肢から外すことは避けるべきだと思います。この地球で人類が生きていくことは、これまでの人類の大変な努力の上に成り立っていることに同じく、これから
も人類は大変な努力を求められていることに変わりはないと思います。

以下に、2010、2011年度の東京電力管内、関西電力管内、10社合計の
電力使用量実績をまとめる。

年度 東電 関電 10社
2010  247  127  760
2011  223  121  714
減少 9.6% 4.4% 6.1%

※電気事業連合会ホームページよりデータ取得。電力使用量の単位はGWh。
　「減少」は2010年度電力使用量に対する2011年度電力使用量の減少率[％]。
　東日本大震災の被害による影響を除くため3-4月のデータを除外。

2010年度と2011年度の電力使用量を比較すると、
東京電力管内の電力使用量は2011年度には2010年度に比べて9.6％減少している。
また、2012年度の電力使用量は現在までの時点で
2011年度とほぼ同じレベルで推移している。

以上のことから、東京電力管内では、東日本大震災後の電力需給の逼迫を機に
節電が大きく進み、かつその節電が定着しつつあると言える。

次に、関西電力管内における2011年度の電力使用量は
2010年度比で4.4％の減少と、減少幅は東京電力管内よりも小さい。
しかし、2012年夏の電力需給の逼迫が予想されて以来、
東京電力管内とほぼ同等のレベルの節電が実行されていることが
電力使用量のデータより明らかになっている。
今後も節電が定着すれば、東京電力管内並みの約10％の節電が見込めると考えられる。

このように、東日本大震災後の電力需給の逼迫を機に
関東、関西の両地域で約10％の節電が進んでいる。
10社合計での電力使用量の減少率は2010年比で6.1％となっているが、
同程度の節電を全国でおこなうことができれば、
これを10％まで上げることが可能だと考えられる。

今回、政府より発表された「エネルギー・環境に関する選択肢」においては、
議論の前提として、2030年における発電電力量を1兆kWhとして選択肢が示されている。
しかし、この値は東日本大震災以前の2010年の数値を基に算出されており、
震災以後に進んだ節電の効果が織り込まれていない。

今後の電源構成の議論においては、
上に述べた節電効果を織り込んで、より現状に即した発電電力量を算出し、
それに基づいた定量的な議論がおこなわれることが望ましいと考える。

注：
2012年の消費電力の動向については、以下のページに詳細がある。
http://www.jst-lcs.jp/activity/save-elect/item/20120711kousatu.pdf
http://www.jst-lcs.jp/documents/presentations/item/20120725press_shiryo.pdf

　昨年、脱原発を再度明確に決定したドイツに20年の遅れをとってしまいました。これまでの20年間でドイツが行ってきた様々な政策や挑戦を見習ってください。日本が旧来型の古いシステムや
思想にとらわれていることを自覚してください。
　米国の歴史学者ジョン・ダワー氏が言っています。「大災害や戦争などの歴史的瞬間に、本当は何が重要なのかに気付かされる瞬間が来る。その時、全てを新しい方法で考え直す隙間がで
きる。でも、もたもたしていると、その隙間はやがて閉じてしまう。（朝日新聞2011年4月29日インタビュー要約）」今がその時です。どうか、このチャンスを逃さないでください。フクシマの犠牲の上
に我々に与えられた新しいスタートの時を、どうか逃がさないでください。
　過去20年間でドイツはエネルギー消費6％削減、再生可能エネルギー比率を一次エネルギーの9.4％までに延ばしています。その中で二酸化炭素排出量を90年比23％削減した上で、経済を
30％拡大させています。それに比べて日本はエネルギー消費に対する対策をなんら行わなかったために6％の消費増加を招き、再生可能エネルギーは一切顧みられず、原子力政策のみを夢
のエネルギーとして宣伝し続け、結果的には二酸化炭素排出量若干の増加をみています。2030年のドイツの目標は経済成長を維持しつつエネルギー消費を32％削減、二酸化炭素排出量の削
減目標は60％（90年比）です。それが荒唐無稽な数字でないことは、これまでのドイツの政策実績が証明しています。（「国民のためのエネルギー原論」植田和弘、梶山恵司）
　エネルギーの効率的な利用のための政策と再生可能エネルギーをなるべく短期間で普及させるための政策が、どうしても必要です。しかも、決意を持って、早急に取り組む必要があります。
政治がリーダーシップを示さなければなりません。これは、国民全体の将来的な利益を考えた上での決定です。そして、これは一国家だけでの問題ではありません。もっと長く、広い視野でエネ
ルギー政策を考えなければなりません。この世界は今生きている私たちだけの世界ではなく、私たちの子供たちや、そのもっと先の人類のための世界です。そして、二酸化炭素の排出による地
球破壊、ウラン採掘による環境汚染などを考えた場合、エネルギーをどのように利用していくのか、あるいは消費していくのか、というテーマは一国のみの問題ではありません。全人類と、ひい
ては地球上に生息するあらゆる生物の未来のために、今何をすべきか、一人一人がもっと真剣に考える時に来ています。ここで道を誤れば、もう永遠に未来が閉ざされてしまうかもしれないの
です。
　「経済界」という姿のない大企業の権力者集団が、近視眼的に「経済性」を声高に叫んでいます。果たして「経済性」とは何か。彼らが権力者である間だけの経済性のことを言っているとしか思
えません。つまり、ここ5年から10年以内の短期的経済、あるいは、自分が権力の座にある今後数年の売上げ実績が彼らの言う「経済性」です。20年、30年、あるいはもっと長い目で見る必要が
一国の未来を決める時にはあるはずです。せめて30年から50年、そして100年くらい先までの、未来のあるべき姿を想像することが我々には必要です。使い捨ての時代はもうとっくの昔に終わり
ました。それは誰もが自覚しています。時代錯誤な過去の成功者たちが口にする経済性は、前時代的な古いシステムの上に構築されたものであり、これから先を生きる若い人たちのビジョンと
は大きくかけ離れています。これまでの経済至上主義社会モデルは既に破たんしました。どうか、新しい、希望の持てる未来を示してください。
　原発労働者について触れます。「経済界」の言う原発の経済性の裏には何がありますか。現場労働者です。彼ら権力者あるいは電力会社幹部や政治家たちが決して近づくこともないような危
険な場所で、圧倒的に劣悪な環境の下で、日々、とてつもなく安い賃金で自らの命を削りながら働いている人たちです。なぜそんなことをする必要があるのか。生活が懸かっているからです。そ
んな命に危険があるかもしれない仕事でも、今日、その仕事をしなければ生活が成り立たないからです。好き好んでそんな仕事をする人がいますか。それしかないから、その仕事をするので
す。もし、これが原発でなくて、たとえば風力発電の建設だったり、太陽光パネルの設置だったり、あるいは地熱発電の掘削作業だったら、健康を害することがあるでしょうか。防護服と線量計を
身に着けて、場合によっては死を覚悟するような仕事をする必要がありますか。どうか、子供たちのために、こんな仕事をしなければならないような日本にしないでください。どうか、「経済界」が
主張する短期的な経済性のために、人命を犠牲にすることがありあませんように。
　原子力発電を考えた時、その「上流」に遡ればウランの採掘現場があります。危険性をほとんど知らされないまま、私たちの電気を作る原料を採るために、ここにも命を削って働く人たちがいま
す。自然も破壊されています。そして、その次に原発労働者という犠牲があり、更に「下流」にいけば、放射線廃棄物の問題が消えようもなく立ちはだかっています。この現実をどうとらえますか。
このまま原子力発電を続けて、日本中に核廃棄物を埋設し、日本全土を放射能の墓場にしますか。
　使用済み核燃料の問題については、更に次のような懸念があります。一つは、劣化ウラン弾の原料となるということ。そしてもう一つは、核爆弾の原料となるということです。いずれも非人道的
な破壊兵器であり、私たちが目指すべき未来には必要のないものです。どうか、この点についても、原子力発電を続けることの害悪を考慮してください。
　まずは理想を持つこと。そこに向かって進むこと。新しい社会をつくる時に、そこに希望があること。私たちには、この困難を乗り切れるだけの理想と信念、そして技術を持っています。

34660 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 遅くとも2030年までに原発をゼロにしてください。
現時点で、即刻すべての原子炉を廃炉にしたい、とい
うのが正直な気持ちです。



34661 個人 自営業 ６０代 男性 原発はいらない。ゼロシナリオ以外に考えられない。
広島・長崎に投下された原爆の事を忘れたのか。昔、
東海村の原子力施設で核融合のニュースを聞き
「えっ！」と思った。太陽光・波・風・水素等をもっと使う
べし。

自民に騙され、民主にこれでもかと裏切られ、蹴飛ばされている。まるで最近の｢いじめ｣問題と同じである。臭い所に蓋をし、国民も解っているにもかかわらずうその答弁を言い、だましの国会
議員たち。例えば、原発で出来る電気料金(単価)はどの発電の物より安く作る事が出来ます。等と言う。燃えカスの処理については別？今、福島等の除染費用、その保管、健康管理の費用、賠
償の費用等、国家予算を上回ると思われるのにはっきり言わない。
国民がそんなお金持っているわけがない。1970年以降の国会議員や電力会社の役員で出せよ。資産をすべて出して下さい。責任を取ってほしい。国民は騙されて騙されて、金出させられて。
お金持ちだったら国外に行きたい。
本当に情けない。あんな国会議員はだれが選んだのか。選挙なんかしなくていい。いい加減にしてほしい。
　エネルギーは自然界の物に限ればいい。それで足りなければ成長を止めればいい。でも人間は大原則を守れないのかもしれない。その自然界に住んでいるのだからそれに従うべきだ。それ
を守る法律を作ってほしい。
　若い人たちに任せないと、世の中変わらない。でも、大阪のナチスに似た様な口から生まれたような団体は怖い。

34662 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 稼働中の原発は直ちに運転を停止し、存在する原発
の原子炉は廃炉とすることを要望する。

人類は放射能をコントロールできないことを、福島の原発事故は証明しました。また、使用済みの核燃料や除染された放射能を無害化する技術はありません。30％の節電で放射能エネルギー
に依存する原発を直ちに停止することは可能であり、存在するすべての原発の原子炉は廃炉とし、代替のエネルギー源は自然江ネルギ―に依存すべきです。

34663 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 1「ゼロシナリオ」であるべき。本来ならば、「即時ゼロ」
であるべき
2再生可能エネルギーの開発および普及を本気で考
えるべき

・“即時ゼロ”がないのはおかしい。→第４のシナリオとしたい。
・再エネを３つとも３０％～にしたことは評価できるが、もう少し高めでもいいのではないか→日本は自然エネルギーが豊富。山・海
・パブコメがどの程度反映されるかを政府は示すべき。
・日本がゼロを選択しても中国・韓国など隣国が原発をつくっていては解決なし。
・ゼロシナリオは消費者の負担ばかりが強調されている。原発コストは発電だけではない。
・使用済核燃料はどうするのか？直接処理にしても、再処理にしても核燃料は残ってしまう。
・原発の雇用をそのまま自然エネルギーに移行できないか。
・経済界からは２５％でも高いとクレームがあるが、原発を推進すると長期的には経済も疲幣するのではないか。
・考え方が大変近視眼的。
・電力会社は事業者としての社会的責任がある。メガソーラーなどの自然エネルギーをもっと推進すべき。
・どのシナリオも原発が嫌ならばＣｏ２を受け入れろとばかりだと思う。

34664 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを希望します。 今までのオイルショックなどの情勢などによるエネルギー政策の転換も
外圧によるものとはいえ、日本は高い技術力を駆使し、乗り切ってきたと思います。
今回のエネルギー政策の転換も、現状ではコスト高など乗り越えなければならない、技術的な課題もあるとは思いますが、政府・国民がゼロシナリオへ一致団結して向かうことにすれば、高い
技術のある日本は必ずや乗り切れると思います。
是非、全国民ひとつになって乗り切っていこう！と志をひとつにしていきましょう。
節電や課税で一人一人も大変だとは思いますが、みんな二度とこの惨事を繰り返さないと思いがんばります。

34665 個人 学生 ２０代 男性 選択時期とすべての人が自分と関わりがあると感じる
内容のお願い

 福島第一原発の事故から1年しかたっていない今，一般の人は原発が悪だという感情が強いと思います．そんな時に民意でエネルギーの選択をすると，今の感情で原発はいらないとなってし
まうのではないかと思います．しかし，エネルギー問題というのは目先の感情ではなく何十年後の未来を考えた選択でなければならないと思います．今回の三つのシナリオに関しても原発がダ
メだという前提で考えてしまっている気がしました．また，どのシナリオを選択すると普通に暮らしている一般の人の暮らしにどう影響するのかという点に重きをおいて説明してほしいと感じまし
た．原発に利点とリスクがあるようにどの発電方法にも利点だけでなくリスクがあると思います．そこをしっかり説明する必要があるではないかとも感じました．

34666 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 １、「ゼロシナリオ」であるべき。２０３０年を待たずに、
すみやかに停止するべき。
２、電力の不足や経済的なダメージを強調している
が、正しい情報とは思えない。
３、世論の声を真摯に聴くべき。

１、３つのシナリオについて
・本当に不足するのか、経済が止まってしまうのか、正しい情報が出されていない中で、中小企業が不安の中選ばざる得ない。仕組みの転換として、使用の多い大企業から価格的負担を。隠れ
電力を公表させ、それぞれの努力で全体使用量を減らしていく。
・製造コストを公表し、１ｋｗ当りが分かるように。

２.核燃料サイクル政策のあり方について
・原子力で働く人達、暮らしがある中で、その暮らし方を変えることよりも、今、学校教育の中で、この核燃料のこと、処理のこと、放射能の影響について正しく学ぶ機会をつくる。
・人間が制御できない物を推進すること自体誤りであり、これからの産業を変えていくことで、地域の雇用につなげ、再生エネルギーにシフトすることでこれ以上核物質を増やすことがないように
していく。不安を安心に。
・核燃料は永久的に残る。処理を政府に委ねるのではなく、将来を担う若い世代にも討論会等には参加できるようにすべき。
・我々の世代の責任として伝えていかなければならない。

３.要望事項
・今の日本全体が、事故のことも忘れられているような感じがある。現状を常に公表し、情報も正しく速やかに提供してほしい。
・さようなら原発の集会に１７万人の市民が集まった事実を受けとめ、特に若い世代の声を受けてほしい。
・パブコメ募集について、１つは内容が偏っている。もっと公平な内容にしてほしい。

34667 個人 無職 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します。 一度事故が起これば収拾がつかなくなり、誰も責任を取れない、取らない原発は要りません。

34668 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 ゼロシナリオを勧めてください 原発再稼動など、福島をもとに戻してから、いってください。

34670 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 1、「ゼロシナリオ」しかあり得ない。事故の教訓を生か
して、安全性、長期的　視点から速やかに停止するべ
き。
2、長期的なエネルギーの選択と言っているが、短期
的な経済視点での分析であ　り根拠とならない。

１.3つのシナリオについての意見

・ゼロシナリオしかありえない。速やかに安全性、教訓、現状、長期的視点か　　ら検討するべき。
・福島事故の教訓が不十分。地震、津波の言葉もなく、事故がないという前提で　書かれている。
・安全対策も不十分。再稼動も止めるべき。
・現状ほぼ動かしてない。経済・社会活動はできている。稼動必要性に疑問。ゼ　ロにするのが自然である。
・未来世代に対する責任という表現がない。
・長期的エネルギーの選択だが短期的な経済視点に引っ張られている。５年以上　先の経済状況が正確に見通せるのか？

２.核燃料サイクル政策のあり方についての意見

・廃炉や処理、また保管にかかる技術開発や人材は必要。
・それらの技術で雇用と国際貢献。

３.要望事項

・パブコメの公開を求める。国民的議論の為、受付随時公開すべき。どう扱うか　も明らかにしてもらいたい。

34671 個人 学生 １０代以
下

男性 原発はゼロにしてください。 地球にとってよくないと思うから。

34672 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロに賛成です。 福島原発事故が起こってしまった今だからこそ「原発ゼロ」へ向かうべきだと思います。

34673 法人・
団体等

学生 ５０代 女性 ゼロシナリオを支持する。 原発は危険すぎます。専門家ですら、事故が起きてから「想定外」などと言い訳をして、無知を逃れようとしているのですから。
この夏の猛暑も、2年前よりも少ない電力需要で、しのげたではないですか？つまり、日本にはこれ以上の電力は不要であることを実証しています。原発を推進することは、対外的政策に過ぎな
いことが見て取れます。
地球には、風や太陽など、安全な自然エネルギーが平等に与えられています。これを有効利用することに知恵を絞ることが、新たな産業や科学の発達に大いに貢献することでしょう。
真に国民の安全と幸せを保障することが政府の務めであり、その一つとして、原発を廃止することは不可欠です。

34674 個人 パート・
アルバイ

３０代 女性 原発依存｢0｣即時ストップ。 あまりに危険が高い。コストがかかりすぎ。

34675 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張します。
原発の安全性も全く確保されていないにも関わらずの再稼働は納得がいかない。
地震大国日本に原発はいらない。
他のエネルギーにシフトする間に計画停電が必要だと言うならばその情報を開示し国民の理解を得るべき。
本当に電気が足りないのであればだが。

もちろん、老人や子供、病人などは必ず優先的に保護されるべきと考える。

34676 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「2030年に原発0」では遅すぎます、「即刻、原発0」を。 風力やバイオマス、海洋エネルギーなどを含む再生可能な自然エネルギーの
推進について政府は本腰を入れてほしい。

34677 個人 自営業 ５０代 女性 原発は０に（２０３０年を待たず） 再稼動は、安全とは思えません。
再稼動をせず、速やかに原発を廃止してください。
福島の人たちにこれほどの苦痛を与えて、まだ続けるつもりですか？

廃棄物のことや、事故が起きたときの損害を考えただけで、原発に経済的な優位性もないことが明らかです。

危険を承知で、目先のお金に囚われて再稼動するよりも、早く脱原発の技術を推進した方がよほど国の将来のためになります。
原発の輸出は国の恥です。
脱原発をこそ輸出してもらいたいと思います。

原子力規制委員会の人事も、安全を目的としてください。
今のままでは、再稼動、原発推進を目的としているようにしか見えません。

テレビを見ているといつも、国会の議場は冷房が効いているのだなあ、と思います。
夏らしい格好でいられる温度じゃなさそうです。
国民はかなり節電をしているのに、ふーん、と思います。
だから、国民の気持ちが分からないのかもしれません。
分かるように頑張ってください。

34678 個人 自営業 ６０代 男性 (1)の２０３０年0％ 核燃料の安全な処理が確立されていない現状ですぐにでも原発は廃炉にすべきと考えます。安全で持続可能なエネルギーの開発に力を注ぐべきです。

34679 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「できるだけ早期に」原発を 0％にする事　既得権益で
はなく、人権を守る政策と切り替える事　電力自由化
や発送電分離は不可欠なので、速やかに行う事　福
島の人たちのきちんとした保証を行う事

３つのシナリオのうち、唯一の「脱原発シナリオ」と言え、あえて選ぶとすれば、0％シナリオしかありえません。ただし、いつ 0％を実現するのか書かれていませんし、省エネの努力や再生可能エ
ネルギー導入の見込みも甘く、石炭火力に大きく依存するため、地球温暖化対策を加速する選択肢となっています。
再エネや省エネの負担がことさら強調されていますが、2030年まで続けた場合には大きな原発リスクを背負うコトにもなります。
原発ゼロと温暖化対策の両立は可能です。省エネをもっとすすめ、再生可能エネルギーを最大限導入する第４の選択肢が必要です

34680 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 未来の子どもたちのために「ゼロシナリオ」を！！ 日本は国土が狭く地震も多いため、原発には向いていないと思います。また、核廃棄物はこの先何千、何万年先の子孫までに大きな負の遺産を背負わせるものだと思います。
もう目に見えない、においもないものにおびえるのはごめんです。

廃炉にするためにも原子力に関する研究はこれからも必要だと思いますが、もっと自然エネルギーの研究にお金をかけて、未来の子どもたちのために原発のない「ゼロシナリオ」の社会にしてく
ださい！
日本ならきっとできます！

貨物自動車等の商用車分野における圧縮天然ガス自動車（以下ＣＮＧ車）の普及は、クリーンエネルギーへの重点シフトと成長の確保の視点から、エネルギー安全保障の強化、地球温暖化問
題解決の貢献のために、天然ガスシフトの推進に資する極めて有効な方策であると考えられる。

１．エネルギー安全保障の強化
･運輸部門の石油依存度はほぼ100％であり、中でも主として貨物自動車で消費される軽油は、運輸部門のエネルギー消費量の３割を占める。
･しかも日本の原油の86.9％は中東からの輸入に依存しているので、最近の中東における不安定な状況からその地政学的リスクは非常に大きい。
･かかる運輸部門、とりわけ基幹物資、生活物資等に係る貨物自動車による輸送は、社会インフラを形成しているといっても過言ではなく、その部分が石油に100％依存しているリスクは非常に
大きいと言わざるを得ない。事実、東日本大震災の際のガソリン等の供給不足によって生活物資の供給が一時的にせよ滞り、国民生活に大きな支障をきたしたことは記憶に新しい。
･このような状況を踏まえ、乗用車部門では電気自動車あるいはプラグインハイブリッド車へのシフトが具体的にあげられているが、先述のように運輸部門のエネルギー消費量の３割を占める
貨物自動車を中心とする商用車分野の方向性は、必ずしも十分明示されているとは言いがたいと思われる。乗用車とは異なり、商用車分野では電気自動車や燃料電池自動車などは、まだま
だ実用性や短距離の集配から高速道路を長距離･長時間輸送する運送用貨物自動車という意味での汎用性があるとは言えない現状にある。
･一方、天然ガスは、昨今のシェールガス革命による供給体制の革新的な変化もあり、エネルギー安全保障あるいはエネルギー源の多様化の観点からも大きく注目されている。それゆえに、第
２章第２節．において将来のエネルギー供給の多様化の一つとして天然ガスシフトの推進が指摘されているものと考える。
･このような状況に鑑みれば、乗用車部門と対になるべき商用車部門においては、ＣＮＧ車の普及が当面するエネルギー安全保障、エネルギー源の多様化の観点からも極めて現実的な解であ
ると考えられ、商用車部門の石油依存度を下げるための唯一の方策といえるものではないかと考える。

２．地球温暖化への対応（ＣＯ２削減）
･天然ガスそのもののＣＯ２発生量は、貨物自動車の燃料である軽油と比べ熱量あたり約27％少ない。また、再生可能資源から製造したカーボンニュートラルであるバイオガス（天然ガス）もＣＮ
Ｇ車に使用可能であり、地球温暖化への対応に大きく貢献する。
･一方で、ＣＮＧ車の燃費はディーゼル車に比べると総じて劣っているといわれるが、燃費は走行条件が異なることで大きく違うことから、定量的評価は難しい。
･これまで私どもや日本ガス協会等で行われた実証実験をベースに考えると、燃費を考慮したＣＯ２発生量は、ＣＮＧ車はディーゼル車よりも10％前後少ない傾向が見られる。
･それでも昨今のディーゼル車の燃費性能の向上には目を見張るものがあることから、ＣＮＧ車をはじめとするディーゼル車以外の自動車の燃費性能の向上への努力についても、記載していた
だきたい。
･なお、ＮＯｘ、ＰＭはポスト新長期規制をはるかにクリアし、ＳＯｘ、黒煙等の発生も無く、また次期排出ガス規制（2016年頃実施予定）も現在の技術でクリアする可能性が大きく、ＣＮＧ車は環境
性能に特に優れた自動車である。

３．エネルギーを基軸とした経済成長の達成
･現在、天然ガス自動車は全世界で年間100万台を超えるペースで普及しており、平成24年には全体で1,500万台を超える導入が図られている。海外（特に米国やアジア地域）では、ＣＮＧ車普
及への関心が高まっており、このようなＣＮＧ車の海外需要の取り込みが、日本の経済成長の新たな柱となりうると考えられる（例：韓国では政府がインフラ整備も含め、全面的にバックアップし
てＣＮＧ車（バス・トラック）の普及を政策的に推進している。インド、タイなど新興国ではＣＮＧ車が著しく増加している。）。

34669 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「表３クリーンエネルギーの政策イメージ」で、「電気自
動車」や「プラグインハイブリッド」などの自家用乗用
車の記述に加え、貨物自動車等の商用車分野におけ
る天然ガス自動車を積極的に取り上げていただきた
い。



34681 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発比率は「即時」ゼロ％を求めます。
核エネルギー利用禁止法の制定を求めます。
廃炉庁の設置を求めます。

政府は「今」原発をどうするかという議論を封じ、18年も先の原発比率をどうするかという議論にすりかえていることに強く抗議します。問題を先送りし、ほとぼりの冷めるのを待つおつもりです
か。福島の原発事故被害者をはじめ多くの人びとが求める原発即時廃止の声を無視するのですか。国民を愚弄するやり方です。私たちの要求は2030年ではなく「即時」ゼロです。なぜなら、原
発は地震に耐えられないことが明らかだからです。そして、動かせば動かすほど核のゴミが増え、未来の世代にその管理を押し付けることになるからです。核ゴミをどうするかについてまともな
説明ができない以上、まず止めるしかないではありませんか。また、原発は非人間的な被ばく労働なしには成り立ちません。原発下請労働者や周辺住民や未来世代に犠牲を押し付ける原発
は、倫理的に許されず、有害システムとして即刻解体し、新規建設は禁止すべきものです。
福島原発事故収束作業の現場で線量計を鉛カバーで覆う不正が報道されましたが、現在東電に任せきりで、労働者の命と安全が守られていません。また、このままでは、線量限度超えで事故
収束作業員が不足することになりかねません。除染作業も、現場任せで労働者やボランティアの安全が守られていません。現存する原発の廃炉作業は長期にわたります。核のゴミ問題も、先
送りせず正面から取り組む必要がります。こうした問題に対処するために、核の後始末を行う「廃炉庁」を設置し、核利用に手を染めた国の責任として、後始末作業に当たる労働者の命と安全
を守るための機構をつくるべきです。
原発だけではありません。核武装のための核燃料サイクル計画を即刻中止、解体すべきです。今回のエネルギー選択肢の真のねらいは、技術的にも経済的にも破綻している核燃料サイクル
政策の延命にあるのではないですか。国民を15％シナリオに誘導し、セットになっている使用済燃料の再処理の余地を残し、国民の合意ということにして、年末までに策定される原子力政策大
綱に核燃料サイクル政策存続を書き込むというもくろみではないですか。
平和利用名目の原発も、軍事利用に他ならない「もんじゅ」や「六ヶ所再処理工場」などの核燃料サイクル施設も、地震列島に存在させることは、全世界の命に対する罪です。既存原子力施設
の廃止、新規建設禁止、原発輸出禁止を明記した核エネルギー利用禁止法を制定し、日本はヒロシマ・ナガサキ・フクシマの経験と反省を世界に伝え、反原発の先頭に立つべきです。
政府は財界の言いなりで思考停止のまま、ただ惰性でこれまでの政策を継続することしかできないのですか。安全対策を怠ったことが、福島原発事故につながり、これだけの事故を起こしても
なお無反省に再稼働、原発輸出を強行することの延長線上にあるのは、次の悲劇しかありません。過酷事故の発生源をなくさない限り、結局日本を滅亡に導くことになるでしょう。この狂気の原
発体制を正気にもどさなければなりません。急を要するのです。地震の少ない他国の原発事情とは条件が違います。３つの選択肢などという寝ぼけたことを言っている場合ではありません。問
題の先送りは許されません。

34682 個人 無職 ５０代 男性 現在から将来に渡って最もライフサイクルコストが最
小となる組み合わせを採用すべき。
現状では原子力発電の比率が最も高い組み合わせ
にすべき。

今回の震災後の原子力発電所の事故に伴う電力制限等の事象を見るに、国家経営におけるエネルギー政策の重要性。および以外にも原発の安全性（放射能による死者はゼロ）を実証したも
のと考る。
したがってこれらをより良い方向へ発展させるために。国家目標として
１．世界的に競争力がある電気料金の実現。
２．原子力発電の安全性向上とダウンサイジングを目的とした家庭用原子力発電機の実現。
３．移動式発電所機能を備えた災害出動用原子力航空母艦の実現
４．最も実現性の高いエネルギー源である地熱発電比率の向上
を取り組むべきと提言します。

34683 個人 無職 ６０代 男性 原発０を支持します。 国、政府、電力会社は信用できません。原発は有つても無くてもそのつけは弱い者に向けられます。したがつて原発０を選びます。

34684 個人 無職 ７０代 男性 4か所ぐらいの原発を、経営効率は、いくら悪くても保
持すべきだ。
目的は、今後の数十年にわたる、国内原発の安全訓
練のため。さらに、中国や韓国の原発事故対処のた
め。

　私の住まいは、玄海原発の西風下31キロのところ、中国の黄砂と原発の風下、さらに韓国の原発の風下、北朝鮮の東南にも当たります。これは日本全体の立地条件でもあるので、その視点
で意見を述べる。
(1)原発のような、長期システムに対処するには、数十年後の子や孫に対する安全志向が必要。
(2)一度手を出し、使い始めたシステムに対して、“即”とか“完全”などという、偏った言論は好ましくない。とにかく子孫の健康を守ることが第一。
(3)地球的立場などとまで言わないが、気候だけには注意が必要。
(4)今後の安全訓練のため、国内に4~5か所原発を残す。そこを安全技術の研究拠点、事故に対する防災・安全訓練の拠点とし、現在の地震防災訓練以上の活動をする。
(5)なお、(4)の成果を踏まえて、周辺国への安全・防災技術協力を進める。この協力は第一義的に日本の安全のためであり、工業とかシステム技術協力とは異なる。（工業技術やシステム技術
は、戦後日本が努力して海外から特許権を買って、導入してきたように、有償の商売とすべきもの）
(6)さらに、原発廃棄物の処理技術の確立に励む。

34685 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 どの選択肢も地球温暖化防止にならないので、第４の
提案をします。原発はゆくゆくは０に。火力発電が増
えても困る。自然エネルギー発電の比率を高め、徐々
に原発をなくし、火力発電も減らす。

(1)子孫にも美しい地球で暮らしてほしい。
(2)地球を急速に人類の住めない星にしてしまいたくない。
(3)これからは地球規模で物事を考えてほしい。

(1)原発はリスクが高い。
(2)火力も便利だが、頼りすぎても良くない。
(3)持続可能な自然エネルギー発電が長い目でみればベストな手段。

原発を急に０にしようとするから、反発が出る。期限を区切って、徐々に減らして最終的に０にすれば、人は慣れる。
火力の使い過ぎは論外。
今は多少無理してでも自然エネルギーへの転換をしないと、後世にとんでもないツケを残す。
今の危険な状態を世界に警告するためにも、日本が率先して自然エネルギー発電の先駆者となってほしい。

34686 個人 自営業 ３０代 男性 2030年の原発依存度0％を支持します。 東京電力福島第一原発の事故で、原発の危険性を実感しました。
また、電力会社の経営と原発の公益性が利益相反しています。

国民の健康を犠牲にして、電力会社とそれに癒着する政府、経済団体が成り立っています。

地震大国の日本は、原発依存度を早急に0%にし、
省エネ・再生可能エネルギーをすすめるべきです。

34687 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は反対です。 命と健康を犠牲にしてまで原発を稼働する意味がわかりません。脱原発の世界の流れに歩調を合わせてください。経団連の方々の声でなく私たち国民の声を聴いてください。

34688 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発即時廃止 そもそも原発をはじめたのが間違い。
目の前の利益で　人類の未来を奪おうとしています。
決して事故は起こらないと言ってたものがわずか４０年で起こってしました。
今の技術では　もっとどこかで起こる期間が早まるだろうと思われます。
早くやめて廃炉にして　燃料棒をなんとか処理できるようにしていただきたい。

34689 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発を再稼働せず０％とすることを選択してください。
再生可能エネルギーへの転換を進めてください。

安全確保されない危険な選択は許せません。将来に向けて今、決断していただきたいです。全世界的にも被害を広げているという自覚を持つべきです。無責任な１５％シナリオなども論外で
す。いのちを守ることが最優先される世の中にしてください。原発は地球温暖化にもつながります。１００％再生可能な太陽光、風力、バイオマスなどの開発にこそお金と力を使ってください。原
発再稼働を今現在も仮設住宅で生活している人々にまともに説明できるのでしょうか？軌道修正の時だと思います。絶対に再稼働は許せません。

34690 個人 自営業 ６０代 女性 原発０に向けて最短距離を進むようしてください。　自
然エネルギーの開発を急いで下さい。

この世では、想定外ということは、どんな事をしても起こりうることです。原子力を使った技術で想定外の理由で事故が怒った場合に、地球規模で、又未来永劫に禍根を残す事故が起こりうるか
らです。廃棄物の処理さえも、解決されていないのに、見切り発車している無責任さは犯罪でさえあると考えます。現在の自分の身の保身だけで、コスト負担を将来に先送りし、未来の命への配
慮もない、こういう事は許されないことです。一方、CO２の排出を抑えなければ、地球温暖化の問題が深刻であることも確かです。原子力は、コストが安い安全だというのは誤りであり嘘です。
地球のあらゆる生命の為、地球の環境が持続可能である為に、人類は限りない欲望を抑制して、自然と共生することを考えるべきです。

34691 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発２０～２５％シナリオを支持。 日本のＧＤＰと電力消費量はほぼ比例しており、その30％を担う原子力を維持しなければ、ＧＤＰも30％減となる。

その結果、企業の倒産や失業、リストラ、若者の就職難、自殺の増加などが容易に予想される。
ＧＤＰの減は、すなわち個人の可処分所得が減ることであり、益々日本経済が疲弊し、大きな悪影響を与えることになる。

太陽光や風力発電などは、世界を見まわしても現時点ではあくまでサブでしかなく、日本の電力の30％を確保できるまでには、まだまだ相当な時間と研究開発が必要である。

化石燃料は為替の影響を受けると同時に、輸入経路であるシーレーンの確実な確保とセットで考えなくてはならない。
シーレーンを確実に確保するということは、日米同盟の堅持や国防論にまでいきつくことであるが、現政府にはそういう発想はまったくゼロである。
従って現時点では、原発２０～２５％シナリオを支持するしかない。

34692 個人 学生 ２０代 女性 原子力発電は今後も続けていくべきだと思います。 　脱・原発の声が大きくなっていますが、わたしは原子力発電は今後も続けていくべきだと思います。
　新聞等には、原発が無くてもテレビやエアコンを我慢すれば大丈夫だという意見も載っていますが、そういう問題ではないと思います。本当に電気が供給されなくなって困るのは、家庭よりも工
場など安定した電気の供給が必要なところだと思います。エネルギー問題を非常に狭い範囲で考えるもではなく、もっと広い視野でみる必要があるのではないでしょうか？そのためにも、マスコ
ミには、原発の問題や根拠の無い数字ばかりではなく、原発によって何が出来ているのか、そういった情報も国民に伝えてほしいと思います。

34693 個人 家事専
業

４０代 女性 福島の人、心、土地を汚染し原爆の被害国で原発事
故を起こした責任は大きい。世界の模範となるべく今
後のエネルギー政策は原発ゼロを要望。また原発地
域は代替エネルギーなど新たな雇用対策も検討すべ
き。

今も福島の原発事故は収束しておらず、故郷に帰ることすらままならず、仕事も未来も見えず健康不安を抱えている人達が多数いることを私達は忘れてはならないと思う。そして福島だけでなく
広範囲に渡る放射能汚染のせいで健康と食の安全という重大事が長期に渡り脅かされていることも忘れてはならない。
原爆の被害国であるこの国でこのような重大な原発事故を起こした責任は大きく、世界の人たちが見守る中、二度とこのような事故を起こさないためにも、想定外のことを引き起こし制御できな
いようなエネルギーである原発は必要ではない。
昨年の震災後の節電でも各家庭での10％の節電は意外と容易なことだった。目先の利益だけでなく、強い信念を持って原発に頼らない安全なエネルギー政策を国も経済界も皆が推し進めて、
原発に依存しない世界の見本となる国になってほしい。
また原発立地の自治体や原発で働いている人のために、代替エネルギーの開発など原発以外の新たな雇用対策を早急に考え、原発の交付金に替わり自治体が自立していける政策をとるべ
きだと思う。

34694 個人 自営業 ３０代 女性 2030年の原発依存度0％を支持します。 子供の命を犠牲にして運営する原発に怒りを感じます。

これから、原発がなくても、電気が大丈夫な制度にしてください。
私達も参加します。

廃棄物の行き場をどうするかのシステムが出来上がってから動かしてください。

34695 個人 自営業 ５０代 女性 日本国の原発依存度について、 ０パーセントを希望します。
福島第二原子力発電所の問題、周辺地域の環境問題、住人のこの先の生活などなど、未解決の問題が山ほどあるのに、なぜ原発に依存しようと思うのですか？原発を使うなどの意見が出る
こと事態、国民の安全など全く考えていないも同然ですし、福島県のみなさんの苦労など、なにも考えていないことになります。原発は要りません！日本にも地球にも必要ありません！
０パーセントで暮らしましょう！

34696 法人・
団体等

会社員・
公務員

５０代 女性 あんなに大きな事故があり、日本中が不安になった、
福島の原発事故がまだまだ収束していない中、原発
を再稼働することに憤りを感じます。
こんなに危険な原発0％にして欲しいです。

今、反対しなければ、将来、国民の生命や生活までが、脅かされます。
不安なままでの原発の稼働には、絶対反対します。

34697 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロシナリオに賛成 理由も何もふざけんじゃない

原発ゼロシナリオに賛成以外なにが理由か、言葉なんかこれ以上必要ないだろう！

俺は怒っている！福島で生活が始まろうという時に原発のせいで岡山まで引っ越した！
使い終えた後も有害なゴミを垂れ流し続ける原発
地震国にはふさわしくない原発
いや地震がなくても想定外のことがおこるんだよ
世界中にあるべきでない

早く収束させろ！

ばかもん！

34698 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 国会事故調の最終報告を無視して「将来のエネル
ギーについて国民の声を聴く」
など国民を愚弄している。

国民の声を聴くなど茶番で15％に誘導するデキレース。
こんな茶番をやる前にまず、国民の代表である国会が委託した国会事故調の
委員を国会に招集して意見聴取会を開くこと。
政府の事故調の報告など誰も信用していない！

34699 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持し、2030年までの出来るだけ早期
にゼロにする。

原発ゼロシナリオを選びます。福島の事故で、原発が圧倒的な不特定多数の一般市民の生活を一瞬にして根本から揺るがすほどのリスクを抱えることを証明したはずです。そのようなリスクに
対して完全な回避／対処策が無い限り、産業への影響も多いかもしれませんが、政府の主導で自然エネルギーへの転換を促すべきです。さらに、地域分散型のエネルギー供給、一社独占か
らの転換と電力システムの改革を希望します。

34700 個人 家事専
業

６０代 女性 原発の割合を即ゼロパーセントにすることを望みます いったん事故が起きれば人命にかかわるような電気はいりません
作業員の犠牲の上に成り立つような電気はいりません
一部の人たちの利益の上に成り立っている電気はいりません

34701 個人 その他 ３０代 男性 命が大事と云うのなら、経済活動を維持する為にも
原子力発電を肯定すべきです。

原発に対し、将来のことを心配して、不安を抱く人たちもいるでしょう。
しかし、今のこの日本経済のことも将来のことと同じく真剣に考えなければならないと念います。経済活動あってこそ、生活が成り立ちます。今日まで電力を毎日供給してくれる原発エネルギー
は、命を繋ぐエネルギーでもあると考えます。
３、１１のことで確かに恐れを感じる人たちもいるでしょう。しかしその方々とて、原発なしで今を生きることは難しいのでは、と思います。
ライフラインを電力に頼っている現在、夏は熱中症、冬は厳しい寒さ等、電力なして毎年を乗り切るのは、極めて難しいと思います。
原発に変わる新エネルギーがあるなら、これが今すぐに、また近い将来、
原発の如く２４時間、３６５日、われわれの生活と経済繁栄を続けて行けるものとなるまで、原発は必要です。
原発は、新エネルギーがあるなら、これが公的に実用可能となるまで必要です。
「脱原発は困ります』



34702 個人 学生 ２０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 私は「原発ゼロシナリオ」を選びます。すなわち、原子力発電所の即時廃止です。

その理由は、端的にいって、原子力発電というものが、他者を犠牲にしてしか成り立たないシステムだからです。

昨年2011年3月の福島原子力発電所の大事故で明らかになったように、原子力発電所は一たび事故が起きれば、大量の放射性物質を周辺地域に撒き散らし、そこに住む多大な人々、動物、
植物たちを徹底的に破壊します。そして、一たび起きた被害は、決して取り返しがつかないのです。
このようなものが、科学技術によってコントロール可能なものでないことはもはやあまりにも明らかです。
また、問題はこれだけではありません。
原子力発電は、事故が起きようが起きまいが、すでに多くの人々の犠牲を基盤として成立しています。
まず、原子力発電所の建設場所を地方・周縁部に集中させることは、そのまま事故が起きたときのリスクをその地方の人々に負わせることを意味します。
次に、放射性廃棄物の処理に関する問題点もいまだ解決されてはいません。
「トイレのないマンション」といわれる原子力発電所を今後も稼働させ続けることは、廃棄物処理場が建設される土地の住民、またその事業に携わる現在から未来の人々にまでそのリスクを負
わせるということです。
最後に、被曝労働の問題があります。
原子力発電所を運営していくためには、末端で安価で働く労働者たちが不可欠ですが、その作業には必然的な被曝が伴います。被曝は人体の健康を確実に損なうものであり、このような労働
に従事させざるをえないような状況を黙認することは、労働者たちの人権侵害であり、明らかな違憲行為であると考えます。
以上のことから、私は「原発ゼロシナリオ」を選びます。
これらの問題点を承知したうえで、それでもなお原子力発電を継続するというなら、現政府の態度は他者への敬意、想像力を欠いた非人道的なものといわざるをえず、またそのような決断は
「英断」ではなく、明らかにただの「暴走」だと考えます。

34703 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年に原発ゼロにするのはいかがなものか？再生
可能エネルギーを現在の10倍にすることが本当に可
能なのか？原発ゼロは日本から企業を海外へ出すこ
とになる。

2030年までに原発を徐々に減らし、最終的には原発ゼロにすることは不可能である。家庭の電力だけであれば、再生可能エネルギーを駆使することと省エネの強化で賄えるかもしれない。
しかし、企業の電力はそうはいかない。大電力を使う企業が現在の日本を支えていると言っても過言ではない。その企業に原発ゼロにするから生産を抑えてほしいということもあり得ない。その
ようなことを言ってしまうことが、日本から企業を海外へ移転させてしまうことになる。
現在のように電気なしで企業が成り立っていけるかとは思えない。
そのことを冷静にそして、慎重に考えるべきである。
福島原発の事故は大変痛ましい事故であり、原発依存に対しても慎重論や脱原発論が出てもおかしくはない。
しかし、電気が無くて本当に日本の企業、日本の発展は考えられない。
そこのところを良く考えるべきである。
感情論でエネルギー政策を考えることはいかがなものかと思う。
日本の企業を海外に移転させてもかまわない。と思うのであれば、日本人も海外に移住してしまうだろう。働けるからこそ生活があるのである。

もっともっと冷静な議論をすべきである。

私は、2030年は原発２０～２５％支持する。

34704 個人 自営業 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。 太陽光・風力など自然エネルギーの不安定さを解消する技術促進に力をいれ、電気は電気にしかできない使い方をするべく呼びかけるべきです。同時に、暖房・給湯などは、太陽熱、バイオマ
スなど化石燃料に頼らない方向性を探りたいです。建物は断熱、通風、採光をよくし、省エネルギーで暮らせるよう、技術を共有していけば、原発をとめても十分暮らせると思います。原子力の
ように、制御が大変で、個人がかかわれないようなエネルギーではなく、身近な小さなエネルギーを見直して、生かしていくような方向転換をしたほうがよいです。そうでないと、核のゴミなどの、
次世代への負担が増すばかりだと思います。

34705 法人・
団体等

法人等 ５０代 女性 絶対0以外ありえません。 安全性が、確認できないままに可動するなんて考えられません。1年以上立った今でも多くの人が肉体的、精神的に苦しんでします。普通の生活が送れない現状をもっと知ってほしいと思いま
す。繰り返しこの現状をおこさないで下さい。

34706 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 情報が錯綜し最早信頼し得るソースがどれなのか不
明な現在。ただ人の手に余る力を人が操作するのに
は反対。今すぐが無理なら10年後、原発ゼロで国民
が共生できる方法の研究を求めます。

そもそも3つの選択肢というのがおかしい。ゼロベース以外を選択すればさらに原発が増えるとはどういうことだろう、あのような大きな事故の後、どうしてそういう選択肢が二つも設置されたのか
が謎。
今すぐにすべての原子力発電所を停止させた時、日本人の生活、経済にどれだけの影響があるのか、残念ながら専門家が各専門分野側からのみの見解を述べており、どれが正しいのか素人
には推測すら難い。そこに利権が絡んでいると聞くとなおのことである。

しかし10年後、
『各家庭ソーラーパネル設置（国からの助成金などを設ける）』
『原子力、火力以外の自然エネルギー発電をさらに研究（研究費予算増）』
『東電、関電、九電など現存の発電会社以外にも選択肢を増やす』
このような努力で、原発をなくしても、化石燃料に今以上に頼ることなく電力を得ることが可能なのではないかと思われる。

どうか、原発から得られる目先のカネに執着するのはやめてください。
私たち、私たちの子供たち、そしてそのもっと未来の日本のために。

34707 個人 その他 ３０代 男性 ２０３０年に原発ゼロ、それ以前にゼロにしてください。 福島の原発事故により、人類と核は共存できないことが改めて明らかになりました。まして、地震大国の日本に原発などもっての他です。福島、否、全国の放射能被害の損害は電気代だけで賄
えるのですか？今後日本のどこかで原発事故が起きたら日本が破たんします。２０３０年の原発ゼロを求めますが、それよりも早く原発をやめてください。

34708 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 (1)原子力によるエネルギー依存を将来止める
(2)代替エネルギーの早期開発
(3)代替エネルギーまでは、地熱、風力、太陽光エネル
ギーを
　可能な限り使用する
(4)電気代の据え置き

(1)原子力によるエネルギー依存を将来止める
　人間が、１００％制御できない危ないエネルギーは使用しない、
　また原子力での災害発生の場合は被害が相当大きく国民の負担がままならない

(2)代替エネルギーの早期開発
　現行の火力発電と国民の省エネでは、電力不足になる事が予想されるため
　代替エネルギーの早期開発が必要。また日本経済発展の足がかりとする

(3)代替エネルギーまでは、地熱、風力、太陽光エネルギーを可能な限り使用する
　代替エネルギーが開発実行できるまで地道ではあるが地熱、風力、太陽光エネ　ルギーを活用する

(4)電気代の据え置き
　電気を多く使用する日本企業にとって、これ以上電力コストが上がれば、日本　での存続問題になるため電気代は据え置く事を念頭に代替エネルギー開発を行　う

以上

34709 法人・
団体等

会社員・
公務員

５０代 男性
　人類の危機を回避するためにも、1日も早く原発を止
め、自然エネルギーへの転換を図るべきです。

　現在の人類の持ちうる知識と技術では、原発の危険性に対処することは困難です。核燃料廃棄物の処理の仕方さえ確立されず、地中にうめるような無謀な手段しか持ち得ていません。
福島の原発事故は、これまで政府が説明してきた原発に関する安全神話が完全に崩壊しました。
　ついに日本に、永久に住めない地域をつくりだしてしましました。
　二度とこのような過ちを繰り返さないためにも、1日も早く原発を廃炉にして、原発から撤退すべきです。

34710 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成 理由も何もふざけんじゃない

原発ゼロシナリオに賛成以外なにが理由か、言葉なんかこれ以上必要ないだろう！

私は怒っている！福島で生活が始まろうという時に原発のせいで岡山まで引っ越した！
ストレスで持病も再発して入院もした！

買い物してもいちいちベクレっていないか気になる
子供の給食のことで保育園にいちいち確認する
この手間、あんたらにはわからんだろう！

使い終えた後も有害なゴミを垂れ流し続ける原発
地震国にはふさわしくない原発
いや地震がなくても想定外のことがおこるんだよ
世界中にあるべきでない

早く収束させて！

34711 個人 家事専
業

３０代 女性 １、ゼロシナリオを選択 選択肢が三つしかないのでゼロシナリオを選択します。
しかし２０３０年までとありますが、地震活動期に入った現在、明日日本のどこかに大地震がきてもおかしくないのに原発が稼働していることは危険すぎます。即時全原発廃止を望みます。
今度事故が起きたら、いやもうすでに日本だけの問題ではすみません。
人類とすべての生物の生存を危険にさらした選択などあり得る筈がありません！

34712 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電からの脱却。
原子力発電の無い国へとシフトしていく事を望みま
す。

福島の事故から次々と出てくる問題点。今までひた隠しにしてきた事が顕になっているこの現状にも関わらず、未だ原子力発電に頼っているのは自己やひと握りの人間の利益の為にしかない
事をみんな知っています。
国民一人一人を思った政治を行って欲しい。要るモノ、要らないモノははっきりしているはずです。原子力発電を全て廃炉にしてください。

具体的に僕は以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

34713 個人 無職 ７０代 男性 早期の脱原発へと明確な国策転換をはかること、自
然エネルギー・天然ガス主体の電力システム促進の
ための電力改革推進

1) 過酷事故時の巨大なリスクを抱えた原発は日本のような災害多発地帯には不適当である。
2) 使用済み核燃料の処理・処分法が確立されているとは言い難く、技術の完成の見通しもなく、これ以上増加を放置することは、管理の安全性、将来世代の負担増大から道義上許されない。
3) ウラン資源は有限であり、核燃料サイクル・プルトニウム利用も核兵器拡散との表裏一体性を考えると非現実的であり、人類に利用可能な持続可能性エネルギー源とは言い難い。
4) 脱原発による産業と国のかたちの革新への挑戦は、明治維新、敗戦時に匹敵するような21世紀型文明への飛躍の挑戦足り得る。

34714 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオに賛成 放射能きらい

みんなと同じ給食が食べたい
汚染されていない給食が食べたい

原発いらない

34715 個人 自営業 ３０代 女性 いまだに福島第一原発事故の事後処理が進まないこ
と、安全基準と審査の曖昧さ、現在もＭ６以上を含む
地震が全国でも頻発しているなどの点から、原子力発
電所の即時廃炉を求めます。

１５パーセントシナリオに疑問を感じています。何故即時廃炉の可能性を排除した選択支なのか。
全原発について安全基準が曖昧で、調査委員会の人事も推進派で固めようとし、核廃棄物の問題に至ってはいまだ議論上にも上がらない。こんな現状では未だ国策として地震国である日本の
原発を再稼働しようとする方が愚策であり、国際社会からの対応もどんどん厳しいものとなるでしょう。
わたしは即時廃炉の意見です。（しようとしない）場合でも、一番低い１５パーセントも支持しません。
以下私なりの現存原子力発電所廃炉に向けてのシナリオです。
(1)まずは全原発停止。現存火力発電所を稼働
(2)省エネのシステムについて研究。
(3)自然エネルギー・再生可能エネルギーについても研究しつつ実際に使用可能なものについては随時稼働させる。
最初は火力の補助的稼働→数年で再生可能エネルギーにシフトチェンジ→化石燃料への依存の大幅な減少
以上です。
拙い意見ですが、一国民の切なる願いであります。
どうぞ宜しくお願いいたします。

34716 個人 自営業 ６０代 女性 原発はゼロに 処分方法のない核廃棄物を出し続けていくことは、とんでも無いこと。
子孫に申し訳ない。
地震国である日本では、福島のような事故が繰り返されることもとても心配。

34717 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 脱原発をめざし、新しいエネルギーの供給体制をつく
るべく、4つ目のシナリオを。

原発だけではなく、どのような発電システムをもちいても、事故というものは起こるでしょう。ただ、事故が発生してしまったときに、どれだけの被害をもたらすのかを考えれば、その最大の被害は
原発以上に危険な発電システムはないと思います。
どれだけ安全性を高めようとも、そこに人が介在する以上、事故はゼロにはなりません。
まして、この地震が起こりやすい日本という国土において、この発電方法が向いているとは思えません。
国土の地理的条件をいかした、発電システムの開発に今後は力をいれていくべきだと思います。
また、大きな発電所をつくり、送電していくやりかたはあまりにもロスが多いと思われます。
もっと小型の発電所を作り、ロス分を減らすことによって、総発電量自体を減らすことは可能ですし、そうなれば原発の意味自体もなくなっていくことでしょう。太陽光発電などは、会社や学校、個
人宅、公的機関を含めて、もっと普及するべく開発していくことは可能ではないでしょうか。

おおざっぱな３つのシナリオに固執するのではなく、もっともっと様々な形を検討していってほしいと思います。

34718 個人 無職 ７０代 男性 原発は、２０３０年といわず、できるだけ早期に廃止す
べきであり、そのための計画を早急に確立すべきであ
る。

　日本の国土の地下は、いたるところに活断層がある。このように劣悪な環境において、原発は極めて危険であることが、３．１１以降いっそう明らかになった。
　仮に原発そのものには反対でない人でも、日本では原発は著しい危険にさらされているから、２０３０年といわず、できるだけ早期に運転停止、廃止すべきであると考えるのが合理的であると
いえる。
　そのための計画を早期に決定すべきである。
　また、使用済み燃料の処分方法についても、大きな困難を伴うが、できるだけ早く確定する必要がある。

　これらに関して、若干コメントを述べる。
（１）原発を廃止して、石油その他のＣＯ2を多く排出する燃料を使うことは問題である、との議論も強いであろうが、これについては、当分の間やむを得ないと割り切らざるをえない。
（２）３．１１のように、大きな原発事故が起これば、（１）の問題は小さくなってしまう。
　コストも巨額に上る。
（３）一方で、自然エネルギーの開発、普及を急がなくてはならない。
（４）原発がないと電気エネルギーは不足になるという議論は、原発の必要性をあまりにも強引に主張するものであり、過去１年半の推移をみれば、正しくないことがわかる。

　以上の通り、原発はできるだけ早期に廃止すべきである。



34719 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の否定は国民の生命及び財産を奪う消極的な政
策です。また近隣国の中国は原発を200基に増大さす
計画もあり日本の自虐的政策は呆れ返ります。

原発否定による化石燃料依存で電気代の増加による不況、倒産の増加。そのため自殺の増加。全て一連の原因と結果です。不幸を撒き散らす脱原発政策は為政者は止めるべきです。先の原
発事故は主原因は津波です。またその後首相の人的災と思われている横槍での水素発事故、射能の拡散。
ただし死亡者は発生しておらず、
むしろクーラーを止めることによる熱射病による死者の増加。
これも原発否定による犠牲者です。
いまの脱原発政策は国民を不幸にしています。
死亡者を量産する脱原発政策は呆れ返ります。
また、論点は代わりますが、原発は防衛政策上、大変重要な施設です。
核開発に転用でき、特に近隣の脅威な中国、北朝鮮に対し
潜在的な抑止力になっている点を見逃してはいけません。
脱原発の裏に、暗躍する中国人たち。先の長野オリンピックの時の妨中国人害運動を見逃してはいけません。
以上経済、防衛上から国益を考えた政策を望みます。

34720 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 国(官僚)も政治家も信用できない！ 国の政策を決める時、御用学者や天下り官僚などからの意見を重視している。彼らは詐欺グループとでも呼べるような行動をして、恥じることを知らない。日本の誇りや良識が消え去ろうとして
いる。官僚に踊らされている（統制できない)ようなだらしない政治家を選んでいる国民が多いのだからあきらめざるを得ないのか？
地球のエネルギーは根源的には太陽からもたらされるものと、地球自身がもっれいるものに限られる。原子力は地球自身が持っているものだが、放射能を無力化することはできない。PCBや白
雲母は規制されているが放射性物質は規制値以下に薄められて放出されている。人類が無力化することができず、遺伝子に確実に影響する(生存に関係する)ような放射性物質は事故による
放出はもってのほかで、原発や核実験によっても放出され、半減期があっても自然界のバックグラウンド値は増えていく。地球温暖化は自然界の人類に対する警鐘ではあるが、将来の人類の
生存に影響を与えないようなエネルギーを選択したい。生物の進化速度に見合う人類の進化が理想だが、それが無理なら少しでも人類が長く生存できるような政策を！

34721 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「ゼロシナリオ」以外にない。5月から大飯原発が再稼
働するまでの間“原発ゼロ”でも電力は充足していた。
原発ゼロでも生活ができることを実証できたにも関わ
らず、なぜ原発に固執するのか？

　いわゆる「3.11」までは原発についてその危険性など全く考えることもなかった。ところが放射能が拡散され、あちこちで放射能汚染が報告されると「これはただ事ではない」と感じるようになっ
た。原発の営業運転以来多くの国民は“安全神話”に“洗脳”されていたのだ。
　その昔日本は原爆を落とされ、長きにわたり放射能被害がみられた。放射能が非常に危険であることは、この時点で解っていたはずなのに、こともあろうにこれを「平和利用」の名の下に利用
を正当化した。
　
　それから数十年、福島で遭った出来事は福島県民はもとより全世界を恐怖と不安に陥れた。狭い日本に、それも地震が多い日本で、原発をつくること自体ナンセンスな話し以外の何ものでも
ないと考える。

　原発でなければいけない理由は何か？　万が一崩壊した時に可及的速やかに対処できなかったことはあらゆる情報で周知の事実である。政府も東電の職員も何もできなかったではないか。

　まさに原発は「裸の王様」とでも言うべきである。

　それとコメントを募集するにあたり、なぜ事細かな情報を入力しなければならないのか？　これらの情報を集めて何か意味があるのか？　これを基にした国民監視を目的とするならば即刻止
34722 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成 孫の時代そのまた子供の時代、その先もこれからずっと先まで綺麗な地球を守っていかなければいけない

私達の世代は反省すべきところやこれからの課題を数多く残しています
そのうちのたった一つである原発
それすらも解決しないまま次世代に引き継ぐのでしょうか
この負の財産を私達の世代が生きている間になんとかゼロにすることができるはずです

そう信じています

34723 個人 家事専
業

５０代 女性 原発の再稼動は反対です。 人間の未来に放射能はもうこりごりだからです。ヒロシマや福島の犠牲はもう二度と起こしてはいけないからです。
また原発事故が起こらない保障はありません。地球が汚れ、人体に悪影響を及ぼすと分かっているのに、このままでは地球の未来はありません。また、原発で使った燃料棒の処理も解決して
いません。どうか、再生可能な自然エネルギーにシフトしましょう。小さくとも一歩一歩始めれば、世界は変わります。

34724 個人 無職 ６０代 女性 シナリオゼロを選択します。
一度何か起きたら収拾がつかない原子力発電をすみ
やかに廃炉にして下さい。
本当に国民、いえ、全ての生物の為を考えて自分の
心に正直にゼロを決断して下さい。

そもそもこの小さな島国、地震列島・火山列島である日本になぜこんなに沢山の原発があるのか？不安に思いながらもそれを知ることも止める事も出来なかった自分を恥じています。３・１１以
降起こる事必死とされてる大地震を考えるに恐ろしくなります。子供達の未来を壊さないで下さい。何かあったら、その近隣の県どころか、日本全国、近隣国、海が汚染されるのです。
野田総理は私の責任でとおっしゃいますが、どう責任取るおつもりなのでしょうか？野田さんが責任取れるようなレベルの話ではないことは、福島の事故で十二分に分かってるはずなのに。使
用済み核燃料の処理さえ決まっていない、決められない状況で原発再稼動などありようがないと思います。解毒剤を作らないで甘い毒薬飲んでるみたいです。子供でもわかる事だと考えます。
原発によって利益を得ている方々、本当に安全だと言うのなら、その地域に住んで下さい。大切な家族を住まわせられますか？立場や利益に惑わされず自分の胸に聞いて下さい。お願いしま
す。

34725 個人 法人等 ２０代 女性 ゼロシナリオを選択します 東北での事故を受けて、たくさんの方が被害を受け、放射能に対する不安は
いまだ続いており、これからも続いていくという中、
原子力発電を稼働させるという選択肢はそもそもないと思います。
残り2つの選択肢に入っていること自体が間違っています。

再生可能エネルギーを普及させる方向へ進むべきです。

34726 個人 自営業 ６０代 男性 「2030年原発ゼロシナリオ」を選択します。且、原発に
依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは限
りなく高いため、即刻廃炉を要望します。

　原子力の今後を決めるにつき、福島原発事故の被害の大きさと、地震国日本における原発の危険性の認識することなしには、公正な議論にはなりえません。

　福島ではいまも１６万人もの人が故郷を追われ、仮設住宅などで避難生活を送っています。まさに難民状態です。福島県の広大な面積が、人が住めない土地になってしまいました。原発事故
は、お金には替えられない福島のふるさとを奪ってしまったのです。人と人の関係性。人と社会（仕事）の関係性。人と地域との関係性を剥奪したのです。

　また、福島原発事故の被害の賠償金額は数十兆円、数百兆円にものぼるだろうとの試算も行われています。福島原発の爆発事故によって、原子力発電による利益では支払いきれない経済
的損失が発生してしまいました。原子力発電はもはや安価な電力ではありえません。

　日本の国土は、地震・火山噴火などの災害が発生しやすく、世界全体に占める日本の災害発生割合は，マグニチュード６以上の地震回数は世界で発生した地震のうち20.5％が日本で発生。
活火山数は世界全体の7.1％がこの狭い日本に集中しています。この割合は世界の0.25％の国土面積に対して非常に高くなっているといえます（防災白書より）。当然津波も伴います。近年で
は4000ガルというような常識を超えるレベルになっています。耐え得る構造物はありません。　地震の少ない欧州のような段階的廃炉の選択肢はあり得ません。

　もう一つ重大な問題は、核廃棄物です。いま、私たちが原発の電気を使うと、将来の日本の子孫に核廃棄物の管理と言う負の遺産を背負わせることになります。私たちの電気のために、この
先何百年先まで未来の日本人に迷惑をかけてよいのでしょうか。

　今すぐ原発をゼロにすると、電力不足になるとか、火力発電が増えて燃料費が莫大にかかるなどと言われることがあります。しかし、設備容量は足りていますし、ピークカットやピークシフトや、
スマートメーターやスマートグリッドを採用して、で電力の需要をコントロールし、省電力を実施したり、また古い設備の更新やさまざま省エネ対策を実施することでピーク時の電力不足も解消で
きます。省エネが進めば、化石燃のコストを小さくすることも可能なのです。こうした方策も十分検討せず、安全性を確認することもなく、再稼働に踏み切り、エネルギー政策を決める前に、原発
の再稼働を先行させていることにも問題があります。経営面からいえば、関連企業の見直し、エネルギー調達の際の価格値下げ交渉努力などで、コストカットの可能性は無限にあります。

　石油等、化石燃料から排出される二酸化炭素による温暖化への影響については、、太陽活動や宇宙線によって地球の気候が変化するといった見解もあり、検討の余地があります。

　風力や太陽光は、1つ1つが小さく技術的障壁も小さいため、様々な新規参入者が発電事業を手掛けることができ、バイオマスや地熱も地域性が強く、自治体や地域住民による取り組みも少
なくありません。エネルギーの地産地消を進めることができます。その前提として、送電網が誰にでも開放されていなければなりませんが、そうすればコジェネレーションも適切な売電価格が付
き、市場を通して取り引きされるようになります。

　以上により、原発に依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは限りなく高く、根本的には、全国総ての原発「即時のゼロシナリオ」を強く求めます。

　選択肢としては、「2030年原発ゼロシナリオ」を選びます。

34727 法人・
団体等

法人等 ５０代 男性 (3)20～25シナリオに賛成。経済負担を最小化するに
は、安全に原発を動かす以外に選択肢はない。政府
は原発の安全確認と国民の信頼回復を最優先に行
い、期待薄の再生可能エネルギー導入施策はゆっく
りやるべき。

１．福島事故を契機とした脱原子力の国民感情には配慮すべきではあるが、その一方で電力エネルギーは国家存続の基盤をなすものである。
２．現在の原発長期停止状態がもたらす火力燃料費購入による国富の流出の悪影響は深刻であり、いずれ国民の負担になる。
３．多くのﾒﾃﾞｲｱの原子力へのバランスを欠いた報道姿勢に疑問を感じている。
４．福島事故の教訓をもとに国内原発の安全性は向上しており、歴史的にも技術立国日本が様々な過去の事故に学びそれを乗り越えてきたことを勘案すれば、今回もその例外でない。技術的
にはしっかり対応できている。
５．エネルギー密度の低い太陽光・風力には限界があり期待が大き過ぎる。スマートグリッド等の技術開発も積極推進すべきであるが、補助金・研究バブルとならないよう、国は諸施策のチェッ
クアンドレビューをしっかりと行って欲しい。
以上の理由から、早急な脱減発誘導が日本経済沈没に向かうことを強く懸念するものである。

34728 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 (1)ゼロシナリオ「2030年までに原発依存度をゼロに」
を支持します。
2030年といわず、できるだけ早期の実現を望みます。

現在の技術では本当の意味で原発を適切に運用できないことを知りました。

　・自己発生時の対処
　　　情報隠蔽、責任転嫁により、未だ被災者が救済されていない。
　・自然災害への事前対策不足
　　　費用面を重視する管理者側の考え方も含め不十分。
　・原発労働者の実態
　　　重派遣による給金の搾取、不適切な被爆線量の管理など
　　　実際に働いている人に運用システムのしわ寄せが集まっている。
　・使用済み燃料の処理問題
　　　有害物質を抱えたまま地下に埋めるだけで、本当の意味で
　　　"処理"していない。

誤認があるようでしたら、具体的にご教示いただきたいです。

34729 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 脱原発へ踏み切ることで、色々な面で被災した現実から一歩踏み出せることになるのではないでしょうか。
もちろん現在から未来へかけての国民の健康（命）へのリスクから考えても、いち早くの方向転換を願いたいです。

34730 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 即時原発をゼロにするシナリオを策定し、2030年に向
けたロードマップを示してください。
再処理、直接処理の問題は、電源エネルギーシフトと
は切り離して、方針案を示すべきです。

原子力発電は、地震国の日本には相容れないものです。また原子力事故は後代、何十万年にも渡って地球環境に大きなリスクをもたらします。すでに日本は地震に活動期に入ったと言われて
います。このことは断層に関係なく、どこでも地震はおこりうるということも言われています。よってまずは原発を即時停止することが必要と考えています。

34731 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。
ただし、今すぐゼロに！！

娘たちに、原発を残して、死ねません。

東京に住んでいて、地震が増えていること、実感しています。
地震がある度、フクシマを想起し、４号炉への不安・恐怖がかきたてられます。

盛り上がり続けているデモのこと、軽視しないほうが、よいです。

いったん事故が起きた場合に｢私が責任を持つ｣と言い切る根拠と担保が、放射能半減期の万分の一も生きられないはずの野田首相のどこにあるのか、これも私には理解不能です。

いったん事故が起きた場合に｢私が責任を持つ｣と言い切る根拠と担保が、放射能半減期の万分の一も生きられないはずの野田首相のどこにあるのか、これも私には理解不能です。

34732 個人 自営業 ６０代 男性 原子力発電設備は40年で無条件で廃炉とし、新規の
炉は建設しない、現在建設中の炉は98％以上の完成
度の炉を除き建設中止し廃棄する、結果として2030年
で15％にする。

人類の保有する技術力では原子力発電設備の過酷事故、例えばメルトダウンを起こした原子炉の破壊的水蒸気爆発が起こった場合に引き起こされる、放射能汚染と汚染原子炉の無害化は、
人類が保有するいかなる技術を持ってしても対応が不可能と断言できる。
制御不可能な技術は、常に重大事故の危険性をはらんでおり、一旦事故が発生すると後世に取り返しの付かない負債を残す事となる。
現在の日本で大多数を占める、目先の利益のみ追求する経済人、権力を第一に考える政治家、既得権益に固執する役人によって進められている原発推進は国を滅ぼす最初の一歩と断言で
きる、よって原発は無くすべきである。
だだ、このまま再稼動無しで原発を無くす事はエネルギー供給で破綻をする可能性が高い、一方電力買取で太陽光によるメガソーラを奨励しても、ものつくりを通した経済立て直しには全く寄与
しない。
国家補助を行いある程度の年月をかけ、ものつくりの裾野の広い風力発電の設備産業を育成するべきである。育成が終わるまでのそれまでの期間を既存の原発で賄うべきである。
原子力産業に替わるものつくりの産業が育成され経済が活性化し、なお且つ代替エネルギーが取得できる時期に自然消滅的に原発は廃炉となっていく。

34733 個人 学生 ２０代 男性 私は福島県会津若松市出身です。大好きな地元がこ
んな状況になっていること、許せません。

ご意見の概要
エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ原子力エネルギーゼ
ロの筋書きの提案を求めます。

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

34734 個人 無職 ７０代 男性 使用済み核燃料の始末をどうするかを決めてから、
安全な原発を利用して下さい。

使用済み核燃料はどんどん増え続けています。また放射性廃棄物は何年先になるかは兎も角として、今使用中の原発の寿命が来た時には膨大な量になるでしょう。福島原発にしても中間貯
蔵施設すら受け入れてくれる地域があるとは思えません。まして最終貯蔵施設を作れる場所が我が国にあるとも思えません。これらの議論を全て先送りにして今経済成長を行ったとしても結局
後世に付けを回すことになります。これは国家の借金よりも深刻なのではないでしょうか？

この問題を解決した後に、再稼働するか、廃炉にするか、使用し続けるかを議論すべきです。

34735 法人・
団体等

会社員・
公務員

法人等 法人等 3.11の福島原発事故で明らかな原発の危険性から私
たちの命を守るにはゼロシナリオしかありません。

3.11の福島原発事故で明らかになったとおり、原発の取り扱いを誤った場合には人類が制御することが出来ないことが明らかになりました。地震大国である日本は、その地理的要件を十分に考
慮した上で、原発から自然再生エネルギーへの転換をはかるべきです。私たちの命を守るだけでなく、将来の子どもたちに日本を引継ぐためにも、ゼロシナリオしかありません。避難生活により
家族の分断がなされている状況を、二度と引き起こしてはならないと考えます。



34736 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。
２０３０年までではなく、即稼働停止を望みますし、特
に古い原発や立地的に自然災害が懸念される原発は
再稼働しないよう強く望みます。

原発の問題は、稼働に伴って発生する放射性廃棄物です。また、核燃料サイクルの主要施設である「もんじゅ」にも莫大な開発費を２０年以上つぎ込んでも完成できない状況です。すでに放射
性廃棄物の保管場所にも困るような状況で原発を再稼働させ、２０３０年までにゼロするのでは遅いと感じます。一刻も早く全ての原発を停止させる必要があります。これ以上、既存の知識、技
術では無害化が困難な物質を増やしてはいけないのです。
今後、中国や新興国での原発増加が見込まれる中、日本が国際社会で貢献するのは既存の原発技術を輸出することでは無いと思います。昨年の３．１１の福島第１原発事故の徹底的な原因
究明を行い、海外で新造される原発にフィードバックスする事が重要であり、原発事故時の対応技術や原発廃炉技術を輸出する事こそ日本が技術立国として、海外で認められるのではないで
しょうか？
更に原発に依存しない世界を目指して、省エネ技術、蓄エネ技術、再生可能エネルギーなどの新エネ技術を日本が開発を主導し、その技術を輸出する事で経済の活性化をすすめる事が重要

34737 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 私は、原発をゼロにするシナリオを支持します。この
度の大震災を機に、被爆国である私たち日本は、原
子力の力に頼らない社会を築きあげるべきです。

私たちの日々の暮らしと原発による電力がもたらす利便性とを天秤にかけることは間違っています。この度の大震災による原発事故によって、原発がいかに深刻な事態を招くかが白日の下に
さらされました。このような状況で、従来と同じようなライフスタイルを安穏と続けるべきではありません。いまを生きる私たち世代とこれからの世代のために、いまこそ原発をゼロにして、原子力
から決別する好機です。日本国政府には、その好機をとらえ、我が国の基幹産業は平和です、と言える国づくりに指導力を発揮されることを期待します。

34738 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 コストの上昇、産業や雇用の空洞化について 方向性は、原子力のできる限りの依存度の低減が主なのですが、いきなりのゼロシナリオは足元では難しく現存の原発の安全性を最大限配慮しつつ確認完了分から再稼働を目指しながら必
要分だけのｴﾈﾙｷﾞ供給を実施して頂き、原発依存度を下げる施策（省エネの抜本的強化、再生可能エネルギーの利用拡大）も並行して実施し、化石燃料依存度を下げ、CO2 を削減（化石燃料
のクリーン利用、グリーンシフトなど）できる具体的シナリオを用意していただきたい。期間は容易に決められないが、5年ピッチで10年スパンで工程表（最大2030年まで）を作成し、色々な立場の
民間含めて議論を長期に渡って継続して頂きたい。
具体的シナリオを実行される時、文中にある重要視点の中でコストの上昇、産業や雇用が空洞化するような事態は是非避けて頂きたい。特に、発電コストの点で以前にも議論のあった、電力多
消費産業に対する配慮はするべきです。

34739 個人 学生 １０代以
下

女性 単刀直入に原発は必要ありません。よって、ゼロシナ
リオを望みます。
廃炉には多額の費用がかかることは承知済みです
が、これ以上ごく一部の利益のために、国民が虐げら
れるのを許せません。

3月11日の事故から、何を学び改めたのですか？
何も変わっていません。一部の利益のために血眼になって政策を推し進め、国民を省みることは全くを持ってなかったでしょう。
なんの了承?意見交換もなしに、再稼働を簡単に決め、そのあとに国民の意見を聞く。これでは、「意見は聞くけど、実際もう動いてますがね。」と国民を確実にバカにしていませんか？
原発を推進しても私には100パーセントメリットがないように思えてなりません。
そもそも電力は足りているのになぜ動かしているのですか？
私はこの夏エアコンをつけず、前年度に比べて45パーセントの節電となりました。関東では全ての原発を止めていてもなんの苦労もなしに生活できていますよね？もう矛盾だらけです。国民は
気づいていますよ。
そろそろ気づいてください。民意は真逆だということを。

34740 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 すべての原発は廃炉にすることを切に望みます。 巨大地震が予想されるこの国で、ましてや沿岸部に原発がある状況は狂気の沙汰です。もしも、福島に原発がなければ、住み慣れた故郷を離れる必要もなく、急ピッチで復興が進んだことでし
よう。風評被害に第一次産業に従事されている方は悩まずにすんだでしょう。命の危険がある原発での作業、そんなことまでして発電する必要があるのでしょうか。私はないと思います。命より
も経済が優先される資本主義はその役目を終えつつあります。これからは、お金よりも命の重みが尊重される社会になると思います。人間がマニュアル化されてロボットのように生きるのは無
理があります。もっと、自由にお互いを尊重できる社会、各自が好きなことをやって、活き活きと生活し、喜んで自分のできることを差し出す社会。そのような成熟した大人の社会には原発は必要
ないと思います。また、原発で発生する廃棄物、このようなものを未来にこれ以上残すことはしたくありません。未来の子供たちから、「なんで自分たちで処理できない物を作ったのだろうか、危
険なものを残して、責任のない人たちだ」と言われることでしょう。自分のケツさえも自分で拭けない、私たち…。未来の子供たちから尊敬される生き方を今こそ、模索すべきだと思います。それ
には、コストがかかろうと人命第一、危険なものは未来の子供たちには残さない！という強い決意があれば、方法論はあとからついてくると思います。キレイごとと思われるかもしれませんが、
私は未来を担う子供たちのために、安心、安全な社会を作りたいと思います。最後までお読みくださりありがとうございます。

34741 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 私には、小さな子供が３人います。ひとたび事故が起きれば、この子供たちは日本に住めなくなります。人間の作る物に絶対安全はありえません。わずかな危険が、人類の存亡にかかわるほど
のものであるなら（原発はそうです）、直ちに止めるべきです。
福島でこれだけの事故を起こしておいて、なぜ、まだ原発に固執するのか、理解ができません。
電力不足等で経済が低成長する、あるいは生活が不便になるなら、皆でがまんしようではないですか。
日本は、一度お金をかけて始めたことを止めることをしません。自分のしたことが間違っていたのであれば、それを正すという賢明な選択をすべきです。
全ての原発を直ちに廃炉にすべきです。

34743 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は即時廃止を希望します。 従来の活断層の調査や保安院の体制の下での原発推進は、とても信頼できるものではありません。即時ゼロを希望しますが、可能な限り早期にエネルギーを原発からシフトすることが日本の
経済界にも望ましいと考えます。福島の事故後、原発は砂上の楼閣の上に立っていたことが露呈し、それが日本全国にあることは恐ろしいことですし、未だに避難しこの先何十年も福島に戻れ
ない人達に対して原発を推進できるとは思えません。使用済み核燃料の問題もあり、これ以上未来に負の遺産を増やし続ける事を思うに死んでも死に切れないと痛切に感じます。

34742 個人 自営業 ４０代 女性 原発は危険、廃止すべきである。使用済み核燃料の
廃棄方法も不明。また、他の電力と比べて安いという
のは嘘。計算の際、原発を誘致＆稼働する補助金、
事故が起こった際の災害支援金、寄付金は全く計算
されていない。

【基本的考え方】
　当社はこれまで、安全で安定した低廉な電気をお客さまにお届けするべく事業運営に努めてきた。エネルギー自給率４％という我が国の脆弱なエネルギー構造のもとでは、水力、火力、原子
力などの電源の特性を踏まえ、これらをバランスよく組み合わせることにより、安全確保（Ｓ）を大前提として、安定供給、環境保全、経済性の３つのＥを同時達成することが最も重要と考える。
　エネルギー政策は国を支える重要な基幹政策であり、専門的なデータをもとに実現可能性や国民生活の影響等を踏まえた上で、Ｓ＋３Ｅの同時達成と持続可能な政策を検討する必要があ
る。

【３つの選択肢の共通課題】
　今回提示されたいずれの選択肢も将来の我が国経済および国民生活に多大な影響を与えるもので、今回の試算に係る情報開示が十分でない中、この中から将来の戦略を選択するのは拙
速であり、以下の課題について、さらなる議論が必要と考える。

(1)原子力依存度
　エネルギー自給率が極めて低い我が国が、化石燃料に大きく依存することはエネルギーセキュリティの確保等の面で課題も多く、また、再エネ・省エネ目標についても、その実現可能性につ
いて慎重に見極めなければならない。
　こうした点を踏まえ、原子力については、福島第一発電所のような事故は２度と起こしてはならないとの固い決意のもと、事故の経験を踏まえ、安全性を世界最高水準に高める不断の努力を
継続しながら、Ｓ＋３Ｅの観点から、引き続き重要な電源として活用していくことが適切である。
　また、原子燃料サイクルについては、エネルギー資源が乏しい我が国の現状を踏まえれば、ウラン資源の有効利用等の観点から、その確立に向け引き続き取り組むことが重要である。

(2)再エネの導入促進
　エネルギー源の多様化や地球温暖化対策の観点から、当社としても、再エネの導入に積極的に取り組んでいく所存である。しかし、いずれの選択肢も極めて野心的な導入目標が掲げられて
おり、技術的・立地的な導入可能性や国民負担等を考えれば、その実現可能性について慎重に見極めなければならない。
　中でも、太陽光については、ゼロシナリオでは、住戸の耐震性の改修等を要し、需要家の主体的選択に委ねるだけでは実現は難しいほか、国民負担の大幅な増加につながる恐れがある。
　風力についても、ゼロシナリオでは、東京都の面積の２．２倍の土地が必要になるなど、実現可能性の検証が不可欠と考える。
　加えて、再エネの導入に伴う系統対策費用については、ゼロシナリオで、基本問題委員会の２１．１兆円から５．２兆円と約１／４に圧縮され、また、余剰電力対策費が含まれていない点など、
費用が過小評価されている恐れがある。
　また、太陽光や風力は出力が不安定な電源であり、電力の需給運用が行えるのかどうか、また、調整コストが適切に評価されているのかなど、不透明な部分が多い。

(3)省エネの促進
　我が国はこれまでＧＤＰの伸びに応じ電力消費も増加している。関西地域の電力需要は、平成２３年度は需給逼迫に伴う節電のご協力もあり減少したものの、平成２２年度以前の過去１０年
間を見ると、気温の影響により増減はあるが、トップランナー方式の省エネ施策が導入されていた状況下で、年平均で０．６％の伸びを示している。
　震災以降、節電意識が浸透してきているとは言え、これまでのトレンドが逆転するほどの省エネの実現は困難と考える。実際、関西の中小企業からは、これ以上の節電はできないといった声
もあがっている。
　また、省エネ投資額がその効果を上回っており、経済合理性がない中、誰が責任ある主体となり、どのような手段でこれを実現するかが明らかになっていない。

(4)火力によるバックアップ
　再エネ・省エネの目標が達成できなかった場合の代替電源や、再エネの調整用電源として火力発電所の増設が考えられるが、火力発電所建設にあたっては、立地地域との協議や環境アセ
ス、燃料調達、港湾・送電線整備等に長期間を要することから、供給力不足に陥らないよう、長期の時間軸で検討と対応が必要となる。
　また、燃料調達先を特定地域に依存することへの地政学的リスクや、価格高騰による国民負担の増加リスクなどについても、現在の国際情勢や実勢価格等を踏まえ、慎重に検討する必要が
ある。

(5)経済・家庭負担への影響
　今回の試算の前提として、政府が成長戦略で掲げる経済成長率実質２％を下回る慎重シナリオが選択されており、将来の経済成長の足枷や、エネルギー供給不足につながる恐れがある。
　また、いずれの選択肢も経済成長に深刻な影響を与え、電気料金も最大約２倍になるが、エネルギー政策の策定にあたっては、エネルギーコストの増加が国民生活への影響や産業の空洞
化を招かぬよう「健全な経済成長との両立」という視点が不可欠である。
　関西の中小企業からは、安定的な電力供給は不可欠で、供給不安の恐れや、電気料金が２倍になれば、拠点の移転や、海外への生産移管の検討に拍車がかかるといった声があがってい
る。

(6)地球温暖化対策への貢献
　今回示された全ての選択肢において、温室効果ガス排出量が約▲２５％となっており、国際公平性の観点から妥当な水準となっていない。今後、２０２０年の中期目標を設定する際には、個別
の対策内容を積み上げて、現実的な目標にする必要がある。また、温暖化対策には国際的な視点が重要であり、国内だけの対策にとらわれず、日本として海外での排出削減への貢献を評価
する仕組みが重要である。

【選択肢の評価】
　エネルギー源の多様性確保という観点から、２０３０年以降も持続可能なエネルギー政策として、ゼロシナリオは取り得ない。その上で、上記の通り課題も多く、今後、より実現可能性の高いも
のへと練り直していくべきであり、原子力比率に限って言えば、安全確保を大前提に、少なくとも現状に最も近い２０～２５シナリオが必要な水準であると考える。

34744 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 いずれの選択肢も将来の我が国経済および国民生
活に多大な影響を及ぼし、また、試算に係る情報開示
が十分でない中、この中から将来の戦略を選択する
のは拙速であり、今後、より実現可能性の高いものへ
と見直すべき。

一番大切なものは、健康と命の安全です。
原発は廃止すべきである。
その理由は、まず「危険」であること。そして、
（１）使用済み核燃料の廃棄方法もいまだ不明。
　　　「補助金」が無いとして、「受け入れたい」という地区があるだろうか？

（２）原発は「不経済」である。
　　　他の電力と比べて、原発での発電電力の方が安いと言われているが、それは嘘。計算の際に、本来であれば、発電にかかる費用に加え、以下の金額も含めて計算されるべきである。

（２－１）原発を誘致するときにその地域におとされる補助金。
（２－２）原発を稼働させるときにその地域におとされる補助金。
（２－３）そして、なによりも、今回のように事故が起こった際の、災害支援金、仮設住宅建設費、住民の引っ越し費用、家財の保証、職を失った人たちの生活保障、放射能で破壊された土地の
保証、などなど。（いくらあっても足りない）
（２－４）救助隊出動の費用。
（２－５）日本国民から、被災地に寄付された金額。
　　　　　海外から、被災地に寄付された金額。
（２－６）ボランティアの方々が、被災地に除染や他の様々な活動に行かれているが、本来であればボランティアではなく、その活動費用も事故を起こした会社が支払うべき。（計算不可能）
（２－７）外で遊べなくなった子どもたちの精神的苦痛。（計算不可能）
　　　　友達や家族と離ればなれになった子どもたちの精神的苦痛。（計算不可能）
（２－８）コミュニティーの破壊（計算不可能）
（２－９）地域差別（計算不可能）
（２－１０）農業の破壊（計算不可能）
（２－１１）海外に流れ出した瓦礫撤去費用、海外の海水、空気を汚した保証

本来、事故を起こした「会社」が責任を持って対処すべきことが、
日本人の「がまんする体質、お互い様で助け合う善意の気持ち」の中で、
いろんなことがうやむやに隠されてしまっている。

失ってしまった自然はお金では返っては来ない。
これからはこんなにも危険で、また恐ろしくお金のかかる原発はやめて、
多少壊れても、大惨事にならない「自然エネルギー」の方がよほど経済的かつ安全だと考えます。



34745 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。　原子力発電は必要あり
ません。

築20年程の木造住宅に住んでいて、得に頑張って節電を心がけている生活はしておりませんが、7月の電気使用量は　１６５ｋｗh でした。

家族は二人で　一人は専業主婦でいつも家におります。

60歳以上の・・・　例えば両親の生活を見ていると、使っていない部屋でも電気を付けていたりで　無駄なことこの上ないです。

あと　20年ほどすれば　世代交代。

私たち世代がそのような生活スタイルを選ぶことは無いでしょう。

エネルギーの使用量は　年代を追うごとに　使わなくなることだと思います。

過去の紛争を見ているとほとんどが、お金・エネルギーの搾取についてです。

外部にたよらない、再生エネルギーの技術開発に予算を付けていただきたい。

小さくてもいい。　世界的経済大国でなくてもいい。　それよりも　世界的人材大国になるように　これから梶をとっていただきたい。

34746 個人 家事専
業

６０代 女性 原発依存度について、ゼロシナリオを支持します。 電力よりもいのちが大切だからです。
孫たちに安全な未来を残したいからです。

34747 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロ　を強く希望します。 自然界に存在しない、循環しない、命に危険を及ぼす莫大なエネルギーを人間が勝手に作って管理しようというのは間違っています。そんなことは理に適っていません。宇宙で命を分け合って
いる一生物としておかしいです。原発は人間の道として間違っています。即刻に原発ゼロの道に引き返し、進むべきです。

原発は誰も幸せにしません。
原発は人間、他の命を不幸にするだけです。

即刻　全ての原発を廃止しなくてはなりません。

原発ゼロは　選択ではなく　唯一の道です。

34748 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 基本的には「ゼロシナリオ」に賛成。
可能であれば2030年よりも早く原子力発電をゼロにし
ていただきたい。

「ゼロシナリオ」にあるとおり2030年までに（できればもっと早く）原発0％にしていただきたいです。
地震の多いこの国で、原発に頼るのは危険だと感じています。
特に東日本大震災以降、各地で地震が相次ぎ今後も福島と同様の事故が起きる可能性がゼロではない限り、もっとリスクの少ない発電に期待したいと思います。
それに伴いある程度の国民への負担は仕方ないと思いますが、費用的な負担を極力減らし、計画停電などの1人1人の努力や我慢で協力できる方法を取り入れていただきたいです。

34749 個人 自営業 ４０代 女性 原発の可動は反対です。
絶対の安全性が無い限り反対です。
今も、放射能汚染に苦しんでいます。

福島原発事故で、原発の安全性がないことがわかりました。あの事故で、福島近隣地区以外でも、多大な損害を受けました。今も放射能は出続けています。
私たちの不安は終わりません。
このようなリスクを考えて、地震大国で、原発の絶対の安全性など考えられません。
福島原発の事故は、私たちに与えられた最後のチャンスだと思います。
原発ゴミの問題も解決しないまま、原発に頼ることも恐ろしいことです。

エネルギーの移行が必要だと思います。
もうすでに、安全で、安価なエネルギーができているということも聞きますが、石油に頼っている社会のしくみと癒着が難しくさせているのでしょう。
誰かが、儲けたい。あ～、単純にみんなが健康に暮らせることが一番にならないのでしょうか。

毎週、デモが行われていますが、それが、国民の声だと思います。

34750 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電に関しては即全原発の停止、廃炉を望み
ます。

日本は強いて言えば龍の背中に乗っているような国であり、いつまた巨大地震、大津波などに自然災害が起こるか解りません。未だ収束、解決していないfukushimaがあるというのに、同じ過ち
を侵すことは愚かという他言葉になりません。日本が今こそ未来のエネルギー政策のリーダーになるチャンスなのではと思って見守らせて頂いています。子供や孫、その先の続いて行く生き物
達のためにも今が決断の時かと思います。

34751 個人 自営業 ５０代 男性 原発は速やかに全廃すべきです。すくなくても５年・１
０年の期限を決めて全廃を決めるべきです。

１．安全面：絶対の安全はないのだから、わざわざトラぶったときに手の施しようのない物、国を滅ぼしかねないもの、人が住めなくなる可能性のあるものを作って、運用する必要はない。
２．コスト面：福島をみてもわかるように事故が起こったときのコストを考えると、原子力発電はコストに合わないと考える。電力会社がこのコストを引き当てられるのならともかく、コスト的にも原
発は割に合わない。
３．北朝鮮問題：万が一、有事の際に原発を守る有効な手段はあるのか？爆弾一発で原爆何個分の破壊力がある原発を攻撃されたらどうするのか。

４．代替エネルギー問題：年限を区切って廃止を決めると、その時点で新たにエネルギー需要が発生することがはっきりするわけだから、内外のメーカーが競って代替エネルギーの開発に取り
組み、技術革新は飛躍的に進むと考える。太陽光・風力・地熱など可能性は大きいと考える。

34752 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 福島原発事故の多大な被害が続く今、原発をゼロにすることこそ、最重要課題だと思います。
茨城と千葉の家庭の掃除機のチリから、高濃度の放射性セシウムが検出。
（常総生協・国立環境研究所 調査）
福島県内に住む０～７歳の乳幼児約２千人の尿のうち、１４１人から放射性セシウムが検出。
（横浜「同位体研究所」測定）
このような現実を目の当たりにして、日々、原発事故の恐ろしさを痛感しています。
たとえ、電気料金が上がろうとも、時折、自宅で停電が発生しようとも、構いません。
故郷に住めなくなることや、命や健康を危険にさらすことに比べれば、問題ではありません。

34753 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今回の原発事故は起こるべくして起きた。また、核燃
料リサイクルは、核兵器製造と密接な関係にある。
従って、我が国が原発を維持し続ける理由はあり得な
い。即時全炉廃炉するしかない。

　今回の原発事故が、停電と津波の両者により引き起こされたとされているが、初期事象として、それは正しいかもしれないが、実際のこの大きな被害（原発自体および周辺地域を始めとする地
球規模の被害の両方を含めた被害を指す）は、我が国のあらゆる組織自体が、大規模災害や事故、機器に対する管理能力不足、想像力不足、無責任体制などが総合的に引き起こしたものと
総括される。要するに、我々の体制、能力、責任では、原発を安全に長期間維持管理できない事が明らかになったのである。管理できないものを今後も存在させるならば、同様の事故は、いず
れ起きる。今回の事故について、真に反省するならば、我が国のエネルギー戦略の中に、原子力発電を組み込む事は出来ない。また、次の事故を想定想像するならば、現有原発の運転は停
止し、核反応生成物の発生を出来うる限り少なくする状況にする必要がある。また、核燃料サイクルは、核兵器製造と密接に関わる事が明らかになっており、その研究や試運転等は即刻中止
し、これまでに発生した核反応生成物は、チェルノブイリの石棺と同様の取り扱いをしなくてはいけない。
　我が国のエネルギー政策に関しては、今後の人口減少、特に労働力人口の現象を考えると、産業セクターのエネルギー消費は、現状よりも大幅に少なくなる事は明白。安易な右肩上がり成
長を見込む事は出来ない。2030年時点で、現状よりも30%程度少ない総エネルギー消費を想定すべき。また、エネルギー消費が、生産物の製造ではなく、通信や、IT産業に大きく傾きつつある
現状を追認すべきでない。不必要なまでに高速化した通信や高機能化したパソコン、携帯電話等の省電力化をもっと国家的に取り組むべきで、それらが達成できれば、2030年時点で、国内の
総エネルギー需要は、現状の半分で十分と思われる。
　従って、原発に一切依存することなく、快適で安心した生活を享受できる世界が達成できる。今すべき事は、単に電力やガス、熱エネルギー等を取り出して議論する事ではなく、食料や水資
源、鉱物資源等の資源の有効利用を含めた、真の総合エネルギー対策の検討であり、製造者に対して、製品の長期保証責任を課すなどの施策により、製造物自体の量的縮減と、長寿命かを
図る事により、省資源、省エネルギーの徹底を図る事である。特に、医薬品や兵器産業のような、全く無意味な、エネルギーと資源の浪費に大幅な規制を加える事が喫緊の課題だ。

34754 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 電力産業擁護中心のシナリオ、もしくは電力関係者に
よる手前勝手なシナリオで、民意とＣＯ２対策への配
慮が僅かと受け止める。原発比率議論以前の問題で
再度の検討が必要。

エネルギー関係の仕事に就くものから見れば、この案は電力産業擁護策と見え、原発問題以前と考える。
１兆ｋＷの発電量を前提としており、今の節電レベルを上回り発電を実施、また、不当廉売に該当するコストを大きく下回る（民間）夜間電力料金を維持。大量の要求電力に繋がるＩＨを中心とし
た家庭用オール電化の推進。石炭の大量消費によるＣＯ２の大量発生。競合エネルギーの需要制限策（重油ボイラー、ストーブの廃止）などあまりに目に余る内容であることから、検討メンバー
を含め再度１から検討していただくべき。
これをベースにエネルギー基本計画を作成するなら余りに稚拙と考える。

＜ご参考＞　現在の発電コストは　石油　１９円/ｋＷ　ガス１４円/ｋＷ　石炭９円/ｋｗ程度かと推定され、民生の夜間電力料９円を大きく上回ると考えます。この価格体系は原発ありきのビジネ
スモデルであったにもかかわらず継続していることは原発ビジネスの継続もしくは不当廉売といわれても構わない。電力需要の確保に入っているととれます。　節電意識が充分であるかといえ
ば、住宅の新築９割近く、リフォームで５割がオール電化への以降需要です。
例えばＩＨコンロですが、ガスに切り替えることがＣＯ２削減と民間の負担低減に繋がります。
＜一例を挙げますので検証ください。＞
２０１１年　　新築住宅供給戸数　　　　　　　　　　８４１千戸
　　　　　　　　　　IHコンロ販売数　　　　 　　　７３６千戸
　　　　　　　同コンロの最大出力推定合計  　　 ３,６８０千ｋｗ/ｈ（５ｋｗ/台にて試算）
　　　　　　　最大出力時CO２発生量（推定）　　　　１,５１６ｔ
　　　　　　　ガスコンロで同一出力の場合　　　　2500kcal×2=0.47?×45ＭＪ×0.0509kg
　　　　　　　ガスコンロCO2発生量（推定）　　　　　７９２ｔ
節電と同時に約半分のCO2排出量となります。
また、IHコンロの起動電力量は特に高いため、系統電力の必要設備要求値が大きくなるのが必然と思われます
需要抑制策をしっかり打ち出すべきであり、まして、「重油ボイラーの禁止」「ストーブの禁止」などはもってのほかで、コスト高とＣＯ２の増をせよという政策。言語同断。

 ＊原子力停止以前の系統電力のエネルギー効率ですら（発電・送電ロスのため）３７％と低く、ＣＯ2削減のためとするならば、電力の二酸化炭素排出係数は０.412と灯油の０.244、ＬＰＧの
０.213、都市ガスの０.180と比しＣＯ2の発生が高い、ましてや提示された計画では石炭火力に１８％～２１％も依存するシナリオは全く矛盾するところ。石炭火力は206百万ｔ(2010年度)のＣＯ2発
生と化石燃料起源ＣＯ2のうちの１８％超となっているCO2発生の元凶ともいえる最も減らすべきエネルギー源である。また、最終エネルギーとしての効率も悪く、産業界のコスト負担を強いて、Ｃ
Ｏ２を沢山出すというとんでもない策。

既存技術の粋を生かすことができないようならば、原発比率は変えられないし、ＣＯ２も削減できません。
34755 個人 無職 ６０代 男性 1.  2030年の原子力発電所比率は０％であるべきであ

る。
2.　原子力発電推進者は、その責任に応じて処罰され
るべきである。
3.　日本は今、脱原発の将来計画に知恵を結集する
時代が来ている。

　2011年の福島第一原子力発電所の事故を直視すれば、脱原子力発電がとるべき道である。3月11日の東北大震災と津波は未曾有の天災であるが、原発事故によってその質を一変させ、取
り返しのつかぬものにした。その質というのは、人災ということと放射能汚染の問題を指している。
　福島県民をはじめ被害住民の苦しみを思うと言葉もない、この国難とでも表すべき事故に対して、当事者の誰も責任をとらない。東京電力、原子力村と呼ばれている村民、推進に取り組んだ
議員や霞ヶ関の人々は処罰を受けるべきです。この人達は口をつぐんでほとぼりが冷めるのを待っているか、相変わらず推進の画策を続けているように見える。「今回の放射能で死んだ人は
一人もいませんよ」と社員までもが言ってのける傲岸不遜に、このままいけば未来は絶望的になると感じ、どうかしなければとおもいます。
　この国難をみんなが一緒になって分かちあおう、という動きがあり、少し気になります。私が思うに、放射能は日本人の浪花節的美徳まで破壊したと感じています。日本人の美徳を逆手にとっ
て、責任を取るべき人は責任を取らず、責任を全国民にばらまいて霧消させる。そういう策謀にのらないように、今の事態に向き合おうと思います。
　脱原発の将来像について、知恵を結集するときです。もともと、日本は曲がり角に直面していました。ＧＤＰで競う時代はとっくに歴史的エピソードになっています。高齢社会、人工縮小社会を
踏まえた新しい社会建設が求められています。被災者に寄り添う心が、創造的で人間味ある未来を作ります。
　今ある利権にたち、事故を起こした責任を取らない道筋に未来はありません。

34756 個人 自営業 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」を選択します 福島第一原子力発電所の事故で最もはっきりわかった問題は
「原発の耐震性」でも「防潮堤の高さ」でもなく
「核を制御できると言うのは人間の思い上がり」で、
「想定外の事態に陥った場合に手も足も出せなかった」と言う事実だと考えます。
東日本大震災後のこの1年数ヶ月の短い間にさえ
想定外の「竜巻」や「豪雨」で多くの人が亡くなっています。
指摘されている原発直下の活断層は想定内なのでしょうか？
北朝鮮からミサイルが飛んでくる事が絶対ないと言えるでしょうか？
次の想定外の事態が起こる前に
「ゼロシナリオ」の新しいエネルギー政策にシフトするべきだと考えます。

34757 個人 その他 ４０代 女性 原発の影響で京都に避難してきました。原発さえなけ
れば、ずっと大好きな家で楽しく暮らしていました。日
本は地震、津波大国です。完全に安全は、完全にあり
ませんでした。いますぐ原発ゼロが、せめて今出来る
事です

命がけで原発を動かすのを、被災者は誰も望んでいません。被災者の支援というのなら、まず第一にやらなければいけないことが、原発ゼロです。ひとつも残してはいけません。いますぐゼロで
す。消費税とか、解散総選挙の前に、まず原発ゼロです。いますぐ原発ゼロです。三年後とか、何十年後という事がでてくることが、おかしなことです。原発が事故ったら、誰もとめられない。誰も
責任がとれない、とろうとさえしない。原発は人間が作ったのだから、人間が止めなきゃダメです。昨年の原発事故の責任をとるということは、原発をゼロに今すぐとめることです。電気は原発が
なくても十分足りています。原発いらない。いますぐ、原発止めてください。

34758 個人 無職 ５０代 女性 脱原発と地球温暖化防止は両立できる、という別のシ
ナリオを選択

先ず最初にひとこと。
パブリックコメントの実施が単なるジェスチャーとしての「実績作り」ではなく、人々の声に真摯に耳を傾けるものである、と確約してもらいたい。

☆原子力は怖れを知らぬものの発想
そもそも人類は自然界の一部にすぎず、「経済」など人間が己のためにのみ生み出したシステムでしかない。
原発運用後の放射性廃棄物は自然界とは相容れぬ手に負えない代物であり、生命維持のための「自然環境」が壊されれば経済云々どころではない。
自己中心的な人間の愚かな振る舞いは他の生物に対し傲慢そのものであり（人間ベースの話しかなされていないようなので）、自然の摂理・調和の乱れは、地球という生命体の危機につながる
ことへ想いをめぐらせて欲しい。

☆１００％自然エネルギー供給を目指して
併せて温暖化対策は早急に図らねばならず、二酸化炭素排出削減目標はもっと高く設定する必要がある。石炭火力発電の存続を前提にするのではなく、太陽光・太陽熱・風力・水力・地熱・バ
イオマス・波力・潮力・潮汐・海洋温度差など速やかに全力で自然エネルギー研究・実施に切り替えを図ってもらいたい。
電気を自由に選べるようにする仕組みづくりは言わずもがな、である。

☆基本は省エネの徹底
３・１１以降しばらくは都市の商業施設でも省エネへの試みが見られたが、ここにきて意識が薄らいでいるように見受けられる。
省エネは国を衰退させることではない。政府は先頭に立って真剣に省エネルギーによる生活を国民に喚起し続けるべきであり、各自治体も率先してそれぞれ工夫してほしい。
高エネルギー＝豊かな生活ではなく、安全・安心・持続再生可能なエネルギーこそが真の豊かさをもたらすものである。

34759 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー活用・消費で環境影響ゼロ化は当然。エ
ネルギー創出過程も同様に環境影響ゼロ化も当然。
創出手段の維持管理リスクゼロ化も重要な課題であ
ることが福島原発事故で明らか。よって原発ゼロ化が
必須。

他の全ての手段と同様、原発の事故を１００％防ぐ方法は無い。
しかし原発はその事故の影響が、その危険性、広範囲性、長期持続性において、人類史上極大のリスクであることがスリーマイル、チェルノブイリ、そしてフクシマで完全に実証された。
しかも、原発システムそのものにおいても、核燃料サイクルシステムは実現不可能、４０年超原発の正常廃炉もその膨大な費用負担、放射性廃棄物の処理方法すら確立されていない現状は、
原発というシステムすべてが不完全であることは明らか。
今夏の関電の大飯原発再開は、エネルギー不足の名目の元、実は火力燃料費の節減のための手段であることも、実際の電力使用率で証明されている。
すなわち、原発行政と電力会社の双方の欠陥が、解決できないシステムとして構築されてしまっている。
よって、原発を停止、廃炉して、原発依存をゼロにする以外は、エネルギー・環境に関する選択肢としてはありえない。

34760 個人 自営業 ３０代 女性 原子力発電所は全て廃炉に向けて、作業をはじめて
下さい。

福島第一原子力発電所の事故から、一年半、この空気、水、土壌、作物に対し、疑いづつけて生活しております。こんなこと、が、起こりえる原子力発電所は、ありえません。
ここで生活してみて下さいね。

そして、核廃棄物の行き場もないのに。
直ちに全部廃炉に向け、作業をすすめてください。



34761 個人 無職 ６０代 男性 ゼロ・シナリオを選択する。

但し、2030年ではなく「今すぐに全原発廃炉」を選択す
る。
その際、選択するエネルギーは火力90％、再生可能
エネルギーは10％程度を選択する。

「ゼロ・シナリオ」かつ「今すぐに全原発廃炉」を選択した理由

（１）先般の大阪府のエネルギー戦略会議の席上で政府が明言したように、関西圏は結果的に大飯原発再稼働なしでも電力供給は足りていた。原発依存比率が全国で一番高い関西電力管内
でも原発稼働なしで電力は足りていたので、東京電力管内や、他の管内でも今夏の電力は原発稼働なしでも電力供給は充分に足りていたと断言出来る。

（２）原発が稼働しないと、火力の燃料費が嵩んで、電気代が高騰するというのは、政府の「まやかし」である。青山繁春氏の調査によれば、日本海側の近海には、結晶状のメタンハイドレート
レートが、ほぼ無尽蔵に眠っているという。しかし、政府・経産省はなぜかそれをひた隠しにしているという。何故、このような重大な事実をひた隠ししているのか？　青山氏の云うように、奇怪千
万である。この「日本海側の良質なメタンハイドレート」を国家挙げて採掘に乗り出せば、火力発電の燃料の輸入は限りなくゼロに近づくばかりか、中国やインド、東南アジア諸国に輸出出来るこ
とになる。
つまり、内閣府がゼロ・シナリオで挙げている「化石燃料輸入額16兆円」は、少なくとも「０円」になる。

（３）若し青山氏の云う「日本海側の良質なメタンハイドレート」の存在が真実であるならば、日本のエネルギー問題は一挙に解決する。すなわち、（A）日本は資源大国になり、（B）火力発電の燃
料コストは一挙に1/10以下になり、（C）電気代は大幅に下げられ、（D）二酸化炭素の排出量は一挙に1/2になり、（E）名実共に安定的電源が確保され、経済成長にも弾みがかかり、（F）原発と
も永遠にオサラバ出来、（G）原発輸出より、メタンハイドレートとガスコンバインドサイクル発電のセット輸出でアジアの国々に貢献が出来る。

（４）自然エネルギーはまだ開発が始まったばかりで、暫くはエネルギーの主役にはなれない。ガス・コンバインドサイクル発電を主力とする火力90％、再生可能エネルギー10％程度が当面は至
当な比率であると思う。

（５）ガス・コンバインドサイクル発電と、それを動かす燃料としての「日本海側に眠る無尽蔵といわれる良質なメタンハイドレートのベストミックスで、危険極まりない原発から永久にオサラバして、
全ての日本人が安全で安心して生活出来る社会を作ることが、今一番政府がやるべき仕事ではないか、ダラダラと原発を続け、近未来の国民に膨大な負の遺産を残してはならない。政府の
「全原発即廃炉」の英断を強く期待する所以である.

34762 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の即刻廃止お願いします ◯万が一、億が一の事故の被害、影響ともに甚大すぎる。（コスパ悪すぎ）

◯放射性物質の無毒化が長すぎる。

※核ミサイル作るか輸入してほしい！
34763 個人 パート・

アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 使用済核燃料を再処理し有効利用する核燃料サイクルの安全性を確保することは困難だと考えます。そこに注ぎ込む科学技術や人材などをゼロシナリオのために全て宛て、将来の日本の国
土の安全を守ってほしい。安全な国土があってこそ子どもを育て暮らす幸せを描いていくことができます。希望をもって生きるためにぜひゼロシナリオという難題に挑戦し、日本の代表たる人の
集団でぜひ知恵と勇気を発揮していただきたいと思います。

34764 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電所は将来的に稼働しない方向（ゼロ）に進
むことを望む。ただしそれが2030年に達成できるかは
わからない。もう少し丁寧で現実的な議論を希望す
る。

原子力による発電は将来的にゼロとする政策を決定することを希望します。

理由は２つあります。
原子力発電という技術は人類の英知のひとつの結晶とは思います。それは素晴らしい。しかし発電所の建設地への金銭のバラマキや危険告知の不徹底、リスク予測の甘さ、事故後の対応の
ひどさ、再稼働の際の不透明さなどを考えると、日本では地震の被害を免れ得ないにもかかわらず、原子力発電を使いこなす知力と胆力が育っていないことが明らかになりました。そのことが、
原発ゼロを望む理由の一つです。
もう一つは、これからの日本は、知的な人的資源の供給地と観光を主軸に置くといいのではないかと思うからです。美しい自然の中で、安全に学び安全に暮らす。夢のような話ですが、それを
ひとつの目標とし、現実を組み立てていくのはどうでしょうか。そこに向かう政策のひとつとして、安全性の見地から原子力発電からほかの発電方法へとシフトしていくことが望ましいと思います。

ただその移行は急激でないことを私は望みます。
40年を越すエネルギー政策を急展開させるということは、石炭から石油へとシフトしたときと同じように、そこに関わる人々の生活をひどく困窮させることになります。兵站を考慮しない闘いを強
いた結果、ひどく惨めな敗戦を体験せざるをえなかった歴史から学ぶのなら、新しい分野の雇用を切り開きつつ移行してほしいと思います。原子力発電所を解体する技術を蓄えつつ、新しいエ
ネルギーの産出の技術も向上させていければ素晴らしい。たとえばGEの経営者が天然ガス・シェールガスへの方向転換を発表した今、日本もガス・コンバインドサイクルをメインとする発電へと
シフトしていい時期ではないでしょうか。

ある程度の年月をかけて、着実に原発から脱却していくロードマップを描いてください。
そして、その年月に必要な再稼働を行う際は、安全を第一にして、周辺住民への実質的な原子力知識の周知と事故の際の避難場所を必ず決めてから行ってくださることを切に願います。
よろしくお願いいたします。

34765 個人 無職 ５０代 女性 ゼロシナリオにすべき 達成にはかなりの努力が必要だし、難しいかもしれないが、１５％より踏み込んで可能な限りゼロに近づけるようにしないと、脱原発依存社会から脱却できない。

34766 個人 無職 ５０代 男性 人類がコントロールするには数々の問題がある核エ
ネルギーを限りなく０（ゼロ）にする取組みが
子供たちの未来への責任と考えます。

理由
核エネルギーの最終処理問題が未解決のため
唯一の被爆国に起こった原発事故は人災である
経済復興は再生可能エネルギーでなされるべき

34767 個人 自営業 ５０代 男性 原発0%を支持する。根拠は、ウラン235の埋蔵量の少
なさである。数十年後にウラン235が稀少化したとき
に、他国に私たちの命運が握られる恐れがある。ウラ
ン238とプルトニウムの利用は危険すぎて非現実的。

　原発ゼロシナリオを支持する。
　現在の原子力の技術は、ウラン235の核分裂によって発生する熱で水蒸気を発生させその蒸気の圧力でタービンをまわして電力を発生させているもので、火力による熱で蒸気タービンをまわ
している火力発電と原理的には同じレベルにすぎない。太陽の核融合による光エネルギーを直接半導体の電子にとりこむ太陽光発電の技術の方が格段に進んだレベルのものといえる。また、
ウラン235の埋蔵量は、IAEAの試算では、現在のペースで消費したとしても、あと100年分しかもたないことになっている。未確認の朝鮮半島北部やモンゴルでの埋蔵量をカウントしても、200年
分にしかならない。そのように埋蔵量の少ないウラン235に依存し続けることは、危険である。数十年後にウラン235が稀少化したときに、私たちの社会の命運を必ずしも私たちに好意的でない
国家に握られてしまう恐れがもある。可能な限り早く、ウラン235への依存から脱却すべきだ。
　また、自然界にウラン235の約142倍存在しているウラン238は、毒性の強いプルトニウム239に変換されたあとでなければ、核分裂を開始しない。これは、高速増殖炉の技術だが、プルトニウ
ム239を安定的に制御することに世界は成功していない。プルトニウム239の危険性は、心理的な恐怖感を超えて現実的なリスクとして広く認識されている。また、人類を危険にさらしながら、プ
ルトニウムによる発電にふみきったとしても、その元となるウラン238の埋蔵量がウラン235の142倍としても、2万8千年後に消費し尽くされてしまうことになる。やはり有限のエネルギーである。
　石油やウラン235といった有限な資源に依存するエネルギー政策を脱却し、太陽のエネルギーを利用する技術を確立することの方が、長期的な展望からは、賢明な選択であると言える。

34768 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持、ただし温暖化対策目標を掲
げて欲しいです

原発の比率だけを見れば、指示できるのはゼロシナリオしかありません。
去年の関東は電力不足になるかもしれないと計画停電で多くの人や企業が影響を受けました。ですが今年の夏は東京電力管内の原発が全て止まっているにもかかわらず、電力不足に陥って
おりません。もちろんたくさんの企業や一般の方々が節電に対して意識が高くなったと言うこともあるでしょうけれど、電力は足りている状態です。一部の政治家や企業、原発村の人たちのため
の利益を上げるためにこれ以上の原発の増設は必要ありません。福島の事故さえいまだ処理しきれていいない状態で、再起動など望んでおりません。
また原発を増やす減らすの話だけではなく温暖化対策もしっかりと行ってください。
世界では原発ゼロを選択する国が増えてきております。
先進国だから原発を作らなければならない持っていなければならないと言うのが間違いだと思います。
今こそ大きくエネルギー政策に舵を取り、人命と国民生活を第一に判断してください。福島の事故以来、国民の関心は高まっており意識も変わっております。

34769 個人 法人等 ５０代 男性 専門家を含めて、次のような点を広く議論することが
先だと思います。
１．核融合などをどうするか？
２．日米原子力協定はこのままでよいか？
３．テロや戦争での標的になる可能性はないか？

電力エネルギーの原子力発電への依存率を有効に議論する前提がまだできていないように思います。専門家を含めて、次のような点を広く議論することが先だと思います。
１．核融合などをどうするか？
２．日米原子力協定はこのままでよいか？
３．テロや戦争での標的になる可能性はないか？

１．について
既にある放射性の廃棄物の処理法として、核融合炉から出る中性子を利用する方法が考えられます。核融合炉では理論的には暴走は起こらず、寿命の長い放射性の廃棄物は出ないようにで
きるといわれています。ただし、実際と理論は合わない可能性はあるので、核融合炉の実用化も慎重に行う必要がります。また、別の方法での核種変換技術の開発も重要です。

２．について
日米原子力協定には、平和目的と明記されているが、この協定に関連した実施取り決めの10(a)(iii)には、「産業上の秘密その他の秘密の情報を開示してはならない。」と書かれております。昨
年の原発事故を見ても、抜本的な情報公開が今求められていると思います。

３．について
テロや戦争は、平和的な努力で限りなくゼロに近づけるべきと思いますが、ゼロではない以上、よく検討されるべきと思います。

34770 個人 その他 ６０代 男性 原発は不要。新潟沖等のメタンハイドレートを開発す
べき。小規模な発電会社をもっと自由競争させるべ
き。現在使っていない水力発電も100万KWクラスで10
個分程度の能力がある。

原発はコストが安いなどは全く嘘と思う。安全な廃棄物処理までを考えたら一番高いものにつくはず。
ウランは有限であり、高速増殖炉等もまやかしだと思う。
化石燃料以上に残された資源は少ない。

太平洋側の採集が難しいものではなく新潟沖等の採集が容易なメタンハイドレートなら現在の技術でもすぐに実用化できると思われる。
日本は有数の資源大国になれる。

また、高低差のある国土で雨量も多く、既にあるダムを有効利用するだけで原発１０基（100万Kw）程度の能力があると聞く。

とにかく原子力ムラの既得権益を守ろうとする輩の意見ばかりが通るような仕組みは絶対許せない。

現在の電力会社の寡占を廃し、自由化をもっと推し進めるべき。

また、周波数も全国で統一し東西でもっと融通しあえるようにすべき。

34771 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　不安定な太陽光や風力を基幹電源とするには、課
題が山積しており現実的でない。原発依存度の大幅
低下では、電気料金の高騰と電力の不安定化は避け
らず、国力を削ぎ落とし国を滅ぼす。冷静で英明な検
討を望む。

　不安定な太陽光や風力を基幹電源の一つとして位置づけるには、まだ多数の課題が山積している。
　具体的には、太陽光であれば、配電線の電圧制御の困難化などの問題がある。現状の配電線系統は分散型電源が多数接続されることを前提としておらず、2軒に1軒が太陽光発電を設置す
るようなレベルになると、配電線系統全般に大幅な改修が必要となり、太陽光発電設置費用に匹敵するほどの費用や何十年という期間が必要となる恐れもある。これらは、現在鋭意研究され
ているが、まだ検討段階である。
　風力についても、風音問題で、民家の近くには建設が困難で、人里離れた場所への設置となるが、系統に接続するための送電線が長距離となり、風力発電所設置以上の費用と期間が必要と
なることが考えられる。
　太陽光・風力ともに不安定であることから、補完用電源が必要となるが、蓄電装置を用いての大規模な電力制御はまだ研究段階であり、費用面も含めて未知数である。これらのことから、補
完電源としては当面は火力になると考えられ、稼働率の悪い火力の増設が必要となる恐れがある。
　以上、不安定な太陽光や風力を基幹電源の一つとして位置づけるには、まだまだ多数の課題を解決する必要があり、導き出される対応策には、膨大なコストと時間が必要となることが容易に
想定できる。現時点で基幹電源としての実用性の見込みの乏しい太陽光・風力を２０年足らずで基幹電源の一つに位置づけるシナリオは、非現実的である。２０年の期間といくらかの費用があ
れば、何とかなるという楽観論で進め、やっぱり何ともならなかったではすまされる問題ではない。太陽光や風力の基幹電源化については、技術開発期間等を考慮し、もっと長い時間軸でシナリ
オを描くべき。
　本気で、責任を持って、２０年足らずのうちに、現在の原子力の一部または全部を代替するシナリオを作るのであれば、その大部分を火力に代替するのが現実的である。現実的なシナリオに
基づき、電気料金の上昇や持続的な節電等の具体的なレベルを示すとともに、中東情勢等により電気料金の急騰や電力不足発生が懸念されるなどをきちんと提示して、産業界や家庭が容認
できるものかどうか、真に問いかけることが必要である。
　火力発電で代替するにしても、原発依存度をゼロまたは大幅低下すれば、電気料金の高騰や電力供給不安定化は避けられない。国富を産油国等海外に流出させ、国力を削ぎ落とし、国を滅
ぼす。これは、脅しでも何でもなく、冷静に考えれば浮かんでくること。それでも、脱原発を目指すのであれば、甘受しなければならない地獄絵図もしっかり示して、国民の覚悟を問うてほしい。

34772 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年のエネルギー・環境に関する３つの選択肢か
ら、「(1)原発依存度ゼロシナリオ」を強く要望します。
最大の理由は、原子力エネルギーの危険性にありま
すが、その他詳細は以下意見欄に掲載します。

 １．原子力使用の危険性
 １）核廃棄物問題

今般の東日本大震災に伴う東電福島原発事故が発生する以前からの問題でありながら、これまで看過されていた核廃棄物問題が、私が原発ゼロ％を推す最大の理由だ。
廃棄物として処分するにあたり、廃棄（保管）後もなお千年単位での監視を続ける必要があるとされており、これは明らかに“臭いものに蓋”をしさえすればその問題から逃れられるとする手法
（誤解）に他ならず、抜本解決として成り立っていない。今を生きる誰一人として保証することができないものを、何世代も後世に対して、全て委ねるという発想は明らかに間違っている。
現実的に、青森県六ヶ所村の核燃料再処理工場を省みても、20回近い運用延期がなされている通り、構想から20年を経過しても実現化の目処が立っていない（建設費用も、当初予算の3倍近
く膨張）。世界でも有数とされる技術をもってしてもである。かくも確立していない技術しか持ち得ない状態で核燃料エネルギーを使い続けることは、明らかに理不尽である。
言い換えると、原子力の利用は戦争と同意である。戦争は一方の側の利益だけを考えた利己的な暴力行為であるが、原子力も現代社会の利益だけを優先した利己的行為であり、未来世代に
とっては、望みもしない置き土産が残るのみである。

 ２）事故対策
今回の東電福島原発事故により、どれほどの損害が発生したことか。経済的マイナス影響を算出した記録をみていないが、計り知れないマイナス効果を生み出している。それほどまでに、「原
子力」に対する現代の技術は力不足であり、現代人の手に負えるものとはいえない。
つい先月のあるシンポジウムで、著名な原子力関連の教授から“原子力は十分制御可能なエネルギーである”との主旨の発言があり、大変驚きかつショックを受けた。スリーマイル島や、チェル
ノブイリでの事故を経験してなお、東電福島原発事故でのこの結果である。これほどまでの被害と影響を及ぼしてなお、専門家自身が制御可能と言い切る意味が全く分からない（たとえて言う
と、何度走っても10.10秒が切れない100ｍランナーが、次こそ9秒台で走って金メダルが取れると言っているのと何ら変わりがない）。
もう一つ例をあげると、高速増殖炉「もんじゅ」にしても、炉内中継装置落下事故という極めて稚拙な事故に対してすら、それを解決するのに１年以上を要した。これが紛れもなく「原子力」に対す
る現代の技術力であり、限界である。明らかに現代人の限界を超えたエネルギーである。

 ２．再生可能エネルギーへの転換
効率性やコストが違い過ぎるとの意見が多い。それは現時点での比較に過ぎない。
これまで何年にも亘り、原子力関係に注ぎ込まれた費用と英知（才能ある人々）に対して、再生可能エネルギー分野へはどうか。その僅か何分の一、何十分の一に過ぎない。これから先、この
比率を逆転するような費用配分、英知を結集すれば、現在の再生可能エネルギーの効率性やコストは、5年や10年単位で飛躍的に向上することが期待できる。
今現在のコストを即比較すれば、確かに差がつくことは理解できる。一方で、原子力から再生可能エネルギーへの転換を進め、10年後さらに20年後にそれを比較すると、今とは全く様変わりの
結果となるはずである。
少々別の視点から、原子力発電所の閉鎖（廃棄）処分にあたり、その安全性確保のために、費用（研究費）や人材を維持することが必要とする声も聞くが、それは今2012年時点でその分野で活
躍している英知を結集すれば事足りる話しであろう（即ち、今以上に新しい英知をまたあらためて結集する必要はない）。また、今現在その分野で活躍されている人々にとっては、その処理が安
全かつ無事に完了するまで各々の研究・職務を全うすること自体、大変な困難を伴う立派な職務であり、プライドを無くすことも、ましてや職を失する心配など一切なく、活躍の場は生涯継続す
ると十分憶測できる。

 ３ 経済面（経営面）からの意見



34773 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持。核燃サイクル断念。もちろんもん
じゅも六ヶ所再処理工場も中止。核から足を洗う政策
を創造。

　そもそも核エネルギーは地球圏に存在しなかったもので、太陽権での活動です。人間がコントロールできるものではありません。
　再処理・核燃サイクルという幻想はとっくに破綻しています。もんじゅ然り、六ヶ所再処理工場然り。トラブルのたびに設計を見直し、当初の何倍もの予算をつぎ込んでも、全く先に勧めない泥
沼に陥っています。
　選択肢の(2)１５％(3)２０－２５％では、ともに「再処理もありうる」とされています。再処理を全く断念するかどうかは、原発をなくするか存続させるかの選択と同じ重要性で判断しないといけま
せん。再処理に未練を残す選択では原発を失くせません。
　よって(1)の０％、できるだけ速やかに全ての原発を廃炉とする選択しかありえません。
　付け加えますと、使用済み核燃料の直接処分や全ての原発の廃炉だけでも莫大な費用と長い年月を要するもので、これらの実際の作業とそれに関わる研究について、国が責任を持ってサ
ポートしていかねばなりません。

34774 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原子力は安全であるという大前提が大きく揺らぎ」と
の認識は、原子力が安全なのは自明との楽観的思い
込みが払拭されておらず不適切

p3  「原子力は安全であるという大前提が大きく揺らぎ」との認識は、原子力が安全なのは自明との楽観的思い込みが払拭されておらず不適切

（理由）
「原子力は安全である」とは「原子力が安全なのは自明」と同義であり楽観的思い込みである。大前提は「原子力は安全でなくてはならない」とすべき。また、「安全」が社会通念上容認できるリス
クレベルとすれば「大きく揺らいでいる」は楽観的すぎる。「崩れた」とすべき。

34775 個人 法人等 ５０代 男性 経済的負担が大きくなるとしても一旦事故が起きれば
国民、国土を破壊する可能性のある原子力を将来の
エネルギー源として利用したくありません。よって私は
ゼロシナリオを選択いたします。

将来のエネルギーとして再生可能エネルギーを基幹エネルギーとしていくための技術開発やインフラ整備を推進し、それらを後押しする政策を進めていくことが必要なことだと考えます。

原発事故を経験した今、経済性や生活水準などを指標としてエネルギー政策を論じること、決定していくことに違和感を覚えます。何が大切なことなのかを考えた時、まず安心安全な国民生活
が基本です。旧来のエネルギー政策を再生可能エネルギー中心の政策に転換していくことで、安全な国土や幸せな国民生活が築かれ保証されるのだと思います。
原発事故は生命、国土を失う恐れが大きい。将来の日本にそのような危険をはらむものを残すべきではないと思います。原発のリスクと引き換えて幸せな国民生活が得られるなどとは考えられ
ません。

また原発が稼働すれば必ず使用済み核燃料ができてしまいます。使用済み核燃料処理の目処がたたない現状では、原発は稼働すべきでないと考えます。

以上の理由から私は出来るだけ速やかに脱原発を進めるべきであると考え、ゼロシナリオを選択いたします。
34776 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 排ガスの問題など日本のテクノロジーは，それ相当の時間を掛けてクリアしてきました。しかし，高速増殖炉はいつまで経っても見通しがつきません。投資で言うところの「損切り」が必要なんで

す。早急な。使用済み燃料をこれ以上増やしても行き場はないのです。

また，いまの政府や電力会社に原発を運用するスキルと信用があるとは思えません。技術力と道徳心のある日本がこうなのですから，これからの国々での運用も不安が募ります。世界中に原
発を増やしても何処かが不幸になるだけです。

これまでの自民党といまの政府に，段階的なシナリオは任せられないのです。

技術力は，その時々の未来のあるものへ注ぎましょう，そう願います。複数手段の再生可能エネルギーを中心に電力を賄える努力をしましょう。国内で賄えるエネルギー政策に期待します。

原発は必要ないと思います。短期間での廃炉は無理なのは承知していますが，廃炉にもビジネスが生まれます。そして公正なビジネスチャンスを期待します。

原発は要りません。

ゼロシナリオを支持します。

34777 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 ３つの選択肢の中でのの選択であれば、原発ゼロシ
ナリオを断固支持します。

 脱原発何よりも命、自然を大事にしたい。福一事故、人災を体験し、今も人生を狂わされ苦しんでいる入る人は多数います。どこかの電力会社の人が、原発事故で亡くなった人はひとりもいな
いと言い放ちましたが、そんなに安全なら、原発敷地内で家族が暮らしたらよいではないですか。原発建屋自体がいくら強固に作られても、配管は甘い基準で連結され、あちこちで連結部がは
ずれたり、穴が開いたりですし、電力会社であるにも拘らず、全電源喪失を招いたり、全電源喪失によるテロ対策も講じていない。百万歩譲って、原発施設が安全だったとしよう。であっても、地
震列島の上に原発を作ることは蒟蒻の上に蝋燭を立てるようなもの。高レベル廃棄物を１０万年も地下で貯蔵し続けなければならないなんて、誰がその安全性を保障できるのだろうか？金儲け
のために、子孫に負の遺産を残すことには反対です。
発送電分離を実現し、総括原価方式を改めるべき。結局電力会社は原発を推進しても、全然腹が痛まない仕組みは変えるべき。原発関連事業に今までどれだけの巨額な資金を投入したか。
それだけの資金、人材を再生可能エネルギーに開発に回すべきです。それこそが、地球温暖化防止策となる。

34778 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 再生可能エネルギー研究開発、導入の強化、原子力
については実用の制限と研究開発の強化

【再生可能エネルギー研究開発、導入の強化】
・太陽光/熱、風力、波力、地熱など再生可能エネルギーによる発煙事業の症例と強化を行うべきと考えます。
・石油、石炭、天然ガス、ウランとも輸入に頼るため、他国による意図的な妨害や経済的締め付けに脆弱と考えます。
・原子力については、上記に加え、放射性廃棄物の処理技術が未確定であり、事故時の対応も含め、狭い国土において危険性があると考えます。

【原子力発電の実用の制限と研究開発の強化】
・原子力については、福島事故に見る故障時の影響の大きさと、放射性廃棄物の処理技術が未確定であり、狭い国土において危険性があり、実用としての利用は最小限または当面廃止とす
べきと考えます。
・また、放射性廃棄物処理を他国に頼る場合、意図的な妨害や経済的締め付けに脆弱と考えます。
・将来的に、確実な安全確保技術や放射性廃棄物の処理技術が開発されれば、上記障害が緩和されますので、日本主導または国際協力によりこれらの技術を研究開発し、十分実用に耐える
段階で、実用発電の再開、推進を行うのがよいと考えます。

34779 個人 無職 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。

原子力は確かに便利かも知れませんが、その扱い方が甚だしく難しく現在の
技術ではリスクが大き過ぎます。コスト面でも今回の事故で他のエネルギーと
比較して決して安くはなく、むしろ高い事が暴露されました。
ひとたび事故が起これば、日本全体が再生不可能な状態になる事も有り得ます。完全な人はいません。従って、どんなに技術が向上しても、それを扱う
人間が不完全である以上、必ず事故を起こす可能性があります。また、使用済核廃棄物を安全に管理する手法も確立されていません。しかも何万年もの管理が必要になる事だけを考えても人
が扱える代物では無い事が分かります。

代替えエネルギーの問題がいろいろ取り沙汰されてますが、日本人の英知を結集して皆が真剣に考え果敢に挑戦すれば必ず良い方法と技術を見出すことが
出来ると確信しています。?最初から原発有りき?の姿勢で向き合っていたら
良い知恵も浮かぶはずはありません。日本国民の生死や日本国の存続を危うくするような原発や放射能被害から子供たちや将来の子孫たちを守らければ
なりません。決して原発を単なる効率化の選択肢としてテーブルに載せてはなりません。ましてや、政治家、企業の損得材料や権力顕示の道具にしては
なりません。

34780 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発の即時撤廃を求めます。 日本は地震国です。大阪の地震のときは運よく原発事故が起きなかっただけなのだと、驚愕を持って実感しました。原発は全国にあり、これから地震のたびに原発の安全も心配しなくてはなり
ません。
また、一度事故を起こすと、あまりにも甚大な被害を長い間もたらすことも思い知りました。チェルノブイリ事故で知っていたはずなのに･･･。
私は水俣出身で、祖父は水俣病です。環境がどれだけ大事か、損なった健康は戻ってこないこと、身をもって知っています。電気が足りないと経済活動がおもうようにできないのかも知れません
が、環境にも健康にも害をおよぼさない電気がそこにあるのに、それを議論しないのは許しがたいです。
人口もこれからどんどん減っていくことでしょう。今までのように電気がいらなくなるかもしれません。原発の電気をつかわない！とまずは決め、そこに向ってどんどん議論していきましょう。日本
人は常に成長してきました。これからもできるはずです。
もう誰の故郷も汚さないでください。お願いします。

34781 個人 家事専
業

４０代 女性 原発依存 ０％。
全国の原発を即刻停止し、廃炉にむけて動き出して
下さい。

理由：

１．地震大国日本の不安定な地盤構造に建てられているというリスクの高さ。
２．核燃料の廃棄処理方法が確立されてないなど、持続可能とはいえないシステムであること。
３．５４基全てが休止していても電気がショートしなかったという現実。
４．福島のような事故があった際の国内外へのダメージの大きさ。（日本の農作物への不信感や観光産業へのダメージ、子供達の健康被害など）

０％にむけての対応策は自然エネルギーへの移行が考えられがちですが、原発のしくみと同じしくみが自然エネルギーによって再現されるようでは困ります。
我々人類が自然と長く共生していく為にも、持続可能なエネルギーとその活用のしくみの構築を望みます。
例えば大地を切り開き、掘り起こし、大量のコンクリートで埋め立てた風力発電。そして、低周波音による周辺住民の被害など。自然の営みを無視したやり方と周辺住民への配慮がないので
は、原発と同じといっても過言ではありません。

是非、安心して子供を産み、育てられる日本にむけて、そして次世代に自信をもって日本の環境を渡せるよう、新しいしくみ作りをお願いしたいです。

34782 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原子力発電０％：ゼロシナリオ 東京電力福島第一原子力発電所の事故の原因解明もいまだ出来ず、完全冷却も出来ずに敦賀原子力発電所を再稼動させている。

故郷を奪われ被爆させられた人々のことを、人類の財産である海を大量の放射性物質を流し汚染したことをどう考えているのか。

制御できないものを安全だと言うのは、全く理解できない。

国の対応は、後手後手で情報も開示されず、いたずらに人々の不安と疑心を煽っている。

34783 個人 無職 ５０代 女性 ２０３０年には原子力による発電がゼロになるよう望
みます。政府・経済界・研究機関・国民が一丸となっ
て、原発のない日本を作って欲しい。

原子力エネルギーに頼らず、日本の豊かな自然を生かしたエネルギーを活かしてほしい。原子力は、プルトニウム産出の現場からすでに地域住民を苦しめ、発電後は廃棄場所の確保も難し
く、自然災害には成す術もなく、長い年月に渡って大きな損害を与える。この様に危険なエネルギーを使う事は賢明でない事に、人々は気づき始めている、政府はなぜ原発にこだわり続けるの
だろう。ここに発生する利権の為と考えるのは、市井の民には当然の事である。

34784 個人 自営業 ６０代 女性 原発はゼロにすべきです。そのためには政府の３つ
のシナリオに書かれている以上の割合で省エネを進
め、再生可能エネルギーの開発を進めて、温暖化防
止に努めていかなければなりません。

本来、地震大国日本に原発は危険この上ない施設であり、再び福島のような事故が起こったら日本は滅亡するでしょう。そうなる前に原発を廃止すべきです。それが今生きている日本人の次世
代に対しての、またこの地球上のすべての生物に対しての責任です。

原発関連の既得権者を守るのではなく、省エネ、再生可能エネルギーの開発を真剣に進めることによって、新しい産業を育て、新たな雇用を生んでいかなければ、日本の未来はありません。福
島原発事故がそのことをはっきりと示しています。政府は直ちに再稼働された危険な大飯原発を廃炉にし、活断層が走っている他の原発の廃炉への道筋を示し、エネルギーシフトへの具体的
な政策を決定し、実施して下さい。

34785 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます

自分の、身のまわりを見渡すと、無駄に使っているエネルギーが多いと思っています。今の生活で無駄をなくすことを考えていきたいです(省エネ)。
ミクロな視点だけど、ひとりひとりの意識を変えていくことも大事だと思います。
3.11の地震と、福島の原発の事故からは、そんなメッセージを私は受け取ります。
原発は、私たちの命に危険すぎるからゼロの方向で！

34786 個人 自営業 ４０代 女性 あきらかに過半数以上の人が再稼働反対、なのに政
治が民意を反映していない。
将来のエネルギー政策は普通の選挙でなく単独で国
民に信を問うべき重要なこと。国民投票を実現して欲
しい。（デンマークに学ぶべき）

原子力とは

キケン・きたない・金がかかる（実は1番）　　の「3K」技術。

ヒトを不安、不幸する「2H」のおまけつき。

次々と大事故をおこしてきた原発。続ける理由がどこにあるのか？
そして地震はまた明日にもやってくる。

想定外は許されない。

時代遅れの、失敗に終わった残念な技術とはきっぱり決別し、
子供達のためにまともな社会を残したい。

まともな社会とは人の命と健康が最優先される社会のこと。

34787 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ドイツのように、２０３０年あたりを目安に原発ゼロを宣
言、それにあわせて新しいエネルギーのありかたをプ
ランニングしてほしいです。新しいエネルギー開発・除
染・廃炉から新しく雇用と経済を生み出してほしい

捨て場が決まらない核のごみ問題もあるし、大きな原発事故を起こした国として、前向きに新しいエネルギー開発をしてほしい。日本がこんなことで後進国であってほしくないです。

 ３．経済面（経営面）からの意見
 １）電力コストの料金への転嫁

例えば今年もそうであるが、原発を停止することを理由にコスト増加を即価格（電気料金）に転嫁する東電をはじめとする電力各社の考え方は、普通の一私企業では考えられない。コスト増加に
対して、いかにして値上げをせずに販売を継続するかが企業の腕の見せ所であり、底力が発現する場でもあるが、そのような努力をすることなくコスト増を即価格に転嫁するのは、最も稚拙で
あり、寡占企業の驕り・甘え以外の何物でもない。競争社会・原理のなかで、日々その部分で腐心し、苦労している企業人からすると非常な憤りを感じる点である。電力各社には、改めて安易な
値上げの前に、企業努力を社会に対して提示して貰いたいものである。

 ２）日本企業の技術力・対応力
敗戦からの復興や、高度経済期のオイルショック、バブル景気後の低迷期や最近ではリーマンショック、急激な円高など、そのときどきで対峙するマイナス局面に対して、日本企業は都度たくま
しく、大きく乗り越え、その度により強い企業として成長を続けている。原子力発電所廃止に伴う一時的な電気料金（コスト）の上昇に対しても、真の企業にはそれを吸収するだけの強さが備わっ
ており、過度な危惧は必要ない。
それが理由で日本の製造業の海外移転が進み、結果的に国内空洞化の傾向が進むとする意見もあるが、仮にその現象が起こるとすれば、早晩生じるものが多少早まっただけのものに過ぎ
ず、こればかりが理由ではない。



34788 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオ 原子力発電は先の世代まで大きなリスクやコストを投げ渡してしまう発電方法。
ほかの発電方法に比べても使用済み核燃料の処理や廃炉にするにもお金がかかるし時間もかかる。
そもそも廃炉にする技術がいまだに確立できていないし、使用済み核燃料の最終処分も決まっていない状態。
さらに、今回のような災害、事故のときは莫大なお金がかかる。

2030年では遅すぎです。
できるだけ早く。

そして、原発だけではなくもんじゅも六ヶ所も無しです。危険すぎます。

34789 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 現在３人の子育てをしている栃木の主婦です。
東日本大震災の際、妊婦でした。
原発の恐怖におびえた日々・・・
二度と味わいたくありません！

ぜひ、原発ゼロシナリオを実現すべく、省エネルギー対策を進めてください。
２４時間営業のコンビニや自動販売機・・・・本当に必要か、もう一度考えています。
子供たちのためにも、原発はゼロに

34790 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 福島原発第一の壊滅的な事故と、その事故に対する東電と政府の対応を見る限り、日本には原発を安全に制御するノウハウがない、と感じたため。しかも、その後の大飯原発の強引な再稼働
の経緯を見るに、事故の経験から学習したように見えないため。

34791 個人 その他 ５０代 男性 原発はすぐにでもなくすべき 安全が確認された原発は再稼働させるというが、安全な原発などあり得ない。現在の技術では、放射性物質を無害化することができない。無害化するには途方もない年月がかかり、次世代に
ツケを残すことになる。原発で事故が起きれば、それをコントロールすることができないことは、福島第１原発事故が物語っている。すぐに原発をゼロにするべき。

34792 個人 無職 ６０代 男性 原発の比率は０％にすべきです。使用済み核燃料の
最終処分地がない状態で稼働することは、まずい。

最終処分地を棚上げして、このまま原発を稼働することに賛成できない。使用済み核燃料の行く先がないので原発の建屋に保存されており大変危険である。
１）今回の東電TV映像を見ると、業界Topの東電の危機管理が全然ダメだと解りました。他の電力会社も同様か、それ以下と類推できます。
２）今回の福島の経験を踏まえて、ゼロスタートとすべきです。
３）日本には、温泉のエネルギー、風のエネルギー、水の流れの利用エネルギー、ゴミの熱利用エネルギー等、まだまだ利用できるエネルギーがあると思います。
　　こららの利用を促進して、見ましょう。
４）ヨーロッパ旅行すると、風車・太陽パネルが非常に多くなっています。
５）中国旅行の友人の写真では、太陽パネルが砂漠にどんどん建設されておりました。

34793 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを選択するべきである。 「脱原発が経済に影響を与える」という意見もあるが、日本が有数の地震国であり、大きな変動期に入ったことを考えると、原発施設が稼働していることそのものが我が国の経済にとって巨大な
リスクであると言わざるを得ない。
政府や電力事業者の危機管理能力の低さは、福島原発事故以来、国民の目にいやと言うほど明らかになった。

老朽化した原子炉が延長稼働されることの危険、長期にわたる廃炉事業の困難さなどを考えても、一刻も早く原発ゼロの道を選択し、再生可能エネルギーの技術開発に力を注いで、将来への
負担を可能な限り少なくするべきである。

また使用済み核燃料の処理も大きな将来への課題となってしまっている。
もんじゅは実現不可能な計画であり、これ以上推し進めようと貴重な予算をつぎこむべきではない。
この「ゴミ問題」ひとつとっても、原発をこれ以上稼働させることは、負の遺産を増やすことにほかならない。

ゼロシナリオを選択した上で、前倒しできる課題は可能な限り速やかに実現しつつ、自然エネルギー先進国としての立場を目指すべきである。

34794 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオ希望
即時停止してください

核破棄物を自分たちの世界に押し付けないでください。

34795 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオ
理由は次の項目による

○資源のない日本人は開発することで発展してきたと言えます。国民のそういうところを信じて、新しいエネルギーの産業に、原発に掛ける分の投資をすべきです。また再生可能エネルギーは、
地の利を活かせるので、今までよりも独占的でなく地域に分化した構造になると想像します。それは、日本全体的に見ても災害に強いシステムとなり、日本という風土に向いていると考えられま
す。

○原発の副産物は半永久的に地上からなくならなず蓄積し続けると聞きます。現代の日本人の繁栄も大事だが、未来にもわたしたちに責任があるはず。引き継いできた襷をこの状況で次の世
代に渡すのは無責任です。そもそも資源は有限であることを自覚し、政策に反映すべきです。浪費で経済の成長を望むのは限界で、身の丈にあったサイクルで経済を滞りなく廻す様な政策を

34798 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 男性 温暖化をとるか原発をとるか、という感じの選択肢の
在り方に違和感があります。
化石燃料にも原発にも頼らずに「いつまでも平和で豊
かで楽しいニッポン」を創り出すようなシナリオを提示
できないものだろうか？

「原発の安全性」についてはまったく信用していません。
また、温暖化の対策も不十分だと思います。
この先、この国はどうなってしまうのだろうと不安だらけです。

34799 個人 無職 ６０代 男性 原発はゼロシナリオを支持します。　それを前提に、
現在及び今後30年から50年のなすべきことを企画、
実行すべきである。　今すぐゼロといっても、廃炉にす
るには時間はかかるので、今からすべきでしょう。

従来の安全神話を作り出し、立地や安全性に対する対応、評価を電力会社に任せ、機能しない原子力委員会を形だけ作り、国家としての責任と実行を果たしてこなかった。　歴代の自民党の
責任は大きい。　民主党は、現在の対応をしっかりしないといけない。

過去、立地場所は、当該自治体に飴の政策で了解させてきた。　地震、津波対応などリスクの検証、対策を国として責任を持って進めてこなかったこと理解せざるを得ない。　また、今後、これ
が大幅に改善されるとは、現在の政治状況と官僚の対応から期待できない。　　すっぱり、舵を切って、いい加減なごまかしの対応から決別することが国益になると思います。

34800 法人・
団体等

無職 ６０代 法人等 26年前から今まだ、放射能が漏れ出しているチェルノ
ブィリ原発事故。福島第一事故もこれから何十年も放
射能汚染に悩まされるだろう。原発依存度を(1)ゼロシ
ナリオにすべきである。

福島第一原発事故から500日過ぎました。何が解決したのでしょうか？汚染水の処理・除染・被災地の復興などなど、これだけの大事故なのに責任はだれも取らずに、それどころか大飯原発の
再稼働など経済優先に走り、人の命の何と軽いことか。そもそも、原発と人間は共存できないのは分かっていたはずなのに（だから東京ではなく福島の田舎に設置した）。身内で固めた監視機
構（保安院）が今頃になって問題になっているが織り込み済みであったのだ。一番の問題点は、このような大事故を起こしておいてなお資料が出せない隠蔽体質、これでは国民の命と財産をど
うして預けられようか。子々孫々に胸を張れる施策は、原発依存度を(1)ゼロシナリオ以外には考えられない。そうすることを望みます。

34801 個人 無職 ７０代 男性 この一年間の事故後の経緯を見て、東京電力、政府
責任者、安全委員、保安院、ほとんど信じられない言
葉の羅列ばかりで原子力発電「将来はゼロに」。ただ
し原子力技術研究のため一つだけ残す。

私は原子力発電は必要と考えていました。でも政府閣僚、国会議員、官僚、
原子力発電関係、経済界、またジャーナリスト、の方々迄も言葉遊びに熱中し国民の心情を見ない振りして、原発立地の地層調査にしても反対意見は
多数決の陰謀で無視、そして諮問委員の報告の都合よい文言だけを切り取り、会議録や東電の事故当時の記録も都合の悪い部分はプライバシーを理由にして公開拒否。こういう事の連続で
は信用しろというほうが無理です。
以上事により国の説明はいつも核心点を外す為にだけ腐心している。今回の三つの選択肢のうち「１のゼロを希望します」。事故を起こしても起こさないにしても、核廃棄物は溜まるし、廃炉は
何十年もかかる。
私は戦後のあの苦しい時代を親たちは耐えてきた姿を見ています。今度は私たちが耐える番です。その代わり国は政府は、今月の国会のような決め方ではなく「国民の信を問う、心情を聞いて
から決めてくださいお願いいたします。
ただし未来の為に研究用の原子力発電は一つだけあればよいと思います。
終わり

３０代 女性 NO NUKES ～原発ゼロを目指して～34797 個人 パート・
アルバイ
ト

8月15日、もうすぐ終戦の日がやってきます。
日本は世界で唯一、原子爆弾を落とされた国です。
その現実を今一度、考えるべきです。
そのために起きた全てのことを。

そして、終戦から66年経った2011年、福島原発の事故が起きました。
その現実を今一度、考えるべきです。
そのために起きた全てのことを。
そして、これからどうするべきかを。

今、日本は原子力発電所に多数の国民がノーの声を上げています。

今まで私を含めて、多くの国民は原発について目を向けていなかった。
原発というものの恐ろしさを知ろうともしなかった。
それは、平和で便利な日常が過ぎていたから・・・。
とても反省しました。
正直、今回の福島の事故を受けて、初めて勉強し始めました。

そして、事故後の政府や東電及び電力会社、権力を持っている者の対応を見て、戦争を行っていたときの日本のようだともさえ感じ、恐怖を覚えました。
二度と同じ過ちは繰り返してはいけない。

今まで、当たり前のように使っていた電力、ときには無駄に使っていたことも正直ありました。

でも今は、国民の意識が変わってきています。
日常の便利さよりも、これからの安全な生活のために、便利さだけを求めない生活へ変える意識はあります。
新しいエネルギーの開発ももちろん大切だし、今実際に多くの人々が動いています。
私たち、国民はまず生活を見直して、電力だけでなく環境を意識した生活に戻る意識を持つつもりでしすし、皆がそれに向かっています。

人間が開発したにも関わらず、それを人間が抑えきれなくなるものは、
この世界にあってはならないのです。
絶対の安全なんて、絶対なんて存在しません。

政府や電力会社だけに責任を押し付けるのではなく、国民が自らの生活を見直して、お互いに協力しあうことが必要です。
個人の利益だけを求めず、権力にしがみつくのではなく、
今一度、未来の安全を考えてください。

穏やかに、安心して生きれる場所を皆で築くべきです。

原発は人類を滅ぼします。
原発ゼロを目指します！

どうか、賢い選択をしてください。

　福島原発事故で、原発は現在の科学技術でコントロール不能であることが明らかになった一方で、日本は世界最大の地震国で、志賀、敦賀、柏崎刈羽、浜岡、女川、伊方など、直下、または
直下付近に活断層が走っている危険がある以上、脱原発以外の道がないのは、子供でも分かる理屈です。津波ばかりでなく、直下型地震で、冷却水の配管や電気系統の配線が破壊されれ
ば、放射能汚染は福島の比ではありません。野田総理はどうやって責任をとるというのか。これこそ無責任の極みです。
　原発推進者は、原発がないと、電力不足になり、経済が立ち行かなくなる、産業の空洞化が起こる、国際競争力や雇用が失われる、国力や生活水準が低下するなどの、半ば恫喝めいた言い
方をしますが、これは極めて疑わしい、非科学的な話でしょう。たとえば、関西電力が、電力不足になると強弁して大飯が再稼働したが、そのとたんに12基ある火力のうち8基は休止しました。に
もかかわらず、夏場の電力不足というような話はまったく聞こえてこない。日々の電気予報では80～90％の水準でしょう。ということは、本当は電力は足りていたということです。原発再稼働あり
きの再稼働であったとすれば、国民を騙したことになる。
　ことほど左様で、原発の発電コストは昨秋、8.9円に修正されたが、バックエンドの費用の計上や事故時のリスクの見積もりが不十分で、実際はその倍ぐらいになるかもしれない。CO2を出さな
いというが、それは運転中だけで、ウランの採掘から濃縮までのライフサイクルでは、相当なCO2を出すのではないか。
　また、使用済み核燃料の処理、プルサーマル計画の事実上の破たんで、もんじゅの稼働は早くても2050年以降、それでプルトニウムが増え続け、一方、六ヶ所村の再処理工場は試運転だけ
で18回も稼働が延期となり見通しが立たず、中間貯蔵施設も3000万tの容量に対し、2700万tに達しており、陸奥に建設するにしても、2030年が来る前に、全国の原発の燃料プールが満杯にな
り、稼働できなくなる危険があるわけです。そうなれば2030年の15％だって不可能ですよ。
　政権与党や、エネルギー官僚、電力業界や原子炉メーカーほか原子力村の面々は、そうした不都合な真実を隠し、国民を欺き、既得権益を得続ける一方で、国民の命を、科学でコントロール
できない原発の危険の中にさらす、というのは、人間としての倫理感の欠如、また、孫子以下、未来世代の国民への負の遺産のつけまわし、ということになりかねないわけです。
　仮に、経済的な影響があるとしても、命と経済のどちらが重いのか、小学生でも分かる理屈でしょう。毎週末の官邸前のデモはまさにそんな思いが凝縮されたものです。国民の70％が脱原発
を願っている理由は、まさにここにあるわけで、国民主権が憲法で保障されているという民主主義国家であれば、政治は国民の意思を重く受け止めるべきです。政治家は国民の代表なのだか
ら。
　では、原発ゼロの社会をどうやって確立するかといえば、2030年の達成を目標に、CO2が少ないLNG火力（コンバインドサイクル）と地熱発電、太陽光、風力、燃料電池などで達成すべく、年間
原発にかけている4000億円の予算の多くを、こちらに割くべきです。地熱エネルギーの埋蔵量は世界有数で、これに反対する温泉地など観光業との両立が可能という専門家の分析もあるのだ
から、人、もの、金を地熱に注いで下さい。もちろん、国立公園などの規制も緩和してです。
　それと合わせて、発電、送電を分離し、東京電力を解体し、10電力会社の地域独占体制をつぶし、経済産業省の天下りを禁じ、再生可能エネルギー事業者が公正な競争ができ、かつ、消費
者が多様な電気を、適正な価格水準で選べる自由競争市場を一刻も早くつくっていただきたい。また、原発がなくなることで電源開発促進税などの補助金が切れる、原発立地自治体は、2025年
ぐらいを目途に、地域再生計画を策定し、自立してほしい。13年間かけて原発に依存しない地域経済によって自立できるように、これを国は財政面で支援する制度（時限立法で）を創設してくだ
さい。原発マネーによる麻薬漬けはやめて下さい。
　最後に、申し上げます。原子力村の解体を一刻も早く断行して下さい。これが続く限り、国民の命は危険にさらされ、国民主権が踏みにじられ、国益の損失になります。国益の原子力規制委員
会の委員長候補の田中俊一氏は、さきの国会でで、自民党の斎藤議員の質問に対し、「原子力は科学でコントロールできる」と答えました。この一言で、この人は科学者として失格です。本来な
らば、与党は脱原発依存を標榜しているのだから、原子力規制委員会ではなく、廃炉委員会をつくり、原子力に批判的な専門家の下で、監視する体制を整備すべきです。それが無理だとして
も、「汚染土壌の捨て場がないなら、谷を埋めてしまえばいい」と言うような人物に、原発の規制を、国民の安全と命を委ねられないのは自明の理でしょう。政府はもっとしっかりして下さい。

34796 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年の原発はゼロ以外の選択肢はありません。
15％、20～25％シナリオは、現存50基の再稼働が前
提であることから、このような選択肢が提示されてい
ること自体が問題です。



34802 個人 自営業 ５０代 女性 原子力発電の即時停止を求めます。電力だろうが兵
器だろうが核はいらない。
これ以上の自然環境破壊、動植物の汚染を許すわけ
にいかない。

原子力発電はもう要りません。安全ならいいとかそういう次元の話ではない。使用済み核燃料の廃棄、管理の問題は将来大きなつけとなって手に負えなくなります。原子力発電が無くても十分
電気は足りる。原子力発電所が無くなると困るという地方の方の生活だって、廃炉作業の間は仕事もあるし、原子力に替わる自然エネルギー発電事業を招致すればいいのではないかと思いま
す。経済の発展などは今以上必要ない、十分です。

34803 個人 自営業 ５０代 女性 将来のエネルギー見通しに関する選択肢はゼロシナ
リオのみ。
原発は過酷想定事故を起こし得る。無毒化出来ない。
被害が広範囲に及ぶ。
原発は稼働はすべきではない。

命に反する原発を二度と稼働させない未来を選ぶべき。
幸運なことに事故がなかったとしても原発は老朽すれば廃炉しかない。
日本はむしろ、世界のどの国も実現していない廃炉技術の研究、発表と実践によって、認められるべきと考える。エネルギーソースの代案には波力を揚げる。

34804 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持する。領土が狭く地震の多い
日本に原子力発電は向いておらずとても危険。又、原
子力発電は地球温暖化対策としては無意味。代替エ
ネルギー及び省エネルギー政策を推進するべきであ
る。

　「エネルギー・環境に関する選択肢」を拝見いたしました。

　私は、原発「ゼロシナリオ」を支持いたします。

　原発および関連施設は、たった１基でも大事故が起きれば広大な範囲が放射能に汚染され、人が住むことも食物を作ることもできなくなってしまいます。領土の狭い日本では、その場合代わり
になる土地はありませんし、地震の多い日本では、大事故を人間の力で防ぐのは不可能だと思います。また、安全保障の面でも原発を狙われるとひとたまりもありません。
　このように、領土が狭く地震の多い日本に原子力発電は向いていないどころか、とても危険であると思います。そのため、まずは太陽光発電などの自然エネルギーをはじめとする代替エネル
ギーの推進と、省エネルギー政策を推進していただきいと考えます。

　また、地球温暖化対策としてのCO2削減をしなければならないという点について。原発は、「発電時には」CO2を出しませんが、大量の放射能が漏れ出します。CO2は確かに削減しなければな
りませんが、それ以上に有害な物質が発生するのでは何の解決にもなっていないどころか、地球環境は悪化してしまうと思います。さらに、原発は毎日高い温水を大量に海に捨てています。原
発は結局、地球温暖化に貢献してしまっているのです。
　以上の点から、地球温暖化対策として原子力発電を推進することにはなんの意味もないため、反対します。

　ところで、「エネルギー・環境に関する選択肢」に、「2030 年の原発比率を20～25％程度とする」場合、「原子力及び原子力行政に対する国民の強固な信認が前提となる。」とありますが、今後
「国民の強固な信認」を得ることは、かなり不可能に近いと思います。
　原子力発電を支持する人でさえ、その理由が「原子力発電には不安を感じるが、他に期待できる発電がないので仕方なく支持する」という立場の人が多くいると感じます。どんな発電にも事故
による被害はありえますが、原子力の場合は被害が大きすぎて、とても人間の手には負えないと思います。特に日本においては国の存続に関わるほどの致命的な被害がおこる可能性がありま
す。
　それでも原子力発電を続けるのなら、「国民の強固な信認」を得ることが大前提ですが、それは現在のところ全く不可能です。私は東日本大震災の前から原子力発電についてかなりの不安を
感じておりましたが、震災後の福島原発の事故およびそれに対する対応を知って、完全に信じられなくなりました。「国民の強固な信認」を得ようという姿勢など、未だに微塵も感じられません。
同じ意見の人は身の回りにたくさんいます。

　以上、浅はかな知識で恐縮ですが、意見と要望、現状について述べさせて頂きました。自分自身も、人ごとではなく今後も続けて学び、考えてまいりたいと思っておりますので、どうぞよろしくお
34805 個人 パート・

アルバイ
ト

４０代 女性 「２０３０年に原発０」ではなく、「即刻、原発０」を主張 地震大国の日本でも、国民が安心して暮すことができるように、再生エネルギーで電力をまかなう方向に舵をきるべき。

34806 個人 自営業 ６０代 男性 原発は、できるだけ早くゼロにすべきです。 人のやることに絶対はありません。壊われたら収拾がつかなくなるものを動かすべきではありません。全ての想定外に備えることは不可能です。

34807 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は全てすぐに廃炉にして、自然エネルギーの発
電に転換すべきと考えます。

事故が起こり原子力発電は安全ではないとわかったこと
事故が起こらない保証がないこと
事故後に起こる健康被害や生活上の被害など、様々な問題の責任を誰もとれないこと（お金の問題ではなく）
事故後の環境への影響に対して誰も責任をとれないこと
事故が起こっても情報が公開されず行政も企業も積極的に助けてくれないこと
廃棄物の最終処分方法が決まっていないこと
事故後はもちろんだが、正常運転中も被曝労働が前提となっていること
放射性物質が長い将来に影響をあたえること
放射線被曝による健康への影響がどれほどのものか未知数であり、現時点で国際的に合意とされている安全基準を超えて今後被害が拡大する可能性があること
子どもがかわいそう

34808 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ３つの選択肢すべてに反対。原発依存度を可能な限
り減らすことを前提としているが、３つの代替案はすべ
て現実的でなく、原発依存度を可能な限り減らすとい
う方向性を見直し、原発依存度は５０％程度とすべ
き。

日本の持続的成長のためには、エネルギーの安定供給は不可欠であり、自然エネルギーは国産ではあるが不安定でありメインにはならない。化石エネルギーは安全保障に課題。大量のエネ
ルギーを安定して供給できる原子力発電をベースとすべき。
そのうえで、化石エネルギー、自然エネルギーを組み合わせ、バランスの良い電力供給とすべく、原子力比率を５０％とする。
すべての選択肢とも非現実的かつ電気料金の大幅な上昇が明らかであり、日本経済を破綻させ、日本の信用力を毀損するリスクを含んでいる。
先ほど野田総理の演説を聞いたが「打出の小槌」はないとのことで同感。次の世代のためにも、現実的で責任ある戦略構築を期待する。

34809 個人 自営業 ４０代 女性 １）0％　：明確な廃絶に向けたシナリオ 原発という危険なエネルギーはやめて、日本の豊富な自然エネルギーの見直しをしてほしい。

これからは、大規模な発電に頼るのではなく、小規模な発電を、小さな町単位などで作るのが望ましいと思います。

時代は進化しています。

日本も時代の遅れにならないように、世界とバランスをとるべきだと考えます。

34810 個人 その他 ６０代 女性 原発は即時停止！永遠に０パーセント 今すぐ出来るだけ速やかにすべての原発をとめて、あらゆる研究機関が協力して出来るだけ汚染のない廃炉をお願いしたいです。
自然災害や活断層がなくても　原発はいりません。
とにかく放射能におびえて暮らしたくないのです。これから生まれる子供たちに
本当に申し訳ないです。

34811 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 私は原発依存率を速やかに0%にすべきだと思いま
す。3.11の事故を経験した今、原発に対するリスク意
識の低さを大いに反省し、即座に方向転換すべきで
す。

私は原発依存率を速やかに0%にすべきだと思います。
政府が提示する0%という選択肢は、あくまで2030年に0%に持って行くというものでしかありません。
それではこの先18年は、原発が稼動し続けるということになります。

有識者が代替エネルギーのことを真剣に考えれば、決して現実離れした話ではないと思います。
自分にその知恵がないのは悲しいことですが、国内外に優秀な方はたくさんいらっしゃるはずです。

3.11の事故を体験して、それでもなお原発利権にしがみつく神経が理解できません。
あんなに危険なものを、地震大国の日本に何機も抱えるなんて、リスク意識が低すぎます。
少なくとも事故前は、大多数の国民がそのリスクを考えてはいなかったと思います。
しかし、事故を経験した今、その政策を大いに反省し、即座に方向転換すべきではないでしょうか。

また、使用後の危険なゴミの有効な処分方法がないことも問題です。
「臭いものに蓋」のことわざ通りのお粗末な手段で、10万年先まで危険なものを地中に貯め込む。
そこまでしないと得られない経済成長など、私は望みません。

34812 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。それ以外はあり得ませ
ん。

もはや経済最優先の社会をこのまま追及すると、自然災害多発地域である日本にて東日本大震災クラス又は同等の自然災害が発生した際に福島第一原発及びその他国内の原発に、いつ何
時、どのような被害が国内外に影響を及ぼすのか、計り知れぬ状態になっているのが日本の現状である為。一時的にGDP成長率等が停滞してもゼロシナリオを推進すべきと考えている為。

以上です。

34813 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電の早期再開を望むみ、将来の原発比率
は現状維持を望む（２６％）

原子力発電は我が国の電力安定にとり不可欠の存在である。今現在大飯原発しか稼働しておらず、電力需要が逼迫しており、火力発電所はフル稼働な状態である。そんな中で火力発電所で
事故や故障が起きれば、電力を配給できなくなり、国民生活や経済産業に多大なる悪影響を及ぼす。原発を止めている事で石油などを大量に輸入し、環境への影響が悪化している。今の原発
の点検を早めて、早期に日本各地の原発を再稼働するべきである。今まで安全だといって運行してきたのに、点検を早め再開しないのはおかしい。国内電力の発電方法の比率でも原発の２
６％は維持するべきである。世界的な趨勢である、原発技術を向上させ、より安全で安定した電力源として原発を位置づけるべきである。化石燃料を消費する火力発電を再生エネルギーに換え
てゆくべきで、その速度も日本経済・国民生活に影響の無いテンポで返還してゆくべきだ。電力は、常にある程度余剰能力をもつべきで、発電施設の停止などや石油資源等の禁輸など所謂エ
ネルギー安保に配慮するのは国としての最低限の義務だ。

34814 個人 無職 ６０代 男性 原発存続が強制されることは、人権問題です。犯罪で
す。

　憲法にもあるように、国民には生存権があります。原発は、生存権を破壊します。福島第一原発で、死者がでていないと、公聴会で電力会社の社員が言っていますが、この人は、農業、牧畜
業の人が、前途を悲観して自殺したことを知らないのでしょうか。もし、４つもあるどれかで、メルトダウンがもっと破壊手金すすみ、あるいは使用済み燃料のプールの破綻していたら、核兵器を
落としたのと同じで、膨大な死者が出たでしょう。
　原発の存在が強制されることは、犯罪であり、人権問題です。

34815 個人 自営業 ５０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択 原子力発電は日本には必要ありません。

34816 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 ゼロシナリオを支持します 電力の供給の自由化を希望します。
小さくシンプルなロスの少ないエネルギーの循環を、適正規模で模索する可能性が広がります。原発にこだわらないエネルギーの可能性にチャレンジするチャンスです。

34817 個人 自営業 ３０代 女性 安全な日本に 原子力　ゼロシナリオを希望します。
すぐには、無理でも、2030年までに、原子力以外の安全な方法で、電気を作ってほしいです。
地震は、また必ず起きます。
自然と人間の健康に、被害を与えます。

34818 個人 自営業 ７０代 男性 福島第1原発事故により甚大な被害を経験した今、国
は目指す方針として原発ゼロを掲げそこに向かって時
間軸を入れた政策をたて実行すべきと考えます。

使用済み核燃料の行き場がないまま増やしてきた原発は使ってはいけない技術でした。しかし私たち国民もなんとなく日本の原発は安全だろうという感覚に支配されていました。
福島第1の事故とその被害の大きさを目の当たりにした今、このような潜在的危険性を全国に据え置いてよいのかと考えます。
原発でなければ電気がつくれないのであれば別ですが未来の世代に残す環境として原発に頼らない形で電気をつくる国にするのが私たち大人の使命だと思います。
国がしっかり原発ゼロの方針を示して行動すれば国民もそのためには節電もし電気量の値上げも受け入れると思います。
振り返って残念なのは第1次オイルショックの折、日本のエネルギー資源である地熱発電に主要な電源を求めようとしなかったことです。昨年の事故から様々な自然エネルギー開発の動きが活
発になっていますので応援しながら注視していきたいと思います。

34819 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発のコストについて、福島事故後の処理費用、運転
時の事故リスクを含めて今後の計画について考慮し
なければならない。

現在の各発電形態にかかるコスト比較には、福島原発の事故の処理費用がほとんど計上されていない。また、原発の事故リスクに対してのコストにとうても同様である。
原発の運転にかかる事故リスクの費用は、保険費用で概算できるから、概算のための経費＆費用をかけてもロイド等に依頼して確認して国民に明示して、そこ結果を踏まえて今後の動向につ
いて検討すべき。

34820 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオかつ【再稼働ゼロ】を支持します。 ゼロシナリオかつ【再稼働ゼロ】を支持します。

理由は以下の４つです。
（１）今夏の関西電力・東京電力での実績を見ても、再稼働なしでなんとか現状は凌げることがわかりました。
（２）まやかしでない真の「発送分離」が実現すれば、流通電力量はさらに増えます。
（３）ムダの多い家庭セクタのエネルギー効率を高め、人々の意識改革をはかれば、消費電力の増加は少なくとも抑えられます。
（４）化石＆核エネルギーからの脱却は人類の喫緊の課題です。いま「技術の日本」として自然エネルギー開発に大転換すれば、また日本が世界から注目され期待される国になれることは確実
でしょう。石油危機後の日本の飛躍ふたたび！ このチャンスを逃すべきでばありません！

いま原子力に未練タラタラ、既存のやり方を変えたくないと執着しているのは、一部の既得権益層です。この人たちの今日の利益のために、国全体が引きずられて沈没していくのは愚の骨頂。
いまこそ頭を使い、心を大きくし、想像力を広げて、未来の為に舵を切りましょう。

よろしくお願いします。

34821 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発の比率は、将来的にゼロシナリオで行くべきであ
る。
使用済み燃料の処理問題が解決しないまま、原発の
安全性を強化するという論理で原発を進めるのはそも
そも論点が間違っている。

核エネルギーの平和利用というのは、所詮核兵器の所有への足掛かりを得るための詭弁に過ぎなかった。
そもそも自然界に存在しない核物質を使ったエネルギー産業に手を出すべきではなかった。
お湯を沸かすだけのためには核エネルギーは無駄に大きすぎる。
強力すぎて非効率な核エネルギーの使い道がなくて、
発電という逃げ道を作ったというのが原発の実態だったわけだ。
これらのことをすでに知ってしまった市民が、これ以上、意味のない核発電に頼る必要はない。

何よりも、使用済み燃料の処理問題が解決しないまま、原発の安全性を強化するという論理で原発を進めるのはそもそも論点が間違っている。
次世代にツケをまわすやり方は許されるべきではないし、
日本が地球規模での汚染を引き起こした「加害国」であることに対し、
あまりにも鈍く、無責任なのではないか？

原発マネーとしてつぎ込んだお金を次世代エネルギーの開発に回すことこそ
日本が世界に先駆けてやるべき道ではないだろうか。

化石燃料には乏しくても、地熱発電に衛星を利用した太陽光発電、海洋発電など、
いくらでも日本には資源がある。

世界において自然エネルギーにシフトする動きはすでに起こっている。
夢物語を夢で無くするのは、我々だ。



34822 個人 自営業 ３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を求める！！！
そしてもっと自然エネルギーを推進しければならな
い。
過去の事より未来を見据えろ。
政治家としても名をあげるチャンスなんじゃないの？

「原発ゼロシナリオ」を求める！！！
もっと自然エネルギーを推進しなければならない。

いろいろな問題があるのはわかるが，どんな事にも壁はつきもの。こういう自体にこそ日本人の苦手な、スピード感のある内容もある決定力を身につけたい。

具体的には，地熱は利用しない手はない。進めているだろうし，やはり壁はあるだろうが，あくまで100年1000年後を観ることを前提に。

その上で，その地熱エネルギーや他のエネルギー開発による被害者や原子力開発技術者（数十年かかる廃炉にも技術者は必要）に，税金を使うことは仕方の無い事だろう。もちろん，透明性
のある開示は必然。

その脱原発の過程における電気量は，現在より不安定になったり，計画停電はこれもしょうがない。私は計画停電をかなり体験し，電気が重要な仕事だが，やりくりを工面した。実際、去年の計
画停電で死者は出ていないのだから，それでもいいと思う。「脱」が出来るなら。

実際、あれば便利なことと不可欠なことの違いを現代人は忘れているので，エネルギーのありがたさを体験するいい機会でもある。

あと、医療関係で実際ないと困る方々にはしっかりサポートは必要。そこも税金はいた仕方ない。

が、何度もいうように税金使いに透明性があれば，である。

普段から怪しい行動や幼稚な言動、我がのことしか考えられない様な人と思われなければ、危機的状況に増税なんて嬉しくはないものの助け合いとしてみな受け入れられるものなんだ。
現在の官僚さん議員さん，過去の彼らがどうしたからとかわからないが，何党かもわからないが，ひとつひとつ先を見据えての問題を解決せよ。

あなたたちが歴史を作れ！そのための1票だったんだから！怒りも含めた応援なんだ！

34823 個人 無職 ６０代 男性 原発は必要 　もし、原発が悪としても現在は必要である。
　電力の安定供給は国内の産業（中小企業も含むすべての産業）や一般家庭にも欠かせないものである。今ここで原発を０にした場合、再生可能エネルギーに頼る全量買取は産業界や一般
家庭にも負担を強要するものであり各種産業の冷却化を促進させるものでありさらには労働者の給料の削減が必至となる。その上消費税の引き上げがあると家計にも大きく影響が出てくる。
さらに再生可能エネルギーのインフラがすむまでは化石燃料に頼らざるを得なく、その輸入コストや中東の情勢が不安定ななかその供給も不安定になってくることも必至である。
　ここで安価な原発の電力を供給することにより産業界に活気を持たせ、給料のアップがなされればその所得税で消費税の増税分もまかなえるようにすべきである。しかる後に原発の代替エネ
ルギー開発を行うべきである。ちなみに再生エネルギーの全量買取は産業界・一般家庭に大きな負担を転嫁する悪法であることも申し添えたい。
　総論としては、原発０、再生可能エネルギーの全量買取、化石燃料を使う火力発電は、産業界や一般家庭に大きな負担を強要し、産業の冷却化を招き国が衰退する。

34824 個人 その他 ５０代 男性 【２０～２５％】を支持。
　福島の事故を教訓として世界に誇れる原子力の安
全性を示してこそ日本の存在価値がある。そのため
にも、贖罪の念に囚われてゼロシナリオを選択すべき
ではないと思います。

(1)そもそも、エネルギー自給率の低い日本において、選択肢の前提としている「原子力の依存度をできる限り減らす」ことを決めたこと自体に疑問を呈したい。
当時、菅総理が地球温暖化対策の柱として原子力を活用するとした現行の「エネルギー基本計画」を事故の検証も終わらぬうちに贖罪の念だけで「脱原発依存」を決めたことは、軽率としか思
われない。
(2)再生可能エネルギーの比率をある程度高めていくことは、自給率向上の面からも必要だが、現行の基本計画に盛り込まれている再生可能エネルギーの比率ですら実現困難と言われている
にも関わらず、過度な国民負担（国の補助金、電気代）を強いてまで進める必要があるのか疑問。
　現状、出力変動が大きいと言われている再生可能エネルギーは、主要電源と成り得ないにも拘らず原子力の代替となるがごとき「ごまかし」で、世論誘導すべきでない。
(3)エネルギー政策は、国の根幹に係る事項であり、誤った方向性を政治によって主導しないで頂きたい。
(4)反対運動も盛り上がっているようだが、５０００万人が原子力発電に反対しているのでしょうか？多くのサイレントマジョリティの存在も理解すべきである。
(5)エネルギー基本計画は、閣議決定事項であり、「脱原子力依存」を閣議決定できるのなら、選択肢を国民に示さずとも「エネルギー基本計画」は決定できるはず。
【国民に意見を問う】姿勢は必要だが、国民によって選ばれた国会議員が決めず誰が国家の政策を決めるのでしょうか。「国民の生活が第一」であるなら原子力政策を堅持すべきです。
(6)現時点で法律的根拠のないまま原子力を再稼動させない政府の責任は問われないのか？火力発電のフル稼働によって貿易収支は悪化し、国富が流失している現状を放置している姿勢が
理解出来ない。
(7)エネルギー(電力)をあまりにも軽く扱いすぎている状況に危うさを感じる。
(8)外国に原子力を売り込むのであれば、原子力政策を維持し、世界に誇れる原子力の安全性を確立」して事こそ日本は評価される。
(9)高い理想を政治目標として掲げるのは、勝手だが、過度な国民負担を強いてまで進める必要はない。
(10)賢明な選択を期待します。

34825 個人 その他 ２０代 女性 原発ゼロシナリオで進めてください。 原子力が本当にどうしても必要なのか、その答えを知っている国民は政治家、民間人含め一人もいません。
原発のない現代社会で暮らしたことがないからです。

ですが、人間は原子力に頼らず過去の何百年という時間を生きてきました。
今すぐにゼロにすることは物理的に不可能でしょう。
しかし、ゼロにするための環境を整えていくことは可能です。
そして、ゼロにしなければならない。
何故ならこの国は、被爆国日本だからです。
誰よりその恐ろしさを知っている我々が、世界に原発がなくても豊かに暮らしていける国は存在するのだという現実を見せつけられなくてどうするというのですか。
やってみましょう。就職先としてではなくエネルギー源として、原発が必要なのかどうか、やってみなければわからないのですから。

困難や問題を乗り越えるのは我々、国民全員です。
全員が目指すべき方向性を示唆するのが政府の仕事だとわたしは思います。

全員で、ゼロを目指そう。
そう高らかに宣言できてはじめて、日本は先進国として、恒久平和を憲法で謳う国として、世界の中で確固とした地位を確立できるのだと信じています。

34826 個人 法人等 ３０代 男性 原発20～25％シナリオ 中東や中国などの不安定な海上輸送状況を鑑みると、エネルギー安全保障上、原発を維持すべきです。

34827 個人 無職 ６０代 女性 三つの選択肢のうち、(1)ゼロシナリオ、を支持する。
そのために（１）CO2を排出しない多様な自然エネル
ギーの開発と多様な発送電の形態、（２）政治・経済シ
ステムの転換、が必要。

  2011.3.11 の東日本大震災と、それに伴う福島第一原子力発電所の壊滅的な崩壊を目の当たりにして、私は激しい後悔の念に襲われた。原子力の平和利用、原子力発電所の安全性に対し
て、心のどこかでぼんやり危うさや疑念を覚えていたにもかかわらず、その意識を顕在化させず、数々の電化製品に囲まれて豊かな生活を享受していたのではなかったか。しまった！　日本の
大地は放射能に被われ、取り返しのつかないことになってしまった。でもまだ間に合う。全ての原発にノーと叫ぼう！
　このような事態には既視感がある。第二次大戦下の日本。軍部・政府の虚偽に満ちた戦況の喧伝と誤った方針にのもとで右往左往した国民。まだある。水俣病。あくまで因果関係を否定する
チッソを政府が後押しし、被害を拡大させた。日本という国は、虚偽・欺瞞でしか人を統治できないのか。
　日本のエネルギー政策を根底から構築し直すと同時に、従来の政治的・経済的システムを新たなそれへと転換してゆかなければならない。
　近代の経済活動は、倦むことなく進展を続け、それまで人類が利用してきた薪・石炭・石油などのエネルギーとは異質の原子力というエネルギーに到達した。しかし人智ではコントロールでき
ず、いったん発電メカニズムに破綻をきたすと、甚大な被害をもたらすこのエネルギーがいかに地球環境と人類を脅かすものであるかが、今回の事故で白日の下に晒された。経済活動は人を
「幸福」にするためのものではなかったか。これでは本末転倒だ。
　そんなに電気を使わなくても、幸福な生活はある。地球環境のこれ以上の破壊を進めない企業だって可能であろう。経済成長の指標だけが全てではない。「成長」がなくても「豊かで幸せに」生
きることについて経済活動の側もわれわれも深く賢く思いをいたさなくてはならいない。

34828 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発はゼロにしつつ、地球温暖化対策などを推し進
める、第４の方法を提案します。

　原子力と人類は、共存できないのは、３．１１の事実が示しています。また、原発をすることで、処理できない放射性物質が膨大に生まれます。その処理方法も処理場所も決まっていない状態
で、原発にこだわるのは、理解できません。既存の原発施設の活用やこれまで投資してきた経過から、脱原発に移行できないのだと思いますが、そんな小さなことより、人類と地球環境のため
にも、脱原発の道をとるしかありません。二度と福島の方々が感じた想いを、誰にも味わわせてはならないと思います。日本を、世界を、地球を守るためにも、原子力とはきっぱりと決別すること
が求められます。
　日本は過去に敗戦で傷つき、３．１１で傷つきました。いずれも時の政府の失政が、このような悲劇を生みました。はっきりいって、政府の言うとおりにしていては、日本や国民は守れません。パ
ブリックコメントやデモで、一人ひとりが意見表明し、政府に楔を打ち込まなければ、正しい道へ進めないと考え、こうしてパブリックコメントを書いています。
　政府は、国民の声を聞き、正しい判断（原発ゼロ）をしてほしいと思います。「責任は政府がとる」なんて無理です。結局それは我々国民が収めた「税金」でまかなわれます。つけや責任は国民
に押し付けられるのです。政府は大多数の国民の怒りの声を聞き、原発ゼロの道筋を示すべきです。
　太陽光発電や地熱発電に、今までの原子力にまわしていた予算を振り分ければ、環境保護にもなります。技術力の高い日本が、本気で、再生可能エネルギー開発に乗り出せば、開発も進む
と考えます。そして、再生可能エネルギー開発のリーダーとして、世界をリードしていくことが、日本のとるべき道筋だと考えます。世界に誇れる日本の技術を、再生可能エネルギーへ活かすこと
が、日本の地位をあげることにもなり、国際社会へ貢献できる道だと考えます。３．１１を経験した日本が、とるべき道は、脱原発と再生可能エネルギー立国を目指すことです。

34829 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
原発ゼロシナリオを望みます

そもそも、なぜこの3択しかないのでしょうか？
なぜ2030年なのでしょうか？
私の要望はただちに全ての原発を止めて廃炉にする事です。
今回のこのパブリックコメントに関しても、
広く国民の声を集めて議論するという事を仰っていますが、
一体国民のうちどれほどの人がこの募集に気付いたでしょうか？
また、国民的議論と仰る割には余りにも短か過ぎる募集期間ではないでしょうか？
瓦礫の広域処理に関しては多大な費用をかけて新聞広告、テレビ宣伝までしていたのになぜ今回の国民的議論に関して同じように趣致徹底を図らなかったのですか？
そういった全ての事が内閣、政府、政治家、各省庁に体する国民の信頼を裏切っているのです。もはや私達は行政や我々の暮らしに関して一昔前のように無関心ではないのです。国の言う事
を鵜呑みにする人間なんてもはや圧倒的な少数です。
福島の問題を、人々の困窮を何も解決すらしていないのに再稼働は愚か、
今後まだ原発を動かし続けるという選択肢を提示する事が事態が正気の沙汰ではないと考えます。一体、何の理由で原発の必要性を訴えるのですか？国策としての原発推進はもはや成立し
なくなっているのは当事者の方々が一番ご存知じゃないのでしょうか？それでもなお、押し進めるという事は利害関係者の既得権益を守るという事以外に何が有るのでしょうか？原発を０にした
場合の事はまだ議論すら行われていません。日本という国家が主体となって取り組めば決して不可能な事ではないと言うデータも多くの専門家が指摘しているのはご存知の事と思います。私は
日本に誇りを持ちたいのです！どうかこれ以上、がっかりさせないで下さい。再稼働した原発を即刻とめてただちに原発０を目指して国のリーダーシップによるあらたな動きを作るのであれば私
達は一も二もなく協力するでしょう。もはや成立しない穴だらけの政策を進めるならば、そんな政府も政治家も関係省庁も全て日本にとっての害悪としかならないでしょう。
どうか良識ある判断をお願い致します。今なお苦しむ福島の人々の為に。世界に誇れる日本を取り戻す為に。即時原発0を。

34830 個人 自営業 ５０代 男性 原発は、即座に廃炉、撤退す可きだと、考えていま
す。

東京電力福島第一発電所で起きた事故は、福島のみならず、東日本に深刻な放射能汚染をもたらした。
現在の科学技術では、放射能を無毒化できない。除染と言っても、aからbに放射能汚染を移すだけで、根本的な解決には、ならない。
世の中に、絶対に事故が起こらないシステムなど存在しない。しかし、原発事故は、決して起きてはいけないものだ。
いま一度事故が起きれば、日本人が住む国が、無くなってしまう。
今、日本が決断す可き道は、脱原発、新たなエネルギー源の開発であろう。
マスコミ、文科省、通産省の洗脳策によって、日本の原子力技術は、すこぶる優秀と、刷り込まれてきたが、原子炉はアメリカ製、独自技術を目指した、六ヶ所、もんじゅは、完全に息詰まってい
る。その上の、今回の悲惨な事故を踏まえ、日本国は、原子力を捨て、新たな技術を模索す可きと、考えます。

34831 個人 その他 ５０代 男性 最低限、原発ゼロシナリオで行くべきである。現在計
画中、建設中のものはすべて中止。今夏の電力需給
状況を見れば、停止状態を継続、再稼働も極力すべ
きではない。

原子力発電というとんでもない代物に手を付けてしまったことを、私も含めて、真摯に反省すべきである。2030年にゼロにするという選択は、あくまでも最悪の選択肢であり、全原発が停止した
状況を見るならば、再稼働をさせずに、順次廃炉にしていくべきだと思う。
あと20年近く、処分のできない廃棄物を生み出し続けること、地球温暖化、二酸化炭素原因説を錦の御旗として、危険ではあるけど原子力発電やむなしという政策をとることは、21世紀に誕生し
てくる人たち、22世紀以降の人たちに対して、あまりにも無責任な行為。
広島、長崎、水俣と向き合わず、チェルノブイリ後25年も議論を放置してしまったこと、我ながら深く反省している。まさかこんなことになるとは……。東電、政府、推進派学者だけの問題ではな
く、やはり私、私たちの問題であったことを、きちんと総括しないと、原子力発電を止められたとしても、いずれまた他の新たな災厄を招いてしまうだろう。

34832 個人 自営業 ３０代 男性 この先の未来、原発依存度０％しかありえません。 核廃棄物の処理方法も、処理といえる段階ではなく、ただ単にもれないように埋めて、何万年先の未来へ責任転換…。
地球の生命体の安全を脅かせてまでエネルギーが必要か？
他にもっとやるべきことはある。
利権、自己中心的なものを追い求めるのもそろそろ辞めにしませんか？
無駄をなくせば、充分やっていけるでしょうし、新しい技術を開放して、そちらに資金を回してください。
正しい、本当の情報を流してください。宜しくお願いします。

34833 個人 自営業 ７０代 男性 原発は現段階では不要。他の発電方式を広く考慮し
発展させる。

原発稼働時に出る灰の完全無害化の方法が発見されるまでの間、原発は止めることとして、電車、特に新幹線など電気エネルギーを多量に消費するものを減らしたり全国民が成る可く電気に
頼らない生活を心がければ、原発ゼロで当分の間行けるのでは無いかと思う。

34834 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発稼働のリスク低減をどこまでできるかという重要
な情報を明確に示さない選択肢提示は不適切です。
当該リスクが残るのであれば将来的に原発依存度を
ゼロにするシナリオの選択肢及び工程表を早急に作
成すべきです。

【意見】
（１）今回の議論の発端となった「原発リスク」について、安全方策等によってどこまで低減できるのかを明らかにしないまま、2030年という一時点でのエネルギー源の構成比率と原発依存度の
みを３つの選択肢から選ばせる方法は、国民からの意見を集約し政府がエネルギー政策を決定する手続きとしては不適切であるので、一旦撤回するべきです。
（２）安全方策等によって原発稼働におけるリスクを一定程度低減したとしても依然として許容できないリスクが残るのであれば、将来的に原発依存度をゼロにするために可能なシナリオの選択
肢及び工程表、具体的な未来像といった骨太なエネルギー政策を示したうえで最終的にどのような政策を選択するか国民に判断を求めることが必要です。
（３）上記の検討及び提案を行うためには、具体的な政策提案や影響分析等が必要となりますが、既に出されている民間からの各種提案等も参考にしながらそれらの国民的な叡智を結集し具
体的な選択肢の提案の作成作業を行う仕組みを構築するべきです。
【上記意見の理由】
（１）本年6月29日のエネルギー・環境会議決定「エネルギー・環境に関する選択肢」において「原子力は安全であるという大前提が大きく揺らぎ、原子力発電に依存したエネルギー選択を白紙か
ら見直さなければならなくなった」とあるとおり、「原子力の安全確保と将来リスクの低減」が議論の発端と理解します。にもかかわらず、今回示された選択肢では、原発の比率をどこまで下げる
のかという議論に矮小化されるとともに、15シナリオと20～25シナリオを取った場合のリスクはどこまで低減されるのか、それは許容できるレベルなのかが不明確なまま、特に20～25シナリオを
取る場合は「原子力及び原子力行政に対する国民の強固な信認が前提」とあるだけで国民が知りたいリスクの内容が知らされていません。
（２）また、今回示された選択肢の案では、2030年という一時点でのエネルギー源の構成比率と原発依存度のみが示されているだけで、それぞれのシナリオにおいて、原発政策はどのような方
向で行われるのかが全く明らかではありません。原発の今後の新増設の有無やその詳細、原発再稼働問題にどのように対応するのか、具体的に稼働を想定している原発はどこなのか、原発
の安全規制のあり方、核燃料サイクル問題等原発に係る根本的な政策の方向性の道筋が示されていません。
（３）さらに、震災後の稼働実態や需給状況等も踏まえたうえでの電力需給の見通しが必ずしも明らかでないほか、省エネルギー・再生エネルギーの供給見通し、経済への影響等の算出根拠等
も必ずしも明らかではありません。その他、選択肢では、「シナリオを検証するに当たり踏まえるべき視点」として「需要家主体のエネルギーシステム改革」との記述があるものの、シナリオごとに
その改革がどのように違ってくるのか（発送電分離、デマンドレスポンスなどを含め自立分散型のシステム改革をどこまで徹底させるのか等）は明らかになっておらず、電力システムの改革の方
向性やそれによる新たな社会像を選択させるという重要な視点が抜け落ちており、「国民の選択」として適切ではありません。
（４）国民に選択を迫るとすれば、まずは、国民に対して、原発稼働を仮に継続するとした場合に、種々の安全方策等によってどこまで「原子力の安全確保と将来リスクの低減」ができるのかを情
報提供するべきです。許容できないリスクが残り続けることが明らかであれば、将来的に原発依存度をゼロにするために可能なシナリオと工程表の選択肢を早急に複数提示したうえで最終的
にどのような選択を行うか国民的議論を行うことが必要不可欠と考えます。
（５）原発問題を含めエネルギー政策をどうするかについては、国民の中でも重要な問題となっており、様々な提案や議論も行われています。このような中で、国民に選択を迫るのに十分な情報
が示されないまま、拙速にパブコメを終了し政府が判断を行うことは明らかに適切ではないので、仕切り直しをし、国民の多様な意見を吸い上げる仕組みを構築するべきと考えます。

以　上

34835 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。 子どもたちのために、安心、安全な未来を残したい。

今までは、添加物や農薬のことを心配していた。今は放射能のことも心配しなくてはならない。
放射能は目に見えず、影響もすぐには出ない。その上長期にわたって影響する。
ずっと、心配しなくてはいけないし、疑心暗鬼になってしまう。心配ないと言う人がいると、もっと心配になる。自分より若い人たちのことが心配だ。
負担が大きすぎる。

私はすでに、安心で安全な生活を奪われた。原発が稼働することは、脅威でしかない。

国には、まず、財産権より生存権を保証してほしい。



34836 個人 学生 １０代以
下

女性 「２０３０年に原発０」ではなく、「即刻、原発０」を主張
《政府は再生可能エネルギー開発に力をいれるべき》

事故が起きた時に、人の手におえないものを動かすのはおかしい。
事故が起きても対応できるようになってから、動かすべき。

34837 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原子力発電０％のシナリオを選択します。 福島第一原子力発電所の事故を見ても、原子力発電は安全ではないと思うからです。

大量に排出される廃棄物の処理も後の世代に負担ばかりを残すことになります。

原子力発電を実用化するのはまだ早いと思います。

34838 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力発電の撤廃を希望します 自分の子供たち、これからの子孫たちに安全性の不明確なものは
残したくありません。撤廃を希望します。

34839 個人 家事専
業

５０代 女性 原発０シナリオを支持します。 原発が安全ではないということは、今や誰もが知っています。
原発を止めなければ放射性廃棄物が生まれ続けます。
子どもたちや子孫に、そのような負の遺産を残してはいけないと思います。

34840 個人 その他 ６０代 男性 リスクパーフォーマンスを考えれば、人類の達した技
術レベルでは、まったくペイしないことを知るべきだ

原発は実弾の入ったロシアンルーレットだ。
知れば知るほど、その確率があがってくる。
リスクパーフォーマンスを考えれば、まったくペイしない。
人類の達した技術レベルでは、まったくペイしないことを知るべきだ。
ペイすると考えているのは、原発で直接利益を得ている者だけではないのか。
日本全体、いや世界全体を考えても、即刻原発を廃止すべき。
現実問題として、一切の再稼動をやめ、廃炉、使用済み核燃料処理等の原発撤退技術開発に全面的に取り組むべきだ。

34841 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 将来の原発比率０％の卒原発を支持します。また、地
球温暖化防止対策、省エネ対策の一層の強化を求め
ます。

核廃棄物の処理問題が解決していないまま原発を使い続け、増やしてしまっては、廃棄物は増加する一方です。なんらかの理由により廃棄物の管理がうまくいかなかった場合、私たちの子孫
や未来に生きている多くの命を脅かすことになります。そのように厄介で危険なものを未来の子どもたちへ残すことは、大変無責任な行為だと思います。今後原発以外のエネルギー政策に転換
するため、今、原発０％の決断し、より環境への負荷が小さいエネルギーや核廃棄物の管理方法等の研究を早急に進めていく必要があると思います。

今すぐに原発を止めることは現実的でなくとも、２０年後に原発を０％にするという意思決定は今すぐにできますし、先延ばしせずに今すべきです。

34842 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 日本の未来は原発ゼロしか選択肢はあり得ない 今まで原発の恐ろしさも知らされず安全だと思わされてきたことを国民は知ってしまったわけでこのまま原発依存して良いはずがない。特に日本人の平和ボケに原発は対応できないことを今回
のことで露見してしまったことを自覚しなくてはならない。
プルトニウムは誰の手にも負えない恐ろしい物質であり、廃棄方法も見つかっていない地球上にあってはならないものだからである。
今すぐに「原発ゼロ」にするのは難しいのはわかるが、年数をきちんと決めて「原発」を「自然エネルギー」に移行することは決してできないことではない。
過去、日本は経済成長期に環境問題で大変な時期があったが、ちゃんと数年で克服してきた実績がある。できないと言っているのは、東電から恩恵を受けている経団連やマスコミ、政治家など
ではないか。
ドイツでは「太陽光」、イギリスでは「波力」が進んでいる。
日本は「地熱」で世界トップクラスである。しかも日本は地震大国。使わない手はない。また日本はイギリスと同じ島国である。「波力」も期待できるエネルギーだ。
これからの日本経済を活性化させるためにも、自然エネルギーは不可欠なはず。
日本には世界に誇れる有能な開発者や技術者がいるのだ。今こそ、日本が先頭となって原発から自然エネルギーに移行し、世界の見本になる時ではないか。
日本は世界中に迷惑をかけてしまっているのを忘れてはいけない。
これは日本だけの問題ではなく世界にまで巻き込む重大な決断であることを日本人、一人一人もっと責任をもって考えなくはいけない。

34843 個人 無職 ５０代 女性 ０％

即時、全原発関連の廃炉、福島および被災地の賠償
と謝罪をせよ！
東電と政府は責任を果たしなさい。

大飯原発を即時停止を！国民は原発を
誰も望んでいない！

命より金の社会を変えるぞ！

34844 個人 家事専
業

６０代 女性 全電源に占める原発の比率は０％にしてください。 ・核廃棄物の処理方法が決まっていない今、危険な放射性廃棄物をこれ以上増やしてはなりません。
・未来の子どもたちの命を脅かすものは不要です。
・脱原発に　今すぐ方向転換してください。
・子どもたちが安心して暮らせる安全な社会を作っていくのが大人の役割です。

34845 個人 家事専
業

３０代 女性 原発依存度を三択から選択するのであれば(1)ゼロシ
ナリオです。
しかしながら２０３０年までと今からあと１８年も先で
す。福島原発事故を教訓にするならば、今すぐに大飯
原発を止めることが先決です。

　日本国内において地震、津波が起こらない場所があるでしょうか？そもそも地震大国日本に原発を作ること自体がナンセンスです。東日本大震災クラスの地震がまたいつ、どこで発生しても
不思議ではありません。
　最低限の処置として原発を停止させることが先決です。フクシマの様な過ちを犯してはいけません。子を持つ親として次の、そのまた次の世代への責任を負わなければとコメントしました。
　安心して生活できる日常を切望します。

34846 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「エネルギー・環境 に関する選択肢 」に対する御意見
の募集（パブリックコメント）への応募です。私の意見
は日本の未来は「(1)ゼロシナリオ」を選択する以外に
は無いという事です。

お仕事ご苦労様です。
今回明らかになった地震・津波による被災はもちろん、火山の噴火やテロ・紛争・戦争のリスクに対しても原発は無防備に近く、このリスクを無くす事も極小にするというのは不可能です。そして
原発はひとたび事故を起こせば、千年万年とその惨禍は子々孫々に及び、天文学的に膨大な負の遺産として残るばかりか、人間が健やかに暮らせる国土、ひいては地球環境を害し失うという
他に比し難いリスクを孕んでいます。
経済との両立と言った事や発電コストも話題になりますが、すでに今ある原発の廃炉や、そこにたまっている使用済み核燃料の管理や処理、まだ方法も技術も確立していない、確立する目処も
見通しも無い中で、千年万年と続く厳重な管理が必要とされるにも関わらず、これらを排除したコスト計算で「原発は安い」としているのは欺瞞であり陳腐であり、運転を続けるほどに使用済み核
燃料は増え、いずれ払わされる莫大な不良債権が増大します。
是非、可能な限り速やかな原発ゼロ政策を協力に推進し、脱原発先進国として、新エネルギー技術はもちろん、廃炉技術や、汚染物質の管理技術分野で世界を牽引するような新産業創出にご
尽力下さい。
ついでに申しますと、国策として取り組んで来た原発の輸出も中止して下さい。原発の惨禍に国境はありません。

34847 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロを支持します。
再稼働せずにこのまま原発をなくしてほしい。

私たち日本人は福島の原発事故を体験しました。
二度と原発事故を起こしてはいけません。

核廃棄物をこれ以上増やしてはいけません。

34848 個人 その他 ３０代 男性 原子力エネルギーへの依存度は０％にすべきだ。政
府は「2030年」と言わずすぐに「原発ゼロ」の政治的決
断をせよ。

・福島第一原子力発電所の事故により、いまだ16万人を超える避難者がいる。事故は収束していない。政府は故郷を奪われた被災者の気持ちに寄り添うべきだ。
・放射性廃棄物の処理方法は確立していない。何十万年にわたり放射能を排出する廃棄物を誰の責任でどこで管理するのか。未来の人々に責任を押し付けてはいけない。
・放射能の被害はどの地域まで広がっているのかまだ全貌がつかめていない。いまだに福島県以外の地域からもホットスポットが確認されている。
・福島県内に人が住めない（歴史をつくれない）場所が生まれてしまった。人類の文化の破壊である。
以上が０％にすべき根拠である。

34849 個人 無職 ７０代 男性 原発の稼動を直ちに中止する。原発の０の目指して
新しいエネルギー・自然のエネルギー源の開発などに
政策を転換する。

最も危険な原子力をエネルーギーと考えていたことが間違っていたことを今回の福島第一の事故で気ずかされたのですが核の平和利用と言った言葉にも騙されていたのです。
　核は人類とは共存は出来ません、核をどのようにも０には出来ないのですからこれからの人類にその責任を転嫁は出来ないのです。
　核を戦争に使うべく開発した人間の最大の過ちです。

34850 個人 自営業 ４０代 男性 2030年にこだわらず将来の原発比率の0％を目指す 地震などの大きな天災がない国であればまだいいが、残念ながら日本は地震を初め、大きな災害が多発する。福島第１発電所の事故は文字通り「二度と起こしてはならない」事故である。また
核廃棄物最終処分方法や場所が決まっていない現状は、単に将来に問題を先送りしているだけである。あまりにも大きなリスクを地震国日本が負う事は、将来の国家崩壊にも繋がりかねない
事であると思う。
したがって2030年という年にこだわらずとも、2040年でも構わない。原発の新規着工は止め、耐用年数の過ぎた施設から順次廃炉にし原発ゼロを目指して欲しい。
そのためにまず東西周波数の出来るだけ早い統一、もしくは周波数変換施設の増強をお願いしたい。また同時に送配電分離・電力自由化を推進し、電力会社の管轄単位ではなく、日本全土で
どの程度発電しなくてはいけないのかを把握した上で、不必要な発電を減らすことで、効率の良い発電・配電を行うべきだと思う。
また太陽光や風力のような不安定なものだけでなく、地熱発電のようなベース発電として有力で、潜在発電量が多い発電方法を推し進めて欲しい。このような分野の産業を活性化させれば、必
ず大きなイノベーションを生みだす。原子力発電所は再稼働したとしても安全対策基準がどんどん厳しくなり、それに伴い設備投資が莫大なものになると予想される。そうなれば発電コストはど
んどん上昇する。スイスでは2030年に原発の発電コストが再生エネルギーのそれを越えるとのレポートも出たと聞く。安全面だけでなくコスト面でも高負担になれば原発は早晩民間企業での維
持が無理になるのではないか。そうなれば国家管理になってしまうのか。国民に更なる負担を強いてしまうのではないか。ならば早い段階で発送電分離、電力自由化、既存の火力発電の効率
アップ、洋上風力や地熱の開発など含めた出来る事はすべてやり、原発ゼロを目指すのが日本が世界に示せる道だと思う。
日本政府には期待しています。

34851 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 現存する原発は全て廃炉、すなわち、原発ゼロが望
ましいと思います。

福島の原発の事故について、1年以上たった現在（2012年8月）においても、格納容器内で燃料棒がメルトダウンを起こしたことは分かっているのに、放射能がどこから、どのように漏れたのか分
かっていない。現存する全ての原発に、共通する未知の欠陥が存在すると考えるのが自然だと思います。

34852 個人 その他 ３０代 女性 原子力エネルギーへの依存を0にするための具体的
なプランを真摯に検討してください。

採掘から放射性廃棄物の処理まで、原子力発電には解決不能な問題が山積みです。
今は、それらの問題を先送りして特定の利権を守っていてよい時代ではありません。

確実に原子力発電からの依存をやめるために、
その姿勢を明確にしてください。
その姿勢を打ち出すだけで、自然と進むことがたくさんあります。

依存をゼロにするために明確な道筋を検討してください。

34853 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 私は、福島県出身です。原発事故で、故郷を汚されました。
もう、これ以上の理由は見当たりません。事故後の国や電力会社、専門家といわれる方々の対応の悪さにより、たくさんの人が被爆しました。そして、いまなお汚染された土地で暮らさざるを得
ない、家族や友人たち、そして、その子供たちがいます。
原発は、事故が起きてしまったら、手の施しようがありません。福島第一原発で、爆発するかもしれないと思ったとき、関係者の方々はどんな気持ちだったでしょうか。とても恐ろしいと感じられた
はずと思います。
人間の力は完璧ではありません。自然を克服できるはずもありません。
そんな当たり前のことを考えれば、化学技術が発達したとしても、無理を認め、止める勇気を持つことが出来るのではないでしょうか？
経済のため、日本の国や国民のために、原発が必要だという意見がありますが、
どこの国民のためなのでしょうか？
原発事故の前から、企業は海外へ行き、経済の空洞化は起きていました。
電気がないから、海外へ行ったわけではなく、別な問題が元々あるのです。
震災や原発事故を経験し、多くの人が原点に立ち返り、経済一辺倒だった過去を見直そうとしています。
もっと、大切なことがあったのではないか、そして、これからその大切なことを取り戻そうと。今がよければいいわけではありません。
原子力発電には、核のゴミ問題が一体としてあります。未だに解決する気配も無く、再処理をしようとしてもうまくいかない事実。
もんじゅの廃炉も希望します。お金の無駄遣いとか思えません。なにより、危険です。未来の子孫に、何万年にも渡って私たちの後始末をさせるわけにはいきません。
日本という国が、自然エネルギー先進国となり、大切な自然や地球を守る先駆者となって欲しいと思います。出来ます。日本人には自然を愛する心が備わっていますから。

34854 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年の原発依存率０％「ゼロシナリオ」の選択以
外，考えられません。

福島原子力発電所の事故で明らかになったように，原子力発電所は「壊れた」時に「安全」であることはありえず，「壊れる」「壊れない」の議論よりも原発そのものが「安全」か「安全でない」かを
優先して議論しなければならないことは明白です。
「想定」の内外，「可能性」の大小にかかわらず，原子力発電所が壊れた場合の安全性が保障されない限り，原発そのものを認めるわけにはいきません。

34855 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)のゼロシナリオを選択します。 脅威を感じます。
０歳と３歳の息子達を将来原発の作業員にしたくありません。
そんな職業を今のうちに無くしてしまいたいです。

34856 個人 その他 ６０代 女性 安全な原発はないことを福島原発事故で知りました。
すでに原発が５４基あることを直視し、今こそ危険な原
発はいりません。再稼働も中止すべきです。

原発再稼働に対し電力不足や安全性を錦の御旗にして進めるやり方に惑わされないようにしたいです。私たちが未来のエネルギーとして選択した原子力と起こってしまった福島原発事故は変
えられませんが、子どもたちの未来・人の命の大事さを思い、原発以外にエネルギーを取得する方法で未来を変える選択をしたいものです。

34857 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを選択しますが　即時停止を希望しま
す。

安心して暮らしたい。ただそれだけです。
原発事故からの福島県の姿、沢山の人たちが住めなくなった町
沢山の何の罪もない動物たちの死、これが良い日本の姿だとは思えません。

太陽光など　企業と連携し　新しい日本のエネルギーを
国、企業、国民一体となり　考えていきたいです。

私の命は　もういいんです。でも　子供やこれから生まれてくる
沢山の新しい命を守りたい。そう考えることは　間違っていないはずです。

どうかお願いします。原発のような命を奪うような危険な
エネルギーではなく　すべての生き物に優しい新しいエネルギーを
生み出して下さい。

34858 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発は即時廃炉を求めます。 これ以上負の遺産を残さないために、原子力の電気には頼らないこと決めましょう。
そのうえで、節電や代替えエネルギーなどについて日本人の英知を結集しましょう。



34859 個人 家事専
業

２０代 女性 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しま
す。しかし即刻廃炉すべきです。

福島原発事故により、膨大な放射能が放出され人々を脅かし、食品、土地、山々、海・・とさまざまなものが汚染されました。

ただ電気を発電するだけなのに、一度事故を起こせば何十年、何百年にもわたる放射能汚染をもたらす原子力は、もう必要ないと思います。
人口的な放射能と生き物や自然は、共存できないです。
　
日本は今、地震活動期に入ってることも再び事故を誘発すると思います。
福島の事故を次に活かすためにも、やはり原発はなくしていくべきです。
　

今わたしは妊娠中ですが、子供の未来を思うと、原発のない未来を願ってやみません。原発からでるゴミの処理もできてない状況をみると、やはりこの子供たちに押しつけてはいけないと、強く
強く思います。

日本はさまざまな素晴らしい技術があります。原子力以外の発電方法に換えていけることができると思います。
世界の最先端をいくためにも、原発はやはり廃炉にゼロにしていく姿勢を日本が先頭をきってみせていくべきです。

34860 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 原発ゼロのシナリオです (1)福島以来１年以上になるが近県三県に依然として食物から放射能が認められる。健康を守ることは最悪、見通しもない。明確な安全基準が作れない。
(2)原発はクリーンエネルギーではない。放射線廃棄物の最終処分問題は未解決。ドイツでは1978年までにプルトニウムを含む放射線廃棄物を詰めたドラム缶約12万本が旧鉱山に持ち込まれ
た。それが今毎日約1万２千リットルの地下水が染み込み落盤や放射線物質による土壌汚染の危険が高まっていると言う。米原子力規制委員会（ＮＲＣ）は使用済み核燃料の保管に関する規
制を見直すまで、原発の新設や建設期間の延長を認めないことを決めた。
(3)発電開始後４０年以上たった原子炉は廃止するという前提で考えると、15％シナリオでも新たな原発の建設に向かうシナリオであると考えられる。これは考えられない。原発ゼロである。
(4)地球温暖化対策として今後CO2:25%の削減のために再生可能エネルギーへの転換を図る。エネルギーの無駄使いをやめ、全ての分野で省エネ目標を明示すること。電力会社への１兆円の
公的資金は無駄使い。再生エネルギーの施策に。

34861 個人 その他 ４０代 女性 原発による発電は０％を希望します。
地震の多い日本において、原発を置いて安心な場所
はないと考えます。放射能をまき散らしてしまった現
状、クリーンなエネルギーとは決していえないはずで
す。

地震の多い日本において、原発を置いて安心な場所はないと考えています。
そして、現実に事故が起こっています。今なお福島の人は暮らしを取り戻せていません。その補償も十分とはいえない上、住んでいた場所へ戻れない人がいる以上、補償は不可能と考えるべき
です。

地震はいつ起こるか分からない上、近年大型地震の起こる確率も決して低くありません。
原発はもう一つもいりません。０％を希望します。
０％希望以外だと、原発を新しく作る必要があると聞きました。少なくとも新しく作るは必要は全くないと思います。
現存のする原発も、徐々にでも廃炉にする方向へと努力すべきです。
そして、2030年までかからずに達成して欲しいと思います。国はそのための努力をして欲しいと切に願います。

原発を維持開発する費用があるなら、他の自然エネルギー開発に使用すればいいのだと思います。

福島原発の収束すら見えないのに、もう依存したくはありません。
放射能に苦しめられる未来はいりません。
原子力を使用しないエネルギーなら、その憂いは無くなるのです。

34862 個人 学生 １０代以
下

女性 原発は今すぐ全て撤廃すべきだ。 原発を続けるメリットはどこにもないでしょう。
今回の震災のような事故は、原子力発電を続ける限り起こりうることです。
学んでください。
長い目で見たとき、デメリットしかありません。
私はまだ１６歳です。
これ以上私たちの未来を奪わないで下さい。
日本に期待をさせてください。
これ以上失望なんてしたくない。

34863 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
原発は処分先のない核のゴミをうみだします。
ゴミの処分方法が確立されないのに原発を続けるというのはどういうことなのか理解できません。次世代へ問題を先送りせず、今すぐ原発をやめるべきです。

34864 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発を０%にして下さい。 安心して暮らしたいから。
原発はヒューマンエラーだと思います!!

34865 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 　私は原発は即時にやめてもらいたいと願っています。
　世界で唯一原爆被害国でさらに昨年の原発事故がおきながら、引き続き原発を推進していくのは、どうしても理解できません。将来の人体よりも現在の経済を優先するのですか？推進派の方
は原発の近くで暮らせますでしょうか？どなたかの犠牲（目の前にお金を差し出し黙らせる）の上で成り立つエネルギーはいつか終わります。
　政治家の皆様、官庁の皆様、英断をしてください。
　日本人は本当に忍耐強いです。将来のため、政府が方針を大胆に変換すれば、必ず、協力するでしょう。
　そのような政治家を国民は待っています。

34866 個人 その他 ４０代 男性 原発０％を支持します。 ２０３０年原発依存１５％案は、結局のところ原発増設案に他なりません。いま以上の工業等の産業を発展させるにしても、人件費や資源に乏しい日本が、アジアやそれ以外の資源保有国を越
えて発展することは難しいと思います。それよりも、多量に電気を必要とする工業的発展よりも、むしろ世界において、日本は農林水産物の味も品質も極めて高いのだから、より農業輸出国とし
ての発展を目指すべきであると思います。現在、中国すら食糧輸入国になっています。むしろ、日本の気候を風土を活かした発展を目指すべきであると思います。そのためには、原発を廃止す
ると共に、現在の産業構造を転換し、農産物輸出国へ変えていくことが必要であると思います。

34867 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 最低限25％シナリオに賛成。国際競争力の低下によ
る外貨獲得の不足とインフレによる国民生活と生存が
不可能になる。

（外貨獲得の不足による日本での生存不可能）
0％シナリオ、15％シナリオは現実的ではない。日本企業の国際競争力が落ちる。政治家や公務員や学者は良いのかもしれないが、マクロ的には食糧の自給ができない日本は、輸出し獲得し
た外貨でもって生存に必要な食糧やエネルギーを輸入している。原発0％シナリオで輸出競争力がなくなった場合には、日本人の70％が餓死する可能性がある。90％以上が一次産業に従事し
ていた江戸時代を考えてもこの国土で最大限養える人口は3千万人までである。
（衆愚政治の回避）
原発もないほうがよい、税金なんか無いほうがいいに決まっている。社会保障ももっと充実させたほうがいいに決まっているし、沖縄から米軍がいないほうがいいに決まっているし、温暖化ガス
なんか排出しないのに越したことがないのはあたりまえ。しかしそれを要求するのはギリシャ国民と同じである。
衆愚政治になってはならない。
マリーアントワネットのような前々首相と一般国民は違うのである。
現実的でないシナリオを上げて、責任の無い愚民に選択させることはすべきでない。もし原発依存を下げるのであればまず節電のために、すべてのエアコンを停止し、テレビ放送をNHKだけに
するくらいの実行は必要。70年前はそうやって暮らしてきたので、可能なはず。まずそれくらいの覚悟をすべきなので、1度くらいは全国一斉に試験的にやってみてはどうか。
（原発の安全性）
畑村先生が事故調査委員会で述べたように今回の原発事故は人災で、避けられるべきものである。したがって、許容可能なリスクにまで安全な原発を構築することは可能。
　その上で、地熱発電、再生可能エネルギー、将来的には核融合技術を開発しながら、段階的に原子力発電からの脱却を図るべき。

34868 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発稼働のリスク低減の情報を示さない選択肢提示
は不適切であり撤回すべきである。当該リスクが残る
のであれば将来的に原発依存度をゼロにするシナリ
オの選択肢及び工程表を早急に作成すべきです。

【意見】
（１）今回の選択肢提示では、今回の議論の発端となった「原発リスク」について、安全方策等によってどこまで低減できるのかという根本問題を明らかにしないまま、2030年という一時点での原
発依存度のみを３つの選択肢から選ばせる方法は政策手法として不適切であるので、一旦撤回するべきです。
（２）安全方策等によって原発稼働におけるリスクを一定程度低減したとしても依然として許容できないリスクが残るのであれば、将来的に原発依存度をゼロにするために可能なシナリオの選択
肢及び工程表、今回の震災を機にどのような産業構造や未来像をつくるのかを明らかにしたうえで最終的にどのような政策を選択するか国民に判断を求めることが必要です。
（３）上記の具体的な選択肢の提案の作成作業について国民的な叡智を結集し、国民の目に見える形で行われる仕組みを構築するべきです。
【上記意見の理由】
（１）本年6月29日のエネルギー・環境会議決定「エネルギー・環境に関する選択肢」において「原子力は安全であるという大前提が大きく揺らぎ、原子力発電に依存したエネルギー選択を白紙か
ら見直さなければならなくなった」とあるとおり、原子力の安全性の再検証が議論の発端であるはずです。それにもかかわらず、今回示された選択肢では、原発の比率をどこまで下げるのかとい
う議論に矮小化されています。15シナリオと20～25シナリオを取った場合のリスクはどこまで低減されるのか、それは許容できるレベルなのかが不明確なまま、特に20～25シナリオを取る場合
は「原子力及び原子力行政に対する国民の強固な信認が前提」とあるだけで国民が知りたいリスクの内容が知らされていません。
（２）また、今回示された選択肢の案では、2030年という一時点でのエネルギー構成比と原発依存比率のみが示されているだけで、それぞれのシナリオにおいて、原発に関する基本的な政策の
方向性はどうなるのか全く明らかにされていません。原発の今後の新増設の有無やその詳細、原発再稼働問題にどのように対応するのか、具体的に稼働を想定している原発はどこなのか、原
発の安全規制のあり方、核燃料サイクル問題等原発に係る根本的な政策の方向性の道筋が示されないのに、原発依存度のみを国民に聞くことに意味があるとは思えません。
（３）さらに、電力需給の見通しを計算する際に、震災後の稼働実態や原発に依存しなくて過ごした需給状況等の最新の動向もきちんと分析されているのか必ずしも明らかではありません。ま
た、省エネルギー・再生エネルギーの供給見通し、経済への影響等の算出根拠等も必ずしも明らかではありません。
（４）「白紙から見直し」というのであれば、原子力以外のエネルギー選択を増やすために、どのような「システム改革」を選択するのかという点が大きな選択になるはずです。しかしながら、示さ
れた選択肢の案では、「シナリオを検証するに当たり踏まえるべき視点」として「需要家主体のエネルギーシステム改革」との記述があるものの、シナリオごとにその改革がどのように違ってくる
のか（発送電分離を含めた自立分散型のシステム改革をどこまで徹底させるのか等）は明らかになっておらず、電力システムの改革の方向性やそれによる新たな社会像を選択させるという重
要な視点が抜け落ちており、「国民の選択」として適切ではありません。
（５）国民に選択を迫るとすれば、まずは、国民に対して、原発稼働を仮に継続するとした場合に、種々の安全方策等によってどこまで「原子力の安全確保と将来リスクの低減」ができるのかを情
報提供するべきです。許容できないリスクが残り続けることが明らかであれば、将来的に原発依存度をゼロにするために可能なシナリオと工程表の選択肢を早急に複数提示したうえで最終的
にどのような選択を行うか国民的議論を行うことが必要不可欠と考えます。
（６）原発問題を含めエネルギー政策をどうするかについては、国民の中でも重要な問題となっており、様々な提案や議論も行われています。このような中で、国民に選択を迫るのに十分な情報
が示されないまま、拙速にパブコメを終了し政府が判断を行うことは明らかに適切ではありません。国民の多様な意見を吸い上げ国民に見える形で提案が形成される仕組みを構築するべきと
考えます。

以　上
34869 個人 会社員・

公務員
５０代 男性 大飯の再稼働を停止し、直ちに脱原発、原発依存度

0％を！原発事故の影響と放射性廃棄物のことを考え
たら、原発に経済性はない。東葛地域はホットスポット
となった。もうこんな被害は繰り返したくない。

大飯の再稼働を停止し、直ちに脱原発、原発依存度0％を！原発事故の影響と放射性廃棄物のことを考えたら、原発に経済性はない。東葛地域はホットスポットとなった。もうこんな被害は繰り
返したくない。

34870 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発はもう必要ありません。
これからどんどん世界が原発以外のエネルギーに注
目するようになるでしょう。

原発はもう過去のものエネルギーだと思います。
廃炉にするにしても何年も冷却しつづけなければならないので原発関連のかたの仕事がなくなることは無いでしょう。
廃炉にしつつ　他のエネルギーを開発することに国としても力を入れ転換するほうが国が栄えていくと思います。

体に害のあるエネルギーはもう眠っていただきましょう。

34871 個人 自営業 ２０代 女性 1、ゼロシナリオ 核、原子力の平和利用は難しいと思います。核、原子力を持たないことで、国際社会における立場が厳しくなるかもしれないけど、そのリスクを負ってでも、未来の子供たちの暮らしを安全なも
のにしたいです。本当なら、でも、ゼロにするまで18年も待てません。

34872 個人 その他 ７０代 女性 原発がなくても電力は不足しない。これは、5月5日か
ら2カ月以上も原発が完全に停止しても電力が足りて
いた経験から明らか。この夏も東京で電力が不足して
はいない。直ちに日本にある原発をすべて廃炉にす
べき。

すべての原発を、直ちに廃炉にするよう求めます。その理由は以下の通りです。
(1)安全な原発はないからです。径年につれ、溶接部分が金属疲労で腐食します。
(2)原発は、決して安い電力ではないからです。
(3)原発がなくても、電力は不足しないからです。国民は節電に前向きです。
(4)原発は、たとえ今回のような｢事故｣を起こさなくても、たくさんの人々を被曝　　させるからです。ウラン鉱山労働者から始まり、原発の運転者に至ります。
(5)原子力と人類の共存はありえないからです。原発は｢原子力の平和利用｣として　　進められました。しかし、原発も、原爆と同様、｢平和｣のために利用されて　　いるわけではありません。原
発は原爆のための原料である｢プルトニウム」　　を生みだします。原発を稼働させることによって生まれるプルトニウムは、
　　蓄積され、いつでも原爆に加工されます。日本が原発を持つのは、このプル　　トニウムを持ち、それが核の｢抑止力」として働かせるためだ、と公言する　　政治家がいます。原発の意味がそ
こにある以上、アジア諸国が日本に軍事力　　面で強い警戒感を持つことになります。
(6)使用済み核燃料を処理する技術がまだ出来ておらず、再処理技術も確立してい　　ない状況で、厄介なものを次の世代に残すことは出来ないと思う。
(7)原発事故は必ず起こる、ということを大前提に考えるべきではないか。

34873 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロ！！今すぐ廃炉！！ 福島第一原子力発電所が爆発し、日本中が放射能汚染されている。直ちに廃炉。それを強く願います。

34874 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ２０３０年に原発ゼロではなく、即刻原発ゼロ・廃炉を
主張します。
国土を失ってしまうような政策ってありでしょうか？
どんなに便利で安くても国土を失わせるような原発は
不要です。

原発が未熟な技術であることは、今回の地震でよく分かりました。また、その被害が想定不可能なほどの天文学的なものになってしまうことも、よく分かりました。
このような事故を防ぐためには、原発をゼロにするしかありません。
また、日本は地震列島です。いまこの瞬間でも、全国５４基ある原発立地で大規模な地震が発生し、とんでもない規模の原発事故が怒るかもしれません。すぐに、原発を止め、廃炉作業を完了
すべきです。
地震列島なのですから、地熱発電を中心とした自然エネルギーで、化石燃料に頼ることの無い社会を築く政策を支持します。

34875 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「２０３０年に原発０」ではなく、「即刻、原発０」を主張
震災は今にも起こるかも知れない、一刻も早く方向転
換を

いざという時に原発が人の手におえないことが明確になった。また原発自体の稼働に様々な無理やリスクがあることを知った今、今までと同じではいけないと思う、自分達の不便さも含め覚悟
が必要だ。

34876 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 【20-25％もしくはそれ以上】
安い化石燃料の時代は終わったということを認識し、
次世代への負担、日本の国益を考えれば原子力の割
合を減らすということ自体に反対。

【20-25％もしくはそれ以上】
安い化石燃料の時代は終わったということを認識し、次世代への負担、日本の国益を考えれば原子力の割合を減らすということ自体に反対。
国・政治は現実を正しく国民に現実を説明し、大衆迎合的な衆愚政治にならないようにこのようなパブリックコメントのやり方自体を見直すべき。

34877 個人 無職 ６０代 男性 原発「ゼロシナリオ」を選択する。 1.地球は巨大地震活動期にあるとされる。地震国日本において、地震の巣の上で原発が有る事の危険性は今度の事故で明らかだ。「15シナリオ」は現状追認シナリオで、更新のため次々新た
な原発を建設する事になり、「20～25シナリオ」は新規に増設する事になり、廃炉が日本列島に林立する事になる。
2.シナリオの前提条件である「省エネで1割削減」はあまりにもおかしい。
北海道では、今年わずか数か月で1割削減できている。我家では昨年からの取り組みで、2010年比50％以上削減を継続している。これだけで原発は不要だ。「ヒートポンプ」など既存の技術を
もっと普及すべきだし、ここ1年あまりを見るだけでも新しい製品が次々生まれつつあり、雑巾はまだまだ乾いていない。省エネルギーはエネルギー政策の基本。
3.火力発電所の40％ほどの発電効率はもっと上げられる。ガスタービン・コンバンドサイクル（GTCC）では60％を超える。設備投資が原発一辺倒だった。小規模分散化する事により、コジェネ
レーション、トリジェネレーションなどエネルギー効率は飛躍的に向上するはずだ。中規模な燃料電池コージェネレーションシステムの開発も望まれる。
4.使う電気を選べるようにすべきだ。地域でコジェネレーションももっと普及する。「原子力発電の比率を2030年までに5割まで拡大するというエネルギー選択を行った」のは、総合資源エネル
ギー調査会であり、我々ではない。
5.放射性物質による汚染からの解放、自前の再生可能エネルギーで成立つ技術や仕組みを手に入れる事が、生延びる為の安全保障だ。
6.2030年までにＧＤＰが2割以上増え、それによりエネルギー消費も増える見通しを前提としているようだが、人口が減少するなかで、どんな社会・産業構造を考えているのか理解できない。
7.議論や意見聴取も不十分ではないか。



34878 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (1)ゼロシナリオ
を選択します。

(1)今後、数十年から数百年にわたり日本が経済的優位であり続ける保証がない。
将来、日本が今の状態を維持できる保証はありません。
悪く考えると経済はますます悪くなる可能性があります。
体力があるうちにすべての原発をを廃炉にし核廃廃棄物を
安全に廃棄しておく必要があります。

(2)今後、数十年から数百年にわたり日本が戦争など世界的な混乱に巻き込まれないという保証がない。
戦争やテロにより原発が攻撃される危険性があります。
日本はせまい領土に原発あるので標的にされたり脅しに使われたり
しないようにしなければなりません。

(3)地震や津波、噴火などの天変地異がまた来ないとも限りません。
原発は止まっていても安全ではないことが福島原発で
明らかになりました。今回の地震ではいとも簡単に4基もの原発を爆発させてしまってます。想定外では済まされません。想定できないのなら原発はやめましょう。

(4)日本人が数万年にわたり核廃棄物を安全に保管できるという保証がない。
数年のも、もたない政権に原発稼働を判断する資格はありません。
さらに、100年も生きることができない人類が行うべきものでもありません。

これだけのリスクを負う原子力発電は現在の常識や法的なものを超え重罪です。
核廃棄物が数万年にわたり影響を及ぼすとすればこれだけで
原発を推進する現代日本人は現在のどの罪よりも重いです。
原発を止めることで経済大国で無くなるとしても、
だからと言って原発だけは行うべきではありません。
放射能にまみれた大地の国家では復活することすら困難です。
放射能にまみれなければいつか復活できるチャンスがあります。
むしろ原発を止めても、なお経済大国で居続ける
そんなモデル国家になるべきと考えます。

34879 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。現在の科学技術では
核と人類は共存できません。直ちに原発廃止への道
を決断して、廃炉と使用済み燃料の安全処理のスケ
ジュールを策定し一日も早く原発ゼロの日を実現して
頂きたい。

もはや選択の余地はありません。連発ゼロシナリオしか道は残されていません。
なぜならば、日本は唯一の被爆国にもかかわらず、福島原発事故で再び放射能の惨禍に見舞われたのです。核兵器であれ、原発であれ、放射能の脅威にさらされる状況は同じです。たとえ原
発事故が発生しなくても、原発の稼働によって蓄積される使用済み核燃料による放射能汚染の危機からは逃れる術が有りません。蓄積された使用済み核燃料を安全に処理する方法が有りま
せん。溜めまくって地底に埋蔵するなんていう無責任な、正に「後は野となれ山となれ」という身勝手な発想は人類と地球の未来に取り返しのできない禍根を残す事になります。
ましていわんや、地震大国の日本おいて、原発は核兵器を抱いて眠るようなものです。過去と現在も生き残っている安全神話の亡霊は科学の審判で断罪されるべきです。今すぐには全ての原
発をなくす事ができませんが、原発は全面的に無くしていくという政策的決断がスタートラインです。全ての原発を早急に廃炉にしていく為のスケジュール、すでに大量に蓄積された使用済み核
燃料の安全管理と処分方法について道筋を明らかにして早急に着手していかねばなりません。
そして原発に依存して来たエネルギー政策を転換して、原発開発費等原発関連費用を新たな自然エネルギーの開発、実用化に当てるべきです。

34880 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 稼働している原発を即時停止し、全原発廃炉への法
的手続きに入ることは、国内外の政治、および、経済
を優位に進めるための大きな武器になります。

　原発はいずれ全廃せざるを得なくなるにしても、2030年までは維持するというのは悠長に過ぎると言わざるを得ません。
　原発をゼロにし、全廃することを国内外に示すことは、
・核軍備競争からの離脱の表明（いまだに行った国はない）
・原発事故を真摯に受け止めていることの表明
・未来志向の姿勢の表明
となります。
　政治的には、今後の国際政治での立場を有利にしつつ、国内の支持を高める効果があります。
　経済的には、世界中でこれから問題になる廃炉プロジェクトの技術的実験場として、世界中の先進技術を集めつつ、独自の技術を発展させる機会となります。また、原発推進派がかけている
維持のための労力とそのための広報、原発反対派の統制の取れていないエネルギーを別の課題解決やイノベーションに向けられるというメリットもあります。
　原発を維持し続ける限り、政治的には核保有国の一つとして、別の核保有国と常に負けが込んでいるパワーゲームを続けざるを得ず、経済的には印象の悪い日本製品を売る努力をせざるを
得ない、というジリ貧の状態が続きます。
　いずれ国外からの圧力、つまり、核保有に対する抗議、および、放射線による環境破壊に対する責任追及と賠償問題などの圧力によって原発を全廃せざるを得なくなります。その時に、圧力
に負けて意思決定をすることは、日本政府の思い通りにならないだけではなく、国内外に借りを作ることにもなってしまいます。先手を打って、原発を廃止することで、国内外から尊敬を集めつ
つ、貸しを作ることができます。そのタイミングはちょうどいまです。
　私の意見を、合理的な感覚で受け止めていただくことを望みます。

34881 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを実現すべきと考えます。事故への
備えが成り立たない状況と、放射性廃棄物を扱う見通
しがないことが決定的です。原発推進の人たちが事
故からまともに学ぼうとしないことにもびっくりさせられ
ます。

原発ゼロシナリオを実現するべきです。福島の事故がなぜどのように起こったのかの正確な把握や評価もできていないのに、事故への備えができたかのように発言する「専門家」の存在にびっ
くりします。また、まともに動いても、どんどんたまる放射性廃棄物の取り扱いに見通しもないのに、運転支持へ誘導しようとする人たちにびっくりです。とんでもありません。

34882 個人 自営業 ５０代 男性 脱原発のエネルギー政策を望みます。 現在の状況では、安全な原発稼動は不可能と思われます。
現時点の社会・経済、既存組織、企業・行政の状態では、原発再稼動でないと
日本社会・経済が成り立たなくなるのは、分ります。
しかし、原発による、放射性物質、核廃棄物に人類は、成すすべがないことも、
はっきりしました。これまでの50年間、これらの物は、人類が管理できる。すべきであるという前提で、核エネルギー開発が全世界でされてきました。そして、その様に進む社会を作り上げてきま
した。それに沿って歩むことが、世界の中で日本が先進国のひとつとして、進んで行く道と信じて、日本社会は成り立っていました。
しかし、ここで人類の問題として、核エネルギー開発は、転機を迎えていると思います。自然エネルギーや、ネットワークの発達による、スマートグリッドなど、人類は20年前には考えられないよう
な技術を生活の中に取り入れています。原発に頼らないエネルギー社会を、50年前に生活に逆戻りするのではなく、50年先の未来の生活を出来るだけ早く実現する、夢の現実を目指す生活・
社会に舵をとる時だと思います。それには、日本国民、世界に強く方向性を示す政治的主導・判断が必要です。既存の政策・制度、企業社会からは、このような大きな方向の転換は出来ないで
しょう。
67年前に日本が、新しい日本を目指したように、行政・企業が連携し、国民的努力で日本社会の復興がされました。このときの同じように、日本は世界に核エネルギー社会からの転換を示すこ
とは、これからの世界の中のエネルギー政策のリーダーとなることが出来ると思います。

どのような安全対策をしても、事故は起きるでしょう。それが日本か、世界のどこかで。スリーマイル、チェルノブイリ、福島以上の事故が起きるかも知れません。明日か、数年後か、何十年後か
分りませんが、2012年は、エネルギー政策の転換点だった。あのときの判断が、今の人類の現状を決めていると歴史を振り返ると思います。

強い政治的判断で、原発依存の電力会社の経営を脱却して、日本の技術力・経済力をを脱原発、新技術開発へと向けて欲しいです。

34883 個人 家事専
業

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
もっと自然エネルギーを推進してください。

34884 個人 その他 ３０代 男性 安全ではない事がはっきりと解った今なぜ原発なの
か？
核廃棄物の行方は？
温暖化は本当に進んでいるのか？その原因は本当に
CO2なのか？

先の震災で福島原発の大惨事を受けて、なぜ今尚原発に依存しようという選択肢が出てくるのかが理解出来ない。
原発は火力発電等他の発電方法に比べランニングコストが安い故に原発が必要と言うなら、何故諸外国と比べても約３倍という電気料金を政府が容認しているのか全く持って疑問である。
建設費の他に原発誘致の自治体には多額の助成金が投入され、発電量に応じて毎年税金が投入されている事実。電力会社が支払っているならまだしも、国が支払っているのだから、建設費
もランニングコストも多大な物に成っているはず。
さらに事故が起きれば国が面倒を見ます（被害者に対してではなく、電力会社を）というのは納得のいくものでない。

また使用済み核燃料をどう処分するのかも決まっていない状況で六ヶ所村での一時貯蔵、六ヶ所村に入った瞬間から道路が立派過ぎるという違和感。

原発は温暖化防止（抑制）の為の一役を担っているという理論も、どうかと思う。　そもそも温暖化は本当に進んでいるのか。　進んでいるとして本当にCO2が原因なのか。　異論を出している学
者が相当数居るという現実。

不確実な理論を盾に正論ぶっているのは全て原子力村と称される利権に群がる人々の醜い悪あがきにしか見えません。
もう国民をだまし通す事は不可能です。

地熱発電等、クリーンエネルギーにも安定供給が可能な発電方法は有るはず。
現政府において責任を取れない課題を、現在に生きる我々が責任を取れない宿題を子や孫の世代に残す事を政治では先送りと言うのでしょうか、我々国民は後回しと言います。

人間らしい判断を期待します。

34885 個人 無職 ６０代 女性 ２０３０年までに原発の比率は０％にすることに出来る
限りの努力をしてほしい。

２０１２年の福島原発の事故により、原発には絶対的な安全はあり得ないということを国民は知りま

した。罪もない人々から故郷を奪い　職を奪い　人々との絆を奪ってしまった。こんなことが二度と

起きてはいけない。多少の不便を強いられても生活を根本的に見直して,　原発のない世の中を作り

上げていかなければならないと切に思う。

34886 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 (1)の原発はゼロにすべきです。 現在の原子炉は順次廃炉にして、その間は小規模の水力発電や火力発電を行うことで、将来の地熱・太陽光・バイオメタ中心にバランスよく行うことは十分可能です。原子力発電の燃料の処理
まで計算した費用は他の方法より高いといわれています。

34887 個人 その他 ６０代 男性 ゼロシナリオを選択する。原子力は安定供給可能な
電力源ではない。省エネ政策（２０３０年迄に３０％効
率改善）、再生可能エネルギー導入策等の積極推進
により厳しい規制や重い経済的負担なく原子力をゼロ
にできる。

　私は、次の理由から２０３０年の原発比率を０％とする「ゼロシナリオ」を選択する。
　３・１１が起こる前年の平成２２年６月に閣議決定された「エネルギー基本計画」の「基本的視点」には、「エネルギーは国民生活や経済活動の基盤である。エネルギー政策の基本は、エネル
ギーの安定供給の確保（energy security）、環境への適合（environment)及びこれらを十分考慮した上での市場機能を活用した経済効率性（economic efficiency）の３Eの実現を図ることであ
る。」との記載があり、その「前文」には安定供給に関する記載の中で、「テロや地震などのリスクは減じておらず、エネルギーの輸送・供給や原子力などについては一層の「安全」確保が求めら
れていく。」と記載されている。
　したがって、昨年３月の東電福島原発事故により原子力発電の「安全」が確保されないことが判明した現在においては、原子力は、安定供給可能なエネルギー源として位置づけること自体が
難しく、電力供給源として考えることは止めるべきである。
　原子力を電力供給源からはずす場合のリスクは、エネルギー資源の海外からの安定確保、火力発電の相対比率増加に伴う地球温暖化に係わる環境の問題である。
　「新・国家エネルギー戦略」（２００６年５月策定）においては、「省エネルギー目標」として「石油ショック以降、官民をあげて省エネルギーの推進に取り組んだ結果、我が国のエネルギー効率
は、過去３０年間で、約３７％の改善を実現し、世界最先端に到達している。今後、２０３０年までに更に少なくとも３０％の効率改善を目指す。」という「省エネルギーフロントランナー計画」が掲げ
られている。これに伴って策定され、前記「エネルギー基本計画」に沿って昨年３月に全面見直しが行われた「省エネルギー技術戦略２０１１」においても、２０３０年に少なくとも３０％の効率改善
を行うことが目標となっている。したがって、この目標・計画の積極的な実現を図ることにより、２０１０年で２６％を占める原子力は２０３０年には不要となる。すなわち、２０１０年時点で約１．１兆
kWhある電力量を少なくとも３０％（０．３３兆ｋWh）減らせば、２０１０年時点で２６％（０．２８６兆kWh）を占める原子力起源の電力量以上のエネルギー削減が可能となるため原子力は不要とな
る。また、現在推進している再生可能エネルギーの導入拡大により火力に依存する電力量が減るため、海外から調達する必要のあるエネルギー資源量は現在より減り、二酸化炭素排出量も
減るので、エネルギー資源の安定確保、地球温暖化に係わる環境の問題も現在より改善される。原子力に係わる予算を一部必要なものを除いて、省エネルギー推進、再生可能エネルギー導
入拡大のための技術開発や補助・支援制度等の施策に使うことにより、再生可能エネルギーの固定価格買取制度（本年７月１日施行）の賦課金のように国民に経済的負担を課することなく、こ
れらの施策を遂行できるものと考える。
　国家戦略室のHPに掲載されている「ゼロシナリオ」には、２０３０年の電力量が「２０１０年比約１割減」となっていて前記「新・国家エネルギー戦略」における「省エネルギー目標」（２０３０年まで
に少なくとも３割の効率改善）を反故にしている。さらに、「化石燃料の依存度を極力下げ、他のシナリオとそん色のないレベルまでCO2の排出量を低減するため、省エネ性能の劣る製品の販売
制限・禁止を含む厳しい規制を広範な分野に課し、経済的負担が重くなってでも、相当高水準の再生可能エネルギー、省エネ、ガスシフトを実施。」という記載があり、あたかも約１割の省エネル
ギーを行うにも「厳しい規制」、「重い経済的負担」といった代償が必須であるかのように訴えている。しかし、現在「新・国家エネルギー戦略」のもとで策定された「省エネルギー技術戦略２０１１」
等に基づいて、２０３０年までに少なくとも３０％の効率改善を目指す光技術など数多くの省エネルギー技術開発プロジェクトが行われており、企業における技術開発も盛んである。さらに国民の
省エネルギー意識も高まっているため、２０３０年までの早い時期に現在の約３割の省エネルギーを達成し、原子力比率をゼロにすることは可能であると考える。その際、原子力に係わる予算を
省エネルギー推進、再生可能エネルギー拡大のための施策に積極的に回すことにより、厳しい規制や重い経済的負担がない形にすることが可能となる。
　以上の理由から、私は「ゼロシナリオ」を選択する。

34888 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電はもう要りません 　選択肢はゼロシナリオ意外にはありえません。

　原子力発電は安全で安価なエネルギーであるなどという嘘はもはや通用しません。日本においては地震の多さや適切な土地の少なさの点から安全性は確保できません。また、原子力発電に
よる電力は実際には安価ではありません。これらは既に広く知られています。「知られてない」「バレていない」などと思い込むのはおやめください。

　原子力発電をやめると燃料代がかさんで電気代が上がるというのも包括原価方式と電力会社の怠慢が招いた結果であり、何をやっても回避できないなどという「必然」ではありません。

　また、「原子力依存をゼロにできるかどうかわからない」とお考えなのかも知れませんが、その考え方は間違いです。

　「できるかできないか」ではなく「実行する」のです。

　できるできないを議論するのではなく、実行するにはどうするかに労力を割いていただきたいです。

34889 個人 その他 ４０代 女性 2030年も?原発ゼロに決まってます！
ゼロ！ゼロ！ゼロ?

そして、早く今すぐに大飯原発も止めて！

今この日本に生まれて来た
子供達の将来を！自然が溢れる日本を
原発でボロボロにして
どうするんですか?

今すぐに全原子炉撤廃?

34890 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力を稼働させないと、日本の国力が低下し、国民
生活が劣化することを国はきちんと説明すべきであ
り、そのうえで、原子力リスクを技術力で軽減すること
こそが賢明で冷静な選択であることの合意形成をは
かるべき。

　まず、原子力を稼働させる場合と稼働させない場合にどちらがわが国に大きなインパクトがあるかを考えるべき。原子力を停止し、それを化石燃料で代替すれば、年間約３兆円のコスト増にな
り、そのすべてが海外に流出し、電気料金は３円/kWh上昇する。原子力０シナリオ、１５シナリオでは、化石燃料で代替せずに、再生可能エネルギーで代替していこうとするものであるが、たとえ
ば、太陽光発電は日本の設置可能な住宅すべてに太陽光パネルを付けるなど、非現実的な前提に立っている。仮に実現できたとしてもそのコストはどうやって手当てしてくるのか。電気料金の
アップ（少なくとも現行の２倍程度）しかないが、家計や企業は耐えられるか。少なくとも企業はグローバル競争のなか、海外移転せざるを得ず、わが国産業の空洞化は避けられない。
　このような原子力を稼働させないリスクは、これまで世界第３位のＧＤＰを誇る経済大国にまでなった日本の経済発展を阻害することである。国民生活が毎年劣化していくことを日本国民は甘
んじて受け入れられるのか。こうした状況を国は真に国民に問うていない。原子力を稼働させるリスクとしては、事故が起きたときに計り知れない社会的コストが発生するが、これは今回の福島
第一原発の事故を教訓に叡智で克服できるレベルではないか。便益を享受するためには、何事においてもリスクはつきものであり、このリスクをいかに小さくするかが人類の叡智である。今回
原子力を放棄してしまうのは、今の原子力技術の蓄積や世界の潮流からみて稚拙かつ感情的な選択であり、安全技術の確立を前提に原子力のメリットを享受することこそが賢明かつ冷静な選
択といえる。
　一方、発送電分離などの電力システムの改革が議論されているが、そのきっかけは東日本大震災に伴う福島第一原発の事故により、原子力依存度の低減をはかるためのひとつの手段とさ
れているが、原子力依存度をある程度維持するという前提に立てば、現行の垂直一貫体制でも問題はないということか。発送電分離による弊害は、２０００年頃のカリフォルニア州における電気
料金の異常高騰や米国東部地域における送電設備への投資不足による大停電などにより明らかになっている。責任ある供給主体がすべてのお客様にリーゾナブルで安定的な電力供給を実
現している今の供給体制を改革ありきで十分な検証もないままに、拙速に見直すべきではない。
　原子力の放棄による廃炉や、供給責任が曖昧になる分散型の新しいエネルギーシステムは一度舵を切ると、簡単にはもとに戻れない重たい選択であることを強く認識し、あらゆる面から検討
を加え、十分に議論し、合意形成を図っていくことが大切である。



34891 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 2030年までには原発0を。
原発が安全に運転されたとしても、10万年もの間管理
が必要な放射性廃棄物が増え続ける。生命にとって
有害な放射能を増大する原発は最も不適切な発電シ
ステムである

（１）原発の根源的欠陥
原発が安全に運転されたとしても、放射性廃棄物が出る。放射性廃棄物が放出する放射能は、使用前の10万倍以上になり、それが使用前と同程度の放射能になるには10万年かかる。原発を
稼動し続ける限り放射性廃棄物は溜り続ける。
何もしないにもかかわらず1日4000万円も投入し続けている核燃料サイクルは破綻している。廃棄物を地下に埋めようという計画は、地震が多く地盤が不安定な日本では現実的でない。
生命にとって有害な放射能を取り扱わなければならない原発は最も不適切な発電システムである。
（２）コストについて
電力業界は独占状態、電気料金は総括原価方式である現状は、日本の正常な発展を阻害している。自由競争を導入しないで電気料金云々することはやめてほしい。
水力、地熱、風力、太陽光などの自然エネルギーは現在はコスト高かもしれないが開発が進めば必ず安くなるし、万が一事故が起きても、原発事故のように事故処理に高額な費用はかからな
い。原発は廃棄物処理と事故処理に関するコストを考えれば相当高額なエネルギーではないのか。
（３）温暖化について
原発も燃料製錬や排熱によりクリーンではない。火力発電などの二酸化炭素を発生するシステムにおいては二酸化炭素固定する技術を実用化することなどにより二酸化炭素による温暖化は
防げるであろう。
（４）分散協調システム
これからの発送電は、自然エネルギーを中心とした中小規模な発電システムを組み合わせて、全国で融通しあえるシステムも視野に入れていく必要がある。

34892 個人 無職 ６０代 女性 原発は、即時ゼロにすべき。2030年迄待っていられな
い。エネルギーが足りなくなるとか、価格が上がるなど
は、脅しである。原発がなくても、電気は足りてた。経
済界にばかり目を向けるな。

枝野氏は、原発ゼロのシナリオでも、経済は活性化できると発言。でも、一方で、30年にこだわらず、50年先？などと言い出し、本心がどこにあるのか分からない。
　私たちは、そんな暢気なことを言ってる場合か？と、怒り心頭だ。子供たちにとって、待ったなしの放射能汚染。政治家は、50年先には生きていない。そんな無責任は許されない。
　一番の問題は、原発の廃棄物の処理問題が全く解決していないことに尽きる。人類にとって、これほど無責任なことが許されるわけがない。決して生み出してはいけない毒物を作り出し、処理
方法が見つけられないまま、さらに動かし続ける非常識が平然と行われていることを、何と考えるか！
　余りにもお粗末な政策に呆れるばかり。これも、経済優先で突っ走ってきた根本的な誤りである。
　金食い虫のもんじゅも、直ちに中止すべきである。先が真っ暗なのに、一度決めたからと続ける愚は、二度と冒してはならない。さっさと、撤退せよ。
　原発事故の責任は、誰がとったか？こんなに多くの国民を路頭に迷わせたにもかかわらず、誰も責任を取っていないのはなぜか？にもかかわらず、再稼動させるとは、国民をばかにしてい
る！不信感は深まるばかりだ。
　国民の悲鳴が聞こえないはずはない。自分の保身ばかりが見える政治家に愛想が尽きた。
　官僚も、自分たちのシナリオに面子をかけてるのか？未来を背負う子供たちのことを目を向けて欲しい！ホントに大事なことは何か、心に問うて欲しい。真摯な対応を切に願う。

34893 個人 自営業 ６０代 男性 原発即時停止もちろん燃料は更に安全な場所に移動
を！

このままでは地球は原発のゴミと事故による汚染で滅びます
即時停止、燃料棒の処理を、しなくてはいけません！！

34894 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見 ゼロシナリオを支持します。「2030年までにGDPが2割以上増える見通しの中、現状のレベルから一割削減という意欲的な目標」を掲げられていますが、その達成以前の問題であると考えていま
す。事故が起こった際の経済的損失や対応を踏まえ、原発依存を少しずつでも減らしていくことを支持します。

34895 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ もっと地熱など自然エネルギーの開発に国を挙げて取り組んで行ったら良いと思う。日本は技術もあり、優秀な人材がそろっているのになぜ国がそれを推進しないのか。推進する事によりもっと
自然エネルギーが開発でき、必ずや最先端を行く技術を日本は持っている。原発の利権のためにそれをある意味させていないのは良くないと思う。

原子力発電所は一度事故を起こせば地球は汚染され、保障に莫大なお金がかかる。エコとは程遠い存在だ。また、原子炉が止まっていても燃料を冷却するのにまた莫大なお金と時間がかか
る。冷却に失敗すれば事故につながる。人間のコントロールできない物を持つべきではない。また、原発ゼロ＝昭和の暮らしを唱える人々はちょっと違うと思う。

34896 個人 無職 ４０代 女性 原発ゼロを、支持します。日本は、地震大国であり、
活断層が日本中にあります。福島原発の事故に学
び、原子力以外の発電へと切り替える技術や研究開
発に力を注ぐ必要があると思います。

　2030年までの原子力発電依存率をゼロとすることを、強く要求します。

　日本は、活断層の上にあるといっても過言ではありません。その上に、現在も原子炉があるのです。
東日本大震災、福島原発の事故によって、「安全」は無いこと。ひとたび事故が起これば、国民だけでなく、世界中に放射線をまき散らし、汚染された瓦礫が、アメリカはじめ諸外国にも漂着する
など、日本、原発立地地域に限らない大変危険なものだということが、明らかになりました。

　財源や、コストについて問題になりますが、代替エネルギーの研究、技術開発も進んでおり、世界第2位の軍事防衛費を削減するなどすれば、十分実施可能と考えます。

　唯一の被爆国である日本が、原子力の恐怖を、一番知っていいるはずです。
にもかかわらず、これまで、原子力に頼ってきたこと、営利追求のエネルギー政策のつけが、今現れています。
　それほど原子力発電が安全だというなら、東京のど真ん中に原子力発電所をたててはどうでしょうか？
　実際に、被害にあい、苦しみを味わうこともないと高をくくった、立場に立つのではなく、我がこととして政治を行っていただきたいと、切に願います。
　国際的に安全なエネルギー開発、技術を実現し、その指導的立場になることが、真の国際国家ではないでしょうか。
　政治家の皆様、官僚の皆様、行政省庁の皆様のご尽力に、感謝し、期待しております。

34897 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はゼロでなければ、意味がない。 言うまでもなく、このたびの原発の事故で被曝者が出たことは事実である。
今後、それらの人たちがどのようなかたちで人体に影響が出るのか考えると恐ろしい。
大飯原発を強行再稼動させたが、稼動させる前に、国民・企業に節電を呼びかけたのか？
どれだけの電力が必要で、どれだけの電力が不足しているのかを数値であらわすべきだ。
国は洩れた放射能を放置しているだけで何も処理をおこなっていないし、なんなら、この事態に触れず、早く国民が忘れるのを待っているようにしか思えてならない。もう、騙されない。

「シェーナウの想い」という、ドイツの映画を見るべきだ。
かつて日本は、痛い目にあったではないか。
二度とこの過ちを繰り返してはならないし、忘れてはならないと誓ったはずだ。

34898 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は即時0％にする。 使用済み核燃料の処理方法が確立されていないのに原発を稼働し続けるのは、いつか誰かが何とかしてくれるという感じがします。これは、道路にごみをポイ捨てして誰かが片付けてくれると
いうモラルが欠如した状況と同じだと思います。それを国が推進しては子ども達に顔向けできません。
経済性を天秤にかける議論がありますが、欧州と異なり地震の多い日本での原発立地はあまりにもリスクが高く、一度事故が起きれば経済性など語れない程のコストがかかります。
今後はスマートグリッドの導入を進めながら、即時原発をなくすことを望みます。

34899 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではない。原
子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み
込んだ原子力エネルギー０の筋書きの提案を求め
る。

未曾有の原発事故のあとで作るエネルギー計画は，もっとこの国の将来を見据えたものであってほしいと思います。即ち，
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける
そのための節電なら，いといません。未来に生きる子どもたちに「あの時の大人は君たちのためにできるだけのことをしたんだよ」と言ってやりたいのです。

34900 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は要りません。
０％を選択します。

原発は要りません。
０％を選択します。

34901 個人 自営業 ４０代 女性 原子力はゼロにして自然エネルギーを早急に進める
ことが重要だと思います。

昨年の福島原発事故で明らかなように一度事故が起きると人も動物もあらゆる生き物が生きていけない汚染された土地になってしまいました。そして原発を維持する為に莫大な国民の税金を
使い、さらに原発は毎日処理方法のできない核のゴミを増やし続けています。このように危険なものは直ちに廃炉にしてほしいです。そして再生可能なエネルギーへの転換は地球の未来、これ
からの子ども達の未来にとって重要なことだと思います。美しい日本を未来の子ども達に残してあげるべきではないでしょうか。

34902 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 日本の原子力発電所をゼロにすることに支持します。
全てを廃炉にすべきです。

2011年の福島第一原発の事故で多くの人が被爆し日本中放射能塗れになったのは事実です。事故のために一生、住めなくったり、出来ても食べれない米や野菜、水、自然が駄目になり、その
事故処理も出来ない、除染も簡単に確実に出来ない。核廃棄物にしても処理が出来ず、原発を日本に置いておくのは日本の将来のためになりません。全て廃炉にすべきです。今年ドイツで太
陽光発電で2200万キロワット、原発20基分の電力を作る事が出来ています。日本は太陽光や風力、水力、波力、地熱、の自然エネルギー中心にエネルギーを作っていくべきです。

後、今回のパブリックコメントが行なわれてる知名度はとても低いです。これでは国民の議論にはならないと思います。

34904 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 今回の原発事故がおこるまでは、政府や電力会社のCMなどで流れてくる原発は安全と言う言葉を何となく信じているところもありました。

しかしその安全は一瞬にして奪われてしまいました。

原発事故で多くの人々や動物たちが苦しい思いをし、そして未だに苦しい思いをしている人々や動物たちがいるというのに、絶対の安全などないのに
なぜ稼働しつづけるのでしょうか？
今が原発をゼロにする決意をするときです。

そして自然エネルギーが主流になる世界を希望します。

34905 個人 自営業 ５０代 男性 CANDLE炉の開発を推進すべきである。 使用済み燃料を燃料として用い、理論上臨界を起こさない東工大のCANDLE炉の開発を推進すべきである。安全性の上で従来型の原子炉に勝るうえに、使用済み燃料棒の廃棄物処理の役割
も果たすことができる。再生可能エネルギーの推進は並行して行わなければならないが、再生エネルギーだけで安定的な電力供給が維持できるとは思われない。

同様の方式の新型原子炉については、ビル・ゲイツが積極的に取り組んでおり、中国がそれに協力している。エネルギー関係の技術で日本が後塵を拝することは避けるべきだ。

34906 個人 無職 ６０代 男性 是非とも、原発ゼロ(0)シナリオでエネルギー政策を推
進して下さい。

　2030年までにはまだ20年近くあります。
　その間に、一層省エネルギーを進めることは可能です。工場等での取り組みも、そして、一般家庭でも、子供達も含めて取り組みは可能ですし、今も進められていると思います。
　自然エネルギーによる発電もまだまだ研究開発が進められると思います。そういう技術は今の日本なら十分に世界のトップに立てると思います。そのことによって世界に対してある種のリー
ダーシップを発揮すべきだと思います。
　大飯原発を再稼働してしまいましたが、こういうゼロシナリオを明確にすることによって、共通認識とされている｢原発依存度を下げる｣スピードを高め、後戻りできない道を示して欲しいと思いま
す。

34907 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を要望しま
す。
《政府は本腰を入れて再生可能エネルギー実用化に
尽力すべき》

日本には原子力に頼らずともやっていくだけの技術力があるはずです。
福島の事故を起こしておきながら、同じ過ちを繰り返す可能性のあるものをなぜ再稼働するのですか。そこに住んでいる国民の気持ちを考えてください。
原発は必要ない！！！！！！！！！

34908 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 今いる子供、これから産まれる子供に、すでに負の遺
産を築いてしまったわけだから、少しでもそれを減らす
努力をすべきだろう。

温暖化するとか、石油がなくなるとか、政治的圧力と確認埋蔵量だけでプロパガンダ張るのはやめるべきだろう。経済を理由に原発が必要と言われているが、経済ではなく雇用問題なのではな
いか？　すり替える理由は既得権益の保守。そのための隠蔽体質、ご都合主義、事なかれ主義が蔓延しているように思われ、そんな人たちのために多くの人が経済的に、肉体的に、精神的
に、将来的にダメージを受けてしまっているから、負の遺産を減らす努力をすべきだと主張します。

34909 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 (3)20～25シナリオを支持します (3)20～25シナリオを支持します。原発がとまったことによる、火力発電燃料費負担増による経常赤字と電力不足による過度な節電は、日本経済と翻って日本人の生活を明らかに蝕みます。現
時点ではさほど影響は顕在化していませんが、この状態が続けば必ず深刻な影響が表れます。一面しか見ない論調は、サステナブルな経済発展を阻害します。是非とも、多面的に捉えた議論
を切に願います。

34910 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 国内全原子炉の再稼動禁止と即時廃炉、使用済み核
燃料の再処理事業からの撤退、地熱発電開発へ国の
資金援助を進めて2030年時点で国内の総電力設備
容量に対する比率を5％以上まで高めることを提案し
ます。

国内全原子炉の再稼動禁止と即時廃炉、使用済み核燃料の再処理事業からの撤退、地熱発電開発へ国の資金援助を進めて2030年時点で国内の総電力設備容量に対する比率を5％以上ま
で高めることを提案します。

34903 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電について、停止を強く求めます。 原子力発電所の事故以来、自分なりに考え、仲間や友人と話てきましたが、
やはり即時停止、撤廃ではないでしょうか。

今すぐ停めても危険が続くものですが、将来を見れば少しでも早くこの危険な
方法から私たちは撤退しなければいけないとおもいます。

自分が、福島の、事故を起こした発電所の近くに住んでいたら、
もう帰れないかもしれない故郷を持っていたら、と考えれば当然かと思います。

事故が起きないという想定はおかしい。
最悪の事態を想定しておくのは何をするにも鉄則のはず。

電気より、豊かな自然、土地や森林、田畑や海、これがなければ
どんなに電気があっても私たちの生活は成り立ちません。
豊かには、決してれないのです。
たとえ電気がなくても、これらがあれば豊かに暮らせます。
これらがなければ、経済も生活もないのです。

人間は、電気仕掛けではないのですから。

仕事仲間である知人は、富岡町で両親が行方不明のまま、探しにもいけない。
帰宅した時は真っ白な防護服を着て短時間で帰らなければならなかったようです。

福島市の友人は、関西へ移住を考えています。
田畑を捨てて。

こんなこと、もう起こる可能性があってはいけないでしょう?
なにを、はかりにかけるというのでしょうか。

エネルギーの作り方は、他にいくらでもあります。
ここで書くほどもない、規模の大小含め、あります。

もう、本当に、やめましょう。
犠牲が、大きすぎて、取り返しがつきません。
未来が、なくなってしまいます。



34911 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシステムの提案。 自然エネルギーへの移行を実行。
やるかやらないかだけです。
やるべきです。

独占企業がまかり通る時代は終わりです。

国が国なら東電社長宅は焼かれるだろうに。

34912 個人 無職 ６０代 男性 2030年における原発の依存度として、１５シナリオを
選択。

　心情としてはゼロシナリオを選択したい。
　日本の様に、国を含め、大きな組織では建前で物事を進める体質の国では、原発の様に危険度の高い技術は飼い慣らせないと考える。（建前：1度OKを出した事に対しては、新事実が出てき
ても修正できない体質）
　しかし、技術的には、全てを注ぎ込めばゼロシナリオも達成可能かもしれないが、それに対する費用、若しくは、電力不足による産業の衰退等を考えると、ある程度の依存をせざるを得ない。
　一方で経済優先に反対する意見もある。
　しかし、経済が衰退すると言う事は、結局日本人の生命を脅かす事になる。
　原発の事故による被害よりも、経済衰退による人的被害の方がむしろ大きいのではないだろうか?
　以上から、今後の１８年間で、原発分を全て代替エネルギーに切替えるという選択肢は非現実的と考える。
　ますます厳しくなる国際的な資源状況も考えると、ゼロシナリオでは成立しない。
　一方で、２０～２５シナリオに付いては、これ以上の原発建設は行うべきではない。
　現在の福井原発でぎりぎり凌げている状況から、現有原発設備をメンテナンスしながら、寿命と共に廃炉化して行き、並行して代替えエネルギーに切り替える事で、繋いで行くべきと考える。

34913 個人 自営業 ５０代 女性 地震国に原発は有り得ない。 人間のおごりに早く気付いて欲しい。

34914 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 足元から今後１０年程度のエネルギー構成は必要電
力量をベースに算出すべきと考える。そのためには当
面電力構成における原子力発電比率は２０％以上が
必要。

足元から今後１０年程度のエネルギー構成は必要電力を安定的に供給することをベースに考えるべきである。社会としての節電への取り組み、企業としての省エネルギー施策は積極的に継
続・進めるべきであるが、取り組みの定着や一定の効果を得るためには、時間も費用も必要となる。よって当面の電力構成における原子力発電比率は震災前の水準に近い２０％以上程度を確
保すべきであり、再生利用エネルギー技術や送電網の整備・実力を評価しながら次世代のエネルギー構成を議論することが妥当と考える。震災からの復興を考える上でも、中～長期的視点か
らみても、現在の経済活動に影響を与える様なエネルギー政策は問題があり、必要供給電力を確実に実行できる体制の中で、脱原発等の次世代施策を考えるべきある。

34915 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 2011年3月11日以降に起こった数々の理不尽な事柄
を思えば、2030年ではなく、即刻廃止（0％）で当たり
前だと思います。

弱者をとことん虐げ、一部だけがボロボロに儲かる原発には絶対反対です。
東日本大震災自体が大変な災害でしたが、原発事故がなければ、支援がこれほどまで遅れることもなかったでしょう。ここまで貿易赤字も膨らむこともなかったでしょうし、国民全体の生活もここ
までひどくならなかったでしょう。
巨大地震を「想定外」としている管理方法では、原発事故を防ぐことはできません。
同じような地震があれば、災害と、原発事故の両方が国民の生命や生活をおびやかすことを防ぐことはできませんし、政府は責任を持たない事もこれまで見ていてわかりました。
（原発事故以降、付近住民に配布するための、ヨウ素剤の準備が進んだでしょうか？　また、放射能汚染による健康被害で知られるチェルノブイリのゴメリ地区のような汚染地域に住む子供たち
を、非汚染地域に避難させたでしょうか？　自主避難者への支援は十分でしょうか？　こうした事柄は、枚挙にいとまがありません）
国民の意見を無視した増税の一方で、原発維持のための無駄遣いがあまりにも目に余ります。

絶対反対です。2030年にゼロではなく、即刻廃止にしてください。

34916 個人 家事専
業

６０代 女性 原発によるエネルギーは０％にしてください。
人の命が一番です。
最終処分が確立されていない原子力はいりません。

福島との県境に住んでいます。
おいしい魚は食べられません。食物連鎖で放射能が凝縮されていくで
しょう。
東京にいるかわいい孫たちも帰ってきません。
低線量被ばくの影響が怖いからです。

福島の人たちは自宅を離れて大変な生活を余儀なくされてます。

人類にとって安全な最終処分も確立されていない原発は未来に大きなツケを
残すことになります。

被爆国の日本だからこそ、原発０と宣言しましょう。

再生可能なエネルギーを国が総力をあげて研究すれば道は開けると
思います。

人間の命が一番と分かれば、少々の不便は乗り越えられます。

私たちが大好きな日本国であってほしいです。

34917 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発依存は(1)のゼロシナリオを選択します。 安全なはずの原発で、これだけの放射能を発生し続けており、それをなくすこともできていないのですから、依存できません。くさい臭いはもとから断たなきゃダメ！と言う感じです。２０３０年と言
わず、今すぐゼロにしたいと思います。

34918 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。

即刻、国内すべての原発再稼働・建設の中止、廃炉
を希望します。

原爆を落とされた広島と長崎、人災により爆発した福島、
これだけ人々や自然を破壊してきた原子力を日本は取り扱うべきではないです。

34919 個人 無職 ６０代 女性 原発は直ちに０％にすべきです。 経済性で考えても、原発を動かし続ける合理性はありません。福島原発の事故は、まだ終息していません。第二第三の原発事故が起これば、日本は破滅です。私たちの世代にできることは、
原発を再稼働させずに、一つ一つ廃炉にして、こどもたちの未来に、放射能の恐怖を残さないことです。電力不足など、原子力村の人々の勝手な言い分にすぎないことが、今年の夏もまた立証
されたのではないでしょうか。

34920 個人 家事専
業

２０代 女性 原発は絶対に絶対にいりません！！
一刻も早く廃炉にすべきです。

発送電分離をしてください。

福島の事故で改めて原発の怖さを知りました。
もうあんなことが日本で、世界で起こらないように原発は絶対なくすべきです。
我が子のため、今生きているすべての子供たちのため、これから産まれてくるたくさんの子供たちのため、原発は絶対に必要ありません。

後、発送電分離をしてほしいです。
総括原価方式もおかしいです。
独占企業なのに、CMなどの広告をする必要があるのでしょうか？
その費用もコストの中に含まれ、あたしたちのガス代に上乗せされているなんておかしすぎます。
他にも色々おかしなことが多すぎます。
そもそも独占企業っていうのがおかしいです。
発送電分離は絶対すべきです。

あたしはただ安心して暮らしたいだけです。
そのためには絶対に原発はいりません！！！
地震大国日本ではいつまた地震がくるか分かりません。
一刻も早く廃炉にしてください。
お願いいたします。

34921 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。
但し日本国内だけでなく、海外輸出も禁止することを
強く求めます。

原発ゼロを求める理由
　１）使用済み核燃料の処分方法、埋立地などが確立されておらず、原子力発電は未完成のシステムである。
　２）原子力発電が安いというのは信用できない。建設費、交付金、廃炉費用、使用済み核燃料の処分費、などをトータルで考えれば他の発電方法より高いコストだと思う。しかも今回の福島で
明らかなように、いったん事故が起こればお金に換算できないほどの莫大な負債を負うことになる。
　３）日本は自然大国である。もし国家が最優先プロジェクトとして自然エネルギー開発に取り組み
その比率をあげることができたら、エネルギー自給率が上がり、エネルギー安全保障戦略的に、原発より数倍有効であろう。
　４）チェルノブイリ、今回の福島の事故で明らかな様に一旦事故が起きれば一国の問題ではすまない。国内に原発を新設出来ないならば、輸出しようとの動きが見られるが言語道断である。
日本の原発技術は廃炉システムの確立に特化して、それで儲けてもらえばよい。
　５）今こそエネルギー浪費の生活を改めるチャンスだと思う。今までのように大量に出来てしまった電力（原発のシステム上生産調整が難しい）をどう使うかではなくて、本当に必要な電力を必
要なだけ発電するというシステム作りが重要だと思う。そうすれば、政府案が目指すとしている２０パーセント以上の省エネが可能なはず。

34923 個人 無職 ３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。 わたくしは、「原発ゼロシナリオ」を選択致します。過去の経験から言っても、現状の成り行きから見ても原子力保安院の威圧的な権限は変わりませんし、今後このような出来事が起きないとは
もう「安全神話の崩壊」で証明されたと思います。そして、国民や企業は、一足先に見越して個人で選択出来るエネルギー対策に興味を注いでいます。原子力に依存する一部の地域や、収入を
求める方々の気持ちも分からなくはないですが、交付金の格差、処理問題、そして新しいエネ的産業を発展させる為にも、消費を大量とする都会人も
、供給する地方の方も意識改革が必要すべき時期なのではないでしょうか。
私達は安易に物を消費する生活に慣れ過ぎてきました。もう一度、経済は原発でしか成り立たない、という考えを一時据え置き、新しい努力に向かう事は決して無駄ではないと考えています。節
電もその例の一つです。また大量消費してガンガンに外部はヒートアイランドにしたいでしょうか…？人間は抑制も学ぶべきです。

34924 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。原発を新設していくリ
スクはとりたくないですし、これから自然エネルギー事
業を発展させていくことは、新しい需要や雇用を生
み、世界にリードするビジネスチャンスだとも言えま
す。

原発ゼロシナリオを支持します。原発はもう要りません。コントロールできないこし、コストがかかりすぎます。原発をコントロールできないことは、福島の事故で証明済みです。2回目が起こらない
とはだれにも保証できませんし、かつ経年劣化による閉鎖は時間の問題です。新設する意味はありません。また、コストの問題では、廃棄後にも相当のコストがかかることは、経済的とは言え
ず、長期的に見れば、ごみ処理にお金を払い続けるという電気料の値上げ云々ではすまない問題です。自分の存命中にケリが付けられないようなものを、子孫に残すべきではありません。で
は、エネルギー問題をどうするかということですが、送電線のやりくりを頑張ってやって、自然エネルギーの割合を高めていく努力が必要です。そしてその分野で新事業を発展させ、また新たな
開発に力を入れていくことで、日本が再び世界でリードし、新しい分野での需要を生み出すビジネスチャンスだとも言えます。新生日本を世界に印象づけるいい機会だとも思います。戦後、日本
が生まれ変わったように、福島があった後、日本は再び世界をリードする成熟した存在となったと言われるように、みんなが将来のために少しずつ我慢をして、自然エネルギーへの切り替えおよ
び、さらなる省エネのアイデアを出し合っていきましょう。

34925 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ 事故が起った際にかかる費用。被災者への賠償金。
これから原発を使うと仮定してメリットよりデメリットの方が多すぎる。
使い終わった放射能の廃棄物をどう処理するのか、どこで処理するのか・・。
きちんと考えてほしいです。
綺麗な日本を子供に譲れるように。

これから、資源の競争が始まります。
水資源は日本のこれからの武器になると私は考えてます。
そのためにも、放射能のリスクは無くすべきだと私は思います。

34926 個人 学生 ２０代 女性 原発についてはゼロシナリオを目指すべきだと思いま
す。

原子力発電は非常に高いリスクを伴う発電方法です。ことに地震国である日本においてはそのリスクは、さらに高くなります。それは周知の事実です。
また、同時代のリスクが高いだけでなく、原発は世代間の不平等の大きい発電方法です。発電後に残される大量の放射性物質は、原発の恩恵を受けることのない後の世代に残されます。
原発への依存をなくすという決意が、代替エネルギーの開発を促すことになるでしょう。現状を単に追認するのではなく、予算の配分や優遇政策によって、目指すべき社会へと動かすのが、政
治、行政の腕ではないでしょうか。政府の手腕に期待しています。

34927 個人 自営業 ４０代 男性 原発をなくす方向へ向かって欲しい。みんなの意識を
変えることができないか？今までは原発ありきで経済
を考えていただけで、なしでもいけるのではないか、

お金をたくさん使い、たくさんのエネルギーを消費する方向は、間違っていると思う。もっと自然に寄り添い生きてゆけないか。未来へ向けて、たくさんのエネルギーを作り、たくさんのエネルギー
を使うのではなく、必要最小限で生きてゆきたい。

原発の事故が起きたあと、多くの人が原発に対する不信感、不安を募らせたはずである。私もその１人である。原発を推進する人は原発の安全性や必要性を訴える。それが、間違っているわけ
ではない。しかし、安全じゃないと思うような事態に遭遇して依存を続けたいと思う人がいるだろうか。むしろ、依存せざるを得ないというようなあきらめもあるのではないか。確かに、今まで原発
の技術を安全だと信じて使ってきたのは事実であるし、事故が起きるまでは反対する人も少なかったはずだ。しかし、事故を受ければ誰でも突然意見を変える。私も今までは原発のこわさを考
えたこともなかったが今は反対している。でも、これは本当に事故が起きて恐怖や不安をみんなが感じて脱原発を訴えながら変えようとしているということではないか。そういった人々に安全だと
説明しても断固として納得しないだろう。反対している人には子どもをもつ親もたくさんいるのだ。そういう人々は、子どものことを考えて反対しているはずだ。将来を案じている。また、子孫に対し
て原発の責任を残すのかというのも反対する人の意見にある。福島県の人は原発の被害を一番深刻につらく受け止めているはずだ。原発の事故のあと広がる風評被害に対する悲しみや将来
に対する不安、地元を奪われた怒りなど東京に住んでいる私が言いきれないくらい被災者の方はつらい思いをしている。その姿を何度も訪問して見ているのではないか。それなのに、原発依存
を続けようというのは被災者の方の気持ちを踏みにじっている。被災者の方は、第二の福島にならないようにと自分のことより相手を気遣っている。本当はすごくつらくて泣きたいときだってある
はずだ。福島の事故からたくさんの人が原発は安全じゃないと考えている。それならば、やはり原発のない世界を作るという考えに至るべきだ。もちろん、自然エネルギーになるとコストが大きく
国民の負担が重くなったり、安定供給ができないなどまだまだ課題はある。それでも、絶対に２０３０年までに脱原発をするべきである。私が２０３０年までに脱原発を推進かといえばいつに何％
にしようと考えるよりこの時までに脱原発なんだとはっきりしているほうが計画も立てやすいはずだからだ。今すぐにゼロではないのは今の自然エネルギーが少なすぎることや火力発電にも燃
料の面で問題があるからだ。２０３０年ならば今から、１８年ある。この年月は長くも短くもある。それを無駄に過ごすか有効に使うかそこが大事だ。１８年後に漠然と脱原発を夢見ていても勝手に
そうなるわけではない。そのためには、出来るだけ早く自然エネルギーを普及させたり新エネルギーを開発しなければならない。私の理想の期間は３年である。それ以後も開発・研究は続けて
いくべきである。例えば、雪氷熱発電、バイオマスなどはまだそれほど普及していないのではないか。その先、１５年は原発を少しずつ減らし０にしていくべきだ。例えば、２０２０年に２０％、２０２
５年に１０％と減らしていくことができれば２０３０年には０にすることも可能だと思う。そして、電気代の値上げの問題は政府が支援をすることはできないのだろうか。国民の生活を守るのが政府
ではないのか。国民のためというのは口先だけなのでは意味がない。国民のためというのは、みんなを笑顔にすることだと思う。原発の再稼働は今を生きるみんなを笑顔にするだろうか。不安
と闘う人々の本当の想いを読み取れているのだろうか。私も被害を受けた側ではないから本当の苦しみを伝えたりわかることはできない。でも、同じ国民である以上福島の事故から脱原発をす
るべきなのだと学んで日本にある原発を廃止するべきだと感じた。もし、再稼働をずっと続けてまた同じような被害を出したとき政府はなんと説明するのか。ここで、脱原発への道を作らなけれ
ば同じ過ちを犯してしまうかもしれない。そういうことになれば、また福島の人、そして日本中が落胆するに違いない。増税の話をする前に２０１１年３月１１日に東日本大震災・原発事故が起きた
ことに目を伏せずずっと向き合い政策を打ち出さなければならない。また、政府や東電側は事故後「想定外」という言葉を何度となく用いてきた。確かに、だれも想定はしていなかったかもしれな
い。しかし、それは言い訳にすぎない。言い訳を聞いていると責任を逃れようとしているとしか思えない。また、政府の責任の取り方も改めて見直すべきである。責任を取ることは職を辞すること
ではない。それを伝えたい。政治家が大臣などから下りたからといって何が変わるのかという話である。責任を取るというのは今回の震災でいえばしっかりとした支援を続け元の生活に戻すこと
だ。いつまで、避難していなくてはいけないのか、家族と会えないのか、そういった怒りや不安を抱く人はたくさんいる。そういった人の不安や悲しみをできるだけ取り除く努力をして信頼を取り戻
すべきである。おそらく、今多くの人が政府側の対策に不信感を抱き落胆している。あとから、こうすればよかったというのは誰にでもあることだ。それでも、それは「後悔先に立たず」だ。もし、後
悔したことを次に生かすならやはり原発の安全性・必要性をしっかりと見直し誤魔化さずはっきりと国民に説明して納得させなければならない。納得させるというのは押し付けることではない。意
見を押し通すことでもない。政府はシナリオを曖昧にしないで政府の考えをまず示してほしい。もし、再稼働を続けるならば具体的な案を出し説明しても信頼を得られなければ、脱原発を目指し
てほしい。いまやるべきことは何かをしっかりと考えて政府の信頼をなくさず対応を進めていってほしい。震災以後を機にエネルギー政策を見直し原発０の安全で豊かな生活を作り上げていくこ
とが、今の日本が積極的に取り組むべきだと思う。

34922 個人 学生 １０代以
下

女性 今すぐに脱原発の生活を始めることは難しい。だか
ら、私は２０３０年までに脱原発シナリオを推進する。
理由は以下の通りだ。



34928 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロで日本経済と国民の生活を守れるのか？一
刻も早く再稼働させるべきである。

原発ゼロによって、電力供給が制限されると今以上に国内の企業は海外に移り、それに伴い失業者の増加を招き更に不景気となる。
また会社の倒産、自殺者も増加しかねない。
日本は原発を継続しつつ、福島の事故を教訓に安全技術を高めて、その技術を海外に輸出し日本経済を豊かにし次世代へバトンダッチすべきだと思います。

34929 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電所をゼロにしてください。 小さなこどもがいます。原発事故や廃棄物に由来する放射性物質からの低線量の内部被爆が恐いです。

34930 個人 無職 ７０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

34931 個人 自営業 ３０代 女性 原発はいらないと思います。完全廃炉にするべきだと
思います。

たとえ電力不足によって少しの不自由が起きてもそれは解決する手段があると思います。原発事故がもたらす何世代にも続く被害、に比べれば、直ちに完全廃炉にするのが当たり前の選択な
のだ思います。

34932 個人 無職 ６０代 男性 　原発は速やかにゼロにし、かつ2020年25%減の温暖
化対策を厳守するための大胆で緻密な省エネ策と再
生可能エネルギーの積極推進の総合的エネルギー
政策をとるべきであるとする第４のシナリオを提案致し
ます。

　原発の比率を、(1)「エネルギーの安全保障」や(2)「エネルギーコスト上昇による、産業や雇用の空洞化を避ける」などとリンクさせて考えるという3つのシナリオ設定の仕方は、福島原発事故の
反省の上に立ったものとは言えません。(1)、(2)は、従来のエネルギー政策の延長線上でしかなく、それ故、第三シナリオ（原発比率20～25%）という実質従来と変わらないシナリオを提案するこ
とになっています。
　私は、原発ゼロを前提にシナリオを立案すべきであったと考えます。
　それは、福島原発事故が突き付けた現実だけでなく、原発の放射性物質は、半減期に沿った自然崩壊以外に無害化の実用的方法はないということ、そして、放射性物質を人類の将来にわ
たって安全に隔離することは不可能であるということからです。これ以上地球の放射性物質を地表の局所に集め、有害な放射性物質を増殖することは、人類の生存にとって絶対避けるべきこと
だと思います。
　原発と同様に、温室効果ガスの排出量も少なくとも2020年25%削減を実現することが人類存続の課題として揺るがせにできません。したがって、この課題も私は、シナリオ立案の前提条件にす
べきであると考えます。
　私は、上述の２つの前提条件に基づくエネルギー政策をとることが。人類の未来に対する責任ある態度と思います。
　その上で、考えるエネルギー政策は、(1)エネルギー消費の低減化社会を作ることと(2)再生可能エネルギーの開発への大胆なてこ入れが不可欠なものとなります。
　今回の３シナリオでは、2030年までの省エネ率が、20%前後であり、不十分です。国民への啓蒙活動も重視しながら大胆な省エネ目標(たとえば50%減）を国民、産業界に提起すべきである。人
類にとって安全なエネルギーの範囲で人類は生活し、活動すべきなのですから。
　また、省エネのためには、エネルギー供給体制のち密化も同時に求められると思います。例えば、昨今取りざたされている「計画停電」は、電気を止める時間と地域を計画しているにすぎず、
使用者の現実を無視した「無計画」なものと言える。それは、送電の体制に緻密さが欠けていることによるもので、供給側のサボタージュではないだろうか、このような状態を野放しにしないこと
が、省エネの実現の条件の一つになると思う。
　再生可能エネルギーは、過度の期待をかけるべきではない。しかし、雇用の拡大策等ともリンクさせ、また、将来の若者が人類の未来を支える学問を志し、研究にまい進し、自ら雇用を確保す
るという明るい未来がある。そのようなチャレンジに国費を重点的に注ぐ決意を持つべきであろう。

34933 個人 無職 ６０代 男性 将来的には、原発ゼロとすべきだと思います。
速やかに自然エネルギーを活用した電源設備を整備
し、原発ゼロを目指すべき。
日本全体で無駄な電気を節約する体制が必要。（テレ
ビ局は無駄な番組が多い。）

(1)今回のような福島原発事故は、地震大国の日本ではどこにでも発生する。
(2)発生したら、その被害は甚大である。
(3)放射線の影響は、原爆での障害が今でも続いており、どのような形で孫子に
　発生するか未知である。
(4)原発の立地調査が、設置時に充分実施されたか、はなはだ疑問である。
　地質学者など第三者の意見を取り入れ、調査をする必要がある。
(5)原子力を人類がコントロール出来るという考え方は、不遜である。

34934 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発を徐々に減らす事は賛成　が、電力コストの大幅
アップを伴わないように再生可能エネルギーの技術
開発に政府は強力なリーダーシップ（規制緩和と研究
開発への減税措置）が必要。早急な原発ゼロは非現
実的

原子力の割合を下げるというゴールは、殆どの人が感じていると思いますが、再生可能エネルギーへの転換は、現実的にはまだ時間がかかる。コストの問題を解決しないと、ただでさえ高い電
力料金が更に高くなり、日本での生産活動が更に海外に移転する結果となり、最後は国内雇用の減少・賃金減少を通じて、日本湖国民すべてにネガティブな影響が出ると思う。政府の役割は、
規制緩和と研究開発へのインセンティブを通じて民間での再生可能エネルギー開発のスピードアップを促すことである。また研究開発については、成果が国外、特に中国に移転されないよう、
関連産業の国外移転を規制する必要がある。最近の昭和電工・TDAのレアアース磁石の中国合弁をブロックしたことは高く評価したいし、今後も同じような対応をお願いしたい。
一次的に温暖化ガスの排出を増やしても、原発を止めるという考え方は、長期的に地球環境を広範囲により酷く傷つける結果となる。原発事故が起こる確率はゼロでは決してありえないし、万
一起こった場合の被害は、福島で十分立証されている。しかし、被害の期待値（発生確率X被害の規模）で考えると、温暖化ガス排出を増やす方が、確実に大規模で不可逆的なダメージを与え
ると思われ、避けるべきオプションである。

34935 個人 家事専
業

３０代 女性 日本の原発を止めてください。
日本のこれからのエネルギーについて国民一人一人
に問うてください。
政治家や一部の大企業だけがその方向性を決めてし
まうのは横暴です。

原子力は我々人類の手には負えない代物だということが今回の事故で明らかになったと思います。
日本に放射能がばら撒かれ、多くの人が傷つき、奪われ、また選別されました。
私たち大人は目先のことではなく何十年何百年の未来を考えた選択をしていかなければならないときにきていると思います。
この事故をきっかけに経済を優先させて突っ走ってきた日本の限界が見えた気がします。
新しい道を模索してゆきたいです。
この国の人たちと。
これからは、
なにかをあきらめながら相応に暮らすといったような
「縮小の時」ではないでしょうか。

34936 個人 その他 ５０代 女性 原子力発電に頼らないエネルギー政策への転換を早
急に取り組むことを求めます。

原子力発電の安全性への問題に不確かな根拠と一時的な経済効率への対応をもって、未来への想像を絶する禍根を残すことは許されないことです。今、人々の英知と献身的な日々の努力の
積み重ねを不断の努力によってつくり上げるときが来ていると思います。簡単ではないでしょうが、そのことにまっすぐに向き合い、真摯に取り組んでいくことは、日本のみならず、人類の未来へ
の道しるべとなると思います。英断を国民とともに。

34937 個人 家事専
業

６０代 女性 2030年の原発稼働 0パーセントを選ぶ(本当は即全て
の原発の廃炉を強く願う)

１．国が成り立って行くための危機管理の上で、地震や太陽活動に起因するリスク  が大きすぎる。安全保障の面でも，日本を滅ぼすのに武器は要らないと思う。次に事故が起きれば自滅する
からだ。チェルノブイリの後「日本が次に壊滅的被害を被るのは天災でも戦争でもなく、原子力災害だろう」という雑誌のコメントを読んだが、今回正にそうなった。広島や長崎に原爆を落とされな
いと戦争を止められなかった国だ。二度目の惨事が起こらないと原発をやめられない国にならないように。私たちの生活は原発という薄氷の上に築かれている。事故が起きれば推進している人
達も奈落に落ちる現実を忘れてはいけない。
２．廃棄物の問題だ。世界は40年ほど前、科学の進歩に期待して、将来きっと廃棄物の解決法が見つかる「だろう」と見切り発車をしたが、研究をすればするほどこの問題は人間の手に負えな
い事が分かった。戦後の1世代で出した物を10万年ものちの世代に押し付けていいのか。
3.経済面から推進をしたがるが、福島の直後工業製品の輸出に汚染の可能性を理由にストップがかかった。次に重大事故が起きれば、日本の産業も壊滅的になる。日本は競争相手ではなくな
る。韓国もあるさ、中国もあるさと。経済界の危機管理能力が問われる。
4.戦争や地震で焦土と化し、多くの人命が失われても国土に再び町は作れるが、汚染された町には二度と人は住めない。
叡智を集め勇気と覚悟を持って即原発からは手を引くべきだ。

34938 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発再稼動反対。もちろん原発０パーセント。福島原
発事故あわや大惨事寸前　数百万ないし、東日本壊
滅の可能性もあったそこで提案廃炉基金、原発交付
金基金の創設です。

原発運転中も空にも海にも放射性物質が出ているのはあきらか。　　　　　　　放射性廃棄物処理に数万年かかるし、大量の海水も温める又末端の作業員の方の被爆問題もあり即刻廃炉。

そこで提案です。廃炉ならびに原発交付金基金創設です。国や電力会社だけでは、到底まかなえないので基金を作ることです。あとは原発の消費地が供給地の観光を積極的にアピールして足
を運ぶことです。お互いにタッグを組んで難局を乗り越えることです。
大飯原発爆発すると、関西壊滅するし、水、魚、米食べれなくなり住めない。
早期に原発やめましょう。電気代も下がる。地産地消で送電ロスもなくなる。
ガス発電は、需要の調整ができるが、原発が暴走すると誰にも止められない

人口減少もあり増設あり得ない。

34939 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ　原発即時停止 使用済み核燃料の処理方法は未確立、核燃料サイクルは失敗だらけ。福島の事故で多数の住民が被害をうけ、日本は地震大国だから。

34940 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを選択します 放射能汚染は、取り返しがつかないため

34941 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 原発を稼働させた際に出る核廃棄物処理の方法が確立されていない以上、この先原子力発電を続ける事はしてはならない事だと思います。
そもそも、原子力は人間が制御し扱える技術ではないのです。それが今回の事故によってよくわかりました。
原子力による発電をこのまま続けることに反対します。一刻も早く日本国中のすべての原発を廃炉にしてください。

34942 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択する。ただし、原発をゼロとす
る時期については、即時とするべきである。つまり、定
期検査中の原発は再稼働せず、稼働中の原発も即刻
停止する。

(1)原発事故リスクがあまりにも大きい
　福島第一原発の事故により、今もなお16万人が暮らしていた地域に戻れないでいる。福島第一原発から放出された放射能は東日本全域に及び、河川や湖沼、太平洋までも汚染している。食
品は放射能で汚染され、日本列島、特に関東・東北地方で暮らす市民は、その汚染された食品をやむなく摂取する状況である。また、生産者は自ら生産した生産物が忌避されるという事態にさ
らされ、未だ漁業を再開できない漁業者も多い。東北・関東地方の１次産業従事者が生活の危機にあるだけでなく、サービス業・観光業といった3次産業への影響も見過ごせない。原発事故は、
ひとたび起こったら取り返しがつかない。そもそも、首都直下型地震・東海地震・東南海地震・南海地震など巨大地震の発生が危惧される日本において、原発を稼動させること事態が危険であ
る。

(2)福島第一原発の事故原因が未解明
　国会事故調査委員会の報告書は、「福島原発事故は終わっていない」としている。政府の事故調査・検証委員会の最終報告でも、事故の原因究明が十分には行なわれていない。加えて、福
島原発事故を教訓とした新たな規制が定められたわけでもない。原子力規制委員会も発足しておらず、そもそも人選自体が原子力推進に偏っているとの批判もある。このような原発事故の再
発を防ぐことはできない状況下で原発の運転を再開するのは無謀ともいえる。

(3)放射性廃棄物を出し続けることは許しがたい
　使用済み核燃料は、再処理をするにしても直接処分をするにしても、何万年もの間、管理しなければならない。原発の稼働期間は40年に過ぎず、そのわずか40年のために、何万年にも及ぶ
ツケを、次世代に残してはならない。

(4)隠れた発電コストの存在
　原子力関連施設で働く労働者の被曝管理・放射線防護管理は改善されるべきであり、福島第一原発の廃炉作業・補償・使用済み核燃料の処理にかかる費用も予測できない状態である。こう
したコストを含めると、原子力発電は経済的ではない。再生可能エネルギーの技術革新・進展に注力すべきである。

(5)軍事的なリスク
　今後、世界情勢が緊迫し、紛争・テロのリスクが高まった場合、原子力関連施設が標的にされる可能性がある。狭い日本列島全体に原発が偏在すること自体がリスクである。

34943 個人 法人等 ５０代 男性 日本のエネルギー政策は原発０％で、今後は自然エ
ネルギーに変換すべきです。

原発は人間の力で制御できるものではない。福島第一原発事故の教訓を生かすべきです。

34944 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持。再稼働は絶対に反対です。
個々の人間の唯一の財産は、命です。
国民の寿命を減らす恐れのある、原発再稼動は絶対
に反対。
医療費、輸出、観光、労働等全てにおいて国を疲弊さ
せます。

・狭い日本が放射能に汚染されると健康な生活が阻害される。
・殺人は罪になるのに、寿命を減らし、病気のリスクを増やすものを建設して、罪にならないのはどうしてか。
・国民ががじわじわと殺される恐れのあるものは一切除外して欲しい。
・そのために、不便があろうともかまわない。
・経済よりも命である。

・火力発電所はもう少し能力が高い。
・エコはもっと推し進められる。

34945 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日本のエネルギー環境戦略を決定する時期は、適切
に選ぶべきであり、今がその時期ではない。日本人の
メンタリティを考えれば、震災後2年は待つべきであ
る。

日本のエネルギー環境戦略を決定する時期は、適切に選ぶべきであり、今がその時期ではない。震災後一年余りしか経っていない現在、この国は喪中であると考えるべきで、国民が冷静な判
断を出来るには、少なくとも2年、三回忌が明けるまで待つべきである。

日本人のメンタリティとして、肉親を亡くした者が冷静な判断を出来るまで、三回忌、すなわち2年間は待つ必要があろう。
おそらく、国民が今求める結論と、同じ人々が一年後に求める結論は、必ずしも同じではないだろう。国民の怒りと悲しみが十分に収まらぬ今は、拙速な結論を出すことを避け、適切な冷却期間
を設けた上で、あらためて20年後のあるべき姿を定めるべきである。
官邸を連日デモが取り囲む状況も、電力関係者が言論の自由を奪われている状況も、国民が冷静で、客観的で、公正な判断が出来る時期ではないことを物語っていると言える。

34946 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオ 先日、夢を見ました。原子力発電所に飛行機が墜落し、大爆発、子どもたちと走って逃げ回るという、恐ろしい夢でした。安全性が確認されていると言いますが、100%の安全はどこにもないと思
います。
原爆では唯一の被爆国日本ですが、今回の原発事故では加害国になっています。放射能におびえない暮らしを約束してほしいです。

34947 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します！

福島第一原発の事後処理をみても、いつ完了するの
か判りませんし汚染物質の処理方法の確立や使用済
み核燃料の問題など余りにも問題が多すぎます。

原発ゼロシナリオを希望します。
原発を止めるべきではないと主張する人がおられますが大半は電力会社か大企業、官僚の皆様ではないでしょうか。国は、原発をより安全にしていく方法はあるのだと言いますが、この1年で
原発について見聞きしてきたことを考えると、「安全な原発」は信じられません。いまだ福島第一原発事故処理や責任の所在はうやむやで、数多くの人々が高放射能汚染地区に取り残されたま
まの状態が続き、放射能汚染の恐怖から逃れられない方々がたくさんいられます。東日本大震災の時のような原発事故を二度と起こさないようにする唯一の方法は、原子力発電所を段階的
に、しかも可及的速やかに、そして永久に廃炉にしていくことです。それは今しかありません。



34948 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 政府は当初のエネルギー戦略　２０３０年　原子力５
割　火力３割　再生エネルギー２割を目指すべきであ
る。政府のエネルギー・環境会議の３つの選択肢は原
発を推進しない前提に立っており、国民の自由な議論
を阻む。

1.政府のエネルギー・環境会議の３つのシナリオは、脱原発をはじめから決めてしまっていて、政府が目指していた原子力５割すら選択肢になく、結論ありきの納得のいかないものである。

2.菅総理が2030年、原発依存度５割を宣言しておきながら、原発事故後「脱原発」を叫んだため、定期検査とストレステストをクリアした原発が再稼働できない状態にある。
そのため各電力会社は四半期決算で１０００億の赤字を出し続けている。これらの赤字はいずれ国民が負担すべきものとなる。
これらの根源は政府の見識の欠如にある。安全性が確認された原発を再稼働させない権限は政府にはない。政府のミスによって生じた損害は賠償すべき手ある。

3.原発比率を夏中に決定するとのことであるが、原発０運動の一部の運動家が発言力をもってしまい、原子力を肯定・推進する意見は「原子力村」「命が大切」等の組織ぐるみの反発を受け、自
由な意見が出せない状況にある。
国民の意見を本当に聞くのなら、国民投票をすべきである。

4.電気料金がさらに高いものになる。
現在アメリカや韓国の２倍の電気料金を払っているのに、原発を止めたためにさらに年間３兆年の負担増になる上に、再生可能エネルギーを高額で買い取らなければならないため、他国の３，
４倍の価格になる恐れすらある。国民の暮らしをもっと考えるのが政府の役割ではないか。

5.民主党政権になって、総理の思いつき発言「最低でも県外」で長年の根回しでやっと得られた合意を水の泡にしてしまった鳩山総理。そして「脱原発」を突然叫び市民活動家となった菅総
理。さらなる思いつきはやめてください。
世界経済フォーラムは急激に脱原発をすることは危険である。長期的には原発の安全性を高めていくべきであるとの提言がなされています。世界からの提言にも耳を傾けてください。

6.再生可能エネルギーへの過度の期待はすべきでない。
再生可能エネルギー先進国のドイツのことが話題となりますが、１２年かけて太陽光の全発電比率はわずか３％です。そして太陽光パネルは安い中国産に駆逐され、倒産に追い込まれていま
す。
またドイツは脱原発をしてもフランスから電力を輸入でき、ロシアからは天然ガスを陸続きで調達できます。また自国の石炭で４０％を自給できる国なので安易なものまねは命とりです。

7.定期点検、ストレステストをクリアした原発は安全性の高いものから順に再稼働すべきである。

8.原発事故の原因は４０年前に製造されたＧＥ製のマーク２という欠陥のある原子炉にある。
現在の議論は４０年前の車が事故を起こしたから、車に乗るのはやめようというおかしな議論です。最新鋭の国産の原子炉が配備されていたらどうだったのかという議論も必要ではないでしょう
か。日々技術は進歩しており、災いを生かし、テコとして発展していくのが人類の知恵ではないでしょうか。

34949 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロでお願いします。 原発は事故が起こったときのリスクがでかすぎる。
すぐにゼロにするのは難しいと思うが、将来的にゼロにする目標を立てて、
具体的なスケジュールを決めることを望んでいる。

自然エネルギーでは、電気をまかなえない、安定供給できない等言われているが、原発建設や維持に使う費用をまわし、時間を掛ければ現実的に運用できるようになるのではないかと思う。

原発が無くなり、安全な自然エネルギーが主流になれば、みんな不満はないはず。

34950 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３つのシナリオは、どれも現実的なシナリオではない。
原子力は日本にとって非常に重要な電源であり、引き
続き、活用していくべき。
冷静に議論をし、日本国民の利益につながる結論を
導くべき。

３つのシナリオが示されているが、以下のように課題が非常に多く、どれも現実的なシナリオではないと考えています。
福島の原子力発電所の事故は、多くの人に多大な影響を与えたと思っているが、だからこそ、今一度、安全・安心を一番に考え、今回の事故原因を究明し、二度とこのような事故が起こらない
ようにすべきであるが、現時点においては、原子力は日本にとって非常に重要な電源であり、引き続き、活用していく必要があると強く思う。
以上から、我が国の経済成長や国民負担を考えると、再エネの導入は進める必要はあるが、原子力を一定程度維持していくことが重要と考える。
今、マスコミを含め、原子力＝悪、再エネ＝救世主みたいな扱いがされているが、冷静に議論を行い、日本国民にとって何が利益となるかを十分に考えて、答えを出していくべきとおもっている。

（課題）
　・いずれのシナリオも省エネ・再エネは、いずれも技術的課題、立地制約、コストなど実現可能性に疑義がある。
　・いずれのシナリオも経済モデル分析では、ＧＤＰの悪化、電気料金の大幅な上昇など、産業及び日本国民に多大なる影響を与える。（日本の産業の空洞化のおそれ）

34951 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。現状に振り回される
のではなく、もっと後世
をおもんばかるべきです。再生可能エネルギー、蓄電
技術に関する技術開発、普及にお金をかけるべきで
す。

原発ゼロシナリオを支持します。現状に振り回されるのではなく、もっと後世
をおもんばかるべきです。再生可能エネルギー、蓄電技術に関する技術開発、普及にお金をかけるべきです。日本から世界をクリーンに変えていくくらいの気概がほしいものです。

34952 個人 自営業 ４０代 女性 地震国日本では、早急に「ゼロシナリオ」を目指すべ
きです。また、シナリオの策定方法にも疑問を感じま
す。

１）今回の事故によって、原発で一旦事故が起これば、事故時の風向きや降雨状況によって、そこで働いている職業人や、補助金をもらっている近隣の住民のみならず、緊急時防護措置準備
区域（UPZ）で設定されている領域をはるかに越えた地域までもが、放射能の被害を受けるということが明らかになりました。汚染の酷い地域は何十年も人が住めない可能性が高く、狭い国土
の大事な一部を失いました。地震が多い日本では、たとえ原発近隣の補助金をもらっている自治体の住民が賛成したとしても、その外側に住んでいる住民は安心できません。国土が狭く地震
の多い日本では、早急に原発に頼らない社会を実現すべきです。

２）再生可能エネルギーが、今まで発展しなかった理由として、地域の電力会社による送電網の独占など、他の民間事業者が参入しにくい仕組みなどが考えられます。今まで原発を推進してき
た組織が、その発想を変えないまま、このような３択シナリオを作り、国民に選択させることに疑問を感じます。もっと、再生可能エネルギーが発展するため、電力供給や電源開発の仕組みを変
えることを考えるべきです。

３）「目標達成年になっても達成しなかったら、目標年度を後ろにずらす」ということを続けてきた燃料サイクル技術開発の在りようをみていると、とても実現可能な技術には思えません。多額の
税金をつぎ込んでいることに疑問を感じます。より現実的な再生可能エネルギー開発のほうに、その税金を使ってください。

34954 個人 自営業 ７０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。

　　　被曝前提の下請け労働者の働きなしには成り立たない原発企業、
　　　事業そのものが、犯罪を犯していると思っています。

　　　後世の子孫、人類、全ての命、自然界を破壊する負の遺産を
　　　残してはなりません。

　　　ヒロシマ、ナガサキ、フクシマからの叫びと祈りに連帯する
　　　日本だけでなく世界の人々の願いです。

　　　自然エネルギーの研究開発、推進を切望します。
　

34955 個人 無職 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオを選びます」
  地震、津波、台風等自然災害の多発する日本で原発を稼働し続けると、間違いなく福島原発事故かそれ以上の原発事故が起こります。日本は、現在のポンペイになります。そのような事が
あってはなりません。
  自分の生きている間には災害が来ないと、たかを括り原発を推進してきた結果が、福島原発事故です。福島に原発を建設・推進してきた自民党、通産省（現経産省）の官僚、福島県知事、地
方自治体首長、札びらで頬を叩いて原発を建設・稼働してきた東電、補助金と仕事欲しさに原発を誘致した地元民、誰一人原発事故の責任を取っていません。野田首相は「私の責任で大飯原
発を再稼動する」と大見えを切りましたが、福島原発の例を見れば分かる通り、野田首相が責任を取るはずがありません。誰も責任の取れない（取らない）事業を進めてはならないのです。
  昔、自動車排ガス規制問題が起こりました。米国の規制に否応なしに対応せざるを得なかった自動車業界は、全力を挙げて排ガスのクリーン化に取り組みました。その結果、日本の自動車が
世界を席巻するようになりました。自動車業界の自主規制では、日本のお家芸である先送りにより結果的に世界に後れを取ったことでしょう。電気も同じです。今国家として原発ゼロを決めるこ
とにより、日本の業界は全力を挙げて代替エネルギー開発に取り組みます。その技術ベースは、間違いなく日本にあります。そして、世界を席巻するエネルギー技術を開発できます。自動車が
日本の技術・産業を引っ張ったように、エネルギー技術が日本の技術・産業を引っ張るようになります。
  原発を稼働し続けると、日本は産業も技術も世界に遅れ、本当に沈みます。

34956 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は即刻ゼロ（今すぐ全ての原子力発電所を廃炉）
にするのが当然だと私は思っています。まず、核廃棄
物を放射線を出さないまったく安全で環境に問題のな
い廃棄物に変えることができない限り、

これ以上核廃棄物を出してはいけないという考えが当たり前だと私は思っています。福島第一原子力発電所の事故も何一つ収束していない（２号機はどうなっているかもわからない）という状況
で再稼動なんて普通に考えてありえない状況です。他にも私にとっては当たり前に廃炉にすべき理由はありますが、将来的にどうするかと言う問題ではなく、今すぐ全ての原子力発電所を廃炉
にすべき理由は、上に書いたように溜まりに溜まった核廃棄物を無毒化する能力がないのならば、これ以上危険なゴミを増やすことはできない、この理由一つで十分です。あれだけの大事故を
起こし、未だその事故を収束することができない日本は原子力を運営、研究することは許されないと思います。今すぐ全ての原子炉の停止、廃炉が当然だと私は思います。

34957 個人 家事専
業

３０代 女性 (1)「ゼロシナリオ」を選びます。 (1)「ゼロシナリオ」を選びます。

・原子力発電所から出る核廃棄物の処理方法が確立されておらず、原発を再稼　　動させるとさらに、核廃棄物が増えその処理を未来の子孫に先送りすることに　なるため。

・大地震は今後も、どの原発の付近で起きてもおかしくない。
　福山第一原発のような大惨事が起こるのを防ぐため。

34958 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオ支持。
今、原発を止めなければ、第２のフクシマが起きてし
まう。
普通に住んで生きていける国土を、次世代以降の人
たちにも残してあげたい。

ゼロシナリオ支持。原発の即時停止希望。

3.11後の日本においては、「これからの日本の経済も生活も、原発なしの地点から考えなければならない」と思っています。

そうでなければ、未来の世代が生きていける国土を、残してあげることができないと思っています。

理由1）地震国の日本に原発は危険すぎるから。
ヒューマンエラーをなくすことはできないので、絶対的な安全など存在しない。

理由2）政府や企業に、原発事故に対処する能力がないことが、如実に分かったから。

福島の友人・知人たちが味わわされている苦しみを見聞きすると、原発など必要ないというより、あってはなりません。

先日NHKで、水俣病のことを放送していました。
原因が工場の排水だと分かっても、国も企業も隠ぺいし続けて、原因判明後も9年間、排水は流され続け、被害が拡大したと。
そして、すぐに対応していれば、新潟水俣病も起きずに済んだと。
水俣病は、半世紀以上たってもまだ解決できないとも聞きます。

あなたたち国は、水俣病から何を学びましたか？
今、原発を止めなければ、第2のフクシマが起きてしまいます。

このHPで提示されている「2030年に向けたエネルギー選択の基本」というパンフレットには、「リスクの最小化」という言葉は書かれてあっても、「事故が起きたらどうなるのか」というリスクの内容
については書かれていません。

タバコの箱には「あなたの健康を損なう恐れがあります」と明記されています。

「原発は、大量に発電できるけれど、事故が起こると、あなたの人生や生活や財産に、取り返しのつかない損害を与える恐れがあります」と、どうしてパンフレットに明記しなかったのですか？

3.11後の日本で、原発を容認するということは、そういうことなのだという認識を、国は持っていますか？

コストも、事故リスクコストを0.5円→0.6円に見直したとあるけれど、賠償金等が確定していない現段階でのこの見積もりが、どのように出されたのかも不明で、不信感を強く持ちました。

原子力に代わる発電は、もうすでに企業も地方自治体も、それぞれ開発等に真剣に乗り出しているところも多くあります。
成功している国もあります。
日本の技術があれば、原発ゼロの社会は、必ずつくることができます。

私は生きていたいし、次世代以降の人たちにも、普通に住んで、普通に生きていける日本を残してあげたい。

「原発ゼロシナリオ」を希望します。
また、2030年まで待てませんので、即刻原発ゼロに向けて努力していただきたいと思います。

原発ゼロシナリオを希望する理由は、昨年、福島第一原発で事故があったからです。この事故により、私は今も悩み、苦しい思いをしております。

私は東京都在住なので、福島県や原発周辺に住んでおられ、今も生活が落ち着かない方々に比べれば苦労と言ってよいのか憚られますが、東京も放射性物質に汚染され、食べ物も汚染され
ている状況で、乳児を育てる身としては、本当に辛い毎日です。

昨年、初めての子を出産し、これまでにない感動と幸せと、絶対にこの子を幸せに無事に健やかに育てたいという強い強い使命感を持ちました。

しかし、懸命に子育てをする中で、粉ミルクに放射性物質が含まれていたり、数多くの大手メーカーの牛乳からセシウムが検出され続けたり、保育園の給食に1400ベクレルのしいたけが出され
たりと、絶望したくなるような現実に途方にくれております。

また、原発事故当時はしっかりと新聞、テレビで情報を集めておりましたが、後になって、事故当時マスコミが言っていたこと、政府が言っていたことが嘘だとわかることだらけで、日本の政府、新
聞、マスコミは一切信用のできないものだと、今回の事故で身にしみて分かりました。

政府は産業界を優先したいのか、賠償の規模を広げたくないのか、汚染された食材に対する規制も緩く、本当に頼りになりません。

親は子供たちに、本当に安全なものしか与えたくないのです。
規制値以下であっても、放射性物質の含まれた食品なんて食べさせたくないのです。

こんな私達母親の必死の願いを今の政府、官僚は聞く耳を持ってくれることはないでしょう。

原発が今すぐなくなったとして、ものすごく不便な生活が待っていたとしても、代替エネルギー（火力など）で電気代が跳ね上がったとしても、原発がこのまま続くよりはマシです。

原発のないエネルギー政策はどうしたらよいのか、一主婦の私ですが、これからは真剣に考え、勉強したいと思います。

元々、原発は核のゴミが大量に出て、その処理方法さえ決まっていないのによくこれまで動かしてきたものだと、偉い政治家？官僚の方々に聞きたいです。

原発ゼロシナリオを強く希望します。

34953 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を希望します。
即刻、原発ゼロに向けて動いてほしいです。
原発ゼロを望む理由は、昨年福島第一原発で事故が
あったからです。
原発がなくなれば、事故を起こすこともゼロになりま
す。



34959 個人 その他 ５０代 男性 可能な限りの知恵と努力を結集して、ゼロシナリオを
実現することを目指すべきだと思います。そのために
代替エネルギーの開発や、既存技術の効率を上げる
ための研究に、資金をもっと注入するべきだと思いま
す。

日本の美しい自然、安心して住める汚染されていない土地、これらはかけがえのないものです。原発事故は環境にとりかえしのつかないダメージを与えることが現実として分かった今、できるだ
けすみやかに原発をすべて停止するべきだと思います。仮に今回のような事故がこの先、すべての原発が停止する日まで起きないという幸運に恵まれたとしても、放射性廃棄物が増え続ける
ことを思えば、できる限りすみやかにすべての原発を停止すべきです。今後、何十万年にもわたって管理が必要な物質をこれ以上増やしてはならないと思います。何十万年先の人類（もし人類
が絶滅していなかったとして）は、何ら恩恵を受けず、ただ負の遺産だけを押しつけられるのです。それは人道上の罪だと思います。

34960 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを選びます。再稼働は止めてください。 ゼロシナリオを選びます。放射性廃棄物の処理方法が確立されていないので、たとえ事故が起きなくてもこの先何世代にもわたって、放射性物質を抱え込まなくてはならない。すでに処理しきれ
ないほど放射性廃棄物が溜まっている。そして地震国日本では原発は不適である。ですから即刻全ての原発を止めなくてはならないと思います。送発電分離を進め、地域分散型エネルギー供
給システムが進むようにしてください。

34961 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 放射能物質は人間が扱えきれないのだから即時原発
０％であるべき！

人間はまだ放射能の耐性がない。

日本には、まだ放射能対策薬（CBLB502など）すら認可がおりていない。

そういった状態にもかかわらず、人間が扱うことすらままならない放射能物質を使い続け、放射能汚染の危険性がある原子力発電を利用するのは、進歩発展ではなく、人類の後退、滅亡に向
かって進んでいると思います。

また、日本は地震大国であることも衆知の事実、なおさら原子力発電を維持するにはリスクが高すぎる。地球は日本のものだけではありません。

良くも悪くも日本の原子力発電所がテロの標的にならなかっただけましではないでしょうか。いや、今回の福島原発はテロの標的になった結果ではないでしょうか。

国民に、事故や汚染漏れなどの正しい状況報告をせず、都合の悪いことは隠匿
し、公にせず、きちんと発表すらしない政府、東電、保安院、マスメディア。

そんな状況の中、首相は、民意にも耳を傾けず、原発を稼働させてしまい、悲しさしかありませんでした。

再生可能なエネルギーで進むにあたって、経済的負担があったとしても、
そもそも日本の借金自体返せないぐらいの負担がすでにあるし、返すきもないような政府の政策なのだから、そのまま負担があってもなくても同じでだろうと思います。

経済的負担がどうだからと理由をつけるのは、原発推進で進めたいのは既得権益者たちのの物言いにすぎません。

人類が放射能を完全に扱うことができるようになるまで、即刻原発は0%でお願いします。

未来の子供たちのために。

子供の笑顔のために。

No Nucks

34962 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 自然エネルギー供給の目標値が低すぎる 政府はエネルギーに関するシナリオについて、
原発だけに焦点をあてており、自然エネルギー供給についての考察が稚拙である。

WWFは、2030年には全エネルギーの半分を自然エネルギーによって供給できるという
シナリオを提示している。
http://www.wwf.or.jp/activities/2011/11/1029729.html

ただし、原子力供給が０になるのは2040年である。

この２つのシナリオよりもさらに上のレベルである

２０３０年に原発０・自然エネルギー供給は半分　というシナリオを描くことはできないのか。

また、そのためにはどのような産業発展・省エネ対策が必要なのかを
もっと深く考察するべきではないのか。

現状のシナリオは、対外的にも国民の見地からしても、十分であるとは言えないと思う。

34963 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は即時ゼロにすべき。電力供給は自然エネル
ギーで確保。電力需要の減少は浪費型のライフスタイ
ルの見直しによって確保。

パブリックコメントを提出させていただきます。
日本社会はいますぐに原子力発電（原発）をゼロにすべきだと考えています。原発は未来に負の遺産を残してしまうシステムです。福島原発の事故とその影響がそれを物語っています。何十
年、あるいは何百年、またはそれ以上に渡って、目に見えず、匂いもしない放射性物質による汚染が大地や食、水、空気を覆ってしまいました。時間の経過とともに、放射線被曝による実害が
目に見えて増えてくることでしょう。そういった事態を引き起こしてしまった、原発からはすぐに撤退すべきです。
そもそも、発電所は「電気をつくる」ためにあります。原発がなければ、電力が足りないような議論がなされていますが、今ある火力や水力などをフル稼働すれば電力は足りるとのデータがありま
す。並行して、再生可能エネルギー／しゼネネルギーを国家戦略として導入し、推進していくことで必要な電力はまかなえるはずです。自然エネルギーは地域ごとに活用できる資源が異なるた
め、地域の独自性を再発見することにもつながるでしょう。さらに、地域での発電という流れは、地域に雇用を生み出すことともつながります。
電力の供給を確保しつつも、同時に、現代人の暮らし自体がエネルギー消費型／浪費型のものになり過ぎている点を見直す必要があるでしょう。よりシンプルで自然の摂理に沿った暮らしにシ
フトしていくことで、電力需要も減っていきます。
原発をゼロにして、国民生活の「安心」を確保すること。電力供給に関しては、自然エネルギーを国家戦略として推進していくこと。電力消費に関しては、浪費型のライフスタイルから持続可能な
自然の摂理に沿ったライフスタイルに転換していくこを推進すること。
こういった知恵の組み合わせによって、原発をゼロにして、幸せな暮らしを一人一人が営む土壌ができると思います。

34964 個人 パート・
アルバイ

２０代 女性 ゼロシナリオ以外は考えられない。 なし

34965 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 福島の事故で人の住めない危険な場所を作ってしまった。
原発は取り返しのつかない失敗をしたのです。
いつまでに原発をやめるか明確に示して、自然エネルギーの積極的な採用や
石油を生産する藻のような新しい技術への支援などを
実現するという前提で真剣に考えてほしい。

34966 個人 家事専
業

３０代 女性 「0％」を希望します。放射能の影響は幼い子どもたち
ほど大きいと聞きます。再び事故が起きれば、未来を
生きる子どもたちの健康がますます脅かされます。少
しでも早く、安全な環境を取り戻してほしい。

福島第一原発の事故後、情報が知らされていなかったときに、外に出ていて、無用な被爆をしてしまったのではないかと心配している方々はたくさんいると聞きます。

放射能の影響は、数年後、出てくるといわれています。

もっとも輝ける子ども時代に、もし病気になってしまったら、学ぶことも遊ぶことも、スポーツすることもままならなくなってしまったら、と思うと胸が痛みます。

原子力に頼らずとも生活していくことができるような仕組みを、そして、原子力にかかわる仕事をしている方たちの生活を保障できるような仕組みを議論していくべきだと思います。
そのかじ取りができるのは政治だと思います。

34967 個人 家事専
業

５０代 女性 三つのエネルギー計画のシナリオはどれも、安全でき
れいな日本を将来の世代に約束するものではありま
せん。原子力エネルギーへの依存を即終了させ、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

三つのエネルギー計画の筋書きはいずれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏み込んだ核エネ
ルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

 原子炉再稼働には十分な安全性が確認されていないようであるので、直ちにやめてください。
 温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約の順守を、原子力エネルギーなしで考えてください。
・国民の意思をくんで、政府・産業界・消費者の全力をあげて、国のエネルギー政策を考えられるような仕組みを、力を入れて、構築してください。

34968 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電０％を支持します ・原子力発電所で事故が起こると取り返しのつかないことが明らかになった。「想定外」が今後も起こりうる中で原子力発電所はなるべく早く無くさなければならない。人の命・安全な生活は経済
の問題と比べる対象に非ず、なにがあろうと人の命・安全な生活を優先すべき。

・核のゴミは、その後始末を我々の子供や孫やさらにその先の世代に押しつけることが確定している。そんなゴミをこれ以上産み出してはいけない。

・再生エネルギーによる電力に対しては、いくら高いコストでも払う覚悟がある。原子力発電による電力には１円も払いたくなく、それならば停電を選ぶ。電源のエネルギー種類を選択する権利を
国民に与えてほしい。

34969 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオを支持する。速やかに全ての原発を停止
し、廃炉を進めることが望ましい。ただし、国難に備え
て、比較的安全な場所の最新設備の5基は、非常時
だけ発電する体制を構築し非常時用として残す。

・原発は速やかに0％にすることがが望ましい。ただし、5基程度は、国難の非常時用に、非常時だけ稼働させる体制を残してもよい。
・日本の電力会社と保守的な官僚が推進する原発依存体質が、電力会社の独占的権益を守ることに集約されて、震災まで、なぜか、エネルギーのない日本にとって大変重要な国策である、太
陽光発電や、地熱発電や風力発電やバイオ発電等の推進を、ストップさせる方向の政策になっていたということが、大きな問題です。
・経済発展上、最も有望で、しかも、その技術がようやく現実のものになってきたときに、それを推進できる政策がとられてこなかったということが大きな問題です。
・ドイツの学者が言っていましたが、民主的なエネルギーと国家権力的エネルギーがあるわけで、地域分散により小さな発電を多くの拠点で発電する体制こそが、本質的に民主主義を推進する
ための大きな基盤といえると思います。国家権力が必要だったのは、国家権力的はエネルギーを必要としたということと裏腹になっているわけです。原発の問題は日本の民主主義発展の観点
からも考えるべきで、速やかに廃止したほうが良い。
・今現在、廃棄物コストや災害コストが考慮されていないおかしな原発発電コストを基準にすれば原発のほうが他のエネルギーより安いということを仮に認めたとしても、新技術のコストは、今後
10年でコストが半分になることは容易に推測できます。これは、大変なエネルギー革命の時代に入ったということだと思います。現在日本が最も進んだ技術を開発できていることが重要なビジネ
スチャンスです。ニュージーランドの地熱発電は、日本の技術でできているわけです。日本の経済発展の観点から、雇用的にも、原発より多くの産業を発生させる特質は、重要です。それは将
来世界に提供できる重要な新ビジネス分野です。発電と送電を分離し、自由に電力を生み、蓄電技術開発、スマートグリッド技術開発、等の技術開発を基に、電力を自由に取引できる体制にし
なければならないと思います。
・みずほコーポレート銀行のレポートによれば、再生可能エネルギーはヘルスケアや農業に並ぶ成長産業の筆頭株です。ポスト3.11に成長する新産業の中核を担うのは、間違いなく再生可能
エネルギーです。再生可能エネルギーの発電施設・設備に対する投資額は、2010年は世界で約2000億ドル（約17兆円）と、2005年から5年で4倍に急成長を遂げています。これは、1995年ごろ
の携帯電話市場やパソコン市場に近い成長率です。しかも、金額も相当大きい。現在、パソコンの市場規模は約20兆円。液晶が10兆円で、半導体が20兆円の市場です。再生可能エネルギー
市場が、実は既にかなり大きな市場であることがわかります。かつて日本の電力会社は毎年4兆～5兆円規模の設備投資をしていました。それが現在では2兆円規模にまで縮小しています。電
力会社の投資額のマイナス分を埋めていく力を再生可能エネルギーは秘めています。現在、世界の再生可能エネルギー市場の約9割を、太陽光と風力が占めています。両者がシェアを二分し
ている状況です。FITで太陽電池市場が拡大すると言われると、「中国製パネルばかり売れて、資金が中国へ行ってしまうのではないか」と心配があるが、実は中国製でも十分な経済効果があ
るとのことです。
・ついでに、原発の問題が、東日本と西日本の電力周波数が異なるという世界で日本しかないリスク管理上の馬鹿げたことと関連しているように思える。
  

34970 個人 その他 ５０代 女性 0%を。直ちに原発をすべて止めてください。危険すぎ
ます。

原発をただちに停止すべき理由

（１）使用済み核燃料の処理問題が山積み
いまだに解決できない大問題。六ヶ所村も全然稼働できていない。後生にこれ以上負の遺産を残していくことはできない。原発を停止しなければ、ゴミが増えていく一方である。

（２）経済的優位性は嘘
ＧＥの方が発言しているように、もう原発は高コストの発電方法。
例えば、すでに「もんじゅ」には１兆円以上をかけており、現在も毎日相当な維持費を使っている。使用済み燃料棒は、直接埋める方が安価となる試算もできているにも関わらず、核燃料リサイ
クルにこだわり、さらに高コストを招いている。もんじゅを直ちに廃炉にして、その分を被災地福島への支援にまわしたい。

（３）変わらぬ情報隠蔽体質、無責任体質
パニックを起こさないように、責任を問われないように、大企業が損失を被らないように、そんなことのために、情報が隠されている。例えば、最近では東電が公開したビデオはかなり内向きでひ
どいし、未だにspeediも生かされなかったことへの反省が十分なされていない。その無責任さが怖ろしい。
このまま情報を隠蔽し続ければ、健康被害者は増えていくだろう。また、原因を追求し、その責任の所在を明らかにしなければ次なる事故を防ぐことはできない。そんな体質のままで原発再稼働
は考えられない。

（４）弱者への押しつけの構造は止めたい
都会には、原発はないし基地もない。地方の原発で働いている人は被爆をし続けている。結局、弱者に危険なものを押しつける構造の上に成り立っている。地方の人が安心して経済的にも十
分な生活ができるような社会に転換していく必要がある。フランスは地方都市が豊かで美しい。
それでも原発を続けたい賛成派の人は東京に２基くらい作ってそこで働いたらいいし、福島の廃炉への作業も人が足りなくなるだろうから、高見の見物ではなく、そこに率先して従事するのがい
いと思う。そうした覚悟もなく、弱者に押しつけ続けるのは傲慢であり恥です。

（５）新エネルギー開発の邪魔するな
原発を止めれば、新エネルギーに向けて、企業は研究開発に力を入れ、製品の開発を急ぎ、新エネルギーの分野で日本は優位に立てるはず。それを支援するのが政府の役割であろう。原発
にしがみついていれば、せっかくのチャンスを逃してしまう。直ちに政策の転換をすべきです。すでに、地熱発電などの技術は世界トップなのだから。

34971 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 事故の多いもんじゅは再稼動させずに、廃炉にしてほ
しい。原発も速やかに廃止してほしい。福島第一原発
で働く人の保障を手厚く。

地震の活動期に入った日本で原発を稼動させるのは、危険極まりないとおまもいます。福島はたまたま運がよく、海に放射性物質が流れました。もう一度、福島並の事故が起こったら、日本の
国土が汚染されます。まともな除染の方法などありません。福島第一原発の燃料を取り出すあてすらないではありませか。
子孫に負の遺産を遺すべきではありません。

しばらくは、天然ガス、石炭発電が利用できます。
潮力発電の研究もすべきです。

収束できない福島第一原発で働いている人の待遇も問題です。
国の直接雇用にして、賃金、保障を手厚くしてください。



34972 個人 家事専
業

４０代 女性 企業などが造っている電気などでエネルギーは足りて
いると聞きます。送電線を早く国有化にして電気を買
いとり、脱原発に進むべきです。未来の人たちに、核
のごみ処理をさせるのですか。

次また原子炉が壊れたら、日本は、今の福島がそうであるように、世界から見捨てられると思います。

34973 個人 自営業 ４０代 男性 原子力産業に未来などないし、原子力発電技術自体
冷戦期の遺物だから、可能な限り速やかに脱原発す
べき。

ところで、福島原発事故直後に選挙があったのに、原発政策について全く争点化しなかったのが意味が判らない。今年中に解散になりそうなのに、原発政策について争点化しようという動きが
民主党に全くないのが意味分からない。電力労組の力がなければ選挙に勝てないと前提しているからなのか判らないけど、この2階の選挙は「脱原発」を掲げれば圧倒的多数を奪取できたのに
そうしようと民主党が全く考えないばかりか、いまだに争点化しようとしないのが意味分からない。民主党政権は失敗だったと言われるが、１；脱原発を旗印にする根性にかけていた（財界のい
いなり？）点　２；でも増税はした（財務省のいいなり）点　３；TPPへの危機感のなさ（アメリカのいいなり）　の3点が失敗の最たるもので、とくに１がひどい。このパブコメを有効活用できるかどう
かは民主党の最後のチャンスだから有効活用してほしいと思う。

34974 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 福島第一原発事故を経験した以上、ゼロシナリオしか
選択の余地は無い

経済活動がどうのと言う難しいことは、解りません。
ただ、ただ国民の命を最優先にしていただきたいだけです。
たった一度の事故で、放射能汚染による健康への不安、食べ物への不安、放射性廃棄物となったガレキや除線の後始末、全て後世に押しつける問題が山積みな中、これ以上原発はいりませ
ん。

34975 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発はゼロ（脱原発）に向けて進んでいきましょう！ 『原発が無ければ日本の経済が立ち行かない』というならば、廃炉ビジネス、自然エネルギービジネスでチャンスを作ればよい。
いままでの考え方、やり方では、もうどうにもならない。自動車が売れない、テレビが売れない、家が売れない、というバブルの古いやり方は時代遅れ。
何よりも５０年、１００年さきの社会を見据えたシナリオを生み出していかなくてはいけない。
刹那的な経済活動は、終わりにする時代がやってきたのです。
どうか、自分さえ良ければ、あとはどうにでもなれ！という無責任な政治に国に国民にならないような方向へ進んでください。

34976 個人 その他 ２０代 男性 2030年のエネルギー・環境に関して、原発依存度を基
準に、「(1)ゼロシナリオ」を支持します。

目指すべき２０３０年のビジョンからバックキャスティングで考えるべきです。
私はふくしまキッズという活動をとおして北海道で福島の子どもたちの夏休み期間の受け入れをしています。
育ち盛りの子どもたちが野外で活動することができない状況は、基本的人権が満足されない状況です。
このような事態を生む可能性がある原子力の利用は止めるべきです。従って、まずゼロシナリオを支持します。
それにむけ、人々のライフスタイルの変革と自然エネルギーなどの代替エネルギーを増加させる道を探るべきだと考えます。

34978 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発はゼロにしてください 2030年の原発依存度はゼロにしてください。さらに言えばすぐにでも原発をなくす具体的な政策をとり実行してください。原発は燃料の採掘、運搬、発電所の管理、使用済み燃料の処理など、と
ても効率的な発電方法とは言えません。ましてや日本という土地で原発を選択する理由はないと思います。波力、風力に加え、小規模の水力発電など、地域の資源を活かしてその土地にあっ
た発電方法を勧めることで、中央集中の経済構造も緩和され、日本の各地域の発展にも結びつくと考えます。電気が足りない、ではなく、この国で持続的な生活を営む為に、自然エネルギーを
選んだ上で、その中でどのように暮らすのかを考えればいいと思います。原子力発電から日本は脱却すべきです。

34979 個人 無職 ６０代 男性 1.電力の原発比率は「0％｣以外、選択の余地がない。
2.0％への移行期間は、極力短縮する。
3.「もんじゅ」の開発はやめる。
4.再生可能エネルギーの開発に、積極的に資金と人
材を投入する。

1.原子力エネルギーは、日本人がコントロールできる分野でない。
　「福島原発」で証明された。
2.10万年といわれる残存放射能の管理は、子孫に過大な負荷を押し付ける。
3.長期的には電力に限らず、資源浪費型の生活様式は、持続可能な資源活用型 　の生活様式に変えていく必要がある。

34980 個人 その他 ６０代 女性 ゼロシナリオ ゼロシナリオ

34981 個人 無職 ６０代 男性 ゼロシナリオを支持する 世界の中でも最も地震国の日本にとってすぐにも全原発廃炉に取り組むべき

34982 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は必要。
電気料金の値上げは絶対反対。

今は不景気で、生活が本当に大変です。
そのような中で、これ以上、原発停止が続けば全国で電気料金が上がります。これは、本当に困ります。これ以上、家計を切り詰めることはできません。
目先の感情論に流されることなく、きちんとしたエネルギー政策が必要です。
計画停電の対応も難しいです。
脱原発は本当に困りますので、絶対に脱原発は避けて下さい。

34983 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 幼い子供を２人もつ母です。
フクシマで起こった原発事故、もう二度と起こしてはいけません。
今回の事故をきっかけに、原発の恐ろしさを初めて身を以て知りました。
未来の子供たちにこれ以上負の遺産を残さないでください。
詳しいことはわかりませんが、日本の技術力があれは原発を廃炉にしつつ、再生可能エネルギーでエネルギーも雇用もまかなっていけるのではないでしょうか。
どうか、国民の声を聴いてください。よろしくお願いいたします。

34984 個人 無職 ８０代以
上

男性 ２０３０年段階の全電源に占める原発の比率について
は、０％　のシナリオを選択します。

その理由は第１に福島の惨禍を２度と繰り返さないために、第２に使用済み核燃料をこれ以上子孫に残さないために。

34985 個人 自営業 ３０代 女性 私は脱原発をめざす、ゼロシナリオを選びます。 すでにこの夏、電力会社より、再生可能エネルギーへの転換のために電気料金を値上げする旨の通知がありました。何も知らないうちに原発依存になっていたことを思えば、私にとって再生可
能エネルギーへの転換は喜ぶべき変化です。
福島原発の事故以来、政府・電力会社の情報隠蔽体質には凝りました。これまで原発の開発・維持にかけていたお金や技術を利用できれば、再生可能エネルギーの実用化などたやすいことで
はないのですか？
技術にかけては高いものを持っていると日々報道しているくらいですから、ぜひエコ大国日本をめざしたいと思います。

34986 個人 自営業 ４０代 男性 経済成長神話の信仰から目を覚まし、持続可能な社
会創り進める

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

100年先を見越した持続可能な社会を考る。

34987 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電は0％です 原子力発電は最終的に核武装の為の機械なのでいりません。
これ以上の被爆は懲り懲りです、子供に安心して暮らせる国にして下さい。
福島第一原子力発電所の事故は世界に日本の技術の無さを知らせた様なものです、
技術立国日本は信用を失いました、

34988 個人 法人等 ５０代 男性 原発はすべてなくすべき ・東日本大震災によって福島原発事故はいまだに事故原因も明らかにされておらず被害を受けた住民は様々な苦労を強いられたままです。このことからわかるのは、現在の人類の科学力では
原発を完全にコントロールすることは困難だということです。野田首相は「原発は冷温停止状態に達し、事故そのものは終息した」としていますが、事故の終息というのは被害者が物の生活を送
るときにいうことであって、まだそんな状態でないのに野田首相が言うのは、原発の被害をできるだけ小さく意識させるものと言わざるを得ません。これは、水俣病患者の救済を事実上打ち切っ
たのと同じです。
・そして、大飯原発を再稼働させてしまいました。「原発の安全神話は」完全に崩壊したのですからすぐに停止し、日本にある原発をすべて廃炉にすべきです。
・では日本が現在消費しているエネルギーをどうするべきかということが問題になっると思います。すぐには無理ですが再生可能エネルギーへの移行を図るべきです。化石燃料での発電は地球
温暖化を招くのでできる限り減らしていくべきだと思います。
・電力消費の点から見ても、日本は無駄な電力を浪費していると思います。たとえば乱立する清涼飲料水の自動販売機です。これはすぐにでも減らせると思います。また、２４時間営業の大型
スーパーやコンビニエンスストアは営業時間を制限すべきです。さらに、経済効果があるとは考えにくに都市部のネオンです。
・人間は確かに便利さを追求してきましたが、今日その利便性をあくまでもく追求していっていいのかが問われていると思います。

34989 個人 家事専
業

４０代 女性 原発要りません。即刻廃炉してください。 福島原発の事故後、まだこのようなアンケートを取らなければ
決断できませんか?
福島の人に国として責任ある対応をしているとは思えません。
多くの人が被曝に苦しみ、不安な日々を過ごしています。
汚染はどんどん広がりを見せ、食生活にも影響が出ています。

また核燃料廃棄物問題も何も手を打てないまま　未来への
負の遺産になっています。

電気は十分に足りています。
もし電気が足りないとしても　原発は即刻やめなければならないのではないでしょうか。
国際社会に対しても、日本の「今」が問われています。
英断を!!!

34990 個人 学生 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 福島の惨状を目の当たりにした以上、今後あのようなリスクのある原発に頼るべきではないと思います。

34991 個人 その他 ４０代 男性 原発依存度０％を実行すべき。 ひとたび、事故が起これば誰も放射線をコントロール出来ないこと。
使用済み核燃料が処理できないこと。
この事実だけでも、原発と人類は共存できない。

以上

34992 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発反対。早くやめてください。 原発の必要性がわかりません。一部の人たちの利益のためだけに国民に迷惑かけるのやめてください。いいかげんにしてください。

34993 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。それも可及的速やかに。 考えられる原発事故は津波や地震だけではなく、人為的ミスの場合もあるでしょう。何らかのトラブルが起きる機会は作動時間が長ければ増えるため、速やかな原発廃止を要求します。一方、
地球の気温がほとんど太陽からの入射と宇宙への放射のバランスで成り立っているため、新たにエネルギーを作りだすのではなく、波力発電を含めた再生可能エネルギーで賄う必要が必要。
また、そのことでエネルギー自給率４％という現状からも脱却できるはず。原子力は結局輸入でしょう。

34994 個人 自営業 ６０代 男性 ０％（即刻） ・原爆が「制御不能になって暴走する原子炉」といわれているように、原子力発電も一旦事が起これば人間の手には負えない。今回の事故ははっきりとそれを証明した。人類を含むすべての生
命の生存を危険にさらすような発電システムは不要。

・使用済み核燃料処理の方法も無く、しかも各核種の半減期の膨大な時間を考えるだけで、すでにそのツケを子孫に残すことになってしまった私たちの罪は深い。これ以上増やしてはならな
い。

・危険であるがゆえに徹底した管理が必要となり、そこには非人間的な、非人道的なシステムが組織化され、陰湿な世界が出来することは言をまたない。そしてそのシステムは、下層に被曝労
働を強いる多くの人々を必要とすることになり、歪んだ社会を助長する。

・原発の構成比率以前に、生きとし生きるものすべてのいのちをまず前提にしてその幸せを願うところから、エネルギー・環境のシステム構成は考えるべきであり、国の第一の仕事は、文字通り
国民の健康で文化的な最低限度の生活を保障することに寄与することだと思う。

34995 個人 その他 ６０代 女性 ゼロシナリオを支持する。原発即時撤廃を求めていき
ます。

核反応のエネルギーをまだ人間が制御しきれていない。核のゴミといわれるものは、処理できずにたまっていき永いものは１００万年もの間地球に残り人類、生き物すべてを脅かし続ける。
利己的な個人や企業の利益その場しのぎの短絡的な考えなどで原発の稼働を決めるのは人間として恥ずかしい愚かなことです。

先ず第一に正々堂々うそつかないこと、求められた全部の情報を公開すること、から信用が生まれるのであって、今のところさんざん騙されてきた国民としては怒り心頭にたっしています。

問題をすり替えて国民の財産である原発を有効利用、無駄にしてはいけないなどという、これは財務省であれ民主党、自民党にしろ許せないことです。
お偉いお役人の方々に伺いたい、あなたは孫の命と自分の財産とどちらが大切なのですか。

２０３０年までにどうするかを決めることはナンセンス。いますべきことは原発０にしてあらゆる努力をしてそれで電気でまかなっていくことだと思う。

34977 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選びます。最低限の国民生活を保障し
ての舵取りは難しいと思うが国民生活ならびに国家と
しての経済レベルをある程度落としても原発依存度ゼ
ロを目指すべき。財源など具体案を示して国民投票
実施せよ。

「中長期的には原発依存度を可能な限り減らすという方針は既に示されています。」ということは承知していますが、それは「短期的」にも目標にされるべき必要があると考えます。

東京電力福島第一原子力発電所の事故を経験し、その結果、どのような安全対策を取ったところで「想定外」が起こりうるという事、起こってしまったら国民の安全・国家の信頼・経済的な損失な
どあらゆる面で甚大な被害を及ぼす事、を「想定」しなくてはならないという結論を(客観的事実として)得たと考えています。

たとえば地震予知すら完全には出来ない状況下において、可及的速やかに原発依存度をゼロを目指すのが当然ではないでしょうか。

その為に、莫大なコスト負担が必要なことも「想定」しています。国民の生活レベル、日本という国家の経済レベルについて見直し、ある程度の後退を受け入れざるを得ない状況だと考えていま
す。

係る増税なども国民は責任を持って受け入れるべきだと考えますので、その具体案を国は示していただきたい。それを直接に選択することで、コストも責任も平等かつ公正に国民全体で負担す
べきだと思います。

もちろん前提として国のシステムの効率化・省エネ化も進めてください。但し、その事を交換条件にはしません("約束"はしてください)。こうしたことを政争の種にして本来の目的を遅らせるわけ
にはいきません。決して正しいことではありませんが、まずは、国民であるわれわれが先に負担するしかない状況だと思っています。その後に国は続いてください。そのために国はこの件に適正
な増税案を急ぎ示してください(それ以外の施策ももちろん)。

また異論は多くあるでしょうが個人的には軍事費などは大きく見直してほしいです。原発と仮想敵国とどちらが、現時点で、“より”具体的な脅威であるか、私は前者だと考えます。

また教育への取り組みは、これまで以上に篤く増進させてください。特に科学教育に尽力し、これからの新しいエネルギーの開発、また新しい産業の可能性を切り開くことが、原発依存度ゼロ後
の世界に必要と考えるからです。

とにかく国や専門家には総合的で具体的な、かつ柔軟な、今すぐに実施するための生きた方策を提案してほしいのです！

これまで国家が「想定」していた枠組みでは解決できない局面に、今の日本はあると認識しています。われわれの現在に多少の我慢を強いても(もちろん弱者・困窮者を切り捨てる事だけはせず
に、"全体"のレベルを落とす！)、20年後50年後の経済復興のための種をまく時だと考えています(その観点から、大企業や富裕層の皆さんに是非積極的にコミットしてほしいです)。

国へお願いしたいのは、そのための(国民が必ずしも積極的に喜ばないような内容であっても)早期に依存度ゼロとするためのコスト負担に関する具体案をできるだけ早く、完全に透明な開かれ
た議論を経て、策定して頂き、それを最終的には国民自身に直接選ばせてほしいです。

たとえば原発依存度ゼロだけを前提に、5年刻みの複数パターン(例：2017年にゼロ、2022年にゼロ、2027年にゼロ、2032年にゼロ)で、国民がコストをどのように負担すべきかの具体案を提案い
ただけないでしょうか。コスト額、負担の方法、必要なら増税額やその方法。各政党や関係機関にそれぞれ提案頂いた上で、次期国政選挙を経て、新政権発足後1年以内には、その政権が示し
ていた5年刻みのどの案を選択するか、国民投票を実施してほしいです。その結果を速やかに実施する。その際には経過とともに効果をみて(開かれた議論と納得いく選択に基づく)軌道修正す
る場合もあり得ると思います。柔軟で実効的な方法論が必要だと考えます。

我慢をし責任を負いますから、われわれ自身が納得をもって選べるような環境を作るのが、国の仕事だと思います。目先の飴は不要です。我々自身の未来をください。



34996 個人 会社員・
公務員

７０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します ８月の６日、９日、１５日そして福島３・１１

広島で長崎で原爆の恐ろしさを嫌という程、体験した日本国民はいつからか原発なら安全なのだと思い込んでしまったので、福島の悲惨さをしっかり見ようとしないで、そこから逃げている。

大飯原発は安全性が高いから、そこから再開すると大声を出して云うとそうかなと思いなおしたりするひとも出る。

政府は、責任のある方針を提示してください。

34997 個人 パート・
アルバイ

５０代 女性 原発ゼロ反対速やかに稼働してください 節電で何人も亡くなってます。節電で仕事も減って不景気になって悪循環です

34998 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発　再稼働反対！

自分たちで処理しきれないものを推し進めてはいけな
い！

地球規模の意識で感じ取る事が必要だ！

唯一の被爆国　日本。どれだけのものか

肌で知っている日本人の取るべき姿勢は　今　すぐ　原子力に頼らない

自然エネルギーに転換する事。

私利私欲を言ってる場合じゃない！

地球が死んだら、私利私欲など言ってられない！

一刻も早く　再稼働を止めてください。

人間は、今までどれだけ地球を痛めつけてきたか。。。。

もう、日本だけの問題ではなくなっている。

地球規模の集合意識で　自然に逆らわず　地球に住まわせて貰っているという

感謝の気持ちを　感じてください！！

おごりを捨ててください！！

34999 個人 学生 １０代以
下

女性 原子力発電は0％にして下さい。 私は被爆してしまいました、これ以上被爆させないで下さい。
外で遊ぶのが怖いです、原子力発電は0％にして下さい。

35000 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 可能な限り早期に、いや一刻も早く原子力発電を中止
し、施設の廃止、核廃棄物の管理に関する検討を開
始するべきである。

・核廃棄物の処理サイクルに全くめどが立っていないこと
・原子力発電のリスクを考慮した場合の運営コストが膨大であること
・住民の生命、環境に甚大な被害を及ぼす可能性が少くないことが明白になったこと

35001 個人 自営業 ４０代 女性 原発をできるだけ早く「ゼロ」にしてください。（０％にし
てください）

子育てをしている者にとって、こんな危険な放射能を出す原発は、もういりません。即刻日本中の原発を廃炉にしてください。
あまりにも何か起こった時の代償が大きすぎます。命と核は共存できないと思います。

35002 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオを支持する。しかし地球温暖化の観
点からは不十分で、温室効果ガスをより削減するシナ
リオを再検討すべきである。

福島第一原発事故は、原子炉のなかの放射性物質を、完全かつ安全に閉じ込める技術がない事を明らかにした。原発安全神話は崩壊し、原発に頼らないエネルギー政策への転換を早急に
勧めるべきである。
活断層が多く、地震が多いこの日本で原発を安全に運転できる保証はどこにもない。誰もコントロールができなくなったこの技術はやはり未完成であり、危険なものであると言わざるをえない。
事故を反省し、日本が世界の先頭に立ち脱原発を進めていく事を望む。
自分が考える脱原発策として、発送電分離をすすめより多くの企業が電気を発電し売電できるシステムを構築し、電力会社も合わせて発電量の底上げをすること、再生エネルギー普及を促進
する政策をとっていくこと、不必要な機関（原子力村等の団体等）を解体し予算を省エネ事業や新たなＬＮＧ発電所を作る方に使う等、自分は考える。

35003 個人 学生 ２０代 男性 今後の日本でのエネルギー政策に対する意見です。
３つのシナリオが提示されましたが、日本は一刻でも
早く原発全基を停止させ、自然エネルギー移行への
動きを促進するべきだと思います。

　今回のこのパブリックコメントで提示されているシナリオですが、どれを選択しても2030年までは原子力発電所を稼働させ続けるというものになっています。１国家の重大な決断の際、国民に
たった３つの限られた選択肢しか与えられないのはおかしいと思います。日本だけではなく、地球全体の未来を考えた上でも日本は直ちに54基全ての原子力発電所を停止させ、自然エネル
ギーへ移行するべきだと思います。
　多くの活断層が交差する日本列島は、これまでにも幾度もの震災に見舞われています。専門家の方達は、いつ次の大地震が来てもおかしくないとの意見です。日本は原爆被爆国でありなが
ら、地球全体に放射能拡散させるのですか？
　また、瓦礫処理、廃棄物処理などの様々な問題も解決されずに残されたまま、さらに大きなリスクを犯そうとする動きも納得できません。
今、世界中が日本の動きを見ています。一日本国民として、原子力発電所へのエネルギー依存に反対します。今後日本政府からの、日本人として誠意のある姿勢が見られることを心から願っ
ています。

35005 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 選択の中では『2030年　原発ゼロシナリオ』を選択しま
すが、即時廃炉すべきです。

2011年3月11日から、『原発』というものは、この地震大国である「日本」という国で、こんなにも一般市民の健康を脅かすリスクの高い存在だったのかと、驚きと怒りの思いがつきません。原発の
コストについても、本当は非常に高いという指摘が多くの専門家の方から聞かれています。その事実を、もう国民の多くが知り、今まで間違った認識だったことに気づいていると思います。そし
て、なによりも、子どもたちや未来に生まれてくる子どもたちが“健康”で“あたりまえ”の暮らしを保障するために、『原発』を選択することはありえません。いつか、『2011年3月11日は、この国が
本当の意味で生まれ変わるターニングポイントになったんだね。』と未来の子どもたちが話すときがくるよう、即時のゼロシナリオを求めます。

35006 個人 自営業 ６０代 男性 「ゼロシナリオ」を支持します。直ちに停止して、廃炉
を目指すという選択肢があれば、そちらを支持しま
す。

１．使用済み燃料の安全な処理が出来ないで、それを原発に隣接してプールし　　常に冷却していなければならない現状では、常にリスクを抱え、安全とは　　いえない。停止している原発も事
は同じである。
２．福島の原発が未だ修復出来ない。この程度の技術しかない現状で、原発を　　コントロール出来ると考える方がおかしい。
３．火山・地震大国の日本では、いつ、その災害に原発が巻き込まれるかわか　　らないし、他国に比べ、そのリスクは極めて高い。
４．日本列島は、西から東に気流が流れている。福島の原発では、放射能の大　　半が海に流れた。不幸中の幸いで、これでも最小限の被害に留まっている　　と考えるべきで、浜岡原発をはじ
め西日本の原発が被災し、放射能を放出　　する事態となれば、日本列島の半分は、放射能に汚染され、それだけで日　　本経済は、破滅的なダメージを受ける。
５．放射能に汚染された地域は、放射能を無毒化する技術が確立するまでは、　　住めない。現状では、半永久的と言わざるを得ない。その場合、住むべき　　国土は半減し、経済を云々してい
るどころでは、なくなる。
６．現時点で、原発停止による電力供給の不安定化を理由に原発を容認する意　　見もあるが、いわゆる再生可能エネルギーの安定的移行までの一時的なも　　ので、改革に伴う生みの苦し
みととらえ、勇気と英知を持って乗り越える　　べきものです。
７．そもそも「経済」は、国民の生命と健康が担保されてはじめて成り立つも　　ので、生命と健康を犠牲にした「経済」は、ありえない。経済界の人達　　　は、目先の欲に囚われているとしか思え
ない。
８．権限を持った政治家・官僚・保安院・電力会社の皆さま、自己保身やわが　　身の欲から離れ、人間らしい心で直視して下さい。

35007 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 1. ゼロシナリオ 3つのシナリオから強いて選択しなければならないため、「1. ゼロシナリオ」にしました。しかし、2030年までにというのは悠長な話ではないでしょうか。
いつ大規模地震が来るかわからないわが国においては、どのような策をとっても原発を安全に運用していくことは難しいと考えます。全原発の即時停止を求めます。

35008 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 　福島の原発事故で国土の一部が失われ、１０万人
以上が避難を余儀なくされました。国土を毀損し、国
民の生命・財産を危険に曝すエネルギー政策は有り
得ません。原発ゼロシナリオを選択するべきです。

　福島の原発事故で国土の一部が失われ、１０万人以上が避難を余儀なくされました。国土を毀損し、国民の生命・財産を危険に曝すエネルギー政策は有り得ません。原発ゼロシナリオを選択
するべきです。

35009 個人 学生 １０代以
下

女性 原子力発電は必要です。 先日のニュースで、節電のために、クーラーを我慢して、熱中症で亡くなった人がいたと聞きました。これは大変なことです。
日本では、感情論に流されて、脱原発を唱える人が多いですが、逆に熱中症で亡くなった人のニュースはあまり流れません。でも、これはとっても大事なことです。
熱中症に弱いお年寄りや体の弱い方のことも考えて、感情的に脱原発に流されることなく、原発を継続して下さい。
電気は人間の生活で最も大切な一つです。もう節電・節電はいやです。クーラーを我慢することはもう限界です。

35010 個人 無職 ３０代 女性 原発　絶対ゼロシナリオ！

もうやめてください。お願い致します。どうかどうか、ご
自分の身の上に起こった事として考えてください。自
分と家族・愛する人々・・命より大切な物など無いはず
です・・。

35004 個人 自営業 ５０代 男性 危険なものこそ「停止」を望む。 広島、長崎、第五福竜丸、そして福島第一。
これが人体実験でなくて何でしょうか？

福島第一では、米国が放射能拡散のデータを提供したにもかかわらず、
日本政府は公開しませんでした。
やることをやって来なくて、事故が起こったのに対し
その上でやるべきこともやらない。
国民の身体、生命、財産を守るはずの国家・政府がそれらを軽んじている証拠です。

過去の悲惨な教訓・・・
・日本は人口が増えたから満州で食料を生産しなければ喰っていけないのだ。
・日本はエネルギーがないから、南方の油田を確保しなければならないのだ。
といって戦争に突き進んでいった、あの昭和の時代が思い出されます。

全てはお国のために・・・
・このままでは、国の財政が破綻するのだ。
・社会保障を支えていけなくなるのだ。
・原発が稼働しないと、電力が足りなくなるのだ。
これらは、「本当」でしょうか？

メディアが
・新聞
・ラジオ
・映画館
くらいの昭和の初期には国民を騙すことができました。

しかし、今はインターネットという「文明の利器」があります。
ネタは殆どバレます！

そのうえで、「エネルギー・環境に関する選択肢」については、
・「0%」を選択し、
・「即刻」を希望します。

理由は「危険」、「安全二の次」の原子力発電が
その実態であると分かったからです。

代替エネルギーとして、
・太陽光
・風力
・地熱発電
・潮力発電
などの研究に特別会計の予算を回すべきであると考えます。

こんなにも、莫大な、甚大な負の遺産はないはずです・・。
どんなアホでも、本当は判っているはずでしょう・・。自分の命・家族の命・いとしい者の命・・人間を活かしてくれている命・・これらに勝るものなんてないはずです！いのちより、電力がたいせつ
だと思われますか？誰一人としてそんな人などいないはずです！
どうか、国のお仕事をされているのでしたら、本気でこころで考えてください。自分の命、家族の命と引き換えに原発を再開しようなどと思われますか？
原発が無くともいきてゆけます！
3.11が教えてくれたではないですか・・。これ以上の犠牲を、国民に、そして自分の家族に背負わすことができますか？
どうしても国が・・国のトップ・そして電力会社・電力を必要とする大企業が原発を推進するのであれば・・あなたたちが原発の街に責任を持って住まわれてください。
ご自分達で、実感されてください。原発の街をどうぞ味わってください！自信を持って住むことは出来るんでしょう？あなたたちが出来ないところを国民に押し付けるのですか？感情的になるの
はあたりまえです。あんなにも沢山の命が犠牲になり、そして今も現地の傷は癒えていません。癒えていないどころか、日を追うごとに傷が深くなる人がたくさんいます・・。

原発がすべて廃止となると、多くの大企業は180度の転換を求められるのですから大反対でしょうが、こんなことをいつまでもしていたら・・今に日本全土が全滅する危機に直面することになるで
しょう。
絶対に今後数年のうちに・・もしかして明日かもしれない・・大地震がおこります。知っていらっしゃるのに、まだ原発を再稼働させようというのですか。

どうかそこまで落ちぶれないでください・・。日本を守ってください。地球を｢守ってください。　　ご自分と、家族をまもってください。　後悔するような未来をつくらないでください・・。

私たちが生きていられるのは、この地球のいのちのおかげです・・。
水・空気・緑・食物・動物・太陽・・・すべて無条件で与えてばかりいるのに、私たちはそれを破壊してばかりです。
地球の恵みより、電力の方が大切などと思えないはずです。
自分たちの手で、自分たちを死においやっているだけです。

勇気を持って、国民が、すべての人が本気で考える時です！！
もう時間はありません。どうか、どうか、勇気を持って変化に臨んでください！
国民とともに歩んで参りましょう！

私事ですが、今日、身内のものが亡くなりました。
でも、今こうしてコメントしております・・。
本気で本気で未来を心配しております。
美しい日本を守ってください・・！
本当の豊かさを、国と国民で考え、ともに力を合わせ、立て直してください・・。



35011 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。これからは原子力発電に
依存しない電気の作り方、使い方を考え進めて行くこ
とが必要であると思います。

ゼロシナリオを支持します。これからは原子力発電に依存しない電気の作り方、使い方を考え進めて行くことが必要であると思います。
昨年の原子力発電所の事故を経験して、「絶対安全」はあり得ないことがはっきりしたと思います。今後も、何があるか分からない自然の中で、人間が作り、制御していく機械に「絶対安全」はあ
り得ません。
その上で、一度事故があると数１０年、数百年のスパンで深刻な被害のある原子力を使い続けることはあまりに恐ろしいことだと思います。
また、原爆の唯一の被爆国として非核３原則をあげている国として、今回の放射能汚染を引き起こしたことはあまりにも恥ずかしいことだと思います。

35012 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 私は「原発ゼロシナリオ」を支持します。また、このゼ
ロシナリオのなかで、化石燃料に頼らない、自然エネ
ルギーの最大限活用により、温暖化対策も実現でき
るエネルギー政策を政府として推進してほしいです。

昨年3月１１日の東日本大震災による原発事故で、原子力政策の「安全神話」は壊れました。事故から１年以上たった今も、生まれ育ったふるさとに帰れず、基本的な日常生活すら取り戻せてい
ない被災者の方が多くおられます。
事故を起こした福島第一原発の事故後の作業を見ていても、最終的な処理が完了するのがいつになるのか、どのくらいお金がかかるのか、不明なことばかりです。原発で作る電気が安いと言
われますが、本当にそうなのでしょうか？
原発による電気供給システムは、安全で安いと言えないと考えます。
この震災をきっかけに、エネルギー政策を見直し、エネルギーの地産地消を実現するため、最大限の努力をしてほしいです。
私たち国民も、これまでの生活様式を再度見直し、エネルギーを無駄にしない生活の実現に尽力していきます。政府の大きな政策の転換を期待します。

35013 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。ただし、2030年までと
中長期の目標でなく、ただちに脱原発へとエネルギー
政策を転換し、再生可能エネルギーの開発や普及に
注力すべきです。

東電による福島原発災害で地震国日本での原発利用がいかに危険であるか明白になりました。ひとたび起こってしまうと何１０年にも渡って放射能の被害が環境や人体に引き起こされるのは
被爆国の私たちには十分わかっている事です。何十万年も管理が必要となる核廃棄物の問題も解決していません。広島、長崎、福島の後でまだ核エネルギーの利用を続けるのは、世界から
みても不可解としか言いようがありません。核の被害は日本だけの問題ではありません。国境を超えて核汚染を引き起こした日本は、国際社会に対しても責任があるのです。
日本政府は直ちに脱原発へとエネルギー政策の舵をとり、再生可能エネルギーの開発や普及に注力すべきです。世界トップレベルの日本の技術力や資本を持って、国際社会をリードする代替
エネルギー産業を築くことを目標にすべきです。それは国内での雇用や経済効果を生む可能性も勿論、世界にも環境問題や技術力の面で貢献することになるのです。
３１１以後、日本はこれまでの経済成長のあり方やライフスタイルの見直しをする時期にきました。地球温暖化の問題を踏まえ、第一次産業の保護、省エネ、環境保護なども総括的に考慮し、持
続可能なエネルギー政策を作っていくべきだと考えます。

35014 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「ゼロシナリオ」しか考えられません。 世界唯一の被爆国であり、たった今も原発からの放射性物質に苦しめられ続けている国として、取るべき選択肢はたった一つしかありません。中央の皆さん、子供や孫たちの為にも、早く目を
覚ましてください。

35015 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「エネルギー・環境に関する選択肢」に示された３つの
シナリオのうち，「20～25シナリオ」が最も実現可能
で，かつ生活への負担が小さいと考えられるため，こ
れを支持する。原発の技術を途絶させるべきではな
い。

「エネルギー・環境に関する選択肢」に」示された３つのシナリオのうち，「20～25シナリオ」が最も現実的である。一見すると，全てのシナリオで，「温室効果ガスの排出量」「化石燃料の輸入額」
「発電コスト＋家庭の電気代」がそれほど大きく違わないように書かれているが，比較ポイントを変えるとどうなるのか。また再生可能エネルギーのコストが過小見積もりではないかと思う。太陽
光発電では，パネルのメンテナンスと日照変動の不安定さを，風力発電では，その発電効率と設置の実現度について，過小に見積もりすぎている気がする。現状の科学技術と費用，2030年後
のシナリオ継続性，不測の事態への対応も考えると，現在の原発設備を適切に維持・更新し，必要なエネルギーを確保するという「20～25シナリオ」が最も適切であると考える。また原子力発電
に関しては，今後の国際政治情勢や地球環境の悪化，経済不安，代替エネルギーの未整備，という状況で放棄するのは非常に危険である。原発反対派は「どうしても必要なときだけ再開」と軽
く考えているだろうが，いったん途絶した技術は，容易に戻らない。以上が「20～25シナリオ」を支持する理由だが，但し今回の３つのシナリオでは，個々の分析・予測の方法や，その根拠が曖
昧である。追加の情報が欲しい。また，これ以外の選択肢が全くないとは考えられないので，もっと他のプランも検討すべきと思う。

35016 個人 自営業 ６０代 女性 30年後にはすべての原発廃炉が基本である。2011年
3月11日を経験した日本では新原発の建設は以降あ
り得ない。

　本来30年後といわず今すぐ廃炉にすべき。しかし、原発以外のエネルギーは発展途上であり、まだまだ改良すべき点が多く、企業も様子見の状況にある。そのため最大限30年までには全原
発を廃炉すべきである。
　30年後は廃炉を目指すのであれば新原発の建設はあり得ない。
理由(1)　日本は地震国であり、いつ巨大地震に見舞わるかわからない。予測も不可能である。地震が起きるたびに震源地とそれに近い原発の様子のおびえる日本では安心して住めない。
理由(2)　福島の事例からも一度放射能に汚染された故郷を捨てざるを得ない住民の苦しみが多大であり、現在も故郷を追われて過ごしている人々の無念さを忘れない。同じ苦しみをどこにも
起こしてはならない。
理由(3)　美しい日本を次の世代に渡したい。すでに汚染されたものは今の世代で終わらせなくてはならない。子孫のためにも原発は廃炉すべき。
理由(4)　オリンピックの入場式の汚染バッチ問題でもわかるように、世界から見ると福島がどこにあるかもわからず、日本全体が汚染されていると誤解している国々が多い。まだ、世界の誤解
は解けておらず、一度このような事態になると日本からの製品輸出は難しくなる。
理由(5)　自然エネルギーは過去日本が先陣をきっていたのが、いつのまにかドイツをはじめ戸する国々が取り入れて環境エネルギーの先進国となってしまった。幸い日本には技術的に優秀な
企業が期待されるが、企業の育成にはここ3～4かかる。
まだまだ、多くの廃炉理由があるが文字数が限られているためにこれのとどめる。

35017 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発問題 原発ゼロ  脱原発  を強く願います。
日本の原発を今すぐになくして下さい。
世界中の原発をゼロに。
今ここで廃炉にしなくては、絶対に後悔します。
後悔したくありません。
国民の声を聞いて下さい。
日本人である事を恥ずかしく思いたくありません。
自国を会いしたいです。
嘘偽りはもうやめて本当の平和を。。。

35018 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオ脱原発
原発、絶対反対！

原発に未来はない。今の科学では原発は扱えない。未来を考えたとき、なにがベストなのか、分かり切っている。子供たちの未来、地球の未来を真剣に考える時だ。
利益優先はもう終わりにすべきだ。

35019 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は即刻廃止すべきです 8月6日放送のＮＨＫ特番「黒い雨」を見ました。
日本という国は67年前からずっと同じ体質なのだということを思い知らされました。国益を尊重し、それによって苦しんでいる国民のことは見て見ぬふりをし続けているのです。

今後、エネルギー資源を原発に頼りつづけていけば、私たちとその子孫がどのような不利益をこうむることになるか測り知れません。そして、その時国は何も責任を取ってはくれないでしょう。
3.11の悲劇が何度も繰り返されるかもしれないのです。政府は最悪の事態を想定しなくてはなりません。

廃棄物を地中に埋めるしかないような、その果てがどうなるか誰にも分からないような恐ろしいエネルギーを私たちは使い続けてよいのでしょうか。
今はまだ大丈夫かもしれません。でも、私たちの子どもの世代は？孫の世代は？

未来への悪影響が、明らかな原発は即刻廃止すべきだと考えます。

35020 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を望む 福島原発での事故被害からもわかるように、原発は地震国にとっても、そこで働く人、周りに住む人、自然、生き物、全てにおいてリスクとコストが高すぎます。
私たちはただ健康に、普通に暮らしたいだけなのです。

危険なウランや放射性物質を扱い、死に近づくようなリスクを背負いながらびくびく暮らすよりも、
出来る限りの節電をし、足りない部分は自然エネルギーを使って、幸せに暮らしたいのです。

危険と隣り合わせな原発を稼働させるくらいなら、いくらでも節電するし、苦にはなりません。

節電や、自然エネルギーの開発は、日本人が本気で取組めば、世界でもトップを誇れるくらいの成果は期待できるはずです。

35021 個人 自営業 ５０代 男性 一刻も早く原発をやめる決断をすべきです。
つまり、0％です。それが技術大国、日本の生き残る
道だと信じています。

　元々プレートの境界に存在する日本において原発は不向きではないでしょうか。
万が一存続するにしても事故原因の究明は不可欠です。ただ現状は現場検証すらままならず、この状態はしばらく（10年単位）続きそうです。この際、原発は即刻やめる決断をし、官民学をあげ
て自然エネルギーの技術開発を進めるべきと考えます。
　しかし、時間はありません。既にドイツはその決断をし脱原発にシフトしているはずです。出遅れればどんどん特許を取られてしまいます。
　オイルショック、排ガス規制等を技術で乗り越えて来た日本再び世界に躍進するチャンスでもあると思います。

35022 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 すべての原子力発電所、高速増殖炉の稼働停止、即
刻廃炉を希望します。
よって、2030年も稼働停止のまま、(1)ゼロシナリオ
を選択します。

核廃棄物の処理の仕方が解決していないこと、私たちの社会が原発事故があった時に公正で民主的なサポートができるほど成熟していない事、原料のウラン採掘から稼働中の原発作業員に
いたる関わっている人の労働条件や人権が守られていない事、原発建設＆稼働によって立地地域のコミュニティを破壊してきた今までの実績から、原子力発電には反対です。
(1)のゼロシナリオを選択します。

電気で熱を作りお湯を沸かしたり暖房したりしていたところを、太陽熱の直接利用で省エネし、潮力・風力・地熱、小水力等の地産地消できる小規模発電を日本全国で利用することで原発廃炉
にしたぶんの電力を補う。送電網の分離と巨大発電企業の独占体制から体制を変える。そのために、今まで原発推進に利用していた税金は廃炉の為の費用に回し、新規原発の建設稼働はし
ない。また、再生可能エネルギーの推進を進める自治体には原発交付金よろしく再生可能エネルギー交付金を補助する（小額で多地域に）。

電気の自給は食糧自給と合わせて、安全保障上も非常に大切である。
ウランなど輸入に頼る危険な原料ではなく、日本でいくらでも手に入るものでの発電に変更すべきである。

35023 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 脱原発を望みます。０％です。 安心・安全に暮らせることが何よりも大切です。福島の事故から学ばなければ、私たちはまた過ちを繰り返す事になります。

35024 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択すべき。
それも、単に選択するのではなく、直ちに全ての原発
を廃止すべき。

今回の福島事故、その対応の無能力さ、その後の無責任体制をふまえれば、また、残りの２案が実質的に原発増加シナリオであることをふまえれば、さらには使用済み核燃料の処分等のめど
が全く立っていないことをふまえれば、ゼロ以外の選択肢はあり得ない。
また、我が国のように地震が多く、また、原発を扱う能力のない人間が原発を動かせば、再び事故が起きることは必定であり、一刻の猶予もなく、「直ちに」、全廃すべき。
ドイツの例をふまえれば、自然エネルギーでまかなうことは可能であり、それは、国富の流出防止と地方の振興につながる。
国民は、負担の増加を十分に覚悟している点を認識すべき。

35025 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを修正して採用することを希望します。 ゼロシナリオの前提に「現在家庭やオフィスで使用している電力使用量を30％以上削減すること」を追加する。
無駄な電化製品や照明の見直し、自動販売機の設置・店舗の深夜営業の制限等も含めて全国民が電気に頼る生活を改善することで原発の発電分をマイナスにする。
事故が起これば、広い地域に人が住めなくなるような原発のリスクが高すぎる。そのリスクがなくなるために、生活の利便性が後退するのは仕方ない。

35026 個人 自営業 ５０代 女性 原子力発電は「いまだに使用済み核燃料の処分方
法・処分場所のめどがたたない」という重大な欠陥を
抱えている。最小限の移行期間を経て、原子力発電
を廃止し、自然エネルギーの比重を高めることを求め
る。

　原子力発電は、事故が発生した場合の破滅的な被害のほかに、「いまだに使用済み核燃料の処分方法・処分場所のめどがまったくたたない」という重大な欠陥を抱えています。そもそも民生
用として許容できない技術だということです。安全な処分の目処が立たないまま「核のゴミ」を増やし続けることは、今の人間がエネルギーだけさっさと使い、負担だけを後世へ押しつけることで
あり、不公平以外の何物でもありません。これ以上「核ゴミ」を増やさないよう、最小限の移行期間を経て、すべての原子力発電所を廃止することを強く求めます。
　自然・再生可能エネルギーは、適切な政策的誘導があれば十分な技術と潜在容量があることは周知の事実です。それで電気料金が上がるとしても、大部分は「無駄・過剰」の節減でまかなえ
ます。
　一刻も早く、自然エネルギーの比重を高めるための政策を実施してください。

35027 個人 自営業 ６０代 男性 原発は将来にわたり廃止する。最低限の原発を稼動
しながら新規に作らず、順次廃炉にして、まだ確立し
ていない廃炉技術を日本が開発する。

(1)　核廃棄物の安全な処理方法が確立していない、将来必ず人類の生存を脅かすと思います。地中保管もいずれ地殻変動で漏れ出して手がつけられなくなります。

(2)　今のエネルギーを多用する社会構造から、循環型エネルギーを消費して生きていける社会構造をめざす。

(3)　そのために経済学を循環型に作り変える。価値観の変換をはかる。自然科学、経済学、倫理、宗教も人間が生きていける環境は循環する中にしか存在しないという定理の中で再構築され
なければならない。

35028 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 １．原発依存割合は０にすべき。
２．日本は地震が多く、原発は高くつく。
３．目先の原発依存ではなく、自然エネルギーの中長
期的景気刺激を考えるべきである
４．ウラン埋蔵量は、５０年先には枯渇する。

上記２に挙げたとおり、原子力のコストは事故が起きると高過ぎ、取り返しがつかない。福島の事故１つ取っても、どれだけの損失を被っているか。東日本の野菜、きのこをはじめとする一次産
品は皆放射能に汚染され、牛、豚、鶏肉はもちろんのこと、周辺海域の各種漁業、静岡茶、千葉県の各種産物に至るまで、取り返しのつかない汚染を後世に残した。また、チェルノブイリの避難
勧告よりも緩い基準をもって対応している日本は、今後１０数年のうちに確実なる甲状腺がん等疾病の発生リスクを背負うことになるだろう。
　また、上記３、４を念頭に置くとき、既存の利権を負うことにに汲々とする電力会社、利益に与る大企業、経済団体、原子力施設受け入れ自治体の「とりあえず原子力依存」経済は、大きな国家
的損失である。アメリカ合衆国オバマ大統領のグリーンニューディール構想のごとく、中長期的マクロの経済効果を考えるとき、今こそ、日本のＶ字回復に大規模な自然エネルギー開発のイノ
ベーションを起こさない手はないと考える。

35029 個人 学生 １０代以
下

男性 原発は必要です。 去年からずっと節電、節電です。もうこれ以上の冷房や暖房の節電は我慢できません。生活に大きな影響が出ています。
日本には資源があまりない中で、原子力発電は大事です。
日本に原発は必要です。

35030 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを望んでいます。 福島であれほどの事故が起きたにも関わらず原発を再稼働しようとしていること、帰る場所がなくなってしまった人達がいまもなおいること。海も土地も汚染されてしまい安心して食べ物を選べな
くなってしまったことが悲しく憤りを感じます。国民のための政治ならエネルギー政策をシフトしていくべきだと思います。日本にある原発を全て廃炉にするべきです。

35031 個人 自営業 ４０代 男性 ２０３０年時点での「ゼロシナリオ」に到達実現を支持
する。
「ゼロシナリオ」＝原子力発電の全廃の実現する事を
切望する。
現実として可及的速やかに原子力発電の全廃へ政策
を立案し実行して欲しいと考える。

尊い命のために・・。
誇りある生きかたを示してください・・。

意見及びその理由として次の３点について述べる。
１．決められない、使用済み核燃料及び高レベル放射性物質（以下「核のゴミ」という）の最終処分
２．地熱エネルギーの積極的活用による技術開発と、電気エネルギーの製造
３．多様なエネルギー社会の、新たなる技術確立と、地産地消型社会へのコンパクトエネルギー社会の実現

１．決められない、使用済み核燃料及び高レベル放射性物質（以下「核のゴミ」という）の最終処分

使用済み核燃料及び高レベル放射性物質（以下「核のゴミ」という）の最終処分が、現時点で確立出来ていないにも、関わらず核のゴミが増え続ける行為はやめるべきである。
原子力発電には使用済み核燃料の問題がある。核燃料サイクルは高速増殖炉の問題、また核燃料サイクルをおこなったとしても、核燃料廃棄物の量は減るが、最終的には最終処分場が必ず
必要となる。
しかし、最終的な地層処分にしろ、中間貯蔵施設の立地にしろ、処分場となりうる場所が未だに、場所の選定すら出来ない状況にあるが、核の燃料廃棄物は増加する一方である。
しかも福島第一原子力発電所での事故によって処理しなければならない、多くの放射性物質が付着した物の処理についても、中間貯蔵として、福島第一原子力発電所が立地する福島県双葉
郡内に、中間貯蔵すると決定したが、最終処分（長期貯蔵）する場所は未だに決まってはいない。
それどころか、東日本大震災の瓦礫処理として、日本全国の自治体に、瓦礫の焼却処理をお願いしても、放射性物質の付着を嫌い、燃える瓦礫の焼却実験すら、進んでいない実情を考える
と、いわゆる「核のゴミ」の最終処分が出来うる地は日本の国土にあるとは、私は考えられない。
したがって、「核のゴミ」を増やし続ける、原子力発電政策は続けるべきでは無い。

２．地熱エネルギーの積極的活用による技術開発と、電気エネルギーの製造

原子力発電による電気エネルギーの製造の代替手法として、地熱エネルギー技術を本格導入する事を提唱する。
現在日本国内で稼働している地熱発電は、１９９９年の東京電力の八丈島地熱発電所を最後に事業用の新規開発がない。
それから１０年以上地熱発電の技術は日本で実用化されていないことになる。
バイナリ発電方式など近年の技術を持ってすれば、これまで試算していた、地熱発電で可能な発電可能電気エネルギー量は上積みかのなのではないだろうか。
もっと真剣に、地熱発電の開発に費用（コスト）をかけて開発するべきだと考える。
２０３０年まで、１８年ある。そのうち２０１５年から東日本、西日本で各１カ所（１基）ずつ、地熱発電所を建設できれば、２０３０年迄に３０カ所（３０基）建設可能である。
現実的には難しいかもしれないが、２０３０年迄に地熱発電所の新規建設を１５基を最低目標として、研究開発する事は出来ないだろうか。

３．多様なエネルギー社会の、新たなる技術確立と、地産地消型社会へのコンパクトエネルギー社会の実現

現在（２０１０年時点）の電気エネルギーの主たる発電方法は、火力発電、原子力発電、水力発電（再生可能エネルギーの約８割）であるが、これら電気エネルギーの製造は、地域専売の電力
会社毎に 電力会社の営業地毎に広域での 発電にな ている



35032 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 再生エネルギー火力発電を中心とするエネルギー政
策への転換及び原発ゼロシシナリオへの転換

日本における最悪のシナリオはまた災害などが原因で原発事故が発生すうこと。このときには、日本は事故による直接的な被害だけでなく国際的な信用が地に落ちることになると考えられる。
これは、経済、技術の分野によらずと考えられる。こうならないためには本質的に原発をなくすことが必要となる。

35033 個人 その他 ５０代 男性 原発をできるだけ早期に全廃する。電力コストが上が
るとか二酸化炭素が増える等の指摘があるが、省エ
ネ（需要管理）と効率改善により対応可能であり、脱
原発・温暖化対策の両立化は可能。

(1)日本だけ原発をやめても意味がないという批判があるが、国内では核燃料サイクルが事実上破綻しているので、原発の運転は事実上継続できない。
(2)供給力としては現実に今夏でも原発なしで足りている。
(3)原発の発電コストは安いと言われているが、現に政府の試算（コスト等検討小委員会）でもその他の発電方式に比べて安くないと評価されている。
(4)日本の１次エネルギー総供給のうち約７割が熱損失であり、これを多少改善するだけでも、原子力による１次エネルギー供給をカバーできるほどのポテンシャルがある。
(5)ゼロシナリオでも結局は福島事故以前と同じ再稼動の可能性があり、社会的合意が得られていない。

35034 個人 無職 ６０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
  子供は、日本の未来であり、希望です。その子供たちに福島原発事故のような原発事故を二度と遭遇させてはなりません。野田首相は「自分の責任で大飯原発を再稼働させる」と原発の稼働
を推進しています。でも、大飯原発の安全対策は、福島原発事故当時のままです。防波堤もできていないし、活断層の対策も取れていません。なのに、明日大飯原発事故が起こった場合、野田
首相はどのように責任を取るというのでしょうか？放射能被害、琵琶湖の汚染、住民の避難、広大な地域の除染、子供たちの未来、これらにどう責任を取るというのでしょうか。そもそも責任など
取れるはずがありません。だったら、武士のように腹でも切ってお詫びするというのでしょうか。
  原発を推進しようとする人々は、電力料金が上がり日本の産業が衰退すると言います。本当でしょうか？電力料金は皆が痛みを分かち合えば克服できます。消費税の増税に比べれば、どうっ
てことはありません。それにしても、あれほど「電力料金が上がるから原発を推進すべき」という経団連が、すべての物価を上げる消費税増税に何も反応しないのは何故でしょうか？不思議で
す。
自動車産業が排ガスクリーン化技術で世界に勝ち日本を支えたように、日本はクリーンエネルギー技術の開発で世界に勝ち、クリーンエネルギー技術とその産業が、日本を支えるようになると

35035 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。

コメントのお取りまとめ、お疲れ様です。

さて、子ども達の未来のために、空気や海を汚す原発はやめるべき。廃炉などに時間がかかっても、最終的にはゼロにしたいです
福島の事故を教訓に、原発をやめれば世界にクリーンなイメージを与えることができると思います。
もし、原発を稼働させることが、一部の利害関係者のためであるならば、もうやめて欲しいと思います
私たちは、負担ばかりあって、利益はありませんし。
どうぞよろしくお願いします。

35036 個人 家事専
業

５０代 女性 原発に頼らずに自然エネルギーへの移行をただちに
進め、原発０％の日本にしてください。

２０１１年３月１１日に福島の原発事故が起きるまでも、原発に不安をもっている人はたくさんいました。もし、事故が起きたら･･とか、働く人の健康は守られているんだろうか･･とか、廃棄物の処
理は安全にできているんだろうか･･と、頭の片隅では考えていました。
そんな中で事故は起きました。今回は地震がきっかけでしたが、他にも何が起きるかわかりません。その事故が起きた時に、人の手ではコントロールすることができない、それが原発なんだとい
うことを目の当たりにしました。コントロールできない原発をこんなに沢山持ってしまっていたことを後悔しています。
これから生まれてくる子供たちに対しても、この不安な状態をそのまま残したくはないです。この経験をした私たちが原発は廃止することへの責任を持っていると思います。
その責任を果たすことの一歩として、こうして意見を述べることにしました。国会の事故調査委員会の報告書の指摘を真摯に受け止め

35037 個人 無職 ５０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 福島の事故を経験したのに、なお原発を再稼働するなんて、気が狂っているとしか思えません。

経済ばかりを優先する国策は、私たち日本人を不幸にします。
なぜなら、貧富の格差を生むからです。

これからは、エネルギー消費を少なくする生活を望みます。
差別を生む原子力発電は、今すぐ廃炉にすべきです。

命を削って作業している人々、過酷な生活を強いられて生活している福島の人々がいる現状に目を背けないでください。
核の最終処分の技術を持たない人類が、原子力発電を作ったこと自体間違いだったのです。
原発の稼働を続ければ、負の遺産を背負うだけです。

もっと人の命を大切にする政策にシフトしてください。

原発ゼロシナリオを支持します。

35038 個人 自営業 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。
直ちに現在稼働中の大飯原発を停止し、全ての原発
を廃炉にするべきです。

　日本の水力、火力発電にはまだ多くの余力が有り、コスト面でも原発より割安です。もとより原子力発電は必要有りません。

　まして２０１１年の震災において原子力発電の危険性と管理システムの脆弱さが露呈した今、多くの人々は被爆をし、土地や海へのさらなる汚染も続いています。この上原発を稼働させるメ
リットなど到底あり得ませんし、このまま原発を稼働させても、いずれにせよ近い将来ウラン燃料は底をつきます。
そのような原発が稼働中なのは一部の利権に関わる人々の利害の為でしか無いと思われますが、そのようなことはあってはなりません。

　すでに国際的にも「汚染国日本」となってしまった以上、これから出来る事は後片付けしかありません。安全性、経済性、倫理的観点すべてから見て、一日でも早く全ての原発の廃炉へ向けて
動き出さなければならないと思います。

　

35039 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「15シナリオ」現実的に急速に原発ゼロにするのは難
しい、再生可能エネルギーも現時点では不安定、代
替エネルギーの安定的供給を目指すことが肝要かと
思います。

原子力発電の代替手段として、CO2増加や大気汚染の懸念がある火力発電はできるだけ増やしたくありません。とはいえ現時点での再生可能エネルギーはかなり不安定だと感じています。当
然のことながら自然環境にかなり左右される側面があるからです。自然が思い通りにならないということは、何よりもこの東日本大震災で我々が実感したことです。原子力よりもコストが安く安全
で安定的なエネルギー供給ができるのであれば自ずからそちらにシフトしていくと思います。ゆえにその分野の研究開発に対して予算を割いて、新たな時代の国際的モデルケースになるような
（そして輸出できるような）技術を確立し、それに基づいた政策を立てていただきたいです。

35040 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 20％シナリオにすべきと考えます。しかし時流に乗っ
ている「再生可能エネルギー」の進展は市場に任せ、
国としては廃炉に向けた技術開発や天然ガス田開発
を行うべきです。

エネルギー転換は50年以上の単位でなされるべきで、拙速な移行は大きな混乱をもたらすと考えます。
大きな方向としては原子力発電を減らし「再生可能エネルギー」と天然ガス発電を増やすしか道は無いですが、2030年に原発0％はあまりに実現性がないのではないでしょうか。
さらに現実問題として「再生可能エネルギー」を2030年までに30～35％にするのかなり困難であり、固定買取制度などで多額の補助金を必要とするため、赤字国債を今まで以上に積み上げるこ
とになると考えられます。

国が予算をつけて行うべきなのは民間ベースでは採算の取れない、原発廃炉に向けた技術開発と国内の天然ガス田開発やメタンハイドレートなどの実用化研究などで、「再生可能エネル
ギー」の発展は時流に乗っている市場に任せるほうが良いのではないでしょうか。
「再生可能エネルギー」の固定買取制度などを拡大する場合、その枠に収まらないような新しい技術はコストに見合わないため開発が停滞し、全体としての発展を妨げることになります。

35041 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 これ以上、原発再稼動をせずに全ての原発をすみやかに順次廃炉にしていくべきです。

大飯原発も、現時点での安全が不完全のまま再稼動してしまいました。
福島原発事故が明確にした事故の深刻さ、
未だに収束など程遠い現状は、未来への大きな不安です。
人間がコントロールできない原発は国民にとって恐怖でしかありません。

自然エネルギー、火力エネルギー、省エネ対策、
ありとあらゆる知恵を結集していくしか道はないと思います。

35042 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「2030年に原発ゼロ」ではなく、原発の即時廃止を求
めます。

福島第一原子力発電所事故では、原子力炉がコントロールできなくなった際の怖さ、リスクを思い知らされました。
こどもたちに負の遺産を残すことは出来ません。

2030年までは原発を維持するのでは遅すぎます。即刻廃止を求めます。

35043 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発を０％にして下さい。 原発を０％にするには、時間が必要だとは思います。値上がりもするでしょう。
でもそれはかまいません。

原発大国であるフランスでさえ、その使用済み燃料をどう処分していいか分からないという状況で原発を動かす、または増やす、という選択はおかしいと思います。
原発に頼るなら、使用済み燃料をどうするのか、それをまず考えなければいけないと思います。何世代も先の未来にまで残る核物質を土に埋めるなんて、正気とは思えません。子供にだって安
全でないことが分かると思います。なんて浅はかな考えだろうと思います。

それに加えて、やはり地震に対する対策の甘さです。
多くの専門家が活断層があることを認めているのに、それに対する安心できる対応、回答が電力会社からも、政府からも全く聞こえてきません。
その対策の甘さと、もしかしたらきちんと話し合われているのかも知れないのにまったく国民に見えてこない、政府・官僚・電力会社の仕組みにも絶大な不信感を抱いています。
そんな人たちの手で原発を扱ってほしくない、というのがまず沸き上がる思いです。

原発に頼りたいのなら、その安全性と重要性をまず、誠意を持って国民に説明して下さい。きちんと時間をかけて説明して下さい。
また、送電の権利を今ある電力会社だけに与えるのはやめてください。

電気を使う私たちに、どこの電気を使うかを選ばせて下さい。そして発電・送電の自由競争を認めて下さい。
そうした、フェアな条件の中で実際にお金を使ってみて、そこからエネルギーは何から、どこから電気を買うのかを、選んで決めていきたい、というのが、理想です。

しかし、今のところ、そのような誠実な対応を政府がしてくれないので、原発は０％に、という選択をします。

35044 個人 無職 ６０代 男性 30年後の原発ゼロを支持します 30年後の原発ゼロを支持します。原発の冷温停止並びに廃炉の作業に従事している方々をすべて東電の正社員にしてください。蓮池透さんのお話では6次7次の下請けは顔も見た事がないと
おっしゃっていました。危険な現場で働いている人たちの実態をきちんと把握する為にも正社員化は不可欠だと思います。
危険な仕事をさせて線量オーバーで首の使い捨てではそのうち誰もやる人がいなくなります。これからいくつもの原発の廃炉作業が始まるのに今の労働環境では先の見通しはありません。

35045 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロシナリオ希望します。 世界で日本は、唯一の被爆国であります。
６７年経った今なお原爆症に苦しむ人々、原爆の惨状を昨日の事のように記憶に焼き付き生きている人々の思いを想像し、その人々に想いを馳せ、そして自国の福島から原発事故を生み、原
発の前には無力である事は明白であります。
人の手に負える代物ではないことも明白であり、手を出してはいけない物。
原発ゼロに、いかなる理由も理屈も必要ないのではありませんか？
原発ゼロは、この世に命ある生き物すべての権利だと考えます。

35046 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ３つの選択肢からゼロシナリオを選択します。理由を
(1)福島原発事故、(2)電力、(3)核のごみ、(4)地球温暖
化、(5)エネルギー産業、をキーワードに述べます。

私は３つの選択肢からゼロシナリオを選択します。福島の原発事故やチェルノブイリの事故から、私たちは一度事故が起きると現在の技術では収束させることができないことをすでに学んでい
ます。今福島の方々が感じておられる将来にわたる放射能の不安をこれ以上背負うことがないように、原発のない社会を作るべきです。電力は十分足りていると感じています。昨年も今年も猛
暑でしたが、使うべきところにはきちんと電力を使いながら、いままで無駄に使っていたところを節電すれば対応できてきたのではないでしょうか。電力不足をあおり、必要以上の節電を求めるの
は是正してください。また核のごみの問題も非常に大きな問題です。人間が処理できない危険な核のごみをすでに私たちは背負っています。人類の未来のためにこれ以上核のごみを増やすべ
きではありません。地球温暖化の問題ですが、原発も生成過程、加工、運搬時になど多くの二酸化炭素を排出している事実を国民に明らかにすべきと思います。原発をなくし、原発にかけてい
た費用で本当に地球環境にやさしい水力、太陽光、地熱などの自然エネルギーの開発を進めることが必要です。そこには新たな雇用が生まれ、産業に発展します。現在、原発があり交付金で
財政を維持している自治体に、原発廃炉後もこのようなエネルギー産業に転換することによって交付金に頼らない町づくりができます。私は６７年前原爆が投下された長崎の出身です。世界か
ら核兵器も原発もない、放射能被害に苦しむことのない社会を目指しています。稼動させてしまった大飯原発もすぐに停止し、すべての原発を廃炉にすること、新たな原発は作らないこと、そし
てゼロシナリオを政策に選択してください。

35047 個人 学生 １０代以
下

男性 日本のエネルギー政策を考えた場合、原発は絶対に
必要と思います。

今、日本では、原発以外の発電方法が脚光を浴びていますが、大いに疑問があります。それは発電効率が、原発の何分の１、何十分の１だからです。特に再生可能エネルギーはドイツなどの
海外で電気料金の大幅な上昇を招き、失敗しています。電気料金が上がれば、日本の産業や国民生活に深刻な影響を与えます。
ここ数十年のエネルギー政策を冷静に考えれば、原発を他の発電方法に代替することはできません。

35048 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択します。命の大切さと同じ過ちを
繰り返さないという理由から優先すべき第一の選択肢
です。日本には世界に誇るべき科学技術力があるの
ですから早急な自然再生エネルギーの確立も可能だ
と考えます。

まず絶対に同じ誤ちを犯さないというのが今回の事故で現在も苦しんでおられる犠牲者の方々への報いであり、国際的な信用を得る大事な決定だと思います。日本の様な地震列島では原子
力を安全に扱うにはリスクが高すぎることが十分に証明されました。そして、自然再生エネルギーの分野で日本の技術力を十分に発揮することが世界に示す次のあるべき姿でありましょう。現
地点でコスト面の理由から導入が進んでいませんが20年後という制約のもとに革新させることは戦後復興より十分に易しいことではないでしょうか。技術力よりも原子力に潜む利権の解体が急
務でしょう、日本中の市民に広がる何百万、何千万という良心の声に今こそ耳を傾けてください。日本政府が賢明な選択をなされることを切に願います。

35049 個人 自営業 ５０代 女性 稼働していなくても危険な存在である原子力発電所を
なくし、後世に生きる人たちが核の存在におびえるこ
となく生きられる社会をめざしてください。

　福島での原子力発電所事故が起きる前から、ずっと原子力発電所の存在そのものに、またその燃料、廃棄物についても、大きな不安を感じてきました。
　原発の再稼働は、その延命に加担する措置であるゆえに反対です。同時に、原発をゼロへ。廃炉への明確なシナリオづくりを強く望みます。日本が率先して、その研究の先端に立つべきです
し、それを可能にするために、世界に協力を呼び掛けてほしいです。
　政府の皆さんは、ご自分たちが手にしてしまった権力の使い道を、どうか間違えないでいただきたいと思います。私達もまた、自分たちの代表を決めるために、より賢くなっていかなければい
けないと痛感しております。皆さんも逆の立場にいらっしゃったときは、同じ思いだったのではないでしょうか。
　福島以上の事故が、明日起きないという保証は誰にもできないと思います。何事につけ絶対に安全なものはないのかもしれません。しかし、核物質の利用が始まる前の時代には、現在のよう
な危険は、ほぼゼロだったはずです。もちろん、温暖化対策も必要であり、私達の課題は膨大ですが、次に続く世代の人たちが、前向きにこの課題を引き継いでいってくれるように、いのち優先
の哲学にそった政策展開をぜひしていただきたいと思います。希望を手渡せるように。心から祈っております。

35050 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー、環境に関する選択肢について原子力発
電の比率を0%にすることを強く求めます。

原子力発電に関して廃棄物の処理方法が確立されてない、人間にはコントロールできないものであるということ。被曝国である日本は自然エネルギーの利用にこそ投資をして、世界に誇る技術
立国復権を目指すべきだと思います。福島の事故は各地に様々な影響を及ぼしています。原因も解明できていません。多くの人たちが、苦しんでいる現状を踏まえて、未来の日本に安心を残
すためにも、原子力の利用は諦め、代替エネルギー利用を促進することが必要だと考えます。大震災と福島第一原発の事故を経験した今こそ、エネルギー政策の転換点であると思います。

会社毎に、電力会社の営業地毎に広域での、発電になっている。
それは、発電設備そのものの立地条件が、原子力発電の場合、人口過疎な海岸部であったり、水力発電の場合、山間部であったりするわけであるが、再生可能エネルギー（太陽光、風力、波
浪など）の発電となれば、発電施設の小型設置が可能であり、電気エネルギーの消費地により近い場所で、エネルギー創造が可能なのではないだろうか。
生産地と消費地が近くなるほど、エネルギー送電ロスが少なくなり、よりエネルギー効率が高まると考える。
したがって、総発電量そのものを、押さえることが可能になるのではないだろうか。
電気エネルギーの製造の主たる方法である、火力発電、原子力発電の原理は、水を熱エネルギーで高圧にして、タービンを回転させて作っている。
すなわち熱エネルギーを回転エネルギーに変換して、電気エネルギーを製造するという、エネルギー変換が行われている。
そうして製造された電気エネルギーは、利用者側で、再度回転エネルギーや熱エネルギーに再変換して使用している。
つまり、エネルギー変換を何度も行いエネルギー変換ロスが多いのも事実である。
エネルギーの製造地と消費地が近ければ近いほど、熱エネルギーなどの廃エネルギーを利用できる様になるのではないだろうか。
大量生産、大量消費社会から脱却し、必要エネルギーを必要な分だけこまめに製造するコンパクトエネルギー社会への技術転換を含め、取り組む事こそこれからの日本社会に必要と考える。



35051 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 日本中の原子力発電所はすぐにでも停止するべきで
す。また、できる限り早く廃炉にするべきです。

高校の地学の授業で「半減期」を習った時、とても怖くなりました。
自分の理解できる時間の中ではウランやプルトニウムは無くならない。
原子力発電では、何億年もかかってやっと害が無くなるようなものを作っている。
そう思ったら、とっても怖くなりました。それが、25年前。
四半世紀過ぎたいまでも、害なく処理する方法は見つかっていません。
この地震国の日本で、また東日本大震災のような災害が絶対起こらないとは言えません。現に、たくさんの専門家が原子力発電所の下に活断層が走っていると言っています。
日本には技術があります。
これからは、自然エネルギーや再生可能エネルギーへシフトして行くべきです。
日本の技術なら、世界を牽引するような立場なれると思います。
すぐにでも全原発を停止し、廃炉にしてください。
そして、新たなエネルギー政策で、世界の先端を走ってください。

35052 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを強く望みます。 （１）廃炉の技術、核のゴミを処分する技術を一日も早く見つけてください。
（２）なるべく早く原発ゼロ・もんじゅは廃炉にしてください。
（３）原子炉の寿命と言われている４０年を越えるものは、延長せず廃炉にしてください。
（４）活断層の調査を速やかに行ってください。
（５）再生可能エネルギーの開発に予算も法律改正も全力で取り組んでください。
（６）今、取り組まなければならない問題を経済やエネルギー供給の安定の問題にすりかえ、不安をあおり、先送りにしないでください。
（７）１０万年も先まで残る負の財産をこれ以上増やさないでください。

35053 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを求めます。
社会や環境・経済の持続可能性を考えれば、全原発
をすぐに停止し、省エネ拡大、自然エネルギー導入強
化を行うと共に、天然ガスをエネルギーシフト過渡期
の橋渡しとして選択すべきです。

安易に、そして国民の大半が無知?無関心に、あるいは公平な情報を得ないままに原子力依存の政策が進められてきたのだと、福島の原発事故で思い知らされました。安くて安全と謳われてき
た原子力発電は、実際にはその逆で、一旦今回の様な事故が起これば、私たち国民に深刻なダメージをもたらし、その代償は重く取り返しがつきません。安全な原発など存在しません。私は祖
先が残してくれたこの豊かな土地をこれ以上汚したくないし、私の子孫や次世代を生きる人々に、これ以上の負の遺産を負わしたくありません。日本が世界的にも地震大国であることは否め
ず、その様な状況で、一旦事故が起これば収束のメドも立たない様なエネルギーをこれ以上使い続ける事は出来ません。福島の事故に起因する汚染は日本だけの問題ではなく、世界に対する
日本の責任です。前を見ましょう。原子力は過去からの負の遺産です。日本は今が窮地ではあるけれど、転機でもあると思います。原発はもう要りませんし、今すぐにでも脱原発を目指すべき
です。

35054 個人 無職 ６０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択します。
ただ、あくまでも、どうしてもこの３つの中から選べ、と
いう設定においてです。

「２０３０年までに」という前提に反対です。
この様なシナリオは、１５％に誘導するのは明白。
私は、断固、「即ゼロ」を訴えます。

現実に可能だからです。今も一基しか動いていないのです。
それも、火力を止めていたこともばれてます。

この後に及んで、最低でも後１８年も運転させるなんて、いい度胸ですね！

目先のことで、眼をくもらせてはなりません。

現在、福島事故の教訓も学ばず、原発が再稼働されている危険な状況です。
世界の迷惑国になってますよ！

ずっと前から無視されていた各地の活断層が再浮上した問題も、また葬りさられる危惧を感じています。

幸運にも西日本が今回は放射能被害をまぬがれました。
もう一度、西日本でもっと小さな事故でも放射能が出されれば、日本にきれいな食物はなくなります。日本は終わります。

各原発内プール内の沢山の燃料も、非常に危険なことが今回露呈しました。

大多数の日本人はもう原発は止めてもらいたいのです。

捨て場のないごみは今日も増えていることに、いてもたってもいられません。
ちゃんと公正にやってくれるのなら、多少の不便や電気料金などの負担等、喜んで負担いたします。

35055 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 すべての原発を廃炉にすべきです。大飯原発3、4号
機を含めて原発の再稼働をやめるべきです。核燃料
サイクル方針もやめるべきです。

(1)福島第一原発事故により、安全神話は完全に崩壊しました。想定外の津波だけをいまだに理由にしていますが、国会事故調報告にもあるように地震による損傷を認めないことからしても、あ
るいは今日再度明らかになった志賀原発をはじめとする活断層の存在をごまかしていたことなどからして、次は安全に稼働することなどあり得ない話です。この間の事故隠しを見ても、東電だけ
に限りません。北陸電力の臨界事故隠しを見ても、一電力会社の問題ではありません。(2)国は2010年12月に「冷温停止状態」と、事故収束を宣言しました。しかし4号機の燃料プール崩壊の危
機は海外の専門家からも指摘されるように、待ったなしの状態です。こうしたことも明らかにしていません。(3)福島県などは広範囲において汚染をしていると言わざるをえません。そして、その対
応も後手後手です。(4)原発はたとえ目に見える事故が起こっていない状態でも、現場作業員の強度の被曝が恒常的に強いられています。この点からも、「安全」に稼働していたとしても、労働者
の被曝を生み、作業員が使い捨てになっています。
以上のことからして、原発の再稼働は認められません。

35056 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 送電損失を今まで以上に改善し、電力供給量を減ら
すことに努め、原子力発電をなくす。

送電損失を減らすために、柱上変圧器はアモルファス製に変える。大型の変圧器は高磁束密度低鉄損のものに変える。
供給が足りないので、需要を減らすために節電を要請することや、原子力発電を行うということは、上記の企業努力を行った上での話である。
電力会社からこのような効率向上の案が出てこず、実施報告も聞かないのは一般企業としては努力をしていない証拠である。普通の会社なら潰れていてもおかしくなかろう。電力会社がまずは
底力を出す時ではないだろうか。

35057 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオを選択します。福島第一原発事故による放射能漏れにより世界に甚大な被害をもたらしました。今私たち大人は未来のある子ども達が安心して暮らせる日本にする責任がありま
す。原発は不要です。早期に代替エネルギーへのシフトを希望します。お願いです。

35058 個人 家事専
業

３０代 女性 2030年後のエネルギー資源に原子力は加えないで下
さい。自家発の太陽光エネルギーの推進・援助をし、
各家庭や屋根を利用できる店舗・会社は自家発で電
力をまかなえるように進めて下さい。

福島の原子力の問題は全然解決していません。日々深刻化しているようにさえ受け取れます。3.11でばらまかれた放射能は現在、日本の各地で食品から姿を現し、福島の人々だけでなく、全
国の子ども達を始め、人々の健康を害するものになっています。
原発は事故がなくても環境を破壊しています。
原発から流れている排水は近隣の海水の水温を上げ、海の生態系を崩しています。
原発の近隣は人が住めないようにされています。
安全性が低い為です。
危険があるから市街地には建てられない、火発は東京湾沖でも沢山建っています、なぜ原発は建てないのか。
建てた人たちは危険なのを百も承知の上だからです。
今回の福島の爆発が自分たちに及ばないようにする為です。
でも各地の原発がそのような危険に冒されれば、日本は本当に人の住めない、国になってしまいます。
沢山の子ども達が苦しみ死んでいく世の中にしない為にも、処理できない廃棄物を自分一世だけの利益の為に子ども達に押し付けず、安心して住める国に出来るよう原発は早期に０にして下
さい。

35059 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢3の原発比率をベースとするとしても、再生可
能エネルギー比率は非現実的。もっと下げて不足分
を原発で補うべき。電力料金は現状並み以下とし産
業競争力維持向上を図るべき。省エネ幅は現実的な
設定とすべき。

1.再生可能エネルギーは稼働率を平均値で見ているが、30%も見込むとすると、能力としては、ほぼ所要電力相当以上の出力が必要となり、増加側にばらついた時には電力網が破綻するという
ナンセンスな計画である。
2.電力料金が殆ど2倍になるということは、一次エネルギーを輸入するための外貨を稼ぐべき第二次産業を壊滅させるに等しい。国としての自殺行為で、むしろ現状並みないし更に下げることで
産業競争力維持向上を目指すような政策が採られるべきである。
3.国民運動としての省エネ活動奨励は理解できるが、家を建て替えてまでソーラーパネルを乗せろとか、重油ボイラーをスクラップしろなど、言うは易いが実行は絶望的に難しい。また、東京都
の2倍以上の面積に風車を設置するなど荒唐無稽すぎる。もっと現実的で固めに数字を見込むべきである。スタンスがおかしい。

以上から、選択肢としては3しかないが、政策としてはもっと現実的に見直す必要がある。

35060 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持いたします。 ゼロシナリオ以外考えられません。
東日本大震災があり、原発による放射能の影響はこれからもずっと続くと思います。地震大国の日本に原発は不向きなのではないでしょうか。またいつ大きな地震が起きてもおかしくありませ
ん。原発が安全だと到底思えません。自然の力は人間の予想を超えることが今回の地震と津波で改めて判明しました。
原発がないと経済面で良くないと言われますが、逆に自然エネルギー関連の技術開発や雇用で経済が活性化するようにすれば良いと思います。日本の誇れる技術があれば、国内だけでなく
海外へも広げられるはずです。
世界のお手本となれるくらいに、今の子供たちに誇れる日本であってほしいです。

35061 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます。
出来るならもっと早く原発ゼロを目指して下さい。

福島の惨事を経験して、安全な原発など無いことが分かりました。
原発近くで地震が起こったらどうなるか分かりません。
福島よりも悲惨な事が起こるとも考えられます。

地震大国で原発を作る自体が間違いだったと思います。
今、原発を止める決断を行わなかったことで、後で後悔することに
なれば一生悔やみきれないでしょう。

原発がなくても他に電気を作る方法はあるのだから
グリーンエネルギーを強力に推進し、省エネ機器の推進等もして
早く原発依存を無くして下さい。
2030年などと言わず5年・10年でも出来ると思います。
要は政府のやる気・本気度です。産業界を後押しし、先頭に立って
推し進めて下さい。

35062 個人 家事専
業

４０代 女性 元発０シナリオ　即刻お願いします。 原発はどうあれ危険なもの。これをこどもたちの世代に
持っていくことは絶対にやめたい。

35063 個人 その他 ４０代 女性 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選びます
が、即刻廃炉すべきだと思います。

日本は地震の多い国で、すでに幾度もの被害を地震で受けています。それによって起こる津波も、すでに「想定外」と言い続けるには無理なほど、激しいものだと今度の地震で立証されました。
原発のメルトダウンなどで放出された放射線は日本中に散らばり、未来ある子供たちの健康被害、内部被ばくに及び、先が見えないほど食の危うさも立証されかかっています。
そんな中、これ以上原発に頼ったエネルギー対策をしていると、つぎいつまた酷い災害が起きて原発が爆発するやもしれず、その暴走を止める技術をまだ日本は持っていないことも、先のNHK
放送の再現番組でみました。

原発はゼロにすべきです。
私の意見は以上です。

35064 個人 その他 ４０代 女性 原発即時ゼロを希望します。天災を含むあらゆるリス
クの中、人間の力で制御できない原発は即廃止。今
後は再生可能エネルギー開発、温暖化、雇用問題
等、未来に希望を見いだせる日本にしていくべく対策
を練るべき。

原発即時ゼロを希望します。天災を含むあらゆるリスクの中、人間の力で制御できない原発は即廃止。今後は再生可能エネルギー開発、温暖化、雇用問題等、未来に希望を見いだせる日本に
していくべく対策を練るべきである。
２０３０年までではなく即座の稼働ストップを強く希望します。今後の原子力との関わり方は、現存原発の廃炉・核廃棄物の管理問題など、これ以上の被害を出さないために、また、すでに被害を
受けているものへの対策、日本再生に向け尽力すべきと考えます。

35065 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発２０～２５％シナリオに賛成

産業が安定し、雇用を確保し、国が繁栄できるために
は安定した電力の供給が不可欠である。そして、世界
の平和と繁栄に貢献できるような国になることだ。

日本は、西洋と東洋の文化を融合することと宗教対立を解消できる唯一の国だという。その役割を果たしていくには、豊かで経済が安定し、国がしっかり繁栄していけることだ。他国に充分働き
かけることができる力を持っていることが必要だ。そのためにはエネルギー基盤をしっかりさせなければならない。日本の役割を果たし、世界の平和と繁栄に貢献できるようにしてほしい。

35066 個人 その他 ４０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。
2030年まで待たず、即稼動停止、即時全原発廃炉に
することが当然の選択と思いますので、それを望んで
います。

福島第一原発でレベル７の事故が起き、いまだに放射性物質の漏洩が止まっておりません。どこでも大地震の恐れのある日本では特に危険で、またいつどこで原発が爆発するような事態に
なってもおかしくありません。関西電力京都広報が大飯原発再稼動により電気が余るので、火力8基を止めたと書いてある新聞記事を読みました。今唯一稼動している大飯原発のある関西電
力でも火力8基も止められるほど電気は余っているようで、今夏は猛暑ですが、他の管内の原発は停止していますが、原発なしでも一番電力消費が多い時期に乗り切れるということですので、
危険な発電方法に頼る必要性は全くないのではないのでしょうか？
命を第一に考えれば、当然の選択ではないかと思います。

35067 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します 原発安全神話は崩れました、如何に対策をとろうと100％の安全は保障できません。
安全委や規制委が同じ穴の狢だと言う事、推進派の学者がお抱え学者と言う事も信用できません。
規制する側を全員反原発派にし、全員を納得させる事ができた時のみ原発を稼働させられるくらいにして欲しいです。
それでも過去の体質（隠蔽、偽装）から国民は信用しないでしょう。
更に、核廃棄物の問題も解決してない（トイレの無いマンション）現状で稼働する事は暴挙としか思えません。
埋設しても途方もない年月管理が必要で、安全など保障の使用が有りません。
また管理費用も莫大、逆に言えば管理する側はほぼ永久に利益を得られます。
政治家は直ぐに「政治生命を掛けて」と言いますが、政治生命にどれほどの重みが有ると言うのえしょう。
政治生命を絶たれたとしても死にはしませんし、代わりが次々に出て来ます。
しかし放射能で汚染された地域の方々は棲む家も、仕事も奪われたのです。
一旦事故が起これば国内だけでなく人類、いや地球の存亡に関わる事態になります。
経済がどうのと言ってる場合では有りません。
例え暮らしが不自由になろうと、人の手に負えない放射性物質をこれ以上使う事に反対します。
今まで費やして来た膨大な原発関連費用を代替エネルギー開発に切り替えるべきです。
例え暮らしが不自由になろうと、未来の為に原発を止める事を望みます。
不自由にならない為にも代替エネルギーの早期開発を。

原発は以前の政府が推し進めて来た事、その責任を何故追及しないのか。
済んだ事はお咎め無しが納得できません、某政党の他人事のような発言には辟易しています。
当時の古狸や学者を追及して欲しいです。

35068 個人 家事専
業

４０代 女性 一番目の「原発ゼロシナリオ」を支持します。 再稼働に全力で反対します。2030年までではなく、即刻ゼロにしてほしい。
原発事故で、たくさんの犠牲者と国土の汚染を招きました。今後も健康被害などはかり知れない被害が予測されます。
これ以上の被害を生まないためにも、福島の事故を世界の教訓として、あらゆる技術を結集して、自然エネルギーの取り組みを政府主導で取り組んで下さい。



35069 個人 家事専
業

３０代 女性 「ゼロシナリオ」を選択する 今後、他の再生可能エネルギーと化石燃料で賄えば、即刻原発ゼロでも大丈夫だと思う。特に、高効率の火力発電所をすぐにでも作れば良いのに、政府と電力会社はその努力を怠っている。
東日本大震災後、1年半あまり、何もしていないのは明らかに原発依存の道を残してきたと考える。
世界的にはシェールガス開発も進んでいる。日本近海にはメタンハイドレートの岩床も見つかった。石油・石炭に頼らずとも、原発よりクリーンで安価な発電は可能なはずだ。
また、原子力行政について、人口の少ない過疎地域に金を韓流し、迷惑な原発を作ってきた政府・電力会社の行いは差別的要素を含んでいる。現に原発立地市、県には多額の交付金を渡し、
危険と引換に私たちの安全・安心な生活が犠牲とされている。原発事故や海水・河川の汚染調査など、不安に思っても「安全だ」とか「安全なのにそのような調査をすることで風評被害が起こ
る」などという。しかし、今回の福島第一原発の事故により、政府・電力会社・原発大手メーカーの言うことは明らかに信じられないということが判明した。
川内原発については、2010年、原発3号機の増設問題が急ピッチで進められた。そのやり方はあまりに拙速で、国の意見聴取会もヤラセじみていた。国さえ信用できない。そのような公開質問
会においても、電力会社も国も聞いたことに答えず、答えにならない答えを述べるのみだった。

国も電力会社も、既に本当はどうすればいいのかが分かっているに違いない。しかし、一部の利権の絡んだ「国民」のために原発を動かそうとしているようにしか思えない。私たちのような「利権
のない国民」は政府のいう「国民」ではないのだ。福島第一原発で被災した人々も「国民」ではないと感じる。
薩摩川内市にも原発があり、議会にも、委員会にも足を運んだ。そこは、市民の不安に答えることはなく、ただただ国や電力会社のいいなりになり、その利権に群がる人々のみが「市民」「国民」
だった。

日本は今変わらねばならない。今後、日本は人口減少の道をたどるが、私は自分の子供たちを原発政策の生贄にすることはまっぴらごめんだ。
35070 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオ支持。理由は1)放射性廃棄物処理施設

問題　2)安全最優先　3)責任能力不足の電力会社と
政府が2030年まで原発稼動は不合理　4)22％省エネ
は当然　5)途上国への見本としての日本の役割。

日本の将来をかけたエネルギー選択において、私は「原発ゼロシナリオ」を支持いたします。
理由は以下の通り
(1)放射性廃棄物処理施設が確保できていない(この点について「エネルギー・環境に関する選択肢」の概要で触れていないことは問題があると思う)のに原発を維持すること自体、そもそも不合
理。
(2)原発が15％に削減されれば安全が85％確保されるわけではない。原発「一基」の事故で日本の北半分と太平洋が多大な被害を受けた。二度目の事故を回避する手段はなんとしてもとるべ
き。
(3)東京電力をはじめとする電力会社と政府の責任能力不足は既に証明された。このような大事故を経て経営継続する企業が他にあるだろうか。彼らが原発稼動を継続することは不合理。
(4)地球温暖化の中、産業・経済・消費活動・ライフスタイルの変革がどちらにしても問われている。22％の省エネは最低限。

35071 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は可及的速やかに全廃すべき 代替エネルギーの研究開発を最優先することが肝要だと考えるから

35072 個人 その他 １０代以
下

女性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオを選択します。福島第一原発事故による放射能漏れにより世界に甚大な被害をもたらしました。今の社会は生きていく上で不安なことばかりです。食品汚染により安心して食べら
れるものがありません。それはとても怖いことです。原発は不要です。早期に代替エネルギーへのシフトを希望します。

35073 個人 自営業 ４０代 男性 2030年時点でのエネルギー・環境に関する３つの選
択肢
のなかから原発依存度、「(1)ゼロシナリオ」の選択を
希望します。

福島の事故の被害や今後の国民の安全や健康を考えれば
リスクの大きすぎる原子力発電を維持継続することは考えられない。
万一でも再度福島のような事故が起きた場合取り返しがつかない事態になってしまう。また使用済み核燃料の問題も後の世代に延々と引き継がねばならない。よって現在ある原発はひとつも
再稼働すべきではないし、すべて廃炉にすべきである。原子力発電のかわりに、再生可能エネルギーを促進する
ベンチャー企業への支援政策などにより
代替エネルギーにシフトしていくことは可能であると考える。

35074 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即時撤廃！もう1秒たりとも許せません。危険な事は
分かってるはずです。

安全なんてありえないから事故が起きた。政府も東京電力も関西電力も、もう何も信じません。どこも、命の保障なんて皆無です。今も苦しんでる人が後をたたないのに。なんで？広島、長崎、
福島。もうこれ以上やめてください。私たちだけではない。あなたの孫たちも守るために今できる事があるはずです。

35075 個人 学生 ２０代 男性  2030年までに原発ゼロシナリオを選択します。 福島第一原発の事故による甚大な被害のを考えるならば、今後、原子力発電に依存し続けることは、あまりにリスクが大きすぎます。国民の安全と安心のためにも、可能な限り早く、全ての原
発を廃炉にすべきだと考えます。

35076 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択 原発は人の手で管理するものである以上必ず事故を起こすものであり、一旦事故を起こせば取り返しのつかない放射能汚染を引き起こすため、絶対に廃止すべきです。

35077 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 現在日本にある原発は即刻停止し、順次廃炉にすべ
きです。

地震の多い日本で福島原発のような世界最悪の事故を繰り返さない様に即刻の全原子炉停止が必須。
また処理できない危険な使用済み核燃料をこれ以上増やさない為に全原子炉の廃炉を求めます。
 

35078 個人 家事専
業

３０代 女性 断固、原発ゼロシナリオを支持します！ これからの日本の未来、そして子供たちや私達の子孫のためにより良い環境を残していくためにも、今こそ脱原発するべきです。
日本は地震国で、いつまた大きな震災が起きてもおかしくない中、エネルギー源を原発に頼るのはリスクが大きすぎます。環境面を考えても、これ以上原発を増やすべきではありません。また、
唯一の被爆国である日本が先頭に立って、原発に変わるエネルギー源供給技術を開発していくということは、非常に意義のあることだと思います。
これからは、国が東京電力だけを優遇するような政策は辞めて、もっと自然エネルギー源を推進していくべきです。 地熱エネルギー・海洋エネルギー・太陽エネルギー・風力発電など、手段はた
くさんあるはずです。
だいたいなぜこのような、重要な国民の意思表明をする場であるのにも関わらず、期間がとても短い上に、このパブコメに関する情報がきちんと広く国民に知らされていないのでしょうか。このよ
うなやり方は、政府に対して非常に大きな不信感をいだかせます。
断固、原発ゼロシナリオを支持します。

35079 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電は時代遅れのエネルギーです もんじゅにしても、核燃料サイクルが人類の手に負える代物でないことは、50年前から今日に至るまでの経緯で明らかです。
母なる地球 太陽の自然エネルギーへの転化を図る事が必要と考えます。
原子力エネルギーへの固執は旧日本軍と同じ、過去の遺物に囚われ敗戦に至った過去と同じ気がしてなりません。

35080 個人 その他 ５０代 女性 原発の廃止に反対です。 隣の大国中国では、たくさんの原発をつくっています。また核ミサイルをたくさん日本に向けて、配備しています。そのような中で、日本が原発を無くしてしまうのは、大変危険です！
喜ぶのは中国であって、日本を守ることなどできません！
原発は抑止力になりますので、無くすべきではありません！
絶対に無くしてはいけないです！

35081 個人 その他 ４０代 女性 「(1)ゼロシナリオ」を選択します。
2030年までではなく、即時再稼動停止、即時全原発
廃炉を望んでいます。

福島第一原発で事故が起き、いまだに放射性物質の漏洩が止まっておらず、収束しておりません。ひとたび事故が起きれば大気を汚し、大地を汚し、海を汚し、取り返しのつかない事態になる
ことはフクシマの事故で明らかです。
これだけ危険なものとわかっているのですから、なぜ発電に原発を選択するのかその理由が全く理解できません。命が大事です。

35082 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発依存度０％の社会の実現を強く望みます。 原発依存度を０％とさせていただいた大きな理由としましては、今この日本に原発事故の影響で苦しんでいる人が多くいるという事です。
世界のどこかの出来事であれば耳を塞ぎ見ぬふりをすれば心を痛めることもないのかもしれませんが、東京から3時間の距離にあるその現実はメディアを通さずとも聞こえてきます。
そんな中、原発を稼働させ続ける決断は私にはできません。
たとえ一時的に不景気になろうとも長期的に見ればきっと日本の発展につながると信じています。

35083 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを選びます 私は、「ゼロシナリオを選びます」

原発は使わない、そこから考え始めないと、本当の意味でグリーンシフトしていく力は出てこないと考えるからです。

ゼロシナリオを選ぶと経済的な負担等、今までとは違う壁にぶつかることは覚悟の上です。その壁こそが、今までにない、新しい発想をする原動力になるのではないかと思います。

しかし、原発をゆっくりと減らしていくという方向性だけでは、今までの流れを断ち切ることにならず、新しい発想を生む原動力すら弱めてしまうと感じます。

グリーンシフトするためには、ゼロシナリオを選ぶことが不可欠だと、私は考えます。

35084 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 １）原発には、使用済み核燃料の処理問題が未解決。この現状で、「核のゴミ」を増やし続けるのは合理的ではない。

２）「想定外」の災害は、いつでも起こりうる。昨年の原発事故の教訓として、事故が起きた場合のコストを考えると、原発を持ち続けるのは国を脆弱にするのでは？

３）原発の維持、開発にコストをかけるよりは、代替エネルギーの開発、蓄電技術を進歩させる分野への投資の方が将来性がある。

35085 個人 自営業 ３０代 男性 原発は０％ 原発は０％

35086 個人 無職 ８０代以
上

男性 殆どの国民は、各案に付随するデメリットを勉強して
いないので、低比率の原子力を安易に選択してしま
う。各シナリオ別に国民の負担を金額換算して、示す
べき。私は２０～２５シナリオを選択する。

エネルギー政策は、目先でなく国家１００年を長期に見据えて、エネルギーの安全保障、環境適合性、経済性を考慮して、国民生活の維持向上に資する事を基本とすべきである。原子力再稼
動に当たっては想定外の事象をも想定して、原子力の安全性を徹底再検討し、従来以上に安全を強化することが基本的大前提である。

我が国のエネ自給率は僅か４％に過ぎない。化石燃料は、その主たる賦存地域が何れも政情不安な中東や北アフリカである。燃料価格も投機性に支配され不安定である。将来の価格上昇は
絶対に避けられない。これを将来に亘って確実・安定に確保する事が求められる。また欧米のように隣国が地続きではないため、万一の非常災害の場合等、外国からエネルギーを融通して貰
うことは出来ない。これらの点を考慮すれば原子力は純国産エネとして、これに勝るものはない。　「原子力は要らない」と云っている人達は、この点を如何考えているのであろうか。

再性エネには過大な期待が寄せられているが、低効率、高コストで、莫大な投資が必要である。国内全ての戸建て屋根に太陽光発電を設置するなどは考えただけでも実現不可能で、本当に出
来ると思っているのか？　原発比率縮小で、代替する省エネ・再エネに必要な投資額は３０年までに１００兆円を越すと云う。電気料金も約２６％～１３０％増加が見込まれるとの試算もある。一
般の各家庭はこんな額は負担しきれないと思う。

再エネ普及促進のための高価格買い取り制度は、結局消費者の負担増になる。また電気代高騰による製品価格上昇も消費者の負担増になる。更に産業の空洞化を招き、「日本からもの作り
が消滅」し、失業率も跳ね上がる。３０年のＧＤＰは２兆～４５兆円減、「２０～２５％」ですら、最大２８兆円の押し下げになる。（ＲＩＴＥ試算）この様な恐ろしい結末が到来するかも知れないのに、省
エネ再エネで浮かれ甘い期待をしていて良いのだろうか？

仮に、適応されるであろう諸々の税制優遇も含めて、これら全ての費用を合算して標準世帯あたりの負担額に置き換えてみると、莫大な額になる。そして国民が自覚して各シナリオの評価も変
わる筈だ。

再エネを想定の如く増やすことは、現実問題として資本や材料資源が不足して実現性は困難（各個人がその費用を寄付すれば別だが）。　一方輸入化石燃料価格は、原子力が無いと、価格交
渉力（バーゲニングパワー）が無いため、高くても化石燃料の輸入に頼らざるを得ず、莫大な国富の流出となる。原発が停止した結果、現に１２年上半期（1～6月）の貿易収支は約２．５兆円の
過去最大の赤字（財務省）になったことからも明らかである。

　「原子力と省・再エネによるデメリット」と「安全確保を前提とした原子力と省・再エネによるメリット」について、冷静に議論することが必要である。

35087 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発の全廃を望む。原発０％ 国際的なイニシアティブを失いつつある日本。世界的に原発事故で名を売った日本。そして、国際的な産業での後塵を拝している日本。いまこそ、再生可能エネルギーを我が国の誇れる、世界
をリードする産業にすべき。
表立っては言わないけれど、放射性物質の世界的な拡散は、世界中の人が迷惑に思っているはず。ﾁｪﾙﾉﾌﾞｲﾘの事故のとき、私たちも「なんてことしやがるんだ！」って思ったでしょ。迷惑だと
思ったでしょ。震災、津波の被害があまりにも甚大だったので、同情から表立って文句はいいづらいだけ。
日本の再興は、震災とその犠牲によって示された。大事故を起こした国が原発を海外に売るなんて旗から見れば「何やってんだ？、事故って、世界中に迷惑かけたものを他人に売るのかい、無
責任な金の亡者だな」って思われてる。最終的な処分方法も判ってないのに、どんどん放射性物質を作りつづけるのも、未来に負の遺産を残している。
今回の事故を、地球規模の「新エネルギー革命」とする事が、我が国、日本が国際的なイニシアティブを握れる、新しい産業分野にするために、原発は止めて、努力するべき。

35088 個人 自営業 ４０代 男性 用意された３つのシナリオの中からは、２０３０年まで
にエネルギーの原子力依存度を０％にする、という選
択を強く、強く支持したい。すなわち、一刻も早く脱・原
発を押し進めるべきである。

これまでに、原子力エネルギーの開発が、あまりにも歪んだシステムのうえで押し進められてきたことは、すでに明白な事実として認知されている。
ここが根本から正されない限り、いざ大きな災害が起きた際の（※それは２０１１年に実際に起き、近い将来にも高い確立で起こるとされている）原発のリスク管理に関して、国民の疑念が解消さ
れることはない。
また、原子力技術については、使用済み核燃料の最終処分についての問題も解決されていない。
こうした状況が解決されない限り、原発運用の続行は常識的に考えてあり得ない判断である。
経済的に考えても、別の種類のエネルギー開発に目を向け、力を注いだ方が、より良い将来のヴィジョンが持てることは間違いないだろう。
これまでに進めてきてしまったものを止めることは、大きな痛みを伴うはずだが、それでも今すべてを止める方向に動くことこそが、最終的には最も社会全体の負荷を軽くし、新たな未来への希
望を繋ぐための最良の策だ。

35089 個人 自営業 ４０代 女性 即時　原発ゼロシナリオを求めます。 即時　原発ゼロシナリオを求めます。
あの原発の事故を見れば、対処しきれないことは明らかです。
人間が扱いきれないことが分かった今、同じことを繰り返すのは馬鹿げていると思います。
代替エネルギーの開発が進んでいるのですから、安全なものに移行させられるはずです。
目先のことや関係者の私利私欲で未来の人たちを危険にさらすのは辞めてください。

35090 個人 その他 ５０代 女性 現在稼働している原子力発電所はすぐに停止し、全
ての原子力発電所を廃炉とし、環境に害を及ぼさない
廃炉の仕方に科学の英知を注ぐべきです。生活と生
産は、安全なエネルギーが得られる条件を前提に設
計すべきです。

　原子力発電所は、通常時でも、そこで恒常的に働くことが難しいほど、放射能被害があり、異常な生産現場です。そのうえ、これまでの経験はもとより、今回の震災でも明らかなように、事故が
おきたときには、通常の発電所の事故とは比べ物にならないほどの損害を、人々の生活を含む周辺環境に－放射能のホットスポットの分布や海洋汚染等から、周辺に限定されず、むしろ全世
界にというべきかもしれません―影響を与えます。その損害への対応は、測定不可能なほどに広がりと深まりをもつため、十分に対応ができないものであり、さらに不十分な対応でさえも、それ
は将来にわたって多大な財政的負担をつくりだします。もう一度、福島原発のような事故が起きれば、日本の財政は破綻しかねず、人々は日本列島に住んでいられなくなることさえ想像できま
す。福島原発の事故のときでさえ、この原発の暴走が抑えられなければ、私たち日本に住んでいる者は、ここで放射能被害のもとに死んでいくのかもしれないと、思わされたのではないでしょう
か。
　停止状態でも、多数の原発を抱えていれば何等かの理由で事故が起こる恐れはあるため、できるだけそのリスクを少なくするように努めるのが、このような事故を直接経験した者の責任だと
思います。今回のような原発事故を経験しながら、そのリスクをあえて高める、原発を前提とするエネルギー政策をとることは、過去の経験から何も学ばない、まったく愚かな選択です。
　原子力発電所がすべて止まった６月に、私たちは日本で生活をすることができていたのです。電気の値段が高く、クーラーも普及していなかった時代は、そんなに昔のことではありません。安
全なエネルギーが入手でのる条件のもとで、私たちの生産や生活を再設計し、世界にそのような生産と生活を提案していくことこそ、厳しい経験をした日本の人々が担っていくべき役割だと思い
ます。

35091 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー政策として原発０％を希望しています。
また現在までの政府の事故の対応について。

大きな理由は３つにしぼります。
まず原発は事故が起こらなくても原発労働者や周辺住民が被曝させられ，命を奪われ，いまも命の危機にさらされていることをご存じでしょうか？原発は事故が起こらなくても恐ろしいものです。

次に政府は事故も収束させることができず，事故の補償もできていません。責任も取れていません。責任がとれないことをやることはやめてください。
いまも福島をはじめ汚染地には住民が住んでいます。住民全員避難させ，失った物や生活の補償を完全にしてください。その補償額は国が何度つぶれてもまかないきれない額になるとおもい
ますが，それでも断固として実行してください。

最後に日本は地震大国です。今度また原発事故があれば，日本は終わります。このリスクをご存じですか？このリスクを超越させるだけのメリットが原発にありますか？あれば教えてください。
　
ほかにも使用済み核燃料の問題や原子力村の人たちの利権構造問題などありますが・・・。
お願いがあります。原発は国策として行われてきたこととはいえ戦後からいままでメディアとグルになって恐ろしくも甚だしい情報隠蔽・嘘が行われてきました。もうやめてください。また今回のエ
ネルギーについて３つの選択肢を用意するというこざかしい事はやめてください。こんなことは普通に考えれば議論の余地すらないことだと思います。

35092 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを採用すべき 原発の事故の可能性がゼロでないのに、国民に被害をもたらした原発を継続するのは、国民の安全を否定するものであり、憲法にも違反する。
また、低放射能の安全性が立証されていない以上、首都圏の全国民を避難させるべきです。放射能による死者が出ていると思われるのに、何もしないのは犯罪行為に等しい。
また、官邸前のデモに対する報道規制には、正当な理由がなく、国民の権利を侵害している。
また、小中学校の給食に、東北地方から中部地方までの間で作成した食材を使用しない様規制して下さい。理由は放射能の影響が完全に否定されていないからです。



35093 個人 家事専
業

５０代 女性 原発は０です。安全100％でなければ、将来が不安で
す。使用済みの核燃料の保存にも不安がいっぱいで
す。税金を使うなら、自然エネルギ－や各家庭に補助
金をだして、もっと太陽光パネルを推進しましょう。

地震により、原子力発電所が爆発し、危険であることを隠し、避難が遅れ、スピーディの活用せず、避難の方向が放射能の高い方に行かせたり、対応が悪く、被爆者が増えたことは、爆発も含
め人災そのものです。

今後安全を徹底すると言っていますが、１００％ではありません。二度と福島の人達の悲しみ、苦労をさせては、いけないと思います。

日本全体で、太陽光パネルの推進や自然エネルギーに力を入れて、取り組めば原発なしでも大丈夫だと思います。最近まで原発なしでもやれました。今でも福島の方達は、節電してますよ。

いつまた、事故があるともわからない、将来の不安をなくしたいです。戦争での広島・長崎と同じです。原子力に頼らない生活を希望します。

35094 個人 自営業 ５０代 女性 原発はいりません。 原発即時撤退。

安全な食べ物、環境を返して。

35095 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 正力松太郎氏が職業野球、民放テレビに次ぐ営利事
業として導入に大きく関わった原子力発電は、即刻停
止を。国からの補償、そして失われる国土を勘案する
と、割安で安全な「夢のエネルギー」とは絶対に言わ
せない。

原子力発電はいらない。長崎・広島で原子力爆弾の被害を経験し、核兵器を持たないことを日本は決めた。事故を起こせば核兵器と同様の健康被害をもたらす原子力発電を、「夢のエネル
ギー」という産業界の浅薄な口馬に乗り、事業として認可したのがそもそも判断として誤っている。

原子力発電は、利益追求のビジネスとして民間企業に責を負わせるべき領域のものではない。事故が起こった際の健康被害は、原爆の熱線の被害のように目に見えてはいないものの、低線
量の緩慢な放射線被害が福島をはじめ、日本中に広がっていることは想像に難くない。

事故が起こった際に制御できなくなるような原子炉は不良品である。事故が起こった際に制御できない事業は認可すべきではない。健康に甚大な影響をもたらす、処理方法が確立していない廃
棄物を垂れ流し続ける発電技術は、言うまでもなく破綻している。

地熱発電など、代替エネルギーの技術確立に今すぐシフトしなければ、国は財政的にも破綻し、放射線被害で住まう国土も失ってしまう。既得権益で肥え太る産官学に、国を滅ぼされるのはご
めん被る。

35096 個人 無職 ７０代 男性 水力発電の比率を高めるために、既存のダムや建設
中のダムを発電に活用すべきで、日本の様に水量が
多く高低差の大きな河川で、環境に配慮した中小の
水力発電は有効である。

　技術は事故や失敗を繰り返しながら改良重ねながら進歩するが、原発は事故が起きると制御不能になり、広範囲に長期間にわたる甚大な被害を引き起こす。更に、装置からの放射能のため
に事故原因の解明は困難であり、装置の改良が出来ない。
　使用済核燃料の放射能は使用前の１００万倍程度と言われており、使用済核燃料の処理技術の将来の見通しも無い現状で、原発を続ければ危険な使用済核燃料が蓄積していく。再処理し
てプルトニウムを取り出す核燃料サイクルの過程では放射性物質を更に増加させ、事故があれば放射性物質を拡散させる。現状では、使用済核燃料は地中深くに隔離するしかない。
　原子力産業に従事する作業員の放射線被曝による健康被害が問題になる。被爆線量が制限されているとは言え、癌などの発病に対する不安を持ちながら生活をする作業者経験者が増加す
ると考えられる。この様な放射能に関連した危険な産業は縮小していくべきである。
　地球誕生時の放射性物質が何十億年を間に崩壊し生物が誕生し人類まで進化してきたのに、放射性物質を掘り出し、放射能の危険な環境を作ることは許せない。強い放射能と人類とは共
存出来ない。
　原発に投資したお金を回収するために、比較的新しい原発の稼働を欲する産業界の意見は理解出来るが、人類の安全を優先するべきで、古い原発から廃炉にするべきである。
　原発誘致に使われる税金を含め、発電しなくても維持費の高い原発のコストは高い。また、原発があっても火力発電の割合は大きい。
　火力発電の燃料費を抑えるためには、技術の蓄積のある水力発電の割合を増やすのが他の再生可能エネルギーに比べて有効と思う。水利権や環境への影響も無視出来ないが、放射能の
被害と比べれば、河川の発電への利用を優先するべきである。
　

35097 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電からの速やかな撤退、今後のエネルギー
政策と廃炉に関わる展望の提示が必要

将来に残る問題・危険性を抱えてまで何故、原子力発電に拘る必要があるのか全く理解出来ません。大きく言えば地球環境、個人レベルでは個人の人生に大きな障害と悲劇を与える原子力発
電に何故拘るのか理解出来ません。
冠婚葬祭が同時に起こる場合、お祝い事よりお悔やみ事を優先させるのが日本人のメンタリティではなかったのでしょうか。
発展とは何を意味するのか、何をもって発展とするのか考える転機が来ているのではないでしょうか。巨大な力を誇示することより、力を分散させること・自然の力を学び有効に利用することが
今後大事なのではないでしょうか。

35098 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発は反対です。 きれいな地球を未来へ残したい。
それが一番の理由です。

先日、水のきれいな田舎を訪問しました。
減農薬で田んぼをして、まちのアチコチにあるわき水でごはんを炊くのです。
もちろん水はそのまま飲むことができます。
安心して食べ物がいただけることを、改めてありがたく感じました。

私たちはいろいろな植物や動物からいのちをいただいて生きています。
ですが、汚染されたものを食べるのはこわいです。
汚染したのは私たちなのに。。。

汚染を浄化するための時間やエネルギー、
廃炉までにかかる管理の時間や費用、とても大変なことだと思います。

でも、今からだったら地球を守ることができるはず。
どうか賢明な判断をしてください。

35099 個人 家事専
業

６０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢
パブリックコメント　　　　ゼロシナリオを支持します・

原発は　安全で安い言う神話は　３・１１で　完全に否定されました。
私が原発で一番疑問に思うのは　必ず核廃棄物が出てそれを処理する方法も
ないということです。こんな危険な遺産を子孫に残すわけにはいきません。
この夏　ほぼ原発ゼロの状態でも　日本の経済は何とか動いているではありませんか！
出来るだけ早く　原発以外のエネルギー供給源を確保する方向で　税金を使うべきです。

35100 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 【原発ゼロシナリオ（即時）】 今回の原発事故は、日本国民のみならず、世界に、そして地球に大きな被害をもたらせました。この事実を真摯に受け止め、未来の正しいエネルギー源を選択することが、未来の地球を守るこ
とになります。変えることは簡単ではありません。しかし、今行動しなかったら、又有耶無耶になって、風化することになります。世界の人々が、日本に注目しています。勇気ある決断は、未来の
子供たちを幸せにします。今こそ！国民の声に耳を傾けてください。お願いいたします。

35101 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 (3)20～25シナリオ
再生可能エネルギーの割合が増える目処が立つまで
は今よりも更に原子力発電に依存してよいと思う

1. 火力発電による温室効果ガス排出が増え、京都議定書での鳩山内閣の無謀な目標設定を遵守するためには産業の萎縮が免れない

2. 再生可能エネルギーで循環型社会を構築できるようになるには見通しが無くまだまだ時間が必要

3. 偶発的な事故につられて「羹に懲りて膾を吹く」状態になっているだけで、福島原発での教訓を生かして安全対策を万全にすれば問題ない

35102 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発は0にしてほしいです。 本当の事が知らされない、そんな気がしています。

しかし、はっきりしていることは放射性廃棄物が確実に残り、その処分が
決まっていないことです。
原発を今なくしてしまわないと子供や、孫、子孫に負担だけを残すことに
なります。

35103 個人 無職 ３０代 女性 原発ゼロシナリオ。人類の手に負えない原発は止め
るべき。今既に終わりかけている日本が、原発推進と
は、無理心中に巻き込むのはやめて。子供が安心で
きる社会を一番に考えるべき。

原発ゼロシナリオ。福島の事故について、何も学ぼうとせず、推進派ばかりで、日本が滅び、世界も巻き込んで滅ぼしかねない。福島の事故について誰も責任をとらず、又責任を問われないこ
の体制でまた原発推進すれば、また事故が起きるのは、時間の問題。たかが電気の為、命より経済が優先され、事故が一度起きれば、直ちに、健康に害は無いからと、避難させない。例え病
にかかろうと、放射能との関連は、認めない。今の日本では、安心して子供が産めないし、安心して、子育ても出来ない。拝金主義、経済第一主義から目を覚まして産まれ変わらないと、日本の
未来は無い。既に終わりかけているが。

35104 個人 学生 １０代以
下

男性 原発を無くして欲しい 原発は単なる湯沸かし器で海を暖めていて放射線が高くて危険なので今すぐ原発を全炉廃炉にして欲しい。日本の使用電力は火力と水力だけで十分まかなえる。

35105 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 最終的に無害にできないのなら、脱原発にしていって
ください。省エネ家電を代替エネルギーに力入れてく
ださい。

誰にも責任取れないことはやめましょう。次世代に負の遺産を残すのは止めましょう。

35106 個人 無職 ６０代 男性 (1)ゼロシナリオ 福島に生まれ18歳まで育った土地に放射性物質をぶちまけられたことに、怒りを持って東電および政府を糾弾するとともに、それを消極的ではあれ容認してきた自らの責任を痛感するものであ
る。原発をコントロールできると思ってきたのは人間の驕りである。たかが電気を作るために数十万年も放射性廃棄物が残るような原発は即刻廃止すべきである。無駄金を捨てている核燃料サ
イクルも即刻中止し直接処分すべし。原発に代わる代替エネルギーとしては、当面はガスタービン発電、再生可能も結構だが、早急に水素発電のシステム開発に取り組むべきである。資源の
ない日本で海外から発電のための原料を輸入に頼らなくてすむ方法は「水素」しかないのである。燃料に関わる過ちは、もう許されないのである。一度目は太平洋戦争への口火となった石油
（禁油）、二度目はオイルショックからの原発推進、もう日本人に三度目の過ちはないのである。

35107 個人 その他 ５０代 女性 原子力発電0%を支持します。 1.事故被害が甚大。2.核廃棄物処理法が確立されていない。

35108 個人 自営業 ５０代 男性 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しま
すが、即刻廃炉すべきです。最近の猛暑でも電力供
給量には余裕があり、日本を壊滅させるおそれのある
原発を稼働させる理由がありません。

選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しますが、即刻廃炉すべきです。最近の猛暑でも電力供給量には余裕があり、日本を壊滅させるおそれのある原発を稼働させる理由がありま
せん。

現在地球は気候の大変動期にはいっており、各地で異常気象が報告されています。
日本の原発はほとんどが活断層と疑われる断層近くに建設されています。国内でも活断層が集中している若狭湾に原発が集中しているのは危険きわまりない状態です。

福島のような事故が再び起きないうちに原発は廃炉し、使用済み燃料は安全な場所に移動し安全な方法で管理すべきと考えます。

我が家で使用する電力は屋根に太陽電池を設置すれば１００％まかなえる量です。発送電分離して、送電網を介して電力を融通すれば電力自給自足は可能です。
地域でエネルギーとお金を回し、自立圏を各地に作ることが望ましい将来と考えます。

35109 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

１：ゼロシナリオを選択します。

原子力発電に於いて「絶対の安全」はあり得ません。

大規模な事故が起こった時は、政治家や電力会社が「責任を持てる」ものではありません。元に戻す事は不可能です。

絶対ではない放射能の管理、放射性廃棄物の処理の問題など、人間が手を出してはいけないものだと思います。

原子力発電所の稼働だけは絶対反対です。

35110 個人 自営業 ４０代 女性 原子力依存はゼロに！ 原子力依存度は出来る限り早くゼロにして頂きたいと思います。
自然エネルギーで循環型の暮らしにシフトしたいと思っている国民は多いと思います。電気の種類や電力企業を選んで使える暮らしはとても豊かではないでしょうか、とても自然ではないでしょ
うか！

35111 個人 法人等 ３０代 女性 <2012年中に即、原発ゼロ>
水力・火力で電気は十分に足りている。クッションとし
ての余剰電力が必要なら日本海のメタンハイドレート
利用検討を。

（1）水力発電、火力発電、および大企業の自家発電による「埋蔵電力」で電気は足りているという見方が有力であり、原子力発電の必要性はありません。
【参考1】http://www.isep.or.jp/library/2793
【参考2】http://blogs.yahoo.co.jp/summ541/3245090.html

事実、現在原発の動いていない東京電力管内で電力不足は起こっていませんし、関西電力管内では、火力発電所8基を止めてもなお、16%程度の余剰電力があることが指摘されています。
【参考3】http://hibi-zakkan.net/archives/13823688.html

（2）更に余剰の電力が欲しいというのであれば、日本海に豊富に存在するメタンハイドレート等の利用を考えるべきです。
【参考4】bit.ly/P3KVIr

（3）六ヶ所村再処理工場は既にほぼ満杯です。ただでさえ国土面積が小さく、地震活動期に突入した日本に、これ以上使用済み核燃料を増やすのは自殺行為です。

（4）もし原子力が必要な理由が「核武装」なのであれば、それをはっきりと認め、相応の議論を展開すべきです。上記に述べたとおり、電力は足りているのですから電力を隠れ蓑に使うべきでは
ありません。いずれにしろ、核武装に必要なだけの使用前・使用済核燃料は十分以上、存在すると考えます。

35112 個人 その他 ４０代 男性 政策に供する問題提起になり得ていない。
もう一度、論点の整理をした上で、原子力発電脱却の
シナリオを提示するのなら代替案の実現可能性、維
持コストや電力の安定供給の観点からの再考が必要
なのではないか。

原子力発電脱却ありきの前提で選択肢を示して、国民の思考を無意識のうちに「フレーミング」している問題提起の手法自体に疑問を禁じえない。

複数の論点を切り分けずにいることが議論が尽くされていない、整理されていないことを体現しているのではないか。
原子力発電に依存する割合の問題、将来的なエネルギー需要の予測、原子炉のリスク管理、これらの問題は関連し合っているが別個の問題としてそれぞれ考えるべきものなのではないか。

この前提が整理されていないことを踏まえてもさらに疑問は尽きない。
たとえば「再生可能エネルギー」と称するものに関して、安定して長期間にわたって社会インフラ足りえるだけの供給が可能だという根拠はどれほどあるのか。
太陽光発電にしても天候依存である上に日中しか用を為さないものである；目がソーラーと称するものを建設しても用地の利用としては非常に非効率的である。
加えて、台風などの自然現象に伴う飛来物などによる損耗なども考えた場合、砂漠に建設するのとは異なり本邦では非現実的であろう。

火力発電にしても化石燃料を海外からの輸入に大きく依存していること、その価格が社会に甚大な影響を与えることは石油ショックで経験したのではないか。
それを忘れて昨年の震災の影響に浮き足立っていやしまいか。

また、周波数が安定しており瞬停すらない安定した電力が製造業における重要な前提となっていることを忘れてはいないだろうか。
天然資源が潤沢ではなく、本邦ならではの付加価値に優位性のある製造業が産業の一翼を担っている本邦においては、安定した電力供給という現在までのインフラに求められていた大前提を
崩してしまうことは、本邦の国際競争力を削ぎ、いっそう不況を悪化させる要因にしかなり得まい。

真に国家百年の計を担う者としての矜持を有するのなら、拙速に砂上の楼閣築こうとされない聡明さを持ち合わせて頂きたい。



35113 個人 その他 ３０代 女性 ゼロシナリオを、選択。時代が変わったと言っても、少
しの工夫で電力は減らせるし、無かったら無かった
で、人々はそれなりに動くでしょう。
今の電力は、嗜好品だと思う。でも、嗜好品に命をか
ける必要はない。

原子力発電は、全く必要がないと思う。こんなに悲しい事故を起こしてまで、犠牲を払ってまで、私は電気を使おうとは思わない。
正直、大飯原発から電気を送ってもらっている今、罪悪感でほんとうに、辛くなります。
電気がいらないなんて、思わないし、電気は必要。　でも、違う発電でも賄えるように、自分たち一人一人が工夫をすればよいだけ。

昔の人から見たら、今の電気の使い方は、贅沢だろうし、これが人間の生活を取り戻す良い機会だと思う。

原発は、要らないです。

ゼロシナリオ賛成!!

35114 個人 無職 ７０代 女性 どんなに注意していても事故が絶対起こらないと言う
補償は有りません
廃炉にも時間が掛かると聞いています。
一日も早く原発０の日が来ることを望みます

福島の事故が起こるまでこんなに多くの原発施設が有ることを知りませんでした。どんなに注意していても事故が絶対起こらないと言う補償は有りません
廃炉にも時間が掛かると聞いています。
昨年の事故以来待機電力を少しでも減らす、室温は２８度にする（それまでは
２５度位にしていました）等使用料を減らす努力をしています。使用料が昨年より２０％～２５％は少なくなっています。
個人の度量は微々たるものかもしれませんが安心して暮らせる世の中に為これからも努力していきますので原発依存度が０％になる日を待ち望んでいます。

35115 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します 広島、長崎と原爆を投下され、原子力の威力を見せ付けられた国に原発が５４基もあることに驚きを覚えました。人間の手で制御できないものを、これからの子供達に残すことはできません。ま
た福島の原発事故はいまだ終息せず、放射能の放出は続いています。そしてこの事故により、今も多くの人が苦しんでいます。事故の原因や責任、後処理、廃炉に向けた計画も何も決めない
で、再稼動を推し進めた現政府のやり方に憤りを感じています。すぐにでも原発ゼロへの道を進めていただきたい。

35116 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します きれいな地球を未来へ残したい。
それが一番の理由です。

先日、水のきれいな田舎を訪問しました。
減農薬で田んぼをして、まちのアチコチにあるわき水でごはんを炊くのです。
もちろん水はそのまま飲むことができます。
安心して食べ物がいただけることを、改めてありがたく感じました。

私たちはいろいろな植物や動物からいのちをいただいて生きています。
ですが、汚染されたものを食べるのはこわいです。
汚染したのは私たちなのに。。。

汚染を浄化するための時間やエネルギー、
廃炉までにかかる管理の時間や費用、とても大変なことだと思います。

でも、今からだったら地球を守ることができるはず。
どうか賢明な判断をお願いします。

35117 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 現在動いている原発を即時停止し、原発０％宣言を
早急にすべきだと思います。

原発を動かせば、処理方法の見出せない汚染ゴミが生まれる。そのゴミは、永遠に土に還ることはなく、気の遠くなるほど未来まで残り、管理されていかなければならないものとなる。今生きて
る私達が自由に使ってる電気によって、未来の子供達に負の遺産を押し付けるのはあってはならないことだと思います。また、福島原発事故により、原発そのものがいかに人間に制御の出来
ないものかということが、露見しました。一度事故が起きてしまうと、すべてが汚染されてしまうのです。このことは、日本だけに留まらず全世界的に考えねばならないことだと思います。自分の国
が電気が足りないから原発を動かすという考えは、福島原発事故で世界に不安と被害を与えた国として、あまりに責任の無い行動だと思います。私たちは日本に住んでるのと同時に、地球の
上に住んでいるのです。未来の子供達のことを考えるのでしたら、原発は即時停止、原発０％。原発に頼らないエネルギー開発を推進していくのが、原発事故を起こした国の役目だと思いま
す。

35119 個人 学生 １０代以
下

女性 原発は絶対に必要です。
原発をゼロにしたら、日本のエネルギー政策は成り立
ちません。

米国も、中国も、東南アジアの国々も、海外のほとんどの国は、日本の原子力技術を活用して、原発建設を進めています。今回の事故を教訓にして、脱原発に持っていくのではなく、より安全な
原発を作り、原発輸出国として、世界の原発の安全に貢献すべきです。

35120 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「脱原発」「ゼロシナリオ」を支持します。これだけの事
故を起こして、安全性も確認できない中での「再稼働」
は許されません。

　これまで、日本では、原発の「安全神話」の中で、原発を作り続けてきました。しかし、今回の震災をきっかけに、原発の安全神話は、大きく崩れました。今回の地震は自然災害であっても、原
発事故は、明らかに「人災」です。
　しかも、３・１１から１年以上経過した今でも、原因も現在の状況もわかっていません。そして、住み慣れた我が家に帰れない方々や、目にみえない「放射能」に不安・恐怖を持ちながら生活せざ
るおえない方々もたくさんいます。
　また、放射能廃棄物の処理方法も確立されていません。ひとたび事故が起きれば、取り返しがつかず、放射能の影響も何年・何十年・何十万年ともわからないものです。これまでに、世界でも
何度か事故が起きていたにもかかわらず、これまで原発を作り続けてきたことは、人類のおごりかもしれません。
　大飯原発は、「政府判断」で再稼働を決めましたが、安全性が全く保障されたわけでもなんでもありません。すでに「早い時期」に解散を約束している「政府」にどれだけの責任がもてるのでしょ
うか？
　これまで、原発に使われてきた、原発マネーを、自然エネルギー開発振りかえ、再生可能な自然エネルギーを活用する政策を推進していくなどの政策転換が、今こそ必要だと思います。このこ
とを、私をはじめ、多くの国民が気付いたのではないでしょうか。
　ぜひ、「脱原発」「ゼロシナリオ」での再生可能な自然エネルギー政策への転換をお願いします。

35121 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢についての意見。ゼ
ロシナリオ。福島原発の事故で国民遺産の生命とざ、
国土を守ることができないことが判った。2030年を待
つ前に今すぐ原子力による発電を停止すべき。

2011年3月11日の事故後からの経過をみると、優れた技術を持った日本でさえも原子力を制御できないことが十分立証された。また、事故に関する正しい情報が無い中で、政府及び事業者は
常に“事業者及び経済を優遇するような、危険側の想定”ばかりを続けてきた。これが「安全神話」を作り上げてきた日本の技術、根回しなのだと思う。

ここ最近、事故から1年以上が経って漸く原子力発電所内の情報が報道されるようになったが、海外の報道機関の具体的な報道に比べても無関心、やや偏った内容の報道が多いように見受け
られる。事故処理の作業員が書き込んでいると思われるツイッターのほうが信憑性が高いと思うのは、政府や報道が提供する情報が物足りないからである。

原子力発電は炉内の状況を直視できない。各種のセンサーから得られた数字だけが頼りである。また、事故によって飛散した放射性物質も視認できない極めて危険な方法である。直接触るこ
とも、見ることもできない、事故後も人間がコントロール出来ない方法での発電はやめるべきだ。

国、政府は国民の生命と財産、国土の保全を最優先に考えるべきだ。事故後、福島の状況を学ぼうとせずに大飯原発の再稼働を決めたことは「愚の骨頂」と言わざるをえない。事業者及び経
済を優遇し過ぎている。もっと何が大切なのかを考えるべきでないだろうか。今のような大人たちの姿勢は子供たちには見せたくないし、万が一でも事故があれば更に日本の国土を失ってしまう
可能性がある。

使用済み燃料の最終処分方法が決まっていない。このままだと発電所内の燃料プールも一杯になってしまうし、日本原燃が進める再処理工場での加工もうまくできる確約もなく、只々燃料は増
え続けて、将来管理が必要となる燃料が市街の近くにも保管されるようになるだろう。日本は地震国なので深層処理は不可能である。こうなる前に原子力発電はやめるべきである。

今まで原子力発電に携わった事業者、作業員たちの知識と技術力を結集し、廃炉技術を磨き上げて「日本は廃炉先進国」」となれば、新たな事業も雇用も生まれるのではないかと考えられる。

私の考えはゼロシナリオです。それは2030年までに原子力発電を徐々に減らすのではなく、明日直ぐにでもやめるべきだと思います。
35122 個人 自営業 ５０代 男性 すべての原発は早急に廃炉にすべし。

電力の自由化をすれば、地震多発国の日本では原発
は生き残れない。
原発問題は電力会社の経営（償却）問題でしかなく、
省電と火力（天然ガス）で充分カバーできる。

すべての原発は早急に廃炉にすべし。
　まず必要なのは電力の自由化。何故なら政府が原子力に補助金その他で補助していて、原子力は安いとの誤った通念が生まれている。その通念を一掃し、原子力の実態を明らかにする意
味でも電力の自由化は不可避。　、また日本は地震多発国であり、活断層が縦横に張り巡らされている。
地震は今後、増えていくと地震学者が予測している以上、耐震構造の強化は必要だが、コストは増大していく。これは経年的に脆性変移温度が高くなっていく事が加わり、コストパフォーマンス
は極端に悪化する。また、一定の震度で原子炉は停止するので、稼働率が高くできない。
そして、一旦事故を起せば、賠償は一電力会社では保障できない金額になってしまう。
以上を考えれば、自由化の状況で原発の生き残れる道はない。
　使用済み核燃料を資源化する高速増殖炉は世界でも実現が困難だ。これに相変わらず税金を投入出来るほど、日本の財政は良くない。プルサーマルにしても僅か数％のプルトニウムを燃や
せるだけでそのコストや危険性は到底、その利便ではカバーできない。
また核廃棄物の処理も全くめどが立っていない。深層処理も日本学術会議では実現性がないという評価を受けている。
　また、急速に省電意識は高まり、ガスタービンのコウジェネ等の高効率の代替電力が短期間で創電可能である以上、原発にこだわるのは愚の骨頂と言える。
廃炉の問題は電力会社の経営悪化という事しか問題はなく、中途半端に耐震強化するより電力会社のソフトランディングに税金を使うべし。

35123 個人 家事専
業

４０代 女性 原発をゼロにし、自然エネルギーの推進を求めます。 私の両親の故郷は福島県の葛尾村にあります。
緑豊かで美しく、水の美味しいすてきな村でした。
ですが、原発事故により、父の故郷の柏原地区は高濃度の汚染地帯になってしまいました。
葛尾村、浪江町、郡山市に住む親族達半数以上が、苦しい避難生活を今も強いられ、生活基盤の仕事も奪われてしまいました。採りたての自家製野菜も食べられなくなりました。。
もう戻ることが出来なくなってしまった土地を事故前の美しい福島に戻してください。私たちが使っている電力の為に故郷を奪われた福島の方々の気持ちがわかるなら、原発はゼロにするべき
です。

私は保養キャンプのスタッフをしています
福島に住む子どもたちが安心して外遊びが出来なくなりました。
体力がどんどん落ち、走りたくても、足がもつれて転んでしまいます。
思いっきり遊んでいいんだよと言ってもどれで遊んでよいのかどうやって遊んでよいのか遊び方を忘れてしまった子供もいます。
お母さんたちは、保養キャンプに来ると、子どもたちが笑顔で楽しそうに遊ぶ姿を見て涙を流します。泥が付いた爪を見て涙した母も居ます。
歩けるようになった子どもが外に出たいとせがむから、仕方なく家の中で靴を履かせて、家じゅう俳諧して楽しませていたそうです。
福島のこどもたちの肌は透き通るような白い肌です。
おかあさんたちの普段の子育ての大変さを放射能によって倍以上の苦労を強いられて、病気になるのではないかという爆弾をいつも抱えながら暮らしていることをご存知でしょうか?

私は脱原発、原発ゼロを推進していくためには、システムを変える必要があります。
＊企業の使う電気を使えば安くなるシステムから使うほどたくなるにすること。
＊企業のオフィスビル屋上と一般市民のマンションの屋上が無法地帯の場所には太陽光や風力の設置を義務づけること。
＊新築物件には必ず太陽光や風力を義務づけること。
＊そのための費用の一部は出資すること。
＊東芝から出た東芝製「ＳＣｉｂ」という高性能バッテリー?について★
 ●新潟・中越での地震の後、柏崎の東芝工場ですでに量産?しています。
 ●価格は従来のリチウムイオンより安くなると東芝は発表?しています。
 ●寿命は15年近く、入れた電気の8割使え、寒さに強く?、爆発の危険がありません。
 ●これを入れれば家庭は太陽光で自給できるんです。その?規模はとんでもないです。
これを、個人でも買えるように推進していただきたい。そうすれば、家庭でも自力で電力がまかなえます。企業でも賄えます。

是非、そのようにしてくださるようによろしくお願いいたします。

35124 個人 自営業 ３０代 男性 2030年の原発依存度、ゼロシナリオを望みます。 2030年までになるべく速やかに原発ゼロ、そしてもんじゅ等の核燃料サイクル計画の廃止を望みます。

35118 個人 自営業 ５０代 男性 ２つの理由で、ゼロシナリオを選択。１）再処理は廃止
が必然、25シナリオ、15シナリオは再処理を選択肢に
ある。２）原子力発電所の危険性が検証されていな
い。25シナリオ、15シナリオは新設も増設がある。

核燃料サイクル、使用済核燃料を再処理し、回収されるプルトニウム・ウラン等を有効利用（準国産エネルギ－資源）する政策である。プルトニウムを利用する高速増殖炉は、原型炉もんじゅの
稼動の時期さえ目処がたたない。高速増殖炉は「クレメンタイン」が1946年に臨界を達成したが、世界中でも、実験炉から原型炉までは数か国でいくつか完成したが、2012年現在も実証炉の完
成までには至っていない。まったく実用化の目処が立たない金を食い続ける悪”夢の原子炉”である。
　回収ウランは、日本原燃によれば「回収ウランの利用プロセスはいまだ設計がない」。具体的な設計がなく、費用を算定できる状況にはないが、「今後、ウラン価格が上昇すれば回収ウランを
利用するメリットが現れ」「回収ウランを再転換、濃縮、加工すれば、ウラン精鉱の購入費用が節約できメリットのでる可能性がある」(原子力発電・核燃料サイクル技術等検討小委員会・第3回）
とされている。

エネルギー資源の国産化を重視するなら、海水からウランを捕集・抽出する化学法の実用化、低価格化に注力する方がましである。2009年の第20回原子力委員会にだされた資料によれば、沖
縄海域での捕集性能試験からウラン1kgあたり3万2千円と鉱山からのウランの約3倍と試算されている。捕集能力の向上、捕集材の耐用性（使用回数）の向上は、十分に可能な目標である。

このように再処理は、その実利がないのだから廃止である。20～25シナリオ、15シナリオは、再処理＝核燃料サイクルを選択肢に入れている点で、採用できない。

また再処理を廃止するのだから、使用済み核燃料は全量直接処分（ワンススルー）になる。処分地が出来るまでは、中間貯蔵することになる。

米国のコロンビア特別区巡回控訴裁判所は6月、米原子力規制委員会（NRC）の使用済み核燃料への対応、（a)使用済み核燃料は原発の認可期間を超える60年間にわたり、プールあるいは
キャスク（使用済み燃料用容器）の中で安全に貯蔵できるだろう(b)連邦政府がネバダ州のユッカマウンテンに処理場を作る計画を打ち切ったことから、必要になれば最終処理場が建設されると
見るべき「合理的な保証」があるとNRCの対応は連邦環境基準に合致していないとの判断を示した。これを受けて、NRCは判決で提起された使用済み核燃料政策の問題への対応ができるま
で、原子力発電所建設の認可手続きを停止すると8月7日発表した。

(b)の最終処分地、あの砂漠もあったりする広い国で最終処分場の目処が未だについていない。この無い点は、日本も同じである。原子力委員会の依頼で、日本学術会議が解決の糸口を探る
ため2010年から議論をしているが、6月上旬に「地下深くに埋める現行の処分方針では安全性の確保も受け入れ先を見つけるのも難しく、方針転換が必要で、一から考え直すことを提起」する
結論をまとめたと報じられている。したがって、始末に終えない使用済み核燃料を増やすことは、米国でも日本でも合理的でない。

ゆえに原子力発電の新設、更新が必要となる20～25シナリオは、使用済み核燃料を大増産する非常に非合理で”狂気の沙汰”である。15シナリオも2030年以降、少なくとも更新が必要であり、
使用済み核燃料を増やし続けるので、採る事は非合理である。残るのは、2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとするゼロシナリオである。

（a)の使用済み核燃料の貯蔵の安全性は米国では貯蔵プールの漏れや、火災などでプールの水が沸騰して蒸発したり、流出したりする危険性があると環境保護グループが指摘しており、福島
第一原発4号機を省みれば当然のことだ。
　日本の緊急対策では、注水手段を増やして対処しているが、火災は想定されていない。想定外である。3.11東電核事故の後にも拘らず小さな安全神話がある。総じて、IAEAの5重の多重・深
層防護のうち日本では規制が関与する多重防護の範囲は レベル1, ２，３ が主であり、レベル４は事業者の自主保安とされている。レベル5の防災は、机上のものであったことが露呈している。
　設計から、事故管理、防災に亘って、適切に多重防護を構築する責任を持つ規制当局が、国会事故調によれば”規制の罠”にかかって、無能であった。無能な規制当局の緊急対策では、使
用済み核燃料貯蔵プールに安全神話があるのは、当然の帰結である。
　有能な規制機関の再構築、その機関による有効な5重の多重・深層防護の構築がなければ、危険性の少ない原子力発電所、その運転・稼動は無い。国会事故調は、規制機関の再構築のた
めにいくつかの提言を出しているが、いずれも国会で議論されもいない。従って、20～25シナリオや15シナリオは、選べない。残るのは、ゼロシナリオである。



35125 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０３０年の原発依存度は「ゼロシナリオ」とすべきこと
は明白です。地震列島の日本においては、本来国民
的議論も行わないままに原発を設置してきたこと自体
が間違いであったことを自覚すべきです。

福島の大惨事が示している通り、一刻も早く脱原発を実現させ、国民の生命と財産を守るべきです。事故処理に投じられるであろう莫大な費用は誰が負担するのか？その財源はどこに求める
のか？また、１０万年にわたって放射線を出し続ける核廃棄物の処理費用、管理費用もどうするつもりなのか？原発の発電単価が安いなどとよく言えるものです。国民を愚弄するにも程があり
ます。
原発の再稼動を安直にすすめる現政府が、この国の将来を本気で考えているとは到底誰も思わないし、責任をとれる者が居るとも思いません。
直ちに全ての原発を国有化して原発向けの電源交付金を停止。安全に停止させるとともに、粛々と廃炉処理を進めるべきです。今こそ、それに併せて日本の技術力を総結集させ、代替エネル
ギーを全力で爆発的に改良・推進するとともに、核廃棄物の安定管理を真剣に検討・論議すべき時です。
もちろん、もんじゅや六ヶ所再処理工場などの「核燃料サイクル」は即時に計画中止、廃棄処理を開始してこれ以上被爆者を増やすという愚行を国際社会に晒すことが無いように対処すること
が肝要です。

35126 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ、即時ゼロを支持。再処理も反対。東海
地震等のリスクを考えれば再稼働はあり得ない。経済
成長でははなく原発無しのエネルギー供給に合わせ
て生活や経済を再構築するビジョンと国家戦略こそ必
要。

３つのシナリオから選ぶなら、ゼロシナリオです。さらに言えば、即時ゼロにすべきです。
理由は多々ありますが、地震リスクについて意見を述べます。
どのシナリオも、東海・東南海・南海地震をはじめとする、数十年以内に必ず起こるとされる地震及び津波について殆ど考慮されていません。東日本大震災以降、超巨大地震を「想定外」とする
ことはもう許されず、従来の想定を越えるような地震や津波への対応策が政府の中央防災会議等で議論され、政治レベルでも危機感は認識されているはずなのに、シナリオや『シナリオを検証
するにあたり踏まえるべき視点』等で考慮されていないのはおかしいです。
単に原発のコストに地震の被害額を上乗せして議論すればいいのでしょうか。例えば、大飯原発が地震により事故を起こせば琵琶湖が汚染され、琵琶湖を水源とする近畿地方の約1300万人
が居住できなくなります。その被害を金銭換算すれば莫大な金額になり原発の利用はあり得なくなるでしょう。
今後30年以内に70%以上の確率で起こるとも言われる巨大地震や津波のリスクを考慮すれば、地震国の日本に原発は危険すぎます。原発の即時廃炉が必要であり、ましてや再稼働などあり
得ません。火力や水力、自然エネルギーの発電所は、地震に対し原発のような深刻な被害を生じません。
ゼロシナリオを支持する理由は他にもあります。
原発というシステムは、事故が起きなくともウラン採掘から定期点検、最終処分に至るまで放射能汚染から逃れることはできません。放射能は人為的に消滅させることができず、生命の源であ
る遺伝子を傷つけ本人のみならず子孫にまで影響を及ぼすものであり、CO2とは同列に比較できない危険性があります。
特に、核燃料の再処理は通常運転でも莫大な放射能を大気と海洋に放出し、もし事故が生じれば福島を上回る汚染を引き起こすため、六ヶ所村の再処理施設も即時停止し直接処分すべきで
す。他の２つのシナリオにおいて再処理があり得るというのは受け入れがたいです。

３つのシナリオの他、シナリオの前提条件も問題があります。
どのシナリオも、経済成長を前提としていることです。
ゼロシナリオでも経済成長が成り立ちうるとしていることは評価できますが、それは目指すべき社会の姿でしょうか。経済成長イコール幸福ではないことは多くの国民が気づいています。経済成
長を前提にするのではなく、原発無しで確保できるエネルギー供給量に合わせて生活スタイルや産業活動を再構築する社会の方が安全、健全であり目指すべき社会と考えます。
そのような新しい国家ビジョン、国家戦略の提示こそ必要であり、政治が行うことと考えます。

35127 個人 その他 ５０代 女性 ゼロシナリオしか考えられない。
安全でクリーンなエネルギーという嘘で、地震と台風
の列島に54基もの原発を造り続けた罪は重い。処理
不能の核廃棄物をこれ以上増やさないのが政治の責
任だ。

原発を稼働するということは、核廃棄物を出し続けることであり、廃棄物処理は何百年、何千年何万年とかかることが予想される。稼働する限り処理不能の核廃棄物を増やし続けることになる。
その核廃棄物処理は未来の人たちがその危険を負担することになる。
せっかく停止している原発の再稼働のニュースを読むたびに第二のフクシマになるのではないかとおびえている。
今回の日本の選択を、近隣の韓国や中国が注目している。
ぜひ、日本には、ゼロシナリオを選んだという、ヒーローとなって欲しい。
平和憲法というイニシアチブをとってきた日本は、今度はゼロシナリオで脱原発を実現して欲しい。

35128 個人 自営業 ４０代 男性 3つの選択肢の中ではゼロシナリオを支持します。福
島原発事故の反省に立ち、地震の頻発と人口の過密
地帯というわが国特有の事情を冷静に考慮すれば、
むしろ、2030年という期限は遅すぎるくらいです。

　概要に書いたとおり、この選択肢の中では、ゼロシナリオを支持します。理由は、「安全な再処理」が技術的に実現不可能だからです。もんじゅが破たんした以上、核燃サイクルからは即撤退
をすべきです。これ以上この事業に税金を投入し続ける意味はありません。まずは我が国の稚拙な再処理の現状と膨大な費用をわかりやすく正直に全国民に周知してもらいたいと切に思いま
す。おそらく、再処理継続の支持は得られないでしょう。

　再処理からの撤退は、核武装からの撤退を意味することでもあり、一部の産業にとっては残念な事態でありましょうが、国防の観点からは別の道を探ればよいと思います。（核武装しない国が
核攻撃を受けるわけでもないし、核武装さえすれば、核攻撃を受けないという保証もない。）

　そして、再処理から直接処分に転換することで生ずる予算・費用の差額は、今回の事故の賠償に速やかに回していただきたいと思います。電気料金の値上げ云々の話はそのあとです。その
点は非常に不満です。
　
　さて、再処理が不可能な以上、燃料の増殖という夢物語から覚めて現実を見なければなりません。つまり、ウラン２３５と石油の燃料としての冷静な比較です。答えはおのずから明らかです。
ウラン鉱石の1パーセントにも満たないウラン２３５の資源価値の低さと、核分裂技術が引き起こす多方面にわたる甚大な被害、さらには、その被害の可能性を高める我が国の抱える地震の多
発と人口の過密を考えれば、ウランの選択はあり得ません。

　原子力事故による被害の甚大さは、今回の福島が証明したとも言えますが、今回の事故でさえ、「制御棒だけは炉心に挿入できた幸運」「風向きにより、放射性物質の大半が太平洋に流れた
幸運」など、偶然の運に救われた部分もあります。この点も謙虚に検証されなければなりません。次の事故で、同じような幸運が保障されているわけではないのです。

　それを考えると、ゼロシナリオとは言え、今から18年もかける悠長な期限は、あまりに長すぎます。その間、国民は、祈るような気持ちで、巨大地震や津波、ヒューマンエラーによる原子力事故
に対して、ナーバスでストレスを抱えた生活を強いられるのです。特に福島、東北、東日本で土地を離れざるを得なくなった人々をはじめ、大変なストレスを背負った人々に対して、これ以上の精
神的ストレスを強制するような社会の在り方は厳しく問われるべきです。

　一方、私たち日本人は、地域一体となって何かに取り組み事が大変得意です。自己主張の強さが評価される欧米諸国とは大きく違う点です。この特性を活かして、節電という地域を挙げての
事業として取り組めるシステムを構築してもらいたいと思います。津波被災者に対して、あれだけ多くの支援金が集まった国です。原発被災者に対する思いやりを節電という形に変えて努力す
ることに大きな力を発揮すると思います。

　太陽光などの自然エネルギー導入への過度の期待が、節電という名のもう一つの「心の発電」を蔑にしないことを切望しています。

35130 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発をゼロにするプランに同意します。現在使用して
いる電力量をそのまま維持するのではなく、国、経済
界をあげて消費電力量の削減につとめ、クリーンエネ
ルギーを使用するよう方向転換すれば可能となるは
ずです。

原発をゼロにするプランに同意します。現在使用している電力量をそのまま維持するのではなく、国、経済界をあげて消費電力量の削減につとめ、クリーンエネルギーを使用するよう方向転換
すれば可能となるはずです。現時点までの原発関連雇用を他エネルギー供給時の雇用にまわす等の対策が必須だと考えます。子どもたちの安全と、安心できる未来を確保してくためには、原
発ゼロを目標に動いていくことが重要だと考えます。

35131 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は必要だと思います。 今の日本で原発以外のもので電力を賄うためには、火力にほとんどを頼らないといけないのが現状だと思います。火力の原料の原油はほとんどが輸入に頼っています。アラブの政治情勢も不
安定ですし、覇権を広げている中国にシーレーンを押えられたら全く原油が入ってこない状況になります。
火力に頼った場合は電気料金は最大２倍程度になるという試算もあります。そうなった場合、日本国内の企業はますます国際競争力を失い、国外に移転せざるを得ないでしょう。
これでは今でも景気が悪くて大変なのに、雇用も減り、法人税を払える企業もますます減っていくでしょう。
大震災の原発の事故からこのような議論が持ち上がっていますが、この事故による死者は一人もいませんし、病気になった人もいません。翻って、この夏熱中症でによる死者は１７００人を超え
ます。電気代が倍になったらもっと増えるでしょう。
原発０と叫んでいる人は感情的になりすぎているのではないでしょうか？
地震で水蒸気爆発は起こりましたが、原子炉本体が爆発したわけではありません。あの地震であの程度で収まったことが日本の原子力技術の高さの証明ではないでしょうか？現に外国で原発
をやめた国はフランスから電力を輸入できるドイツくらいのものです。
今の日本には原発は必要だと思います。
地震が起きる前の発電比率に戻すべきだと思います。

35132 個人 家事専
業

４０代 女性 原発は直ちに全て廃炉にして欲しいです。 昨年の東日本大震災で、原発が安全な物ではないのが明確になったのだから、
これ以上あんな恐ろしい物を稼動させないで欲しいです。
ただでさえ日本は地震の多い国だし、たとえ、原発が安全な物だったとしても、
核廃棄物は人間の力では処理しきれないものなのだから、未来の子供達の為にも
もう、原発はやめて欲しいです。
それに、原発がないと電力不足になると脅されていますが、火力等で十分まかなっていっています。原発は動かす必要ありません。

35133 個人 学生 １０代以
下

男性 脱原発は間違いです。
日本に原発は絶対に必要です。
原発をなくせば、大変なことになります。

原発が減れば、多くの電力を使用する企業、特に製造業はやっていけません。
また、中小企業は電気代の値上げ分を転嫁できませんので、大変なことになります。電気代が上がれば、そのコスト上昇分は賃金カットなどでしのぐしかなく、最悪の場合は従業員のクビを切る
ことになります。これは絶対にしてはいけないことです。一時的な感情論にとらわれることなく、原発の重要性をしっかりと認識することが重要です。絶対に原発は必要です。

35134 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオ。できるだけ早く原発をゼロにしてくださ
い。一時的に化石燃料にたよることになっても、徐々
に自然エネルギーへシフト、省エネルギーを目指して
ください。

理由は、次の世代のためです。

処分に長い年月とコストのかかる核燃料は、これ以上使わないでください。
事故が起これば、土地や海が汚染されます。

一時的に化石燃料にたよることになっても、まず原発をゼロにすることを優先してください。

同時に、省エネと自然エネルギーへのシフトをすすめ、次の世代が安心して暮らせる環境造りを目指してください。

35135 個人 無職 ７０代 男性 ・危険な、かつ廃棄物処理法さえ解決していない原発
をなぜ推進しようとするのか。
・日本では不用な電力使用が多すぎる。
・自然エネルギーによる発電をもっと重視すべきであ
る。

　原発がいかに危険なものであるかはチェルノブイリ、福島の事故等をみても明らかである。このことについては、ほとんどの人が同意見であろう。かつ原発廃棄物の処理方法さえ未解決であ
る。それなのに、日本政府は原発再開を推し進めようとしている。その理由として原発なしには日本の電力が不足するということが上げられている。しかし本当にそうだろうか。2011～2012かけ
ての冬も原発なしで乗り切ってこられたし、また今夏も原発を頼らずに過ぎようとしている。電力不足をいう前にもっと節電対策を行うべきではないだろうか。
　逆の見方をすれば、経産省と独占企業的な電力会社とが一体となって電力需要を煽ってきたのではないか、そのために本来は不用な電力使用が増えてしまったのではないだろうか。例えば
自販機がある。日本で自販機で使用される電力は家庭での使用電力のほぼ半分に匹敵するという。なければないで済まされる自販機にこんな多用の電力を使用する必要があるのだろうか。
外国でもそんなに自販機が普及しているのだろうか。パチンコ店やコンビニなども同様である。またスーパーなどの店内も外国では日本ほど明るくないという。無駄使いの多い電力使用をもう一
度根本的に見直すべきだと考える。
　原発に頼らなくとも、火力、水力、太陽光、地熱等の発電をもっと推進すべきである。これらはなぜか過小評価されている。ことに太陽光発電は一般家庭においてもできることなので、国がもっ
と力を入れて普及を計るべきである。標準的な太陽光パネルの設置では、一般家庭の必要電力がほぼまかなえるようである。これらは日本の技術力によってますます進歩が期待され、かつそ
の技術を世界にも広めることが出来る分野である。
　

35136 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選びます。今すぐ廃炉に向けての計画
を実行する

危険な核のゴミ処理方法が確立されておらず、これ以上の核のゴミを増やすことは、経済的にも不経済である。また、原発は技術的に完璧な安全性が確立されていない。事故が起こった時の
影響は一部の人が享受する利益よりも大きいから。

35137 個人 その他 ５０代 男性 原発は、無くしてほしい。他のエネルギーだけで、賄っ
ていくべきだ。原発をなくしても、太陽光を利用したり、
電力消費の少ない製品を開発・生産することで、労働
の確保も経済的な問題も改善可能なのではないか。

今回の事故を教訓にすれば、小学生でも原発は要らない事がわかるはずだ。いまだに福島の原発は、危険をはらんだままなのに、他の原発を稼動させるなんて、馬鹿げている。
世界に目を向けても、判るでしょう。
想定外の災害が、おきれば、また、事故は起きるのです。また、想定外だったと言い訳すればすむのでしょうか。
国民に意見を聞くなら、全国民に聞くべきです。たまたま新聞の記事に気がついて、意見を述べることができたが、政府のやり方は汚いのではないですか。国政調査のように、全戸にアンケート
をとるべき内容ではないでしょうか。
原子力に頼りたくないから、LED照明を多用したり、省エネの電化製品に買い換えたり、国民だって努力しているのです。
国を挙げて、省エネに真剣に取り組めば何とかなるはずです。
原発を廃止するだけでも、危険をはらんでおり、時間もお金も労力もかかるわけだし、燃料の処分だってどうしようもない状態なのに、安全宣言をしていること自体、世界の笑いものではないで
しょうか。次世代に明るい未来を約束するためにも、原子力に頼らない構造作りをすべきなのではないでしょうか。
どうしても、安全だというなら、安全という理由を箇条書きにして全戸に配布してほしいものです。想定外の災害時にも当然安全なのでしょうからね。

35129 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発廃止に向けて。 まず留意事項の説明にやる気の無さを感じる。
が重要案件なので私見を述べさせて頂く。

シナリオを根拠のない３択にしていることがおかしい。
仮に選択するとした場合、どう考えても(1)のシナリオしかない。
その理由について一点のみ述べると
　今回の様な事故リスクは決して低くなく万が一最悪の事態が発生した場合
　日本国土に住めなくなる。その時、誰がどんな責任をとるのか。
　他国に影響を与えたときどうするのか。
　そんな想定をしているならその被害額と対応方法を聞かせて欲しい。
他にも色々あるがそこに時間を割く事は無意味なので他の方にゆだねる。

上記より私の考えるべきはシナリオは下の通り。
　まずゼロシナリオを前提とする。
　それを如何に最短で実現できるかを国民の英知を結集し考える。
　(データも無いのに前提期限を決める事自体無意味)
　地球は一つなのだから全世界に核だけでなく原発廃止も呼びかける必要性もあり。
　特に中国は風上であり特に脅威を感じる。

具体的な進め方(民主党や自民党には期待していないが)
　原因究明
　　昔、原発を推進した自民党幹部に上の質問に答えてもらう。
　　電力絡みの利権構造体質の脱却。送配電分離、他。
　　具体策
　　　・東京電力のビデオの全公開。一般社員の顔や名前は不要。
　　　・そのビデオより導かれた原因の根絶。
　対処方法
　　まず遅くとも来月から全原発を止める。
　　今年の夏の実績に基き来年の夏までに稼動させない方法を考える。
　対策案
　　（原発依存しない事のデメリットも少なくないので）
　　日本の地の利を最大限利用したエネルギー政策を考える。
　　早くできるものを優先に。
　　長期スパンでは安全でランニングが少なく効率的なエネルギーに投資する。
　　水道などもそうだが、原発ではなくそこで培った技術やノウハウを輸出し
　　国益と合わせ安全な地球を創造する。
　具体的なエネルギー(素人意見ですが)
　　プレートのずれを利用する。
　　火山や地熱。
　　オーランチキトリウム。
　　波。

以上、地球を愛する一国民の声として投稿させていただきます。



35138 個人 自営業 ６０代 女性 原発比率０％を望みます 地震の多い日本に原発は危険すぎます
次に福島のような事故が起きて、想定外と言い逃れできますか？１００％の安全なんてない以上、原発は０にすべきです。
原発は「トイレのないマンション」と言われているように核のゴミの問題も未解決です。また原発は温暖化阻止の切り札ではありません。原発の温排水も温暖化の原因の一つではないかといわ
れています。今まで政府は原発を推進してきましたが、日本の二酸化炭素排出量は減っていません
私達は電力会社に払う電気料金以外にも、税金で原発のコストを払わされています。。この夏も本当は再稼動しなくても、何とか電力はまかなえたといわれています。危険で、トータルなコストで
は高くつく原発は止めるべきです。ドイツを見習うべきです

一生懸命書きましたが、国民に意見を聞いたという政府のアリバイ作りに使うのではないでしょうね？

35140 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 この提示された3つの選択肢よりさらに厳しい、原発
0、節電を考えた第4の選択肢を支持したいと思いま
す。

この3つの中で決めなければならないのであれば、指示できるのは「ゼロシナリオ」です。
ですが、省エネ、自然エネルギーを活用するなど考える余地が多くあると思います。
・新築の家、アパート、マンション、オフィスビル、工場などへの太陽光発電設置義務化（破損に対応した保険も必要）
・都心の緑化（現在は市区町村によってありますが、何％か緑を植えることを義務化する）
など。
原発を0めざし、火力発電にもあまり頼ることのなく、自然エネルギーと節電で進めるシナリオを支持します。

35141 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 この20年、日本は経済成長していない。これが最大の
問題であり、国は経済成長を機軸にエネルギー政策
を考えるべきである。原子力の過度な削減は、経済活
動に悪影響をもたらすものであり、選択すべきではな
い。

日本は、この20年間全く成長していない。この状況が10年も続くと日本は経済的に破綻してしまう。これが、我が国が抱える最大の問題であり、国は経済成長を機軸にエネルギー政策を考えな
ければならない。
日本においてこれまで基幹電源の役割を担ってきた原子力を過度に削減するためには、火力発電への依存度を高めなければならない。この場合、燃料費上昇に伴う電気代上昇による生産コ
ストアップなど、これまで以上に、国内の生産活動が、国際情勢の変化の影響を被るリスクに晒されることとなる。イラン危機が叫ばれる昨今、このリスクが顕在化する可能性は高まっている。
2011年の貿易収支は31年ぶりの赤字となったが、これについては原発の稼働停止を受け、火力発電用の化石燃料の輸入が増大したことが大きな要因の一つであることは明らかである。化石
燃料の調達のための膨大な資金の流出は、投資の減少につながり、これが産業競争力の低下を招くことが懸念される。
上記の火力発電への依存度増大が、経済活動の低迷をもたらすリスクに加え、再生エネルギーの拡大や省エネの拡大を過度に進めることによる経済活動低迷のリスクもある。
従って、経済成長を機軸にエネルギー政策を考えた場合、リスクの観点から原子力の過度な削減は選択すべきでないと考える。
なお、化石燃料上昇リスク以外にも各シナリオに多くの不確定要素が含まれている。今回の国民的議論においては、それらデータが十分に示されているとは言えない。不確定要素が多くかつ
個々のリスクを見通せない現状において、国の将来を左右するエネルギー政策をリジットに決定してしまうことは非常に危険であり、今回国はどのような結論を出すにせよ、かなりの頻度でエネ
ルギー政策を見直すなどの柔軟な対応をとるべきである。

35142 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発反対です 私は、原発反対です。
その理由は、単純に今住んでいる日本は世界のものであり、
未来の子供達に借りている物だからです。
人に借りている物は、わざわさ汚して返さないですよね？！

私は、団塊の世代の子供です
祖父、父親達は、戦後の復興と言う目標で
今、先進国と言われる日本を作ってくれました。

しかしながら、エネルギーに感しては、先進国と言えません。

ヨーロッパなどで脱原子力を実行してる国を見習い例え少しの不自由をしてでも、地熱、風力などのエネルギーに変えるべきでだと思います。

日本の科学、知力を今発揮し地球にも、未来の子供達の為に力を尽くすべきだと思います。

35143 個人 無職 ６０代 女性 原発比率を2030年までに０％に下げる(1)ゼロシナリ
オを選択します。原子力発電所を廃止し脱原発を実
現するために今直ぐ原発ゼロとする検討が急務です。
設備容量を検討し省エネルギーを実施することが必
要です。

１．原子力を止めると使える電力量はどうなるのか、2009年度：原子力で作った電力量28％を基準に、これを現状として考えます。受け入れるエネルギーの現状は天然ガス、石油、水力、原子
力であり、それを電力とその他の用途（自動車ガソリンなど）に振り分けるわけです。原子力が減った分を、電力だけでなく自動車などを含めたすべての用途に割り振って減らします。現状で、全
用途で同じ率を減らすと、使える電力は１１％減となります。この省電力、省エネルギーが可能であることは容易に実証できることです。
２．パブリックコメントをwebだけで募集するのでは広がりません。新聞やテレビを使って広報すべきです。

35144 個人 自営業 ４０代 男性 2030年までに原発の比率をゼロにする選択肢を支持
します。大事故が起きれば取り返しがつきませんの
で、最低限の知識と常識を持つ人であれば、結論は
自明だと思います。

2030年までに原発の比率をゼロにする選択肢を支持します。大事故が起きれば取り返しがつきませんので、最低限の知識と常識を持つ人であれば、結論は自明だと思います。原発をゼロにす
ると経済活動に支障が出るなどという人がいますが、事故が起きれば経済活動どころではありません。およそ（商業ベースでは）できもしない原発の「安全確保」に膨大な資金と資源を無駄にす
るよりも、ほかのことに使いましょう。原発・核燃料サイクル推進のプロジェクトはできるだけ早く打ち切りましょう。原子力関連に携わっている人は、廃炉、放射性廃棄物処理、除染の研究・事業
にのみ従事するようにしましょう。政府はそうした方向を後押しし、再生可能エネルギーの普及に力を入れてください。

35145 個人 無職 ６０代 男性 「原発ゼロシナリオ」です。
これまで、原発は『経済発展』のために必要と考えて
きましたが、
福島事故をみて、今の北海道の現状をみて、全く不要
と考えます。
直ちに全ての原発を破棄すべきです。

今、北海道では泊の原発が止まり、全くありません。
しかし、この異常な暑さの夏でも電気は有り余っております。毎日の「でんき予報」をみて分かります。すなわち、危険な原発は必要ないのです。経済活動に支障はありません。
廃炉にするにしても、雇用状況は保たれます。
企業のため原発は直ちにやめて下さい。

35146 個人 その他 ３０代 男性 原発は、0％です。 火力、水力、地熱などで、十分やっていきます。

35147 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオ、即時原発の廃止を希望する。 　福島第一原発の事故により原発の恐ろしさが明白となった。それにもまして明らかになったことは、国が国民の安全などまるで考えてはいないということである。国と経済界の自分たちの既得
権益が第一という姿勢が明白となったことで、国が原子力を安全に進める根拠を示したとしても、とてもではないが信頼できなくなってしまった。それほど現在の国は信頼を失ってしまっているこ
とに自覚的になる必要がある。
　国は己の保身を願うなら15％シナリオ、ましてや、20～25％シナリオを選択することは命取りになることに気づくべきだ。0％を選択し、国民、さらには世界に脱原発の道を歩むことを宣言すべ
きである。それこそが、国民からの信頼を回復する唯一の道である。現代は、「原子力の平和利用」を推進してきた時代とは異なる。何が異なるか。国民がインターネットその他、情報を世界から
得られる点が異なる。国は「国民を情報操作によって統制できるのだ」という認識を改めるべきである。
　脱原発の道を歩むことは非現実的か？　そうではないだろう。むしろ、経済・産業構造のあり方を変えることで、うまい汁を吸う政治家、経済界は必ず出てくるのだから、原発は過去のものとし
て進め、国民を味方につければ、無理やり原発を進めるよりも長期的には必ず国・経済界に有利に進むようになる。
　さて、具体的に0％にシフトするために経済・産業構造をいかに変えるかであるが、素人である私でも以下のことは挙げることができる。
・再生可能エネルギーの拡大
・現在ある電力会社に頼らないで電力を得る方法を構築する（個人レベルでの自家発電など）
・省エネなどにより、電力需要そのものを大幅に削減する。
原発路線一本やりで国が来ているので、上記3点のような簡単なことさえ見えなくなっている。温暖化対策や自然エネルギー支援策を積極的に採ってきた欧州の国では、経済成長を続けなが
ら、温室効果ガスを大幅に減らしている。アメリカではなくそうした国々に学び、原子力でもなく、火力でもないエネルギーへとシフトしていくことこそ日本が生き延びる唯一の道である。

35148 個人 その他 ４０代 男性 2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする
ことを望みます。

ひとたび事故が起これば、計測不能・収拾不能な事態が発生するからです。

35149 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオを支持。現在２基を除いて止まっている
今こそチャンス。このチャンスを逃してはいけない。

私の欲しいのはベランダや車庫の屋根に広げて置ける小型の太陽光発電機と充電器です。それで携帯やドライヤー、その他に使います。それによって電力会社から買う使用量が少なくなりま
す。企業、商店，公共のものに回す大口電力が増やすことができ、自然エネルギーの拡大とともに、CO2も増やすことなく経済活動に使えます。
今、止まっている原発も原子炉があるだけで危険と隣り合わせです。それでも廃炉に合わせ、危険度で徐々に交付金を減らしていっても、その間に地域の新しい街づくりができます。事故が起
こる前なら。原発で働く人々は日本や世界の原発の為に技術を研究発展させ、原発に携わる人々が安全に廃炉への仕事が出来るようにする。そうやって、経済の内容転換も視野に入れて日
本を再生してください。
福島の問題は日本の社会にも日本人の心にも影を落としています。もし、もう一つでも何か起こったら、団結力も、粘り強さもなえてしまいます。「何か起こったら」の国民の不安を無くすのも政府
と共に国民の役目です。

女性 【１ゼロシナリオ】を選びます。
意見及び理由に加えて、
省エネや温暖化防止対策の不充分な点をふまえた課
題の整理と
必要と考えられる政策の提案もいたします。

35139 個人 自営業 ４０代 ３１１東電福島原発事故がきっかけとなり、
「安価で安全、環境にも優しい」とされてきた原子力という選択が
根本的に間違っていたということが証明されました。
国家戦略室は、エネルギー環境に関する選択肢の中で
「全てのシナリオ共通の前提として・・原子力のリスク管理を徹底して強化しながら」
と書いていますが、
そもそも「原子力のリスク管理」という言葉自体が大変危ういものであることをなぜ誰も疑おうとしないのですか？

原発及び核燃料サイクルというエネルギーシステム全体を、
一部の利権に資する視点ではなく、すべての情報を突きあわせてトータルにまっとうに考えるならば、
管理などという言葉を軽々しく使えるものではないことは自明の理です。
使用済み核燃料の再利用計画一つとってもまともに動いていない現実があります。詳細は書かなくてもよくご存知でしょう。
３１１の事故処理も、本当の意味での収束ということはなく、
チェルノブイリ同様に終わりのない戦いを続けてゆかねば破綻が待っていることもお分かりのはずです。
このような地球規模の破滅をもたらしかねないシステムを前提としたエネルギー戦略などという幻想から
私たちはいい加減に醒めねばなりません。

儲けのためだけに大量消費を当てにして無駄に大量生産をし続ける大企業の経済活動。
その根本的な無駄やその見境ない環境破壊を都合よく見ぬふりをして、
エコや省エネを追及するという空々しさ。。。これはあの「裸の王様」の物語を思い出させます。
３１１までの私たちは、このような欺瞞的価値観が染み付いた頭で思考していました。
そして放射能汚染のリスクを地方や底辺労働者に押し付け、それを見かけ上は見えなくし、
交付金で口封じをして依存体質を作ってきた。
そして、地球上で最も火山活動の盛んな地震の巣のような国の上に
５４基もの原発を設置しているにも関わらず安全安心神話を鵜呑みにしてきたのです。

ですから、もしも本当に政府が“革新的な選択”をしたいと真剣に考えているのであれば、
あの３１１で露呈した事実を元に原発に反対の声を全国であげている市民一人一人の声こそ、
「裸の王様」のラストで子供が言った「王様は裸だ！」という言葉と同じであると受け止め、
今度こそ都合の悪い事実と向き合って新たな選択をしなければなりません。
もちろんその新たな選択とは、このゼロシナリオ以外にはあり得ません。

とは言え、このゼロシナリオを実現するためには議論すべき課題がまだあります。
それは以下の５つです。
１原発ゼロ（稼働）をいかに早く達成するのか？
２既に原発サイトに貯蔵している使用済み燃料を地震や災害・テロからどのように守るのか？
３使用済核燃料をどう処分していくのか？
４省エネルギー、再生可能エネルギー転換をいかにして最速で達成するのか？
５これまで原発に依存してきた地域の住民や行政をいかにして地域自立経済に転換するか？

そしてこれらの課題を解決するために必要な以下の政策を直ちに検討・実施してゆくことを求めます。

■さらなる省エネルギー政策として中小企業へのESCO導入支援策
産業部門におけるESCO事業の導入率は多くても10％程度だといわれています。
多くの中小企業では、ESCO事業を導入しても効果が少ないため、ESCO事業者
自身が売り込みを行わないのです。
そこで、中小企業を対象としたESCO事業の促進をする必要があります。
ESCO導入の費用に助成金を出す、あるいは後述の炭素税導入により、
中小企業の省エネルギーを加速させることができます。結果、LED・FHF蛍光灯、
デマンドコントローラー、ガスヒートポンプエアコンの導入など、効果的な省エネ
機器への転換や対策がとられ、産業部門からの5％～10％程度の節電と経費節減
が可能になると考えます。

■再生可能エネルギー研究、開発、地域自立型事業の促進
・これまで原子力に向けられてきた研究開発費を再生可能エネルギーに
向けるべきです。
・7月施行の再生可能エネルギー固定買取価格制度を支持します。
・今後は研究、開発だけでなく、再生可能エネルギーの生産地である地域の
住民を主体とした再生可能エネルギー事業を展開する企業家やコーディネーター
が必要となります。これは第３次産業の人材の雇用創出にもつながります。

■電力会社に向けた脱原発支援策
これまで日本政府と電力会社、原発関連企業が共に原子力行政を行ってきました。
この「共依存」を支えてきた仕組みを廃止し、電力会社に「安全な電力の安定供給」
という本来の社会的責任を果たさせる必要があります。そのためには以下の５点が
必要です。
・天下りの廃止
・発送電分離
・総括原価方式の廃止
・原発事故時の補償の無限責任化
・情報公開と引き換えの脱原発経営のために必要となる補助金

■炭素税の導入
上記３項目を達成するために最も効果的な制度は「炭素税」の導入です。
既に多くの国で採用されており、効果や課題についても多くの事例があります。
エネルギー政策の根幹となる政策のひとつとして国民的議論をしながら、
導入すべき制度だと考えます。

日本がこの３１１を契機として、
地球上のすべての命との共存共栄を前提に置いた真にエコで持続可能な社会の実現に向け、
国際社会の中で率先して改革を牽引し貢献してゆけるような国になることを願ってやみません。
それこそが、放射能による大規模な被害を４度も経験した、この国に与えられた責務であると考えます。



35150 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は「2030年までにゼロ」ではなく「即刻ゼロ」にす
べきです。
福島第一原発事故で、人は核をコントロールできない
ことがはっきりしました。これ程にリスクの大きい原発
はもう要りません。

原発は「2030年までにゼロ」ではなく「即刻ゼロ」にすべきです。

福島第一原発事故により、原発の「安全神話」は完全に崩れ、人は核をコントロールできないことがこれ以上ないほど明らかになりました。今こそエネルギー政策を転換する時です。即刻、すべ
ての原発を止めてください。

この先は再生可能エネルギーの比率を高めていくべきだと考えます。
放射能の危険におびえて暮らすのはもうたくさんです。政府は事故の責任をとり、真摯に国と国民の未来を考えてください。

35151 個人 無職 ７０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を採用すべきです。原発と放射能
ののリスクは、ほんの僅かなものであっても人間の存
在を抹消するほどの破壊力があり、それを回避するこ
とはできません。

｢フクシマ｣は、原発の危険性を示しました。フクシマは、広島・長崎での｢生きながらの死｣、68年後の原爆被曝者の苦しみを再現するかもしれません。山も森も畑も町も放射能が汚染しました。
そして人間が帰れない、二度と住めない地域を作ったのです。原発の再稼動は、それを繰り返す可能性があります。それを不可能にする技術はありません。ましてや原発の廃棄物は何万年に
もわたって人間に脅威を与え続けるのです。
これからは安全な省エネ、自然エネルギーに技術開発を集中すべきです。そこに未来の目標を掲げ、その姿勢を鮮明にして、国民に協力を呼びかけるべきです。かつて日本は太陽光発電では
トップリーダーでした。それがドイツなど他国に後れを取ったのは、原発推進勢力がその普及にブレーキを掛けたからです。
希望を持って生きる中なら、省エネも節電も大いに進むことが期待できます。そのとき、｢原発ゼロ｣の実現が確信できます。そんな社会を期待します。

35153 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 産業の空洞化に直結するエネルギーコストの上昇の
回避は必須。現在の技術レベルでは、原発依存もや
むを得ず、選択肢のなかでは20～25シナリオ。将来
のエネルギー政策の方向性は、もっと時間をかけて
議論すべき。

現状の経済状況の中では、エネルギーコストの上昇を抑え、産業の空洞化を防ぐことが重要。現状の技術では、安定発電の観点から原子力あるいは火力になると思うが、環境（二酸化炭素排
出）とコストを考えると原子力がベター。安定供給・コスト・環境面で原発に替わる代替エネルギーが開発されれば転換。これからの日本を左右するエネルギー政策の方向性をわずか1ヶ月ぐら
いの意見聴取で結論づけるのは早計。日本全体への影響、地方・地域への影響などを十分に分析し、もっと具体的に国民に示して時間をかけて議論することが重要。その間は、社会・経済へ
の影響を最小限に抑えるために暫定的に原発を稼動。

35155 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発に頼らず、再生可能な自然エネルギーによる未
来の構築に力を注ぐ時だと思う。

未来に負の遺産をこれ以上増やしたくないから。

35156 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 下記の通り エネルギー政策を考える上では、安全性の確保を大前提となる。
その上でエネルギーの安定供給・コスト・品質・地球温暖化問題への対応等を総合的に踏まえた方策を検討しなければならない。
今回の「選択肢」はいずれも実現可能性に乏しく、地球温暖化問題への対応を重視するあまり、安定供給・コストといった最も大切な要素が軽視されている。地球温暖化問題への対応は引き続
き重要であるが、経済との両立を図りながら進めていくべきものと考える。

35157 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」 2030年をまたず、即時原発ゼロ、もんじゅも含めすべて廃炉を希望します。
被爆国である日本が、チェルノブイリ事故に匹敵するような大事故を起こし、今なお福島第一原発から世界中を汚染し続けていることを熟考すべきと思われます。
直ちに、日本のすべての原発について、廃炉計画を策定し、大飯原発も即時稼動停止を望みます。
また、原子力推進派で作られる「原子力規制委員会」の設置にも強く反対します。

35158 個人 無職 ３０代 女性 1のゼロシナリオを選択します。

本当は、原発は、即刻廃止してほしいのですが、
その様な選択肢がないため、1のゼロシナリオを支持
します。

幼い子どもを抱え、毎日の食事を与えるたびに、「この中にはどれくらいの放射能が含まれているのか、、、」と考えてしまう苦痛といったらありません！
命と天秤にかけてまでほしい電気なんて、あるはずない！
本気で国民の命を守る気があるならば、原発は廃止してください！
原発を再稼働させる総理大臣など、絶対に支持できません！

35159 個人 無職 ６０代 女性 「２０３０年に原発０」でなく「今すぐ原発を０にする｣を
主張

エネルギー環境に関する選択肢に対する意見

「２０３０年に原発０」でなく「今すぐに原発を０にする」を主張

福島事故は地震そのものを主因とするのは自明のことと考える。
事故の事実と現実を受け止め、原子力に頼ったこれまでのエネルギー
政策の過ちを現代人は反省するべきである。
特に地震国日本では犯罪行為であったと指摘したい。その観点から
福島事故の事業責任者と政府と関係機関の指導者はその重大な過失
について厳正に法による裁きを受けなければならない。
エネルギー環境を論ずる時に、このような原子力を選択肢に入れること
は人類、自然、生命への冒涜であり許されるものではない。
原発は今すぐに０として論議を進めるために現在、行政を担当する官僚
の頭の構造をリセットして地球の未来に責任を持つパラダイムの転換が
必要である。

35160 個人 家事専
業

５０代 女性 2030年時点の原発依存度を０％にしてほしいと思いま
す。2030年を待たずに、すぐにでも、全ての原発を廃
止して欲しいと思います。

福島第一原発の例でもわかるように、ひとたび原発の大事故が起きてしまえば、人間の力でコントロールすることは不可能です。また、その被害は壊滅的で、地球規模のものになってしまいま
す。安全は確保されていると主張する人もいますが、その根拠が全くわかりません。福島第一原発に関しても、事故が起こることはあり得ないとされていながら、実際に起きた、ということを、真
摯に受け止めるべきだと思います。

35161 個人 その他 ３０代 女性 原発ゼロ政策を求めます。エネルギーは原発だけで
はありません。まず再生可能エネルギーにシフトして
いくことを軸に、国民一人ひとりが電気の使い方を改
めて見直すよう進めていくことが大切だと思います！

「安全性を確認した上で・・」と政府は言いますが、今後巨大地震・大津波がこないと誰が言い切れますか？日本の国土を守らなくて何が電力需給なのでしょうか？
今回の福島原発の事故で、どれだけの人に、どれだけの土地に、どれだけの自然に、影響を及ぼしたかを考えてみてください。これ以上地球を壊したら住む土地なんてなくなってしまうと思いま
す。壊した自然は簡単に元には戻りません。住んでいた土地、家族、友人、大切な思い出を奪われた人たちは、今どんな気持ちで暮らしているのでしょう。

足りない足りないと、人間のエゴで欲望で地球を壊すのはもうやめましょう！！
足りる生活を、自身で作り出す暮らしを、これからみんなで見つめていきましょう！！

35162 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオを支持します。選択肢の中でそれしか選
べないので、ゼロシナリオを選びました。ただ、ゼロシ
ナリオを選びましたが、少しの違和感を感じています。
その理由は次の項に示します。

シナリオを示した資料に関して違和感を感じた点を以下に示します。

１．３つのシナリオの根拠
　３つのシナリオとして示されている原発依存度は、２０３０年の依存度が(1)０％(2)１５％(3)２０～２５％である。この３つの選択肢に至るまでには多くの議論がなされたと思うが、この３種の依存
度になった経緯と根拠が示されていないので、充分納得した上での選択と言う感じにはなれないように思った。又、(1)よりももっと低い依存度（もっと早い脱原発）、(3)よりももっと高い依存度（例
えば２５％以上とか）も選択肢として設定されていても良かったのではと思う。これは現実に即さないと言う事で、この３つに絞り込まれたのだろうか。それならそのような事も解説してあればいい
のではないかと思った。

２．原発事故の影響について
　原発が問題なく稼動する事を前提に、各シナリオに関して、評価が行われている。福島原発事故をきっかけとして、今回のパブリックコメントの募集が行われているのであるから、福島原発事
故の影響や、２０３０年のシナリオにおいて、起こり得る事故のリスクを反映させた評価も必要なのではないかと思った。資料に示された項目で言うと、「温室効果ガス排出」、「発電コスト」、「家
庭の電気代」、「実質GDP」として示されているものには、上で示した影響を反映させた表の提示があった方が良かったのではと思った。

　違和感を感じたのは上の通りですが、私は基本的に核燃料サイクルが破綻していると思っています。再処理の目処が全く立たない状態では核燃料サイクルを動かすのは無理があるでしょう。
核燃料サイクルの可能性を前提とした１５シナリオ、２０～２５シナリオには無理があると思っています。核燃料サイクルには見切りをつけて、今は廃棄物の処分の方法に関する研究にv風力す
べきであると思います。直接処分と言っても、その安全性は全く目処が立っていないと思います。

35154 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は０％に、原発は全て廃炉にすべき。原発立地
地域の住民に不安とリスクを負わせる権限など誰にも
ない。核廃棄物の処分も不可能だ。未来の人々に負
の遺産を残すことは無責任であり、倫理的に許されな
い。

35152 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
その上で、民間企業による売電事業の参入支援を行
い、民間の活力による
新たなエネルギー産業を確立し、電力需要にこたえ得
る体制をつくる
ロードマップの作成を提案します。

東日本大震災を経験し、地震大国のもろさを露呈しました。
原子力発電に依存している現状を踏まえても

”原子力発電が非常事態に陥った際に、対応できる体制ではない”

ということが明らかになった今、原子力発電をエネルギー政策の
中心におくことは到底賛成できません。
意見聴取会でも電力会社を代表する意見として社員が発言した中に

”原子力発電によって死んだ人間はいない”

がありましたが、

生まれ育った土地を離れざる得なかった人は、
被害者ではないのでしょうか。

自殺した人は、原子力発電による死者ではないのでしょうか。

東海村の臨界事故での犠牲者はなかったことになってしまったのでしょうか。

私の住む静岡県は浜岡原発があります。
東海地震による津波が起こったとき、確実に大災害が起こるでしょう。

私たちは原子力発電によって、豊かな生活をおくってきました。
しかしそれはいざというときに誰かに危ない目にあってもらうことを
前提とした豊かさでした。

震災より1年半、原子力発電の是非については
工業都市に住む人間として、迷っていました。

しかし、原発再稼動の過程や意見聴取会での電力会社社員の発言を知り、
こんな人たちに原子力発電を扱わせていけないと強く思いました。

原子力を”ゼロ”にすることを前提に、民間活力を取り入れた
新しい体制作りとそのためのロードマップ作りを提案します。

物流会社が自社の倉庫を利用して、
スーパーマーケットチェーンが店舗の屋根を利用して、
ソーラー発電事業に乗り出しています。
利に敏い民間会社はもう動き出しているのです。

これを利用し、大規模な発電は電力会社が担い、
小規模発電事業者を支援する政策をお願いします。

誰かに犠牲になってもらう豊かさから、
もう抜け出しませんか?

 ７月３０日の朝日新聞によれば、野田首相は民主主義を否定し、多くの反対意見を無視して、やりたいことを勝手にやろうとしているとのこと。信じがたく許しがたいことである。
  政府は脱原発依存を徹底し、原発０％に向けて早急に舵を取るべきである。
　福島の事故に対して反省もなく、何の危機意識も持てない野田首相およびその取り巻きたちは、その立場のものに絶対的に必要な倫理と想像力とが致命的に欠如している。大飯原発の再稼
働など狂気の沙汰である。このような政府に私たちの人生を委ねることは断じてできない。今後原発過酷事故が起きたなら日本は壊滅する。責任をとるなど無意味な言葉遊びをすべきでない。
首相ごときに何ができよう。関係者はおのれの浅はかさを深く反省し、直ちに大飯原発を止め、あらためて国内の原発をすべて廃炉にする手続きを進めよ。その後、職を辞し、ただちに福島第
一原発で働くべきである。それがせめてもの罪滅ぼしであろう。
  エネルギー政策は、０％、１５％、２０～２５％などという分け方自体をまず見直さなければならない。私の知る限り、健全な想像力を持ち真面目に考える国民の多くは０％を支持している。私も
はっきり０％を支持する。
  今や、無責任に天下国家を語りたがる、知識と倫理観と想像力の欠如した「傍観者オヤジ」たちが、幅をきかせようとしている。それはちょうど無責任に戦争を支持して悲劇に突入していった時
代の異常さと重なる。１５％以上を主張する人々がこれである。容認派の考えていることはいみじくも中電社員が発言した「原発で死んだ奴はいない」という野蛮なレベルのものに収斂されよう。
こうした連中がはびこる世の中がろくな結果にならないことを歴史は証明している。福島の事故の究明も解決もないがしろにしたまま、なしくずしに原発推進を進める政府の姿勢は、戦前の誤っ
た方向性を繰り返すかのようだ。まさに今は戦前であり、まさに今、声を上げ、行動しなければならないときである。政府や官僚がいかに間違ったことをしようとしているかを、「戦争」遂行派よ、
国民の多くは、戦前と違って気づいているぞ。

　私は、主に以下の四つの理由で、国内の原発はすべて廃炉にすべきだと主張する。
１　原発は立地地域の犠牲を絶対的前提としている。原発周辺住民は、事故の危険性への大きな不安と事故が起きたときのダメージとを、日常的に一生涯背負わされる。そんな不安やリスクを
住民に負わせる権限は、議員や官僚にも企業にもそして国家ごときにも一切ない。そして地元とは事実上国内すべてである。国はこの視点を持つべきだ。現政府の権力の暴走を見れば、これ
は弱者いじめの構造そのものであり、犯罪性が高いといえる。経済性などを盾に原発を容認する意見を見よ。すべて自分が被害者になることを何の根拠もなくアプリオリに免れている。事故を
他人事としてとらえたきわめて無責任な態度から出たものでしかない。
　原発がないと電力が不足する、経済が停滞する、電気代が上がるなどと、容認派は弱い根拠で脅すが、過酷事故と比べたら何と小さな不利益であることか。安全をコスト論にすりかえるなら、
自らを犠牲となる側に置いて考えるのが大前提だろう。その視点の欠如した原発容認派の言い分は説得力に欠け、無効である。たとえば今後、原発新設はお台場あたりにするという覚悟はあ
るのか。地元の容認派はそうしたことには反対するはずだ。つまり他人事として考えているからなのだ。コスト論はまた、過酷事故が起きた場合の壊滅的被害について、全く試算しない。愚かに
も未だに安全神話にしがみついていると言うことなのだろう。
２　極めて危険な末端の現場で働くいわゆる「原発ジプシー」の存在があるが、彼らは原発がある以上かならず高い被曝をしつつ労働に従事させられる。原発はいかに技術革新しようとも、この
ような、命を危険にさらさざるを得ない多数の下層労働者なくしては、その犠牲の前提なくしては、存立し得ない。そのこと自体が原発の非倫理性をきわだたせている。このような装置は存在して
はならない。
３　核廃棄物の安全な永久処理法についてまったく見通しがない。中間貯蔵などとごまかした言い方で国内のあちこちに保管しておくのは、原発同様に危険性が高い。原発は原爆と同じなのだ
という事実を知っていて無視している。このような中で原発を動かすなど許容できない。
４　原発の存在および原発によって生み出され続ける核のゴミは、将来の子供たちへの負の遺産である。危険を先送りすること、すなわちこれらを未だ生まれてきていない人たちに無断で一方
的に残すことは、倫理的に許されることではない。その危険性は向こう何千年、何万年先まで続くのに、たかだか百数十年の国家やわずか数十年の企業などが、千年後どころか五十年後のこ
とについてさえ、何が保証できるというのか。この生まれていないしたがって発言することができない無力な人たちに対する安心への責任こそが、今の私たちのまともな倫理性によって実行され
なければならない最も大きな課題である。 全国民の意思として未来への責任という倫理性を内面化しなければならない。そしてまたそのことは必然的に原発の存在そのものが非倫理的である
ことを証明するものである。



35163 個人 その他 ４０代 女性 原発ゼロシナリオが絶対原則です。しかも、２０３０年
までではなく、即刻です。

原発は即刻全て停止し、廃炉にすべきです。何故なら　●福島第一原発の事故は未だ何一つ収束していないにも関わらず、先の震災によりプレートがよりブレやすくいつまた大地震があるか分
からない現状の日本で、停止していても危険な核物質の存在する原発を稼働させるべきではない。●原発は核兵器。自国のみならず世界を滅亡させる兵器は即刻なくすべき。人工放射性物質
の中で人間は健康に生きられません。●原発は存在するだけで作業員を被曝させる非人道的発電である●原発稼働にかかる多大なコストを福島第一事故の被害者へ賠償に充てるべき●原
発は発電コストが一番高く膨大で、日本の電気料金を世界一に引き上げている。まして事故への補償は国がいくつあっても足りない額にのぼるのは現在経験中●原発の核廃棄物は捨てる場
所もなく、原発の発電に未来はない●電気は原発がなくとも足りているし、自然エネルギーを軌道に乗せる間は安いシェールガスで百年は安泰。原発のごみは十万年危険物質を放出し続け
る。●即刻廃炉は無理というのは無理という理由を後付けしているだけであり、廃炉作業にも被曝者を出してしまうのだから作業員の被ばく総量を少しでも少なくする為にも　一刻も早く廃炉に
するしかない。
以上はほんの数例の理由でしかありません。十万年害があって人類と地球に一利もないのが原発です。よって　即刻原発ゼロシナリオを要求します。

35164 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ。

いますぐ原発0を望みます。

原発ゼロ！廃炉！を望みます。私たちは多くを消費し過ぎました。

35165 個人 法人等 ４０代 男性 原発を全く用いない（ゼロシナリオ）を選択することを
希望する。

スリーマイル、チェルノブイリを経て、東京電力による福島での原発事故は、原発が生活人のいのちと生活を脅かすものであることを明確にした。中長期的な視野にたつ「エコロジー」「環境」の
問題以前に、短期的に人々の命と生活を脅かす原発は即時停止すべき。事故を起こさずとも、使用済み燃料の処理など、何のメリットもない。安全が確認されようとも、原発は廃止すべき。

35166 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを支持します。
2030年までにとは言わずできるだけ早い時期にゼロ
を目指すべきと考えます。

以下理由からゼロシナリオを支持。

・リスクの観点から原発は人間が制御できる範囲を超えるリスクを抱えるものであり、一度事故を起こすと取り返しのつかない事態に陥るものである。
・日本は地震国であり、原発の設置に最も適さない国土である。（現状において、地震で原発が壊れた場合のリスク管理が全くできていない。自然の力を人間が推し量り制御することはできない
という視点が欠けている。そのような国が原発を扱ってはいけない。）
・放射性廃棄物の処理方法が全く解決されていない。
・経済的な観点でも、事故処理費や核燃料再処理システムなどのコストを計上すると原発は安くないことが分かってしまった以上、将来性がない。

35167 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０３０年など待たず、全原発の即時廃炉を求めます。
３つの選択肢からあえて選べというなら、当然０％で
す。

（１）原子力発電プラントを大地震に耐えうるように設計、製造することはそもそも不可能だと思います。これは原子力発電プラントが持つ本質的な問題であり、技術的対策によりどうこうできるも
のではないと思いますよ。（もしできるという人がいるなら、納得できるように説明してほしいです。無理だと思いますが。）
　・こんな配管の塊のプラントが大地震で無傷を維持できるわけがない。炉心と配管の接合部あたりの応力集中ポイントなんか耐える方が不思議。
　・炉心冷却が絶たれたら爆発を待つばかり。水循環系がやられたら即終了。
　・他の熱発生プラントと異なり、燃料供給を絶つことによりシャットダウンすることができない。
　・「安全性を高めれば・・・」なんて言う人もいるが、所詮大地震の前では無力で、せいぜいロシアンルーレットで５回に１回死亡を６回に１回死亡程度にするのがいいところではないでしょか。

（２）もちろん津波に襲われればさらに危険です。

（３）バックエンド問題への解決策が全く見えない。日本国内のどこに処分するというのでしょうか。これは致命的な問題でしょう。

（４）コストメリットがそもそも全く無いでしょう。最近ではＧＥのお偉いさんもそのようなことを言っていました。インチキくさい資料で国民をだますのもいいかげんにしてほしいです。

（５）運用している人間が全く信用できません。徹底した隠蔽、詐欺師体質。ひとたび事故が起きれば、被害を矮小化してごまかし、まともな対策もとらず、そしてまともな補償もしない。無責任、
無反省の人ばかりで嫌悪感すら抱きます。

（６）日本は地震多発期に入ったとも言われており、一段と危険度は増しているように思えます。

上記のことから、原発など今すぐやめる以外の選択肢はないと思います。２０３０年までなんてとても待てません。

35168 個人 法人等 ７０代 女性 日本は何があっても核の利用を避け、
世界に訴え続けるべき国でなければならない

第2次世界大戦で世界で唯一の被爆国、日本は何があっても核の利用を避け、
世界に訴え続けるべき国でなければならなかったのです。
そして、54基、信じられない現状です。
今、私は日野原先生（聖路加）の新老人の会で戦争反対九条を守る役割の一端を担っています。
また、毎週、金又は日曜日に行う国会前及び首相官邸前の原発反対デモに参加して、
人の輪を広げる役割を担っています。
政府発表、主催者発表、メディア発表で参加人員に大差ありと報じられますが、
着実に増え、毎回2～3万人以上と思います。
このことを実らせなければ、被爆国としての責任と役割を担えない、世界に恥ずかしい国、日本になってしまいます。
どのような地球を子どもたちに残すのでしょう。
あらゆる天変地変に加え、人類は地球上の命の責任者として、核とは共生しないことを日本人は発信源となる義務があります。
お金に操られた議員ばかり、本気で地球の将来を考え、原発からの離脱を掲げて立ち上がる、
そのような人を選んでいない国民にも責任はあります。

35169 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 中長期的に、原発依存度を減らし再生可能エネル
ギーを増やす方向性については賛成。ただし前提条
件には疑問もあり、根拠を開示した納得感のあるシナ
リオ策定を改めて望む。

・GDP増加とする一方でエネルギー消費を減少とする妥当性や非現実的な省エネ・再生可能エネルギー導入目標値の前提に疑問。
・国民負担増分が不明確。
・どのシナリオ通りに進んでも、個人負担増や産業の空洞化につながり、結果として雇用喪失等国民の生活を脅かすことにならないか強い不安を感じる。
・そういった不安を解消する、納得感のある数値前提やシナリオが必要と感じる。

35170 個人 自営業 ３０代 男性 子供達のための脱・原発へ

原発ゼロシナリオ

前略

福島第一原子力発電所の事故はもちろん、今までも各地の原発で小さな事故は多数起こってきました。
もう誤魔化しようも無く、原発は事故が起きたら甚大な被害が出るということが恐ろしいほどに皆さん体験されました。

この機会に、ぜひとも原発ゼロと持続可能なエネルギー政策へ進んで行く決断をして下さい。

その成功の先には、莫大な経済効果と日本のエネルギーからの独立、自然との繋がりの再構築による気持ちの良い人々の創造が期待されるはずです。

「良いとこ取りで、後回し」の現状では、いつか身内に跳ね返ってくるものですよね？

自身を持って、子供達に伝えられる大人で行くべく、最後のチャンスを作っていきましょう。

何卒、よろしくお願いします。

草々

35171 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 20～25シナリオは、エネルギー選択の多様性を確保
する姿勢が鮮明である点については評価できる。各
種政策は、少なくとも5年を目途に検証し、国民生活の
影響等を見極め柔軟な見直しと可能とする制度設計
が必要。

「20～25シナリオ」は、中長期的に一定程度原発を維持することで、エネルギー選択の多様性を確保する姿勢が鮮明である点については評価できます。但し、このシナリオでも電気料金の上昇
は大きく、このままでは、「ものづくり産業」の国内での事業継続は極めて困難となり、「雇用」と｢国民生活｣に甚大な悪影響を与えることが予想されます。省エネや再エネ等の想定に関して、実
現可能性や経済性の観点から見直しが必要です。

35172 個人 その他 ６０代 男性 「ゼロシナリオ」を主張します、原子力発電所は直ちに
廃止すべき、国の原子力政策は破綻した、脱原発を
早急に決定して電力の確保を図ること。

「ゼロシナリオ」を選びます、出来る限り早く脱原発を実現させる、現在保管している核燃料廃棄物の処分はどうするのか、今まで全く解決せずにきたことにも怒りを感じる、将来世代に残すべき
ものではない。もんじゅや六ヶ所再処理工場などの「核燃料サイクル」も破綻していることは誰の目にも明らかです。
　省エネや再生可能エネルギー導入がまだまだ不十分であるし、国として政策を早急に確立すべきです。
　事故のシナリオを重要視せず、日本の原発は安全と何の根拠もない神話に終始してきた東京電力は弾劾されるべきで、刑罰を受けるのは当然だ。その責任者が堂々とマスコミに登場してい
ること事態に怒り心頭です。今までの情報隠し、改ざんは日常茶飯事で文句を言うなという態度は絶対に許すことは出来ない。
　推進の国会議員、学者も何の反省もなく、今までとってきた自らの言動の総括を国民の前に明らかにすべきです。
　

35173 個人 自営業 ６０代 女性 核も原発もない社会を子どもたちに手渡すべきです。
太平洋海域から水揚げされたマダラからも放射能セ
シウムが検出されました。原発の再稼動など許されな
いことです。すべての原発は廃炉にすべきです。

　大間原発は、フルMOXという世界で最も危険な核燃料を使用する。未稼動なので建設中止の決断を強く求めます。
　先日「あさこはうす」を尋ね、娘さんのお話を聞く機会がありました。ロングハウスにはコンパクトな太陽光や風力発電まで設置され、自然エネルギーで生きていく覚悟を感じさせました。
　厚子さんは、「58年自給自足で生きてきた。原発ができると生活が壊される。　母は、子どもを危険から守りかった。電源開発（株）に157人の地権者が次々に買収され、平成12年には母ひとり
になった。親戚からも孤立する中で、中卒の私が母と2人3脚でたたかい共有地裁判をおこした。母の願いはいのち、子ども守ること」と語っています。函館住民でもある厚子さんは、あさ子ハウ
スを守り、ヤギや鶏の小牧場を夢見ながら、208人の一人として大間原発訴訟の会の一人としてたたかっています。「熊谷あさ子（母）は、大間マグロの一人娘だった」と語る写真が部屋に飾られ
ていました。原発ゼロの決断で再生可能エネルギー転換を切に要望します。核燃サイクル施設も廃止すべきです。

35174 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発０％を希望致します。
この地震大国日本に原発はいりません。
1社独占では無く電話会社のように競争させるべきだ
と思います。

放射線は目に見えない物、そして直ぐには体に与える影響は解らない。
甲状腺癌・白血病・骨癌など恐ろしいものばかり
福島原発の事故後の対応を見ていて信頼出来るものは一つもありません。
日本中に散らばった放射能はそのまま放置！！
隠ぺい・情報操作・日本人の性格を利用して被災地を救おうと言い放射線に汚染された食べ物で内部被曝者を増やし
今の状況が日本人には手に負えないものと証明しています。
どんなに不便でも、子供達に未来を残していきたいと思います。
ですから、原発０％を望みます。

35175 個人 家事専
業

４０代 女性 原発依存度はゼロを選択します。 原子力発電所の事故は、一旦起きたら取り返しのつかないものだということが明らかになりました。福島の事故は、日本全土が破滅するような本当に最悪の事態は紙一重で免れましたが、それ
でさえも、国土に人が住めない土地を作り、そこに住む人の人生を壊し、広範囲の地域で今度の国民の健康被害を長年に渡って引き起こすことになりました。これだけでも、原発を即時全廃止
するに十分な理由です。
それに加えて、原発は事故を起こさないときでさえ、地球温暖化以上の環境破壊を引き起こし、そこで働く人を常に被曝させ、行き場の無い使用済み核燃料を生み出します。
原発がなくなると日本経済が危機に陥る、電気が足りなくなるという話は、原発を推進したい人たちが言っているウソです。仮に今ある原発を維持していくとなると、福島の教訓を生かした安全
基準で稼働させねばならず、そこに莫大な費用がかかって、電気料金はまずまず値上がりするはずです。一方、原発をなくすことを決めてしまえば、再生可能エネルギーは今よりも飛躍的に伸
びるので、原発は不要になります。
仮に百歩譲って、本当に原発なしでは日本の経済が傾いていくとしても、それでも原発を続ける理由にはなりません。それは、人の住めない土地で健康でない人間が経済を発展させることに意
味はないからです。
原発は止めたら安全になるわけではなくとも、その危険性は稼働中よりもかなり低くなります。稼働すればするほど、行き場のない使用済み燃料も増え続けます。
また、二度の原爆を経験し、再び大きな核の事故を起こした国として、日本は世界に向けて、原子力発電を含めた全ての核廃絶を訴えて行くべき立場にあると思います。
以上の理由から、私は全原発の即時停止を要求しますが、政府の示した三択の中には、即時停止が含まれていませんので、仕方なく2030年度のゼロ・シナリオを選択しました。

35176 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電を即刻全面廃止とするシナリオを作成、
実行してください。そして、原子力、核の安全処理とク
リーンエネルギーの技術大国となってください。それま
では電気料金の値上げも節電も甘んじて受け止めま
す。

２０３０年にはＣＯ２排出量やＧＤＰ、電気料金など、３種のシナリオで示されている各データが、現状を上回って達成される新シナリオを作成し、実行すべきである。

そのシナリオには次のような項目を採り入れる。

原子力分野
・既存原発、燃料の絶対的に安全な廃炉、処分方法の研究
・福島原発事故の完全な除染方法の研究
・内部および外部被爆の防止方法、および被爆した場合の治療方法の研究
・被爆の遺伝への影響を防止、軽減する方法の研究

エネルギー分野
・自然エネルギー、再生可能エネルギー利用の技術開発
・火力発電の効率向上のための技術開発
・送電、蓄電技術の革新化研究

上記のような施策を産官学協力し、国を挙げて推進することにより、日本は脱原発およびクリーン新エネルギー開発の技術大国となり、国際社会にも大きく貢献することとなる。

日本の技術風土、技術開発力を以ってすれば、実現は夢ではないと考える。
かつては核技術を含め、戦争が技術革新の場であったが、今の我々はそこから脱皮し、悲しみを以って革新、進化の礎とするべきである。

以上

35177 個人 その他 ４０代 男性 日本中のすべての原子力発電所を直ちに廃炉にす
る。

　福島原発事故によって，安全神話は完全に崩壊した。福島原発事故によって原子力発電所がいかに危険なものであって，事故が起これば，その被害が甚大なものとなることを日本国民は知
るに至った。
　福島原発事故による損害は甚大なものであって，現在においても被害者に対して十分な賠償が現在においても行われておらず，十分な賠償ができるかも不確定である。今回の事故に関する
損害を賠償するために国家は公的資金を東京電力に投入した。しかし，現在の日本の財政状況からすると，再び同様の事故が起こってしまうと，日本はたちまち破綻してしまう。また，今回投入
する国家予算はすべて借金によって賄われるものであり，子どもたちにツケを回すものである。
　また，特に幼い子どもたちに放射線被曝による被害が生じる。そのため，原発周辺地域の子どもたちは自由に遊ぶことすらできなくなっている。子どもたちにこのような不自由を課すことはあっ
てはならない。
　安心・安全な生活環境を守るためにも直ちに原発は廃炉にすべきである。

35178 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 核燃料・ウランを使用しての原子力発電によるエネルギーづくりは、あらゆる状況において人間がコントロールできる保証がないことが福島の原発でよくわかりました。コントロールができなくな
る危険性のあるものに国民を関わらせないでください。
廃棄物になっても自然に還すことができず、さらに人間・環境、自然、動物に悪影響を与え続けるものをつくりだしながらのエネルギーづくりは、やめてください。お願いします。自然にあるものを
つかい、もし何か廃棄する必要があるものが生み出されるとしても、廃棄物を自然や人間、あらゆる生き物に悪影響を与えずに自然に還すことができる循環型のエネルギー政策を望みます。

35179 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原子炉の再稼働をやめてください 将来の日本　世界　地球　子供が安全でないから。
真実だけが未来を救えますよ。
　

35180 個人 自営業 ４０代 女性 (1)の「原発依存度ゼロシナリオ」に賛成です。 これまで原発を作るために使ってきた莫大な資金を、自然エネルギーの開発や実用化に振り向ければ原発は必要ないと考えるからです。日本のものづくりの伝統と技術力に期待します。

35181 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電をすぐに縮小するのには反対です。また、
再生可能エネルギーを加速的に導入し、それを国民
に転嫁するのは無理があると思います。

日本は世界１の技術大国です。もっと、国内の原子力科学者が必死になり、今回の福島の事故の真実を追究し、それを他の原子力発電設備へ反映すべきと思います。もっと、日本人は今まで
行ってきた技術の方向に自信をもって行うべきです。
再生可能エネルギーは、もっと徹底したコストダウン開発を行い、コストを石炭発電、ＬＮＧ発電並になるように、必死になるべきです。導入率は、経済負担を圧迫しないレベルで徐々に行うべき
です。もちろん、コストダウン開発が完了したら、導入を加速してもよいと思います。
今まで、わが国は世界１高い、電力単価を下げるために、必死になり下げてきました。その結果、わが国の経済が今のような発展を遂げました。電気代は、経済のベースです、いろんなケース
を想定するのは結構ですが、常に、電気代を試算しながら行うべきと思います。



35182 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。 福島での原発事故が起きてしまった今、これ以上、原発を増やす可能性のあるシナリオには絶対反対です。
多くの人が、かけがえのない故郷や、それまでの生活を奪われました。東京に住む私たちですら、日々、放射能に不安を抱えながら生活しています。
事故が起きたら、取り返しが付かないことになることが分かっているのに、これ以上リスクを負う原発を増やすにはやめてください。
街を歩けば、まだまだ無駄な電力が使われていると実感します。国が率先して、皆が真剣に取り組めば、もっともっと節電もできるはずです。
原発を維持したり、新設する費用を、自然エネルギーの普及にまわしてもらいたいです。

35183 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを支持します。その上で2030年まで動か
すことを容認してしまう「2030 年までのなるべく早期に
原発比率をゼロとする」という表現ではなく、即刻の全
原発停止と廃炉を求めます。

原子力発電を行ってできる放射性廃棄物は10万年単位で管理が必要であるが、そのような長期間安全に管理ができるとは思えない。未来の子孫に残してしまうこの恐ろしい負の遺産をこれ以
上増やさないために即刻の全原発の停止を求めます。
原子力発電のコストが安いとか、原発を動かさないと電力が足りないというのは複数の学者の検証により嘘であることがはっきりしています。
米ゼネラル・エレクトリック（ＧＥ）最高経営責任者（ＣＥＯ）のジェフ・イメルト氏が原発は「（経済的に）正当化するのが非常に難しい」と語ったように原発を使う必要はもうないと考えます。

35184 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 わが国のエネルギーの原発への依存度は０％とする
べきである。これは、2030年という将来ではなく、即時
に国内の原発をはじめすべての原子力関連施設を停
止し廃炉，撤去すべきであると考えます。

１．原子力による放射性物質は、基本的には制御不能なものである。使用済み核燃料の処理方法も確立されておらず、再処理施設も未完成で再利用への展望も全く見えていない状態であり、
現状のまま進めば放射性物質は蓄積されるばかりである。
２．広島，長崎への原爆投下によって、世界で唯一の被爆体験を有するわが国では放射性物質による被害の悲惨さは世界のどこよりも身にしみているはずである。今回の福島第一原発の事
故による放射性物質の被害は、広島，長崎の再現であるといっても過言ではない。
３．世界有数の地震大国である日本では明日にでも福島第一原発のよう事故が発生する可能性は非常に高い。
４．「フクシマ」の事態は「チェルノブイリ」や「スリーマイル島」と同等あるいはそれ以上に深刻であるにもかかわらず十分な検証がなされないままなし崩し的に原発再開がなされようとしている。
５．「フクシマ」の事故では、東電の連中は「想定外」という言い訳を盛んに使っていたが、そもそも彼らには今回のような事態を予測する能力が欠落していたか予測していたとしてもそれを公表
すれば原発そのものが成り立たなくなるので、「想定外」という便利な言葉で逃げたのではないかと思う。いずれにしてもこんな無責任な感覚を持つ「原子力ムラ」の連中に原子力を扱わせるわ
けには行かない。
６．名古屋の意見聴取会で、中電の原子力担当の課長なる社員が「福島第一原発で、放射能の直接的な影響で亡くなった人はひとりもいない。」と発言したという。電力会社や「原子力ムラ」の
すべての人間の本音なのだろうと思う。本心からそのように考えているのなら、彼らには家族ともども原発のある自治体に移住したらどうかと提案したい。
７．原発を廃棄すればその立地地域の経済が成り立たなくなるというが、現存の施設を撤去するまでに40年近くを要するのだから、撤去工事期間中は従来と同等程度の経済効果がうまれるの
ではないかと思う。撤去後のことについてはその間に考えることも可能であると思う。

35185 個人 その他 ３０代 男性 原発ゼロシナリオで未来を切り拓くべき。 国民と同様、日本の未来を憂いているのであれば、再稼働はできないはずです。

今すぐに稼働中の大飯を止め、他の原発もこのまま凍結し、原発のない国を作るべきです。

そして、自然エネルギーの勃興を目指し、世界に対して国民に対して、誠実な日本を目指してください。

35186 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを指示。人間のDNAを破壊する放
射性物質を生成する原発は再生可能アレルギーの有
無やコストに関係なく即刻停止すべき。3.11以降、地
震の活動期に入った日本は今にも原発を止めるべ
き。

福島原発は現在も現在進行形。台風、竜巻、地震で4号機が崩壊すれば、東京はもちろん、日本列島も、世界をも巻き込む大惨事となると元スイス大使も警告を促している。たかが電力のため
に人類の生命を犠牲にするのは愚かだ。「すべて国民は健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」と憲法第25条に保障されているが、政府はすでに憲法違反をしている。東北南
部、北関東、首都圏もすでに放射線管理区域に指定しなければならないほどの空間放射線量なのに未だに国民を住まわせている。汚染地域での漁業、農作物の栽培、そして、全ての食べ物
の汚染調査もせず、全国に流通させていることも、憲法第25条はもちろん破っているし、殺人未遂にも匹敵すると言える。再度、原発事故が起これば、このような対応をまたされるのかと思うと、
怖くて仕方がない。そして、現在の日本は地震の活動期に入っており、多くの原発が活断層上に造られている以上、第二の福島事故が明日起きても不思議ではない。2030年では遅すぎる。今、
止めないと国民の命は守れない。国民あっての国であり、一部の人間の原発からの利害あっての国ではない。また、使用済み核燃料問題がある。「トイレのないマンション」と言われている原発
は、すでに六ヶ所で使用済み核燃料がたまっているだけで、処理はされていない。これ以上、使用済み核燃料を増やしては、子孫に莫大な負の遺産を今後100万年も残し続けることになる。100
万年後には人類はいないかもしれない。地下に埋めても、100万年の間にはそこから火山が生まれるかもしれない。こんな危険なものはいらない。日本は、ヒロシマ、ナガサキから何を学んだの
か？放射能が人体に与える科学的な危険性は立証されていることだし、地震で原発が壊れることも、人間の手には負えないということも福島事故が証明してくれた。原発に安全性はない。危険
だと福島事故が証明してくれた。汚染された地域は25年たっても汚染されているし、子孫のDNAまで壊すと、チェルノブイリが教えてくれた。真実を認め、潔く原発を即刻ゼロにする勇気のある人
材が、今度は政治を行ってくれることを願う。

35187 個人 家事専
業

６０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
できるだけ早く、一日も早く、原発をゼロに！

１）原発から出される核廃棄物の最終処理場が決まっていないこと。現在すでにある大量の核廃棄物の行く先も決まっていないのに、これ以上核のゴミを出すことは直ちにやめるべきです。

２）福島第一原発の事故によって、私の住む地域も放射性物質による汚染が深刻な問題になっています。同居する幼い孫の外部被ばく・内部被ばくをいかに少なくするか、日々気を使っていま
す。将来子どもたちに出るかもしれない晩発性障害も心配です。このような事態を2度と引き起こしてはいけません。福島第一原発周辺地域の深刻さはこれ以上でしょう。いったん事故が起きた
ら、その収拾にはたくさんの困難な問題とたくさんの時間とお金がかかります。福島第一原発の完全な廃炉までどれほどの労力とお金と時間がかかるのでしょう。このようなリスクを抱える原発
は直ちにゼロに。

35188 個人 家事専
業

４０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年原発ゼロ」ではなく「全ての原発即廃炉」にし
てほしいです。

ほぼすべての原発直下に活断層があり、日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」です。人間に制御できない原発は即廃炉に。

原発をなくし、自然エネルギーでやっていくべきです。

35189 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 　今回のエネルギー・環境に関する選択枝をもって、
エネルギーや温暖化対策の大枠を決定するとしてい
るが、温暖化防止対策、特に６％削減のうち３．８％を
担ってきた森林のＣＯ２吸収源の役割を明確にすべき
である。

　今回の選択肢はあくまでも電力エネルギーとして原発をどう考えるかであり、これをもって温暖化対策の選択枝も決定するというのは、筋違いの話である。
　原発が少なくなるのは歓迎だが、それで火力発電がふえるのであれば、地球温暖化対策は後退することになる。
　また、これまで実施してきた京都議定書に基づく温暖化防止対策を反故にするものである。
　原発は徐々に減らしていくことが望ましいと思うが、それに伴って化石燃料による火力発電が増えるのは望むところではない。
　選択肢の中でどれも再生可能エネルギーの比率がほぼ同じなのは納得できない。原発も減らし、化石燃料による火力発電も減らしていくというのが大方の望む方向ではないか。つまり自然エ
ネルギーの割合をもっと増やしていくこと。
　今回の選択肢の中にはそれがない。
　よって、あくまでも今回の方向性というのは、原発をどの程度にするかということに限定すべきであって、地球温暖化対策については別の場で論議し、決定すべきである。

35190 個人 学生 １０代以
下

女性 原発をゼロにするシナリオを選択します。 今回の事故で、福島の人たちは大変な被害をうけて、復興が大幅に遅れてしまいました。生き物を苦しめるようなものは、必要ありません。
原子力発電所はいりません。

35191 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。0%を目指して、今まで原
発に対して充ててきた開発費や人材を、自然エネル
ギーや省エネ対策に回し、全廃時までに原発で作って
いた電力の分をそちらで補う体制を作り上げてほしい
です。

まずこの選択肢の中に1～15%の選択肢が無いのが残念です。
その選択肢があれば迷わず選びましたが、無いのであれば0%を選択するしかありません。

まず、現在日本にある原発が多過ぎます。本来の寿命を超えたのを順次廃炉し、新しく安全性の高い原子炉を作るのが本筋だと思うのですが、今まで電力会社はそれを一つもやりませんでし
た。
増設する一方で旧型の更新を怠る、これは通常の企業、例えば鉄道会社などでは考えられません。
このような運営方法ですと、当然にこれ以上の原発の稼働は納得できません。

現状残っている燃料の処理等を考えると直ちに0%にする事は難しいと思いますが、これ以上は燃料を輸入せずに、今残っている燃料を使い切ったら全原発は停止という方針を示し、原発に対し
て充ててきた開発費や人材を自然エネルギーや省エネ対策に回し、全廃時までに原発で作っていた電力の分をそちらで補う体制を確保するのが急務と思います。とくに省エネ対策として蓄電
池の研究を進めて、現状無駄に捨てられている電力を有効活用できる仕組みを作り上げて欲しいと思っています。

正直、遅過ぎます。
もっと昔にこの方針を示せれていれば、技術力の優れている我が国ならば、世界の自然エネルギー・省エネ技術分野でかなりのシェアを奪えていたでしょう。急な原発の停止もせずに、緩やか
に体制が移行できたかもしれません。大事故が起きてからやっと真面目に取り組み始めたのが、本当に残念でなりません。

35192 個人 家事専
業

３０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します
原発はゼロにすべきです

絶対安全という対策を講じることは不可能であり、今後も地震等により事故が起きる可能性が高い。2030年までにと言わず、すぐにでもゼロにしてほしい。

35193 個人 その他 ８０代以
上

女性 即刻原発は止めるべきです。原発に使う膨大な予算
を、再生可能なエネルギー開発に投入し、子どもたち
の未来のために核のない社会をつくらなければなりま
せん。

原爆も原発も同じです。核はすべての生命と眞反対のもの、すべての生命を滅ぼすものです。
福島の原発事故はまだ終焉していません。放射能の汚染は広がっています。
政府はこの事実を、包み隠さず国民に報告する義務があります。
そして、原発なしで暮らしていける経済システムを、ひろく国民に呼びかけて作るべきです。

35194 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを求む／可能な限り早い原発依存ゼロ、
もしくは原発立地自治体と周辺自治体の経済的自立
による安全確保を求む。再生可能エネルギー失敗時
の代替案を用意しておくべき。最悪、火力依存の増加
も視野に

提示された選択肢の中では、ゼロシナリオを求めます。

私は今回の事故を機に、原発は（それ以外の発電所なども）、都会と地方の経済格差を放置した上で、経済格差を利用して地方に都会の迷惑施設を押し付ける「地方差別」だという認識に至り
ました。

原発立地自治体が、原発の雇用と電源三法交付金なしでは回らない経済状態であれば、電力会社には原発の安全性を確保する経済合理性がありません。それが今回の事故の要因と考えて
います。
であれば、このまま原発を再稼動させれば、原子炉の老朽化が進む中、国内で福島第一原発と同程度の事故が数年以内に起きる確率は無視できないものになると思います。

ですから、２０３０年と言わず可能な限り早く（出来れば来年６月までの）原発依存ゼロにより安全を確保するか、もしくは数年間原発稼動ゼロにし、その間に原発立地自治体やその周辺自治体
が（原発や他の迷惑施設への依存、特定の財源の税への依存なしに）自立した経済を確立できる制度を整え、それによって原発再稼動時の安全を確保することを求めます。

（少なくとも日本では）安全規制では福島第一原発のような事故は防げないというのが今回の事故の教訓だと思いますので、原発を再稼動させるのであれば、原発の安全を確保することが経済
的に最も合理的である仕組みを用意していただきたい。

また、再生可能エネルギーへのシフトについてですが、シフトが失敗した時の代替策を用意しておくべきです。
案で挙げられている太陽光や風力は、今後研究を進めたとしても原子力や火力のような安定した出力を得られるとは素人目には到底思えません。
再生可能エネルギーの研究を進めることはもちろん大事ですが、エネルギーシフト失敗時の代替案なく進めるのであれば、高速増殖炉によるエネルギー自国生産への過度の期待と失敗を、今
度は再生可能エネルギーで繰り返すだけだと思います。

２０３０年までに２割の経済成長という意欲的な見通しを抱えるのであれば、エネルギー政策はそれに見合った堅実な予備の策を持つべきです。
35195 個人 その他 ４０代 男性 ゼロシナリオを支持します

新エネルギーの普及に重点を置くべき
世界の潮流は脱原発です
今後はジュールガスを使った火力発電が主流になってくるでしょう

我が国に限って言えば、火山列島という特性を活かした地熱発電や海上風力発電におおいに期待します

ただし、最近地方自治体が推進しようとしている太陽光発電は疑問です
何万、何十万枚ものパネルで構成される発電設備に巨大台風が来たら、数多くのパネルが吹っ飛び、甚大な二次被害をもたらすでしょうし、また、台風抜きにしても、使用期限を過ぎたパネル
の廃棄問題が将来発生する恐れもあります
（廃棄問題については、将来的には家庭用の場合も同じような問題が起こってくるのではと思っていますが、そこまでの規制は不可能でしょう）

35196 個人 家事専
業

７０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます 原発ゼロシナリオを選びます。
福島での原発事故の恐ろしい状況を見て、原発に依存する社会が如何に危険なものか思い知らされました。二度とこのようなことが起こらないようにする。そして子供たちの未来に悔いを残さな
いために努力することが大人としての大きな責任であります。原発のゴミの問題もあります。電力会社の独占的なエネルギー操作もやめていただきたい。一日も早く、太陽光などの自然エネル
ギーを推進して、生きている全てのものにやさしい地球を作っていきましょう。
。

35197 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。また再稼働にも反対で
す。再生可能エネルギーと省エネ対策の推進を希望
します。

豊かで美しい自然を破壊し、かけがえのない故郷に帰りたくても帰れない方々がいる、大切な家族と一緒に暮らしたいけれど暮らせない方々がいる状況を作り出した原発はもういりません。

賠償、安全対策、バックエンドコストなどを含めれば、原発が高いエネルギーであることは明らかです。原発を推進してきた予算を再生可能エネルギーと省エネ対策の推進に回してください。

また、核のごみの問題も解決していない中で、さらなるごみを作り出すことはありえません。どうか未来のこどもたちに少しでも負担の少ないエネルギー政策をお願いします。

35198 個人 法人等 ４０代 女性 ゼロシナリオしかありえません。 ゼロシナリオこそが国民の意見。
多くの一般市民がデモという形で意思表示を行っていることを世論としてとらえず無視し続ける姿勢は、国民軽視。
狭義の経済的なコストだけでなく、事故のコストの大きさを考えれば、そして福島の事故の原因が究明されていないことを考えれば、ゼロシナリオしか考えられない。日本は、ゼロシナリオを世界
にはっきりと打ち出し、代替エネルギーの開発と利用を進めていくことで、国際的な信用を回復し、新しい産業としての代替エネルギーの市場を広げていくべき。

35199 個人 その他 ３０代 女性 即時原発ゼロ（今すぐ廃炉） また事故が起これば住めなくなる地域が増える。エネルギー源は火力・水力でまかなえる。長期間を要する廃炉にむけて今すぐ動き出すべき。再稼動などもってのほか。

35200 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時）を選択します。 原発への依存度を抱えたままではなく、ゼロシナリオの達成をゴールに置くことで、今までにない道や工夫が生まれると考えています。現状維持のエネルギーのあり方には、さまざまな条件を鑑
みても、持続可能性を感じません。真に持続可能性を目指したいと願います。

35201 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ・・・唯一の脱原発シナリオ
を強く望みます。

この地球の危機、そして未来が今まさに分かれ道に来ています。
何億年も先祖から受け継がれてきたこの美しい惑星を
今生きている私たち人類に託されているのです。
この地球には何百億という動植物が暮らしています。
そのものたちの運命さえも人間に託されているのです。

今さえ上手く行っていれば、あとは野となれ山となれ
どうせ、１００年後は我々は生きていないから、、
原発で暮らしている人々の暮らしはどうなるのか？
無くなったら困るから、と
目先のことしか考えない視野の狭い考えはもう通用しなくなっています。

代替エネルギーに変えて、世の中の雇用を広く開き、
目先の便利ばかり追求する生き方を改め、
人々がさらに大きな視野で物事を見られるように教育していけば
きっと上手く行くと信じています。

かつてこんなにも脱原発意識が大きくなったことがあるでしょうか？

人々はずっと賢くなっているのです。

私たちの未来の子孫のために、
この美しい惑星の未来の為に

人間がもっと自然によりそう世界を強く望みます。

人は本来自然が大好きなんです。

ビルいっぱいの、小さな空を見て幸せを感じることは
とても難しいです。



35202 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力政策からの完全撤退、全原発（建設中も含む）
ともんじゅの即時廃炉を求めます

想定外で大事故が起きましたが、結局電力が足りていることも想定外でした。

原子力政策は核兵器開発・保持のためウランの輸入の大義名分にすぎず、また天下り先の確保のためと言われています。私もそう思います。

そんなことの為に、活断層だらけの狭い国土を犠牲にしてこんなにも沢山の原発を作ってしまったことは失敗以外なにものでもありません。
福島の事故が失敗ではなく、原子力政策そのものが間違っていたのですから、全原発の即時廃炉すべきです。

廃棄物の捨てる場所もありません、アメリカのように劣化ウラン弾にして中東にバラ撒くこともできません。

また放射能の被害は未知数なのに、メディアや学者によって安全だ危険だとデマばかり飛び交うのも迷惑です。解らない所が危ないです。

停止中の原発は維持するだけで利益はなくても費用ばかりかかります。
ただちに廃炉を決定し、世界に先駆けて廃炉ビジネスに転向すべきです。

以上、
原子力政策からの完全撤退、全原発（建設中も含む）ともんじゅの即時廃炉を求めます

35203 個人 自営業 ５０代 女性 福島の原発事故からの教訓は地球からのメッセージ
です。地球にとって原発はいらないのです。いらないも
のは捨てて、新しいエネルギー政策にシフトしてそこ
から経済が生まれます。日本人なら出来ますよ。

原発は危険です。

35204 個人 自営業 ２０代 女性 選択肢は、原発依存０パーセントを支持します。2030
年と言わずに、可能な限り早急に０パ－セントにした
方がいいというのが私の意見です。

選択肢は、原発依存０パーセントを支持します。2030年と言わずに、可能な限り早急に０パ－セントにした方がいいというのが私の意見です。

私の原発再稼働反対の一番の理由は、原発というあまりにもリスクの大きなものを、特に日本という地震大国で扱うには、今回の震災で、今の日本の技術、そして電力会社、政府の対応の仕
方、さらに国民の理解度を見ても、安全に扱えるだけのキャパシティがないと思ったからです。(近年の自然環境の激変ぶりを見ると、どこで何が起こってもおかしくない状況なので、日本以外の
国でも原発を扱うのはリスクが大きすぎるというのが、個人的な意見ですが。)

原発のことについて、私は原発が必ずしも100パーセント悪いとは言いきれません。その恩恵は多大なことは理解出来ます。ただ、それが安全に管理出来る能力と絶対性が保証できないなら
ば、何か起こった時の代償が大き過ぎます。なので、それが確実に保証出来ない限り、そして万が一何かが起こった時に確実に安全に対処出来ない限り、使うべきでない物だと思います。

恐らく日本のような地震大国では原発に頼らない新しいエネルギーシステムを目指す方が可能性があると思います。そして、日本にはそれに向かい合うだけの誇れる技術があるのではないか
と思うのです。

もし、政府がどうしても原発を稼働させる必要があるというのならば、その理由を、納得させるような理由を国民に教えて下さい。多くの国民は真剣に考えてこそ原発の反対を訴えています。も
し、政府が国民に納得出来るような正直な理由を提示すれば、反対している人々が原発再稼働に納得する可能性もあるのかもしれません。しかし、現在のように何の説得力のある、納得出来
るような説明もないまま原発再稼働をされたのでは、納得がいきません。

35205 個人 自営業 ６０代 女性 原発ゼロを選択。但し即刻ゼロにすべし。大飯も止め
他一基も再稼働すべきではない。未来の子供達にこ
れ以上1グラムも使用済み核燃料を出してはならな
い。世界に誇れる技術を一刻 も早く自然エネルギー
開発に！

 父方の祖父は広島で被曝。母の生まれ故郷は飯館。私も原ノ町で生を受けました。我が家族の歴史は、辛くも世界の歴史に刻まれる二つの核惨事に遭遇したわけです。そのためもあるでしょ
うが、原子力というものには夢？希望？未来？それら全ての真反対のイメージが染み込んでしまいました。

 四半世紀前、チェルノブイリの衝撃を一番敏感に受け止められたはずの被爆国ニッポンは、まるで痛みを忘れた木偶の坊のように、その後も電力会社の経済主義に呑み込まれ、とうとう自ら福
島の事故を引き起こし、さらになおも坂を転げ落ちて行くばかりです。

 世界の賢人からも見放され、国民からも見放され、あなた方政府がそれでも守ろうとしているのは、利権という麻薬に芯からむしばまれている、たった一握りの亡者たちなのだということに、早く
気づいてください。そしてニッポンの故郷と呼ばれるあの福島の人々や、何より幼い子供達の目を覗き込んでください。その子達の目を見て、あなた方は本当に伝えられますか？原子力は未来
の夢！希望！だと。未来に核廃棄物という大きな負荷を残すが、原子力発電じゃないとニッポンは立ち行かないんだ、だから君たちは我慢してくれ、と言えますか？我が子や孫に言えますか？
勇気も知恵も捨てた大人は、やがて子供達にも見捨てられるでしょう。

 あなた方も答えはわかっているはずです。わかっていても魂を亡者どもに握られていて、まるでかつての大政翼賛の時代のように、身が縮んで諦めてしまっている。そうなんですね？ならばこう
すればいいでしょう。このパブリックコメントの多くの声を集めている、ゼロシナリオを盾にして、亡者どもに立ち向かって行けばいいのです。本当の夢と希望を勝ち取る戦いを、胸を張って未来の
子供達に見せてやってください。
 
 あんな惨事があったから、ニッポンは勇気と知恵を出し合って、世界に類を見ない自然エネルギー大国になったんだ！未来を守るために利権の亡者たちと決別し、国民一丸となって希望に向
かって立ち上がったんだ、と。未来の子供達が誇れるような国になれるかどうかの、今がそのチャンスなのだと、気づいてください。

 原発という魔窟から這い出し、自然豊かな瑞穂の国ニッポンらしく、どこよりも早く敗戦から立ち上がった技術国ニッポンらしく、世界に向かって新たな手本を創出してください。それが世界への
礼であり謝罪であり、そして希望となるでしょう。

35206 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロ 福島の惨状を目の当たりにして、
未だ原発に頼らなければいけない社会は健全ではないと考えます。
短視眼的な効率や経済性、既得権益のしがらみに囚われることなく、
まず安全で安心なエネルギー、社会を求めたい。
結果的に大変な後始末で費用がかかってしまっている。
それを負担するのは国民です。
国民が自由にエネルギーソースを選べるようにする様な規制緩和も必須。
日本はあらゆる分野で技術力が高いので、
原発廃炉化や、代替新エネルギーの実用化といった面で、
必ずリーダーシップを発揮できると思う。
そういった取り組みに対しての支援策や、
一時的に電気料金高に苦しむ企業の負担軽減策をバランス良く取りながら、
理想のエネルギー供給インフラを再構築してもらいたい。
これらの取り組みについては世界的に見ても動きが遅い。
次世代にツケを回す事なく今ここでジャッシする覚悟が必要。
行えば世界的にも後世に名を残すことができるでしょう。
ピンチはチャンスでもあるのです。

福島で起こった悲劇を繰り返してはならない。
それは誰もが納得する事実。
となると原発はゼロ化とするしかないのです。

35207 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します 原発があると事故の時土地が住めなくなり、環境破壊、身体への悪影響等リスクが多すぎる。使用済みの核燃料の処理方法も安全面を考えると不十分です。

稼働させるにしても（１）福島の原発を完全に収束させ、安全に暮らせる状態にする。（２）使用済み核燃料の処理方法を、後世の負担にならない安全な状態で処理できる。
この二点が解決できない限り原発は稼働すべきではない。現段階ではどれもクリアしていないため安全面に問題があるので、直ちに廃炉にし原発ゼロにしていく必要がある。

原発に頼るより自然エネルギーから電気を発電し、自然から電気をいただくという謙虚な気持ちになることで、エコ意識も芽生え自然と共生していく人間本来の生き方になると思う。

35208 個人 家事専
業

４０代 女性 日本に原発は必要ありません。原発0にしてください。
再処理工場も燃料工場も必要ありません。

地震大国日本で原子力発電は危ないことこの上ありません。電力も足りています。
原子力から撤退してください。何万年もかけての放射性廃棄物の管理だけでもうたくさんです。原子力発電所をただちに０にしてください。原子力エネルギーはぜんぶ必要ありません。

規制委員会の原子力ムラからの人事もおかしいです。まったく反省の色が見られません。警告され続けてきたのに無視して国税を使ってごり押ししてきた政策が過ちであったことを真摯に認め
てください。

６兆円という復興予算が余ったのに、福島第一原子力発電所の下請け原発作業員の方々のためにはお金が使われなかったのはなぜでしょうか。彼らは奴隷でしょうか。原発推進政策の中でこ
れを支えてきた彼らではありませんか。政府は東電に指導すれば良いではないですか。国の大事に命がけで働いておられる方々のために最大限の敬意を払ってください。長期にわたっての作
業になるのですから、無料の、きちんとしたホテル並みの宿泊施設を作ってください。ご家族も泊まれるような。東京電力の方々は、国税が入っている企業にも関わらず、贅沢すぎるほどの福利
厚生とその施設を利用しているではありませんか。
作業員の方々に冷たい水、暑さ対策の用品、冷蔵庫、無償で送ってください。
政府も東電もあまりにも薄情で、甲斐性なしで、同じ日本人として恥ずかしいです。

役立たずの原子力委員会、資源エネルギー庁は解体し、これに加わってきた原子力推進派の人々を二度と省庁で採用しないでください。もう顔も見たくありません。存在自体が不愉快です。

何百、何千億円という予算を使ってのリスク計算ももう必要ありません。国民に開示されないようなスピーディなどのデータ収集も不必要です。

そんなお金があるなら、福島第一原子力発電所におられる下請け作業員の方々の福利厚生と体調管理のために使ってください。

その他、原子力法人と学者と委員会等々、無駄に養うような金銭の余裕はありません。社会福祉予算は削り消費税は上げざるを得ない程の浪費を続けて来て、まだ節約しようという気がない
のであれば、政治家にしても官僚にしても、その役割を担う資格無しと思います。はっきり言って能無しです。さっさと辞職してください。

なにしろ、原子力発電所はぜんぶ止め、速やかに廃炉にしてください。
35209 個人 法人等 ５０代 男性 被爆国日本として全国民の望んでいる最終目標は明

らかで、原子力依存度０のエネルギー立国を達成す
ること。そのための課題を議論し、タイムスケジュール
を含めた政策を立案すべきである。

政治家，官僚、電力界者はこぞって，今回のような大事故を経験しても尚、もう二度とこのような事故は起こらないかのような意識でいる。まさに，政官財癒着の構造による企業優先の国家運営
である。

35210 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力比率２０～２５を支持。それより多くてもよい。エ
ネルギーの安全保障面から原子力技術は将来にわ
たり残すべきである。
安全性確保を前提に原子力を早急に再稼働し、流出
する国富を福島再生に活用すべし。

電力関連に勤務しており意見の表明は控えておりましたが、最近経済産業大臣の「原発ゼロでもプラス成長は可能」等の発言に危惧を感じ投稿させていただきました。（電力関連へは発言自粛
を要請しておきながら、自らは世論を誘導しようとしていないのでしょうか？）
日本はエネルギー、食料等の多くを輸入に頼っており、その対価は主として製造業が工業製品を輸出し稼いでいます。そうした中で過度な再生エネ依存は安定供給、コストアップ等問題が大き
く、製造業の競争力を削ぐことになると思います。最近の経済界の主張は的を得たものが多いと思います。今ここで安易に原子力を放棄してしまえば、エネルギー源の多様性、しいて言えばエ
ネルギーの安全保障（出力不安定で高コストの再生エネや安定確保が確実とは言えないガス、油への過度の依存）においても将来に禍根を残すと思います。
国の借金は増える一方、経済は右肩下がりでは日本の未来は暗いと思います。
国民？という人々（意見主張する人だけが国民ではない。）が将来のエネルギー選択についてどこまで考えているのかよく分りませんが、現在は「原子力は危険」という漠然とした不安が世の中
を覆っており、今冷静な判断ができるのでしょうか？どこまで生活レベルの低下を許容してもいいと思っているのでしょうか？この問題についてはもう少し時間をかけて議論していくべきものだと
思います。
今、大飯以外の原子力の再稼働が全く見通せない状況ですが、代替のガス、油の調達のため、年間２億とも３億ともいわれるお金が海外へ流れていると聞きます。このお金を福島復興に回す
ことができればと考える人はいないのでしょうか。安全性を確認の上、早期に再稼働すべきと思います。国はしっかり審査を進めて下さい。

35211 個人 家事専
業

３０代 女性 0％へ。結局どの選択でも問題と負担はある。大きな
事故のあった日本だからこそ、厳しい目標を。

福島の事故があって、これからどんなに安全だといわれても、原発が自分の住まいの近くにあったら本当に生活できますか？

原子力技術のある日本だからこそ、下方修正してうやむやにせず、世界に向けてきちんとした対応を見せて欲しいです。

35212 個人 自営業 ６０代 男性 人類の手に負えない化け物、原子力の利用即刻停止 難しい議論は一切不要。
平成23年3月11日、多くの国民が驚き、3月12日の爆発に驚愕し、その後の炉心熔融、メルトダウンと政府も原発関係者も、専門家も誰一人として原発事故に対して具体的な解決手段を発揮す
る事が出来なかった。
8月6日、東電のテレビ会議映像公開報道をみて、原子力は人類の手に負えない「化け物」である事が更に明らかになった。
これほどまでに明らかな化け物である原子力はいかなる理由があろうとエネルギーの選択肢であって良い筈がない。経済問題や一部の地元の生活基盤を理由に大飯原発が再稼働されたが、
即刻停止して、ゼロから議論しなおすのが被爆国日本の為すべき事。
政府も電力会社も、原子力関係者もあの事故の日の事をもう一度思い出し、初心に戻ることが今求められています。経済復興が必要でそのために電源エネルギーが必要なのは当たり前です
が、それを原発の推進とのトレードオフの関係に位置づける事は間違っています。

35213 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
ただちに、原発をやめてください。
なぜなら、福島原発が爆発して、今なおその場所に暮らせないという現実からして人間がコントロールできないものは、使ってはいけないと考えます。

35214 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ 原発ゼロシナリオを選択します。
僕は今、実家に家族を預け、単身赴任しています。
福島が起きてから神奈川にも多少なりとも放射能が降りましたし、食材の放射能汚染も心配でしたので。
家族がバラバラになり、帰省費用や生活費など、支出が増えて迷惑しています。
こんな経験はうんざりです。
子供達に放射性廃棄物や廃炉費用など、負の遺産をこれ以上遺したくありません。
直ちに全国の原発を廃炉にして下さい。

35215 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発0％、再生可能エネルギーへの転換を求めます 未だに収拾がつかない福島。人間の手に余る原発は必要ありません。原発の爆発によって安心して暮らせる社会でなくなりました。これ以上地球を汚染してはいけません。負の財産はいりませ
ん。地域で個人で実現可能なエネルギーシフトを求めます。

どうしていいかわからない(プルトニウム）問題だったら
最初からやめて、解ける問題から手をつけて行けばいいんです。

大人は偉そうに色々言うけど、
結局やっていることは、誰が見てもひどいことだらけ。
もう、これ以上特定の人たちだけが儲かるシステムを
変えてください。

世界を変えて行きます。

私たちは変える力を持っているはずです。

よりよい方向へ



35216 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。」選
択肢を選びます。

「ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。」という選択肢を選びます。
理由
1 今回の大震災により地震活動期に入った日本では、原発の過酷事故は従来と比較できないほど発生確率が上がってます。次の過酷事故では、日本は再度立ちあがれなダメージを受けま
す。日本国としての政策選択は、上記選択肢以外ありえません。
2 超高度の放射能汚染物質である使用済核燃料の現実的な最終処分方法は、現時点で全く確立していません。テロや事故で破滅的な汚染を起す危険物は、原発を稼動させている限り野放し
のまま増え続けるだけです。このため、再稼動した原発は即刻停止させるとともに、全ての原発を廃炉にすべきです。この意味で、上記選択肢以外ありえません。
3 原発の過酷事故は国境を越える被害を与えます。このため、アジア偏西風の東端に位置する日本の土地は、他の東アジア諸国の原発等原子力過酷事故の被害を受ける可能性すらありま
す。さらに、東アジア地域の平和と安定・緊張緩和のため、核兵器の東アジアからの廃絶が必要なことも議論の余地のないことです。以上の点から、東アジアを非核・脱原発の地域とすることは
喫緊の課題です。この時、我が国が率先してこの課題のオピニオンリーダーとなるためには、上記選択肢の政策選択以外はありえません。
4 以上の1～3の理由にくらベ、短期的な「経済見通し」や「代替エネルギー不安定論」による「15シナリオ」選択や「20～25シナリオ」選択は、リスクも極めて大きく、先の見通しを持ったものでもな
く、我が国や地域の安全と安全保障を危険にさらすものであり、短絡的な政策といわざるえず、政策選択としての妥当性は全ったくありません。

35217 個人 その他 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35218 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを熱望します。毎日のように地震が起き
ています。地震大国日本に原発は危険すぎます。

福島の悲劇を二度と繰り返してはいけません。多くの人が故郷、家を失い、作業員は命を危険にさらし、放射能汚染は広範囲に広がり、これから成長する若い世代は放射能の影響に不安を抱
きながら長い間生活しなければなりません。例えば大飯再稼動について「直下に活断層があるかも知れない。でもないかも知れないので稼動を続ける」と関西電力（か経済産業省か忘れまし
た）は言ってました。これはやはり感覚がずれていると思います。なぜ「ないかも知れない」の方を根拠もなく信じて楽観的に再稼動が出来るのでしょうか。そういった感覚が変わらない限り誰も
国や電力会社を信用しません。そんな人たちに原発を運用していく資格も能力もないと思います。経済を考慮して原発存続といいますが、事故が起きれば経済も何もかも破綻することは福島の
事故でいやというほど分かりました。出来るだけ早く脱原発が実現することを熱望します。多くの国民はそう思っていると思います。

35219 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ（即時）」を希望します。 福島の原発事故は、全然終わっていません。いまだに、故郷に帰れない人たちがたくさんいます。
そんな状況で、原発を再び稼働させるというのは、信じられません。
原発に頼ろうとする人たちがいるのが、信じられません。
そもそも、シナリオの立て方がおかしいのです。
人間が制御できるものではないとわかったのだから、原発は即時ゼロにする。
それを前提に、ではどうやったらゼロになるのか、を考えるべきです。
まず、ゼロを出発点にする。
原発がなかったら産業が立ちいかない、と考えるのではなく、原発がなくても持続する暮らし、というのを考えるべきなのです。
「健康のためなら死んでもいい」というギャグがありますが、今、日本が原発ゼロ以外の選択肢を選ぶのは、まるで「経済成長のためなら被曝してもいい」と言っているかのようです。しかし、これ
はギャグにはなり得ません。
再び事故が起きたら、どうするのですか。
絶対に事故は起きない、という「絶対」には、何の根拠もないことが、昨年の事故でわかったではないですか。
原発ゼロ、それもできるだけすぐに、を希望します。

35220 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 (1)ゼロシナリオ
　原発０でも電力は足りると思いますが、たとえ足りな
いとしても、人の手におえないものをもつということ
は、ありえないことです。

　安全神話で国民を欺き続けてきた原発によって、わたしたちは多くのものを失いました。放射能がばらまかれ、土も大気も汚染され、日本中の植物も動物も人間も毎日その恐怖にさらされてい
ます。いうまでもまく、福島の人達は住まいも仕事も畑も家も奪われ、家族がばらばらになって、いつ終わるともしれない避難生活を余儀なくされています。
　その現実を誰よりもよく知りながら、政府と東電は大飯原発を再稼動させ、さらになし崩し的に他の原発を動かそうとしています。放射性廃棄物の処理についてのなんの対策もないまま、活断
層の上の原発を動かすなどという不条理を、わたしたちは絶対に許すことはできません。
　福島第一原発の原因の誠意ある究明を怠り、真実を隠蔽し、被災者を置き去りにしたままで事故が収束したなどと、誰が納得するでしょうか。今回の事故の刑事責任を曖昧にしたまま、事故
が起きたら自分が責任を取るなどと、人間の力でできもしないことを口にする無知と傲慢さには怒りを感じます。
　もうわたしたしたちは、核兵器も原発もいりません。多くの国民をないがしろにするような身の丈を超えた先進国のレッテルもいりません。人が平和に安全に心豊かに暮らせるような環境こそが
国の豊かさです。そのために少し不便になることは、誰もが覚悟しています。すべての原発をすぐに止めて、可能な限りの新しいエネルギー政策を国を挙げて考えていくべき時期にきています。
原発ゼロシナリオの一日も早い実現を願っています。

35221 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35222 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 0%シナリオを支持。
ただし、さらなる国民の議論を求める。３つの選択肢を
現時点で選択するのは、時期尚早では。
生活者にわかりやすい情報を、もっと提供して欲し
い。

7/31日　パブコメに関する自主意見交換会を開催。働く女性、お母さん、NPOなど15名参加。
さまざまな立場からの意見があった。

■安心、安全な暮らしのためにも０％支持。しかし現時点ではさまざまな不安が残り、「本当に実現できるか？」「経済成長はどうなるか？」がわからない。もっと議論が必要

■０％シナリオを選択した場合、私たちの生活はどうなるのか？
安全なエネルギーを選択するかわりに、ある程度の負担は覚悟している。
しかしいくらまで負担可能か？　国民の同意、低所得者への配慮策なども必要では。
また省エネが厳しい高齢者などには、税金投入による”命の保証”も考慮すべき。

■積極的な省エネ対策を
今よりも、もっと省エネ対策を積極に行なうべき。節電や環境教育の普及によって、今回の参加者の多くはすでに現在、2010年度比　15～25%程度の省エネを達成している。
地域における省エネ教育の普及、指導員の導入などコミュニティでのソフト対応も必要では。

■省エネ、再エネ技術開発における競争力の強化を
かつて日本の自動車が、排ガス規制の努力によって世界における競争力を獲得したように、日本企業も省エネや再エネ技術の革新で、世界における競争力を強化し、経済成長をはかるチャン
ス。そのための技術開発支援を。

■電力の自由化、ベンチャー電力の参入などにより、創造性あふれるエネルギー革新を
ドイツのように、自由に電力会社が選べる社会となれば、市場原理によってよりよいエネルギーMIXが作られていくはず。また市民発電や、節電インセンティブによる「ネガ発電」など、自由な発
想による創電にも期待したい。

かつてコンピューターが、巨大設備であった時代を経て、アップルによってパーソナルなものに変化を遂げたように、エネルギーにもベンチャー的、かつ創造的な革新が求められる。

35223 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオの選択を希望。ひとたび事故が起きたら
手に余るような代物を存在させるのは無責任だ。危険
だ。安価でCO2排出が少ないことより優先順位の一番
は安全性である！再生可能エネルギーの普及を行う
べき。

ゼロシナリオの選択を希望します！
原発は人の手におえない施設だから全廃して欲しい。今回の事故が収束できてもいないのによくも他の原発は安全だと言えるものだ。万が一の事が起きても対処できるエネルギーを使うべき。
福島のことに片が着く前に原発の再稼動をするのは無責任に過ぎる。広島や長崎の人たちに被ばく３世や４世までいらっしゃることを考えても、今回の放射能汚染での影響は計り知れないはず
だ。まだまだ不安は続くと思う。そんな事態をまた生まないためにも、今回の事故を教訓にしてここでやめておくべきだ。こんな事態は２度あってはならない。被ばく国で核兵器の怖さを訴えてお
きながら、核は安全ですよ、というとは矛盾してるだろう。実際、原発の爆発が起きてもコントロールできなかったわけなのだから、もう安全とはいえないと思う。例えば太陽光だってずいぶんコス
トダウンしてきているし、再生エネルギーの活用に本気で力を入れたら、現実的にも実現はすでに可能だろう。もし、それらに転換することで電気代があがったとしても受け入れられる。原発がな
いと経済が停滞というが、経済の発展よりも人の命や健康が最優先されるべき。選択肢の文面だが“エネルギーの選択に当たっては、安くて…略…そして何より安全・安心なエネルギーを優先
したいが、これはなかなか難しい。”という文言もおかしいだろう。両立させるのが難しいのはわかるが、優先順位が《安全安心》よりも《安さ》が先というのが理解できない。まずは安全だろう。そ
れに、他のエネルギーについては長所短所の両面が説明してあるが、原発についてはよい点のみの記載でリスクに触れていないところが、公平でないと思うがいかがか？原発に頼るのは仕方
ないと思わせるように仕向けている文章だと思う。このパブリックコメントの集計結果の公表の希望と、結果が正しく結論に響きますように祈っています。

35224 個人 自営業 ５０代 男性 原発ゼロシナリオを支持する。国民の生命、健康、安
全を国家の最優先施策とし、エネルギー問題は、重要
であるがその下に位置するものと定義する。即刻原子
力以外のエネルギー中心の社会創生に向けて着手
すべし。

原発を始めてたった半世紀で、福島第一のような事故を起こしてしまいました。このことは地震国日本で中長期的に原発を管理運営していくことがどれほど困難なことであるかを示しています。
もし本当に日本の未来、日本の子どもたちの未来を考えるならば、原発への幻想は即刻捨て去らなければなりません。そうでなければ近い将来、野田亡国内閣という言葉がこの国の歴史の１
ページとして語り継がれることとなるでしょう。

事故だけが理由ではありません。
たまりにたまった放射性廃棄物はいったいどう始末するのでしょうか？
納得のいく方向性が国民に対して一度でも示されたことがありますか？
これについては本当にどう責任をとるつもりなのか、聞いてみたいところです。

また、なにも生み出さないもんじゅにかかる一日５５００万円の経費や、一度も操業したことのない六ヶ所村再処理施設にかけた２兆円はどうやって取り戻しますか？

平時の健康被害についても、本気で調査したことがありません。

もう時間をくれと言うことはできないところまで来てしまいました。政府は一刻も早く脱原発に舵を切り、国民の大多数の意見であるところの「電気は必要、原発は不要」というニーズに答えるべ
く、すぐに原発以外のエネルギー中心の社会の創生に向けて一歩を踏み出してください。

35225 個人 自営業 ４０代 女性 2030年時点原発比率０％を選択します。 原子力に快適なくらしをさせてもらっていた。
アリガトウです。
でも今回の事故で
他のことで考えるのは
普通のことです。

35226 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオしか有り得ない。世界中を汚染し続ける
事故が起きた。更に大きな事故も今後有り得るという
のに、なぜ亡国の道を行くのか。持続可能な未来は
既に描かれている。原発には展望が一切ない。

　もう戻れない故郷がある。東京電力の責任で起きた福島第一原発事故は本当に取り返しのつかない汚染を広大な地域にもたらした。　そして現在も多くの人々が放射能汚染に怯え暮らしてい
る。今後も気の遠くなるような未来まで、子孫の世代にまでその不安を押し付けることになってしまった。
　この不安は、私たちが生きる上でほかに選択肢がなかったために起きたものではない。多くの科学者が指摘し、関心のある多くの市民が運動を起こして追求してきたことを悉く無視してきたた
めに起きた、謂わば必然の結果であった。
　原発はウランの採掘から放射性廃棄物の処理に至るまで、徹頭徹尾汚染を産み続け、被爆労働者という見えない差別の暗い灯りを闇に灯している。
　私たちは犠牲者の上に成り立つ野蛮で滑稽なエレベーターから降りて、周りの人々と手を繋ぐ、地域分散型の目に見える形でのエネルギー政策へと歩みだす決意をした。それは、浪費という
刹那的な快楽しか生活の多くの場面で選択せざるを得なかった悲しい消費生活から、ほんの少し方向を変えて歩き出すこと。みんなが平等に生きる循環可能な未来を実践していくことでしか得
られない。
　誰がどこへと動かしているのか分からない道ではなく、自分たちで選択していく民主主義の社会への道に、原発は合わない。原発は権力と暴力に満ちている。被害者の声に耳を傾けよう。道
は明らかだ。

35227 個人 自営業 ３０代 女性 ２０３０年までの原発依存率は、０％を望みます。
時期としては即刻０％になることを望みます。
大飯原発の直下にも、活断層の存在が認められてい
ます。
大飯原発の停止、原発全基の廃炉を心から望みま
す。

福島原発の事故を受けて、その検証も補償も十分になされないままに、大飯原発の再稼働を決めた方針には、全く納得ができません。
原発を稼働させなくても、日本の消費電力は、現存の原発以外の施設で賄うことができると私は認識しています。
万が一の原発事故の際の補償額や、お金に換えられない損失を考えれば、一時的に火力発電が増える際の燃料費の増額は、仕方ないと思います。
国民が全力をあげて省エネを実現し、ピークカットを実現し、自然エネルギーへの意向を実現していくべきだと考えます。
それ以外に、日本人がまともに生きていく道はないと思います。
原発が止まっても、国民の経済は決して止まりません。
原発に関わる産業界には打撃になるとは思いますが、これを機に、私たちの命を脅かす原発を、勇気をもって手放してほしいと切に望んでいます。

35228 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 現実的に原発の新設・更新は不可能であり、ゼロシナ
リオを採用したうえで、これまでのエネルギー多消費
型の経済活動の在り方を根本から見直して、新しい生
活スタイルを構築すべきである。

ゼロシナリオを採用すべきである。原発関連企業や電気事業者がいかに原発を維持したくとも、もはや国内での新設・更新は不可能であり、２０３０年までに原発ゼロをかかげ、このままの経済
活動のあり方では、負担が高くなることを周知すべきである。そのうえで、全国民が創意工夫をこらし、新しい生活スタイルを生み出していくような機運を盛り上げていくことが、行政の役割だと考
える。そうしなければ、国民は将来に希望を抱けず、この国は長い停滞から衰退へと坂道を下っていかざるをえないと思う。

35229 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 命を脅かし、人の住めない環境破壊をもたらすことを
福島の原発事故は実証してしまった。地震国であるこ
と、使用済み核燃料の具体的処理も確定できないこと
を鑑みると、今すぐにでも原発は廃炉にすべきと考え
る。

原発を直ちに廃炉すべきと考える理由。
1.   風の向きなど可成り幸運が重なった今回の原発事故でも、日本の国土を無くす位のリスクがあることを実証した。このリスクを将来の日本人に残すことは、倫理的に許されることではないと
考える。特に地震国日本では待ったなしである。
2.   使用済み核燃料の最終処理が確定できない限り、核のゴミを出し続けるべきではない。普通の会社は処理出来ないモノは作らないのが社会常識と考える。
3.   情報隠蔽や責任を取らない日本のシステムでは、原発リスクに真摯に向き合えない。事故から1年経っても、何も変わらない体質が証明している。
4.   様々な隠されたコストを考えると原発の本当の経済性は決して割の合うものではない。原発保険が無いのがその証拠である。
5.    早く新しいエネルギー開発で経済を活性化すべきと考える。自然エネルギーや
コンバインドサイクル等、高効率な火力発電リプレイスで活性化できるのでは。
6.   安全保障のために、原子力技術（核）が必要と言われるが、プルトニウムは十分保有できており、これ以上必要ない。そのコストを被曝作業者を出さない新しい廃炉技術開発に使用すべき。

35230 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原子力発電所による発電は「０％」を選択します。 核廃棄物の最終処分場もなく、仮に最終処分場所が決まったとしても、何百年以上の保管管理が必要となり、安全性は保てません。
また、事故が起きない保証は無く、ひとたび事故が発生すると取り返しのつかない事態となってしまいます。費用についても原発は発電コストは安いといわれていますが、何百年という廃棄管理
コストや原発補助金、事故の補償等を考慮すると結局、費用が高くついてしまいます。未来の安全のためにも新たな原発建設は行わず、現在の原発も再稼動しないで頂きたい。
結局、核にまとわりつく天下りや、ゼネコンの私腹を肥やすだけで、多くの国民には不利益しかありません。
原発事故が起こればは自国だけの問題ではなく、全世界的な被害が認められ決して許されることではないと考えます。

35231 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 「原発ゼロシナリオ」を採用すべきです。
  

今も苦しんでいる福島第一原発事故の被害者の気持ちを察してください。被害者はもう私たちだけで十分です。即刻原発を廃止してください。そしてもっと省エネルギーの取り組みを進めてくだ
さい。

35232 個人 家事専
業

６０代 女性 原発ゼロの社会をめざす 福島の原発事故の収束のむつかしさ、被害の甚大さを見れば　原発を廃止して新しいエネルギーの開発と原発以外の既存の火力　水力　風力　太陽エネルギーでまかなっていくべきです。
一番大事なのは命と安全です
原発はそれに反していることは明らかです



35233 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 １）ゼロシナリオを選択する。温室効果ガスの排出削
減と経済成長、そして安全が両立する唯一のベストシ
ナリオであると考える。

東日本大震災と福島第一原発の事故を経験した今、原発の安全神話は崩壊し、「原発が存在する＝放射能拡散のリスクが存在する」という状態であることを認識しなければならない。
福島第一原発４号機が、震災発生時点では定期点検中であったにも関わらず水素爆発を起こした事実を鑑みると、原発が稼働しているかどうかは問題ではなく、その存在自体がリスクであるこ
とは明白と言える。
原発再稼動の前提条件として、保安院によるストレステストや規制庁による審査を挙げているが、「事故を起こさないように全力を尽くす」ことだけでは十分とは言えない。上述の通り、原発の存
在自体がリスクであることを踏まえ、放射能漏れを伴う事故を想定した対策（放射能の到達が予想されるエリアの全住民に対し予めその可能性を通知する、半径２０キロ内の全住民に対する定
期的な避難訓練の実施、屋内退避を想定するエリアの全住民に対する必要な食糧の提供、安定ヨウ素剤の配布と服用マニュアルの整備、等）が必要となる。周辺住民を巻き込んだ訓練を行う
覚悟とコスト負担を織り込まない原発稼働シナリオは不十分であると言わざるを得ない。
原発ゼロシナリオを選択することにより、火力発電への依存が一時的に高まることへの懸念に対しては、電力の総量を減らす工夫をすることで回避可能であると考える。具体的には、古い設備
や家電を新しいエコ製品に替えることを促進することで、使用電力を削減できると共に経済効果も見込め、成長シナリオも描ける。エコカー減税と補助金が自動車産業の急回復に一役買ったこ
とは記憶に新しい。
以上により、原発ゼロシナリオは安全な国民生活と温室効果ガスの増加を伴わない経済成長が見込めるベストシナリオであると言える。
従い、私は１）ゼロシナリオを選択する。

35234 個人 その他 ５０代 女性 3つのエネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代
に対して安全な日本を約束するものではないと思いま
す。
原子力エネルギーへの依存を今すぐ終了させ、最短
の「核エネルギーゼロ」の筋書きの提案を求めます。

具体的に以下を要求します：

●直ちに原子炉再稼働をやめさせる

●積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる

●再生可能エネルギーの生産を加速させる

●発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する

●石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

ドイツなどでは自然エネルギーへの転換で経済的にも効果をあげているといわれています。日本でもできないはずはないと思います。

35235 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原子力発電所をゼロにしてほしい。 福島の原子力発電所事故により、どれだけ多くの人命が奪われ、財産が奪われ、生活が奪われ、そして、自然が奪われ、動物たちの命が奪われたことか。
このような事故が二度とおこらないということは、誰も保障できないはず。
周りを海に囲まれ、地震も頻回におこるこの小さな日本という国に、原子力発電所は大きなリスクだけをもつ危険なエネルギー造成所でしかありません。
また同じような事故がおこるのではないかという不安も持ちながら生きていくことを、国民に強いるのはやめてほしい。
もっと安全で安心して生きていける、エネルギー作りにお金をかけてほしい。
これ以上原子力発電所の犠牲者を増やしてはいけません。
真摯に反省し。国は責任をとるべきだ。
その姿勢を、「原子力発電所をゼロ」にすることで示していただきたい。

35236 個人 その他 ６０代 男性 原発即時廃止が私の意見だが、用意された選択肢が
不十分な３つしかない中では、「(1)ゼロシナリオ」を選
択する。

原発は、即時廃止すべきである。３つのシナリオは、いずれも相当期間原発を稼働させるものであって、原発存続を前提としたものである。このことからそのいずれも賛成できるものではない。
　原発は、福島第１原発の事故が示すとおり、事故が発生してしまったら、取り返しのつかない被害が生じてしまうものである。それは本来、危険性と有用性を秤にかけて、有用性に軍配を上げ
る、といったことができない技術である。
　安全性を確保したから(事故が起きないようにしたから)原発を再稼働する、といったことが言われるが、これは逆転した発想である。事故が起きたときにどうなるか、を考えなければならない。
人は全能ではないから、必ずいつか、どこかで事故は発生する。事故が発生すれば取り返しがつかない被害が発生するのが原発である。
　原発即時廃止、という思い切った措置をとったときに初めて、新たなエネルギー技術が急速に発展する。科学技術とはそういったものである。公害防止技術がまさにそうであった。このことをよ
く見極めるべきである。
　以上が私の意見だが、今回のシナリオにはその即時廃止が選択肢にない。このことは、公平な意見募集とはいえない。とすればこの意見募集に答えないのも、選択肢といえるのだが、それで
は私の声が政府に届かないことになってしまう。そこでやむなく、原発ゼロ促進のため、(1)を選択することにした。

35237 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 政府案として示されたシナリオの中では「原発比率を
震災前の2010年の実績値約26％から、2030年までに
０％程度に下げる」いわゆる「(1)ゼロシナリオ」が妥当
と考えます。

目下の原子力による発電方式では現状、地震の頻発する日本国では昨年の東京電力福島第一原子力発電所事故のような、深刻な影響を広域（国内にとどまらず）に及ぼす危険性は今後「無
い」と確約するのは非常に困難です。現時点では大規模地震の予測すら出来ない、また仮に事前に予測が出来たとして、実際に地震・津波が来るまでに万全な対策を施せる保証はどこにもあ
りません。

よって、この国は原子力発電を保持する条件を満たさないと考えます。

また耐用年数の過ぎた原子炉はいずれ解体しなくてはならず、その作業もかかる期間、人手も膨大なものとなります。これまで５０基余りの原子炉を建設してきた以上の手間がかかることは確
実ですので、今からゼロにする方針を早急に固め、それに向かって進むべきと思います。

経済への影響、また原子力発電が巨大な産業となっている事は理解しています。であればむしろ、それを解体・安全化することによる産業も成り立つはずです。そういった技術で世界的な水準
を目指し、もし海外に輸出するのであれば原子力発電の建設ではなく廃止解体の技術を持つ国を指向していただきたいと思います。

35238 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 現行エネルギー基本計画から火力の割合を増やし、
安定供給できない再生可能エネルギーが非現実的な
増加割合のシナリオに賛成できない。原発依存度は
現状維持以上とすべきである。

地球温暖化は待ったなしの状態であり、そのため現行エネルギー計画では火力割合を35％まで低減するとしていたはずである。将来世代のことを考えるのであれば火力の割合を減らし、原発
については安全対策の強化を進めるべきである。再生可能エネルギーについては、今のシナリオの増加割合が非現実的であり、さらにシナリオに近い割合で増やせたとしても、気候任せの不
安定な電力供給源を基幹エネルギー源にすることはできない。それでも現行計画より原発依存度を下げるのであれば、再生可能エネルギーの発展動向を見据えながら原発の安全強化を図
り、原発依存度は30～35％を目指すのが妥当と考える。

35239 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 依存度０％。柳田さんの言う2.5人称で事故にあった
人達に寄り添って下さい。それでも必要と言えます
か？また廃棄物の問題は解決できない。愛する故
郷、国土を放射線管理区域と化し、子孫に渡していい
のですか？

原発事故が起こった時、日本人の誰もが、作業にあたる人達が懸命に頑張ってくれているから、近いうちに収束するだろうと思ったはずです。しかし、東電の言葉や工程表から、3か月、年内、な
どという意外な言葉に違和感を、驚きをもって感じたでしょう。原発は人類が制御できるものではないのです。今回の事故も、極めて幸運な偶然によって、この程度で済んでいるのです。しかし、
本当に収束するには何十年とかかり、何兆というお金がかかり、今また大震災が起これば、どうなるかわかりません。今度こそ首都圏すべてが避難となるかもしれません。そして汚染した土地
は戻りません。福島の人が、生きているうちに懐かしい故郷に帰れるかどうかもわからない。それが自分の親ならどうですか？子供なら？友達なら？知人・隣人ならどうですか？想像してみて
下さい。経団連の偉い人たちは全く見えてない。経済の前にいのちです。彼らも従業員をかかえているのだから、日本人の健康、命にも責任を持ち、それをふまえた言動をするべきです。最後
に廃棄物の問題。核燃料サイクルはもう無理だということがわかっている。100年単位どころか、10,000年単位での安全を、いったい誰が保障できるのか。地殻変動は今も起きている。海が山に
なることも100年単位で起こる。孫の孫の孫の、そのまた孫の・・・世代の問題になってくる。そういうことが許されるわけがありませんよ。新しいエネルギーなど、そういったものなら、10,000年後
の子孫に残したって、我々は誇って死ねる。その方がずっといいです。国民に廃炉にかかる費用は正直に話し、理解を求め、技術を残したいなら残したいと理解を得、事故から教訓を学ぶべき
です。事故を防げなかった安全委員会、保安院がそのまま存在するのはおかしいです。それらが行う調査は国民の理解が得られるはずはありません。

35241 個人 自営業 ５０代 女性 私は２０３０年脱原発３選択肢のゼロシナリオを希望し
ます。
原発の廃止を希望します。

その理由は原子力で日本が発展したとしても、未来を背負っていく子供たちが、いつも被ばくの危機にさらされながら生きていくのとどちらがいいのかと思います。未来の日本の発展を望むので
あれば、安全で平和な日本が絶対条件だと思います。目先の発展だけを見ないで１００年先も平和な日本を望みます。

35242 個人 学生 ２０代 男性 ゼロ案支持。「脱原発」は国民だけでなく世界にとって
もプラスになる。そのため「電源分散」「発送電分離」
「新エネルギー政策」を行う。世間で言われているほ
ど困難ではない。国と国民が相応の負担を背負うべ
き。

私はゼロ案を支持する。
政府は「脱原発」をしっかりビジョンとして打ち出し、これを着実に実行していくべきだ。福島第一原発事故というあれだけの事故が起こり、原発が人間の許容できない領域のものであることは明
らかだ。この選択肢においてそれが確実に国民、世界へアピールすることができるのはゼロ案のみだ。そして、このためにすべきことは「電源分散」「発送電分離」「新エネルギー政策」の３つだと
考える。

まず、「電源分散」についてだが、現在の日本の原発は海岸沿いに大規模な発電所を建設し、そこから遠い地域の大消費地に向けて電気を送るスタイルである。しかしこれが今回の事故によっ
て、それまで安定供給が可能となるとの理由から集中的に立地していたことが、むしろ地震や津波といった大規模災害時には非常に危険となることが明確になった。このためには多様な電力事
業への参入を促進して電源分散を図ることであらゆるリスクを下げながら脱原発をすることができる。

次に、積極的参入を促すために「発送電分離」を進める。たとえばスマートグリッド(次世代送電網) ―すなわち、電力需給の自律的な調整をする機能を持たせた新しい送電網―といった既に実
用化に期待できる技術を導入することで、迅速に順次展開させていくことができる。

最後に、様々に提唱されている「新エネルギー政策」について、この政策に対する反論として「自然エネルギーは国内電力の１％しかないのに、原子力を到底補うことはできない」というものがあ
る。もちろん「１％」という数字は事実であり、また直ぐに原子力の分のエネルギーを取り替えられるとは言えないだろう。しかし、それが今現在の自然エネルギー資源が無いということを表すも
のではない。むしろこれまで自然エネルギーを有効に使ってこなかったからこそ出ている数字である。最近では、風力や太陽光など再生可能エネルギーでつくられた電気を電力会社が決まった
価格で全て買い取るという「全量固定価格買い取り制度」が7月1日よりスタートした。私の家では５年前から太陽光発電を行っているが、そもそもクーラー等を使わないということもあり、毎月の
電気料金はマイナス値、すなわちキャッシュバックされている。設備投資額も15年足らずで回収できる見込みであり、もっと多くの一般家庭に導入して節電努力を同時にすれば、そのメリットは
需給双方にとって計り知れないものになるはずだ。また、火山国である日本は世界3位の地熱資源量を持っている。開発リスクや初期投資が大きいために1999年を最後に新規立地は途絶えて
いたが、今では稼働率が高く需要も見込まれる地熱発電が注目を浴びている。さらに、最近開発が盛んになっている新たなエネルギーとして「ブルー(海洋)エネルギー」があり、スコットランドに
おける潮流発電やイギリスにおける洋上風力発電もまた、四方を海に囲まれた日本においては安定したエネルギーとなりうる。これら「新エネルギー政策」は、中小企業を含めて技術力の高い
日本では新たな大規模投資も期待でき、日本経済にも良い影響を及ぼすだろう。盛んな投資を呼び込み、主産業として確立していけば、脱原発は世間で言われているよりもさらに積極的にでき
ると思う。

私たち需要側もこれまでのように供給を電力会社にお任せ・丸投げにしてきた姿勢を正し、自分たちで電力を選び、相応のコストを負担していくこと、そしてこれからのエネルギーがどうあるべき
かを考えていくことが必要だ。
それゆえに他の案に比べて電気料金が上がるということは止むを得ない。また、発送電分離によって電力会社の選択自由化を進めれば、最低限、利用者に対する示しがつく。

35243 個人 自営業 ４０代 男性 ゼロシナリオを選択する。命を削らなければ運転でき
ない発電所は要らない。避難者への補償、大地の再
生、海の再生すらできないで、コストが安いなどという
のは嘘ですね。原発は廃止以外ない。即時廃止すべ
きだ。

東京電力と政府は、原発に関するすべてにおいて真実をすべて公表すべきである。真実を語ることができず、嘘で塗り固めなければ建設も維持も管理もできない原発政策は、政策として存続で
きない。絶対に事故は起こさないと約束できますか？誰も約束できないし、責任もとらない。ただ被害だけしか生み出さないのが原子力だ。廃止以外に考えられない。
　どうしても原発を今後も稼働するというのであれば、責任の明確化と放射能の漏洩など小さな事故から大きな事故についての罰則規定を定めなければならない。もちろん刑事責任を含めた罰
則である。

35244 個人 法人等 ４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択します。原子力発電は、す
べての面において問題があるエネルギー源であると
考えます。

原発のゼロシナリオを支援します。
原発は、使用済みの核廃棄物をどうするかという技術もまったくできあがっていないことを考えても、使用すべきではないと思います。フィンランドの映画「10万年後の安全」も見ました。地震の多
い日本では絶対に10万年も安全に廃棄物を埋めて保管することは不可能だと思います。

野田首相や日本政府は、原発をとめてしまうと失業者が増え、景気が悪くなるといっていますが、それは、自分の首を絞めているようなものです。原発を提唱したように、再生可能エネルギーを
提唱し、地方で発展させていくべきです。

それ以外にも経済モデルを見直すべきです。地方で職がないというところにも、必ずほかのやり方があるはずです。それに挑戦せずに、旧来（30～40年続いている）のやり方に固執している方
が間違っています。

困難にぶつかってこそ、人や企業は新しい技術やアイディアを出してくるものだと思います。それを日本政府はまったくやっていないと思います。

2011年3月11日以来、想像もしていなかった放射能汚染という事実に直面して生活してきました。4歳の子供がいるので、いまだに食材は選択して購入しています。

とにかく原子力の研究については、廃棄物をどう処理するか、どう廃炉に導くかなどのみを行い、新規の建設計画はすべて廃棄してください。

本当にお願いします。これ以上の恐怖に私たちをさらさないでください。

35240 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 いずれのシナリオも省エネルギーなどの想定が過度
に織り込まれており、その実現可能性に疑問がある。
将来のエネルギーミックスは、電力の安定供給、国民
生活や経済などへの影響を踏まえ、慎重に検討を進
めるべき。

■基本的な考え方
○将来のエネルギーミックスについては、日本のエネルギー自給率が４％と極めて低い実情や国際的なエネルギー情勢などを踏まえると、エネルギーの供給安定性や経済性を維持しつつ、環
境面にも配慮していくため、今後導入が期待されている再生可能エネルギーを含め、エネルギーの多様性を確保していく必要がある。
○同時に、電力の安定供給を維持するためには、原子力をはじめとする、安定的かつ大量の電力供給が可能な電源に加え、電力需要の変動に対応する火力や水力などの電源が不可欠であ
り、再生可能エネルギーなどとともに、バランス良く組み合わせて活用していくことが重要である。

■選択肢（シナリオ）について
○今回示された選択肢（シナリオ）では、２０３０年時点の省エネルギー、再生可能エネルギーともに、現行のエネルギー基本計画と比べ、極めて高い目標が掲げられているが、以下のような課
題があり、その実現可能性には疑問がある。

（省エネルギーに関する課題）
○いずれのシナリオも、プラスの経済成長を見込む中、２０３０年時点の電力需要は、２０１０年比で約１割抑制することになっている。過去のトレンドでは、経済成長と電力需要の伸びが概ね比
例しており、これまでの傾向に逆行する想定であることから、実現可能性の面で疑問がある。
○「ゼロシナリオ」では、省エネルギー性能の劣る機器から高効率機器への移行を図るため、石油ストーブなどの暖房機器の販売を禁止するなど、強制的な措置が示されている。特に、北海道
は積雪寒冷であり、一般家庭におけるエネルギー消費の約６割を灯油に依存していることから、そのような施策を導入することは、道民の生活に多大な影響を及ぼす。
○また、省エネルギーのためのコストとして約８０～１００兆円の投資が必要とされているが、省エネルギーにより生み出される節減額は投資額を約２０～３０兆円下回っており、費用対効果に問
題がある。

（再生可能エネルギーに関する課題）
○再生可能エネルギーについては、２０３０年までに風力発電を２０１０年の約７～１９倍、太陽光発電についても、約１５～１９倍の導入を図る必要があるとされている。
○仮にシナリオどおりの風力発電を導入するとした場合、エネルギー密度が低く、膨大な面積が必要となることに加え、その設置費用として、約５～１４兆円の投資が必要となるなど、極めて大
きな経済的負担が想定されている。

○北海道は、風況が良く、風力発電の導入拡大に対する期待が高いが、風力発電の適地は、電力需要が少ない地域に位置しており、送変電設備の容量が小さいことから、風力発電の大量導
入にあたっては、そうした地域の送電系統などを強化する必要がある。
○また、風力発電などの再生可能エネルギー電源は、天候によって出力が大きく変動することから、単独では安定した供給を行うことができず、電圧や周波数を一定に保つためには、出力変動
を調整するための電源やその他の対策が必要となる。
○導入拡大にあたっては、導入目標の達成に向けた具体的な道筋を明確にするとともに、系統対策などのコストやその負担のあり方などについて、国民に対して十分説明していただく必要が
ある。

（国民・経済への影響）
○どのシナリオを選択したとしても、我が国のＧＤＰに数十兆円規模でマイナスの影響が生じることに加え、電気料金の大幅な上昇が想定されている。これは、生産を減らしつつ、国民負担が増
加するということであり、国民生活や産業活動に大きな負担を強いることになる。
○特に、「ゼロシナリオ」では、可処分所得が減少する中、一般家庭の電気料金が最大で２０１０年の約２倍まで上昇することが見込まれており、現実的に年間約１２万円の支出増となることに
ついて、国民の受容性があるか疑問である。

○電気事業者である当社としては、お客さまに対し、電気料金という形で、そうした大きなご負担をしていただくことについて憂慮せざるを得ない。

■まとめ
○以上のように、いずれのシナリオについても、省エネルギーによる電力需要の抑制量を過度に織り込むとともに、これまでの導入ペースをはるかに上回る再生可能エネルギーの導入を見込
むなど、その実現可能性には、大きな疑問がある。

○最適なエネルギーミックスの観点からは、特定のエネルギーに偏った電源構成を選択するのではなく、安全の確保を大前提に、原子力をベース電源として活用するとともに、電力需要の変動
に対応する火力や水力、そして再生可能エネルギーなどもバランスよく活用することにより、電力の安定供給を維持していくことが必要である。

○将来のエネルギーミックスについては、国民生活や経済に多大な影響を及ぼすことから、再生可能エネルギーの導入状況や国民負担の水準などを踏まえながら、適切に見直していくことも
重要である。



35245 個人 家事専
業

４０代 女性 福島の原発事故で人が死んだわけではないのに、す
べての原発反対は行き過ぎていると思う。
日本は資源のない国だから、原発の有効活用が必要
である。
原発再稼動、賛成します。

日本の原発は世界に輸出できるぐらい安全です。なぜなら、事故後も他国から原発の輸出注文がきている。
日本人は確かな知識がないのに、感情的に放射能汚染を騒ぎすぎている。
又、資源のない日本は石油や天然ガスの輸入を止められたら、エネルギーを供給できなくなり、安定的に供給できる原発は必要不可欠です。
猛暑で死ぬ人が出ている日本であるから、安定エネルギーの原発をすべて再稼動してほしい！！

35246 個人 その他 ４０代 女性 原子力＝核　全撤廃を強く望む 日本において、
原子力の利用方法を発電にしただけで核所有になんら変わりはない。
核の恐ろしさは人類の手に余る点にある。
一度事故(災害ではない、災害がきっかけであっても全て人為的事故である)が起き、放射能が驚異的スピードで撒き散らされれば
それを止める手立てを人類は持たず以降何百万年の汚染を消すことは出来ない。

地熱発電、太陽エネルギーの有効利用など自然エネルギーの開発・普及に
どうか持てる叡智のすべてを注いで推進して欲しい。
利権問題が深くからみ簡単に行かないことは素人でも推測できる。

もし目の前の大金への欲と
人類の存続の危機を秤に掛けて
それでもいま自分が儲けられればそれが最優先事項であると決断するなら
人間は滅びる。
そしてその責任は核を利用した者全てにあり、
二度と人類は戻って来ない。
責任など取り様がないのだ。

いま多くの人が原発に反対している。
電力の供給に原発が不要だということも
周知である。
日本国民が、
どんな損害を被ってでも原子力に反対を決意しているのに
ただの国民の代表者である政府や官僚が
その意に反するのは極めて滑稽である。
国無き王を気取るつもりか。

35247 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオ 福島第一原発の事故で原発は人間の手におえない危険な代物だと
よく分かった。未だに事故は収束していない。
それなのになぜ、政府は原発にこだわるのか？
目先の利益より、国民の安全を守ってほしい。
はっきり言って、政府のいうことはもう信じられない。
国民を守るはずの政府が国民を脅かしている状況は脱原発を決めた諸外国の人々からしたら、とても考えられないことだろう。
もういい加減目を覚ましてほしい。
夏は電力不足におちいると、脅かしていたが、結局電力は不足しないし、十分に足りている。
原発なしでも日本は十分にやっていける。
事故を起こしても、電力会社は都合の悪いことは口をつぐんでいるし、政府も電力会社の味方のようだ。
日本は無駄な電気を使いすぎている。
節電、節電と言っても、それは当たり前に過ぎないことだと思う。
脱原発が進めば、国民の意識上では節電が当たり前のようになって、資源エネルギーの保護にも良い影響を及ぼすだろうと思う。
電気は豊富に使えて当たり前という意識を変えていかなくては
いけない。

35248 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオ以外の選択肢のある理由が分からな
い。10万年とも言われる核廃棄物の処理期間をまとも
な親は次世代に擦り付けられない。電気代上がる、結
構。経済が停滞する、結構。命より大事なものなどあ
りません。

福島で不幸な事故が起きました。東京電力もおかしいですがそれに目をつぶってきた周囲もおかしい。こんな危ういもののうえに成り立つ生活なら要りません。責任が取れる、対応が出来る状
態になってから論議をしてください。どうしても原発が必要だと言う方はまず福島原発を防護服無しで歩いてください。またはそれが実現できる技術を開発して下さい。次世代に負の遺産を残し
てよいと思える神経は私にはありません。今まで知らなかった無知を恥じます。お願いです。自分で制御できないものを扱わないでください。それは冒涜であり1000年に一度、10000年に一度は
次に来るのが1000年後と言う意味ではないことを踏まえ今対応が出来ない現状を考えシンプルに考えてください。あなたは自分の子供をそこに置けますか？

35249 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は不要と考えます。まず使用済み燃料の処分方
法の解決も未だにない、そんなエネルギーは言語道
断です。更に、未だに福島第一は放射能を出し続けて
います。その決着も出来ないまま、原発の再稼動はあ
り得ません。

経済界から原発無しに電力の安定供給は難しいので、再稼動を望むとの圧力がありますが、福島第一を起こしてしまった今となっては、原発ではない安定的な電力供給源を、官民一致協力し
て再考・開発・発見する方向に進むべきだと考えます。命とお金を比べていると思います。当然重視すべきは命です。お金は後から付いてきます。命、人権を今こそ尊重すべき時です。
是非是非、叡智を持って今後の日本のエネルギー政策を考えて頂きたく、心よりお願い致します。

35250 個人 学生 １０代以
下

男性 日本は東日本大震災前のエネルギー計画通り原子
力を50％以上にするべきだと思います。

こんにちは。東京大学の一学生の拙い意見ですが、読んで頂けたらうれしいです。私は原発が問題になっているときに、事実を知ろうと思って自分でいろいろ調べました。それで以下がその調
べて自分なりに導いた結論です。

最近原子力反対が叫ばれていますが、（これはマスコミが反原発だけの面を取り上げているせいであるが）私は原発は日本の将来に不可欠であると思います。
確かに、もし福島第一原発のような事故のリスクが高いなら原発止めるべきだと思います。しかし福島での事故は(1)津波の予想が5.7ｍであったこと(2)全電源喪失を想定してなかったこと(3)海
水注入を躊躇したことが原因だと思います(1)は東北の太平洋側は千年に1度10m級の津波が押し寄せることがわかっていたのにそのままにしていたことが原因で(2)と(3)は東京電力と政府に問
題があり、マニュアルなどを作っておけば事故はなかったと思います。今回の原発の事故は人災であり、原発の技術は問題ないと思います。
しかし、福島の事故が起きたときのままだとまた事故は起きるでしょう。原発の事故対策をすすめることは原発に依存することの前提になると思います。原発の事故対策をすすめることを政府、
各電力会社に強く求めます。

これから石油資源がなくなり、車まで電気に頼ることになっていくでしょう。現在化石燃料は大抵輸送用として消費されることからも、これから大量の電気が必要になることは明らかです。それを
再生可能エネルギーで賄うことは無理だと考えます。確かに太陽光パネル、風車の設置を大々的にすすめれば電気を賄えるかもしれませんが、そのためには大量のお金が必要になるし、大量
の土地もパネルや風車で使えなくなるでしょう。お金はもっといい使い道があるのではないでしょうか？福島の事故で失った何倍もの土地をさらに失っていいのでしょうか？？私はそれではいけ
ないと思います。原発のメリットは何より安いってことは周知の事実です。
僕の意見がマスコミの感情論だけで科学的根拠がない話で流されている世論を変えられることを願ってやみません。

35251 個人 無職 ６０代 女性 今すぐの０％を　お願いします。　　　３個の選択肢し
かもうけなくて、意見誘導をしないでください。　　　　原
発廃棄物を１ミリグラムでも増やすことは、日本の未
来を、暗く塗りつぶす。

メールを　どなたか読んで下さるのですか。　　　無駄と知りつつ書きます。　　　そもそも地震国に原発など、どんな言い訳もきかない。津波が来るところに、いくら、壁を作っても、ジェットスピード
でくる、巨大波にはかなわない。　　　巨大なるコンクリートが原発にかぶさり、手の付けようがない。　　　なぜそんなことを認める。　　いったい何の権限で、人を恐怖に陥れる。　　オーストラリア
は、憲法で原発を禁止しています。　　原発廃棄物の処分を、確立してのみ、原発を認めている国もあります。　　それなのに日本は、傲慢から、原発を無制限に増やした。　　そして、責任を取
る人はいない。責任を取る方法もない。　　　私の側には、福島だけでなく、東京からの、避難難民がいます。　　東京からの彼女は、たまに東京に戻ると、鼻血。下痢。首の甲状線が６か所はれ
上がり、体じゅうの皮膚に、黒いほくろがでます。　　　この重大な大罪を、今後各自で、対策せよというのか。　　何十万人に及ぶこの大罪を、無責任にも　知らんふりするな。　　　この大罪を、
税金で、我々に払わせるな。　　そして何より未来がないのは、原発廃棄物を、各原発にため込んでいることです。大量に。　ごく一部の権力を持った人の横暴を、私は認めません。
電力はなくていい。　　　　病院で人が死んでもよい。　　　何が起ころうと、メルトダウンよりいく億倍か　　はるかに良いのです。　　でも　何より怖いのは、福島の第４号炉です。　　日本の、全力
を投じて、すぐに対策をしてください。　　４号炉はもう沈みつつあるのに、なぜ放っておく。
意見を集めている段階ではない。　　すぐに対応してと、声を大にして叫びます。　　　４号炉の原発廃棄物処理を。

35252 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを求める。核の平和利用は危険。汚染国
土は動植物が安全に生きていくには長い年月を費や
す。より安全性の高い循環可能エネルギーを選択し
雇用もそこで作るべきである。

ゼロシナリオを希望します。
福島の事故以降、放射能により被ばくする動植物、大地が日本に存在してしまった。この事故以降その量が人が住めない状態にまで大地を汚した。大気と水を汚し、人や動物が安全に暮らす
権利を侵している。地震の国日本に第二の福島は二度と作ってはならない。再処理も放射能の危険が伴い、海外に輸出したとしても、地球レベルでは汚染している。効率を求めるだけではな
く、環境と共存しあうエネルギーに変換するべきである。電気代を上げるのを拒否しているわけではない。エネルギーを作る手段を原発以外のものに変える事で値段が上がるのは構わない。ゼ
ロにする時の費用を惜しむ事はしない。次の世代に残すものが安全なもの、環境と共存できるものであること、それが今の世代に残された課題である。自分の生きている間だけ安全ならいい、
というのは間違っている。即、原発を停止することを求める。原発禁止であるべきだ。

35253 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。原発事故の重大性、放
射性物質の広範囲な汚染とそれによる甚大な被害、
そして原子力発電の非効率性と歪み、などのデメリッ
トを考え、一刻も早い原子力発電からの撤退を政府に
求めます。

福島第一原発事故は、政府が認識しているよりもずっと広範囲に、国民の生活に深刻な影響を与えています。原子力発電からは、できる限り早期に全面的に撤退するのが当然の選択だと考え
ます。

福島第一原発事故の放射性物質の広範囲な拡散により、福島県はもとより、私が住む関東地方全域にその影響が現在も続いています。
放射性物質による影響は、第一に、食卓にのぼる食品について、全て放射性物質検査の確認をしなくてはならなくなりました。その結果、私の大好きな魚が食べられなくなりました。第二に、私
の茨城県の親戚宅に、家族で行けなくなりました。第三に、身の回りにある全てのモノについて、「これは○○県産だから、放射性物質が含まれているのではないか」といちいち検討しなくてはな
らなくなりました。

そして何より、福島県の人々は、今も非常に高線量の中、止むを得ず県内にとどまり、将来の健康に不安を抱えながら生活し、県外に避難生活をしいられている人々も、十分な補償がないま
ま、生活の不安を抱えて暮らさなければならない…。
これらの影響は、言葉に尽くせないものがあります。

35254 個人 自営業 ３０代 女性 原発は即刻廃止し、廃炉にするべきです。 原発は即刻廃止し、廃炉にするべきです。
再稼働中の大飯原発はただちに止めて下さい。

オーストリアの友人に、「日本は地震国なのになぜ
原発を作るの？」と聞かれ、答えられませんでした。
オーストリアは国民投票で原発操業が否決され、現在は
太陽光発電所となっています。ドイツはメルケル首相が
原発を即時停止し、操業延長を見送る方向に方向転換
しました。スイスの世論は原発反対87％にのぼって
います。国際的にはエネルギー政策を変換しないと抹消
されると思います。世界中に放射能をまき散らし、チェル
ノブイリの恐怖を再度味わわせ、いまだ自分で後始末が
できないにも関わらず、まだ原発操業を続ける国など、
誰が相手にするでしょうか。

私は外国で仕事をする事があります。自分の国を誇れないの
はつらいです。今や核公害を出して世界をおびやかす国です。
欧州のメディアでは福島第一原発のことはその後の様子も放送
されています。安全な日本、技術の日本は消えました。
今や放射能の国日本、です。

今後は脱原発とエネルギー政策で、世界に生まれ変わった
日本を証明するしか道はないと思います。

国民皆が納得できるエネルギー政策を考えていきましょう。

35255 個人 その他 ６０代 男性 大飯原発はすぐにストップし、すべての原発は廃炉の
政策を出してください

１，原発をすべて止めても、幸いにも電気は足りている。
２，石油などコストが一時的に上がるかもしれないが、原発事故が起きればそれどころではない。
３，原発は「温暖化」対策には必ずしも有効でない。ウラン製造過程でのエネルギーと、巨大な海水暖め装置。
４，原発に依存しない政策を出せば、太陽光ほか自然再生エネルギーで新たな産業が発達する。
５，原発立地自治体も廃炉を明確にすれば、３～４０年は廃炉に伴う仕事・雇用が増える。

35256 個人 自営業 ５０代 女性 なるべく早くエネルギーは原子力ゼロにするべきで
す。

・環境悪化を招くこと：原子力発電所が稼動しているだけでも微量の放射性物質が放出されます。その近くの海水温の上昇を招き、環境が悪化します。
・地震国であること：これからも巨大地震が想定されています。それは明日かもしれません。このような危険な国に原発があるだけでも危険です。すぐに廃炉にすることを決めて、放射性物質の
処理を始めるべきです。
・経済性について：「原発のコストが一番安い」と言われますが、福島第１原発事故の処理はこれから何十年とかかり、ふるさとを追われた人達の生活保障まで入れれば膨大なお金がかかりま
す。これも原発であるが故で、コストの中に当然入れるべきです。他のエネルギーではこのようなことはありません。今、アメリカでは天然ガスが有り余っていて、世界では安く買っていますが、
日本では他国より高い値段で買っています。これを安く買えば、火力発電のコストはもっと安くなるのではないでしょうか？全く機能しないもんじゅや見通しの立たない六ヶ所村核燃料再処理工
場にかけている膨大な金額を自然エネルギーの開発に使えばもっと有効ではないでしょうか？
・原発のゴミについて：今現在、日本の各原発には満杯に近い使用済み核燃料があります。これから原発を稼動すれば、また使用済み核燃料は増え続けます。最終処理方法も場所も決まって
いないのに、増やしてどうするのでしょうか？これこそ、未来の子ども達に残してはいけないことです。核燃料再処理工場から出る放射性物質は、フランス・イギリスの例をみれば明らかなように
環境を破壊します。
・これからは小さな地域で太陽ソーラーパネルや小水力発電などを使ってエネルギーを共有するようなシステムを考えた方が効率がいい思います。

35257 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロを一日も早く実現してください (1)核廃棄物の処理方法が確立されないまま、負の遺産を後世に残すことは現代　人としてやってはいけないことだと考える。

(2)自然災害が多い日本ではこれからも人知を超えた災害が起きる可能性が高　　い。テロや現場で働く人々の緊張感の欠如や知識不足、また思いもよらぬ偶　然の重なりなどの人災も忘れて
はならない。
　放射能災害での対応には専門的知識のみならず、多くの組織を束ね強力なリ　ーダーシップが必要であるがそれを出来る人が果たしているのか。
　今事故対応マニュアルを作っても、何年か後には人も変わり、全体を把握で　きる人はいなくなり、大事故では対応が後手後手となり福島のようになって　しまうと予想される。

(3)原発以外のエネルギーでは世界の競争に負けるという人々がいるが、幸福　　は安全があってこそだと思う。電気代が高くても、物価が上がっても、また　多少不便な生活を強いられても安
全には変えられない。

(4)もんじゅなどに使う予算を再生可能エネルギーに回し、日本が最先端の研究　成果が得られるようになることを望みます。
35258 個人 自営業 ４０代 女性 2030年までのなるべく早期に原発比率ゼロを希望しま

す。
核燃料サイクル政策に関して使用済核燃料を再利用せず直接処分する政策を採用してください。化石燃料に関しては国産の油田・天然ガス・メタンハイドレートの活用と再生利用エネルギーに
関しては地熱発電の活用を希望します。

35259 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発の即時停止を求めます。 未来の子どもたちのためにも、原発を今すぐ停止することを求めます。
原発がなくても、電気は足りています。
原発ではなく、石油などの化石燃料や天然ガスでの発電を増やせばいいと思います。
また、処理方法も定まっていない核の廃棄物を出す原発はいらない。

35260 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発不要。 人間が楽をする為に産み出した原発だが、人間を破滅させる可能性が高く、制御を外れると取り返しのつかない事態を引き起こす、危険な存在だと分かった。



35261 個人 家事専
業

３０代 女性 今回の選択肢では「ゼロシナリオ」しかありえません。
しかし2030年ではなく、早期に原発の運転停止が望ま
しいと思います。

福島原発の事故処理は終わっておらず放射能は漏れ続けています。故郷を追われた人々、収入を断たれた農家さんの救済はまだ終わっていません。
そのような中で大飯原発が再稼働され、首相が責任をとると発言しましたが、福島の事後処理でもわかるように、事故が起きたら到底責任などとれるものではありません。
この事故で、原発と人間との共存は不可能であることがわかりました。

使用済み核燃料の何百年何万年も厳重な管理が必要な放射性物質を安全に処分できる方法もないまま、稼働し続け使用済み燃料を増やし続けて良いのでしょうか。高速増殖炉計画も頓挫し
各原発の使用済み燃料プール、六ヶ所の貯蔵プールも満杯になるのは近いです。子どもを持つ母として、これ以上将来へのツケを回すのには反対します。

早期に原発ゼロを目標に掲げ、それを実現する方法に取り組むべきです。
政府案の省エネはたった1割ですがもっと大幅な削減を目指さなければなりません。現状のエネルギー基本計画のもとになっている経済成長の高い見込みにも疑問です。エネルギーを使い放
題使って経済の成長を求める時代は終わりました。再生可能エネルギーをもっと推進する、現状の電力会社の独占状態を解体し電力にも競争の原理を取り入れる、電力以外の熱供給や輸送
など化石燃料の低減策を考える、など、早期脱原発を前提に議論を進めて方法を考えてください。

日本の将来がかかっている非常に重大な問題です。パソコンを使う人の割合は低いと思います。マスコミを利用するなどして、もっとこの議論を国民に知らせるべきです。

大きな原発事故を経て尚、原発推進する国など、世界に向けても恥ずかしいです。脱原発という大きな変換は国際社会にも評価されるのではないでしょうか。

35262 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオの決定。 あらゆる面でコストに見合わないエネルギー政策は、有権者として、国民として、子を持つ親として、支持出来ません。日本政府は、速やかな全原子炉廃止の為の計画と、新たな基幹エネル
ギーを据える計画を、具体的な計画として、国民に向けて発表し、全国民を交えて、議論、決定するべきと考えます。また、世界中から原子炉を無くす為にも、原子炉の輸出を止め、安全でコス
トに見合う発電方式を輸出する事を国策として決定して頂きたいと思います。

35263 個人 家事専
業

３０代 女性 原発についてはゼロシナリオを選びます。自然エネル
ギーの普及に力を入れてください。

原子力発電に頼らない社会にしてほしいと思います。
福島原発事故が起こって始めて、原発の恐ろしさを認識しました。
目に見えない放射性物質を気にして生活をすることは、精神的にも肉体的にも
とても辛く不健康で、人間の愚かさを嘆かずにはいられません。
また、自分の子どもの未来を考えると、不安で仕方がありません。

高濃度の放射性物質を放出する廃棄物の処理方法についても問題を抱えていますし
地震の多いこの国で、再び原発に関する事故が起こる可能性はきわめて高いと思います。

そんな原発に頼らずに、徐々に自然エネルギーを利用する方向へ転換していってほしいと思います。
それは、同時に温暖化対策を進めることにもなるので、一石二鳥だと思います。
省エネルギーに関しても、もっと積極的であってほしいと思います。

35264 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオに賛成です。火力発電など石油依存も同
時にやめ、再生可能エネルギーによるエネルギー自
給を目指すべきです。エネルギー消費量は、最終的
に再生可能エネルギーによって供給できる量に抑え
るべきです。

原発には当初から原料生産地の環境破壊、建設による海の環境破壊と不可能な核廃棄物の処理という根本的な問題があり、誘致の際には住民間に対立をもたらし、他の産業を成り立たなくさ
せました。石油の採掘、運送、使用による環境破壊も深刻で、枯渇を待つまでもなく、今直ぐに脱石油社会を構築しないと、また日本は地球の資源を使いまくり、環境破壊をもたらす世界でも最
悪の大国になってしまいます。中央集権的巨大施設と利権がらみの産業は、時代の要請に応じた小回りが利かず、社会的、環境的、経済的に負担になっても旧来のまま身動きが取れないこと
は今回のことでもよくわかります。つまり、地域分散型、大げさではない設備への転換が必要だと思います。原発の廃止と石油依存からの脱却はこの数十年間遅れた分、即刻同時に行われる
べきです。従って、石油に依存しない、地域に応じた再生可能小規模分散型自然エネルギーの開発整備に、今まで原発や火力発電に向いていた資金を振り向けるべきです。そうすれば数十年
後には再生可能自然エネルギーでほぼ必要エネルギーをまかなえるでしょうし、むしろ、エネルギー消費量をまかなえる量に押さえるべきです。エネルギーの中でも電力が本当に必要な部分を
見直し、それ以外は天日の利用を増やしたり、家の建て方を電気が少なくても快適に過ごせるパッシブソーラーを活かした本来の良質な家にするなど、自然の摂理にかなっており、生物として
の人間が住みやすい工夫をするべきです。そのための政府の役割は、例えば、環境に対する負担の高い住宅を建造する企業や、購入して住む人に、相応の税金をかけるなど、今、環境への
負担分が公正に反映されているとはいえない税金や商品価格を見直し、再生可能自然エネルギーの発展の足かせとなってきた社会の仕組みを廃止して行く事です。

35265 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。２０３０年までの間、
原発に代わる自然エネルギーの推進を国民が一丸と
なって、組織レベル、個人レベルで行い原発をなくせ
ばよいと思います。

原発ゼロシナリオを選択します。
私は、３歳になる男児の母です。そして、おなかには新しい命が宿っています。
福島の原発事故後、雨や、木の下や側溝のそばが気になり、食料も気になりました。内部被爆させていないだろうか・・・埼玉に住んでいても、家庭菜園の野菜は食べて大丈夫だろうか、などし
ばらく悩みました。
本当に不安な日々でした。福島に住んでいる方たちは今も苦しんでいると思います。
２０３０年、今から１８年後、彼らは次の命を育んでいるかもしれません。そのとき、また原発事故が起こったら？彼らには、安心して命をつないでいってほしい、そう願います。
２０３０年までの間、原発に代わる自然エネルギーの推進を国民が一丸となって、組織レベル、個人レベルで行い原発をなくせばよいと思います。

35266 個人 自営業 ４０代 女性 原発の比率は、ゼロシナリオで行くべきである。 自然エネルギーは、本当の意味で国産エネルギーなので、それ中心の社会を目指すべきだと思います。

35267 個人 自営業 ６０代 女性 原発は即時停止。日本の地震エネルギーが大きいこ
と、原発の技術が廃棄物処理、事故時の収束技術が
未解決であることのリスクが、我が国にとって看過で
きないこと。福島の事故すら収束できない事に反省が
見えない。

原発は即時に停止すべきです。
理由は
(1)　廃棄物処理技術が確立されていないこと。
(2)　原子の火を消す技術が確立されていないこと。
(3)　事故・災害時のリスクが立地地域のみならず、地球全体の汚染、多くの市　　民の生命、生活基盤を失うこと。
(4)　発電に伴う排水が海水温を高めて地球温暖化指数を高めていること。
(5)　狭い国土に５４基の原発は、地震エネルギーの宝庫である我が国にとっ　　　て、原発のもたらすリスクが巨大すぎること。
(7)　福島原発被害に伴う復旧・復興に要するエネルギーを国は明確にしていな　　いが、除染活動の収束が見えない中で地球環境負担は計り知れない。
(9)　オール電化など、エネルギーの浪費につながることを規制し、国内の資源　　である材木やバイオマスなど、発電技術を確立して発電に見合う、慎まし　　いエネルギー消費生活態度を推奨
する政策を推進。森林資源の活性化で地　　方に仕事をつくり、山の手入れが進む。
(10)　電力会社と経産省、原発村の経済性で国土を毀損することは、次世代の生　　活の質を損なうものであること。

以上の主な理由から、原発は即時停止すべき。海外に出る企業は電気代の多寡ではなく、時の流れで流出していることは論を待たない。
　

35268 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 (1)ゼロシナリオ　を選択します。 原発事故が起きてから、原発の存続を反対する意見と継続する意見を何度も見聞きしてきました。

そこには、どちらも専門家の意見や統計など様々でした。

そして、今の日本なら原発ゼロは可能だとわかりました。

一方、原発には不可能がつきまとうことも知りました。

この地球は、私たちの世代だけで終わる世界ではありません。

環境という土台で論じる前に、今ある特定の立場の方々の利権の整理さえできれば答えはゼロしかあり得ません。

原発で生じる処理が不可能な現状がありながら、その一部の特定の立場の方々の利権と政府が本来守らなければいけない国民の生活と国の将来を簡単に天秤にかける政府。

原発事故では多くの人の生活、命、未来を振り回しておきながら、プライドや羞恥心を取り戻す気持ちは芽生えなかったことがとても残念です。

その政府が、とても消極的な方法で御意見を求めているその意図を考えた時、後々の保身の為のデータ収集と丸見えではないでしょうか。
幼稚すぎます。情けないです。

今回、選択肢が３つあり、メリットやデメリットも様々でしょうが、どれを選択してもデメリットはあるのは当然です。

利権など関係ない国民にとって、「ゼロシナリオ」しか選択肢はありません。

35269 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 ２０３０年の原発依存度が０％のシナリオ(1)に賛成し
ます。

危険が伴うとこれだけはっきり証明された原発を、続ける必要性がどこにあるのですか。

原発をやめることと引換に、仕事がなくなったり電気がなくなったり、
デメリットももちろん出てくるでしょう。

でも、不便さや、お金や、仕事などとは比べ物にならないほど大切なのは、
人の命、健康、そして子供たちの未来。

優先させるべきものを優先させてください。

原発の数をゼロにしてください。

35270 個人 その他 ３０代 女性 福島の原子力発電所の事故の後始末を責任を持って
処理できるまで再稼動は見送って欲しい。

福島の原発事故で多くの人の普通の生活や家族の幸せが狂わされました。東京都内でも放射能汚染を懸念し、妊娠をあきらめたり、関西や海外に引っ越す家庭も多くあります。今まで原子力
発電は安全であると信じてきましたが、今回の事故で地震地帯にある日本という国では、安全を絶対的に確保するのが非常に難しい装置であること、また一度事故が起きてしまうと取り返しの
つかないぐらい国土を汚染してしまうこと、など身にしみて分かりました。個人的には原子力発電を続けるのにあたり、以下の事柄が非常に重要と思われます。

１、福島の事故の処理を責任を持って対処し、汚染をなくし、元の国土に戻すこと。
２、周辺住民の健康被害が一切でないこと。
３、放射性物質の半減期を短くし、廃棄物の処理が、短い時間で処理できること。
４、われわれが生み出す放射性廃棄物により、武器が作られないことを保障すること。

以上のことが確約できたときに、初めて原子力開発を責任をもって進めていけるということになると思います。責任を取るということは、何かあった場合に辞任することでも、政治生命を絶つこと
でもありません。
失礼ながら私たち市民にとっては一人の政治家の進退などにはまったく興味がなく、日本国憲法に基づく法治国家において無事に暮らすことが一番だからです。

とくに、３の事項についてはまだ研究が十分に進んでおらず、現状では無理だと思いますので、
もう少し開発に数百年の時間をかけてから考え直したほうがいいと思います。

また一度事故が起きてしまうと日本国内だけでなく、他国の方にも迷惑をかけてしまうので、
地震国であることをもう一度意識しなおし、慎重に、アメリカだけでなく、国際社会の意見も幅広く取り入れて、データを無視することなく科学的な判断をするべきだと思います。

誰にでも間違いはあります。
アメリカとのいろいろな関係があったにせよ、この国策は間違いだったと思います。
大事なことは、間違いを認めて、国民にうそをつくことなく引き返せることではないでしょうか。
事故は起きてしまいました。今は全力で事故の処理に対処し、健康被害が出ないように全国民で知恵をしぼらなければいけない段階であると思います。

まとまらない文章で申し訳ありませんが、国民の一意見として取り入れていただけましら幸甚です。

35271 個人 その他 ２０代 女性 ゼロシナリオを支持する。
今すぐ原発をストップさせ、早急に原発依存のエネル
ギーシステムからの脱却を支持する。温暖化問題解
決の点より火力発電での割合を増やさず、自然エネ
ルギーでの発電移行を望む。

・原子力発電所は万が一の事故が起こってからでは取り返しがつかないという点。
昨年の3.11後、政府が発表する随時変動する放射能に関する「安全基準値」に惑わされてきました。事故前と事故後でなぜそんなにも基準値の変動があるのか、まだ納得がいく説明がありま
せん。そんな状況では、放射能に対する恐怖は常に生活のそばにあります。
食べ物・飲み物など生活の基盤のなる部分が保障されないほどの影響がある放射能ですが、今後使い続けて事故が起こらず「安全」に使用できるという保障がありません。

・今夏の関西電力管内の電力需給に関して、大飯原発を再稼働させなくても電力は賄えていたという点。
来年の夏に備えて1年間で自然エネルギー発電施設の整備を行えば、今年以上に原発は必要なくなるという点。

・温暖化をこれ以上進行させないためにも自然エネルギーを使用する点。
火力発電にこれ以上補助金・国民の資産をつぎ込むのは無駄だと思います。遠い国の石油王たちへ支払われるお金を、国内の自然エネルギー施設に従事される方々へ還元し、日本国内で資
金を回転させていく方が日本経済にも役立つと思います。
また、京都議定書発祥の地である京都に住む市民として、世界が温暖化防止に大きく舵をとろうとしている一方で、火力発電の割合を増加させるのは国際関係の観点からもよい影響があると
は思えません。

これらの点より、私はゼロシナリオを支持します。
35272 個人 会社員・

公務員
４０代 男性 再生可能エネルギーはドイツで電気料金の大幅な上

昇を招き、失敗していいる事実はご存知ですか？電
気料金の上昇は、日本の産業や国民の生活に深刻
な影響を与えます。原発の代替はできないです。

再生可能エネルギーはドイツで電気料金の大幅な上昇を招き、失敗していいる事実はご存知ですか？電気料金の上昇は、日本の産業や国民の生活に深刻な影響を与えます。原発の代替は
できないです。

35273 個人 自営業 ６０代 女性 子供達の未来のために、原発はゼロを希望してやみ
ません！

これ以上の危険と被害を増やしたくありません！お金より、日々健康で安心な生活を望みます。子供達に、少しでも豊かな自然を残したいと、思います。

35274 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発はいりません。
即廃炉にして下さい。

原発事故はまだ終息していません。
これ以上日本を汚染する可能性のある原発は即刻やめるべきです。
日本は地震の巣のうえに存在しているのです。

35275 個人 その他 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。原発を廃絶すること
で、人々の苦しみの原因をなくし、地球を放射能によ
り汚染した責任をとりましょう。

原発をこの世からなくしましょう。日本は３度も放射能被爆の悲劇に遭いました。それなのに、なぜまた再稼働し、同じ事を繰り返そうとしているのでしょうか？
倫理のない経済というのは、必ず崩壊します。再稼働により、日本国民だけでなく、他国の信頼も失うのは確実です。
人々の痛みが聞こえていますか？悲鳴が聞こえていますか？苦しみは伝わっていますか？涙は見えていますか？
原発事故の可能性は未来を蝕みます。今の生活を恐怖と不安で満たします。私は苦しむ人々の顔はこれ以上見たくない。それがゼロシナリオ選択のまず１つの理由です。
未来の子どもたちに安心して暮らせる日本を残したいのです。

原発を再稼働させたり、ゼロシナリオ以外の選択肢を作るというのは、世界の国々から見て、愚かな行為として映っているでしょう。地球を汚しておいて、責任をとっていないのと同じ事です。地
球規模の自然エネルギー推進の流れから、完全に遅れをとっています。原発をなくし、再生可能エネルギーの利用を今考えなければ、各国から取り残され、２０３０年までに経済の話なんてでき
なくなるでしょう。

人々だけでなく、動物や植物、生き物すべての苦しみの原因である原発をなくすこと、世界の国々に対して責任をとる意味で原発をなくすこと。以上が原発ゼロシナリオ選択の理由です。



35276 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロベースで！
未来を、考えるとき、原発は、必要ないです。
一刻め、はやく廃炉にしてください！

福島から、何故、学ばないのか？
原発は、要らない。
安全な、電気の開発を、急いでください。

再稼働反対します。
一刻もはやく廃炉に！

35277 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 経済大国としての根幹が揺らぎつつある我が国にお
いて、経済を歪める政策を取ることは亡国的行為であ
る。原発の選択肢を残し、日本経済のための安定した
電力を確保するために20-25シナリオとすべき。

経済大国としての根幹が揺らぎつつある我が国において、経済を歪める政策を取ることは亡国的行為である。原発の選択肢を残し、日本経済のための安定した電力を確保するために20-25シ
ナリオとすべき。

35278 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します 原発ゼロシナリオを選択します。
もっと少ない電力で生活は可能なはずです。我々一人ひとりが自覚することはもちろんですが、国としても自然エネルギーの研究を進めるとともに、次世代に負の遺産（核廃棄物、昨年のような
人災による放射能被害等）を残すことがないよう、節電の呼びかけをしっかり行なってください

35279 個人 無職 ５０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢に対する意見

あまりにもリスクの大きい原発に人類が手を染めたこ
とに問題がある。しかし、現実は避けて通れないのだ
から、まず、稼働している原発を、即刻停止すべき。

「原発ゼロ」と叫びたいが、すでに「ゼロ」にはならない宿命を負っている。
福島原発の事故は1年以上経過した今でも解明することは叶わず、気の遠くなるような廃炉に向けた工程の端緒にもつけていない。
核のゴミの問題、廃炉にしていく技術、原発を長期にわたって支えられる経済力が続くのか、果たして今の日本は大丈夫なのか、健康問題は、安心して暮らしていけるのか・・・
それらを考えていったら、自ずと原発を止めて、廃炉の方向にすぐさま舵をとれるはず。
廃炉にする方向を明確にすれば、エネルギー問題は原発以外のエネルギーに向けてシフトするはずだ。
何より、国民の健康と暮らしを守る事からすべて出発すべきだ。

35280 個人 自営業 ４０代 男性 即時 ゼロ (2030年では地震が再び数度起きる可能
性)
30年を超えた原発は、即時廃炉
活断層が半径１０km以内にある原発も即時廃炉
５年以内に全ての原発、高速増殖炉を廃炉。再生エ
ネに集中投資

放射性物質、放射性廃棄物の最終処理場を確定しない限り原発を稼働すべきで無かった。また、リスク管理が問われている現在の保安院、電力会社に、リスクの判断はシステム的に無理であ
る。情報公開、透明性、倫理についてフランスやドイツから学ぶべき。反原発派の小出氏やドイツ首相のメルケル氏などに討論に加わってもらい様々な利権の呪縛から一歩離れて生存権を第
一に今後の方針を決める議論の進め方を教えてもらうのが良い。

35281 法人・
団体等

法人等 ６０代 男性 原発は、事故が起きたときの危険性が桁違いに高い
ので、今から即ゼロにすべきで、3つのシナリオのすべ
てに反対する。
今後のエネルギー政策は、原発をゼロにし、天然ガス
を基本にするのがいい。

原発は、事故が起きたときの危険性が桁違いに高い。また、原発を動かすと、生成する核廃棄物の処理を、遠い将来の子孫にまで押し付けることになる。
だから、今から即ゼロにすべきで、3つのシナリオのすべてに反対する。
原発ゼロを続けるには、天然ガスを重視し、安い液化天然ガス（ＬＮＧ）を輸入できるようにする必要がある。
東京電力や東京ガスをはじめとする高価格体質のエネルギー独占企業が、天然ガスの価格を石油価格にリンクさせて長期契約したため、石油の高騰とともに、日本が買う天然ガスの価格は上
がっている。
一方、アメリカでは天然ガスを取り出す画期的な技術が開発されてシェールガス革命が起き、2008年6月から天然ガスの価格は下がり続けて、日米の価格差は何と8倍を超えてしまった。
ＥＵと比べても、日本は4倍以上高い天然ガスを買っている。
天然ガスを液化してＬＮＧを輸入する日本で、価格がアメリカより数割高くなるのは仕方ない。しかし、これほどの価格差があると、日本の産業は競争力が低下してしまう。
アメリカでは、安くなった天然ガスを原料にして、プラスチックの基礎原料であるエチレンを造る技術開発が進んでいる。
2016年には、天然ガスを用いて製造したエチレン価格は、石油を用いて製造したエチレンの10分の1になるとの見方がある。
そうなると、日本の石油化学工場は、全滅することにならざるを得ない。
原発を残すシナリオでも、工場がなくなれば、原発で恒常的に造る電力の消費先がない。
また、原発でエチレンの原料は供給できない。
重要なことは、あらゆる手段を使って安い天然ガスを確保し、少なくともＥＵ並み、できればアメリカに近い価格のＬＮＧを輸入することである。
そのためには、高価格体質の電気・ガス独占企業が、自社の受け入れ基地から供給されたＬＮＧを使うのではなく、最も安いＬＮＧを使うように義務付ける必要がある。
日本は、一次エネルギーの4割を石油で、2割を天然ガスでまかなっている。一次エネルギーの石油依存度の高さは世界1で、石油が安い間は、これが儲かる原因になった。
しかし、石油が高騰し、天然ガスの国際価格が暴落した現在では、石油を減らし、安い天然ガスを増やさなければ、日本経済は低落してしまう。
「クリーンエネルギー」や「再生可能エネルギー」を、補助金をつぎ込んで拡大することも良くない政策である。
言葉こそ「クリーン」だが、太陽光発電も、風力発電も、実際はクリーンではない。
少ししか電気を作りださないのに、太陽光発電も風力発電も、その装置を造るときに資源とエネルギーを大量に用いている上、大量の廃棄物やＣＯ２を出している。だから、電力のコストが高くな
るのだ。
天然ガスを効率良く燃やして、安い電力を得る方が、省資源・省エネルギーで廃棄物も少なくなる。
コストの高い再生可能エネルギーも、資源浪費、エネルギー浪費にしかならない。こういうエネルギーを25％も増やす政策をとれば、日本の経済と国土が破綻する。

35282 個人 無職 ８０代以
上

女性 (1)原発ゼロシナリオを選択します ゼロシナリオでは「２０３０年までに」と書かれていますが、原発事後の福島の状況見ていると、再稼動はありえない。

原発事故では「ひとりも亡くなっていない」とよく言われます。
しかし、故郷を追われ、放射能にさらされ、未来に不安を抱く多くの人々の苦悩は「心の死」に等しいのです。
日本中の人々が放射能による何らかの影響を受け、今後ともストレスにさらされ続けるのです。
現在の状況では、今回の原発事故の影響を個人がこの先も負っていかなくてはならない。…そんなことを国は国民にさせてはなりません。

原発の即廃炉を求めます。
地震国に原発は時限爆弾を抱えているのと同じです。
原発からのエネルギー転換を強く求めます。

35283 個人 家事専
業

３０代 男性 2030年の原発比率0％を選びます。地震大国日本で、
いつ福島原発事故のようなことが起きるか分かりませ
ん。万が一、絶対安全な原発を作れたとしても、核廃
棄物はどんどんたまっていきます。

1度、原発の事故が起きれば付近に住む人は、故郷を失い、仕事を失い、家族との別離などの苦難を背負うことになります。
生活の便利さや経済のために原発が必要と言う人はいますが、自分がそんな目に逢えば、誰も原発を持ち続けたいとは思わないでしょう。

また、核廃棄物という、処理方法も分からないゴミを子子孫孫に残すことにも反対です。

2030年と言わず、ただちに全ての原発を廃炉してほしいです。

35284 個人 無職 ４０代 男性 原子力発電を少なくとも現状維持で早急に稼動する
べき。

現在の日本では、経済活動、生活のため、電力の安定供給が不可欠である。また、電力が安定供給されないと、生命にも関わってくる。

今のところ、原子力発電は安全で、環境に負担への負担も少なく、安定した電力を供給できる。
原子力発電の技術は、国防上必要なものでもある。
さらに安全性を高め、海外へも輸出していく方向でよい。

再生可能エネルギーは不安定で、電気料金の負担もかなり増える。また、多くの発電を行うには広い面積が必要であり現実的ではない。

火力発電は、原油の輸入が外国の事情により、価格、輸入量の影響を受ける。また、環境への負担も大きいので、増やすべきではない。

現在の原子力発電を早急に稼動した上で、新しい発電技術を開発していけばよいのではないか。

　

35285 個人 その他 ３０代 女性 1. 2030年に原発ゼロシナリオ ここで示されているよりも、省エネに取り組めるはずだと思います。また自然エネルギーももっと取り入れられるべきではないでしょうか。
また使用済み核燃料の処理もどのようにするのでしょうか。その最終処分も決まっていません。この点を考えても原発はクリーンではなく、また最もコストがかかるものだと思います。今回の福島
の事故でも（想定外であったとは理由にならないと思いますし）莫大なコストがかかっています、
何よりも、安全対策を徹底するなどといっても、原子力が非常に危険なものであることには間違いがないのではないでしょうか。
原発ゼロのシナリオを支持します。

35286 個人 家事専
業

４０代 女性 提示されている中では「ゼロシナリオ」を指示します。
しかしこのシナリオ中の、CO2排出と国民の経済負担
が増えるという根拠が疑わしいです。原発ゼロで別の
シナリオがあると思います。わたしは以下を提案しま
す。

　今すぐにを止めて、原発ゼロにすることです。ピークカットや省エネで電力不足を解消し、火力発電の発電転換ロスをおさえて化石燃料コストを減らすべきです。それはCO2削減につながりま
す。
　核廃棄物処理問題が未解決です。再処理は不可能だというのが事実です。国土の狭い日本で、地下に埋めるのも非現実的で危険な選択と言えます。
　電力会社の独占をやめて発電分離を実現すれば、自然エネルギーを普及できます。電力システムを改革するべきです。
　「ゼロシナリオ」を選ぶと、あたかも国民の経済的負担が増えるような脅しともとれるシナリオは国民からの信用をなくします。もっとフェアーにやるべきです。自然エネルギー関連の新しいビジ
ネスで日本経済を活性化することを考えて欲しいです。
　福島原発事故はまだ収束すらしていないことを前提に議論してください。

35287 個人 無職 ４０代 男性 2030年における原発依存度はゼロ（(1)）が相応しいと
考えます。

福島第一原発の事故によって、戦後我が国で推進されてきた原子力エネルギー政策は安全性の面で大きな問題があることが明確になりました。安全性の確保は現在この国に暮らす全ての国
民にとっての最優先課題であるにも関わらず、原発はそれを担保できない発電方法です。また処理方法が定まっていない核廃棄物によって将来世代の安全すら脅かすことも明白です。およそ
50年間に亘って推進されてきた原子力エネルギー政策は根本的に間違いであったとの反省を踏まえ、直ちに脱原発へ舵を切ることが必要です。2030年と言わず、今すぐにでも全ての原発を停
止し、可及的速やかに廃炉を目指すことがこの国の取るべき道と信じております。

35288 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 ・原子力に頼った発電を利用したくありません。
・原子力のある土地に住みたくありません。
・原子力発電所のある地域のモノは食べたくありません。
・核燃料を製造する地域に行きたくありません。
・再稼働した地域の生産物は購入しません。
・子供達も「おねがいだから怖い工場はやめて」と言っています。

よろしくおねがいします。

35289 個人 その他 ５０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見 「2030年に原発0」さらに、「即刻、原発0」をお願いいたします。

ほぼすべての原発直下に活断層。ご存知のように世界のわずかパーセントほどしかない

この国で、世界の大型地震の約20パーセントが起こっているのです。

日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震のサイクルに入った」としています。

いつ福島のような事故がおきてもおかしくないのです。

35290 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発をゼロに、節エネルギーで。 東京電力福島第一原子力発電所での事故は未だ収束していません。事故によって多くの人が家、地域、生活を奪われました。
また事故によって放射性物質が飛散し、福島県内だけではなく関東や東北に暮らす多くの人たちが不要な被ばくをし、一部の地域では未だ線量が高いままです。
広大な面積の土地が放射性物質によって汚染され、そこにある自然、生物、動物、食物も汚染されています。
ひとたび事故が起きればこのような莫大な、終わりの見えない被害をもたらす原子力発電を今後使わないで下さい。

このような被害を強いてまで、過剰にエネルギーを使う必要はありません。
いまの日本（特に都市）の生活はエネルギーを使いすぎています。節電を呼びかけていますが、いまだに電車やバスなどは冷房が効きすぎていて寒いことがあります。また、自動販売機なども
必要ありません。街にあふれる広告もいらないのです。

資源の少ない日本で限られたこのエネルギーを、必要としている場所（医療、福祉、教育など）で使って下さい。

そして全ての原発を廃炉にして下さい。
いままさに原発で働いている方達や、いまの若い世代やこれから生まれてくる人たちも廃炉作業に関わっていかざるを得ないと思いますが、その人たちの被ばくを少しでも軽減できるように考慮
をして、廃炉作業を進めて下さい。

35291 個人 自営業 ５０代 女性 2030年原発ゼロシナリオを支持し、かつ、全原発を再
稼働せず廃炉にすることを求めます。

私はゼロシナリオを支持します。それ以外は論外です。そして、再稼働には反対します。
地震リスクの高い日本において、原発を稼働させることは危険過ぎます。福島の悲劇を繰り返す危険性を無視しているとしか思えません。核廃棄物の問題もあります。10万年後まで、未来の世
代に負の遺産を背負わせるのはやめましょう。

2030年までの出来る限り早い時点で脱原発を実現し、同時に温暖化問題にも対応するために、国をあげて、最大限の省エネと再生可能エネルギーへのシフトを進めなければならないと考えま
す。

そのために、多少の経済的負担を負う覚悟はあります。また、電力に依存しない幸福度をあげるべく、ライフスタイルも変えていきます。
ドイツなどのように、国民的議論をもっと開かれた場で回を重ねてほしいと思います。
その上で、国の責任において、ゼロシナリオを実現し、全原発を再稼働せず廃炉にすることを求めます。



35293 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 福島第一原発事故の原因究明、関係責任者の法によ
る審判、原発事故リスクの第3者機関による科学的な
分析、事故対策の改善の無き状態での原発の再稼動
には反対です。

今回の福島第一原発事故で明らかなように、原子力発電の事故による健康・国民生活へのリスク、また事故処理に関わる経済的損失は燃料費などには代えがたいものです。たかが電気のた
めにこの様な活断層だらけのこの国で、リスクを負った生活は考えられません。
また、日本の現状のような高額の電気料金を発生させるシステムは改善されなければなりません。
アメリカ人の半分も電気を使用していない国民に、高い電気料金の下で節電を強いるような現状を続けて、経済発展など望むべくもありません
現代のように、情報技術が発達した中で、政治・経済の思惑の中で捏造された情報提供は全く意味をなしません。
この福島の一件で、「政・官・学・業･メディア」の癒着とも言える緊密な関係が白日の下にさらされ、国民の大きな批判が集中する中、何も変わらないようでは国民不在の日本の将来は暗澹たる
ものです。
「政・官・学・業･メディア」に関わる一部の人間達の利権のために、大多数の国民が生活している訳では無い事を自覚した政策に方向転換をする事を求めます。
毎週、原発再稼動反対に多くの一般人挙げている声は民主党には響かないようですね。いい加減にしてください。

35294 個人 家事専
業

６０代 女性 ２０３０年と言わずに、即、原発０％にするべき！ 使用済み核燃料の処分をどうするか不明なまま、原発を稼働し続けると日本は使用済み核燃料が増え続けて、放射能まみれになって住めなくなってしまう。すなわち日本民族滅亡となってしま
うから、２０３０年と言わずに、即、原発０％にするべき！
今の経済維持のために、原発を稼働し続けると結果として日本の新しい未来を閉ざしてしまうことになる。そのことに早く気がついてほしい。
原発大国アメリカのGE社長も、原発はこれからのエネルギーではないということを明言したことからもわかるように、今はもう原発をやめる時期に来ていると思う。
まして、地震大国の日本では一刻も早く原発やめるべき。

35295 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は即時廃止にすべきだ。提示された3つの選択肢
では不十分で国民の意見が反映されない。それでも
今回の3つの中から選ぶとすれば(1)０シナリオであ
る。即時廃止に進むべきだ。

広島長崎の原爆被害を見てもそのときだけの被害にとどまらず、被爆した人の一生続いている、福島の被害についてもどれだけ続くのか分からない。そして精神的苦痛は計り知れない.それを
解決する方法など何もないのに、原発を使うべきではないと考える。また廃棄物の処理さえ解決できていないのにさらに廃棄物を作り続けるなど恐ろしいことだ。福島の放射性廃棄物の処理も
解決していないではないか。この地震の多い日本で、活断層の上にある原発やその近くにある原発の近くに住む人々の不安はいかばかりか。それに想定外のことは何処でも何時でも起こりう
ることは今回証明されたではないか。今すぐに廃止に決めてすら完全に廃炉にするのに今後何十年もかかるのだ。子どもや孫たちにこんな負の遺産を残してはいけない。絶対日本中の原発は
直ぐに廃止すべきだと考える。提示された３つの案では私の考えとは遠い。しかしその中で選ぶとすれば(1)しかない。

35296 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。一度でも事故を起こ
すと取り返しのつかない原発は、使うべきものではな
いです。

原発は機械である以上事故を起こすものであり、一度でも事故を起こすと福島のように取り返しのつかない事態を引き起こす原発は、そもそも使うべきものではないと思います。

電力不足や経済への影響などを理由に、原発には頼らざるを得ないという見解を示す人もいますが、自然エネルギーやコージェネレーションシステムなど持続可能なエネルギーを本格的に活
用できる方法を考え、加えて火力・水力発電をフルに使えばすぐにでも原発がなくてもやっていくことができるのではないでしょうか。原発事故で自分の土地に住めなくなり、健康が脅かされるこ
とを思えば、節電への協力も理解が得られるものだと思います。

福島の原発は炉心爆発を起こしていた可能性もあり、もしそれが起きていれば、首都圏を含む関東全域が福島のように住めない場所になっていたと知りました。一時の経済・利益を優先するの
ではなく、原発を推進したい人や電力会社は、もし自分の子どもや孫が福島の人たちのような立場になったらどう思うかということを想像すれば、原発を稼働させたいとは思わないのではないか
と思います。

35297 個人 無職 ７０代 女性 すぐにでも原発はゼロにするべきです。 2030年でゼロなんて遅すぎます。孫に原発のない安全な国を残すのが年寄り世代の役目です。原発はすぐにでも全廃するべき。停電で国土は失われません。

35298 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 2030年までのできる限り早期に、エネルギーの原発への依存度を０％にする、ゼロシナリオを選択します。日本は今後いつまた大地震が起こるかわからない地震大国であり、いくら安全対策を
万全にすると言われても、福島第一原発の様な事故、あるいはそれ以上に大規模な事故が、絶対に起こらないとは言いきれないと考えます。そのようなことが起こった時のことを考えると、例え
経済的負担が大きくなるとしても、できる限り早く、原発への依存度がゼロになることを選びます。原発依存度ゼロのために、個人としてできる限りのことをしていきます。省エネにも可能な限り
取り組みます。再生可能エネルギーの割合を高めるために必要なことは積極的に行いたいと考えています。

35299 個人 家事専
業

６０代 女性 原発を０にするべきで、選択肢のひとつに「今ある原
発だけを動かす」を入れ、１５％か２５％かのどちらか
をけずるべき。

１、原発を０にすると職場を失う人がいます。原発を受け入れることで経済的に成り立ってきた地域もあります。その人たちもその地域も原発に依らない雇用と経済の成り立ちが実現していれば
自由な気持ちで三つの選択肢の中からどれかを選ぶことができるはずです。２、それには今まで原発を推進してきた政治や経済の考え方を改める必要があります。３、原発がある限り、放射性
廃棄物は出続けます。処理の方法が確立していない、置いておく場所も無いのに、ごみだけを出し続けるのは無責任です。４、再生可能エネルギーでやっていくための工夫こそ、今必要であり、
可能になってきました。もう今は、少し前までとは、エネルギーについての価値観や考え方、ビジネスの可能性など、さまざまなことが違ってきています。５、広く国民の意見を聴くにはパブリック
コメントを求めていることを周知させなければならないが、不十分です。７、提示された選択肢は考えられる方法の中でバランスが取れていません。

35300 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 安心して暮らせる社会を目指すには、原子力発電へ
の依存をやめるべきである。
福島の教訓を活かして、脱原発に向けて動くべきであ
る。
今後は原発ゼロシナリオを実現できるよう国家予算を
使って頂きたい。

●地震国、日本での原発への不安が大きくあります。
また事故が起こったら…
●日本の偉い学者さんが考えたシステムであるにもかかわらず、
津波への想定もできていなかった事への不信感があります。
想定外で済まされては困ります！
●原子力発電の使用済み燃料の処理方法が確定しておらず、
未来に負の遺産を残し続けることを疑問に思います。
●福島の事故後、電力会社、国への信頼がなくなってしまった。
誰も責任が取れない事柄です。

日本は島国で、国土もそんなに広くない中、原子力発電所がひしめきあっています。今回の事故は福島県で起こりましたが、福島県以外でもあちこちでプルトニウムが検出され、太平洋にも大
量の放射性物質を垂れ流しにしてしまいました。他の原発でも起こり得る事です。
汚れた水や、汚れた土をもと通りにして欲しいです。
元通りにできないのですから、二度と同じことが起きないように私達は反省し、原発ゼロのシナリオを選ぶべきだと思います。

今後30年で、自然のエネルギーを増やす事はもちろん、電気エネルギーの消費を小さくする努力を国民に求めるべきです。

より良い社会になることを願います。

35301 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 今後のエネルギー政策を、原発から自然エネルギー
へ方向転換するべきと考えます。福島第一原発事故
は、未だ終息したとは言い難い状況です。海洋汚染、
環境汚染をし続けながら、１年５か月が過ぎようとして
います

今後のエネルギー政策を、原発から自然エネルギーへ方向転換するべきと考えます。福島第一原発事故は、未だ終息したとは言い難い状況です。海洋汚染、環境汚染をし続けながら、１年５
か月が過ぎようとしています。福島近辺のみならず、関東全域も未だかつてないような土壌汚染、そして汚染された食物は、私たちの日常とこどもたちの未来を脅かそうとしています。一時の経
済性だけでなく、長期的に日本の将来を考えた場合、このような原発事故はあまりにも代償が大きすぎると考えます。

原発事故は、地震・津波のみが原因でおこるものではなく、人災やテロ、老朽その他の理由でも十分起き得ると考えます。

まずは、電気消費量を減らすことを国を挙げておこなう（たとえば、冷暖房のピーク時間はテレビ放送を無くする、それだけでもかなりの電力消費量を減らせることは、素人目に考えてもあきらか
ですし、政府側もそれは十分にご存知のことと思います）、その上で更に電力が足りない場合、他のエネルギー政策を今考え始める必要があります。

電力の政策転換には時間が必要で、今日明日で解決できる問題ではありません。今の政府の決断が、今後の日本の安全性、経済性を決定するのです。

国民がこれだけ声を上げているにも関わらず、全く民意を無視し、これが民主国家のしている政治と思えないほどです。
今まで、人体に影響があるため、気を付けなければいけないと言われ続けていた放射線を野放しにし、民意を聞き入れないというのは、本当におかしなことです。

この点につき、民意を真摯に受け止め、どうぞ日本の子供たち、将来を守るための政策を考えていただけるよう、心からお願い申し上げます。

35302 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 2030年の原発依存度は、ゼロ。
現段階からの即時廃炉を求めます。

東日本大震災以降、地震の活動期に入ったと言われています。
福島第一原発の事故の原因究明や安全対策も全く不透明なまま次々と再稼働を実施するのは絶対にありえません。
企業や自治体の省エネはまだまだ進めることができるし、電力消費のピークを下げる工夫もすべきです。
総括原価方式を改め、発送電分離で電力の自由化を進めてください。

ウランの採掘から使用済核燃料まで、核の脅威にさらされながら、被ばく者を増やしながら続ける原子力エネルギーには絶対に反対です。

福島の人たちのために、しっかりした食品の検査体制と地域医療を整えることと除染をいち早く進めることを何よりも優先して下さい。

再稼働も新規建設も海外輸出もやめて、新エネルギー先進国として世界のトップを走ってほしいと切望します。

35303 個人 自営業 ３０代 男性 原発依存0%、脱原発で国が対応していくことを求めま
す。これ以上原発を作ることを速やかに辞めて、全原
発を廃炉していくべきです。どの様に電気が不足して
いるのか、しっかりと情報を電力会社は開示すべきで
す。

現実に、余りにも不透明なことが多く、福島の事故の原因究明が全く成されていない状況です。ただ確かになってきたことは、この日本の社会の仕組みではこういった事故が起きた場合、対応
できないということです。現場、技術者、決定を下すトップとの距離。福島の事故の情報を調べれば調べるほど、現場で実際に作業していた人達の憤りを感じます。なぜ最悪の事態を想定して設
備を充実させていなかったのか。輸送されてきた設備が規格外で使い物にならないなど、余りにも間の抜けた対応が多過ぎた様に思えます。しっかりと原発を管理できる機関が無いこと、それ
が原発依存0%を要望する一番の理由です。第二は核廃棄物の最終的な処理方法も決まっていないのに、これ以上危険なゴミを増やしてどうするのかということです。

35304 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発を停止、最稼働を撤回し「福島の事故が収束して
いない現実」を正視し、原発ゼロシナリオに向かい一
歩を踏むべき。三流喜劇以下の茶番、その場しのぎ
の迷走の連続。国民を見下すのは通用しない事に気
付きましょう

35292 個人 法人等 ５０代 男性 全原発再稼働なしのゼロこそ決断に値する。福島原
発事故は継続中の最悪の環境汚染であり生物全体
への脅威。放射性廃棄物の処理問題は世代間倫理
から先送りは不可。自然エネルギー立国のみが日本
経済の浮上の鍵だ。

 ゼロシナリオを支持することは、現在停止している原発を再稼働させないことが大前提である。原発が必要と言われているのは、夏場の暑い日のピーク時である。これに対して、メーカーは自
家発電、電力会社や事業者がメガワット級の太陽光発電所を増設していること、工場、公共施設、コンビニ、駅舎、農業関係施設、学校、家庭などに、太陽光発電装置の設置が急増しているの
で、ピーク時の電力需要を緩和することができる。このピークを押さえることに政府はあらゆる手段を使うべきである。また、大震災時と同様な節電規制を行うことで、ピーク時の電力消費をさら
に押さえる事ができる。その一方、大震災で計画停電の経験をしたにもかかわらず、都会の商業ビルの空調などは効き過ぎで、電力の垂れ流し状態はそれ以前と変わっていない。電力増産時
代の生き方を根本的に変えるためにもゼロシナリオを選択すべきだ。
　昨年３月の福島原発の事故翌日から３月末までに放出された、放射性物質（ヨウ素131、セシウム137）の総量は90京ベクレルといわれ、チェルノブイリの17％強と言われている。これは、20日
間の放出量だけの数値であり、その後も放射性物質の放出は、空中に、海中に今も続いている。これは、人間だけでなく、すべて生物への脅威であり、海山を汚染し続けていることになる。生命
科学者の柳澤桂子氏は、放射線は、人間だけでなく、植物、昆虫、動物、細菌にも、すべての生物のＤＮＡに影響をおよぼすと指摘し、「放射能は生物と相容れない存在」と指摘している。その
意味でも、原発依存から脱却し、すべての生物を害することなく、人間と自然が共生する道へと進まなくてはならない。
　日本という狭い国土に54基が配列された原子力発電所は、全体でひとつの「日本原発システム」としてとらえるべきである。そのうち、４基が事故で崩壊したわけであるから、この原発の廃炉処
理に全力を挙げて完了しなければ、同じシステム内の一部分の再稼働はありえない。
　また、福島原発の状況は関係者の懸命な作業が続いているにも関わらず、依然として原子炉内部の把握すらできない状況にあると言われている。この地域に、再び大地震が起こったり、また
集中豪雨、竜巻と言った自然災害が襲うことになれば福島原発の廃炉工程作業はコントロールを失いかねない。そんな危うい状況にあることを片時も忘れてはならない。
　大飯原発では、十分な安全対策が施されないまま、再稼働をさせたが、このことは、福島原発の事故の経験を学ぶことなく、原発の安全性より経済を優先させたことを意味している。このよう
な価値判断は、原発事故の再発を招く恐れがある。何故なら、再稼働させた原発を平常時に自主的に停止し、廃炉にする判断根拠がなく、結果的に事故や災害、テロによる破壊によってしか
原発を止められないからである。原発の場合、それは破滅的放射能汚染を引き起こすことを意味している。つまり、福島原発以外の50基については、健全な状態にある今しか、廃炉工程に持ち
込むチャンスはない。
　原発からの使用済み核燃料の処理問題は、次世代以降に大きな負担を強いることであり、世代間倫理を考えれば、原発の電力で物資的繁栄を謳歌した現世代で処分の道筋を考える責任が
ある。使用済み核燃料の最終処分場はまだ決まっておらず、中間処理施設も満杯に近い。また、各原子力発電所内にある使用済み核燃料プールも貯蔵量にも余裕が少なくなってきている。そ
のような中で、原発を再稼働していくことは、使用済み燃料の持って行き場がなくなり、早晩行き詰まる。青森県がこれ以上の使用済み燃料の中間貯蔵を拒否すれば、確実に原発立地地域が、
中間貯蔵施設になり、結局は最終処分場にならざるを得ないのだ。日本の唯一のウラン鉱山だった人形峠の放射線量の高い残土の廃棄場所が地元では受け入れられず、十数年紛糾した挙
げ句、米国に公害輸出された過去を考えれば、使用済み核燃料の処分問題は、極めて困難な道程になる可能性が高い。こうした問題を、原発からの電力供給の恩恵を受けることのない次世
代が背負わなければならないというのは、世代間倫理にもとると言わなければならない。
　さらに、原発再稼働（15％、20％～25％シナリオ）は日本の経済発展にとって不可欠というのは、まやかしである。地下資源に乏しい日本にとって、ウランや石油、天然ガスといった地下資源に
依存していくことはやがて日本の経済をガタガタにすることは必至である。電力で言えば、太陽光や風力、（小）水力、地熱、バイオマスなど、再生可能な自然エネルギーで産業を活性化させる
以外に、日本の将来はない。また、そうした天然資源は日本に無尽蔵にあるのだ。
　今回、原発の再稼働を許す道を選択することは、自然エネルギー立国への転換を中途半端なものとして、日本の得意分野である環境技術においてもドイツなどの欧州や、決断の早い中国や
韓国にも置き去りにされる可能性がある。だから、自然エネルギー立国への決断は今しかない。今を逃せば、液晶テレビで、パナソニック、ソニー、シャープが経営戦略を転換できず、大幅赤字
となった失敗と同じ轍を日本経済が踏むことになるであろう。
　以上のように考えれば、原発の大飯を含めた再稼働は日本経済を破滅の道に追いやるだけでなく、次世代に堪え難い使用済み核燃料処分の負担を強いることになり、2030年までに15%程
度、または20～25%程度というシナリオ選択は絶対にあり得ないのだ。
　大飯原発を含め、全原発の再稼働を行わず、順次廃炉工程に入り、自然エネルギー立国に全面的に舵を切ることを政府は決断すべきである。15％、20～25％シナリオを選択することは決断
ではなく、「決断しないこと」の別名である。

現在政権の座についている方々、あるいはその前の約６０年間かけて、このように将来に希望を持てない日本を作ってしまった政治家の方々。ご自分の生きる時だけ時間稼ぎを出来れば良い
と思っている様にしか見えませんが、ご自分の家族、子孫達に、一体どのような日本を残すつもりなのか？人として最低限の美徳や道徳観があるとは思えない、そんな人ばかりが台頭するこの
国に、深く絶望します。

福島の事故が収束せず、放射能がだだ漏れし、国内のみならず世界中に迷惑を掛けているのは火を見るより明らかで、実際に放射能が流れ着いたアメリカ、そしてドイツ、フランス、スペイン・・
チェルノブイリを経験したヨーロッパのまともな知性のある人々は、日本政府が、福島第一原発を停止させられるどころか、冷却さえおぼつかないまま、福島の人々がいまだ避難生活を送りまと
もな保障も無く暮らしている状況の下、政府が大飯原発を最稼働したことを、冷静に見ています。世界中で起きている抗議のデモを知っていますか？この最稼働は狂気の沙汰に他ならないと、
世界中が軽蔑しています。

６０年間国が投資し、保護し続けた原子力エネルギーが「最も安価」で、一切の保護、補助の無い自然力エネルギーが「高価」だという理屈は、全く説得力が無い。もし原子力が正当な理由で安
全で安価なエネルギーといまだに主張するならば、証拠となる客観的根拠を出して証明してみてはいかがでしょう？

国の保護も補助も無い新しいエネルギー、自然エネルギーが脆弱で効率が悪いというのは、それを発展させていく意志が無いから、に他ならない。

電力会社を中心に構築された経済界の、ほんの一部の人達の得る巨額な富みを守る古いシステムを保持する為だけに、この国は、今までの過ちに気づき、新しい価値に気付いた芽吹きを踏
みにじって、今までと同じ場所に居続けようとしている。

一部の人間の犠牲の上に、ほんの一部の人間の儲けを立てるために謳われ、煽られた、愚かな過剰浪費の非人間的システムが、本来の人間らしい暮らしとはイコールでない事に気付かない
振りをして、前に進まずにいようとしている。

これほど愚かな事は無い。

福島の事故によって、何も学ばない人など、人として生きる価値が無い。人として当たり前の感受性を持たない人は、もはや人では無い。

政治家のあなた方が進めている事が、どれだけ無神経で、想像力の無い、猿の様な行為か、世界中が気付いている事に気付かない。

人はパンのみで生きるにあらず。

宗教、国に関係無く、人は食べるだけで満足して生きられない。それは原発を止めると経済が破綻し、国民生活が守れないという理屈を否定する。

原発は 無事に停止するまで １０年以上かかる という事は ２０１２年から停止に入 てもその先１０年以上 そこで働く人々の職が無くなり様が無い



35305 個人 自営業 ６０代 男性 ゼロシナリオを選びます。 ゼロシナリオを選びます。
理由を次に記載します。
（１）福島の原発事故を経験し、今も苦しんでいる原爆と同じことが起こりえる。
（２）物量として圧倒的に少ない核燃料から莫大なエネルギーを取り出しえる核分裂の利用、それだけにエネルギー密度が高く設備も当然高価にならざるを得ない。しかしシステムがそこまでの
ストレスに耐える造りになっていない。
（３）原発での使用済み核燃の処分が出来てないし処理も明確に決まっていない。

35306 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロを強く希望します。 原発ゼロを強く希望します。
使用済み核燃料は再処理しないで、全部を直接処分してください。
高速増殖炉もんじゅを廃炉にしてください。
原発は放射性廃棄物により、すでに地球を汚染し続けています。これ以上、汚染しないようにするべきです。

35307 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今後の原子力の比率は０％
コストの問題ではなく、安全の問題。
コストだって廃炉や最終処分の費用を含めれば安くな
い。
自然エネルギーを拡大していけば、コストも下がるし、
技術も発展していく。

今後の原子力の比率は０％
コストの問題ではなく、安全の問題。
コストだって廃炉や最終処分の費用を含めれば安くない。
自然エネルギーを拡大していけば、コストも下がるし、技術も発展していく。
経済にもマイナスではなく、発展していける。

35308 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 全ての原発を即刻、廃止すべき。 原発を稼動させれば、放射能の量がウラン燃料の1,000,000,000(十億)倍にも増えた高レベル放射性廃棄物(核のゴミ)が、原発１基ごとに、１日あたり３kg(原爆３発分)、１年間で１トン以上も生じ
る。原発50基を稼動させれば、１年間では50トン以上、2030年までの18年間では750トン以上もの核のゴミが新たに生じることになる。たとえ、原発の数を徐々に減らし、2030年でゼロにしたとし
ても、400トン弱の核のゴミが新たに生じる。この核のゴミは、人間が近付こうものなら、わずか数十分で死に至るほどの猛烈な放射線をしかも何十万年にも亘って発し続ける。将来、科学技術
がいくら発達しようと、放射能は決して消し去る(無害化する)ことはできない。また、日本には(世界中どこにも)、核のゴミを何十万年にも亘って安全に保管できるような強固かつ安定した地層は
どこにもない。将来、いつの日か、放射能の無害化技術ができるだろうとか、地層処分してしまえば済むだろうなどという考えは、あまりに楽観的であり無責任である。すなわち、今、原発を稼動
させるということは、この猛烈かつ大量の核のゴミを原発には何の責任もない子々孫々の代まで半永久的に押し付けることを意味する。そのような、人類ひいては全生物の命を脅かすような犯
罪的行為は、いかなる理由があろうと決して許されることではない。この犯罪の重大さに比べれば、たかが経済上の理由や、まして電力会社の経営上の理由など何の考慮にも値しない。全ての
原発は即刻、廃止すべきである。

一方で、電力不足を理由に関電は２基の原発を再稼動させたが、すぐに８基の火力発電所(原発４基分)を停止させてしまった。実際には電力は余っている。原発は即刻、廃止しても何も困らな
い。国が廃炉を決定しさえすれば、それに伴い、廃炉のための巨大な雇用も生まれ、経済はまた回り始めるだろう。

35309 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発の廃絶を希望します。子ども達に安心して過ごせる国を残しましょう。

35310 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロ 自分たちが完全にコントロールできないと認識しつつ、使用し続けることは賢明でないと思う。

また、ゼロにしなければ、代替エネルギーの開発に本気で取り組めない。

勇気の要る選択ですが、日本政府と国民の知恵で解決策は見つかるはず。

官民一体となって真剣に取り組んで下さい。

35311 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを支持します。 原発を日本に54基もつくる政策をとってきた方々へ。また、これからも原発を推進しようとしている方々へ。

福島第一原発があのような状態になって、それでもまだ「安全です」と言える人達の気が知れません。「安全だ」と言うなら、ばらまかれてしまった放射能をきれいに回収して、福島の人達やその
他、故郷を離れて避難している人達を、故郷に帰してあげてください。なんの権利があって多くの人達の住むべき場所を奪ったのですか。本当に「安全」なら、こんな事にはならなかったはずで
す。「想定外」とは言わせません。「安全」と言うからには、何があっても「安全」でなければいけないのではないですか？これが火力発電所の事故だったら、こんな悲惨な状態にはなっていませ
ん。原子力発電所だから、放射能のせいでこんな悲惨な事になっているのです。
放射能は怖いです。「ただちに人体に影響は無い」と言われても、「ただちに」じゃなきゃ、「あるかもしれない」ということですよね。それは、原発政策を決める立場の人達やご家族の方々にも平
等にふりかかることです。チェルノブイリの事故や広島・長崎の原爆からのデータは、確実に放射能が人体にもたらす影響について示しています。
もう、人々はどんどん気づき始めていますよ。大手メディアが報道しない、裏で密かに行われていることに。誰が自分の権益を守るために、原発を推進したいのか。誰が金のために、人々の命
や穏やかな生活を奪う政策を進めてきたのか。
もう新聞やテレビが唯一の情報源だった時代じゃないんです。知られたらまずいことを隠そうと思っても、ぼろぼろとあちこちの穴からこぼれ落ちるように、人々の間に広まっていってしまいます。
この流れはもう止まらないでしょうね。
世界では、「第４の革命」と呼ばれる、無限の自然エネルギーを利用した技術への転換が始まっています。もう、原発を推進する理由は全く無いのです。原発が無くても、十分な電気をつくれる
技術がもうあるんです。ご存知と思いますが。
2030年よりももっと早く、原発をゼロにしてください！お願いします！あなたがただって親がいて生まれてきた一人の人間でしょう！未来にきれいな環境を残すのは、私達大人の義務でしょう！

35312 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します！ 原発の危険性、施設の老朽化から見て　チェルブイリに続く日本の事故は決して想定外とは思えない。
同じような事故が起こらないとは限らず、起きた場合のことを想定した方が賢明である。故に原発ゼロを選択する。
５月から２ヶ月の間、日本の原発依存割合はゼロだったことを踏まえると　即刻原発ゼロは可能。
それに変わる電力供給は、天然ガス火力　水力　風力で補えると考える。

35313 個人 無職 ８０代以
上

男性 原発を感情論でなくしてはいけない。現状有効な代替
エネルギーが無い限り、原発がないと生活ばかりか、
産業界が立ちゆかなくなる。経済が疲弊したら、国民
の生活もない。原発は２０％以上は必要である。

ただ原発をなくせ、という人は、実際の国の運営を考えておらず、日本の国力が弱まることを真剣に考えてはいない。感情論で国家の方向を決めようとしてはならない。政府はきちんと科学的根
拠と、各選択肢の場合の経済や国民生活への影響をきちんと根拠をもって説明してから意見を問うべき。安易な国民へのアンケートは政府の責任放棄である。

35314 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオ 311の震災まで、原子力発電がこんなに大きなリスクを持つことも知らずにきました。
それ以降、自分なりに色々勉強をしました。
どこをとってもみても、原子力でなければいけない理由はみつからず、
子供を持つ母として、原子力発電所は絶対反対です。

明日にも起こるかもしれない地震への対策もおろそかなまま、
電力が足りているにもかかわらずの再稼働、火力の停止・・・
福島の方々の生活を一変させたことへの責任を国も電力会社も果たしていないままです。
原子力は絶対安全という神話が崩れたいま、
自然エネルギーの開発、推進をしていくべきだと考えます。
日本の技術力があれば出来ます！！！

35315 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー安全保障を最重視。放射能のリスクを過
大視しないこと。

　東京電力福島第一原子力発電所の事故による放射性物質漏れによる死者は、１人もいない。今後、原発における事故発生の防止、事故が起きた際の被害の軽減等、今回の事故を踏まえた
対応は必要であろう。しかし、健康被害の抽象的な可能性をおばけのように怖がって、原発を０にしようとするのは、冷静な判断とは言えない。
　日本の状況を考えると、中東を始めとする諸外国からの原油等の供給がストップすることが一番恐ろしい。我々の生活に及ぼす影響は、放射性物質漏れの比ではないだろう。単に不便という
だけでなく、大規模停電が続けば、間違いなく死者が出る。産業も回らなくなり、日本国が瀕死の状態となる。一切の供給がストップするまでいかなくても、状況によっては法外なジャパン・プレミ
アムを吹っ掛けられることも考えられる。
　原子力発電所事故よりも原油等の供給ストップの方が、発生の可能性及び発生時の被害の深刻さの双方において上回っていると危惧している。
　私にも５歳の息子がいます。原発のない社会と供給エネルギーに不安のない社会、どちらを息子に残したいか。それは、後者です。エネルギー安全保障を最重要視した中で、原子力を含めた
最適なエネルギーミックスが実現されることを望みます。

35316 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持します。今後の日本のエネ
ルギー政策に関しての意見表明です。できるだけ早
い段階での「原発ゼロ」を望みます。

「原発ゼロシナリオ」を支持する理由として、
先ず、国民の安全、安心、快適な生活を持続していくための身近にあるエネルギーとしては、原発は重大な危険性を抱えているという観点から、以下の3点を述べます。
１、福島での取り返しのつかない深刻な原発事故が実際に起こってしまい、1年経過した現在もメルトダウンした燃料の状態も確認できず、放射能もいまだ止めることが出来ず放出され続けてい
ること。また、今回のような事故が起こってしまった後の放射能及び放射性物質を簡単に処理する術を人間は持っていないことが、改めてわかってしまったこと。
２、地震大国日本において、津波発生も含め今後福島事故同様の深刻な事故が起こることがゼロとは言えないこと。
３、福島第1原発事故の各事故調の報告書が公表されましたが、今回の福島での事故による責任がいまだ明確になっておらず、責任の所在確認とそれらへの対応、対策がしっかりと行われた
とも言えません。問題とされた規制当局の廃止と国民の安全視点にたった新組織の設立もできておらず、今後の事故が発生した際の国民の安全確保、補償担保を含め十分に行われていると
は言えないこと。またこの安全確保等が今後確実に行われることが明確になっていないこと。

以上の3点からも、原発は国民へ危険や脅威を与え続けるものであると言えます。ある程度の危険リスクは様々なエネルギーに存在していますが、原発の危険リスクは、どのエネルギーとも比
較にならないほど大きく深刻なものであり、早急な原発ゼロを望みます。

「原発ゼロシナリオ」へ向けての今後への提案としては、
１、先ずは政府、企業、国民が一体となって、2030年よりできるだけ早い時期に、電気使用量を2010～12年比において-15%から-20%を達成するような取組みを目指すこと。電気使用量の可視
化、電力料金形態の変更等も取組みが必要でしょう。ある一定程度の電力使用企業への自家消費電力確保を促進する取組みも必要かもしれません。省エネ家電の奨励や、遮熱塗装や緑化
促進など電気をこれまでのように消費しないで快適に暮らせる様々な仕組みの導入も積極的に検討していくべきでしょう。
２、今後のエネルギー政策としては、当面は原発を除く既存エネルギーのベストミックスを行いながら、風力、太陽光、地熱、小水力、バイオマス、潮力等含む多彩なエネルギーの積極的な導入
を、電力市場への新規事業者の参入自由化と共に目指すのが良いと思います。電力事業者は民間事業者なので他業界同様の競争原理も必要ですし、今回パブリックコメントを求められている
ように、企業のみならず何よりも消費者が自分の使用したい発電方法及び電力事業者を選ぶ権利を行使できるようにしていくべきでしょう。
３、原発の今後ですが、ゼロシナリオの場合は今後の原発の発展及び維持はありえません。但し、関連する雇用及び企業等の問題もあることから、今後は原発の廃炉技術を日本の技術で確立
し、最先端の技術として世界の原発へ売り込んでいくのが良いのではないでしょうか。また、それらと平行して先送りにされてきた使用済み核燃料の処理についても、今までに高速増殖炉が順
調に稼働していないことも踏まえ、循環していない核燃料サイクルの根本的な見直しを行い、これ以上使用済み核燃料を増やす前にその使用済み核燃料の処理方法を真剣に考えて、原発の
廃炉と共にすぐにも取り組んでいくことが必要でしょう。

最後に、福島での原発事故を受け先進国ドイツでは国民的な議論をいち早くし、原発からの撤退、原発ゼロシナリオを早々に決めました。イタリアにおいても国民投票での圧倒的多数で、ドイツ
同様原発ゼロの道を歩むことを決めています。これらヨーロッパの先進国である両国と、同様の先進国である日本が同じ道を歩めないわけがありません。
福島の原発事故から1年を経過し様々なことが明るみになってきました。これまでの原発利用のエネルギー政策から大きな転換を行い、国民の安全、安心、快適さを追求しながら、日本の持つ
高い技術力と向上心と知恵で原発ゼロの新たなエネルギー政策を確立し、その新たなエネルギー政策で世界の範とならんことを望んでやみません。

35317 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発を稼働せずに電力が安定的に供給されない場
合、電力料金の値上げにつながり、より一層産業の国
内空洞化が進展してしまう恐れがある。

原発の稼働率がゼロや15%・25%程度になってしまうと、電力が安定的に供給されず、電力料金の値上げは避けられない。
電力料金が更に上がってしまうと、国内企業の円滑な経済活動が阻害され、より一層企業の海外移転が進行して、日本の国力衰退につながってしまう。
特に電力多消費産業にとっては、これ以上の電力料金上昇は死活問題である。

国内企業の海外移転に伴う産業の空洞化は、現在会社員である我々に影響を及ぼすのみならず、雇用の確保が難しくなるため、現在の就職難の状況がより一層悪化して、若年層の活力を削
いでしまうことになりかねない。
子ども世代に対しても、悪影響を及ぼしてしまう恐れも多分にある。
雇用問題は、税金や社会保障問題にも直結する問題であり、慎重な対応が必要である。

また電力の値上げ問題は、家庭の消費にも冷や水を浴びせ、現在のデフレ状態からの脱却が難しくなり、経済状態が上向くことは期待できないだろう。

以上の理由により、安全性には十分に配慮することを前提とした上で、国内にある原発を早急に稼働することが重要となる。

以上

35318 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 原発の廃絶を希望します。再稼働するのではなく、省エネルギーの取り組みを進めてください。

35319 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は全て廃炉にし、クリーンエネルギーに切り替え
てください。原発労働者に適切な仕事を保障してくださ
い。原子力基本法中で安全保障を語ることは核兵器
使用を示唆するものであり容認できません。

　５月、日本の原子力発電所は全て停止しました。直感的に「原発ゼロは実現できる」とさとりました。その後の有識者の原稿をいくつも読みましたが、原発に頼らなくても電力は間に合うことが
分かりました。危険な原発は全て停止し、今すぐ廃炉にしてください。
　全ての原発を廃炉にすれば、原発労働者は仕事を失うでしょう。国がエネルギー政策を転換するのですから、国の責任で原発労働者に適切な仕事を保障してください。難しいことではないは
ずです。
　私は反原発集会に参加する人といろいろ話しました。集会に原発推進派の人が来て「この集会は電力会社に対するいじめだ」と怒鳴っていったそうです。私は、こういうとき、電力会社の社員
がメンタルな病気になったり、最悪の場合自殺してしまったりすることがあるのかも知れないと思いました。こうした社員たちは「国民の訴えは痛いほど分かるが、国の政策には逆らえない」と思
い、悩むのではないでしょうか。そのような事態は絶対に避けなければなりません。国は一刻も早くエネルギー政策を転換し、全ての原発を廃炉にするという結論を出してください。それが、国と
国民との板挟みになっている電力会社の社員たちを楽にする近道です。
　それから、原子力基本法中で安全保障を語ることは、核兵器使用を示唆するものであり、絶対に認めることはできません。原発を廃炉にし、真の非核三原則を現実のものにしてください。
　原発を廃炉にするだけでは、昨年３月からの問題は解決したとは言えません。福島の被爆者に十分な保障をしてください。傷ついた心と体を癒すために、国と東京電力は全力を尽くしてくださ
い。原発事故の解決が何一つ進んでいない今、原発廃炉以外の論議はできないはずです。

35320 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 選択肢の中ではゼロシナリオを支持します。しかし、２
０３０年まででなく、出来るだけ早急に、できれば今す
ぐにでも原発ゼロにするべきだと思います。

原発は震災の例を見ても、とても安全な物とは言えません。どんなに安全性を上げたとしても「１００％安全」はあり得ないからです。原発は万が一、事故が起こった場合のリスクが高過ぎます。
また、原発は低コストだと言われていますが、使用済み核燃料の処理なども考えると低コストとは言えないと思います。放射能の害が無くなるまで10万年もかかる使用済み核燃料を日本はどの
ように処理していくつもりなのでしょう？仮に本当に原発が低コストだとしても、国民の安全よりも低コストの方が優先されるべきだとは思えません。今夏、電力不足を謳って大飯原発を稼働しま
したが、結果は原発を稼働しなくても電力の供給は可能でした。今後は出来るだけ早急に原発を廃止するために、もっと節電も実施されるべきだと思います。今回、原発を稼働し、電力が足りた
からと言って「節電を解除」された地域があったのも賛成できません。足りているからと言って、好きなように電力を使用していい訳ではありません。過剰な節電をする必要はありませんが、出来
る範囲での節電を夏だけではなく1年中実施するべきです。それに加えて、新築物件に太陽光発電の設置を義務付けるなど、積極的に太陽光発電などの再生可能エネルギーを取り入れていく
べきだと思います。
唯一の原爆被爆国であり、今回の震災も体験した日本だからこそ、今、原発と決別する道を歩むことを望みます。

原発は、無事に停止するまで、１０年以上かかる、という事は、２０１２年から停止に入ってもその先１０年以上、そこで働く人々の職が無くなり様が無い。

我々は、たとえ今存在する原発を止め、以前より物質的に貧しくなったとしても、人間として、人間を思いやれる、たとえば「原発で規定以上の線量をあびても、そこで働き続ける他生きる道が無
い状況にある労働者の存在」を想像出来る位の想像力はある「人間」として、今までよりも、「内面的に豊かな」人生を送りたい。

３６５日煌煌としたコンビニでいつでも食べ物に困らず、街に過剰に明るい電子掲示板や巨大スクリーンと騒音が溢れていても、それは人間として「豊か」な生活とは違う事に気付いて久しい。

お分かりですか？
戦後、日本は物質的には貧しかったに違い無いが、現代に生きる人の方が心は格段に貧しい。
その事がどれだけ恥ずべき事であるかを、耳の穴をかっぽじって意見を聞き、自分の脳みそを使って、あなた方政治家の一人一人がお考えてになって下さい。
私達は、福島の前の世界には戻れないのです。
退化を選び、耳をふさぐのは止めましょう。もうそんなレベルはとっくに終わりました。現実に向き合って下さい。



35321 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 １．２０３０年原発の比率について(1)ゼロシナリオ　原
子力発電所の即刻全廃を切望
２．「将来のエネルギー構成の選択肢に関する意見の
聴取会」を反省し本集計に電力会社社員等の意見を
含めないことを切望

１．２０３０年段階の全電源に占める原発の比率について
　　(1)　ゼロシナリオ　全ての原子力発電所の即刻廃止を強く望みます。
理由：原子力発電に関するリスクの解明とリスクの対策が十分できていないのが現状です。このような状況では、地震、津波大国である日本から再度、放射能を日本国内に留まらず、世界中に
まき散らすことにつながります。即刻、原子力発電所を全廃して世界的責任を果たしてください。そして、原子力事故による悲惨な結果をこれ以上国民に課さないでください。

２．「将来のエネルギー構成の選択肢に関する意見の聴取会」での反省を生かしてください。
野田佳彦首相は7月17日、将来のエネルギー構成の選択肢に関する意見聴取会で電力会社社員が発言者として参加したことに関し、古川元久国家戦略担当相に「意見聴取会の運営にいささ
かの疑念も生じてはならない。電力会社社員の発言はご遠慮いただく」と述べ、社員の発言機会を認めないよう指示しました。
　この、「エネルギー・環境に関する選択肢」に対するパブリックコメントに於いても同様に電力会社社員および家族他関係者、並びに原子力に関与する者及びその関係者の意見を含まないよう
にしていただきたい。そして、国民の納得のいく調査結果にしていただきたい。

35322 個人 自営業 ５０代 男性 原子力発電所はただちに廃止すべきです。どうしても
稼働したいのなら、福島第一発電所の廃炉処理、被
害者の完全な補償発電所周辺も含めて現状回復を直
ちに今すぐ実行しなさい。

原発の依存度はゼロにすべきである。なぜなら、つい３ヶ月ほど前に全ての原子力発電所が停止したが、ブラックアウトになどならなかった。電気が止まって多くの死者がでることもなかった。原
発がなければ生きて行けないなどというのは、麻薬がなければ生きて行けないという中毒者のものいいである。世界中に原発を持たない国は数多くあるし、それらの国の人々が、どうやって生
きのびているのか、推進派の人たちは現地に行って尋ねるとよい。あなたたちは何故原発がないのに生きていられるのですかと。

チェルノブイリの事故があったとき、ソビエト政府の隠蔽体質や無責任な対応ぶりに驚き、こんな政府がこんな危険な施設を管理するなんて。と恐怖したものだった。26年後、果たして我らが政
府はソビエト以下である事が白日の下にさらされた。福島の事故がこの程度で終わったのは偶然に過ぎない。4機がそろって核爆発することだってありえたのだ。老朽化した施設を隣接して稼働
するなど、最も基本的な危機管理もわからない人たちが運転しているのだ。東海地震の震源近くの砂山の上の発電所であったり、活断層の上の発電所。私たちは時限原子爆弾のとなりで生活
しているようなものだ。

今回の事故で明らかになったのは使用済み核燃料が、きわめて危険な物質であり、冷却ができなくなれば容易に臨界に達して保管プールがむき出しの原子炉になってしまうという恐ろしい事
実。六ヶ所村のプールが損傷して全ての燃料棒が露出してしまえば地球はおしまいである。

ただちに全ての原発を停止して、全技術者のすべての技術を投入して廃棄物の処理にあたってもらいたい。原発がとまると、仕事を失うという人がいるが、仕事は山のようにある。それこそ何百
年分もある。

そもそも、原発依存度をパーセンテージで表示して選択肢とするなど、いかにも役人の考えそうな馬鹿げた設問である。結果と目標が全く逆である。このような設問をするようなレベルの低い人
たちが重要政策を考えるとしたら、この国の将来は暗黒そのものではないか。

35323 個人 自営業 ６０代 女性 原発は廃炉にして下さい 福島電発事故の原因と対策がまだ不完全であるにもかかわらず大飯原発の再稼働はだめです。安全神話にたよっていたと反省されたのではないですか？今回の再稼働も国民の反対を押し
切りました。こんなに国民の声を聞かずどちらを向いて清二をしているのですか。財界やアメリカの方ばかりゴマをする清二はごめんです。

35326 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 子どもを産んで育てたいです。
放射能は怖いです。
放射能を出す原子力発電所は、たとえ電気が足りなくっても、いりません。

35327 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 私は今すぐ原発を0にするべきと考えています。
理由は福島の事故で証明されたように現在の我々に
は環境中に飛散した放射性物質を回収、無毒化する
ことができないからです。

意見：「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張します。
　原発が大きな電力を生み出してくれることはわかります。しかしそれに伴い生み出される高濃度の放射性廃棄物の処理方法は、地中に埋めて管理するという非常に苦しい選択肢しかないの
が現状です。今回の福島第一原発の事故で、多くの人が故郷を奪われ普通の日常生活ができなくなりました。それはある一定量の電力を生み出すという利益と比較するとあまりに大きなリスク
だと思います。絶対に安全だと言われてきた原発が今回事故を起こしました。今回の事故の前までは私は原発があってもよいと思っていました。あってはならないこの事故から我々はせめて学
ばなければなりません。どうしたら事故を起こさないかということも大事ですが、事故は起こることを前提として議論しなくてはならないのではないでしょうか？現在の我々には、環境中に飛散し
た放射性物質を回収し無毒化する技術がありません。このような状況の中、事故、災害、テロなどによって稼働中の原発から大量の放射性物質が再度放出されてしまえば、経済どころではな
く、安心して生活するための環境・場所自体が奪われてしまうのです。原発のリスクを目の当たりにし、そのリスクを日々の生活の中で感じている今、原発を利用するエネルギー政策は時期尚
早だと言わざるを得ません。原発をエネルギー政策の一つの選択しとするためには、まず放射性物質の回収・無毒化技術を開発し、実用化のレベルまで洗練すること。そしてその技術を一刻も
早く開発して、福島を原発事故の前のように皆が安心して生活できる土地に戻すこと。この二つが達成できて始めて原発がエネルギー政策の選択肢になり得るのだと思います。放射性物質の
回収・無毒化技術ができるまで、これ以上放射性廃棄物を増やさない。安心して生活できる土地が奪われる可能性のある地域（原発稼働地域）を作らない。そのためにも即刻原発0を主張しま
す。

35328 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 健康に生活できる未来を残すため、原発の廃絶を希望します。再稼働するのではなく、もっと自然エネルギーを推進してください。原発ゼロ、核の廃絶を希望します。

35329 個人 パート・
アルバイ

６０代 男性 原発は即時撤廃！ 原発は即時撤廃。電気よりも国民の安全の方が大切。この夏も大飯原発が無いと電気が足らないと騒いでいたが、結局は嘘だった。政府も電力も原子力を持つ資格無し。

35330 個人 無職 ５０代 男性 3つのシナリオからは｢原発ゼロシナリオ｣を選択しま
す。

3つのシナリオからは｢原発ゼロシナリオ｣を選びます。
さらに、原発と核燃料サイクルの即時廃止、自然エネルギーの飛躍的増加策を求めます。この場合、一時的に火力発電の割合が上がらざるを得ないとすれば、大幅なエネルギー(特に電力)消
費削減、コジェネや最新技術による熱効率の大幅向上を図るべきです。またそれでも燃料費が上がるのであれば、まず電力会社の内部留保の放出や株主への配当削減などの企業努力により
負担すべきです。
福島原発事故の原因・経過・責任の明確化、原子力関係者(企業・官僚・学者・政治家等)の厳重な処罰を求めます。したがって、委員長候補田中氏をはじめいわゆる｢原子力ムラ｣の人物がほと
んどである原子力規制委員会人事案の撤回を求めます。
仮に事故がこれ以上起きなかった場合でも、原発の運転により何万年も管理し続けなければならない放射性物質がさらに大量に生まれることを考えれば、地球環境からも倫理的にもまたコスト
面からもこれ以上の原発の運転は絶対に許されないことです。
また、このパブリックコメントの内容・方法については問題があると考えており、原発をいつ全廃するかの議論とすべきです。すなわち、ふさわしい選択肢は、
１　原発の即時全廃
２　原発の2030年までの全廃
の２つであり、意見聴取会は従来見られたやらせを廃し、希望する意見の割合に応じて発言させる形とし、少なくとも全都道府県で実施、パブリックコメントの締め切りももっと伸ばすべきです。

35331 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。原発に依存しなくて
も、エネルギーをまかなえるはずだし、原発は行き場
の無い核廃棄物を生み続けるだけです。

あえて選ぶなら「原発ゼロシナリオ」。「できるだけ早期に」ではなく地震大国である我が国はすぐに運転を止め廃炉にすべき。
安全性は確保できない。それが今回の福島の件で分かったはず。想定外では済まされさない。
電源構成が再生可能エネルギーの比率が低い。いずれのシナリオでももっとシフトするべきだし、資源豊富で技術力もある日本なら可能だと思う。
また、電力自由化や発送電分離などシステム改革すれば最終エネルギー消費量の削減がもっと見込めるはず。
原発は、火力に比べ発電そのもので温室効果ガスを排出していないが、燃料棒作成に至るまでに大量に排出し、海水を温める事でまた排出している。よって温室効果ガス排出量削減に効果は
ない。（ゼロシナリオは火力（とりわけ石炭）への依存度が高いのもおかしい）
核廃棄物の最終処分場が決まっていないのに原発を運用し続ける事自体間違っている。
原発15、20-25シナリオに核燃料サイクル政策：再処理とあるが、もんじゅで頓挫している今、経済的な直接処分をするべき。

35332 個人 家事専
業

５０代 女性 原子力発電所は人間と共存できない。原発はすぐに
でも全部廃炉にするべきだ

昨年の福島原発事故はまだまだ続いており、定時降下物（放射性物質）は常に降り注いでいます。一度事故が起きれば、発電コスト以上のコストが発生し、自然界を壊し、食の安全を奪い、そ
の土地から人々を追い出すだけでなく、生物や人間への健康被害をもたらすものです。一度失ってしまったものは、もう元には戻らないという、失ってはいけないものを日本はすでに失ってし
まったのです。福島の惨禍を二度と繰り返さないためにも、既得権にとらわれず、
全原発は廃炉に向けた作業を行うべきです。廃炉作業にも雇用は生まれるし、
廃炉技術の先端を行くべき新しい分野の技術開発を「民間主導」でおこなうべきです。国土の狭い地震の多い日本に原発をこれだけ作ってしまったことが
そもそも問題でした。

35325 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は０％で良い。経済にプラスになるどころか、わ
が国の国土保全をおびやかし、労働者を犠牲にし、重
篤な経済的打撃をもたらす可能性がある。安全で安
定的な発電方法で、持続可能な社会を築く必要があ
る。

35324 個人 その他 ５０代 女性 原発は０のシナリオを支持します。 原発はよく言われるように、トイレのないマンションです。
捨てる場所も無いのに、どんどん増え続ける使用済み燃料棒の行き場も無く、
今後どうするのかの見通しもたっていません。

一時が万事、何の計画性もなく、一握りの人々の利権のみのために出来たような原発を、クリーンなエネルギーという、ジョークかと笑っちゃうような決め文句で、推進してきたつけが、今回の原
発事故ですよね。

福島のこれからも全く分からないのに福島を収束することも出来ないのに、
、安全が確認できたと、大飯原発の再稼働を決めた野田首相。
自分が責任を持つって、いったいどうやって責任もつのでしょう？
具体的に聞きたいものです。

そして、福島の事故の真実を未だに隠し続け、自己保身の固まりの東京電力
こんな人たちに、人類の未来を全て奪うかもしれない、原子力を
扱う資格はありません。

安全神話という名の嘘をつき続け、安全確認やケアを怠り、事故が起きたあとも、謝らず、津波のせいにし続ける態度には、人間不信になりますね。

やり方次第で新しいエネルギーの時代はくるはずです。
その模索もぜずに、口でだけ、脱原発を唱えながら、
やっていることは真逆の原発を推進するのは止めてください。

脱原発なのに、外国に原発を売るのは止めてください。

広島、長崎で放射能の被害者となった日本は
福島で、加害者になりました。
もう、たくさんですよ。
福島の現実はいったいどうしたら解決できるのですか？
その答えを聞けない以上、再処理問題も解決できない以上、
原発をこれからも使い続けるという選択はありません。

しかも、電力は贅沢さえしなければ、足りるのではないですか？

電気を一企業に独占させないで、自由に買えるようにしてください。

そして、この、パブリックコメント自体にも疑問があります。
本当にあなた方が国民の意見を聞きたいのであれば、
まず、締め切りを延ばしてください。
たかだか２ヶ月か３ヶ月の期間募集、しかも、誰も知らないような告知の仕方。
この募集自体を知らない人がたくさんいます。

とりあえず、意見は聞きました・・
みたいな、アリバイ作りの募集はやめましょうよ。

是非、もう一度、この募集をTVやラジオや新聞で告知してください。
公聴会も、都内や神奈川でもやってください。

そこから、本当にこれからのことを考えていきましょう。

原発がなければ経済がダメ、との意見がありますが、本当にそうでしょうか。

福島第一原子力発電所の事故は、原発がいったん事故を起こしてしまうと、日本だけの問題にとどまらなくなり、計り知れない範囲に想像を超えた影響をもたらすことを私たちに教えました。

どれほど事故の影響が深刻であるかは、実は日本政府の方々が一番ご存じのはずです。

原発のデメリット。

☆いったん事故が起こると影響が計り知れない。
現状、福島第一原子力発電所の事故の影響はどこまで人間、自然環境に、経済に影響しているか分析できていないのが現状です。
たまたま風が東を向いていて国土に影響が少なかっただけ。
もしまた、大飯で事故が起こったら、首都まで深刻な影響が及びます。

☆原発労働者。
労働安全衛生が守られていない事実がどんどん出てきています。元請けはそれを把握していません。労働者について詳しく把握できる努力を国はしていますか。罰則をきちんと規定しています
か。どうなってもかまわない命なんてありません。労働者が命がけで守る電気なんていりません。

☆放射性廃棄物
処理の仕方がなんにも決まっていない、何年も決められていない。
経済学者がモンゴルの奥地に埋めればよいと言っていましたが、政府までそんなことを考えているのでしょうか。国土の中で循環させられないものは使うべきではないです。

福島第一の事故の検証は不十分。
配管の破損は津波が原因ではなく地震によるものだという説があります。
さまざまなビデオなどの資料を持って検証してください。

我が国は地震が活動期に入ったのは間違いないと専門家が口をそろえて述べられています。

ただでさえ狭い国土が実質的に減ってしまうような事故をもたらす発電所などわが国には不要です。
害です。

原発は、即刻廃炉を目指して、方向転換してください。
原発以外の発電所を増やして、たとえ事故が起きても、広範囲に環境破壊、身体的影響を与えないようなより安全な発電所を増やしてください。

発送電分離により、電力市場を自由化してください。
大容量蓄電池の開発に政府が力を入れて、病人などで電力の必要な方の不安を除いてください。



35333 個人 自営業 ４０代 男性 子どもたちのために原発依存度を０％に。未来は子ど
もが作る。その子供にいい環境を。

｢地震大国と言われている日本に、なぜ５０基以上の原発ができてしまったのか？福島の事故後、いかに自分たちの暮らしの基盤が、誰かの思惑によって作られたものであったか、ということを
痛感しています。今回のエネルギーに関するパブリックコメントは、そういう意味で単に電気エネルギーの中に占める原発の割合を考えるということだけでなく、自分たちの社会を未来に向けて
どうしたいか？を自分自身で考え、地域、そして日本全体で意見、疑問、夢を出しあい検討していく、第一歩にならなくてはならないと思います。期限は切られている事ですが、このような話し合
いを継続していくことが、将来福島のような事故を起こすことのない社会につながると思います。
また各事故調査委員会では明らかにされていませんが、この日本に５０基以上の原発がありながら、使用済み核燃料の処理問題が決まっていないということをもっと明確に問題として取り上げ
ていくべきです。これ以上この問題も拡大させるべきではないと思います。

自分の意見としては、リスクの高すぎる原子力発電は、出来るだけ早く廃炉にするべきだと思いますが、これからの日本はみんなが暮らしやすいところにならなければならないと思います。ただ
でさえ出生率が下がり人口は減っているのに、子どもを産むのをためらってしまうような環境にしたままなのはよくありません。子どもが本当に楽しく遊ぶことのできる環境は、しあわせの一つの
指標であることは、間違いないと思います。それを守るのは、国の役目、地域の役目、大人の役目です。エネルギーの事なのでエネルギーの需給バランスや産業への影響などがクローズアップ
されがちですが、世界的に観ても原子力産業は今までのように伸びていくものとは考えにくいといわれています。しかし日本の礎の基本中の基本は人ではないでしょうか？子どもは未来を作り
ます。そのこどもを育てやすい環境を作り、その子供たちに託す持続的な産業を育てることを考えなければいけないと思います。その方策としての一つは電気事業をオープンにして、特定電気
事業者が参入しやすくすることです。
すでにニュースになっていますが、電気の小売りも自由化される方向で話が進んでいます。一般家庭が自由に価格や発電の種類によって発電会社を選べるように出来るだけ早くなるべきだと
思います。消費者からみれば、価格やサービス、発電方法などから発電業者が選べるのはいいと思います。また新しい電気事業が始まり、それに伴う新規事業が始まれば、各地域でも経済効
果が生まれると思います。またそのような電気事業は、これからの世界においてもビジネスモデルになるのではないでしょうか？ヨーロッパではすでに取り組みが進んでいますが、もともと日本
の技術力は太陽光発電や地熱発電でも進んでいたもの。もう一度その技術力を盛り返していければ、新しい日本の、日本らしい産業の在り方となるように思います。世界には資源に乏しい国は
多くあります。その国のリーダー的な位置を目指す事は、日本だからできることのように思います。それだけでなく世界的にも資源は枯渇する方向にあるといわれています。需要は未来に行くほ
ど広がるのではないでしょうか。

今回の意見の集約は期待をしている人がたくさんいます。ただ、昨年の震災後、政府に対して疑心を抱いている方が多くいるのも事実です。今回の意見を集約し、それをどのような形で政策に
反映するのかを、みんな真剣にみています。政府にはその先頭になって旗を振る覚悟を持って頂きたいと思っています。
以上

35334 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力エネルギー供給の完全撤廃を求めます。 これ以上、被爆国としてのプライドを捨ててまで、利権に命を売っていいのですか？
私たちが「核エネルギーは罪悪」と唱えずに、何処の誰が核エネルギーの恐怖を訴えるのですか？

核エネルギーを全世界から無くす、その真の担い手は日本以外には有り得ないです。
その為の試練を与えられています。
真実に目を向けて欲しいです。

核エネルギーが無くても、いえ、無ければ、新しいエネルギーを開発する、その力を日本は備えています。

原子力以外にエネルギーを得る方法を、みんなで模索して行きましょう。

35335 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオ 福島の大事故を経験し、原発が人の手に負えないものであることが明確となった。ただちに原発は廃炉にすべきである。

35336 個人 家事専
業

３０代 女性 原発は、いらない。
近い将来、原発０を実現しましょう。

　福島原子力発電所の事故から見ても分かるように、原発は遅れたエネルギーです。
即刻無くしましょう、市民は電気料金が上がるのは恐れていない。
原発を無くす為電気料金が上がるときちんとせつめいすれば誰もが賛成するはずです。
日本はいったい何をしてるんだ。
あんな事故になってもまだ原発に頼るなんて、理解できません。

再生可能エネルギーももう一度考え直す必要があると思います。

果たして本当に地球にいい事をしているのか・・・

35337 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見 原発ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロを希望します。

自然エネルギーの推進を強く希望します。

35338 個人 その他 ５０代 女性 原発ゼロパーセントを支持します。 いちど、ゆるやかにゼロパーセントを目指すべきという意見を書いた気がしますが、次の選択肢が15％になっているのこれはまったく論外、できるだけ早くゼロパーセントにするべきです。確実に
安全な原発をつくるより、計量で効率のいい太陽電池を作る方がはるかに簡単にできるはずです。

35339 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発０にする。 速やかに脱原発して、

電力自由化をする事が国の未来を明るくする

再生可能エネルギーを推進して、

産業を興し世界に誇れる国にする

35340 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 2030年だと三択では20～２５。
本音は３０％でも仕方がない。

非現実な即原発廃止のデモや声に惑わされないこと。
そして緩やかな脱原発で進めていただきたく。

日本という国を守るため、
国防の観点から核兵器をすぐにでも作れるという技術力は必要。
原発無による核兵器保有というシナリオを描けない以上は、
0にしてはならない。
核兵器縮小への道筋。それが被爆国のすべきこと。
原発は核兵器縮小へのシナリオで必須。

また、風力や太陽光のエネルギーの効率はあまりにも悪く、
技術改善で何とかなるというレベルではなく現実的ではない。

原発止めたところで核燃料はすでにある。
処分できもせず、膨大な費用をかけて貯蔵するだけの財源捻出できるか？
本件かなりの景気の足かせになることは確実。

もんじゅの存在意義の真の意図を、
国民に理解させるよう努力していただきたい。

35341 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 1.速やかに原発比率を0とする。（ゼロシナリオ）
2.原発の寿命を延ばさない。
3.原発を増設・新設しない。
4.これまで原発で発展していた地域は、経済的に困窮
させない。

1.これ以上、人間がコントロールできない原発のゴミを増やさないため。
2.耐用年数を無理やり延ばせば原発でなくとも故障の機会は増える。費用もかさむ。
3.自然を今以上に、破壊することはない。
4.原発で発展してきた地域には、安全な原発収束の研究機関、再生可能エネルギー産業の先駆地域とし、原発廃止により、確実な経済発展をはかる。
将来的には、安全・効率的な原発廃止技術を海外にも輸出することを目指す。

35342 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。
原発を動かしている限り、福島のような事故が2度と起こらないとは言い切れません。多くの人が生活を奪われ、今も苦しんでいるのに、再び原発を動かして同じリスクを背負う人々を作ること
は、国のあり方として間違っていると私は思います。
大飯原発も一刻も早く止めて欲しいです。
原発が無くても夏を乗り切れることは、今年で証明されました。
今後は省エネへの取り組みを進めるとともに、再生可能エネルギーなどへのシフトを推進してください。

35343 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。
流行が巡ってくるように、今が昔の暮らしにかえる良いチャンスではないのかと思います。便利や快適さを手放したり、経済発展を妨げることもわかりますが、大元＝地球の上に存在させても
らっている事を考えれば大したことではないのではないでしょうか。一人ひとりの心と体が豊かで平等なら、世界に力を示す事などどうでもいい。誰かが得をし誰かが損をする…そんなことばかり
ならいっそ社会主義にしてしまえばいいのにとさえ思ってしまいます。「絆」でこれだけ動ける人たち。同じ目的のためなら向かっていけるでしょう。原発などなくても、自然と共存しうまくやっていく
技術と知恵を日本人なら持っている。そのおかげで今がこんなに豊かなのですから。

もしも原発が必要なら、なぜどこがどういう風にと事細かに説明を求めます。もちろん未来を背負う子どもたちにもわかるように。

35344 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は選択肢としてゼロしか考えられない。 　福島原発事故を考えると賠償額、生活の計り知れない破壊を知る中で、リスクが大きすぎることです。
　地震の活動期になり日本では特に原発は危険な存在です。
　核燃料廃棄物を分解したり溶解したりなどの技術もなく、ただ保管しているだけでは、事故があった時あまりにも危険すぎます。後始末のできないような代物を利用していることの理解に苦し
みます。

　テレビで知りました。地熱を利用して発電したりして町おこしを始めているところがあります。地域ごとにその特徴を生かして再生可能自然エネルギーに転換することが大切です。またそのこと
で、地域に雇用が生まれ、原発に頼らなくても仕事が出来るようになると思います。またそのことは環境にも良いと思います。
　国や行政が住民の生活と安全を守るために支援策を、住民と共に考え議論していくことが大切だと思います。
　まだまだ考えていく課題・問題点もありますが取りあえず、よろしくお願いいたします。
　

35345 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロを支持。しかし原発は速やかに停止し、温暖
化防止はシナリオより強化し、脱原発と脱温暖化を両
立させるべきと考える。原発ゼロシナリオに伴う諸問
題についてもそれぞれ意見を展開している。

＜支持案＞　原発ゼロ案を支持する。
＜修正個所＞　但し２０３０年へ先延ばしするのではなく、現在稼働中の原発を即時停止し、廃炉に向かう行程を早急にたてること、また再生可能エネルギー、省エネを政府主導で促進し、温室
効果ガス排出量の削減は「ゼロシナリオ」より％を高めることは可能である。
つまり「速やかな原発ゼロ＋脱温暖化」の道を選択すべきである。
＜理由＞　エネルギー問題、特に原発利用の有無を考えるとき福島原発事故を無視することは出来ない。放射能拡散により十数万人もの避難者が出ていることは未だ何ら解決の道筋がたた
ず、経済的にも多額の補償費、放射能除去等のインフラ再生費がかかり、これら原発維持のコストの見込みは確定出来ずに増え続けるであろうことは将来においても変わらない。つまり、福島
原発災害の処理さえ解決出来ないのに、原発稼働を前提にした議論はスタートできないはずである。
また原発稼働継続は、不測の事故や地震などによる原発事故で生産活動がストップするリスクと、全国の広域な人々が安心して生活できることが出来ない不安を常に引きずり、それは原発が
稼働する限り将来に渡って続くものである。
要は、これらの経済的・社会的リスクを無視して日本は原発温存をするのではなく、まず原発ゼロを政府が選択し、それに向けた諸対策を（困難であろうと）政府主導で行う道を選択すべきと考
える。

原発ゼロを選択した場合、電気が足りないという説は大きな間違いである。何故なら電力調整役である火力発電の稼働率を数年の間増強し、その間で再生エネ事業に対するインセンティブの
てこ入れ等で再エネ率を高め、また夏期の一時的ピークを乗り切る為の普段からの節電を呼びかけることで原発ゼロは可能となる。この間の温暖化防止が遅延することは国民と海外に対し理
解を求めてゆく。しかし再生可能エネ率を高く設定し、そこにコストをかけることで、ある程度の年数を経れば排出量の国際的約束も守れる。

また、原発ゼロによる国内経済の空洞化説もまゆつばで、過去海外進出した企業の理由は労働力コスト、円高、原材料へのアクセスなどが主なもので、企業活動に対するエネルギーコスト
の％を見る限り原発ゼロによる若干の電気量アップを理由に海外流出が起こるという説にはかなりの無理がある。かつ、電力の安定供給という意味では海外の方がむしろ不安定であり、海外
電力費の方が安いこともない。

原発１５％シナリオは細部を良く読むと現在の原発を温存し、尚かつ２０３０年に１５％を維持する為には福島第２原発の再稼働や、新たに原発２～３基を増設しなければならない案であることが
判る。ということは１５％案は今回政府が前提としている「脱・原発依存」を目指した案ではないことが明らかである。しかし政府高官などは「１５％を基本に考える」と公言している。これは明らか
に今回の国民的議論の呼びかけに反するものであり、政府が当初から１５％案を落とし所と目論んでいるのであれば、増々政府に対する信頼が失われていく。
つまり今回の選択作業は、政府が今後のエネルギー設計を国民に問うていると同時に、政府や国が信頼できるものなのかを国民が問うている作業なのである。

温暖化防止の%達成にはたしかに多くの困難が待っている。しかし原発ゼロを選ぶとき代替策として火力発電の化石燃料を増強し続けるという単純なシナリオを描くのではなく（温室効果ガスが
増え続けるだけだから）むしろ大胆な再エネや省エネの導入を図るという政府の強い政策を打ち出すことにより、原発ゼロと温暖化防止が両立出来る。
また、再生エネの割合を高く設定することにより、新たな経済効果（国内雇用増など）が確実に見込まれる。

原発ゼロを選択し、温暖化防止も強化していくという「新しい社会のかたち」「新たな日本の未来」を、今こそ選択すべきチャンスが来たのだと認識すべきだと考える。

35346 個人 自営業 ６０代 男性 原発は出来るだけ近い将来にゼロにしなければなら
ない。老朽化し効率の悪い火力発電所に代えて効率
のよいガスコンバインドサイクルや新鋭石炭火力を導
入。併せて再生可能エネルギーに全精力を注入す
る。

原発に限らずすべてのプラントは事故を起こす宿命にある。ただし、事故を起こした場合の影響の深刻さが原発の場合は際立っている。原発以外のプラントでは事故を教訓としてより良いもの
へと改良することができるが、原発は事故を起こしたら取り返しがつかない。従って原発は事故が絶対に起きないようにしなければならないが、そのようなことは不可能。可能性を限りなくゼロに
近づけることはできるかもしれないが経済性の問題で非現実的。使用済み核燃料処理の問題も解決できないことも考えれば、ひとことで言えば原発は絶望的な技術である。そのようなものに
頼ってはいけない。

電力需要の面から考えれば今後とも原発は不要であることは明らかである。電力会社の経営を維持するためだけに原発を稼働させるなど言語道断である。電気が足りないなどと国民をだまし
てはいけない。

将来的には再生可能エネルギーを最大化するべきであり、そのために現在原発に掛けているお金を再生可能エネルギーの開発に振り向けるべき。民間の活力を有効活用するために規制の
撤廃を直ちにすべき。具体的には発送電分離、地熱発電の規制撤廃など。電力会社の力が弱くなった今こそ思い切った改革をすべき。

当面、再生可能エネルギーに多くを頼れないと思われるので、老朽化し効率の悪い火力発電所に代えて効率のよいガスコンバインドサイクルや新鋭石炭火力を導入する。電力会社は原発に頼
り、火力発電の更新を怠ってきた。特に関電。新しい装置であれば効率が高いので、結局燃料費の節約やＣＯ２の削減にもつながる。

とにかく目の前の自分の利益しか考えないで、事故を起こしたら国民に尻拭いをさせることを画策している連中の自由にさせないことが一番大切である。

最後に一言、このパブコメが単なるガス抜きとならないことを切に祈ります。



35348 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見は、
原発0％(即時)

「エネルギー・環境に関する選択肢」に対する意見は、原発0％(即時)
持続可能な自然エネルギーの開発のためにも、
即時に原発の稼働を停止し、廃炉にすることに賛成します。

35349 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 変わるべき時です 長い地球の歴史の中、たった数百年で地球は人間によって破壊されています。東日本大震災で気付きました。人類は今、岐路に立っているのです。原子力をゼロにするという事は、色々な難し
い問題が山ほどあります。しかし、人として普通にシンプルに考えるべきだと思います。今変わらなければ、地球は滅びます。人類にも自殺行為です。東日本の現状をどうにもできないまま、同
じことを繰り返するのは、愚かなことです。原発の停止に賛成します。

35350 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します！ 意見募集の機会を設けて頂き、ありがとうございます。
私は原発ゼロ社会を目指しています。今までは深く考えもせず電気を使っていましたが、今回の地震で考えを改めました。危険な上にコントロールができないものを使い続けるのは、どんなに効
率的にエネルギーを生み出せたとしてもマイナスの方が大き過ぎます。
徐々にエネルギーシフトしていき、完全に原発をなくすことも可能だと思っています。

35352 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発無しの世界を希望します。これからの子供達に核
のゴミを押し付けるな！

放射性廃棄物の保管場所もままならない中で原発を稼働させるのはおかしいと思う。原発利権に群がる人々は目を覚ませ！自分が出来ない事を人に押し付けるな！自然エネルギーを本気で
研究しろ！

35353 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を強く望みます。 福島第一原発の事故を受けて、人間がコントロールが出来ず、壊れたら修理も出来ない（近寄ることもできない）原発は卒業するべきだと思います。
そして、「廃炉」事業をすすめて下さい。
これまで総出を上げて原発をすすめて来たように。
「廃炉」を決めた原発立地県に「廃炉」交付金を。
「廃炉」技術世界一を目指し、その技術を世界に売りましょう。

35354 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 脱原発「原発ゼロシナリオ」
平和と安全のために、原子力発電にかわるエネル
ギー源を使用できるよう一日も早く研究、開発してもら
いたい。

広島や長崎の原爆の恐ろしさは知っていたが、無知なため、また知ろうともしなかったため、「原子力発電」という言葉は知りながらも、日常使用している電気は危険とは無関係な「別もの」みた
いに思っていた。東日本大震災による東京電力福島第一原発事故で、原発というものが原爆と同様の危険性をはらんでいることを知った。世界で唯一の被爆国である日本がどうして原子力発
電に取り組んだのかが理解できない。現在、東日本大震災によるがれき処理さえ、それによる放射性物質の危険度を考え、受け入れが拒まれている状態である。

35355 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 日本はエネルギー資源が乏しいため、安定的なエネ
ルギー源をできるだけ多く確保しておくべきである。し
たがって、政府が示したシナリオについて、原子力比
率は２０から２５％が望ましいと考える。

オイルショック以降、日本は、安定したエネルギー源の確保に努めてきた経緯があり、その中心は原子力であった。今回、福島第一原子力発電所の事故に伴い、日本中の原子力が停止した
が、その結果、電力需給ひっ迫に対する不安と、節電による不便の日々が続いている。また、停止している原子力の代替手段として火力発電所が活用されているが、このために何兆円もの国
富が海外へ流出していると聞く。政府案において、脱原子力の旗頭として台頭してくるのが風力や太陽光などの自然エネルギーであるが、文字通り、風任せ、おてんとうさん任せの電源であり、
必要なときに必要な量の発電ができるか不安である。したがって、将来にわたって、安定供給を確保するためには原子力は不可欠な存在であるといえる。中国やインドなどでは、急増する電力
需要に対応するため、今後も数多くの原子力発電所を建設していく見通しである。日本も、安定的なエネルギー源の確保を目的に、一定程度の原子力を確保していくことは、エネルギーセキュ
リティや電力の安定供給という観点から、非常に重要な選択であると考える。このため、原子力比率２０から２５％というのは、必要最低限の数字だと思う。なお、２０３０年という先の話も大事で
はあるが、たちまち、今夏は、需給状況が厳しく、節電している状況であるため、国民生活や産業活動への影響を最小限に抑えるべく、安全が確認された原子力発電所については、速やかに
再稼動させるべきである。

35356 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年ゼロシナリオであっても、2012年以降の原発全
停止、順次廃炉を希望する。

関東地域に居住していますが、体調不良を感じており移住しようと考えています。原発爆発による核物質飛散がこれ以上生じたら、もうほとんど終わってしまっているのに、日本民族は完全に世
界から消えるでしょう。
上記のシナリオが即停止がなく、2030年停止という選択肢からなのは作為的で、利益団体の意見反映（なのか利益を受領しているのかもしれませんが）しかしていないのかと一日本国民として
残念です。

35357 個人 自営業 ５０代 男性 原発０％お願いします。 放射性物質飛散による日々の生活の不安を未来に持ち越さぬようにするため。

自然エネルギーの利用に力を注いで下さい。

送電システムの独占状態を無くしてほしい。

少々電気代が高くても原発は やめてください。

35358 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発ゼロにする。 地震の多い日本で原発があることが危険すぎる。
福島が何の収束、解決もしていないのに何故
再稼動ができるのか。

35359 個人 その他 ５０代 女性 １のゼロシナリオ、原発０％案に賛成です。 環太平洋地域で地震が多くなってきている今、日本には原発は無理です。
廃棄物の処理問題も解決していないにも関わらず、推進していたことにも無理がありました。

35360 個人 自営業 ４０代 男性 原発の廃止と代替エネルギー開発・採用の促進を希
望しましす。

最終処分場も決まらないような核物質という永遠の負債と引き換えに今一瞬の電力を得ることは、子孫に対する犯罪だと思います。

35361 個人 無職 ６０代 男性 原発は、一日でも早くゼロにすること。 　トイレなきマンションといわれるように、原発を稼働することで作り出される放射性廃棄物の処理方法もないまま、後世に管理と危険を押し付けることは、許されない。また、いったん事故があ
れば、福島のみなさんが現実にそうであるように、故郷を捨て、家族と一緒に暮らすことができないような事態を引き起こすことがはっきりした。地震列島の日本で、原発を動かすことは危険極ま
りない。
　いったん事故があれば、取り返しのつかない事態となる原発ではなく、再生可能エネルギーを、地産地消で張り巡らせることによって、農山漁村の雇用や地域経済の循環を生み出し、自然を
守るエネルギー政策に転換すべきだと考える。

35362 個人 自営業 ５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
大きな原発事故を経験した日本は、原子力に頼らないエネルギー政策のお手本となる国を目指すべき。

35363 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 0%
2030年に0%ではなく、今すぐです。
大飯原発を直ちに停止し、すべての原発の廃炉を求
めます。

東京電力福島第一発電所の事故は終息していません。
福島県民および周辺の被害県民への補償や、事故の悲惨さ、食品の放射能検査、依然と続く汚染水の垂れ流し、最終処分場どころか拡散された放射性物質の引取先すらなく、無主物とみな
すことなど、どれをとっても対応充分には程遠いものです。
次に事故が起きても、対応は同じか、それ以下になることは必然です。
このような悲劇は、二度と御免です。
福島県の公聴会では、ほぼ全員が0％を希望し、再稼働に反対しています。
福島県民は国民ではないのですか？　もっとも当事者である福島県の声に、もっとも耳を傾けるべきです。
また、再稼働への手順や原子力規制委員会の人事案についても、実に一方的であり、民主主義的とは到底思えません。政府閣僚官僚に対して不信感が募るばかりです。
総理官邸前、国会議事堂前、官庁前や、関電前・郡山駅前などの各地の大きな反対運動について、まったく考慮しない姿勢についても、信頼できません。
信頼できない方々に、おそろしい原発を任せておくことはできません。
ゆえに、今すぐ廃炉を求めます。

35364 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３つのシナリオそれぞれに問題が多いが、選択するな
らば「(3)２０～２５シナリオ」が現実的であり、他の選択
肢は考えられない。

「(3)２０～２５シナリオ」を支持する理由として、
○エネルギーの安全保障という点では、化石燃料比率を極力低減させることが必要である。同時に温室効果ガス排出量削減に効果大である。
○安定的な電力供給には原子力発電が必要であり、安定供給がなされてこそ、企業の生産活動が健全に行われ、海外への流出に歯止めをかけ、国内での雇用確保が図れる。
○日本の国際貢献は、原子力（発電）に関する技術力を高めることで可能となる。現時点で将来的な原発の廃止や縮小を決めることで、技術力の低下が懸念される。
○電気料金の引き上げ幅圧縮になる。

その上で、新たに発足する規制庁のもとで安全基準を明確にし、国民に理解を得た上で、再稼動可能と判断された原発は早期に稼動させ、電力不足の抜本的な改善をお願いする。
　なお、個人としては、現行のエネルギー基本計画（原子力発電比率５割）が望ましいと考えている。

「(1)０シナリオ」と「(2)１５シナリオ」を支持しない理由
○日本は、世界の先頭に立って温室効果ガス排出量削減に取り組んでおり、そのためにはＣＯ２排出量の多い火力発電は極力低減させなければならない。
○再生可能エネルギーは、供給力を確保する設備の構築に相当な時間がかかることや非常に不安定な電源である。また、強者が利を得、弱者の首を絞めるような、現在の固定価格買取制度
は長続きすることは考えにくく、いずれ破綻することが懸念される。
○電気料金の大幅な値上げにつながる。
○原子力（発電）に関する技術を失うことにもつながり、平和的利用に対しての国際貢献の道を絶つことになる。
○エネルギーの安全保障という点が欠落している。

　我が国は小資源国であり、天然資源を輸入に大きく頼っている状況や国民生活への負担や雇用問題、さらには関係する産業・企業への影響等を総合的に勘案した上で、「安全確保（Safety）」
に万全を期しつつ、「３Ｅの同時達成（エネルギー安全保障・安定供給の確保、持続可能な経済成長、地球環境保全）」の堅持を基本に、エネルギー政策について議論を進めていくことが重要で
ある。

　国民生活の根幹に関わるエネルギー政策については、国民生活への影響やエネルギー安全保障等の観点から中長期的視点に立って議論を尽くすことが重要であり、ただ単に原子力発電の
比率だけの問題ではなく、小資源国であることを踏まえれば、エネルギー源の多様性が必要であり、その選択肢の一つである原子力は維持すべきであり、原子力技術が失われることがあって
はならない。
　また、エネルギー政策には高度な専門知識が要求され、なおかつ中長期的な戦略が必要であると同時に、諸外国の情勢やエネルギー価格・技術革新などを考慮した上で、国益に適うもので
なければならない。
　したがって、燃料調達コスト・国民生活への影響など総合的に勘案すれば、安全確保を前提に原子力は不可欠であり、目標ありきで議論すべきではなく、目標設定のあり方についても再検討
すべきである。

今回、原子力の比率ばかりに焦点があたっているが、安定供給を維持するにあたり、原子力以外（70～100％）の実現可能性について、安易に捉えられていることに危機感を抱く。
　政府として、将来を見据え、国民の生活や雇用、関係産業・企業に極めて大きな影響を及ぼさないよう慎重に論議が進められることをお願いしたい。また、エネルギー産業で働く者の意見や考
えもしっかり聞いた上で冷静な判断がされるようお願いしたい。

なお、「ゼロシナリオ」については、以下の観点から実現可能性が乏しく、極めて問題が大きい。

・再生可能エネルギーについては、導入拡大を進めていくことが必要であるが、拡大に伴う国民負担の増加やマクロ経済等に与える影響が大きい。また、再生可能エネルギーについての具体
的な導入目標や技術面・コスト面での不確実性が大きいと言わざるを得ない。

・原子力がゼロになる一方、化石燃料に対する依存度が増すことになるが、小資源国である我が国が天然資源を輸入に大きく頼っていることを踏まえれば、燃料調達が将来にわたって持続可
能であるのか、また、価格高騰した場合の対応等、様々なリスクを考慮する必要がある。
加えて、地球温暖化対策として、長期的に大幅な排出削減が求められているが、化石燃料に対する依存度が増していく中にあっては、排出削減に結びつけることは難しい。

・省エネ性能の劣る製品の販売制限・禁止を含む厳しい規制を広範な分野に課すことが、現実としてできうるのか。また、産業界への指示が明確にできるのか。関係する企業への影響等、明確
に示した上で議論が進められるべきである。

・現在、日本全国には５０基（福島第一原子力１～４号機を除く）の原子力発電所があり、仮にゼロシナリオとなった場合、廃炉に伴う費用は誰が負担するのか等、明確に示されていない。なお、
国が政策的に止めるのであれば、係る費用等については国が負担すべきである。

以　上

35347 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 小資源国であることを踏まえると、再生可能エネル
ギーの導入拡大を図りつつも諸外国の情勢や燃料調
達コスト・国民生活への影響など総合的に判断すれ
ば、原子力は不可欠であり、目標ありきで議論すべき
ではない。

35351 個人 無職 ６０代 男性 ○速やかに「原発ゼロ」とする。
○大飯３・４号機の再稼働停止。その他既存原発も再
稼働せず、全原発を速やかに廃炉とし、新・増設を禁
止する。「もんじゅ」は廃炉とし、核燃サイクル事業か
ら撤退すること。

〈国民的議論について〉
(1)国の盛衰、国民の命や健康、幾世代にも深刻な影響を与える重大な課題　にもかかわらず、「ﾊﾟﾌﾞｺﾒ」を含めた今回の『エネルギー・環境に関す　る意見聴取』は、様々な媒体を駆使し、広く
国民に徹底した周知と参加　を求めることもせず、極限られた媒体でかつ短期間の実施など限りなく　密かに、参加者の極少数化を図った上、曖昧で一方的情報と限定した選　択肢を示しての
意見聴取は、都合の良い結論を導き出そうとする為政者　本位の国民主権無視の傲慢なやり方で、極めて非民主的で到底国民的議　論などと言えない。
(2)原子炉の状況も原因も不明な段階で、原発稼働前提のエネルギー政策を　議論決定しようとするのは乱暴・拙速である。
(3)先ずは今日に至るエネルギー・原発推進政策の検証と福島原発事故原因　の徹底解明、事故に起因するすべての被害の状況と将来への影響および　想定する対応策と損害額を含む必要
総費用額、事故原発の収束後始末、　廃炉への作業プロセス・概要・体制と必要総費用額など、あらゆる情報　の徹底した開示とともに、未曽有の被害を与えた事故に至る法の下での　厳格な
責任追及を速やかに進めることが国民的議論の絶対的条件であ　　る。
〈選択肢〉
○選択は、提示された三つのいずれでもなく、「速やかに原発はゼロ、核燃　事業からの撤退」とすること。
〈その理由〉
(1)選択肢「15シナリオ」「20~25シナリオ」は、福島の事故原因、炉心や　機器・建屋の状況さえ把握出来ず、事故の後始末の目途も立てない中、　福島を教訓とした既存原発の検証もせず、長
期にわたる稼働と新・増設　も正当化させようとするものであり無責任の極み。選択に値しない。
(2)また、選択肢「ゼロシナリオ」も、2029年までは原発稼働前提であり、　事故原因究明も検証もないままの稼働であり、検討根拠のない無責任な　提示であり、選択に値しない。
(3)これまで事業者や政府など原発推進側は、『「原発は五重の壁で守られ　ている。」「トラブルがあっても、止める、冷やす、閉じ込める。」　「日本の技術力は高い」「日本の運転員は十分訓練
され優秀である。」か　ら、過酷事故など環境に影響を与えるような事故は起こさないし、起き　ない。』と鳴り物入りで言い続けてきたが、全くの出鱈目であったこと　が「フクシマ」で示された。
(4)福島原発事故は自然災害ではなく、人災である。日本の歴史上類のない　時間と空間を超えた甚大な被害を与え・現在も与え続けているにもかか　わらず、原因究明も曖昧に、未だに誰一
人責任を取ることも、責任追及　すらしない無法・無責任がまかり通っている。
(5)機械は壊れ、劣化する。制度・システムに完璧などなく、科学・技術・　機械・制度は、常に発展途上であり万能ではない。何よりも人間はミス　をするものである。
(6)核や原子力は制御も封じ込めも出来ないことを科学技術の歴史と福島原　発事故が雄弁に示した。
(7)原発は過酷事故を起こさなくても、大量の被曝労働前提での稼働である　こと。また、周辺環境への日常的放射性物質汚染や大量の温排水放出な　ど、人体や環境への影響は無視できな
い。
(8)放射線被曝被害の深刻さは、大量の外部被曝による急性障害だけではな　い。因果関係が容易に特定しがたい晩発性障害や遺伝的障害など、内部　被曝や低線量被曝は、広島・長崎・第
五福竜丸・東海臨界事故・チェリ　ノブイリでの深刻な現実を謙虚に受け止め、放射線の恐怖と被曝被害を　これ以上拡大させるべきではない。
(9)放射性物質の毒性は、軍事利用であれ、平和利用と言う発電であれ、変　わるものではなく、その毒性は煮ても焼いてもどのような科学技術によ　っても無くなることも減衰させることも出来な
い。人為的にわざわざ制　御も封じ込めも出来ない放射性物質を大量に作り続けることは、人類に　対する犯罪である。
(10)事故無く発電しても僅か４０年ほどである。しかし、膨大な放射性核廃　棄物の封じ込め・管理はウン十万年。低レベル廃棄物でさえ３００年。　子々孫々は生きるがため、生産無き強制労働
を強いられることになる。　子々孫々への人倫の道に外れる許しがたい負の遺産である。
(11)日本で原子力発電が商業運転を開始してから既に46年。未だに原発のゴ　ミ=放射性廃棄物の処分方法も処分地も決まらず、まさに「トイレなきマ　ンション」と言われた状況は解決の見通し
さえ見えない。溜まり続ける　使用済み核燃料は、当座の保管プールさえパンク寸前である。また、地　震多発列島の日本に、日本史の歴史を超えるような長期間、安寧な核の　墓場などに造
る場所すらない。
(12)今、原発を停められても膨大な核廃棄物は残る。運転を継続すればさら　に増える。先ずはこれ以上、核廃棄物を増やさないことである。
(13)電力は原発がなければ得られないものではない。天井知らずにつぎ込ん　できた原発推進マネーと日本の科学技術の人的・知的資源を、自然循環　型再生エネルギーの開発と推進に投入
すべきである。
(14)地域特性に応じた豊富で多様な未利用の再生可能エネルギー資源を活用　した地域分散型電源の普及を促進する。エネルギー資源活用に当たって　は、発電のみではなく熱や燃料、肥
料など多様なエネルギー資源として　活用することで、環境負荷を低減し、地域の経済・産業振興や新たな仕　事づくりなど、地域内循環型の地域づくりとともに地域内でのエネルギ　ー自立を
めざすべきであり、それは現実的かつ希望ある選択である。
(15)3.11福島原発事故から得るべき教訓は、「命や放射能の恐怖に晒されな　い穏やかな日々の生活を守り持続させること。子々孫々に悪魔の負の遺　産を残さないこと」ではないか。
(16)よって、速やかに原発ゼロ社会に転換するため、大飯３・４号機の再稼　働を停止。その他既存原発も再稼働せず、全原発を速やかに廃炉とし、　増設・新規建設を禁止する。高速増殖炉も
んじゅを廃炉とし、核燃サイ　クル事業から撤退すること。



35365 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 絶対に原発0にするべきだと思います。 原発の放射性廃棄物をこれからどうするのか？自分の孫やひ孫やその後の世代の人たちのことを考えてほしい。
エネルギーは、これから自然エネルギーにシフトチェンジしていくべきで、国民にちゃんと、「原発をすべて廃止すると、最初は大変かもしれないけれど、みんなで協力して代替エネルギーでやっ
ていきましょう」って、ちゃんと話せば、今原発を反対してる人達は、みんな協力してくれるはずだと思います。
今のままでは、みんな納得しないと思いますよ。
原発を作るのも、何をするにも皆の税金で、やっているのですよ。
良い方に、自然エネルギーに変えていく為にだったら、税金を払う価値があると思うし、自分も協力します。
今、原発を無理矢理稼働させるより、原発を反対している人たちを味方にする方が容易ではないでしょうか？
そして、太陽光発電とか、地熱発電などをもっと取り入れて、そこで雇用も増やして行けば長い目で見たとき、日本は絶対良い方向に行くはずです。
今回の事故で、日本は世界中が注目してます。
原発0にするといえば、日本だけじゃなく海外にも影響すると思いますよ。
日本に観光に来る人たちもずっと増えると思うし、もう日本だけの問題じゃなくなってると思います。
日本が、原発を無くすといえば、マイナスの面ももちろん有るかもしれないけれど、絶対にプラスの面のほうがおおいとおもいます。

いくら、安全ですと言っても、自然災害は想定できません。
今回の事故も想定外ですよね。

自然の驚異は、人間が太刀打ちできるものではありません。
津波は、自然災害ですが、原発事故は、人災です。

自分を、原発や今の国の体制に対して反対派から、これからの日本を支えていく1人の、日本国民になるような政策をお願いします！

私は、日本が大好きです。

これからの日本を、安全で平和に暮らせる様にしていきましょう！

原発を作ってしまった事や、事故のことに対しては、過ぎてしまったのだからそれは、もうしょうがないけれど、原発をこれからどうしていくかは、これからの国の政策にかかっています。

反対派を味方に変えていくような政策をよろしくお願い致します。

35366 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成 福島の原発事故で苦しんでいる人々の姿を忘れたのですか。昨年の震災の津波による被害も全く防げなかったのに、まだ懲りないのですか。自然をコントロールできると思っていること自体、
傲慢です。また、政府は、役所や役人の利益ばかり考えて政治を行っているようにしか見えない節が多々あります。大多数の我々国民の生活に、もっと目を向けてください。原発以外にも、太陽
光発電など、代替エネルギーはたくさんあります。これらの開発に本腰を入れるべき時期がきたのではないでしょうか。

35367 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発を止めてほんとに日本の経済は復興するので
しょうか？今こそ強い日本にならなくてはいけないは
ずなのに後退していくようでなりません。

原発を単に被害が甚大で対応できないから弱腰になるのでしょうか。今日本に必要なのは力強く前進する経済です。それには電力の安定供給は不可欠。人の生命を軽んじているわけではあり
ません。ただ現在の原発反対運動は　グリーンピースのようにただ力ずくで守ればよいという風に見えます。広島出身である私は人類初の原爆を落とされながら　すばらしい復興成長を成し遂
げた広島を見てほしいと思います。確かに今なお後遺症に苦しむか方々がいらっしゃるのも事実ですが、繁栄発展してきたからこそより良い社会保障もなされ現在の広島があるのです。人命は
いかなるものとも比較なされてはいけないと思います。しかし偏った判断が現在の日本を迷わせてはいないでしょうか。原発に頼るのは一時的なものです。確固たるクリーンエネルギー確保の
ための研究援助はなされているのでしょうか。電力会社はクリーンエネルギー供給のために必死で研究開発されることを望みます。そして強い日本、技術開発で世界トップに進み出れる日本で
あってほしいと期待します。日本はすばらしい国です、どうか未来をしっかり見つめて冷静な判断をして欲しいと思います。未来は正反対の判断の中にあるかも知れません。

35368 個人 無職 ６０代 女性 １、「原発ゼロシナリオ」を選択する。
１、但し、２０３０年を目標とするのではなく可及的速や
かに原発ゼロとする事を要望する。
１、「原発の存在」と「安全・安心の日本社会」の両立
はあり得ない。

１、原発技術はいまなお未完成であり、人類は未だ放射能物質（死の灰）を
　　制御する能力も、「使用済核燃料」を処理する方法も持っていない。
　　故に「安全な原発」は存在しない。
　　「原発依存度の軽減」という方向ではなく、「ゼロ」とすることのみが
　　現在と未来に対する我々の責任であると考える。
１、世界有数の地震国、世界１、２の津波国である日本。
　　世界総面積のわずか０．２５％しかない日本の国土に２８．９％の原発
　　が存在することの異常。一旦事故が起これば日本中のどこにも、「絶対
　　安全」と断言出来る土地など絶対になく、世界（人類）への影響も計り
　　知れないものがある。原発の「安全神話」に騙されて来た結果の福島が
　　あり、日本がある。同じ過ちをこれからを生きる子どもたちに残さない
　　ことが「大人」の責務である。
１、原発と地球温暖化問題。
　　天然ウランを燃料として使えるまでに処理する際に使う石油・原発で温
　　められた水が海を温め、海水の中に二酸化炭素を空気中に放出する等、
　　原発が二酸化炭素を出さないとう前提は間違いであり、何より「死の
　　灰」を生み出す事の罪は大きい。原発停止と温暖化対策はどちらか一方　　を重視するというトレードオフの関係にはない。
１、「革新的エネルギー環境戦略」の選択肢に「原発利用の継続」はあり得
　　ない。日本社会と国際社会の「安全で健康な生活」を脅かす原子力発電
　　への依存に終止符を打ち、危険リスクをゼロにする・省エネと自然エネ　　ルギーへの転換こそが唯一の環境戦略となり得る。

35369 個人 その他 ５０代 男性 原発ゼロ 原発はただちにゼロにすべきと思います。
その理由は、
第一に、原発を動かすことで増え続ける使用済み核燃料、これをどう処理すればよいのか全くめどがたっていないこと。
第二に、地震大国日本ではどこに原発を建てても地震による大事故につながる危険があること。
第三に、原発を標的にミサイル攻撃や爆弾テロなどがおころうものなら、核兵器使用以上の放射能汚染がおこること。
以上の三つです。
原発維持のために使っている税金をただちに再生可能エネルギー普及にまわすことで、CO2排出削減が飛躍的にすすむでしょう。

35370 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオ １【ゼロシナリオを選択する】2030年まででなくただちに全原発を廃炉に。理由：地震はこれからも来るが。原発は地震に耐えられないことが証明された。作業員の被ばく管理もしない東電の非人
道的な労務管理を許せない。今回の事故で東電は東日本の住民に被ばくをさせ、政府は20ミリシーベルトなどという、法定許容限度の20倍もの被ばくを一般住民に強制し、避難させないこと
は。日本の恥である。このままでは、人口は減り、病気になる人は増え、労働人口は減り、医療費は高騰し生活保護は増えて国の財政はひっ迫するであろう。経済の発展などあり得ない。チェ
ルノブイリ事故によって崩壊したソ連を見れば容易に理解できるはず
２【代替エネルギー】
過渡的には総括原価方式の撤廃や東電の子会社をなくし、送電網を売りに出しそれで浮いた資金で、石油老朽火力の代わりにCO2排出の少ない価格も安いシェールガスを燃料にした、エネル
ギー効率が60%近いガスコンバインドサイクル発電所で発電し、再生可能エネルギーを進める
３【使用済み核燃料の処分について】
日本は再処理を海外に高額で依頼してきた。ガラス固化体も作れない。地層処分は地震の多い日本では不可能。無理にでもと言うなら、霞が関に埋めてほしい。乾式地上保管しかないと思う。
４【再生可能エネルギーについて】
まず送電線は皆のものにする。再生可能エネルギーの固定価格全量買い取り制度を法律化する。太陽光発電設備を休耕田などに国が出資して無料で設置する。設置代は売電でまかなう。風
力は洋上風力が海岸線が長い日本に適している。地熱は国定公園でもできるように法律を変える。水力は、既存のダムの底にたまった土砂を除去して発電効率を高め、小規模水力をあちこち
に作る。日本は山林に杉が多いので、木質バイオマス発電を行えば、花粉症対策と森の再生に効果的でCO2削減にもなるであろう。
５、【エネルギー安全保障について】
ウランは一番先に枯渇する化石燃料だから原発は基幹電源として頼れない。テロの標的にもなりうる。海からの攻撃に弱い。まだ50基もあっては、自衛隊も海上保安庁も守りきれないだろう。働
いている人の素性も不明で、テロリストだってなろうと思えば作業員になれる。原発の警備は海外では実戦で闘ったもと兵士が守っているというのに、日本は福島第一を、アルソックの下請けが
守っていたと聞いて驚いた。岩国基地にはオスプレイが配備されるが、近くには伊方原発がある。日本の原発が航空機のに耐えられないことは、3・11の時に原子力資料情報室が調査済み。地
震も津波も来ない、他の国から攻められる事もない、テロリストはいない。という前提にたって、推進してきた人たちは原発を建ててきたのだろうか。そんな危機管理意識の欠けた人たちに、エネ
ルギー安全保障なんて任せられない。地球温暖化の防止が大事と言うが、被ばくさせてる国民の健康ををないがしろにして、国民の健康被害を防ぐ方が先だろう。本末転倒。

35371 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 福島での事故を経験した私たちがいくべき道は、原発
への依存率を０％にするべきです。

私の親戚も福島に住んでいました。小さいころ、何度も福島に遊びに行き、虫取りなどいろんなことをして遊んだことがありました。
でも、今、行くことができません。
放射線量が高い地域となってしまったからです。
親戚もバラバラになってしまいました。
もう、このような悲しいことを他の地域でも繰り返し、見たくありません。

このような事故があったのです。
いつまでも、今までのような原発にしがみついて、自分たちの生活を維持する時代は終わったのだと痛感します。
だから、原発への依存率を０％とし、もう一度、今までの生活そのものを改めていくことをためらってはならないと感じます。

すこしぐらい生活水準が落ちてもいいじゃないですか。
福島のように、誰も住めなくなるようなことになるぐらいだったら、それぐらい我慢できるはずです。

35372 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 未来のエネルギー政策を決められるほど、今の日本
人は賢くない。
原発を残すシナリオでは、原発を推進する覚悟が必
要になる。
原発をやめれば、技術は今以上に進歩しない。
自己満足に陥らないで欲しい

　原発事故に対する不安は、放射能に対する不安は、原発の数に比例するのだろうか？原発が一基でもあれば不安だ、安心できない、だろう。事故に懲りた日本人は、不便でいい、貧しくてい
い、原発を無くすことこそが未来に対する我々の責任だ、と思うようになった。これが自己満足に過ぎないのは言うまでもない。未来の日本人に考えを押し付け、選択の自由を奪うことだ。
　未来のエネルギー政策を、なぜ今決めてしまおうとするのか？現代の日本人はそれほど賢いとは思えない。
　仮に原発をゼロにする選択肢を選んだ場合、今後10数年は既存の設備を補強しながら、恐る恐る細々と敗戦処理的に稼働を続けるわけだ。原発依存度を減らすにしても継続するシナリオの
場合、老朽原発の廃炉に伴って、いずれ新規建設が必要になる。それは原発推進に前向きに取り組むことを意味するが、民主党政府にその気がいったいあるのか？
　人類は将来イヤでも原子力に頼らなければならなくなる。原発の技術を少しでも高めて未来に引き渡すのが現代人の義務だ。原発をやめてしまうことは、原発を不完全で危険な技術のまま未
来へ放り投げるに等しい。
　政府は、将来のエネルギー問題について真剣に考えているとは思えない。一生懸命働いているという自己満足を求めているだけのように見える。

35373 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選択し、一刻も早い廃炉と核燃
料の安全な処分を希望します。

今年のこどもの日から約二ヶ月、稼働している原発はゼロでした。一刻も早く稼働している原発を停止し、すべての原子炉を廃止してほしいと願っています。災害で故郷が無残に壊されても、放
射能さえなければ復興も順調にすすんだはずなのです。目にも見えず無味無臭なのに健康を害する放射能。普段、化学調味料や保存料、遺伝子組み換えなどにも注意を払って情報を得てい
る者にとったら、放射性物質が検出された食品など微塵も口にしたくないし、毎日の食事の材料のことを考えると、心底憂鬱になります。今まで信頼していた「国産」の文字に懸念を抱かねばな
らない不幸。そんな様な状態で、まだ原子力に依存する気が起きるわけありません。大飯の再稼働にもがっかりさせられました。どうか狭い日本の国土にこれ以上人の住めない土地が出来ま
せんよう、また、子どもたちに負の遺産を引き継がせないよう、脱原発へ早期の舵取りを切に願っています。

35374 個人 その他 ４０代 女性 原発以外の代替エネルギーへの転換を！ 原発を押し付けるアメリカに、早くNOと言って欲しいです。
今までは出来なかったかもしれないけれど、去年の震災でいろいろなことが変わり分かった今、「日本は今後、経済優先の政策は辞めます」と宣言して欲しいです。

「経済」とはもともと民を救うものなのではないでしょうか？
であれば、やはり代替エネルギーへの転換を政策の筆頭にかかげ、そこで「経済」をまわして行くことが、今の日本の取るべき方向だと思います。政治家の方の中にもそういう意見を持っていら
しゃる方が沢山いると信じています。

原発がなくなると、多少の不便や経済発展の停滞を強いられるとは思いますが、そこが政府の力のみせどころなのではないでしょうか？
そういう時こそ日本人としての昔からの知恵を生かして、そういった状況で幸せを感じることが出来るんだ・・・ということを、もっともっと国民にPRするべきだと思います。

誰かと競争ばかりすることを強いられる国よりも、命が一番大切で人を思いやることの出来る人が尊敬されるべきだということを、国がもっと声をあげて国民に訴えるべきだと思います。

個人的に、震災前の自分を振り返ると恥ずかしくなることも沢山ありますが、その反省として今は毎日「もし電気がなかったら？」「仕事がなかったら？」と考えながら生きる様にしています。意外
と「命」意外に必要なものってそんなにないんだということに気づかされます。

”原発は安全”という神話はみごとに崩れようとしています。日本だけでなく世界の国々をも巻き込んで、地球を破滅させるような不自然なものは、これから少しずつなくしていかなければいけな
いと思います。

自然がそういう警告を出してくれているうちに早く決断をしないと、また自然を怒らせることになると思っています。

35375 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 条件つきで、「０シナリオ」です。(1)経済的インセンティ
ブによる省エネ、(2)発送電分離による再生可能エネ
ルギーの普及、(3)パラダイムシフトによるライフスタイ
ルの変換の３つを実施して、原発発電量の補完を目
指す。

避けられるリスクは避けたい。ましてや、放射性廃棄物を含め、将来に負担を残すことは避けたい。原発は、可能な限り、やはりやめておきたい。これが、「０シナリオ」を選択した理由である。
また、温室効果ガスの削減目標は、２５％さらには５０％、８０％であり、進むべき方向性は今回の問題とは係わりなく「省エネ」と「再生可能エネルギー」である。
では、何をして、「０シナリオ」にソフトランディングさせるかである。
(1)経済的インセンティブを活用して省エネを推進する。
具体的には、すみやかに、電気料金を実質的に値上げする。買取制度の増大、炭素（環境）税の増額などを実施し、省エネすることが大きなコストダウンになるように仕向ける。省エネが大きな
経済的インセンティブになる仕組みづくりである。その結果として、投資の回収年数が減少し、省エネ投資の増加も期待できる。
(2)原発を停止して現状を継続すれば、おそらく、電力１０社は倒産または実質国有化されるだろう。この機会を利用して、発送電分離を実行する。現電力会社は送電会社として存続するように
仕向けてる。その後、発電会社を民営化する。原発の廃炉費用は、当然、国費（税金）を投入する。「０シナリオ」の選択は、すなわち、全国民で、電力コストの負担、廃炉の負担する選択でもあ
る。行政はこの点をもっとはっきりと国民に説明してほしい。
(3)パラダイムシフトである。
精神論であるが、これが、もっとも大切と考えている。「吾、唯、足るを知る」、「足るを知り、足らずを楽しむ」ことでもある。足らずを求めれば、不満（苦）が残る。欲には限はない。また、「衣食
足って、礼節を知る」と言うが、石油ショックの頃と比較しても衣食は足っている。しかし、礼節はとなると疑問が残る。多くの人は、「足らない」と感じているのではないだろうか。物が先ではない。
「礼節を知って、衣食足る」である。心が先である。そうすれば、足るを知り、満足（楽）が生まれる。このことをぜひとも普及させたい。これが、あらゆる問題の根本的菜解決に通ずると思ってい
る。

さて、温室効果ガスの話になるが、産業部門では減少している一方で、家庭部門での増加が大きな問題である。企業は、ステークホルダーである従業員に対して、もっと行動を起こすべきであ
る。私は、石油ショック直後にガラス会社（エネルギー多消費産業）に入社し、省エネそのものが業務の３５年であった。その私ですら、昼間は会社人、家に帰ればただの人（一般消費者）であ
る。とくに、省エネの優等生ではなかった。
高度成長期の日本の製品品質を支えたのは会社人である。その組織力を省エネに活用したい。企業による従業員向けの「パラダイムシフト」と「家庭での省エネ」の啓発、普及で、この国難を乗
り越えたい。石油ショックのときほどの真剣さは内容に感じる。まだまだ、できることがたくさんある。



35376 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年には原子力ゼロ目標を支持します。 去年の震災による事故で、原子力安全神話は崩れました。

いくら、原発の安全が確認できたと言われても

いまだ放射能が拡散されている現状を考えると、その安全性は到底信じることができません。

産業や経済が今までより落ち込んでも
停電が続くことになったとしても、
メルトダウンする恐怖におびえながら過ごすより良いです。
どちらがより怖いか、命の危険に関わるか、誰が見ても明らかだと思います。

そして、原子力がゼロになっても火力エネルギーをメイン（６５％）に据えるということは、
石炭資源が枯渇した場合、
エネルギーの値上げ→原発の復活の声が上がることは目に見えていますので、
自然エネルギーは１００％目標を設定しましょう。

気概をもって、エネルギー問題に取り組めば、
自然エネルギー１００％は実現できると思います。
日本には様々な技術があります。

そして、温室効果ガスを削減するためには、自然エネルギー１００％実現はもちろんのこと、不必要なエネルギーはカットすること。
個人レベルではなく、日本産業界全体で取り組まなければなりません。

そのために、国民一人一人が一丸になって努力するのはもちろん
上の方々も、日本にとって地球にとって何が一番最良かを考えた場合、
おのずと１つの結果に集結することと信じております。

35377 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 できる限り早い時期に原発ゼロを実現すべき。 そもそも使用済み核燃料や放射性廃棄物のように処理方法が確立されていないようなものを国を挙げて推進していることが考えられない。数千年～数万年も貯蔵によって本当に安全に管理で
きるのか。また、福島原発の例のように暴走してしまったものを全くコントロールすることもできないようなものが果たして今後、本当に安全に運営することができるのか、福島原発の被害によっ
てかつての生活が奪われてしまった人たちが子どもたちが大勢いるのに、その事態を完全に終息させることもできていない状況でそれでもなお原子力発電が必要であり安全と言えるのか。あ
の未曾有の大災害を目の当たりにして、他国では早々に脱原発をうたう国もあるという国際情勢の中で、当の被災国であり、世界でも屈指の最新技術を持っている日本こそが再生可能エネル
ギーの開発に官民共同で取り組むべきであり、それによって新しいエネルギー分野を開拓し、世界市場に打って出ることを模索するべきではないか。

35378 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを推進。 ゼロシナリオを推進してほしい。
故郷があり続けること、日本で育てた食物を心配なく食べられること、ごく普通のことを自分のこどもたちの未来にきちんと届けたい。こどもを持つ母親として、ただそう思います。

35379 個人 自営業 ４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」・・・唯一の脱原発シナリオを選択
してください。

地球温暖化への対策としての意味のない二酸化炭素削減などという取り組みを止めて、今ある資源を大切に使うことが重要です。再生可能エネルギーであろうとなかろうと、エネルギーを電気
に変える為の資源は有限であるのだから、自分達の物質的豊かさのために地球環境に負荷をかける方向から脱却していただきたい。原子力発電は被ばくを伴わないと発電すらできません。作
業員の犠牲の上でしか成り立たないことが福島の事故がきっかけとなり明るみに出て、原子力発電がどのようなものか知りました。ケツの拭き方も判らないものをどうやって拭いてゆくんです
か？福島はどのように収束してゆくのですか？これからも意に反して漏れ続ける放射性物質とどのようにして向き合ってゆくのでしょうか？原子力発電はとうてい容認できません。「原発ゼロシ
ナリオ」・・・唯一の脱原発シナリオを選択してください。現実的な選択はそれしかありません。

35380 個人 自営業 ４０代 女性 2030年までになるべく速やかに原発ゼロ、そしてもん
じゅは廃炉に

昨年の震災と津波による福島原発の事故とその後の処理のようすから、原発の技術的な問題よりも取り扱う関係者を信頼できないと感じました。
技術的に大丈夫でも、稼働、運営が大丈夫ではない状況で、ましてや稼働をやめたとしてもその後の未来に渡る後処理が不透明な状況では、一刻も早く原発を撤廃してほしいと要求せざるを
得ません。
食品に対する根深い不安、被害にあわれた地域の方々の深刻な現状、事故は起きていなくても原発のある地域の悩み、これらを今後長きに渡って国民が強いられるべきではないと思います。

35381 個人 無職 ７０代 男性 　即時原発依存ゼロ％とする。従って現有原発の再稼
動はない。自然エネルギー開発を国家プロジェクトと
し全力を傾注する。
　現有の全原発は廃炉とする。推進の技術を転換、廃
炉の為の原発技術として確立を図る。

即時原発依存ゼロ％とする。従って現有原発の再稼動はあり得ない。
　技術（＝人知）は完全ではあり得ない。したがって事故は不可避のもの、ましてや地震国日本に於いては尚更である。昨年の3･11東京電力福島第１発電所の事故で、原発が一度事故を起こ
せば、その規模と深刻さに於いて取り返しのつかない事態を招くことが検証された。また原発が完全（無事故）稼動したとしても、高放射線量下で働く現場労働者に非人道的犠牲を強いざるを得
ないという問題、高ﾚﾍﾞﾙ放射線を放射し続ける使用済み核燃料（半減期24000年）の処理技術が未確立という問題がある。つまり原発は稼動する限り、事故の危険性と向き合いながら、現場労
働者に放射能被曝を強いつつ、地球環境・人類の生存環境と相容れない高毒性の使用済み放射性核燃料を排出し続ける代物なのだ。事故の危険性は確率が低ければよいというものではな
い、絶対に起きてはならないのだ。

　自然エネルギー開発を国家プロジェクトとし全力を傾注する。

　この分野の技術開発を経済成長の基軸になるよう国家プロジェクトとして推進し、脱原発・自然エネルギー立国として世界に輸出できる技術を確立する。

　現有の全原発は廃炉とする。推進の技術を転換、廃炉の為の原発技術として確立を図る。

　これまで原発推進のための開発研究に使われていた費用や労力は、転換して廃炉の為の技術開発に充て、世界に通用する廃炉技術を確立し、この技術をもって世界に脱原発を訴える。こ
れが原発事故を経験した者の責任の取り方でもある。

35382 個人 自営業 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35383 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力を使わず、自然エネルギーを利用 震災から１年半が経ちますが、遅々として進まない状況にいらだちさえ覚えます。未来の日本のことを本気で考えていますか？
子供たちが安心して暮らせる世の中にしましょう。
経済発展が幸せの全てではありません。

35384 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 2030年を待つまでもなく、即時原発を停止すべきで
す。原発が完全に止まっても、電力の供給には問題
ありません。原発は、放射性廃棄物の処理コストも含
めれば、最もコストが高く、かつ危険な選択肢です。

　原発は莫大な放射性廃棄物を生み出します。しかし、その有効な処理方法はありません。数万年と地下深くに貯蔵するしかないのです。数万年前、日本という国はあったのでしょうか。たかだ
か数千年の間でも、文字が変わり、言語が変わり、国が栄え国が亡ぶ、それが歴史です。

　誰が数万年もの間、放射性廃棄物を管理するのでしょうか。これからほんの数千年経っても、今の言葉さえ通じないでしょう。それほど厄介なものを、もうかなりの量、人類は作り出してしまっ
たのです。今回の福島の事故は、どんなに万全を期しても、間違いは常に起こりうることを証明しました。もう、この時点で、絶対安全だ、事故は起こらないという、国民への約束は破綻したので
す。だから、もう、これ以上のことはやめようではありませんか。

　まず原発を止め、それから議論するべきなのです。2030年まで待てません。原発がなかったころの世界に戻るべきです。今年、原発が全基止まりましたが、それが原因で起こった停電などあり
ません。しかし、たといあったとしても、電力が一時的に止まっても大丈夫な手段を模索すればよいのです。

　コストの問題は、放射性廃棄物の処理まで含めれば原発が群を抜いて高くなるので、原発を続ける理由には全くなりません。エネルギー安全保障は、外交努力と自然エネルギーや天然ガス
の採掘などにより解決すべきで、他国から原発めがけてミサイルが飛んでくればそれこそ国が滅びます。CO2に関しても、地球温暖化との関連性は疑問の余地が大いにありますし、放射性廃
棄物の長期的な管理コストと比較すれば、問題にもなりません。

　福島原発の事故からさえも何も学ぶことができなければ、我が国は子々孫々にわたって世界の笑い者となるでしょう。原発はいりません。即時全廃すべきです。

35385 個人 自営業 ５０代 女性 １のゼロシナリオを選択します。

放射能と、人は共存できません。原子力発電は、地球
の環境を破壊します。なるべく早く原子力発電を廃止
する事を希望します。

１のゼロシナリオを選択します。
理由その１、福島第一原発の事故からの教訓
福島第一原子力発電所の事故から一年余たつが、１～４号機は未だに予断を許さない状態であり廃炉までの工程は難しい状態。事故の原因究明もすすんでいない、事故によってまき散らされ
た放射性物質による汚染は深刻である。未だに福島から１６万人もの人が避難を余儀なくされている、また今後の健康被害が懸念されている。人は放射能を消す事は出来ない、人と放射能は
共存できないと事実が教えてくれている。故に原子力発電所は廃止すべき。

理由その２、地震多発国である日本では原子力発電は危険すぎる。
日本列島は地震の多発期に入ったと言われている、そこに５４機もの原発が有るのは危険きわまりない。原発を稼働させ、福島級の過酷事故がまた起きたら、日本の将来は、破滅的である。

理由その３、原子力発電によって出来る放射性廃棄物の処分が出来ていない。
使用済み核燃料の再処理、高速増殖炉、どちらも事故続きで核燃料サイクルは破綻している、また、放射性廃棄物の最終処分地、処分方法も決まっていない。原子力発電による核のゴミをこ
れ以上増やすことは、将来の世代への負の負担をさらに増やす事であり、許されない。

理由その４、事故を起こさなくても原子力発電所は、放射能を環境に排出している、また労働者の被ばくが避けられない。

理由その５。脱原発後の、新たなエネルギーの技術開発を推進すべきである。
我が国は、今後は、火力発電の効率の向上、自然エネルギーによる発電、新たな節電、蓄電技術の開発等、最新鋭のエネルギーの技術を開発し、世界的な脱原発後のお手本となり、技術や
製品を輸出する事で活路を見出すべきである、

以上の理由で、

政府は、原発推進の政策を改め、脱原発を目指し、
原子力発電に対する依存度０パーセントを目指すべきであると考え
ゼロシナリオを選択する。

なお、３つのシナリオからはゼロシナリオを選んだが、
私の意見としては、２０３０年を待たず、出来る限り早い時期に、脱原発をすすめるべきと考えている。

35386 個人 自営業 ４０代 男性 原発0パーセントのシナリオを希望します。 現時点で人間は原発を制御出来る技術を持ち合わせているとは到底言えない。
廃棄物の処理の方法すら分からない。
まともな感覚で考えれば0パーセント以外には考えられません。

35387 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発比率は、期待を込めて１５％以下。 　ただ単に、火力や自然エネルギーとの比率を変えるということではなく、明確な目標の下に達成させる数字を持つことが重要と考えます。
　太陽光は、何年後にエネルギー変換効率を７０％にする商用技術を開発する、とか、放射性セシウムの放射線を１／１０００にする技術を何年後に開発するとか、具体的な目標です。
　今回のパブリックコメントでは、比率が何％にするか意見を求めていますが、どの選択肢にしても達成するための技術や制度は、他のどの国にとっても必要なものになると思います。
　大学、企業が競う新たな目標ができるのではないでしょうか。
　あと１８年で半分。ＣＯ２も半分になっていれば、もっと良い。

まず原子力での使用済み核燃料を破棄するのにうん百年などかかるものを持つべきではないと思います。
そんな先までどうやって管理するのか疑問です。
今回の震災であったように、一度放射能物質が漏れると
不安にさらされ私たちの様な乳幼児を子育てをしている人に精神的にストレスになります。
食料品を買うのにもいちいち調べたり、外食もろくにできず、毎日ストレスです。狂いそうです。
このストレスをどう解決すればいいのでしょうか？

瓦礫問題だけでもかなりのストレスです。国の威圧感を感じます。
瓦礫さえも近くに持って来て欲しくありません。ヒ素クロムが入ってるのを
燃やして埋めるなんて、放射能汚染を拡散しているとしか考えられません。
それを国民の意見も聞かずに勝手に決めるなんて誰のための地方自治体なんでしょうか？

ヨーロッパでは再生エネルギーが盛んです。
再生エネルギーだけでも賄えると知りました。
しかも田舎等地域単位でやっていくと、地域も潤うという循環もあるという事も知りました。
再生エネルギーは風力、太陽、地熱など種類があるので、
地域によって合うものやっていけばいいと思います。
自然を壊すなど言われてますが、原子力発電所に比べると安全です。

それに温暖化というより寒冷化とも言われています。
それはまだ未だに分からない事です。
放射能性被ばくも身体にどう影響するかも分かっていません。
分かってない事は回避するのが一番だと思います。

もう変わって下さい。お願いします。
もっと民主主義国家ならば、国民の意見を聞いて下さい。
取り入れて下さい。上だけで勝手に決めないでください。
お願いします。自分の子どもの世代の事も先も考えて欲しいです。
子供にも孫の世代が苦しくならないように、正しい選択をしてください。

35388 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオを選択します。



35389 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオを希望します 原発がないと電力が足りないという理由で脱原発に反対する人もたくさんいると思います。しかし、その根拠は明確ではなく実際すべての原発が止まっていた間も私たちは普通の暮らしを送っ
ていました。それでも足りないというなら、自然エネルギーの開発や省エネ、節電への取り組みを進めて行けばいいのではないでしょうか。
事故への恐怖や安全な食べ物ひとつ買うにも苦労するような不自由を味わってまで、どうしてこんなにも危険な発電を続けなければいけないのでしょうか。
地震がきただけで壊れ放射性物質をまきちらして国を汚染してしまうようなものが地震大国である日本に52基もあるということがそもそも間違いなことぐらい考えてみればわかることです。
失われた命も、汚染された土地や海もとりかえしがつかないのです。
脱原発を希望します。

35390 個人 その他 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35391 個人 自営業 ４０代 女性 わたしは原発０％を望みます 地震国家日本にあっていない発電方法だと、去年の震災でよくわかりました。

だいたいもう古くなっていた炉を使い続けていた企業ももう信頼できません。

できるなら他国のように買う電気を選べるシステムにしてほしいです。
東電から買うなら、高くてもエコ電気を買いたいですから。

これだけ、世界的に脅威を与え続けているひどい企業をまだ存続させようとする政府の意図もわかりません。
間違えたら、路線変更する強さがあっても良いのではないでしょうか。

わたしは、チェルノブイリの時、ソ連はなんてひどいんだと毎日激怒していました。でも止めました。
今の日本は垂れ流し状態です。もっとひどい。
責任取れてないのに、まだ続けようとするのは、愚行だと思います。
まず、一旦収束させなければ、他国も自国民も納得できないでしょう。

わたしは自分たちの世代がおこなったツケを未来に押し付けて死んでいくのはいやです。未来の子ども達がきちんと育つ環境を残さなければ、この日本で働いている意味がありません。

先延ばしはもうやめて、原発０％で、新しい電力システムと既存の火力・水力などを含めたシステムを望みます。

35392 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 「エネルギー･環境に関する選択肢」に対する意見

(1)ゼロシナリオを支持
具体的な行程表も示しこの案が実行可能である本気
度をみせてほしい。同時に再生可能エネルギー開発
に取り組む姿勢も示してほしい。

脱原発を望む者としては(1)ゼロシナリオを選ぶしかない。ただし、２０３０年までできるだけ早期にという悠長なことを言っていられないほど事は緊迫していると考える。

知って初めて驚愕したがこの狭い地震列島の上に５０数基もの原発が存在していたなんて！昨年の大震災そして最悪の原発事故の経験を無駄にしない唯一の道は楽観視は捨てて次なる大
地震に備えることである。福島事故を起こした国が原発再稼働の資格はないと思う。即時(1)ゼロシナリオを具体化してほしい。

たとえばとりあえずは大津波の危険度の高い太平洋側の原発を順次廃炉にしていくとか、稼働年数４０年廃炉ルールの徹底以前に古いものから廃炉順番を決めるとか、固有名詞を上げて何
年どこの何原発を止めると計画を具体化してほしい。本当は今回のゼロシナリオでももっと具体案を知りたかった。そうでないと現実味がない。他の選択肢を現実的妥当案と思わせるためのど
うせ無理な理想案としての役割でこのゼロ案が終わらないようにと危惧する。

では、代替エネルギーはどうするのか？深刻な難題であることは(1)シナリオ支持者でもよくわかる。が、原発だらけにしたのも日本国。世界に恥じる大事故を起こしたのも日本国。今こそ日本国
民の英知を結集して新たなエネルギーを本気で開発するべきである。政府も本気本腰で取り組むべきである。

（最後に）パブリックコメントが何であるかさえ知らなかった者が的外れも覚悟で必死の思いで原発ゼロ支持を送ります。これから結婚出産子育てし未来を繋いでいく世代として放射能の恐怖の
ない国土を守りたいです。今回のパブリックコメントの集計結果はぜひ広く公開し活かしていただけることと信じています。

35393 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を支持する。ただし、同シナリオ
（および他のシナリオ）で提示されている温暖化対策
は不十分であり、温暖化対策の上積みを目指すべき
である。

人の手によっていくら原発の安全性を高めたとしても、完全な安全性は確保できず、一度事故を起こしたら甚大かつ取り返しのつかない被害を起こすリスクがあることはっきりした以上、次世代
に安全・安心な国土を残すため、原発は将来的にゼロとするべき。

ただし、原発ゼロシナリオ（および他のシナリオ）で提示されている温暖化対策は不十分であり、再生可能エネルギーの更なる導入促進や省エネルギー等による電力需要を下げることにより、
温暖化対策の上積みを目指すべきである。

35394 個人 学生 １０代以
下

女性 ゼロシナリオを支持し、今すぐ原発０にする。 原発は怖い。
置いていかれた動物達がかわいそう。
家族と離れて暮らさないといけない子達がかわいそう。
学校に行けなかったり、マスクとか上着とか着ていかないといけないのが嫌だし怖い。

35395 個人 法人等 ４０代 男性 15％シナリオは選択肢のひとつとして成立しない １５％シナリオは単なる「なりゆき＆先送り」案です。とりあえず現状の原発を存続させて、2030年までは40年廃炉で自然減のなりゆきまかせ。そして将来的に原発利用を止めるのか継続するの
かについて、および核燃サイクルについての議論も結論もすべて先送りにし、今は何も決めないというものです。このような中身のないシナリオは、国づくりの指針としてのビジョンの要素を一切
持ち合わせていません。それをあたかも選択しうる選択肢のひとつであるかのように、０、１５、２０－２５という数字だけを強調して、他の２つと並べるやり方は、国民に対する詐欺的行為です。１
５％シナリオの本質的な意味が「なりゆき＆先送り」であることを国民に対して明確に示すことを強く要望いたします。

35396 個人 学生 １０代以
下

男性 原発ゼロシナリオを希望します 大事故を未だ起こしたことのないドイツやスイスが原発をなくそうと決めたことを見習うべきだと思います。大事故を起こしたのだから世界に先駆けて原発ゼロにしたって良いくらいです。
それでも稼働するのには、なにかわけがあるハズです。そういうことをかくさずにしてほしいです。その上で国民投票でもやって決めてほしいです。それぐらい公平にしてほしいです。ですが結果
は分かっています。どっちにしろ国民の意見は即時ゼロ（政府がつつみかくさず稼働したい理由を言えば）です。外国にもバカにされています。外国もZEROをねがっています。そういうことを聞い
てください。とりかえしのつかないことはやめてください。脱原発でお願いします。

35397 個人 その他 ４０代 女性 原子力反対 原子力でできた　核廃棄物の処理もできない　そんな　エネルギーを使うのはやめて頂きたいです。ドイツのように　方向転換して　高い日本の技術力を　結集して　自然の　エネルギーを　使え
るように　是非していただきたい。
これだけの　事故を　おこし　また　これからもあり得るのに　まだ　原子力を使うというのは　狂気の沙汰だと思います。日本に　安心して　戻れるためにも　できるだけ　早く　方向転換を　宜しく
お願い申し上げます。子孫に　美しい　安全な土地を　。チェルノブイリの　教訓も　是非生かしていただきたい。

35398 個人 自営業 ３０代 男性 (1)ゼロシナリオを選択します。
福島の事故の成り立ち、収束状況、それに対する国
や電力会社の対応を見るにつけ原発は電力会社の
儲けのためでなく、子供たちの未来のために、一切再
稼働せずに廃炉すべきです。

まず各選択肢の経済や環境、各個人への電気料金の違いなどをまとめている資料を見て、差はありますが、2030年までのスパンでみた場合に大した差ではないと思いました。多少負担が増え
るだけで、地震国日本での原発事故の恐怖や、放射能の汚染や拡散への心配がなくなると思えば安いものです。使用済み燃料の処理方法も確率できていない、ちょっとでも事故れば近寄れも
しない、放射能汚染で住むに適さなくなってしまう、そんな発電方法なんて恐怖でしかないことは今の東日本を見てつくづく思います。
ですのでそういったコスト的な面から見てもわざわざ15％や20～25％シナリオを選ぶ理由はありません。そういった選択肢を選ぶ必要があるのは既存の利権構造で甘い汁が吸える人達だけの
ように見えます。細野大臣が自ら15％押しを発言したことからもそのハラが伺えてしまったのでこの人も国民を見ていないのだな...と悲しくなりました。
経済的な面でも、もうむしろゴニョゴニョいって誤魔化し嘘ついてどうせすぐに年老いていなくなる老人たちばかりが得する既存利権を守るよりも、積極的に国の仕組みや方針を見直し(税をこ
ちょこちょ上げるとかでなく)、バシッと脱原発・クリーンエネルギー・省エネ目指そうぜ！！と明確に出してくれたら、国民も企業も安心して付いていけるし、それを突き詰め日本のお家芸といえる
までにすれば経済的にも突き進む安心感があります。ドイツなどそういうふうに舵を切っている国はもうあるではないですか。マゴマゴしてると出遅れますよ、むしろそういう危機感を持つべきで
す。環境問題の側面からももっとクリーンエネルギーを推進すべきです。Co2の目標は達成しましたけど日本にはセシウムがストロンチウムが溢れています！では最悪のオチです。
放射能汚染に怯えるよりもそういう風に考えられる日本になる方が、東北の地震や福島の原発事故で様々な被害に遭われた方に対しても誠実な国の態度と受け止められると思いますし、未来
の日本のためにも必要なことだと思います。
どうかお願いします。あの福島の事故を経た現在、経営がド下手で不誠実で隠蔽体質で自分勝手な電力会社や、経済のためと言いながら自分の懐に入るお金のことだけで社員の健康や生活
を全く考えていない一部大企業のお偉い老人たちのためだけに日本を食いつぶすようなシステムを維持する方向性になることだけはやめてください。
3.11で身をもって知りましたよね。地震国日本に原発はいりません。

35399 個人 自営業 ４０代 女性 原子力発電所はすみやかに停止、廃炉にすべきであ
る。地震津波災害リスクを負うことはできない。30年後
の選択肢という設問自体有効と思えないが、30年待
たず0％依存にすべき。

原発操業による廃棄物処理、核のゴミの問題は、先送りしてはいけない。アメリカでさえ新規原発建設を凍結しようとしている。

また、福島原発事故の責任も明確にすべき。

代替エネルギー、火力発電の高効率化などを即実行すべき。
スマート化も進めるべき。
代替エネルギー、火力水力地熱発電を利用してできることを十分調査追求する態度が現状みられない。

また、原子力規制委員会の人事案(田中俊一氏他)には反対です。
原子力規制委員会には、反対派(後藤政志さんなど技術専門家）も入れてほしい。
また、委員は、大小原発事故などの際には、必ず現場に赴く人間でなければならない。
事故の際に東電トップが現場にいなかったのは象徴的かつ最悪。
その状況を許す原子力安全委員会も容認できない。

また、ドイツに見られるような文明論的な観点でのオープンな討論は必須。これなくして、規制委員会は不成立。

政府、行政の放射能汚染に対する対応もよくないし、責任の所在もはっきりしない。(たとえば稲わらの拡散。）
風評被害を作ったのは政府対応の曖昧さである。

国民も外国人も本質をよく見ています。

35400 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロを希望します。 ・福島の事故からの教訓を活かすべき。
・「原発ゼロ→電力会社倒産→日本経済大打撃」のシナリオがあるのかもしれません。しかし、平成の大不況、東北の震災、福島の事故を経て、私たちは「新しい社会」を築いていこうと誓ったの
では、ないでしょうか？今までの社会構造の中にはない新しい生き方をそれぞれが考えていると思います。「日本経済」が打撃を受けたくらいで「日本」は全然大丈夫だと思います。だから、危険
な原発はやめましょう。

35401 個人 その他 ５０代 女性 0％です。
地震国・日本に原発はいりません。核廃棄物の処理
方法も分からないままに原発を運転し続けるのは愚
挙です。1日も早くすべての原発を廃炉にすると決断し
てください。

福島がフクシマになってしまいまいた。これまで原発をすすめてきた方々に非常に怒りをもっています。そして今もなんら反省もないことも。福島の人たちの生活を奪ったこと、国民の生活をこん
なにも不安に陥れていることを分かっているのかと言いたいです。
差別の構造の上に成り立っている原発。私の生まれた福井県は原発が乱立しています。貧しい地域に原発を作り、原発の最前線で働くのは下請け、孫請けの労働者。多くの人の犠牲のもとに
成り立っています。
本当に野田首相が責任を持つと言われるのなら人の少ないところでなく、広瀬隆さんの言われるように東京に原発を・・・です。
「10万年後の安全」という映画をみました。無害化するまで10万年、放射性廃棄物をいったいどうするのですか。
一刻も早く決断してください。
原発は止めてください。
大飯原発再稼働はとんでもないｌことです。
原子力規制委員会の人事は、政府の原発に対する考え方を物語ります。きちんと規制できる人材を配置してください。

35402 個人 自営業 ２０代 女性 原発ゼロにして下さい。完全に全て撤退して下さい。
自然エネルギーで、再生可能なものの研究やそれに
対する活動にお金を回して下さい。

人の手におえなくなるようなエネルギーの産み出しかたは、誰もが疑問に思う事です。
目の前の利益に飛び付く人たちが許せません。

35403 個人 自営業 ４０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張しま
す。

原発の恩恵は再生可能エネルギーに転換していくことでまかなえます。
原発の被害はすでに厳しい状況になっています。
日本がこのまま取り返しのつかない国になっていくのは、日本国民としてどうしても納得がいきません。

35404 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ３つの選択肢から選択すると、１５％が近い答えと思う
が、結果ありきではなく、その前提の安全対策を徹底
的に検証し、クリアできないものは廃炉にし、その結
果、１５％に近い原子力依存度になっていくと考える。

３つの選択肢から選択すると、１５％が近いと思うが、結果ありきではなく、その前提の安全対策が十分説明されていないと強く感じる。
　まず、東電福島第一原発事故を経験した我が国は、2度とこのような事故を起こさないよう事故検証と安全対策を徹底する義務がある。日本だけ原発依存度をゼロにしても、韓国や中国で原
発事故が起きれば、日本も大きな被害を受ける。それより、国は違えど原発事故を再び起こすこと自体許されない。そのためには賛否両論あるが「危ないものは遠ざける」より、「どこが危ない
のか徹底的に検討する」を選択したい。その結果、安全対策にコストがかかり、結果として、原発依存度が０～１５％の１５％に近い依存度になると考える。
　平成24年度第１四半期の決算で、ほとんどの電力会社が赤字を計上しており、その原因を原子力発電が運転再開できないからとしているが、それは、原子力発電の経済性が良いからではな
く、安全対策への投資を怠っていたからである。では、安全対策はどこまでするべきであろうか？現在のストレステストでシビアアクシデントが起きた場合に安全に停止できるのだろうか？政府
や専門家の百聞はもう結構であり、再現試験などで、シビアアクシデント時でも必ず冷却して停止できるという対策を検証し、広く国民に説明する必要があると考える
　以上から、３つの選択肢から選択すると、１５％が近い答えと思うが、結果ありきではなく、その前提の安全対策を徹底的に検証し、クリアできないものは廃炉にし、その結果、１５％に近い原
子力依存度になっていくと考える。



35405 個人 自営業 ２０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。 原子力エネルギーがあることで外交カードになることや
他国との関係の問題があることは知っています。
しかしながら私達は変わらなければいけないと思っています。
本当に３０年後の事を考えたら私は原発ゼロを選択します。
私には4歳の甥がいます。
友人は今年子どもを産みました。
私は彼らが大好きです。
だからこそ、だからこそ
私はゼロを選択します。
彼らの未来の為に
そして私の未来の為に
もう近代化の価値観から私達は抜け出さなければいけません。
本当に抜け出さなければいけません。
私はもううんざりです。
どうかどうか、国民の皆さんの声を聞いてください
そして未来の為に
判断をしてください
よろしくお願いします。

35406 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原子力発電の方が火力発電などより安心、安全。そ
の根拠を以下に記載しました。電気の安定供給は日
本の経済に必須。一刻も早い原子力発電の復興を
願っております。

電気がなかったら、製造業は大変困ります。エアコンの節電やパソコンの無駄使いをやめても企業、工場の節電には限界があります。
日本は天然資源が少ないからものを作らないと生きていけません。
農業でもいいですが、皆、やりたくない、やれなくなってしまった。
サービス業も製造業が稼ぐから経済が回ります。電気なしで生きれるという人は人がいかに電気なしでは生きていけないかを自覚していないだけです。

そこで、どうやって電気を作るか。自然を破壊して水力発電、風力、太陽光発電か。太陽光発電は自然破壊の恐れが充分あるのです。ここでは長くなるのでやめます。
化石燃料による火力発電ですが、これは今までどれだけの人の健康を蝕んだか。地球温暖化、喘息、発がん。マスコミがなぜか言わなくなりました。
原子力発電で喘息、発がん、白血病は増えていません。
福島は残念ながら想定外の地震と津波による被害がありました。居住区から追いやられた人々は確かに気の毒ですが、そのあとの混乱はマスコミが引き起こしたものです。人は100mSvまでは
一度に浴びても1回なら被害はないというデータはあるのです。でも、世界基準は職業人でさえ50mSv／年間と非常に厳しい値で対応しています。それ以下の少量ならホルメシス、生体防御で
かえって体にいいかもしれない、実際いいというデータ(ラドン温泉、洞窟ツアーなど)も沢山あります、けどそれを無視して、どんな少量でも体に害があると仮定して一般公衆は1mSv／年間と大
変厳しい値に設定しているのです。科学ではどんなことでも絶対大丈夫！とは言わないので、一体どれだけの確率でがんが発生するかと言った統計の値になります。100mSv／年間では1000
人に一人のがんが増加すると、少ないという意味で根拠なく言った言葉が、1000人に一人も！！ということになります。タバコ毎日1箱30年だとがんの発生率は11倍、アスベストは5倍と言いま
す。放射線は100mSvで1.001倍です。有効数字を2桁としても、1倍、つまり関係ないということですが、なかなか主婦連にはわかってもらえません。化石燃料を燃やすことによる大気汚染では正
確な疫学調査がない(怖くて誰もできない)そうですが、少なくとも喘息で苦しまれた患者さんは多いはず。
化石燃料より、絶対に綺麗で安心な原子力発電で安定した電力供給することが日本が存続するために大切なことだと思います。
年金も保育も医療も、汗水垂らして働いて収めた税金から補助されているのです。ものつくりは電気なしでできません。電気なしで税収は望めません。補助もなくなります。
お百姓さんは別かもしれません。太陽からものを作ることができる唯一の職業です。
工場で働く人たちは一刻も早く原子力発電の復興を願っておりますよ。医療も保育も電気を使って工場で働く人たちの税金で成り立っています。一刻も早い原子力発電の復興にご協力お願いし
ます。

35407 個人 その他 ４０代 女性 ・脱原発、自然エネルギー中心を目指す政策に。
・特に、浜岡原発は地震の揺れと大津波のリスクが大
きすぎるので、廃炉にしてください。

歴史的にも、自然科学で調査した上でも、いつかは地震、大津波の被害にあう地域に原発がある。
今は大丈夫？じゃあ、いつ停止して止める（廃炉）にするのでしょう？
黙っていると、理由が天災なのか、管理ミスによる人災なのか・・・２度目の大事故が起きないと止めなさそうなので、意見を出すことにしました。

長い長い地球の歴史の中で、生物との間で折り合いをつけてきた鉱物を、わざわざ危険な物質に変化させて利用する発電方法は、決して賢い方法だと思わない。
原発付近の住民は、無事故の状態でも健康リスクを負っています。
風力、水力、太陽熱に加え、地熱、将来的には波力（我が国の海域は英国よりコストがかかる波力らしいですが、いずれ導入できるものが開発されると思う）がある。

東日本大震災、福島原発事故をTV等で見聞していて、「国を守る」とは、どういう意味なのか？と、時々、自分自身にも問う事があります。
日本は原発には向かない国土です。脱原発へ方向転換するべきです。
２度目の悪夢が起きる前に。

35408 個人 その他 ４０代 女性 原発依存度０％を支持します 危険な原発への依存はできるだけ早期にやめられるよう目標を設定して、精力的に自然エネルギーへの転換を図れるよう、国をあげてとりくむべき。事故のリスクが、あまりにも大きすぎる。

原発の原料となるウラン自体、限りある物質であり、いずれは枯渇するのであるから、それを安全に使う方法の研究等に労力を費やすより、自然再生エネルギーの研究に集中するほうが将来
性があると思う。

35409 個人 法人等 ３０代 男性 「2030年原発ゼロシナリオ」を選択します。 原発を稼働し続けると、使用済み核燃料という危険で、地下深くに埋めるしかない、ゴミを出し続けます。
また、大震災による福島の原発事故が示すように、原発は安全ではないことが、明確になりました。地震大国の日本で、原発を稼働してはいけないと思います。
電力に関しても、原発なしでもやっていけるという声もききます。
すぐにゼロにすることができなくても、原発はこれからなくすという方向に進まなければいけないと思います。そして、自然エネルギーをもっと増やしていくべきです。
私も、省エネなど、できることに取り組みます。
私にも子供がいます。次の世代に、危険なものを残さないためにも、原発は、できるだけ早くゼロにすべきだと考えます。

35410 個人 その他 ４０代 男性 提示された３つのシナリオではなく、原子力発電は即
時ゼロとし、当面は火力を中心として節電・省エネで
賄うと同時に、再生可能エネルギーの拡大を早急に
図る別のシナリオを支持する。

　原子力発電は事故の際の危険性、処理不可能な廃棄物の発生、核兵器転用の危険性、発電所立地地域への経済的・社会的悪影響を考慮すれば即時停止、撤退すべきである。もちろんこ
れまで生成した核廃棄物の処理、廃炉作業及びそのための技術開発は行わなければならない。
　原子力発電ゼロをベースとし、当面は火力発電を中心に節電・省エネ施策で賄う。現時点でも関西電力管内では原子力発電が2基稼働している一方で火力発電を一部休止しているが、猛暑
にもかかわらずでんき予報は85％前後を推移しており電気の供給自体が不足しているわけではない。
　今後は、石油等の一次エネルギーから電気・熱等の二次エネルギーへの変換効率を上げること、すなわち全てを電気に頼るのではなく、特にエアコン等の熱エネルギーについては電気を使
わないコジェネ等の方式に転換すると同時に、建築単体のみならず地区・地域・都市レベルでの省エネ・エネルギーをできるだけ使わないまちづくりを進めるため、既存の政策枠組みや固定観
念にとらわれない積極的かつ大胆な政策的・財政的展開を行うべきである。
　また、エネルギー効率の向上とエネルギー消費の減少、再生可能エネルギーへの転換で温暖化対策を進めることは可能である。

35411 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。 この3つのシナリオの中で一つだけ選ぶとすれば、一番原発の依存度の低いゼロシナリオを選びます。
ですが、数十年後という悠長なことを言っていられるような状況ではないと思います。まず地震国であり、活断層の上に立地している原発があります。津波対策などが行われるにしても、人がや
ることが完璧とは思えないです。事故が起きた後の対策も後手後手に回り、しなくてもいい被曝をさせられた人が多数います。しかも、廃棄物の処理方法も決まってない状態で動かし子孫に負
の遺産を残し続けるそんな状態で原発を稼働し続けること自体が正気の沙汰ではないです。後始末にはとんでもないお金が今後かかるのではないですか？純粋にエネルギー政策であれば、
原発にこだわるのは不自然に思えます。
即時停止・廃炉を希望します。

35412 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ２０３０年の日本社会において原発依存度ゼロのシナ
リオを選択することで、新エネルギー政策による経済
の活性化、国際社会における日本の評価を高めた
い。

２０３０年の原発依存度をゼロとすることで、より大きな再生可能エネルギーが必要となることが確実となれば、省エネ設備の開発、再生エネルギーの研究など経済界にとっての新しいチャンス
が訪れると考える。多少の日本の産業構造の変化はあるかもしれないが、これは必ずしも「悪い影響」ではなく「良い影響」になるのではないかと期待する。先般の原発事故から得た教訓を学
び、国策としての新エネルギー政策が成功することで、日本は必ず国際的評価を得ることができる。２０３０年の原発依存度ゼロを実現し、将来世代にとって日本が世界に誇れる国となってほし
い。

35413 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー自給率が低い日本は、３E＋Sを前提に、
今後も２０～２５％以上の原子力を推進すべき。今回
の選択肢は、再生可能エネ等の導入量が非現実的、
試算の前提値が不明瞭、等の問題が多く選択肢足り
得ない。

「エネルギー・環境に関する選択肢」に対して、以下の通りの意見を提出する。
〇資源が少なく、エネルギー自給率も低いわが国が、これまで安定的な経済成長を遂げ、発展することができたのは、過去の経験に学び、安定供給、経済性、環境保全の所謂３Eの同時達成
を目指すべく、様々なエネルギー源をバランスよく取り入れてきたからといえる。東日本大震災・原発事故を踏まえて、原子力発電のさらなる安全性を高めていくことは当然で、それこそが技術
大国日本の進むべき道であり、世界全体のエネルギー供給に安定をもたらす意味でもわが国に求められているものと考える。そういった観点から、わが国は、安全の確保を大前提とした上で、
今後も、少なくとも「２０～２５％」以上の比率の原子力を進めていくことが不可欠である。

〇提示された選択肢については、以下のような問題点があり、そもそも、国民が考える選択肢として不適当である。
（１）省エネルギー、再生可能エネルギーの導入等に関しては、現行でも野心的とされるエネルギー基本計画をさらに凌駕するような極めて非現実的といえる想定であり、わが国における導入
可能性を鑑みるに、その実現可能性は殆どあり得ないと考えられる。例えば再生可能エネルギーを３０％導入としているが、この場合１，０００万戸の「現在設置可能なほぼ全ての住戸の屋根に
導入」としており、現実的な視点からは殆ど不可能。更に、原発ゼロシナリオの場合には、堅牢度に劣る住宅を建て替えて太陽光発電を設置するため固定買取価格をより高水準に、としている
が、国民負担を増してまで、わざわざ住宅を建て替えて太陽光を導入する、といった種類の政策が実現できるとは到底考えられず、期待感をもとにした乏しい根拠をベースにエネルギー政策を
実施すべきではない。
（２）選択肢の前提条件としている成長は、２０１０年代１．１％、２０２０年代０．８％となっているが、国の成長戦略では実質２％を目標としているが、これは極めて不整合。本選択肢に基づいた
国民的議論を行い、その結果を踏まえたエネルギー基本計画を策定し、成長戦略を進めていくと、エネルギー供給量に不足が生じることになり、とてもエネルギー政策とは言えない。
（３）例えば火力発電の設備容量が開示されておらず、再生可能エネルギーのバックアップとしての役割を果たす火力発電がどの程度確実に役割を果たせるか、といった検証が不可能。また系
統対策コストについても、基本問題委員会の試算値と比較してもかなり控え目な数字であり、その理由等が明記されていない。また発電コストについても、例えば１５シナリオと２０－２５シナリオ
で数値が同じ等、極めて違和感がある前提である。このように、試算の前提値に相当不明な個所が多く、かつ説明がないことから、比較対象を行う選択肢に耐えうる試算結果になっているか甚
だ疑問。

35414 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとすべ
き。

エネルギーの選択を行うに当たって重要となる４つの視点より
我が国において原発の過酷事故が発生した事実を優先するという観点で
１）原子力発電所の安全確保と将来リスクの低減
を一番優先して考慮すべき。

仮に原発比率がゼロで以下3点の様な問題が発生するとする。
２）エネルギー安全保障の強化
３）地球温暖化問題解決への貢献
４）コストの抑制、空洞化防止
原発を維持したとしても、現状のように過酷事故を起こせば急遽全原発が止る事態が起こりうる。それならば結果、抱えるリスクは同様。
これは原発を止めた場合の悪影響では無く、原発が過酷事故を起こしたことによる悪影響だ。
また原発は正常に廃炉しても数十年だが、事故を起こせば数百年単位で事後処理が発生する。そのリスクも併せて考慮すべき。
それならば原発ゼロベースでエネルギー戦略を練り将来に抱えるリスクを減らす方が良い。

従って2030 年までのなるべく早期に原発比率をゼロとすべき。

35415 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを支持するが、ゆるやかな脱原発ではな
く即刻廃炉という決断をすべき。

原発は結局、人間には制御できないと思います。そもそもこの世に出現してしまったこと自体が過ちです。
いま原発は、経済のために存在しています。電力会社がつぶれると、現行の日本経済が立ち行かなくなるので、原発を動かさざるを得ない。
統括原価方式を改めて、自然なエネルギーを選択するほうが電力会社や経済にメリットがあるようにしてもらいたいです。

35416 個人 家事専
業

３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」

誰かの犠牲の上で成り立つ社会はもう嫌です。
子供たちに胸張って手渡せる社会を残したい。
停電も(それがただの威嚇でないなら)受け入れます。

事故が起きた時、何の対処もできずにあっという間に国土が汚染されてしまう、その汚染は何世代にも渡る、やはりそんなものを使ってはいけないと思います。
最近、治っていた喘息が理由なく再発したり鼻血が出る友人が増えました。
敏感な人はみんな何が原因か気付いています。
目を覚ましてください！お願いします

35417 個人 家事専
業

６０代 女性
ゼロシナリオを望みます。 子供やその先の世代に負の遺産を残さないでほしい。

たとえ事故が起きなくても、核廃棄物は処理されずに増えて行くばかり。
子供たちに原発のない未来を望みます。

経済優先ではなく、子供の命を優先すべきです。
自然エネルギー普及のためにもっとお金をかけてほしいと思います。

35418 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発0%シナリオを支持します。 日本列島は近年火山の活動期に再び入ったと言われ、首都圏や南海での大地震の可能性について不安視されています。

どれほど科学が発達し、リスク回避の技術が研究されようとも、自然の力を人間はコントロールできません。

日本では、声の大きい経済界の要請により、安定した電力供給や低電気料金等経済成長の材料ばかりに耳目が集まります。

しかしながら、万が一大事故が生じた場合、誰も責任が負えないことは、東日本大震災を経験した者にとって明白な事実です。

誰かが犠牲になる仕組み、将来の世代に負の遺産を残すことが人道的にも地球環境にも決して許されることではないことを私たちは肝に銘ずべきです。

放射性廃棄物の処理方針・方法も確立されていない現在、これ以上、原子力発電に頼ることは財政的に大きな負担を抱え、また国際的にも信頼を失い、長い目で見て日本の国力、地位を貶め
るものと思います。

以上の理由により、私は現在休止中の原子力発電所の再稼働に反対し、環境に負荷をかけない自然再生エネルギーへの政策転換を願います。

35419 個人 その他 ５０代 女性 原発依存度を下げ、化石燃料依存度を下げ、温室効
果ガスを削減するというシナリオの方向性に賛成。原
発は今すぐ廃止し、２０３０年には依存度0％、を支持
する。その内訳では、省エネを３０％以上実施するべ
き。

　省エネ設備や機器の導入、新築への省エネ政令の前倒しや熱政策（電気で熱を作らない）で省エネ30％以上は可能である。日本では、電気の無駄使いがまだまだ多いのが現状。電気でお湯
を沸かしたり、熱効率の悪い家で冷暖房をしたり。火力のプラント自体の熱効率をトップランナー式に変えるだけで大きく省エネができるし、省エネ産業の育成にもつながり、GDPを下げないこと
は可能。
　原発を徐々に減らせていけたら理想だが、地震国日本では、いつ第２の福島が起こるかわからないので、今すぐ原発はやめるべき。事故の検証も津波による電源消失が本当の原因なのか未
だわからない状態で、地震活動が活発化している時期に再稼働は危険で、もし事故になっても誰も完全な責任は取れない。沖縄では原発ゼロでずっとやっていけている。
　原発依存度１５％を目指せば、40年廃炉とすると原発の新設が必要で、非現実的。
　発送電分離を進め、再エネの開発を進めるべきだが、その場合、地域にできるだけ恩恵が及ぶような仕組みが必要。例えば、再エネへの出資の地域枠を儲けるなど。そうすれば、再エネが地
域経済の起爆剤となり得るので一石二鳥。

35420 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を望みます まず地震列島である日本に原発は似合いません。
昨年の事故も、なんら収拾していないのにもかかわらず
再稼働することは許されません。
まして関西電力は、原発再稼働の代わりに
火力発電を８基止めている。電力が足りている何よりの証拠です。

「15シナリオ」「20-25シナリオ」は、
現時点での原発稼働率を上回る数字で、
つまり原発を増設しないと実現しないシナリオです。
原発増設シナリオを２つも用意すること自体が欺瞞です。



35421 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発の比率は少ないほうがよいが、明確に何％がよ
いかはわからない。（今回４通目です）

先日公開された、東京電力の震災直後のＴＶ会議を見ながら、これを書いています。
ほとんど声が入っていませんが、聞こえているところだけでも、決まっていないことが多すぎたという感想です。
私も危機管理の仕事を始めたところですが、想定を深めるほど行き詰ってしまいます。
が、ありえないと思えるようなことも想定して考えてみると、お金をかけて準備しておけば、対処は可能とも思えてきます。

　原発を存続するにしても、廃炉していくにしても、一企業の問題ではなく、国策として徹底的に突き進む覚悟で決めて欲しいところです。
　選挙のたびに方針が変わるようなものであってはならないことです。
　つまり、憲法の条文に追加するくらいの内容に仕上げて欲しいです。
　パブリックコメントへの参加は、今回初めてです。
　近いうちに行われる選挙で無になることがないことを祈るばかりです。

35422 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発賛成です。積極的に稼働して頂きたい。 世界の中でも一番高い原子力技術を持つ日本、化石燃料に依存せず、世界のエネルギー事情を解決し、クリーンな未来を担うべき日本です。
世界では、原発を積極的に推進している国が多いと思いますが、日本はそれらの国をリードすべきです。
なぜなら世界一の安全技術を有するからです。
福島の原発事故は人災で、直接的な地震での影響は無かったのではないでしょうか。
原爆は反対ですが、原発の安全利用を今やめるべきではないです。
国力の低下が心配です。
パスコミの脱原発の論調に負けず、日本人の正しい判断を期待します。
絶対に原発は日本に必要だと思います。

35423 個人 法人等 ５０代 男性 即刻０％にすべき。放射性廃棄物の処理方法が確立
されていないのに利用しようという考え事態が異常。

目の前の利益だけ考え子供や孫の世代に放射性廃棄物というツケを回す姿勢は絶対変えなければならない。ただでさえ１０００兆円を超えるツケを残すというのに、その２倍、３倍のツケを残す
ことになり、日本を滅ぼすだけです。

35424 個人 その他 ５０代 男性 2030年の原子力発電の比率はゼロ％にすべきだと考
えています。2030年の時点で原発全廃ということで
す。

潜在的危険性の大きさを考えると原子力発電はあくまで過渡期のエネルギーにすぎないと思います。また、国論の極端な二分の原因ともなって、いたずらに緊張と政治的不安が増し、そのマイ
ナス面ははかりしれません。また、枝野経産相が指摘しているように、新しいエネルギーへの移行で技術革新が進み、経済的にもむしろプラスになる可能性が高いように思います。

35425 個人 パート・
アルバイ
ト

６０代 女性 原発は0％に

○年後といわず、今すぐにでも原発を止めてほしいで
す。

★「トイレのないマンション」と言われるように、原発で生じる核廃棄物の処分法が決まっていません。子どもや孫達の世代に核のゴミを押し付けてはいけないと思います。現在の仮置き場さえま
もなく一杯になってしまうそうですが、その後どうするのでしょうか。

★安全神話は崩れてしまっています。日本列島は地殻変動がさかんになってきています。万一大飯原発や若狭湾周辺の原発で福島のような事故が起これば、琵琶湖が汚染され、（その水を飲
料水としている）京阪神は勿論のこと、日本は大変なことになってしまいます。さらに日本だけでなく、世界中に汚染が広がるでしょう。耐震性は問題ないとは言えないと思います。日本原発で生
じる核廃棄物の処分法が決まっていない列島はどこも地震に関しては危険です。

★原発は経済的と言われていますが、立地自治体に交付されるお金なども計算に入れて考えないといけないと思います。

★また、最近ではシェールガスなど新しい天然ガスが発掘されており、原発よりも経済的ともいわれてます。（GMのCEOもそのように発言したと、ニュースで見ました。）
廃炉にするのさえ、何十年もの時間とたくさんのお金がかかります。新しく（原発を）造るお金があるなら、日本の海底にたくさんあるというメタンハイドレートの開発に使っていただきたいです。

35426 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 できるだけ早期に原発はゼロ、もんじゅも廃炉。核燃
料サイクル計画、プルサーマル中止

昨年の福島第一原発事故をはじめ、広島・長崎と二度の原爆投下という放射能被害を体験した世界で唯一の国である日本は、まず世界の先頭にたって「脱被ばく」、「脱原発」の理念を掲げる
べきだと思います。まずは国の方針として原子力に依存しないことを決め、そこからあらゆる角度から総合的に国のエネルギーを生み出す方法を考えるべきではないでしょうか。
また、原発を稼動させる限り、稼動させなくても存在する放射性廃棄物の問題は非常に深刻であり、自国だけでなく他国をも巻き込むことになる大きな問題です。核燃料サイクル計画も長年巨
額の税金を投入しているにも関わらず、実用化のめども立っていないと聞きます。つまりこの計画への投資はたいへんな国費のムダ使いであり、いっそのこと計画をすべて中止にしてその分の
人員と費用を原発事故への賠償や、再生可能エネルギーの普及の費用へ当てるべきだと考えます。
原発をやめると電力不足や経済へ悪影響を及ぼすという意見をよく耳にしますが、私はそうは考えません。日本の技術力をもってすれば、省エネや再生可能エネルギーのもっと積極的な導入、
新型火力発電所の稼動などによりエネルギーは賄えると考えています。さらに再生可能エネルギーによる新しい産業をも生み出し、発展させる上で世界をリードできるはずです。海外にも輸出
して市場を広げることで雇用も生み、環境にもいい。何より多くの人々に喜ばれると思います。原発を輸出するよりはるかに世界のお役に立てると考えます。
日本はできるだけ早期に産業シフトを行い、これまでの中央集中型ではなく、地域分散型の再生可能エネルギーを中心とする政策に切り替えるべきです。既存の電力会社については原発を資
産としているがゆえに再稼動しなければ経営が立ち行かないというのであれば、国で買い取って、電力会社には新エネルギーによる発電、普及という新たなモチベーションをもたせるべきだと考
えます。また、発電と送電は分離し、電力会社には送電管理を主な事業として存続していただくというのもひとつの選択かと思います。
また、原発の問題については専門家のご意見も大切ですが、同時に人の生活やいのちに関わる問題なので、エネルギー政策を考える上では「倫理委員会」のような部門も必要かと思います。
科学技術の進歩と人間が人間らしく豊かに暮らせることの両立を望みます。多くの知恵をあつめれば可能であると思います。

35427 個人 家事専
業

４０代 女性 政府は、原発ゼロを選択・推進してください フクシマの原発事故は、広大な地域を人が住めない場所に変えてしまいました。もしまたこのようなことが繰り返されれば、日本はおろか、地球上に安心して住める場所が無くなってしまいます。
ヒロシマ・ナガサキを体験した被爆者の方々は口をそろえて、核と人間は共存できないと言っていますが、強い放射線と人間は共存することが出来ないのです。核廃棄物を無限に生産し続けて
しまう原子力発電所からは、一日も早く撤退するべきです。
政府の勇気ある撤退の判断をお願いいたします。

原発ゼロシナリオを選択した場合のエネルギー比率も、あと18年という年月をかければ自然エネルギーの活用はもっと進めることが出来るはずです。
小水力発電の取り組みがスタートしたことには大きな期待が持てると思います。温泉を利用した地熱発電も、日本では無尽蔵なエネルギーのはずです。
利権にしがみつくことなく、政府の賢明な政策の推進をお願いいたします。

35428 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。
原発を今すぐ全て廃炉にし、現在稼働中の大飯原発
も即時停止を求めます。

大量の放射性廃棄物を産み出す原発は経済的でもなく、安全でもありません。
全て今すぐ廃炉、もんじゅも廃炉にするべきです。

理由
・廃炉にしても何万年も管理していかないといけない。
・福島第一原発の事故で、安全対策も不十分。政府の対応も不十分であることが露呈した。
・大量の放射性廃棄物を産み出す原発はリスクが高すぎる。またコストも高すぎる。
・一度事故を起こしたら取り返しがつかない。人が住めない場所になる。

人間が管理しきれない原発をこれ以上動かすのは現実的ではありません。
即刻再生可能エネルギーへのシフトを行っていくことを強く求めます。

最後に、このパブリックコメントが実際に国民の意見として政策に反映されるよう、パブリックコメントの内容（個人情報以外）と、その分類方法や集計結果を公開すべきだと思います。

35429 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ３つのシナリオのうち、【ゼロシナリオ】を、勇気を持っ
て選択したいと考えています。

３つのシナリオのうち、【ゼロシナリオ】を、勇気を持って選択したいと考えています。
この選択により、不便や不自由、そして経済的な損失があるかもしれません。しかし、数十年、数百年という長い目で見れば、2012年のあの選択は正しかったと多くの国民が感じる時が来ると思
います。
原発による廃棄物を、遠い将来まで管理し続けるコストは膨大なものです。
日本の選択が世界の選択の先駆けになるのです。

35430 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオを選択します。

その理由、人類はまだ放射性物質、核のことを知らず、取り扱えず健康被害、環境汚染をしている。
結果、地球上の生物にとって害があり、自殺行為であり、時期尚早。

福島第1原発の事故が収束していない。

正確な情報公開がされていない。

被災者の賠償責任、避難支援がされていない。

使用済み燃料、核のゴミは行き場がない。

現在の東京は放射線管理区域並みであるにも関わらず、国民に変わらぬ生活をさせている。

経済的理由は、
安くて埋蔵量豊富な天然ガスが各地で次々と見つかっており、原発はすでに経済的に見合わなくなっている。
シェールガス（オイル）は、きめが細かくて固い泥岩層に閉じ込められていたガスや石油のことで、採掘することが難しい場所にある非在来型資源のひとつ。米国では数十年前から中小の資源
会社が細々と生産を続けていたが、新たな採掘技術が確立され、生産量が飛躍的に伸び、2000年代に入って北米で本格的な商業生産が始まった。在来型の天然ガスの埋蔵量は約60年分と
いわれていたが、非在来型は250年分、調査が進めばさらに増える可能性が高いという。
日本近海にもメタンハイトレードという非在来型天然ガスが大量に眠っている。
世界の多くの国が天然ガスと、風力か太陽光発電の組み合わせに向かっている。

35431 個人 自営業 ４０代 女性 「２０３０年原発ゼロシナリオ」を選択しますが、即刻原
発を廃炉にすべきです。

日本は地震国です。地震に伴う津波などは「想定外」という言葉で片付けられるものではありません。地震の少ない欧州の国にならい段階的廃炉という選択はありえません。

また原発のコストの高さはすでに「原子力のコスト」（岩波新書）などで立証されています。
省エネや自然エネルギーに対しても、「経済的負担が大きくなる」としていますが、わずか数年の電気料金で取り戻せるのに、どういうことから「負担が大きい」のでしょうか。
イニシャルコストだけで、ランニングコストを考えていないのではないでしょうか。

また電源構成はピーク瞬時の電気需要に対して構成されています。ということはピーク瞬時の需要を下げれば足りるということです。
八幡東区で新日鉄などがやっているように、ピーク時の料金を１０倍まで高くする仕組みを入れれば、ピーク時の消費を下げることができます。
電源構成は瞬時の対応なので、その点から考え直すべきと考えます。

以上の理由により、原発に依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは限りなく高いため、即時のゼロシナリオを求めます。

35432 個人 家事専
業

２０代 女性 １のゼロシナリオを選択します。
できる限り早期に原発依存ゼロにし、さらに非化石エ
ネルギー化を進めていきたいです。

福島原発事故を経験した地震大国の日本が今、安全でなんかない、環境にやさしくなんかない原発を早期ゼロにする以外に選択肢は有り得ないと強く思います。

エネルギーは、現代の人間が生きていくのに欠かせない非常に便利なありがたいものだが、やはり、たかがエネルギー。それによって人間やその他、愛するべきすべての生物の命や健康を奪
う危険があるのならそんなものはあっていいわけがない、いらないはずだと思います。

日本は原発に替わる自然エネルギーを取り入れ使用可能にする技術を持っているのだから、一時的には経済負担が大きくなってもその後の経済発展は大いに望めると思います。

国も企業も国民も、原発をゼロにしＣＯ２を出さない自然エネルギーにシフトしていくために大胆な発想の転換、省エネなどを含めた最大限の努力をするすべき時であり、可能だと思います。

35433 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。今すぐにゼロにしてくださ
い。

福島県からの避難してきています。
このような事は２度と起きて欲しくありません。
自然、故郷、健康、子供たちの未来…原発はたくさんの物を脅かし、
また犠牲にする事がはっきりしています。

再稼働反対です。

原発以外の道を探ってください。
今すぐに。

35434 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 我が国で消費する天然資源のほとんどは他国から輸
入している状態です。将来の持続可能な社会の実現
を目指すことが将来の国益を守る根幹であることか
ら、現在の原子力発電の割合を減らすことは避けるべ
きです。

　総発電量に対する原子力の割合は20～25％又はそれ以上の水準とすべきと考えます。以下にその理由を述べます。
　我が国は天然資源が乏しく、他国から電力を購入できる環境にもありません。再生可能エネルギーについても見通しが得られていない状態での見切り発車的な選択は将来にリスクを先送りし
ていると思います。今、原子力の割合や再生可能エネルギーを決めるのではなく、３～５年毎に状況を見直していくような柔軟な政策が必要だと思います。したがって今の状況では、原子力発
電の割合を変えることなく、再生エネルギーがどこまでの成立性があるのか、将来性があるのかを見極めてから決めるべきかと思います。
　
　次に環境の問題があります。WHOが報告している大気汚染による死亡者割合マップ（http://www.who.int/heli/risks/urban/en/uapmap.1.pdf）によると、日本では毎年３万人以上が死亡してい
ることになります。大半は自動車による排ガスにになりますが、将来的には電気自動車の普及により劇的に死亡者が減少するものと考えられます。ただし、電気自動車の社会が実現するため
には安価で安定供給できる電力供給体制が不可欠です。電気自動車の普及により電力消費は格段に高まるものと予想されますが、これを賄う原子力発電以外の有力な手段が乏しいのが現
実ではないでしょうか。人命を救う観点からも原子力発電は一定割合以上は保持すべきと考えます。
　最後に、今の原子力の在り方の議論で気になるのは、原発ゼロを謳う中でほんとうに”原発のあるリスク”と”原発のないリスク”が認識されているのか、ということです。福島事故で「もうあのよ
うな事故は絶対起こしてはならない、したがって原発をゼロにすべき」という論調が目立っていますが、原発をゼロにしたときのリスクが論じられていないと思います。ひとつの意見であればいい
のですが、政府が政策を決定するときには両方の視点にたった議論が必要ではないでしょうか。専門家を原子力ムラとして極端に排除してしまうのも正しい判断を行う障害になっていると思い
ます。原子力ムラの人かどうか、ということよりも、意見の中身を吟味し、正しい議論をするべきと思います。

35435 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。原発は核燃料リサイ
クルが完成してから使用すべき技術であり、確立され
なかった場合のリスクを考えると、使用するのは不適
切だと考えられます。

原発は核燃料リサイクルが完成してから使用すべき技術であり、確立されなかった場合のリスクを考えると、使用するのは不適切だと考えられます。また、福島の現状をみると、お金には替えら
れないリスクがあるのではないでしょうか？原発再稼働は福島が元通り放射能の無い、福島に戻るまであり得ないと思います。

35436 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 無くして行くべきだと思います。 正当化する意図がわかりません。
小規模水力発電を推奨してはどうか。

35437 個人 その他 ６０代 男性 ゼロシナリオを選びます。 意見：ゼロシナリオを選びます。
理由：福島第一原発事故、使用済み燃料処理で明らかになったように、原子力は人間の制御できるエネルギーではないので、自然エネルギーなどの代替エネルギーに転換すべきである。
全廃によって産業界と国民生活は一時的にダメージを受けるかもしれないが、自然エネルギー開発や節電のための新たな産業が興ることが期待できる。
野放図なエネルギー消費へのハンセイが必要である。



35438 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 0％ゼロシナリオを選択すべきである 「脱原発が経済に影響を与える」という意見もあるが、日本が有数の地震国であり、大きな変動期に入ったことを考えると、原発施設が稼働していることそのものが我が国の経済にとって巨大な
リスクであると言わざるを得ない。
政府や電力事業者の危機管理能力の低さは、福島原発事故以来、国民の目にいやと言うほど明らかになった。

老朽化した原子炉が延長稼働されることの危険、長期にわたる廃炉事業の困難さなどを考えても、一刻も早く原発ゼロの道を選択し、再生可能エネルギーの技術開発に力を注いで、将来への
負担を可能な限り少なくするべきである。

また使用済み核燃料の処理も大きな将来への課題となってしまっている。
もんじゅは実現不可能な計画であり、これ以上推し進めようと貴重な予算をつぎこむべきではない。
この「ゴミ問題」ひとつとっても、原発をこれ以上稼働させることは、負の遺産を増やすことにほかならない。

0％ゼロシナリオを選択した上で、前倒しできる課題は可能な限り速やかに実現しつつ、自然エネルギー先進国としての立場を目指すべきである。

35439 個人 その他 ５０代 女性 明らかにリスクの高いもの、夢見たけれど現実には失
敗したもの、多くの普通の人を不幸に陥れるもの、
は、ないほうがいいという、人間としての普通の感覚
から、今、このときにでも、ゼロを求めます。不便は負
います。

人の力でコントロールできないものがあり、できないしわ寄せを寄せられる人たちがおり、命の価値があまりにも不平等なものを人がつくったことは、勇気ある知性ある心ある大人であれば、「や
める」という決断が迫られているからです。
人類の歴史をつくるという意味においても、今、間違いを正す必要を迫られていると思います。

35440 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今すぐ原発ゼロを望みます。 唯一の被爆国で核の利用はありえない。

35441 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオに賛同します。できない前提ではな
く、実現するために政府が国民がなにをすべきか考え
るべき。
唯一の被爆国だからこそ、脱原発で世界をリードした
い。

原発の安全性、事故後の対応や賠償、廃棄物の処理問題など、全く解決の見通しのたたない現状で今後も原発を使用していくことは考えられません。

福島の悲劇を二度と繰り返さないために、私たちは知恵を絞って新たなエネルギー政策を確立し、脱原発で世界をリードすべきです。
ここでまた原発頼みに戻ることは、なんの教訓も得ていない無能な国民であることを世界にさらすことになります。

経済発展は大切ですが、安全で安心な暮らしがあって成り立つものではないですか？
経済発展と脱原発が両立できる方法は必ずあります。

政府と国民が一体となって、安心な国を作り直しましょう。
今動かなければ！

35442 個人 その他 ４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。ただちに原発を停止し、廃
炉にする準備に取掛かり、できるだけ早く原発ゼロに
する。

理由はシンプルです。放射能が怖くてしようがないんです。万全の安全対策が施されているはずの原子力発電所で、福島第一原発で、事故は起こりました。事故の混乱の中、当事者の東京電
力も国も原子力保安院も付近住民を守らなかった。被爆させ、損害を与え、多くの人生をめちゃくちゃにした。取り返しのつかない罪であるし、なんとも理不尽です。震災に見舞われたのだから
仕方ないとは思いません。そこに原発がなかったら原発事故は起こらなかった。同じく、今後、日本のどの原発でも事故は起こりうる。福島を見てなお、原子力に依存していくという発想はまった
く理解しがたいです。日本は、この事故で膨大な量の放射能を飛散させ、地球規模で汚染させてしまった責任を重く背負い、原発と決別するべく大きく舵をきる時であると強く信じます。

35443 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見
「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張。
「原発」という負のエネルギーをなくし、国民の「未来へ
の希望」というエネルギーが必要だ。

今や、原発や自然災害に対する危機感のみならず、政治・経済に対する不安感が高い中、政府は、国民の安心・安全を最優先し、国民に対し再生可能エネルギー比率を増やす方策を早期に
明確に示すことが、国民の信頼回復、そして経済の活性化へと繋がる。

35444 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します。 事故の危険性と経済性は天秤にかけられません。
原発に頼らない生活設計を考えエネルギー政策を見直す時期に来ているとおもぃます。
弱者の犠牲の上に成り立つ原発は今の日本の象徴そのものです。
この構造がいじめや自殺の増加の土壌を作っているのです。
お互いを大切にできる文化を創るのは原発ゼロと同時に、自然との共生、人と人とのつながりを大切にする文化と産業構造をつくってゆけばよいと思います。

35445 個人 家事専
業

３０代 女性 2030年に原発　０　パーセント 2030年では遅すぎるのですが。少しでも早く稼動を止め、廃止に向かってください！

35446 個人 その他 ５０代 男性 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しま
すが、即刻廃炉すべき！

　日本は地震がとても多い地域です。当然津波も起こります。今後も人知を越えた地震が起こるかもしれません。「想定外」はただの言い訳です。なので地震の少ない欧州のような段階的廃炉
の選択肢はあり得ません。

　また原発のコストの高さはすでに「原子力のコスト(岩波新書)」などで立証されています。目先のコストだけではありません。事件（事故）が起こった時には想像も出来ないほどのコストが掛かっ
ているではありませんか。経済性や国際競争力からは原発を選択することはできません。

　そもそもGDP成長率がエネルギー消費量を考える元になっていますが、ドイツではGDP成長率とGHG(温室効果ガス)排出量は反比例しています。GDP成長率はエネルギー消費量を減らせる
はずです。

　省エネや自然エネルギーに対しても、「経済的負担が大きくなる」としていますが、わずか数年の電気料金で取り戻せるのに、なぜ「負担が大きい」のでしょうか。イニシャルコストだけで、ランニ
ングコストを考えていないように見えます。
　原発が稼働したら電気料金は下がるのでしょうか？きっと下がりません。でしたら自然エネルギーの方に方向転換すれば良いと思います。

　電源構成はピーク瞬時の電気需要に対して構成されます。したがってピーク瞬時の需要を下げれば足りるのに、年間電力消費量で考えられているようです。
　電源構成は瞬時の対応ですからその点から考え直すべきです。

　以上により、原発に依存する必然性はなく、逆に動かすことのリスクは限りなく高いため、即時のゼロシナリオを求めます。
35447 個人 自営業 ４０代 男性 原発は即時撤廃、0オプション選択。 まず、ウラン採掘の段階から、社会的弱者、弱小地域の負担を強いる。

アフリカ、ドイツなどのウラン採掘鉱山例があります。
そのような上にたった快適性や経済発展というものは、成熟した大人がやってはいけないものであるのは自明です。
採掘会社、国はかの国の経済に寄与しているといいます。
特に先進国がそのようなことをしてはいけない。
嘘の発展だからです。
そのような発展に国が率先するのは、非常に恥ずべきことです。
国益ではなく私欲の発展でありしかも、国益というのももはや古い。
もっと広い地球益、人類益を考えていかなければいけない時代になったと思います。
それが本当の国益だからです。

35448 個人 その他 ５０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します
いますぐ原発をなくしてほしい。核兵器としての保存と
の両立が必要な世界をなくす方向に、転換してほし
い。
平和な世界への道を拓く、パイオニア国になってほし

あまりにも命の価値に差のある社会が露呈して、誇りの持てる国建設から遠ざかっているからです。

35449 個人 自営業 ３０代 男性 原発ゼロの社会を希望します。 原発に頼らないと経済はかたむくという意見があります。
でもそれはエネルギーに依存しすぎている社会が前程の経済です。
そもそも、エネルギーがないと生きていけない。。
そんな社会が本当に豊かな社会といえるのかがまず疑問です。

大地と、光りと、水がまず、豊かで健康であることがなにより大切だと思います。
人だけではなく、あらゆる生き物のために。
エネルギー問題を考えるとき、本当に豊かな社会はなにかあらためて見つめ直す必要があると思います。原発に限らず、生き物に本当に大切なものを危険にさらす技術には頼るべきではない
と思います。

35450 個人 その他 ６０代 女性 世界における被爆国として世界の平和と安全を願う国
であるならば、原発の比率は、ゼロシナリオで行くべき
であり、いかなる理由があっても、この国の未来を閉
ざす他の選択は許されない。

　世界で最初の被爆国として、その悲惨な経験を活かし、全世界に「核」のない世界を訴え、実現する責務を放棄して、「核の平和利用」というまやかしの論理で「夢のエネルギー」の名の下に原
発を建設し、稼動させてきた上に、チェルノブイリの悲劇さえにも目をつむり、ついに福島での大惨事を引き起こした。
　
　その事故対策、被災・被爆者対策の不十分さに加え、今も進行中の放射能の拡散の事実、原発難民とも言える東日本の人々に対していかに責任をとれるのか？とろうとしているのか？が全
く明確ではない。その上、事故の検証さえも十分でないままで、国民の選択の余地さえ奪って、原発依存の経済を優先させ、国際的な基準に到底達しないストレステストで大飯原発の再稼動を
進めたことは、国民の命を軽んじて余りある。

　東北の大震災において、この災害を予知することも防ぐことも叶わなかった火山学や地震学の研究者たちは、彼らの科学者としての使命と良心において、更なる研究を進め、勇気を持って全
国の原発の建設地の地盤や火山活動等の検証をし、日本列島の地震・火山活動等の影響を証言し、危険性を訴えている。

　福島原発以後のどの状況、どの科学的見地からも、可能な限り一刻も早く原発の閉鎖と蓄積した核廃棄物の処理の安全性を確保すべきであることは自明である。今後、西日本の原発の再稼
動と災害が発生した時には、もうこの日本のどこにも安全な場所は皆無となる。つまり、この国の全てが破壊され、国民の未来は断ち切られる。国も滅び、山河も滅び、国民は被曝の中で死を
待つ悪夢のシナリオである。このような未来図を私たちは被爆の中で苦しみ、命を奪われて行ったヒロシマ、ナガサキ等の被爆者たちへ示すことは許されないはずだ。

　国や企業が発展できるのも、国民の健康と天地の恵みがあってのものであるはずだ。今回の災害においては、その原点に立ち戻り、行過ぎた便利さやエネルギーの無駄遣いを省き、かつて
この国にあった自然と調和して生きる知恵の中にこそ、地球温暖化、自然エネルギー、環境保全の課題解決のキーが潜んでいるのではないだろうか。私たちは、自然の脅威から学び、人として
賢く持続的に発展して行ける知恵も技術もまだまだあるはずだ。その意味においても、被曝国として、また原発事故に学んだ体験が、世界中の「廃炉」に向けて技術を提供できるし、深刻化する
世界の環境破壊（崩壊）の科学的見地と技術をもって対処し、各国をリードするほんとうの「環境立国」として生まれ変われる契機となると考える。勇気と誇りを持って今後のエネルギー・環境に
関する選択は「原発比率のゼロシナリオ」とすべきである。

35451 個人 会社員・
公務員

６０代 女性 原発の再稼動に反対します。 福島第一原発の事故で私たちは原子力発電が実は原爆とまったく同じ危険なものだということがよくわかりました。自己がいったん起こったら撒き散らされる放射性物質は何万年も放射能を出
し続けます。それは人智を超える時間です。私たちはこの地上に生きている全ての命を破壊してしまうかも知れない核融合エネルギーの利用をやめるべきです。

35452 個人 その他 ３０代 女性 原発をゼロを望みます。 安全性が立証されていないにもかかわらず、危険だとわかっていてなぜ稼働させるのでしょう？危険なものを、使用して豊かさを得るより、代わりのものを導入して少々不便になっても安全なの
であれば、賛成する国民は多いのでは？多くの国民が不安を抱きながら生活を送り続ける事は、一見平和に見えるこの日本ですが、健全な生活がまるで保証されていない国…ということです。
国民全員が安心して暮らせる環境を望みます。

35453 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロシナリオを希望します 原発はゼロにしてください
原発ゼロと温暖化対策の両立は可能です。省エネをもっとすすめ、再生可能エネルギー を最大限導入するべき。

35454 個人 自営業 ５０代 男性 放射性廃棄物処理に有効な方法は全くなく、原子力
エネルギー政策は、我が国の豊かな自然と国土を破
滅させるものとして子々孫々にいたるまで亡国のそし
りを免れない。よって原子力発電は０％とすべきであ
る。

我が国は、環太平洋地震帯に属する大地震地帯である。人工の建造物や構造体が想定内のものであっても想定外のものであっても、地震動や津波に対して１００％の安全性を保障できるもの
ではないことは今回の福島第一原子力発電所の事故を検証してみても万人の認めるところである。その他の原子力発電所についても活断層の動きの想定や未発見の断層や破砕帯の存在な
ど現在の治験で十分な予測が成り立つとは言い難く、原発の老朽化などの問題も含めるとかなり綱渡り的な運用をしていると言わざるを得ない。また、現在まで稼働してきた原発の放射性廃棄
物の保管及び処理も大きな問題として、社会的な負債となっており経済的コストパフォーマンスを考えても近未来的なエネルギー源として原子力を利用することは、我が国の経済発展及び国土
保全にとって多大なマイナス要因となる可能性が大きい。我が国は海に囲まれた海洋国であり、潮流エネルギーの利用など未開発の代替エネルギー源は今後その開発が望まれるところであ
るが、現在の政策においてその方向性が確立されているとは言い難く、原子力エネルギーへの依存度を０％にするなど革命的な政策の転換が我が国のエネルギー政策を世界のモデルとなる
ものに変えていく第一歩及び引き金になることを信じています。

35455 個人 家事専
業

３０代 女性 原発いらない！ 絶対ゼロ！ 核のゴミの処理も決まらず、福島も汚染が続き、これ以上、原発の犠牲はいらない！
だから絶対ゼロ(0%)です。
今回の事故の賠償金とか考えたら、原発が安いとは思えない！
早急に自然エネルギーの方向へ転換すべき！
今すぐゼロで、よろしくです。

35456 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオに加え、再生可能エネルギーの割合のさ
らなる増大を望みます。

今回の原発事故を受けて、脱原発依存の方向で世の中が進んでいくのは間違いないと思いますが、稼働原発の基数を減らしても、事故の危険性がゼロになるわけではありません。安全性が
高まることもありません。

我々はすでに原発の危険性を認識してしまいました。もはや原発の割合を減らすだけでは世論の賛同は得られないと思います。

再生可能エネルギー利用はまだ発展途上ですが、これには我々の想像以上の期待を込める価値があると考えています。世の中が再生可能エネルギーを必要とすれば、科学や経済の方向が
一気にそちらに向けられます。

危険性もなく、地域を選ばず建設でき、かつ特別な専門知識も必要ない太陽光パネル設置などでより広範な経済活動の活性化が期待できると考えています。

我々は強制的に節電を求められても、乗り越えられるはずだと確信しています。

ぜひ、2030年まで待たずに、即刻の脱原発を希望します。

35457 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選びます。 原発ゼロシナリオを選びます。

原発は以下の2点の理由から反対です。
１．使えば使うほど増えていく使用済み核燃料を100万年単位で保管管理しなければいけないこと
２．ひとたび事故が起きれば取り返しのつかない事態を引き起こすこと

原発は、以上の理由だけを考えても不合理なシステムです。
出来るだけ早く全原発を廃炉にすること、また、日本国内から核燃料を無くすことが肝要です。



35458 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオに賛成です。
２０３０年ではなく、今すぐにでも大飯原発を止めてほ
しいです。
人間が原子力を制御できない限り、いくら安全と言わ
れても原子力は怖いです。

国会事故調査委員会が福島の原発事故を人災と認めました。
しかし政府及び電力会社は事故の検証や責任を明確にすることなく大飯原発を稼働させました。
原発事故から１年５ヶ月経っても、福島の被災者は日常の生活に戻れない現実があります。
十分な除染と保障がされない限り　被災者は前に歩みだせません。
大飯原発を再稼働させる前に　福島原発事故の被災者全員を事故前のような平和な生活に戻してあげる必要があったと思います。
どうしても原発が安全というのなら、政府や電力会社のそれぞれ大切な家族を原発のすぐ近くに移住させて証明してください。

原発の廃棄物は10万年もの間放射能を出し続けます。
数十年間　何の効果も出ない「もんじゅ」に１日数千万円の維持費をかける価値が理解できません。
税金の無駄遣いだと思います。

危険な原発でなく　安全な地熱発電や太陽光、風力などの自然エネルギーを活用することを早く進めてください。
火力発電で問題とされるCO2については、固定化して安全に廃棄する技術が研究されています。
原発にかかる莫大な費用を再生可能エネルギーやCO2固定化技術の開発に充ててください。
各原発の立地場所にそれらの産業を誘致すれば、原発の代わりに安全な雇用を地域に生み出すことが可能だと思います。

安心して私たちや子や孫が住めるような日本にしてください。

35459 個人 学生 １０代以
下

男性 私の意見を述べます。私が思う原発に対する最善の
策は、やはり原発ゼロがいいと思います。原発に替わ
るエネルギーは海流発電がいいと思います。

最初に述べた原発ゼロがいいと思う理由はいくつかあります。一つは住んでいる場所を奪われたくないと言う理由です。私の住んでいる所の付近には原発はありませんが、福島の人達のような
状況に自分がたたされた場合、やはり住み慣れた場所から離れるのは嫌だなと思ったのでこのような意見になりました。原発ゼロのもう一つの理由は放射性物質の処理の事です。私は詳しい
事はわかりませんが放射性物質を地中に埋めていくと地中の深さにも限りがあると思いますのでいずれ埋める場所がなくなってしまうのではと思いました。これらの理由で私は原発ゼロがいい
と思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　次の意見で述べた原発に替わるエネルギーは海流発電がいいと言う理由もいくつかあります。海流発電には私はあまり詳しくはないのですが、まず海流
発電は海流の力で発電するので危険性はないと思います。さらに天候などに左右されないので安定した電力が見込めると思います。それに海流発電で原発程度の電力が賄えると言う話もあり
ます。そしてなにより自然環境に影響を与えるのが最小限に済みます。経済的にお金がかかり難しいという話もありますが私は人が安全に暮らし、人がいるからこそ経済は回ると思っていま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意見をまとめると、原発ゼロを目指し、海流発電を進めていくのがいい　というのが私の意見です。

35460 個人 自営業 ３０代 女性 原発ゼロを指示します。しかし、「いずれ廃炉」ではあ
りません。即時、全原発を廃炉にしてください。

福島第一原発は、いまだに収束などしていません。原発事故の収束とは、放射能を吐き出すことがなくなった状態を言うのではないのですか？二号機の炉は底が抜けて、燃料がどこにあるか
もわからない状態です。

そもそも、原子力発電で生み出された放射性廃棄物は、どのように処理するつもりだったのでしょうか？子どもたちが将来上手く処理してくれるだろうなどという論理は、借金まみれの両親が、そ
の負債を子どもに押し付ける図式以外のものではありません。また、お金を払って他国に処理してもらうなどということも、倫理が欠如した非道な選択肢で、絶対にしてはならないことです。

枝野氏が指摘したように、原発ゼロを選択した場合　経済に与える影響は、マイナスばかりではないと思います。地熱・風力・小水力・R水素etcなどの新しい発電は、多数の雇用と永続的な利益
を生み出すはずです。技術も充分に整っているはずです。東電をはじめ、大手電力会社だって第三の発電に参入しているのですから、そこを拡充させていくことで、企業内の雇用はある程度守
れるのではないでしょうか。

福島の原発事故被災者の方々の声を聞いてください。私たちは、この星のうえで唯一の被爆国でありながら、自分たちの子どもたちを自らの手で被爆させたんです。その影響は、どんなに取り
繕おうと、今後表出して来るでしょう。こんなことを繰り返す可能性は、私たち自らが捨て去るべきです。

そのときが来たら、指示されるのは、どんな政治家だと思いますか？
今からでも遅くありません。政治家は、国民の命を第一優先としてください。国あっての国民ではありません。国民あっての、国です。

35461 個人 家事専
業

３０代 女性 原発はもうやめにしましょう。 始末におえない核に頼るのは、生物的にも種の保存に反します。
どなたか、教えてください。
核のゴミをどう処理すればよいのか。
答えもないのに走りつずけることはばかげています。

35462 個人 その他 ３０代 男性 「核燃料サイクル政策」の現状の成否を評価し、その
検証を国民の監視の前で公におこなうことなしに、エ
ネルギー・環境に関する選択肢を問うことは無駄であ
る。

　「核燃料サイクル政策」の成否の検証なしに、原発依存率にのみもとづいてエネルギー政策を選ばせるというのは、あまりにも拙速である。
　今回、資料として提示されたpdf「エネルギー・環境に関する選択肢」（エネルギー・環境会議）の序文には、「使用済核燃料を再処理し、回収されるプルトニウム・ウラン等を有効利用する核燃
料サイクル政策と組み合わせることにより、準国産電源としての原子力発電の優位性がさらに高まる」という文言がみられる。それが事実なら大変結構なことだ。しかし、では、高速増殖炉の実
用化はいつなったらできるのか？　青森県・六ヶ所村の再処理工場はなぜ本格稼働できないのか？　今現在でも45トン以上ある国内のプルトニウムをいったいどうするつもりなのか？　原発サ
イト内に使用済核燃料を貯蔵するという愚をいつまでつづけるつもりなのか？　はっきり言う。これらの問題点をすべて明らかにした上で、端的にまず、トイレなきマンションとしての原発の実態
を国民の目にさらし、あらためて使用済核燃料の処置および核燃料サイクルの是非を問う形で、国民的議論を喚起すべきだ。なぜならこれは、まさに将来の国民にそのまま降り掛かってくる、
現在の日本人がみな亡くなった後でも依然として存続しつづける、日本という国の、持続可能性にかかわってくる問題だからだ。もう、これ以上の先送りはゆるされない。
　今後の日本のエネルギー政策のシナリオとして、原発依存率（１）ゼロ、（２）15％、（３）20～25％という三つが計画されているのだが、いずれのシナリオも、あたかも経済・産業への影響と地球
温暖化への影響が最大の論点であるかのように偽装されており、核燃料サイクルの是非を判断することを曖昧にしている。そこには、たとえば、使用済核燃料の負の存在が環境にあたえる影
響への配慮などまったくない（福島原発の事故では、第３号機の使用済核燃料プールが深刻な危機的要因になっていたことを、もう忘れてしまったのか？）。一応、（２）、（３）のシナリオでは「核
燃料サイクル政策については再処理・直接処分がありうる」とのみ書かれてはいる。つまり高速増殖炉の失敗にも再処理工場の不発にも目をつぶって、まだまだ問題を先送りするというわけだ
ろう。（１）のシナリオでは「使用済核燃料を直接処分する政策を採用する」とある。しかし直接処分するにしても、問題が山積していることは自明であるのに、その点については言及はない。当然
ながら高速増殖炉も再処理工場も失敗だと見なすのなら、当時の政策担当者の責任は重大であり、それが追求されるべきである。彼らがまだ現在でも重要なポストに居座っているのならば、
さっさと退いて新しい世代の能力のある人間に席をゆずっていただきたい。まさか「ゼロシナリオを採用する」と口にすれば、過去の失策がすべて水に流されると思っているわけでもあるまい！
それに、直接処分するにしても前途は多難である。おそらく地層処分が唯一ありうる選択肢だろうが、この日本という狭い国土、しかも地震多発地域において、どこに埋めればよいのか、場所を
さがし、さらに周辺住民の理解を得なければならない手間を考えても、気の遠くなるような思いがする。どう考えても「再処理・直接処分がありうる」「直接処分する政策を採用する」などと書くだけ
で済む問題ではないのだ！　この重大な政策転換をはらんだ選択を、ただ原発の依存率の問題へと矮小化しようとする、今回の議論には、およそまともにエネルギーのことも環境のことも考え
ようという意志は見当たらない。だとしたら、このパブリック・コメントとしても、そこを徹底的に批判することに終始するしかないではないか！
　結論を言えば、原発依存率にもとづいた三つの選択肢など、笑止である。まずは、使用済核燃料と核燃料サイクルにともなう現時点での致命的な問題を、すべて明らかにし、国民の目にさら
すことだ。そうやって、全国民および為政者が原子力発電の問題点を先送りせず、しっかりと直視し受け止めきったところからしか、われわれが原発とどうやって付き合って行くかという議論は、
はじまりはしない。

35463 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 今後の原子力の比率は0パーセントがよいと考えま
す。原発の再稼働に反対です。

ウランの採掘、原子炉での定期検査で被爆を余儀なくされる。運転中の原発からは事故が起きなくても核のゴミが出るが、その処理の方法も確立していない。廃炉にするのにもエネルギーを使
い続けて事故が起こらないよう安全に冷やし、長い間管理していかなければならない。莫大なコストがかかることだろう。子供たちや若い世代ほど影響を受けるといわれている放射能。子供たち
に押しつけることはできない。速やかに自然エネルギーやコジェネレーションに切り替えていくのがよいと思う。

35464 個人 家事専
業

３０代 女性 「原発ゼロ」が、唯一の進むべき道筋です 自分たちが制御できないものを、人間は作るべきではない。
福島の方々の苦しみを見てもなお、原発を推進してゆく団体が存在するが、
３１１から学び、悲劇は繰り返すべきではない。
この暑い夏に、全国でたった２基動いているだけで事足りているのだから。

35465 個人 自営業 ５０代 女性 原発0パーセントを支持します。人類が手を出しては
いけなかったと思っています。

安全性が確認できたら・・・・というのがわかりません。
最終的な処理方法も決まっていない、安全な処理法もわかっていない、そんな危険なものを持ち続けるのはやめましょう。今回の事故で、専門家といわれる人たちすら”わからない”ということを
知りました。
福島県ほどではないにしろ、栃木県も大きな被害を受けています。豊かな自然が汚染され、キノコや川魚など今も大きな被害が続いています。
日本人の智恵と勇気で、率先して脱原発の方向に舵を切りましょう。
「遠い将来」あの時の決断は素晴らしかったといわれるように・・・

35466 個人 その他 ６０代 女性 原発ゼロに賛成。原発はすべて停止して廃炉に。核
廃棄物の最終処理について早急に研究しとりかか
る、人事はこれまでの原発関係者をすべてやめさせ
る。被災者への対応に全力を。責任者の処罰を。

　地震活動期に入りいつ大規模地震が起きてもおかしくない日本では、即刻、原発を停止し、廃炉にすべきです。　政府は国民の生命と安全を守るために全力を挙げてください。　処分方法が
無い核廃棄物を生み出す原発は、すぐやめるべきです。膨大な原発予算が人の心を狂わせ、プルトニウムを生み出すため「核」を持ちたい人々を狂わせています。その意味でも原発には反対
です。
　福島への対応が遅すぎますし不十分です。義捐金すらすべて配分が終わらず、東電への被害申請が、出しにくいと福島の友人が嘆いています。
　いまだ危険な福島原発への対応（燃料棒や使用済み核燃料を取り出し安全を確保）の後には、事故の責任追及を必ずしてください。原発安全神話を振りまいて原発を促進した者たち、利権を
得た連中、政府、産業界だけでなく、学者も含めて責任があります。事故処理にあたっている下請け労働者の被曝、２０年、３０年後の内部被ばくによる影響、今後生まれてくる命も含め、時間を
かけた殺人です。放射能被害のため生活を奪われた人々にとっては、国家規模の詐欺事件で、これに比べれば、振り込め詐欺なんてカワイイと思えるほどです。いまだに東電の殿様体質が変
わらないのは、世界でもまれな事故を起こしながら、責任追及がなされていないからです。いまだに、やらせ、隠ぺいが行われるなんて、全くなんという感覚なのでしょう。国民を愚弄しています。
一人殺せば殺人者だが……という言葉通りだとしか思えません。今回の事故は、日本の枠を超え地球的規模での環境汚染であり、日本は最悪の加害者になっています。原発を他国に売るな
どもってのほかです。国民の声に真摯に耳を傾けてください。

35467 個人 自営業 ４０代 女性 原発反対です。ゼロを目指すべきだと考えます。 生命を脅かす汚染物質を放置し、作り続ける事など間違っています。エネルギー問題ではなく、命の問題。これから生まれる命や子供達を危険に晒し、大きな負の遺産を背負わせてしまう事に
なるのではないかと思います。

35469 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 　地震による大規模災害が避けられない我が国のエ
ネルギー政策についおて、原発依存後は今後30%以
内に0%とするべき。

　我が国ではこれまで、エネルギー資源が乏しいことを最大の理由に火力および原子力に大きく依存するエネルギー政策がすすめられてきました。
　しかしながら、30年前より核廃棄物の処理方法が確立されていない原子力に頼ることへの警鐘があったにも関わらず、東日本大震災において人、農地、産業にエネルギー供給源が深刻な被
害を招く結果となりました。
　一方、我が国では高度経済成長期のような右肩上がりの経済成長を目する政策が推進されてきたことも事実です。
　しかしながら、成熟社会を迎えた我が国においては必要以上のエネルギー供給は不要と考えます。オイルショックを受けて以降の省エネ技術は他国以上のものがあり、それらの技術確信を
推進させることにより、大規模なエネルギー需給は今後不要になると考えます。

　原発については、立地自治体における産業、労働環境の再構築を目指すことも可能である戸考えます。
　ついては、この30年間の間に原発立地自治体の産業再構築を推進しつつ原発依存度をゼロとする方策をとっていただきたいと考える次第です。

35470 個人 家事専
業

６０代 女性 原発は、無くすべきです。 核、原子力というものは今の人間の力では制御不能です。危険すぎます。政府（原発を持っている国の）や企業は隠しているけれど、原料のウラン採掘の現場でも原発労働者のあいだでも放射
線被曝による健康被害はでているはずです。
医療に使われるほんの僅かの放射線ですら慎重に慎重に扱われています。それを核分裂や核融合を起こさせてエネルギーを取り出すなど危険すぎます。それに、一旦使い始めたら止めるの
も廃棄にするのも大騒動。何年も、いえ何十年何万年も掛かるというではありませんか。福島の被害も本当の被害が見えてくるのは１０年２０年先の話です。「今のところ、特に被害無し。」として
再稼動に踏み切った政府の考えはあまりにも無謀、無責任です。もちろんこのことを政府に迫った財界や電力会社が一番悪い。人の命をなんだと思っているのか。神経が分かりません。
エネルギー政策を脱原発、再生可能エネルギー（バイオマス、水力、太陽光、風力など）への転換を

35468 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを選択する。福島原発事故の教訓から
分かったことは「原発だけは成り立たない」という事。
再稼動した原発もまた止めればよい。値上げして電力
会社の経営破綻を救ってよいから代わりに原発ゼロ
化する。

1.原発は「ウソ・カネ・脅迫・隠蔽」によって成り立つ反社会的装置である。
原発は現代の悪夢である。利益のためなら安全神話といったフィクションを利用して事実を曲げる態度が明らか。地球温暖化問題に見られるようにシミュレーション結果が多数集まっても科学は
多数決では決まらない。交付金・研究費・広告費・出演料のバラ撒きや廃炉・事故処理費用を全て原発の電気代に含め正しく公開する必要がある。1961年のアイゼンハワー大統領離任演説で
示されたように研究開発のあり方がより組織的でコストのかかるものとなり技術はおろか科学までも国や軍のものになっている脅威がある。脅迫とは電力不足・計画停電といった欺瞞により国
民の危機感を煽る行為。情報は公開し放射性物質は隠蔽すべきなのにその逆をやっている。お願いですから国民がまっとうに働いて得たお金を無駄にしないで下さい。一部の人間の無知と妄
想と身勝手により原発を動かし犠牲者を出すことは許されない。たとえ個人が原発の安全性を懸念しても統治構造に抗えず組織として国民不在の誤った方向に進んでしまう。原発は生存権や
表現思想の自由、国家賠償請求権などの憲法条項に違反しており現代日本の議員内閣制、発展途上の自由主義及び民主主義にそぐわない反社会的なシステムといえる。原子力基本法の制
定された昭和30年には国会法第78条「自由討議の開催」が削除された。社会の根本は信頼関係で成り立っておりそれが崩れたら全て終わりです。

2.原発の労働は非人間的・反倫理的であり、差別と犠牲の上に成り立っている。通常の運転で日々作業員を被曝させ付近住民を病気にする。発電効率が1/3と悪く排熱で海水の温度を上昇さ
せ、わが国の貴重な海の生態系を破壊する。地球の一住民としてやっていいことではない。そもそも熱から生み出した電気を熱のために使うのは愚かです。安全基準が見直されても過去に建
設された原発には適用されない。原発は設計通りに施工されているとは限らない。素人が溶接しており設計変更があっても反映されず配管が「検査は通るだろうが地震で持ちそうにない」との
現場の声。検査は都合のよい所だけを選んで見せ専門知識と経験に乏しい人が言われるがままに見て終わりだという。原発の仕事はもはや人間の労働とは呼べない恐ろしく醜いものであり、
次世代に引き継ぐわけには行かない。

3.原発はひとたび事故が起きるとその影響は計り知れず、人間のやることに完璧はありえない。地震国日本に作ることがその危険性を一層高めている。原発は理論屋が「理論的には可能」と考
えただけであり技術的には不可能。ある技術者は「制御棒が入らないとかECCSが作動するようなことがあったら原発は技術として終わりだ」と言った。安全を過小評価する人を連れてきて設置
許可を取ってしまう。また利権が絡むと安全性は蔑ろにされる。原発はサイエンスとして想定できてもテクノロジーの観点から成り立たない。安全性を考えると、いくら事故の可能性が低いとはい
え、事故が起きると時間軸・空間軸への影響が計り知れず取り返しがつかないのです。これを技術とは呼べない。ですから確率論を適用するのは不適当です。

4.核燃料サイクルは破綻しており、核のゴミの捨て場がない。原発推進派の意見に「化石燃料はいずれ枯渇する。わが国がエネルギーで生き延びる最善の策が原発」というのがあるがウランに
も限りがあり輸入に頼っている。核燃料サイクルが破綻していることは小出裕章氏が論証したように明らかであり歴史が証明している。１兆円を注いだ高速増殖炉「もんじゅ」と青森県六ヶ所村
の「再処理工場」は即時閉鎖すべき。従って原発は火力発電などよりもむしろ貧弱な資源からなり、増え続ける放射性廃棄物の処分方法を決めなければならない。火力発電をフル稼動させコ
ジェネを普及させれば代替エネルギーは不要。そもそも原発の原料にウランを使う必然性はなく核兵器からの転用であることが明らか。戦後の技術革新を担う技術の多くは戦時中に開発され
たものであり戦争の性格を強く持っている。核燃料サイクルが破綻していることを認めれば原発を続ける理由は何もない。原発を持つこと自体テロや戦争の標的として攻撃される危険性があ
る。人間には分からない事・出来ない事がありそれを認めるのが誠実な態度、認めないのは傲慢である。

5.電力不足について。事業者に発電機を売り自由化部門の料金体系を引上げれば解決する。経済で解決可能。電気の90%以上は一般家庭でなく産業が使っており大企業こそ節電が必要で
ピーク時のみ低減すれば電力不足は起こらない。瀕死にあえいでいるのは節電を押しつけられあの手この手で「言葉と空気」に支配される民衆と中小企業。電力事業者は安定して電気を供給
する義務がありこれを怠った場合は経営者が責任を問われ経産省から事業許可を取り消されて当然と考える。電力不足やコストは原発反対の二次的な理由であり問題はその欺瞞性にある。

以上の根拠を示す一助として以下に参考文献を記す。広瀬隆「東京に原発を！」「2012-8-6 告発状」小出裕章「放射能汚染の現実を超えて」石橋克彦「岩波『科学』1997年10月号」「原発を終わ
らせる」田中三彦「岩波『世界』2011年5月号」後藤政志「2011-5-23 参議院行政監視委員会」アーニー・ガンダーセン「福島第一原発　真相と展望」高木仁三郎「原子力神話からの解放」武谷三
男「原子力発電」肥田舜太郎「内部被曝の脅威」菊地洋一「原発をつくった私が、原発に反対する理由」安斎育郎「だます心　だまされる心」安冨歩「原発危機と東大話法」広河隆一「暴走する原
発」鎌田慧「日本の原発危険地帯」佐藤栄佐久「福島原発の真実」武田邦彦「原発事故　残留汚染の危険性」クリス・バズビー「封印された『放射能』の恐怖」児玉龍彦「内部被曝の真実」川本兼
「日本人は『脱原発』ができるのか」明石昇二郎「原発の闇を暴く」小室直樹「日本いまだ近代国家に非ず」古賀茂明「官僚の責任」原田正純「水俣病」



35471 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 ０％シナリオを望みます。
電気をつくる面と使う面の両方で、研究開発、制度改
革を進めていってほしい。
困難な道であると思う。しかし、先送りすれば、更に大
きな困難となる。

早急に全原発の廃炉を決めてほしい。

１．福島第一原子力発電所の事故原因及び、現状、処理の方法はまだ解明されていない。事故が起きれば殆ど何もできないことがわかった。

２．原子力発電によって出る放射性廃棄物の処分方法及び、処分地が決まっていない。放射性廃棄物は現在ある分だけでも、処理が難問であり、これ以上増やすことは更なる難問の先送りで
ある。

３．原子力発電は運転についても、事故時にも、廃炉についても、安全な技術とはいえない。

４．経済性について、疑問がある。福島原発事故の被害は深刻であり、経済的な価値に容易に換算できるものではないが、賠償にかかる費用等その経済的損失も原子力発電の費用に組み入
れる必要がある。今までの事故対応の保険は大きな地震の起こる可能性の高い日本では十分でなかった。更に、廃炉の費用、廃棄物処理の費用等、正しく算入されていないと考える。

35472 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 金食い虫の原発に依存する必要なし。即廃炉。 子供の未来を守れ。悲劇を繰り返すな。

35473 個人 無職 ３０代 女性 ゼロシナリオを希望します。即時全原発停止。 電力は足りています。原発は事故のリスクが高い。放射性廃棄物もでる。即時全原発停止しなさい。電力会社の独占を止めさせるため発送電分離をすすめて、送電網は電力会社から切り離す,
所有分離をしてください。そうすれば、自然エネルギーが、発展する。

35474 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「2030年に原発0」を主張

原発は事故の時のリスクが大きすぎてリスク／ベネ
フィットの天秤にかけられないほどだと思うので０が望
ましいと思う。

原発は事故の時のリスクが大きすぎてリスク／ベネフィットの天秤にかけられないほどだと思うので０が望ましいと思う。

代替エネルギーがなく、石油だけに頼るのはコストが高く、またエネルギー安全保障上リスクが高いと言う意見は確かにそうだと思う。しかし、私はエネルギーコストが高くなった結果、生活水準
がさがることはかまわない。生活水準は下がっても最低限の生活が出来るよう雇用は守るような政策をとってほしいとは思うが。
またエネルギー安全保障の観点からいけば、国内でエネルギーをまかなうことが最善であり、新潟沖や南西諸島付近の資源開発や自然エネルギー開発を進める方が将来的にはよりよいので
はないだろうか。

35475 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロのシナリオを絶対に支援！ 　子どもたちの未来を考えたときに、原発を少しでも稼動することは考えられない。
　現在、標高高くまで防波壁を建設しているが、それで１００％防げるとは言えない。見せ掛けの対策しか言いようがない。莫大な予算を費やしているが、安全な自然エネルギーにお金を費やす
べきである。
どんな防御策を施しても１００％問題が起こらないという保障はできないであろう。自然の驚異の前には、１８mの防波壁もちっぽけなものとなる。
　また、使い道のないプルトニウムのために、大量の放射能をまき散らし、大事故の可能性を抱え、11兆円以上のコストを必要とする六ヶ所再処理工場を正当化する理由は、何もない。原発ゼ
ロと同時に、六ヶ所再処理計画は絶対に許してはいけない。

35476 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 大きい地震が即刻来るから。日本が破滅に向かわな
いように。

原発0シナリオ即時?

35477 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 福島原発事故の教訓から「ゼロシナリオ」を決定し自
然エネルギーの拡大に努力すべき。

福島原発事故で安全神話のウソが明らかになり、いまなお被災地では多くの皆さんが苦しまれています。原発の危険性から命を守るには「ゼロシナリオ」しかないと思います。将来にわたって危
険な放射能を残すことになる原発の稼働を止め、自然エネルギーへの政策転換を図るべきだと思います。

35478 個人 自営業 ３０代 男性 こんな中途半端な状態で原発を動かしてはずかしくな
いんですか？
もしまた地震がおきたら、と考えてみてください。

自分のことと置き換えて考えてみてください。お願いします。
100年後のこどもたちに笑われない行動をしましょう。どんなことでも協力します。

35479 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 脱原発を望みます。 今後の再生エネルギーの見通しがつかないから原発に頼るとゆうのなら、今後の
膨大な放射性廃棄物処理の見通しを示してからにして下さい。
一部の人の利益の為に、未来に押し付けるには、あまりに重く、身勝手なことでしょう。
脱原発、不可能ではないはずです。
今こそ国民の信頼を。

35480 個人 家事専
業

５０代 女性 全原発　即刻　廃炉に！

日本は地震の活動期に入っています。
大変危険です。福島と同じ事故が起きるとは限りませ
ん。
また新たな想定外な事故が起きるでしょう。
最悪、人類が滅びてしまうかも。

地震の活動期に入った日本で、原発稼働などあり得ません。

福島原発事故で、安全な原発など無いという事がよくわかりました。

どんなに安心安全な原発を設計しても、施工段階でのミスが発生する事。
そのミスが見過ごされたまま原発運転されてしまっている事。

活断層の上に存在している原発が多数ある事。

原発は、通常運転でも微量な放射能漏れがある事。

原発作業員が定期点検中に被曝し、健康被害にあう事。

100万年も管理しなければならない核のゴミが毎日大量に出て、
その行き場が無い事。

ひとたび事故が起きれば、人間には制御する術がない事。

ばら撒かれた放射性物質は、あらゆる健康被害をもたらす事。
遺伝子の損傷・奇形児・脳障害・心筋梗塞・心不全・糖尿病・白内障等々。

こんな恐ろしい事態を防ぐには、原発を廃炉にするしかありません。
どうか子供たちの未来に、安全な空気と食べ物、健康な身体を
約束してあげて下さい。

心から、心から、お願い申し上げます。

35481 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー環境に関する選択肢への意見。
「2030年まで原発0」ではなく「すみやかに原発0」を主
張します。
そもそも2030年という設定構想が納得いきません。

事故を起こした福島原発は、今も尚世界を道連れにして、空気や海水の汚染を続けており、もはや日本だけの問題ではなくなっています。
更には、大飯、志賀、敦賀などの原発が活断層の上に位置していることを踏まえると、まずは何よりも次の二次災害を未然に防ぐことを何よりも優先させるべきだと思います。
温暖化の問題やコストアップに伴う弊害なども軽視はできませんが、これらの問題はすぐには人間の命を脅かしません。
逼迫度や優先度合いが比べものになりません。
子供達の為に安全な環境を取り戻すためなら国民は喜んで節電に協力するはずです。

35482 個人 自営業 ５０代 男性 日本の未来をほんとうに考えたエネルギー政策を
なぜ、原子力が未来のエネルギーだなどとうそをつい
て、拡大したのか？

ウランは有限であるし、増殖など夢物語。
確立していない技術をベースに国策を進めるなどという愚行を、50年間も進めた罪は大きい。
負の遺産ばかりを排出続けるエネルギー政策を推し進めようとする人間の考えはどうにも理解できない。
ほんとうに未来を考えて欲しい。

35484 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35485 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今回示された３つのシナリオで、最も実現性の低いも
のは「ゼロシナリオ」だと思う。再生可能エネルギーを
３５％まで増やせる根拠は何か、それが明確でなけれ
ば国家の最重要課題であるエネルギー政策は決めら
れない。

　国家において、エネルギーの安定確保・安定供給は、最重要課題であり、開発整備に時間を要することからも、方向性を見誤ると取り返しのつかない大きな衰退を招くことになる。今、決して
行ってはならないことは、「原子力発電が好きか嫌いか」という感情的な判断であり、しっかりとした科学的な根拠に基づいた冷静な議論が必要である。
　重要なことは、原子力発電の割合を幾らにするかということではなく、日本のみならず、世界中の人々が豊かに暮らしていくためには、どれだけのエネルギーが必要であり、その供給を実現可
能とするシステムは何かということである。原子力に携わる人を含む全ての人類は、原子力よりも安全で安価で安定的にエネルギーを供給できるものがあるならば、それを選択するに決まって
いる。そのようなものが本当に出来るのか、そこを突き詰めて考えなければならない。
　仮に、２０３０年までに再生可能エネルギーを３５％まで増やせたとしても、これまでに原子力発電で発生した放射性廃棄物の処分はどうするのか、それも含めた検討がなければ意味がない。
原子力発電をゼロにしたい理由は、福島第一発電所のような事故は二度と経験したくないということだと思う。しかし、原子力発電所が無くなっても、放射性廃棄物は無くならない。同じような事
故が起こる危険性は、ほとんど変わらないのではないか。また、今回の大地震と津波によって、女川発電所や福島第二発電所は事故には至らなかった。その点も、科学的に検証していく必要
がある。
　我々人類は、多くの困難を乗り越え、科学技術を発展させて今日の豊かな生活を手に入れた。（再生可能エネルギーの発電構成が２０３０年で３５％に出来るかは別として、）再生可能エネル
ギーの開発も、より安全な原子力発電の開発も可能だと思う。特に、科学技術立国である日本は、世界の先頭に立って、これらの研究開発、技術開発を行っていく立場にある。日本が、原子力
発電ゼロを選択しても、世界のどこかで同じような事故が起これば、日本にだって被害が及ぶ。このような事故を二度と起こさないためには、我々がこの事故を分析し、原因を究明して、より安
全な原子力システムを示す必要があるのではないか。

35486 個人 家事専
業

４０代 女性 制御不能な原発はもういりません。　ただちに自然エ
ネルギー、火力、ガスエネルギーにシフトチェンジして
ほしい。

2030年までに脱原発をめざしてください。
原発：0％　自然エネ：35％　火力・ガス：65％

35487 個人 自営業 ６０代 男性 原子力は人間の力で操作するにはリスクが大きすぎ
ると思います。費用対効果で考えてもメリットよりも危
険が大きすぎます。段階的にでも将来は原発はゼロ
にすべきと思います。子供たちのためにも。

原発のメリットとデメリットを比べれば、福島の場合をみてもデメリットが桁外れに大きいことは誰の目にも明らかになったと思います。もういいかげんに原発利権に群がる一部の人たちの利益の
ために原発に固執する醜い人たちを排除すべきです。子供たちの未来に今のままでは責任をもてません。今回の福島の避難者を当町も受け入れましたが原発関係者の家族の傲慢さには呆れ
ました。自分さえよければいいという人たちのために地球を犠牲にしてはいけないと思います。

35488 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ゼロシナリオ
ただし、３つの選択肢の中では「まし」なだけである。
本来、直ちに全原発廃炉しかあり得ない。

このパプコメは1941年に米国への開戦の是非を問うようなものだ。
リクツを並べて比較させること自体、おかしなことだ。
全原発即時廃炉に抵抗する人々をいかに排除することができるか、
に世界の未来はかかっている。

35489 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを選択します。ひとえに子どもの安全と、
将来のため。そのために必要となる節電、節約、不自
由を乗り越えようという気持ちがあります。子を持つ母
親たちの強い願いを、どうか、聞いてください。

事故が起こってからその恐ろしさを知る、という今回のありさま。リスクヘッジのできないエネルギーを使用するべきではないのだと思います。
また、現存する原発の下を活断層が走っていることなど、事前に福島のような事態を想像できていなかった。認識の甘さが否めません。
今回の事故は、この国にはこのエネルギーを操る資格がないのだと言われたようなものです。
今こそ、「経済発展こそ最優先」「なんでも上昇志向」の国民性を見直し、
国民自らが気持ちを切り替える時。
それに伴う節電節約、その他不自由、かならず乗り越えて見せる！
私たち母親は、その覚悟ができています。
よろしくお願いいたします。

35483 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 原発ゼロシナリオ。

原発が安全で保証ができるなら、原発５０％シナリオ
もあってもいいと思うのですがなぜないのでしょうか。

多くて20-25という全ての発電方法の中で４分の１程度に抑える数値に設定された公の感覚が原発に対してどのような認識をもっているか示しているのではないでしょうか。

私が原発ゼロシナリオとして投票するのは、

日本という国が経済を優先させてモラルを捨てる国ではなく

『絆』というテーマのもとにお互いに支え合っていく姿勢をとりたいからです。

原発事故が起きれば、作業員が死に、土地が死に、警戒区域で家畜を飼ってれば殺処分、
ペットはおきざりにされて、いままで慣れ親しんだ土地に住んでた人はふるさとには帰れなくなる。これらは実際に起きていることです。
住んでる土地にこだわる人もいます。周辺住民への健康被害もどのくらいのものになるのか想定できません。

とりあえずであれ、原発の存在の容認は、上記のリスク全てを容認することではじめて成立します。

これは日本という国が道徳を重んじる国家として歩んでいくのだとすれば、かなり矛盾している選択だと思います。

『もしかしたら福島事故の再来が起きるかも知れないですが頼りましょう』というのはギャンブル要素が強すぎる選択だと思います。

国民がそれを望んでいるのであれば私は反対しませんが、
私にはそうは思えません。

国民は言い訳を求めています。
『国が言うからしょうがない、多少は我慢はしよう。みんな我慢してるから』

政治主導はいまじゃないでしょうか。

それから国家として、国民も文句ばかり言うなとはっきり言っていいと思います。
私たちを甘やかさなくていい。導いてください。

１０００年は語り継がれるであろう名政府になってください。
私はその政府の国民でありたい。



35490 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35491 個人 自営業 ４０代 女性 ０シナリオにしていただきたいと思います、できれば今
年から原発稼動は０％でしていただきたいです。

事故が起こらないものという、前提として成り立たない仮定のうえで原発を推進してきて、事故が起こり、その後、事故後のずさんな処理・対応、放射性物質の飛散を結果的に推し進めている責
任者の事故責任を追及することなく、原発の再稼動や、今後も使用していくというのは、日本を動かしていく、日本の生活に大きく関わる方たちとして、今後は０から出直して取り組んでいただき
たい。

日本国内だけでなく、国外というより、太平洋沿岸、遠方の海外にまで、大きすぎる影響を与えていることを自覚・認識し、今すぐ稼動を全て取りやめていただきたいです。

原発を稼動するならば、どんな理屈でもいいです、きちんとつじつまをあわせて、放射性物質が飛散しない、飛散しても誰にもどんな影響もない、ということが、どの国民にも、また海外諸国に
も、理解してもらえるような科学技術が発達してから考えていただきたいです。

35492 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 「原発ゼロシナリオ」を選びます。 「原発ゼロシナリオ」を選びます。
これ以上処理できない核のごみを増やしてどうするのでしょう。
今ある核のゴミだけでもどうしようもないのに、将来につけを回すのは自殺行為です。
その労力と技術を新しい自然エネルギーや無駄のない省エネルギーの電力システムに変えていけるように、振り向けていってください。

35493 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35494 個人 家事専
業

６０代 女性 ゼロシナリオ以外にはありません。 一度起こってしまったら、取り返しがつかないことになるような危険なものをなぜエネルギーとして使うのでしょうか。今こそ今までの生き方を、シフトチェンジさせる時と思います。産業界も、目先
の利益や成長にとらわれないで、これからの人類の未来に本当に役立つことを考えていって欲しいです。

35495 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 脱原発 目に見えないだけで、放射能は舞っています。見えないだけで、事実、カラダに付着したり、呑込んだり、しているのだと思います。これ以上汚染されたくないし、何も解決していない状態で、さら
に原発を稼働して高いリスクを負いたくありません。そもそも、原発稼働とは、国民のライフラインのためではなく、資本のためであるということが、事故後にまた再稼働しようと方向付けられたこ
とで、一層証明されたように思います。だから、そんな政府を信じることができません。

35496 個人 その他 ４０代 男性 直ちに原子炉再稼働をやめさせる 発送電分離を早期に実現。電力の自由化を求めます。

35497 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 福島の原発事故を踏まえながら日本の将来の発展を
考え、安全性を高めて原子力による電力供給を継続
出来るように努力するべきである。

火力、風力発電、太陽光では資源小国日本は電力供給の不安定化を招き、国内の工場などが海外へ移転し、日本の知的財産を海外に奪われてしまうだけでなく、国内では失業者があふれ
る。

また、国民の経済的負担増大。

日本の将来を考え、アメリカ、中国のような経済大国のように原子力による電力供給の継続、発展を望みます。
35498 個人 会社員・

公務員
５０代 女性 地球とすべての生命体の命の引き換えを覚悟しなけ

ればならないような、原子力の核分裂から作り出され
るエネルギー生産を止める方針を打ち出す方向性を
示すことを希望します。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させ、よ
り踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35499 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。その前提とされる原発
0％、自然エネルギー35％、火力65％ については、同
意できかねます。政策次第で自然エネルギーの割合
は増やせると考えています。再稼働は反対です。

なぜゼロシナリオを指示するか。

人の想定の範囲内の自然災害しかおこらないことが前提である
原発の安全のあり方は、どう考えても不自然です。
予想を越える災害があったときに、
国の中に人の住めない地域を生み出してしまうという代償を払うのを是とする事は
やはりできないと考えます。

内部被爆などの影響はチェルノブイリの例を鑑み
長期的に見て、健全な種の存続にすらかかわる問題ですので
未来の人類へ残すべきものである国土と国民の健康を
最低限守るために、原発はゼロにすべきと考えます。

同じ観点から
使用済み核燃料の再処理も中止すべきと考えます。

バブル以降の
日本の歴史から見ればごく一時的な期間につちかわれた
人々の生活や社会システムを残すことに固執し
国民や国土を危険にさらすことをいたしかたない・・と考えるのは
とても愚かであると思います。
じょじょに増やした自然エネルギーの範囲で、十分豊かな生活ができると考えますが
電気の足りる足りないに関係なく
全体的にエネルギーの浪費を減らしエコシフトする必要にある時期に
きていると考えます。

日本がゼロシナリオをとるという英断をつよく望んでいます。

35500 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。
具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける
私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35501 個人 自営業 ４０代 男性 本当に原子力が必要ですか？ あたかも原子力発電がないと日本の経済事情はダメになると言っておりますが、本当に必要な電力の見直しはされたのでしょうか？無駄な電力は何一つ無いのでしょうか？すべて必要です
か？福島の方々の土地、帰る家、ふるさとを奪った先に本当の発展はあるのでしょうか？避難されている市民の方々の前で「原子力は必要です。あなた方の犠牲の上に日本経済は成り立って
います。我慢して下さい」と言えますか？福島の処理がまだされていない中、安全を口にするのはやめて下さい。米軍のオスプレイも同じように安全性の信用が全くないまま沖縄に配備する。こ
のことが本当に許されるのでしょうか？根本は同じ話だと思います。

35502 個人 自営業 ４０代 男性 脱原発 いいかげんに、利権社を守るような方針を辞めた方が良いと思います。
国民投票すれば、必ず原発は反対多数になる。
国民の意見を無視するな。

原発絶対反対。

35503 個人 自営業 ３０代 女性 福島型高濃度放射能でふるさとを汚された福島人の
ために

福島の外にまとまって住める代替地を国内外問わず、作ってください
理由 高濃度放射能を恐れ、生まれ育った福島に戻る気のない人に、新しい土地と家をセットで無償提供する義務が加害者にはある！

35504 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロシナリオを支持。社会構造を変えるべき。即
時廃炉を希望。意見の違う国民や組織が同じテーブ
ルについて話し合える社会を望む。そのために、国の
中枢にファシリテーションをもっと導入してほしい。

原発による「あぶく銭」で潤う構造を変える。
旧態依然とした「経済波及効果」によって潤わせようとする構造を変える。
原発から脱却するための新しい経済構造を、今すぐに創りはじめる。
そのためには当事者（さまざまな立場の国民）による、新しい話し合いの社会を構築することが必要。
ファシリテーションは良い技術だと思う。

35505 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35506 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 選択肢として提示された３つのシナリオではなく、原発
は、ゼロにしてかつ温暖化対策をより強化する第４の
シナリオを支持します。

原発の比率だけをみれば、「ゼロシナリオ」に賛同します。しかし、温暖化防止対策が不十分です。石炭火力への依存度をさげて、自然エネルギーの有効活用を推進し、温暖化防止も同時並行
で進めていくべきだと考えます。

35507 個人 その他 ４０代 男性 未来の子どもたちのために美しい日本を残したい。 広島、長崎、福島と日本は再三放射能の危機にさらされてきました。
放射性物質の恐ろしさはどの国よりも体験してきたはずです。

原子力発電には大量の放射性物質を伴います。子々孫々のために美しい日本を残していくためには、やり場のない廃棄物を出し続ける原子力発電は危険が多すぎます。
2011/03/11の東日本大震災以降、次々に制御不能となった福島の原発を例にあげるまでもありません。

今、多くの人々が、緊急時ヒトが制御できない原子力発電を廃止しようという動きが高まって来ています。そんな中で福井の大飯原発が再稼働されるとは、明らかに国民の意見を無視していま
すね。
いまこそ日本国中にある全原発を即刻廃炉にして、安心して暮らせる日本を取り戻そうではありませんか。
ガイガーカウンターで放射線量を計りつつ生きていくなんてあり得ないし、子々孫々に恥ずかしいです。
原発ゼロ政策をおおいに指示いたします。

35508 個人 無職 ６０代 女性 地震国日本で原発を導入することはそもそも間違って
いた。国民の安全のために一刻も早く原発を廃炉に
するべきである。地熱、水力はじめ自然エネルギーこ
そ重視すべきだ。

日照時間において日本よりずっと不利な条件のデンマークはバイオを含む自然エネルギーを重視して、原発を一基もつくっていない。「電気が足りない」という嘘をついて、この地震国日本で再
稼働を狙っている。完全に自殺行為である。無駄な電気の使用を控え、分にあった暮らしをすることこそ必要である。直ちに、原発をストップさせ、六ヶ所村での再処理施設の操業もやめるべき
である。愚かな政府のもとで国民が危険にさらされている。原発ゼロに向けて直ちに必要な施策を行うことこそ現実的･合理的な政策である。

35509 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発事故が完全に収束し、放射能を除去する技術を
人類が得た時、原発の再稼働は議論を始めたらい
い。今は、福島原発さえ収束できていない。

　原発事故がおきる確率の問題じゃなく、地震が起きる確率の問題でもなく、人体に影響する可能性や確率の問題でもない。
人類は、制御できないものを使ってはいけない。しかし、残念ながら人類は、放射能をコントロールしたり、消したりする技術は持っていない。その「事実」がすべての答えだ。

　まだ福島原発も、その事故によって生まれた限りない不幸も、何も解決していない。原発の制御、原発事故、放射能、人体の除染などができる技術を人類が完全に手にした時、安心して原発
を利用すれば良い。
　今は、放射能をコントロールする能力も技術もない人類が、制御できないツールを使っている状態。

未来を確率や推測で失ってはいけない。



35510 個人 自営業 ３０代 男性 日本国内にあるすべての原子力発電所を可能な限り
すみやかに廃炉にすべきです。

私が原子力発電所を可能な限りすみやかに廃炉にすべきであると考えるのは、次の理由からです。

・技術的な問題

原子力発電によって生じる大量の放射性廃棄物を無害化させる技術は、いまだに開発されていません。

・危機管理に関する問題

国内の原子力発電所の中には、活断層がある場所に建てられているものがあることが判明してきました。こうした原子力発電所の近辺で大規模な地震が発生した際には、去年の福島第一原
子力発電所でのような過酷事故が起きる可能性を否定できません。さらに言えば、万が一過酷事故が起きた際に近隣住民をいかに避難させ、補償を行ってゆくのかといったことや、原子力発
電所から放出された放射性物質によって汚染された地域を政府がいかに管理してゆくべきか、そして放射性物質の拡散によって起きるであろう国民の健康被害にどう対処すべきか、といったこ
とがらについての具体的な対策も不十分だと言わざるを得ません。

こうした問題を考慮すると、福島第一原子力発電所で起きたような事故を再び起こさないようにしようとするには、日本国内にある原子力発電所はすべて可能な限りすみやかに廃炉にすべきで
ある、と考えます。そして、それとともに、より安全な代替エネルギーを開発し、普及させるための仕組みを積極的に構築してゆくべきです。

35511 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロ シナリオを選びます。 原発ゼロ シナリオを選びます。
原発を使うことなく、必要なエネルギーを作り出せるシステムを創っていくことに、力を注いでください。
もう、福島の様なことがあってはなりません。

35512 個人 その他 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。



35514 個人 その他 ５０代 女性 原子力発電所は即時に廃炉を。 ２０３０年を待たず、即廃炉に向け動くべきである。すでに古くて危険な原子炉がいくつもある。今回の福島の事故処理のお手上げ状況から、学ぶべきである。世界中が注目している。
核攻撃に転用する考えをもつ石破議員らの考え方「核の抑止力」は、ようするにテロ的な脅しであり、きりがないと感じる。原爆被害を受けた日本の人々は、核との共存など口にしていいもので
はない。放射能による海洋汚染の深刻さ、内部被曝の恐怖、故郷を奪われた人々の現実に対して、日本国政府の感性や価値観による判断が問われている。断固反対。

35515 個人 自営業 ３０代 女性 原発絶対反対！今すぐ大飯原発廃炉に！第二次世
界大戦前の日本のように麻で世界を日本を救って下
さい！環境、自然、人間、全ての命あるものに優しい
自然エネルギーに変え限りある資源ではなく持続可
能なエネルギーに

福島の人災事故があって、電力が足りないって嘘ついて、よく平気で再稼働できますね。人間ではないです。金や利権に心奪われた哀れな方達！何の罪もない国民が自然が汚染され続けてま
す！原発絶対反対！ただちに全て廃炉にし、自然エネルギーに切り替えて下さい！今はインターネットの時代です！国や推進派の汚い考えは全て国民にばれています！命や自然のありがた
みを感じて下さい！お金や利権ではなく、人間が自然が生き物が生きて行くために最善を尽くして下さい！
麻は昔から衣食住全てまかなえる神聖なる植物です。第二次世界大戦敗戦してからアメリカに決められた法律を見直し、エネルギーにも医療にも何万種類の製品に出来る植物を開放し、日本
そして世界を救って下さい！森林を伐採する必要もなくなり、連作できてわずかな期間で収穫できこの上なく素晴らしい植物です！ここにも利権が絡んでます！世界平和のために法律を見直し
て下さい！
人間は地下から資源や鉱物を採ってエネルギーにするのではなく、地上にあるもので持続可能なエネルギーを開発するべきです。地下の物は地球に必要な人間でいうと内臓です。むやみに取
り出すとバランスが崩れます。今現に崩れて異常気象などが起こっています。太陽、地熱、波力、風力、水力などで持続可能な自然エネルギーのみの日本にしていかなくてはならないです。そ
れが沢山の方の命を奪われた東日本大震災からの学びです。被爆者をこれ以上増やさないで下さい。想像してください。毎日怯えながら生活している人達を。毎日被曝している子供達を。原発
絶対反対だと願っている国民の想いを。

35516 個人 その他 ３０代 女性 原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35517 個人 自営業 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35518 個人 自営業 ３０代 女性 多くの人命を危機にさらす原子力エネルギーへの依
存を即終了させるべきです。原子力エネルギーゼロの
方針を希望します。

原子力は将来の世代に安全でクリーンな世界を保証するものではありません。
直ちに原子炉の再稼動を中止し、世界に誇る日本の技術を結集して再生可能エネルギーの生産に取り組むべきだと考えます。

35519 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35520 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35521 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35523 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 はじめから安全でない原発であったのですが、気づいた時には原発は危険なものとは知らされず稼働されていました。主要なる電力として恩恵を受けていたのは確かですが、日本人があくせく
働いて手に入れたもの、手に入れているものの豊かさを到底感じられない時代です。最近気づきました。友だちや家族がいて、その子供たちの成長を喜んだり、遊んだり、その人たちのそばで
その時が流れるのを感じるのが幸せです。お金はあれば便利で強いものですが、なければ無いなりにやりくりしていくものです。電気もそうだと思います。原発の責任など誰にもとれません。どう
か、このちいさな意見が届きますように。

35522 個人 学生 ２０代 男性 2030年以降の長期的な国の将来像に関する議論も含
めるべきであり、それに応じて経済成長率の前提値に
も幅を持たせるべきである。電力を介さない熱の直接
利用を検討し、さらなる電力消費削減を検討すべきで
ある。

1. 2030年以降の長期的な国の将来ヴィジョンに関して

エネルギー政策は、単にエネルギーの供給方法をどうするかだけではなく、今後の国のあり方や目指す方向性、すなわち長期的な国の将来像をも決めるものである。「エネルギー・環境に関す
る選択肢」では、2030年までのエネルギー供給計画に対する選択肢が示されているが、エネルギー政策の基本的方向性を定めるには、さらにその先の国のあり方に対する将来的なヴィジョン
を示すことも必要ではないかと考える。もちろん、その将来的なヴィジョンに関しては国民的合意が取れていないので、具体的なシナリオを提示することは今回はできないであろう。しかし、最後
の章で補足として、50年後程度の長期的未来についてどのようなヴィジョンがありうるか選択肢を示し、そこへ至るまでの課題について挙げることは、今後のエネルギー政策に関する国民的議
論を促す上で非常に重要であると考える。私見としては長期的な国家目標として、「再生可能エネルギーだけで賄える程度の生活水準・経済規模へと移行する」ことと、その上で「エネルギー消
費の増大を伴わずに成り立つ社会・経済システムを構築する」というヴィジョンを提示すべきだと考える。なぜならば、非再生可能エネルギーはそもそも枯渇の可能性があり、再生可能エネル
ギーは枯渇の恐れはないとしても、一定の期間（例えば１年間）の間に消費できるエネルギー量には、やはり限界があり、エネルギー消費量を永久に増大させ続けることは物理的に不可能だか
らである。そして、そのような社会を構築する上での考えられる課題を挙げ、それらについて国民的議論を促すことが必要であると考える。

2. 2030年までの選択肢の前提となる経済成長率について

1. で挙げたように、2030年以降の国の長期的なあり方について、いくつかの長期的ヴィジョンの選択肢を示すことは非常に重要であると考える。それに伴い、2030年までのエネルギー政策シナ
リオに関しても、現行の選択肢で想定されている単一の経済成長率（2010年比で2割増）に基づいたシナリオだけではなく、経済成長予測にも幅を持たせ、複数の経済成長率前提それぞれの基
に、それぞれのシナリオを提示するべきだと考える。たとえば、国土交通省の「国土の長期展望に向けた検討の方向性について」で示された日本の人口予測によると、2030年での人口は、2010
年比で1割減程度である。全体の人口が1割程度減少するという予測の中で、今回のシナリオのようにGDPが2割増という予測が適切かどうか、よく検証する必要があると考える。たとえば、もし
人口が１割程度減少した場合は、何らの省エネ努力を行わなかったとしても、一人当たりの経済活動量が一定であるとすれば、今回の2030年までの3つのシナリオにおける総電力消費量予測
（2010年比で約1割減）は自然に達成できてしまう。また逆に、産業界からは今回のシナリオでの経済成長予測は低すぎるという指摘がある。この点からも、単一の経済成長予測のものでのシナ
リオだけではなく、複数の経済成長予測に基づいてシナリオを作成することは必要であると考える。

3. 各シナリオにおける総電力消費予測について

現行のシナリオにおけるGDP成長予測（2010年比で約2割増）を前提とした場合でも、現行のシナリオ（2010年比で約1割減）以上に電力消費を抑えることは可能ではないかと考える。現行のシ
ナリオでは、GDPあたりの電力消費を現在の75%に抑えるという想定であり、かなり挑戦的な目標であるといえるだろう。電力消費をこれ以上抑えるのは、いかに電力利用効率を高めても難しい
ように感じるかもしれない。しかし、現在電力により賄っているエネルギー利用用途を、電力以外の適切なエネルギー源により賄うことにより、総電力消費を大幅に削減できる上に、全体の総エ
ネルギー消費も削減することができると考える。特に、熱利用という形態に着目すべきである。一般的に言って、電力を熱に利用するのはエネルギー利用効率が悪くなる。というのは、熱力学的
観点からすると熱を電力に変換するのは非常に効率が悪いのであるが、現状の発電方法の多くは、一次エネルギー源から熱を生み出し、その熱を電力に変換しているためである。したがって、
エネルギーを熱利用するのであれば、電力を介さず熱源を直接利用することが望ましい。全エネルギー利用の3割ほどを占める民生部門においては、エネルギー消費の半分近くが冷暖房等の
熱利用の形態をとっているため、これらの用途には電力を用いるのではなく熱源を直接用いることにより、GDPあたりの電力消費量を現在の85%まで抑えることができる。さらに、太陽熱や地中
熱、人工廃熱など、発電に利用するには力不足であるが、熱利用の用途では十分活用可能な未利用の熱源は多く存在する。つまり、エネルギー利用方法として電力のみを考えるのではなく、
エネルギー利用形態に応じた適切なエネルギー供給方法を考えることにより、エネルギー利用効率を改善し、電力消費およびエネルギー消費量を大きく削減することは可能であると考える。さ
らに、このような熱の直接利用は原理自体は単純で、再生可能エネルギー技術の開発に比べて、研究開発コストや開発期間を大きく抑えることができると期待できる。極めて野心的な目標では
あるが、熱の直接利用による電力消費の削減および熱の直接利用のための新たなエネルギー源の開発を検討されたい。

4. 今後の原子力研究について

いずれのシナリオを選択するにせよ、原子力研究の継続は必要である。現状で使用済み核燃料の最終的な処分方法が決まっていないことは原発立地自治体にとっては受け入れ難いことだ。
使用済み核燃料中の放射能を低減する方法を確立する等、使用済み核燃料の最終処分方法に関する技術研究は必要不可欠である。すなわち「原発に正しく引導を渡す」ための基礎研究は絶
対に必要である。今後の原子力研究の方向性についても検討されたい。

１：原子力の安全確保と将来リスクの低減、２：エネルギー安全保障の強化、３：地球温暖化問題解決への取組、４：コストの抑制、空洞化防止　という観点の中で、１の「原子力の安全確保と将
来リスクの低減」が最も重要であると考え、原発０シナリオを支持します。

なぜなら私たちの生活の根底は「安心・安全」という基盤が成り立っていてこそ、安全保障・環境・経済を論じることができるからです。それは与党、民主党の基本理念「自由で安心な社会の実現
をめざして」で述べられているとおりであり、この点を論じることは割愛いたします。

つまり、現時点では原発の維持が安心・安全を揺らぐ要因となるので、原発０シナリオを支持してます。それは以下３点のとおり。

１．原発を必ず制御できるとは限らないという技術・管理が未熟であるという点
東日本大震災に伴う、福島第一原発の事故を目の当たりにし、原発を確実に制御できないという点が浮き彫りになりました。

２．原発事故に伴う被害が非常に大きいという点
原発事故が起き、原発が立地してある付近の地域は立ち入り禁止区域となり、震災以前と同様の日常生活を行うことが困難となりました。これは貨幣価値に換算できない大きな損失であると思
います。また、不確実性を要する健康被害も同様です。

３．最終処分方法が不確実であるという点
原発を運用する上で必ず通らなければならない最終処分方法の計画が何も策定されていないのにも関わらず、原発を運用し続け使用済み燃料を蓄積し、問題の道筋をつけず先送りにしてい
る姿勢が非常に不安です。震災瓦礫でさえ、放射性物質の付着の懸念から合意形成を得るのが難しいのにも関わらず、処分地を含めた最終処分方法の地元合意を得ることができるとは思え
ません。そして、これは次世代に大きな負債を受け渡すことになります。

以上、３点が安心・安全を揺らぐ要因となります。
次に安全保障、環境、経済性について論じます。

１．エネルギー安全保障
今回の３案は再生可能エネルギーによる分散型電源の構築が基礎となっているため、現時点より電気を地産池消できるため安全保障が高まると考えます。それでも不足分は、天然ガス・石油・
石炭を用いて安全保障を確立していただきたいと思います。

２．環境
原発が０となることで環境負荷の少ない電源を失いますが、ＣＯ２削減に関しては国内を中心に道筋を立てるのでこはなく、京都メカニズムを用いて世界的なＣＯ２削減と視野を広げ、世界総量
でのＣＯ２削減に貢献していくことが可能だと考えます。なぜなら、他国では日本よりもエネルギー効率が悪いため、日本の優れた環境技術を広めていくことで、国内よりも効果的にＣＯ２削減す
ると考えられるからです。

３．経済性
原発に代わり、再生可能エネルギーが電源構成を担うことで経済負担が生じますが、安心・安全を担保できるという貨幣価値に換算できない価値を得ることができる効用のほうが大きいと考え
ております。また、原発の発電コストは下限を用いており、福島第一原発のような事故が起こるリスクによる経済損失を考慮した場合、はたして原発が低コストの発電電源であるのかという疑念
もございます。

以上が各分野に関する見解です。
よって、私は原発０シナリオを現時点で支持したいと思います。
ただし、原発制御の技術・管理の向上、最終処分場などの合意形成の高度化が社会的に認められた場合は再検討する余地を残すことも必要であると考えます。

35513 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 「原子力の安全確保と将来リスクの低減」が最も重要
であると考え、【原発０シナリオ】を支持します。



35524 個人 家事専
業

４０代 女性 子供の将来に健康被害がない、と断定できない現状
での原発利用は認められません。安全なはずの原発
は事故を起こしました。それが事実です。健康な国民
がいてこその経済発展。原発ゼロの勇気ある決断を
して下さい。

私は現在、福島県いわき市より自主避難しています。ローンを多額にかかえている愛着のある家も、家財道具はもとより、子供の節句飾りまで全てそのままです。原発事故以降、一度も節句飾
りをしてあげていません。
今の状況をうまく言葉にできない子供(6歳）、そしてまだ何も分かっていない子供(2歳）に健康被害がない・・・と断定できない現状での原発利用は、子供の輝かしい未来を願う母親である私に
は、どうしても認められません。ゼロにすべきと考えます。
事故以前も、原発は安全だと言っていました。しかしながら、結果的にあの事故が起きたのです。その事実を決して忘れてはいけないと思います。
子供二人を連れて震災の給水待ちしている時に、３号機の爆発映像を携帯画面で見たこと、１年5カ月経った今も忘れられません。それは何故か、子供達をその場に居させたこと、そしてその後
も避難先で外出したり、汚染された食べ物を口にさせていること等を後悔しているからです。
そんな母親の気持ちを理解できますか？子供達が大人になった時、自分が低線量被曝していること、そしてその健康不安を誰が解消してあげるのでしょうか？
自然災害を食い止めることはできません。でも原発を止める決断はできます。
是非将来ある子供達のために勇気ある決断をして下さい。
経済の発展は元気な国民がいてこそです。後悔しないためにお願いします。

35525 個人 その他 ６０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、次世代に対して
安全で綺麗な日本を約束していないと思う。原子力エ
ネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ
原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を強く求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを強く望んでいます。

35526 個人 無職 ６０代 男性 原発０％を、可及的速やかに遅くとも2030年までに達
成すべきです。

１　昨年の３．１１事故は、首都圏まで避難区域となる可能性がありました。
　　そうなっていれば、日本は滅亡したかも知れない。

２　福井県の原発で過酷事故が起きて、琵琶湖が汚染されると近畿地方全体が
　　居住不可能に陥ると思われる。

３　国会および内閣府の事故調査報告から、日本の電力会社は原発を安全確実に運転できる危機管理能力がないと言える。

４　日本は地震大国であり、かつ近年地震が活動期にあり危険が台である。

35527 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35528 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ３つのシナリオのうち最大の20～25％は最低限とし、
さらにそれ以上の比率を目指すべきだと思います。

将来的な日本の発展を目指し、電力の安定確保、経済性を現実的に考えると再生可能エネルギー、原子力および化石燃料をすべて上手に最大限活用する必要があると思っています。

このためには、脱原子力ではなく、原子力の技術開発や安全対策を強化し原子力発電のさらなる安全確保を進めていく必要があると思います。

35529 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 日本政府の提示したシナリオの一つ、ゼロシナリオに
全面的に賛成し、そのシナリオの早急なる推進を希望
いたします。

空気に、海に国境がないからです。
ひとたび事故が起こればその放射能汚染物質等が海や空気に流れ、広がり、生命の存続を脅かすのが原子力発電所です。

これだけ地震が多発するこの国でこれ以上、原子力発電所を持ち、稼働し続けることはこの国のみならず、他国民の生活をも脅かすことにつながり、私は賛成できません。

35530 個人 学生 ２０代 女性
エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力を使用しようという概念を捨ててください。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35531 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 絶対に原発ゼロシナリオを選択するべきだと思う。
今のこの状態からさらに原発を再稼働するのは反対
です。

危険なものを動かし続ける事自体おかしいと思うし、最終的な放射性廃棄物の処理をする方法や、場所も定かでない状態で、どんどん、放射性廃棄物を増やしていく意味が分かりません。原発
を０にしなくても解決しなくてはいけない問題ではあると思いますが、０にして初めて問題の重要性に向き合えると思います。今の段階でどう考えても真剣にこの問題と向き合ってるようには思え
ず、未来の科学技術の進歩にかけているように思います。一旦０にして、放射性廃棄物をこれ以上増やさないことから絶対に始まると思います。
想定外の事はいつでも起こりうると思うので、想定外の事が起こっても被害を最小限にするには原発においては、あらかじめ稼働していない事が大前提だと思います。
大飯原発が再稼働した後に活断層の可能性があるから、と調査を入れるのもどうかと思いました。それって稼働する前に実施すべき事でないですか？無理矢理稼働している状態に安全性も何
もとても考えているように思えませんでした。安全性、最終放射性廃棄物の問題、等々考えるとやはり原発ゼロシナリオを選択するべきだと思います。（むしろ今すぐ０にすべきだと思います）

35532 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 選択はゼロシナリオ。原子力発電所の事故は取り返
しがつかない。使用済み核燃料の処理は未確立。労
働被曝を押しつける。地球温暖化防止に逆行する発
電方法。全ての関連コストを包括したら非常に高いコ
ストになる。

　原発はなくすべきだ。たかが電気のために労働者は被曝を強要される。ウラン鉱山での採掘も放射能の影響を労働者にも、残土にも残す。そもそも人間が使いこなせる物ではないように思
う。使用済み核燃料は､原発を運転する限り増え続け、その処理には高レベル放射能を隔離しなければならない場所が必要となる。狭い日本で十分な場所を確保するのは至難の業となるであ
ろう。核のゴミはできうる限り最小の量にしておかなければならない。そのためには即廃炉だと思うのだけれど、選択肢にはゼロシナリオしかないので不満である。さらに現実を見れば、再処理
も高速増殖炉もめどは立っていない。ここまでやってきてめどの立たない技術が今後に期待できるはずがない。経済的にも我が国にそんな無駄遣いをしている余裕はないはずである。地球温
暖化防止に原子力と言っていたが、原子力こそ､大量生産、大量消費の発電方法で地球温暖化の原因ではないかとさえ思う。市民がいくら節電に努めても減らした分が発電量のコントロールに
つながらないのである。コストも総括原価方式に守られてきたからこそ、電力会社は成り立ってきたけれど市民にとっては知恵を働かせられない迷惑な電気料金体系になってると思う。
　国が原発ゼロを宣言するのがまず大事だと思う。国民も企業もそれしかないとわかったら、それに向かって知恵も能力も発揮されると信じている。
　福島原子力発電所の被害を過小に評価するのは後世に後悔を残すばかりだと考える。

35533 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35534 個人 自営業 ４０代 男性 この度のエネルギー計画は、原子力に依存した従来
の枠組みから脱したものではなく、将来への不安を拭
えない内容だと考えます。安全でクリーンなエネル
ギー政策を視野に入れた、原発ゼロを目指す提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画は、いずれも将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。既存のエネルギー政策を肯定するような立場からの提言ではな
く、原子力エネルギーへの依存を終了させることを視野に入れた、踏み込んだ核エネルギーゼロを目指す提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

政府が人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるようなエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35535 個人 無職 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。
具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける
私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35536 個人 自営業 ５０代 男性 ゼロシナリオ 原発による電気エネルギー供給に反対です。3.11の震災、津波による福島第一原発の事故を見てもわかる通り原子力技術は一度暴走しだしたら人間の手に負えないものになってしまいまし
た。東電ばかりでなく他の電力会社も保安院も原子力委員会も絶対安全だと言い張ってきたにもかかわらずこのような結果になっています。想定外を繰り返し逃げてばかりです。公開された映
像記録もいい加減なもののように思えます。なぜこのように国民を欺き馬鹿扱いしこうも愚弄できるのでしょうか。未だに高放射能地帯に住んでいる人々がたくさん居るにもかかわらず避難させ
ようともしないし、対策も遅れています。未来を託す子供たちはこの国の宝のはずです。せめて子供だけでも未来に健康でいられるようにしなければならないのではないでしょうか。
瓦礫にも全国にばらまこうとしているように思えます。東電がばらまいた放射能によって汚染されたものは全て東電が引き取るべきなのです。東電が持っている敷地に保管し一切もれないように
未来永劫に管理すべきなのです。そうでなければ25年経った今も傷ついた遺伝子による健康被害を引き起こしているチェリノブイリのような恐ろしいことが全国民に及んでこの国は人間の体か
ら滅んでくでしょう。政治的な選挙の駆け引きをやっている場合ではないのです。一刻も早く子供を放射能から救わねばなるません。
このような一旦事故が起これば原発が安上がりだなどと言っていた嘘がバレ高くつくばかりか人類の生存まで脅かす未完成な技術は即座にやめるべきです。廃棄物は地球上に捨てる場所もな
いのです。
我々の英知の総力をあげて原発に変わるエネルギーを作り上げるべきなのです。福島の教訓を活かすとはそのようなことでしょう。先進国を自負する日本がやるべきことは速やかな事故の収
束技術を確立すること、次世代のエネルギーシフトの範を世界に示すことなのではないでしょうか。決してこの未完成な技術を世界に売ってはいけません。
原発を即座にやめること、事故の責任の所在を明らかにし罪を償ってもらうこと、原発で避難している人たちがちゃんとやっていけるようにすること子供でもわかるようなことばかりなのです。国
の権力を正義を持って正当に使っていく政策を求めます。

35537 個人 家事専
業

３０代 女性 ゼロシナリオです。 直ちに全ての原子炉をストップさせ再生可能エネルギーへの転換をする。

これ以上核のゴミを増やさない。

子供達に核の脅威の無い未来を！

35538 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35539 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を望みます。 放射性物質を出し続け、その処理の技術が確立していない原発にたよってはいけません。
いったい高速増殖炉もんじゅなど、実用化できていな技術にいくらつぎ込みましたか？経済的にも破綻していると言って良いでしょう。
ゼロのシナリオを政治決断しなければ、本格的な再生可能エネルギーへの切り替えは望めません。
再稼働するにしても、ゼロへの道筋をきちんと示してからにするべきです。

35540 個人 その他 ４０代 女性 ならぬものはならぬ。私は会津でそういうふうに言わ
れて育ちました。

ならぬものはならぬ。私は会津でそういうふうに言われて育ちました。
安全が１００％確信出来ない負の財産を未来の子どもに残せない。私達にはそういう責任があると思います。廃棄物の処理には気の遠くなる歳月を要することを考えても、今方向転換しないと
とんでもない事になります。

35541 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35542 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 未来を考えてほしい 今がいいからと、今だけを重視し、未来の子供たち、未来の地球に害のある　エネルギーの開発を直ちにやめていただきたい。資源を大事に　人に優しい　エネルギーの開発を願う



35543 個人 無職 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって、崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35544 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35545 個人 自営業 ５０代 男性 原発 原発再起動大反対です。日本国内の原発の即刻廃止を求めます。

35546 個人 自営業 ２０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35547 個人 その他 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35548 個人 自営業 ２０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

御意見及びその理由 新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力 エネルギーへの依
存を直ちに終了させる、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる 再生可能エネルギーの生産を加速させる 発送電分離に
よって崩壊したエネルギー部門を再生する 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35549 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原発ゼロシナリオを選択します。
今すぐ全ての原発を停止し、廃炉に向けて進め、自然
エネルギーへの転換を進めていくことを望みます。

２０３０年までに原発ゼロのシナリオを選択します。

３．１１の福島原発事故。
原発は一度事故を起こすと、愛する故郷、
私たちを生かしてくれる自然環境、自然が育む作物、
全ての生き物の命を脅かすことを知りました。
あと１度でも同じ事故を繰り返したら、
日本は、放射能により国土のほぼ全てが汚染されてしまいます。

日本は世界一の地震大国。
その上で、絶対安全などと言える原発が存在できるはずがありません。

目先の利益のため、一部の利権を守るために、
私たち市民の命と、日本がもつすばらしい環境資源が、
長い将来にわたって犠牲になる可能性がある。
そんな馬鹿げたことを、今現在の決定で許してしまってよいのですか？
国民の７割以上が、脱原発自然エネルギー転換を望んでいます。
多くのこの声を聞かずして、何が民主主義ですか？
日本の政治やメディアに対しての不信感は最高潮を極めています。

即刻、脱原発。
２０３０年までに原発をゼロに、
自然エネルギーへの転換推進への取り組みを進めて下さい。

私は、将来自分が産み、育むであろう子供に、
きれいな日本を、安全な食べ物を、自然環境を、未来を残したいです。

宜しくお願いします！！

35550 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 ゼロシナリオに賛同します。 理由は私は物事を決める時と同じ視点に立って考えた結果です。

私達まず目標や将来の像を考えて今の行動をとります。
エネルギーの問題も同じで自分たちのこうありたいという社会を想像してそこから逆に今の活動をきめます。

2030年までには稼働がゼロになっていなければ、私たちは原発推進という選択をどこかでとってしまう余力が残ってしまい、安心・安全な社会を目指すことが困難になる可能性をはらんでいるた
めです。

今の生活にあわせて過ごしていていつの間にか手に負えない事件が起きて
未来を生きることが困難になることにつながります。
その時になってからでは未来は取り戻せません。

また、ゼロシナリオからいかにエネルギーを使わないようにするかや節減するなどそちらでも工夫できる部分があり、ゼロシナリオのマイナス面を打ち消す力があります。

以上です。
よろしくお願いします。

35551 個人 無職 ４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私はあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35552 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 3つの筋書きはどれも、将来の世代に対して安全でき
れいな日本を約束するものではありません。原子力エ
ネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ
原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35553 個人 家事専
業

６０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではない。原
子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み
込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求め
る。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではない。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏
み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求める。

具体的に私たちは以下を要求する：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなた方が人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望む。

35554 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35555 個人 無職 ８０代以
上

女性 原発０％を、2030年までに、できればもっと速やかに
達成すべきです。

１　国会等の事故調査報告から、日本の電力会社と政府はは原発を安全確実に運転できる危機管理能力がないと言える。

２　原発の過酷事故により、国家が滅亡して数千万人の難民（避難民ではない）が発生する可能性がある。

35556 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。



35557 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを選択します。エネルギーの消費拡
大と経済成長が比例していく時代は、自分たちの手で
変えていきます。人として本当に幸せな社会に向けて
一人ひとりが努力し、責任をもって未来をつくります。

原発ゼロシナリオを選択します。推進します。
私は原発リスクがあるため、妻と2歳の息子と別居しています。
原発がないと経済が成り立たない。電力消費の拡大を進めないと、経済が成長していかない。
しかし同時に、原発は最愛の地域と家族を引き離します。
除染、対策費用と、お金に換算した補償。人の心、地元を愛し、地元に住みたい気持ちも、換金できるのでしょうか?家族が離れ離れに暮らさなければいけないこの現実を、本当に経済界が求め
るからとの理由で、原発再稼働はいいのか。
一人の生活者、そしてこの豊かな生活を享受し、その経済で働く一人として、便利至上主義の世の中から、省エネ、少し不便かもしれないが、知恵と努力によって生活基盤をつくる生き方を選択
します。
国がすべてを決め、それに乗っかって国民が生活するのではなく、国民自らが責任をとって、たとえ困難にあっても、努力によってこの時代を乗り越える。
そんな覚悟を私は持っています。
もっとも人間らしい国家、最も人と人が絆で結ばれ、お互いの責任によって運営される国家、
そして一人ひとりが夢を語り、応援し合うことでこの時代を乗り越えていく、相互支援国家を、私は目指したい。
生きる安全、家族ひとりひとりが成長の心配なく生きていける社会には、原発ゼロシナリオを望みます。

35558 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありません
原子力エネルギーへの依存を即終了させるより踏み
込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求め
ます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35559 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35560 個人 その他 ６０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35561 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発０％支持 即時停止・廃炉してください 安全性の確保が全く出来ていない。事故が起こらなくても放射性廃棄物の処理など問題だらけ。原発がなくても電力供給に問題はない

35562 個人 その他 ３０代 男性 まだ本当の真実を自分の肌で感じた事が少なすぎて
わからないことだらけです。
歴史を何処までさかのぼって行けばわかるのかも未
知数。
小さい頃に訪れた原爆資料館の負の感情で決めまし
た。

あれ？こっちに書くのかな？とにかく原子力は今のところ反対です。
真実が知りたい。

35563 個人 その他 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではない。原
子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み
込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案して下
さい

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に以下を要求します

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35564 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させるより踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

35565 個人 自営業 ３０代 男性 国を汚すエネルギー計画に賛同は出来ません。大地
や大気は我々が子孫から一時だけ借りているもので
す。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

国土を、地球を汚すエネルギー計画に賛同は出来ません。大地や大気は我々が子孫から一時だけ「借りている」ものです。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ原子力
エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35566 個人 その他 ３０代 男性 2030年では遅い。一刻も早い原発０％を実現してくだ
さい。原発はお金に換算できない大きなデメリットがあ
ります。原子力から再生可能エネルギーにシフトする
ことには日本にとってたくさんのメリットがあります。

原発は

福島の人の生活を破壊し、

多くの国民を不安にさせ、

何万年単位で将来世代にゴミを残し、

ウランの採掘や原発の運営・事故処理のために被ばくしている人たちの犠牲によってなりたっている、

人道的・倫理的に許されない、
経済的にも全く割にあわない発電方法です。

一日も早く全ての原発を廃棄し、日本は再生可能エネルギーの研究開発に集中するべきです。

そのメリットは

・新たな産業と雇用を生みだす
・エネルギーの他国への依存を減らす
・世界のエネルギー問題に大きな貢献ができる

一刻も早く０％にしてください。

35567 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを望みます。 原発。
作るのに膨大なお金をかけたくさんの人の命をさらしながら何十年かだけ使用して、全てをきれいになくすまでこれまた膨大なお金をかけ長い長い年月管理してまで必要だとはこれっぽっちも思
わない。

原爆を二つも落とされた国。
日本。

原爆を落とされた国にしかできないこと、原子力を自分たちの国からなくすこと。

周りを海に囲まれて風に吹かれ太陽の光を浴びている私たちの国は、ちゃんと考えれば電力を原発に頼らなくても自然から電力を確保することができる技術を持っていると思っている。

自分たちの子や孫に、日本ってすごいでしょう素晴らしいでしょうと胸を張って言いたい。

原子力はいらない。

ゼロが当然だと思っています。
35568 個人 自営業 ３０代 女性 １）0％　：明確な廃絶に向けたシナリオを切望致しま

す。原発に依存しない日本で暮らしたい。
原発の比率は、ゼロシナリオで行くべきである。

未だに核廃棄物の処理問題も解決できていない、福島原発事故で受けた汚染被害など、問題が山済みである。原発の安全策もずさんな状態なのに稼動させようとする考え方はおかしいと思い
ます。

一人間として、生物として、電気が無くても生きて行けるが放射能で汚染された水や食べ物を体内に取り込み続けたら生きられません。人々の命を脅かす政策などあってはならないのです。福
島で農農業、畜産、漁業を営んでいた方々の多くは収入だけでなく故郷も生きがいも奪われました。これ以上の被害者を出さない為にも原発はゼロシナリオで行くべきです。

35569 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 国民の生活の安定性、国力の維持と持続可能な将来
像を考慮して、２０～２５シナリオを支持します。

・選択に当たっての理由については、原子力の安全確保を前提とします。また、核燃料サイクルや再処理については技術力で世界に貢献すべきと考えます。
・電源構成の選択における視点としては、コストの抑制と空洞化防止が最も重要であり、最優先に考慮すべき点であります。現状でも不確実要素が多いなかで、将来を見据えて現実的で着実
に実行できる戦略が必要です。
・再生可能エネルギーについては３つのシナリオとも、構成比率を２５～３５％としており、途方も無く高い数字といわざるを得ません。決して無理な数字とは思いませんが、設備コストや物質の
調達の面ではこの先１０年間でも大きな変化は予測され、海外からの導入により国内市場は乱れて、ドイツの二の舞となることも十分想像され、また、その対策には国民の負担も覚悟しなけれ
ばならないと考えます。
・現在、多くの国民は電気料金の２倍程度の負担はやむを得ないと単に思っている方が多いと思いますが、将来、空洞化が進んで将来働く場がなくなり、所得は今より大幅に低下してしまうと電
気料金も負荷が重くなり、生活の不安は募り、幸福感は全くなくなり、疲弊した社会の姿が危惧されます。
・また、日本の技術力・開発力は高いとこれからも高く維持すると自負する方もおられますが、既に多くの技術は海外に、それも近隣の中国や韓国に流出しています。いつまでも日本人は創造
力が豊かだとは言い切れないと思います。そのような中にあって、日本人にとって「組織の団結力（絆）」は世界に誇れる強みであって、これが日本の礎であり、将来も残り続けるものと固く信じ
ています。
・持続可能な社会を築くためには、有限な資源の有効活用と電力構成の適正なバランスを選択して経済の空洞化を回避することが肝要であると考えます。
・今後しばらくは火力発電に頼らざるを得なく、高い燃料費とCO２排出量の抑制の困難さは覚悟しなければなりません。行政は電力事業者や産業界と協調して課題に取り組むことが求められま
す。
・目先の勢力でなく、長期的な視野にたって鋭意判断されることを切に希望します。



35570 個人 その他 ２０代 男性 原発ゼロシナリオを支持します。理由は以下の２つか
らです。
一つ目は、原子力発電に伴うリスクとコストの大きさで
す。二つ目は、脱原子力政策は、経済成長にプラスで
あると考えるからです。

私は、以下の二つの理由により原発ゼロシナリオを支持します。

一つ目は、原子力発電に伴うリスクとコストの大きさです。言うまでもなく、昨年の福島第一原子力発電所の事故は収束しておらず、また近隣住民に大きな被害を与えています。東電による住民
への補償もいまだ十分とは言えません。そのため、今現在では、原子力発電所のリスクのほとんどは大きく外部化されていると言え、それを内部化し、事業者である東電の負担とした場合、原
子力は決して「安い」発電方式とは言えなくなると考えます。また、原子力発電所における事故は昨年のものだけではなく、その規模の大小を問わないならばほぼ毎年のように起こっています。
恐らく3.11以後の日本の国民感情を考えると、事故の度に原子力発電への規制強化の声が今以上に強まることが予想されます。この声は決して「愚民」や「無知な大衆」の「感情論」と捉えるべ
きではなく、むしろ日本という国がエネルギー政策を進めていく際に必ず直面する、所与の条件と考えるべきです。そのため先日、米国GE社が発言したように、規制強化に対応するためのコスト
が今後ますます膨大になり、やはり原子力発電は「安い」発電方式ではなくなり、もはや原発推進は経済的な理由では正当化できなくなる、と考えます。さらに、ウラン採掘や発電所での労働に
伴う被曝も、今後人権保護の観点から今以上の賃金・補償が要求されることになることも想像されます。以上の複数の観点から、原子力発電のリスクとそれに伴うコストは大きく、シナリオとして
は撤退するべきであると考えます。

二つ目は、ゼロシナリオに伴う経済的リスクは小さいと考えているからです。枝野大臣が述べた、「再生可能エネルギーは経済成長にプラス」という見解を、私は支持します。現在の発電所の解
体作業と新しい発電方式への投資需要を通じて、日本経済はむしろ活性化していくのではないでしょうか。また、日本政府としてもこれらの労働需要と投資需要が経済活性化に結びつくように
主導していくべきだとも考えます。投資需要が小さくなって久しいことを鑑みても、妥当であると考えます。

35571 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 2011年3月11日に日本は貴重な国土と周辺海域を震
災と原発事故により失いました。汚染されたのではな
く、失ったのです。原子力から代替エネルギーへの転
換は、日本が唯一世界に示せる「希望の光」でありま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35572 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 ゼロシナリオを選択します。
原発の使用済み核燃料は、自然に無毒化するまでに数十万年を要するとされています。使用済み核燃料を人工的に無毒化する技術がないので、現在は、これを地下深くに埋めてしまう方法を
とるとしています。これは未来に禍根を先送りするまったく無責任極まりないやり方です。原発の稼働により使用済み核燃料が絶えず生みだされます。全原発の稼働を直ちに停止すべきです。
私たちが、放射能の危険性・毒性を知りながら、これを無毒化する技術を確立しないままに原発の実用化を進めたこと、あるいは、容認してきたことが誤りでした。結果として、福島の事故で大き
な災厄を引き起こしました。
東電福島第一原発事故の原因は未だに究明されておらず、メルトダウンした核燃料が放射能をまき散らし続けています。メルトダウンした核燃料を安全に取り出すことを含め、事故収束・廃炉
のための技術を早急に確立しなければならないと思います。
福島の事故により、人類は放射能を管理する技術を持ちえていないことがはっきりと見えてきました。日本は原発ゼロ、全原発廃炉にむけて進むべきだと思います。
また、これまで原発に依存してきたため、進みが遅れがちだった他の発電技術の開発を急ぐ必要があると思います。

35573 法人・
団体等

会社員・
公務員

４０代 法人等 未来の子供達のためにすぐに、原発は停止して欲し
いです。
特に六カ所村の再処理工場を停止して欲しいです。
危険すぎる。

ドラッカーの究極の質問
「あなたは何を持って憶えられたいか？」
みらいの子供達に、とんでもない放射性物質という
負の遺産を残した人間たちとして憶えられたくありません
せめてその最悪の方針を転換してくれた、人たちとして
記憶されたいです。
そう思いませんか？

35574 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は、ゼロにするべき。
大事なのは、人の命。核のゴミは子孫に残すべきでは
ない。
ゼロにすると決めれば、日本人の知恵と技術で、新し
い方向性がみえてくるはずだ。政治家は良心と勇気を
持ってほしい。

核のゴミは、子や孫たちに残すべきではない。電力会社の不良債権が増えるとか、目先のことばかりで、日本の将来をまるで考えていない。

ゼロか１５の選択肢なんて、１５にしようとする思惑が見え見えである。

一番大事なのは、人の命だ。
機械は必ず壊れるし、人間は自然をコントロールできるはずがない。
地震大国の日本において、リスクがある以上、すぐにとめるべきだと思う。

政治家は今こそ、勇気を持って、子や孫のためにも原発をやめるという英断をすべきだ。
放射能まみれの食べ物を口にする日々を、迎える前に。

35575 個人 その他 ４０代 女性 直ちに原子炉再稼働をやめさせる 新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

35576 個人 無職 ７０代 男性 怒りの小噺 友人のＳ君は、野菜作りの名人だ。
彼は農薬や化学肥料は一切使わない。使うのは堆肥だけ。堆肥は山持ちの知人の山から大量に集めてきた落ち葉と、これも牛飼いの知人が届けてくれる牛糞とを積み重ねて、３年越しで熟成
させたものだ。
これを種まきや苗の植え付けのしばらく前に、たっぷりと畑にすきこんでおけば、理想的な土が出来上がる。野菜は大きく根を張り、本来の生命力を全開する。だから、そのまま齧っても甘く柔ら
かで、スーパーの品物とはまるで別物との評判だ。
ところが、山麓の落ち葉が放射能で汚染されているという。自分はもう年だから、平気で食べるが、若い人にはやれない。ただし、70歳以上の方には、無料で差し上げますと言っている。
Ｓ君は怒り心頭に発した。どうしてくれよう。Ｓ君の怒りはおさまらず、熟慮の末、自慢の野菜を数種類詰め合わせて、東京電力の社長と首相官邸に送った。
「わが菜園自慢の放射能風味の野菜です。ご賞味ください」と添え状をつけて。

礼状はまだ届かない。

(1)しかない。
(2)、(3)は同じ。選択肢にならない。

35577 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではないた
め、原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35578 個人 自営業 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35579 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「原発ゼロシナリオ」希望します ・戦争における唯一の被爆国である日本で原発を推進するのは納得がいかない。
　放射線の恐ろしさ、影響の大きさを痛いほど体験しているのに、国の宝である子供たち、国そのものである国民を被爆の危険にさらさないで欲しい。
・水力・風力・波力・地熱　いずれにおいても恵まれている国であるのだから、上手く活用すべき。
・ゴミの焼却等で無駄にされているエネルギー（熱）を発電に利用出来ないのか？

35580 個人 自営業 ２０代 女性 私は原発0%に賛成です。道具や機械が壊れるのは自
然の摂理です。
しかし壊れた時にこんなにも広く影響し、生活を人々
から奪う技術に、どうして今までなんの疑問も持たな
かったのかと反省しています。

私は原発0%に賛成です。

福島第一原発の事故で、原子力を扱う事のリスクを身をもって体感しました。
得る物よりも、有事の時のリスクが大き過ぎます。
そこに住んでいる人が生きている間にとりかえしのつかない事故を引き起こす技術を利用する事は、正しくないです。
得る物より失う物が多いことを選択し続けるのは、倫理的に破綻しています。

道具や機械が壊れるのは自然の摂理です。
しかし壊れた時にこんなにも広く影響し、生活を人々から奪う技術に、どうして今までなんの疑問も持たなかったのかと反省しています。
壊れるのはしかたない。地震が来るのもしかたない。
しかし、そのうえに何を建てて何を作るかは選択し直せます。
いまあるものが正しくないと分かったら、少しずつでもより良い方に変えていくのが自然な流れです。

昔決めたものだから正しい、ということは、必ず変化します。
そんなことにも対応を面倒くさがる人間に原子力を扱う資格はありません。

経済の為に必要と推進派はいいますが、経済をするために安心して生きる場所と、安心して食べられるものが必要なのです。
それを奪うものは、結局経済も破綻させます。

処理技術、放射能の除去技術、正しい事故への対応、これらのなにひとつ出来ないのに、
見切り発車で原発をたて、責任逃れをすることは許されません。
誰も責任をとることはできないし、解決もできません。
そんな技術を私は後生に残したくありません。

私達はすべて先陣の知恵の上に生きているのに
のちの子供達に、負の遺産とともに生きろといいたくありません。
恩を仇で返すようなきがします。

35581 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 『2014年8月15日までに原子力発電によるエネルギー
供給を0％とする。』と決定して頂きたい。それが出来
ないのであれば、15％とか30％ とか中途半端な事を
言わずに100％にしてはどうですか？

地震大国日本での原子力発電はハイリスクすぎるので、福島での悲惨な事故を教訓にきっぱりとあきらめて原子力からは撤退するのが賢明です。
15％とか30％とか中途半端な事をやっていてはまた想像を絶する災害に見舞われるのは間違いないと思われます。

タバコも1日20本吸っていたのを10本に減らしたところで発ガン率はたいして変わらないといいますし。きっぱり禁煙で0本にすれば、リスクはゼロです。将来ガンで死ぬのもいとわないというので
あれば、今までのように20本吸えばいいわけです。

禁煙はきついですが、将来の事を考えればきっぱりと断つしかないと考えるのが道理だと思います。

あと2年しかないわけですが。あと2年もあります。この間にハード的には発電と送電の分離、地熱発電所の増設、太陽光、風力発電施設の推進。ソフト的には電気事業法制度の改正で原子力
利権の解体など、今まで築き上げてきた原子力にかかわる巨大な階層構造の変革と放棄。
その代替として、あまりおいしくないと思いますが地熱発電利権の構築と廃炉などでの利権を再構築というのはどうでしょうか？

いろいろとしがらみもあるかと思いますが大英断を期待しております！
ついでに官僚天国日本もいい加減やめませんか？

35582 個人 無職 ４０代 男性 「ゼロシナリオ」が存在しないので、選択肢からは選べ
ません。ゼロシナリオとは、現在稼働中の大飯原発
３、４号機を早急に冷温停止状態にし、その他の原発
も再稼働させない、というケースしか無いと考えるから
です。

　原発を「ゼロ」にする決断は明日にでも出来ます。（するつもりがあれば）
　2030年という基準が理解できません。地域経済の代替え振興策や、原発労働者の法令に従った確保等で、国民的議論が必要でしょうが、それまでは廃炉に出来ないという理由にはなりませ
ん。
　再生可能エネルギーの急成長は待たれるところですが、いきなり、今まで原子力発電で作り出していた電力を、それで賄うというのは非現実的です。そもそも、原発発電分を、必ず何かで代替
えしなければならないという考え方が、これからの時代「邪魔」になっていくでしょう。
　日本は電力の使い過ぎです。いや、正確に言うと電力を多く消費する電化製品が未だに幅を利かせています。国策で無理矢理買わされた「薄型液晶テレビ」殆どのキャリアで、もうそれしか
売っていない「スマートフォン」等々。
　さらに、冬になると団体と言わず個人と言わず始まる「Xmasイルミネーション」私はこれを法律で禁止しても構わないと思っています。特に、泊原発を抱える北海道では、経産省出身の知事を
先頭に「イルミネーション禁止条例」制定に奮闘してもらいたいものです。
　長くなりましたが、恒常的な「節電」が、自ずと本当に必要な「電力量」を規定してくれると考えます。それでも「本当に」不足する地域は、当面、揚水、火力を強化するしか無いでしょう。
　co2排出も困った問題ですが、世界中に放射性物資をバラまくより、よっぽどマシです。地震活動期に入った日本の現状を、率直に訴えれば世界も理解してくれるはずです。

35583 個人 自営業 ６０代 女性 日本の現状は見るに耐えない。私が何より憂えるの
は原子力廃棄物。無事故で運転し続けてさえ、日々
生み出され、捨て所もなく処理技術もなくただただ増
え続けているのに、今回の事故で天文学的数値に
なってしまった。

原子力発電には論理的整合性も、経済性も、未来もありません。
火力発電が二酸化炭素を出し、地球温暖化の原因になっている、というのが原発を作るときの強力な論理的背景でしたが、地球が温暖化して氷河が全部溶ける前に、原子力廃棄物で地球は
満杯になってしまうでしょう。
第一、火力発電だけがオルタナティヴではありません。日本の国土に合った地熱発電、潮力発電、現在、世界的に注目度の上がっている液化ガス、など、ひとつでもまともな予算を付けて真剣
に俎上に乗せたことがあるのでしょうか？

私たちは地球で生きていくしかありませんが、外国に住んでおりますと、日本で生きていくしかない日本人が、どうしてこんなに安易に日本の国土を汚し続けているのか、やりきれません。
狭く、逃げ場がなく、けれどこの上なく美しい国土なのに。
私が子供時代に当たり前に吸った空気、当たり前に飲んだ水、当たり前に食べた野菜、今、子供を育てている親たちは、ひとつひとつおびえながら選択しなければならない。
色も匂いも刺激も何もない放射性物質の恐ろしさ。
自然に帰るには何十年何百年何千年とかかる、人の手に負えない物質。
そんなものを毎日毎日排出し続ける原子力発電のどこが「未来のエネルギー」だったのか。
おぞましく恐ろしく憤りに耐えません。



35584 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロにしたいと思います。 日本中が１ヶ月、原発なしで暮らした実績を考えれば、原発ゼロにすることも決して不可能ではないと感じます。
広島・長崎・福島と、悲惨な経験をした日本だからこそ、自然エネルギー先進国にしたいと思います。
あれだけの被害をもたらした原発。なぜ稼動するのか全く理解出来ません。

35585 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロシナリオを決行してください ３・１１以降、生活の中に不安が増えました。
買い物をしていても、子育てをしていても。
テレビを見ても、ネットを見ても。
信用できないことが、増えました。
日本をすっかり、誇れなくなりました。

福島県を追われた方が、原発を「東電原発」と呼んでいました。
「福島原発」は、自分の大切な故郷が汚される名称なのだと気付いて、
その胸の内が苦しすぎて、泣きました。

たとえ原発を０にしても、これまでに作ってきた核燃料を安全に抹消する方法はないと聞きます。
使用済み核燃料を管理するという、生産性のない仕事を子孫に引き継ぎたくありません。
尻拭いを子にさせる、とても情けない、恥ずかしい行為と感じます。

「１０００年に一度の大地震」を核燃料は何回体験するのでしょう。
危険物をこれ以上増やさないでください。
人の手に負えない物質に、依存したくありません。
ゼロシナリオを決行してください。
ゼロシナリオを決行してください。

35586 個人 自営業 ５０代 男性 核エネルギー即刻ゼロの筋書きの提案を求めます。 核エネルギー即刻ゼロの筋書きの提案を求めます。

35587 個人 自営業 ５０代 女性 福島原発事故後の日本の政策は、世界のエネルギ?
政策の方向付けの機会になります。これだけの被害
を出したあと、危険で後処理も含めれば最終的には
採算も合わない原子力依存から脱していく政治的決
断をして下さい。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35588 個人 無職 ５０代 男性 全原発即刻停止。 政府の原発推進ありきの進め方への不振。電力が足りないのならば、その点に限り虚心坦懐に議論の場を設けるべきです。これ以上危険極まりない負の遺産を未来に先送りするのは止めてく
ださい。地方経済は中央に振り回されて来て、我々はそれね順応してきた誇りはあります。しかし核による国土の喪失、大きな不安を将来に先送りするくとは、誇りどころか大きな開墾しか生み
ません。

35589 個人 その他 ５０代 女性 被曝・被爆大国No.1を子孫には継続させない 下記の要点を考慮頂くよう提案いたします。

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
顧客（電力使用者）が電力供給会社を選択できるようにする

以上

35590 個人 自営業 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私はあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35591 個人 自営業 ５０代 男性 エネルギー計画はどれも、将来の世代に対して安全
できれいな日本を約束するものではありません。原子
力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込ん
だ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。
具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる再生可能エネルギーの生産を加速させる発送電分離によっ
て崩壊したエネルギー部門を再生する石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持するこ
とのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35592 個人 自営業 ３０代 男性 「ゼロシナリオ」選択。福島第一の甚大な被害により
明るみに出た原子力行政の歪んだ体質を改善し、近
く起こる大地震時に二度と同じような事故を起こさせ
ない為には、曖昧さの無い国としての強い方針が必
要である。

「ゼロシナリオ」選択

進まぬ核燃料サイクルや核廃棄物、老朽化する原発の問題に加え（被災された方々が苦しむ中、収束までには膨大な時間を要するであろう）福島第一事故の原因が、津波だけではなく地震や
原発の構造上の問題である可能性があること、さらに指摘されている原発敷地内での活断層の問題、そして、それら日本のすべての原発に「安全」と判断しているのが（国会事故調が『人災』と
結論づけた福島第一事故の主因となる）「いまだ国策としての可動推進ありき」の省庁、電力会社、政治家を始めとする利益共同体、いわゆる「原子力ムラ」がおこなったものであるという事実に
大きな問題がある（この方針が震災後も変わっていないということは、ベントフィルターも免震重要棟も無いまま「安全」と宣言し再稼働した大飯原発の例を見ても明らかである）

原発を持つ国は多くあるが、ほとんど地震の起らぬ場所の無い国にこれだけの数の原発を作っているのは日本だけであり、しかも、近い将来に巨大地震が起ると予測されている中、もう一度原
発事故が起これば、国民の命と生活、そして日本経済が致命的なダメージを受けることは誰の目にも明らかである。

そうなる前に国としての方針をはっきりと変え、あくまで安全性を重視した個別の原発や、その下の地質の検査をし、危険なもの、老朽化したもの、必要がないものを４０年に限らず随時止めて
ゆく必要がある。そのためには基本方針に抜け道をつくるような（消費税法案の付記に公共事業への流用を臭わす文章を差し込ませるような）曖昧さは断固排除すべきと考え、唯一曖昧さの無
い0％を選択した。

35593 個人 自営業 ５０代 女性 今現在停止してる原発の再稼働をしないでください。
及び再稼働してしまった大飯原発を直ちに停止してく
ださい。

電力が足りないというのはもはや嘘である事が明白です。
福島の事故が未だに予断を許さない状況で、きちんとした対応もなされていない中で原発を動かすことは狂気の沙汰です。
日本中でかつてなかった多くの国民がデモを行っているのは
すなわち、危険を知ったからです。
これは日本だけの問題ではなく、世界中の生きとし生けるものたちへの破壊活動に他なりません。
人が健康で安心して暮らせて初めて経済は成り立ちます。
経済最優先、人命は後回しの象徴でもある原発を、まず日本人が辞めていくべきです。

海外への原発推進も辞めて頂きたい。

自然エネルギーへの移行にもっと真剣になって頂きたい。
多少の不自由が出ても納得する国民は多いはずです。

以前もこのようなパブリックコメントへ書いたことがありますが
なんら、結果の報告も検討した痕跡も感じられませんでした。
きちんとした対応をお願いいたします。

35594 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 今回のエネルギー計画は将来の世代に対して安全で
きれいな日本を約束するものでなく、人間がコントロー
ル出来ない原子力エネルギーへの依存を即時止め、
原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは人間がコントロール出来ない原子力エネルギーへ
の依存を直ちに終了させる、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35596 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 日本中の全原発の即時停止と廃炉を求める。再稼動
は許さない。

地震国である日本にとって、原発はきわめて危険であり、絶対の安全などはない。人間は神ではない。核を飼いならすことはできない。原発が一基でもあるうちは、国民は枕を高くして眠れな
い。

35597 個人 その他 ３０代 男性 原発は再稼働をやめて向かうべきであり、原子力は
０％にすべき。ただし、ほかの自然エネルギー、火力、
省エネ、温室効果ガス排出の数値は、選択肢「原子力
０％」に用意された数値を支持するものではありませ
ん。

そもそも意見を国民から聞くに至った原因である、福島原発の事故が実際には収束などしておらず、今も放射能汚染は広がり続け、多数の作業員による命の危険を伴うひばく労働が続いてい
ます。ふるさとに帰りたくても帰れないかたも、福島に残って生活する方も、みんな被害者です。我が家も、子どもの食事、保育園の給食の産地や線量の心配が続いていますし、放射線量が高
い地点は現実に千代田区内でも見つかっています。そういう現実が解決していないもとで
原発をさらに動かすことにつながる、「15%」「20～25%」は論外と考えます。
石炭をもやすことを続ける前提付もやめてください。自然エネルギー実用化に、従来の原発推進予算の大が半を注ぐことで、
原発稼働させず、自然エネルギー推進しながら、温室効果ガス削減を国際社会に約束した「２０２０年までに２５％削減」実現に真剣に努力べきと考えます。この約束が２０３０年でも実現されて
いることを選択肢から排除していることも納得できません。

国民的に問われているのは、「原発を続けるか、やめるか」であるはずです。「0%」、「15%」「20～25%」の３択も、自然エネルギー、火力発電、省エネ、温室効果ガス排出量との組み合わせが硬直
的すぎて、「原発ゼロでは環境によくない」という、旧態依然の政府の宣伝に沿った誘導を感じます。

35595 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 安全性のために原発依存度を減らすという提案に賛
同します。経済的には3案ともほぼ同等であるため、
新たな原発への投資をせず、自然エネルギーの普及
を最も促進する(1)ゼロシナリオを支持します。

わたしは(1)ゼロシナリオを支持します。

資料に目を通して、まず驚いたのは原発依存度0%の(1)ゼロシナリオが、(2)15シナリオと(3)20～25シナリオに比べて、発電コストにしてたった＋1円／kwhで実現できるということです。標準世帯
であるわが家の電気使用量が200kwh／月くらいですから、他のシナリオに比べて＋200円／月くらい、現在の電気代と比較しても＋6.5円／kwhだそうですから、＋1300円／月くらいで原発から
逃れられる。今まで「原発をなくすと発電コストがものすごく上がる」と思い込んできたので、今回の資料を見て希望が湧いてきました。

わたしが原発依存度0%を支持する理由は、3つあります。
1つめはもちろん、原発利用には事故の危険が伴うことです。福島で9万7千人もの方々を故郷から引き離した福島第一原発の事故は、未だ収束していません。いま現在稼動している大飯原発
が福島規模の事故をおこせば、大阪在住のわたし達も被災するでしょう。福島の事故は地震由来のものであり、2030年までにあのような大きな事故がおこる可能性は低いかもしれませんが、自
然災害によらない小さな事故は新聞でよく目にします。原発の近隣にお住まいの方々にとっては、被災の危険はより大きくなります。
2つめは、原発が稼動する限り、必ず被爆する方々がいらっしゃることです。筆頭は原発の中で被爆しながら働く作業員の方々。ご存知のように放射線被爆の長期的な影響には明確な閾値は
なく、原発内で働く限り、その方々の将来的な発癌や白血病発病等の可能性を引き上げることになります。他人にそのような危険を強いて、のんびりエアコンの効いた室内で過ごす、ということ
に罪悪感があります。
3つめは、核のゴミの問題です。2010年時点で1.7万tUという膨大な量のゴミが出ていますが、処理方法が確立されていないために、2万tU（＞1.7万tUですが、これは資料の数値です。）は原発
内の、それも放射線を遮断する鉛の格納容器の外に仮積みされています。つまり事故がおこらなくても、原発の近隣の方々は被爆し続けているということになります。ウランの半減期が7億年か
ら45億年ですから、地球の年齢くらいの間ずっと放射線を出し続けるだろう核のゴミ。原発を稼動することは、処理できない核のゴミを更に増やすことです。40年もの歳月、優秀な人材が英知を
結集して研究に研究を尽くしてもゴミ処理問題が未だ解決していない現実を直視すれば、核のゴミ処理がいかに困難かは明白です。その意味で更にゴミを排出する(2)15シナリオと(3)20～25シ
ナリオは非現実的です。

3案ともに魅力的なのは原子力の代替に再生可能エネルギー（自然エネルギー）を使うという点です。福島事故以前にも、東京では江戸川の電線をクレーン船にひっかけられて停電したことが
あります。エネルギー安定供給のためには、一極集中型の電力供給から各県、各市町村、各戸といった小さな単位で電力供給源を所有する体制に変えていくことが望ましいと考えます。自然エ
ネルギーによる発電は一極集中型の電力供給には適しませんが、それをネットワーク化した時には十分な電力供給源になり得ると思います。
また、家庭や地域で自然エネルギーの発電所を持つということそのものに夢があります。(1)ゼロシナリオでは、すべての家庭の屋根に太陽光発電機が光り、かなりの地域の平野部には風力発
電のための風車が、河川には中小水力発電のための水車が、くるくる回るのを目にすることになっています。未来的で明るい光景に思えます。国を挙げて自然エネルギーに投資するという発想
は愉快で、本当に楽しみです。

節電対策の一案として、例えば自然エネルギー利用の促進にあたって各県で発電量の何％を県内の自然エネルギー発電所で賄っているかを公表してみたらいかがでしょうか。それをスポーツ
中継のようにTVで放送したら？「北海道・風力、トップを独走しています」「鹿児島・地熱が追い上げてきました」「岐阜はバイオマスと小水力のハイブリッドで順調に伸ばしてきています」のよう
に。想像したらうきうきします。皆が自分の県を応援するつもりで節電を行えば、かなりの省エネになりそうです。わが家の電力消費量が平均の半分弱であることから、一般家庭の電力消費量
は節電で1／2まで減らせると推計します。

(1)ゼロシナリオでは、追加対策ありの案となしの案が併記されています。厳しい規制を含む追加対策をしてまで化石燃料によるエネルギーから脱却する必要性については賛否が分かれると思
います。追加の省エネ対策としては、建築物の耐震・省エネ改修の促進および省エネ性能の劣る機器への規制等を行うことになっています。これは各家庭にとっては、省エネ住宅への引越しや
電化製品の購入、車の買い替え等の出費につながります。
原発の差し迫った危険とは違って、温暖化の影響については不確定要素が多く、温暖化を阻止して無事に氷期に向かうことができたとしても、その気候が人間にとって快適かどうかは疑問で
す。出費のかさむところでもあり、活発に議論されてしかるべきでしょう。わたし自身は温暖化問題の深刻度は原発の危険性には劣ると感じますが、大気汚染の解消策として、化石燃料からの
脱却は望ましいと考えています。
また、一般に消費の拡大は経済活動を促進させ、雇用の創出につながると言われています。そうであれば、省エネ対策は景気対策としても有効と言えるでしょう。

多少初期投資が必要でも、自然エネルギーの普及に最も促進する(1)ゼロシナリオの採用を是非ともお願い申し上げます。



35598 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35599 個人 自営業 ５０代 男性 直ちに大飯原発再稼動を撤回せよ。全ての原発廃炉
への工程作業に入れ。

直ちに大飯原発再稼動を撤回せよ。全ての原発廃炉への工程作業に入れ。理由は今更書くまでもないだろう。原発などと言う一部の既得権益者にしかメリットのない危険極まりないものをあの
福島の事故を経験しながら続けるなど日本を滅亡に導くもの以外何者でもない。

地元の了解を経て、など事故前の手順で進めるなどという手法はお話にならない。原発事故はその規模・影響力において日本全体が地元である。

35600 個人 自営業 ５０代 男性 当座、その場凌ぎでも良いので、原発だけはやめま
しょう。それがこの日本と言われる地域に居住する人
の意思です。

国民、市民、住民、いろいろな言葉がありますが、この地域に住んで生きている人々が、健康に生きられることが、すべての事項に優先します。これは自明です。その観点から、原子力エネル
ギーは福島の事故によってその価値を完全否定されました。仮説として、以前より否定する考えがあったのに、政府はそれを認めず、安全であると言って来て、この体たらくなので、反論の余地
はありません。自然エネルギーは不十分であるとか、化石エネルギーは環境破壊の可能性が高いとか、それらは認めるので、妥協できる技術を開発しましょう。原発に使われている費用を振り
向ければ、開発できるでしょう。
いいたいことは多々ありますが、とにかく原発は止めましょう。

35601 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 2030年に向けての原発比率ゼロにするエネルギー政
策を希望します。経済的負担が重くなってでも、相当
高水準の再生可能エネルギー、省エネ、ガスシフトを
実施。

　私は2011年の3月11日の東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故が日本で起きていたとき、ドイツのベルリンに居ました。Webを頼りに情報を集め観ていく中で、日本には
帰ることが出来るのかという不安が日に日に募りました。また、明らかに日本政府が福島の人々を見捨てているとしか考えられない行動に失望し、同時にどこか政府は国民を守ってくれるという
自分の安易な思考に嫌悪しました。
　どうにかまだ日本には帰ることが出来て、住むことも表面的にではありますが、今は可能な状態です。しかし、日本各地に設置された原子力発電所の数の多さを知った時、それを例え動かさ
ず無事に廃炉にできる段階まで持っていくのにも、途方に暮れる労力なのにもかかわらず、そこに向かっていく兆しが今の日本政府には全く感じられません。私は広島出身で被爆三世です。原
爆が正しかったという日本人はいるでしょうか？もし、今から原子力発電を支持するのならば、原爆を広島・長崎に投下されたこと、それらから何一つ学ぶことなかった愚かな行為の証明としか
感じられません。日本にこれだけの原子力発電を作ることを容認してしまった、自分の無知と政治への不参加を反省し、ここに2030年に向けての原発比率ゼロにするエネルギー政策を希望しま
す。人々がただ無事に日本列島で生まれ人生を全うし死ぬことができる、その生命の循環を奪わないで下さい。どうぞよろしくお願い致します。

35602 個人 自営業 ６０代 女性 原発はすべてを即刻廃炉にしたい。日本経済がもた
ないとか、そんなことはまったく理由にならない。人の
命より大事なものなんてない！たとえ経済がどうなろ
うとも国民を守らなくて、どうするのか！

経済の問題ではない。命と生活を守るか守らないかといった問題。我々国民は戦時とどうように、国家によって、命と生活を脅かされるのか。

35603 個人 家事専
業

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します 事実上、福島に人が安全に住めない状況が続く中で、原子力を推進する意味はないと思います。
必要な電力は、原子力以外で賄うという方向転換をしていく。
今、私たちが電力を使えればいいだけではない。
特に、使用済み燃料の処理をどうするか、安全な状態になるまでに十万年もかかると言われているようなものを今後も排出していくのは、日本、世界だけの話ではなく、この地球事態を汚染して
しまう、子孫に対しての負の遺産としか言いようがありません。

今、私たちが良ければいいではなく、この先の人類、生物の安全も考えて選択をしていくべきだと思います。
そして、日本がその方向転換の世界の先駆者となることを望みます。

35604 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 ２０～２５％シナリオを支持する。化石燃料資源を全く
有していない日本にとって、高い安全性の確保を前提
とした原子力技術によるエネルギー確保は必須。高
速増殖炉研究も含め積極的に推進すべき。

原発比率２０～２５シナリオを支持する。
化石燃料資源が全くなく、殆どのエネルギー源を輸入に頼っている我が国は、エネルギーセキュリティの観点からは非常に脆弱、かつ危うい状態にある。エネルギー確保は、国家の根幹に係る
案件であり、国家戦略として腰を据えて検討すべき。安易に一時的な感情に流されるべきではない。福島事故評価を踏まえ、原子力技術に係るリスクに向き合いながらマネージメントを強化す
ることで、健全な技術開発を進めるべき。また、準国産エネルギーになり得る高速増殖炉、核燃料サイクル技術についても確立をめざし、国家として研究開発を推進すべき。

35605 個人 自営業 ５０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35606 個人 自営業 ４０代 女性 最終処分場も決まっていない放射性廃棄物を子供た
ち世代に引き渡すのでしょうか。このゴミをこれ以上増
やすことは絶対になりません。この人災の犠牲に報い
るためにも、政府は一日も早く脱原発を明らかにする
べきです

六ヶ所村には「核燃料サイクル」「福島などで再利用」との謳い文句で「最終処分場ではない」からと「仮置き」。福島では燃料プールに「そのうち六ヶ所村に運んで再処理するから」ととりあえず
「仮置き」。仮置き、仮置きって、その先何も決まっていないということは、六ヶ所村も福島も現状最終処分場ということでしょうか。１０万年も福島に、青森にそんな迷惑なゴミを増やし続けてでも
「原発」必要ですか。まっとうな人間の感覚なら、答はＮＯです。他人の土地にゴミを追いやって自分が快適生活を送りたいなら、自分の庭を放射性廃棄物の最終処分場として受け入れて下さ
い。原発は要りません。自然エネルギーの開発に政府主導で国民もマスコミも、挙国一致で立ち向かうべきです。それがふるさとを奪われた福島の方々への懺悔になります。

35607 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ひとりの人間として脱原発（ゼロシナリオ）を求めま
す。

原爆を投下された世界で唯一の国が、核の使用をやめようと言う立場ではなく、原発事故でさらに世界に名を広めるとはお粗末にもほどがあると思います。是非とも我が国は「核」そのものの使
用を止めようと世界に発信していく国になっていただきたいです。日本の頭脳と技術を持って世界一クリーンなエネルギー国となるのはわけないと思うのですが、何故それをやらないのでしょう。

廃炉にするにも新エネルギー開発にもお金がかかると言うなら
国民は歯を食いしばって頑張ると思います。
国民はまだ未来を見ている。
未来の日本に原発は要らないんです。
もう、未来に借金を残す生き方はしたくありません。

35608 個人 自営業 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

日本の中に、誰もたちはいれない場所が現在存在しています。
未来の子供達のために、エネルギー計画を正しい方向に戻してください。
誰かの富のために、取り返しのつかない出来事が起きるのは間違っています。

広島、長崎、福島、3度目は自爆です。
これで学ばなかったら、生きている意味がない。
絶対に、核はいらない。

35609 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 脱原発を強く望みます。 　福島の原発事故が起きた今、唯一の被爆国として、原子力に頼らないエネルギー政策を打ち出せるのは日本だけだと思います。経済状況が厳しいなか、脱原発は難しいかもしれません。で
も、難しい中でもやり遂げられるのが日本だと信じています。「平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占め」るため
に、今できることは脱原発だと強く信じています。
　核をコントロールできる時代はいつか来るでしょう。でも、いまではありません。今は苦しくなることを覚悟で、原子力に依存しないエネルギー政策をうちだすことが世界における日本の役割だと
思います。
　ノーモアヒロシマ、ノーモアナガサキ、ノーモアフクシマ。日本から始めるべきだと思います。

35610 個人 自営業 ６０代 女性 地震列島日本と原発のくみあわせは狂気です。 日本自体の存続があやうまれるときに、目先の利益に走るのは狂気の沙汰です。

35611 個人 その他 ５０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35612 個人 自営業 ５０代 女性 原発できるだけ早いうちにやめろ。東電に事故の責任
を負わせろ。

原発できるだけ早いうちにやめろ。東電に事故の責任を負わせろ。

35613 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発即廃炉 放射能こわーい

35614 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ を望みます 福島第一原発の事故は甚大なものであり、多くの人が故郷に戻れずに今も過ごしています。事故がまた起こってしまうかもしれない。そんな危険な原発を54
基作ったことがそもそも間違いであり、今あるものも再稼働することなく今すぐに廃炉の選択をすべきです。

35615 個人 自営業 ６０代 男性 原子力発電所はすべて閉鎖し、新しい発電方法の開
発に取り組むべきであり当面は火力発電でまかなっ
て欲しい。

もはや原子力発電所の安全神話は無く、全力をあげて福島原発の事故を終息させて欲しい。
それと、正しい報道をお願いしたい。

35616 個人 会社員・
公務員

６０代 男性  エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、原
子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35617 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオ（即時） 原発は危険なので必要ありません。
原発以外の発電に変更してください。
即時に今ある原発を、全て安全に廃炉にしてください。
放射性物質による汚染をこれ以上増やさないでください。
新たな原発を作らないでください。
送電線を分離してください。
再生可能エネルギーによる発電の開発を実行してください。
六ヶ所再処理工場や高速増殖炉もんじゅを止めてください。
命を第一に優先してください。

全ての理由は、安全な生活を送りたいからです。
二度と事故を起こさないためには、原発をなくすべきです。

よろしくお願いします。

35618 個人 法人等 ５０代 男性 デモの警察等による規制は安全性を確保することを
超えて集会自体を困難にしている。国民が集合して声
を上げる民主主義の権利は尊重されなければならな
い。１００万人規模の集会が可能なように状況を整え
よ。

今まで災害でも人害でもお上からのものは耐えつつ受け入れてきた東北や福島という地があり。子供たちの将来が危ういという状況に、特に女性たちが初めて立ち上がった。立派だと思いま
す。しかし個人の質よりも量を重んじる財政界は以前のように福島を犠牲にしようとしている。
しかし今回福島の人達が耐えつつも政府の言いなりになれば、日本は本当におしまいだと思う。野田首相は「自分が責任を取る」といった。一体何の「責任」なのか？国民の命と健康を担保にし
ての責任なのか？安全を確保できていない上での大飯原発の再稼働は「賭け」ではないのか？お金がなくなって、博徒が自分の女房を掛け金に変えるのと何の違いがあるのだ。世の中にかな
らず勝つ賭けなどどこにもない。「女房/国民の命」を掛け金にすること自体が既に賭けに負けていることであることが何故わからないのだ、野田総理。次の賭けに負けたら日本は壊滅なのです
よ。この期に及んで「賭け」は止めてください。我々は国民の命を掛け金に差し出した野田総理を国家の頭に頂いたことを恥ずかしく思う。
財界の中身は、利益を生む構造。その構造には常にアメリカ財界との暗黙の了解がある。つまりアメリカ側の利益を創出する方向に必ず一部は向いていなければならないこと。これ戦後処理
の文法とも言えるものである。原発がある限り巨大な利益を生み続けるシナリオをアメリカ側が変えるわけがない。我々にできることは民意を盛り上げ、１００万人規模のデモを実現し、世界的
にデモのメッセージが無視し得ない状況をつくりだしていく以外ないと考える。

35619 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発依存度　０％を　支持します 原発の使用済み燃料の後処理が確立されていない状況で、原発を稼動させていくことは許されないことです。再稼動した原発を停止して、再びすべての原発の稼動を停止すること。これは、こ
れ以上の核廃棄物を作らないことになります。そして、
各原発で持っている使用済み燃料の処理を進めること。



35620 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私は原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より
踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私はあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私が誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35621 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを選択する。電気料金の上昇は受け入
れる。安全性が相対的に高い原発だけ必要最低限動
かし、他は順次廃炉にしていく。
CO2については、一時的に化石燃料の消費が増える
のは仕方ない。

ゼロシナリオを選択する。電気料金が上がってしまうのは仕方がない。本来ならば現時点で原発をやめる方がいいとは思うが、さすがに電気料金が極端に上がることによる国の経済的損失を
避けるために、安全性が相対的に高い原発だけ必要最低限動かし、40年過ぎた原発は順次廃炉にしていく。そして、官民上げて再生可能エネルギーの研究に予算を割り当てる。原発関連予
算は段階的に減らす。
太陽光発電については世界において完全に出遅れている感があるが、そこは政府がバックアップし、今後の日本の有力な産業として成立するように当面は援助する。

CO2の排出については、そもそも日本だけが減らす努力をしても意味がない。中国、アメリカ、インド、ロシアなどが減らさなければ全体の排出量は減らない。日本は先進国の中では一人当たり
の排出量がもともと低いので、削減努力をすでにしているといえる。よって、一時的に化石燃料の消費が増えるのは仕方ないと考える。現時点で京都議定書が有名無実化していることを考えれ
ば、もっと現実的で各国にとって公正な削減目標を設定すべき。

35622 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原子力への依存は終わらせるべきだと思います。未
来に危険な「ゴミ」を残すようなエネルギーよりも、自
然と共存できるエネルギーを模索していくべきだと思
います。

原子力０（ゼロ）にむけての具体案

・原発再稼働の停止
・再生産エネルギーの生産に力を入れる
・発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
・石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先させる

35623 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原発は必要ありません 福島原発の影響についてまだわからないまま原発を稼動させるのは危険です。これから産まれる子供たちのためにも稼動させないで下さい。

35624 個人 自営業 ３０代 女性 原子力エネルギー依存を直ちに終了させ、より踏み込
んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせること。
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させること。
再生可能エネルギーの生産を加速させること。
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生すること。
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付けること。

私たちは、あなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、
私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35625 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35626 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 選択肢を選ばなければならないのなら、２０３０年まで
にゼロですが、なぜ、２０３０年なのかが全く分かりま
せん。これでは、国民的議論とはいえません。原子力
エネルギーは即刻０にする必要性を強く感じます。

ただちに原発廃止を選択します。

２０３０年まで待っていて、また想定外の事故が起きたら、日本は終わりです。

通常時でさえ被曝と言う非人道的な犠牲の元にしか成り立たない原子力を、経済、表面的な豊かさのために使用するという事は、倫理的にありえないと思います。まして、事故が起きてしまった
ら、どうなるのか。たった今それを目の当たりにしているのです。そして、事故は起きるものなのだ、と言う事を身をもって体験しているのです。世界一安全な原発など要りません。世界一安全で
も、事故は起きるのです。そのような大きな犠牲を払っても得なければならないものなどありません。今までたくみに隠されていた原子力の本当の姿は、今回の事故で、国民に広く知れ渡る事に
なったのです。

原発の再稼動が広島、長崎、福島の人達の尊厳をどれだけ傷つけているのか。日本国民全員が犠牲者になるまで続けるつもりなのか。悲しみと怒りがこみ上げるばかりです。

原爆を経験し、原子力事故を経験した日本は、世界に対し、原子力を排除し、廃炉の技術と自然再生エネルギー、蓄電技術の最先端を誇る国に今、舵を大きく切る姿を提示するべきです。今ま
で放置されてきた核廃棄物処理の問題もあります。このような地球規模の大きな問題に目をつぶり、目先の電力、私欲、権力のために原子力政策を進め、廃棄物を増やし続けるような無責任
極まりない国に、私はなってほしくありません。

今、原子力を廃止する、という潔い決断をし、大きなチャレンジに直面する事が、日本の国民へ、今までなかった精気を取り戻し、それが国の本当に豊かな発展につながると信じます。
35627 個人 自営業 ４０代 男性 私はゼロシナリオを支持します。他の選択肢は有り得

ないと考えています。
2011年3月11日に東日本を襲った地震をきっかけに、福島にある原発が事故を起こした。そして放射能が漏れ、拡散され、日本に留まらず世界中に不安と恐怖をバラまいている。そんな状況に
なり、やっと原発の是非を問うような議論が高まって来ているが、そもそも何故原子力を使って発電する事に執着して来たのか全く理解出来ません。CO2を出さない、コストが安い、準国産エネ
ルギーと成り得る等言われているが、どれも信用出来ない。表向きにできない本当の理由や意向があるのではないかと思っています。どんな理由があるにせよ、燃料のウランを採掘する時から
始まる「被曝」という恐ろしい代償を払ってでしか発電出来ない原発に未来を感じる事が出来ません。それどころか、何百年も厳重に管理し続けないといけない「核のゴミ」を未来の人達に押し付
けなくてはならない現実に、胸が痛みます。申し訳ないです。なぜそんな事を止める事が出来なかったのか悔しいです。もうこれ以上未来の人達・他の生き物たち・地球を苦しめなくて済むよう
に、どうか即刻原発を停める方向に、日本全体を導いて下さい。命をないがしろにしてまで電気は要りません。今も福島やその周辺で苦しんでいる人たちの為にも。

35628 個人 自営業 ５０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35629 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。
原発のリスクをかぶりました。原発のメリットを考え併
せても、このリスクは誰にもかぶせてはいけないもの
です。
核・原子力からは手を引くことが一番賢明な判断だと
思います。

なぜ、３つの選択肢なのでしょうか。まずは日本はこれからも原子力を使い素つけるのか、使用をやめるのか、まず、この選択が必要なのではないでしょうか。そこの判断がされないまま、２０３
０年の原発の割合など検討しても、意味がないと思います。
即時停止はできないけどゼロになって欲しいという人、原発は続けるべきだけどあまり多いと反発食いそうだから少し少なめにしておこうかという人、どちらも選びそうな(2)の選択肢の存在が判
断をあいまいにしてしまいます。
ゼロにするのか、使い続けるのかという取り決めがあって、どのようになくしていくのか、あるいは使い続けるのかという選択が次にあると思います。

ゼロにする、その決定があって、どうしても医療の面などから数パーセントだけは原発をつかいつつなるべく早くゼロへするならば妥協できる面もあります。しかし、ゼロへ向かうという前提がな
いのならば、ゼロ以外は支持できません。

35630 個人 法人等 ５０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

もし政府が機能不全に陥ったエネルギー部門を再生するために論理的な手順を踏み、市場に小さな電力会社の参入を許可すれば、不足エネルギーを十分埋めるための再生可能エネルギー
への投資が行われるでしょう。例えばドイツは2011年に17の原子炉のうち8つを停止させただけでなく、新しい再生可能エネルギーの雇用によって自国の経済を回復させました。私たちにとって
の生きたお手本です。

35631 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 安全性の確立ができず、実は経済的にも破綻してい
る原子力エネルギーへの、嘘に嘘を重ねた依存を終
了させ、より踏み込んだ危険な原子力エネルギーから
の脱却の提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35632 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 どのシナリオも今の段階では現実的ではない。１８年
の間に、各エネルギーの技術革新に関してどんな変
化が期待できるのか予測を示してほしい。国民同士
がエネルギーに関して真剣に話し合うための機会を
作ってほしい。

国家の最重要課題に対して、「３択」なんて安易すぎです。「０％」と「２５％」の選択肢なんて、国民を原発反対派と推進派に二分しようとしているようにしか見えません。１５%というのは、震災前
から考えれば原発依存度を下げたことになりますが、ほとんどの原発が止まっている現時点から見れば、依存度をあげることになりますので、曖昧すぎます。こんな風にしか国民の意見を求め
られないなんて、今の政府は本当のお馬鹿さんなのでは、と不安になります。

５０個の原発一つ一つをよく見れば、「再稼働しても大丈夫な原発」、「あと１０年で廃炉にした方がよい原発」、「すぐに廃炉にした方がよい原発」があるはずです。それらを時間をかけて国内外
の複数の機関が評価、公表し、廃炉にすべきものは廃炉に、再稼働すべきものは再稼働に、とクリアにすることはできないのでしょうか。

一つ一つの原発に多大なお金と多大な努力が費やされ、エネルギーを賄ってきた５０個の原発、それをひとまとめに即廃炉にすべき、なんて思っている国民は多くありません。国民が不安に
なっているのは、再稼働や原発事故のリスクではなく、原発事業そのものが陰でコソコソと行われている現状です。ドイツでは原発施設内の見学ができます。フィンランドでは原発の隣に電力会
社の本社が建っています。原発への反発を避けたければ、原発事業を透明化することが先にあります。それができなければ、日本が原発に依存する道は断たれるでしょう。

発電技術に関して、今後どのような技術革新が臨めるのかも、国民が知りたいところだと思います。いつも政府が言及している自然エネルギーや再生可能エネルギー（ゴミ処理やバイオガス、ド
イツでは１０％以上を担っている）の効率の悪さやコストの高さは、これまで原発へ依存していたために技術の進歩が阻まれていたことに原因があるのではありませんか？

この１年だけでも、日本では放射能汚染処理技術や放射線測定技術が大きく進歩しました。自然、再生可能エネルギーの技術革新が絶対に必要となれば、そのような研究にももっと予算も割り
振られ、各分野の科学者、技術者が必死で取り組むことになります。このようにして、代替エネルギーの利用効率が高まることは、国民だけではなく、世界中が期待していることだと思います。特
に、再生可能エネルギーの開発利用は、政府が指導、推進し、地方自治体が各自で取り組むことができる技術です。もっと力を入れても良い分野だと思います。

最後になりますが、この状況を打開するためには、政府も国民も努力と知恵を出し合って考え続けるのが大事だと思います。３つのシナリオに関して数人の意見を政府の人が公聴会で聞く、と
いうのはナンセンスで（そんなのは電話でもできます）、各シナリオの賛同者同士を討論させる場を全国各地で提供して、それぞれの場で煮詰まったものを集めればよいのです。議論する人や
議論する場は多い方が良いので、このような討論を毎月行う、各学校、会社や事業所などでも、エネルギーを話し合う日常的な場を作り出す。エネルギー問題を通して、日本国民の思考、議論
する力を鍛える、これこそ日本全体を変えていく大きな政治改革ではないでしょうか。

35633 個人 自営業 ６０代 男性 原発ゼロ。
ゴミゼロ。
生活はゆっくり。

日本は本当に悲しい国ですね。
原子爆弾の投下、そして原発事故による被爆。これでも未だ原発に頼るのでしょうか？
多くの電力を使うことが文化的と云えるのでしょうか。ただ生活にスピード化するだけで決して豊かとはいえません。
世界一幸せな国ブータン王国に昔旅しました。
まるで絵具のチューブからそのままキャンパスに描いたような真っ青な空、真緑の山、原色の世界です。空気そのものが美味しく感じられる素晴らしい国です。何一つ不自由ない日本人から見
ると、当時首都に信号一つない状態で、全てに不便か？と思いましたが、世界一幸せなのです。
こんな澄み切った自然環境で、更にトラックの排気ガス規制を行っています。
殆ど影響ないという見方と全く汚したくないという見方があります。
汚くしている場所に少しぐらい汚いものを追加してもその罪の意識はありません。しかし綺麗な場所に決してゴミは置けません。
日本をもっときれいにしましょう。
原発のゴミ処理方法があるのでしょうか？
お金の力でそのごみ処理をどこかに押し付けるのでしょうか？
それでは幸せな国にはなれません。
急いだ生活をしなくとも、江戸時代はもっとゆたかであったと思います。
ゴミの無いエネルギーでゆっくりと生活を変えれば成り立ちます。

35634 個人 その他 ３０代 女性 原発はいりません。 命より大切な物はないからです。
もっと節約、質素に生きていけば
いい事だと思います。
かわいそうな人がこれ以上増えて欲しくないです。



35635 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35636 個人 会社員・
公務員

２０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35637 個人 家事専
業

５０代 女性 即時に原発ゼロシナリオを支持します。
地質学者達の見解を見ても大地震の可能性があるわ
が国で、再び福島の惨状を繰り返すことは是非とも避
けなければならない。人命が最優先。

今年、5月下旬、ドイツで太陽光エネルギーを稼働させ、原発20基分が賄えることが判った。自然再生エネルギーはコストがかかるとかの意見で原発再稼働を推進しているが、総合的に考える
と、原発が一番コストがかかっていることも周知の事実だ。海に囲まれている日本は太陽光だけでなく、海流からもエネルギーを作れる。ユーグレナなどの藻や、古来よりわが国で栽培されてき
た麻からもエネルギーが作れる。そして風、天然ガスなど我が国で得られるエネルギー源は計り知れない。
人の命を犠牲にすることなく、日本の発展を願いたい。
原発産業そのものが、通常稼働でも労働者への搾取があり、とても民主的な産業とは思えない。人命が尊ばれない職場はなくすべでもある。
即時、原発を廃止してもらいたい。

35638 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 政府の現状の対応は原発即時廃止を煽っています。
原因究明、是正処置を明示した上での再稼働で国民
の理解を得てください。

金曜の官邸前デモに参加しました。良識ある一般人の静かな怒りと憂いを見て、現状の政府のやり方は原発即時廃止に誘導しているとしか思えません。
通常の日本企業では、今回のような事故を起こした場合、原因究明と是正処置が明示されない限り、再稼働など許されるわけがありません。企業倫理の範疇で、是正処置を明示し、世の中に
再稼働を許してもらうのが通常の日本企業の対応と考えます。
福島の事故原因や事故の発生、進行過程での対応の何が失敗で、もし次に事故が起きたらどうするのかを示さずに、電気が足りないから～と再稼働する政府に、不信感を持たないほど、人々
は愚かではないと考えます。
日本が原発を使い続けなければならないと思われるならば、十分に説得力のある是正処置を示してください。
この難局から本当にあるべき原発の運用方法が国民に世界に示せれば、技術立国日本の原発の復活が可能になると思います。
一般企業ではない東電と学者、官僚がいくら努力しても事故前の延長でしか考えられないでしょう。
日立、東芝は事業の存続をかけて何らかの知恵、戦略を持っています。彼らを突破口としてもっと活用してはいかがでしょうか？

35639 個人 その他 ６０代 男性 原子力発電の最大の問題は、安全性の問題ではな
く、核分裂生成物の最終処理方法を、人類が知らない
ということです。即刻原子力エネルギーの幻想から、
覚めるべきです。

原子力発電所を稼動させれば、必ず核分裂生成物が生まれ、しかもそれの最終処理方法を人類が、知らないということは、この発電方法を止めねばならない決定的な理由です。これを続ける
ことは、生きとし生けるものに対する、絶対的な冒涜行為です。政府は、新しい基本法に「安全保障に資する」などという妄言をすべり込ませましたが、原発の存在は、安全保障にとって最も危険
なものです。５４基もの原発を置いて、戦争できると考えるとしたら、それは完全な妄想です。６７年前に陥った袋小路に再び入ろうとしています。そんな考えでいると、再び破局を迎えることにな
ります。今の日本政府に最も必要なことは、堕落から眼を覚まし、何故日本に原爆が落とされ、その後にとっての日本の使命をもう一度よく考えることです。

35640 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発は０％で良い。 まず、なぜ、この意見に電話番号やメールアドレスまで必要なのか疑問。

原発がなくても方法はある。
行わない、行えないフリをしているだけですよね？

私は広島出身です。
原発はいらない。
絶対にいらない。
地震国ですよね、我が国日本は、原発に安全なんてありえない。

経済は命あっての話ですから。

以上

35641 個人 自営業 ５０代 女性 脱原発の政策に基づき、低エネルギー消費型ライフ
スタイル・技術を世界に発信できる国づくりを目指す。

東電福島第１原発事故で明らかなように原子力エネルギーは１００％安全ではないことをよく理解していただき、原子力エネルギーへの依存を終了させる、より踏み込んだ原子力エネルギーゼ
ロの筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける
教育と啓蒙により、エネルギー消費型の社会からの脱皮を図る

エネルギーを消費しないタイプの社会作りで世界を率先できる政策をめざしてください。

35642 個人 自営業 ３０代 男性 ゼロシナリオを選択します。 原発再稼働に反対します。
電力の安定供給には火力発電を主に計画してもらいたいです。
最終処分方法が決まっていない放射性廃棄物を増やすより、CO2が増える方を選択します。

35644 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏
み込んだ原子力エネルギーゼロ、安全なエネルギー
の供給への筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロ、安全なエネルギーの供給への筋書きの提案を求めます。
具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける
私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。日本と言うすばらしい国が、より輝ける国に
なり、よりすばらしい世界にするために…

35645 個人 自営業 ４０代 男性 原発を即座に0にすべき。自然界に存在するエネル
ギーを各種各所で回収することで、用量、不安定さ、
CO2排出の問題を解決していくべき。

原発放射性廃棄物は溜まり続け、破綻の日は遠くない。現世代が猛毒の極みを生み出し、後世代に「10万年管理して」と置き捨てる。私達は史上最も無責任で恥知らずな世代である。
　これからのエネルギー源は何か。戦略室のシナリオには再生可能エネルギーとして太陽光と風力しかあげていない。意見聴取会をひとつ視聴してみたが、20～25シナリオ支持者は太陽光、
風力の不安定さを理由に原発を肯定する。ところが原発0論者はそろってバイオマス、森林資源発電に言及する。後世に負の遺産を残さぬよう、まじめに考える者にとって太陽光、風力の不安
定さは皆想定しているということだろう。バイオマス、森林資源はCO2　0カウントだし実用化成功例もでてきている。家庭向け蓄電池がどれだけ普及できるのか不透明な中で、これらは太陽エネ
ルギーの貯蓄物といえる。菅さんを長としていた戦略室でこれを想定しなかったはずはない。原発必要論を成り立たせるためのシナリオ提示をしていないか、疑念を抱かせる。
　太陽光発電、陸上、洋上の風力発電はこれからも技術向上され普及を期待したい。波力や地熱、その他自然に存在するエネルギーを利用する方法の研究と実用化を期待したい。
　原発のように大量発電ができなくとも、各消費地近辺で発電する体制を作った方が非常時に強く、送電ロスは少ない。誰でも考えればどちらをなすべきか分かることで、前世紀から提言されて
いるが、電力権力体は構造を変えなかった。
　特に提言したいのは国、地方一体となりごみ処理で発電することを構想していただきたい。ごみは原料が変わってもこれからも出続ける。燃料を加えず燃焼させる体制に揃えることでCO2排出
を低減させたい。病んでいる日本の人工林を正常化させる過程で大量の廃棄物がでる。木を手入れすることでも廃棄物が出る。こうしたことが現実に身近に大量にあるのに、生かしきれずに
CO2として排出してしまっている。1億2千万国民が協力できる体制を作れば、発電もCO2削減にも一助となる。
持続可能エネルギー体制が整うまで、供給力の足りないピーク時間帯があったとしても、計画停電ではなく計画減電を機械的なり人的にできる体制があれば、人々はより受け入れられるだろ
う。もっとも原発再稼動しなくても不足は起きなかったというデータが出てきているようだが。

35646 個人 家事専
業

３０代 女性 未来の子供たちにとって安全を保証するものではあり
ません。安全かつ、安心して過ごせる未来のために、
原子力エネルギーへの依存を即終了させることが必
要です。原子力発電の即時停止、その後廃止を求め
ます。

日本は地震が多く、津波も当たり前です。
地震の大きさも、大変大きく、建物が耐えうるとは思えません。
その状態で段階的廃炉というのは無意味です。
いつ大きな地震がきてもおかしくない状態なのです。
原子力発電に「何か」が起これば、日本の未来はありません。
その「何か」が起こる確率は非常に高いものです。

私が子供の頃、チェルノブイリの事故は起こりました。
子供の私ですら、原子力発電というものの怖さを知りました。
あのころとは違うというかもしれませんが、
原子力を人間が制御するには難しすぎることは変わっていません。
火は水や二酸化炭素で消すことが可能ですが、
原子力エネルギーに伴って放出される放射能などは、
簡単に消せるものではありません。

また原発のコストは大変高く、経済性を考えてもおかしいかと思います。
省エネや自然エネルギーに対しても、「経済的負担が大きくなる」としていますが、わずか数年の電気料金で取り戻せるのに、なぜ「負担が大きい」のでしょうか。イニシャルコストだけで、ランニ
ングコストを考えていません。

電気の需要もピークを元に考えられていますが、それはおかしいと思います。
まずはピークの需要を下げることによって、電気の需要のバランスも取れるのではないでしょうか？ピーク時の電気料金を上げることをすれば、ピーク時の消費はずっと下がることでしょう。

以上により、原発に依存することは無意味で、逆に動かすことのリスクは限りなく高いため、即時に原発ゼロを求めます。

35643 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原子力発電所の処分について 日本経済再興、また復興のためにも、いますぐ原子力政策を見直して下さい。
原子力発電所は日本の技術ではありません。　すべてアメリカの技術です。
もうこれ以上原子力政策を推しめる、意味はまったくありません、莫大な借金と労働者の被曝なしに原子力発電所は成り立ちません。

それとも本気で核武装する気があるのですか？
それなら少しは意味があると思いますが、そんなのは世界が認めないでしょう。　まずアメリカ国家が持たせないでしょう。　また今から持てば日本国内はおろか世界中からの猛反発により国とし
てまったく機能しなくなると思います。

ウランも石油もひとつの財閥が握っているといわれてます。

原子力発電産業は、詐欺です。世界の再処理工場に、また六ヶ所村に全人類を何回も殺せる核廃棄物が眠ってます。たった５分冷却を怠っただけで、大惨事になります。
六ヶ所村の場合日本全国が即死圏内です。

ウランは化石燃料の代わりになど到底なりえません。　ウランで発電するには、膨大な石油エネルギーを使って初めてできます。石油はプラスチックやその他の加工品にもなりますが、ウランは
電気しか作れません。石油が枯渇してもウランだけが残っても電気しか作れません。
その際は電気の服でも着ればよいのでしょうか？
そして原子力発電所の寿命はたったの３０年です。

30年たった場合原子力発電所そのものが、核廃棄物になります。
日本の原子力発電所のほとんどはもう寿命です。

原子力政策そのものが日本経済そのものを破滅に導いてます。

廃炉技術、あと１０万年に及ぶ高濃度核燃料の冷却技術、これの研究だけで十分でしょう。　また被曝前提ですが雇用もたくさん産まれるとおもいます。

騙されていたのは、国民だけではありません、国家そのものが、巨大な世界の原子力と兵器を牛耳る者達に騙されていたのです。

福島第一原発事故、この惨状を機に教訓にしてこそ
日本は初めて独立した民主主義国家になる可能性があるのです。

ここでそれができなければ、私たち日本、また日本人は物理的に終わりです。

選択肢は、　　　　０％　１５％　２５％　ではありません
こうあるべきです　０％　ー１５％　ー２５％
マイナスとは廃炉のことです。

０％もしくは、それ以下　ー１００％が自分の考えです。



35647 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発は今すぐ全部廃炉に＝今すぐ０％に。自然エネ
ルギーは、もっと開発に力を入れて、３５％などでな
く、かなりの％までもっていくべき。政府はこれまで開
発を邪魔してきたが、邪魔を止めれば、開発は飛躍的
に進む。

　原発は、燃料棒ひとつとっても、使用前と使用後では数億倍の放射能を出し、後の処理が非常に危険かつ困難である。今既に保管場所も足りないのに、これ以上、一本たりとも使用済み核燃
料を増やしてはならない。
　原発は製造過程でＣＯ２を出している。死の灰を出す。事故がなくても通常の運転中に放射能を大気中そして海に垂れ流し続けている。さらに海の水を大量に温めている。地球温暖化の面か
らも放射能汚染の面からも原発は地球に害を及ぼしている。即刻　全部廃炉にすべき。
　自然エネルギーが実用的でないというのは大ウソ。アメリカでは何年も前に、研究者・技術者達が実用的なソーラーカー（長時間もつ電池付き）を開発していたのに、アメリカ政府は無理やりス
クラップにさせ、「実用化はまだ無理」と嘘を言い続けて来た。また、昔、ホワイトハウスの屋根はソーラーパネルで覆われていたが、レーガン大統領の時、全部はがしてしまった。自然エネル
ギーの広がりを妨害するアメリカ政府と日本の政府はずっとグルだった。日本政府は、地熱発電の研究者たちが、調査をしようとしても、国立公園だからと言って使用許可を出ししぶり、研究を
邪魔してきた（今、やっと許可を出すようになってきたようだが）。３０年前に物理の教授から、政府が自然エネルギー開発には予算を回さず、非常に危険な原発ばかり優遇していると聞いていた
が本当だった。利権を守るため、また軍備の為に原発をごり押ししてきたことはもはや周知の事実である。
　結論として、権力が自然エネルギーの開発の妨害をやめ、本気で推進する方向に変わりさえすれば、自然エネルギーの％はどんどん増やせる。今でも、電気は原発なしで足りているので、原
発は即、全部廃炉にして、自然エネルギーの割合を飛躍的に増やすべきである。シナリオはこれしかない。
　宜しくお願いします。
　

35648 個人 自営業 ５０代 男性 ２０３０年までに原発０%にする。 放射能汚染はこりごり。直ちに原子炉再稼働をやめる。積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる。再生可能エネルギーの生産を加速さ
せる。発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する。石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける。

35649 個人 自営業 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35650 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原子力エネルギーの使用を最小限に抑える
日本にこれ以上放射能の被害をもたらさない為の抜
本的措置を即座に行う

日本国民は東日本大震災で原発事故の恐ろしさを十分に知りました。この事を知ったのは国民だけでしょうか。いいえ、世界中に「原発事故」の被害を知らしめたのです。日本に行くのをやめた
という外国人も少なくありません。芝生に寝転がるのを躊躇するのも、雨に濡れないように子供に行って聞かせるのも放射能を気にしての事なのです。
国を動かす政治家も人間。また地震は発生します。事故も起こります。100パーセントに近い高い確率で。そのような条件下で国民の意見を無視して原子力エネルギーを使い続けるとどうなる
か。政治家の皆さんも知っているはず。「自分の代さえ良ければいい」果たしてそうでしょうか。あなたの代すら危ないのに。このままでは日本は「放射能に汚染された原子力大国」として世界に
恥を広め滅びるだけ。
「本当の手遅れ」になる前に「真の政治家」として意義のある事は何かを考え、今こそ国民の為に動く時ではないでしょうか。国民の希望は「脱原発」。今こそ太陽光や風力を利用した代替エネル
ギーへの切り替えの時期です。物事を長期的な視野で見て「安心して住める国、日本」に変えてください。誰かがやらないと変わらないんです。近い将来自分の子供や孫がどんな目に遭うか想
像できたら政治家のすべき事を思い出せるはずです。

35651 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 再生可能エネルギーの生産を加速させる事を強く望
みます。原子力はもう過去の遺物です。

原子力の利権に群がる人たちの圧力やお金をバラまかれ、本当に日本のため、子孫のため、地球のために何が正しい決断なのか、見失っていると思います。
私はそうした大人たちを軽蔑しますし、悲しいです。
地球は悲鳴をあげています。そろそろその声に気づいて下さい。
私はできる事から少しづつ変えていきます。

35652 個人 自営業 ６０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、原
子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35653 個人 家事専
業

４０代 女性 20～25％に賛成です 原発依存率は20～25パーセントにするべきです。火力発電が増えれば電気代の値上げは避けられません。消費税増税が決まった中、これ以上の出費に国民は耐えれません。

35654 個人 自営業 ４０代 男性 直ちに原子炉再稼働をやめさせる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生
する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を
優先付ける

福島の人ひとや　世界の人が　放射能で大迷惑しています。
リサイクルする技術もってないんだから　もう原発はやめてください。

東電はつぶしてください。
発送電しないとシロアリを殺せません。

35655 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電所撤廃の実現 ご存知の通り原子力発電は未完成の技術です。現状では発電後に生じる放射性廃棄物を処理する手段が時間的解決しかありません。地面に埋めて処理をするにしても、この地震の多い日本
で高レベルの廃棄物であれば1000年単位の時間を要すものを安全に保管できる場所があるでしょうか？東日本大震災が起こった今、いくらお金を積み上げても受け入れてくれる地域はないで
しょう。発電を続ける限り今後もずっと増えて行きます。こんな不毛なことはやめましょう。核兵器転用目的として形を変えて持っているとしたら、そんなものに頼らない外交力を鍛えてください。
わが国は世界で唯一の被爆国であることをぜひ忘れないでいただきたい。

35656 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロ、省エネに本気で取り組むべき なぜ、あれだけの被害、社会不安を引き起こし、さらには核廃棄物の処理問題も解決していない原発を稼働させる必要があるのか理解に苦しみます。
原発の比率は０パーセント以外に考えられません。
福島第一原発の事故によって「原発は一度暴走したら人間の手に負えるものではない」という事を多くの国民が実感したはずです。
６７年前の原爆による放射能の後遺症でいまだに苦しんでいる人がいます。
今年も多くの方が亡くなりました。
そういった歴史、現状を抱える日本で、私たちは再び被ばくしました。
もう２度と同じ過ちを繰り返してはいけないと思います。
日本の未来に原発はいりません。
２０３０年と言わず、可能な限り早く、すべての原発を停止させるべきだと考えます。

原発を稼働する前に、まず、省エネに取り組むべきです。
電車に乗っても、レストランに入っても、店舗に入っても、夏なのに寒いです。寒すぎるほどの冷房が必要でしょうか。
電力不足を懸念し原発を稼働させる前に、身近な所から見直す必要があると思います。
２０３０年の省エネ到達目標はどれも低すぎるような気がします。

本気で取り組めば、日本の技術力と国民の協調性があれば、原発なしでもエネルギー問題は乗り越えて行けると思います。
未来の日本人に恥じない選択を今こそしなくてはいけません。

35657 個人 無職 ４０代 女性 (1)の2030年までに原発ゼロを目指す。 選択は2030年までとなってますが、本当の希望は即時全廃炉です。理由は、東電、原子力安全委員会、保安員が事故を起して責任をきちんと取っていないからです。

その証拠に近隣住民の避難計画や、破砕帯の調査、免震重要等の設置等重要な安全対策が不十分なまま、大飯原発を再稼動してしまいました。
この状態で稼動させて、地震の活動期に入って近い将来大地震が起きると予測されてるのに、再び巨大地震が起きたら、福島原発の悲劇を繰り返すのは目に見えています。今度原発が事故
を起してメルトダウンなどの大事故に至ったら、日本は放射能で汚染されて終わってしまうでしょう。

運転と規制を分離させるという理念で設けられた規制設置法は国会事故調査委員会の検証も待たず作られ、原子力ムラの田中俊一を委員長に置こうとしています。政府や東電、原子力業界
の無責任な福島原発事故対応や、ずさんな運営を見ていると危険な放射能を扱う資質が欠けているとしか思えず、まったく信用できません。

規制委員会人事に原子力ムラから選任しない、原発再稼動決定も4閣僚だけで決定するという、原発事故の反省がまったく伺えない原発利権のみで暴走するのではなく、長く反対してきた専門
家を入れて完全に原子力ムラから独立した第3者機関を設けて決めるべきです。事故の反省と検証を反映させる誠実な対応を国民に示してこそ初めて「2030年まで」原発ゼロを任せられるので
す。
そうでなかったら、原発など平和利用などできるわけがない、原爆と同じ人類にとっての凶器です。

35658 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
・直ちに原子炉再稼働をやめさせる
・積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
・再生可能エネルギーの生産を加速させる
・発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
・石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35659 個人 自営業 ４０代 男性 選択肢（シナリオ）の設定が不適切。原発ゼロを早期
に実施することを望む。

まず、積極的に原発の依存度を減らす国民の合意ができているのであれば、それに従ったシナリオを設定するべき。15シナリオは新設・増設を行わないだけであり、積極的に依存度を減らす選
択肢ではない。20-25シナリオに関しては古い炉を廃炉にした上で増設もあり得るということか？

原発ゼロを早期に実施することを望む。

理由：
今まで重大事故が起こる確率は何千年に一度とか天文学的な数字と言われていたが、高々50年程度の原発の歴史ですでに1回（世界では2回）起こることが証明された。そして、その被害は甚
大であり、長い将来に渡って影響が残る。
原発の重大事故の起こる確率が大きいと分かった以上、すべての原発を停止し、国家の安全リスクを減らすべき。リスク＝（確率）Ｘ（影響の程度）と考える。化石燃料の購入のために一時的に
経済的損失が増えるかもしれないが、原発の重大事故が起こったときの被害よりも少ないはずである。

日本はエネルギー技術に投資し、優れた技術を発展させ、これを次世代の重要な産業として国際競争力を強めるのがよい。

35660 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

日本では原発は直ちに廃止すべきである。何故ならば日本は地震国であり原発を立地できる土地は皆無であることが今度の福島の原発の惨事が証明した。このような惨事に凝りづ未だに原
発を再開しようとしている経済界、政界並びに官僚も含む所謂原子力ムラの連中は目先の金銭的利益のみで人間の幸福感の尺度としている人種であって今回の提案された選択肢はこのよう
な偏見を持った連中が意図的に国民を自分たちの都合の良い筋道に導こうとしていることは明々白々である。従って新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものでは無い。私は原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35661 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力発電、および原子力産業からの卒業を希望し
ます

意見の概要
地球環境、そして人々のための国策をお願いします。
利益を追求した開発、ビジネスは地球環境を破壊しています。地球なくして私たちの安全な暮らしはありえません。「諸刃の剣」のような原子力発電を使わない生活をサポートするエネルギー計
画ができるだけの実力が日本国にはあると信じています。

具体的に私は以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35662 個人 パート・
アルバイ
ト

法人等 女性 原発は無くすべきだと思います！
無くさなければいけないと思います！

何か起きてからでは遅いからです。
日本は狭い島国です。安心して暮らせる場所がなくなってしまいます。原発を無くす以外の答えが出ること自体私には理解出来ません。
どうか日本という国を無くさないで下さい。

35663 個人 自営業 ３０代 男性 日本に原発入りません。 原発は要らない！



35664 個人 自営業 ６０代 女性 3.11事故までは、数年の移行期間をおいて原発から
撤退してほしいと思っていました。しかし、事故後の政
府や国会の対応を見ていて、この国では原発を使っ
てはいけないと思いました。ただちに撤退してくださ
い。

私は、高校生のころから地震に興味があり、地震の研究者になりたいと思った時期がありました。しかし、父母の戦争体験を知り、寺田寅彦の著作を読 むなどするうち、日本社会での防災は、
いくら自然科学の研究が進んでも、社会的、政治的な壁を取り払わないかぎり、生かせないということを知り、大学では 歴史を学ぶことにした者です。
学校を出て、日々の仕事で生計を立てることが始まっても、地震と日本の近現代史についての関心はあり、関係する著作を読んできました。
娘 を生んだ1979年にスリーマイル島の原発事故があり、原発の苛酷事故は実際に起こり得るものだと知ったとき、日本のような地震国では、地震を引き金にし た事故も起こり得ることを改めて
思い、原発が増え続けていることに恐怖を覚えました。のちに1986年のチェルノブイリ原発事故もありましたが、日本の原 発規制は、一向に改善されず、地震の巣のある立地での原発設立に
ついても、裁判ですら反対住民側が負けることばかりが続き、この国の原発規制の力は、三権 にわたって効力を発揮できていないと感じつつ生きてきました。
神戸の震災ののち、石橋克彦さんの「原発震災」という問題提起がありましたが、政府 の原発規制の現場では無視され続けるのも見ました。貞観地震についての指摘があることも、2006～
2007年ごろの一般向けの新書でも指摘されていたと 記憶します。なのに、地球温暖化を理由に、火力発電をやめて原発へ、というような政治の流れが作られつつあることに危機感を持っており
ました。
なんとか、ドイツのように、再生可能エネルギーへ移行しつつ、炭化水素エネルギーへの依存も減らしつつ、同時に、原発からの撤退も、ある移行期間をおいてできないものかと考えていまし
た。いろんな署名活動にも参加しました。
しかし、この国の政治は、異議を唱える者の意見を取り入れないまま、3.11を迎えてしまいました。
3.11の地震動を東京で感じたとき、初期微動からして私の人生で味わったことのない大地震だということが判りました。ラジオで震源域が東北だと伝えられたとき、頭に浮かんだのは、北海道か
ら茨城までの海岸沿いに並んだ原発の列でした。
3月12日、福島第一原発の1号機が爆発。他の原子炉でも、冷却が安定して行われない状態にあると知り、とうとう大事故が起きてしまった、もっと生活を犠牲にしてでも反対運動をしておけばよ
かったと後悔したものです。
しかしまだ、政府は国民の被曝を防ぐ最低の対策は行うだろうと思っていました。ところが、当初の福島のみでなく、14～15日、首都圏にも放射能雲が流れてきたとき、その予報を出さないばか
りか、子どもたちに安定ヨウ素剤をのませることすらしませんでした。
事故原発の状況は不十分にしか伝えられず、外国からの情報や、従来「原発批判派」として原子力の規制現場からも排除されていた研究者による説明で、辛うじてパニックに陥らずに家族のこ
とを考える余裕を得るという、倒錯した状況が、その後ずっと続いています。
こ の国の原子力規制は、国民の生命を守ることは念頭においていない、そして、原子炉の安全を守ることも、ほんとうには考えていない、ということが身にしみて 判った今、移行期間などおく余
裕はない、今すぐに国内のすべての原子炉を廃炉にし、原発から撤退する政治決断をすること以外に、この国で再び「フクシマ」 の惨禍を起さずに未来を考える可能性はないと考えます、世界
に放射能を撒き散らす犯罪的行為は、「次ぎ」は許されないと思います。
国会事故調査委員会の報告についての国会での議論もまともに行っていない現状を見ると、つくづく日本という国は、原子力のような、失敗が国の命取りになるような技術を使いこなす能力の
ない国だとしか考えられません。
原 発事故は、地震や津波からだけ起こるものではありません。古い原発が壊れることも十分に考えられます。危険な活断層の指摘についても、迅速な対応がとられ ていません。世界のどの国
が原発を続けようと、日本は原発を使ってはならない国柄だと思いますし、こんな危機管理思想のない国は、外国にも売ってはいけな いと思います。
速やかな原発からの撤退を求めます。

35666 個人 無職 ６０代 女性 原発は即時廃止するべきだと思います。 日本は地震大国です。福島の事故で人間がずっと住めない場所を作ってしまいました。未だに原発事故の収拾も出来ていない現状。人間がコントロールできない放射能。人間を被爆させなけ
れば稼働できない原発。放射能廃棄物の処分もできないのにこれ以上推し進めるのは日本の破滅です。

国の方針で原発を優先させて他のエネルギーの開発を怠ってきたことを反省して今こそ原発依存政策から脱却し、太陽光・熱、風力、水力、地熱、波力、潮力、バイオマスなど再生可能エネル
ギーへの転換を決断し、国家的なプロジェクトとして取り組むべきです。このプロジェクトは地域の雇用・経済振興にもつながると思います。

あの原発を作ったGEも原発は経済的に見合わないと言っています。日本は優れた技術を持っています。早く現実を見て原発ゼロにして下さい。

35667 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発はいりません　　未来の子ども達に安全で幸せな
暮らしを残せるような環境創りができることを願います
原発に頼らない　電力開発を希望します

人類の永続と幸せのため

35668 個人 自営業 ４０代 男性 原発再稼働中止。即刻廃炉へ向けての準備段階に入
る。温室効果ガスを削減するため再生エネルギーへ
の転換を促進する。

政府提案の３シナリオはどれも十分とは言えない。2030年の原発依存率は0％であることは前提として、現在電力は足りているのにもかかわらず、国民の合意無きまま再稼働が決定された大飯
原発の即時停止を求めます。

パブリックコメントをどのように政策決定に生かすのかの説明がされていない。また、集まったコメントを集計、公開するともされていない。これでは何のためのコメントなのかまったく不明である。
このような状態では

「すでに政府方針は決定済みで、どのような意見が集まろうとその決定に影響を及ぼすことはないのではないか」

という疑問を拭い去れない。コメントの集計結果の全面公開を求めます。

主権在民という原点に立ち返り、特に国民の関心が高い直近の問題としての原発再稼働に関しては国民投票の実施を求めます。

35669 個人 その他 ２０代 女性 ３つの選択肢の中で(1)ゼロシナリオが最も妥当であ
り、(2)15及び(3)20～25の選択肢は論外です。

３つの選択肢の中で(1)ゼロシナリオが最も妥当であり、(2)及び(3)の選択肢は論外です。
史上最悪の事故を起こし、多数の国民の心身の健康に損害を与え、人々の生活や人生を壊した原子力発電を、敢えて選ぶ正当性や妥当性、必要性は皆無です。
今まで無下にされてきた再生可能エネルギーを日本の新しい、社会的価値を伴った産業として推進し発展させるべきです。

全ての物事にはリスクが伴いますが、今回の福島の原発事故により、地震や津波が発生する日本の国土、環境から考えて、原発に伴うリスクは許容し得るものではありません。

環境に適応できない生物は滅びるのが摂理ですので、事故を誘発する原因が多数存在する日本で原発を維持、推進すれば、遅かれ早かれ国が滅びることになると思います。
原発に固執するのは電力会社及びその業界に関わるの利権者のみです。利権者や業界を守ることで国が滅びれば本末転倒ですが、残念ながら、政府がそのような行為をしているのが現状だ
と見受けます。

本来、エネルギーを考え直すということは、日本の社会を根本から変えることにもなり得ることであり、それについての議論をせずに、単純な電源の割合のみを提示することは、国民や社会その
ものを無視し、侮辱する行為です。
総合資源エネルギー調査会基本問題委員会は、福島の事故から日本のエネルギーを見直すために行われたと理解していますが、提示されたようなシナリオからでは、有意義な国民的議論に
発展させようという意思は全く感じられません。

そして、政府には責任をとることはできません。どんな事故が起きても責任をとることになるのは国民です。政府が責任を持って決めると言っても何の慰めにもなりません。国民自身が負うべき
リスクは国民が責任を持って考え決めるべきであり、そのために、政府や東電は国民に嘘の無い情報を開示、公表し、相反する意見を持った有識者達を堂々と国民の前で議論させるべきで
す。

35670 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 (1)ゼロシナリオを選択します。
この中から絶対に選ぶのであれば(1)です。
(1)以外はありえません。

ゼロシナリオでは2030年までに、となっていますが、絶対に安全とはいえない状況のまま原発を稼働させることは危険すぎます。
福島原発でさえ手がつけられない状況なのに、原発を稼働させるのは無謀です。

原発だと排出するCO2が少ないといわれていますが、ウランを採掘したり、それを日本まで運んだりetcということを考えると、絶対少ないはずはありません。
事故があって分かりましたが、原発から出される冷却水がものすごい量で、海水の温度を7度もあげているんですね。
温暖化というなら、こっちの方が問題だと思います。
火力発電が問題というなら、地熱発電などの再生エネルギーの割合を増やすべきだと思います。

今すぐ脱原発を宣言して、全原発を安全に廃炉にすること。

そして、廃炉の専門家を有する日本として、地球上の国々に恩返し、お詫びをすべきだと思います。

35671 個人 無職 ３０代 女性 原子力からの即時撤退と電力の自由化を求めます。 原発稼働を経済から見るのはやめて下さい。原発が動かないと停電になるというならそうして下さい。そのセリフは脅しです。だって東京電力からしか電気が買えない仕組みになっていて、選択
肢がないこと自体、おかしいです。恫喝です。
原発すべてなくても電気足りてたし、みんな国民も気付いています。いい加減、国民の声を聞いて下さい。お願いします。

35672 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原発は「くみ取り口のないトイレ」
廃炉の廃棄物の処理もできない技術は
「技術」とはいえません。未来に責任を押しつけ
日本を、地球を汚染し続ける原発は直ちにやめるべき
です。

わずか40年　誤魔化して延命しても50年
その先の廃炉や核廃棄物をどう処理するつもりなのでしょうか。

福島の混乱や状況を見ても
その正確な解答を政府や電力業界が持っているとは
おもえません。

目先の利権だけに動いている、私たちの行為のツケは
確実に未来の世代に請求されます。

未来の人たちが今の時点の選択を
「愚行」と思わないためにも、次の点を
考慮していただきたいと思います。

１．直ちに原子炉再稼働をやめる
２．発送電分離　電力業界の独占的な利権排除
３．温室効果ガスの削減を原発稼働の口実にしない。
４．再生可能エネルギーの生産を加速させる
５．安易な代替エネルギー開発は慎重に（原発と同じ轍を踏むな）
　　　メタンハイドレートの開発リスクなど

35673 個人 その他 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

以下本論として以下の提案を行うものとする。
1.比率について
原発比率は、「可能な限り高めるべき」とし具体的な数字はここで示さない。これは、今後の化石燃料枯渇、温暖化対策、電気自動車普及と高齢化による電化住宅増加を見越したものである。
化石燃料依存の低減として、再生可能エネルギーの利用拡大も必要であるが、後述するエネルギー密度や安定性の観点から、その効果は限定的と言える。最近の論調では原発との対立軸と
して再生可能を提示するケースがあるが、電源の性質（安定性等）や効果から、原子力の補助として用いられるべきものである。

2.安全性について（既設炉）
原発事故のリスクを最小化するために、最新技術を導入すべきである。具体的なスキームは、事故を起こした1Fと冷温停止した2Fと女川の違いを分析し、必要な技術を開発するというものであ
る。
IAEAは女川発電所を調査し、地震動による直接的な影響はほとんどないと判断している。また、2007年の中越沖地震による柏崎刈羽発電所でも、同様の見解をIAEAは示している。私見になる
が、東日本大震災と中越沖地震のサイト及び周辺の地震動を解析してみると、後者のほうが原子炉構造物に与える影響は大きい。中越沖地震は、構造設計上に不利な性質を持つ波である
が、原発導入期からある3Ciの考え方の有効であった。故に、地震動による直接的な影響は、ほぼ解決済か十分解決可能であると判断できる。
津波に関しては、振動とは異なり、破壊確率を表すフラジリティ関数がスムーズではなく、いわゆるクリフエッジを持つ。今後は津波についてもスムーズ化が必要であるが、防潮堤や電源の止水
構造化で対応できるため、技術的障壁は低い。

3.安全性について（新設炉）
主に改良標準化以前の古い原子炉は、早急に新型炉へのリプレースを検討すべきである。
1Fと2F,女川の違いに、原子炉の新しさがある。主としてスリーマイル以降の改良標準化炉は設計余裕度が大きい。
最新鋭炉であるGe3+炉（東芝WHのAP1000やGE日立のESBWR）は、受動安全システムをもつケースがある。受動安全システムは、事故時に全電源を喪失したとしても、一定期間原子炉を冷却
する機能である。仮に1Fの原子炉がGe3+であった場合、放射性物質を外部の大量放出する事故は起こらなかったと考えられる。つまり、最新鋭炉では福島クラスの事故も設計想定内になる。
また、原子炉構造材料も進化しており、圧力容器の鍛造による一体化や鋼の銅含有量低下により、中性子照射脆化の影響も少ない。これは初期炉と新世代炉の脆性遷移温度や上部棚吸収
エネルギーを見ても明らかである。
以上のような技術的水準の向上により、確率論的安全性評価の結果は、最新鋭炉は初期炉と比較して、事故確率が相対的に概ね1/100以下になると考えられる。故に、なし崩し的に初期炉を
使うよりも合理的に安全性を高め、さらに大容量化によりkWあたりのリスクを低下させることができる。政府は、新型炉の安全性を合理的に提示し、リプレースを前倒しにしてでも進める必要が
ある。

4.新興国への技術支援
東日本大震災の原発事故を反映した技術を活かし、新興国のニーズに応える。そのためにも国内の原発を堅持し、技術を高める必要がある
世界的な視点で見ると一部の国を除き、原発推進の姿勢をとっている。特にアジアや米国、さらには中東では積極的な推進姿勢が見られる。これは、新興国の経済発展と深刻化する化石燃料
の高騰によるものである。また今後は深刻化する水不足も原発推進の要因になると予想される。これは水不足により海水を淡水化する必要が出てくるためで、そのためには膨大なエネルギー
が必要だからである。このような国家では、原発開発が人命を守る方法として進められることになる。
新興国は原発建設ノウハウがないため、むしろ震災後の日本の技術開発に期待を寄せている側面もある。これは、事故を起こしたあともトルコやベトナムが日本に協力を求めていることから見
ても明らかである。現在の日本の原発建設技術は世界最高峰であり、仮に日本が開発をやめれば海外への技術流出も起こり得る。これは国家の財産を失うだけではなく、核技術の拡散という
面から見ても危険である。

5.将来の脱原発について
長期的な展望では脱原発も視野に入れる。ただしそのためには、合理的なソリューションを示さないといけない。
脱原発のためには、それに代わるエネルギーを開発しなくてはならない。そのエネルギー源は、以下の条件を満たす必要がある。
a.エネルギー密度が高い
b.資源が豊富（できれば国産）
c.環境を汚染しない
以上を満たすエネルギーは現時点で核融合しかない。しかし実用化には50～100年かかると思われる。再生可能はa（場合によってはc）を、シェールガスはa.b.cを、メタンハイドレートはa.cを満
たさない。将来的な脱原発のためには核融合の開発が必須になるため、そのための予算や体制が必要である。また、50～100年かかるため、その間に原子炉の新設は必要である。

まとめ
以上のように、多角的かつ論理的な視点で考えると、21世紀中の脱原発は困難である。また、安全上の問題も技術開発により十分解決可能だと判断できる。また、世界的には原発推進姿勢が
続くため、日本だけが脱原発をしても効果はない。むしろ、世界的に見れば技術低下や流出によるリスクが高まる。

35665 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー問題は国民生活の根本に関わる重大な問
題であり、感情論を排除した合理的な判断が必要で
ある。特に原子力発電に関しては、輸入化石燃料依
存を低下させる上で有効であり、最大限の活用が求
められる。



35674 個人 その他 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35675 個人 家事専
業

４０代 女性 ?直ちに原子炉再稼働をやめる?温室効果ガスの削減
目標を掲げた国際公約尊守
?再生可能エネルギーの生産加速
?エネルギー部門を再生
?石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を
優先

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35676 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電の全廃。原子力エネルギーへの依存を即
終了させる、より踏み込んだ原子力エネルギーゼロの
筋書きの提案を求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏み
込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に以下を要求します。
 
・直ちに原子炉再稼働をやめさせる
・積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
・再生可能エネルギーの生産を加速させる
・発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する

35677 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 今すぐに全ての原発を停止させ、今後1基たりとも再
稼動させることなく、可能な限り早く(数年のオーダー
のうちに)全原発の廃炉を完了すべきである。

将来的な原発依存度について、ゼロパーセント以外の選択は、その結果再度フクシマのような事態が生じる可能性を考えればありえない。
ゼロパーセントをいつまでに達成すべきかということについても、スリーマイル，チェルノブイリ，フクシマと極めて深刻な原発事故がきわめて短かい間隔で起きている現実を直視すれば、何十年
もかけて段階的にという考えはありえない。事故による破滅的な影響をかんがみれば、次の瞬間にも大飯でそのような事故が起きる可能性は、無視することのできない十分に大きな水準にあ
ると判断するべきである。

35678 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロで行くべき。
温暖化対策も絶対に必要で、それを国民に理解させ
た上で、あえて原発ゼロを選び、相応の覚悟を持って
温暖化対策に取り組むことを明示すべき。

　現時点では、「原発は好ましいものでは無い」ことよりも「温暖化対策が絶対に必要である」ことの方が大多数の国民から理解が得られやすいように思う。ところが、「全世界で５０％以上のＣＯ
２削減を実現するための温暖化対策」には「徹底的な持続可能社会の追究が必要」であることは国民に共有できていない。
「持続可能社会への移行」は１９９２年の地球サミットで、地球温暖化のみならずあらゆる地球環境問題や貧困等の根本問題への対処のための道しるべになったかに見えた。しかし、この確か
な道しるべが世の中に存在していることが国民や為政者に共有できていない。
「温暖化問題はこのままでは危うい」との認識があっても、すなおに「ならば持続可能社会だ」とつながって行かないのが現実である。
　原発は孫子の世代はおろか、４０年間のメリットのつけを数万年後の世代にまで押しつけようとするものである。こんなものに頼りつつ、持続可能社会を追究し続けることなど出来るはずも無
い。まずは、これを捨てる。これは大きな覚悟を国民に示すことになる。その上で、「今のこの行動が、子供の世代、孫の世代にどのような影響を及ぼすのかをひとつずつ吟味して、一人１人が
自分の行動を正していく」ような方向を目指す必要がある。
　原発を止めた上で、共感が得られやすい「地球温暖化対策」を推進することが確かな未来につながる道だと思う。
　事故が発生してからの「放射能の影響がどうのこうの」といった議論で持ち出されるのは「人の健康に対してどうか」ということである。一方、何かを建設するときの環境アセスメントで議論され
るのは「生態系に対してどうか」ということである。「生態系に対してどうか」の感性で見たときには万が一にも原発事故は許容できるものでは無い。生態系レベルでみたときに判る影響が、まだ
気づいていない人への影響となっていることもあるであろう。ノイズが多すぎて因果関係がなかなか見えてこないが、子供世代のアトピーの蔓延や半分以上の人が癌にかかるようになったとい
う現実がある。
　化学物質管理の世界では長期間の微量暴露の影響が評価されはじめ、長い道のりを歩き始めている。多くの人達は「よく判らないもの（なにが入っているか判らない洗剤など）」をむやみに多
量に使わないように心がけ始めている。地下水や土壌汚染を防止するための法律の改正もなされ、企業も取り組みを強化している。ひとつの原発事故はこうした努力を一瞬にして無駄なものに
してしまうものであり、決して特定地域の人の健康だけにとどまる話では無い。
　原発の存在は、地道に動き出している環境対策の足を引っ張ることになる。原発が無いほうが、地道な活動を進めやすくなる。

 
35679 個人 その他 ３０代 男性 原子力発電に依存するエネルギー政策に反対しま

す．
現在提唱されているエネルギー政策は、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではないと考えます。原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、核エネルギーゼロの筋
書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働停止
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守
再生可能エネルギーの生産を加速
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先

クリーンエネルギーを求める多くの人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを切望します。

35680 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35681 個人 自営業 ５０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35682 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35683 個人 その他 ２０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35684 個人 その他 ６０代 男性 この中で選ぶなら(1)のゼロシナリオ。 福島も収束させられない中での原発の稼働は考えられない。
原発の安全神話は完全に崩壊している。
人の手に負えないものは即座に手放すべき。
国のお金を使って再生可能エネルギーの研究をやってきているのに、結果が出てないというのは怠慢。
再生可能エネルギーの比率をもっと上げられるはず。
即座に原発をゼロにするべき。

35685 個人 学生 ３０代 男性 すべての原子力発電所の即時停止、将来的にも０％
を望みます。

政府および関西電力は大飯原発を最稼働しましたが、その決断にたいして「民主的」な手続きを経た上での同意は得られていないからです。たとえ大飯町の議会で「同意」が得られたとしても、
原発に関しては「地元」は大飯町だけではありません。

35686 個人 その他 ６０代 女性 ゼロシナリオを選択します。　原子力発電所の即停止
を要求します。

日本政府には原発を扱う能力はありません。

自然災害の多い日本での原発稼働は自殺行為です。

福島原発事故が起こってから1年半。政治家、日本政府、日本の企業、マスコミ、地方自治体、学者　の言動を見聞きするに付け、日本人にはこのような危険な発電機を扱う能力がないことがよ
く分かりました。

事故直後に逃げ出した、解決能力もない保安院。
国の顔色を伺い、この過酷事故にも拘らず、利益追求ばかり考える東電。
事故現場は本部の許可がでないと決断出来ない。
マスコミは戦時中と全く同じで大本営発表しか流さない。
福島県は県民の安全を考えるどころか、県民が流出しない算段ばかりしている

そして、最悪な事に過去に学ぶという学習能力が全くない。
大飯原発を危険（安全神話）なまま再稼働したことにも
規制委員会の人事にも
福井県の避難計画にも表れている。

原発発電分は初期は火力発電で補えます。
基礎発電の地熱発電を推進し。小水力発電に補助金を付けてください。
小水力発電の規制があるようですが、可能な限り緩和をお願いします。
新築住宅には、基本的に太陽光パネルの設置を義務付けて下さい。
オール電化の場合は太陽光パネル設置をしていないと許可をしないでください。我慢と努力は日本人の得意とするところです。原発無しでもこのエネルギー国難に立ち向う力はあります。

35687 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します

直ちに原子炉再稼働をやめさせる

積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる

再生可能エネルギーの生産を加速させる

発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する

石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。



35688 個人 家事専
業

２０代 女性 脱原発 何をもって安全と言いきれるのか。
なぜそんなに不誠実な対応なのか。

全ての人間が人間らしい形状を保って生きる為には、自然に背くことはできないはずです。

目先の経済を優先することは、もっと未来の経済をも殺してしまうだろうとも思います。

子どもたちにも、まっとうに生活できる土地を残していきたいです。

35689 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 示されたエネルギー計画はどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

ここに提示されたエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ原
子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

以下のことを要求します：?
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私はあなた方が人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35690 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発即時ゼロを支持します まず、核廃棄物の処理方法を明確にしてください。
それができた上で、今回の福島の被害コスト（補償、廃炉費用含む）を加え、
原発の発電コストを明確にしてください。
これらの見積もりは、第三者にて実施してください。英ロイズの様な国際的に信用ある保険会社が妥当と思います。
そのうえで、原発をどうするかの議論をすべきです。
現状の不明確な試算ベースでは、適切な判断ができないと思います。
現下の状況では、無限大のリスクが存在するため、原発ゼロしかありえないと考えます。

また、発送電分離を実施してください。東電は国有化なので、国民の声を聞き、
国民が買いたい電力を選べるようにするのが、国の義務と思います。

以上です。

35691 個人 その他 ５０代 女性 原子力エネルギーの依存を即終了させる。 未来の人類のために当然である。

35692 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私は原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より
踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：

1.直ちに原子炉再稼働をやめさせる
2.積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
3.再生可能エネルギーの生産を加速させる
4.発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
5.石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

原子力は、いまだ人類にコントロールできていません。廃棄物の処理すら、未来の子供達の世界へ先送りにしています。私達の世代で汚した世界を、負債として子孫達の世代が背負わされて
いくのです。廃棄物が処理できる技術が確立されるのは、100年後？1000年後？その時の人類は？そのような無責任なエゴは通すべきではないと思います。核に頼らないエネルギー政策は必
ず見つけられるはずです。核を安全に扱う技術が、確立されない限り、人類は核を封印すべきだと考えます。

35693 個人 その他 ４０代 男性 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しま
すが、即?刻廃炉すべきです。

選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択しますが、即?刻廃炉すべきです。
 
原発事故が想定内、想定外のいずれであったにせよ、人間にはどうすることもできない自然現象をきっかけとして、国民に甚大な被害をもたらす可能性のあるものだということは明白であるた
め、同じ悲しみを繰り返さないためにも、原発に頼らず済むエネルギー源を早急に確立し、すべての原発を即刻廃炉すべきです。

男性 2030年までのなるべく早期に原発比率をゼロにする
ゼロシナリオを支持します。
電源供給に関して、原発以外の選択肢が有るのに
リスキーな原発を使い続ける理由は見当たりません。

35694 個人 会社員・
公務員

３０代 福島第一原子力発電所の事故をきっかけにして
原発関連のニュースや情報に注視して来たが、
調べれば調べるほど、知れば知るほど原発には
将来性が無いと感じる。
まず、放射性物質は人間が扱いきれるものではない
ということを今回の事故で改めて思い知らされた。
また、最終処分場が決まっていないのに
使用済み核燃料が増え続けるという問題。
10万年後まで管理しなければいけないという問題。
現代での反映と引き換えに、莫大な負の遺産を
未来に残すことになるというのはあまりに無責任に感じる。
安全確保という点から言えば、地震や津波の対策は
できるだろうが、テロや隕石衝突、飛行機墜落などの
リスクまで含めて考えると、放射性物質流出の恐れの有る
原発を維持するというのはリスクが高すぎる。
原子力規制委員長候補の田中俊一の発言に
「原発はコントロールできる」というのがあったが、、
健全な状態の原発だったらコントロールできるだろうが、
今の福島第一の惨状を見えれば一度事故が起きたら
原発は人類のコントロールできないのは明らか。

エネルギー安全保障の観点から見ても、
もはや原発には利点は無いと思える。
原油は中東依存度が高いが、LNGであれば
中東、アジア、オセアニア、ロシア、北米など、
ほぼ世界中から調達できるので、世界情勢に左右されにくい。
シェールガスの採取や、長期的に日本近海での
メタンハイドレートの採取などにより、1000年分の
採掘量が有るとされるガスを活用してはどうか。
ベース電源としては、火力を用いて、補助的に
再生可能エネルギーを用いてはどうか。
補助としてだけでなくても、原発が停止して
使わなくなった揚水発電所を使えば出力が安定しない
再生可能エネルギーの差分を平滑化して
電気の安定供給に役立つのではないか。
そもそも、1度の地震の直接の影響で10数基の原発が停止し、
4基の原発を廃棄し、1年の間に日本中の50基の原発が
一時的に停止した。
この事実からしても、原発は電力の安定供給に
向いてないのではないかと思える。

地球温暖化の観点から言うと、
確かに原発は直接は二酸化炭素を出さないので、
CO2削減には効果的と思われるが、
原発は、その冷却のために海水を毎秒数十トン使って
直接海水を温めているんで、直接地球を温暖化
させているともいえる。
火力の依存度を増やせば、二酸化炭素の放出量も
増えるかも知れないが、老朽火力発電所を
コンバインドサイクル等の効率の良い火力にリプレイスすれば
今と同じ二酸化炭素放出量のままで、原発が発電していた分の
電力量も補えるようになるのではないか。

原発が無いとコストが上がるとは言われているが、
原発の無い沖縄や香港やオーストラリアを見ても、
莫大なコスト増にはならないはず。
むしろ、原発は使用済み核燃料保存や廃炉の費用が
入ってないし、原発立地自治体交付金を払わないといけないが、
火力や再生可能エネルギーではその必要は無い。
再生可能エネルギーによってコスト増となったとしても、
それは内需につながるので良い影響をもたらす面も有る。
発送電分離や電力自由化など、コストを下げられる余地は
まだまだあるはず。

加えて言うなら、核関連の研究開発は続けるべき。
使用済み核燃料を減らせるという加速器駆動未臨界炉や、
核融合炉の研究はぜひ続けるべき。
もんじゅに関しては、構造からして安全に運用できるとは
思えないし、燃料も冷却材も危険極まりないし、
何十年かけて成果も出せてないし、
研究しても成果の出ない、しかも危険なものは
廃止していくべき。
さらに、政治の面から言えば、浜岡原発停止は英断だと思ったが、
浜岡原発と同等かそれよりも危険そうな大飯原発の再稼動を
許すとは、同じ国のすることとは思えない。
ハード面の安全対策何も無しで、運用面の対策だけで
再稼動するとかはっきり言って失望させられた。
防潮堤の建設や、免震重要等の建設、ベントフィルタ設置などの
各種安全対策が全部済んでから、そこでストレスチェックを
実施して、その結果を待ってから再稼動するか判断すべきだろう。
今の大飯原発ですら再稼動できるんだったら、
たぶん事故前の福島第一もストレスチェックが通ることでしょう。
これがこの国の原子力行政であって、こんなのがまかり通るなら、
やはりこの国には原子炉があっても安全に運用できないんだろうと
思い知らされた気がする。

以上のことから総合的に判断して、
2030年までのなるべく早期に原発比率をゼロにする
ゼロシナリオを支持します。



35695 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。原発をゼロとする時期に
ついては、即時、です。

理由は、他のシナリオで先送りされている廃炉費用と放射性廃棄物処理費用、それにいつまでも背負い続けることになる原発事故リスクまで考えれば、この案が最も経済的だと思われるからで
す。

(1)事故リスクが大きすぎます
2011年3月11日の東京電力福島第一原発の事故により、今もなお16万人もの人々がそれまで暮らしていた地域に戻れないでいます。そして故郷や未来や思い出が奪われてしまいました。
福島第一原発がまき散らした放射能は東日本全域に及び、河川や湖沼、太平洋を汚染しました。そして食品も放射能で汚染され、この国に暮らす私たち市民は、その汚染された食品をやむなく
食べざるを得ない状況に追い込まれてしまいました。また、生産者は自ら生産した生産物が忌避されるという事態にさらされています。漁業者の中には、未だ漁業を再開できない方も多いです。

このように、原発の事故は、一度事故が起こったら取り返しがつかず、人々の暮らしや夢を簡単に破壊します。このような理不尽なことが許されてはなりません。

(2)福島第一原発の事故の原因が究明されていません。
国会事故調査委員会の報告書では、「福島第一原発事故は終わっていない」としています。政府の事故調査・検証委員会の最終報告でも、事故の原因究明が十分には行なわれていません。

加えて、福島第一原発事故を教訓とした新たな規制が定められたわけでもありません。

このような、原発事故の再発を防ぐことができない状況下で原発を運転再開することは到底許されることではありません。

徹底的に原因究明をはかり、世界に向けて真実と再発防止策を発信することができたのち、改めて稼働の是非を問うべきである。

(3)核のゴミを次の世代に押し付けてはなりません。
使用済み核燃料は、再処理をするにしても直接処分をするにしても、何万年もの間、管理しなければなりませんが、それは不可能です。そもそも原発の稼働期間は40年に過ぎず、そのわずか
40年のために、何万年にも及ぶ負の遺産を次世代に残すという無謀な計画がどうしてなされるのでしょうか？

放射性廃棄物をこれ以上作り続けることは決して許されないことです。

以上の理由から私は「原発ゼロシナリオ」を選択します。



35696 個人 自営業 ３０代 女性 原子力は、絶対に反対します。
人間の扱うものではありません。
自然、動物、人間、地球の今、未来の為に、即刻止め
て、廃炉をしてください。
原発は、原爆です。

原発の再稼働を反対し、廃炉を御願いいたします。

35697 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。対応しきれない高い危
険性に頼ることは結局は国の破滅に繋がると考える
からです。

原発ゼロシナリオを望みます。一つの原発の事故で日本がこの様な状態になりました。まだ収集はついておらず汚染はじわじわと確実に広がっています。対応しきれない危険性に頼ることは結
局は国の破滅に繋がると考えます。日本を残すためにはより安全なエネルギーへのシフトチェンジが今こそ必要なのです。

35698 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオ 原発は、1度事故が起こったら取り返しがつかない状況になることがわかった。

地震の多い日本に、いつまた大きな地震が起こるかもわからないのに、原発はあってはいけないと思う。

地熱発電や太陽光発電をもっと増やせば費用や温暖化の問題も緩和されると思う。

安易に原発を動かすのは反対。

すぐにでも原発をなくしてほしい。

35700 個人 その他 ６０代 女性 電力が少なくなると、日本の生産力・国際競争力・生
活機能も低下するからという理由で原子炉を稼働させ
なければならないという理屈はおかしい。

　なぜ原子炉を咲再稼働させなければならないのですか。電力が少なくなると、日本の生産力が落ち、生活機能も低下するからですか。では、日本の生産力が落ちて、生活機能が低下すること
がなぜいけないのですか。逆に。生産力が高度に発展し、生活機能がいっぱいいっぱいに膨らんだ現在の日本は理想的な幸福状態といえますか。一部の人の命を犠牲にしなければ生産力、
国際競争、生活機能が向上しないなんて、先進国と言えますか。生産力、国際競争力、生活機能が落ちても、日本人は生活していけます。国民の一人にでも犠牲が及ぶかもしれない原子炉を
再稼働させて生産力を上げることより、国民が安心して一生を送れる日本を選びます。

　政府が「生産力、国際競争力、生活機能」と「あるかないかわからない放射能の危険」を秤にかけるような問題提起をしているゆえ、その問題の建て方自体が間違っていると言いたいのです。

　

35701 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発は、一刻も早く止めて、すべての原発を安全に廃
炉にしてください。
自然を利用した、発電の開発にお金と時間を使って下
さい。

原発0%

原発で作られる、有害物質、核放射能汚染は、すでに限界を超えていると思います。
原発でつくられる、有害物質、セシウム、ストロンチウムなどは、人間の科学能力では、取り除く事はできません。
自然に中和されるには、何千年もの時間がかかります。
このまま、地球を汚染し続ければ、地球は生命が住めない星になってしまいます。
ただちに、原発廃炉を廃炉する方向で計画を進めて下さい。
クリーンエネルギーに全力をあげて下さい。
子供が将来安心して大人になれる地球を返して下さい。

35702 個人 家事専
業

４０代 女性 2030年までになるべく速やかに原発ゼロ、そしてもん
じゅは廃炉にしてほしいです。

　福島の事故が起きるまで、原発とはどのようなものなのか？、どのような割合で存在しているのか？、その利点もマイナス点も考えずに電気を享受してきました。しかし、このような事故が起
き、その事故の被害を受けるか受けないかは、キチンとした知識があるかないかだけだと思い知らされました。
　友人のご主人が竹中工務店で敦賀原子炉などの設計を携ってこられた方で、福島の最初の爆発のニュースを聞いたとき「こんな状況に耐えられる設計はしていない。すぐに避難するように。」
と、ご家族を奥さんの実家の愛媛県に避難させたそうです。
　この話を一年以上経って友人から聞き、福島の人々には正しい情報が伝えられず若しくは隠されて、しかもその後”風評被害”などという言葉に捕らわれて、正当な避難ができなかったことが、
悔しくて悔しくてなりませんでした。福島近郊に全く知り合いもいない私ですら悔しいのです。当の皆さんや関係のある皆さんは、どんなお気持ちであろうかと思います。
　知っている人だけが上手く活用できる仕組みで、決して「100％安全である」と言えない危険な要素の多い原発。不公平窮まりないと思います。　もちろん、原発あってこその生活や人生を送っ
ていらっしゃる方も存在しているかと思います。しかし、それならば、使用済み核燃料も安全に自然に帰化できるような仕組みまで作ってから稼動してほしいのです。安心して魚や肉や野菜を食
べたいのです。今までのように気持ち良く関東に住みたい、戻りたいのです。ただ、今の政府の状態では利権やなにやらで、自然に帰化できる仕組みを作ることは難しいようにお見受けします。
なので、2030年までになるべく速やかに原発ゼロ、そしてもんじゅは廃炉にしてほしいと考えております。

35703 個人 学生 ２０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35704 個人 自営業 ４０代 女性 ゼロシナリオに賛成します。
２０３０年までの早い時期に原発０になるようにするべ
きです。
もっと本腰をいれて自然エネルギーを推進してもらえ
るよう要望します。

原発はウランを採掘する時から、使い終わった核のゴミを処理するところまで、問題だらけです。

ウラン鉱山では労働者・その家族が放射能により被ばくし、健康被害や病気・死者が増えている一方です。

１０万年もの間安全に管理しなければ大きな被害が起こる可能性のある核のゴミの問題。しかもすでに貯蔵場所もなくなってきています。
１０万年もの先に続く未来の子どもたちに押し付けるのはひどすぎます。

また安全に稼働している時でさえも原発の周辺では放射線量が高く、周辺住民の低線量被ばくによる健康被害が明らかになっています。

ましてや今回の福島の事故後、修復のメドもたたず、未だに危険な状況にある現場の状況だったり、多くの方が被害を受け、今でもつらく大変な状況にあるにも関わらず、支援や事故の解明・
被害の実証なども充分になされていない現実の中で、原発の再稼働はありえないことだと思います。

どうかどんな時も人のいのちを優先に考えて下さい。そして日本国として
今後の大切なエネルギー政策について、期限を決めて性急に決めようとせず、じっくり議論し、国民も納得する形で決めてもらいたいです。

（パブリックコメントに寄せられる声をどうか無駄にしないで下さい！）

35705 個人 家事専
業

３０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します！ ３歳の息子、１歳の娘を持つ母です。

子供たちのことを考えたとき、この地震の多い日本で、原発を使い続けることが賢いやり方とはどうしても思えません。

福島の事故だって収束していません。
関西在住ですが、とくに食品からの内部被ばくを恐れています。

放射性廃棄物の安全な処理方法も決まっていないし、
それに、多くの原発で働く方の被ばくなしに出来ない電力なんておかしいです。

日本は技術の優れた国なのですから、国が全力で自然エネルギーの研究、普及を推進してくれれば、それで電力はまかなえるようになるはずです。

このピンチの時に原発依存をやめ、持続可能社会に方向転換をすれば、日本は世界からも尊敬される、すばらしい国になるはずです。
ここで変わらなければ、被ばくされた福島や周辺地域の方々に本当に申し訳が立たないです。

人口、機能の集中する東京でも健康被害が出始めていると聞きます。
みなさんお一人おひとりの健康にも差し迫った問題として、原発を脅威と意識していただき、ぜひともゼロシナリオを選択していただきたくお願いいたします。

35706 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します。 ６７年前の玉音放送は、人類史上初の反核・平和宣言でした。
その覚悟を、今再び、新たにすべきです。

35707 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 １の2030年原発依存ゼロシナリオを支持する。エネル
ギーの選択肢としての原子力発電には、破滅的リスク
が含まれており、そもそも選択肢として不適当である
からである。

選択肢の１に挙げられているゼロシナリオを支持する。その理由は簡潔に述べるならば以下の通りである。

１、国土の安全保障や経済の安定のために、エネルギーは多様なソースに分散、立脚しているべきである。
２、すなわち、破局的なリスクを秘めている選択肢は、それが経済的その他の点でいかにメリットがあろうとも、そもそも選択肢足り得ない。
３、その点、原子力発電には、いったん高レベルの事故が起こったら多大な影響をもたらすというリスクがある。現に昨年発生した東京電力福島第一原発での事故による、多年に渡ってうしなわ
れた居住地および農地としての国土、被爆者の健康被害は、多大なものであった。また、今日の科学技術、もしくは経済的政策によっても、被害をコントロールしがたいという問題もある（広大な
野山をどうやって除染するというのか？　この事故はいつ”本当に”終息するのか？）。
４、したがって、原子力発電への依存は（数％ですらなく）ゼロとすべきである。

付論）
たとえば化石燃料をめぐって、大規模な戦争が起きるといったタイプの破局もありうるが、それらの破局は人為的なものであり、原子力発電の事故と比していつでも途中で止めるなり、政策に
よって影響を限定するなりすることができるだろう。
以上

35708 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 (1)を選択します。地震国である日本での原発の設置
はリスクが高く、仮に安全が担保されたとしても、「核
のゴミ」の問題が存在する限り、原子力は日本のエネ
ルギー政策の選択枝に入れるべきではないと考えま
す。

ゼロシナリオを選択したのは、国土が狭く、世界有数の地震国であるこの国に原発を設置し続けることのリスクに加え、放射性廃棄物の問題があるからです。昨年の福島原発の事故で、原発
がひとたび事故を起こした場合の被害の大きさを痛感し、また事故後の除染の困難さから、放射性物質を何らかの技術で無害にすることは現時点では不可能で、人体への健康被害をなくすに
は、流す、こすりとる、埋める、などのように「今ある場所からどこかに移動させる」という方法しかないということがよくわかりました。仮に国外に核のゴミを引き取ってもらうという選択をしたとして
も、地球の外に持ち出せるわけではなく、結果的に地球環境に多大な負荷をかけてしまいます。したがって私は、ひとたび事故が起きた際の被害が甚大であり、廃棄物の処理方法が確立して
いない、という二つの理由から、原発によるエネルギー政策は、選択するべきではないと考えます。

また、今回のパブリックコメントの趣旨とはそれますが、日本のこれからのエネルギー政策を考えるにあたり、イタリアのように国民投票で決定できるよう、法律を改正し、早い時期に実施してい
ただきたいと思います。諮問型国民投票でかまいません。もしこの国のエネルギー政策をシフトしようとするなら、原発に依存した地域経済をどう立て直していくのか、原子力に変わるエネル
ギーとして何を選択するのか、など国民が考えなければならないことはたくさんあります。そのような問題点、メリット・デメリットを国民にきちんと説明したうえで、国民の総意でこの国の未来を選
択し、そのうえで具体的なビジョンをたてていただくことが、ベストなのではないかと考えます。

35709 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 日本は、全ての原子力発電所を廃炉というゴールを
据えて、今後のエネルギー政策を考えるべきだと思い
ます。

すぐに全てを廃炉にすることは難しくても、目標を変更不可能な形で法制化して、そこに向けて規制庁やその他廃炉のための政策実施機関等を整えていくべきと考えます。理由は、安全性を担
保にするにはあまりにも失敗した場合のダメージが多すぎて、これは目先の経済よりも長い目で見た国益を損すると考えるからです。その根拠は火を見るより明らかな福島第一原発の事故の
状況です。1年半以上たった現在も、むき出しのまま何の処理もできず、また汚染された土地には人も住むことができず作物を作ることもできない不毛の地です。でも何よりも大きいのは被災し
たその状況にある国民を守ることができない国の対応です。直後の対応はもとより、今も満足が行く対応などとは程遠い状況です。チェルノブイリの方がどれだけましかと思います。家を家族を
奪われた国民がせめても復興に努力し結果を待てる環境を整備することもできないこの国に、新しく被災地となる可能性のある場所を増やさせるわけにはいかないからです。

原発０％を支持。全原発の即時停止と廃炉を求める。
最大の理由は核廃棄物無毒化の技術が存在しない
から。原発が稼働すれば核廃棄物は発生し続け、私
たちの子孫・地球環境への脅威が日々大きくなってい
く。

原発0％を支持し、全原発の即時停止と廃炉を求めます。
第１の理由として、現在、核廃棄物を無毒化する技術は存在していません。一万年以上も有毒である物質を安全に保管し続けることが現実的に可能だとは、まともな想像力と洞察力を持つ大人
なら思えないでしょう。既に日本のみならず地球上には、私たちの子孫と地球環境にとって脅威でしかない大量の核廃棄物が存在します。これ以上核廃棄物を増やすべきではありません。１日
も早い停止を望みます。しかし即時停止だって現実的ではない、と主張する人もあるでしょう。ですが、私たちは現実に、この夏までの全原子炉が停止した状況においても、以前と変わらぬ便利
で安全な社会を維持していました。盛夏を迎えた現在においても、同程度の出力を有する火力発電所を停止させた上で原発を再稼働させているのですから、「電力が足りなかったから原発を再
稼働した」という説明は詭弁でしかありません。現実に、原発がなくても日本社会は健全に機能するのです。
第２に、今や、原発に経済的合理性を感じられません。例えば、これまで原発は低コストだと説明されてきました。けれど本当にその計算は妥当だったのでしょうか？　現在では、家電リサイクル
法や包装容器リサイクル法などにみられるように、生産・消費に際して発生する廃棄物の処理までを生産・販売コストに含めて考えるようになってきています。その発想に基づいた場合、一万年
以上の厳重な核廃棄物保管を伴う原子力発電のコストは計算するまでもなく膨大になります。また長期保管を算入しないまでも、実際に原発事故が起きてしまった現在、東電及び日本政府によ
り負担されるであろう被災者への賠償・除染費用・子どもの健康を守る為の費用によって「原子力発電が、日本社会全体にとって高くついた」ことは誰の目にも明らです。これまで数々の経理的・
法的・税的な仕掛けにより「原発は低コスト」という粉飾がなされて来ましたが、本質的には「原発は高コスト」であったことは、もはや隠しようがないのではないでしょうか。また、原発による電力
の安定供給がなければ経済成長が鈍化する、との意見にも賛成できません。そもそも、技術立国を誇るこの日本で、本当に原発以外の手段での安定的な電力供給が不可能なのでしょうか？
繰り返しますが、既に私たちは、全原発停止下においても安全便利な社会が維持できることを経験しているのです。それに、突然の停電が実際に頻発する中国などで高い経済成長が続いてい
ることを鑑みれば、経済成長とは、インフラが完備されている場所で発生するものではなく、むしろ、これからインフラが整備されていく場所や将来への希望や展望がある場所で発生するもので
ある、ということが言えるのではないでしょうか。もし仮に、今、日本において原発存続が選択されれば、「危機に際しても変わることのできない日本社会」を、誰よりもまず日本人自身が強烈に
思い知ることになり、確実に日本人の自信は失われ、志気は下がり将来像は暗くなるでしょう。私は、そんな国には魅力を感じません。日本人の私が魅力を感じないのですから、諸外国にとって
はなおさらでしょう。私は、脱原発が掲げられ、新エネルギー源への転換や原子力業界利権の解体が行われることによって、新規分野が開拓され経済が活性化し、何よりも私たちの前に「新し
い日本社会が始まる」という希望が提示されることを、心から望みます。
第３の理由として、私は日本が「最後の一国」になることを恐れます。これは「世界から取り残される」ことを感情的に恐れるものではありません。もっと別の、えげつないストーリーを想定して述
べます。
地球上にはまだ原発推進・存続の国がありますが、大きな流れとしては脱原発の方向にあると思います。可能性は低いにしろ露・仏・米・中などが脱原発にならないとは誰にも言えません。その
とき脱原発を決めた国々は、核廃棄物の引き取り手として原発継続の国を選ぶかもしれません。核廃棄物はどの国にとっても厄介者です。ひとたび脱原発となれば「核廃棄物をプルサーマル
原料として安価に販売する」または「引き取ってくれたら代金を払う」といった手法で、原発継続の国（つまり日本）に押しつけようとするでしょう。断れればいいですが、このまま原発業界と利権を
残したままでいたら、そのときの経済状況によっては日本は「持参金付き核廃棄物」を受け容れてしまうかもしれません。そんな風に世界中の核廃棄が日本に集まらないとは誰にも言えないの
です。これは一種のババ抜きのようなものです。そして、もう既にゲームは始まっています。ドイツ・イタリア・オーストリアは早々と上がってしまいました。日本がババをひかないことを心から願い
ます。
そして、最後の最大の理由として…。福島第一原発が破壊したものの殆どは、お金では回復できないものです。誰にも、何にも回復させることの出来ないものです。ふるさとを奪われ、それまで
の人生から突然切り離された原発被災者の皆さんのことを思うと胸が苦しくなります。自分や自分の子どもがそんな目に遭わされることを想像すると背筋が凍ります。ことここに至って原発を容
認する人たちに聞きたいです。あなたが原発容認だろうと反対だろうと、放射能は平等に有害です。ひとたび事故が起きれば、誰だろうと命の危険にさらされ、今までの人生で築いてきたものを
崩され、愛する人を奪われます。福島の人たちと私とあなたと一体何が違うのでしょう？　私は横浜在住ですが、今回たまたま四号炉のプールが無事だったために被災しないですんだだけで
す。あのとき四号炉のプールが壊れていたら、私も家を失い、ひょっとしたら命も失っていたかも知れません。私は守りたいです。自分と子どもたちの人生と、日本を。

35699 個人 家事専
業

３０代 女性



35710 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ゼロシナリオを希望。 3･11に東北で被災、停電を経験した。

火力発電の設備は2～3日で復旧し電気が使えるようになった。
一方、原子力発電所はいまだに事故処理の最中である。

事故が起きた場合に環境含め電力会社外の人間に大きな被害が及んでいる。

大飯原発のみが稼動している現在、関西電力管轄地域外で電力不足による停電は起きていない。前年度と比較してメディアによる節電の呼びかけが緩慢であるにもかかわらず。

人口の減少、経済の衰退により必要とされる発電量は減少するはず。

以上の理由による。

35711 個人 その他 ７０代 女性 原子力エネルギー0％を速やかに実行に移していくこ
とを願う。

地球や子孫にこれ以上、負の財産を残してはいけない。
原子力発電によって出る廃棄物（再生可能といわれていても）の最終的処理の方法も場所も決められない現状、その理由をもっと真面目に追求すべきだ。
まともに廃棄物処理方法もままならない現段階での人間の力の限度を、もっと謙遜になって受け入れるべきだ。再稼動へ踏み切った折の『安全』・・と称する判断は、余りにも傲慢だし、人の住め
ない第二の福島を作ってしまう危険性が、余りにも高すぎる。

35712 個人 無職 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35713 個人 無職 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35714 個人 無職 ７０代 男性 2030年のエネルギー・環境に関する原発依存度につ
いて
⇒ 原発０％
　 すべての原発をすみやかに廃炉にするべきです。

　福島原発事故も収束していない状況で、日本は、現在も空や海に放射能を放出し、地球環境を汚染し続けている。大飯原発の再稼動は、絶対に許されない。
　広島・長崎・ビキニと三度も被爆を体験した日本が、原子力という見えないキケン（放射能）をエネルギーとして利用してきたことが間違いだった。
　地震国日本は、すべての原発をすみやかに廃炉にするべきです。
　使用済み核燃料や放射性廃棄物の最終処分の問題も白紙状態であり、被爆国である日本は、原発から直ちに決別するべきです。

35715 個人 自営業 ５０代 女性
放射能無しの日本。なってもらいたい。

今の状態は、舵取りのいない船のよぉ、
誰も責任は取らないが、でも、この空気には逆らえない。
日本政府の皆様、日本はどこにいってしまうのですか？
原発の危険がこんな風に大きくてんか逸されているのに、全く真実を伝えない。
ちゃんと伝えて欲しいです。そして、放射能に頼らぬ日本になって欲しいです。

原発のない日を目指して欲しい。

35716 個人 その他 ４０代 男性 原発への依存度は2020年を待たずに可能な限り早く
０％にすべきであると思います。

・福島の事故から分かるように、いったん原発が暴走したら計り知れないダメージを人々と国土に与えてしまう。
・その被害に対して誰も責任など取れない。野田さんは「責任を取る」といったが、具体的にどうやって責任をとるのか？全く無責任だ。
・人間の生み出したものは、事故の可能性をゼロにすることはできない。
・そもそも福島以前は、政府も原子力ムラも「日本の原発は安全だ」と散々主張していたではないか。
・核のごみの処理方法も決まらないし、展望すらないのに稼動し続けることは全くの無責任。
・上記のことは子供でも理解できることだ。
・電力不足というキャンペーンも事実ではない。関西地区ですら、原発なしでも電力は足りている。
・再生可能エネルギーの開発に力を注ぐことは、日本の新たな産業を生み出し、雇用を増やす活力になる。

35717 個人 家事専
業

３０代 男性 ゼロシナリオ支持します 原発いりません。

35718 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発はカネのかかる発電であることに加え、原発の利
権に群がる人たちのにより、生命よりもカネが重視さ
れている。原発の立地は過疎地でありそこに金がばら
まかれて建設される。原発は、廃炉に持っていくべき
だ。

原発は、以前は「CO2を排出しない環境にやさしい発電」とまで言われた。しかもこれはチェルノブイリ事故以降のことである。
 もちろんこれは電力会社によるキャンペーンであり、最近の「電力不足」キャンペーンと同質のものである。原発の「安全神話」も当然同じく電力会社発信の文言だろう。なぜなら、「安全」と言わ
れる原発が、何らかのトラブルを起こさなかった年は3.11以前もなかったからである。では、電力会社はなぜこんなにも危険極まりない「原発」に執着するのだろうか。それはまず、「原子力村」の
存在である。「原子力村」とは簡単に言うと原発が生みだすカネに群がる企業、政治家、研究者や知識人の集団である。政治家は献金してもらい、研究者は研究費をもらい、企業は仕事をもら
う。そして政治家が特権を与え、知識人がお墨付きをあたえ、企業が利潤を受け取る。
そしてさらに重要なことは、原発の立地場所は過疎の町であることだ。都会のど真ん中には決して作らない。原発の計画が立案され、調査の段階からその地元には多額のカネが投入され、いろ
いろな福祉施設、厚生施設が建設される。山口県上関町のように、その金を巡って貧しい自治体は反対派と賛成派に住民自身も分断される。
また原発はもっとも危険であることはもちろん、最もカネのかかるエネルギーであることも見過ごせない。まず、原発は建設時に建設費以外の莫大なカネを上にあげたような原子力村の住人、
立地自治体などなどに使うし、用地買収、反対運動を抑えるために使う、汚染地域の農業漁業への補償費用などなどに使う。また、運用してからも廃棄物、使用済み核燃料、揚水発電所、事故
対策などにまた多くのカネを使う。そしてこれらはすべて電気料金と税金で賄われる。「原発は安い電気」と言われたのは、3.11以後空々しいが、もし事故を起こさなかったとしてもやはり、高いエ
ネルギーなのだ。
そんな高コストで危険性の高い原発をなぜ関西電力大飯原発をはじめ何が何でも再稼働したがるのか。3.11の事故の原因究明とその対策が十分になされていないにもかかわらず、である。さ
らに大飯原発は活断層上に立地されていることが分かったにもかかわらず、である。
 　そしてなんと5月15日にはテレビ番組で、関電職員が証言している。「大飯原発の再稼働には、電力不足は関係ない」と。
 　今夏、原発なしでも乗り切れるとわかると、関電の約9000億の原発関連資産が不良債権になり、総括原価方式の対象外になり、もうけが途端に半分以下になるのである。ちなみにこの「総括
原価方式」という言葉も重要なキーワードである。この方式により、電力会社は絶対に損をしない仕組みになっている。
儲けが減るからこそ「電力が不足する」というキャンペーンをはり、原発が必要だと知識人に語らせる。
あの大阪市長橋下も最初は人気取りのために「反原発」のポーズをとっていたが、「再稼働やむなし」と態度を急変させたのは周知のとおりである。彼らにしてみれば人々の命、生活はカネに比
べるとあまりにも軽すぎるのである。
　そしていま最も重要なことは、被災者には徹底した補償を、東電幹部と閣僚の人件費、原子力村へのカネを削減して、おこなわなければならないということである。また事故原発で文字通り命
をはって働く東電労働者、そして下請労働者への労働者使い捨ての被曝労働を即座にやめ、十分な人数による比較的安全な労働環境を即刻つくることを要望する。7月21日に報道された内容
では、命を懸けて事故原発の後始末をしている労働者の、まさに命をつなぐ「線量計」の値が高くならないように、鉛の板をかぶせていたということである。労働者の命を何と思っているのか！絶
対に許してはならない。

35719 個人 自営業 ３０代 女性 (1)ゼロシナリオ　を希望します 原子力発電所をすぐにゼロではなく約20年かけてのゼロはできると思います。
実際に現在は原子力発電所が稼動していなくても生活ができています。
火力発電によるco2の排出量が懸念されていますが、原子力発電所は海水を利用して大量の温排水を出し、co2以上の地球の温室効果を促しています。
現在の自然エネルギーの普及とコストは20年前と比べると躍進しています。日本人の勤勉さと忍耐力、自然との調和力（里山）で経済的懸念も解消できます。

35720 個人 家事専
業

３０代 女性 日本の原子力発電を全て廃止してほしい。 損得を少しでも考えた時、真の答えは見えなくなると思う。
人間の無垢な心を思い出せばおのずと答えは見えるのだと思う。損得で未来を図ってはいけない。どんな苦痛や損失を伴っても、それは耐え得る苦痛ではないだろうか。また、対策が講じられ
得る苦痛なのではないだろうか。しかし、原子力発電による事故が起きてしまったり（今、実際に事故の真っただ中であるはずだが・・・）、稼働に伴う使用済み核燃料の問題等から何らかの良か
らぬ事態が生じた時、その地球への影響（これは、人類にとっても、地球上のすべての生き物にとっても、地球そのもの、あるいは宇宙へも）は、果たして地球・人類の耐え得る苦痛で済まされる
だろうか。それは、事態の規模にもよるだろう。しかし、あまりにリスクの大きい綱渡りのようなことをしているように感じてならない。綱から落ちる前にもう綱渡りをやめて、地面の上を歩いてほし
い。
私は太陽光をはじめとする自然エネルギーを、今は大きなマイナスを背負ったとしても推進することが、人類の歩むべき道だと思える。

35721 個人 自営業 ６０代 男性 福島の現状も解決、収束してもいないのに、原発の再
稼働は無謀です。止めましょう。

経済論理優先ではなく、純粋に国民のことを考えるべきでしょう。判っている筈なのに、何故経済論理を優先させるのか。今一度考え直すべきでしょう。原発に何か起こったら取り返しがつかな
いことになります。それでも、尚経済を優先させるのだとしたら、国民に対する反逆罪ですね。

男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に対するパブリッ
クコメントとして、私は、３つのシナリオのうち、ゼロシ
ナリオが最もよいと考えています。私は、人間らしく、
長期にわたり安全に、日本で暮らしたいからです。

35722 個人 無職 ３０代 人間は、言葉が使える唯一の動物であるといわれています。
人間が言葉を使うためには、信頼関係が必要です。
嘘や詭弁がまかり通るようでは、人間は言葉を使うことに疲弊し、
人間性を失ってしまうでしょう。

福島の原発事故のあとに感じることは、どうして、これほどまでに、
嘘や詭弁がまかり通ってしまうのだろうということです。
マスメディア、特にテレビをみていてそう思いました。

なぜ、人は嘘や詭弁を見抜くことができるのでしょうか？
原発にまつわる、嘘や詭弁はもうたくさんです。
私は、人間が人間らしくいきられる社会であるべきだという
観点から、すぐに原子力原発の利用は直ちに０にするべきであると
考えます。これが、３つのシナリオのなかで、ゼロシナリオがもっとも
良いと考える最大の理由です。

私は、クリーンエネルギー、既存の発電方式、最新技術の導入によって、実際には電力不足などを引き起こさずに、原子力発電の利用がまったく無くとも、今日の経済活動を維持できる電力を
確保できると信じていますし、そのためのコスト増は、支払ってもよいと考えています。もちろん、嘘や詭弁によって電力会社や関連会社が暴利をむさぼることにならない、という条件付きです。

そして、現在、大飯原子力発電所が再稼動されたときいています。
一部の方からは、福島の原発事故の原因は究明されておらず、それらを
教訓とした対策もとられないままの再稼動であると聞いています。
もし、明日にでも、福島の原発事故のときのような大地震が起これば、
福島と同様な事態になりかねず、この原発からの電力も使えなくなるはずです。
そして、命、健康、環境にも甚大な被害を及ぼすことになるでしょう。
現在の地震予知の技術は、当てになりません。福島の原発事故
のときの地震を予知できなかったことが、なによりの証拠です。そのことを
忘れてはならないと思います。つまり、明日でさえ、福島と同様の事故が起こる、
という不安のなかで生きることを強いられているといえます。

原発の利用を０にするか、利用を続けるかに２つの場合と、
私が生きている間に事故が起こるとき、起こらないときの２つの
場合の組み合わせで４つパターンについて考えてみました。
１．原発の利用を０にする、事故が起こる。
２．原発の利用を０にする、事故が起こらない。
３．原発の利用を続ける、事故が起こる。
４．原発の利用を続ける、事故が起こらない。

１．については、原発の利用が０なので、事故が起こるはずがなく、
ありえない事柄です。しかし、これまでの原子力発電所を安全に停止
し、放射性物質を安全な場所に保管するなどが必要でしょう。それは、
１．～４．のどの場合でも同じはずです。

２．についても、１．と同様に、事故が起こらないことは当然であり、
原発を全く利用しないことによる影響のみを考慮すべきです。
それは、電力不足、発電コスト増などでしょうが、それらを検討する際
の数値は、どこまで、信用できるものなのでしょうか？
そして、それに基づく考えは、論理的、常識的に納得できるでしょうか？
実際には夏場の数時間のピーク時しか電力不足にならないかもしれないのに、
ずっと電力が足りないかのような印象操作をされているように感じます。
なぜ、停電がおこったら、すぐに復旧できないのでしょうか？
私は、インドなどを旅行したことがあり、これらの国では、毎日のように
停電が発生しますが、１時間以内に復旧することがほとんどでした。
仮に電力が足りなくなり、停電しても、すぐに復旧できれば、大半の人は
支障なく生活できると思います。むしろ、一度停電すると、すぐに復旧できない
かのような印象を持っていることがおかしなことだと思います。
そして、日本の技術があれば、すぐに復旧できるようにできるはずだと思います。
それは、インドでもできていることであり、技術的なハードルは高くないと思います。

３．については、最悪の事態だと思います。福島の原子力発電事故により、日本は大きな被害を受けています。それに加え、さらに事故がおこれば、日本は国家滅亡すら極端な話ではなくなっ
てしまいます



35723 個人 法人等 ４０代 男性 三つの選択肢には、核分裂生成物という未解決問
題、および安保の問題が度外視されており、抜本的な
見直しをおこなう姿勢が感じられない。だが、この選択
肢に則るならば、原発依存０％の実現を選択したい。

国家戦略というのは戦術ではない。戦術以前に、その前提となるビジョンのことである。すなわちそれは長期政策のことであって短期経営のことではない。それは国が他国に対して表明する人
類的倫理であり、国民の長期的健康を第一義とするものである。
この点でもっとも問題となるのが、核分裂生成物の無毒化をいまだ人類がコントロールできていないという事実である。その段階で原子力政策を推進してきた愚策をまず他国に対して詫びなけ
ればならない。そしてすでに膨大な廃棄物を子孫に残さなければならない現状を鑑みなければならない。
私自身は長らく核分裂による原子力発電には反対であった。原子力技術の可能性については少なからず期待を持っていたのであるが、核分裂炉に隠れて核融合炉の研究・開発に遅れが生じ
てしまったこと、これが核分裂炉による原発推進政策の最大の失策だったと考えている。
もとより現時点においては核分裂炉も核融合炉もともに未熟な技術にほかならない。この認識こそが科学的認識である。そして未熟な段階でこれを推進すべきではない。研究段階のものを研究
段階として保留する知性、それが国家戦略室の長期戦略として不可欠であると考える。
戦略室が戦術室、つまり大義なき利便性に流されてはならない。そこに流されるのは企業家の常であるが、国家はそのためにあるのではない。人類として、そして歴史のなかで後世に恥のな
き、大義と倫理を重んじていただきたい。

35724 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します。

放射性廃棄物の処理もできないようなものを続けては
行けない。

　地震国で、自然災害であれ人的な原因であれ、一旦事故が起こればコントロール不能で、人類と自然に対して、放射性物質を広範にまき散らし、取り返し出来ない被害をもたらすことを東電福
島原発は明らかにした。

原発の稼動を停止し、そのためのエネルギーは、火力と自然エネルギーに依存する。

省エネは一層研究開発して、消費するエネルギー総量を増やさないようにする。実際、自動車や家電は大幅に向上してきている。

火力はコジュネコンパインドサイクルは、原発の二倍の効率で発電できる。新たに開発される燃料は、原油の価格高騰により、価格的にも太刀打ち出来るものになるはず。

ＣＯ２は必要なもである。

使用済み核燃料リサイクルは、現実には未だ実現しない。使用済み燃料の最終保管場所すら決定できないし、中間貯蔵場所すらもはや満杯に近い。

若者ややこれから生まれてくる子供たちに、負の遺産をこれ以上残すべきではない。

                                                                以上

35725 個人 その他 ５０代 女性 福島原発事故のこと、毎週金曜日に行われている市
民によるデモ、さよなら原発10万人集会など、市民が
これだけ意思表示をしているのに、変わらない国のス
タンスに憤りを感じ、市民として意見を言いたいと思い
ます

将来の日本のこと、子どもたちの未来を考えると、脱原発に向けたはっきりとした、国としての計画を示してください。ドイツのように自然エネルギーへの転換を具体的に計画化し、示してほしい
です。今現在でゼロにするのが、難しいのであれば、段階的に何年〇月〇日までに脱原発をはかるといったように、具体的な方針を持ってください。原発稼働がゼロになった日が数日ありまし
たが、うれしかったです。
ぜひドイツにならって日本も脱原発宣言をし、具体化していってください

35726 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 安全なエネルギーに転換しないと日本は今に消滅で
す。しっかりお願いします。

３，１１以来見直されなければならないエネルギー未だに原発でと言う

世界から馬鹿にされてもしているという子の意識の低さはなんだ

35727 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 ゼロシナリオ希望 本当はただちにして頂きたい

35728 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー環境に関する選択肢」に対する意見

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張
先の世代に負の遺産を残さない

今すぐゼロにしても原発のゴミは１００年以上残り続けます。
そして何より放射線によって傷つけられた遺伝子は幼い子供の身体の中で何万倍にも増え、
その次の代、さらに次の代へと、負の遺産としてうけつがれていきます。

生きるものにとって何より大切なことは、先の世代へ健康な身体と心をつないでいくことです。人間も同じく。

目先の利益ばかりにとらわれ、問題を後回しにすべきではない。

35729 個人 学生 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35730 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35731 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35732 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオ支持します！ 私は双葉町から都内に避難してきた原発難民です！
原発のせいで全てを失いました！
これ以上こんな思いを未来の子供達に残す訳にはいかない！
人の命はお金より重いんですか？
自分達の地位や名誉が一般市民の命より大切なんですか？
この日本をこれからになっていく次世代を
欲に踊らされてる政治家や資本家のために犠牲にするわけにはいかないんですよ！！
だから絶対に脱原発！ゼロシナリオで突き進む！
これが歴代の愚かな指導者がおこなってきた
最大の罪滅ぼしだと思います！

35733 個人 自営業 ５０代 女性 人類破壊、地球破壊する可能性大の原発反対！ 人類破壊、地球破壊する可能性大の原発反対！

35734 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35735 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35736 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力エネルギーをゼロにしてほしい 核の最終処分が不安だから。核廃棄物を子孫達に任せるのは子孫達に申し訳ない。自然エネルギーに切り替える為に、新しく住居や商業用等の建築物を建てる際、必ずソーラーパネル等の
自然エネルギー設備と蓄電設備を備える事を義務付ける法案をつくってはいかがか。

35737 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 0%希望。2030年より前倒すべき。原発で事故処理に
当たる人の話を、意見を何故教えてくれない？とても
言えないからだろう。そんなエネルギーは、この地震
大国に必要無い。

事故からずっと、作業してくれている人達の事を考えない人がいるだろうか？彼らが実際どんな作業をして、どんな扱いを受け、体調はどうなのか。皆心の底で心配しているはずだ。廃炉にする
のにも、作業する人が必要だ。今生まれたばかりで何も知らない子供達に、この地震だらけの土地のたくさんの原発を渡すつもりか？これから、関東そして、関西から東海までの連動地震があ
るとわかっているのに、何故原発を残すのか？繰り返し大地震が起きると分かっているのに原発を残す理由が分からない。原爆を受け、福島の事故を受け、なお利権に齧りつき、原発をなんと
か残そうとする政治には、心底がっかりし、失望している。日本は今こそ、新たなエネルギーシステムを国を挙げて生み出し、原発の恐ろしさを世界中に先頭をきって伝えるべき国ではないか？
原発０でも日本の電力に問題が無い事は今や、日本中が知っている。それでも原発を再稼働させ、なんて腰抜けな国なんだと、世界中から笑われ、気味が悪いと思われているのが、何故分か
らないのか。政治、経済界のニュースを聞く度に失望は日々大きくなる。すでに、福島の人達は失望が絶望に変わっている。パブリックコメント？知らない人だらけではないか。自分達の選挙に
お金をかけるならば、そのシステムをそのまま、原発の投票に出来るのに、しない。不誠実な政府。妙な形だけ作って、国民の意見を聞いたらやっぱり原発は残る事になりましたというシナリオ。
そんな事になれば絶望しか残らない。

35738 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 選択肢の数字に不満あり。　基本は、原発ゼロを希
望！

なんの議論も積み重ねていないうちに、
「ゼロか、15％か、20～25％か」という、かなり開きのある
数字の選択肢が出てくること自体に不満を感じています。
「ゼロか、５％か、10％か」や、
せめて「ゼロか、５～10％か、15～20％か」くらいの数字でも
よいのではないでしょうか？

狭い国土の、地震大国のさらに活動期で、原発に依存し続けることは、
ゆるやかな死に向かうようなものだと思います。
どんなに安全対策を強化しようとも、自然の猛威は人間の知恵などを
はるかに越えた規模で襲ってくるものです。
それに、お粗末な「安全神話」の実態からもわかるように、たとえ、
知恵や技術がある程度あったとしても、それを真摯に実行する能力は
国にも、電力会社にもないのです。

経済優先で、原発を維持し続けることを考えず、
人々が安心して暮らせる国にしていただきたいです。

よろしくお願い致します。

てしまいます。

４．については、福島の原発事故の原因が究明されていない現段階では、実現は非常に難しいはずです。

以上のように、１．～４．の場合をそれぞれ検討した結果として、もっとも実現性高く、長期的に安心して日本で生活できるものは、２．であると考えました。
これが、直ちに原子力発電の利用を０にすべきであると考える理由です。
したがいまして、３つのシナリオのうち、ゼロシナリオが最も良いと考えます。



35739 個人 自営業 ３０代 男性 即刻原発０　甲状腺疾患の患者だからわかること。 地震国日本において、原発は間違っている。今の利権だけで原発を動かしてはならぬ。その理由を簡単に下記にまとめる。

１）福島第一原発から放射能漏れを押さえきれてないのに、他の原発を稼働させるのは、どう考えてもおかしい。自国だけの問題ではない。核兵器の唯一の被爆国が、まったく説得力のない行
動である。

２）これからの将来を支えるのは、子どもたちである。その子どもたちに大きな健康被害を及ぼす放射能が漏れ出し、止めきれていない。おなじ惨事が起こる可能性のある原発を稼働させるとい
うことは、日本の将来がないということである。

３）原発依存をしなくても電力が足りることは、それぞれの研究者が論じているとおりなので、省略するがそれに加え、原発施設を維持する莫大な費用があるのなら、新築家屋やビルに自然エネ
ルギー（太陽光や風力）などの装置を助成し義務づける。

※２）については、自分が甲状腺疾患があるので、特に言いたいのだが、甲状腺の役割はあまりにも大きい。病気は当事者しか、その苦しみはわかるまい。放射能の内部被ばくが甲状腺に集
中することはわかっている。それは、補償とかでどうにかなる問題ではない。

日本はいい国だと思っていた。でも、戦時中のように大本営の曲がった発表しかない。
情報を隠すな！！今だけの問題じゃない！将来を見て欲しい。

どうか、この想いが届きますように。
35740 法人・

団体等
法人等 法人等 法人等 100%自然エネルギーでの重エネルギー消費分野への

適用を視野に入れる必要がある。
また、作成するエネルギーシステムは、現在の人間が
制御可能である必要がある。

オホーツク自然エネルギー・プラットフォームで提案するエネルギー技術のうち、
以下の技術的適用を抜粋してご説明致したい。(http://www.facebook.com/OkhotskEnergy参照)

１．再生可能なバッテリー技術について
　　※電力の蓄積と再利用の効率を向上させるため。

２．「オーランチオキトリウム」藻によるバイオエネルギー実用化について
　　※既存重電力、重エネルギーへ対応するため。

３．燃料電池・水素ネットワーク
　　※自然界のエネルギーかつ人間が制御できる物質を使用したエネルギーネットワークを
　　人間社会インフラに適用するため。

４．持続可能な再生可能エネルギーによる水素供給インフラの構築
　　※自然界の豊富なエネルギーを上手に活用するため。
　　※現在の人間が制御でき、再生可能であることが必要であるため。

以上

35741 個人 家事専
業

３０代 女性 ２０３０年までに原発比率ゼロを支持
・相対的に原発コストは高いのでは
・核のゴミ等の問題がある
・地震大国に原発はそぐわない
・競争原理導入や効率のよい発電でエネルギーコスト
は抑制できるのでは

ゼロシナリオ（２０３０年までに原発比率ゼロ）を支持します。
以下ご意見概要には書ききれなかったそれぞれの内容です。

１）相対的に原発のコストは高いのではないか。
福島のように一度事故があったら取り返しがつかず、処理に莫大な労力と時間がかかる。現在約５０基ある原発も４０年で順次廃炉となるが、その処理に関しても莫大な費用と時間がかかるの
ではないか。
２）原発は核のゴミなどの処理方法など解決していない（できない）問題がある。
使用済み核燃料を再処理して有効利用する核燃料サイクルは、実際実現していないし見通しは厳しいと思う。将来の子ども達に借金だけでなく、核のゴミも押しつける事はできない。
３）地震大国日本では原発はそぐわない。
再稼働した大飯原発の下に活断層があるかもしれないと言われている。東日本大震災で日本全国の活断層が活発化していると思われ、他の原発でも同じような地震に見舞われる可能性もあ
る。その時どんなに準備をしても、想定外の事が起こらないとは言えない。地震という大きな不安定要素がある以上、何か起こったときに人間の力では制御しきれないものは作るべきではない。

４）エネルギーコスト上昇は、発送電分離などの競争原理の導入や効率のよい発電方法で抑制できるのでは。
エネルギーコストが上がると空洞化が起こるというが、現在原発を使っていない新規参入の電力会社などは東電よりも安価な値段で電気代を提供している。発送電分離で競争原理を働かせた
り、もっと効率のよい発電方法（現在の火力や水力発電の技術は一昔前より飛躍的に進んでいると聞く）などでエネルギーコストの抑制は可能なのではないか。

今までの日本の発展、豊かな生活があるのは、その一旦に原発が寄与してきた事は否定しない。でも福島の事故で原発の怖さを目の当たりにすると、原発を利用し続けるのは抵抗がある。こ
こで日本が脱原発を表明し、世界に原発がなくても豊かな生活ができるというロールモデルを示す時なのではないかと思う。核の平和利用と言って核兵器を持つ口実にしている国もあるが、核
がなくても十分なエネルギーが再生可能エネルギー等で賄える事になれば、そんな口実も使えなくなる。簡単ではないかもしれないが、日本がそれを実現すれば、世界に新たな存在感を示せ
るのではないか。

35742 個人 学生 ２０代 男性 ２５シナリオに賛成します。その理由は原子力発電が
大規模かつ安定的な発電として有用である、再生可
能エネルギーの発電方の有用性が不透明である、原
子力発電事故は人災であり、事故防止の対策が取り
うることです。

「20～25シナリオ」に賛成する。

　はじめに、私が「20～25シナリオ」に賛成する理由を述べたいと思います。
　一つは、原子力発電の有用性です。原子力発電は大容量かつ安定的な発電が可能であり、発電コストが低い発電方法です。また、日本商用原子炉の運営については世界中から高い評価を
得ています。国際社会で地位や経済政策面でも原子力発電は有用です。
　次に、原子力発電以外のリスクの存在です。火力発電の原料（石炭、LNG）は調達コストの上昇や枯渇の問題が指摘されています。
　再生可能エネルギーについては、地熱発電や風力発電など地理的な遍在性があったり、太陽光発電のように不安定な発電になるリスクがあったり、日本のエネルギーを支える源としては不
安なところが多いです。もちろん、研究は今後も進めていくべきと思います。
　次に、原子力発電にはリスクはあるが、そのリスクは人間が管理可能であることです。福島第一原発は人災であったことが多くの調査機関から指摘されています。その事故の防止可能である
と考えられます。

　ところで、原発への疑念とは大きく分けて二つあります。一つは原子力という科学技術そのものへの疑念、もう一つは政府や事業者等の原発を扱う者への疑念です。この二つは一旦切り離し
て考えるべきです。というのも、この二つは対策が異なるからです。
　前者の疑念に対しては、原子力をより深く知ることによって解決すべきです。私たち若者は今こそ原子力を研究すべきです。既に日本に多数の原発がある以上、いくら反原発を唱えても、原子
力についての研究の必要性は高まりこそすれ下がりません。原子力技術を支える若者が減ることが我が国とって大いに問題であります。
　そして後者の疑念に対しては、原発の担い手が信頼を回復することが解決手段です。そして、原発の担い手とはすなわち私たちのことです。私はこれからの日本を支える若者が、原子力発電
を扱うのに信頼に足る担い手に成長することこそが進むべき道ではないかと考えています。

35743 個人 自営業 ５０代 男性 エネルギー計画はどれも、将来の世代に対して安全
を担保するものではありません。原子力への依存を速
やかに終了させることができる、より踏み込んだ原子
力エネルギー「ゼロ」の提案を求めます。

新しく提案されたエネルギー計画は、いずれも将来の世代に対してまともな世界・日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏み込ん
だ核エネルギーゼロの提案を求めます。

具体的に以下を要求します。
原子炉再稼働を、直ちにやめさせる。
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を遵守させる。
再生可能エネルギーへのシフトを加速させる。
崩壊したエネルギー部門を、発送電分離によって再生する。
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける。

　エネルギー問題を真摯に考えている国民の意見に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35744 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原爆の為の原発はいりません。 原爆の為の原発はいりません。
ご意見の概要
エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ原子力エネルギーゼ
ロの筋書きの提案を求めます。

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35745 個人 その他 ７０代 女性 福島の原発事故が教えてくれた教訓は「日本のすべ
ての原発をすぐに廃炉にする」決定を下すことです。
今この廃炉作業に取りかからなければ数十年で世界
の全人類は滅びます。

人間がどんなに頑張って原子エネルギーを操作しても一旦事故が起きれば人間の能力では修復できません。安易な考え方で原子エネルギーを続行するのでなく地球を破壊しない自然と共生
できる再生可能なエネルギーを考えるべきです。そして
節電と言われながらまだ都会の夜は明かりが多過ぎます。あらゆるエネルギーを節約しながら大切に使う国民になりたいです。

いくら金持ちの国になっても環境を破壊し生き物の命が脅かされては誰が幸せと思うでしょうか？宇宙に生きる生き物が安心して住める社会をつくるにはどんなエネルギーが必要なのかという
視点でエネルギー政策を考えればよいのです。

35746 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発依存ゼロを支持します。 原発をゼロにする選択肢に賛成します。原子力発電所の危険性は今回の福島の事故により明白になりました。その危険度は、他の発電所の事故とは雲泥の差があります。できるだけ早く原子
力発電から撤退し、将来の被害を最小にするための手段を講ずるべきだと考えます。

35747 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35748 個人 学生 １０代以
下

女性 原発ゼロシナリオ 原発をゼロにしてください。一つの事故のダメージは私たちが死んでからも地球に残ります。また事故を繰り返さないためには原発を無くすしかありません。自然を大切にし、人々の健康を何よ
りも先に考える政府であってほしいです。

35749 個人 その他 ３０代 女性 (1)0％
原子力は0％でお願いします

原子力は明らかにデメリットしかないです。
福島もあの日から1年半ほど経過しているけど
いまだ手付かずの場所も多く、苦しんでいる方も大勢居ます。
動物たちも苦しんでいます、でもいまだ放置です・・・

国民を騙さないでください。

あの悲劇を繰り返さないために
クリーンエネルギーの研究を頑張ってください。

35750 個人 その他 ３０代 女性 自動販売機の設置数を制限する等、エネルギーを節
約する方法は色々あると思う。「電気が足りなくなるか
ら原発を」と言う前に、どう生きるか、後世に何を伝え
ていくか考えるべきです。

長期的に見て、原発は負担が大きすぎる。地域ごとのエネルギー自給自足などの可能性を、日本は沢山持っていると思う。経済効果や短期的利益を優先させるのではなく、長く安全に使ってい
けるエネルギーを実用化すべき。

35751 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 重大事故や発電に伴い生ずる放射性廃棄物処理処
分などリスクの余りに大きい原子力発電の利用は避
け、利用ゼロを目指す。節電に極力心がけ、再生可
能エネルギーの開発や利用に英知を尽くして積極的
に取り組む。

現代社会では電力は人間生活になくてはならぬものとなっている。このため電力生産は必要だが、原子力発電はゼロを目指す。重大事故や廃棄物処理処分リスクの余りに大きい原子力発電
の利用は避けなければならない。また人為による地球の環境変化を防ぐためには、過剰な温暖化ガスの排出は防がなければならない。そのため化石燃料の燃焼による発電は極力少ないのが
望ましい。電気をつくることは環境になにがしかの負荷を与えるので、節電に極力心がけ、電力生産に関し再生可能エネルギーの開発に英知を尽くして積極的に取り組むべきである。
電力の地産地消が良い。地熱が使える地域、風力が使える地域、太陽光が利用しやすい地域、潮力が使える地域など、地域毎の特徴を生かした環境負荷の少ない発電方法があるはずであ
る。都市部では表面積が大きい屋根などを利用し太陽光発電を積極的に利用すべきである。また電力の輸送によるロスはかなり大きいので、地産地消が望ましい。発電送電システム分離によ
り、近くの地域同士の間で自由に電力をやり取りできるし、電力を融通し合える。自然エネルギー利用が生物の生命活動の基本である。人間もこの原則から外れてはいけない。
出力の大きい大規模発電方式は、なにかトラブルがあった場合の影響が非常に大きいので、あまり依存しすぎないことが肝要である。
再生可能エネルギー（自然エネルギー）利用技術は、日本の技術力をもってすれば、まだまだ革新技術開発の余地があり、それに伴って新しい産業を興すことができ、新たな雇用も生まれ、社
会に活気がもたらされるであろう。技術開発にはお金がかかるが、普及に伴いコストは徐々に下がるので、当初は再生可能エネルギーによる電力の買い取りを固定価格で行うことで、企業が積
極的に技術開発に投資できるであろう。



35752 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 ３つのシナリリオの中でゼロシナリオを支持します。た
だし、2030年では遅すぎます。
原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

３つのシナリリオの中でゼロシナリオを支持します。ただし、2030年では遅すぎます。
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私はあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35753 個人 自営業 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35754 個人 自営業 ４０代 女性 原発は一刻もはやく廃絶するべき。経済優先の国策
は国民誰一人をも幸せにしない。国民総生産の数字
がわれわれの幸福度を示しているわけではない。
次世代の命と引き換えに得る富など悪銭でしかない。

産業のために原発電力が必要というのなら、その産業の方に問題があるといってよい。多くのものを生産し、多くの消費を促し、多くの雇用を産む、聞こえはいいが、これでは無駄骨折のイタチ
ごっこに過ぎない。つまり無駄に生産をし、無駄に消費し、無駄な雇用が増える、そう言いかえられる。

そのような時代はすでに終わっている。これからは国民が生活の真の質を高めていくべきである。産業、そして経済重視のかび臭い時代は終わった。

輸出・輸入を大幅に減らし、国内で生産し国内で消費しよう。福島の食糧生産者の皆さんを西日本にお呼びして生産を再開していただく。そのための土地は、西日本各地の休耕地を政府が無
期限に租借する。政府には当然そのくらいのことをする義務がある筈である。

くだらない家庭電気製品の開発を規制するべきである。また、不健康な食品しか揃えていないくせに大量に電気を消費するコンビニを規制するべきである。パチンコ店・カラオケ店・ゲームセン
ターを日本からたたき出すべきである。

必要なエネルギーなどは国策の後からついてくるものである。日本のような地震国の上で、制御不能な原発を無理やり稼動してまで発電したありあまる電気を無理に消費するための無理な経
済産業計画など、末代までの恥にしかならないだろう。

日本国民ははっきりと、「原発などいらない」といっている。自らに「日本国政府」との自覚があるのならばこれを認めるしかない。

35755 個人 無職 ７０代 女性 原子力発電所は恐ろしい存在です。 8月になると、ニュースが1945年の敗戦にかかわる報道をします。
6日と9日と15日です。そして、過ぎてしまいます。
原子爆弾と現在の原子力利用の発電は、恐ろしさに於いて同じです。
人間の制御出来ないエネルギーを抱えているからです。
人間は、全く小さな存在です。
「手の施しようがない」事態を包含する「便利なエネルギー」を、
傲慢にも、使うところが間違いの元です。

賢い頭脳を持つ人間は、賢い判断をすることも出来るのです。
「権力」と「財力」に目がくらむ前に、科学的な知識を持ち、
畏れを抱かなければなりません。
自然の中に生かされていることの謙虚さを、誰一人忘れてななりません。

35756 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35757 個人 自営業 ３０代 女性 ゼロシナリオを選びます。また、2030年よりも早く原発
比率ゼロを達成することを望みます。

私は、ゼロシナリオを選びます。また、今再稼働中の大飯原発を停止し、2030年よりも早く、可及的速やかに原発比率ゼロを達成することを望みます。
理由は、主に3つあります。
1.ひとたび事故が起これば、取り返しがつかない事態になること
2.事故が起こらなくても、現場の作業員に被ばくを強いたり、放射性廃棄物を生み出したりする、一部の人や未来の世代に犠牲と負担をおしつける不公正な発電システムであること
3.原発がなくても、電気は足りていること
以下、詳述します。

1.事故の脅威
今回の福島第一原発の事故で、原発の危険さと脆弱さが露呈しました。世界有数の地震国日本で安全に原発を運転できる保証はどこにもありません。そして、事故が起きてしまった場合は、そ
の影響は日本国内にとどまらず、世界中に放射能を撒き散らすことになってしまいます。言うまでもないことですが、原発近隣地域の住民は生活の糧を奪われ、故郷を失い、舌筆に尽くし難い
苦難を強いられることになります。単に確率論から言えば、事故が起こる可能性は低い、と片づけることもできましょう。しかしながら、いかに小さな確率であっても、依然、事故が起こる可能性は
残ります。そして、事故が起こった場合の影響は計り知れないのです。リスクとは、ある事柄が起こる確率と、起こった場合の影響の度合いとのかけ算で判断するものですが、影響が天文学的
な規模である場合は、確率の低さは意味をなしません。このようなリスクを抱えた社会をよしとすべきかどうか、甚だ疑問に感じます。

2.不公正な発電システム
事故が起きなくとも、原子力は、大きな問題を孕んだ発電方法です。まず、必ず現場の誰かに被ばくを強制します。元原発作業員の方の話を聞く機会がありました。制御室はコンピューター化が
進んでいても、実際の現場は、人手に頼らないと回らない、ということに気づかされました。また、原発には、放射性廃棄物という問題も必ずついてまわります。これを解決せずにおいて、原発を
運転し続けることは、将来の世代への負の遺産を残し続けることに他なりません。

3.電気は足りている
原発なしでも、需要が供給を上回る事態がまだ発生していないことが、何よりの証左です。大飯原発再稼働なしには停電は避けられない、と関電が言っていた大阪でさえ、大飯原発なしでも足
りていた、と報道されていました。これから再生可能エネルギーを本格的に普及させて行く措置を講じれば、2030より早く、原発比率をゼロにすることができるはずです。

国民の過半数が今までのところ、原発ゼロを望んでいます。このことから目を逸らさず、真摯に耳を傾け、脱原発や、原発依存を低くしたいという民意に応えてくださることを希望します。

35758 個人 自営業 ６０代 男性 国民の大多数の意見を受け入れよう エネルギー政策、特に原子力発電所については既に国民の大多数がNOと言っていることは明白です。もう一度全ての原発を停止し、真剣に原発の無い生活を国民と話会いましょう。三度目の
惨禍は許されません。国民をもっと信頼して下さい。

35759 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35760 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電は、絶対にやめるべき。 人が作り出すものに、絶対に安全なものなど、存在しません。何かあった時の影響を考慮すると、原子力発電はやめるべきなのです。経営的視点から見て不利かもしれない自然エネルギーで
の発電も、もっと先陣を切ってやって、コストを下げれると思うし、電気をたくさん作らないとダメなのではなく、どうやったら電気を使わずに、快適になれるかに力を注ぎたい。

35761 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私は原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より
踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
もんじゅの廃止
核燃料サイクルからの撤退
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私はあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35762 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。
いかなる理由でも、これから先の世代の未来に負担
を強いる原子力エネルギー依存は認められません。
子どもたちに未来を。

今のエネルギー供給は大規模で無駄が多い。最優先すべきは今の経済ではなく、先を見通した環境負荷の少ない持続可能なエネルギー供給による社会であり、今は原子力エネルギー発電か
ら脱却する大事な転換点であると思います。地震の多い国であり、高線量のゴミの処理方法も確立していない原子力発電への依存をゼロにすることは普通に考えて然るべき事です。小規模
で、その土地にあった発電方法を個々に選択していけるよう、体制を整えてもらいたいです。それが１番送電ロスも減らせるのではないでしょうか。エネルギーを使う者が身近に発電について実
感しながら生活していければおのずと無駄もなくして節約を意識するようにもなるはずです。

35763 個人 無職 ５０代 女性 １年以内に原発エネルギーゼロ、自然エネルギーへ
の早期転換を希望。
原発は作業員を含め自然界をも被曝させる行為。廃
炉するにも長期間それを管理していく人員を確保でき
るのか疑問。

現政府は国民の声を聴くことはないでしょう。
「原発はいらない」という７００万人以上の署名提出を無視し、翌日には大飯原発を再稼働する声明を出すことからもよくわかります。

福島の経験を活かすことを政府は忘れ、経済を活かすことを優先させている。
それは人命を最重要としていない、未来社会への責任を放棄した行為です。
各電力会社は電源を喪失したときのリスク管理をどうしているのか、私たちに示したことがあるでしょうか。
二重、三重にもリスクを回避する措置が講じられているのでしょうか。

半年のうち、いえ１年以内に同じような大地震、津波等自然災害が起きたときに、政府はどう対応するのでしょうか。
「国民の生活、生命を守るために」という抽象的な大義ではなく、国として最大のリスク回避を具体的に示す必要があります。
国民はコストよりも安心できるエネルギーを求め、不便さも覚悟しています。また、廃棄物処理をどうするかの議論もどうか国民を交えて議論していくことを望みます。

35764 個人 自営業 ５０代 男性 原発依存度は即時０％とする。原子力関係の研究を
やめる。太陽光等の自然エネルギーの利用研究、廃
炉、除染、放射性物質の安全な保管方法の研究を進
める。電力会社の地域独占を解消のために発電と送
電の分離をする。

私たちの周囲にある様々な元素は恒星内部の核反応や超新星爆発で作られたものです。今でも宇宙では核反応が当たり前に起きています。地球の外では陽子、電子、電波、光、X線、γ線な
どありとあらゆる放射線が飛び交っています。地球には磁気圏と大気圏があって地球上のあらゆる生物を有害な放射線から守っています。地球が誕生してから46億年という長い時間が地球環
境の放射性物質を減少させました。

このように私たち生物は地球に守られて生き続けてきました。地球環境内で核反応を起こすということは磁気圏と大気圏という二重のバリア内部に放射性物質を作るというとても愚かな行為で
す。核兵器や原子炉を作るときに数百万年にも及ぶ環境破壊になるということはわかっていたはずです。「未来の夢のエネルギー」だの「戦争を終わらせる」だのと嘘を言って目先の利益のため
に作ったのでしょう。

地球が長い時間をかけたように人間が作り出した放射性物質も長い時間がなければ減少しません。既に作ってしまった放射性物質（使用済み核燃料や汚染された用具器具など）は人間がきち
んと管理して生物の環境から隔離しなければなりません。地中に埋める等という無責任な行為は絶対にしてはいけません。

私たちは地球環境内で放射性物質を今後１グラムも作らないということに全力を尽くすべきです。以上の理由から乱暴なようですが電気が足りなくても原発依存度は即時０％にすべきです。中
部電力では電力が足りないと言って大飯原発の再稼働をしましたが、福島の事故から１年以上も時間があったのに何をしていたのでしょう。電力が足りないのではなく始めから大飯原発の再稼
働しか考えてなかったのでしょう。

原発依存度即時０％ですから当然、原子力関係の研究も必要ありません。核融合炉の研究もやめましょう。太陽という安全な自然の核融合炉があるのですから太陽のエネルギーを利用する研
究や、廃炉、除染、放射性物質の長期管理が安全に行われるための研究をしてください。

原子力発電をやめると電力料金が上がるということについては、現在の料金の決め方に問題があると思います。電力会社の地域独占が原因だと思います。電力会社の地域独占をやめて自然
エネルギー等の新しい電力会社の参入を進めて利用者が電力会社を選べるようにすることで安易な料金値上げは出来なくなります。

現電力会社と新しい電力会社が対等に事業を運営できるように発電と送電を分離し新しい電力会社の育成を積極的に進める必要があります。
35765 個人 パート・

アルバイ
ト

５０代 女性 原子炉再稼働をやめる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を
優先付ける

永続可能な地球のために今、やるべきことをやるときです。

今こそ新しいエネルギー源を見出し実用化する時です。



35766 個人 自営業 ３０代 女性 自然エネルギーを開発していくこと。　現実未来をどう
するのか

今は消費社会でということは消費者の選択にかかっていて、ほんとに人の事考えないで自分の意見というものを見つめたら、今原発事故が起って、それが地球という宇宙と社会においてどうい
ことなのかという、自分の人生をかけてとおしてみたときに、まったく分からない、リスクの方が多い、開発に関わった開発者たちでさえ人類はこれと共存できないといった、その恐怖をみつめた
ときにエネルギーをつくる開発して行く、それに予算をかける資本主義経済の中で、それは本当に巨大な予算を振り分けて開発管理利用して行くものだろうか？今与えられている情報の中から
してもそうなのだろうかと、疑問と不満をとても持つ。簡単ではないかもしれないが、早急に原子力、核開発をやめる事を願います。これは早急に決めなければならない。私は位置生活者でとて
も忙しいけれど、それでもこれをかかないという選択肢を選べなかった。この決定や流れ、私は関与している。

35767 個人 その他 ３０代 男性 ゼロシナリオに賛同します。なお即時に全原発の廃炉
を求めます（2030年にゼロ、という案に賛成なわけで
はありません）。

地震の多い国で、保険をかけることの出来ない原発を稼働するのはリスクが高すぎます。再び同じような事故が起れば国が滅びてしまいかねません。
核廃棄物をこれ以上増やしてはなりません。将来の世代にツケをまわすことは格好悪いし恥ずべきことです。

35768 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」について
2030年迄に原発0ではなく即刻原発0を主張。
原発稼動と経済の発展維持には関連がなく、放射性
物質汚染・使用済核燃料処理問題は2030年以降も影
響する。

・2012年現在、東電管区内の原発は稼動ゼロであるが、
　首都圏をはじめとする生活・経済活動には全く影響を与えていない。

・2012年7月に大飯原発3・4号機の再稼動後、関電管区内の火力発電所5基が稼動
　停止となったが、これも原発再稼動が関西圏の生活・経済活動に全く影響を
　与えていないことの証明であり、計画停電という脅しをもって国民を欺く
　詐欺行為である。

・ドイツでは、2020年までに脱原発を決定したが、福島原発の事故が起き、
　他の原発でも同様の事故が起こるリスクが高い日本では、即刻脱原発を
　とるべきである。ハイリスクの原子力発電に変わって再生可能エネルギー
　を導入、転換していくことで、放射能の事故からの不安を軽減させ、斜陽
　産業と言われる業種の復活、新たな雇用機会を生み出し、日本経済の活性化
　につながると考える。

35769 個人 自営業 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35770 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 ゼロシナリオを強く支持します。原子力エネルギーの
発展及び事故の歴史と、将来使用済み燃料を完全に
安全になるまで管理しなければならない現実を鑑みた
場合、当代の利便性のみを重視してはならないと考え
ます。

この度の選択肢の中でどうしても選ばなければならないのであれば、ゼロシナリオとなります。しかし、単にエネルギー配分を選択肢として考えるだけでなく、他にも考えるべき対策は沢山ある
筈です。今回、エネルギーの割合だけに焦点を当てることにより、原子力エネルギーの有り難みをとにかく国民全体に浸透させようとするのは、非常に不公平な世論の誘導であると考えます。
政府の意図するところはどうも、“原子力エネルギーをゼロにした場合、化石燃料や自然エネルギーに大きく頼らなければならず、コストや需給がアンバランスとなり、結果として電気代が値上が
りする”という点を強調し過ぎているように感じます。エネルギー政策に関しては、他に蓄電やロスレスといった技術についても、日本が今後大いに発展していく可能性がある筈なので、これらの
分野を国を上げて開発支援し、一大産業として海外に更に輸出できるような体制が整うよう成長させていくべきと考えます。2030年までにはまだ20年近くの歳月があるので、その間に、原子力
に一切頼らなくとも済むよう最大限の努力をすべきです。自分は、経済産業界の既得権益などを優先するあまりそのような努力を怠り、原子力エネルギーには今だ頼らなければならないとする
現在の日本の政府の安易な考え方にはどうしても賛成しかねます。この度のエネルギー議論で最も本質的な事は、“日本が、今後も引き続き原子力エネルギーに頼っていくべきかどうか”であ
ると解釈できます。一部の原子力推進派を除き、国民の大半は福島の事故の経験から、頼らなくて済むものならば原子力エネルギーは不要、と考えているのです。原子力エネルギーはその特
殊な性質上、発電所が寿命を終えた後も核燃料廃棄物処理や原子炉メンテナンスの為に毎年途方もないコストを消費します。つまり、原子力発電が完全に寿命を全うするまでにかかるコストは
膨大であり、この事実を考慮した場合、原子力エネルギーは他のエネルギーと比べて経済的なエネルギーとは呼べるものではありません。後世の日本に生まれたばかりに、放射性廃棄物処理
の役割を担わなければならず、それに要するコストまで負担せざるを得ない国民の気持ちを考えるとゼロ以外の選択肢は出てきません。
また一方、原子力エネルギーに依存することが可能な国家というのは、そもそも経済が永続的に発展し続ける事が不可欠と考えられます。また、地形的には最低限、地層が安定して地震が発
生しにくく、かつ広大な面積を持つ国であることが望ましい条件です。このような条件を満たす国は世界中どこにも無い筈です。まして日本はアメリカやロシア、中国と比較しても国土面積が圧倒
的に小さく、歴史的にみて地震も頻発することから、原子力発電に非常に不向きであることは明白です。このことからも、ゼロシナリオの選択は妥当といえます。
もう一つ、最も忘れてならない教訓は昨年の東北大地震に伴う福島での原発事故です。各種の調査結果から国民が学んだことは、原子力とは凡そ今の人類の手に負えるものでは無く、ひとた
び大きな事故が起きれば、復旧は最早不可能であるという紛れも無い事実です。推進派の中には、事故当初、原発の危険性を自動車の危険性に例えていた方がいらっしゃいましたが、全くもっ
て比較になりません。国民は、事前に教習所で、然るべき指導者から原発のリスク＆ベネフィットを十分に学ぶ機会があったのでしょうか。原発は、警察のような外部組織に、ルールを遵守して
いるかどうか、きちんと見張ってもらえていたのでしょうか。また、原発が事故を起こした後、関係者はきちんとその罪を償ったでしょうか。事故後の処理期間やコストは一体どれ程になるのでしょ
うか。実際、どれ一つとっても、車との共通点を見出すことがません。福島の原発の場合、極めて高線量のエリアにヒトが立ち入れば、1万人だろうが1億人だろうがものの数分で確実に死に至る
場所が今なお、存在するのです。
従って、日本の国民は今、ようやく福島の事故から初めて学ぶべきことをきちんと学んで、今後は原子力エネルギーに頼らなくて済む世の中になって欲しいと願っているのです。
以上、私見も含みますが、将来の永きにわたり日本が豊かで安心して暮らせる国となるため、この機会に脱原発を推進していくことが、後世の日本に生まれる子供たちのために選択すべき最善
の一手であると信じます。ここにゼロシナリオを強く支持します。

35771 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発ゼロシナリオを選ぶ。理由は、現在の電力会社
各社には、到底、責任ある原発管理が可能とは思え
ないからだ。

原発ゼロシナリオを選ぶ。理由は、現在の電力会社各社には、責任ある原発管理が可能とは思えないからだ。世界有数の地震国で、原発立地場所に活断層が見つかっても、鈍い対応なのに
は驚いた。また、政府や関係行政にしても、福島事故の際、せっかくの米軍による貴重なデータやSPEEDI予測システムも、責任転嫁で使われないで終わってしまった。こんな人たちに自分や家
族、地域の安全を到底任せられるものではない。既存の原発が廃炉になった場合でさえ、今後、気の遠くなるような年月を放射性物質を管理する必要がでてくるが、彼らがそんな未来のことを
本当に責任を持ってくれるとは思えない。

35772 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発を無くし、地熱発電を中心とした自然エネルギー
への転換を

次の大地震は、5年後？10年後？50年後？100年後？
100年後だとしても、自分たちの孫世代です。地震大国に原発は無理。かわりに、地熱があります。
電力会社の経営のために、孫の代で日本を終わらせるわけにはいきません。

35773 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きは、将来の世代に対して安
全できれいな日本を約束するものではありません。原
子力エネルギーへの依存を即終了させるより踏み込
んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35774 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 「原発ゼロシナリオ」を選択して、全ての原発を即時停
止することを主張します。夏の電力需要ピークを分散
するための「シエスタ」法制化や、産業部門の省エネ
ルギーへの取り組みを強化してください。

　原子力で生じる核廃棄物の処分方法は確立されておらず、核燃料サイクルは破綻しており問題を大きくするものでしかありません。科学が進歩すれば処理方法が開発されるはずだという楽
観論には根拠がありません。したがって、廃棄物処分の究極的なコストは不明で、原子力発電のコスト計算に入っていないので、このようなエネルギー源に依存するべきではありません。放射
能は生命と共存できません。放射能は遺伝子を傷つけ、生命が全ての病から治る能力を弱めてしまいます。核廃棄物の問題は、途方もない未来の世代まで生命の危険を先送りすることであ
り、現在生きている世代がこのような負の遺産を残す決定をする権利を有しているものではありません。「原発ゼロシナリオ」を選択して、全ての原発を即時停止することを主張します。
　電力需要が逼迫するのは、真夏の日中に起こる冷房による電力需要のためです。この時間は限られているので、夏の電力需要ピークを分散するための「シエスタ」法制化で乗り切ると共に、
産業部門の省エネルギーへの取り組みを強化してください。
　地上の熱は、水蒸気によって大気上層に運ばれ、雲によって宇宙へと熱が捨てられ、雨が降って循環が成立します。植物は、水の蒸散によって自らの温度を低く保つことができます。現在の
ようにコンクリートでできた都市に人口が集中する社会は、エアコン室外機により空気を過熱することによってしか熱を捨てることができません。これが都市のヒートアイランド現象と冷房エネル
ギー需要の悪循環を生んでいます。長期的にはこの社会構造を改め、樹木の中で豊かな生活が営める社会を目指すべきだと考えます。

35775 個人 自営業 ３０代 女性 「2030年に原発0」ではなく「即刻、原発0」へ。再び事
故が起これば、日本は再起不能。政府は自然エネル
ギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示し
てください。

「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を目指してください。日本は真剣に再生可能エネルギー開発に尽力すべきと考えます。このパブコメ募集の前提が「2030年までは原発が維持される」
というものになっていることは明らかです。これは原発の存続を容認するものであり支持することはできません。

福島で起きたこと、福島の人々の訴えに真摯に耳を傾けてください。再び事故が起これば、日本の再生はますます困難になります。責任を取る、という首相の言葉は何に対してのものですか？
私たちの命に責任が持てますか？ドイツのようにきっぱりと脱原発を宣言し、自然エネルギー開発に真剣に取り組み、その上で「国民の生活」（一部の人の生活ではないです）を守るという姿勢
を示して初めて「責任」という言葉が国民の胸に響くのではないでしょうか？

子どもたちの未来に原発も放射能もいりません。母親として、子ども達に安心して食べ物を与え、何の不安もなく外で遊ばせてあげたい。そんな一見当たり前のようなことが本当に幸せな事だ
と、福島第一原発の事故以来実感しています。

政府は自然エネルギー比率を増やすスケジュールを国民にしっかり示してください。よろしくお願いします。

35776 個人 家事専
業

５０代 女性 ３つのシナリオ(２０３０年時点）で「ゼロシナリオ」を支
持します。

現在の日本の経済状況等を考えると、今すぐにゼロは難しいことかと思います。
しかし、将来に向けどのような環境で暮らすかと考えた場合、極力リスクは少ない方がいいです。
今非難されている方や、不安を抱えて暮らしている方と同じことは、いつだれにでもおこりうることなのですから。
秋からの電気料金の値上げや、消費税法案のことなど生活は厳しくなる不安はとても大きいけれど、その生活も安心して暮らせる環境の上に成り立つのだから、わたしたちも今の生活を見直し
ていく必要があると思います。
ひとりひとりの力では非力ですが、あきらめずやり続ければ大きな力になります。
日本の技術と化学の力で原発に代わるエネルギー源を開発する努力をしてほしいと思います。

35777 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発ゼロシナリオに賛成です。原発は倫理に反しま
す。できるだけ早く原発を0にするため、あらゆる努力
をすることが政府に課せられた義務です。基本的人権
の「食」と「住」が犯されています。原発は憲法違反で
す。

　原発を廃炉にするための技術や除染技術は必要です。そのための研究は必死でやらなければなりません。総力を挙げてやるべきです。原発を海外に売るのではなく、廃炉と除染の技術を売
るべきです。原発を売る行為も倫理に反しています。
　かつて、国が車の排気ガス規制をやったとき、自動車会社は有毒ガスを大幅に削減するエンジンを開発しました。政府が公害を規制すれば、新しい技術が必ず開発されると思います。LED補
助金、蓄電池のさらなる開発、地域の小力発電の促進、自然エネルギーの開発に全力を注ぐべきです。少なくとも今までに原発につぎ込んだのと同等かそれ以上の労力をつぎ込むべきです。
発送電分離や法律の改正、規制緩和など、そのために必要なことをクリアしていくのが政府の役割です。電力不足に対応するため、病院や老人ホームに発電機を完備しておくことも必要でしょ
う。
原発が他の公害と根本的に違うのは、本当に広範囲に渡って住めなくなるという事態を引き起こすということです。この狭い地震大国日本にトイレのない原発は最悪の戦略でした。持続不可能
なことがばれてしまったのです。

　しかし、このピンチをチャンスにするために、日本は大きく方向をかえる必要があります。持続可能な社会に大きく舵を切ることです。震災で苦悩する日本人に今こそ、復興の原動力となりうる
夢と誇りを持てるようなビジョンが必要です。このビジョンが共有できれば、愛国心などと教科書に書かなくても、自然と国を愛することができるようになります。自然を愛し、ふるさとを愛する日本
を世界に誇れるでしょう。原発は日本の愛すべき山と木と川と土と空気と水と食べものとふるさとを奪うのです。今やっておかなければ、放射性廃棄物の処理を永遠に次世代に押し付ける親や
国を愛せなくなる子供たちが育つでしょう。ましてや、それを世界に輸出すれば、世界からの尊敬も失うでしょう。「想定外」はもう許されません。事故は想定しなければならないのです。事故を想
定すれば原発はありえません35778 個人 会社員・

公務員
４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対

して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35779 個人 その他 ６０代 男性 ゼロシナリオで進めていただきたい。2030年まで待つ
必要はなく、直ちに原発依存度をゼロにすること。い
つ大地震がきてもおかしくなく、防災訓練とかしている
のに原発を放置するのは危険極まりないからです。

東電管内では5月から原発ゼロで経済にも暮らしにもなんら問題ない。関電では大飯を再稼働したけどその分火力を停めてしまっており、それで受給が85%程度なので、火力を動かして原発停
めれば問題ない。

火力の燃料高については以前から電力会社の総括原価方式のため国際価格から乖離した高値輸入をしている点が言われていたが、先日の共産党議員の質問では輸入しているのは電力会
社の子会社とかで、いわば自作自演で対米販売価格の数倍で買っているとか。これは子会社へ利益移転する税金逃れの脱法行為ではないかとも疑うが、オイルシェール開発に伴う今後の
LNG価格の低落を見通せば、火力がコスト的に圧倒的に有利である（だから米国はガスタービンへ移行している）。日本も遅れをとりもどして早急に転換すべきと思う。現在は三菱重工など国内
ガスタービンメーカーはGEに遅れをとっているが、国をあげて支援して世界のトップメーカーへ育成する必要がある。原発なんていまや時代遅れの技術は放棄すべきである。

原発再稼働の判断基準とか緊急策には原子炉および配管関係の地震対策がない。免震化する事務棟などは事故が起こった後の処理設備にすぎない。事前対策としての原子炉の免震化が出
来ないかぎりは、地震大国の日本に原発は危険すぎる。

35780 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 基本的に1の原発０シナリオを支持します。ただし、自
然エネルギーの比率をもっと上げるべきです。

原発の事故により、その危険性や実は高かった発電コストなどの問題が明らかになった今、原発を続けて行くという選択肢はもはやありえません。経済的な理由から存続させるべきという意見
もありますが、それは原発の恩恵を多大に受ける、ごく一部の大きな権力を持つ者の声にすぎないと思っています。福島県と周辺地域住民の生活を破壊し、補償も除染も進まず、廃棄物の処
理のしかたも決まっていないことは日本の経済にとって大きな損失であり、新たな事故を起こすことは絶対に阻止しなければなりません。今すぐに全ての原発を廃炉にするべきです。
そこで、放射性物質による汚染で住めなくなってしまった土地を国および電力会社で買い上げて、太陽光や風力など自然エネルギーによる発電の拠点とすることを提案します。さしあたっては
費用もかかり、国全体で節電に取り組んでいく必要もありますが、長い目で見れば高い買い物ではないはずです。

35781 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 女性 シナリオ1を推称、原発ゼロの日本に住みたいです。
危険な原子力と一緒に生活するのは嫌です。今回の
事故があり、今こそ日本が原発に頼らない先進国に
なれるチャンスです。その為の負担を負う覚悟があり
ます。

徐々に減らしていく、ということでは結局なくならないのでは、という不安があります。それを実行する為の負担を、私たちが最初に負うのは当然であり、むしろ今このタイミングでなければ、国民
の同意を得られなくなると思います。経済的にも個人の生活面でも負担は確かに大きいのかもしれないけれど、リアルタイムで今回の災害を体験している私達だからこそ、日本を変えていこうと
いう意識をもって耐えられると思います。

また、今回のようにパブリックコメントを募集するようなことはとても大きな意味があると思います。このことがどれだけ実際の決定に影響があることなのかは正直わかりません。ただし、このこと
によって関心を持つ人は多いだろうし、とりあえず3つのシナリオ柱を立てたのも、わかりやすく良かった。みんなが自分のこととしてこれからのエネルギーを考えていく試み、きっかけをもっと投
げかけて欲しいです。



35782 個人 家事専
業

４０代 女性 「原発ゼロシナリオ」に賛成。原発は、温暖化を引き起
こす原因でもあるため、省エネ、自然エネルギーの活
用に切り替えを希望。子どもたちに安全な未来を約束
して欲しい。

　私は、「原発ゼロシナリオ」に賛成である。
実際に今年の５月５日から６月３０日まで、５０基の原発が停止し、現在も稼働は２基の状況（本来であれば停止していても電力供給に支障はないとの検証もされているのに稼働させている）で
十分に電力は足りている為、原発は不要というのは明白な事実である。
今後は、太陽・水力・風力・火力などの自然エネルギーのみで十分であり、大企業にも力を借り、国として大プロジェクトを組めば容易であると考える。
雇用もそこで生み出せるように国は整えるべきである。
その他、ドイツのゼロシナリオを参考にするべきである。
　また、温暖化の問題があるとのことだが、ウラン採掘、燃料輸送、原発建設、廃棄物処理等々の全過程で膨大な石油を消費する為、原発は「間接石油発電」であり、これらを考えると原発が
CO2削減に役立つという理屈は極めて怪しい。
　そして、何よりも根本的に世界で唯一の被爆国が自らの手で被爆を起こしたことは、あってはならぬこと。
原発の安全神話などはじめからなかったところを不十分な説明で国民に真実を隠したと言われても過言ではないと思う。
国はその責任を果たすチャンスではないか。
非核三原則にも違反する原発は、根本的にあってはならない。
健康に子どもたちが安心して成長し、日本を発展させていける、世界に貢献していける状況を大人が作り出し、残していく責任がある。
これ以上、地球を汚してはいけない。
　最後にひとりひとりが節電に心がけ、日本人本来が持つ、つつましやかな生活に戻る事が国を立て直す事にも繋がると考える。
　お願いです！子どもたちを守りたいのです！！
  

35783 個人 その他 ５０代 男性 0％を支持します。 原子力は現在の人間にマネージできません。過酷事故の恐ろしさ、あらゆる角度からの事故の可能性、しかも、採掘団塊でのラドンによる障害から固化されたガラス片が割れる可能性まで。あ
ぶないことだらけ。いってみれば、稼ぎ頭の孝行息子と思っていたらとんでもない凶状持ちです。しかも、海外からの輸入が途絶えたらどうします？　高速増殖炉が夢のまた夢である現在0％に
せざるをえないでしょう。

35784 個人 自営業 ３０代 女性 2030年には原発依存０％というシナリオが国際基準
から見ても当然の選択肢だと思います。

現在私の住むドイツでも、福島の事故のあとメルケル首相はそれまでのエネルギー政策をくつがえして、すぐに原発ゼロ宣言をしました。この先、日本から地震をなくすことはできませんが、計
画的に原発依存を減らしていくことはできます。
これ以上おろかな日本と世界で言われないためにも、世論をきちんと反映してください。
どうぞよろしくお願いします。

35785 個人 学生 ２０代 男性 原発ゼロシナリオを即刻採択希望します。
原発は一度稼働してしまうと、使用済み核燃料の確実
な処理法も見いだせないなど、安全性に欠けたエネ
ルギー源である。

すでに開発が急速になされている蓄電池、炭素電池など危険性のない自然再生エネルギーの開発を進めるべき。環境、人へのリスクを伴わないエネルギー産業発展を追求すべきであり、それ
が（ドイツですでに結果を出したように）雇用を促し国の経済発展につながる。
福島の教訓を忘れず、万が一の災害により（福島第一原発内の使用済み核燃料棒のプール内のセシウム１３７の量はチェルノブイリの85倍と海外では測定されている）わが国土の存在すらも
危ぶまれる状況は避けなければならない我々が３・１１の福島から学ばない限り、日本の発展はない。
豊かな自然を持ちながらも、地球を汚さないエネルギーで国を復興させ、世界をリードしていく使命を持つべきだ。

35786 個人 会社員・
公務員

４０代 女性 原発はいらない。 危険な原発を地震が多発するこの日本で動かすメリットはなくデメリットしかない。火力発電を可動させれば電力は賄える。福島は今も危険な状態であり、何も解決してはいない。放射能は漏れ
続け、空・海・大地・川・森・農作物・魚・動物・人の全てを汚染し続けている。私はこの美しい日本で生きて行きたい。故郷を無くしたくない。子供達に少しでも安全な未来を残したいんです。お金
が欲しいのなら廃炉にする技術と自然エネルギー発電の技術を世界に売り込んで下さい。もはや日本だけの問題ではなく、地球規模の問題です。日本は地球を汚染し続けているのです。この
国を人が住めない場所にしたくありません。先ずは全ての原発を停止させ、そして廃炉へ。

35787 個人 自営業 ６０代 女性 福島で明らかになったのは、地震大国の日本に原発
を設置することが根本的に誤算だったということです。
首都圏直下型地震の可能性が大となっている今、３０
年までといっている場合ではなく今すぐにゼロにすべ
きです。

３・１１が、ここまでの犠牲をはらって日本人すべてに教えたことはなんだったのでしょうか。原発は安全でクリーンとされていたことが完全にくつがえされ、経済的な採算性からみても、これほど
高くつくものはない、ということが明らかになりました。ひとたび事後が起こった時には、その影響を受ける範囲は計り知れず、人びとは住み慣れた地、つむいできた生活を捨てることを余儀なく
され、農業、牧畜業、漁業、すべてが立ちいかなくなります。他のエネルギー源と比べること自体、問題の立て方としておかしいことも明らかです。
福島の事故以来、ヨーロッパの国々は自分たちの国の原発政策を見直し、ドイツ、イタリア、スイスは原発を停止しています。他の国が学んで、なぜ当事国の日本が学ぶことができないのか、こ
れは世界的にみて信じられないことです。５月５日にすべての原発が止まったことは、たまたま定期点検の時期だったからとしても、本当によろこばしいことでした。日本が事故に学んだ結果、と
報じている新聞もあったくらいですから。そしてそれは継続されるべきでした。
原発を稼働させるくらいなら、節電も辞さない、というのが今の日本人の姿勢です。もともと、電気を使いすぎてきたことは、節電キャンペーンを待つまでもなく、はっきりしていました。夏にここま
で冷房をきかせて、上着を着なければ耐えられないような電車の中やオフィス、デパートの中、くらくらするほどの明かり過ぎる街頭の照明、不必要な電気を消費させられるオール電化の家
庭・・・すべてが電気漬けだった生活を見直すいいチャンスでした。節電はできるし、原発をやめるために、節電するくらい誰もいといはしません。現実に５月にすべての原発が止まった時、大し
た影響が起きなかったのですから、これでいけた、ということなのです。それでもあえて節電せよ、というのなら、原発ゼロを条件としたら、多くの国民が納得するでしょう。
原発事故は、津波以前に地震によって引き起こされたということも明らかになっています。
首都圏直下型地震が起こる確率がきわめて高いとされている今、そして日本列島全体のプレートが不安定な状況にある今、この地震大国に原発が稼働する、ということはどこからみても納得で
きるものでないし、信じられないことです。何％のシナリオ、ということ自体があり得ないと思えます。選択肢があるとして、ゼロしかありえません。
火力発電はＣＯ２を発生し、地球の温暖化につながると常に言われますが、原発からの排水で、海の温度は上昇することが温暖化につながることは大いにあります。
代替エネルギーに関しては、太陽光発電は私の住む世田谷でも、現在区をあげての取り組みが始まっています。このような動きはますます広がっていくことでしょう。太陽光、風力以外の、地熱
や波力による発電技術も日本は他の国に輸出するほどに優れたものなのですから、大いに進めていく可能性がありはずです。
シナリオにも相変わらず「経済性」のことが言われ続けていますが、３．１１で明らかになったのは、「経済か、人のいのちか、どちらが優先するのか」ということだったはずです。人のいのちのた
めでなくして、なんの経済ということです。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
 再生可能エネルギーの生産を加速させる
 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35788 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発、もちろん即刻ゼロ、そして、そこから。 ３．１１以降世界は変わった。以前の様々な歪みが浮き彫りになった。これを好機と捉え我々も変わらなければ。
広島、長崎、福島を経験した日本には人類に対し”核の無い明日”を求め、提案する多大な義務と権利があるはず。
　ガンジーやジョン、レノン等々偉大な先人達が求め続けた
”より理想的な世界”　に少しでも近ずく事が出来るかも。
　我々は後ろではなく”前へ”進まなくては。理想や信念を忘れる事を戒めつつ。
　哲学なき政治
　労働なき富
　良心なき快楽
　品格なき学識
　倫理なき商売
　人間性なき科学
　献身なき信仰
　

35789 個人 会社員・
公務員

３０代 男性
原発反対！

ご意見の概要
エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ原子力エネルギーゼ
ロの筋書きの提案を求めます。

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35790 個人 その他 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、今後の安全でき
れいな日本を約束するものではありません。原子力エ
ネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ
原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します。

・直ちに原子炉再稼働をやめさせること
・積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
・再生可能エネルギーの生産を加速させる
・発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
・石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

すでに既存のエネルギーに頼りすぎる危険性はあなたがたも肌で感じられているのではないでしょうか。
私はすべての人々が安全に暮らせる世界を願います。あなたがたも含めて。

35791 個人 家事専
業

３０代 女性 1の原発ゼロシナリオを希望します。日本にある全原
子炉の即時停止を希望します。

３．１１震災原発事故でわかったことは、原子力がどれほど危険なものであるか、今後必ず起こると言われている大地震に日本中にある原子炉が耐えられない恐れがあることである。そして一
度事故がおこると、誰も止められず、今後何十年、何百年と誰かが被曝し犠牲になって事故収束作業をしなければならないこと、安心して生活するための水、空気、土を失うこと、国土を失うこ
と、胎児、子どもほど放射能の影響を受けるので、子どもの命を危険にさらすこと。原発事故によって失うものは東電福島第一原発事故で、まざまざと見せつけられた。

原発を続けることによって得られるメリットは何か？
１．日本経済を保てる？中小企業が守られる。
→中小企業が守られるから、原発が必要だという人がいるが、一度事故が起きたら国土さえ失うような悲惨な事態になるのに、国土を賭けてまで中小企業を守るために原発を続けるのだろう
か？
事故がおこった福島は経済が保てているのだろうか？農家が栽培したものが売れないと自殺している。福島の農産物、製品が売れていないのは事実で、それを一生懸命風評被害だと言って売
ろうとしているのが今の政府であるだろう。
国際的にみれば、多くの国々が日本の東北・関東の農産物などを輸入するのを禁じており、貿易は赤字になっている。海外からくる観光客も激減している。国内でも東北・北関東へ旅行する客
は減っている。

２．原発で富を得ていた人たちが、今後も引き続き富を得られる。既得権益が守られる。

以上、原発事故が与える被害と原発を続けるメリットを挙げてみた。
私は原発を続けることによるメリットよりもダメージの方が、はるかに日本、人類、自然界において大きいと思う。こんな危険はものはやめる、手を出さない、というのが、小学生でも分かる自明の
理だと思うのですが。

2030年に停止なんて、まやかしに過ぎない。必ず起こると言われている大地震はいつ起こるか分からず、今この瞬間だって起こるかもしれないのだから、即座に停止する。
それだって原子炉の冷却期間を考えれば、事故を予防するのに間に合うか分からないのだから。
全原子炉の即座停止を強く希望します。

35792 個人 自営業 ３０代 女性 直ちに原子力エネルギーをやめて、将来の子どもたち
のために為に再生可能なエネルギーの生産を今以上
にする。

日本政府は日本国民のことを思って、原発再稼働に力を注いでいるのでしょうか？野田総理は自分のことしかかんがえていないのではないでしょうか？

原発のある地域を回って頭をさげるより、原発を辞めて再生可能エネルギーの生産に力を入れた方が、これからの日本の為になると思います。
多くの国民が反対しているものを、政府はむりに押し進める理由があるのでしょうか？政府はお金のことしか考えていない証拠です。お金のかかるこんなに危険なエネルギーは、もう時代遅れ
です。直ちにやめてほしいです。

あと、以下のことをこれからの日本の将来のために実行してほしいです。
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させること。
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生すること。
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付けること。

35793 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35794 個人 自営業 ４０代 女性 原子力エネルギーに頼るのはやめましょう。 原子力発電所は、事故などが起きた場合、とりかえしのつかない事態が起こりうる可能性があります。可能性がある以上、選択肢からはずすべきです。
日本は美しい国です。
子供たちに美しい日本を残すのは大人の義務です。
原子力以外の、もっと安全な方法でエネルギーを供給する方法を考えてください。
日本の頭脳と技術があればぜったいに可能なはずです。



35795 個人 その他 ３０代 女性 原発依存度ゼロシナリオ
我が国は原発依存度ゼロシナリオを目指して、エネル
ギー政策の転換を図るべきである。
2030年を目標にするのではなくより短期間でのゼロシ
ナリオを目指すべきである。

 １）福島原発事故という、未曽有の人災を引き起こした我が国において、今後再び、同様の事故が発生した場合には、国家の危機に陥ることが実証されたといっても過言ではない。福島原発事
故の原因が完全に解明されていない中、地震大国の我が国において、既存の原発の稼働を継続させること自体、大きなリスクを孕んでいる。安全対策を徹底させ、早急に原発依存度ゼロを目
指したエネルギー政策への転換を図るべきである。

 ２）使用済み燃料の再処理技術が当面確立できないこと、既に保管場所が満杯に近いことが福島事故をきっかけにいみじくも公になった以上、原子力発電所の再稼働によりこれ以上使用済み
燃料を増やすことは許されない。福島原発事故の処理に加え、使用済み燃料保管費用等、原発の負の遺産をこれ以上、後世へ残すことは許されない。

 ３） 日本は島国国家であり、土着傾向が大陸住民よりも強いため、国土の喪失・汚染という半永久的なショック、有形無形資産の無価値化を乗り越えてまで原発に拘りつづけるインセンティブが
存在しない。経済を原発に依存してきた立地自治体に対しては、自助努力を促しつつも、補完措置として廃炉ビジネスや再生可能エネルギーの分野で生きていけるよう国がリードしなければな
らない。先進諸外国は、福島原発の事故による我が国の悲惨さを目にし、脱原発、エネルギー政策の転換を図っている。二度の原爆、福島原発事故と、世界において最も放射能の脅威にさら
されてきた我が国自身が、この場に及んでも原発への依存体質を転換しないのは、歴史から何も学ばす、国家としてあるまじき姿である。

 ４）新設の原子力規制組織の独立性・透明性を幾ら高めようと、経産省・文科省や原子力事業関係者の囲い込みの徹底ぶりからして、既成観念、過去のしがらみ、既得権益等からの離脱・脱却
は殆ど期待できず、次の過酷事故を防止できる保証がどこにも見当たらない

35796 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原発から自然エネルギーへの転換を私達の世代で実
現して、次世代につなげる。

反省すべき点は謙虚に反省して、振り出しに戻る。それがこの時期に日本人に生まれた使命。

35797 個人 自営業 ５０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35798 個人 その他 ５０代 男性 原子力発電所の再稼働を中止し、原子力発電の完全
な終了にむけて政策を形成し、実施することを求めま
す。

そもそも、原子力発電が順調に進展しても、大量の核廃棄物の処理にめどがなく、長期間の廃棄物管理という「強制労働」を将来の世代の負担として残す存在であったものが、今回の福島の事
故で、放射性物質の環境への大量放出、自己炉の廃炉という更に困難な核廃棄物処理に直面している現状を、素直に認めるべき。そして、現状は、強制労働どころか、将来の世代の生存自体
を脅かす状況になっている。経済負担・国民の税負担などと比較できる問題ではない。何事にも最優先して、原子力発電の即時の完全終了を目指すべきです。

35799 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 ２０３０年に原発０ではなく、即刻原発０を求めます 原発によるリスクは今回の東日本大震災により、明らかにされたと思います。
そのリスクへの対策を考え、それに多くの労力、時間、経済的負担を割くのであれば、
原発をなくしたときに、電気をどのように生み出し、どのように利用するかを
検討していく方がこの先を生きていく子供たちに、自信を持って伝えられる。
何も知らない子供たちにリスクの高いものを残す訳にいきません。

35800 個人 その他 ６０代 男性 国民の安全と平和を守るのは全国民の義務。現エネ
ルギー計画は、将来の世代に対して安全で平和な日
本を約束しません。原子力エネルギーへの依存を即
終了させる、より原子力エネルギーゼロへの筋書きの
提案を！

国民の安全と平和を守るのは全国民の義務です。大量の被爆者を犠牲者を出した国です。世界の中で唯一の国です。
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私は原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より
踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35801 個人 学生 ２０代 女性 原発ゼロシナリオを望みます。 原子力発電は高いコストを立地自治体とその周辺にもたらすことが明らかになり、また、どんなに技術的安全を謳っても、危機対応において指揮命令系統に限界があることも見えてきました。福
島の事故を見せつけられ、とてもではありませんが費用対効果が高いとは思えません。したがって速やかな原発撤廃、原発ゼロシナリオを望みます。
今後の方針として、長期的に持続可能な社会を子孫に残すために、いまこそ大きな政治的決断をして再生可能エネルギー産業に投資することが必要だと考えます。

35802 個人 学生 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即 る、より踏み込
んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏
み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。 具体的に私たちは以下を要求します： 直ちに原子炉再稼働をやめさせる 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変
動と戦うための国際公約を尊守させる 再生可能エネルギーの生産を加速させる 発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を
優先付ける

35803 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 できる限りの協力をします。不便があっても構いませ
ん。原子力ではないエネルギーの選択肢を試させて
下さい。

できる限りの協力をします。不便があっても構いません。原子力ではないエネルギーの選択肢を試させて下さい。

35804 個人 自営業 ６０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35805 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 脱原発、ゼロシナリオを支持します。 原発事故による、社会不安は計り知れない。安全でないことは明確になったし、法治国家日本も揺らいでしまった。
まず、技術が安定している化石燃料にたちかえり、体制を立て直すべき。
見込みの薄い自然エネルギーに比重をおきすぎない。太陽光発電の高価買い取りにおける税金のばらまき反対。

35806 個人 その他 ４０代 男性 原発を推進せよ 暗愚首相、野田よ

増税して原発廃止だと？

国を潰す気か

無知蒙昧の売国奴よ

後世の笑い者よ

総辞職して国民の信を問え

35807 個人 自営業 ３０代 男性 核エネルギー依存０％シナリオしかありえませんし、
核燃料の処理システム、技術開発も完成してないの
に　こんな事をしている時点でおかしいとは思いませ
んか？

核燃料の処理システム、技術開発も完成してないのに　民間企業でしかない電力界者が、事故の賠償もできないのに原子力発電事をしている事を、認可している政府の対応には甚だ遺憾であ
りますし、烈しい怒りを感じています。

福島の事故の賠償もできない、健康被害についても内部被曝を認めないで事故を過小に評価する政府と電力会社は滅びればいいと考えます。
それに仕事として係わり、容認した全ての官僚から末端の人間迄が、責任を負うべきです。

ひとたび福島のような事故が、もう一度でも起ればどう責任を負うおつもりですか？
廃炉　核燃料の処理を一体どうされるのですか？
方法をまず全て全国民に解りやすく嘘偽りなく説明してからの議論だと考えます。

35808 個人 学生 ４０代 女性 福島原発がどうしようもないことになっているのは、政
府が一番よくわかっているはずです。これ以上の文明
を望むのか、それとも「足るを知る」ということを覚える
のか。

福島原発がどうしようもないことになっているのは、政府が一番よくわかっているはずです。もう、時間の問題だということもわかっているはずです。ならば、最前を尽くしましょうよ。日本が終わり
になるのを少しでも先延ばしにしましょうよ。原子力はもういいじゃないですか。一度やめてみてはいかがですか？　もしそれで不利益があれば、国民も納得すると思います。

35809 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロシナリオを望みます 第一に、仮に原発事故が起これば、福島原発事故の例からも、とても広範囲の土地が汚染されてしまいます。風向きによっては、都市が機能しなくなることも考えられます。狭い日本の土地で
は、都市に影響を及ぼさない原発はありません。

第二に、現在、使用済み燃料は日々増え続けているのに、最終処分場がありません。数百年～数万年まで影響を与える処分できないゴミを、後世に押し付けなければならないエネルギーは不
公平だと考えます。子供たちの未来のためにも、最悪のゴミをできるだけ減らす必要があります。

第三に、世界で起こるマグニチュード６以上の地震の２割は日本周辺で発生しています。（1994～2003年に発生したマグニチュード6.0以上の地震回数から計算）もし想定以上の地震が起きた
ら？　活断層が大きく動いたら？　どんなに耐震補強をし、対策しても万全とは思えません。地震が多発する地域に、原発はつくるべきではありません。

以上三点の理由により、全原発を早急に止め、全て廃炉にするべきです。

35810 個人 自営業 ２０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35811 個人 その他 ７０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの提案を求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる

35812 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35813 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35814 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 原発ゼロシナリオを支持します！！ 原発は生命と共存出来ない。環境に深刻な影響を与える。原発や電力に頼る安易な暮らし方に大いに疑問を感じる。未来の世代に何ら負荷を与えない、永続可能なライフスタイルを築くこと
は、現代の知恵を持ってすれば可能。一部の人間の利権のために、多くの生命を（人間だけでなく、他の生命の尊厳も）犠牲にするような社会構造を根本的に変えていくべき。今回の福島の人
災をそのスタートとすべき。「奪い合えば足らない、分かち合えば余る」究極は社会構造、それを生み出す人間性の問題だ。

35815 個人 自営業 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。
原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的には以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

政府が人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。



35816 個人 自営業 ４０代 女性 原発ゼロシナリオを強く希望、代替エネルギーに速や
かに切り替えを！

第一の理由は、日本が地震の頻発国であるということです。さらにその活動期に入った最中に、原発を動かし続けるということは、福島かそれ以上の惨事が起こる可能性があるのです。活断層
のある立地の問題、原発の老朽化、不十分な耐震性など、数々の問題が挙げられる中、いつ何時起こるかもわからない地震を前提に「安全」は全く保証できていません。

脱原発を反対する方で、その理由に経済的な衰退や、節電生活により引き起こされる市民の不都合を挙げられる方もいますが、もし再び大地震が起こり、原発事故が起これば、経済はおろか、
人々の生活や命が取り返しつかない事態になるのです。

私たちはその緊急性と危機を認識すべきであり、速やかに脱原発、代替エネルギーの模索をはじめるべきだと思います。

35817 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35818 個人 自営業 ３０代 男性 原発は無くす。 扱えないものを扱い結果、放射能汚染という事態に至った。
悔い改め、再生可能エネルギーの生産を加速させるべきだ。
同時に雇用の再生にもつなげるのが望ましい。

35819 個人 無職 ７０代 女性 文明に流れて、本来の生物としての人間がその尊厳
を破壊されることにならないよう、知恵を尽くしましょ
う。素朴に一緒に生きましょう。原子力は破滅への悪
魔的文明です。

原子力利用は絶対に反対です。

35820 個人 その他 ５０代 男性 原発の再稼動断固反対。
クリーンなエネルギーの開発に努力する。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35821 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発を無くし、未来の子どもたちが胸を張って、日本
に生まれてよかったと思える自然エネルギー、持続可
能なエネルギーの利用、地球温暖化防止の推進を切
に願う。
  

　政府が提示した選択肢では、原発の無い社会でも、地球温暖化防止を進めるシナリオにはなっていない。ものすごく意図的に、今の状態を推し進めようとする、推し進めることがよいとする意
向を感じる。
　現在の日本の産業、家庭、社会の電力消費を支えるには、どれぐらいのエネルギー量が必要で、今、火力、原子力、その他の電力でどれぐらいまかなっているのか、知りたい。今後、地球環
境に優しいエネルギーへ移行し、原発を無くしていく方向で、地球温暖化防止も目指した、具体的な提案をしていただきたい。また、原発ゼロを進める中で、クリアしなければいけない課題は何
なのか、どうすれば解決できるのか、具体的な提案をして欲しい。
　どの国民にも分かりやすく、そして、こうした意見を求める場合はメディアなどで告知して欲しい。一部の人だけに伝わり、一部の人のみが知るだけで終わるような活動はしないで欲しい。

35822 個人 その他 ４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

直ちに原子炉再稼働をやめさせてください。
そして廃炉作業に向けた長い長い工程を真剣に考えてください。
あと何世代先の人々に対して賄いきれない負担を託すのですか。
「常識」ということばの意味がわたしたち国民の読解力と同じであるならば、どうか常識的になってください。

35823 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します。
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35824 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 日本国内の電力供給について、原子力による発電は
リスクが大きすぎて不要と思います。原子力発電所の
全面廃止（０％）を希望します。

電力会社の利益のみを追求する原子力発電は先の地震によるメルトダウンを引き起こし地域住民に自宅からの退去を長期間にわたって継続しています。
これは危険の評価をおざなりにし利益追求のみを行った結果です。
よくわからないものを使っているからこのようなことが起きるのです。
わかっていれば対処方法も万全にできているはずなので、日本の電力会社では使ってはいけないものと思います。
また、国策での原子力発電を行ってきたということは日本という国にも管理能力がなく原子力による発電を行う力が無いものと思います。
いくら監視委員会を立ち上げて監視しても、実際のことは想定が出来ないので全廃をすべきです。
これから想定されるリスクは地震・テロです。
原子力発電所がなければリスクは無くなるのです。
代替発電に投資をして自然エネルギーによるクリーンな発電を目指して欲しいです。

35825 個人 無職 １０代以
下

女性 0％を望みます。 福島の原発事故が起こり、もはや原発が安全なものとは
言えない中で　私たちが選択すべきは　原発のない
社会だと思う。

原発　やめましょう。止めてもまだまだ問題は
山積み。こどもたちに押し付けるだけ。
もう　すべての原発をとめましょう。

35826 個人 その他 ３０代 男性 2030年までの原発依存度として(3)20～25シナリオに
賛成する。しかし原子力行政が現状のままでいいと思
わない。原子力発電事業を国民が厳しく監視・管理す
る体制を作りつつ、運用していくべきと考える。

政府のエネルギー・環境会議が提示した、2030 年のエネルギー・環境に関する3つの選択肢（原発依存度を基準、(1)ゼロシナリオ、(2)15シナリオ、(3)20～25シナリオ）の内の、(3)20～25シナリ
オの選択に賛成する。東日本大震災にともなう東京電力福島第一原子力発電所事故は、地域住民の生活に甚大な被害を及ぼしている。その苦しい状況をみると、使わなくて済むならば原子力
エネルギーは使わない方がいいと思えてしまう。また、核廃棄物の最終処理をどうするか未定であるという欠陥もある。それでもなお我が国は、原子力エネルギーを使用していかなければなら
ない状況下にある。他のシナリオでは国民生活が成り立たなくなる可能性が高いと思われる。
ただし「エネルギー・環境会議」が作成した冊子『エネルギー・環境に関する選択肢』にもあるように、(3)20～25シナリオを選択する場合は、「原子力及び原子力行政に対する国民の強固な信認
が前提」（12ページ）にならなけれればいけない。昨年の震災・事故以後、電力会社の情報開示の不手際や、政府の責任が、政府・国会などの事故調査報告書で指摘されている。原子力発電
に対する不審・不安が、「脱原発」のデモにもつながっている。政府はそうした不審・不安を払拭することに最大限つとめなくてはならない。原子力エネルギーを使い続けるならば、強力な監視体
制と、事故への備えが必要だ。またより安全な運用が可能となる技術開発や研究にも力をいれるべきだ。それにかかるコストが増えることはやむを得ないだろう。
いつ地震が起きてもおかしくない活断層上の原発は廃止することや、監視・管理といっても国民の同意に成り立つような体制を構築することなど、(3)20～25シナリオにおいても、数多くの課題が
あり、さらに詳細な計画・見通しが必要だろう。エネルギー・環境会議には、そうした提言を期待したい。
付記：なお将来のエネルギー資源として、メタンハイドレートやシェールガスといった新しい化石燃料を視野にいれることや、スマートグリットの採用といったエネルギー使用方法の効率化なども
提言に加えるべきと考える。

35827 個人 その他 ４０代 女性 「原子力からグリーンへ」の流れを決定づける政治的
決断の明示を求めます。
危険な原子炉は再稼働せず、2030年までに０％という
スピードで転換するべきと考えます。

福島第一原子力発電所の爆発事故に関しては、現在でも事故の現場に近づくことさえできず、実際の事故についての完全なる究明までには長期を要するであろうということ、また4号炉のプー
ルにある使用済み燃料棒が安全な場所に移動されるまでは、余震により、より大きな事故が起こる可能性さえもあり、事故が収束したとは言い難い不安定な状況にあると認識しています。

また、今回の事故により、原子力発電のもつ優位性は、放射線の環境への放出という人間の生命および、地球規模での生態系に対する破壊のリスクと比べると有益とはいえないということが、
現実問題として明らかになり、日本国民はこの事故の影響すなわち、放射性物質による環境汚染という現実を今後数十年あるいはそれ以上背負っていかなければならなくなったと認識していま
す。

したがって、

我が国の国土が地震列島であり、いつ何時地震による同様の事故が繰り返されるかもしれないという現状を鑑みると、現存する原子力発電所に関しましては、老朽化したもの、活断層の存在
等の理由で立地条件の安全性を満たしていない危険な状態のものから順次廃炉に向けて作業を開始するべきと思います。

また、10数年にわたりますその移行期におきましては、原子力発電の廃止に向け、１）代替エネルギーの開発推進　２）火力発電の効率化　３）核廃棄物の安全な最終処理方法の研究　をすす
める。

すなわち、より環境への負荷の小さな代替可能エネルギーの開発・普及とより安価で安定した効率のよい火力発電の技術向上をすすめ、原子力発電所の廃炉のための技術と、これまでに排
出された核廃棄物処理の安全な処理技術を研究開発することが必要と思います。また、その努力によって、世界的に貢献していくべきです。

また、現存のシステムで職を得ている、原子力産業に携わる労働者の方々が職を保証されるような配慮、たとえば、自然エネルギーへの転換・廃炉に必要な研究と作業などにより、新たな雇用
を創出するシステムの構築もなされなくてはならないのは言うまでもありません。

2030年までに原発ゼロを目標に、生命を長期間にわたって犠牲にする可能性をはらんだ原子力エネルギーに依存する政策を、原子力の位置づけを、「核の平和利用」としてではなく、同様に放
射能を拡散する核兵器同様、人類が自らの種としての存続を危険に晒す「人類最大の過ち」として是正していくということは、原子爆弾による唯一の被爆国である日本にとって当然の選択であ
り、その信念を持って臨めば、その選択に対する国際的な理解も必ず得られると思います。

核兵器が非人道的な兵器であり、その所有も使用も全世界的に禁止される日は遠からずやって来ると信じます。今回の福島第一原子力発電所での事故を教訓とし、未来へ向かって、いち早く
原子力から決別する道筋を、日本人は選択し率先して進んでいくべきではないでしょうか。

35828 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける
時間をかけても発電所すべて廃炉

目先の利益ばかりみていたら日本は終わると思います
3カ所も原子力の被害を受けている国だからこそ先頭にたつべきだと思います
国内を良くしなければ外交も良くならないと思います

35829 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 私は 脱原発を希望します。
現在稼動中の原子力発電所の即時稼動停止を求め
ます。
再生可能エネルギーに移行していく過程では 原子力
以外の既存の発電技術を活用する事を求めます。

３つのシナリオから選択する事しか出来ないのでしょうか？
一国民として、直接意見を言える機会に 予め用意された３つのシナリオを選択する事しか出来ないのでしょうか？
国民の声を集約するには 三択で十分と思われているのでしょうか？

３つのシナリオから選択する事は出来ません。
希望する選択肢が含まれていないからです。私は 脱原発を希望しています。
ゼロシナリオの中ににある　「２０３０年までのなるべく早期に原発比率をゼロとする。」
この考え方には賛同出来ません。

震災から いったいどれだけ時が 無駄に過ぎていくのかと憂慮します。
震災から約１年半も経ちます。既存の原発を再稼動させる前に 政府は出来る事があったはずです。再稼動を決定する前に 三択ではないパブリックコメントを国民に問うべきではないでしょう
か？

８月８日付けのニュースで 姫路第一火力発電所が 小型ガスタービン発電機を稼動させたと知りました。供給出来る電力量は 電力需給を安定させるものではないでしょう。
しかし、このような既存の発電技術を活用して 原発を再稼動させる前に取り組むべき事があったはずです。

志高く 政治家や官僚になられた方も沢山おられると思います。
語り継がれ歴史に残るような 高潔な決断を切望しています。

35830 個人 その他 ６０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35831 個人 無職 １０代以
下

女性 0％を望みます。 これほどの原発事故が起こって　これ以上
原発を動かすのは　狂気の沙汰です。
もう原発は　いりません。

こどもに　核燃料廃棄物を押し付けないで。



35832 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 経済要因の観点からも世界に先駆けて脱原発を推進
し、再生可能エネルギーへの転換を目指すべき。将
来コストの予測もつかない衰退エネルギーに依存し、
未来世代に誇れない負の遺産を押し付けるのは愚策
である。

将来の世代に対して安全できれいな世界を約束できないような行為はどんな理由があろうとも許されるものではありません。原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させ、核エネルギーゼロ
の筋書きを提案すると同時に再生可能エネルギーへの大胆なシフトを推進することを望みます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35833 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35834 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を段階的、そして確
実に終了させる、より踏み込んだ計画の提案を求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を段階的、そして確実
に終了させる、より踏み込んだ核エネルギーゼロの計画の提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35835 個人 その他 ５０代 女性 原発はその他のエネルギーに一日も早く変えてほし
いと思います。

これだけの惨事が起きただけでは足りないのですか。救うのは日本のみではありません。地球規模の救済です。政治家は一人一人もっと勇気を持つべきです。なんのために、国民の意見を代
表する仕事をしているのですか。これでは、国民と対立する仕事ではないですか。自分も国民であるということを忘れないように。
これから２０年先、「あのころあなたは何をした？」と聞かれて、「自分にできるすべてをしていた」と胸を張って言えるように、「今」行動してください。

35836 個人 その他 ６０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではない。原
子力エネルギーへの依存を即終了させ、より踏み込
んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求め
る。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35837 個人 学生 ２０代 女性 反対です。
どう考えても危険だし、子孫への負荷が多すぎます。
他のエネルギー開発に力を入れて下さい。

上記に書いたとおりです。
必用ありません。
多少の電力不足でも本気で力を合わせればどうにかなります。
そちらの国民への説得に力を入れていただくようお願いします。

35838 個人 自営業 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35839 個人 家事専
業

４０代 女性 脱原発に賛成。日本は福島事故を教訓にして、天然
ガスや地熱、再生エネルギーの分野の開発と温暖化
対策を急いで世界に先駆けて脱原発を実現するべ
き。

日本は地震大国です。地震は防ぐことはできませんが原発事故は原発がなければ起こりません。原発を廃止すれば日本経済が大打撃を受けると言われてしますが、第二の事故が起きたら一
体日本はどうなるのでしょうか？福島の内部被爆も今はほとんどないとされていますが、何十年かたてば露呈することは確実です。
使用済み核燃料の処理を先送りしても、いつかは何とかしなければいけない、それなら今一時的に負担が大きくなったとしても、ここで原発ゼロを目指して本当に安心なエネルギーを未来に送
るべきです。国民はその覚悟ができていると思います。



35841 個人 家事専
業

４０代 女性 「２０３０年に原発０」ではなく「即時原発０」にすべきで
す。

地震国日本では原子力発電は危険過ぎます。
今日、巨大地震が起き福島のようなことが起こってもおかしくない今　原子力で電気を作って暮らすのは考えられません。
計画停電もやむえないと考えます。
危険すぎる電気は　いりません。
即刻、原発を止めるべきだと考えます。

原発事故はお金にかえられない　福島のふるさとを奪ってしまいました。
どんなにお金を積んでも　けして償うことはできません。
こんなことが　起こって　それでもなお　原発を再稼動させるなんてどういうことなのでしょうか。

核配棄物も大きな問題です。
原発の電気を使えば使うほどでる核配棄物は子供達にかかってきます。
つぎの世代に負の遺産を背負わせるのです。これから先ずっと。

日本の問題ではなく世界の問題です。
「原発を使わない」前提で　全てを考えていくしか　道はありません。
誰をも　幸せにはしない　原発は　全て　廃止してください。

35842 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 今後の日本国のエネルギー政策として原子力発電は
全面的に廃止し、2020年までに日本国中の全原子炉
は廃炉とするよう要請します。

・３．１１以後の福島のような被曝県に我が新潟県をしてはならない
・３．１１以後の福島県民の惨状は見るにつけ、聴くにつけ同じ原発
　を県内に置く我々としてもとても他人ごとには思えない。
・原子力発電とは核廃棄物という未だ国内で満足に処理方法、処理施設も
　充分に確保出来ていない廃棄物を常時排出する不完全な発電方法である。
・またその廃棄物を再利用し再発電しようと建設したもんじゅについては
　全く稼働しないどころか、その設備維持に我々の大量の電気料金が投じ
　られているというお粗末な状況である。
・原子力発電施設の地震に対する安全性に対して電力会社が発しているコメン　トに信ぴょう性がなく、新たな断層が発見されている始末である。
・エネルギー自給の観点からも（原発はウラニウムを中国から輸入）2020年
　までに洋上風力発電施設整備、民間住宅の屋根にソーラーパネルの設置
　海洋に波力発電設備の設置等々の自然エネルギーの活用を大幅に進める

35843 個人 家事専
業

４０代 女性 2030年ではなく、今すぐ原発0%を支持。 今すぐ原発から撤退し、再生可能エネルギーに移行！を支持します。

35844 個人 自営業 ４０代 男性 原子力発電所の稼働を終了させて下さい もう二度と、福島の悲劇を日本人の誰にも経験させたくありません。
原発が安全なものであるということは事実ではないと証明された以上、危険だとわかっている方法に頼るエネルギー政策の国で自分の子供達を育てたくありません。
どうか、原子力発電所の稼働を一日でも早く終了させてください。

35845 個人 自営業 ４０代 男性 脱原発と再生可能エネルギーによる発電技術の開発
運営、原発に基づく各業界、団体の経営方針転換、初
送電分離、歪みのない報道

６０年近く続いてきた常識、良かれと思われて作られてきただろう常識を変える時が来ました。

大きな流れを止めることはできません。人々はもう知ってしまったのです。

実害はこれからもずっと続きます。個人個人からなる「うねり」も続きます。

舵を切り替えることに勇気を出してください。

私は当たり前のことを当たり前に考えて今の考えに行き着きました。

本当の意味の「みんなのしあわせ」を考えてください。

35846 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 直ちに原子炉再稼働をやめさせる。 エネルギー問題と国民の安全は比べる問題ではなく、あくまで国民の安全が確保されてのエネルギー問題だと考える、便利、利益が落ちるなどを国民の安全よりも優先することは全く優先順位
が違うと考える。

35847 個人 学生 ２０代 男性 ３月１１日の人為的災害を際に、日本は世界の模範と
なるべく新しいグリーンエネルギーの時代を拓くべき
だと思います。

電子工学の分野で研究する学者として、私は開発される技術が人に及ぶ影響・危険をどんなときも考えなければならない義務があります。福島の原発事故の経緯と、未だに改善されていない
東電の不始末を知ってこその判断です：日本は原始発電に依存してはならないと思います。そのリスクは莫大過ぎる。

35848 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオに賛成です。 原発ゼロシナリオに賛成です。
福島原発事故を目の当たりにし、２度とこのような事故を起こしてはならないと強く思いました。地震が頻発する現在、早急に全ての原発を廃炉にして下さい。電気使い放題でなく省エネ社会を
めざしてください。死の灰の処理技術についての研究にも力を入れてください。

35849 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35850 個人 その他 ６０代 男性 原発は独自は廃炉です。福島の事故から学ぶならば
当然です。２０２０年までに、自然エネルギーを５０
パーセント以上に高める政策を実行していただきた
い。

福島の事故の対策費は、計り知れず、日本の経済を壊滅させるほどの影響を与えています。関西電力は、事故の対策も２０１５年までできず。現在は、無防備な状態です。関西電力の対策も、
未熟です。地震や、津波、災害、テロに打ち勝てるとは考えられない。廃炉の後の対策を考えていないのは、経済的負担含めて、国、企業として責任
ある態度とは言えません。

35851 個人 その他 ６０代 男性 原発ゼロ　なるべく早く!! ・環境悪化を招くこと：原子力発電所が稼動しているだけでも微量の放射性物質が放出されます。その近くの海水温の上昇を招き、環境が悪化します。
・地震国であること：これからも巨大地震が想定されています。それは明日かもしれません。このような危険な国に原発があるだけでも危険です。すぐに廃炉にすること
を決めて、放射性物質の処理を始めるべきです。
・経済性について：「原発のコストが一番安い」と言われますが、福島第１原発事故の処理はこれから何十年とかかり、ふるさとを追われた人達の生活保障まで入れれば
膨大なお金がかかります。これも原発であるが故で、コストの中に当然入れるべきです。他のエネルギーではこのようなことはありません。今、アメリカでは天然ガスが
有り余っていて、世界では安く買っていますが、日本では他国より高い値段で買っています。これを安く買えば、火力発電のコストはもっと安くなるのではないでしょう
か？全く機能しないもんじゅや見通しの立たない六ヶ所村核燃料再処理工場にかけている膨大な金額を自然エネルギーの開発に使えばもっと有効ではないでしょうか？
・原発のゴミについて：今現在、日本の各原発には満杯に近い使用済み核燃料があります。これから原発を稼動すれば、また使用済み核燃料は増え続けます。最終処理方
法も場所も決まっていないのに、増やしてどうするのでしょうか？これこそ、未来の子ども達に残してはいけないことです。核燃料再処理工場から出る放射性物質は、フ
ランス・イギリスの例をみれば明らかなように環境を破壊します。
・これからは小さな地域で太陽ソーラーパネルや小水力発電などを使ってエネルギーを共有するようなシステムを考えた方が効率がいい思います。

35852 個人 自営業 ５０代 女性 原子力発電、核兵器所持からの即時撤退を求めま
す。

地震国日本において原子力は国を滅ぼします。
残念ながら福島ですでにその危険性は立証されました。
以前から明白なことでしたが。
廃棄物の処理も日本では不可能であることも明白になりましたね。
となれば、その量が少ないに越したことはないことも明白です。
電気が足りないのではないこともわかりました。
消費税が上がるので、多くの中小企業もつぶれて、より電力は必要ではなくなります。
新しい循環型エネルギーの開発で経済も活性化します。
もうそれしかない。
既存の企業保護はもう限界を迎えています。
国民を取るか、ただの紙に成り下がるお金を取るか。
いまこそ「公」の真価が問われます。
後世の怨嗟の的になるか、転換して日本の優秀さを取り戻すか。
答えは明白ですね。

35853 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は完全廃炉に賛成です。 広島、長崎で原子力の恐ろしさを知っている日本が再び、しかも自ら被ばくの道を辿るとは愚の骨頂としか思えない。
未来の為にもエネルギーは原子力に頼るべきではない。

35854 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私は以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私はあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私が誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

(削除)

35840 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 提示されたシナリオはいずれも国民経済の大幅な減
速ないし破綻を招くと予想される上、国民の安全が保
障されるとは考えられないため破棄する。原子力は
35%以上とし、再生可能エネルギーは最大10%以下と
する。

「エネルギー・環境の選択肢」（以下、「本資料」）における主要な問題点は次の通りである。
(1)原子力のリスクを不当に高く見積もり、その帰結として原子力の発電コストを不当に高く評価している
(2)再生可能エネルギーのコストを不当に低く評価している
(3)再生可能エネルギーの普及に伴い発生する、当然考慮するべきコストを評価していない
(4)経済成長率の想定が政府の成長戦略と整合していない
(5)産業界を軽視している
(6)国防の観点がない

以下、各問題点について言及する。
(1)について。本資料におけるコスト試算の基になった「コスト等検証委員会」報告書（以下、「報告書」）では、今回の福島原発の事故発生確率を40年に3件としている。しかし、福島原発の事故
は東日本大震災級の巨大地震が起こらなければ発生しなかったものであり、その発生頻度は千年に1回である。であれば損害額は1/25となり、発電原価の上昇分もその程度に収まる。すなわ
ち、＞8.9円/kWhとの見積は原子力を不当に高く評価している。また、マスコミや政府等の不適切な情報流布や施策によって引き起こされた風評被害による損害額を、原子力の発電原価に上乗
せするのはおかしい。

(2)について。再生可能エネルギーは今後、発電原価が劇的に下がるとされている。しかし、その根拠となる報告書では、本来含めるべきコストを計上していない。例えば研究開発費は原子力だ
けに課せられているが、再生可能エネルギーに投じられた研究開発費は無視しえないほどに多額である。何ら成果を挙げなかったバイオマスニッポンだけでも6.5兆円もの国費が投じられた。ま
た報告書ではNEDOが作成した「2030年に向けた太陽光ロードマップ」が引用されているが、ここでも多額の開発費の投入が想定されている。これらを再生可能エネルギーの発電原価に含めな
ければ、公平な比較などできるはずがない。

(3)について。再生可能エネルギーの普及に伴い発生する系統安定化費用や電源線費用が計上されていない。経済産業省・次世代送配電ネットワーク研究会の報告「再生可能エネルギーの大
量導入に伴う系統安定化対策コストについて」（2010年3月）が、太陽光発電を大量導入する場合に、数兆～数10兆円の追加コストがかかると試算しているにも関わらず、である。また、電源線
費用についても当然、再生可能エネルギー発電事業者が負担するべきものである。この額も数兆～数10兆円になると考えられるが、これも計上されていない。これで正しい発電原価が算出で
きるはずがない。にもかかわらず、どのシナリオを選択したとしても、再生可能エネルギーの比率が極端に高くなっているのは、極めて恣意的である。再生可能エネルギーの経済採算性は、上
記の議論を踏まえれば、既存電源より極端に悪いことは明白である。しかも本年7月から施行されたFITはドイツやスペインで既に破綻している。この状態で再生可能エネルギーの大量導入を
促せば、ドイツやスペインと同様、その経済的負担が国民に大きくのしかかることは必定だ。

(4)について。このようなダブルスタンダードが公然とまかり通るのは異常だ。既に経団連などが指摘するように、成長戦略が実現した場合に見込まれる2030年のエネルギー需要は、どのシナリ
オを採用しても不足する。そもそも、経済成長率の想定を約1%とするのは国家戦略としてあまりにも消極的に過ぎ、国民を豊かにしようとの気概が微塵も感じられない。

(5)について。本資料の叩き台である、総合資源エネルギー調査会基本問題委員会が作成した「エネルギーミックスの選択肢の原案について」には、重視すべき視点の一つに「消費者」・「生活
者」や「地域」を重視したエネルギー政策を掲げている。ここに「産業界」や「国家」の名はない。しかし、一方で産業界は、昨夏の強制的な節電や、原発停止がもたらす電気料金の大幅な値上げ
を問題視して、この状況が続けば工場の海外移転が一気に進み、国内産業の空洞化、雇用情勢の悪化を招くと警鐘を鳴らしている。これは「消費者」や「生活者」の生活悪化を招くものである。
また、「国家」の軽視は安全保障上、重大な危機をもたらしうる。エネルギーとは即ち国家戦略であり、産業戦略でもある。これらを軽視した議論はありえない。

(6)について。昨今の国際情勢は混迷を極めている。尖閣諸島の領有権を主張する中国や北方領土におけるロシアの動き、さらに朝鮮半島情勢や台湾情勢は、安穏とした状況ではない。とりわ
け尖閣諸島を中国が実効支配した場合には、シーレーン防衛が難しくなる。エネルギーの殆どを他国、特に中東や豪州に依存する我が国の国家安全保障を考えるに当たり、エネルギー確保の
ための国防は最重要事項の一つである。原子力は防衛の大きな切り札である。なぜなら第一に、原子力燃料はエネルギー密度が他のエネルギー資源に比べて格段に高く、少量の備蓄で長期
にわたりエネルギーを供給できる。故に有事に備えた備蓄の観点から、原子力は国家安全保障上、極めて有利である。第二に、日本が原子力を保有することは他国に対する軍事的抑止力とな
る。現在の混迷の中にあって、核武装した国家に囲まれた我が国が核兵器カードを捨てることは国防上、極めて危険である。

以上より、提示されたシナリオは正しいコスト計算に基づいていないばかりか、いずれも国民経済の大幅な減速ないし破綻を招くと予想される上、国民の安全が保障されるとは考えられないた
め、破棄すべきだ。国民生活をより豊かにし、国家安全保障を担保する上でも、原子力はシナリオから消された35%を最低ラインとする。再生可能エネルギーは公正にコスト計算を行えば、現時
点で普及させるべきではないとの結論を得ることは明白である。金を投じるなら普及ではなく、高効率・低コスト化のための研究開発にこそ投じるべきだ。以上を鑑み、現時点で経済採算性のな
い再生可能エネルギーの比率は最大10%以下とするべきだ。



35855 個人 その他 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35856 個人 家事専
業

３０代 女性 「エネルギー・環境に関する選択肢」のパブリックコメ
ントについて

原発ゼロシナリオを選択します。再生可能エネルギーで十分まかなえると思います。しかし省エネ、再生エネルギーの見込みが甘いかと思われます。
国民も節電に対して意欲的です。
石炭に依存するという部分も気になります。
天然ガスなど自然にやさしいものを取り入れていただきたいです。
日本の火力契約は高いと聞きますが、コスト削減など考えていただきたいです。
今後、福島のような事故が起きる前に日本の危険といわれるすべての原発を即廃炉していただきたい、廃炉にするまで時間がかかることだからこそ決断を早急にしていただきたいです。
西日本はまだ汚染はひどくありません、でも放射能はずっと残り、内部、外部被爆と気が緩むことはありません。
今回の事故でどれだけ人が苦しみ、損害があったか、そしてこれからもずっと続いていきます。にもかかわらず再稼働、無駄な除染、瓦礫にお金をかける政治家、自治体など本当に頭がおかし
いのではないかと思います。
他国からも輸入制限され、日本の信頼はなくなりつつあります。
原発で事故があれば他国にも影響が及びます、まずは廃炉にする決断が償いとなるのではないでしょうか？
世界中の原発がなくなってほしいですが、日本もドイツを見習い、アメリカのように経済が破綻する前に脱原発を早急に進めてほしいです。

35857 個人 家事専
業

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35858 個人 自営業 ２０代 女性 原発０シナリオを選びます。 原発０シナリオを選びます。
理由としては、まず第一に日本は地震国であるということ。
しかもすでに地震活動期に入っています。いつ来てもおかしくない大震災に備えて即時現在動かしている原発も止めるべきです。万が一の事があればほぼ永久的にその地には住めなくなり、
放射能による自然や人体への影響は計り知れないことを私たちは知っています。ただ電気を作る為だけなのにリスクが高すぎます。
次に核廃棄物の処分方法がないということ。
たかだか４０年しか稼働しない原発が出す危険な核廃棄物を何万年も保管しなければなりません。
コストがかかります。未来のこどもたちへ負の遺産はこれ以上増やすべきではありません。
ウラン採掘から廃棄まで誰かの犠牲を強いてまで原子力は必要なものではありません。
福島第一原発の事故を受け世界中がエネルギーシフトをしています。
「核のない世界へ」唯一の被爆国である日本が率先して考え議論し行動して行くべきです。

35859 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35860 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力エネルギーゼロの要求 ご意見の概要

エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ原子力エネルギーゼ
ロの筋書きの提案を求めます。

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35861 個人 その他 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも将来の世代に対し
て安全できれいな日本を約束するものではない。原子
力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込ん
だ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35862 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力エネルギーは廃棄物の処理が決まらないまま
続けることは、日本・地球を汚し続けることになりま
す。将来の世代に対して安全できれいな日本を残す
ようなエネルギー計画が必要です。

決して地域産業の雇用維持などが理由であってはならず、安全性が最優先されるべきである。
具体的に私は以下を要求します。
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
再生可能エネルギーの生産を増加させる
その他の化石燃料（液化天然ガス）等の発掘を具体的に計画する

35863 個人 その他 ６０代 女性 原子力エネルギーを用いない生活に、国として、切り
替えてほしい。

人間の手で解決、消滅できない原子力は造るべきでないし、用いるべきでもないし、存在させるべきでもない。日本国内だけでなく、世界全体がこれを哲学としてほしい。

35864 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発は０％　国民の声を聞きなさい 　原発は０％。非常に多くの人々がそう思っています。そう思ってないのは不当にもうけている人たちでしょう。

　国は国民をあざむき続けて来た。水俣の時も、その前も。薬剤エイズの時も、アスベストの時も。
　これを読んでるあなたが、それをしたとは言わない。だが、ここでさらに原発を続けようとするなら、あなたも過去のばかやろうたちとおなじだ。
　一部に不幸を押し付けて、一部がもうける構図をここでやめてほしい。原発など使わなくても充分に日本は回って行きますよ。あなたたちは真に国民のために働いてほしい。

35865 個人 無職 ７０代 男性 核は地球上の生物と共生できない 直ちに原子炉再稼働をやめさせる

35866 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 男性 エネルギー転換で一日も早い脱原発を 私は脱原発を主張します。
2012年までに0%を目指します。
いや、もっと前に0%を目指します。

自然エネルギーのフル活用のための送電網の充実、
この一点を行えば打開出来ます。
いや、この一点が民間の自然エネルギーのフル活用の足を引っ張っています。
いくら一生懸命風力や太陽光で発電しても送れない。
エネルギー転換には周辺設備の拡充は当然です。

電力会社を解体して発送電分離する方向も含めて、
抜本的な改革を望みます。

誰も犠牲にならないエネルギーをお願いします。
誰も被曝しないエネルギーをお願いします。

35867 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 原発ゼロの新エネルギー政策を出してください！！ 原発を廃止し、原発ゼロの新しいエネルギー政策を実施してください！
野田政府は将来のエネルギー政策について具体的に安心できる見通しも立てないまま原発の再稼働を行うなど、国民に対して十分な説明もないままどうして一部の権力者だけで重要なことを
決めてしまうのですか？？
日本は本当に民主主義の国なのでしょうか？？？
国民の意思で民主党政権が誕生しました。
なぜならそのときのマニフェストを信じたからです。
増税法案にしても、３党の合意にしても、国民は民主党のやることに全く納得していないし、国民を裏切り続ける民主党をどうして信じられるのでしょうか。
デモを行うなど、反原発に対する国民の声を全く無視している野田内閣に、
エネルギー政策をまかせようなど、国民はもう期待さえしていないかもしれません。しかし少しでも専門家の方々のちからと、国民の知恵をあつめ、原発のない国を目指すことを考えてください。

35868 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35869 個人 自営業 ３０代 男性 原発は廃炉へ 原発は必要ありません。

35870 個人 無職 ６０代 女性 原発ゼロシナリオを選びます。 今まで，原子力発電のおかげで　生活してきましたが、福島の事故が起こり、その対応を見ていて、・・・・ゼロを選びます。自然エネルギー利用は、大変だと思いますが、日本の科学技術力をも
とに、世界のトップ国となってほしいです。
原子力は、人間が手をつけてはいけない分野だと思います。



35871 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性
『 選択の中では「2030年原発ゼロシナリオ」を選択
しますが、即刻廃炉を求めます。』

日本は、地震が多い国です。
また地震が起こり、福島のような事が、起きるのはもう嫌なのです。
汚染される土地、体に入るものも汚染されます。
日本は、とても美しいのに。。。
大切なものを見失わないでください。
私達は、自然なくしては生きてはいけないのです。

そして、電力は、足りているのになぜ国民に嘘をついてまで原発を稼働させるのですか？もう沢山の人が、亡くなるのは悲しくて嫌です。
私達は、ただ普通に自然と共存して生きていきたいのです。
これまでの政府の対応を見ているとやるせなく憤りを感じます。
どうか、３．１１から学んでください。
国民あっての国です。
私達の声を聞いてください。
発展ばかりを追い求めないでください。
子供たちの未来を握り潰さないでください。
どうかどうか原発のない国にしてください。

35872 個人 その他 ６０代 女性 3.11以来、これだけ核爆発の被害がでているにもかか
わらず、原子力エネルギーをつづけるというのは安全
な地球を次世代のために渡せる保証を破棄していま
す。

次世代のために安全に地球を渡せるためにこれ以上、この期に及んで原子力エネルギーのよる経済システムはあまりにも無責任です。

35873 個人 その他 ６０代 男性 原発に関しての安全性の技術は全く確立していない。
保安院の委員長が
水素爆発はしないといったら即爆発が起こったこと
は、それを証明して
いる。原発に関しては専門家が存在しないことを認識
すべきだ！

原子力を平和利用といった甘言で推進してしまったが、それに関わる
専門家といった人達の無責任さにあきれている。やれ想定外だの、他の
原発では安全だのといった、根拠のない言い逃ればかりが目立つ。
原発に関しては専門家と言った人種も全く安全性に責任が持てない状況
だと認識し、早急に全廃の日程を作製しないと、またどこかで同じ
事故が起こる。

35874 個人 その他 ６０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35875 個人 自営業 ４０代 女性 1．ゼロシナリオを選択します。
2030年までにゼロではなく、即刻ゼロにしていただき
たいですが、
これしか選択肢がないので1番を選びます。

福島であれだけの事故が起こり、原発が安全ではないこと、大変なコストがかかるエネルギーであること、そして何よりも、すべての命や命が必要とする自然を脅かすものであることがはっきりし
たにも関わらず、どうして2030年までなどという悠長なことを提言できるのでしょうか？恥ずかしく思います。3.11まで原発のことを真面目に考えないできたことを深く後悔していろいろと勉強をし
ましたが、知れば知るほどに、人間と共存する事のできる技術ではないという思いが強くなります。こんなに当たり前のことがどうして理解できない人たちがいるのか、さっぱり理解できません。
原発がないと困るという前提に立ち、それを正当化するために様々な詭弁でごまかそうとする人たちがたくさんいる日本という国に本当に失望しています。それでも黙ってはいられないのでせめ
て意見を書きたいと思いました。

35877 個人 無職 ８０代以
上

男性 原発全廃の為一切の原発の再稼動をやめて直ぐ全
廃に向かうその行動プログラムを示せ、そして、これ
を国是とせよ。

この国を放射能汚染で住めない国にし壊滅させることはすることは未来世代のために許せない。

再生可能なエネルギーによる発電の推進と発電と送電事業の分離も早急に行い安全で費用効率のよい電力が得られられる。

35878 個人 家事専
業

６０代 女性 核エネルギー全廃へ向けての対策 核エネルギー全廃に賛同します。

理由として：
１．廃棄物の処理問題を残したまま稼働はできない、（負の遺産を残すな）
２．日本列島は断層の上にあり地震大国ですから原発は適さない。
３．原爆体験した世界唯一の国が示すべく道は核全廃しかありえない
４。技術革新によりエネルギー使用量は右肩あがりではないであろう、核
　　研究に向ける予算を代替エネルギー研究にあて世界をりーどする自然
　　エネルギー大国に変える

35879 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35880 個人 自営業 ３０代 男性 脱原発 具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35881 個人 その他 ６０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35882 個人 その他 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35883 個人 無職 ３０代 女性 ３つの選択肢すべてを選ばない。即時廃炉を望む。 ゼロシナリオでも2030年までは原発は稼働する。省エネ、CO2削減、再生可能エネルギーの導入に同時に取り組み、原発は一つも再稼働するべきではない。

35884 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35885 個人 自営業 ３０代 女性 原子力発電をやめてほしい。 福島第一原発の事故で、いまだに大くの人々が家や職業を失い、放射能汚染にさらされている。
未だに自分や子供が、口にする肉、魚、小麦粉、キノコ、水、常に放射能汚染の不安があり、これからもずっと続くと思うと悲しい。

放射能汚染不安のない暮らしがしたい。
それにつきます。

原発がある以上、それはかなわないと思います。

自然エネルギーへのシフトすべきです。

絶対に、これから原子力に頼る発電はしてはいけません。

35876 個人 その他 ４０代 男性 3つのうちゼロシナリオを選択するが、事故を起こした
政府に提案する資格はなく、本来なら即時原発ゼロを
選択する。放射線による健康被害の実態など必要な
判断材料を提示していないから、パブコメをやり直す
べき。

原発ゼロシナリオを選択するが、3つのシナリオのうちゼロシナリオを選択するという意味であって、本来なら即時原発ゼロ、使用済み燃料の地上保管を要求する。

政府は歴代の一部国会議員や東電、その他の原子力ムラ住人と同様に、今回の福島原発事故を起こした側にあり、放射線防護基準・食品安全基準・賠償基準・避難基準なども含め、福島原
発事故の対応と原子力政策について決定する権限を少なくとも倫理的に持ち得ないのであって、政府が決めた原発シナリオから国民が選択すべき道理など最初からなく、原子力基本法の目的
に「安全保障に資すること」などというふざけた目的を追加するのでなく、原子力を推進する同法をまず廃止した上で、ドイツが実施したように倫理委員会を設置して、福島原発事故を反省するこ
とを真っ先に行い、福島原発事故の震源が沖縄に米軍基地を押し付けてきたことと通底する差別政治にあったことを反省して、与党民主党の議員を始めとする国会議員は衆議院比例区定数
の削減によって福島原発事故の被害者が心から脱原発少数政党に投じる1票の価値を現在よりさらに切り崩し、2重の差別を押し付けようとする方針を撤回するとともに、膨大な数の主権者に
対して1票の価値をまったく認めない差別制度としての小選挙区制を廃止し、差別を排した選挙制度で国会議員選挙・組閣を行い、政府内の原発事故犯罪者を裁いた後で初めて、原子力政策
について提案できる立場に立つことができる。

「エネルギー・環境に関する選択肢」（6月29日、以下、「シナリオ文書」）には銘記されていないが、メディアを通じて、15シナリオがあたかも40年廃炉を前提とし、新規建設を伴わないように印象
付けようとしているようだが、8.8神奈川自主意見聴取会（http://goo.gl/EW5MQ）で国家戦略室職員が認めているように、40年廃炉で2030年に原発比率15%未満のケース、従って15%は新規建設
ありのケースがあるのであって、40年廃炉と新規建設なしを信じて15シナリオを選択する方々を欺くものであるから、このような方々を原発維持の見解を積極的に持つとして集計することはでき
ない。

私はさいたま市で開催された初回の意見聴取会で意見を述べた（http://goo.gl/2rFbQ）。15シナリオを肯定的に選択した別の方が原発再稼働に反対であると表明していたことにも象徴されるよ
うに、15シナリオを選択したとしても、明確に原発維持の見解を表明していない限り、原発維持の見解を持つということを意味しないのであって、そのようなものとして集計してはならない。

8.8神奈川自主意見聴取会では、国家戦略室職員が事前の質問には答えないとしながらも、使用済み燃料の処分方法について、地中は雷など変動要因がなく、一番安定しているとして、地殻
変動を無視し、地層処分に問題がないことだけは主張していたが、雷が危険なら原発も再処理施設も建てられないではないか。このような見識で原発政策を決定することなどできない。

シナリオ文書では、使用済み燃料の処分方法だけでなく、さんざん計画停電が必要だと煽ってきたにもかかわらず肝心の「電力需給実績」についてさえも、また福島原発事故および原子力施設
一般による「健康被害実態」などについても、政府はまったく自身の見解も判断材料も提供しておらず、逆に「4つの視点」として、1日だけで原発1年分の放射性物質を排出する六ヶ所村再処理
施設などによる健康被害を無視した「原子力の物理的安全性」、ウラン資源が有限であることを無視しつつ、ウラン鉱山周辺の環境汚染に苦しんでいる住民の不満を抑えつけて人の安全保障
を犠牲にすることで成り立っている「エネルギーの物理的安全保障」、100mSv以下では健康影響があるかどうか科学的コンセンサスがないと主張する一方で仮説としての二酸化炭素原因説を
前提とする「地球温暖化」、11年の原発停止によるLNGの焚き増し費用を約6800億円（「エネルギー・環境の選択肢に関する論点」、http://goo.gl/BA5xN）とすべきところを1.2兆円（第7回需給検
証委員会報告書、7月6日に担当の資源エネルギー庁電力市場整備課に計算プロセスを聞いてもまだ教えてくれない）として信頼できない判断材料が先に示されている「コスト・空洞化」だけを
提示している。

関電は大飯原発3、4号機の供給力を上回る火力を停止しているから、揚水発電を考慮したとしても、この猛暑でも原発なしで需要を賄えることが証明されたのであり、3.11後は東日本で放射能
汚染県ほどいずれかの年齢区分で病死者が多くなっており（http://goo.gl/X51c4）、今後35年間、年2%の割合で世界の一次エネルギー消費量が増加し、その増加分をすべて原子力で賄う場
合、現在の440基が25倍の1万1000基になり、従って１日当たり約1基の割合で新設しなければならず（http://bit.ly/O7sL6l）、海温め装置の原発で二酸化炭素削減・温暖化防止など現実的に不
可能な課題を検討しているのであって、コスト・空洞化を気にするなら世界と比べてバカ高いLNG輸入価格（http://goo.gl/wNLEA）を電力会社に下げさせる努力をさせ、原発を再稼働しなければ
経営できない電力会社は沖縄電力や、一般電気事業者より安い電気料金を提供しているPPS（特定規模電気事業者）にさっさと取って代わってもらうことが先決なのである。

このように政府は原発シナリオを選択するために必要な論点・判断材料を提示せず、逆に不確かな論点・情報を提示しているのであり、また事前にどのように集計するかを決めておらず政府に
よる恣意的な不正を排除できないのだから、冒頭に述べたことと合わせ、今回のパブリックコメントを最初からやり直す必要がある。



35886 個人 無職 ６０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
多様な再生可能エネルギーの生産ならびに方法推進を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35887 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 エネルギー計画の今後はどれも、将来の世代に対し
て安全な日本を約束するものではありません。原子力
エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ
原子力エネルギーゼロの提案を求めます。

提案された3つのエネルギー計画はどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏み込ん
だ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35888 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35889 個人 パート・
アルバイ
ト

２０代 男性 原発即刻停止・廃止 事故が起きたときのコストが計り知れない。福島原発事故後の政府の対応が、信用できない。使用済み核燃料の処理ができていないので原発は停止、廃止したほうがいいと思う。地震が多い
日本は原発に向いていない。

35890 個人 自営業 ３０代 男性 歴史的転換点に居合わせた奇跡 政治は腐り、政府や財界は拝金、国民は限られた情報に踊らされ問題の検討すらできない。それがこれまでの世界の常識でした。しかし、日本からそれを変えることができるかもしれない。これ
はとんでもない幸運に居合わせたのかもしれません。そして、今その歴史的な立場にあなたたちがいる。個々で何か決められないことはわかっています。卑怯な人たちがたくさんいることも、国
民はみんなわかっています。もう隠すことなど無い。これまでのルールはゲームオーバーにして、新しい国造りを考えませんか？まずは原発の理不尽な実態とエネルギーの転換から始めませ
んか？決断の時は近づいています。これをスルーして、なお強固な国民の締め付けをスタートすれば、もう行き着く先は破滅以外にないことも、よく考えて下さい。よろしくお願いします。

35891 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 「原発ゼロシナリオ」
フクシマは言ってますよ！モーノア原発
自然エネルギーや再生可能エネルギー
更に省エネルギーへの政策転換を私は望みます
自分自身も省エネ生活に努めています

福島第一原発の事故から１年５ヶ月がたちました。しかし事故はまだ終わっていません。野田首相は２０１１年１２月に「事故収束」を宣言しましたが、損壊した原子炉建屋では今でも被曝作業が
続いています。原子炉が完全に冷却されたわけでも、放射能の流出を止められる目処が立ったわけでもないのが今の現状ではないでしょうか。

全国の原子力発電所がフクシマの様な事故をと考えたら、もう日本で生活できないし、経済活動も何もかもが破綻してしまいます。どうか「原発の再稼働はしないでください。子供たちに健康な
未来を残す為に、原発はゼロにしてください。」
・もっと省エネルギーの取り組みを進めてください。
・もっと自然エネルギーを推進してください。
・既に破綻している核燃料サイクル温存が2と3のシナリオです。再処理の廃止を決めてください。

35892 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 0パーセントシナリオ リスクをおって原発を稼働しなくても、電力はたりている。今後足りない状況が予想されているとしても、現状で一般家庭での電気消費量の平均が多すぎる。各家庭、企業でアピールではなく、
本気で省エネに取り組むべき。

35893 個人 その他 ４０代 男性 原発再稼動は不要です。 もう、いいでしょう。
この辺で茶番はお開きにしましょうや。
まともな人達は、みんなもう分かってる事だし、
それ以外の人達も、どんどん真実を知ってしまっている。

これ以上情け無い嘘を繰り返して、
多くの国民が知っている承知の事実を
透けた箱に隠す様な事を
政府たるものがやってはいけない。

国が終わります。

再稼動は一切不要、
フクシマ原発事故収束と全廃炉に向けて
全速力でこれに取り組む事以外、
原発関連で為すべき優先課題はありません。

そして、あの恥ずかし過ぎる人事も取り止めです。
原子力規制委員会人事ですよ。

35894 個人 自営業 ４０代 男性 2030年までに原発依存度を０にする 今回の福島の事故直後のビデオテープの様子を観ると、電力会社の人もパニックに至っています。これこそ原子力は「人間がコントロールできないエネルギー」であることが明らかになったので
はないですか。そんなものをまだ続けるのでしょうか。

35895 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 原子力エネルギーへの依存廃絶と、エネルギー自由
化、ユーザーが自身で安全なエネルギーを選ぶ権利
と、踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

福島の賠償、原発被害への保証と対応が今現在も出来ていない、海洋汚染を世界的規模被害にまでしていて、収束されていません。
これは、日本の原子力が、未だ原始的な開発レベルでしかないということです。地震、津波をコントロールできない日本では、福島の事故収束が今だ終えられない、賠償ができない時点で、どの
原発も、安全が確保されているとは、思えません。
世界的視点から日本を見た場合にも滑稽であり、世界環境の加害者でもある意識がないと思います。
日本は原子力を廃絶、新しい人の生命を脅かさない、国民の安全第一なエネルギーを選択する。そして、エネルギーの発送電分離、エネルギー自由化によって、国民に安価で、もっと洗練され
た友好的、安全性の高い、エネルギーが選択、普及させていく未来を政府が選択するべきです。以下３点を求めます！

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によってエネルギー自由化と崩壊したエネルギー部門を再生する

35896 個人 家事専
業

４０代 女性 「2030年に原発0」ではなく、「即刻、原発0」を主張。電
気がが足りていることはこの夏証明された。地震多発
の今、原発は再稼動する必要なし。すべて廃炉に。

この夏、猛暑にもかかわらず、電気が足りていることが証明されました。
また、四大臣会合によって、「たとえ安全であったとしても、必要性が認められないならば、再起動の判断に至るものではありません。」と明言されています。
http://www.kantei.go.jp/jp/headline/genshiryoku2.html
にもかかわらず、選択肢が「2030年に」「0か 15か 25」の選択肢しかないのは明らかにおかしい。

日本は少子化で、これから徐々に人間が減っていくのです。産業形態も見直されていくでしょう。電力需要が減ることはあれ、増えることはありません。2030年には 0になっているのが当たり前で
す。

私はさらに、「即刻、原発0」を主張します。大飯原発、志賀原発、敦賀原発、ほぼすべての原発直下に活断層がある危険性。そして311以降、日本の多くの地震学者の共通見解は「巨大地震の
サイクルに入った」。原発は止めるだけではあまりリスクは下がりません。即刻廃炉にするべきです。

次に大地震が来たら、日本は潰れます。地震と津波だけなら復興も可能でしょうが、放射能で大地が汚染されてしまったら、ただでさえ狭い領土がさらに狭くなります。日本の国際評価が下がる
のは言わずもがなです。

ここで決断してください。
経済も大事ですが、「右肩上がり」はもはや幻想です。国際紛争の火種が「領土問題」「食糧問題」「エネルギー問題」である以上、原発を捨て、第一次産業を復興し、自然エネも含めた新しいエ
ネルギー政策を模索していくべきです。

35897 個人 その他 ６０代 男性 脱原発、再生可能な自然エネルギーへ早急に転換 原子力の平和利用はあり得ない。もともと、兵器として開発されたもの、早く廃棄しましょう。自然エネルギーには、基本的には副作用がない。

35898 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35899 個人 その他 ８０代以
上

男性 核と人類は共存できません。すべての原発の即時停
止を求めます。

原発の運転につれて溜まっていく核廃棄物の処理は不可能です。負の遺産を子孫に残すべきではない。

35900 個人 家事専
業

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 理由は、もう、これ以上、苦しみたくないから。
原発震災で、移住をよぎなくされた者です。
こんな危険なものは、日本にはいらない。地球に要りません。
早く、原発を全停止させてください。お願いします。

35901 個人 自営業 ７０代 女性 未来の子供達が平和に日本の国を世界の国々に貢
献して人類を救う為に危険な原発等ではなく安全なエ
ネルギーが必要です。
幾らでも人々の知恵を寄せ合って安全な世界を築くべ
きだと強く思います。

日本は太古の昔から魂を重んじて来た国。政治家の魂が抜けた政治で世の中を今の様な哀れな世界にと率いてきてきてしまったのでしょうか？汚れが表に出てきた事は、この時程一人一人の
人間の魂の本源に戻れ！！！　と言う強い啓示であると思います。

立ち上がれ日本、本源に戻れ！日本。

政治家の皆さんに是非是非　世界に向けて見本となれます様御願い致します。　それが出来るのは和の国、日本の国です。金に目がくらんでいた今迄の政治は終わりにしましょう！

頼りにしています。日本の政治家の皆さん！

日本だけではなく地球規模で今は憂いていることなのです。もう気がついても良い頃でしょう！！

私の様に日本を出てから日本の良さが分かった人間として今は日本から裏切られた観があります。でも信じています、あなた方も人間魂をもとに生きておられる事でしょう、お互い地球を救う道
は魂を浄め（日本の根本的な真理）本物に目覚めて生きなければなりません！頼りにしていますよ！大和の国、日本！！！！

35902 個人 その他 ３０代 女性 日本だけの問題ではありません。世界のために、
原発0%にしてください。

 日本だけの問題ではありません。世界のために、原発0%にしてください。

35903 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 子ども達の将来の為、原発への依存を即終了してくだ
さい。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

世界唯一の被爆国である日本。現在は被曝国となってしまいました。被曝の影響は今は目に見えないかもしれませんが、これ以上被害を生じさせないよう、直ちに原子炉再稼働を中止すべき
です。

また、原子力エネルギーを使用する以前に太陽、風力発電など再生可能エネルギー生産を加速し、日々の電力消費を見直すことを最優先することが、日本政府の国民および世界に対する責
任です。

35904 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発は即刻廃止 ・使用済み核燃料(放射性物質)の無毒化はできない
・使用済み核燃料が増え続けていく一方
・被害は収束していない。

35905 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 即時原発全面廃止 福島第一原発の事故は未だに終息していない。福島県内のほとんどがチェルノブイリで採られた基準では強制的移住に該当するほどの被曝量である。原発の運転そのものが労働者の高い被
曝を前提にしている。被曝かくしの実態が徐々に明らかになり、人の命を削ってまで電気を作らなければならないのかと思う。それに、高い放射線の核廃棄物の処理方法がない。再利用は原発
よりさらに危険である。膨大な処理費を考慮すると決して原発は安くはない。



35906 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 私は原発に反対です。すべての国民が、原発につい
てきちんと理解したうえで、稼働か脱・原発かの議論
をすべきだと思います。

現在日本には５０基以上の原子炉がありますが、そもそも政府関係者も含めた日本国民のどれくらいの人が原子力発電所について、本当の姿・規模やしくみを理解しているのでしょうか。
各電力会社のホームページ等では、原発のしくみや施設をイラストと写真で紹介していますが、原発の良いところだけを紹介していて、放射線や放射能については、心配はいらないというような
イメージに作成されています。発電方法についても、原発と火力発電のしくみはほとんど同じという内容で紹介しています。
でも、「使用済み燃料棒」の存在や、原子炉の大きさについては、あまり紹介されていないように思います。一本の燃料棒がどれくらいの大きさで、それが原子炉一基にどれくらいの数入ってい
るか、そして原子炉一基がどれくらい大きいものなのかという事や、増え続ける使用済み燃料棒をどうするのか・・・。これらの事を、きちんと国民に紹介する義務が、国にはあると思います。そし
て、原発についてのすべてを理解したうえで、本当に必要か、それとも脱・原発なのかについて、議論すべきなのではないでしょうか。
国会議員の皆さんも、一度は本物の原発を訪れ、本当の姿を確認すべきだと思います。
私自身は、原発には反対です。
「核」は、ひとたび反応が始まると、人間には制御不能の物になってしまいます。地球への深刻な影響も避けられないでしょう。日本の電力確保のために、世界中に迷惑をかけるような事態も引
き起こしかねません。そうした不安や恐怖と引き換えにしてまで、電力を得る必要はないと思います。
これからは環境にも優しい発電システムの開発し、一日も早く、本当に安全なエネルギーを、安心して使えるようになる事を心から願っています。

35907 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35908 個人 自営業 ３０代 女性 原発の稼動はなくしてほしいと希望します。
０の原発を希望します。
あんな事故を起こした原発はもういりません。
これ以上日本を汚さないでください。
継続可能なすばらしい日本を作っていきたいです。

継続的にできる再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ転換を求めます。
危険を伴う原発は人に放射能という最悪の害をもたらしました。

全て原発を廃炉にすることを求めます。

35909 個人 パート・
アルバイ
ト

４０代 女性 ゼロシナリオを支持します。 原発は、最終処理も出来ない、人の手には終えない、人の命にやさしくないものです。
事故が起きても未だに解決出来ていないし、電気は原発ナシで充分足りています。
再稼働も反対します。今すぐ原発をゼロにして、電力会社も選べるようにしてください。

35910 個人 その他 ５０代 女性 政府は将来の日本のエネルギーに対してもっと真剣
に取り組むべきです。このままでは福島の二の舞にな
る可能性のエリアが、地震多発国の日本では広がる
恐れがあります。

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35911 個人 自営業 ５０代 男性 当然、ゼロシナリオ 全原発を即時廃炉すべし。
もともと生命と相容れないものを、コントロールしようなどという考えが間違っている。
この国だけの問題でなく、今生きている者だけの問題でもない。
責任を持てない事をやるべきでないのは、人として当たり前のことだ。
不遜な事をやっていると「罰が当たる」。
「フクシマ」はその警告だ、と素直に受け止められないものか。

経済至上主義からの脱却とともに、この国の大きな課題だと思う。
いずれも、国民が決意してかかることだ。
それには、リーダー達のまともな判断が欠かせない。

35912 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 再稼働中の原発をただちに停止し、原子力ゼロシナリ
オを前倒しして今から実施すべきである。

世界有数の地震国である日本で原子力発電を行うことの危険性は昨年の東日本大震災で如実に証明された。チェルノブイリ事故に並ぶレベル７の放射能汚染を引き起こした福島第一原発事
故は未だ収束のメドも立っておらず、それ以外にも福島第二、女川、東通など複数の原発が電源喪失の危機に瀕した。それにも関わらず政府は、地震、津波対策が完了していない大飯原発を
再稼働し、他の原発も再稼働を目論んでいる。実に狂気の沙汰である。国民の安全を保証することは経済振興よりもはるかに重大な政府の責務であり、それを全うするためただちに全原発を
停止し、原子力ゼロシナリオを今日から実施すべきである。なお原子力がエネルギー需給において必須でないことは、ほとんどの原発が停止している今夏も大規模停電が起きていないことから
明らかである。

35913 個人 その他 ６０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求める

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
石炭天然ガス水力発電エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける
電力会社の独占をなくし、自由競争で新しいエネルギー生産の道を開く
私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35914 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35915 個人 自営業 ５０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35916 個人 自営業 ５０代 女性 私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了さ
せる、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提
案を求めます。

なぜ、ゴミ問題に目をつぶっていられるのかが、ほんとにわかりません。今さえよければいいのでしょうか？　処理の方法すら決まっていないゴミが、今日も出続けているかと思うと、残念でなり
ません。一刻も早く、新しいエネルギーへの転換に踏み切ってほしいので、送りました。

35917 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 即刻原発の稼働を止めて、廃炉することを望みます。 我々の子孫に核分裂生成物という負の遺産を押しつけることはできません。
我々は核分裂生成物を無毒化することはできません。
コンバインドサイクル発電により、エネルギー効率を上げれば、当分の間は今の化石燃料消費量より少なくでき、二酸化酸素の排出も減らしながら、原発がなくても全発電量も賄うことができま
す。
人類と核の共存はできません。
地方に危険を押しつけ、下請け労働者に被曝を押しつけ、差別の上に成り立っている原発はやるべきでありません。

35918 個人 法人等 ５０代 男性 これからの原発へのエネルギーの依存は、将来０％
を目標に

原発事故が起こると自分のふるさとが失くなってしまう。もっと後世に大事な自然を残さなければならない。それが先人の務めだと思う。経済成長だけで人間は生きていけない。

35919 個人 その他 ５０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35920 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー・環境に関する選択肢として「２０３０年に
原発ゼロ」を選びます。

２０３０年では遅すぎると思う。
そもそも選択肢の中に即時原発を０にすべきという選択肢も入れるべきである（既にマスコミの調査でも同意見が相当の割合に上ることは明白になっており、その選択肢がないことに非常に疑
問を感じる）。
取り返しのつかない事故が起きる可能性を考慮すれば、直ちに原発を廃止もしくは停止させることが相当である。
なお、電力会社は火力発電の経費がかかると主張するだろうが、それは経営努力が足りないからであり、発電を自由化して競争を促せば火力発電の比率を増やしても経費が増えることはな

35921 個人 自営業 ４０代 女性 (1)ゼロシナリオを支持します。原子力災害に対する備
えが不十分なまま、稼働し続けることに不安を覚えま
す。現在稼働中の原発も即刻停止していただきたい。

私が住んでいる高島市はこのたび再稼働した大飯原発3，4号機を始め、美浜、敦賀、高浜原発、またもんじゅからいずれも20キロ～50キロ圏内に含まれます。他県より移住し、高齢化率40パー
セントを超える地区で子育てをしながら生活しています。自給的ではありますが、田畑で作物を栽培しています。上記の原発で事故が起これば、私たち高島市民はもとより、水源地が放射能に
汚染され、関西でも水や食の安全が失われます。福島の原発事故で避難生活を余儀なくされている方、また目に見えない放射能の恐怖におびえて生活する方々の心痛が、私には他人事には
思えません。福島の事故の処理の先行きも見えない中で、原発を稼働させたことに大きな疑問を感じています。電力会社の隠ぺい体質を示すニュースを聞く度にうんざりするような思いです。
大飯原発再稼働までの動きをみていると、政府には生活者の思いが届いていないように思えます。一刻も早く稼働中の原発を停止し、政府として再生可能エネルギーを推進するよう希望してい
ます。

35922 個人 家事専
業

７０代 女性 原発ゼロに転換するべきです。自然エネルギー利用
でも十分まかなえると思います。地震国の日本に危険
な原発が林立していること自体異常と思います。

　原発の廃棄物(燃料棒やその他放射能付着物）の処理はもう不可能です。先行き解決することはありえません。そのような負の財産にお金をつぎ込む無駄をやめ、私たち人間が扱いやすい安
全な資源で、電力を賄ってゆく方向を今から選択するべきです。
　国は一体何を考えているのでしょう。誰の味方をしているのでしょう。地震のないドイツでさえ原発を廃止してゆくことを選択しています。震災でメルトダウンした原発をかかえているのです。原
発をゼロにしてゆくことも大変なことです。ですから少しでも早く原発ゼロを国策として、国が踏み出してほしいと思います。

35923 個人 無職 ２０代 男性 2030年までに全ての原発を止める「ゼロシナリオ」を
支持するが、今後15年間を、原発を動かす最後の期
間と決め、その間に再生可能エネルギーや省エネ技
術、スマートグリッドを普及させる政策を行うべきであ
る。

■2030年の原子力発電所の比率について
2030年の原子力発電所（以下、原発）の比率は、「ゼロシナリオ」で行くべきである。
その理由としては下記のものを上げる

・2011年に福島第一原発の事故を経験した我々日本人として、将来的に原発による事故が起こる不安はぬぐい去れないこと
・万が一、再び原発事故がどこかで起きてしまった時、発生する廃炉や被害補償などの莫大なコストが発生すること
（現時点で、福島第一原発の事故によるコストは、読売新聞によれば5.5兆円と試算されているが、これらは最低限度のコストと考えられ、実質的には10倍以上の費用が負担されていると予想さ
れる。事故が再び起きた時、それらを保証できる財政は日本政府に残されているのか。）
・将来世代への核廃棄物燃料の処理のツケを残してはいけない

以上のことから、日本は脱原発社会を作るための「2030年までに原発の比率をゼロにする」という決意表明すべきである。

■原発の利用について
「2030年までに原発の比率をゼロにする」と考えているが、今年全ての原発を止めてしまうことで、電力の安定供給の問題、企業や家庭が負担する電力コストをはじめとする経済的な問題、エネ
ルギーの地政学的なリスクの問題など、多くの問題が発生することが予想される。
そこで、今後15年間を、日本で原発を動かせる最後の期間と定めることを提案する。
そして、その15年間の間に、再生可能エネルギーや省エネルギー技術、スマートグリッドを日本中に普及させる政策を実行すべきである。

しかし、現段階で今後30年内に巨大地震の発生の可能性が大きな地域に立地している原発は、現時点で停止したままにしておくべきだと考える。
（具体的には浜岡原子力発電所、柏崎刈羽原子力発電所、志賀原子力発電所などが挙げられる。）

参考：地震調査研究推進本部 地震調査委員会HP 「確率論的地震動予測地図　主な図の一覧（高解像度版）」
http://www.jishin.go.jp/main/chousa/10_yosokuchizu/fig_hq/index.htm

■2030年までにすべき政策について
上述したように、日本で原発を動かせる最後の期間と定めた今後15年間の間に、再生可能エネルギーや省エネルギー技術、スマートグリッドを日本中に普及させる政策を実行すべきである。

再生可能エネルギーについては、電源構成における割合をゼロシナリオで35％としているが、これも十分ではないと考える。
環境NGO の試算では 団体によ て若干異なるものの 長期的に再生可能エネルギ を中心とした社会への移行を目指し その途中段階である2020 年には電力の29 43％ 2030 年には52



35924 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35925 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35926 個人 会社員・
公務員

６０代 男性 原子力発電はすぐに即刻廃止すべきと考えます。
0％を支持します。

１、地震多発地帯、人口集中の国土にあって、原発の自然災害に対しての安全な稼働が今の技術では不可能であるため。
一旦事故がおこると致命的損害となる。

２、廃核燃料の安全な処理処分が確立されていないため。

35927 個人 法人等 ６０代 男性 原子力エネルギーの使用を即座に中止してください。 原子力エネルギーは、日本だけでなく、世界の滅亡を早めます。日本はアメリカからの圧力による、いつでも原子爆弾を作れる備えをやめるべきです。
政府は原子力無しでは電気料金が上昇し、経済は深刻に落ち込むと主張していますが、専門家の多くはそうは思っていないとのことではありませんか。
市場に小さな電力会社の参入を許可すれば、不足エネルギーを十分埋めるための再生可能エネルギーへの投資が行われます。

35928 個人 無職 ３０代 女性 原発ゼロをできるだけ早期に実現することを希望しま
す。

原発ゼロをできるだけ早期に実現することを希望します。

35929 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 全ての核兵器を廃絶、原子力発電所の廃炉 人間は核をコントロールできない。
よって、手を出すべきではない。
自然災害を自ら招いているようなものだ。
子子孫孫までツケが回ってくる。

35930 個人 学生 ２０代 男性 原発即廃止が望ましいが、現実的に無理であろうか
ら、段階的に0にすべき。

原発即廃止が望ましくはありますが、それは現実的に無理であると思うので、段階的に0にする努力をするべきだと考えます。

原発に依存した形での社会という構想は、いつまでも経済「成長」できるし、していかなければならないという、高度成長期以来の考えをいつまでも引きずっているように、私の目には写ります。

経済が低迷しても、それに対応できる社会をこれからは構想するべきで、莫大なエネルギーの消費源を必要とする原発は、そうした社会を考える上でも不必要なのではないでしょうか。

そして、専門家の考える「安全」と、一般の国民が考える「安全」のバランスが著しく崩れてしまった現在、これからも原発を稼働し続けるというのは、あまりにも国民の安全を軽視することになる
と思います。

35931 個人 その他 ４０代 女性 原子力発電の即刻廃止と自然エネルギーへのシフト 原子力発電の廃止を強く求めます。しかもそれを直ちに行うべきだと思います。
原子力発電維持のために費やしてきた人力、お金、科学技術、時間など、すべてのものを、原子力発電の安全廃止（そういうものが可能であるとすれば）とそれに代わる自然エネルギーの開発
使用の方向へ向けましょう！
理由はただ一つ、地球全体の幸福のため。

35932 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発は直ちに停止してください。核兵器を持っている
なら直ちに廃棄してください。世界中の核兵器を廃絶
して下さい。世界中の原発を廃炉して下さい。

原発は、危険な物だと言う事は日本中の誰もが知っています。言うなれば原爆の何千倍ものエネルギーと放射線を出す物だとみんなが知っています。日本は唯一の被爆国なのに何故原子力
に拘るのでしょうか。そんなに核兵器をもちたいのでしょうか。遵守して欲しいです。日本国憲法は骨子はアメリカが作った物であっても素晴らしい物だと思います。首相官邸で放射線で汚染され
たコメを食べられますか？国会議事堂の食堂で食べられますか？核による被害は長崎が最後になって欲しかったと長崎市長も話してました。でも3度目の原爆が福島に日本自らが落としたよう
なものです。核が世界中から無くなる事を望みます。

35933 個人 その他 ３０代 男性  計画の筋書きはどれも、将来の世代に対し て安全で
きれいな日本を約束するものではありませ ん。原子
力エネルギーへの依存を即終了させる、より 踏み込
んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求 めま
す。

御意見及びその理由 新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはど れも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束 するものではありません。私たちは原子力エネルギー への依
存を直ちに終了させる、より踏み込んだ核エネ ルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候 変動と戦うための国際公約を尊守させる 再生可能エネルギーの生産を加速させる 発送電分離に
よって崩壊したエネルギー部門を再生する 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優 先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、 私たちが誇りを持って支持することのできるエネル ギー計画を提案することを望んでいます。

35934 個人 その他 ５０代 男性 今すぐ原発ゼロシナリオを選びます。
子供たちに負の遺産だけを相続させる原発の開発は
いかなる場合でも反対です。

私達の子供たちは私達の残した地球環境でしか生きていくことができません。何千年、何万年も環境に放出されないように隔離、管理しなければならない放射性廃棄物、死の灰である使用済
み核燃料を生み続ける原子力発電は、現在の私達に電力をもたらしますが、私達の子供たちには負の遺産だけを相続させるものです。したがって、いかなる場合においても子を持つ親として認
めるわけには行きません。
　環境問題については、科学的な因果関係が証明されていないからといって対策を取らない理由にしてはならないことを水俣病、その他の問題で明確になっています。原発問題も同様に、子供
たちに負の遺産だけを相続させないためにこの予防原則の徹底が不可欠です。したがって、直ちに原発ゼロの判断を下さなくてはならないと考えます。

35935 個人 その他 ６０代 女性 エネルギー環境の議論に不信感 何パーセントが良いかと議論との事だが、私などは原子力がないとどんな生活になるのか具体的に見えない。産業の空洞化と言われるが周りを見るとすべてが機械（ロボット化）産業の発展が
雇用につながるとは思えない、日本の未来を考えるとき今の生活見直しを国民みんなで考え本当に必要なエネルギーをそしてそれに伴うリスクも知らせ個人の負担も示すべきだと思います、今
まで使った原子力の廃棄物自然エネルギーにも廃棄や故障でのリスクもあるはずいろいろな報道があるのにエネルギー（原子力、風力、太陽光その他）の具体的な姿が見えないままでの議論
に疑問を感じています、私自身はゼロ％を目指したいと思っております。

35936 個人 自営業 ７０代 男性 すべての原子力発電所を廃止してください 被害が大きすぎます
被害を半径3キロ以内に限定でき発電所の敷地にしてください
当然海も外界から遮断してください

35937 個人 家事専
業

４０代 女性 エネルギー計画への意見 原子力エネルギー再稼働に関して、ご意見申し上げます。
アヴァーズ団体より情報を頂いております。
原子力に頼らないで電力を供給する事の困難は周知の通りではありますが、首都圏の、特に商業地域における不要な電力使用は目にあまり、未だ多大な改善（電力使用量の節減）は可能と
思われます。
海外に比べ商業地域の電光使用量・時間とも過多であるのは明白です。
日本人だけが長期間働き、遊ばなければならない理由はありません。
すでに『想定外の惨事』が福島で起こった以上、第二・第三の想定外の事態を防ぐ為に、原子力発電所の再稼働に反対いたします。
以下が具体的な要望になります；

・直ちに原子炉再稼働をやめさせる
・再生可能エネルギーの生産を加速させる
・発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
・石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

意見書に目を通して頂いてありがとうございました。
35938 個人 家事専

業
３０代 女性 0シナリオを選択します。 2歳と5歳の二人の母親として、0シナリオを選択します。子供の未来のために原子力発電所は要りません。

35939 個人 自営業 ４０代 男性 完全に脱原発で進むしかないと考えます。国益を考
慮した結果です。

早く、新タイプの火力発電や、地熱などの自然エネルギーにシフトしましよう。産業の活性化もそこから生まれます。

35940 個人 自営業 ３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エ ネルギーゼロの筋書きの提案
を求める。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全でき れいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに 終了させ
る、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる 積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守さ せる 再生可能エネルギーの生産を加速させる 発送電分離に
よって崩壊したエネルギー部門を再生する 石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持すること のできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35941 個人 家事専
業

４０代 女性 原発への依存0％を目指した政策を 私達はあくまでも地球の中で育まれ、沢山の生命の一つとして生きている。現在の政治、経済の動きはそのことを全く無視しているように感じる。未来の子ども達や地球に負荷をかけるような在
り方には賛同できない。そのような対価を払う便利も、快適もいらない。農業の再生を図り、真に豊かな国づくりをしたい。核と生命は共存できない。世界中のヒバクシャの声に真摯に耳を傾け、
新たな道を模索して欲しい。今すぐ。
また、パブリックコメントなど、集めるならしっかり国民にアナウンスを。形だけ集めて終わりにしない事を祈ります。

35942 個人 家事専
業

３０代 女性 原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

何事もお金ではなく、人を自然を優先して下さい。

35943 個人 その他 ２０代 女性 原子力政策について 国の原子力政策に大きな危惧を抱いております。
原子力は必要ありません。０シナリオを通すよう
お願いいたします。
生命なくして、国は成り立ちません。
国防の前に、国民の命を大事にすることしかありません。

35944 個人 自営業 ６０代 男性 原発の再稼動を即刻止めてください。 黙っていることは再稼動を認めることになってしまう。そうありたくないのでこのコメントを送ります。経済よりも子どもたちの未来が大切です。

環境NGO の試算では、団体によって若干異なるものの、長期的に再生可能エネルギーを中心とした社会への移行を目指し、その途中段階である2020 年には電力の29～43％、2030 年には52
～63％を占めると想定し、実行可能だとしている。
（現在の日本の火力、原子力含む発電設備容量は、2 億4000 万kW 程度だが、再生可能エネルギー発電のポテンシャルは21 億kW 程度とされている）

また、今回提示された3つのシナリオを見ると、省エネの割合を2030 年までに発電電力量の約１割とし、さらに最終エネルギー消費は、いずれもほぼ同じ2 割削減と、とても消極的な試算がなさ
れている。しかし、基本問題委員会の議論では「2030 年30％程度の削減も可能」という試算も意見として出ている。

他にも再生可能エネルギーをより効率的に送電するために、設備網であるスマートグリッドを整備していくことも必要であると考えられる。

以上のように、再生可能エネルギーや省エネルギー技術、スマートグリッドを日本中に普及させる政策を実行すべきであると考える。

■最後に（個人的な感情を含めて）
18年後、私は45歳になる。
その時に、まだ見ぬ自分の子供たちは、中学生・高校生と多感な時期を迎えるであろう。
その時、「なぜ、原発をいまだに使っているのか？」、「これから先、核廃棄物燃料の処理をどうするべきなのか？」と子供たちに問いただされた時、原発を利用する社会でいる場合、どのように
答え、どのように責任を取れば良いのか。
そうした、将来世代のことを想像したとき、今このとき、私たちは胸を張れる選択を今しなければならないと思う。
また、世界に対しても誇れる選択をすべきだと考える。
それが、未来世代を担う私たち20代の社会的責任であると考えるからだ。

今回の国民的な議論をする上で、「原発の利用を続けなければ、日本は危機に直面する」といった意見も、新聞や雑誌、インターネットなど、多くのメディアを通して目にする。
しかし、私個人としては、1997年～2011年までにインターネットが日本中に普及したスピードを考えれば、再生可能エネルギーや省エネルギー技術、スマートグリッドを日本中に普及させること
は可能であり、脱原発の社会を作ることは可能であると考える。
そのために必要なのは、確固たる決意表明であると思う。

政府が国民の意思を反映した、賢明な決断を下されることを願う。



35945 個人 その他 ５０代 男性 2030年のエネルギー政策は原子力０を希望します。 地球温暖化対策に有効なエネルギーとして、また石油や石炭よりも原料が多いと判断され原発は日本で容認されてきました。
いまでも、完全に人が掌握出来る安全な発電方法であるなら、選択のひとつとなるはずですが、それが不可能なことは残念ながら（いや、幸運なことに、か？）昨年証明されました。
地震国日本、そして老朽した炉も多い、
福島第1が、この程度で済んだのは有り難い幸運です。
依って、既に汚染されてしまったけれど、この程度で収まって行き延びた日本、
いますぐに原子力０を実現すべく動くべきです。

東京電力はじめ各電力会社に、新しい、再生出来る発電方法の利権を（原子力の替わりに）与えてでも、実現せねばならないエネルギー選択と思います。

35946 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 2030年に原発ゼロ 原発ゼロにするのは、2030年では遅い。処理する方法もない核のごみを残す原子力での発電はいらない。不便になってもいいから原発は将来なくすべき。

35947 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 未来に負の遺産しか残さない原発は廃棄する。 原子炉の再稼働を止め、原子炉を止める。
廃棄物の処理も出来ないような原子炉は停止する。
今のまま動かし続けては、未来が無くなる。

再生可能エネルギーへの取り組みを強化する。
原子炉にかかる費用を再生可能エネルギーの費用とする。

35948 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

事実として日本は国土の一部を失った。それでもまだ原発を使い続けようとするのは、愚の骨頂でしかありません。広島、長崎と戦争で被爆し、3.11の福島原発で被爆、世界最多の被爆国日
本。次、同じようなことが起きたら世界の同情すら集らないでしょう。今回の政府の対応次第で、国外への移住を真剣に考えるつもりです。

35949 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 即時原発ゼロを強く望みます。 安全性を措いて経済性・効率性はもう語れない状況となっています。
原発にどんな安全対策が施されようと自然災害の前には絶対的なものはないとわかってしまいました。原発以外の電力が十分であれば、原発ゼロで行くのが理想的であることは誰の目にも明
らかです。政府は理想を実現すべきです。そのために何が必要であるかを考え、必要であれば、理想を語る事により国民に負担を強いることも出来るはずです。原発ゼロのためであれば、我々
は生活を改め、受給できる電力の範囲内で生活します。ソーラーパネル等各家庭レベルで電力を作り出す事も考えます。技術革新は、原発を動かすためにすべきものではなく、安全な電力開
発に注がれるべきと考えます。その分野で世界をリードしましょう。消費増税も安全な電力確保を実現するために使われるのであれば、国民は支持します。政府は、広く情報を公開し、広く国民
の意見を聞き、理想を実現してください。

35950 個人 自営業 ５０代 女性 あらゆる意味で修復できない事故をおこすエネルギー
政策は、あらゆる生物に取って有害なだけである

ご意見の概要
エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込んだ原子力エネルギーゼ
ロの筋書きの提案を求めます。

御意見及びその理由
新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちは政府が人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。



35952 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 男性 送電網の国有化 送電網を解放し、地域の小さな発電を促進できる、環境作り
スマートグリッドのより相互に補うかたちが良いと思う。

35953 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 エネルギーについて原発の割合は０％にする。 原発の安全神話は崩れ、一度事故が起こるとどんなことになるかということは、今の福島の現状である。除染しても、除染しても風が吹くとまた元に戻る。除染すればするほど放射性物質は海
に流れていき、生物濃縮という形で人間に戻ってくる。今まで暮らして、守ってきた故郷に住めなくなる事態を招いた、世界でも最大級のレベル７の事故です。それなのに、まだ原発を再稼働す
るなんて、世界の人からの笑い者になります。笑い者では済まないのは、地球はつながっているから放射性物質は拡散していきます。放射性物質で汚染され、他国から賠償問題にも発展する
と思います。
原発を止めても、核燃料を冷やし続ける為に、エネルギーを使うのではないですか？稼働したあとに出る放射性廃棄物を安全に処理する技術もないのに、将来の子や孫にそれを押し付ける事
に私は拒否いたします。地震国の日本で、もし福島と同様のことが起これば、もう日本は全滅です。医療費を減らす施策をいくらしても、今後どんどん医療費が増大する事態になるはずです。そ
してプルトニウムは核兵器の材料になります。普通に空気が吸えて、当たり前にその土地で採れたものが食べれる安心、安全な日本にしてほしい。そのためにも原発は相容れないのです。自
動販売機が街に多すぎると思います。電気が足りなくなると言う前に
ムダな電気を減らすことも必要です。お金より、命が大事です。

35955 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 原発は、負の遺産。地震大国日本には、絶対にいら
ない。即原発をすべて廃止するべきです。使用済み燃
料からの放射性物質は、危険きまわりない。

政府やマスコミは、福島の原発が、地震ではなく津波が原因とおっしゃっています。でも原発の欠陥だということが明らかになりそしてメルトダウンしているにもかかわらず、住民を避難させること
よりも自分たちの首をつなぐことだけ考えているありさまにショックを通り越してあきれます。
今なお福島の原発から放射性物質は、垂れ流し状態です。
即刻、廃止してください！
全エネルギーの３０パーセントである原発が、なくても全然困りません！
即刻廃止してください。
命を大切にしてください！
未来の子供たちのことを考えてください！

35956 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力エネルギー０％の筋書きの提案を求めます。 私は原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、核エネルギー０％の筋書きの提案を求めます。

これまでの原子力発電の事故の結果をみたら
原子力エネルギーのもたらす，人間へのストレスの大きさは甚大なものがあります。
経済や軍事的なものを優先するよりも，人間を大切にしていきましょう。

私はみんなが人々の意見に真摯に耳を傾け、誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35957 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原子力発電によるエネルギー確保は即時停止するべ
きである。福島第１原発の事故を見れば、地震の多い
この日本列島に原子力発電所は置けないと考えるべ
きである。

１年５ヶ月前、地震直後から原発は大丈夫だろうか、という危惧をもっていたが、それが不幸にも当たってしまった。日本列島の上に、そもそも原子力発電所は設置してはいけないのである。記
録上残っているもの、考古学的な史料から判別できるものからみれば、列島のどこかで大きな津波や山崩れを伴う巨大地震が発生しているのがわかる。第一、使用済み核燃料の最終処分すら
決まっておらず、破綻した核燃料サイクルに国民の血税をつぎ込むことは無駄以外の何者でもない。したがって、一刻も早く原発を停止し、太陽光を含む再生可能エネルギーの開発と、その利
用を促進可能とする制度変更を勧めるべきであるし、十分可能であろう。１０年ほど前、職場で「太陽光発電でなぜ日本が世界一になれたか」という冊子を手にする機会があった。まさしく、日本
の技術や制度によるものであり、そうしたことによってエネルギーをシフトすることは可能であろう。
いまだに放射線量とのたたかいを強いられている福島県民の一人として、原発廃止は当然のことであり、この苦しみやふるさとを奪われた人々の怨嗟の声を聞くべきである。

35958 個人 自営業 ４０代 女性 （１）のゼロ０％を支持します。
一般国民は、
原発の再稼動など誰も望んではいません。

福島の原発事故の後の国民の精神的負担は、とても大きく国民の意識の変化は誰もが認めるところにまで進んでいます。政府もそろそろ認識しなければ、事態は　もっと悪い方向に向かって行
く事は必然。何よりも、福島の方々が許さないのではないでしょうか。

35959 個人 パート・
アルバイ

３０代 女性 原発の廃止、 福島の原発の事故

35960 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 2030年、原発0%政策を求めます 私はこれから子どもを産みたいと願う、20代の女性です。
原発は、事故を起こさずとも、日常的に被ばく労働者をうみだし、
都市部の電気のために、自然豊かな地方の生態系が壊され、行き場のない廃棄物をうみだしてきました。そして原発産業から生み出される劣化ウラン弾は兵器として使用され、イラクやアフガ
ニスタンでは子どもたちのガンや白血病が多発しています。

心の底から、我が子に被ばく労働を強いる親がいるでしょうか。
行き場のない廃棄物を、何世代も先の未来に先送りにするのが、国の政策でしょうか。
広島、長崎、そして福島原発事故を経験した日本がとる行動に世界が注目しています。
これ以上、被ばく者を生み出さず、電気を作る技術が日本にはあります。
今こそ、経済ではなく、いのちが最優先される政策を求めます。
子どもを安心して産み育てることができる社会に、未来があります。

35961 個人 その他 ５０代 女性 原発を一部残してほしい。 原発なしでは、不安。きちんとした、管理組織にチェックさせて運営させる。

35962 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 効率的で安全な火力・原子力には、十分な技術と能
力の確保をしていくべきである。(3)の20-25シナリオを
選択する。

日本の産業の空洞化を招くことなく、経済への影響や雇用の確保への影響を最小限にすべきである。

35963 個人 無職 ６０代 男性 原発ゼロにして下さい。できるだけ早く原発を廃炉にし
て下さい。

福島原発事故は、県境も関係なく当地にも大きな被害を及ぼしています。
肉牛の出荷停止で大損害を被った畜産農家、汚染稲ワラや汚染土壌の処分先も決まらず、不安の中に生きているのに政府や東電の対応は全く不誠実です。
大飯原発の再稼働の際、政府の責任で、などと言っていますが、現に放射能おびえて生きている人たちの安全、安心を保証してから言っていただきたいものです。
福島原発も政府は責任を持っていたのではなかったのですか、その責任も果たしていないで、よく同じ言葉を平気で繰り返せるものです。

35964 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 原発については「ゼロシナリオ」を支持する。温暖化対
策の強化、脱原発との同時達成を求める。省エネ、節
電の一層の深堀り、再生可能エネルギーの大幅な拡
大を求める。電力システム改革の実現を求める。

１．原発については、「ゼロシナリオ」を支持する。
ただし、政府のゼロシナリオでは2030年までのいつの時点で原発全廃を実現するか明確ではないため、可能な限り早期に原発全基廃炉を立法化することを求める。

２．温暖化対策の強化、脱原発との同時達成を求める。
2030年時点の国内の温室効果ガス排出量を1990年比で50％削減することの立法化を求める。同時に2020年時点の国内削減目標は25％とする。
以下に示す代表的政策により、温暖化対策の強化と脱原発は両立する。あたかも両者がトレードオフ関係であるかのようなミスリードは避けるべきである。

３．省エネ、節電の一層の深堀りを実現する。
2030年時点の最終エネルギー消費を30％以上削減することを立法化し、毎年その達成度検証と未達成の場合の政策強化を行うことを立法化することを求める。この内訳として、電力、熱、運輸
それぞれの分野におけるエネルギー消費削減の達成目標を立法化する。
分野横断的政策としては、以下の導入を求める。
・炭素税、エネルギー税、電力税、フロン税を直ちに導入する。
・総量削減義務のあるキャップ＆トレード型の排出量取引制度を直ちに導入する。発電部門も削減義務の対象とする直接排出型制度であれば、転換されるエネルギーに比べCO2排出量が多
い石炭火力やモノジェネは、自ずと市場退出を迫られる。高効率発電やコジェネのみが市場化可能となる。
・住宅・建築物の省エネ基準の強化と達成義務化を求める。

４．再生可能エネルギーの大幅な拡大を求める。
電力、熱、運輸それぞれの分野における再生可能エネルギーの達成目標を立法化する。
2030年時点の電力における再生可能エネルギーの比率は60％以上とすることを立法化する。2050年時点の電力における再生可能エネルギーの比率は100％とする。
このため、固定価格買取制度の不断の改善と共に、再エネの事業を阻害する各種規制の緩和や改革を実現する。

５．電力システム改革の実現を求める。
以下の実現のため、来年度中の電気事業法の改正、新規立法を行うべきである。
・送配電部門の絶対的中立性・公平性の確保のため、発送電分離。
・送配電部門の「広域性」の確保。全国で1社もしくは東西で2社の中立的送電会社の設立。
・地域間連系線や地内系統の抜本的増強。系統の広域運用により、再エネ電力の変動を吸収する。アジア諸国と早急な国際連系の実現のため、国内法整備と国際交渉に着手すべきである。
・｢節電（需要抑制）｣の供給電源化。電力システム全体において、需要側も供給側同様の参画を求める。需要能動化により、再エネ電力の変動を吸収する。
・小売全面自由化（地域独占の撤廃）による需要家選択肢の確保。
・発電の全面自由化（卸規制の撤廃）による競争促進。
・卸電力市場の活性化による発電部門・小売部門における競争促進。十分な競争が実現しない場合には、速やかに仮想発電設備（VPP）制度の導入など、強制的な市場化措置を取るべきであ
る

これを読む「若い世代の政治家・官僚の方々」に強くお伝えしたいです。

みなさんの先輩や上司は、これまで本当に頑張って日本を支えてきました。
私もそれは感謝しますし、本当に尊敬に値すると思います。それは不動です。

でも、彼らの古いやり方はもう時代についていっていません。
3つのエネルギー計画は「なし崩し的に現状維持」を目論むためのシナリオに見えます。
正直、年配の政治家や官僚の方々は、
「下手なことするよりも、自分達が生きている間、なんとかなればいい」
と思っている印象がぬぐえません（そういった空気は口に出さなくても伝わります）。

「私が責任をとります」と言ってもそれは無理なのです。
問題はもっともっと長いスパンで起こることですから。
申し訳ないですが、年配の方々の人生は残り少ないのです。
でも彼らが決めたことの影響を大きく受けるのは、その後ろにいる多くの若い世代です。

毎週、官邸前に集まっている人々の多くは、イデオロギー団体ではありません。
特に肩書きのない普通の市民が、個々の想いを、やっと伝え始めたのです。
私もデモが嫌いでしたが、最近参加し始めました。
もしかすると、日本が初めて本当の民主国家になる前兆かもしれません。

今がチャンスなのです。
「若い世代の政治家・官僚の方々」は日本の古いシステムを変えていってください。
上司からは敵視されると思いますが、そういう若い方々が増えれば、
私はもちろん、日本中の多くの人々が応援するはずです。

どうぞ、古いシステムから一歩づつでもいいので抜け出て下さい。
そのとき、きっと国民が味方についてくれます。

どうぞよろしくお願いいたします。

35954 個人 自営業 ４０代 男性 原発ゼロを望みます。その過程をどうやって一番早く
できるか、どうやって代替エネルギーによる新しい経
済と雇用を作るかの工程表を具体的に考えていただ
きたいと思います。

(1)のゼロシナリオに賛成です。

私は栃木県の北に住む、2歳の子どもの母親です。

昨年の東日本大震災とその後の東京電力福島第一原子力発電所の事故の後、まだ生後７か月だった娘を連れて、１か月間京都の親戚の家に避難しました。今は自宅に戻って暮らしているも
のの、ホットスポットと呼ばれるところは近所にも多くあり、個人所有の空き地などの除染は行われていないため、子どもを外で自由に遊ばせることもできません。

故郷を追われ、コミュニティを失い、いまも避難生活を強いられている方々に比べれば、私たち家族の暮らしは平穏そのものだと思います。しかし、線量計とにらめっこをしながら子どもの遊び場
所を決め、野菜の産地に住みながら地元の食材を避けて買い物をするというのは、あまりに寂しいことです。

一体誰がこのような生活を望んだのでしょうか。

望んではいなくても「知らなかった」ことが知らず知らず今回の被害を呼び込んでしまったのだと思います。
東京電力の電力供給管内に住みながら、今回の事故が起きるまで、その発電所が福島にあるということを知りませんでした。
日本の原子力発電への依存度がどの程度かも知りませんでした。
ひとたび事故が起きれば、どんなことが起きるのかも、想像したことがありませんでした。
私のように「知らなかった」人は数多いと思います。
私たち一般市民層の無知こそが、今回の事故を起こした大きな原因です。

でも、今や私たち市民は多くのことを「知って」しまいました。
確かに、原子力発電は今までの日本人の生活や産業、経済に多くの益をもたらしてくれました。しかし、福島でこれだけの多くの被害と悲劇を生み出してしまった以上、未来の日本に原子力発
電所を置いておくわけにはいきません。

今すぐ原子力発電所の稼働を全て停止する、ということは実際には現実的ではないのかもしれません。
２０３０年に原子力依存を０％にすることは日本の技術力をもってすれば可能だと思います。代替エネルギーの開発も進んでいます。日本と同じ島国で温泉大国のアイスランドでは地熱発電が
進んでいて、その技術を開発したのは日本の企業だと聞きました。
日本に必要なのは舵を切る勇気です。日本の脱原発宣言はきっと世界中から称賛されることでしょう。

２０３０年、私の２歳の娘が二十歳になります。
未来を担う大事な子どもたちに、脱原発をプレゼントしたいのです。

35951 個人 パート・
アルバイ
ト

３０代 女性 (1)ゼロシナリオに賛成。原発は今回の事故で取り返
しのつかない悲劇を生み出した。２０３０年に原子力依
存を０％にすることは日本の技術力で可能。私自身も
娘と自主避難した一人。未来のために原発は手放す
べき。



35965 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 原発ゼロシナリオを希望します。
それも2030年に拘らず、可能な限り早期の実現を希
求します。

東京電力福島第一原発事故で明らかになったように、現在の軽水炉商用発電システムは万一過酷事故が起きれば、国家の存亡に関わる危機を招きます。
一方で、代替方法のない自動車や飛行機、鉄道と違い、発電システムは様々な代替手法がすでに確立されています。
また、原子力発電は使用済み核燃料の処分という極めて重要な問題が未解決であり、不完全なまま利用を続け、数万年にわたって管理が必要な危険物を生み出すことは道義的にも許される
ものではなく、一刻も早く新たな放射性廃棄物の発生を止めることが必要だと思います。
原子力発電から、短中期的にはLNG火力への切替えや総括原価方式の中止、発送電の分離、中長期的には再生可能エネルギーを含む地産地消型の発電方式や社会全体の省エネ化で十分
エネルギー需給は満たせる可能性はあり、またこれらの技術開発・社会転換による新たな雇用や産業創成で経済へのプラス効果も十分考えられます。さらに、原子力発電所の廃炉や既に生ま
れてしまった廃棄物の管理などで、原子力分野の雇用や産業規模も短中期的には十分維持できると思います。

仮に原子力発電が過渡的な発電方式で、数十～100年後には再生可能エネルギーを中心とした発電方式に置き換わるとすれば、そのために数万年にわたり人類、そして全ての生命・自然を脅
かす廃棄物を生み出す発電方法を利用することは避けるべきだと考えます。

未だに十数万人が故郷を追われ、貴重な国土を長期にわたって失うことになったという現実を直視し、原発ゼロシナリオ、それも可能な限り早期の実現を希求いたします。

35966 個人 その他 ３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束することができませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きを求めま
す。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではないと思います。すみやかに原子力発電所の運転を止め、現在進めら
れている「もんじゅ」や「六ヶ所村再処理施設」の運転も辞めて、まったく新しいエネルギー政策を進めていくことを求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35967 個人 無職 ７０代 男性 国家の安全保障の根幹をなす「エネルギー・環境に関
する選択肢」の検討に先立って、エネルギー・環境会
議が「原発依存度を低減するという基本理念を決定」
したこと自体が、出発点で大きな誤りを犯している。

福島原発事故は周辺住民始め日本国民に大な不安を与え、強制避難など日常生活や産業経済活動への影響は計り知れないものがあり、国際的にも多くの問題を提起した。原子力発電に関
わる安全性の強化を徹底することは、国を挙げて取り組むべき極めて重大な課題であることは言を待たない。
一方、国家のエネルギー安全保障に関わる戦略決定に先立って、人類が利用し得る限られたエネルギー源の中で、国際的にも極めて重視されている原子力存度を低減し、やがては放棄する
ことは、日本国のエネルギー安全保障を自ら脆弱化することに他ならない。
「原発依存度を低減するという基本理念を決定」したことは、国際社会の中でエネルギー欠乏国への道を選択することに等しい。原子力発電の再稼働が関電大飯3・4号機に限定されている現
在、火力発電の燃料輸入の急増で日本の国際収支は、急速に赤字化路線を突き進んでいる。
ドイツ・イタリアなど欧州の電力ネットワークに連なる一部の国を除き、世界各国は福島事故を踏まえてなお、原子力発電推進の戦略を替えていない。化石資源の有限な地球賦存量を重視して
いる各国は、福島事故を参酌して安全策を強化しつつ、原子力発電を継続的に活用するのが賢明な選択であることを、冷静に超長期視点で判断しているからだ。
福島事故を踏まえて、我が国は最も適切な安全強化策を確立しうる立場であることを再確認し、国民の安心と信頼を取り戻して、日本のエネルギー安全保障を確立することが、現下の急務であ
る。
提示された選択肢の原子力ゼロ、或いは１５％は以上の理由から選択すべきではない。将来的には2010年に設定したエネルギー基本計画の路線に戻すべきだ。

35968 個人 会社員・
公務員

４０代 男性 脱原発を選択 福島の事故が起きて世界中の人に迷惑をかけている。
子供たちの未来の為に原発廃炉にしなければならない。

35969 法人・
団体等

その他 ４０代 女性 原発ゼロにすべきです。自然エネルギーへ転換を政
策誘導でお願いします。

地震大国の日本には原発立地は向いていない。事故が起こったら取り返しがつかない。処理できない廃棄物はやめるべき。。

35970 個人 家事専
業

５０代 女性 ・「原発ゼロシナリオ」を選択。
・即時停止（再稼働反対）
・処理できない核廃棄物を未来に押し付けないでくだ
さい。
・未来への投資と考え、自然エネルギーを増やすこと
にお金を使ってください。

　原発が安全かどうか議論する以前に、核は人類と共存できないと考えます。
処理できない　核廃棄物を未来に押し付けてまで今を便利に生きるのは傲慢です。
動かす以上出てしまう核廃棄物を出さないためにも　再稼働せず
国民の知恵で乗り切りましょう。そのための方法は沢山出されています。

　是非　省エネの技術開発や　自然エネルギーの開発に力を注ぎ、
普及するような制度整備も急いでください。
そのためには送電分離、電力システム改革は　必須です。
それが　未来への財産になり、かけたお金は投資だと思います。

　
　国民への問いかけ、今回のパブコメを　歓迎します。
是非　正しく判断してください。

35971 個人 自営業 ３０代 男性 原子力発電について 新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35972 個人 無職 ８０代以
上

女性 原発は即、廃止してください。 放射性廃棄物を何十万年もコントロールできるなど人間は賢くはありません。

電力は、環境にやさしく、人にもやさしい自然エネルギーの活用でまかないましょう。
たとえば水車をつかった小水力の利用など、各地で作っていきましょう。
海上での発電も日本は十分できるでしょう。
もちろん太陽光も十分活用できます。

原発に固執するのは「原子力ムラ」の利権がらみとしか思えません。経済優先、利権優先では国民は納得しませんよ。

35973 個人 家事専
業

４０代 女性 原発やめてください。自然エネルギーにシフトしましょ
う。日本人の知恵をしぼって。

地球は未来の子供たちからの借り物です。毒を作り続けてはいけない!!

35974 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 2030年には0パーセントを希望します。 パブリックコメントに意見を出すことができない子どもたちが、2030年には成人します。その子どもたちが、どんな未来を望むのかを考えた時、答えは明らかです。
原発依存度ゼロパーセントを実現し、持続可能なエネルギーの分野で、日本が活躍する姿を誇りに思うことでしょう。
次世代のことを考えた決断をすることを、日本政府に期待します。
声を届けることができない者の声にも、耳を傾けてくださいますように。

35975 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35976 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 原発をゼロにするこには、大反対です。電力の安定供
給が行われなくなることのほうが、自分たちの生活に
は、マイナス面が多いと思われるからです。

原発の事故で亡くなった方はいないわけですが、熱中症で亡くなった方はおおぜいいます。去年のような計画停電が行われる可能性があるのではないかと考えるだけで、精神的に受けるダ
メージのほうが大きいと思います。経済的なマイナス面もかなりあるはずです。中国が尖閣諸島に対して行っていることなどを考えると、いつ海上封鎖のようなことを行って、化石燃料の輸入が
困難になる可能性は高いわけで、火力発電の割合を多くしていくことには、不安が残ると思います。事故の教訓を生かした、もっと安全な原発をつくる技術も経験も日本にはあるはずです。世界
のためにも、日本が向かう方向を間違わないでほしいと思います。

35977 個人 家事専
業

５０代 女性 生活には電気の安定供給が必要です。これを考える
と15シナリオを支持します。

自然エネルギーはまだまだ高いし、原子力にいきなり変わることはできません。
原子力を安全にしながら徐々に比率を減らし、当面は火力発電で補って安定した電気を作るのが最も現実的です。

35978 個人 自営業 ４０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

35979 個人 その他 ６０代 男性 非現実な核燃料サイクル政策など2010年エネルギー
基本計画改定の誤りを認識し、危険で高価な原子力
発電依存を直ちにやめるべきである。2030年時点で
の原子力発電依存率は当然ゼロとすべきである。

2010年エネルギー基本計画改訂は、原子力発電の「安全性」を前提にしていただけでなく、原料ウラン依存の問題点、核燃料サイクル政策の非現実性など、多くの誤りが存在しており、その認
識（とくに核燃料サイクル政策破綻）が、本「選択肢」提起の前提として不可欠である。
原料ウランの採掘・精製過程における環境破壊、点検・補修作業における被爆者、運転過程における処理不可能で危険な核廃棄物を生み出す原子力発電に、エネルギーを依存することは人
道上、道徳上行うべきでない。
福島並びに世界の原発事故が示す危険な原子力発電に依存しなくとも日本の豊かな生活並びに高度な経済活動が維持できることは、猛暑に見舞われた今年の夏においても実証されている。
また、この間明らかになった原発立地自治体へのさまざまな財政支出、電略会社からの寄付金、莫大な研究費支出とともに、使用済み核燃料処理、保管コストなど、原子力エネルギー使用の
経済コストは他のエネルギーと比べて低くない。
広島、長崎に続く、今回の福島の被爆は、1950年代の高度経済成長期に端を発する現在のエネルギー政策、その前提となる経済政策を根本的に見直す好機である。日本はいわゆるグリーン
経済で世界をリードすべきであり、高価で人道上問題がある原子力エネルギーに依存すべきでない。

35980 個人 無職 ７０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」の、再生可能エ
ネルギーの供給量３０％以上に関し、実現性の検討
が伴わない選択肢の提示は国民を欺くものだ。根底
が不明確な国民的議論は空虚で、国の責任が問われ
るべきだ。

再生可能エネルギーの利用は、化石資源の地球賦存量が限定的で、現実問題としてピークオイルを迎えることを認めるＩＥＡの発表に照らしても、可能な限り推進すべきだ。
しかしながら再生可能エネルギーの固定価格買取制度は、ドイツにおける破綻事例を見るまでもなく、財政支援策の効果は当初の短期的効果に限定され、その先の供給量確保は日本の厳し
い立地条件が支配的だ。再生可能エネルギーの供給量３０％以上を選択肢に取り込むのであれば、例えば立地の可能性・バックアップ電源の増設可能性・大容量蓄電池の建設費・設備利用
率・系統容量と不安定電源の許容性など等をセットにした、体系的な実現性評価を実施して、その結果を公表するべきだ。その様な検討結果、報告書が伴わないシナリオは、2030年時点にお
ける供給必要量を提示したに過ぎず、大容量化による経済効果などを希望的に見込んだ選択肢は、本来的に国民的議論の俎板に乗せるべきでない。
エネルギー供給の実現性とそれに纏わる諸問題は、常設の専門家検討会などを設置して、継続的な検討に委ねるべきだ。
提示された選択肢の実現性評価が伴わないシナリオは、短期間のうちに破綻を来たすことが予見され、我が国のエネルギー・セキュリティーを著しく損なうものと懸念される。

35981 個人 自営業 ４０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

    直ちに原子炉再稼働をやめさせる
    積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
    再生可能エネルギーの生産を加速させる
    発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
    石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

る。
・託送制度の見直し、計画値同時同量の導入。新電力と一般電気事業者の競争基盤の透明性向上。地域別送電料金制度導入による需要と発電の経済性に基づいた再バランス化の実現。
・｢電力｣の枠を越えたエネルギーサービスの融合化・ボーダレス化。同時並行的に、ガス事業や石油事業などエネルギー全体のシステム改革の早期実現。

６．核燃料サイクルの全面的な見直し
使用済み核燃料の最終的な管理・処理方法について国民的合意が実現するまでの間、原子力発電のみならず、そのバックエンドに関する事業はすべて停止することを求める。すなわち国民的
合意不在の現時点では、もんじゅ、六ヶ所村再処理工場は即時休止する。

７．エネルギー・環境に関する国際貢献
大規模な原発事故を経験した国として、グローバルな脱原発実現に向けたイニシアティブを取ると共に、省エネ技術、再エネ技術の普及を通じた、持続可能な社会の早期実現に貢献する。

８．エネルギー・環境政策に関する透明でオープンな議論と決定
エネルギー・環境政策に関しては、完全に透明、中立的でオープンな議論の場を十分な時間を掛けて設けると共に、市民の参加を十分に確保した決定を行うべきである。また、その政策目標や
手段の不断のレビューを行う仕組みも整備すべきである。

以上



35982 個人 会社員・
公務員

２０代 女性 原子力エネルギーへの依存を即終 了させる、より踏
み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求
め ます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代 に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは 原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させ
る、より踏み込んだ核エネ ルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：

(1)直ちに原子炉再稼働をやめさせる
(2)積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
(3)再生可能エネルギーの生産を加速させる
(4)発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
(5)石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを 持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでい ます。

35983 個人 その他 ２０代 女性 ゼロシナリオの決行を、心からお願いいたします。 万が一事故が起こった場合のリスクが大き過ぎます。原発が作られて来たのは一部の人間の利益のためであったことは周知の事実です。いくら経済がまわらなくなると脅されても、日本が汚染
で住めない国になってしまったら、元も子もありません。わたし達の利己主義から来る負の遺産を、これから生まれて来る命、地球上の全生命に負わせてはならないと思います。

再生可能エネルギーの開発は必要不可欠ではありますが、その前に現在使われている電力の妥当性も検討すべきだと思います。自動販売機を今ある数の3分の1に減らす。コンビニを24時間
営業から当初のセブンイレブン（7時から23時）に戻す。日曜日はすべてのお店を営業禁止にする、などなど。人間の都合だけを考えることを止めれば、できることはたくさんあるはずです。いつ
でもどこでもなんでも手に入らなくても、生きていくことは充分できます。自然界と共生できる範囲の電力に合わせたライフスタイルを見つけていくことが、何より重要だとわたしは思います。例え
ばドイツなど他国から積極的に学びながら、持続可能な生活を徹底追求した修行をしている禅寺の智慧を取り入れてみるなどしながら、、、新しい考えに柔軟な、誠意ある政府の対応を期待し
ております。
どうかよろしくお願いいたします。

35984 個人 その他 ４０代 男性 提示された3つのシナリオではなく、原発の即時全廃
を求めます。

福島第一原発事故による様々な被害影響を見れば、原発稼働によるリスクの高さが停止によるリスクをはるかに上回っていることは明らかです。
更に、原発稼働によるこれ以上の使用済み核燃料の増加も防がねばなりません。

現在、原発ゼロでも電力が足りることはすでに多くの国民が知っている事実であり、大飯原発が十分な安全対策もなされないまま再稼働されたことに対し怒りの声が高まっています。
稼働中の大飯原発を停止し、そのまますべての原発の廃炉を決定して下さい。

また、発送電分離、電力事業自由化を行い、自然エネルギーの普及を促すよう求めます。
太陽光、小水力など既存の施設を利用できるものをいち早く全国に普及させ、更に地熱、海上風力といった日本の国土にあった発電方式の開発を進めることで、原発全廃とCO2削減を両立さ
せることが可能です。
小規模分散型にすることで、自然災害による電力不足のリスクも軽減できます。

また電力事業における競争による市場の活性化は経済成長にもつながります。

以上の理由から2030年ではなく、原発の即時全廃を求めます。

35985 個人 会社員・
公務員

３０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より踏み込ん
だ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは、以下を要求します。

直ちに原子炉稼働をやめる
再生可能エネルギーの生産を加速する
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石油と天然ガスへの依存の前に、エネルギーの効率的な利用を優先づける
積極的な温室効果ガスの削減を掲げた、気候変動に対処する国際公約を尊守する

私達はあなた方が人々の意見に真摯に耳を傾け、私達が誇りを持って支持することができるエネルギー計画を提案することを切に望んでいます。

35986 個人 無職 ７０代 男性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではありません。私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35987 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 20-25%を支持する。国際競争の中で豊かな生活を送
るため、地球温暖化への影響を軽減し、産業の維持
発展に資する原発が必要だと考える。原発事故を教
訓とし、安全運転技術の向上と監視体制の構築が必
須となる。

日本国民が、豊かで安定した生活を送るためにはエネルギーの安定的な供給は欠かせない要素である。また、国内産業の維持発展も欠かせない要素である。特に、第2次産業を維持するため
には競争力のある電力供給が必要となる。福島原発事故後の電力供給は、日本がほとんど輸入に頼る化石燃料に過度に依存しており、化石燃料価格の高騰を招き、電力料金の値上げが行
われ産業の国際競争力を弱めている。また見逃せないのが、化石燃料に頼ることにより、地球温暖化防止のためのCO2削減に逆行し、日本の国際公約を守る目処が全く立たなくなってしまっ
ていることである。
今後は早期に既存原発の安全性を検証し、検証が終わったものから、適切な監視体制のもと原発による電力供給を一定レベルまで引き上げるべきである。一方で再生可能エネルギーについ
ては、一般家庭へのソーラーパネル導入の促進を図るとともに、地熱発電大規模風力発電などの技術開発を進め、徐々に発電量が増えることを期待したい。
　よって、一定の原子力発電を維持する20-25シナリオを支持する。

35988 個人 無職 ７０代 男性 「エネルギー・環境に関する選択肢」に際し、エネル
ギーの大半を消費する産業・経済界の意見を重視す
べきだ。ともすると国民的議論の名のもとに個人の意
見が偏重され、企業活動の意見吸上げが疎かになっ
ていないか。

国家のエネルギー・セキュリティーに関して、国民的議論を踏まえて戦略を決定しようとすることは、これまでの我が国の政治では取られなかった手法として、大いに評価される。
国の政策決定にさいして、生の国民感情が反映できる数少ない機会が与えられる意義は、誠に大きなものがある。
一般国民は、地域住民としての意見、消費者としての意見、福島事故に対する国民感情などが前面に出て、国民の生の声としては極めて貴重な議論であった。原子力・放射能教育を一切受け
て来なかった国民は、福島事故のもたらした放射能に対する恐怖、降って沸いた強制避難に対する不満、平穏な日常生活を脅かした原発への恨みなど等が重なり、圧倒的に原発0％を選択し
ているのは、素直に頷ける反応だ。しかしながら、これら国民の声が、エネルギー・環境の選択肢に対する判断と受け止めるのは早計だ。
我が国の産業・経済活動を主体的に支えて来た、産業界・経済界の意見を何処まで吸上げたかが、一方では気になるところだ。我が国のエネルギーの大半を消費する企業軍団の意見を正しく
吸い上げることも、極めて重要だ。
産業活動と密接に関連する「安定電源の供給」、「低価格の電源コスト」などが極めて重要な評価基準であり、例えば0.1秒単位の電源の不安定性であれ、高度な生産活動には多大な被害をも
たらしかねない。従って不安定な太陽光電源や風力電源に対しては、安定したバックアップ電源と大容量蓄電池の備えが必須になる。一般市民の生活感覚とは全く別次元の、電源に対する厳
しい条件設定が求められている。
また選択肢の提示に際して、何処まで国家の安全保障としてのシビアな評価基準が提示されたであろうか。現時点までの意見聴取会、或いは様々な議論を横断的に捉えて、余りにも「国家の
安全保障」の視点が乏しいことを、指摘したい。
産業・経済活動では、グローバルな競争原理が支配することから、電源の不安定性が懸念され、電源コストの微増であれ企業活動にとっては命取りになりかねない。我が国の電源供給にその
様な懸念があれば、より安全な海外移転を求めるのは当然の帰結だ。
火力の燃料確保に絡めて国際収支の赤字化は、日本の安全保障にとっては致命傷になりかねない。この様な可能性を孕んだ原発０％・１５％は、国策として選択すべきでない。

35989 個人 会社員・
公務員

５０代 男性 提示されたエネルギー計画は、原子力施設を保持す
る為の筋書きにしか思えません。制御不可能で甚大
な被害が明らかとなった原子力への依存を即終了さ
せる、原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を求め
ます。

提示された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、いつ起こるかわからず、また起これば甚大な被害をもたらし、その対処も全く確立されていない自然災害と原子力の危険を直視したものと
は思えません。今現在と、将来の、安全で必要充分なエネルギー計画をもっと本気で英知を結集して策定すべきです。少なくとも、制御不能な原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、
より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的には以下を要求します：
直ちに原子炉再稼働をやめさせる
原子力兵器の開発は将来に渡って行わないという国策を世界に明示する
豊富な海底資源の確保、開発を最重要な国策として日本近海の領土保全に傾注する
重層的な外交努力を、石炭・石油・天然ガスの確保につなげる
再生可能エネルギーの生産を加速させる
発送電分離、独占的な特権を享受する電力会社の解体・再編成を早期に行う
各企業の自家発電、各家庭の太陽光発電等の自助努力に対しての援助を制度化する
送電線のエネルギー効率向上、蓄電技術の開発等に国家的援助を行う

世界で唯一の原爆被害と、福島の原発事故を経験している国家として、原子力抜きでの電力確保、文化的で永続的な生活の保全に向けて世界に範を示す、真に知的で真摯な原子力エネル
ギーゼロの筋書きを求めます。

35990 個人 会社員・
公務員

５０代 女性 福島の子ども達や、子ども達に寄り添う先生達のこと
を考えていきたい、もっと考えてもらいたい。

夏休みです。福島に残らざるを得なかった子ども達を、全員、夏休みだけでも避難させ、ストレスから保養させてください。ギリギリの状態で向かい合っている先生達の中には、精神を病んでい
る方も多いです。先生達のメンタルヘルスを保証してください。今、少しでも子ども達を守ることを考えることが先決。いったいどうして再稼働だなんだと考えつくのか疑問です。

35991 個人 家事専
業

５０代 女性 ゼロシナリオ支持。出来るだけ早く原発ゼロにして。
脱原発方針を先ず決め、経済や施策、税をそれに
沿って進めるべき。電力会社と政府への不信。一部
の欲と保身のために危機感
が麻痺しているとしか思えない。

日本に原発がある事がいけない。地震大国で、しかも、被爆経験国で、酷い辛酸を舐めて来たこの国になぜ原発が必要なのか。原発事故は人災だという。管理が万全ならば安全だというの
か。おとなしく善良ではあるが、責任の所在を曖昧にしがちで、長いものには巻かれろ、臭い物には蓋、出る釘は打たれる的国民性を持つ事なかれ主義の私たち日本人には、原子力を扱うの
は向かない、無理なのだ。危険すぎる。人災をもうこれ以上繰り返さないために脱原発が一番だ。「安全を確認」可能なのは人智の範囲に過ぎず、天災は人智がはるかに及ばぬ時や場所で起
きる。リスクが消える訳ではない。
東日本でこれ程の事態になっているのに関西では再稼動。電力が不足？計画停電や節電も実行せずになぜ？再稼動を決めたのは「天災はそうは来るまい」と甘く見ている危機感の欠如と東
日本の放射能被害が他人事なのですか。
福島の事故でも、備えの段階での危機感の欠如さ、起きてからのお粗末過ぎる連携、素人のような無知による無策な対応で事故が拡大してしまったこと。組織や担当者の保身のために歪めら
れた数値や隠された情報、嘘。全てに不信感は最大だ。電力会社の利益や保身、限られた地域の受益や繁栄のために私たちは日本を滅ぼし兼ねないリスクを伴う便利や贅沢を押し付けられ
ている。
一方、東電管内の原発が一基も稼動していなくても、この猛暑にも拘らず、節電意識が広く定着しているためか、電力に不自由して居ない現実がある。原発は無くても平気、要らないのだ。
過ちは正すのは早い程良い。早いほうがかかる費用も少なく済むだろう。ぐずぐずと原発にしがみ付くより、きっぱりと手を引くほうが無益な時間と不必要な手続きや手順、人員を割かなくて済む
はず。事故の生々しい傷が残る今、福島の原発は未だ放射能を出し続けている今、稼動の最少の今、が、その時だ。先ず、原発ゼロの方針を決め、日本の目指し進む方向として欲しい。経済
や産業、施策はそれに沿って決めていけば良い。目的や理由が正しく明確であり納得できれば、多少の不便などいうに及ばず値上げや増税にも協力出来る。原発を長期にわたり負の財産とし
て抱えていかなくてはならず、ほかにも、失職する人や財政の悪くなる自治体へも原発に替わる職や代替する産業を考えなくてはならないが、日本人が本気になったら脱原発は明るい未来へ
のおおきな一歩になるはずだ。

35993 個人 その他 ３０代 女性 1.ゼロシナリオを選択します。福島の事故がいまだ終
息しておらず、原子力発電で生じる放射性廃棄物の
処分方法が見えていない現状では、1のゼロシナリオ
しか考えられません。

福島の事故の現場で、今なお、誰かが放射能にさらされ作業を続けてくださっています。もし、それが自分だったら、と自分に置き換えて想像してみてください。現場の大切な命、この事故によっ
て失われた大切な命のことを考えると、人にはコントロールしきれない、危険な原子力発電に頼ることは止めるべきです。
放射性廃棄物の安全な処理方法が確率されていない今、これ以上放射性廃棄物を増やすのはトイレのないマンションに住み続けるのと同じです。今生きている人が死んでいったあとでも、その
ずっとずっと先もそれは危険な放射能を出し続けるのです。今生きてる自分たちだけがよければいいという考えで、未来の人に負の遺産を残すばかりです。どんなに安全対策をしたところで、事
故の可能性は0％にはならす、もし事故がおきてしまったら、人の命だけでなく土地や自然も失われ、先のみえない事故終息にむけてはかりしれないコストがかかって行くのです。私たちは電力
の恩恵を受け、豊かな生活を送らせてもらってきました。小さなことでも生活の意識改革をしていくための作戦を考えていくべきです。

35994 個人 自営業 ４０代 男性 原子力エネルギーゼロ。脱原発を求めます。 今回の事故を見て原発は危険だと思いました。
使用済み核燃料の処理も大きな問題だと思ってます。

再生可能エネルギーに移行しなければいけないと思いますし出来ると思います。

2011 年3月11 日に、東日本を襲った巨大地震とそれに続く大津波の影響は、計り知れない被害をもたらした。なかでも東京電力福島第一原子力発電所は、巨大地震と大津波の影響で、全電
源が失われた後に、冷却水の喪失から炉心溶融、そして大量の放射性物資の環境中への放出など、史上最悪の原子力災害という事態に陥り、今なお収束していない。放出された大量の有害
な放射性物質は福島第一原発の周辺地域にとどまらず、広く東日本の広い範囲の土壌に沈着し、大気中の放射性物質は偏西風の影響などにより世界全体に拡散しており、海洋中に放出され
た放射性物質は太平洋全域に広がりつつある。

この深刻な原子力事故は複数の事故報告書での指摘にもあるとおり、これまでの日本の原子力・エネルギー政策とその実施過程での多くの過ちの結果であり、特に政官財が強固に結びつい
た「原子力ムラ」に代表される無責任体制が、いわゆる「安全神話」を作り出し、今回の重大事故に至った。その過程で地震や津波のリスクを無視した原発の建設および運転が各電力会社(沖
縄電力は除く)で行われ、事業者からの自己申告に基づく安全審査だけで経済性を再優先して30年を超える長期間の運転を認めてきた。さらに高速増殖炉「もんじゅ」や六ヶ所村再処理工場な
どすでに破綻していた核燃料サイクルの各事業の実施を前提として、使用済み核燃料について非常にリスクの高い保管方法(使用済み核燃料プール)が各地で行われてきたが、その保管容量
はすでに限界を迎えようとしている。

よって、これまでの原子力政策の過ちを真摯に反省し、国民の安全と安心を確保するには、現存する50基の原子炉の事故リスクを最小化するために2030年までの出来るだけ早期に原発比率
をゼロとし、使用済み核燃料のこれ以上の発生を可能な限り止め、核燃料サイクルを即時中止する「ゼロシナリオ」が日本にとってただ唯一の選択肢である。かつその「ゼロシナリオ」の中でも
可能な限り早期の脱原発が最も事故リスクを抑えることができるため、2020年までのできるだけ早い時期での具体的な脱原発(全原発の廃炉)の立法と工程の策定およびその確実な実施を求
める。そして、核燃料サイクルを即時中止すると共に、直接処分を前提とした安全な乾式中間貯蔵のあり方などについて、早急な国民的な合意形成と、実施工程の策定、実施に向けた具体的
な取り組みが必要である。

さらにこれまでの硬直的なエネルギー政策を根本的に見直し、原発の様な大規模電源に依存せず、電力・熱利用・輸送燃料を含む分散型へのエネルギー・システム全体の転換を実務的かつ
中長期的な視点で目指すべきである。具体的にはエネルギー需要全体の根本的な見直しを行い、最終的なエネルギー需要を削減する省エネルギーを目標値を持って推進すると共に、集中型
電源により失われてきた「発電ロス」を最小化し、エネルギー効率を最大化するための分散型の電熱併給システム(コジェネレーション)への転換、化石燃料の利用効率や再生可能エネルギーと
の協調運転を可能とする高性能・高機能設備への更新、可変速揚水発電を含む水力発電の更新や最適化などを推進する。よって、2030年までの省エネルギーの政策目標としては、最終エネ
ルギー需要で35%以上とし、省電力についても30%以上を目指す必要がある。これにより、温室効果ガスの排出量に大きな影響を与える一次エネルギー供給の量を2030年までに2010年比で4割
程度(約40%)まで削減することができる。この様な適切な地球温暖化対策により温室効果ガス排出量についても2030年には40%以上の削減(1990年比)を目指すべきであり、日本としての国際的
な気候変動対策への貢献として2020年においても温室効果ガス25％削減(1990年比)の目標は基本的に堅持すべきである。

再生可能エネルギー政策については、欧州の様に明確かつ十分に高い政策導入目標を設定し、その実現に向けた政策を立法して、着実に実施していく必要がある。「ゼロシナリオ」における
2030年の導入量は発電量に対して35%だが、欧州各国ではすでに2020年の段階で30%を超える高い政策目標を掲げており、2030年の政策目標としては50%を超える目標が望ましい。実際には
2030年までに30%の省電力が達成できる場合、再生可能エネルギーの総発電量は3900億kWh程度となり、「ゼロシナリオ」での再生可能エネルギー導入量の1割増し程度となり、総発電量に占
める再生可能エネルギー比率50%以上は十分に実現可能な政策目標である。さらに長期的にはエネルギー安全保障(自給率)、化石燃料の限界や気候変動リスクを考慮して2050年頃までには
電力・熱・輸送燃料を含む再生可能エネルギー比率を100%近くにすることも長期的な地域および国家のビジョンとして視野に入れるべきである。

再生可能エネルギーの本格的な導入拡大においては、電力セクターにおける送電網の中立・公正的な運用への組織変更(発送配電分離)や、卸電力の自由化と電力市場形成、電力小売全面
自由化などがこれを後押しする。さらに、分散型の熱利用やコジェネレーションを導入し、地域分散型のエネルギー・システムへ転換することが必要である。輸送燃料については、都市計画や流
通網など交通システム全体の根本的な見直しと共に、脱化石燃料への本格的な取り組みが求められる。2050年までの長期的なビジョンを睨み、少なくとも2030年頃までには石油に依存しない
輸送・交通システムを確立している必要がある。

35992 個人 家事専
業

５０代 女性 原発比率をゼロにすべき。原発を2020年までのできる
だけ早期に廃炉にし、核燃料サイクルは即時中止せ
よ。2030年の省電力の目標を30%以上とし、再生可能
エネルギー比率は50%以上を目指すべき。



35995 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 ゼロへ。人の幸せを生む、人の未来に影を落とさない
エネルギー国・日本に。

ゼロへ。

人の幸せを生むエネルギー国・日本に。
原発投下の被害を受け、大地震による原発被害を今も受け続けている、地球唯一の国、日本が、原発やめないでどうするの？
電気に頼りすぎない暮らし、他エネルギーによる暮らし、できる。
今こそ、工夫と調整と創造ができる日本人の知恵を使い、人を幸せにするエネルギー社会を作りましょう。

35996 個人 自営業 ４０代 女性 　原発ゼロシナリオを選択する。

　　ただし、原発をゼロとする時期については、即時と
するべきである。

(1) 事故リスクが大きすぎる。

     福島第一原発の事故により、今もなお16万人が2011年3月10日まで暮らしていた地域に戻れないでいる。福島第一原発がまき散らした放射能は東日本全域に及び、河川や湖沼、太平洋ま
でも汚染している。大気中に放出された放射能は、地球を何度も回って、世界を汚染している。

     食品は放射能で汚染され、日本列島に暮らす市民は、その汚染された食品をやむなく摂取すべき状況に追い込まれている。また、生産者は自ら生産した生産物が忌避されるという事態にさ
らされている。漁業者の中には、未だ漁業を再開できない方も多い。

     原発の事故は、事故が起こったら取り返しがつかず、誰も責任を取れない類の事故である。

(2) 福島第一原発の事故の原因が究明されていない。

     国会事故調査委員会の報告書は、「福島原発事故は終わっていない」としている。政府の事故調査・検証委員会の最終報告でも、事故の原因究明が十分には行なわれていない。加えて、
福島原発事故を教訓とした新たな規制が定められたわけでもない。

   このような原発事故の再発を防ぐことはできない状況下で原発の運転を再開するのはもってのほかである。

  (3) 核のゴミを次の世代に押し付けてはならない。

     使用済み核燃料は、再処理をするにしても直接処分をするにしても、何万年もの間、管理しなければならない。原発の稼働期間は40年に過ぎず、そのわずか40年のために、何万年にも及
ぶツケを、次世代に残してはならない。放射性廃棄物をこれ以上作り続けることは、許されないことである。

以上

35997 法人・
団体等

法人等 法人等 法人等 原発ゼロシナリオを選択します。日本の将来を真剣に
考えるなら、これが最も現実的な選択です。危険な放
射性廃棄物の処分方法が無い限り、今すぐ稼働を止
めるべきだと考えます。

原発ゼロシナリオを選択します。
今回の選択肢では２０３０年までにとなっていますが、原発の稼働は今すぐ止めるべきです。「今すぐ止める」理由は、自然災害の多い日本において、原発は非常に危険であり、事故の影響が
大きすぎるからです。今回の福島原発の事故により、地震や津波に対して、絶対の安全はあり得ないことが、明らかになりました。一度原発事故が起きれば、その影響は他の発電所とは比べも
のにならないほど大きく、放射能による環境汚染で、少なくとも十万人以上の人々が事故後一年を超えても自宅に戻れないという現状があります。水や農作物・魚介類の汚染も深刻であり、特
に妊婦や小さい子どもたちに与える影響が心配されています。
さらに、肝心の原発本体の事故処理は、終了の目途もついておらず、今も汚染物質の放出は止まっていないのです。すでに放射能汚染の影響は日本のみならず、世界中に広がっています。こ
のような事故を起こした責任を考えれば、「今すぐ止める」ことが国として当たり前の選択だと考えます。
原発依存度をゼロにすることは現実的でないとする意見が経済界にはあるようですが、もともと事故前においても、老朽化した日本の原発では点検などで止まっているものが多く、全電力の約
４分の１ほどの割合になっていました。現在の経済状況を考えれば、節電により、さらに使用電力量を減らすことは可能であると考えます。とりあえず、現在止まっている火力発電所を動かし、自
家発電の買い上げ、各電力会社間での調整により、原発分の電力量を補うことができるのは、わかっています。ここで、化石燃料による二酸化炭素の増加は問題ですが、前述した原発事故の
影響を考えれば、しばらくは仕方がないと考えます。長い目でみれば、これからのエネルギーは、大きな電力会社に任せるのではなく、地産地消を進めていくべきものと考えます。
「原発ゼロシナリオ」の最大の理由は、原発による発電使用後の「放射性廃棄物」です。原発導入当初からの問題ですが、未だに解決していません。今、各原子力発電所の燃料貯蔵プールに
は使用済み燃料が溜まり続けています。この廃棄物は非常に危険であり、少なくとも１０万年以上の管理が必要とされています。この廃棄物の最終処分所は日本のどこにもない状態です。この
処分には莫大な費用が必要となるでしょう。日本の将来にこのような危険物を大量に残すことは、赤字国債を残すこと以上に無責任なことです。未来の子どもたちは自分たちが使用していない
エネルギーの後処理のために、莫大な費用と管理のためのエネルギーを用意しなければなりません。もう、すでに十分溜まっています。今も再稼働した原発の中で、新たな危険物が増え続けて
います。日本の将来を真剣に考えるなら、どのシナリオが最も現実的であるか答えは明らかです。

35998 個人 会社員・
公務員

３０代 女性 エネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対
して安全できれいな日本を約束するものではありませ
ん。原子力エネルギーへの依存を即終了させる、より
踏み込んだ原子力エネルギーゼロの筋書きの提案を
求めます。

新しく提案された3つのエネルギー計画の筋書きはどれも、将来の世代に対して安全できれいな日本を約束するものではないように感じています。
私たちは原子力エネルギーへの依存を直ちに終了させる、より踏み込んだ核エネルギーゼロの筋書きの提案を求めます。

具体的に私たちは以下を要求します：
・直ちに原子炉再稼働をやめさせる
・積極的な温室効果ガスの削減目標を掲げた日本の気候変動と戦うための国際公約を尊守させる
・再生可能エネルギーの生産を加速させる
・発送電分離によって崩壊したエネルギー部門を再生する
・石炭と天然ガスへの依存の前に、エネルギー効率を優先付ける

私たちはあなたがたが人々の意見に真摯に耳を傾け、私たちが誇りを持って支持することのできるエネルギー計画を提案することを望んでいます。

35999 個人 自営業 ４０代 女性 原発は0％ ウラン採掘現場や原発で働く人たち…原発は被爆労働者の犠牲の上に成り立ちます。一部の安楽な暮らしのために、多くの犠牲はしかたがないという考えの上にしか成り立たないエネルギー
です。使用済み燃料廃棄物の問題も解決していません。そのような未来や世界中に迷惑をかけることは今すぐ辞めなくてはいけません。今の日本人がそのうえでの暮らし方を選択するべきで
す。国民の多くがそれを覚悟できているのに、欲にまみれた政治家や経済界のために世界中が汚染さえれ続けることをすぐに止めないといけません。

36000 個人 パート・
アルバイ
ト

５０代 女性 原子力エネルギー政策への依存を即刻中止し、再生
可能エネルギーの開発にシフトすることによって時代
をになう子どもたちに原子力のない世界を残してほし
い。

今回の福島の原子力発電所の事故を受け、放射能の影響をいろいろなツールを通じて学ぶにつれて、人類を破滅に追いやる恐ろしいものに思えます。
人類が科学で制御できるものでるというおごりを捨てて即刻中止すべきであると思います。そして原子力をやめてもエネルギーが不足するとは思えませんが、クリーンなエネルギーの開発にこ
そ貴重な税金を使うべきであります。原子力行政を進めてきて大事故を起こした責任のある大人たちは、これから次代を生きていく子どもたちに放射能のないクリーンな世界を残すべきだと思
います。


